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加賀藩 史料 第 十四 i 


天 保 元年 

正月 朔日。 前 田 齊泰在 江戸なる を 以て 金澤 城に 於いて 出仕の 諸士 年寄 中 

に 謁す。 

〔諸事 覺書〕 

正月 元日 

一 、 出仕 之 面々 大廣 間に 列 居、 年寄 中等 謁、 年頭 之 御 祝詞 申 上、 四時 退出 之 事。 

一 、 年寄 中等 退出より 御廣 式お 罷出、 御 祝詞 申 上 候 事。 

一 、 中 將樣初 方々 樣御ー 門樣 方へ 年頭 之 御 祝詞 狀、 四日 出に 江戶 表お 差 出 候 事。 

正月 十 一 日。 幕府、 前 田齊泰 がその 夫人の 分娩した る 後歸國 せんとの 請 

を 許す。 

〔諸事 留牒〕 
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曰 


、、の 使者 は 

金 澤ょリ 祭 

遣ォ 一ら. し 

なるべし 


一 、 去 十四日 出 十五 日に 延江 戶狀 到來、 左 之 通 石 野 雅樂助 や】 以被仰 出 K 由中來 る、 

姬君樣 御 懷姙に 付、 御 籾 產之御 事に 候 問、 此 儘御滯 -s、 御 安 產之上 無 御 暇 被 仰 出、 御禮も 

被 仰 上 御 歸國被 成 度 旨 御願窗 、 昨 十一 日 御用 番靑山 下野 守 殿お、 御先 手靑出 中： 稅之助 殿 を以 

御 指 出 之處、 同日 夕 聞 番御呼 立、 可 爲御頹 之 通 llE 被 仰 渡、 此 K 被 仰^:^ 間、 

も 可 被 申 遣 被 仰 出 候" 

正  月 

正月 十 人 日。 皇女 降誕す る を 以て 前 田齊泰 奉祝の 爲の を 命ず。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕  . 

正月 十八 日、 皇女 御 降誕に 付、 寺 西藏人 武功 京都に 御 祝， 促 之 御 使 被 仰忖、 卜： 物. 之。 

正月 廿 七日。 前 田齊泰 夫人 水痘に 罹る。 

〔覺 書〕 

二月 八日 

一 、 姬君檨 去 廿日 夜より 御 熟 氣被爲 在 候。 廿七 H 朝 御 發物被 爲见得 候處、 御 》 者 中：； 3 々相 診、 

御 水痘 御治定 御座 候 旨、 廿 八日 靑山四 郞左衞 門 申 聞 付、 拙者 ffi 御 住：^ へ 罷 S 、土 田？^.;^ 衞 門 殿 


鍛太 郎は備 

後 守 利 之の 

子 

御簟舉 御 

算用 場 奉行 


を以 御機嫌 相 伺、 御容鉢 御尋申 候處、 至 而御順 症に 被爲 在、 上り 方 御 平生 ..ナ 御 替り茂 不被遊 

旨 等 申 聞 御座 候。 此段爲 御 承知 申 進 候。 各に も以御 紙面 御機嫌 御 伺 可 被 成 候、 以上。 

〔諸事 覺書〕 

二月 八日 

一 、 姬君檨 前月廿 六日より 御發熟 被爲在 候處、 御 醫師中 診 之 上 御 水痘に 御 治定之 由。 至而御 

順 症に 被 成 御座 候 段江戶 表より 申來。 依 之 伺 御機嫌 之 儀 等 廻狀を 以申來 事。 

二月 廿 五日 

一 、 姬君樣 御 水痘 段々 御 肥 立、 御酒 湯 被 爲濟。 依 之 御 祝詞 申 上 候。 中將 様へ も 同^に 御 祝詞 

可 申 上旨、 月番より 演述有 之 事。 

正月 廿 九日。 大聖 寺 侯 前 田 利 之より 銀 子 助成 を 申込みた るに 付き 議す。 

〔覺 書〕 

一 、 鍛太郞 樣御乘 出に 付て、 從備後 守樣御 助成 御 願 之 趣 等 申 進 候處、 御 算奉等 被 逾御諍 .議 候 

得 者、 御 國ぉ御 返納 分 共 四百 兩計之 儀に 候 は.、、 差 繰 出 來可致 哉。 御 郡 代金 御 分 借 利 足 之 分 は 

是非 御 取 立 御座 候 樣及御 達 候に 付、 御 僉議之 趣 去年 十一 月廿九日播磨守殿ょり御返^£之趣致 

承知 候. - 然 處舊臘 七日 佐 分 儀 兵衞罷 出、 御 助成 高等 御在所 往反之 上 重 而御願 之 趣 委€ 巾^ 1^ 
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に 付、 達 御聽、 金 澤ぉ可 中 遣 段 申達？ 3、 則 委細 申 進 1^ 候^ 故、 其^ 返 i^z 到來 Hjw 扣 r<,E^ 中キ 

御 返書 御覽 にいれ、 右 之 趣 申 上 置 候。 御 郡 代金 利 足 之 儀 舊臘之 所 は 御顆中 之， ig、 迚 阿 方より 

御 差 出 は 出 來不致 御 様子に 付、 先 御 振替に て 御 上納 ffl^K 候。 然 41^ 前 <5:；^ 而 w 額 之 趣 巾 進：^ 

に 付て、 舊臘廿 四日 之 御 返 に 至り 到來、 先 而御申 越 之 通に て、 外に 御 之 品 も 無 御 

座 旨 御 申 越 有 之 候。 其 表 御盆 通に て 者、 御^之 御 返納 金 三； 白兩計 故、 ^助成 > おは 二.，：：： •  刚； ii^ 

に 相當り 候。 御 郡 代金 利 足 は 二百 九十 一 兩餘 之處、 先づ 御； g 替に相 成 i 候 故、 ， お 引いた し：^ 

得 者 百 兩計備 後 守 様より 御 指 出 可 有 御座 趣に 候 得 共、 左様 之 儀 は 出 來雜致 林に 候。 先迮而 

之 御 返書に 茂 是非 相 濟不申 儀に 候 は， .5、 少分之 增方之 儀 は 於此农 {且 敷収 計： 巾 ilMW 中 おが 

故、 御 郡 代金 利 足 御 振替 之 儘に 而、 今般 百 兩計御 助成 不進 攸而は 治り^ ii: 敷 哉と < ^^巾、 

兵衞 罷越大 炊.^ 逢、 御 助成金 之 儀 如何 之 御 様子に 候 哉、 備後守 « にも i^.: 御 心. S 被 成 候。 S 

て も 申達 候 通、 御調 達 金 も 全 出來不 致、 其 上 追々 御 客 向 等 御お 外 之 御 入用 多 相懸り 攸處、 S 

臘之處 は 此方 様へ 御 願 之 分 を 御 引 方に 而漸に 先 づ御辨 合に 御座 候 故、 U 今 之 所に 而 何分 御 ffi 

通 御 許容 不被成 進て は、 於 備後守 様 如何と も 被 成 方 無 之 候。 此方«御：3^:」之内^^以御迷^被 

成 候 得 共、 外に 被 成 方 も 無 御座 故、 無 是非 御 願 被 成 候。 御 願 方 通 は 何分 雕被爲 成！ ^はく、 四 

百兩は 是非々々 御 許容 被 進 候 様 仕度 旨 等、 繰 返 段々 申 聞に 付、 此方 様 御 勝 报且^ 懸り 過分 


之 御物 入 等 之 儀 も 申入 懸合候 所、 決 句 之 所 は 先此度 土 百兩御 助成 被 進、 跡 二 Kit 兩者御 拜借成 

共 御 願 被 成 度 樣に申 聞 罷歸申 候。 御 郡 代金 之 儀 は、 去々 年 御手 傳 御用 被 蒙 仰 候 節、 御 助成 一 ：2 

御 不足 由に 而御差 支 之 趣、 去 春 其 表に おいて 儀兵衞 等より 大 炊.^ 申 聞 候 趣 もお 之、 葡臓之 利 

足 も是亦 此方 檨 より 御 引取 不進而 者 難 相 成 事に 心得 罷在候 鉢に て、 其 外に 前段 金 方 御 助成 之 

儀 申 聞 候 儀に 御座 候。 段々 申 聞 候 所に て は、 先 二百 兩計不 被 進て は 相 涛申間 敷 鉢に 付、 所 

奉行.^ 御手 繰 方 遂訟議 候 所、 差 支 無 之 由 申 閜候得 共、 其 表 御 詮議 振と 者 餘程之 4" にも 相成屮 

儀。 且此 表に 而取計 方出來 安き 樣に儀 兵衞等 心得 候而 は、 以後の 障に も ffl 成 可 中に 付、 御な 

ぎ 之 御 様子に は 候 得 共、 重而儀 兵衞相 招、 其 表 御 詮議 之 趣 等 も 委細 申入、 無 御據御 様子 故、 

御當用 之內無 斑に 引 缺候は V 出來不 致と 申に 而も 有 間 敷 候 得 共、 跡 之 御 仕现方 も；；： 之 依、 金 

澤表 引合 不 申て は 相 成 兼 候。 併 申 遣 候 而も、 外に 詮議 方 も 有 之 間 敷 候 得 共、 M 更 今一 示談 

におよ び 可 申 間、 暫 は 御 猶豫可 有 之 旨 等 申入 候處、 得 其せ r 備後守 様.^ も 可 申 上 it 巾 候。 

右 等 之 趣に 御座 候 間、 今 一 往被遂 御 詮議、 早速 被 仰 越 候 様に キ存 候。 御 IS 代金 之 儀、 常お も 

去 春 之 通 御 借 返 は 出 來可申 候 得 共、 從備後 守 檨又利 足 金 御 差 出 無 御座 候 «に相 成候而 は御而 

倒 之 儀。 且淡路 守 檨御分 借金に も 相 響 可 申 哉。 旁 其 表御詮 SI 之 通、 蔡脆之 處御収 立.；^ 御， m 度 

趣に 候 得 共、 委細 前段 之譯 にて、 先 御 振替に 相 成 候 上 之 俄に 候 問、 此 儘 に 被 成？ お、 外に 今般 

加 貧 藩 史料 第 十四 編 天 保 元年.  五 


六 


大 炊に 前 田 

孝敬に マ 在 

江戸 

甲 州に 長 連 

愛 LLV  、在 金 


二 西兩御 助成 被 進、 以後 之御邵 代金 は 無 間違 御 納 候 核に キ * 而申 SJ^:^ 方に も 可， や： 

可 被遂御 詮議、 右 等 之 趣 相 達 御聽申 候、 以上" 

正月 廿 九日  大炊等 兩入判 

•  甲 州 等 十 一 人様 

正月。 從來年 一 一回 舊令を 格 守すべし との 觸出 を爲し 、を 一 回に改 むべき 

こと を定 む。 

〔江 戶狀留 誊拔〕 

正 月 

一 、 前々 被 仰 出 候 御 定之趣 無 違 失 可 相 心得 旨、 每年 二月. 七月 兩度宛 相 « 來候 W 共、 gfsg::^ 

被 仰 付 候 間、 以後 二月まで 觸出、 七月 は 指留候 而も 可 然链候 得ば、 常 二 H-B 出 候 i§、 以來 七 

月 は 觸出申 間 敷 候 間 無 違 失 檨申渡 可 然キ遂 示談 候 旨、 達御聽 候 i$。 

二月 入日。 本鄕 邸に 天滿 宫を勸 請して 鎭 守と す- 

〔江 戶每 日窨立 害拔〕 

一 一 月 八日  • 


0 


文政 十二 年 

十二月 十九 

日の 條參照 


一 、 左 之 通 以石野 雅樂助 被 仰 出。  • 、 

此 度地藏 堂.^ 天 滿宫御 勸請有 之に 付、 是 以後 御 鎭守キ 相 稱可申 皆 被 仰 出 候 事。 

二  月 

一 一月 十 一 日。 德川 家齊、 前 田 齊泰に 鶴 を 贈る。 

〔諸事 覺書〕 

二月 廿 五日 

一 、 當月 十一 日 御 使 番山田 佐 渡 守 殿 を以、 御鷹 之 鶴 御 拜領被 遊 候 段、 同日 出江戶 表よりの 狀 

今日 到着、 月番より 廻 狀有之 事。 • 

〔續德 川 實紀〕 ， 

二月 十一 日、 使 番山田 佐 渡 守 上使と して、 松 平加賀 守に 御鷹の 鶴 をお くらせら る。 

一 一月 十 一 日。 金 銀貨の 公定相場 を廢 し、 銀 子 上納に 金子 を 混ず る こと を 

禁ず。 

〔觸 留〕 

先達 而爲 融通、 金 相場 六十 八 匁 之 極 直 段 を以、 金銀 入 交 當分諸 上納 を 初 通用 之 偽 一 統巾渡 S 
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候 得 共、 當月 十六 日より 右 極 直&指 止、 時相 場 を 以可致 通 ^攸， 尤 sfh 納之 方，：： i、 金子 人 交 

申 儀 茂 指 止 可 申 候， - 

右 之 趣 得 共^、 同^ 屮傳 組. 支配 不相^ « 可 被 a. 渡 候、 以上。 

二月 十一 日  本 多 播磨守 

一月 十 入日" 前 田齊泰 夫人お 帶の 祝儀 を 行 ふ。 

〔江戶 每日窨 立〕  ， 

二月 十六 日 

一 、 左 之 覺書御 横目 渡、 御 近習 之 面々.^ も 可 申 談旨申 渡 候 事" 

御 横目ね 

姬君 様御懷 » に 付、 當十 八日 御着 帶之御 祝 被爲在 候。 依 之 頭分 以上お 御 祝 之 御 吸物 被 下 

候條、 前々 之 趣を以 夫々 可 被申談 候。 

一 、 右 御當日 頭分 以上 焚 斗 目. 布 上下、 卒士 以下 服紗 小袖. 布 上下 着 川 之 攸條、 "ぶ 乂； 被 巾 

談候 事。 

二 月 

一月。 組頭に 令し 配下の 加 恩に 關し 出願 催促す る こと 勿ら しむ。 


〔御 觸留〕 

組頭.^ 內々 御 達に 而申聞 候 趣 

諸士 風俗 等 之 儀に 付、 文化 七 年金 龍院檨 より 段々 被 仰 出 之 趣 有 之、 其 節 御 褒美 等 願 方 之 儀に 

付、 被 仰 渡 候 趣 も 有 之 候處、 當座暫 者 格別 之 願 方 も 無 之 候 所、 近年 諸 向より 組. 支配 等 之 人々 

御 加 恩 等 之 願 次第に 人 多に 相 成、 中には 先例 之 年限 等 を 申立、 强而相 願 候 向 もお 之 候^ 共、 

御 賞美 方 之 儀 は 全 年限 等に 拘り候 儀に も 無 之、 其 者 之 勤 方 働き 之樣 子に 茂 寄 可 申 儀に 候。 今 

般猶又 御 詮議 之 趣 も 有 之 故、 以後 都 而御加 恩 等 も 被 仰 付 方、 品に 寄 是迄之 振合キ は 相違 之 俄 

も 可 有 之 候。 且如當 時 願 方 度々 催促 之 儀、 御用 多 之 時節 钚別而 互に 繁雜成 儀に 候條、 是等之 

趣 兼而可 有心 得 候。 

右 之 趣 相 達 御 內聽に 茂、 內々 申達 候條、 被 得 其 意、 諸 頭 等.^ 茂 無 急 度 寄々 可 有 演述候 事。 

寅 二 月 

二月。 實子を 廢嫡し 得べき 年齢の 制限 を定 む。 

〔官 私隨 筆〕 

天 保 元年 左 之 通 申 渡 有 之 也。 

定番 頭 
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.:A 子 幼少^: S 等に 而 成立 之 Hi- 難；^ に i:、  へ 《 跡： S 仰： ラ J::.^ 期. z: が ん 

々、 4;:.w 子 十 歲迄之 者 は 顆之通 被 近 例も^ 之 十-?^ 以上 之 者 は 例 も 無 之 儀.. 

候 間 以來右 頸 方 心？ む も 可お 之 3^ に 候： 依之此 Rr2:sg 中 問 K*。 

寅 二 月 

三月 六日. - 前 田 利 常の 生母 壽福院 の 一  一 回忌 法，^:: を 金 澤經王 寺に 營む" 

〔^n 私隨 筆〕 

二月 廿 九日 

一 、 壽福院 様 二百 回 御 忌 御 法事、 來月六 = 於 經王寺 御 執行お 之 候條、 §n  .  njs 殺生 遠 成 

可 仕 候 事。 

但、 同 寺 近 邊に罷 在 候 者 は、 御 法事 御 執行 之內、 鳴 物 等 c: 分に 指扣！ E^.S.K*。 

右 之 趣 一 統可被 申談候 事。  • 

二  月 

三月 十 一 日。 更に 向 ふ 五ケ 年間 增借知 を 命ず。 

〔官 私隨 筆〕 

一 、 今般 增御借 知 等 就 被 仰 付 候、 別紙 覺窨等 三 通 一 結 相 越 之 候。 且又與カへは北V、A親ょ.^巾 


なに 借 條月文 

リ十知 參十政 
年の 照 七 九 
ょ資 、曰 年 

リ 施 增の五 


渡 候 害に 候、 以上。 

三月 十一 日 

御 勝手 振 御難 a 至極に 被爲在 候處、 其以來 不時 御物 入 打續、 如何 共 被 成 方 無 之に 付、 文政 九 

年 御 家中 增御借 知 等、 町 • 在へ は 御用 銀 被 仰 付、 其 外 種々 御 仕 法 を以、 指當御 急迫 之 所 は漸相 

辨來 候へ ども、 一昨年に 至候而 は、 江戶. 大坂御 借財 莫大 至極に および、 取 計 方 無 之に 付、 

兩所御 借財 御 仕 法 も 被 仰 付 候。 然處元 來之御 不足 高 多く、 其 上 不時 御物 入 打續候 故、 右 御 仕 

法 之 上に も 一 ケ年 出入、 惣御圖 り 方 之 所に 而年々 過分 之 御 不足に 相 成 候に 付、 猶又 格別 

御 省略 被 仰 付 候へ ども、 夫而已 にて は 中々 行屑不 申、 此上 御行 詰りに 而は 最早 一圓 被 成 方 無 

之、 必定 御 公務 も 御 指 支、 御 政事 も 難 相 立、 不輕御 場合に 至 可 申 儀に 候。 依 之 拙者 ども 靈々 

僉議之 趣 相 達 御聽、 當 寅年より 末 五ケ 年 之 間、 改而 別紙 之 通 御 借 知 被 仰 付 候。 且又 右 之 通 格 

別 之 御 時節に 付、 頭分 八 百 石 以上 之 人々 役 料 之 內も御 借 上 被 成 候。 文政 九 年 增御借 知 等 被 仰 

付 候 節、 段々 被 仰 渡 置 候 御主 意 も 有 之 候 所、 無 間 茂 此度重 而如此 被 仰 付 候 儀、 御，^：^味八：：も如 

何に 而、 甚御 心痛 被 思 召 候へ ども、 前段 之 御 勝手 振に 而、 外 御手 段 無 之に 付、 不被^：止：^^被 

仰 付 候 儀に 候條、 前段 之 御主 意 一 統會 得いた し、 何分 心服 を以御 急迫 之 所 御用 立 可 申 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 
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一 s 

付 礼、 御 横目. 

今：" 頭分 以上 申^:^ 趣、 ^&^戶等之人々ひ者、 2役乂.^，ー1?代判人ょり可致^^!^攸.^ 

一 、 御 借 知 被 仰忖攸 趣、 與カ之人々.^は^?;3親ょり申渡^|5に候，_ 

右 之 趣 夫々 可 被 申談候 事。 

御 川 之 儀 御座 候條、 今： n 四時 過 越後 1 き "敷^ 可罷出 il!II、 昨：：：： 御 川お 内 K 殿 依 御 紙. 化、 ^服 出 候 

處、 一役 一 人 宛 御 呼 立、 別紙 之 通 右 御 同人 御 渡 被 成！^ 忖、 M^::: 所披 は物ル お 都 八：： i:^ 扣嫩 

申 候。 迥狀致 二通 候、 以上。 

三月 十一 日  中 村 (•• 小 にハ 衞 

同役 中 

三月 廿 入日。 領內町 • 在に 對し用 銀の 上納 を 命ず。 

〔郡 方 御觸〕 

御 勝手 向 御難 s 至極 之處、 近年 不時 御物 入 打續、 御：. g 之 手 K 茂 無 之 候 得 種々 御調 S! 等 を以 

漸御取 續有之 候處、 段々 御 借 詰 莫大 至極に および、 最早 御手 一茂 雖出 來、 無 御據^ 借 鋭 向 都 

而御仕 法 有 之 候。 依而 者以來 御調 達 茂 出來兼 候に 付、 S 乂 格別 御 W 略 被 仰付攸 is^、 年 

々之 御 不足、 幾重 御 詮議 有 之候而 茂、 御^ 略 而已に 而者御 之 道雖相 立、 御公，^^御桁支にも 


可 至、 不輕御 場合に 付、 不被得 止 事 今般 御 家中 增御借 知 被 仰 付 候。 然處元 來之御 不足 高 多 故、 

右 御 借 知 迄に 而者迚 茂 行 屆不申 候。 依 之 町 • 在 等に 而ー ケ年千 貫目 宛、 當 年より 五ケ 年 之 間 

御用 立 候 樣有之 度 候。 近年 過分 御用 銀 被 仰 付、 下々 一 統難 ffi 之 時節に 候 得 共、 前段 之 御 勝手 

振に 而、 外 一 圓被成 方 無 之、 此所 何れ 茂厚存 込、 精 誠 を 盡し御 急迫 之處 御用 立 可 申 候。 御 返 

濟之儀 は、 御 勝手 御 運 之 道 茂 相 立 候 は、、、、 其 節可遂 詮議 候。 右 御調 達 銀 町. 在 等 割符 之 俊 者、 

御 算用 場 奉行 可 被 示 合 候 事。 

寅 三 月 

一 、 五 千 貫目  天 保 元年 御領 國 御用 銀 惣高。 但、 五ケ 年に 取 立 之 事。 

內 

五十 七 貫 八 百 七十 七 匁 

五 百 四十 七 貫 四百 八十 六 匁 

四百 五十二 貫 八 百 四十 九 匁 

一 一 百 五十 四 貫 百 九十 目 

三百 二十 貫 六 百 七十 目 

四百 七十 三 貫 三百 八十 目 
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ム B 妻 君 

石 川 郡 

河北 郡 

口  君 

奧  S 

礪波郡 


1 六 


文政 九 年 六 

月 九日の 隊 

参照 


三百 三十 六 七十 四 匁 ； 

二百 九十 二 W 四百 五十八^  . 

二 千 七 百 三十 五贯 八十 四 匁 

金 、澤 

宫 腰 

湊 一 


新川邯 


六十 四 t:- 九 ぼ 十六 匁 

百 十五 四 W 目 

百 四十 ニ贯八 w 目 


石 動 等 三ケ所 五十六 赏目 

魚 S  三百 貫目 

遠 所 奉行 


所 u 


外 千 二百 贯目  ^  六十 四 打 (九 十六 匁 松 

八十 三 貫 二百 目 

五十 四 貫 九 百 目 

白 三 十 一 貫ハ 百目 

六十 六 貫目 

四十 九 貫 九 百 目 

庚 寅 三月 廿 八日 被 仰 渡。 

〔ふぐ 汁の 咄〕 

文政 十三 年 三月 廿 八日、 織 三年 を 隔て 又 三 州へ 五 千 貫目 之 御用 銀 申 波、 五ケ 年に k 納 致せと 

也。 萬 民只惡 口の、 しる 事難盡 筆紙。 爱 において 三 民の 心 を 深く 損じた る？^ 顯然 たり。 奸を 

行 ふ事頻 りと なる。 商 は 日々 の賣 物に 上げ 銀 を 割り 懸て、 高利 を 貪る 事甚 し。 御川佥 出さ， 

る 商 .ェ も、 是が爲 に 諸 色 を 上げ 倍 利 を 貪る。 されば 此 度の 御用 金 は、 幾 諸 }sl 人 之 手より 出る 


御用 金 也と 嘲る 事 街に 區々 也。 去る 藥種 商賣之 もの、 日々 之 買物に 五 文. 十 文と 高く K て、 此 

度の 御用 金 をつ ぐの ひ 申 旨。 是 等の 事 は 商 *ェ 世 を 渡る の 秘密 事と て予に 語りし 有り。 惣 

御 家中 御 借 知 もまし、 昔より なき 御用 金し ばく 被 命、 御上 御難 ft は 人 皆 知る 所 なれ ども、 

かく 迄 も 御金 入る まじ。 是は 一 計略に て、 此 擧に乘 じて 當 時なくても 宜 敷かね を 御 取 上、 御 

貯用被 成 置た るか。 さすれば 益殘忍 私の 被 成 方と て、 衆人 嘲り 惡ロ せり。 人氣是 より 私 を か 

まへ たる 事顯然 也。 御領 國 快く 御用 銀 指 上、 御用 辨其 功大な りと て、 御喜 悅之命 を 千 羽彥太 

夫が 蒙りたり と 云 噂 を 人々 聞 傳て肝 をつ ぶしぬ。 

三月。 前 田 齊泰歸 國の際 供奉す る 者の 心得 を告 ぐ。 

〔御參 勤 御供 一 件〕  ， 

當御 歸國御 道中 御供 人相 雇 候 通人 馬 請 方、 別紙 案文 之 通 小 札 相 調 可 被 指 出 候。 拙者 共 添 印 を 

以可有 御請 取 候。 

一 、 前々 相觸候 通、 乘懸馬 等 貫目、 御定 より 不重様 御 心得 可 有 之 候。 

一 、 通 日用 宿 人足 一 人 五貫目 宛 持 之 御定に 候處、 近年 貫目 重く、 別而 日用 頭 共より 願 之 趣 有 

之 候條、 御定 より 不重樣 御 心得 可 有 之 候。 

一 、 御中 休 於 御旅 舘、 末々 之 者 共 不作法 之 儀 無 之 樣每歲 相 觸候通 候條、 猶更 成 谈無之 様 厳 
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s に 御 申 渡 可 有 之 候， ノ 

一 、 越後 山 之 下 親 不知 81 り 等^ 之 節、 荷物 多 相 r.- に：，〕、 ぶ. ^之お = ^人 ヒ=? --ゾ つ yf^h 

方 もお 之 林に 付、 每年相 « 候 通に 候條、 込ん" 不 巾^. や i んむ屮 ： お：^ 有 之 K， 

一 、 宿々 において 拂方等 危略無 之 様、 * 來末々 迄 殺 常： 御 申 渡 可 有 之 候^、 

寅 三月  • 

閏 三月 十 一 日。 家中の 人 々祝儀に 際し 盲 ならざる： 女 を M ひて 三妓を 

奏せし むる を 禁ず。  . 

〔每日 帳 窖拔〕 

閏 三月 十 一 日 

一 、 御 家中 之 人々 祝 事 之 節、 座頭. 盲 女 相 招 候 儀 は、 先達 而御觸 も 有 之、 苑" ハ人之 外 は、 無 川 之 

段 被 仰 渡 置 候處、 近 來目明 之 女 三 紋を以 所々 被 雇 候 者 流行 之淋に 付、 堅； 小 相 成 K 等 町お 行へ 

申 渡。 

閏 三月 十 一 日。 華麗の 衣服 を纒ふ 婦女 を見咎 むべ きこと を改 方に 命ず。 

〔毎日 帳 書拔〕 


閏 三月 十 一日  ， . 

一 、 女 共 花麗之 衣服 等 を 用 ひ 候 鉢に 付見咎 之儀改 方へ 申 渡 候 事。 

閏 三月。 言上 紙面 等の 調 方 を 簡易に すべ きこと を 命ず。 

〔雜事 日記〕  .. . . 

付 札、 御 横目.^ 

當時御 住居 向 等 御用 多 之 上、 追々 方々 樣御引 移 茂 被爲在 候に 付、 彌增諸 向 御用 多端 可 爲繁雜 

候。 依而 言上 紙面 等 初、 物 § 而先振 不拘、 調 方に 至 迄 成 丈 簡易 仕、 御用 辨專 要に 相 心得、 ^略 

等 之 儀 向 々におい て 詮議 之 趣、 石 野 雅樂助 等 可 相 達 旨 被 仰 出 候。 

右 之 趣 諸 役人お 夫々 可 被 申談候 事。 

閏 三 月 

四月 四日。 金 澤の僧 觀了異 法を勸 むる を 以て 捕縛 を議 す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

四月 四日 

一 、 寺社 奉行より 以與カ 申 聞 候 は、 瑞泉寺 等 觸下礪 波 郡 苗 加 村^ 福 寺 等 旦那 之內、 異 成法義 

安心 筋 を 授候者 有 之。 則 承 a 候處、 金澤備 中町觀 了と 申 僧 彼 邊へ參 り授候 由に 付、 異法之 趣 
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ffl 礼、 1^^,,^,  "、  w も 致： 1： 心： ir- 以來. 之 ぼ w;^-.^:i=  "、  ^, -. 

付 差 出 候 由に て、 !?^*寺等看坊添*."附を以先刻及^候付、 法-/ 一.、 リ K4  二 《 之 

ケ條 は、 人に 隱 人に 不中趣 $1,- 言 を 致、 內 w,!^ 一  本 花、 且^む 手 を糾 せ- 給へ と G 中！^ Jlsii^ に 

て、 邪法 之 « 相 聞え 申 候： 右之法小立野黑田^^：左衞門キ申^？之方にて觀了ょり授申由、 ^福 

寺 等 * 付之內 にせ 之 候 間、 此者 早速 取 \  591 可然、 若 子 を 聞 逃ぶ 1  恢而 は、 之 Hflsb.,、 

無 之 候 間、 寺社 奉行より 盗賊 改 方へ 申談、 早速 手 赏可仕 哉： 依て 此 K 不取敢 相 ta, お.^、  W 指 

圖有之 度 il:: 申 聞。 

四月 七日。 野火 を警 むべき 幕府の 令 を領內 に^ ふ。 

〔觸 留〕 

諸^ 在々 において、 近年 狼に 野火 附候者 多 有 之 候 儀に 付、 從 公儀 相 渡 候 御ゅ附 一  通 之 

候條、 被 得 其 意、 組 • 支配 幷與カ 且又 家來 末々 迄 可 被 申 渡 候。 組 等之內 裁許 有 之而々 は、 其 支 

配へ 茂 相 達 候 « 被 申 聞、 尤 同役 中 可 有 傳達候 事。  • 

右 之 趣 可 被 得 其 意 候、 以上。 

庚 寅 四月 七日  長 甲斐 守 

諸國 在々 において、 近年 猥に 野火 附候者 多、 諸人 難儀 之 趣 相閜候 問、 後 堅く 野火 附中 mfi 


候。 若 相 背 もの 於 有 之 者、 早速 召 捕、 吟味 之 上 急 度 可 申 付 候條、 御料 は 御 代官、 私 領 は 領主 • 

地頭に て 厳敷遂 穿鑿、 野火 附候 もの 見掛候 は、 V -、 他領. 他 支配 之 無差別、 踏 込 召 捕、 其最 * 之 

奉行所 又 者 其 筋.^ 可 差 出 候。 

右 之 趣 御料 • 私 領. 寺社 領共不 洩樣可 被相觸 候。 

閏 三月  • 

四月 十七 日。 加賀の 物心 年寄、 冥加 米 • 用 銀の 上納 方に 就き 能 登の 惣 年寄 

に 協議す。 

〔御用 銀 一 件留 書〕  ♦ 

一 筆 啓上 仕 候。 薄 暑 相 加 申 候處、 先 以各樣 御 安康 御 勤 達 被 成 奉珍靈 候。 然者先 而^ 御^ 候 

御 互 身當り 冥加 指 上^ 之 儀、 越 中 三 郡と も 段々 示談 之 上、 惣 年寄 之 分 は 二十 五 石 を 以て 五ケ 

年に 指 上、 一 ケ年五 石 宛之圖 り、 並 中 は 一 ケ年三 石 宛に 而 五ケ 年 十五 石 之 11 りに 御座 候。 其 

內能美 郡に 而は 釜淸 水、 石 川に 而は 鶴來、 河北に 而は 杉瀨、 此 三人 は 誠に 極 難 漉無祿 に而、 桁 

上 候 族 無 之 候 得 共、 一圓 難 指 上と 申 も心惡 敷と 申 事に 而、 此人々 は 諸 郡 無類に 而、 五ケ 年に 

1 人 五 石 指 上 度 之 趣。 且林喜 兵 衞之儀 は、 御 承知 之 通 累年の 難 漉、 其 上 不慮 之 入用 等 押 a り、 

御 役所 向 御難 題 之 筋 も 有 之 族、 幷田井 之 事 者 近く 之 火災に 而 難事 有 之。 此兩人 は 五ケ 年に 一 
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、卜 石 sk】 沈 趣に 治定： 4 "物 指 上 * 之 、 に少分 名目 S 之^に いたし，.？ は、 上下 

之 聞え も 有 之、 却而如何に可^^之と中示談に而、 先づ御 * 屮御借 知 之 御 * 高 を 、.  二 

し、 惣年^ 並 之 指 上 * 取！！ り 申^に 御座 候： 此^^^^^^：面にも雜卞ば解、 、內 ft 而可巾 IKm、 

何れ 右 之 趣 御內々 得 御意 申 候： 尤 上^ 高 御 取 極 之 上 は、 ^邯 引統、 ^^^ょり卿^^巾，^，は，^ 

中 三部より 申來 候つ 此儀も 左様 御 承知、 其御邵 御用^ 御座 候 は，、、 御 収極之 h,« 仰^ 次^^ 

心 55： 可 申 候。 

一 、 新田 裁許. 山 n り 中 之 儀 は、 私共 兩 郡に 而 三人 程 指 上攸者 御座， 攸而、 五ケ 年に 一 入 五 石 

程 指 上 度と 申 儀、 其 外 は 極 難 s に 而難指 上人々 に 御座 候つ 越 中 三^ は、 右赚 a 之入ク とても、 

一 圓難指 上と 申 も不宜 鉢に 而、 不殘指 上 候 事に 治定" 其內. 化 元^^ 之 入.^ は 五ケ ハキに 一 入 五 

石 程、 難 人 者 五ケ 年に 一 人 二 石 五斗 宛 指 上 候 儀に 御座 候 i^、  ».史 其 御 邯御相 ^御： 

御尤 に奉存 候。 

一 、 手附之 儀、 先達 而 御用 銀 之 內を以 指 上 候 様 得 御意 候 得 北ハ、 „K は 別 立に いたし 可 然と、 越 

中 三 郡申來 候に 付、 別 上に 仕候圖 御座 候。 尤 私共 兩御 郡に 而七 • 八 人 計、 一 人 W 五十 目 asi 五ケ 

年に trlk 圖り 御座 候。 越 中 三 郡 は楝取 迄に 而、 外に 上 候 手 附は無 之 候。 其 内 新 川ギ. S 衞門^ 

一一 右衛門 一 件 過分 損料 懸り、 是は 上不申 候。 射 水 • となみ 兩人は 一 人 二百 目 計上 候 nb. に ズ 


御郡惣 年寄 中 被 申談候 趣に 御座 候。 私共 御 郡 七 • 八 人 之 者 は、 五ケ 年に 一 人 百 五十 目 宛 指 上 

度 趣に 御座 候。 右 衆評 之 趣、 重而得 御意 申 度 如斯に 御座 候、 以上。 

四月 十七 日  廣瀨 又八郞 

林 喜 兵 衞 

高 橋 由 五 郞檨 

北村覺 右衛門 檨 

岡 部 七 左 衞門様  . 

追而 御用 銀 之 儀 も 御 取 極 御 治定に 御座 候 哉。 越 中 三 郡 は 人別 銀 高 取 極、 御 奉行所へ 御內 fS; 一 相 

濟、 當 廿日 後より 指 上 候 人々 へ 被 申談候 旨に 御座 候。 私共 御 郡 も 夫々 取 極 御 內達申 上 候 問、 

追々 可 申談圖 りに 御座 候。 此儀 も爲御 心得 申 上 候、 以上。 . 

四月。 鳳 至 郡長 順 寺の 門徒 等 法義相 續に關 する 請 書を觸 頭に 提出す。 

〔御請 書〕 

今般 於 大坂表 邪宗 門 之 輩 御 仕置 有 之、 夫々 宿坊 幷 組合 寺迄嚴 重に 御 咎被仰 付 候に 付、 公 ffi 寺 

社 御 奉行所より 別紙 御 書付に 御 奉書 を 御 指 添 被爲在 之、 齩 重に 被 爲仰渡 候 趣 奉 得 其 意 候。 然 

ば 御 宗門 請 合 之 一 札、 御寺 役 第一 之 儀に 而不輕 御 事に 候 得ば、 乞 請 候 節 御 精密 御：^ に预 り、 
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其 上 is 戴 可 仕： 將又 公儀 »R 制 之 邪宗 門に •€ は 無 之 候 w=iT  小に、：；  ^ 

之 由 粗 被爲聞 召、 言語 道 斷に思 召 候 御 事： 都而 御手 次，！： i 疎遠に 打.. 、 ノ J,,.,,--:,,, すへ， 

心得 達 仕 候 心底より 事 發り候 儀に 候おば、 已後 ぼ 扣改、 御手 次 之 "に 隨、 

義相賴 仕、 端 正路に おもむき、 公^ 御 力 筋に 不扣 成. は、 則 治 W 之 恩 をお 报、 能々 g 

辨仕 候而、 家內 一 統示 合、 佛法世 法 之 趣 具 に 相 守 可. 申 ほ 被 仰 渡、 舉 3^ 候。 依 之 此度入 別^ 呼 出 

お 之、 ^：^得仕候趣奉申上候" 已後 宗旨 之御證 文相 颗， 化 節 は 巾、 時な W 法^ 心， $ 方 

育に 預り、 小^$ たり 共 御 宗義に 相 背き 候 様 之 優 ふ 度 相改可 中， 且 又 每月兩 度 之 御 講は不 及 巾、 

御 定ぉ之 佛參其 外 年忌. 月 忌 等 御大 切に 相 勤、 御寺 御 1 法 之 御 &述失 ..^ id 様扪守 中 候。 此 

上 萬 一 心得 違 御座 候 は.、. -、 御 見聞 次第 幾重に 茂 可 奉 蒙 御投當 候。 依 御 Si 上 之 巾 K  、以上、 

寅 四月  鏈川 村兵衞 

內保村 太 郞兵衞 

堀 腰 村 次郞 にハ衞 

百 成 村 虎之助 

地 1^  44r 亲 力ぎ 

二 又 川 村 七左衞 e: 


Sij 紙の t  s- 

, ^缺け w 


本 市 村 孫三郞 

高 根 尾 村 長  助 

，木 村 半 兵 衞 

田 村 佐 門五郞 

和 田 村 三 郞右衞 門  . 

等 連名 

右 之通遂 吟味 候處、 相違 無 御座 候。 組合 相 見 之 上 印形 見 屈、 依 而加奥 書 上 之 申 候、 以上。 

長 順 寺 

本 誓 寺 

五月 四日。 前 田 慶寧江 戶本郷 邸に 生まる。 

〔諸事 覺書〕 

一 、 左 之廻狀 到來。 

姬 君樣當 四日 御 安產、 若 子樣御 誕生、 益 御機嫌 能 被 遊 御座 候に 付、 當 rz 發出早 飛脚 只今 到來、 

別紙 之 通大炊 等より 申來 候。 且又 四日 出 相延翌 五日 發出早 飛脚 着來。 御 母子 様 益 御機嫌 能 御 

肥 立 被 遊 候 旨、 是又 別紙 之 通 申來、 先 以恐悅 御 同意 御座 候。 依 之 明 十三 日御廣 式お 罷出、 方 
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々樣， 口 御 祝詞 御 申 上 可 被 成 候： 且又右に付御示1?^之^^ぉ之，ぉ條、 明：！：. 小 時^出^, 成 K、 

以リ 

五月 十二 日  內  K 

横 山 藏人等 六入樣 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

五月 四日 午 之 刻、 於 本 鄕御邸 溶 姬君様 御 平產、 若 子 様 御 誕生、 御 お 口 帅川は 奥 付 丹 後. > ほ 質 

出府 相 勤。 同日 夕より 御 庭 御 幟 相 建、 同日 夕方 從公邊 御 甲 四 吹！：： > 、等 =^ ^なる 御 品 御耶倾 

有 之な り。 

〔恭敏 公 記 史料〕 

五月 四日 生于江 戶本鄕 邸。 卽日將 軍 遣 使 賜 菖蒲 兜 二 頭 吹ず 二 本。 內大 は將， c44K 入內 ふ 

賜 兜 一 添 鮮魚。 

五月 四日。 是日 以降 本鄉 邸に 幟 を 建て 定府 の士の 家族 等に 親 する 、 I 

を 許す。 

〔文慶 雜錄〕 

五月 四日 


若 子樣御 誕生に 付 同日よ、 り 十一 日 迄 御 幟 建、 三 御屋敷 定府之 面々 家內幷 御手 役者 家內. 御用 

聞 町人 家 內拜見 被 仰 付。 本 鄕筋は 神 田 御祭 禮ょり は 今一 遍賑ひ 候 由。 

公方 様より 一 、 御 兜 四 頭. 吹貫 一 本。 但丸さ 指 渡し 七 尺、 十二 幅、 長け 一 反 下り、 地 A:: 緩、 大 

幅 也。 

淡 路守樣 より 一 、 御 兜 二 頭。 ， 

備 後守樣 より 一 、 同 同斷。 

大和 守 殿より 一、 同 一頭。 

此方 樣御分 一、 同 二十 八 頭。 

御 旗 六本 大小。 だし 鶴 片羽ニ 間。 軍配 圑扇幅 九 尺 長け 三 間。 砂金 包 九 尺 

二 間。 

一、 御 兜 一 頭 宛。 丹 後 守 *大 炊より 献上。 

以 h 

〔加 藤 順 助 誊簡〕  . 

五月 二十日 

一 、 當 四日に は 御 出 產被爲 遊、 誠に 若 子樣御 誕生 至 而御輕 く 被 爲在候 旨、 恐悅 至極 奉存 候。 
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K 樣御 本宅 御^ 式.： i 被 爲移候 it に而、 常 十 一 =丄^:出 四 郞.； ；1 

而御^^1::-被仰付§3、 四：：： 夕方より 相 建、 六 H 迄 三 御 sa- 敷定 W (水 內之 者： 被 仰 i:、  Idm 

は 雨天に 而、 六：！！ は^ 上り 拜： 3- 人 仕 K に 付、 十一 ：：： 迄：：：： 延被仰 渡、 

人之內 重立 候 者 家內も 見 相顕候 由に 而、 御 聞： 之 候 處、 し = より 卜 = 迄 は^^もな^ 位 

に降績 き、 十： n 夕方 暫相 建、 十一 s は 暴り 居候へ 共 K 候 故 让、 十ニ：：：にも邦！：^^扣成攸と 

御作 $ ？-方 御門 前 迄 夥敷參 候へ 共 只 jg- り 仕 候 由。 m 又 御 g だし 砂 包 ほ 一一 i 配船；^ ぐ 一 J 

御 兜 三十 七、 內 四つ 御 本丸より、 三つ 御 隣 御兩家 様より、 二つ 御 年 * 衆よ b 獻上之 由。 外 

に 吹赏ー つ 御 本丸より 被 遣 候 由。 其 外 統御 紋附七 八本 御-ぼ 候。 御名 も 犬 千代 丸« と 被 稱：^ .12 

被^^ Ty^。 

五月七日。 風俗に 隨 して 文政 十 一 年の 令 を 格 守す べき こと を吿 ぐ。 

〔官私 隨肇〕 

風俗 之 儀に 付、 御馬 廻 頭 心 付 之 趣 申 聞 候 儀 共有 之 候 所、 是迄每 度 被 仰 出 之 趣. S. 渡 f つ 文政 十 

一 年に は 諸 頭 組. 支配 指 引 方 心得 之 儀、 別 而申渡 候 趣 も 有 之 候處、 中には 其 心 懸^き 人 々もお 

之 哉に 付、 御馬 廻 頭へ 遂 詮議 候 趣 有 之、 別紙 寫之通 御馬 廻 頭より 定番 頭 等 ^頭へ 中談 

候 儀に 致治定 候。 右 寫爲御 心得 指 進 申 候、 以上。 


五月七日  長 甲斐 守 

奧村 內膳樣 

風俗 等 之 儀 前々 より 每度被 仰 出 有 之 上、 文政 三年 從金 龍院樣 御ケ條 ft を以 段々 被 仰 出、 其 後 

追々 御敎 諭被爲 在、 且御當 代に 成 候 而も、 文政 七 年以來 委細 被 仰 出 有 之 候處、 少程經 候 へ ば 早 

相 緩み 可 申 鉢に 付、 去々 年 十月 段々 被 仰 出 之 趣 被 仰 渡、 其 節 頭々 等へ、 組 指？^ 方 無汕斷 相互 

に 申談、 御 趣意 通 相 整候樣 可心懸 旨、 別紙 寫之 通分 而被仰 渡 置 候。 右 之 趣意 は 一 通り 御觸渡 

迄に 而は 全く 行 届 兼 候 故、 頭. 支配人 手前に て、 心得 違 等 致 見聞 候へば 時々 嚴重申 示、 其. 上に 

も 不會得 等 之 者 は 品に 寄 御 年寄 中 へ も 御 達 可 申、 且他之 組 • 支配 之 儀に 而も、 善惡之 品 及 見聞 

候 は V 相互に 心 付、 無 油 斷致指 引 候へば 可行屆 道理、 頭. 支配人 相互に 申談、 見聞 次第 右 之 通 

取扱 候 は、 V -、 外々 こらしめ にも 相 成、 追々 可 行屆儀 故に 候。 いか 程度.々 被 仰 渡 候 而も、 ！§• 支 

配 人に 而も 示し 方 薄く 候 は、、、. 無 程立戾 り候樣 可成 行、 旣に 近頃 又々 相 緩、 去々 年 被 仰 出 K 候 

御 趣意に 違 申 儀 共 も 有 之： t 相 聞 得 候。 其 中 盲人 渡世 之 爲心祝 等 之 節 相 招 候 儀 被 仰 出 置 候處、 

近く 目 明に 而 三絃 等 を以致 渡世 候 者 を 相 招 申 向 も 有 之 鉢に 付、 右目 明に 而三紘 等を以 * 間 致 

徘徊 候 儀 爲致申 間 敷 旨、 町奉行 中へ 被 仰 渡、 衣服 花 美 等 之 者 も 有 之に 付、 晃咎 方之链 澤 田義 

門へ 被 仰 渡 候。 前 條被仰 出 之 品 間もなく 相 緩み 申 儀、 畢竟 頭. 支配人 示 諭 方 不行屈 故に も 可 
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一一 一〇 

有 之 候 問、 ^^乂去々年被仰出？^:^趣ゃ-以、 時 々無 ：5断« 重 申 ゆ W 心 巾 組. 支配れ 

之 人々 之 は、 別に_5?端心得も可ぉ之事に候， 

右之趣組.支配^之御而々>ロ私共ょ.0及演述、彌油斷なく相互_」巾八=^^^^引：^然！一ぃ、：，2月御川 

番播磨 守 殿 被 仰 聞 候 «。 

寅 五月 

五月 十 一 日. - 前田慶 寧の 幼名 を 犬 千代 丸と 稱す。 

〔諸事 覺寄〕 

五月 十八 日 

姬君 «• 若子樣 御機嫌 能 御 肥 立、 當十  一 HI 御 七夜 御 祝 依 首尾 能 御 #、 若 子 « 卿 名 犬 千代 丸樣キ 

被稱、 右 之 趣 頭分 以上へ 申 聞 候 旨 被 仰 出 候 段 同日 出 申來。 且御 七夜の 御 を以 

物 被 得、 別紙 之 通 申 來候段 月番より 廻狀有 之。 且又 御 弘之趣 十九 日 被 巾^、 朝 五 時 過 登城、 

各 御廣式 へ も罷 出御 祝詞 申 上 候 事。 

御 七夜 之 上使 松 ギ周防 守 殿御 住居 被 勤。 夬 より 御 表へ 內府 «• 大納言 « 御 * 八 M 牧野 備前 守に ベ 

中 將檨ぉ 公方 様より 卷物 二十 丄 一種 一 荷、 內府 様より 卷 物十丄 一種、 大納言 様より 一 種。 


犬 千代 檨ぉ 公方 樣 より 御 刀. 御 脇 刺. 御產着 三重. 白銀 五十 枚. 二種。 內府 様より 御 脇 指. 御產 

着 二重. 二種。 大納言 樣 より 綿 十 把 二種。 

眞龍 院樣. ^公方 樣 より 二種 • 一  荷。 內府樣 より 一 種 • 一  荷。 大納言 檨 より 一 種。 

〔恭敏 公 記 史料〕 

五月 十一 日賀 誕辰 後 七日。 將 軍使 老中 松 平 周 防守康 任。 賜 裝刀錢 ョ預概 脇 指 雌!； 細 I 產衣 三重 白 

銀 五十 枚 二種 一 荷。 內 大臣 使 老中 牧野 備前守 忠精賜 小脇 指 f 賴 Ml 產衣ニ 襲 二種 一 荷。 大納言 

使 忠精贈 綿 十 把 一 種。 將軍 夫人 使 老女 花町 贈產衣 二重 二種 一 荷。 內府 夫人 使 山 産 衣  一 

二種 一 荷。 

〔續德 川 實紀〕 

五月 十 一 日、 溶姬 君平產 七夜の 御 祝と して、 けさ 松 平 周 防 守 御 使して、 姬 君に 銀 五十 枚. 綿 五 

十 把. 三種 二 荷、 出生に 備前康 光の 御 刀、 越 中國國 房の 御 さし ぞへ、 產衣三 赏.鈒 五十 枚. 二 積 

一 荷、 松 平加賀 守に 卷物 二十 丄 一種 一 荷、 眞龍院 殿に 二種 一 荷 をお くらせら る。 加賀 守お なじ 

く 使して、 金 馬 代 • 綿 二十 把. 二種 一荷 をた てまつ る。 また 三 家の かたぐ、 おなじく 致仕、 

および 北の方、 おの/..^ 使して 鮮鯛を まゐら せらる。 

五 月 十 五 日 。 前 田齊泰 登營し て 曩 に 德川 家齊等 の 祝儀 を 贈れる を 謝す" 
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ま 留牍〕 

一 、 十五： 《 御禮御 登城 之處、 御盃等 御- S 藏、 ^w.::.- 之，？？ >以3.々：^ 卯ド、 二十 三：：： 到农、 《y 二 

十四日 各 御 拜戴 不時 出席、 二十 五日 御弘： 

猶以左 之 趣 前 田 初 丸 .長 又三郞 おも 可 被 申 聞 候、 以上。 

爲 七夜 御 祝儀、 去 十 一 = 上使 松 平 周 防 守 殿、 從內.£様.大納ー^ー1:^1^^,使牧野備前守殿を以、 v.:^ 前 

幷犬 千代 丸 等.^ 品 々拜領 之。 從御 * 様. 御簾 中 様、 以な使 M 様 th;:- 物い 仁し、 能院殿 >w も JI^ 

領物 被爲有 之、 且又 奥 村 丹 後 守 • 前 田大炊 .靑 山將監 物 被 仰 付、 ^'n^$as,s. 

於御黑 書院 御 懇之蒙 上意、 御盃 頂戴、 從內府 様 も 御懇之 御 錠、 御手れ 御 熨斗 i?$rm 戴、 重 

疊忝 次第 候。 此等之 趣 爲可申 聞如此 候。 頭分 以上.^ も 可 被 申 聞 候、 謹言。 

五月 十五 日  中 將御字 御 判 

長 甲斐 守 殿 

横 山山 城 守 殿 

, 本 多 播磨守 殿 . 

奧村內 膳 殿 

横 山 藏人殿 


前 田 織 江 殿 

前 田 圖 書 殿 

前 田 修斑殿 

成 瀨掃部 殿 

、一 13 田 fRI 1115  1^ 

玉 井 勘， 解 由 殿 ， 

〔見聞 袋 群 斗 記〕  . 

五月 十五 日 御 登城、 御黑 書院に 於て 御 七夜の 御嘉儀 上使 を 以て 御 祝 物 を 賜る 御 禮被仰 上 候 

處、 御懇之 上意 ありて 御盃を 下され、 御 返盃 せらる。 御手 自御肴 を 賜る。 內.： W 様よりも 御 錠 

ありて 御手 自 K 斗 * を 下さる。 

〔加 藤 順 助 書狀〕 

十五 日に は 御 登城 被 爲在候 由に て、 同日 御步並 以上，^ 御 吸物. 御酒. 御 赤飯 • さき i1 被 下 候 &。 

御殿 在 合 之 足輕. ^は 御酒 • さき ま. 御 赤飯 被 下 候 段 被 仰 渡 候。 

〔續德 川 實紀〕 

五月 十五 日、 松 平加賀 守、 溶姬 君平產 七夜 御 祝と して 賜物 ありし を 謝して まう のぼる。 まみ 
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えたて まつり、 御^^^ドされ、 內. 时 御手 づ から 燹 斗： a- をつ.？ -は さる" 

五月 十六 日.^ 大 ir: 寺 侯 前 田 利 之 就 封の 途金澤 に is す" 

〔諾第覺^3 

五月 十五 日 

一 、 備後守 様當五 H: 江戶 表御發 出、 八- 晚々 石 動 御 泊、 此.^ 御.： M.S に忖、 "1 ぐ： 血 M 则 機嫌 

罷出候 害 之 ilnr  M 役 中より 廻狀^ 之。 御供4<野才訟•ffl屮H^.K， 

五月 十九 日。 藩侯の 不在 中 一 一之 丸 御殿に て 一 般に 願屆^ 類 を受附 け. さる 

ル 令 を {寸 る ベ き、 ) と を ル 口ぐ。 

〔諸事 留躐〕  - 

五月 十九 日 

一 、 御留守中佳節.朔望其外不時登城有之節、於ニ御丸出仕斷等抬懸り攸品之外、.^::附^-^^^^： 

不申害 之 旨、 一 統觸出 有 之 候處、 近頃 は 每度ニ 御 丸に 而願 紙面 等 相 ST 表 方に も 被 収 ，お ffi 

子に 付、 前 月 主付圖 書より 執筆 を以、 表 方 執筆 迄 爲相尋 置 候處、 月番. Si も 相 攸 に而、 今 

日月 番內 膳より 演述有 之 候 は、 御 留守中 二 御 丸に 而達 紙面 等 請取不 申， は S 迄 之 通に：^," 乍 


併 同役 寄 合 等、 或は 指 急 罷歸不 申 而は難 相 成 譯有之 人々 は、 其 趣 相 透 候 付、 無 據譯有 之 候 分 

は 請 取 候。 其 外 前々 も 觸れ候 儀 は 無 之 候。 且又 越後 屋敷お も 達 紙面 等、 指 懸り候 分 之 外 は 

半時 迄に 可 指 出處、 近頃 遲 刻に 相 成分 も 有 之 候 付、 右 之 趣 今日 御 横目.^ 申 渡、 寄々 諸 役人.^ 

申 談候檨 申 渡 候。 此 段も爲 承知 演述有 之 候 事。 右に 付 御 家老 方 之 分 も、 二 御 丸に おいて 以來 

は 請取不 申、 無 據譯有 之 候 分 は 格別に 候。 且越 後屋敷に 而も、 指 懸り候 御用 之 外 は、 四华時 

迄に 請 取 候 害に 遂 示談 候 事。 

五月 廿 A 日。 前 田 齊泰就 封の 暇を受 く。 

〔溫敬 公 記 史料〕 ， 

五月 二十 八日。 將軍遣 松 平 伊豆守 賜 休暇。 世子 亦 遣 牧野 備前 守。 

六月 朔日。 前田齊 泰登營 して 就 封の 辭 見す。 

〔續德 川 實紀〕 

六月 朔 H、 月次の 賀 例の ごとし。 松 平 加 賀守就 封の いとま 下され、 御 s.bT をた まふ" 

六月 朔日。 前田慶 寧の 生誕 を 祝し 城下に 盆 正月 を 行 ふ。 

〔見聞 装 群 斗 記〕 
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三 六 

.- ぺ月朔 日 ニー： n 御城 下町 中 恐悅^ 正 H:、 町々： iib 物 を どり •iti 言 *に はか .蛾« ば や 

し、 其 繁昌 は 前代 未 聞： ぉメ 腰 を 初 fiS 所に も 追々 御 祝 屮ト： 候た. -,. 

〔年々 珍 敷^ 留 帳：」 

一 、 五月 姬君 様に 犬 千代 丸 様 御 誕生 被爲遊 候に 付、 六 力 朔：： ： ニー：：： -刚： ZE- 中 盆. rijln: 被 仰 忖！^.^ 

一 町々々 作物 無 之 所 は 無く、 色々 榇々 盡善讜 s<、 珍 敷ボ致 工夫、 一 》t 小路 迄 も 相 ffi 之 ひ： に 

て 作物 等裕、 誠 前代未聞 成 *、  # "より 是 程の ¥ は 極 老之入 も 不問 も 巾、、 一 .^H も 過 K 

所、 作物 番附 品々 賣に 出る 事。 

〔謠曲 萬 妻抄〕 

盆 正月 

ヮキ 次第 赏に 治れる 北の 國 作れる 品ぞ 目出度き。 ヮキ 抑 是は當 君に 仕へ 奉る-に ド.^ " 

扱 も 此度賢 君 御 誕生 ましく、 今明日 は 盆 正月 なれば、 町々 の賑ひ 大方なら す、 て參 

れ との 御 錠 を 蒙り、 只今 かなたへ と 急 候。 道行 有難き 御代に あ ふぎの 末. 脱く、  く， ヒ福神 

の 船遊び、 是を 始めの 旅心、 喜 見 城下 を 打 過ぎて、 蓬萊 出に 着きに けり、 く。 ーセィ 二人. 5- 

山の 芝居 も 暑き 船 烏帽子、 踊 も 千代の、 はやし かな。 ッレ 御幸に 仁て る 牛 冠ぞ加 茂^ は S 

馬なる。 シ テサシ 面白 や 頃 は 五月の 節會 過、 氷室の みつぎ 殊に 今、 目出度き ためし を 盡し、 一 


十二 ヶ月 もまの あたり， 二 町の 內に粧 ひたり。 下駄い ざ， く. 氷賣 らうよ、 /<^。 上漱 g 代と 

祝 ふや 今日の 作り物、 くの、 中に も 御 寶を納 むる 藏の鍵 なれば、 升々 豐の御 仕組、 ^Hi; 籠の 

鶴 も 今 ぞ羽を K 斗 三 寶の氣 色 かな、 く。 ヮキ詞 ふしぎ ゃ是 なる 夫婦 を 見れば、 藁苞に 靑葉 

をお ほひ、 しかも 群集の 中に 座して、 往來の 人に 物を賣 る。 そ も 御身 は 如何なる 者ぞ。 シテ さ 

ん候か る 目出度 御代 ぞと 仰ぎ 參り たり。 今日は 水無月 初の 日、 氷室の 御調と S 召せ。 ッレ殊 

更け ふ は 我が君の、 御 賀を拜 する 人々 の、 暑さ をし ばし 忘れ 水。 シテ詞 又は 我等が fx 叩の た 

め。 二人 彼是と もに 時に あ ふ、 藥と思 召され 候へ。 ヮキ赏 々是は りなり。 a々..M ひに 群集 

する は、 いか 成 事に て 有る やらん。 シテ詞 あれ こそ 神 功 皇后の、 三韓 を 治めし 軍配の、 其歸 

朝に てまし ますら め。 ヮキ扭 其の 先に 見えた る は。 シ テ詞是 こそ 御先 三 品 也。 ヮキ 能々 閒 けば 

有難 や。 今 こそ 君の 御 威光。 シ テ顯れ ける か黑き 男の。 ヮキ 寶珠を 引いて。 シテ ヮキ淸 正の 太 

刀 風に 虎 もな びく ゃ錦帶 の、 く， 橋 辨慶を 見渡せば、 赏も 治る 時 律 風 枝 を 鳴らさぬ 鍵の 木 

の、 亂る、 獅子 も 石橋に、 千代 を 重ぬ る 姿 かなく。 ヮキ 詞猶々 御 祝の 謂れ 委しく 申 候へ。 

タリ 地 夫 盆 正月と いつば、 文政の 御代に 當 りて 寅の 年、 水無月 朔日丄 一日な り。 シ テサシ 町家に 

は 皆 その 營みを 忘れ、 日々 夜々 の 參會も ひと へ に 君の 御德 なり。 シテ 洒飯を 振舞 ふ 家 も あり。 

是攝 待の 始と かや。 クセ 然るに 此 度の 御 祝異闕 にも、 その 沙汰 あり や 樂天も 船 を 浮べて 來り 
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仁. o つ 其の 外 桐に 椅む  乂は地 を かける 镇 3E ラ 5 じ 來.. ^て御 K をな すと かや， - シテ まして 

や 此^ は、 和歌 三 神 0^ なれば、 水に すむ 白眼 鲷、 出世の 鯉 や 大海》 尸-.、、 ： は ケ^に 耿 をよ 

む、 ためし は 多く 菊 慈 帝： の、 不老 ふしぎの 我が 太^ ぞ H 出. ばき" n ンギ地.；^.,^,::!き物；.^1り、 ^ 

や^の その 內に、 わきて 目出度き 有様 はいかなる ことに ある やらん。 二人 巾 ケへ>  はん、^，  >、 

あるが 中に も 金 時の 畫 こそ 最上 吉日、 iE? 歲樂の 大文字、 シテ、 ッレ是 等 を 初め-かすく-し、 

はよ めど も盡 きぬ 代の、 廣織錦 々徘、 羅紗 縮緬に 辛： るな り。 wく^^^仁せ^ふべ し^もすが 

ら、 提灯 行燈を 見せ 申さん と 養老 は、 王 母 を 伴 ひかくれ け、 り 引 船の かげに かく わけり、 ヮ.. • い 

ざ さらば 此 藤棚に 假寢 して、 く， 竹に 虎 臥す 初夢に、 祇^ 嚷子 ぞ^ 難き、 く  C  3« シテ抑 

是は、 不二の 麓に すんで 山 を 守る、 氷室の 神の、 分， なり。 ：^^ぁるひは深山ぃ-ぱ^^をはこび。 

シテ 又は 諸人に 氷を與 へ。 同 汗 を を さめ、 足 を 早めて 廻れ や、 く， かす も數 ぬの 作り物、 

遙に見 ゆる は 膳 所の 城、 先づ よせ 來るは 福助 か、 资船 松竹梅 や 尉と "5^- を、 乘 せて よせく る 池 

島に、 打 上げし もろく の 貝細工、 法螺の 貝まで 皆 祝言の 聲を あげ、 こなた は 名に あ ふ ral 孝 

が 孝心、 竹に 虎 伏す 野 も住吉 の、 是ま でな りと 牛 天神 は、 鳥居に 入らせ 給 ひければ、 翁 も ニー 

番叟も 皆よ ろづ 代と、 諷 ひかな で、 歸 りければ、 夜 は ほ のん、 と 明 方の 本： の、 夜 は ほ のん，、 

と 日の出の 鶴の、 よは ひ を あ ふぐ 扇 かな。 


六月 三日。 老臣 等 江戸に 往来す る 際 馳走 人 を 出す 諸 藩に 對し 藩侯より 鱧 

狀を 送る 件を議 す。 

〔於 江 府每日 書立幷 日記 之內 書拔〕  ， 

六月 三日 

御供 之 外 年寄 中等、 此表 往來之 節、 信 州 上田 を 初、 城下 等 御馳走 役人 罷出候 儀、 前々 より 有 

之。 其 時々 罷出候 者お 贈物 は 仕 候へ 共、 其 御領 主 等お 分 而御禮 之 沙汰 無 御座、 着 之 上席お M 

候 儀 も 無 御座 候。 今般 丹 後 守 罷越候 節 も、 所々 において 御馳走 方 役人 罷出候 付、 物 は 仕 候 

へ 共、 御領 主お 及 御 挨機不 申 儀、 失禮 なる ものに 候 間、 何とか  <奴議 可 有 之 哉 之 旨 申閒候 付、 御 

用人. 聞番， ^も 僉議仕 候 處、， 御馳走 方 は 御上.^ 被 對候而 之 儀に 可 有 御座 候 間、 通行 之 者より 

御禮 等に は 及 間 敷 候 旨 申 聞 候。 御上より 御 挨機方 之 儀、 去年 甲斐 守 東海道 通行 罷歸候 節、 御 

領主 方より 御馳走 有 之に 付、 甲斐 守より 申 越 候 趣 有 之、 御用 人より 僉議仕 候處、 前々 御上よ 

り 左 樣之御 挨機有 之 儀 は 無 御座 旨 申 聞、 其 御沙汰 無 御座 候へ 共、 是迄 左様 之 儀、 其 時々 御用 

處 おも 相 知不申 儀に 候へば、 盆 議も有 之 間 敷 候。 以後 は 御 挨機可 被 仰 遣 哉。 其 俊 は 御. $ ^^次 

第 之 旨、 御用 人 等 申 聞 候。 前々 より 御 挨機無 御座 濟來候 儀に 者 候へ 共、 いづれ よりも 御挨投 

之 御沙汰 無 御座.. ナ申儀 も、 餘り 如何 成 ものに 御座 候。 若 又 其 所 之 役人 切 之収計 方に 而、 御領 
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四 〇 

主 等よ.^ 被 仰 i:K 様 之 3- に 而も 無 之 哉： 其^も 雜計 に忖、 ^^より 内々 御先に 承 八 " 侯處、 や 

は， 0 上より 被 仰 付 候 御馳走 方 之 由に 御座 候。 御 家中 之お 他！： におい て^^^に W 成 候 儀等辦 

座 候 節、 其 御領 主 > 口 御挨投 之， は 前々 御 m 候 問、 Mi^^^^^^^^^^^n^^M>  父 松 

平 豊後守 殿 等お、 左様 之 儀 も 無 御座 哉 キ聞番 より 爲承 八：： 候^、 別紙 之 通に 帅 * 老通行 之 

節 御馳走 方 は 無 之 由に 御 鹿 候" 右 之 趣に 御旌候 問、 是迄 W 來 候^に は御 へ £:、 以後 無 * トル 

度 聞 番奉札 杯に 而、 御 挨投之 趣 申 造可然 哉。 左 候へば 着 之 上 御馳走〃 之 s^s. 席.^ 扣！ s、 

御用 人.^ 申 渡 相 窺 候 様 仕、 今般 丹 後 守 通行 之 節 之， 者、 K 着 之 上 御馳^ 方 之， ^2 子 出、 れ 

來之分 一 集に 御 挨拶 方 之 儀 相 伺候 様、 御用 人. Si 可 申 渡 候。 然時は前々分..^被.^^^挨^:^,^^も 

無 御座 候へ 共、 餘り御 失禮成 儀に 付、 今般 被 及 御 挨機候 趣 も、 無ュ. ば 御用 人 迄 巾 通 可 然泰存 

候。 御 家老 中 通行 之 節 も、 御馳走 方 有 之 候 間、 是又 111: 様相 心 可 申 候。 右 之 通 ^^^仆^伺 候。 

尙更被 仰 出 次第 奉 心得 候、 以上。 

六月 三日  前 田 太 炊 

靑 山將監 

別紙 は 略 之。 

右 將監持 參上之 候處、 翌日 被 返 下、 窺 之 通 キ被仰 出。 


六月 十九 日。 金 澤に於 い て 前 田齊泰 江 戶出發 の 期 を 延べた る ， 】 と を 通牒 

す。 

〔官 私隨 筆〕 

一 、 夜 九 時 過 左 之 廻狀來 る。 

姬君檨 御 安 產之上 無 程 御 發駕可 被 遊處、 御 誕生に 付 御用 向 も 有 之、 暫. 御發 駕御延 W 被 成 候 付、 

御用 番へ御 屆相濟 候。 依而 來月廿 八日 御 發駕、 八月 十一 日此表 御着 可 被 遊 11 曰 御 內定に 候。 此 

段 被 仰 聞 候 由、 池 田 保 左 衞門を 以被仰 出。 御 日限 御 內定と 被 仰 出 儀 は、 御發 S 御 延引 御 屈 三 

十日 程 相 立 候へば、 又重而 何と 歟被仰 立 御 延引 之 儀 御 屆可有 御座 害に 候 所、 未 重 而御偶 之 所 

へ 至不申 故、 只今 之 所 は 御 內定と 申 趣に 被 仰 出 候 儀に 候 旨、 保 左 衞門致 演述候 段、 大炊殿 等 

より 當十 二日 不時 立 早 飛脚 步に傳 附申來 候 付、 爲御 承知 申 進 候、 以上。 

六月 十九 日  撗山 山城 守 

七月 三日。 金子 を 銀 子と 共に 通用す る こと を 許し、 次いで 之 を 止む。 

〔本 多 政和覺 書〕 

一 、 此節 世上 銀 支 之 鉢に 候。 依 之 金 相場 雨に 付 六十 七 匁 六 分 之 極 直 段 を以、 當分諸 上納 等 都 
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四 二 

て 金子 入 交 無 滞 収造可 致 候： 且兩替 商賣人 金子 資買之 節 は、 ^"ひ 4- 之外定 之：： 錢爲講 巾 や ：- 

右 之 趣 被 得 其 意、 同^ 中 wtylr 組 • 支 1^ 不 fflft 様 可 被 中^:^、 以上. 

七月 三： u  K  5"  守 

〔本 多 政 和 ^甞〕 

一 、 左 之通爲 承知 月番より 來。 

先達て 爲 融通、 金 相場 六十 七 匁 六 分 之 極 K 段 を以、  銀 人 交通 川 之， 依 一 統巾渡 候へ m:、 や 

月朔 日より 極 庭 段 招 止、 時相 場 を 以可致 通 川 候。 尤銀 k 納方. J^i 金 f 人： 父：^, も 指， M:r 巾： r 

且又 此 以後 盆暮 等 銀 支 之 節 者、 金 相場 極 直 段を以 金銀 入 交通^ 方 巾 波 攸ル、 - 

申 間 敷 候。 尤其節 は 御 算用 場 • 町會所 之內承 合、 時々 極 ^段 鬧りを 以余銀 入 交 k 納之， も不桁 

支 候。 勿論 其 外 通用 無滯相 心得 可 申 候 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組 • 支配 不相波 様 可 被 中波 候、 以上。 

七月 二十 八日  長 甲斐 守 

七月 十一 一日。 昨今 兩日前 田 齊廣の 七回忌 法會 を天德 院に營 む。 

〔官 私隨 筆〕 

六月 十八 日 


一 、 金 龍 院樣御 七回忌 御 法事、 來月 十二 日 於 天 德院就 御 執行、 御 射手 • 御 異風 稻古、 幷諸組 

弓. 鐡炮 稽古 之 儀、 十日より 十二 日 迄 相 止 可 申 事。 

一 、 鷹 野 其 外 諸 殺生、 且又 鳴 物 之 儀、 十日より 十二 日 迄 三日 可 有 遠盧候 事。 

一 、 普請 作 事 之 儀、 十日より 十二 日 迄 指 止 可 申 候 事。 

但、 指 急 候 普請 等 之 儀 は不及 遠慮 候。 

右 之 通 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組 • 支配 不相浪 檨可被 申 渡 候、 以上。 • 

六月 十八 日  本 多 播磨守 

七月 十二 日 

一 、 六 半時 罷出候 害、 少 早く 提灯な しに 天德 院へ罷 越。 但半 上下 也。 •  - 

一 、 差定如 左。 

今月 十 一 日 金龍院 殿御 遷座 御供 養 差定。 

辰 刻 献 粥諷經 

巳 刻 水 ii 朥會 普 門品經 

午刻 拈香 法語 本尊 上 供 献 供諷經 

今月 十一 一 日 金 龍 院殿七 回 御 忌 御 法事 法 用 差定。 
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卯 刻 -; A 若 

辰 刻 献 粥諷經 兩 刹諷經 

巳 刻 1^ 拔上堂 

午刻 本尊 上 供 献供^ 經 立^ 救^ 大赦 

大 施行 食  . 

〔兒聞 袋 群 斗 記〕 

七月 十一 日 • 十二：： I 御 法. 於 天 德院御 執行お 之、 金 龍 院樣御 七 11,0^ なり 

米 等 御 例の 通な り。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

七月 十二 日。 大赦。 

七月 廿 入日。 前 田 齊泰江 戶を發 して 就 封の 途に 上る。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

七月 二十 八日 駕發 江戶。 八月 十三 日 到 金澤。 前 田大炊 靑山將 扈從。 

〔官 私隨 筆〕 

八月 五日 


是月 は大. .: ノ 

なり 


一 、 中 將樣益 御機嫌 能、 前月廿 八日 午 之 上刻 御 發駕被 遊 候 段藏人 等より 只今 申來候 由、 今朝 

御用 番 より 以廻 狀申來 る。 

攀  . 

八月 九日 

一 、 右 之 後 前月廿 八日 大宮 驛、 同廿 九日 熊 谷驛、 1: 晦日 倉ケ 野驛、 當朔日 坂 本驛、 同 二日 確 

氷峙無 御滯御 越、 同日 小 諸驛、 同 三日 矢 代驛御 止宿 被 遊 候 段、 同驛 より 申來候 旨、 同 八日に 

紙面 到來。 當 四日 筑摩 • 犀 川無滯 御 越、 同日 野 尻驛、 同 五日 高 田 御 止宿 被 遊 候 段 申來候 由、 

又 八日 夜半 後 紙面 到來。 

一 昨 七日 姬川幷 山 之 下 難所々々 無 御滯御 越、 七 時 過 泊驛へ 御着 御 止宿 被 遊、 明 後 十一 H 朝 六 

時 之 御供 揃に 而、 津幡御 發駕可 被 遊 旨 被 仰 出 候 段、 和田權 五郎より 之 早 飛脚に 傳附、 大炊殿 


等より 申來候 段、 今日 御用 番 より 紙面 到來。 

七月 晦日。 俗人の 法話 を 爲す爲 集合す る こと を 禁ず。 

厂；^  J\」 

付 札、 御 算用 場 奉行.^ 

近年 町 • 在 之 者、 講等キ 名 付、 俗人 等 寄 合、 宗意 法話に 似寄 候 儀 增長之 鉢に 候。 向後 右 之^ 

致 間 敷 候。 若 心得 違 之 者 有 之 候 は、.、 •、 役人 見 咎可申 事。 
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四 六 

右 之 趣 や； y 申. _  .  ^^行.£-被申渡、 fis!所町^行i寺へも可巾^^^, 

ヒ月 

右 之 通 御 算用 場より 被 申 渡 候 問、 御 承知 被 成、 御 ffi 々御 巾： ^：::^^ 被 成 候： 尤先々 御迥 より 

御 返 可 被 成 候、 以上。 

寅 七月 卅日  山.^ 雄次郞 

安田新 にハ 衞 

高 木 主 稅様 

人 月 十 一 日。 前田齊 泰金澤 城に 着す。 

〔官 私隨 筆〕 

八月 十 一 日 

,ー 、 森 下 御發駕 之附人 四時 過 數に來 候 由、 津幡 御發駕 之附人 は尤夬 以前 來候 山つ 

一 、 大樋御 發駕之 附人四 半時 前 頃來候 付、 甲斐 守. 丹 後 守. 播磨守 • 初 丸. 又に ハ衞. 乂 三 郞梳爪 

迄罷 出。 但、 山城 守. 伊勢 守 及 御 家老 中等 は 御 玄關へ 被 出。 

一 、 四 半時 過 益 御機嫌 能 御着 城、 甲斐 守 等罷出 居候 所に 而 御馬 留る。 何も 進み出 攸處 御： i:^ 有 

之、 甲斐 守 御請 被 申 上、 重而 御意 有 之、 被爲 入。 


〔 中 川 氏 日記〕 

八月 十 一 日 

一 に？ 前月廿 八日 午の 上刻 江戶御 發駕、 夜前 津幡驛 御 止宿、 今朝 六 時 之 御供 揃に 而右驛 御 發麓、 

森 下 御 小 休、 四時 前 同所 御發駕 之御附 人來、 同 刻 過大 樋お 御 出 之 御 附人來 候に 付、 年{^?中三ノ 

御 丸.^ 被罷 出。 御城 代 山城 守幷 伊勢 守. 御 家老 中. 若年 寄 中 御 式 臺へ罷 出、 延之助 殿：： 1: 所御曼 

敷 有 之 所.^ 御 出 懸被爲 在、 御機嫌 能 御着 城。 雁來 坂.^ 被 爲入候 時分、 外 記 儀 板 端.^ 進出 罷 _^、 

山城 守 御 表 之 方 鏡板 之 端.^ 罷出有 之、 延之助 殿 階下お 御着 座。 山城 守.^ 御 S 有 之、 次に 延之助 

殿.^ 御 挨拶 有 之。 右 之 節 外 記 致 中座、 御 裏 式臺之 方へ 伊勢 守. 圖書等 罷出有 之 所に 而御 心. 

之、 夫々 御請 申 上。 夫より 階上 御廣緣 通り、 芙蓉 之 間、 御 小 書院 橫御 廊下より 御 奥 $K 御緣 

頰 通、； 萵之間 御 廊下に 眞龍 院樣. 姬君樣 より 之御附 使者 罷出候 處に而 御意 有 之。 夫より 御：； S 問 

書院 三 之 間 迄 致 御先 立、 其 所より. 3 ロ淸 太夫 致 御先 立 候 事。 

八月 十 入日- 前田齊 泰學 校に 臨む。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

八月 十八 日。 臨學 校。 

人月廿 三日。 猪 *鹿* 大犬 徘徊の 諸 村に 鐵炮 筒藥の 支給 を 命ず。 
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御 算用 場 奉行お 

拾 斤 鐵 炮筒藥 

0. 石 川 WW 市 瀨村等 致 徘徊 

拾 斤 右同斷  • 

但、 河北 郡 朝 ケ尾村 等 鹿 多 致 徘徊 候 旨" 

三 拾 斤 右同斷 

但、 同 郡蕺谷 村等大 犬致徘 « 候 旨。 

右 村々 作物 喰 荒 候に 付、 鐵炮 に而爲 追拂候 問、 简藥 ffl 渡 候 «御邯 奉行 等頓之 趣、 ^添 紙.，^ 

以被指 出 候。 依 而願高 之 通 承 屈 候條、 御 異風 裁許 申 談請取 候 様、 右 奉行へ 可 被 巾 渡 

八月 廿 三日 掃 部 山崎賴 母へ 渡 之。 

人 月。 鷹 司 政 通 その 女 を 前田慶 寧に 婚約 せん. -とを 求む。 

〔御 親 翰 帳 之 書拔〕 

八 月 

一 、 鷹 司 樣御內 高 橋 兵 部 權大輔 等より 紙面 を以、 溶 姬君様 御 儀 御 男子 御 出生 被爲在 候に 付 


關 白ば 奮 司 

政 通 


右 大將ば 鷹 

司輔 


關白樣 姬君樣 昨年 御 出生 之 御 方 も 被爲在 候。 往々 御 年頃に も 被 爲成候 は >、 何卒 御 緣組之 儀 

被 仰 合 度 思 召 候。 御 重 緣之御 事、 深 御 懇望 思 召 候 旨 等 申來候 故、 先入 御覽、 ^議之 趣 は追而 

可 相 伺 旨 申 上 候 事。 

右 之 趣眞龍 院樣. 姬君樣 へ 御 相談 被 遊 候 所、 何 之 思 召 も 不被爲 在、 御 一 段 之 儀 思 召 候 旨 等 仰 出 

之 趣、 同年 十月 廿 三日に 有 之 候 事。 

本文 御 內約御 治 定之趣 高 橋 兵 庫 頭 迄 申 遣 候 所、 關白様 御始御 大慶 之 趣 申來候 儀、 十二月 八日 

之 所に 有 之 候 事。 

右 之 以後 彌右大 將樣姬 君 樣御內 約 被 遊 度 趣、 天 保 二 年 正月 被 仰 進 候 儀 有 之 候 事。 

右 之 通 之 所、 右 大將樣 之 姬君樣 御 煩に 付、 同年 二月 兵 庫 頭 等より 申 來候趣 有 之、 月 十九： n 

御 答 方 申 遣 候 儀 有 之 候 事。 ， 

右 之 姬君樣 は 御 逝去に 付、 關白樣 姬君樣 を 御 內約被 爲極候 趣 之 御 答 方 は、 天 保 二 年 三月に あ 


九月 朔日。 前 田 齊泰" 德 川家齊 より 拜領 したる 物 を 老臣 等に 頒っ。 

〔官 私隨 筆〕 

八月 晦日 
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一 、 明 u 御 祥倾之 品 御 取 分 被 下！： 様子 之 ほ、 御 刖番 より sa 狀來 る？ 

九月 朔 日 

一 、 御 居間 Sii 院へ被 召 候 問、 寄 K 候 様に と 之 事に 4:、  ^^^^-守初何も、#御{ぉ老屮.*ぉ年寄屮も 

寄 居候 處、 追 付 御 出、 甲斐 守. 山城 守. 播磨守 被 能 出、 北 (次 丹 後 守 服 出^ 禮： i=i、  ^吸 W 之 内へ 

入、 御 左 之 方へ 寄候而 六尺 計 之 所に 座 付 候 所へ、 御 表小將 御^:. il- 持 參、 御 暇 之節邱 W 之：： i を 

と 御意、 平伏 仕、 御 廣蓋兩 手 を 添 戴、 少 K り 候而、 御 之 品 御 収分耶 被 仰 雑 .^i-fr 

奉 存旨申 上 候。 御 廣蓋御 小 將引候 上 退去。 其 次 初 丸. 又三郎  一 * に 被， 能 出、 北 (次^ 勢 守、 其 次 

御 家老 中. 若年 寄 中 一 集被罷 出、 畢 而被爲 入。 

九月 三日。 大 坂より 江戸に 送附 する 仕 送 銀 は 自今 金子 を 以てすべ きこと 

を告 く。 

〔諸事 留膦〕 

九月 三日 

一 、 左 之 通會所 奉行.^ 申 渡 之 事。 

但、 六日に 申 渡 有 之。 

會所 奉行. . 


此 表に 江戸 


十五 日.^ 九 

月な リ 

御^ は橫山 

藏人 


大 坂より 此 表，^ 御 仕 送 銀、 是迄銀 子 を 以御仕 送いた し 候 付、 爲 替打鈒 多相懸 りながら、 詰 人 

御 扶持 方 代 之 外 金 遣 ひに 付、 金子 御 買 上に 而年々 之 御不益 不少、 詰 人 とても 右 銀 子に 而金買 

上 候 付、 迷惑 之 筋に 可 有 之 候。 依而是 以後 右 御 扶持 方 代 渡り 之 分、 其 時々 三 ヶ月 平均 相場 を 

以 金に 直し 可 被 相 渡 候。 大 坂より 御 仕送り 之 分、 以來全 金子 を 以御仕 送 有 之喾に 候條、 可 被 

得 其 意 候 事。 

寅 九 月 

九月 六日。 前 田齊泰 郊外 千日 町 口に 放鷹す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 六日 

一 、 今日 九 時 之 御供 揃に 而 千日 町 口 御鷹 野 御 出 被 遊、 暮前 御！：^ り 被 遊 候。 御 举に而 ま 一 つ 御 

獲物 有 之 事。 

九月 十五 日。 前 田慶寧 色直しの 祝儀の 爲德 川家齊 等に 物を献 ず。 

〔諸事 留牒〕 

一 、 明 十五 日 犬 千代 丸 檨御色 直に 付、 公方 樣. 內府樣 • 大納言 様. 御 臺樣. 御簾 中 tt,^ 御 献上 物 

有 之、 右 御 使 相 勤 候樣、 以靑山 四 郞左衞 門 犬 千代 丸 様より 被 仰 出、 且 右御献 品々 從御川 人 請 
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取、 指 副 之聞番 靑地藏 人， ゾ 引^、 御 目 六 は 例 之：.， 1 ょり御城ゅぉ^^^^：川^ぃ八^。 

十五 日 

一 、 今 H 雨 御 丸 ，5/ 犬 千代 丸 様より 御献， ^之 御 使 ffl 勤に 付、 六卞時 S^M 个 を 出、 のしめ • 長 

上下に 而、 先 御 本丸，^" 罷出、 御 献上 物 首尾 能 御 奏者 番 相 t!K^、 卿 《秋 老屮. ^人 5^ 加 《 守 殿 

可被遂 披露 之 ほ 被 仰 聞。 次に 御 留守居 御 年寄お、 御 臺樣. 御簾 中 様. r.- 之 御 目 六 相 迷 、引取： 夫 

より 西 御 丸お 罷出、 內府 様. 大納言 様お 之 御太刀 .瑪 御 献上、 首：：^ 能扣 は 別に 相 ^ 

す。 

一 、 九 半時 過 罷歸、 直に 於 席 以靑山 四 郎左衞 門 犬 千代 丸 様.^、 今日 於^ 丸御献 h 物 御：^ や：：： 

尾 能 相 勤 候。 御 使 書 は 追 而可指 上、 先 此段被 仰 上 候 様申談 ；^。 

一 、 今日 左 之 通 御 使 書、 以靑山 四 郞左衞 門 犬 千代 丸 « お 入御 p。 

公方 樣  . 

御太刀 馬 代 金 一枚 


御目錄 

誊 

御臺檨 

縐紗  五卷. 

干 鯛  一 箱 

御 目 六 

御簾 中檨 

總妙  三卷 

干 鯛  一 箱 

御 樽  一荷  . 

御 目 六 

右 今般 聞番靑 地藏人 同道 仕、 御 本丸.^ 罷出、 御 品 御步指 添、 中 ノロより 指 上、 坊主 衆.^ ffl 渡、 

槍 之 御 間.^ 被 上 置、 御 目 付 衆.^ 被 相 達 候 由 被 申 聞 候。 私儀 御大 廣間 溜に 扣罷在 候處、 檜 之 御 

間お 御用 番大久 保 加賀守 殿御 出、 御 目 付 牧野 中務 殿御 指 引に 而罷 出、 御太刀 等 御 目錄御 奏者 

番石川 主 殿 殿お 御 渡 申 候 處，、 加賀守 殿.^ 御 達に 付、 今般 犬 千代 丸 様 御 色 直爲御 祝儀、 献上 仕 候 
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K 申述 候處、 可被^8披^^^1:11加|2:守殿被卯間！^： 火 御 目 衆お 列 ゆ 被.^ 、k, 物、 

御簾 中 様お 御 献上 物 御 目 六、： ：！： 御 間にお いて、 m 而御 35 守 IS 年寄 曲 ffls.#- 守 殿.：； 御滩 中：^ 慮、 

可 申 上 unl 御 申 聞 被 成 候つ 御 目 忖大澤 主-か T 殿御 出 被 成 候.) 且 御簾 中 樣ぉ之 卿 品物 は、 W 御 丸. W 

御 步指添 fflil 申 候。 ■ 


內府樣 

御太刀 馬 代 

干 鯛 

御 櫸 . 

御 目 六 

大納言 樣 

御太刀 馬 代 

御 目 六 

右 今朝 藏人 同道 仕- 


金 一 枚 

三 卷 

一 箱 

一 荷 


金 一枚 


箱 


西 御 丸へ 罷出、 御 品 御步指 添、 中 ノロより^ 上、 坊主 衆.^ 相 波、 抢之御 1^ 


卸^ は 山 

藏人 


, ^被 上 置、 御 目 付 衆お 相 達 候 由 被 申 聞 候。 私儀 蘇 鐵之御 間に 扣罷在 候處、 槍 之 御 間.^ 水 野 越 

前 守 殿御 出、 御 目 付 竹 內五郞 左衞門 殿御 指 引に 而、 御太刀 等 御 目 六、 御 奏者 番水野 夸_岐 守 殿 

. ^御 渡 申 候處、 越 前 守 殿お 御 達に 付、、  1 返而 重而罷 出、 1; 大納言 樣.^ 御 献上 之 御太刀 御 目 六、 查 

岐守 殿.^ 御 渡 申 候處、 是又越 前 守 殿.^ 御 達に 付、 今般 犬 千代 丸 樣御色 直爲御 祝儀 献上 仕 候 段 

申述 候處、 可被遂 披露 旨 越 前 守 殿 被 仰 聞 候。 

御 取 持 坊主 衆 等 之 儀 は、 藏 人より 言上 可 仕 候、 以上。 

九月 十五 日  横 山藏人 

九月 十五 日。 德 川家齊 等、 前田慶 寧の 色 直 を 祝して 物 を 贈る。 

〔恭敏 公 記 史料〕 

九月 十五 日 擧箸初 及 色 直 式。 將軍遣 女 使。 賜 卷物十 • 一種 一荷。 內 大臣 一種 一荷。 將軍 夫人 « 

物 五 • 一  種。 內府 夫人 一 種。 

九月 廿 一 日。 前 田齊泰 夫人、 產後 初めて 江戶 城の 廣 式に 登る。 

〔諸事 留牒〕 

九月 廿 一 日 

一 、 今日 御 本丸.^ 姬君樣 御 登城 御供に 付、 六 半時 頃 出席、 五 時 前 御供 揃に 付、 御 住 R 御式臺 
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ft 六 

前揃處 罷出有 之 候處、 追 付 御 舆に而 御 出に 忖、 御先，^ 閱番^ 地藏人 « り 候 ^g; 次， 口 引 維罷 出 

御供いた し 候處、 御門 前に 而五打 御供いた し、 平 川 御 門 より 御 本丸 御 廣式御 式 » 前に 而 御供 

聞番之 次お 落し、 御 色 代 脇 之 口より 上り 候 事。 

一 、 御廣式 二階.^ 誘引 着座 之 上、 添 番荒井 小 源 太挨！ a 被 出。 之、 W 奥より； T 被 ド：^ .5 に 

而、 御 赤飯. 御燒 物. 御に しめ. 御 香 物 頂戴つ 鄭：前に從公方様御料1^5^^、、  ニ汁五ゃ外^之物に 

而、 一 向 頂戴 出 來不申 御料 Si 也。 次に 御 口 取. 御 iel^ 子、 御间所樣ょり爪^^、  之、 姬 御 

上り 下 之 由に 而 御料 现 頂戴、 御に しめ. 御 汁. 御燒物 等。 次に御^£^子御*ょ.-£^^；、 次に 新 W 

殿より 被 下 候 由に 而、 御 吸物. 向. 鎌 倉 海老 幷 鮭の 切 魚. 御 ffim 戴、、 夕お 御廣 間よ b 陂ド： ^由 

に而、 又 御 膳 出、 御 煮物. 御 汁 等 有 之、 其 間に 御 廣式番 之 頭 坂 井 十 之 助 殿 被 出、 igyj: もれ 之；^ 

一 、 公方 様より 紗 綾三 卷 拜領。 今般 姬君様 御產後 初而御 登城に 付、 從御 ：！ 所 様： ：！： 三^ 揮 被 

仰 付、 從御臺 様より 同 斷ニ卷 拜領。 御 產後初 而に付 別段 二 卷拜領 いたし、 右 御禮山 本^ 三郞 

殿 迄 申 述置候 事。 

一 、 六 半時 之 御 いろめき、 五 半時 頃 御 廣式御 出、 四時 歸御。 以土 田^ 左衞 i: 殿 恐悅申 上、 御 

機嫌 も 相 伺候 處、 銀 二 枚 拜領被 仰 付。 卽席御 同人.^ 御 禮申述 候 事。 


九月 廿ー 一日。 見合 札 を 有せず して 犀 川に 漁撈 を營 むこと を 禁ず。  一 

〔御 家老 方 諸事 留〕  ^ 

別紙 之 通 相 觸候旨 御 横目 申 聞 候條、 可 被 得 其 意 候、 以上。  一 

,  九月 廿 二日  山 崎 庄兵衞  , 

.  山 崎 小 右衛門 殿  丄 

付 札、 御橫 目お  . 

犀 川魚 殺生 請負人 中 村 屋作兵 衞！. ナ申者 去年より 相 勤、 川 役 銀 致 上納 候 付、 前々 之 通 投網. 小目 一 

網. 流 網 仕 候 者 は、 川師 より 見合 札 取 請罷越 候樣申 渡、 無札 之 者 は 右 等 之 殺生 不相成 it に德 

處、 近く は 無札 之 者 多 入 込、 請負人 致 迷惑 候に 付、 見合 札 相 渡 度 旨 申達 候 得 共 聞 揚不申 者 も： 

有 之 鉢に 相 聞え、 右に 付 前々 嚴敷相 觸置候 趣 も 有 之 候 所、 等閑 之 至に 候。 尤 心得 違 之 者 於. 

之 は、 夫々 相咎 名前 等承屆 候檨、 文政 三年 改方 役人 共お も 申 渡 置 候 得 共、 猶又 今般"，^ S 见咎ー 

候 樣改而 申 渡 候條、 向後 右 樣之族 有 之 間 敷 候 事。  一 

右 之 趣 一 統可被 申談候 事。  一 

九  月 

九月 廿 五日。 前 田 齊泰、 その子 慶 寧の 誕生 を 祝して 能 を 張 行す。 一 

加复藩 史料 第 十四 編 天 保 元年.、  五 七  一 


-れ八 


小指に 手形 

の 小額なる 

ij のなる ベ 


し 


1, お 私 ^策」 

九月 卄五 H 

一 、 今 = 犬 千代 丸 様 御 誕生. 御 色 5； 等 之 御 祝 a: 能 被 仰 ね 忖、 iii: い」：^ W 仰 被 仰 出 出、 昨 

日 御用 番 より 以 il 狀 中來、 可 罷出處 に 而不， ： 依 之 御 色 S 之 a: 祝. 剖： が、 以紙 •，！ 巾 

上。 

九月 廿 六日つ 賃馬を 使用す る もの に錢を 以て 支彿ふ ベ き、 』と を 命ず。 

〔諸事 留〕 

別紙 之 通 諸 頭 中.^ 申談候 間、 御支配幷御家來中ぉ茂被仰渡候様仕度^^^：候事。 

九月 廿 六日  ， 小 堀 八十 太夫 

當町賃 馬 持 共 は、 近來 手形 通用、 錢 相場 高直に 相 成、 小指 拂に而 者 引 八：： 兼、 i*^^雕，i^^Kに，5:、 

以來 一 場代 錢五拾 文 宛 之 圖りを 以請取 度 旨 相 願、 其 段 御用 番ぉ相 e> 候處、 御 に 付、 n^T 

持 共.^ 申 渡、 馬 代 請 取 候 時分 以相對 委曲 申達、 代 錢に而 請 取 候 « 申 波、 则常ヒ 月 代^ i 収攸 

時分、 右 之 趣 申達 候處、 其 通 聞 屈 候 人々 も 有 之 候 得 共、 中には 以相對 中間 攸而^ 難 取 报」： ： に 

て、 矢 張 小指に て 相 拂候分 も 有 之、 不同に 相 成 候に 付、 以來 一 統2« 錢拂に W ぃ盯攸 «、  一  M. 

お 被 仰 渡候樣 仕度 旨、 重 而及御 達 候處、 御 聞 屆候條 、御 一 統.^ 拙者 共より 右 之 趣 及：： g 述：^ >：^、 


被 仰 聞 候 間、 御 承知 被 成、 御 同役. 御 同席 御 傳逹、 御 組. 御 支配 御 申 談可被 成 候。 且又 御 組 等 

之內 裁許 有 之 面々、 曁又 家中 等都而 馬術 稽古 等いた し 候 人々 お、 不相浪 相 達 候 樣御申 談可被 

成 候。 先々 御 廻 達 落着よ、 り 御 返 可 被 成 候、 以上。 

寅 九月 

十月 一 一日。 竹澤 御殿 を 毀ちた る 古材の 利用に 就いて 議す。 

〔御 親 翰 帳 之 書拔〕 

十月 一 一 日  • 

一 、 竹澤御 取疊之 材木、 御 拂に相 成 候 儀に 伺相濟 居候 處、 江 戶表御 居 宅 之 御 地面に、 與龍院 

樣 御座所 御 普請 可 被 仰 付 趣 御內々 被 仰 出 有 之。 右に 付 右 御 取疊之 材木 之內船 廻に 而被 遣、 且 

又 金 谷 御 建物 御修 覆、 延之助 殿御 移 無 之 候 而は被 爲成間 敷に 付、 江戶御 廻 之 外 は 右 御 修複之 

御手 當に被 成 置 可然旨 等、 < ^議之 趣 有 之 候 事。 

十月 五日。 與カ にして 人 持 以上の 家來給 人との 間に 婚姻し 又は 養子 を 行 

はんとす る もりに 縱す。 

〔諸事 留〕 
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六 一 


文政 元年 十 

月 七日の 條 

參照 

文政 八 年 三 

月 九日 及び 

九月. I" 六日 

の 條參照 


與カ 人々、 人 持 以上 { 氽來 給人キ 緣糾 養子 取遗 j^ir  ： 小指 支 It に 候， ぉル、 , "、之 內に^ も 新に 

召 抱 候 者 杯、 素性 等に 寄 綠組等 爲指扣 申 分 も 可お 之 候、 - 尤 火，" 親 付 等 與カ之 は、 其お 親に. € 

穿 可 有 御 鹿 候 得 共、 猶又私共手前に而も可致入念：.ナ^3.^*^ぉに5:、  *.^§^^,fe^o 

十月 五 曰  .  "1 S. 式部 

十月 A 日。 前 田 齊泰瀧 之 間の 講書 を聽 ig す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十月 八日 

一 、 瀧 之 間にお いて 講書に 付 御 聽聞御 出 被 遊 候 事。 

十月 十四日。 三條西 實勳の 使者 來 りて 4! 力 を 求む。 

〔御 家老 方 諸事 留〕 

三條 様より 御內々 御賴之 趣に 付、 御 使者 河 村 肥 後 守 出府いた し、 當 十四 rd^^ 宅.： ig^^M 

使 相 勤。 其 節 從中納 言 樣之御 誊 持參、 御 口上 も 有 之、 且御 送り 物.；^ 之に 付、 御 n 錄も持 ，い 

たし、 御 寄幷御 口上手 控 別紙 寫之 通に 御座 候。 御品物は人々御使者之旅〈$.^-;^1収人.^^£出、 

且御 目錄は 月番より 可 相 渡 旨に 付、 御 留守 御 家來へ 執筆 共より 申談、 則 御受収 相憐申 候。 4^ 

に. 付各以 紙面 御禮申 上、 各 様に は 追 而御禮 可 被 申 上 US 申 遣 §s: 候。 將又此 j:;^ より，.^;: 之 御 1:1 茂 


申 上 候 害に 御座 候 間、 左樣御 心得、 御 禮等御 紙面 被 遣 候 様に と存 候。 則 御 紙面 下書 兩通指 進 

申 候、 以上。 

月 廿日  前 田圖窨 

横 山 藏 人檨 

玉 井 勘 解由樣 

〔國事 雜抄〕 

文政 十三 年 十月 三 條樣御 內用御 使者 河 村 肥 後 守 罷越候 節 指 出 候 別紙 寫。 

御 合力 知 並 御 扶助 金 之 事 

一 、 壽君御 方 御 逝去 

享保四 年 三月 其 砌三條 大納言 公 福 卿より、 御 合力 知 並 御 扶助 金 御斷被 申入 候 事。 

一 、 松 雲院檨 御 上洛 

享保五 年 四月 十五 日三條 家へ 被爲入 候砌、 尙更御 合力 知 並 御 扶助 金 之 儀 永々 可 被 進 旨、 故 日 

向 守.^ 被 卯 渡、 仍而 同年より 以前 之 通 御 贈 進 之 事。 

一 、 延享ニ 年 無據御 事被爲 在、 其砌 京都 御 間柄 故、 御 一 統へ御 合力 之 儀 御斷之 事。 

右 之 通 御座 候へ 共、 御 扶助 金 之 儀 は、 不被爲 相 替御贈 進 被 遊 候處、 寶曆九 年 卯 四月 無 御據御 
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谈被爲 在 候忖、 M 年 九月 廿 一 ：" 之 御：：：： 附 に而、 奥 村 中： 水 殿より 御 斷被仰 出， お」：：：、 つ 

其 節 御儉約 被爲在 御^も 五 • 七 年と 申 僅、 1  奴 都 御 人衆屮 より 之 御.^ W に 御^：^。  . ^之 通に 

候へば、 三條家 代々 被 相 頭 度 御 時節 を 相 待 被 W 候內、 S 、「度 三條 * 誠に 無^ 次 に i:、  ^wm 

候 段 御 賢察 可 被 下 候、 以上.^  . 

十 一 月 六日" 領 外の 者の 漆播 として 人國 する を 禁ず。 

广 5^ 郡 典〕 

御領^ 出來之 漆、 他！： 者お 不爲搔 取 様、 前々 申 波 S 候處、 近年 に 相 成、 s"" 入 込、 別而 

能 美 郡 山々.^ は、 流 例 之 様に 而 多分 他！ I より 漆极候 旨に 而、 御 縮 方 指 sib ま i^、 以來 他！： 者 

一 圓不入 込 樣嚴重 可 被 申 渡 候、 以上。 

I 一月 六 日  御 算川 5^ 

御 郡 奉行 中 

十 一 月 十 一 日。 年寄 中 以下の 夜間 不明 門 を 通行す る こと を 許す。 

〔中 川 氏 日記〕 

十 一 月 十 一 日 

一 、 年寄 中. 御 家老 中. 若年 寄、 是迄 不明 之 御門 夜中 往來無 之 候に 付、 今般^ 議之上 往來不 指 


支 旨、 割 場 奉行へ 御城 方より 申 渡 候 旨、 不急 度 御城 方 執筆より 席 執筆 迄 申 聞 候に 付 承 候 

十 一 月廿 三日。 前 田齊泰 夫人 江戶 城西ノ 丸に 登る。 

〔覺 書〕 

,丄 一月 四日 

一 、 姬君 樣今廿 三日 五 時 早め 之 御供 揃に て 同 刻 過 出御、 西 丸へ 御 登城、 勘 解 由 御供。 天 i 湫も 

宜、 御 途中 何の 御 障 無 之、 夜 五 半時 歸御之 旨 等、 藏人等 紙面。 

十 一 月廿 三日。 前 田 齊泰、 瀧 之 間に 於いて 下 村宗兵 衞に書 を 講ぜし む。 

〔諸事 要用 雜 記〕 

十 一 月廿 三日 

一 、 今日 瀧 之 御 間 講書に 付、 四時 過 芙蓉 之 御 間お 御 出御 聽聞被 遊 候。 講師 下村宗 兵衞。 

十一 一月 朔日。 • 寺 方當用 銀の 利子 を 低下す ベ きこと を告 ぐ。 

〔御 觸拔 書〕 

i ザ番  一口め お 
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六 四 


、、の 利 足ば 

月 なリ 


別紙 寫之通 被 得 其 意、 組.支配不相洩《ー  統可被申^^^攸が： 

十二月 八日  本 多 播磨守 

寺社 所 當用銀 之 儀 者、 御寺 方 を 初 寺 庵より、 寺 爲 ffls5 等 之 桁 出 K 付、 一 * 三 之 利 足 を 以^ * 

中等.^ 貸付 來候得 共、 前 條之通 祠堂銀 同様 之 銀 子に 忖、 今般 段々^.^ 之 h、 寺 ひ 格別に 巾 

諭、 當 十二月より 一歩 立 之 利 足に 货付、 是迄贷 付 候 分 者、 來卯 正月より ー步之 利足収 立， 攸 

事に 遂 詮議 候條、 御 達 申 候。 右 之 趣 夫々 御觸 渡御 座候樣 仕度 奉存 候、 以上。 

十二月 朔日  ni 川 左 門 

前 田 式部 

本 多播磨 守樣 

十一 一月 三日。 金澤の 町民 多 數十間 町 千代 屋久 平の 家に 就き 救恤を 求む" 

〔覺 窨〕  ，  ， 

！  二月 四日 

一、 遠 藤 數馬以 執筆 申 聞 候 は、 昨日 宵 之 內十間 町 千代 尾 久 平方へ、 男女 大勢 能 越 救 =1 义攸様 申 

聞 候 由、 大勢の 事 ゆ ゑ 騒 敷、 町 肝 煎へ 相 達 制し 候 得 共不聞 入に 付、 町奉行.^ 申 聞、 足 輕等を 


出し 御し めしの 處、 漸く 九 時 頃に 退 申 候。 其內 名前 知 候 者 も 有 之 候 間、 相 釓可申 哉、 受指圖 

度 旨 申 聞、 其 通に 申 渡。 

一 、 地 子 町 之 者 及 難 S 候 付、.，. 其內 身元 宜者、 寺 町 寺に 於て 粥 施し 申 度 申 聞、 志 之 儀 候 間 雑々 

敷 無 之 樣仕候 樣申渡 候。 且町 中小 前 之 者 至極 及 難 ffi 候 者 は、 昨日 於 町會所 鳥目 少々 爲取 候。 

此儀は 外より 聞 受候事 も 可 有 之 候 間、 申達 置 候 旨 申 聞。 前段 之久 平方お 罷越候 者、 誠に 及飢 

命 候樣之 儀に 而罷越 候に 而も 無 之 旨 申 聞。 

十二月 五日 

一 、 遠 藤 數馬以 執筆 申 聞 候 は、 一 昨日 千代 屋久 平方へ 集 候 者、 名前 知 候 者 夫々 町 預に申 付 候。 

右 之外改 方に 而 名前 知 候 者、 夫々 町 預に申 渡 候。 右 之 者 ども 未 a は不仕 候へ 共、 足輕：^^ハを以 

內々 樣子承 候處、 誠に 今日 不過得 者に は 無 之 由 候。 久 平方へ 罷越 候ても、 初 之 程 は 救 吳可申 

+之 事に 付 罷越候 旨 申 聞、 町役人 等 制 候 節 は 只 救 吳候樣 申 居候 由 も 申 聞。 

〔覺 書〕 

十二月 九日 

一 、 左 之 通 御 勝手 方より 演述。 . 

一 、 堀 孫 左 衞門申 聞 候 は、 米價 高貴に 付 先達 而 より 所々 に 張 文 致 置 候 儀 は、 輕 者難澀 致に 付 
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而之 仕業 キも相 聞え 不申. - 然處此間千代！：15-久平方>^^大勢£ぉ：^^^も、 令-,、. 之 A ども W お 

に 及 取 救 之 儀 相 歎 候 儀 迄に 而者有 之 間 敷キ、 內 々私共 並 千； s« 太夫 等 りべ：：：^ 4^、 

相 察 居候 通、 米 商 方に 拘り有 之者兩 三人 楝収 に而、 小" 1 之^ ii, 、を 進め 込、 虛^^を巧み^仕^ 

之 様に 相 聞え 申 候... 尤 町奉行 中手 前に 者、 夫々 名前 も 相 知れ、 (內 糾预け 等に 巾 付れ ，おみな 

之 様子に 御座 候。 夫に 付 何も 申 合 は、 右樣之 儀楝収 不屈 之 者 は、 ゆる かせに 成 K 候而 *、 此 

後 又々 如何様 之 儀 巧 出、 騷々 敷 儀 仕出 可 申 哉 も 難 計。 右 楝収之 者 之 内 にお、 "ど 迄 も ぼ禁牢 

等 致 候 者 も 有 之 由 候 間、 猶更 町奉行 中手 前 御 聞 a 之 上、 速に 公^ へ，！： 波^ 吟.^ 仰忖、 不 

屈 之 儀 相 分り 候 上 は、 夫 々厳科に 被處候 は，、、、 以後 之懲 めに 相 成 可 宜.. ナ r?:. ポ iiKi::、 此_^2及 

御 達 候 旨 申 聞 候 事。 

一、 御 勝手 方より 演述之 趣に 付、 町奉行 江 守 要人 呼 出、 余 別^に 而、 逢、 久 平方に ^攸« 子 相 

尋 候處、 右 集り 候 儀 大体 先日 申 聞 候 通り、 右 集り 候 者 誠に 小 前 之 者 今：：： 過不 得に て 出 候 者 

は 無 之、 石 黑屋助 作. 岡 屋彌兵 衞兩人 之 者所爲 にて、 彼 表 米 高 成、 商 かに も拟も 立、 其 h 輕き 

者 難&之 棘に 付、 右 之 通 致 候 由。 岡 田 九 郞兵衞 キ申者 は、 右 兩人申 聞 候 故 面白き^ 之 由中而 

已 に而、 自分より 申 候 事に て は 無 之由改 方に 而申顯 候 故、 右改 方に 而は » も： 小 中 付攸. - 助 作 

等 兩人未 直，^ 不承 候 得 ども、 以 役人 承 候 處右之 通 之 由 申 聞。 右 様 之 者に 付、 縮ガ爲 にも 永久， 


入牢 も 可 申 付 被 存候旨 申 聞。 其 外 段々 申 聞 候 趣 有 之。 但し 兩人 手前 早速 相 札、 申 聞 候様以 執： 

筆 申 渡す。  ： 

士 一月 五日。 越 中 植生 人幡 社の 祌祭 に付き 勸 化の 件を議 す。  一 

一 

〔覺 書〕  i 

f  二月 五日 

一 、 埴生 八幡 千 百 歳御祌 祭に 付、 御 家中 等 勸化之 儀 願 置 候 得 共、 聞 屈 無 之處、 赏而収 拔仕法 

講之儀 願 出 候 付、 打 返食議 之 上、 御 郡 之 外相 對勸化 可 聞屆之 旨、 御 算用 場 奉行へ 遂 詮議 候 處、 一 

今日 右 紙面 指 出、 御 郡 方へ 不立入 儀に 候 得 者 指 支 候 譯者無 之 候 得 共、 御 郡 地之內 にも 町立 候 

箇所 有 之 候 間、 町 分たり 共 御 郡 奉行 支配へ は 一圓 不立 入樣 仕度、 別紙 之 通申閜 候。 W 往 .^sfi 

之 上 之 儀 候 間、 御 郡 奉行 支配 地 之 外相 對勸化 之 儀 聞 屈 有 之 候 而も 可然奉 存候& 紙面、 ffilt 行 一 

紙面 も 出す。  一 

十二月 六日。 前田齊 泰、" 先に 金澤分 間繪圖 成る を 以て 遠 藤數馬 等に 赏詞ー 

を傳 へしむ。  一 

〔溫敬 公 御 日記〕 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 元年  、 _  六 七  . 


六 八 

十二月 六日 

有^ 才右衞 一 、 遠藤數 馬. 有澤 才右衞 門. iiT 先！ S 金 p^ll 出来に 付、 御^ 可 申 述哉之 il::、 卞 i.^ 浙 e: 巾 11、 共 

門認 に師貞 

通キ 申出 候。 

十一 一月 七日" 幕府より 前田齊 泰に與 へたる 寒氣 見舞の 書金澤 に^す。 

〔官 私隨 筆〕 

十一 一月 七日 

一 、 寒 氣御尋 之 宿 繼御奉 害 今朝 六 半時 頃 到來之 ils、 御用 番 より S! 狀來 る。 

〔覺 書〕 

十一 一月 七日 

一 、 宿繼御 奉書 を 以寒氣 御尋、 ^^御仕合思召候。 御 奉書 は 後刻 拜见可 被 仰 付 it 以ぉ 3.:;: 衞 門 被 

仰 出、 先以恐 悅奉存 候。 拜見可 被 仰 付 旨 難 有 仕 合 奉存候 旨應申 上。 

一 、 御 奉 誊以淸 太夫 被 渡 下、 何 茂 拜見可 仕 旨 演述に 付、 各. 御 家老 中 *乂 三郎. 八 郞打衞 i: 於^ 

一 同に 拜見、 畢而 若年 寄 中 相 招拜見 申談、 恐 悅被申 聞、 W 各 於 席 一 列以 保ん 衞 i:、  SMM^ 

窨を以 寒 氣御尋 恐悅之 至奉存 候。 私共 拜見被 仰 付 難 有 仕 合 奉存候 旨、 應 上 甲斐 守より 中 上、 

御 奉書 自分より 返上。  - 


、、の 文に 豫 

選なる べし 


十 一 一月 入日。 金 澤城瀧 之 間に 於け る 月並 講釋に 新 井周葳 孟子 を 講ず。 

〔覺 書〕 

十二月 八日 

一 、 月並 講釋。 於 瀧 之 間 新 井 周藏講 孟子 公孫 丑 上篇。 組頭 物頭聽 聞。 

十一 一月 入日。 三 州 地理 志 稿 成る を 以て 前田齊 泰に呈 す。 

〔溫敬 公 御 日記〕 

i  二月 八日 

一、 先達 而 より 取懸 居候 三 州 地理 志 稿 キ申寫 本、 全 出 來指出 候 事。 

.i  二月 廿 四日 

一 、 先達 而 一 先見せ 候 三 州 地理 志 稿 キ申寫 本、 表題 等 夫々 出來、 今日 指 出、 箱 申 付、 m 而可 

指 上旨 保 左 衞門申 聞。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

十二月 七日。 加 越 能 三 州 地 现志稿 成。 

〔上 加 能 越 三 州 地理 志 表〕 

夫 惟。 辨 地理 正封疆 者。 國家之 大典 也。 故 書 有 禹賈。 史 有河渠 書。 俱論 天下 之 地^水 路矣 
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七 〇 


今 八 ムは前 田 

齊廣 なる ベ 


し 


謹按 本朝 之 古 二 神 0 创立 八洲 以往： »經 沿革。 1^..:天平年間^ヒ.北*矣。 ,^.^.^.^^^^,'^0 

殘缺僅 存焉： 所以 爲诚 也： 近 IS 河 永 之 徒： 選 五 畿內舆 地 通 志。 然不及 其 他： 近来 足 is^esi 志 

等 相次 而出 ST 我 藩自古 未お 此 擧，〕 臣 居常 歎 之： S 奉 太 iSK ム之 命。 撰 三 州 之 地 IT お 成： S 

今 公之 命。 地 圆繕寫 功畢。 名 曰 三 州 細密 繪 IT 然至如ぉ今之沿革及山川：巴^^神^^佛刹！^1、粱名 


產古蹬 池 * 之 與廢。 非 地 志 不能 詳其所 由来。 故恭 、叩 撰 地 §ij 志。 ^^Si00-.  i 


O 


序旣已 卒業" 仰備 高覽。 不任 戰傈之 至。 謹以 聞。 

十一 一月 十日。 金澤分 間績圖 製作 を 助けた る 人々 の 赏與に 就いて 議す 

〔覺 赛〕 

,丄 一月 十日 

山ロ淸 太夫 等以 執筆 申 聞 候 は、 金澤 御繪圖 先達 而 より 遠 藤數揭 等へ 被 仰 付？ 處、 ぶ々 年 夫 

々出來 指 上、 各 樣へも 拜見被 仰 付、 御 承知 之 通 御座 候。 其 後 * 繼等被 仰 付 攸處、 此 た々 出 

來指上 候。 乍 併 屋敷な ど 人々 名前 も 調 無 之 故、 御 被 遊 候 而も 御 分り 不被 遊、 ^^81 

調 候樣數 馬へ 被 仰 出 候。 夫に 付 先達 而 より 右 御用 方.^ 相 勤 候 者、 御用 相 »攸1 ^何 茂 品 能 被 仰 

付 候樣、 數馬 等より 相 願 申 候 間、 及 御 示談 候 旨に て、 右 紙面 五 通。 SHI 上に も 巾 is 攸は、 此 

內西村 太冲事 は、 去々 年 御 加 恩 之 儀 御 達 申 候處、 不殘相 濟候上 被 仰 付 可然御 演述に 付、 S 


相 心得 居 申 候。 今般 品 能 御沙汰 御座 候樣 仕度 候 旨。 村 田 良 助、 此者は 書 繪北ハ に宜相 調、 書 入 

等 御用 も 宜出來 候 間、 組 替被仰 付候樣 仕度 由。 三角 風藏、 此者足 輕に而 御座 候 間、 小頭に 被 

仰 付候樣 仕度 由。 

右に 付 十八 日に 申入 候 趣 有 之。 

甲 州家來 河野久 太郞、 又 兵 衞家來 日下理 兵衞、 藤 田 卒兵衞 家 來淸水 宇 八郞、 何茂陪 ぼに 御座 

候。 格別 子孫に も 殘り候 程 御沙汰 御座 候樣 仕度 御座 候 旨、 數馬等 申 聞 候。 左 候ば 御紋 付に て 

も 可 被 下 候 得 共、 是も 如何 敷 もの。 被 召 出 候 儀 も 結構 過 可 申 候 旨。 玉 井 勘 解 由 家 來早川 撒 兵 

衞、 是は當 時 御用 は 相 勤不申 候へ 共、 當夏迄 入 情 相 勤 候 間、 同樣 御： 議 御座 候 様 仕度 段。 淸 

水 宇 八郞之 儀、 先達 而才 右衞 門より 申 聞、 御內用 方に 被 召 出 候 儀 及 御 示談 候處、 不可 然 it 仰 

に 付 相扣申 候。 其 節 は 定番 御 步に被 召 抱 候 樣相願 候へ 共、 今般 者 御 細工 者に 被 召 出 候 « 仕度 

候。 遠 藤 數馬家 來手塚 七郞、 此者 も久太 郞同樣 御用 相 勤 居 申 候 間、 身分 相 應品能 被 仰 付 候 様 

仕度 旨。 

〔御 在國覺 書〕 

十二月 廿 四日 

一 、 先達 而治 太夫 等より 示談 有 之 候 御 鎗圖方 之 人々 之內、 西 村 太冲等 は追而 昝 相濟候 上、 被 
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及 御沙汰 可然、 久太郞 等 は 今度 左 之 通 可 然と 奉 存候旨 _ 


白銀 二十 枚 

染物 

染物 

小判 三 兩 


お 


一反 


河 野 久太郞 

日 下 理兵衞 

早 川 理兵衛 

淸水 宇八郞 

手 塚七郞 

右廿 五日に、 久太郞 等 被 下方 過分に 相 見 候 間、 十五 枚 被 下 可然。 早川§^兵衞は.^^-而御斷巾 

上 候 節、 被 下方 相濟候 間、 此度は 及 申 間 敷。 宇 八 郞は十 兩可然 候.^ 宇八郞 被お 出攸 ，c^、 ：也而 

キ申儀 無 之方宜 敷被存 候。 追而は 追而之 詮議に て 可 有 之、 只今 之 處は御 ¥ にて 可 然段 等以勘 

六 申入。 

十一 一月 十 一 日。 德川家 齊の前 田 齊泰に 贈れる 鷹 金澤に 着す。 

〔中 川 氏 日記〕  . 

,丄 一月 十五 日 

一 、 當 十一 日 到着 之 御 拜領之 御鷹 二 居 共据出 候に 付、 九 時 御 入 之 節、 御 e 間 書院へ 御着 座。 

此時 御鷹 匠 小頭 依田 十 郞左衞 門. 內藤林 右 衞門布 上下 着用 据出、 御 15 戴 被 遊 御意お 之。.. 共 節 


伺 公之 若年 寄 平 兵衞、 御鷹 御 頂戴 被 遊 恐 悅奉存 旨 御請 申 上、 被 爲入候 事。 

但、 御 表.^ 御 出 被 遊 候 頃、 御鷹 二 据共蔦 之 間 入口 之 邊ぉ寄 置、 【据 人より 御鷹 匠 小頭 請 取、 

据罷在 候 事。  * 

十一 一月 十 一 日。 金子 を 銀 子と 共に 通用す る こと を 許す。 

〔覺 書〕 

！  二月 十  一 B 

一、 此節 世上 金子 は 相 應に有 之 候へ 共、 銀 丈に 而 融通 方 指 支の 体 相 聞え 申 候。 依而金 ffl 場兩 

に 付 六十 八 匁 之 極 直 段 を以、 當分 金銀 入 交 致 通用 候 檨申渡 候。 且又 兩替之 商 K 人 金子 寶買之 

節 は、 極 直 段 之 外 定之ロ 錢爲請 取 可 申 候。  ， 

右 之 通 御 達 申 置 候 事。  . 

寅 十二月  御 算用 場 奉行 

十 一 j 月 十六 日" 幕府の 閣 老加賀 藩の 聞番を 召して 改元の 行 はれた る こと 

を告 ぐ。 

〔諸事 留牒〕 
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十二月 十六 日 

一、 今 H 惣 出仕お 之、 年號天 保と 改元 .一:? 之 候 K 被 仰 一 ほに i:、  m- 川^ 松 平 周 防 守 殿， ロ聞番 湘 

七 郞左衞 門 御 呼 立に 而、 役人 右年號 *S 御波 候 il:!、  人 御 小： ^ひ ffis! 相 一 候^： 

一、 右 之 趣 今： n より 天 保と 改元 有 之 段、 姬君様 等 御附々 >  口 申ト： 候 iig 以紙 巾 i!.^、  n; へ，：： r よ.. r 

改元 之 段 一 統相觸 候 様 御 横目.^ 以紙而 申 渡。 

十一 一 月 十七 日 

一、 昨日より 改元に 付、 右 之 趣 御 國ぉ申 上 候 儀 先例 ffl しらべ 候處、 多く 御. i£w に 而、 0. 

文政 改元 之 節 而已御 在國、 延享之 度 は 此表御 家老 詰 無 之、 御 3EW_..i 之 節に 而、 .：；：• ゆ 度と も 出 

日に 中飛 脚 を 以申上 候 へ ども、， 此般は 最早 歳晚之 事に 而も^ 之、 若々 延 二相 成攸而 は、 

二 年に 相 成 御 承知 被 遊 候 御 儀 も 如何 敷、 依 而今 tM 足輕 不時 立 早 飛脚 巾 渡、 改元 之 趣 巾. 1:;^. 然 

と遂 僉議、 右 之 趣に 相 極、 今日 不時 立に 而申上 候 事。 

十 一 一月 十六 日。 前 田齊廣 夫人の 爲に 別殿 を營 造す る を 以て 主任の 役 入 を 

命ず。 

〔覺 ま 曰〕 

I  二月 十六 日 


中 村 五兵 衞 

飯尾吉 太夫 

右 此度眞 龍 院樣忍 召 通り 御 別殿 被 成 進 候 付、 來春御 參府之 上 御 居 宅 御 普請 被 仰 付 候。 依 之 右 

御用 主 付 可 相 勤 候。 御 時節柄 之 儀 候 間 御手 輕く被 仰 付 候 思 召 候條、 其 心 i5 を以致 詮議 候 様 可 

被 申 渡 候 旨 被 仰 出 候。 

十二月 

十一 一月 十九 日。 百姓 鉢の 者多數 千代 屋久 平等の 家に 就いて 救恤を 求む。 

〔覺 書〕 

I  二月 廿 三日  . 

一 、 高 田 善 右衛門 別席に 而申聞 候 は、 外 之 儀に 而も 無 之、 一 昨日. 昨！ n 御 横目より 言上 之 趣 有 

之 候。 右 は 一昨日 之 言上に、 昨日 千代 屋久 平. 別口 屋 何某 方へ 百姓 鉢 之 者 人 多に 罷 出物 を 乞 

候 由。 一 昨日 も 尾 張 町 鶴 見屋方 へ 罷出、 此時は 一 人 鳥目 一 銅 宛 被 取 候 由。 最初 久 平方 へ 罷越 

候 時 は、 亭主 も 留守に て、 手代より 取 計 百 十 銅 計爲取 由。 後日に は 五十 銅 も 爲取候 由。 別 门 

屋には 酒の かす を 爲取候 由。 何 茂 挨拶 申入 罷歸 候。 外に 替儀も 無 之、 昨 H も 新 町 之 何某 方へ 

罷越候 由。 様子 御 横目 足輕 より 承 候處、 湯 涌 邊之者 之 由。 不作に も 有 之甚雜 S 仕 候 故、 すく 
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ひに もら ひ 出 候 由" 夜中 は 近 村に 泊り：！^. S 申 聞：^ 由" 此 K 申 候 il^M ん总之 由 申 聞！^ に： 舉 

畏候、 詮議 之 筋 有 之 候 は 追 而可申 上 申入。 

〔覺 書〕 

十二月 廿 二日 

一 、 江 守 耍人以 執筆 申 聞 候 は、 此ニ丄 二日 頃より、 在方 之 者と 相兑 え、 五十 入 除 h 物 を もら ひ 

あるき 申 候。 さして ろうぜき 之 様 之 债は無 之 由。 此趣御 申 S 候 ilE 申^." 

一 、澤田 義門同 斷申聞 候。. 手先 之 者 相 廻 見 候處、 在方 之 者 所々 にて 集り 申， 版も^ 之、 左 核 之 

處には 役人 共 心得に て、 あまり 人 多 出 候 儀 不可 然段 申入 候 儀 も 有 之 候。 右 之 者 共 申 八：： を 承 

候處、 御 貸 米 之 儲に 付 年寄 等，^ 押 願 等 仕 候へば、 こつじき 仕 候^ 申 閒 候な どと 申 八：； あるき， お 

由 等 申 聞。 

士 一月せ 百。 前 田 齊泰能 を 演ず。 

〔覺 書〕 

十二月 廿 二日 

一 、 今日 何 茂 御 能 拜見被 仰 付、 難 有 仕 合 奉 存候旨 申 聞 候。 

一、 四 半時 御 能 初り に 付、 拜 見所へ 各被罷 越、 余 御用 有 之 跡より 參る。 御 番附左 之 通。 


九世戶 @  春 榮宫門 吉野靜 延之助 r 

卷 絹 御  鞍馬 天狗 甚 吉 祝言 志賀 御 

鶯 万 蔵 鈍太郎 喜 齋 節分 次六耶 

十一 一月 廿 四日。 叙爵の 者の 着服の 制を改 む。 

〔官 私隨 筆〕 

十二月 廿 四日 

一 、 左 之 紙面 被 越 之。  ♦ 

叙爵 之 者 着服、 下着 は 白無垢に 限り 候 事に 相成來 候處、 於 江 戶表御 老中 方-杯 左様に も 無 之、 

嶋類入 交 御着 用 有 之、 白無垢 無 之 色 替り之 無 * 等 御着 用 之 儀 も 有 之 旨 等、 平 井 善朴承 八：： 之 趣 

に 付、 以來は 佳節. 朔望之 外 は 於 江 戶表右 御 振 合 之 通 入 交 着用 可 仕 候 哉、 左 候 へ ば於此^^も问 

様に 可 仕 哉 之 旨 示談 之 趣 申 上 相 伺候 處、 伺 之 通 入 交 着用 之 儀 勝手次第と 被 仰 出 候條、 左様 御 

心得 可 被 成 候、 以上。 

十二月 廿 四日  長 甲斐 守 

奧村丹 後 守樣 
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十一 一月 廿 五日つ 造酒 石數を 例年の 三分の 一 一とす. へき 墓 令 を 傅 ふ、、 

〔御：？ 1^ 典〕 

大目 付，^ 

赏 寅年 諸 國違作 之！ Iffi 多、 米穀 拂 底に 付、 酒造 人 共 之 俄、 銘々 S 米^ 之^ 三分 一 相 減じ、 H 

分 二 酒造 可 致 候。 若隱造 等いた すに おいて は、. 其 者 は 勿論、 其 所 之 人 迄 吟^ 之 卜：、 1^ 

申 付 候條、 心得^^無之様、 御料 は 奉行. 代 幷御預 所. 私 ^ は^ 中 •• 地頭より：： 十々^ ffls 候。 

右 之 趣 可 被相觸 候。 

十一月 

酒造 之 儀に 付、 大目 付 織 田 信 濃 守 殿より 到 來之御 害 付寫ー 通 相 S 候條、 被 W 共" な、 前々 之 趣 

を以 夫々 可 被申觸 候、 以上。 

庚 寅 十二月 廿 五日  長 甲斐 守 

奥 村 丹 後 守 

■ 成 瀨 主 稅殿 

原 五 郞左衞 門 殿 

堀 孫 左 衞門殿 


山 崎 賴母殿 

酒造 三分 一 減 石 之 儀に 付、 從 公儀 相 渡 候 御 書付 寫等 別紙 兩通、 年寄 中 被 相 渡 候。 依 之 御領 國 

一 統 酒造 米 三分 一 減 石 申 渡 候條、 各 支配.^ も 右 之 趣 可 被 申 渡 候。 萬 一 當時造 高 餘計造 込 候 者 

有 之 候 は M、 此後追 造 指 止候樣 可.^ 申 渡 候。 尤右 三分 一 に 相 當り候 酒造 道具、 役人 立會 縮り 

可 被 申 付 候。 右 等 之 趣 急 度 夫々 可 被 申 渡 候、 以上。 

寅 十二月 廿 八日  御 算用 場 

淺加 伊織 殿 

稻棄助 五郎 殿 

十一 一月 廿 七日。 改元の 報 金澤に 達す。 

〔溫敬 公 御 日記〕 

十二月 廿 七日 

一 、 當 十六 日江戶 表に 而您 出仕 有 之 候處、 年號 改元 被 仰 出 候よ し。 則 不時 立の 早 飛脚 今夜 到 

來之 事。 但、 此分 前々 中飛 脚に 候 得 共、 月 迫 之 儀、 且雪途 にも 有 之 候 問、 延若之 も 難 計に 

付、 早 便に 申 渡 候 旨 追 啓に 有 之 候 事。 

十二月 廿 八日 
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八 〇 

一、 昨夜 到来の 改元に 忖 御^之， 年號小 紙、 月番へ 人披 ur 

〔 御 觸拔ま I〕 

年號天 保. f 改元 之 旨、 常 月 十六 H 被 仰 渡 候 由、 從江闪：^-中來：^^、  lirmwil!: 被 仰 出 i::il、 被 

得 其 意、 御 組 中等，^ 可 有御觸 候： 且又 御 組 等之內 裁許 有 之 面々 者、 夫々 相 *a 候 様 可 有 御中^ 

fe<、 以上。 

庚 寅 十二月 廿 九日  長 5- 斐守 

奥 村 丹 後 守 

橫山 山城 守 殿 

本 多 播磨守 殿 

前 E 大炊殿 

村 井 又 兵衞殿 

奧村內 膳 殿 > 

十一 一月 廿 入日。 加賀 藩、 幕府より 御文 庫 金 一 萬兩の 借用 を 許さる。 

〔諸事 留牒〕 

十月 晦日 


藏人 は橫山 

氏 


一、 御文 庫 金 五 萬 兩御拜 借 御 願書、 一 昨 二十 七日 靑地藏 人 儀 水 野 出 羽 守 殿.^ 持參 いたし 候 

處、 出 羽 守 殿御 請 取、 追 而可被 及 御 挨拶 旨 取次 之 者 申 聞 候 由、 藏 人相 達 候 事。 

.i  二月 五日  • 

一 、 御 次より 御 願 之 一 件、 難 及 御 <s ^議旨 御 付 札 を 以被仰 渡 有 之 付、 押 返し 御 願 之 儀 御 指 出 之 

事に 相 成 候に 付、 舘野 殿. 田 中 殿.^ も 段々 示談 之處、 館 野 殿 等 被 申 聞に は、 館 野 殿 如何 S 張 込 

に 而も、 水 野 殿に 而埒明 不申而 は 出 來不申 候 間, 何れ 水 野 殿.^ 申込 候樣申 聞に 付、 此節出 羽 

殿曁 土方 縫 殿 助.^ も 御 贈 方 有 之可然 旨、 靑地藏 人 申 聞。 猶又申 聞 は、 御 願 之 趣 水 野 殿.^ 御窨 

面 致 持 參候處 、是に 而は參 り不申 由に 而、 水 野 殿 段々 文面 御 好み も 有 之、 甚御張 込 被 成 候 由。 

成 不成は 御請 合 難 被 成 候へ ども、 何分 出 來候樣 御 取 持 可 被 成 由 御 申 聞に 付、 彌以此 節 御 方 

有 之可然 由に 付、 猶更致 思慮 候處、 右 之 通 出 羽 殿 被 張 込 居候へば、 縱 令出來 いたし 不申 とも、 

御 贈 方 有 之 候ても 御意 味 合 は 相 立 候 譯に候 間、 此節御 贈 方 有 之 可然. 及指圆 候處、 藏人申 問 

候 は、 昨日 御 願書 水 野 殿お 持參仕 候處、 此御 願書に 而宜、 是に而 水 野 殿に 而は御 願 之 趣出來 

之處 お至り 可 申、 何れ 是に而 成就いた させ 可 申 ふ存被 居候。 しかし 一存に 而も 無 之、 同役 も 

有 之 候 間、 必出來 と 申 儀 は 請 合 難 申 候。 しかし 此方に 而 何分 出來之 處.^ 至り 候 様 取 計 可 申、 

去 共此趣 重役 之 方お は 咄し申 間 敷、 重役に 而若 あしめ に 致し、 其 上に 而出來 不申時 は、 於此 
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方 如何 敷 候 問、 其方 迄 中 igK 候 段、 以 土方 縫 殿 助い ぼ 地 藏入迄 被 仰^:^ 由： 右に 付 候ても、 尤 

此節御 贈 方 有 之可然 奉存 候" 尙御品物^9,^^^可巾に^1::«入申閱攸事。 

十二月 九日 

一 、 今般 御 次より 御 願 一 件 之 儀、 水 野 殿御 はり 込に 付 御 贈 方に 探幽三 幅對價 七枪五 • ゆ、 

人 御家來 土方 縫 殿 助お 古法 眼 筆 一 幅價 三十 五雨 被 a 候而可 然.. ナ^ S 巾閒、 品 物 はは 候に 付、 

御 祐筆 申談箱 上書いた させ 候。 右 品 は 水 野 殿 用閒町 入綿 首 〈半 平と いふ 者 >:;i 相" s^、 示 a ^いたし 

極 候 由、 靑地藏 人 申閜候 事。 

十二月 廿 八日 

一 、 御 勝手 御 逼迫に 付、 御文 庫 金 五 萬 兩御願 立 之處、 今日  一 is 兩御借 渡 之 趣 被 仰 波 有 之、 御 

名代 淡 路守樣 御 登城に 付、 夫々 諸 大夫御 願 之 節 之 振に 申談候 事。 

一 、 今日 淡 路守様 御 出、 御 小 書院.^ 御 通 之 上罷出 候處、 御 老中 御 列 ffi、  S 防 守 殿ん 之 通 被 仰 

候よ し、 則 御 書取 御 渡。 

御  名 

領分 損 毛、 其 上品々 物 入 多、 可爲 難儀 キ被思 召 候。 依 之 金 一 萬 兩拜借 被 仰 付 候" 上納 之 

御 勘定 奉行 可被談 候。 


右 之 上 御 料理 等 出、 夫々 相涛、 中ロ 御式臺 より 御 房り 之 事。 

但、 老. 若 御 廻 勤 無 之、 西 丸お 御 禮被仰 上 候 上、 直に 御 出 被 成 候 事。 

一 、 右 御金 御 直 判御繼 文に 而 候へ ども、 當時 御在國 中に 付、 御 家老 假證 文に 而 明：！： 御 指 出、 

明 後 二十 九日 御金 相 渡 候 趣に 相 成 候。 尤御 承知 之 上、 御 直御證 文と 引替に 相 成 候 答 之 事。 

參 

i  二月 晦日 

一 、 聞番助 古屋武 左衞門 儀、 今日 蓮 池 御金 藏ぉ罷 出、 御金 請 取罷歸 候而、 4- 所 奉行お 相 渡 候 

段 及 S 候 事。 

一 、 右 請 取 候 節 假證文 左 之 通。  • 

請 取 申 金子 之 事 

金 一 萬兩 

右 は 領分 掼毛、 其 上品々 物 入 多、 可爲 難儀 キ被思 召 候。 依 之 奮 面 之 通 拜借被 仰 付 候に 付、 m 

取 申 候。 返納 之 儀 は、 來 卯年より 來る子 之 年 迄、 拾ケ 年賦 上納 可 申 候。 尤追而 加贺守 S 判 乎 

形に 引替 可 申處、 仍如 件。 

御名 內 

天 保 元 寅年 十二月  横 山藏人 
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西 新 太郞殿 

馬場 藤 五 郞殿 

• 西 村 九 郞右衞 門 殿 

吉見山 三 郞殿 

裏書 如此。 

表 窨之金 HST 兩相 渡、 來 卯より 來る子 迄拾ケ 年賦 返納 之 «、 追而加 St 守 M 判 F おに 引^. 被 

申 候。 斷は 本文に 有 之 候、 以上。 

寅 十二月  中 忠五郞 印 

御用に 付 無 印形 

柑 兵 五郎 

中 長 十郞印 

飯 忠四郞 印 

御用に 付 無 印形 

明 八 郞右衞 門 

公事 方 無 印形 


是月 は大盡 

なリ 


〇 


內 第 人 正 

土 出 雲 守 印 

公事 方 無 印形 

.  曾 豊 後 守 

村 淡 路 守 印 

御金 奉行 衆 

十一 一月 廿 九日。 城 內腰懸 に 於いて 供 待す る 者の 作法に 就き 令す- 

〔御 觸拔 書〕  . 

付 札、 御 横目.^ 

御城 中 於腰懸 等、 主人 迎 等に 罷越 居候 者 共 之內、 不作法 成 儀 有 之、 腰懸 縮足輕 等より 相 制 候 

處不致 承引、 却 而嘲候 者 共 茂 有之檨 子に 候。 是迄 度々 申 渡 置 候處、 先以 不心得 之 至に 候。 以 

後 右 族 之 者 有 之 候 は、，、、 急 度 見 咎候樣 改而申 渡 候條、 家來 末々 迄 厳重 可 申 渡 候 事。 

右 之 趣 一 統可被 申談候 事。 

寅 十二月 廿 九日  前 田大炊 

十二月 晦日。 藩の 非人 小屋に 收容 せらる、 者の 人 數を上 巾す 
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一 、 八 WI 三 拾 四 人 

一 、 贰拾壹 人 

一、 七 人 

一 、 百査人 

一 MM 人 

グ九百 六 拾 四 人 

內 

百 八 人 

拾 人 

殘而 

八 百 四 拾 六 人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

寅 十二月 晦 n! 


寅 十 一 月 晦日 窖上 申入 高 

寅 十二月 朔： HI より： i: 晦： n まで 御 邯方送 り 入 人 

右同斷 町方 送り 入 人 

右同斷 町. 在 之 者 奉公 幷 五十 U 威歸. 0 人ん 

右 同 斷於御 小 尾 出生 人 


寅 十二月 朔 日より 同 晦日まで 町. 在 之 者 舉公幷 五十 出ん 

右同斷 死去 人 

寅 十二月 晦日 在 人 高 

非人 小 崖 裁許 四 人 


改作 -、 ゝに 

て .N 耕 5^ と 

同義に 用 ひ 

ら る 

助 小屋に 非 

人 小屋に 同 

じ 


士 一月。 郡 方の ものにして 金澤に 移る が 爲轉籍 を 請 ふ もの 及び難 流 者の 

助 小屋 入 は 容易に 之 を 許可せ ざる ベ きを 告ぐ。 


. 君 


方 御： 


諸 郡 百姓 幷頭振 共 兄弟 姊妹等 之內、 病身 者杯キ 申立、 金澤町 等.^ 養子に 罷越、 或 者爲稼 町方 

に 同居 杯いた し 度に 付、 御 郡 方 人別 切願 近年 人 多に 相 成 候內、 中に 者赏に 病， 之 者 茂 可お 之 

棘に 付、 詮議 之 上 無 據承屆 候 分 茂 有 之 候處、 近年 別 而右願 方 多に 相 成、 中に 者 先 內に而 奉公 

人 之 養子 等に 約談 いたし 置、 願 出 候 族 も 有 之 鉢に 相 聞 候。 元 來御郡 方 之 者 他 支配.^ 人別 切 造 

候 儀 者、 從 前に 定茂有 之に 付、 實 耕作 等 致 兼 候 者 之 儀 者 格別、 其餘者 一 圓 不承 ffl 趣、 從前々 

每度申 渡 置 候 得 共、 猥に相 心得 候 儀 者、 村 役人 者 勿論、 組主附 年寄 等に おいて 茂 詮議 方不行 

屈 儀に 候 間、 以來者 肓人等 生 質 不具 之 者、 幷實に 病身 者に 而致 改作が たき 者 は、 共 時々 常：々 

詮議 之 上 承屆可 申、 御家人 幷御 家中 小者 等 之 養子に 相屆申 者、 別而 容易に 難遂 詮議 候條、 此 

段 一 統嚴重 可 有 申 渡 候。 將又 近年 難 S 者、 御 助 小屋 入 願 多に 相 成 候。 御 助 小 E^- 之 俄 者、 御仁 

惠 を以、 實に^ 命に 茂お よび 候 程 之 者 御 救 之た めに 候 得 共、 容易に 相 願 候 譯に而 無 之^に 候 

條、 何分 難 a 者 共 之 儀、 成 限 於 村 方に 介抱いた し 可 遣 候。 尤此 以後 御 助 小 尾 入 願 之 儀 茂、 "1 

文 同様 容易に 不承 屈 候。 
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九 〇 

御 家老 中. 若年 寄御盃 被ド、 返上 無 之： 前田多^:.ぃビ初_$^々御流5截、之入々、 御^ は：^ 後 守 •« 

磨 守 相 勤。 鴉々 之 舞 相 »、 大夬 へ 被 下物 目 錄外記 相 渡。 m 戴 之 上、 Sigi 橢進 御：：： Iwtm^ii り 

難お 仕 合 奉存候 it 外 記 申 上。 畢而御 ^ 有 之、 年寄 中 鹿 上 之 者 御 取 八：： 中 上。 六 牛時餘 -q^ 過 相 W 

被爲 入、 御先 立 M 前 之 事。 

但、 年寄 中 御 K 皿 被 下 候 節、 自然 御 取 落 等に 而故 お 之 問 吸お に 而も 無 之 候，、 其 時 は 御 土 

器 御 控も無 之に 付 指 支 候 間、 圖窨. 外 記 儀 御盃御 取次 相 勤 候に 忖、 爲 心？， 十 器 一 個充懷 

中いた し 居 可然キ 示談いた し、 則 御 土器 は 御臺所 奉行より 致 借用 懷巾、 fflw^k 御 十 器 奉 

行へ 相 返。 

御 番組 左 之 通。 

四海 波  權進 

松 高 き  宮門 

猩々  權進 

伹、 權進舞 候 事。 

一、 御謠 初に 付 役儀 無 之 不罷出 人々 おも 被 下方 左 之 通。 

一、 白銀 一枚 充  諸 橋權進 


波 吉宮門 

一 、 銀 五匁充  諸 橋甚吉 

竹 中甚助  - 

一、 波 吉宫門 等 拜領物 被 仰 付 難 有 仕 合奉存 候。 且又 御 役者 共 御用 茂 無 御座 候 は，、 相 返 可 申 哉 

之 旨、 町奉行 江 守 要人. 遠 藤 數馬罷 出 外 記お 申 聞 候に 付、 其 段 以大村 * 次 郞申上 候 所、 追 付 

以 同人 御用 無 之 段 被 仰 出 候に 付、：。 其段以 執筆 右 奉行お 申 聞 候 事。 

〔温 敬 公 記 史料〕  ノ 

正月 二日 夜謠初 式。 一昨年 以降 改松 囉稱謠 初。 

正月 三日。 前 田 齊泰、 寶圓寺 及び 天德院 に參詣 す。 

〔官 私隨 筆〕 

正月 三日 

一、 五つ 七 分 御出兩 御寺.^ 御 參詣。 

一、 四 半時 過 御 歸殿之 上 無 程 御 出、 御大 廣間柳 之 間御禮 夫々 如 御作 法害畢 る。 

一 、 柳 之 間 伺 公大 炊 殿。 

正月 十七 日。 前田慶 寧の 鷹 司 政 通 養女 完 君と 婚 すべ きこと を 決定す。 
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九 四 

一 、 鳶共及 深更 候 迄 も e 小 sa- に不 ft ん：： 者 共有 之に 付、 小； 如より 誰々 は W 小：：^ • に 罷.： £::^、i?^ 之け 

相 ¥ 候處、 1^ 心 之 者 共 申 談罷在 候 哉、 誰茂罷 候 ilM 及 答 候 得ば、 不兑 常に i:cs.. 而扣ぺ K やお、 

雜言等 申 聞、 其 上 强而相 礼 候 得ば 如何 林 之 申 聞 候 哉 茂 難 計 程に 而、 何分 拔許 方； ひ：^ま^ほ 

小頭 共 申 聞 候 由 之 事。 

正月 十九 日。 具足の 鏡餅 直し を 行 ふ。 

〔諸事 耍用雜 記〕 

正月 十九 日 

一 、 今日 御 鏡 直に 付 御 囉子有 之 事。 

正月 一 一十 日。 江戶 邸に 於け る拖瘡 • 麻 疼 等の 者の 遠慮に 就いて 金 澤の士 

に告 ぐ。 

〔御 家老 方 諸 留〕 

犬 千代 丸檨御 疱瘡 等 未 被相濟 候に 付、 御 家中 江 戶定府 之 面々 幷詰人 尻 小屋 之內 瘡 病人 有 之 

候 者、 三番 湯 懸り候 迄 者 御殿.^ 罷出候 儀 遠慮 可 仕 候。 且又 御 番人 は 御 nn 通お 罷出攸 ffi 相控可 

申 候。 


金澤 にて は 

，^！多^^凡べ 

て 俗に 隱坊 

と 稱す 


一、 疱瘡 病人 は 相 見 候より 三十 五日 過 候 はく、 肥 立 次第 罷出相 勤 可 申 候。 

一 、 麻疹 • 水痘 病人 有 之 候 者、 湯 三度 相濟候 迄御廣 式お 罷出候 儀 遠慮 可 仕 候。 御殿.^ 罷出候 

儀 は不及 遠慮 候 得 共、 犬 千代 丸檨御 表.^ 御 出 之 節 は 御 目 通お 罷出候 儀 相 控可申 事。 

一 、 麻疹. 水痘 病人 は 湯 三度 相 濟候者 肥 立 次第 罷出相 勤 可 申 事。 

右 之 通 被 仰出ノ 去年 於 江 In. 表 一 統申渡 候。 依以 來江戶 表お 交代に 而罷越 候 人々、. 右 之 通 無 違 

失 可 相 心得 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組 • 支配 不相洩 樣可被 申 渡 候、 以上。 

- 正. 月廿曰  長 甲斐 守 

正月 廿 三日。 金 澤淺野 川下なる 隱坊町 火 を 失す。 

〔年々 珍 敷 事留〕 

一 、 正月 廿 三日 暮 六つ 時 前より、 淺野 川下 おん ぼ 町 出火に 而九 軒殘、 其 外 皆燒失 也。 

〔諸事 要用 雜 記〕 

正月 廿 三日 

一 、 今 晚淺野 町 先 穢多 町 不殘燒 失 之 事。 

〔官 私隨 筆〕 
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九 八 

勤 候に 付、 如 此御加 •！？ 被 仰 付： 

御加增  • 

一 、 百 五十石  山 W 賴母 

先知 都合 八 百 五十石 

賴母儀 御 算用 場 奉行 被 仰 付 置 候處、 數十 年來御 勝手 向 御 逼迫 至極 之 上、 打續 t^s 、太 御物 人 之 

等 有 之、 御 運 方御危 迫に 付 彼是 心 カを盡 候段拔 群に 被 m 心 召 候。 其 外 御先 様 M 近 川 等、 

數十年 品々 役儀 も 相 勤 候 付、 如 斯御加 增被仰 付。 

御加增 

一、 百 石  千羽彥 太夫 

先知 都合 三百 五十石 

彥 太夫 儀 御 勝手 方 御用 被 仰 付 置 候處、 數年來 御 勝手 御 逼迫 至極 之 上、 打 續英大 御物 入 之^ 等 

有 之、 御 蓮 方御危 迫に 付 彼是 心 力 を盡相 勤、 御 財 用 向 取扱 方 等 衆に 越 相 働、 ^；：：折拔^に被出心 

召 候 付、 如 斯御加 增被仰 付。 

正月 廿 入日。 玉藥 奉行 *藥 合 奉行 等が 鹽硝受 拂の際 その 斤 i を檢 すべき 

こと を議 す。 


〔御 家老 方 諸事 留〕 

二月 十四日 

一 、 左 之 紙面 出 候に 付 尙又遂 詮議 候處、 詮議 之 趣 尤に相 聞え 候 付、 各 示談 之上附 札いた し、 

二月 十四日 御 異風 裁許 高 田 源 五左衛門お 相 渡 候。 且又 諸 向.^ 塩 贿 幷简藥 相 渡 候 節 茂、 赏目不 

相 改而は 末々 迷惑 之 筋 茂 有 之 鉢に 付、 得キ遂 詮議 申 聞 候 樣申渡 書 追 而相達 候 答に 候 -。 

每年 五ケ山より 御 買 上に 相 成 候 塩游、 玉藥 奉行 ニ樂 合 奉行 立 合 見 分 之 上 H 目 相改、 玉藥 奉行 請 

取、 於 土 淸水右 奉行 支配 之 御藏 入に 仕置 候而、 每 年御鐡 炮筒藥 御調 合 高藥合 奉行より 御 f 迮申 

上、 御 聞 屑 之 上、 右御藥 御調 合 之 分玉藥 奉行より 請 取 候 節 貫目 不相 改、 年々 御 買 上 時分 之 目 

形 を 以箱之 儘 請 渡 仕 候成來 りに 御座 候 得 ども、 中には 水 氣有之 分、 或は年月を經候得ば不^<？ 

多少 目 減 相 立 候 分 茂 可 有 御座。 左 候 得ば 右 塩 硝數箱 請 取 候內に は、 決 而減相 立 候 分 も 可 有 之 

哉に 奉存 候。 藥店 等.^ 御 拂塩硝 は、 尤水氣 之 分に 御座 候 得 ども、 何 迚も 目 減 相 立 中 候。 依 

藥合 奉行 於 手前 御調 合 之 節、 折々 は 彼是 心配 仕 候 鉢に 御座 候。 右 入拂之 時分 目 形 不相改 依、 

是迄之 仕 來りキ は 申ながら、 不相當 不分明 之 趣に 御座 候 得 共、 塩 游之偽 は 目 形を以 夫々 御： 

用 方 も 相 立 申 品に 御座 候 得ば、 如何にも 明白に 取 港 仕 候 は. V- 可宜キ 奉存候 付、 此度 私共 於 手 

前 詮議 仕、 已來 は右兩 奉行 請 取 渡 之 節 も、 目 形相 改請取 渡 仕 候 事に 相 改申度 御座 候" さすれ 
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ば玉藥 奉行 拂方之 時分、 寄 時に 少々 宛 目 減 相 立 Kis も 可お^ 座 Ks::^ ハ、 此-^^は^^：-^：之時ク 

私共 承 屈 可 申 i$ に 仕度 奉存 候： .^-之趣御聞：：1:之上は、 火糾 .御 持 方 等 い^ 之 分 も、 . ？ 

同様 時々 目 形相 改相渡 候 様 可 申 談" 無 左 而は於 先々 に 折々 は 目 減 相 立、 迷惑： i:iKi§ も； Hs;" 之 

林に 相 聞え 申 候つ 右 私共： js^?^ 之 趣 御 违申上 候 間、 御 iiw 御 麼候様 仕度 存 ：^、 ヒ 

正月 廿 八日  高 田 源 五.；^」 衞門 

M 田十郞 にハ衞 

撗山藏 人 等 八 人様 

本文 之 趣 承 屈 候條、 紙面 之 通 可 被 相 心得 候、 已上。 

卯. 正 月 

1 一月 十 一 日。 本年 中に 停止すべき 銀仲預 手形の 通用 規限を 更に 五ケ 年 ii 

延期せ しむ。 

〔觸 留〕 

御 勝手 向爲 融通、 文政 十 年より 出 來之鈒 仲 預り百 目 宛 之 銀 手形 幷小 制札と も 當年屮 銀キ 

引替 可 相渡箬 之處、 詮議 之 趣 有 之に 付、 今般 手形 印形 等相改 候而、 今 五ケ 年 通 川 被 仰 付^ 

條、 是迄之 通 正 銀 同様、 諸 上納 を 初 無 滯可致 通用 候。 尤 他^^ W 方 無 據正級 入 川 之 節、 引替 


方 之 儀 者、 最前 申 渡 置 候 通に 候。 ， 

一-、 右 百 目 手形、 當 三月 十日より 同 五月 中 迄 之內、 偶 日每御 算用 場.^ 指 出、 相改候 手形 キ引 

替可申 候。  ノ 

一 、 小 割 手形 之 分 は、 當 五月 朔 日より 同 九月 中 迄 之內、 右 同様 御 算用 場に おいて 引替 可 申 候。 

一 、 右 兩樣共 引替 限 月 迄 者、 是迄之 手形 共 入 交 可 致 通用 候。 

一 、 右手 形 上納 等 之 節、 裏に 名 印いた し 候處、 中には 名前 調 方、 印章 共 大き 成分 有 之 候 問、 

以來隨 分 名 書 を 寄せ、 細かに 調、 小 印 用 ひ 可 申 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

二月 十一 日  奧村內 膳 

一 一月 十七 日。 能 登 您持寺 開山 忌 執行の 際築來 する 僧侶の 爲道途 の 夫 馬 を 

，文 障な からしむ ベ きこと を 禀請す。 

〔#|5 典〕 

能 州惣持 寺、 當 八月 開山 忌に 付、 御領！； 之 諸 寺院 幷他國 よりも 集來之 寺院お 之 候 問、 共 節 人 

馬 等 不指支 様 仕度 旨、 同 寺 役 局 芳泰院 より、 別紙 先例 書 相 添 出 候に 付、 兩通共 御 一之 申 候。 

御 聞 屈 之 上 夫々 被 仰 渡候樣 仕度 奉存 候、 以上。 
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二月 十七 H  前 ffl 式部 

奧村內 瞎様 

人馬 觸 先例 書 

一 、 享保九 辰年 八月 惣持寺 開山^ 師 四百 年忌 

一、 正德四 午年 九月 惣持寺 二 代和尙 三百 五十 年总 

一 、 元 文 五 申年 惣持寺 五 院之內 妙 高 庵 開 井" 和， S 三百 五十 年忌 

一 、 明 和 元 申年 九月 惣持寺 二 代 和尙四 W 年忌 

一 、 安永 三 午年 八月 惣持寺 開山 1: 師 四百 五十 年忌 - 

右遠 忌 之 節、 自. 他！： より 集來之 寺院 多 有 之に 付、 人 iils^ 支不. 上！^ 處、 御^:^ 之 上.：^ ク 

. ^御觸 渡御 座 候、 以上。 

卯 正月 

惣持寺 開山 U 師五 百年 忌 法事、 當 八月 執行 仕 候に 付、 御領！；  一  {-ポ 之 Si 寺院、 几 亦 他！： よりも 

集來之 寺院 有 之 候 間、 其 節 人馬 等不指 支檨、 先例 之 通兼而 夫々 お 御 申 渡 被 ド度奉 W 候、 以上。 

天 保 二 年 二月  能 州 劳 « 院迸 小. ぶ 

前 田 式 部 殿 


o 


一月 十ス日 

〔御 郡 典〕 

一、 川 海老 

. 、 あまさぎ 

J  、蜆 貝 


篠 原 監 物 殿 

品 川 左 門 殿 

河北 郡より 越 中 今 石 動に 


： 捌き 得べ き 魚の 種類 を 規定す， 


-、 繊  一 、 川ぎ す 

一 、 索 麪ごり  一、 ごまめ 

-、 さ V り 口 但、 給に 似寄 候 品 

一、 h 鍋但、 至- rS 之 小 鮒 ぞうごと 唱申分 , 

ズ九品 

河北 郡 等より 越 中 筋.^ 越 魚 之 儀 は 不相成 儀に 候 之處、 今 石 動より 此度願 出 候 趣 有 之 候に 付、 

詮議 之 上、 雜 魚之內 別紙 九 品 之 分 指 解 候。 尤上魚 を 始右九 品 之 外 は、 是迄之 通 堅く 越负不 ffl 

成 儀に 候條、 此段嚴 重 被 申 渡、 雜魚之 分 も 全く 金 澤表拂 底 之 節 は 指 遣不申 様、 夫々 可 被 申 渡 

候、 以上。 

卯 二月 十八 日  御 算用 場 

御 郡 奉行 中 
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一 一月 廿ー 一日" 家中 諸 士の居 屋敷 所 付 及び 圍問數 の 屆出を 命ず。 

〔官 私隨 筆〕 

二月 廿 二日 

一 、 御 家中 之 人々 居 尾 敷 所 付幷圍 間數、 御用 之 に 候條、 別紙 檢！： 之 通 相. 淑、 御 次へ： 出 

候 様、 高 田 善 右 衞門申 聞 候 間、 御 自分 様 幷御組 之 分 共 夫々 御収 立、 揃 次お 席へ！； 出 可 被 成 

旨、 御用 番 より 紙面 來。 

一 一月 廿 四日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

二月 廿 四日。 臨學 校。 

一 一月。 領内に 產 する 木綿の 丈 尺 を 檢し村 役人の 接 印 を 施すべき こと を 命 

ず。 

厂：^!^ 典」 

御領 國 に 而出來 之 木綿、 幅. 丈 不足 之 儀に 付、 御 詮議 之 趣 有 之、 役 所詮， 淡 之上収 極左 之 通。 

一、 都而 一疋 一 反.. h 申 丈 尺 は、 一 統之御 定に候 得ば、 以後 御 定丈尺 通 織 出 可 申 候。 


但、 自然 少し宛 不足 尺 も 可 有 之に 付、 村 役人 手前に 而 反別 相 改、 御 定丈尺 有 之 分に 印 押 可 

申 候。 別紙 印章 之 雛 形 寫相渡 候條、 於 組々 早速 爲搏、 紛敷儀 無 之 様 可 相 心得 候。 印 出來之 

上 は、 印鑑 一 枚 宛 役所お 可 指 出 事。 

一 、 右 之 通 御定丈 尺に 少しに 而も 不足 之 分、 以後 一 圓賣買 指 留候而 は 一 反 一 疋に 不足 之 かな 

等 所持 小 前 之 者 等、 必至 キ行詰 可 申 候 間、 以來は 二 丈 三尺 迄 P ナ四丈 九 尺 迄 は、 切れ fl 物キ申 

名目に 而賣買 勝手次第に 候。 右より 餘計寸 尺 有 之、 御定 尺に も 不满間 之 寸尺之 分 は、 一圓 賣 

買 致 間 敷 候。 若 織 立 候 上、 間 之 寸尺分 出來候 は、. /-、  二 丈 三尺. 四 丈 九 尺に 切す ベ 候歟、 又は 二 

つ 三つに 切 候 而成共 賣捌可 申 候。 當時 木綿 多江戶 表.^ 指 遣し 爲賣捌 候處、 不足 尺 入 交り 有 之、 

格別 直 段 劣り、 御 定も有 之 處右樣 之 趣 有 之候而 は、 御 外聞に も 拘り申 儀に 而、 今般？ t 而遂詮 

議 候條、 此所 末々 迄 致 會得急 度 可 相 守。 右 之 通 木綿 多 引 方 有 之、 追々 K 段 も 進 候 » ば、 ル 

織 出 申 者 共身爲 にも 相 成 事に 候條、 是等之 所 村 役人より 譯而可 申 聞 置 候。 斯申波 上に も、 

然後 闇き 致 方 於 有 之 は、 本人 は不及 申、 村 役人 急 度 相 咎可申 事。 

一 、 幅 之 儀 は 不致麁 略、 紛敷致 方 無 之 様 可 相 心得 候。 

右 之 通 夫々 無 違 失 様、 末々 之 者 迄 も 嚴重可 申 渡、 尤中買 之 者 手前に 而も 綿密 取 nfr  K 一  仕 

法に 相 背 候 分 有 之 候 は.、、、 速に 及 斷候様 申 渡 置 候條、 此段も 可 申 渡 置 者 也。 
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卯 二月  御邯^ 行 

諸 郡 村々 役人 

三月 一 一日。 前 田 齊泰能 を 演ず。 

〔官 私隨 筆〕 

三月 二日  、 

一 、 五 時 過 常 服に 而 登城。 

一 、 五 半時 頃 御 能 初る" 御 番組 左 之 通 七 半 過 相 »。 何も 列」 m、 以太 村お 次 郞御禮 申 上 候。 

輪藏御 知 章 延之助 殿 半 部 柳 之 進 

正 尊 宮門歌 占 御 檀風左 平 次 

祝言 伏 見 甚 吉 

. ひくす 石 神 

三月 七日。 前 田 齊廣の 女 郁姬の 祥月命日 を改 む。 

〔官 私隨 筆〕 

三月 七日 


一 、 榑樹 院檨御 祥月 五月 三日 之處 四月 晦日に 御改。 

但小 月は廿 九日。 

右 之 通 思 召 有 之、 御 振替 被 成 候。 右 御 忌日 は 是迄御 日柄に 付、 御 家中 之 人々 諸 殺生 相 控來候 

事故、 今般 改而不 申 渡 候條、 此段 寄々 一 統可被 申 渡 旨、 御 横目 觸之寫 御用 番 より 到來。 

三月 九日。 前 田齊廣 夫人の 居所 營 造に 就き 山 口 淸 太夫に その 主任 加入 を 

命ず。 

〔本 多 政和覺 書〕 

三月 九日  ， 

一 、 左 之覺書 雅樂助 持參、 卽日淸 太夫 呼 立 申 渡。 

-  山ロ淸 太夫 

右 此度眞 龍 院樣御 別殿 御 普請 就 被 仰 付 候、 中 村 五兵衛. 飯尾吉 太夫 右 御用 主 附被仰 付 候條、 

淸 太夫 儀 も 見廻り 御用 可 相 勤 候。 御 時節柄 之 儀に 付、 御手 輕被仰 付 思 召 候條、 其 心 i5 を以 

致 僉議候 様 可 被 申 渡 旨 被 仰 出 候 事。 

三月  中 村 五兵 衞 

飯 尾吉 太夫 
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右 異龍院 様 御 別殿 御 苦 請 御用 山ロ淸 太夫へ 兌 sl^ 用 fflg?:^ 候， 被 仰 出：^ 付、 中^^相^^ぼ 

可 被 申 渡 旨 被 仰 出 候.^ 

三月 十日。 前 田齊泰 老臣 中に 銀 子 を貸附 すべ き、 了と を 告げし む。 

〔官 私隨筆 〕 

三月 十日 

一 、 左 之廻狀 封印に 而 到來。 

御 勝手 向 御 逼迫に 付、 追々 御お 略 等 種々 御 仕 法被 仰 付 候へ ども、 未^地 盤 之 Mif 足御符 八"： 小 

仕つ 依而御 家中 を 初 一 統« 略 仕、 御難 題に 不相成 様 心 相應に 勝手 持堪攸 «へ" せ. へば、 

御上.^ も 御手 助と 相 成 可 申 儀に 付、 於 御 算用 場 段々 <e-^ 之 趣 fflg;sar 先 拙者 共 等へ 常 年よ 

り 追々 利 足 立 年賦 を 以御貸 銀 被 仰 付 候 段 被 仰 出 候。 委曲 之 俄 は 御 川場舉 行より 可 中 ST 御 

K 付 名 順 之 儀 は 追而相 極り 候 上 可 申 進 候、 以上。 

三月 十日  本 多播磨 守 

奧村丹 後 守 様 

前 田 初丸榇 

村 井 又 兵 衞樣 


追而 本文 之 趣に 付 分 而御禮 は 不申上 候、 以上。 

〔官 私隨 筆〕 

三月 十二 日  ， . 

一 、 此間 御用 番 より 被 差 越 候 御 貸 銀 之 儀に 付、 申談候 紙面 之 趣 不詳 候 付、 今日 自分と 又兵衞 

殿と 一 所に 奧之 間へ 參候樣 にと 之 事に 而、 參候處 右 別紙 被爲見 之、 如 左。 

別紙 申 進 候 御 貸付 銀 之 儀、 御 逼迫 至極 之內 拙者 共 等 へ 過分 之 御 贷附被 仰 付 候 债 如何 敷に 付、 

御 算用 場 奉行 等へ 相 達 及 <sas 候處、 御 勝手 御 逼迫 至極に 付而 は、 御 家中 S? 御 借 知、 町 • 在へ 御 

用 銀 等 被 仰 付、 此上は 一 通り 御 省略 之 御僉議 迄に 而は 中々 御 勝手 御 取 K 御 符<:： 之 所へ は 至り 

不申、 此末 不時 御 入用 多 之 儀 有 之 節 は、 如何 共 御 辨方無 之 由。 然處御 家中 章： 立 候 人々、 公役 

に 付 而無據 失 费有之 候へば、 不得止 事 高利 之 調達、 他 國迄も 引合 借 入、 其雜费 不少、 町人 共 

之 潤 澤に相 成、 他國 調達 は^ 分 之 利金 等 他國へ 出、 御！： 之 弱に 相 成 候譯。 夫に 付赏職 之而々 

勝手 御 取扱 諸 i 主 等へ 引取 候 利 足 銀 等 を、 申さば 御上へ 御 取 入、 年 を 積 一廉 之 御， 貯用 にも 相 

成 候 樣有之 度 < 双議之 旨 等 段々 申 聞 候 所、 御 運 方 之 御 爲に可 相 成 儀に 而、 追々 御 家中 一 統へ及 

候 御 仕 法に 付、 何も 示談 之 旨 被 仰 出 候 通 奉 心得 候 儀に 御 鹿 候 事。 

〔官 私隨 筆〕 
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本年 正月 廿 

三日の.^ 災 

• - 1 す 


一 、 左 之 迥狀到 來： 

今般 御 仕 法 御贷附 銀、 同席 中へ は 一 人 目充之 SI に而、 當年は 三人へ 御^ 附、 來 年より は 

一 人充御 贷附之 答に 御座 候" 御 贷附名 顺之依 は、 銘々 手繰 方 等に も々； -申， 依：^^、 

度 時節 之 僅 御 申 聞 可お 之、 其 上に 而御 示談 之 上 相 極 可 申 候。 御 K 附 .s.;;: 之 通に は K  、ビ. 、つ、 

相 減 候 儀 は 勝手次第に 御 斑 候. - 時節 相 極 候 上 は 何 拜借 仕^ 趣、 以 紙：，^^ 勝手 方^へ 扪： i:-;^ 

箬に 御座 候 事。 

三月 廿 五日  本 多 播磨守 

奧村丹 後 守 様 

前 田 初 丸 様 

村 井 又 兵衞樣 

三月 十 一 日。 藤內の 火災に 町 夫が 消防に 從 はざる 件に 就き 調査す。 

〔本 多 政 和覺赛 〕 

三月 十 一 日 

一 、 江 守 要人 以 執筆 申 聞 候 者、 藤內等火事之節町夫手懸不申哉御^之趣：^^；^仕攸處、 町 M 心 


罷出指 圖仕候 得 者 隨分手 懸申候 得 共、 火 消 中 纏 も 參り不 申 故 進 相 薄 御座 候。 以來は 火 消 « も 

參候樣 仕度 旨 申 聞 候 由に 付、 執筆 心得 を 以相尋 候 者、 町中に 而無之 時 は 何 茂 火 消 町 端 迄 出、 

火 は 防不申 候。 左 候ば 筋 違 候 故 共 不相見 段 申入 候處、 何に しても 火 消 中 一 返 御 尊 有 之 « 仕度 

等 申 聞。 此儀 十五 日 今 枝內記 へ 尋 候處、 前々 より 筋違不 申、 乍 去 御 横目より 指 圖有之 候 へ ば、 

當番迄 罷越申 候。 御 郡 地 之 儀、 所に 寄 防 候 箇所 有 之 旨 等 申 聞、 御 横目へ 尋置。 

三月 十三 日。 前 田 齊泰金 澤を發 して 參覲 の途に 上る。 . 

〔本 多 政和覺 書〕 

三月 十三 日 

1 、 四時 追 付 御 居間 書院.^ 御 出 之 旨、 大村肴 次 郞申聞 候 付、 甲 州初罷 越。 追 付 御 出、 甲 州 等 

五 人罷出 候處、 今日は 天氣相 も靜、 御 留守 御 政事 向 無 油斷、 播磨 守. 大炊 御城 方 之链無 汕斷と 

御意。 奉 畏旨佘 御請 申 上。 今日は 天氣相 も宜、 益御機嫌能御旅行被遊恐悅奉^：^候、 御 守 中 

御 政事 向 之 儀 奉 畏候旨 甲 州 御請。 何も 無事と 御意。 蒙 御意 難 有 仕 合 奉存旨 M 人 申 上" 共 外 昨 

日 御 次第 書 之 通 夫々 相濟。 

一、 御 横目より 御 式 臺へ廻 候 樣申聞 候 付、 各 表 御 式 臺ぉ罷 出る つ 

。し 各 は 又 三郞迄 七人內 より 左 之 鏡板に 壇 を 上に して 列座、 御 家老 若年 寄は內 より 右へ 被 
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出： 四 # 半 前 御 出、 各 在 之 所に 而 M 膝被爲 突、 御^ 有 之： 益 御 機她能 S 旅： 被^ 恐 悅奉存 

由 甲 州 御請。  一 

L 諸 留牒〕  ： 

三月 二十 二日 

一 、 中 將様當 十三 ni 益 御機嫌 克御發 被 遊、 十三 = 石 動 御：^、 十四 n 高 岡、 十五：：： s£:c«、 一 

千 Is- 崎 川 指 支 窗山御 S! り來 岩瀨御 泊、 十六 日 に 泊お！： 出 被 遊 候 や" 之 ほ、 5-- け？ S より 山城 守 

紙 而到來 事。 

三月 二十 五日  ； 

一 、 今日 飛脚 到着、 高 田より 野 尻驛. ^御 出 被 遊 候處、 ：：^ 川 支 候 由に 候へ ども、 不桁支 Jbm 

進のう へに 而は、 御旅 行 御 滯に相 成に 付、 御 道中 奉行 舍^ 之 上、 善 光寺 迄 御 出 被 遊 候^、  ニー 

一 

十日 夜暖： 雨に 而、 又々 犀 川 水 增御越 難 被 遊に 付、 二十  一 H も 御 逗留、 二十 三 M 御 越 被 遊。 依 一 

而明後 二十 七日 之 御着に 相 成 候 旨 委曲 申 越。 且御例 之 通 二十 八日 上使 有 之 候 « 被 成. 瓜 ft、  M 

番取 はから ひ 候 樣被仰 出 之 旨 も 申 越 候 事。  一 

〔溫敬 公 記 史料〕  一 

三月 十三 日駕發 金澤。 二十 七 H 到于 江戶。 横 山山 城 守 扈從。 從人數 千 九 ：も 七十 四 人。 公馬 ニー 


天 保 元年 十 

1 月 六日 條 

參^、 


〇 


十三 疋。 乘馬 三十 一 疋。 

三月 一 一十 日。 三 ケ年を 限り 領 外の 者に 漆を搔 くこと を 許す 

〔郡 方 御觸〕 

御領 國出來 之 漆他國 者に 不爲搔 取 様、 前々 申 渡 置 候處、 近年 猥に相 成 候に 付、 改而 去年 十一 

月 縮 方 之 儀 申 渡 候。 然處寬 政 九 年 以來他 國者入 込 候 儀に 相 成 居候に 付、 縮 方 者 村 役人 手前に 

おいて 嚴重相 立 置 候 間、 是迄之 通 他 國漆搔 爲入込 候 様 致 度 旨、 御 郡 年寄 共 紙面に 奧# を以被 

指 出、 遂 詮議 候處、 寬政 年中 他 國者爲 入 込 候 儀、 當 場より 指 解 候 儀 者 無 之、 其 上 他 國者入 込 

候 而者縮 方 茂 行 屆兼候 得 共、 此上指 留候而 者 下々 可 及 迷惑 鉢、 且各 手前に おいて 厳重 縮 方 可 

被 申 渡 置 旨に 付、 爲試先 今年より 三 ケ年他 國漆搔 入 込 候 儀 指 解 候條、 被 得 其 意、 猶又御 縮 方 

等 心得 違 無 之 様、 急 度 可 被 申 渡 置 候。 此上致 心得 違、 他國. ^相 洩候儀 茂 有 之 候 得 者、 兑« 其 

品 取揚候 事に 改方 おも 申 談置候 間、 此段も 可 被 申 渡 置 候。 三ケ 年後 之 儀 は、 右 年限 中 之 様子 

次第 追 而可遂 詮議 候、 以上。 

三月 廿日  御 算用 場 

御 郡 奉行 中 

御領 國出來 之 漆他國 者に 不搔 取檨、 前々 被 仰 渡 候 所、 近年 猥に相 成、 他 國者入 込、 別而 能^ 
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多く 方少本 

のま > 


郡 山 々 お 者 流 例 之 様 に 而、 多分 他^より 漆搔 人込攸 it に 而、 御 縮 方に 指^ K 間、 以來他 W 者 一 

圓不 入込樣 厳重 被 仰 渡、 奉 得 其 意 候。 就 夫 先 iS! 而茂申 上 候 通、 siw 衬々 出來之 漆、 前々 越 若 

狹 ft 能 州 之 者 等 入 込 漆 搔収來 候處、 天明 年 屮都而 他 W 者爲人 込. 不扣成 it 被 仰 t:、  w^0^ 

漆搔茂 他！； 者 は 不相成 旨に 而、 暫入込 不申候 3^ 共、 能 州 者 迄に 而は不 行 お、 彼：： y 村ぐ 迷 

惑 之 筋 御座 候に 付、 其 後 御 歎 申 上、 寬政 年中より 他 M 漆 极人込 s.^ に 相 成、 g に^ 前幷： ift 

郡 等 ま 者 漆 搔に罷 越 候 者、 御 郡 所お 御 iS! 可 申 上、 御邵所ょり改方御_,:^所>に：^:^仰^」：：、 ％ 政 

九 年に 被 仰 渡、 今 以他國 漆 播入込 逗留 仕候砌 者御逮 申上來 候， 依、 ^^：^^ 之 趣に 御 ゆ 候、、 元 

來前々 より 他國 者に 漆爲 a 取 候 儀 者、 假令者 二つ かみ 程 有 之 漆 木 一 本、 他 1:* に而 * 代 銀 五 

匁 程に 買 請搔取 候處、 能 州 者 は 漸に三 匁 程なら で 買請不 申。 右より 小 木 之 分 は W 以ぃ 格別 

之 高下 御座 候。 右 之 仕 合 故 村々 に而 者、 多く 之 木數に 御座 候 者、 過分^ 極に いひ S 途 巾^。 

尤 地面 或は 木 柄に 寄 候 得 共、 凡 前文 之 首尾に 御座 候。 右 棘 他！： 者に 而者漆 极収方 上手に 而、 

多く 宜敷 御座 候に 付、 直 段 高 價に買 請 候而茂 潤色 有 之 旨に 御座 候。 就中 极収候 漆 木 SJS! し 後 

取 候 跡.^ 者、 搔 口より 悉漆流 だり 居 申 候。 是等之 處に茂 上手 下手に 而漆之 多く 方少御 g". お； 

被 下 候。 前段 之 通に 付、 他 國者は 直 段 宜鋪買 請 申而已 ならす、 翌年 後 収候漆 水 り、 巾 

勘 銀 相 渡 置 候 儀に 而、 村々 小 前 之 者共甚 勝手 宜敷、 御收納 方手當 一助に も ffl 成 中 ffi に 御^ 攸 


間、 能 州 者 迄に 爲搔 取候而 者、 村 方 一 統 迷惑 仕、 畢竟 漆 苗 仕 立方 も不 情に 相 成、 次 に 衰微 

仕 候 様に 相 成 可 申 哉キ、 乍 少分漆 御 役 銀 相 立罷在 村々 等 相 歎 申 候。 依 而以來 者 搔取候 漆 之 

儀、 尤 問屋 仕 法 之 通 急 度 相 心得、 他 國漆搔 村々 に 逗留 仕 漆 搔取候 分、 村々 肝 煎 手前に 而 吟味 

，仕、 播取候 漆 員 數改預 り 置、 賣捌申 節 者 肝 煎 指 紙 を 以村方 之 者に 漆 問屋 等お 爲持 屈、 K 段 取 

引 之 儀 者 漆 播之者 同道 仕、 問屋 等 相 對賣捌 代 銀 請 取 相 渡 遣 申 儀に 仕 候 は、、、.、 漆 他！： お： g 申^ 

無 御座、 御 縮 方 も 相 立 申 儀 キ奉存 候。 前 條之通 於 村々 者、 格別に 直 段 等 違 申譯に 御座 候 問、 

幾重に 茂 是迄之 通、 他 國漆搔 爲入込 候 様 被 仰 付 被 下 候 儀に 仕度、 重 而小紙 を 以奉願 上 候、 以 

上。 


三 


月 


御 郡 御 奉行所 
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石 黑源丞 

廣瀨 又八郞 

林 喜 兵 衞 

石 崎 « 三 郞 

笠 間 七 右衞門 

金山 十次郞 

1 1 五 


1 1 六 

三月 廿 三日。 大聖 寺 侯 前 田 利 之 SI 邑の 途金澤 に疗 す。 

〔御 (豕老 方 御用 諸^ 留帳 一 

三月 廿 三日 

一 、 備後守 様 今日 此表 御着、 博 勞町金 ss^ 九郞 兵衞 方^ 旅，；^ に而 四つ 時 •SOTSr 九つ時： ほ： t 

嫌伺罷 越、 御 近習 頭 逢、 備後守 « 益 御機嫌 能 御旅 行 被 成恐悅 之" 卞： < ト^：^、、  S 史御容 林 奉伺ん お 

段申述 候處、 可 &■ 上旨に 而 追付罷 出、 申 上 候處御 入来 御 t^: 悅思な 尤 御^も. E-ig 成^、 今 

日 は少々 御 不例に 而、 御寺 御 參詣も 延引に 付、 共， 無 御瘦， sis.^ 攸に 付、 懇之 卿」 なお 比へ：：、 

宜御取 計 賴入候 段 申入 返 出。 御 近習 頭 入口 迄 相 送、 御式臺 番も尤 入口 a まで 出 候^、、 

三月 廿 七日。 前 田齊泰 江戸に 着す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

三月 廿 七日 

一、 今 曉七時 御供 揃に 而大. >:! 御 發駕、 御 下 尾 敷.^ 御 立 寄、 九つ 三 步五厘 益 御機嫌 能 被 

遊 候。 前々 之 通 奧之ロ 御式臺 より 御 入 被 遊 候。  、 

〔諸事 留牒〕 

三月 廿 七日 


一 、 今日 曉天七 時不遲 御供 揃に 而、 從 大宮驛 より 御着 府に 付、 御殿 一 統五時 揃、 各 は 五 半時 

服紗 小袖に 而致 出席 候 事。 

一 、 九 時 頃 御中 屋敷 前 御 出 之 御 附人來 り、 中 之 口 御式臺 前お 罷出 候處、 同 刻 過御瑪 上に 而御 

出御 意 有 之、 應而 御請 申 上 候 事。 

三月 廿 入日。 德川家 齊使を 遣 はして 前 田齊泰 の 參覲 を 勞す 。 

〔諸事 留牒〕  ， 

三月 二十 六日 

一 、 御着 府 翌日 上使 之 儀、 寳曆八 年 迄 は 度々 有 之、 寶曆十 年 以後 無 之。 依而 今般 右 例. s 相 

認、 靑地藏 人 田 中 龍 之 助 殿お 持 參及御 內談候 由。 御先 例 も 有 之 儀、 以前 之 通 相 成 候へば 別而 

V 多事 

一 、 右 之 通 青地 田 中 殿 及 示談 候處、 無 御據御 儀に 候 間 其 趣に 取 計 可 申、 大 おより 御着 之 御 

に 御座 候 間、 御 老中 晝後之 御 勤に 相 成 事故、 老中より 翌日 之 申 上りに 相 成、 卽日 上使と 申 も 

のに 候 間、 六 ケ敷御 儀に 候 得 共、 其 通りに 相 計 ひ 可 申 候 間、 二十 八日 上使 有 之 候 相 心 iJ: 候 

様、 田 中 殿 被 申 聞 候 段 靑地申 聞 候 事。 

〔諸事 耍用雜 記〕 
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1  一 A 

三月： b 八： ：= 

一 、 今：：： 御 參府之 上使、 九 半時 頃 御城 下り 附人 に..^、 無 ai- 御 老中 iir 牛 W 防 守 i"^w、 ぶケ 

御 例 之 通 御 都 公 相^ 候お： 

但、 昨日 御着 今日 之 上使 六ケ敷 由に 而、 如何 可.；；：： 之と 申，；^ に K お、 W 格別 之- S に izsii:.::: 上 

使に 相 成 候 由。 

一 、 御 返 出 後 御 廻 勤 御 出 被 遊 候 事。 

〔諸 ま 留牒〕 

三月 廿 八日 

一 、 今日 上使 之 御 様子に 付、 御殿 一 統五時 揃、 各五ャ 過服紗 小袖 下に 而 H 席 之 *。 

一、 九つ時 過 御 小人 目付罷 越、 追 付 上使 松 1^ 周 防 守 殿御 越 被 成 候 段 中間 候. E に 付、 &服 いし 

目 • 上下に 相改、 主 付より 右 之 趣 組頭 御 横目. Si 申 渡お 之 候 «。 

一 、 九 华時前 上使 御城 下り 附人來 り、 直に 御門 前.^ 各罷 出， 上使 御 越 之 方 上 列に いにし 出 有 

之 候處、 追 付 松 平 周 防 守 殿御 越、 御前 御門 外お 御 出、 御先 立に 而御 火卡ヷ as 御 誘 w、 御茶. 仁 

ば こ 盆 出 之、 其 上に 而上 意之 趣 御 拜聽、 直に 御 小 書院.^ 御 誘：^、 御前 御 相 作に 而御 wiiEr 

夫々 御 例 之 通 御 首尾 能 相濟、 最前 之 通 御門 迄 御前 御 送り 被 遊、 齐御 門前お 出、 卜 之 方 上 


拙者 は橫山 
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にいた し、 御門 內之方 上 列に 罷出候 事。 

一 、 上使 八 時 前 御 房り 之 事。 

四月 朔日。 前 田齊泰 登營 して 參覲の 鱧 を 行 ふ 

〔諸事 留牒〕 

四月 朔日 

一、 今日 御參 府御禮 御供 被 仰 付に 付、 六 時 過の し 目 • 長 上下に 而 登城、 山城 守. 拙者：：^ 道、 聞 

, 番助加 須屋七 郞右衞 門 罷出候 事。 

一 、 御白 書院に おいて 公方 樣.^ 御 目 見、 御太刀 目錄御 奏者 番松平 伊豆守 殿御 披露、 首尾 能 御 

目 見 申 上、 大御 廊下，^ 罷越 候處、 御前 部屋 之 前に 被爲 在、 蒙 御意、 夫より 返 出、 直に W 御 丸 

. ^罷 出、 水 野 越 前 守 殿御 出 座、 間 部下 總守 殿御 披露、 謁仕候 事。 

但、 內府樣 今日 出御 無 之 事。 

一 、 夫より 所 多四郞 方へ 立 寄、 服 半 上 'に 相改、 老. 若 不殘廻 勤、 御太刀 目 錄家來 生 熊 米右衞 

門 持參、 玄關敷 付に 而請取 持 上り、 夫々 相 贈 候 事。 


〔諸事 要用 雜 き 


四月 朔日 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 二 年 


九 


lO 


本年 正月 十 

七日の 傑參 


今般 御 參府に 付 前月廿 八日 上使 松 平 周 防 守 殿 を以被 上」 お、 且又 今 に 仰 上 

候樣、 昨日 御 老中 方より 御 奉 ま 2 到來 に忖、 御 登城 被 遊 候處、 於御黑 院.； a ぶ ，. く N  ；ぶ： へ 仰 

上、 御懇之 上意、 其 上 山城 守. 藏人御 目 見 被 仰 付、 難お 思お 候： 此^ 可 巾^ il:: お £ に 

〔續德 川 赏紀〕 

四月 朔日、 月次の 賀 例の ごとし.^ 松 平 加賀守 はじめ 參觐の もの 二人。 加 守 家人 ^山山 城 守. 

撗山藏 人 また 謁見す。 

四月 七日。 幕府、 前田慶 寧の 鷹 司 政 通 養女 完 君と 婚約 を 請 ひたる こと を 

許す。 

〔諸事 留牒〕 

四月 七日 

一 、 犬 千代 丸 様 御 緣組之 儀、 鷹 司 關白樣 姬君檨 完君榇 と 御內談 之處、 御 許容 被 仰 進 候； EJ.。 

四月 十一 一日。 富 山城 災に 罹る 

〔官 私隨 筆〕 

四月 十四日 


〇 


一 、 當十 二日 富 山 大火 御城 も 御 燒失之 由、 此間 風評 有之處 相違 無 之 旨 今日 承 之。 依 而江戶 へ 

御機嫌 伺 之 紙面 も 上 候 也。 

〔本 多 政和覺 書〕 

四月 廿 六日 

一 、 月番より 廻 箱 之う ち、 富 山 御 燒失御 本丸 等 場所 巨細 書付、 其 之 外 御 家中 等 之 員 數帳左 之 

：フ 


三 升形 御門 不殘內 番所 

白壁 御門 

御 本丸 御小將 番所 

吳服 御土藏 

御 * 物 御土藏 

鐵炮 御土藏 

御臺所 鹽物藏 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 


二 年 


赤藏境 御門  . 

助 作 御門 

同 御 射手 番所 

搦手 御門 一 

馬具 御土藏 

御茶 所 御土藏 

御 小納戶 御土藏 

二 之 丸 諸 役所 

ネ從  01 

1 二 1 


ft  ^  ml 

御 4^  土藏 

御 時鐘 矢 倉 

中 之 御 11$:- 敷 御 住 B 向 御 建物 不殘 

兵 庫 殿御 住居 

機 御門 

御 細工. 所 

御 裏 役所 

三 之 丸 明 御 住居跡 御 建物 不殘 

學校並 諸 稽古 所 • 

御作 事 所 

御 鹽 藏 

御 普 請 所 藏 

^ 役所 藏 


御 勘定  所人门 御門 

御 勘定^ 所 御 土蔵  一 m 

御舊 記藏 

奧向 御土藏 二つ 

御鷹 所 

御藥所 

御鷹 部屋 

同 御土藏 

三 之 丸 下馬 

同 藏 

御 家中 給 人 米 入御 土藏 

總曲輪 諸 役所 不殘 

町 吟味 所藏 


御 家中 寺社 等 

二百 五軒 御 家中 居 尾 敷  三十 箇寺 寺院 

三 軒 神社  三 軒 社 人 

二十 二 御 家中 土藏  四 つ 御 家中 納家 

二 つ 寺院 土藏  町數百 六十 四 町 

御 家中 寺社 町家々 數合七 千 二百 七十 一 軒 

御 家中 寺社 町家 土 藏納家 合 八 百 五十 九 

二十 五 人 燒失人 

內十 一 人 男、 十四 人 女 

牛馬 異變無 之 旨。 

〔御 家老 方 御用 諸事 留〕 

右に 付而は 所々 口々、 彼方 樣 において 御 縮 方 御 堅め も 有 之、 此方よりも 手 合 役人 等 被逍、 御 

縮 方 厳重 爲致候 事。 

四月 十三 日。 前田慶 寧の 爲江戶 邸に 幟 を 立つ る を 以て 定府の 男女に 觀 i: 一. 

を 許可す る こと を 令す。 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保. 二 年  二 一 三 


二  r- 


本年 六月 二 

日の 烧參照 


本年 正月 廿 

三日の 條參 


〔諸事 留牒〕 

四月 十三 日 

御橫 目お 

犬 千代 丸 様 御 幟、 來月朔 日より 五 H 迄 御 庭內に 相建攸 付、 定府之5^女；1^:15^被仰付：^、  子 は 

十五 歲 以下 丸 額 迄 之 事。 

一 、 御 幟 拜見人 御 廣式御 土 藏際ニ 枚 開より 入、 坂 下 御門お 出 可 申 事。 

一 、 御 庭內之 儀に 候 間、 拜見人 供 之 者 は 御門 外に 相殘 し、 坂 下 御門 .^相迥 し 可 巾 候。 定府之 

家內. 下女 迄 召 連 候 事 勝手次第に 候。 尤拜見 之 女 かぶり 物幷： n 傘 候， 無 川 之 S -。 

右 之 通 被 得 其 意、 定府之 人々.^ 可 被 申談候 事。 

四  月 

四月 十四日。 金 澤淺野 川下 隱坊町 等 災に擢 る。 

〔年々 珍 敷 事留〕 

一、 四月 十四日 夜淺野 川下 をん ぼ 町 出火に て、 正月 之 燒殘り 等 も 今度 は 皆燒、 一 J: も殘不 巾、 

夫より えた 町 も皆燒 る。 

一 、 十四日 夜より 十五 日朝 迄 火 盛ん 也。 


〇 


山ロ淸 太夫 

は 側 用人 


淡 路守は 富 

山 侯 前 田 利 

幹 


四月 十七 日。 富 山城 火災の 報 江戸に 達す- 

〔溫敬 公 御 日記〕 . 

四月 十七 日 

一 、 九 半時 頃淸 太夫 罷出申 聞 候 は、 富 山表當 十二 日より 出火、 同所 城 內へ火 移り、 當時三 之 

丸假 住居、 且ニ之 丸 諸 役所、 曁諸藏 •« 藏等も 過半 類燒。 尤 城下 も 八 分計燒 失いた し 候よ し、 

早 打 使に 而申來 候 由、 只今 淡 路守殿 家 來罷出 申 聞 候よ し 同人 申 聞、 猶窨取 も 致 披見 候。 先取 
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〔温 敬 公 記 史料〕 

四月 十二 日。 富 山城 火。 公 遣 使 災。 輸送 錢穀。 

四月 十七 日 土淸水 煙硝 藏盜賊 の 侵入す る 所と なる 

, 〔御 親 翰 內帳拔 書〕 

一 、 左 之 通 今 便 及 言上 候 事。 

土淸水 二十 間 御 土藏上 ^之 戶前鎖 之 封印 無 之、 觀音 開き を 開き 有 之 候 間、 當 十八： n 朝 御 土蔵 

番人より 及斷 候に 付、 玉藥 奉行 幷藥合 奉行 御藏 內見分 致 候處、 賊 入御 品物 取 出 候 鉢に え 

候。 御 品物 員 數之儀 は 追 而相達 旨 等、 右兩 奉行 紙面 御 異風 裁許 高 田 彌左衞 門 加 奥 出、 御 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 二 年  二  i 


1 二 六 

縮 方 之儀嚴 S 相 心得：^ 樣申 波， s^:^ 段 も 彌左衞 門口  一 を 以屮^ 右に： 御^お 之 iid を.^、 お 

住 之 足 輕* 小者 一 統ロ 取 立 可 出、 且 御藏 见廻方 等 之 様子、 ^人 K 林に W 而は何 心 常 之 

^も 無 之 哉、 委曲 之^ ま Z 而に調 差 出 候 様 右彌左 衞門迄 中波！^ 4r  ::^.ゾ^^;1々桁出、：^品物：：：數 

筒藥八 目 入 四十 箱 見 當不申 旨 等 委細 紙而之 通に 御座 候つ 將亦 $5 十 LIZ^H^ 之 御^^ 足 輕 萩 

村久藏 身分 之 儀、 其 儘に 指 置 候 儀に 而は無 之に 付、 締方之 ffi 申 is^!^ 核 战許" 巾 t::^ 

處、 割 場 奉行 談、 御用 之 外 外出^ 留相愼 罷在候 様 割 場に おいて 中波 候 3::、 右 裁許 中間 

候。 右一 件 此上之 儀 は 表 方 之 取 捌に 付、 夫々 札 送り 八 § ^議有 之 様 月^ 扣 巾 候。 ^^^s 

合 八 通之寫 一 緘。 

一、 右一 件に 付 先達 而 盗賊 改 奉行.^ 疑 敷 鉢 之 者 も 無 之 哉 中波？ れ攸 11 藥ぺ= 所附小 S 瓜 

小者 安 兵 衞儀疑 敷 趣 有 之. 召 出 相 a 候處、 五六 年 以前より 度々 御藏 封印 を 解き 鎖 を 明、 二十^ 

御藏より 都合 筒藥 二十 箱 計、 十五 閬 御藏より 生 塩 破 三十 箱 計ん 2 藥四 箱計盜 出、 密々 W 拂候段 

申 顯旨等 別紙 之 通 澤田義 門 申 聞。 右 安 兵衞ロ 書取 立、 委曲 之 儀 月番 へ 可 相 f は 旨 も 申^!^ に 付、 

右 之 趣 御 異風 裁許 申 聞、 筒 藥員數 も 先達 而相屈 候 通に 而も 無 之、 塩^も 盜出候 に 候 ii:、  ,R 

更玉藥 奉行 幷藥合 奉行 手前 遂詮 議、 御 品物 員 數之儀 入念 相 しらべ 申 聞 候 様 S- 波 候。 ^細 之 

趣 紙面 を 以相達 候 様 申 渡 置 候。 右義門 紙面 一 通 進 之 候條、 以御序 被 入御 p、 右 之 趣. 被 御 


聽候、 以上。  . 

四月 廿 九日  前 g 圖誊 

横 山 藏人檨 

四月 十 A 日。 藩の 財政 逼迫す る を 以て 諸向經 費の 節減 を 講ぜし む。 

〔諸事 要用 雜記〕  . . 

四月 十八 日 

一、 御 席へ 御用 有 之 旨に 而罷出 候處、 御 勝手 御 逼迫 之 上 不時 御物 入 有 之 等 段々 御 赴 I 立に 而、 

猶又諸 向 減 方 之 儀 無 油斷遂 詮議、 心 付 之 儀 無 泥 可 申 聞 旨 被 仰 渡 候 事。 

四月 十 入日。 岡屋 彌兵衞 その 女の 代 牢を請 ひたる 孝心に より 假に 出牢を 

許さる。 

〔本 多 政和覺 書〕  .. 

四月 十八 日 

一 、 岡屋孀 ます 父 彌兵衞 と 申 者、 千代 屋久 平方へ 集 候 一件に 付禁牢 之處、 頃！：！ 大病 相滯、 生 

死 も 難 知 程 之 由ます 承、 代 牢被仰 付 候 か、 無 左 時 は 相 牢願候 由、 今朝 公 場 罷出申 聞 候由ゥ 

右 奉行 吟味 處.^ 引 寄 a 候處、 誠に 父 之 病氣を 相な げき 候由赏 に相兑 候に 付、 代 牢被仰 付 候に 

如賀藩 史料 第 十四 編 天 保 二 年  ，  に—】 a 七  _  . 


、  二 一 八 

付、 右 様 奇特 之 者 は 御教免 一件 ー洛着 迄御預 之^も 有 之 由、 右 奉行 罷出巾 問 K に； i:、 出^ 之 

人々 評議 候處、 代 牢被仰 付と 御 赦免 被 仰 付と 其 處違も 有 之^に 候 哉： 夫 は 子 〇 孝に $1? 可 中^: 

先例 如何程 之 者 は 代 { 牛、 如何程 之 者 は 御 赦免と 申^も 可 有 之、 今 一片 4:- 奉行へ 欢？ It に 

而、 右 呼 出被尋 候處、 先例 加 樣之者 御 赦免と は.；^ 之 候へ 共、 ^心 之 様子 等 は sl.^i 無 之 故 分へ. - 

申 候。 今日 之 者 杯 誠に 父 之 儀 を懷候 様子に 而、 吟味： g を 立 去不 巾、 色々 被 申 <iK へ 共、 只今 

御 聞 屆無之 時 は、 身分 之 儀 如何 棘に 被 仰 付 候 而も 難 返 旨 申 居候に 付、 無 に 其 處爲退 中：^ へ 

共、 誠に 見る に不忍 様子 之 由。 依而は右奉行に而は御«免被仰付攸而も；^.然5^:ば被存攸山「、 

先例 糙に難 引 當故兩 様に 致し 相 達 候 由 等 申 聞 候 付、 而 示談、 左 候 は.、、！； 赦免、 一件 i 洛^ 迄 

御預之 趣に 卽刻被 申 渡。 

但、 右 之 通 指 懸候儀 故、 示談等候內相果候而は何之詮も無之^^故、 出^切 示談 也。 

四月 廿ー 一日。 前 田 齊泰、 齊廣 夫人 を 招請す。 

〔諸事 要用 雜 si〕  ， 

四月 廿 二日 

一 、 眞龍院 樣御初 今日 御 表.^ 御 招請 有 之、 御難 子 被 遊 候。 金 恭大夫 召す。 

四月 廿 五日 前 田 齊廣の 女 姬逝 去す。 


時 合本の 儘 


〔官 私隨 筆〕 

五月 三日  . 

一 、 姬檨御 儀、 前 月 初より 御 外 邪に 而、 餘程御 熟 被爲在 候へ ども、 段々 御宜、 大抵 御 平生 

鉢に 被 成 御座 候處、 同廿 四日 夕 御 動悸 俄に 御强く 成、 御氣 息に も御懸 り、 不 一 通御容 # に 付、 

早速 丸 山 了悅. 池田玄 章 診 被 仰 付 候處、 御 外 邪 全く 御發無 之內、 又 時 合に 御 縮り 被 遊、 俄に 水 

氣御銜 逆 等 之 御 様子に 申 上、 御 藥差上 候 所、 不 御宜、 御醫者 何も 診 被 仰 付、 同夜 御 出入 町 

者 津田玄 庵、 山城 守 手 醫者津 田 隨分齋 へ も 診 被 仰 付、 御 詮議 之 上 御 藥差上 候へ ども、 御藥効 

相 見え 不申、 夜半 頃 迄に 三 四 度 御 吐 食 被 遊、 少御 安く 被爲在 候樣相 見え 候へ ども、 又々 御 指 

引 有 之 御 様子に 付、 山城 守 殿同廿 五日 御廣 式へ 罷出、 被 相 窺 御容赫 候處、 次第に 不御宜 御 様 

子 之 旨、 同廿 四日 出 町 飛脚 差 留置、 廿 五日 發 足早 飛脚に 傳附、 山城 守 殿 等より 申來候 3：： に而、 

御 樣子書 相 渡、 御用 番 より 被 越 之、 中將檨 .眞 龍 院檨. 餘姬 樣へ以 紙面 相 伺 御機嫌 可 申 3E:、 今 

夕 八 半時 頃 被 申 越 候處、 其 後 七 時 過重 而以 紙面、 右 之 通 之 御樣子 之處、 段々 御 指 まり、 前月卄 

六日 朝 被 及 御大 切、 同日 午 之 中 刻 御 卒去 被 成 候 段、 同日 不時 立 早 飛脚 步を 以、 只今 出城 守 殿 

等より 申來候 由。 依 之 追 付御廣 式へ 可 罷出旨 被 申 越 候 付、 七 半時 頃御廣 式お 參上、 以渡邊 多 

宮 御機嫌 相 窺 候處、 御 指 障 も 不被爲 在、 益 御機嫌 之 旨演述 なり。 但 右に 付 江戶表 方々 « へ 
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二  no 

可 相 窺 御機嫌 旨 被 申 s 之 3  一 

一 、 右に 付 普請 は 今日より 明 後 五日 迄 三日、 鳴 物 等は當 九日 迄、 Si 殺生 は： 1： 十六 u 迄、 御总 

中日 數遠盧 可 仕 旨.^ 且又 右に 付、 頭分 以上 之 面々、 明 四：：： 爲 伺！： 機 «、  へ 4.::::^^-出、！ 

幼少 病 氣等之 人々 は、 以 使者 可 申 越 旨、 一統 觸之寫 追 而被越 之。 

〔諸事 要用 雜記〕  一 

四月 廿 六日 

一 、 餘姬 様當廿 四日 夕 俄に 御 氣色御 障被爲 在、 昨廿 五日 朝 五 時 前 御 指 w、  g1 ケ廿六 =卯ー 

中 刻 御 指 重り、 御大 切 午 之 中 刻 御 卒去 被 遊 候 事。  . 

付 札、 御橫目 一 

欽姬檨 御 卒去に 付、 御 尾 敷 中 普請 は 御中 陰 御 法事 相濟候 迄、 鳴 物 は來月 十六：：： 迄！：， 巾 £3 盧 

可 仕事。 

但、 御 忌 明に 而も 鳴 物 之 儀 四 五日 自分に 相 扣可申 事。  」 

右 之 通 夫々 可 被 申談候 事。  ^ 

四  月  一 

五月 十二 日 


一 、 餘姬樣 御 法 號洪福 院檨キ 被稱、 今 十二 日 辰 刻下 谷廣德 寺へ 御 葬送 相 終 候 事。 

〔前 田 家譜〕 

珍。 文政 元年 九月 廿 八日 江戶に 生る。 母 は. M ハ 正院。 九 年 十二月 久留米 侯 有 馬 赖德嫡 si-« 永に 

婚約、 未だ 入 輿せ すして 天 保 二 年 四月 廿 五日 歿、 廿 六日 發 喪す、 享年 十四。 法號洪 福お、 江 

戶下 谷廣德 寺に 葬る。 

四月 廿 九日。 德川家 齊使を 遣 はして 前 田齊泰 の 朦中を 慰問せ しむ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

四月 廿 九日 

一 、 今日 御朦中 御尋之 上使 有 之 事。 

右 御名 代備 後守檨 御受、 御 廻 勤 も 御 同所 様 之 事。 

〔官 私隨 筆〕 

五月 九日 

一 、 中 將樣御 朦中爲 御尋、 上使 御 奏者 番本多 豊後守 殿 前 月廿九 H 御 出、 御前 不被遊 御 勝 候 付、 

上 之 趣 備後守 様 御 拜聽之 旨 等 申來候 由、 御用 番迥 狀來 る。 

五月 十日。 百姓 町人の 葬儀 墓碑 等の 費用 を 緊縮す ベ き 慕 令を傳 ふ。 
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一 三 二 

I, せ 私隨 筆〕  . 

五月 十日 

一 、近年百姓.町人共*分不相應大造之葬式致し、又は+^?所へ^太之石碑を^、院號.：^土號等 

附候趣 も 相 聞、 如何 之 事に 候。 自今 以後 町人 北ハ 葬式 者、 八 リ.； ：m 有 或は. H 終^ 之 者に 而も、 ^ 

僧 十 僧より 厚 執行 者いた す 間 敷、 施物等も分限に應^^；？附致し、 れ ^ 碑 之， も 一 Ms さ 石と も 叫に 

を K り、 戒名へ 院. 號 居士 號等決 而附申 間 敷 候。 尤是 迄お 來候 石碑 は 其 ffi^ig ；、 ： お 而， はは 等 

之 節 院號. 居士 號相 除、 石碑 取 縮 候 様 可 致 候と 之 趣 公， 依 觸之寫 1  ポ笥番 より 之、 寺社 奉行 .OT 

算用 場 奉行. 町奉行へ 申 渡 之 下物 も 越 之。 下 窨文而 不審 之 品お 之に 付 其 由 申 S 砰攸。 

五月 廿ー 一日。 芝 lie 役者の 圍 外に 出で 兩 茶屋 町に 至る こ-と を >:.^ す。 

〔川上 芝居 一 件〕 ♦ 

芝居 役者 共 圍外致 徘徊 候 儀 は、 末々 風俗に 指 • 障 候に 付、 徘 W 御 指 之 者に 候 所、 途中 £ サ縮方 

之 様子に より、 兩茶尾 町へ 罷越候 儀 は、 拙者 共 切 不急 度 可 承 置 之 旨、 右 中： 付 肝 煎へ 迄 巾 波 候 

處、 別紙 縮 方覺赛 指 出 申 候。 依 之 以來縮 方如此 厳重に 相 心得、 役者折々兩茶：^-町へ ^alK 

儀、 不急 度 可 承 置 候條、 尙更 役者 共へ も 心得 違 無 之 様 申 渡 桁 遣 候 様、 右 主 付 肝 煎 へ： 被 巾 

渡、 且兩 茶屋 町 之 者 共へ も、 縮 方 験 重に 相 心得 候樣、 茶！！：^-方主付肝煎ょり&渡攸様被中波、 


別紙 縮 方 覺書も 可 有 御 渡 候、 以上。 

五月 廿 二日  江 守 要人 

遠 藤數馬 

山 本元 吉殿 

六月 一 百。 前田慶 寧の 爲本鄕 邸内に 幟 を 建つ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

五月 十二 日 

付 札、 御 横目.^ 

犬 千代 丸檨御 幟、 來月 二日より 六日 迄 御 庭 內に相 建 候。 御 步並已 上 之 人々 等 幷定府 之 男女 拜 

見 被 仰 付 候 儀 等、 都而 先達 而申渡 置 候 通 可 相 心得 候 事。 

右 之 趣 被 得 其 意 夫 々 可 被 申談候 事。 

五  月 

〔恭敏 公 記 史料〕 

六月 二 日 建 幟。 翻讓 將軍賜 兜 一 鮮鯛ー 折。 內 大臣 及將 軍夫 人內府 夫人 亦 同。 

六月 一 一十 日。 前 田 齊廣の 女寬姬 逝去す。 
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資 は-、 の 日 

逝去な り 


1/1^:^ 要"？ 記」 

六月 十六 日 

一 、 下 谷 御前 様 當月六 = より 御水 氣も被 爲入攸 ^Ir 御 懷眙之 御^、 左様 之 御^も： 之 由に 

而、 一雨 日 少時 氣に御 感被爲 在 候內、 今朝より 御- S 生 之！： 兆 之處、 . ^ゾ！ S 迄に 次 に •！： ゆ^ 被 

爲在、 八 半時 頃 御 出 產被爲 在 候處、 無稃御 胞衣 御 下り、 « て 御」 御-版 脫被 《、 卿^お 之 御 

手段 も 無 之 御 様子 追々 申 上る。 

一 、 御 出生 之 御 男子 様御胎 死に 候 事。 

一 、 右に 付 今晩より 下 谷御廣 式.^ 同席 詰 被 仰 付。 

六月 十九 日 

一 、 今日 右 御 出生 様 御屆之 上、 申 剥 御 卒去 之 御 屈 有 之。 且 右に 付  一 ：！： 御 之 有 之。 

一 、 下 谷 御前 榇御病 氣御指 重、 御大 切に 被 及 候 段早乘 御使參 り、 一  統奥御 取次 を以 奉伺 

御機嫌 候 事。 

六月 廿日 

一 、 下 谷 御前 様 御 病 氣之處 不被爲 叶 御 療養、 今未刻御卒去被成候，^2巾來。 

右に 付 御 席へ 罷出 御機嫌 伺 有 之 旨、 御 横目 披見 物 有 之、 追 付 一 統罷 出、 山城 守^ 御麼. si^ 出 


申 上 候 事。  ， 

〔官 私隨 筆〕 

六月 廿 三日 

一、 下 谷 御前 樣當月 初 頃より 御 腰 廻少々 御 浮腫 之 御 氣味等 有 之 候へ ども、 爲指御 儀に 而も 無 

御座 御樣子 之處、 同 十六 日朝 四時 前より 少々 充御催 生 之 御 兆に 而、 同 刻 過より 餘程御 やめ 御 

難儀 被 遊、 御正 氣御 衰弱 被 遊 候 故、 十全 大福 湯 等 指 上、 尤同朝 以來御 醫者中 御 詮議 御座 候處、 

外 御 別 症 之 儀 不被爲 在、 御 衰弱 一 方 之 御 様子 何も 申 聞、 御 藥指上 候處、 重而御 やめ 御 催 八 半 

時 過 御 出產、 續而御 胞衣 下り 候 節 一 時に 御 虚脫被 遊、 御 藥汁通 兼、 御 重病 之& 別紙 中 野 通 庵 

等 御容鉢 書寫之 通、 御附頭 御用 多に 付 御用達 横 地 佐 兵 衞罷出 申 聞。 且御 出生 tt 御胎 死に 而、 御 

產後御 氣絕被 遊、 次第に 御 疲勞被 爲見候 旨 申 聞 候 段、 去 十六 日夜 不時 立 早 飛脚 步を 以^ 城 守 

殿 等より 只今 申來 候。 先 以右之 御 樣子恐 入 申 儀 御座 候。 依 之 明 便 御 同所 « 相 伺 御機嫌 候^に 

御座 候。 各へ も 御 伺 可 被 成 旨 御用 番 より Si 狀來 り、 致 承知、 先 以恐入 申 儀 御座 候 旨 下 いた 

し 遣す。 

〔官 私隨 筆〕 

一 、 下 谷 御前 檨御 出產 後、 當十 八日 之 御樣子 次第に 御 衰弱 被 成、 保 元 之 御 藥指上 候へ ども、 
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1 三 六 

御 虛脫之 御 様子に 而、 不輕 御容： * 之 旨、 御用達 木 村 茂 兵衞中 ii 候。 然處翌 十九 = 次 に御虚 

脫、 最早 御 指 重り、 御大 切 被 爲及候 段、 御醫者 中 申 上 候 由に 而、 別紙 御容林 i.vN 通、 山： Z 淸 

太夫 等 申 聞、 田邊 安左衛門 等よりも 同様 申 聞 候" 右に 4： 山城 守 殿 g -、 屮將樣 御 機 «扪 伺， お «、 

何 之 御 指 障 も 不被爲 在 候 段 被 仰 出 候" 且又 御 出生 之 御 男子 様大 B 太夫 様より、 M 十し n 中 刻 

御 死去 之 御 屆に相 成 候 付、 右 御 次第に 御隨 ひ、 M 日  一 ：：！御へ；^^！^ュズ御：！：御-！^攸！！：：、 當 十九：：： 出 

町 飛脚 早 飛脚 歩に 傳附、 山城 守 殿 等より 只今 申來 候。 依 之 付 御^ 式" 御 出、 姬様初 方々 

様 へ 、 御 伺 御機嫌 可 被 成 候、 以上。 

六月 廿 六日  長 甲斐 守 

奧村樣 

〔前 田 家譜〕 

寬。 文化 十二 年 六月 十二 日 金澤に 生る。 母は榮 操院。 文政 十 年 十一 =3：： 四：：；： 小れ 侯 小 忠徴 

に 嫁し、 下 谷 御前と 稱 せられ、 天 保 二 年 六月 二十 日 歿す。 享年 十七。 法號宽 KK、 江戶淺 十 

ヽ 

海禪 寺に 葬る。 

〔諸事 要用 雜記〕 


一 、 下 谷 御廣式 追々 御用 相濟、 廿  一 二日 女中 も 發足有 之 由。 明廿 六日 千 田 五太 夫發 足、 全く 

御 廣式引 拂に相 成 候 由 之 事。 

六月 一 一十 日。 宿々 の 人馬 賃錢を 從來の 如く 四 割 增に受 く ベ きこと を 許す。 

〔郡 方 御觸〕  . 

御領 國 往還 筋 宿々 難 ffi 之 棘に 付、 文政 九 年 公 邊御達 之 上、 同年より 當卯 十月 晦 H 迄、 巾 五ケ 

年 之 間 宿々 人馬 賃錢四 割 增被仰 付 置 候處、 當 年に 而 年限 相濟 候に 付、 重 而公邊 御 tS! 之 上、 當 

卯 十一 月朔 日より 來る戌 十月 晦日 迄、 中 七 ケ年之 間 是迄之 通 四 割 增共被 仰 付 旨、 御用 番 年寄 

中 被 申 聞 候條、 被 得 其 意、 夫々 可 被 申 渡 候。 段々 結構 之 御 取扱に 候條、 W 更下々 <S ぶ，^ いたし 

相 稼 候 檨被申 渡、 御請 各 引 請 可 被 指 出 候。 

一 、 加州 湊通、 越 中 入 善 通、 圓下村 通、 本文 年限 中 往還 同様 四 割增、 能 州 一 國曁加 越 兩州脇 

道 往還、 年限 中 三 割 增取請 候 檨可申 渡 旨、 是又 御用 番 年寄 中 被 申 聞 候條、 夫々 被 申 波、 御 m 

本文に 調 込 可 被 指 出 候。 

一 、 巡 見 上使 通行 之 節、 駄賃 取 受方之 儀、 去る 戌年 相 觸置候 通 可 相 心 W 候" 

一 、 建 札 之 儀 文 段 等 是迄之 通に 而、 年限 迄 調 替之儀 可 被 申 渡 候。 

右 之 趣 夫々 被 得 其 意、 兼 而申渡 置 候 通、 旅人.^ 對し貪 ケ間敷 儀 無 之 «、  又 可 被 中 渡 候、 以 
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六月 廿日  ゆ ま 4 

馬 場 右 近 殿 

松 平 識人殿 

六月 廿 三日。 德 川家齊 使者 を 遣 は して 前 田 齊泰の 朦中を は し む 。 

〔諸事 要用 雜記〕 

六月 廿 三日  . 

一 、 今日 御朦中 御尋之 上使 御 奏者 番 井上 河內守 殿御 出 被 成 候 ま。 

六月 廿 四日。 非人 小屋に 收容 せられて 九十 歳に 達した る あに^ 米 を 給す 

〔毎日 帳 書拔〕 

六月 廿 四日 

一 非人 小 尾 御 救 人之內 九十 歳に 相 成 候 者 有 之、 二 合 五 勺 in 米 被 下 候 K 巾 波、 江 ITT へ 申 上。 

六月。 富 山 藩 の 災後 に 處す る が 爲石野 稚樂助 を 江戸より 派す 。 

〔御 親 翰 帳 之 書拔〕 


六 月 

一 、 富 山 表 大變に 付 御 縮 方 等 之 様子 見聞 之た め、 且御內 用 之 筋 承 合 旁 千羽彥 太夫 被 遣 候 之處、 

罷歸候 上、 彼方 樣諸 役人 了簡 一致 無 之、 彼是 +御 « 略 之 筋 相 立 兼 候 趣 等 申 聞、 從御 本家 «何 

とか 右 樣之處 被 仰 遣 方 も 御座 候 はく、 惣樣御 縮に 相 成、 御 政 も被爲 行：？、 御 « 略 方 も 相 整 

可 申 哉 之 様子、 彥 太夫 見聞 之 趣罷歸 御內々 御 達 申。 其 後 かなた 御 勘定 奉行 山 本 五兵 衞金 澤.^ 

出府、 御 算用 場 奉行へ 及 對談候 節、 右 之 趣 具に 申 聞 候 由に 而、 右 奉行より 及 御內達 候に 付、 

僉議之 趣江戶 表へ 申 上 候處、 石 野 雅樂助 被 遣 候 而被仰 入 方 相 極り、 則 雅樂助 被 造 候 儀.！^ 之 候 

y  0 

七月 一 一日。 前田齊 泰、 茶屋 町 を 禁止 せんとす る 意見 を 老臣に 告ぐ。 

〔御 親 翰 帳〕 

一 、 於 江戶表 七月 二日 山城 守 御前.^ 被 召 出、 茶屋 町 之 儀 御先 代 様 被 仰 付 候 « に 候へ：^、 今度 

寺 西 勘六郞 せがれ 等 右 場所 へ 罷越候 儀に 付 御 心 付 被 遊 候處、 年若 之 者 杯 不斗心 得途に 而罷 

越、 及露顯 候へば 無 是非 御 法 之 通 被 仰 付 儀に 而、 御 不便に も 被 思 召 候。 右 場所 之债に 付糾頭 

より 申 上 候 趣 も 有 之、 いづれ 當 時に 而は被 指 止 可然キ S 召 候 間、 « 更遂 <g-.s 可 申上& 被 仰 出 

候よ し、 同月 四日 出に 申來、 盆 議之趣 有 之 候 事。 
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右 之 趣に 付江戶 表.： i 返 $1 に 申 遣 候 趣 も 有 之、 <i ？而右 存々； ？無之 卜： は、 速に扪.：^.^^::^:^仰出之，_ 

返 害に 申來、 早速 町奉行へ 申 渡 候處、 爲扣止候に付、御{豕屮之ん々子^5£:心？^:途無之3-、 

支配人お も 申 渡 候 ま。 

〔本 多 政和覺 書〕 

<： 月 八日 

J  、 茶屋 町 可 被 抬止旨 被 仰 出 候 段 先便 申來 候に 付， 御算用場奉行.町^_上^:へ遂；！5^.?^不屮".^れ被 

指 止 可 然と 申 儀 難 申 旨 等 申 遣 候に 付、 御 算用 場 奉行 了简 一様に 無之攸 ii:、 

倒 之 儀 も 可 有 之 哉。 被 指 止 候 儀 御治定 に而、 跡 収极之 儀 を 前廉. ^、^申^に 候 W ば、 紙 ^之 通 

相 心得 様 可 申 遣 哉 之 旨 伺 之 通、 茶屋 町 之 儀 思 召被爲 ft 被 止攸， 被 仰 出、 * な？； -無之 k は 

に 相 止 候 樣に申 渡 候 樣可申 遣、 跡 取扱 方 之 儀 者 其 節 模様に 寄 八 s^tl 可.；；：： 之 ffi に m 心：；：：；^! jH 被 仰 出 

候 ilni 等。  - 

七月 四日。 金 澤高儀 町に 火 あり。 . 

〔歳々 略 暦〕 

七月 四日 暮 六つ 時より 七つ 時迄燒 失、 凡 家數百 三十 軒。 公儀 町 北 村 laf 火元。 

〔官 私隨 筆〕 


七月 四日 

一 、 今晩 六 時 頃 公儀 町 北 村 や 某より 出火、 急に 鎭り不 申 鉢に 付、 差圖 次第 可 罷出旨 御用 番へ之 

使者 越後 屋敷へ 差 出 候處. いまだ 鎭 火に 相 成 不申間 可 罷出旨 被 申 付、 四時 頃 越後 やしきへ 罷 出。 

一 、 _t 書 火 消 津田乙 三郞. 前 田 將監. 前田監 物. 伊藤 多宮へ 追々 被 申 渡 候。 

一 、 八 時 過大 方 鎭火之 鉢 之處、 いまだ 御 横目より 其 由 相 逹不申 候へ ども、 御用 番之外 返 出 可 

有 之 哉と 示談 之內、 八 半時 迄に 相 成、 火事 所より 使を以 同役より 申 越、 最早 鎭 火に 相 成 候 由 

申 越 候 段 御 横目より 達 之、 七 時 頃 返出歸 宅。 

七月 十 入日。 前 田齊廣 夫人の 入國に 就いて 議す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

七月 十八 日 

一 、 御 勝手 方式 日に 付 出 座 之處、 左 之 城 州より 之狀 披見す。 

飯尾吉 太夫、 山ロ淸 太夫お 申 聞 候 者、 眞 龍院樣 最初 は 御 國ぉ被 爲入度 ffi 召に 候 所、 御 姬様方 御 

緣組も 追々 御 整 候 事故、 御 振 捨被遊 候 儀 も爲成 兼、 御 別殿 之 儀 被 仰 出 候處、 洪福院 様. 寬顺院 

樣も御 卒去に 而、 當時和 田 倉 御前 檨は御 婚禮後 餘程相 立， 且 者御睦 敷 被爲在 候 故 • 御 案 被 遊 

候 儀 無 之、 追 付 勇 姬様御 出府に 候 得 共、 御 內輪御 同 故、 御 案 W 無 御座 儀。 依而 只今に 而は、 
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何卒 御^ら 一 被 爲入度 思 召 候： 此僅淸 太夫 迄^ rZ: 々被 仰 付 候 it に s:、 御 1>ロ 被爲人 候， is、 公邊 

如何 可お 之 哉、 年寄 共 は 兼 而其儀 可 然様に 申 聞 候 儀 も 候 問、 御 忌 明 之 L 被 仰出攸 者、 

可 有 御座 iJE 申 上 候處、 每度 彼是 被 仰 出 候 儀、 御 泥 被 遊： gilH 等 被 仰 出.；^ 之： 被 は 人 候 は 

く 金 谷に 被 成 御座 候 様に 思 召 候" 公 邊之儀 は、 被 仰 込 « に 火 2 相 il 可 巾：^ に 付、 E 十 速 示 ザ 2 之 

趣 承 度 旨 申 聞 候" 御 道中 之 御 入用 は 可 有 之 候へ 共、 往々 之 處は却 而！： (处に 可.；^ 之 JIM:  n 十 速 巾 

越 候 様 城 州 等 紙面、 七月 九日 早 飛脚。 

但し 右 之 趣 整 候 は、.、、 來秋 にも 其 表お 被 爲入候 様 被 遊.：^ 被 仰 出 候， 5 も 申來。 

〔本 多 政 和^ 書〕 

七月 廿 三日 

一 、 昨日 之 趣 段々 遂 示談 候處、 公邊御 首尾 等に 拘り 候而者 大切 之 依つ 公.； 之 御様チ . 

之 様子 得と 考有 之、 被 仰 立方 重々 詮議 有 之、 公 邊之御 首尾 等に 拘り不 中 儀に 攸者、 御^お 被 

爲入候 而可然 旨。 被 仰 立方 は 先 御 Si 治 等 之 趣に 而、 御代々 之 御 隱：： 极之 御报に 成り 可然 a。， 

金 谷 御 住居 之 儀 は、 跡より 遂 詮議 可 申 遣 旨 等 詮議 治定。 明：： = 出に 可 申 fi ま：： 相 極る。 

七月 一 一十 日。 守 隨彦太 郞の名 金 澤に來 り 衡器の 檢査を 開始す。 

〔觸 留〕 - 


今般 從 公儀 諸國秤 御改爲 御用、 守隨 彥太郞 名代 之 者 相 廻り、 御領 國之儀 は、 向寄宜 場所に 而、： 

二三 里 之 間 稗 取 集相改 候條， 文政 四 年 御 申 渡 之 通 心得 違 無 之， 御 改請候 樣被仰 渡候檨 仕度 旨、 

彥太郞 より 御 屑 書、 於 江 戶表吉 野 善八郞 等.^ 指 出 候 由、 夫々 被 仰 渡 之 趣 奉 得 其， お 候。 則 右； 

彥太郞 名代 役 後藤 助 七 儀、 此 表お 到着 仕 候 付、 當月 廿日より 來辰 年中、 秤 爲相改 可 申 候 ii:、 

諸 役所 幷御 家中. 寺社 方. 町方、 且從 城下 一 一. 三 里 之 內御郡 方 之 分 者、 來月朔 日より 南 町 秤 座に 一 

於て 爲改受 、秤 夫々 指 出候樣 一統.^ 可 被 仰 渡 候。 右 之 外 遠 所 秤 改之儀 は、 秤 座 三 郞右衞 門. 庄 

藏之內 出 役 仕、 於 先々 爲相改 候 間、 是又不 指支樣 夫々 被 仰 渡候檨 仕度 奉存 候、 以上。 一 

七月 十三 日  江 守 要人  一 

奧村 內膳樣  一 

一 

七月 廿 一 日。 前田慶 寧の 側小將 たる ベ き 者 を 募る。  .ー 

一 

〔諸事 要用 雜記〕  ^ 

犬 千代 樣御侧 小將， S 用 候條、 平 士三ノ 一  被 下 置 候 者六歲 より 十一 二 歳 迄、 且 頭分 嫡子 右 年齢 

之 者 早速 可 被 書 出 候。 今般 は 江 戶勤之 儀、 相 泥 候 人々 も 有 之 候 は 其 段 も 可 被申閒 候が" 一 

一 

七月 廿 一日  前 田圆窨  、一 

笹 6 久左衞 門 殿 
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一 四 四 

id 藤 準 A  0 

人 月 九日" 德川 家齊、 前 田 齊泰に 雲雀 を 贈る。 

八月 九日  . 

一 、 今日 f ム雀御 領 上使 有 之" 御 返 出 八 時 後に 成、 御 S 城 は： 小 被 遊 段 御 出前 被 仰 出、 じ 時 前 

御 廻 勤 御 出 被 遊 候 事。 

入 月 十五 日。 前 田 齊泰能 を 催す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

八月 十五 日 

一 、 今日 御 能 有 之、 先達 而寶 生大夫 段々 願 之 趣に 付、 已前之 通 格別 御 出入に 被 仰忖、 

儀 は 不被仰 付 候。 

右に 付 已後被 召 候 而茂不 指 支。 依 而今 日 召し 候 害 之處、 W 丸 御難 子に 而御斷 中 候。 「し 後 は 

生に 不限、 又 其 次 は 金 春 も 被爲召 候樣相 心得 可然 旨、 高 田 被 申 聞 候 事。 

八月 十 A 日。 金澤に 於け る 茶屋 町を廢 止し 且 つ 出合 宿 を 禁ず べき こと を 

告ぐ。 


〔本 多 政和覺 書〕 

町奉行お 

兩所 茶屋 町 之 儀、 御先 代 樣被聞 召 屑 候 儀に 候 得 共、 今般 思 召 被爲在 候に 付、 被 指 止 候 段 被 仰 

出 候條、 被 得 其 意、 夫々 可 被 申 渡 候 事。 • 

天 保 二 年 八月  . 

〔兩 茶屋 町 一 件〕 

今般 兩所 茶屋 町 被 指 止 候 旨 被 仰 出 候 段、 御用 番播磨 守 殿 被 仰 渡、 則 申 渡 候に 付、 爲御 承知 申 

進 1、 以上。 

天 保 二 年 八月 十八 日  遠藤數 H^T 

〔兩 茶屋 町 一 件〕 

今度 兩 茶屋 町 被 指 止 候 旨 被 仰 渡、 其 段 申 渡 候。 尤以來 於 何方も、 男女 出合 宿 堅く 致 間 敷 候。 

右 之 趣 町中へ 可 被 申 渡 候 事。 

八  月 

兩 茶屋 町 被 指 止 候に 付、 別紙 御觸ー 通 相 達 之 候條、 被 得 其 意、 夫々 可 被 申 波 候、 以上。 

八月 二十 一 日 
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〔兩 茶屋 一 件〕 

町奉行お 

女 出合 宿 之 儀 は 御 停止に 付、 前々 より 鼓 W 申 渡？ 3 候處、 今般_:^所茶：^.町被^£止攸に付而は、 

自然 心得違い 仁し、 潜に 女 を 抱 置 人 集、 或は 出合 宿い 仁し 候 様 之 族 於お 之 は、 

に 可 被 仰 付 候條、 以來右 體之儀 か^く 無 之 様、 町方 之 者 共へ 践 S 可 被 申 渡 候 ¥。 

天 保 二 年 八月 廿 四日 

〔觸 留〕 

兩所 茶屋 町 之 儀、 御先 代 樣被聞 召 屆候得 共、 今般 召 被爲在 被 桁 止 候 段 被 仰 出、 町^<尤打へ巾 

渡 候。 右に 付 自然 心得違い たし、 潜に 女 を 抱 置 人 集、 或は 出 公 {5 いたし 攸様之 族 於 有 之 は、 

急 度 相 a 曲事に 可 被 仰 付 旨、 町方へ 嚴 重に 申 渡 候。 御 家中 之 人々 子^ 等、 tci: 更心 無 之 4iS 

無 油 斷可有 差 引 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 組 • 支配 有 之 面々 は 各より 可 有 演述候 事。 

八  月 

入月廿 一 日。 金澤 町奉行 兩 茶屋 町 廢 止に 就き その 救濟 方法 を 禀議す。 

〔本 多 政 和 覺誊〕 


八月：： p 一  日 

今般 兩所 茶屋 町 御 指 止に 付、 是迄右 商 賣仕罷 在 候 者 共、 此末產 業 之 儀 早速 遂 詮議 御 f;! 可 申 上 

旨 被 仰 渡、 夫々 詮議 仕 候處、 兩所惣 家數百 六十 軒 計、 遊女 二百 人 餘り罷 在 候に 付、 先 遊女 之 

儀、 親元 等 有 之 者 は 夫々 相 返、 都 而不筋 之 取扱 無 之 様 急 度 申 渡 度 儀に 御座 候處、 一 通り 申 

渡候而 已に而 者、 元 來是迄 永々 之 商 賣方キ 相 心得、 遊女 連 越 入用 も  一 二 貫目 計：^ k 出 候 者 共 も 

有 之、 店に より 五 七 人 抱 置 候 者 も 御座 候。 尤 多少 高下 茂 御座 候 得 共、 何れ 此度 俄に 商賣被 桁 

止 候 上、 右 樣女其 儘に 而 親元へ 相 返 候檨申 渡に 而者、 最初 過分 之 銀 子等^ 出？ S 候 故、 彌^ 

損亡 之 儀に 付、 他領へ 賣遣候 儀 も 難 計、 左様 御座 候而 者、 親 額 等 歎 之 程 難 忍、 此度御 口 is;) を 

以被仰 渡 候 御 趣意に も 相 背 申 儀に 御座 候 間、 此所 何とか 御 救 方 無 御座 而者、 前條離 中波 偽に 

奉存 候。 依 而右御 救 方 之 儀、 精誠遂 詮議 候處、 四十 贯目計 御 救 銀 御 渡御 座 候へ 者、 右 抱 女^ 

付 方、 及商賣 本手 配當 可也 相 辨可申 キ奉存 候。 少々 過分 之 儀に 御座 候 へ 共、 此上相 減候而 者、 

必密に 不仕抹 之 取扱 方 杯 仕出 候 儀 も 無覺束 御座 候 間、 何分格別御；^5^^^|御座候而、 早速 被 仰 渡 

御座 候 様 仕度、 其 上に 而夫々 仕 抹方可 申 渡 キ奉存 候 事。 

右 紙面、 町奉行 遠 藤 數馬出 之。 委曲 紙面 之 通 候 間、 何分 早速 御^ 御座 候 様 仕. Mit 申關、 精 

誠 相 減 御 達 申 候 間、 無 御 減少 御 聞 屈 有 之 候 様 仕度 旨 申閒。 
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御算 奉に 御 

算用 場 奉行 


此 紙而廿 二日 御 勝手 方へ 遣、 满.； ；：： 之 候樣申 a、) 

入 月廿人 日。 兩 茶屋 町を廢 したる を 以て 當 業者 を救濟 する 銀 子 四 拾 貫 

目を與 ふ。 

〔成 瀨氏藏 文書〕  • 

八月 廿 八日 

一 、 茶屋 町 御 取扱 之 僉議、 御算 奉より は 三十 K 目と 申 聞 候 得 ども、 々お a 之 上 四十 ^1(1::: 町 

奉行 願 之 通 承 屈、 且 右に 付 外 願 之 筋 無 之 様、 分而ロ 遠に 而申 渡、 sfc: 江守耍 入 > 口 相 渡. - 

外 願 之 筋と は、 最初 茶屋 町出來 之砌、 當町 身元 宜 者より 銀 子 指 出 J む、 

來 候處、 今般 御 指 止に 付、 右 出方 無 之、 願 之 筋 も 有 之 様子に 付、 分而此 K 中波。 右は，：^^元^::s 

者 故指而 難儀 も 有 之 間 敷、 且是迄 多分 利 合 も 取 候 事故、 押 而右之 趣 申 渡。 

〔兩 茶屋 町 一 件〕 

町奉行.^ 

今般 兩所 茶屋 町 被 指 止 候に 付、 是迄右 致商賣 居候 者 共、 此末 產業収 a 方 之 依、 ， お 常り 何と 嗽 

御取极 無之而 は難辨 昏、 各紙 面 被 指 出、 無據相 聞え 候。 依 之 格別 之 趣 を以、 銀 子 四十 U 目爲 

御 救 相 渡 候條、 右を以 如何様 共 取 极仕抹 可 被 申 付 候。 且此後 茶， 叮之 ffi に 付、 K^l^M 


之 樣可被 相 心得 候 事。 

八  月 

八月 廿 八日 御 勝手 方お 御 呼 立、 要人 被 出 候處、 右 之 御 書付 御 渡。 

〔兩 茶屋 町 一 件〕 

今度 兩所 茶屋 町 被 指 止 候に 付、 何も 俄に 商 賣取付 方 等 無 之、 彼是 可爲 難儀。 依 之 御 救 之债、 

段々 相 願 置 候處、 格別 之 趣 を以御 聞屆之 上、 銀 子 四十 貫目 爲御救 被 下 之 候條、 以來床  1 業 之 儀 

無 油 斷可相 心得 候。 且又 抱 女 有 付 方 之 儀 も、 迷惑 之 筋 無 之 様 取 計 可 申 候。 

右 之 趣 夫々 申 渡 候 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

天 保 二 年 八月  遠 藤數馬 

藤 田 吉左衞 門 殿  • 

〔兩 茶屋 町 一 件〕  ， 

今般 兩 茶屋 町 御 指 止に 付、 何も 俄に 商 賣取付 方 等 無 之、 彼是 難儀 可 仕" 依 之 御 救 之 依 段々 御 

願 被 爲成下 候處、 格別 之 趣 を 以御聞 屑 之 上、 兩所 茶屋 町 之 者 共へ 銀 四十 S 目 爲御救 被 下 之、 

以來產 業 之 儀 無 汕斷相 心得 可 申 旨、 且又 抱 女 有 付 方 之 儀 も、 迷惑 之 筋 無 之 様 収計可 巾 3::、 御 

書 立 を 以被仰 渡、 奉 得 其 意、 夫々 申 渡 候處、 一 統 冥加 至極 難 有 仕 合 奉 存候段 申 聞 候： 仍"€ 

加 IH; 藩 史料 第 十四 編 天 保 二 年  一 四 九 


1 五 c 

共より 御 受上之 申 候、 以上。 

天 保 二 年 八月 二十 八： W  主 附肝煎 ^右衞 門  へ 

同忠藏 

同^ 助  ： 

町 御 奉行所  • 

〔兩茶 尾 町 一 件〕  "  一 

今般 兩所茶 CHf 町 御 指 止に 付、 是迄右 致 商 賣罷在 候 者 共、 此末產紫取續方爲御救鋭子1:十^=91ー 

拜領被 仰 付、 則 夫々 申 渡 候處、 難 有 仕 合 冥加 至極に 奉存候 iln: 申 聞 候.) 爲御禮町^-^ども^^：^ハ 

宅へ 罷出申 候、 以上。  一 

天 保 二 年 八月 晦日  遠藤數 馬  一 

江 守 要人  一 

成 瀨掃部 殿，  ； 

〔兩 茶屋 町 一 件〕  j 

覺  一 

一 、 三十 三 貫 三百 目  家 持 百 十一 軒  ^ 


是月 は大盡 

なリ 

法 梁 院の忌 

日 九月 晦.. で 

綠ヒげ 執行 

るな リ 


店 借 五十一 軒 


伹、 一 人 三百 目 宛 

一 、 九 貫 百 八十 目 

但、 一 人 百 八十 目 宛 

一 、 四百 八十 目  圍內に 而稼罷 在 候 者 八 軒 

但、 一 人 六十 目 宛 

グ四 十二 貫 九 百 六十 目 

此方お 

四十 貫目 今般 御上より 被 爲下候 御 救 銀 

殘而 

二 貫 九 百 六十 目 

此分茶 尾 方 御 勘定 餘り 銀、 御 場 へ 預け 置 候 分之內 より 御 足 御 渡之樣 仕度 奉 願 候 * 

天 保 二 年 九月 

入 月 晦日。 前 田 治 俯 夫人の 第 十三 回忌 法 會を江 戶廣德 寺に 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

八月 十五 日 
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一 、 當月 晦日 於 廣德寺 法 梁院様 十三 回 御 忌 御法^ 御 執行 之 節、 不作法 無 之、 wij 論不 仕様、 A 

々家來 末々 迄 堅 申 付、 尤供之 人馬 指 置 候 所々、 警 H 足 輕相廻 可 申 候 間、 S 竹..^ 仕様是 又 急 度 

可 申 付 候 事。 

一 、 御 法事 役 懸幷詰 人往來 裏門より 致 出入、 門 內召連 候從者 之， i^、 前 々より 不多 様相 心 w、 

尤 減少 召 連 候 儀 勝手次第に 候 事。 但、 依役儀從者難«人々は格別之^?±-。 

一 、 御 法事 卯 中 刻に 候。 詰 人 揃 刻限 之 儀 は、 朝 六 時 打 次第 御 af 敷 出、 不； 御寺へ 扣揃； 巾 候 

_  一  n1^_  0 

一 、 御 法事に 付當廿 八日より 晦日 迄 鳴 物 遠慮 之 事。 

一 、 御作 事 方 御 當日相 止 可 申 候。 前日 も 不急 儀 は 差 延可申 候 事。 

右 之 趣 夫々 可 被 相觸候 事。 

八  月 

付 札、 御撗 目お 

今般 法 梁 院樣御 法事 之 節、 格別 御 省略 之 御 時節に 付、 御寺 詰 人 御 步並已 上お 御 贿被桁 止 候。 

足 輕已下 は 御 賄 御寺に 而 引受 被 下 候條、 夫々 可 被 申談候 事。 


八  月 

门 諸事 14^ 用 f 許 J 

八月 三十日 

一 、 今日 御廟 雨天に 付 御 延引 被 仰 出。 拙者 御先 詰可罷 出處、 点 先 水 原に 付、 御廟 上下 御供 之 

分 御先 詰に 直り、 拙者 は 不罷出 候 事。 

一 、 九つ 八 分廣德 寺お 御 參詣被 遊、 八つ 八 分 御 歸殿被 遊 候。 讀經 中に 付 暫く 御 見合 被 遊 候 由 

之 事。 

九月 四日。 前田齊 泰平 尾 邸に 赴く。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 四日 

一 、 今日 御 下 尾 敷，^ 御 出 被 遊、 拙者 幷水原 御供に 罷 出る。 五 時 過 御 出、 六 時 前 御 1:^ り 被 遊 

候。 御 居間 之 御 土藏脇 小口より 御 出 候 也。 巢鴨 通り 指 支、 駒 込より 王子 道より 被爲 入、 松 平 

甲斐 守 殿下 尾 敷 過 御 繾等御 跡.^ 落す。 其處 より 御馬 沓拂御 早乘被 遊、 拙者 御先 乘 相 動る。 赶 I、 

御 時宜 役 山 森 IJI3、 御 左に 上 坂扁、 御 出前 被 仰 出 候 節 伺 置。 外に 山 崎 小右衞 門騎瑪 御供、 

御先 拙者 迄に 付 同人 御先 可 然キ之 示談 伺、 則 御供 廻り 之 時分 罷越、 右 場所に 待合：： S 申 候 
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而、 御先 乘 拙者 之 次を乘 候。 配膳役，|丄咼田善右衞門騎被仰^^は御行列^£^,能^>御早 

乘之 時分 御 側.^ 進み 候。 王子 稻荷前 迄被爲 入、 M 所^!: に而御 御行！： ^り 飛 に^ 

御 下馬、 同所 出.？ i 御上り 暫 御遊 覽。 無 程 御行 列 追々 相 揃 {且 候に 付、 其 K 申.^、 御ドり 御 sit 上 

に而 瀧の 川 村被爲 入、 道 細き 所 御 歩行 も 被 遊 候。 天 《 八 "宜、 御 慰に ffl 成， 恢^、、 

一 、 先月 被 仰 出 候 通、 輕く御 膳 所 相 立 候。 御 小 重 詰 • 御 くわし 等，」 御 所に 而 ぽ^ もたせ。 

眞龍院 様より 御 提重御 鈴 通 被 進、 夕 景御亭 に 而被召 上。 右 之 御く わし は 御船に 而 被？？ -上、 御 

餞 御 側へ 頂戴 被 仰 付。 御 亭に而 也。 御供 之 御 表小將 も、 御 亭ニ之 ii: 御先？ i 之 人々 に 指- S 列， i 

E ハ戴 する。 御 庭之內 始終 御 表 御 小 將被召 連、 御 庭 拜見御 禮承受 申 上る。 

一 、 夕方 P- 供 廻り 被 仰 付、 御 横目より 夫々 申談 る。 御Kり御逍へ欢^之^1^ 御：： 十 乘に而 無 之 

候 は、 V- 御 支な き 由に 而、 每も之 御 道より 被爲 入、 御上 屋敷 寄に 而御 提灯 立。 常時 所々 近 ffi 

也。 

九月 六日。 前 田齊泰 夫 尺 江戸 城 s 丸に 上る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 六日 

一 、 今日 年頭 初而西 丸お 姬君様 御 登城 被 遊 候 事。 


丸 月 六日， J 金澤に 於いて 阿武松 綠之 助に 相撲 興行 を 許す。 

「每日 帳 書拔， 1  . 

• 九月 六日 

一、 能 州 出生 相撲 取 阿武松と 申 者、 他國 において 仕上、 第 子 同道 生！； へ罷越 候。 幸此 表に 而 

角力 興行 之 儀、 町方より 相 願 承 屑 候。 右 弟子 之內他 1： 者 も 有 之 様子に 候 得 共、 是迄 度々 振 も 

有 之に 付、 興行 中 爲差置 候 由 町奉行 申 聞 候 事。 

〔年々 珍 敷 事留〕  • 

一 、 當秋輕 き 者 共 取 續之爲 之 由に て、 本締 仕る 者 有 之、 淺野川 河 15§に而 角力 典 行 あり。 日本 

大關 阿武松、 次に 緋緘カ 彌等參 り、 大 角力 有 之 也。 

九月 十 一 日。 前 田 齊泰、 慶 寧の 將に宫 參を行 はんとす る を 以て 馬 及び 鏠 

を 贈る。  . 

〔諸事 要用 雜記〕  . 

九月 十 一 日 

一 、 近々 犬 千代 丸樣御 {呂 參に 付、 今日 庄兵衞 殿御 使者に 而鹿毛 斑 御馬 被 進。 御 » 奥 之 ns 付 
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ぉ牽 上、 其 處ぉ御 出 宜&申 上、 追 付被爲 入^^ 被 遊 候。 g 召粹 例、 邝鹿 毛 は ^1 に 而 被 進 

候" 

"が tJiiT 具^ 

御鞍镫 御 傳之御 is 黎御分 之 由 南天 模様 御 定紋 

御 三 絨  々緋 

泥 障 紐 立 聞 紅 

御 泥 障 熊 毛 

御 鞍 覆  黑 びろうと 白 羅紗 御紋 

御 太 覆 猩々 棑 

御手 綱 紫 縮緬  - 

御 得 御 傳之御 分 之 由 鏡に 御 定紋す かし 

一 、 御繾 御用 部屋 山 口 氏 御 使者に 而被進 候。 

御 對 けし がら 

御 持 柄 わらび 手 

御 1 維 刀 . 


右 御馬 之 御 使者.^ は 大分 御作 法 有 之、 御 奧於御 奮院御 直答 之 由、 御 時 服 二つ 拜領之 由。 

九月 十二 日。 前 田齊泰 能 を 催す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 十一 一 日 

一 、 今日 御 能 有 之、 備後 守樣. 出 雲 守樣. 大和 守 殿 被 仰 遣 候へ 共、 備後守 « 御 父子 は 御斷、 大 

和 守 殿に も 御斷、 出 雲 守 樣迄御 出 也。 御 見物 所に 而 御菓子 出る。 

一 、 今日 觀世方 弟子 被爲 召、 赏盛 • 海人 被 仰 付 候。 實盛は 日吉市 十郞、 海人 は 福 王 甚五郞 III 

1?^ 手 野 村 万藏當 時暫此 表に 相 詰 居、 狂言 之內 二番 被 仰 付 候。 

九月 十三 日。 前 田 齊廣の 女 勇姬金 澤を發 して 江戸に 赴く。 

〔官 私隨 筆〕 . 

九月 十二 日 

一 、 明 十三 日勇姬 樣御發 輿に 付、 今日 御機嫌 相 伺候 檨 にと 昨 rn 御用 番 より 被 申 越 候 付、 今朝 

四時 過御廣 式へ 參上、 以土肥 權五郞 相 伺候。 

但、 益 御機嫌 能 被 成 御座 旨 也。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 
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九月 十三： n 剪姬様 金澤丧 御 發舆、 同 十月 四 m 江 戶丧 >ri 御 sl、 御. 4 宅に 御 住 おなり" 

九月 十五 日。 野 田 山なる 藩侯の 墓地 附近に て 茸 狩 を なすこと を 林. やす。 

〔坂 井舊 記〕 

野 田 山へ 茸 狩 等に 罷越候 儀 は、 遠慮 可 仕儀に 候處、 近一?1;1^^!?に遊山入有之#扣1^、 不敬 之 

至に 候條、 彼 邊へ箕 狩 等に 罷越候 儀 は 可 有 遠慮 候" 折々 足 輕も相 廻し、 爲 致：：^ 分 候 や：： に， 候 IT 

可 有 其 心得 條事。 

右 之 趣 被 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 波 候、 以上。 

九月 十五 日  -ぉ 乂三郞 

長瀨善 左衞門 殿. 

小 堀 八十 太夫 殿 

久世 守衞殿  ， 

九月 十五 日。 金澤に 於け る 茶屋 町を廢 したる を 以て その 木戸 を 撒す。 

〔兩茶 尾 町 一 件〕 

今般 兩所 茶屋 町 御 指留に 付、 今日 木戶 爲取拂 候條、 爲御 承知 申 進 候、 以上。  . 

天 保 二 年 九 十五 日  江 守 要人 


澤田義 門樣 

御 横目 衆 中  ^ 

御 普請 奉行 衆 中  一 

〔兩 茶屋 町 一件〕  .  一 

一 、 兩 茶屋 町 木戶 今日 取 拂申候 段、 口 達に 而堀覺 之 丞を以 及 御 達 候 -。 

但、 抱 女 共 追々 返 かせ、 今少々 相 殘居申 者 も 有 之 候 得 共、 先 づ此等 は 下女 分に いたし、 & 

後 追々 返 かせ 申譯に 御座 候。 且 茶屋 町と 申 儀、 町名 改可申 哉 之 旨、 先 tgl 而鈴木 五兵 衞 より 一 

心 付 御座 候。 此 儀は遂 詮議 候處、 先年 則 茶屋 町と 申 候 事故、 其 通りいた し S 候。 石 坂 新地 一 

は 先年 石 坂 町と 申 候 間、 先年 之 通り 石 坂 町に いたし 置 候 害に 御座 候 段、 若し 御い 5: もお 之悠 

は v> 御 達候讓 にと 申入 置 候 事。  . 

天 保 二 年 九月 十五 日 

九月 十六 日。 兩 茶屋 町 を廢 せられた る を 以て 抱 女の 處 分に き 上申す。 一 

〔兩 茶屋 町 一 件〕  一 

乍 恐 申 上 候。  ，  一 

一 、 私共 儀 茶屋 商 賣仕罷 在 申 候處、 今般 茶屋 商 賣御指 止 被爲仰 渡、 俄に 商 iln 収付方 無 御， ぽ、 - 
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1 六し 

難儀 至極 仕 候 旨 段々 御颗被 下、 格別 之 趣 を以從 御上 御 救 銀 一統へ iis.MWS§: は、 .^^に！；！3-加-4- 

極 難 有 奉 頂戴 候： 且抱女 之 俊、 迷惑 之 筋 無 御 腐 様 可 取 計^ 被 仰 渡、 難お^？ お 其 ^候.、 就 4i< 先 

達而 より 抱 女 多分 親元 等へ 指 遣 候 得 共、 鬼 角 人 多 之 儀 故、 未 示談 中に m 仵付兼 中、 此分. siii: 

方 御座 候 迄、 無 是非 當分 私共 引受、 下女 分に 仕置、 有附方 * 汕斷？ ^^仕、 示^ 次 追 t 说 

元 等.^ 指 遣 可 申 候 得 共、 極々 有 付 方 六 筒 敷 分 在 之 候 は..、、 共 節 付 方 等 之 分 M 顿！ 舉中ヒ 候 

筋 も 可 有 御座 候 間、 宜敷奉 願 上 候。 左 候 得ば 最早 木 戶御収 拂被仰 付 被 核ん "Lsk- お。 

共 一 統產業 之 儀、 追々 存方何 商賣に 而も 御 願 可 奉 申 上 候。 其 節 は {且 敷 御 1?;^^ 被爲成 ド^^、 

一 統奉願 上 候。 此段被 爲聞召 上、 願 之 通り 被 仰 付 被 下 候 は.、、、 雜ぉ绿 可 奉 亦 候、 以上，」 

茶屋 町 越 中 屋孀は つ より 土尾彥 六まで 

天 保 二 年 九月 十六 日  九 抢八人 判 

.  石 坂 町 新地 改瀨屋 與兵衞 より 越 中 尾 又右衞 門 まで 

五 拾 人 判 

町 御 奉行所 

右 越 中屋孀 はつ 等 書付 出 申に 付 上 之 申 候、 以上。 

肝煎忠 藏 


.  同  庄  ft 

主 付 肝 煎 伊 右衞門 

九月 廿 二日。 前 田 慶寧宫 參を江 戶富士 社に 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 廿 二日 

一 、 今日 犬 千代 丸樣 御宮 參に 付、 六 半時 御供 揃に 而、 五 時 過 御 出、 .： お 士肚ぉ 御社 參。 御前に 

茂 同 刻 御供 揃に 而、 犬 千代 丸 樣御出 後 御 出、 御中 屋敷へ 被爲 入。 無 程 犬 千代 丸 « ぉ士 より 御 

屋敷.^ 被爲 入、 御 書院に おいて 御 祝 方 御 三献御 祝、 御 兩殿檨 御 一 集に 被 召 上、 相 w、 御 吸物 

是又御 一 集に 御 祝 有 之。 無 程 御供 廻り、 御先 御 歸殿被 遊 候。 犬 千代 丸 様 御 出前に 御 庭.^ も 被 

爲入 候。 御先 諸、 御用 部屋 高 田 善右衞 門、 御 近習 頭 方に 而河村 彌右衞 門，、 奧小將 方に 而 拙者、 

配膳 役 四 人罷越 候。 御三献 御給 仕、 服 長 袴 之 事。 

〔官 私隨 筆〕 

十月 五日 

一 、 前月廿 二日 犬 千代 丸樣 御宮 參に 付、 朝 六 半時 之 御供 揃に 而、 五 時 過 御^ 式 御門より 中 御 

門 御通大 御門へ 御 出、 富士 社へ 御參詣 相濟、 御中 屋敷へ 御 立 寄 被 遊 候。 中將 様に 者 右 御 出 後 
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一 六 二 

追 付 御供 廻に 而、 御中 尾 敷へ 被爲 入御 待 請に 而、 於 S: 奧御 ま：： 院御三 献等御 祝 方！： ^！：にれ 而、 灭 

氣相も 宜敷御 都合 能 被 爲濟、 中將 様に 者 御先へ 御 歸殿被 遊、 犬 千代 丸 様に 者 御 跡より 御！：^ り 

御座 候。 備後守 様. 出 雲 守 様 早朝 御 出、 表 御 式 « へ 御 見 立 御 出、 御 出 人 墩 も 御 ^ 御 は 立^ 之、 

坊主 衆 も 同様つ 何れも 御 待受、 夫々 御料 i;^ 出 備後守 様 初 は 一 先 御 返 出に 而、 れ： • 後.^:.^ 御 出、 

其 節 は 鍛太郞 樣も御 出に 而 御料 斑 出 申 候。 且又大奧へ女中御使を以御^^に物被，^.^、 御仵 W 

へ 女 使 御 出に 而、 中 將樣. 眞龍 院樣. 犬 千代 丸 様へ 公方 様 御 初より 御 禅 _m 物 別紙寫 之 通有 之。 

右 爲御禮 中 將樣八 半時 過 御 出、 兩御丸 御用 番之御 老中 方 御 勤 被 遊、 gfi 御 都人 = 能 被 ss, お-ゆ、 

同廿 四日 江戶町 飛脚 同廿 五日 發足、 早 飛脚 步を 以、 山城 守 殿 等より 只今 申來攸 由，」 且又 4;- に 

付 江 戶表方 々様へ、 今日 之 日付に 而 九日 出御 祝詞 可 申 上、 此表方 々様へ は、 明：：： は！：：：： W に 

付 明 後 六日 御廣 式へ 罷 出御 祝詞 申 上 候 害 之 旨 等、 御用 番紙而 十月 四日 附.^ ,、 八 又^ 衞 殿よ 

り 到來、 名 之 下 承知 書いた し 遣 之、 右 別紙 左 之 通。 

中將樣 へ 御 表 向 公方 樣. 內府 様. 大納言 樣. 御 臺樣. 御簾 中 様より 

干 鯛 一 箱充。 

眞龍院 檨へ御 五 御所 樣 より 

同斷 一 箱充。  • 


思 召 品 公方 樣 より 中將樣 へ 御文 臺. 御硯. 御 小 肴 一 

內府樣 より 御 花 生. 御 花臺. 御 小 肴 一 臺 

御臺樣 より 御 袴 地. 御 小 * 一  臺。 

御簾 中 様より 御 さげ を. 御 小 肴 一 臺。 

公方 様より 眞 龍院樣 へ 御 たばこ 盆. 御 小 肴 一 臺。 

內府樣 より 御 鼻紙 臺. 御小肴 一 臺。 

御臺樣 より 御文 庫之 內紋 縮緬 二 反. 御 小 肴 一 臺_ 

御簾 中樣 より 同斷。 

犬 千代 丸檨 へ 御 表 向 公方 樣 より 縮緬 十卷. 鯛 一 折 

內府樣 より 鯛 一 折。 

大納言 樣ょり 鯛 一 折。 

御臺樣 より 縮緬 五 卷* 鯛 一 ぎ。 

御簾 中檬 より 鯛 一 折。 

御內々 に而 公方 樣 より 御 置物. 御 卓 • 御 交 肴。 

內府樣 より 御 刀 掛. 御 交 肴。 
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御臺樣 より 御文 庫之 內 縮緬 三 11!^ 御 交 肴。 

御簾 中 様より 御文 庫之 內八 丈嶋ニ  t^. 御 交 肴。 

御 献上 物 中 將榇. 眞龍院 様より 公方 様. 內府 様. 大納言 様. 御 ««• 御 能 中 様へ 

一 種充。 

耋 

犬 千代 丸 様より 公方 様へ 卷物 五. 鮮御肴 一 折。 

內府 様. 大納言 様へ 鮮御肴 一 折充。 

御臺樣 へ卷物 三. 鮮御肴 一 折。 

御簾 中 様へ 鮮御肴 一 折。 

■ 〔恭敏 公 記 史料〕 

九月 二十 二  0。 詣富士 社。 過 中 邸。 將 軍使 女 使 花園。 賜 縮紗十 卷鮮細 一 折。 内 太^ 火納 一；：：： 亦 

使淸 岡。 貽鮮鯛 一 折。 將 軍夫 人內府 夫人 使 阿 類、 胎總紗 三 卷鮮細 一 折。 大納 一；. い 夫ん： 袖川胎 

鮮鯛 一 折。 公 献物 亦 准 之。 

九月。 金 澤城奧 御 納戶御 土藏の 金子 賊の爲 に j« はる。 

〔諸事 要用 雜記 〕 

九月 十七 日 


一 、 金澤奥 御納戶 御藏へ 賊入、 當 八日に 三十 人 小頭 御土藏 破れ 有 之 儀 見 付、 夫より 御城 代 御 i 

見 分 等、 同席 詰 も 有 之 由。 紛失 高 金 二百 九十 兩餘之 由。 同席より 紙面に 申來 る。  一 

〔江 戶狀留 書拔〕  一 

九 月 

一 、 奥 御納戶 御土藏 破り 有 之、 賊入込 候 棘に 而、 金 贰百九 拾兩餘 紛失 之 由。 右に 付 御 近習 

一 人 泊番、 御 橫目足 輕爲致 張番置 候處、 御 修復 出 來に付 張番相 止、 致 泊 番繁々 爲见^ 候 旨、 一 

時々 石 野 雅樂助 申 聞 候 段 言上。  . 一 

十月 四日。 前 田 齊廣の 女勇姬 江戸に 着す。  一 

〔諸事 要用 雜 記〕  ； 

十月 四日 

一 、 今日 九 半時 過 勇姬様 御着 輿 被 遊 候。  一 

一 、 右に 付 御着 之 上 御 席お 出 恐悅申 上る。  一 

〔官 私隨 筆〕  • 

I 月 十 一 日  一 

一 、 勇 姬様益 御機嫌 能 御旅 行、 當 四日 未 之 上刻 御着 府被成 候 段、 山城 守 殿 等より 申來 候」：：、 一 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 二 年  一六 i 


1 六 六 

今日 夜に 入御 用番 より 紙而 到来，」 

十月 四日つ 金澤の 途上に て 女 を 傷つく る 者 ある を 以て 逮捕せ しむ" 

〔御 家老 方 諸 

十月 四日 

一 、 左 之 通 表 方より 演述に 付、 內記 方へ も寫 遣し 候 事。 

御 横目お 

於 途中 匁 物に 而往來 之 女 を 突 候 者 每度有 之、 人へ 叩に も- 候^ 之 ffi も 有 之 林 え、 不： r や： S 

に 付、 御 家中 を 始家來 末々 迄幷 町方に 而茂、 右 様 之 者 見懸候 は.、、 無 泥お 拙、 夫々 及斷； T 巾。 

尤右 所業 疑 敷 者 心 付 候 は，、. -斷出 可 申 旨、 文政 九 年 一 統 ffl 觸候 處、 其 後 相 止： S 攸。 然 la 近 is 乂 

々匁 物に 而往來 之 女 を 突、 中には 深 疵も有 之、 且女之 K ルを切 候 依 も」 々有 之 え、 不； Si 

至極に 候條、 文政 九 年 申 渡 候 通、 厳重 相 心得 可 申 候。 召 捕 候 者 有 之 候 は.、、、 共者に^^；？御褒：^:;^ 

茂 可 被 下、 若隱置 脇より 相 知 候 は、.、 可爲 曲事 候。 

一 、 右 棘 之 儀に および 候 而も、 屑方等面倒に^：^候哉、 斷出不 申 者 も.；； -之牀 相^ え 候。 左 候 

は 彌以知 兼 候 儀條、 以後 は少之 事たり 共、 急速 先 盜賊改 方.^ 直に 內 g;! 可 致 候。 

一 、 月 無 之に 無 提灯に 而往來 之 者 多 有 之！^ に 候。 提灯 燈不申 其 #紛敷 者 は、 In- 夜たり とも？， 


人 見合 次第 改方 役所 へ 引 揚可申 候。 

右 之 趣 一 統可被 申談候 事。 

！ 月 

十月 五日。 江戸 邸に 藩侯 一 門の 来れる 時給 事 人の 用 ふる 上下 を龍紋 裏付 

と定 む。 

〔諸事 要用 雜記〕 

i 月 五日 

御給 事 服 之 事に 付 申 談候趣 

御 一門 樣方御 出、 御 装束 直り、 御給 事 人 服 相 改候節 等、 裏付 上下 之 * 文政 五 年 之談に はお 之 

きに 相 成。 

御給 事 袴 之 儀、 是は 多分 不押立 御給 事 之 服に 候 間、 本 ひだ. 取捨 入 交 候 而も 不苦。 且是 迄龍紋 

裏付 上下 着用 之處、 以後 は奧島 裏付 上下に 而も 可宜 候。 但繼肩 衣 入 交 候 而も 品に より 不苦 由。 

裏 は 茶 宇 之 下品 之處、 又は 郡內に 而も 宜候。 

右 之 通に 候處、 近年 先 御在府 にも 繼肩 衣に 相 成 居、 尤右之 通に 而不苦 候 得 北ハ、 一統 繼肩 衣キ 

心得 宾而者 前々 振と も 品 違、 御作 法 書に も 裏付 上下 キ有之 事。 是迄之 心得 方 久之助 迄 相 尋^ 
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處、 尤右 心得に 候 得 共、 入 交 候 も 見 分 如何に 付、 先 御 ft 府小谷 迄 一  統， 礎：^ 衣之^に 致、 

只今 も 其 心得 之 由に 付、 左様に 而は 前々 之 形 も 忘失 之：^、 其 上品に より 繼ー ：5 衣と 有 之 候へば、 

先當り は龍紋 又は 奧， お 上下、 品に 寄と 申は朔 望な ど御兩 様に 而も 御 出、 常 服 之^が 之 節 之， S 

に 而可有 之。 御 一 門 樣方御 出御 作法 も 有 之 節 は、 やはり 已前之 通龍紋 又は ー畏 付に いたし 度 も 

の。 併 先 御 在 府に茂 繼肩衣 用 ひ 候 事に 候 間、 職 肩 衣不相 成と 申に 而 はなく K へ 共、 右 附様之 

內絕 候而は 行々 手 廻し 宜き 品に 流れ 候 様に 相 成 可 申。 見 分 之處ぉ 拘り候 依に 候 は >、 1^ 

等 之 兩品之 內に極 候が 宜、 繼肩 衣な ど 用 ひ 候 様に 成 候 而も 如何 成 もの。 併是 迄もケ 様に 近 例 

成 居候 事、 拙者 儀 は 龍 紋等之 古例 失 候 儀は不 望と 存候 由。 S 中間 屮少キ 示 八" 攸樣巾 人 

處、 此間 委曲 示 合 候處、 前々 形 流 候 樣之儀 は 拙者 心 付 候 通に 候 間、 常時 龍 紋所 持 之 者 も. 之 

事、 裏付 之奧 a と 拙者 申 聞 候 得 共、 同くならば 龍紋 にいた し 候へば 前々 之； S に 候 ii:、 

右 小紋 裏付に 改可申 候。 併奧嶋 .繼 肩 衣 « き、 一統 小紋に 揃 候 儀 も 御主^に 外れ 攸， 依 も 可な 

之 哉 キ被申 聞 候に 付、 其 儀 は 聊有間 敷、 文政 五 年 之 談は廣 く 相 成、 尤北 (時節 は： 2- 分な どに 拘 

り 候樣之 心得 は 無 之 節に 而、 只今と は 又 時節 も 違 候 事。 拙者に は 申入 候 は 奥 « 上下と Ir:^ 衣 

と はさの み 見 立 も不致 儀、 一時に 小紋 裏付 上下に 改め 候 も 煩 に 付、 右 様 中入攸 it 中人攸 

處、 何れ 近年 加 様に 相 成 居候 事 改め 候 節 は、 いっと も 加 様 成 ものに 而、 過半 所持の もの もす 


見 立 は 目立 

なるべし 


くな き 事。 只今 裏付 奥 嶋に仕 候へば、 先々 裏付 小紋 上下 やはり 失 候镇。 依而 龍紋襄 付に 心 

可 申 候。 入 交 候 は 何れ 見 分 如何 敷 候 間、 何 茂 相 揃 候 上 は 繼肩衣 之 心 に而、 何も 裏付 小紋 上 

下 用 ひ 可 申 候 由 被 申 聞 候に 付、 文化 八 年頃 も 龍 絞と 奥 島 上下 は 入 交 候 由承傳 居候 問、 此 後と 

て も 右 兩品入 交 之 儀 は 一 向 不苦敷 由に 申入 置 候 間、 當時 所持 之 もの 之內 小紋 幷襄 など も已前 

用 ひ來候 分と は 違 候 分 も 有 之、 是等も 如何と 被 申 聞 候に 付、 ひだ も 本 幷取拾 入 交 之 小、 常時 

に而者 小紋 之 違 幷裏黑 に 而も 不苦 敷、 尤見立 小紋 は 遠慮 可 有 之 儀に 候 得 共、 當時 上下 御供 钚 

に 用 ひ 候 樣之不 見 立 小紋 は 入 交 候 而も 宜由 申入 置 候。 金 龍 院樣被 仰 出に も、 是迄之 姿失不 中 

樣之思 召 も 有 之、 御給 事 上下な ど 已前之 七 へんの り 之 通り 之 見 分に 相 成 e 候： Ei- に 候へば、 御 

給 事 袴不押 立と 申 而も、 一 統繼肩 衣に 成候而 は、 文政 五 年 之 文 段と も 致 相違 に 付、 K 々相 

考 候處、 當時龍 紋所 持 之 分 人々 も 一 兩人有 之 而も、 着用いた しがた き 様に 成、 後には御給^^ 

龍紋 又は 奥 a 之 上下な ど 申 事 は 氣も付 不申樣 に 成 可 申 候。 旁人冷手前も少煩敷^：：-には候川化 

、 畢竟 格 之 流 候 事と 存 候に 付、 右 之 通申談 候。 曁御 大小 將杯は 文政 之 初 初而御 出府 之 時分、 

金 龍 公より 段々 被 仰 出 相 改候得 共、 其 通に も 御 公 界不相 成と て改り 候 哉、 當時朔 に は 御給 

仕 役龍紋 裏付 上下 着用 之 事に 相 成 候。 前文 之 通に 候へば、 御 表 小 將方も 追々 前々 之 板に 相 成、 

必龍紋 に 相 揃 可 申 候。 
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ヒ、 


七 〇 


ず。 


彌 五郎に 寶 

生 


十月 六日。 前 田 齊泰能 を演- 

十月 六日 

一 、 今： n 御 慰 御 能 有 之。 御舞臺 かた 衣 也。 今度御ぉ参被爲»候1;祝依之^^!1之處、 右 は 御 常：：：： 

御料 斑 も 被 進 候譯に 付、 常 御 能に 成る。 彌五郞 如 元 御 出入 後 初而罷 出る。 御前 野々 被 遊 候： 

十月 一 一十 日。 前に 茶屋 町に 在りた る 者の 新營 業に 對 する 租稅は 今 < ^限り 

之 を 免除す ベ き、 ) とを告 ぐ。 

〔兩 茶屋 町 一 件〕 

今般 兩所 茶屋 町 之 者 共 之內、 後 商 賣願出 承 屈 候。 仍而 役鈒當 年之處 半年 分 取 立 可 申 iif:: に 候 W 

共 格別 令 用捨、 來 辰年より 一統 並 之 通 可 指 出。 且小料 I- 之 依 は 料^ 商 K 之 半 役； 指 出 候。 

右 之 趣 商 賣肝煎 共 へ 可 被 申 渡 候 事。 

天 保 二 年 十月 二十日 

十月 廿 六日。 前 田 齊泰、 盛 岡 侯 南部 利 濟を訪 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 


十月： p 丄ん 日 

一 、 今日 信 濃 守樣. ^緩々 御 出 被 遊、 御 能 も 被 仰 付 候 害。 御先 詰 先 御 在 府之通 同 動より 一 人罷 

越候樣 別席より 談。 配膳 役 も 一 人、 是は比 良 氏 被 伺談。 且御 進物 有 之、 拙者 御 使者 兼 越 候。 

御 品物 昨 tn 同席 迄 夫々 被 引渡、 御 長 持 持 參人等 夫々 例 之 通 申 遣 候。 五 時 御供 揃に 付 三つ 鐘に 

出、 坂 井 要人 御先 詰に 付 同道 罷越。 御 進物 之 御 長 持 先に 遣、 御門に 而御 使者 之 段 爲斷、 刀 波 

上り 候處、 直に 御先 詰 之 溜へ 誘引 有 之に 付 通り、 御 近習 頭，^ 逄申度 旨申述 候處、 手札 乞 候に 

付 相 渡、 追 付 御 近習 頭 □ 田權 太夫 罷出 候に 付、 被 進物 御 品 付 調 持參、 今 H 御 出に 付 御内々 被 

進 候。 宜 時分 御 披露 御座 候樣 申述、 姓名 申入 候處、 御 直に 御 對顔可 被 仰 入、 分而御 返答 はせ 御 

座 間 敷 旨 申 聞 返き 候。 無 程 御 出、 御 盃事等 相濟。 御召替 御用 之 3:3 利盒等 巾 聞 候に 付、 御设蓋 

借用、 御召替 のせ 持參御 休息へ 上 候處、 其 處へ御 出に 付御定 服に 御 直し 被 遊 候。 夫より 信 濃 

守 檨御目 見 被 仰 付 候 段 あなた 御 家來申 聞、 拙者 幷田邊 左 兵 衞. 神戶 甚兵衞 三人 罷出。 御 

之、 御禮御 取合 之 方 へ 申入 退き 候。 御料 斑 等 壞戴被 仰 付、 御 能 御供 頭 等 三人 迄拜见 被 仰 付 候。 

備後 守檨. 出 雲 守 様 • 鍛太郞 様に も 御 出 被 成 候。 今度 御 離 子等 不被遊 候。 夜 四 半 鎌 御！^ り 被 遊 

候。 御 房り 之 上、 段々 之御禮 あなた 頭 役お 申述 候。 御 飾付 幷御 白洲へ 出 候 人々 名. S: 坊 k 衆よ 

り 指 越 候。 罷歸り 直に 御殿.^ 出、 頂戴 もの. -御 禮幷御 飾付 ま S 北 ハ指上 候。 御 進物 引渡 候 it も 申 
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一 七 二 

被 進 候 品々 

御録 一 箱 御文 臺 同  • 

右 信 濃 守 様お .  • 

御末廣 一 箱 御巢子 同 

右 鍵 丸 樣.^ 

一 、 挺 丸 様 今日 初 而御對 顔、 御盃 被 遊 候。 信 濃 守 様御盃 は、 平 井 示 八：： 之 上 御 斷に扣 成： r 

且挺丸 様より 御镫. 御 鞍 被 進 候 事。 御 番組 左 之 通。 

鷺 誕丸樣 通 盛 壽 八 花 篋 信 I 樣 

安 宅彌 五郎 當 摩 平兵衞 

延年 之 舞 

松脂 花 子 空 腕  ， 

十月 廿 九日。 本鄕 邸に 大神 樂を觀 る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

月廿 九日 


一 、 今日 於 御馬 場大 神樂參 り、 御 奥 御馬 見所 下に 而有 之。 同席 望 次第 見物 之 儀、 御用 部屋 談 

有 之。 何も 見物 仕、 御 禮奧御 取次 を 以申上 候。 御廣 式.^ 之 御禮は 御用 部 尾お 申述。 彼方より 

引受 御禮申 上る。 

一 、 右 御 側 廻り 見物 被 仰 付 候 事。 

十 一 月 四日。 前 田齊泰 及び 齊廣 夫人 等 駒 込 邸に 赴く。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十 一 月 三日 

一 、 御中 屋敷お 明日 御 出 被 仰 出、 御 出口 坂 下 御門より 被 爲入候 趣、 御 番頭. 御 横目 同じ 伺 被 仰 

出。 

一 、 右 御 出 之 節 御馬 氈懸可 申 哉 I 卵 ^5 き 之 由。 御中 間 小頭 伺。 其 通 被 仰 出 申 渡。 

十 一 月 四日 

一 、 今日 眞龍 院檨. 勇姬樣 王子 稻 荷お 御 參詣、 夫より 植木屋 御通拔 御中 IH!^ 敷.^ 被爲 入。 御前に 

茂 九 時 之 御供 揃に 而 王子 被 爲入 候。 御 程近に 而御 居間 先 御 土藏脇 小口より 御 出 時 御 庭 通 

御馬に 而被爲 入 候。 夜 六 時 過 御 H り 之 事。 

十 一 月 十四日。 勇 姬入輿 以後の 經 費に 就いて 議す。 
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本文に 幕 令 

なり 


七 六 


古金 銀 ニー 朱 判 引替 相 殘候分 除 程 有 之 異字贰 步判は 引替 之， 依相觸 K 後 1^ も 無 之 ば 处殘 

高 茂 多 候に 付、 引替 所 之 儀當卯 十月 迄 被 差 置 候 段 先 iS;! 而相觸 候處、 いまだ lis 卞.. ^步判 其 外 T" 

金銀 ニー 朱 判 茂 引替 殘有之 候に 付、 引替 所 之 儀 » 更來 ：！^ 十月まで は是迄 之 通 被， お 候。 然る 處 

先達 而 より 追々 相觸候 通、 是迄 遠！： 之 分 引替 方涉取 候た め、. f:: 金 鋭. 成 朱 判內， お出， おもい、^ 

所より、 金銀 座 幷其最 寄 引替 所. 法 五里餘 相隔、 一度に 金 は 五； 白兩以 k 、銀 は^ひ、 n 以 k、 

K 朱 判 は 貳百兩 以上 差 出 候 もの.^ は、 里 數幷差 出 高に 應じ 道中？ 1^ 人^ 被 下：^ 處、 《：H 時に- f り 

候而は 古金 銀 •« 朱 判 共國々 殘り高 相 減、 一 度に 道中 諸 入用 被 下 候 之 一 お出 ま、 m (以 ド銘々 

自分 入用 を 以差出 候 もの 多く 有 之 候に 付、 以來はせ金銀.^!^朱判とも如何程の，ぉ出高に而も、 

道 法 五 里 相 餘隔候 ものお は、 是迄 割合 を以里 數幷^ 出 高に 應じ 道中？ is 入用 被 下 候 や：" 其 外 具 

字 貳步判 は是迄 道中 諸 入用 不被下 候處、 以來 はお 金銀 同様 異 字甙步 判お 出 候 もの、 化 所より、 

金 座 幷其最 寄 引替 所.^ 道 法 五 里 餘相隔 候 ものお は、 是又差 出 高 之 多少に か  はらす、 一 m 往 

返 分 百 雨に 付 銀 五分 宛 之 割合 を以、 里數幷 出 高に 應じ 道中 入 川 被： ト候 や： に 候 IT  M. 

S 朱 判. 眞字 S 步判共 所持 之 もの は、 少分之 高に 而も 早々 最寄 引替 所.^ 桁 出 候 «、 御料 は 御 


代官、 私領は 領主 • 地頭に 而猶更 厚世 話いた 


し、 來辰十 nx: 迄に 不殘爲 引 可 致 候。 il^ 此上 


にも 貯置不 引替 もの 於 有 之 は、 吟味 之 上 急 度 可 申 付 候。 

右 之 趣 可 被相觸 候。 

十  月 

十 一 月 十六 日。 諸士に 努めて 文武 學 校に 出席す ベ きこと を 諭す。 

〔坂 井留 記〕  • 

武藝出 情 方 等 之 儀に 付、 別紙 兩通之 通 被 仰 出 候條、 右 御 趣意 得 キ致會 得、 組. 支配 之 人々 へ 厳 

重 可 被申談 候。 若此 上に も 立 S り 候樣相 成候而 者、 各 申談方 不行屆 様に も 相當り 候條、 無 油 

斷承 a、 若 心得 違 之 族 も 候 者、 其 時々 申 諭、 以後 稽古 人 怠り 處へ 至り 不申様 有 之 度 儀キ被 

召 候。 若 幾重に 被 申 諭 候 而も、 無 謂 怠り 候 人々 有 之 候 者、 無 泥 可 被 申 聞 候 事。 

i 一月 

武藝出 情 方 之 儀 被 仰 出 之 趣、 別紙 之 通に 候。 文 學校之 儀、 講日之 外 者 近頃 相 應に出 座 も 有 之 

候 付、 分 而被仰 出 者 無 之 候へ 共、 諸 組 共 組 當り講 日出 座 人 次第に 相 減 候 鉢 聞 召 候。 併 中に 者 

數年不 怠 出 座 仕 人々 も 有 之 候 由、 此儀者 奇特に 被 召 候。 前段 之 通 出 座 相 減候而 者、 講 = 被 

建 置 候 御 詮も無 之 候 儀に 候條、 頭. 支配人 得キ相 心得、 以後 不絕出 座 有 之 候 « に 可 被申談 候。 

此段可 申 渡 旨 被 仰 出 候 事。 
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一 七 八  ： 

十一月-  - 

武藝出 情 之 儀 先年 以來每 度 被 仰 出 等 有 之 候 所、 其砌 1: 者武 學校幷 師範-^ 宅々 も 出. ぼ 人 も 一 

候 得 北ハ、 無 程 出 座 も 薄く、 別而 近頃 は 相 減 候 鉢に 被 ii 召 候。 乍 去 中に 者隨 分心懸 〔=! 入 々もせ： 

之 棘に 候 得 共、 又 怠り 勝に 相 成 候 人々 も 有 之 哉に 相 聞え 候. - 右 之 通 成 行攸而 者、 武 g や 校 被 建 一 

置、 稽古 方 自由に 被 成 置 候 御 詮も無 之 候。 武藝之 偽 は、 年若 成人々 は 別而心 s.s^.;;= 之が に 

得 者、 無 息 之 人々 钚は、 其 父兄 等より 無油斷 申； Ti 候 者 可 行 屈 儀に 候。 是迄 度々 被 仰 出 有 之 一 

候へ ども、 誠に 一 旦之出 情に 而、 程 經候得 者 立 反り 候 者、 畢竟 其 父兄 等 申^ 方 等 ffl 成 故い 力 被 

思 召 候。 近年 御 家中 之 人々、 風俗 等 之 儀に 付 格別 被 仰 出 之 趣 有 之 候 故、 入々 油斷 者.；；：： 之 問 敷 

候 へ ども、 今般 被 仰 出 之 趣 も 有 之 候條、 先年より 被 仰 出？ g; 候 御 趣」 なお 度 相 立 候 様、 糾. 支配 之 

人々 お 被 申 諭、 以來各 於 手前 情不情 之檨子 時々 遂穿 驚、 永久 右 御 趣意 相 通 候 « 綿 に 被 相 

心得 候。 此段 得と 可 申 談旨被 仰 出 候 事。  • 

i 一月  一 

武藝出 情 方 等 之 儀に 付、 今般 被 仰 出 之 趣、 別紙 之 通 御 ま Z を以、 校 御主 附播磨 守 殿御 渡に 

付、 寫之通 相 達 之 候 條可被 得 其 意 候。 武藝等 出 情 方 之 儀 は 度々 被 仰 出 等 有 之、 其 時々 申 

各 御 承知 之 通に 候. - 然處 近頃 又 候 武學校 等 稽古 人出 座 相 減、 文學 校茂講 =： 出 •！！ 人 追々 相 減 攸ー 


に 付、 今般 格別に 被 仰 出、 永久 相 弛み 不申 様に.. ナ之御 趣-せ-に 候條、 此 所得と 被 致 <$ん，5:、 子^ 

之 面々.^ 茂 念 頃に 可 被 申 諭 候。 右 御覺書 之內、 以後 拙者 共 於 手前 情 不情之 様子 時々 遂$^4 め、 

右 御 趣意 永久 相 通 候之檨 綿密 可 被 相 心得 旨 被 仰 渡、 且 別段 被 仰 聞 候 趣 も 有 之、 c: 然此後 又 候 

立 1:^ り、 总 りに 至り 候 而者奉 恐 入 儀に 候。 元來 子弟 之 面々 稽古 方 情 不情之 儀 者、 父兄 之 悟 

に 寄 申 儀に 候へば、 御 趣意 之 程 得と 被 申 諭、 無 油 斷出情 有 之 樣可被 相 心得、 尤各俄 も 御 川 透 

被 心 懸候儀 申 迄 も 無 之 候 得 共、 緩 一月 一 度 之 儀に 候 間、 當 日御番 等に 指 支 難被罷 出候饰 は、 

次之講 HI 不時に 出 座 有 之、 何分 已 後者 例月 懈怠 無 之 様 可 有 御 心得 候。 且武藝 之 链情不 情 時々 

穿 塞 方、 何分 行 屈 兼 申 儀に 候條、 已後は 折々 諸 稽古 出 座 之 様子 相 尋可申 候條、 其 時々 各幷子 

笫方 茂、 武學 校曁諸 稽古 所へ 出 座 方 委細 可 被 書 出 候。 夫 を 以情不 情 之 様子 承 a 可 申 候。 ？ 

志に 寄 一 藝に 偏り 執行 之 方 も 可 有 之、 又 老輩 之 方 は 折々 爲見學 被 罷出候 方 も 可 有 之 儀 勿論に 

候。 夫 等 之 趣 其 時々 具に 可 被 書 出 候。 

一 、 出 河 殺生 之 時節 は、 武學校 等 出 座 格別 相 減 候 之 様子に 承 及 候。 殺生 之 依、 折々 透 を 計り 

罷越候 儀 は 格別、 萬 事 打 欠 被 罷越候 樣之儀 者 有 之 間 敷 儀に 候。 若 已後不 心懸之 人々 * 之、 n 

然御 拶當有 之候而 者、 誠に 不 容易 儀に 候 之條、 今般 被 仰 出 之 趣 反 被 相 守、 子^ 之而 o.^ 茂 

嚴重被 申 諭、 已後無 油 斷可有 御 心得 候 事。 
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十一月 

學校方 御主 附、 播磨守 殿より 被仰談 お 之 候條、 今 H 越後！：^. 敷へ；？ 出」：： 昨 紙而に 忖骶 

出 候處、 寺社 奉行 初 一 役 一 人 充御呼 立、 於 對談之 間、 撖 1? 守 殿 別紙 之 通 御 渡、 

出 情 方 之 儀 被 仰 出 候へ 共、 其 刻 暫は武 學校等 出 座 も 相 I？ 鉢に 候 得 共、 ^:終候へぶ立1:^.0^:-り 

勝 之 鉢、 御 心外に 被 忍 召 候 皆 被 仰 出、 又 候 今般 K 々被 仰 出 候^に： ^i^、 以後 之^ 支配 御 趣 

意 得 申 諭、 無 汕斷可 致 指 引 旨 譯而被 仰 聞 候に 付、 爲御 承知 別紙 i:! 相 SI 中 候、、 依 而糾屮 へ 中 

渡 之 俄、 一 統呼立 申談、 御 » 立等寫 筆頭.^ 相 波、 迥^3 候 様 巾 談可然 と存 候。 御^^収之内、 

各 申 談方不 行屆樣 にも 相 當り候 キ有之 所 を 趣意に いたし、 何キ歟 添 を 以中^;? i1 にも 存候 

へど も、 迚ー 旦申談 候 而已に 而行屈 申 儀に 而も 無 之 候 間、 前文 之 通 一 統巾 3a」K、 以後 折 々及 

心 付 候 方 深切に 可 有 之 哉 キ存候 付、 廿 五日 寄 合に 而御 熟談と も存 候へ ども、 糾ル、 之 方 

を目當 にいた し、 申談 方被兑 合候樣 子に 今 H も 承 候 故、 餘り延 も 如何 先 づ致姐 狀攸。 W 

何卒 取締 能 申 談方も 可 有 之 哉、 猶各様 召 被 仰 聞 候 様 致 度、 御下^^早く致承知.ば攸1^、 に (御 

心得に 而御廻 達 可 被 返 下 候、 以上。 

十一 月 十六 日  坂 井 小 左衞門 

同役 中  丄 


〔官 私隨 筆〕 

！ 一  月廿ー 一 日 

一 、 此度學 校 御 奉行 迄 被 仰 出 之 趣 有 之、 諸 頭へ 別紙 寫之通 申 渡 有 之 由に 而、 拙者 共へ も爲心 

得 就 到 來寫相 達 候條、 相 組 中 可 有 御傳達 候。 

文武 出 情 方 之 儀、 前々 被 仰 出 も 有 之 候 へ ども、 程經候 へ ばと かく 怠慢 勝 相 成 候 付、 頭. 支配人 

等 相 心得、 組 • 支配へ 申談、 其身曁 子弟 之 儀 も 無 油 斷申談 候 様に と 之 御 趣意に 候。 各 御子^ 

も、 年若 之 御 面々 は 無 油 斷出情 可 有 之 事に 候 間、 其 御 心得 尤に 候。 各 之 ffi は、 强而舉 校へ 御 

出 情なくて 不 叶と 申 儀に 而は有 之 間 敷 候へ ども、 今般 被 仰 出 も 有 之 上 は、 御子 第勵み 之爲に 

も 可 相 成 事 候 間、 御心懸 次第 御 出 座尤に 候。 御子 弟 之 儀 は、 何分に も 無 汕斷御 心 W 可お 之、 

且又 文 學校講 日 之 儀 は 各 御 組 當定日 も 被 建 置 候 事に 候 間、 御心得も可有之^^^-に候。 是等之 趣 

も 相 組 中へ 御傳 達候檨 にと 存候 事。 . 

十 一 一月 朔日。 前 田齊泰 參議に 任ぜら る。 

〔穩樂 齋隨意 集〕 

十二月 朔日 

御座 之 間 御上 段、 公方 様. 內府樣 御着 座。 
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和 田 倉 御 奥 

は 前 田齊廣 

の 女、 +S£ 部 

利用の 夫人 


右 御 出席つ 尾 張 様.^ 御 老中 御 披！. 路、 上 S 有 之" 卿 aw 之 内 M 左 之 方^ 座、 常： M 之 被 

仰 上、 上意 有 之： 少々 上 之 方へ 被 爲寄候 時、 被 任 中 納言候 旨、 上： 之： 御 禮被仰 .：.•、  お 巾 

御 取合 申 上、 御 S 去。 

御 名 

同斷上 S 有 之： 被 任 宰相 候 旨 上意 有 之。 御禮御 老中 御 取 八：： 被 巾 上 候。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十二月 朔日 

一 、 今朝 六つ 六 分 御 出、 兩御丸 御 登城、 御城に 而被仰 出、 老若 御 廻 a 被 遊、 右 §： 迥" 1 和 m な 

御奧. ^御 立 寄 被 遊、 八 半時 過 御 歸殿之 事。 

一 、 今日 宰相 御 拜任被 仰 出 候 段、 久之助 御 左右 承り、 四 半時 過^ K り 候^。 


〔諸事 要用 雜 


ち 

さ 一 a. 


十二月 朔日 

一 、 御 弘之趣 有 之 旨に 而御 横目 中 申 聞、 則罷出 候處、 左 之 通 御 弘ぉ之 候 事。 

昨日 御 老中 方 御 連名 之 依 御 奉書、 御 登城 被 遊 候處、 於 御座 之 1^ 御懇之 上」 〈：：r  其上宰相御i:^:任 

被 仰 出、 重 疊難有 被 思 召 候。 此段何茂.^可申聞旨御意に候^?-。 


〔見聞 袋 群 斗 記〕 

十二月 朔曰 宰相に 被 任、 御 坐 之 間に 於て 御 直に 被 仰 出。 此の 時 表 向 御 歲御廿 三 歳な り。 

〔續德 川 實紀〕 

十二月 朔日、 月次の 賀 例の；、」 とし。 尾 張 宰相 齊溫 卿中納 言に、 松 平 加賀守 宰相に 任す。 

十一 一月 朔日。 前 田齊泰 參議に 任ぜられ たる を 以て 廣德 寺の 廟に之 を 奉告 

せし む。  . 

〔於 江 府每日 書立幷 日記 之內 窬拔〕  - 

十一 一 月货日 

一 、 四 半時 過 御城より 御 表 小 將早乘 に而罷 越、 今日 宰相 御 拜任被 仰 出 候 段 吿來候 3::、 善右衞 

門 演述候 事。  - 

一 、 宰相 御拜 任に 付、 廣德 寺.^ 御名 代 山城 守 等 內可相 勤、 尤追而 御 參詣可 被 遊 候へ 共、 ^御 

代 香 被 仰 付 候 段、 以才 右衛門 被 仰 出、 御 香 一 性 被 渡 下、 右 之 御 様子 方丈.^ も 可申述 3:： 被 仰 出、 

左 之 御 口上書 等も以 同人 被 渡 下 候 付、 山城 守 八 時 過 返 出、 直に 罷越 御名 代 相 勤 候 事。 

但、 のしめ. 長上 下着 用、 且手扣 朱書 之 通 調 持 參候事 。 

廣德 寺.^ 御名 代 之 拜禮相 勤 候 以後、 方丈.^ 可 申入 趣。 
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今日 被 致 登城 候處、 御座 之 間お 被爲 召、 御懇之 上^ 之 上、 宰相 拜 J:Jd 被 仰 出、 被 兴+存 候。 

依 之 牌 前お 名代 之 使者 被 差 越 候 付.、 右 之 趣 申 iSi! 候 様 被 申 付 候 由 可 被 申入 候： 

十二月 朔日  横 山山 城 守 

前 田！ 1 fc:  rw: 

山 崎 庄兵衞 

右 之 通申述 候處、 宰相 御拜 任に 付 御名 代 御 指 越、 先 以恐悅 奉^ it 被 申 間-おに 忖 、じ 時 前 罷^、 

其 段 以才右 衞門申 上 候 事。 

一 、 御三家 様 方 等お 御 使 山城 守 等 內可相 勤キ、 以才右 衞門被 仰 出。 

十一 一月 一 一日。 前 田 齊泰を 呼ぶ に 相 公と 稱せ しむ。 

〔江 戶每 日〕  • 

i  二月 二日 

一 、 今般 御拜 任に 付、 相 公 様 キ相唱 候 儀、 寬政四 年 之 節 之链相 しらべ 候處、 被 仰 出 等 も =5^4:m 

り不 申、 諸 向も遂 詮議 候處、 是亦申 渡 等 も 無 之 旨。 左 候 得 者、 松 S や 院« 御 時分 等 之 御； g を以、 

寬政之節右之通相調候儀キ見ぇ候付、今般も寬政之節之通相公様キ相1?候^?-に^9示^^候*。 

十 一 一月 十日。 前 田齊泰 參議に 任ぜられ たる も 緩怠の 舉 動な かるべ きこと 


を 諸 士に告 ぐ。 

11 諸事 要 nS; 雜 記 J 

今般 宰相 御拜 任に 付、 公邊 より 御 會釋方 品に 寄是 迄と 違 重き 御 取 极も有 之 候 間、 _m 一  御供 先 

又は 御 使 相 勤 候 節 等、 御 威光 を 含 緩怠 之 族 無 之 檨可相 心得 候。 猶更 御城 を 初 御外邊 にお いて、 

只今 之 通 時宜に 應じ 作法 正 敷 樣心懸 專要之 儀に 候。 若々 心得 違 之 人々 有 之候而 者御爲 不可 

然、 御 心外 之 至に 候條、 此等之 趣 諸 頭. 支配 有 之 面々.^、 各より 寄々 可 申 聞 旨 被 仰 出 候 事。 

卯 十二月 

別紙 之 通 被 仰 出 候 趣、 山ロ淸 太夫 相 渡 候に 付、 寫爲御 承知 相 廻 申 候、 以上。 ， 

十二月 十日  岡 田 太 郞右衞 門 

石 黑 宇 兵 衞 

十二月 十日。 前 田齊泰 參議に 任ぜられ たる 報 金澤に 達す。 

〔諸事 留牒〕 

十一 一 月 十日 

一 、去朔 日立 早 飛脚 今日 到着、 左 之 通申來 る。 

猶以左 之 趣 丹 後 守 殿等幷 若年 寄 等.^ 茂 御 傳達可 被 成 候、 以上。 
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今朝 御 登城 被 成 候 様、 昨日 御 老中 方 御 連名 之 御 到來、 則 御 登城 被 成^お、 於 御ゅダ j 間 卿 

懇之 上意、 其 上 宰相 御 拜任被 仰 出、 重 疊難有 被 思 召 候。 此段被 仰 ^ 候。 頭分 以上 之ん々 >: ^も 

可 申 聞 旨、 拙者共も御前ぉ被召出御，^-に付、 則 頭分 以.^ "申 候。 先以 I. ^結！ g 成 御， 依、 恐 

悅御 同意に 御座 候。 委細 之 様子 は 追 付 御 使者 被 仰 造 K 由に 御 * 候、 恐 B 謹 1 マ： T 


十 二 月朔日 


t、 

窨 


庄 兵 i 


播磨守 

勘 解 由 


大 炊 


八 郞右衞 門 


內 


又 三 郞！ 


T. 


各  % 

月 十四日。 與カ堀 伊太郎 先に 石 坂 新地に 遊興し 士道 を 失 ふ を 以て 流 

利 を 命ぜら る。 

〔御 家老 方 諸事〕 

横山齊 與カ 

堀 伊ナ. ^ 


右 伊太郎 儀、 寺 西 勘六郎 嫡子 柬三郞 幷寺西 新 八 嫡子 左 次 馬 申談、 石 坂 新地 茶 M お 罷越及 遊 

興、 拂方 東三郞 引受 手形 を 渡 置、 右手 形 引替 方 之 儀に 付、 左 次 馬方 用事 承 候 服商賣 人より、 

反物 を 代料延 拂に而 伊太 郞買受 候 趣に 申談、 質 物に 入、 右 代 料を以 三人 申談 手形 取替に 罷越 

候 節 茂、 伊太 郞儀者 跡.^ 殘及遊 典、 右 罷越候 時々 刀. 脇 刺 を 外お 預、 無 刀に 成立 入、 士道 を 取 

失 不通 至極に 付、 能州嶋 之內. ^流刑 被 仰 付。 

右 伊太郎 手前 於 公事 場遂御 吟味 候 趣、 委曲 言上 之處、 落着 如 斯就被 仰 出 候、 其 段 申 渡 配所 出 

來迄 最前 之通牢 揚屋お 入 置 候 段、 公事 場 奉行 有賀 甚六 郞 より 申來 候に 付、 爲御 承知 如 斯御瘦 

rtK、 以上。 

十二月 十四日  前 田 式部 

横 山 藏人樣 

前田圖 書樣 

十一 一月 十五 日。 前田齊 泰登營 して 參議 陞任 を 謝す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十二月 十五 日 

一 、 今日 御 任官 之 御禮、 昨日 依 御 奉書、 今日 六 時 御供 揃 同 半時 御 出 被 遊 候。 御 K に 御 老中 御 
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黑 書院と す 

る もの 次揭 

の 文と 異な 


廻 勤、 夫より 廣德 寺. 御 參詣被 遊 候。 

〔 見聞 袋 群 斗 記」 

十二月 十五 3、 於 御 mi* 院 宰相 之 御 禮被仰 上、 上 S を蔡 り^ ふ。 作 御太刀 ^二 枚： 紗 い 

卷. 裸 一  疋 進上し 給 ふ。 內府 様お 作 御太刀 黄金 二 枚. 裸 一  疋、 御亳 様お. 十 枚、 0 

簾 中 様 同 五 枚、 大納言 樣 おは 進上に 不及 旨、 御 老中より 指 II に 付 進 k 物 無 之 候.. - 

〔御 年表〕 

十二月 十五 日 御 任官 之 御禮於 御白 書院 被 仰 上。 御先 例 之 通。 

十一 .1 月 十五 日。 金澤に 於いて 諸 士に前 田 齊泰の 參議， 陞任 を告 ぐ。 

〔御 家老 方 諸事〕 

,丄 一月 十五 H  . 

一 、 四 半時 過 出仕 之 面々 年寄 中等 謁相 濟、 重而 頭分 以上 御大 廣 問お 列 iM、 年^ 屮. 御 家老 屮 

列座 左 之 通 御 弘之趣 月番 申述、 相 濟各席 引取 候 事。 

但、 頭分 以上 惣廻勤 之 事。 

中 將檨御 儀、 當月朔 日 御 登城 被 成 候 様、 前 H 御 老中 方 御 述名之 依 御 奉 «、 御 登城 被 成 攸處、 

於 御座 之 間 御懇之 上意 之 上、 參議御 拜任被 仰 出、 難 有 御 仕 合 E 恐 召 候 由、 拙 老：^ (迄以 御 使者 被 


仰 下 候。 右 之 趣 何 茂.^ 可 申 聞 旨 御意 候 事。 

十一 一月 十六 日。 前田齊 泰登營 して 家臣 一 人 を 叙爵せ しむべき 命を受 く。 

〔官 私隨 筆〕  一 

十二月 廿五 日 

一 、 相 公様當 十六 日 御 登城 可 被 成 候 旨、 先日 御 老中 方 御 連名 之 依 御 奉番、 御 登城 被 遊 候處、 

兼 而御願 置 候 通 御 家 來之內 一 人 諸 大夫被 仰 付 候 旨、 於 御白 書院 御 老中 方 御 列座、 犬久 保加贺 

守 殿 被仰述 候。 先 以御願 之 通 被 仰 出 難 有 思 召 候 段、 同 十四日 江戶町 飛脚 桁 留置、 同 十六 = 發 

足早 飛脚 歩に 傳附、 山城 守 殿より 只今 申來 候。 此段爲 御 承知 申 進 候。 先以恐悅御：！：^^：^御座候ー 

旨 御用 番ょり 廻 狀來 る。 

〔官 私隨 筆〕 

十二月 廿六日 

御 書 如 左。  .  _ 

昨 十五 日 御 老中 方 連名 之 奉書 到來 付而、 今日 四時 令 登城 候處、 於 御白 窨院御 老中 列座、 願 之 一 

通 家 來諸大 夫 被 仰 付 候 旨、 御用 番大久 保 加 賀守殿 被 仰 渡、 { 是以難 有 仕 合 候。 w 兹前田 火 炊 谈ー 

美 作守キ 相 改申度 旨、 加 賀守殿 へ 申達 候 所、 勝手次第 之 由 被 仰 聞 候。 右 之 趣 爲可申 聞如此 候。 • 
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委曲 申 含 使者 口上 候、 謹言。 

宰  相 

十二月 十六 日  御 名 御 判 

奧村丹 後 守 殿 _ 

十一 一月 十七 日。 前 田 齊泰、 上野 東照宮 等に 參詣 しその 隨任を 謝寸。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十二月 十七 日  • 

一 、 御任官に付今日上野御^«幷御靈屋御參詣被遊候事。 

十 1 1 月 十 人 日。 今 明 兩日前 田 齊泰の 陸 任を賀 して 盆 正月 を 行 ふ。 

〔歳々 略曆〕 

御殿 様 宰相 之 御 位に 付 給 ひ、 十二月 十八 日. 十九 H 盆 正月 町中 被 仰 渡御- M 候。 

十一 一月 廿 四日。 前 田 齊泰、 參覲 往来の 際携 ふる 三 品 及び 供 入の 武器 牧を 

省略 以前の 舊に復 せし む。 

〔御 親 翰 留〕， 

近年 格別お 略に 付、 參動 往來三 品、 a 供人 等 武器 爲持方 令 W 略 候 W 北ハ、 存少；^^-之：^!!:、 來ぉ 


より 者 省略 以前 之 通 爲持候 檨に有 之 度 候。 省略 方に 者 ゆるみ 候 様に も 可相當 哉に 候へ 共、 武 

器 之 儀 者 餘事キ 者 違 申 儀、 いづれ にも 以前 之 通 爲持候 儀可然 候。 各 存寄も 無 之 候 は，、、 一往 

金澤， ^も 被 示 合、 申 渡 方 等 取 しらべ 可 被 申 越 候 事。 

右 御 親 翰 卯 十二月 二十四日 山城 守被爲 召、 御 直に 御 渡 被 遊 候 事。 

十一 一月 廿 六日。 博 奥 類似の 勝 置 を 行 ふこと を戒 む。 

. 〔御 家老 方 諸事〕 

かけの 諸 勝負 は 御 制禁に 候處、 心得 違 之 者 も 有 之。 且 正月 は 勝手 向 等に 而小 兒怀之 遊^.. サ名 

付、 博 .：4}< に 似寄 候 慰 事 不苦儀 之 樣に存 候 族 も 有 之 鉢 相 聞 候に 付、 寬政 元年 委細 被 仰 渡 K 候 通、 

かけもの 仕 勝負 を以 S キぃ 仁し 候 儀 は 御 停止 之 事に 候條、 猶更無 違 失 度 可 巾 渡 ほ 被 仰 出 

^事。  - 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組 • 支配 不相波 様 可 被 申 渡 候、 已上。 

十二月 廿 六日  本 多播： u 守 

十一 一月。 前 田齊泰 陞任せ し を 以て 大赦 を 行 ふ。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

十二月。 是月 大赦。 
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九 二 


天 保 


年， 


〇 


限り 云々 本 

の 儘 


正月 朔日。 前田齊 泰登營 して 年頭 を 祝す • 

〔諸事 要用 雜記〕 

正月 朔日 

一 、 九 時 前表 御式臺 より 御歸 殿" 今朝 御 出 は 六つ 九分 也 「〕 昌平 梳内に 而御捉 灯：：？ さ 候. 5。 御 

櫛 中 御 膳 相 »、 御 祝 方 也。 御 1:^ り 之 節 何 茂 御 式 臺ぉ罷 出る。 奧之ロ 之 御 付人 は 本鄕ニ  丁目に 

付 用立不 申、 依而 昌平 邊迄 進み 候 檨申渡 候。 御城 下り 御 付人 御 表より 案内 有 之、 何 茂 出る。 吸 

付.^ 比 良 氏. 小 谷 氏. 配膳 役 之 外 は 階上 板 之 問 也。 御 入 之 節 御 通懸り 御 rmn:-^ 之 候。 ^K^fe 

御 入 之 上、 御の し 三方 配膳 役 指 上。 夫より 御用 部 尾被爲 召、 御 装束 之 儘 御 奥. Si 御 入、 而御出 

御 召替。 夫より 山城 守 等 御禮。 是に 限り 寄せ 候 ffi 御用 部 を 以被仰 出。 相 w、  一^- 1； 御禮。 

拙者 儀 今日 一 番 座に 而御禮 申 上 候 事。 

一 、 鶴 之 御 吸物 御 餞 頂戴。 前々 之 通 於 席 煩 戴、 御 禮御膳 奉行. Si 申述 る。 

正月 十一 一日。 前 田 齊泰下 谷廣德 寺に 參詣 す" 

〔諸事 要用 雜記〕 . 


正月 十二 日 

一 、 今日 廣德寺 御 參詣被 遊 候。 御先 詰 拙者 相 勤 候。 反り 上野 山內 見物。 御 小將森 • 和 田 問 道 之 

正月 廿 二日。 大聖 寺 侯 世 嗣前田 利 極、 前 田 齊廣の 女 勇姬に 結納 を 贈る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

正月 廿 二日 

一 、 今日 駿河 守樣 より 御 結納 御 祝儀 物 被 進、 御作 法 之 通 夫々 御 都合 能被爲 »、 御 席.^ 恐悅有 

之 旨 御 横目 申 聞、 則 何 茂 罷出恐 悅申上 候 事。 

勇 姬樣御 入 輿 之 上、 池 之 端 御前 檨キ稱 候 樣被仰 出 候 事。 

正 月 

〔官 私隨 筆〕 

二月 三日  • 

一 、 前月廿 二日、 駿 河守樣 より 勇姬 様へ 御 結納 御 祝儀、 御 使者 御 家老 佐 分 偽兵 衞を以 被^、 

御規式 相濟、 御 使者 へ 御 吸物. 御酒 等 被 下 之、 御 目 見 被 仰 付、 御 盃幷御 刀 代 .緇 紗七 卷被ド 候。 

御 省略に 付 御 客 は 無 御座、 御 取 持 等 衆 迄 御 出に 御座 候。 御 使者 披候 以後、 « 後 守 様へ 爲御挨 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 三年  一 九 三 


九 四 


出 雲 守ば 富 

山 侯 世嗣前 

田 利 保 


0. 庄兵衞 被 遣 候" 天氣 相も宜 敷、 萬 端 御 首尾 相 &、 同廿四 H 出、 廿 五：：： 發足 巾來候 itQ 

一月 朔日。 前 田 齊廣の 女 勇姬、 大聖 寺 侯 世 嗣前田 利 極に 婚す。 

〔諸事 耍用雜 記〕 

一 一 月朔日 

一 、 今日 勇 姬樣御 引 移、 御 婚禮御 整 被 成 候 Isr^ 四時 御供 揃に 而、 九 時 過 出 W 之 事。 

一 、 右 相 濟御客 有 之、 於 御 小 書院 出 雲 守 樣等御 出 也" 同席 一 統服、 今 = お 珍 〇 しめ •！： 無地 上 

下 之 事。 

一 、今日 御酒 • 御 吸物 頂戴 有 之。 

一 、 今日 御 祝 御 離 子 有 之。 御舞臺 上下。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

二月 朔日 

勇 姬様駿 河 守 様 御 引 移 付、 池ノ端 御前 様と 相 唱候様 被 仰 出な- 

〔溫敬 公 記 史料〕 

二月 朔っ 勇 姬嫁備 後 守 利 之 君 世子 鍛太郞 君。 

一月 四日。 前 田 慶寧髮 置の 議を行 ふ 


0 


〔犬 千代 様 御用 留〕 

二月 四日、 ， 犬 千代 丸 様 御髮置 御作 法。 

一 、 御白 髮山 ロ淸 太夫 差 上 候に 付、 のしめ. 長 袴着 用、 御 祝儀 之 御 品々 御廣 式.^ 致 持參、 御白 

髮入 箱、 山 崎 勘 左衞門 等內. ^相 渡、 勘 左衞門 等より 年寄 女中.^ 相 渡、 御. 院御 出前 飾付？ い； 

申 候。 

一 、 御 書院.^ 御 飾 可 被 仰 付 候。 

一 、 御 書院お 犬 千代 樣御出 被 遊、 追 付 相 公樣御 出御 同座 之 上、 山城 守. 圖ま： ： 御前.^ 罷出、 御ド 

段に 伺 公。 但、 池 田 保 左衞門 等內. 山 崎 勘 左衞門 等內、 御 緣顿に 伺 公 可 仕 候。 

一 、 山 崎 勘 左 衞門等 內御廣 蓋 持 出、 御 祝 之 品 箱より 被 出、 御廣 蓋に s、 御 侧御左 之 方.^ 桁 上 

候 上、 山ロ淸 太夫 會釋 仕、 淸 太夫 罷出、 御白 髮上候 様 御意 有 之、 11: 人 御侧. ^罷 出、 . 犬 千代 丸 

樣御吉 方，^ 御 向、 御 櫛 上 之、 御白 髮差 上、 被 爲掛、 山 崎 勘 左衞門 等內御 後.^ K ケ延 候而、 淸 

太夫 復座。 犬 千代 丸檨 御前 之 方.^ 御 向 被 遊 候 上、 御 焚 斗 三方 御 抱 守 持 出 上 之。 ば；^，， 御 C 接 

年寄 女中 取納 之。 其 以後 淸 太夫.^、 犬 千代 丸樣 御手 自御 のし 被 下 之。 保 返、 m 而淸 

太夫 罷出候 様 被 仰 出、 山城 守 誘引 罷出 候處、 犬 千代 丸 様 御手 自御脇 桁 被 下 之、 §§吲 1-^ 

候而、 於 御 次 右 脇 指帶罷 出、 御禮申 上。 山城 守 御 取合 申 上、 返 去。 相： t 被爲 入。 
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一 、 於 御 次、 淸太 夫妻.^ 御祝^ 被 下物、 山城 守 .Is; 列 .s、 卿 目錄. E 城 守より 太夫 >s-t: 之、、 

一 、 於御奧 相公樣 奉始、 鳍之御 吸物 等 上 之、 御 盃_$ 可 有 御座 候。 且又 御 祝 之 御料^^ h 可 巾 

き 

一 、 御殿 向. 御 廣式向 一 統、 服紗 小袖. 布 上下 着用 之 S つ ^、伺 公幷 御供 人 は Q しめ. 布 上下 之 

事。 

一 、 御作 法携候 人々、 揃 刻限 五 時 之 事。 

以 上 

〔恭敏 公 Si 史料〕 

二月 四：："。 修髮置 式、 山ロ淸 太夫 信 逸 (定番 頭 御用 部 上白 髮。 將： 車 使 女 使 并。 ^綿 

三十 把 二種 一荷。 內 大臣 使 飯 賜 一種 一荷。 大納言 鮮細ー 折。 夫人 使 梅溪。 縮緬 五 卷» 細 

一 折。 內府 夫人 使 園 岡 胎鮮鯛 一 折。 公使前田圖窗^^^。 献物 于將軍 內大は 火納 f:: 及^ 夫 入淮 

之。 

二月 五日。 德川 家齊、 前 田 齊泰に 放鷹に よりて 獲た る 鶴 を 贈る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

二月 五日 


、 今日 鶴 御 拜領之 上使 有 之。 御 使 番大嶋 雲 四 郞殿之 事。 八半，時御越之^5_-。 


〔續 德川赏 


一 W. 


本年 五月 十 

八日の 條參 


0 


二月 五日 

松 平加貿 守に： 1^ 番大嶋 雲 四郞御 使して 御鷹の 鶴 をお くらせら る。 

〔官 私隨 筆〕 

曰 

一、 同 五 上使 番大嶋 雲 四郞殿 を以、 相 公 様 御鷹 之 鶴 御 拜領被 成 候 旨、 發足 飛脚 早 飛脚 

步に 傳附、 山城 守 殿 等より 昨夜 申來候 由。 

一月 六日。 前 田齊廣 夫人 當分駒 込 邸に 居住す る こと を 幕府に 屆出づ 

〔諸事 要用 雜記〕 

二月 六日 

一 、 左 之 通 御 屆有之 由 之 事。 

御上 房 敷 御手 狹に 付、 當分眞 龍 院樣駒 込 御中 屋敷.^ 御 住居 被 遊 候 段 御 屈 之 事。 

一月 九日。 御 異風 飯 沼 閑 四 郞の弟 金六郞 町人 を 殺害す。 

〔年々 珍 敷 事留〕 
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一、 二月 九 H 宵 袋 町 越 前 やと 申 町家に 而、 井沼 勘 四郞ぉ 其キ申 人、 右 ghM:^- を wgr  ir-rii- に 

堤 町 八 田 や 某 を切懸 候處、 切 もらし、 拔 刀に 而右八 田 E^" を追懸 候所兑 失 ひ、 所レ】 追 行、 

見 苦 敷 次 も少々 有 之に 付、 此邊之 町人 彼是と 手 向 ひ 申 者お 之。 其、 内に 附足輕 ，り、 右 井 

沼に 繩懸 町會 所へ 述行候 所、 兄 井沼 勘 四 郞聞付 早速 取 1:^, し、 夫より R々. ^^扣 成、 召 取 K 足 

輕六人 御 扶持 被 召 放、 手 向町 人 組 預けに 成、 相手 八 田 s^- は 先 禁ホ被 仰 付： 几 勘 e: 郞 相手 之 町 

人 共拜領 願、 手 討仕キ 申 沙汰に 付、 越 前 屋兄淸 水 篾次郞 キ申者 n せ 仕る： i:.:^ に 付.；^ 者 之 $ 

も 相 * 申 由。 右 御 八 § ^議之 上、 町奉行 江 守 要人 役儀 御 除 扣被仰 付， .； ^相 八 m:^. は 死： 礼に 

被 仰 付 候。 此發者 卯 辰 八幡 之 ft 內に淨 るり 有 之、 此 所に 而 e 八：：、 右 町 入 共 過 IH より 終る。 

一 一月 十九 日。 前 田 齊泰當 春 定例の 通り 就 封の 暇 を 賜 はるべき の 報 金澤に 

達す。 

〔江 戶狀留 書拔〕 

天 保 三年 二月 十九 日 御 留守。 

一 、 姬君 様御懷 妊、 當 六月 御臨ガ に被爲 在、 御 籾^ 之 節 者 御 ffis 御 順 年に 候處、 御顿 wssw、 

御 安 產之上 御 暇 被 仰 出御 歸國被 遊 候 得 共、 今般 者暫之 御在^、 打 給 御 政^も 御行： i 被 * 候 付、 

當 * 御 定例 之 通 御 暇 被 仰 出、 御 被 遊 度 illl:、 御 老中 方 .si まで. 而被指 出 攸處、 御 叫 『A 之 匕：： 


御 挨機有 之 候 段 申來候 事。 

一 一月 廿 一 日" 前 田齊泰 初めて 德川 家齊直 判の 內書 を受 く。 

〔諸事 要用 雜記〕  、 

二月 廿 一 日 

一、 舊臘 宰相 御拜 任に 付、 今日 御 直 判 之御內 書初 而御 頂戴 被爲 在。 依 而今 日 九 時 御供 揃に 而、 

御 老中 御 廻 勤 被 仰 出、 則 御 出 被 遊 候 事。 

一 、 御 弘之趣 有 之 候條、 御 席.，^ 罷出 候樣、 御 橫目中 申閜、 上下 着用 罷出 候處、 左 之 通 御弘ぉ 

之、 重 而罷出 恐 悅申上 候。 且 今日 詰 合 無 之 人々 者、 明日 罷出候 樣被仰 渡。 

舊臘 歳暮 御 祝儀 被 指 上 候 付而、 今日 御 直 判 之御內 書初 而御 頂戴 被 遊 H^E^ 召 候。 此段何 茂お 可 

申 聞 旨 御意に 候。 

一 一月 廿 三日。 金 澤上堤 町より 出火す。 

〔每日 帳 書拔〕 

二月 二十 三日 

一 、 今 曉八時 過 堤 町 出火、 及 大火 奉書 火 消 申 « 候 事。 

〔御 家老 方 諸事〕 
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二月 廿 三日 

一 、 今 曉八時 前 上 堤 町 金津屋 九兵衞 家より 出火、 ，類燒 M 町兩 侧に而 五十 一軒、 內ー ^ffi^o 

御門 前 松原 町中 程殘り 左右 十三 軒 外に 二 軒、 武士 cig 敷 二 軒 類燒、 朝 五 時 過 火 之 w。 

〔御 家老 方 御用 諾事留 帳〕 

一 一 月廿 四日 

一 、 昨 曉上堤 町 金津屋 久兵衞 方より 出火、 類燒 六十 S: 餘、 五 時 前 火 相^. - 町兴ぶ t より 家數等 

誊出 之留。 

內ニ軒  武士 家 

外に 

一つ  潰 家 

八 軒  損 家 

內 一軒  支配 違  ， 

四ケ所  木 戶 

ニケ所  上 堤 町 番人 小屋 


〔故紙 雜鈔〕 

一、 天 保 三年 二月 二十 二日 夜 九 半時 頃より、 上 堤 町 西が は 中 ほどより 出火、 夫より 下の 方 は 

一 つ 水 溜迄燒 ぬけ、 上 は 不明 門下 小路に 而燒 止る。 向が は 類燒、 是も 下の 方 W 町 口まで 燒拔 

け、 上 は 不明 門下に 而燒 止る。 御 門前町お は燒 ぬけす。 併 下の 方 神保屋 キ申麥 Hl^ 之邊、 拾^ 

あまり 燒 ぬけ 候。 屋敷 は 江 間 元 淋* 藤 井 幸 作 二 軒類燒 いたす。 家數 都合 七 拾餘燒 候. H 。翌朝 五 

つ 時 前し めり 候 事。 

一 一月 廿 五日。 前田慶 寧の 敎養 方法に 關 して 御 附 頭に 告ぐ。 

〔御附 方 御用 御 親 翰 帳 之 內寫〕 

一 一月 廿 五日 

一 、 御 本宅 御 廣式向 之 儀、 諸事 結構に 成 行 候 様子に 而、 就 而は御 入用 も 相 增申脉 に 候。 此. 反 

眞龍院 様 御中 屋敷.^ 御 移 之 事故、 ケ樣之 境に 相 改候様 有 之 度 儀 ふ 示談い 仁し、 左 之 下 • 之 通 

申 渡可然 哉+  、 則 下書 以淸 太夫 入御 覽、 此通可 申 渡 哉 之 旨 申 上 候處、 翌 H 以： ：！： 人 被 返 下、 伺 

之 通 キ被仰 出。 

御附 頭お 可 申 聞 趣 

犬 千代 丸榇、 是迄眞 龍 院檨御 一所に 被 成 御座 候 故、 自然 キ御廣 式 之 御 振に 御 移 之： も 可 有 之 
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哉に 候" 眞龍院 様 御中 Isg お 御 移 徙之上 はニリ Ifl 前々 1： 部 I:^- 中 之 御 振に 相^：^^；？被 心 K 候。 

御 廣式向 之 儀 御 表と 遠、 諸事 品 能 移 易き 御 校 様 も 可 有 之 哉に 候へ „^〔、 御 男子 様 御成 立方 之 3^ 

は、 諸事 御 質素に 而、 追々 御 表 之 御風 ffi に被爲 ^候« 仕 乂^ に 候。 且又 卿 成立 方 卿，：^ 生 方 之 

儀、 大切 之 段 は 申 迄 も 無 之 事に 候へ 共、 其 他 之 事 は 當時御 逼迫に 而、 格外 御 W 略 巾に：^ ii:、 

其 心得 可爲 W 要 候.^ 右 之 趣 被 得 其 意、 御 抱 守 中. も 得.. 被 申談、 年^ 女 巾.^ も 可 被 申^: < 候。 

此段相 達 御 聽候而 申 渡 候 事。 

右 之 趣 御附頭 三人 北ハ 別席.^ 相 招、 山城 守. 圖ま S 列座 申 渡。 委細^^$35に記。 

眞龍院 様 御中 屋敷お 御 引 移 以前、 私共 被爲召 品々 被 仰 出 之 趣 御座 候。 其 節 犬 千代 丸 様 御^生 

方 之 儀 第一 に 可 相 心得、 御 生 質 御 聰明に 被 爲在候 間、 御 守 立 申 上 候^ 御太^に 候。 假八リ 御遊 

事たり 共、 後々 之 御 障に 可 相 成 儀、 且亂舞 钚被遊 候， 儀 も、 御 幼少 «之內 より 御 進め 巾 « 成 ，お 

は 心得 も 可 有 之。 若 右 等に 御 染込被 遊候而 は、 後々 之 御 爲に不 御宜， ^^ぃ ナ被 m 心お 候。 鬼 ft 卿^ 

座 之 御 間 を 合 候 様 之 儀 無 之、 畢竟 之 御 爲御宜 様に.. ナ之 心得 方 W 要に 被 m5 召 候。 尤御 奥，！： 御 縮 

方 之 儀、 無 油 斷可相 心得 候。 是等之 趣 山 崎 勘 左衞門 等.^ 能 申 聞 ^£候« 御 や 一 被 遊 候に 付、 勘 左 

衞門 等.^ 夫々 申 談置候 事。 

右 之 通 從眞龍 院樣被 仰 渡 も 有 之 事故、 猶又 御附頭 別席.^ 相 招、 心 5£ 方 細 申 含 K 候が。 


一月 廿 五日。 前 田 齊泰、 勇 姬の婚 鱧 終れる を 幕府に 謝す。 

〔御 年表〕 

二月 廿 五日、 池 之 端 御前 様 御 婚禮相 濟候付 而之御 禮被仰 上。 

一月 廿人 日。 前 田齊廣 夫人 本鄕 邸より 駒 込 邸に 移る。 


〔溫敬 公 御 日 


巳， 

言.. 


本年 二月 六 

日の 條參照 


二月 廿 八日 

一 、 眞龍院 殿、 今 申 刻頃此 屋敷 益 御機嫌 能 御 出 輿、 夕景彼 屋敷.^ 益 御機嫌 能 御 引 移 被 遊 候 s.。 

〔官 私隨 筆〕 

三月 八日 

一 、 御中 屋敷 御 普請 出來に 付、 前月廿 八日 眞龍 院樣本 御行 列に 而南 御門より 御 出、 益 御機嫌 

能 右 御屋敷 へ 御 引 移 被 成 候 旨、 山城 守 殿 等より 申來 候。  ， 

一月。 遠 所 町方 及び 御 郡 方に 於いて 私に 錢札 を發 行す る こと を 禁止す。 

〔郡 方 御觸〕 

付 札、 御邯 奉行お 
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近 &、： 一 お 所 町方 幷御 ^ 方に おいて、 追々 錢札 を碎、 正錢： ：！： 様相 川 K 由。 右 様 W 卜：^ 川 方に 拘り 

候 品々 者、 指 圆を不 請 取扱 仕 間 敷 儀" 指當り 金銀 相 5! に 相 奪き、 且下々 織 之 ひ？0 を 以 n 川 相 

辨候小 前 之 者 北ハ、 迷惑 之 筋 茂 有 之！^ に 候." 當時銀 手形 通 川 被 仰：^ 共、 右 者 一 統融^^之 

爲被仰 付 候 儀に 而、 御上 之御辨 用に 而は無 之 候。 然處ー 之 辨利等 を以、 に 錢札出 來攸而 

は、 上下 融通 之 爲被仰 付 候 銀 手形 之 •  障に 茂 相 成、 畢竟 者 一統 之 難^に 茂 可 至、 不輕 事に 候 

間、 右 之 主意 奉行々々 より 得キ申 諭、 錢札 通用 堅く S: 止 可 被 中波 候。 尤 常時 所々" 出^ 之錢 

札 は、 急速 正錢キ 引替 候榇、 是又可 被 申 渡 候 事。 

辰 二月 

三月 朔日。 頃日 行 はる、 放火に 就いて 詮議す。. 

〔本 多 政和覺 書〕 

三月 朔日 

一 

一、 頃： HI 所々 に 放火 鉢 之 品 有 之 様子に 付、 渾 田義 門へ 別席に 而逢、 如何様 之 « 子に 候 哉と ト？： 

候處、 此 間塩屋 町. 千日 町に も 有 之、 永井舍 人物 見之邊 にも.；；： 之 候。 共 外 所々 に 有 之 候。 何れ 

も 深き 巧に も 相見不 申、 土媒 或は 納屋 等に 置 候 由に 御座 候。 廻り 方 等 も 格別に 巾 渡 候へ： ^へ、 

未 相知不 申。 何れ 本家 を燒候 鉢に は 相 見え 不申、 騒ぎ 之 紛に盜 に而. も 可 仕：^ 之 様に 被 相 ijc 巾 


候。 當 春御赦 に而、 餘程出 牢被仰 付 候 者 も 有 之 候。 左様 之 內に而 可 有 之と 被存候 Hz! 申 閱 候。 

且相尋 候 者、 去年 御 居間 御 土藏破 候賊未 相知不 申、 如何 之 趣に 哉と 尊 候處、 先 而 より 何分 

尋 出度 存 寄に 而、 尤無 油斷致 詮議 候へ 共 相 知不申 候。 御領！： 迄に 而も 無 之、 上方 等 も 承 八：： 候 

處、 今に 一 向 相知不 申。 去年 は 北 1; に 餘程左 樣之儀 有 之、 大聖 寺に も 改方土 藏幷備 後 守 « 御 

土 藏をも 破 候 檨に承 候。 其 外 若 州 酒 井 殿 土 藏へも 入、 金子 m 千 兩盜候 由、 京へ 遣 候 者より 申 

越 候。 何れ 他 1； 之 者に 而可有 之 哉と 被 存候旨 等 申 聞。 

三月 六日。 前 田齊泰 夫人 着帶の 祝儀 を 行 ふ。 

〔官 私隨 筆〕 

三月 十四日 

一 、 當 六日 姬君様 御着 帶之御 祝 御 首尾 能 被 爲» 候 之 旨、 山城 守 殿 等より 申來候 由。 右に 付叨 

十五 日出 仕 以上 之 面々 へ 御 弘之儀 申 聞 候 付、 右 相 濟候上 御廣式 へ 罷 出方 々様へ 御 祝詞 申 上 

候。 江 戶表相 公 様 初 方々 樣へ 者、 十五 日 之 日付に 而 十九 日出 以紙而 御 祝詞 申 上 候 問、 此 K 爲 

御 承知 申 進 候 旨 之 趣當番 より 迥狀 到來。  • 

三月 六日。 當春 藩侯の 歸國に 供奉す る 者に 貸 銀 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 三年  一 一 〇 五 


二 〇 六 

三月 六日 

-hp も、 且；. nv、  Qt 

當养御 SI: 御供 之 人々、 御 布 府中 不時 御用 烈敷、 失脚 多 相 懸り雖 ft 之 林。 其 上 御^ 近屮 之， 

者、 何廉 入用 も 相增候 儀に 付、 御 勝手 向 御 逼泣之 內に候 it 共、 格別 之 趣を以 御供.^ 一  人 扶持 

に 銀 三十 目 充御貸 渡、 足輕已 下.^ は 一 人 扶持に 四十 五 匁充御 K 渡 被 成 候つ 御 卜： 打賴 不時 物 

入 等 莫大 之 儀、 御 運 方 御 急迫 之 內如斯 御 货渡之 儀に 候條、 其處相 心？， s、  S 誠 致勘辨 御供 可 

事 肝要に 候。 返上 方 之 儀 は 追 而可申 渡 候 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 組. 支配 之 人 々 お 可 被 申 渡 候。 諸 頭 中.^ 演述、 組 等之而 や も 中^ 攸^.^^ 被 

申 渡 候 事。 

三  月 

本文 銀 子 之 儀 は、 一統 仕切 御 扶持 方 代 相 渡 候 節、 一 ^ に 相 渡 害 之 it 追而被 仰： g 候 事。 

三月 十 一 日。 金 澤に降 霰 あり。 

〔年々 珍 敷 事留〕 

一、 二月 下旬より 氣候 不順に 成、 寒さ 强く、 九月 頃 之 様成氣 色、 雨降り、 三月 九 ：= 朝 五牛 

雷鳴。 若宮 村之內 はりの きに こ うづる 巢有 之。 其 上 雷 落、 木碎、 鶴 裂て 落る 也つ、 M 十 = 夜 五 


半時 頃 地震、 十 一 日頃 霰 降、 甚 寒し。 

三月 十五 日。 前田齊 泰登營 して 就 封の 辭 見す。 

〔諸事 要用 雜記〕  . 

去 十三 日 上使 松 平和 泉 守 殿 を以、 御國. ^之 御 暇 被 進、 白銀. 御 卷物御 拜領、 從內府 様 松 平 伯 « 

守 殿 を 以御卷 物 御 拜領、 御臺樣 よりも 長 谷川 能 登 守 殿 を 以御卷 物 御 拜受被 成 候、 十四 = 依 御 

奉書 今日 御 登城 被 遊 候處、 於 御座 之 間 御 禮被仰 上、 御懇之 被爲蒙 上意、 御手 自御焚 斗 跑御頂 

戴、 御鷹. 御馬 御 拜領、 次に 山城 守. 庄兵衞 御 目 見、 拜領物 茂 被 仰 付、 重疊 難；^ 被 m5 召 候。 此 

段 何 茂 へ 可 申 聞 旨 御意に 候。  - 

三月 十五 日 

〔續德 川 實紀〕 

三月 十五 日、 月次の 賀 例の ごとし。 紀伊 大納言. 松 平 加 賀守就 封の いとま 下され、 御 «• -ぬを 

仁 まふ。 

四月 朔日。 前 田 齊泰、 慶 寧の 教養 方法に 就いて 御附 頭に 告ぐ。 

〔御附 方 御用 御 親 翰 帳 之 內寫〕 

四月 朔日. 
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一 、 左 之 通 以彌左 衞門被 仰 出.^ 

犬 千代 丸 様 追々 御成 長 之 處ぉ被 爲至候 間、 一お 端 御 侧，： ^之 人々 作法 正 敷 相 心 〔お、 御成 立 之， 心 

懸 肝要に 被 召 候。 召 上物 も 御大 に 候。 御附之 人々 無 油 斷心付 可 申 1  お。 ，g 成：；：：〃^ 太：^ 過 

候而 は、 却 而御爲 に 不被爲 成 候。 快 之 節 杯 は、 御庭等折^^御步行御，^攸而可御{且攸、、 00 

心得 方 之 儀、 御 附頭初 被 申 渡 候 樣被仰 出 候。 

四月 朔日 

四月 一 一日。 前 田齊泰 江 戶を發 して 就 封の 途に 上る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

四月 二日 

一 、 今日 益 御機嫌 能 御 發駕被 遊 候。 四 半時 頃 之 事。 

〔溫敬 公 記 史料〕  ， 

四月 二日。 扈前田 美 作 守 山崎庄 兵衞。 駕發 江戶。 

四月 四日。 御 算用 場 奉行 金 相場 高貴なる を 以て 輸出 米 を^ 額して 金貨 を 

誘致 せんこと を禀 申す。 


御 算奉は 御 

算用 場 奉行 


〔諸事 留帳〕 

四月 四日 

一 、 御 算奉申 聞 は、 例歲御 S! 米 拾 萬 五 千 六 百 石に、 追 御 廻 米查萬 石大坂 表.^ のぼせ 米 御座 候 

樣 仕度、 江戶 表に おいて 不時 御 入用 も 莫大 御座 候 付、 右 を 以御屆 御座 候 は、. -、 隨分御 間 終に 

成 可 申と 奉存 候。 右 實は此 表 追々 金 相場 高貴に 相 成 候に 付、 右 之 方.，^ 手當 として 根に 仕 候 仕 

法に 御座 候。 左 候へば 此節舟 用意 不申付 候 而は指 支 申 候。 若 御 聞 濟無之 節、 指 押 候 链は隨 分 

出來 候へ ども、 御 聞濟之 上申 付 候 儀 は、 手後れに 相 成 出 來不仕 候。 且金 相場 之链も 段々 遂<^ 

議、 此節 決着 仕 候 間、 近日に 御 達 可 申と 奉 存候段 申 聞 候 事。 

四月 十五 日。 前田齊 泰金澤 城に 着す。 

〔諸事 要用 雜記〕  ， 

四月 十五 日 

一 、 今朝 七 半時 之 御供 揃に 而津 幡驛御 發駕被 遊、 五つ 六 分 御着 城 被 遊 候。 御 居 問.^ 被爲 召、 

罷出 恐悅申 上る、 蒙 御意 候 事。 

〔諸事 留牒〕 

四月 十五 日 
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二 一〇 

一 、 今日 御着 城に 付 各 六 半時 登城.^ 缝 l^i^^gc 承 

一 、 五 時 過 津幡御 立 之 御附人 罷歸候 事，、 

一、 五 半時 前 大樋御 附人來 り、 御城代播磨守.藏人.掃部.將監.勘解由*八郞4;^衞門に平1^^ハ衞、 

御先 立 外 記、 各 御式臺 階下お 罷出有 之。 延之助 殿に も 御 出。 同 半時 過 御 若、 御城代-ロ御」^::^!^ 

之。 次に 藏人 等お 御意 有 之。 應じ而 御請 申 上、 被 爲入候 事。 

四月 十 人 日。 小川 群 吾 郞鳳至 郡 輪 島に 火矢 筒 を 運搬の 爲發 足す 0 

〔御 家老 方 諸事〕 

四月 十六 日 

今般 能 州 輪嶋迄 火矢 御 筒 被 遣 候に 付、 ！！：役小川群：^^：郞當十八：：：發足仕候に付、 定 V 没 小 一  A 

召 連 申 候。 然處當 時 役所 御用 多に 付、 留守中 人 少に相 成、 御用 指 支 中 候 Ei:、 小 $3 小お 加入 一 

人 請 取 申 度 御座 候 間、 當十 八日より 懸渡候 様 仕度 存候。 尤罷歸 跡 御 川 相： £ 次 s、  ^m^>^ffl^ 

可 申 候 間、 此段御 家老 衆へ 被 仰 達、 早速 御 入御 座 候 « 仕度 奉 存候、 以上。 

四月 十五 日  小川 七郎ん -衞 門 

江 守 要 人樣 

遠 藤 數馬様  . 


四月 廿ー 一日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

四月 廿 二日。 臨學 校。 

四月 廿 三日。 前 田 齊泰瀧 之 間に 於いて 陸 原 大次郞 をして 書 を 講ぜし む。 

〔諸事 耍用雜 記〕 

四月 廿 三日 

一 、 今朝 瀧 之 御 間 講釋に 付 御 聽聞御 出 可 被 遊 旨 被 仰 出、 夫々 申談、 則御出御聽11^之^^。  » 

師陛 ig 大次郞 之 事。 

四月 廿 九日 金 澤下堤 町より 出火す。 

〔故紙 雜鈔〕 

一 、 同 四月 廿九 日夜 六 時より 下 堤 町 金 屋キ申 御用 宿の 隣檢物 EH- より 出火、 安江 町 入 门高田 小 

一 郞 方.^ 入 小路に 而燒留 る。 夜九っ時過しめり候15^.。 家數十 一 軒餘キ 中：$。 

〔每 日帳赛 拔〕  •  > 

四月 廿 九日 
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二 一 二 

一 、 堤 町 小 倉 尾と 申藏 {i5 より 出火、 及 大火 奉 » 火！^ 申 渡。 

〔御 家老 方 御用 諸事 留 帳〕 

四月 廿九 H 

一 、 今晩 六 半時 前 堤 町 大工 荒木 尾 八 郞兵衞 方より 出火、 十 計燒 失、 九 時 火： 

〔官 私隨 筆〕  ， 

四月 廿 九日 

一 、 今夜 六 時 過 下 堤 町 出火に 付、 御用 番へ 使者 指 出 候處、 御城 近 之 ffi にも 候 i^^s^ig 出」：： 被 巾 

越、 五 時 打 登城。 

一 、 九 時 過 鎮火 之 鉢に 付 御用 番之外 返 出。 

一、 右に 付 風 筋 最初 は宜 候處、 中頃より 御殿 之 方へ 吹、 御 居 問 先へ 火 之 粉？ り 候. 依而防 

之 儀 被 仰 付 候 由 承 之。 御城 方 與カも 御 {呂 邊等被 廻 候 由。 伋 播磨守 殿 は 廻り 不被巾 也。 ^::;< 作 守 

殿 は 近火 故 登城 無 之 旨。 

五月 一 一日。 前 田 齊泰石 川 郡 粟ヶ崎に 行 歩 を 行 ふ。 

〔1 截 1% 要用.？ s〕 

五月 朔日 


一 、 左 之 通 被 仰 出。 

明 二日 天氣 次第、 四 半時 之 御供 揃に 而 粟ヶ崎 邊ぉ 御行 步御 出、 御旅 尾.^ 御 立 寄 可 被 遊 旨 被 仰 

出。  ， 

五月 朔日 

御行 步御出 道 書 

奥 之 口より 松 坂 通 七 拾 門 御門、 不明 御門、 堤 町 通、 圖書 橋靑木 新兵 衞 屋敷 前 通、 英町、 折逮 

橋、 せ n 腰 口町 端宮腰 往還より 同所 町 之內、 夫より 大野 町之內 同所 橋 御 渡、 夫より 御旅 EiT 御 

1:^ り 右 同様 橋 御 渡、 夫より 濱へ御 出、 宫腰 町之內 より 御 房り。 

右に 付 御 小 將中も 夫々 申談、 御 早 乘も被 遊 候 害に 付、 左 之 通 不時に 可 被 召 連 ill 被 仰 出、 御 川 

部屋 初 夫々 申談 候。 

御用 部屋 兩 人 御 近習 頭 一 人 

奥 御 取次 一人 配膳 役 三人 

御 近習 詰 之內ー 人、 關屋. 曾 田之內 

御 馬 役 一人 

右 之 外に 御 早乘之 時分 御供 之 御 番頭 等 三人、 都合 十二 騎可被 召 連 被 仰 出。 
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御旅屋 は 粟 

ケ崎 


.  二 一  四 

一 、 御行 步御 出に は 御 使 馬 一 疋に 付、 右骑禹 數被 卯 出 候， に 付、 ん， 一 疋卿： ii-mTt:-^^ 之， に 

伺、 被 仰 出 候 事。 

一 、 燒飯籠 御供 人 之 分 相 建 候 儀に、 御 表 御 横目 示 八：： 候 上、 持参人 等 夫 令 巾 f^。 言上 は 無 之： 

厂 silsir 耍用 許 J 

五月 二日 

一 、 今日 四つ 八 分 五 厘 過 御 出、 御行 步 昨日 被 仰 出 候 通 御 S1 り 被 遊、 六 時 御 £t 殿 被 遊：^。  ^.i 

寄より 御 早 乘被遊 候。 御供 拙者 罷出、 御 早乘之 時分 御先 乘相 S 候。 於御旅：^！：：：；^^小將^!!:;:^: 

見 有 之、 御 禮引請 申 上る。 御 早乘之 時分 御供 騎揭左 之 通。 

明 石 數右衞 門 小 谷 兵 右衛門 |翻|;|丽 大野 織 人 御-は T 御^部 ¥ 御供 之 卿小將 .卿 近お 


一 、 御旅屋より 御 1:^ り 御 歩行 之 節、 拙者 幷水： 代りく 御先 立 相 a 候。 御^之 御 歩 御供^ 

延し、 新番.御先^^御大小將見計御跡へ繰下ゲ候儀兼而伺？£申談候.^ 都而 御供 巾扣 も 註 一 

之、 御旅屋より 御 1:^ り 之 節 同所 御先 Si 之 坂 井 氏. 配 K 役 荒木、 野 1^ 御供 被 仰 付 攸^。 

五月 六日。 大聖 寺 侯 前 田 利 之 歸邑の 途金澤 城に 登る。 

〔御 家老 方 諸事〕 


五月 五日  * 

一 、 備 後守樣 前月廿 三日 江 戶表御 發駕、 今日 此表御 止宿、 明 六日 御 登城 之 害に 候。 右に 付 各 

五 時 上下 着用 致 登城 候 害、 且 御旅 宿.^ 爲伺御 容鉢罷 出 候 害 之 旨 月番 演述。 出席 無 之 人々 おは 

主 付より 可 申達 旨に 付 左 之 通 申 遣 候 事。 

但、 諸 役人 は 六 半時 不遲 揃に 候。 且又 主 付 之 外 各 退出に 付 一統へ 申 遣 事。 

〔諸事 要用 雜 記〕  . 

五月 六日 

一 、 今日 備後 守樣御 登城に 付、 御給 事 方 等 夫々 申談 る。 御 表 小 將御引 人 共 五 人、 配 Si 役より 

一 人申談 候。 右は御料！^等御斷に付、 右 之 通に 候。 御殿 揃 六 半時 不遲之 i$。 

一 、 五つ 七 分 五 厘 御 登城 被 成、 芙蓉 之 御 間へ 御 通 被 成、 御 口上 庄兵衞 承り 申 上、 年寄 中等 御 

逢 被 成、 畢而石 野 被 爲召御 口上 被 仰 上、 御 居間 書院お 御 通 之 儀 被 仰 進、 則 御 通、 御 たばこ 盆 

等 出、 追 付 御 對顔宜 段 佐 藤 申 上、 御前 御 出御 對顔被 遊 候。 御の し 三方 上 之、 無 御 挨投、 ^ 

人 御 杉 戶際迄 御 送 被 遊 候。 五つ 九分 五 厘 御 退出 之 事。 

一 、 右 相濟、 重 而御立 房、 御 對顏之 御 禮被仰 上、 御 退出 被 成 候 事。 

五月 十一 一日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 
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粱鴨 邸に 駒 

込 邸に 同じ 


L 溫敬公 記 史料， 一 

五月 十二 日。 復臨學 校： 

五月 十一 一日" 前 田 重敎の 側室 靑操院 残す" 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

是の年 二月 觀樹 院樣御 生母 靑橾院 殿 も、 眞龍院 様 キ御ー に 奥 鴨 御中 敷. Si 引 移 之處、 同年 

五月 十二：！ I 死去 年 七十 三歲な り： 下 谷 廣德寺 へ 葬ら る なり.^ 宿 元 は 靑山大 膳亮殿 Q 家 H}! 金 井 

與兵衞 某 女な りつ 法 號は靑 操 院殿花 尾 妙 安禪定 尼と 申な り"^ 

五月 十四日。 前 田 齊泰人 持 組の 士の乘 馬 を 観る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

五月 十四日 

一 、 今日 人 持 廿人乘 馬 御覽に 付 指；^ 之 儀、 奧御 横目 大村. 水 別席より 談有 之" 則 昨 = 乘馬 

之 人々 溜 所等见 分に も 被罷 越、 則 今：！ ：！！^ 人より 揃 等 申 上 候 上、 八ッ 二分 過 御 出、 七ッ 二分 御 

K り 被 遊 候 事つ 乘馬之 人々 左 之 通。 

今 K 內 律 田 乙三郞 前 田 織 江 前 田 左 京 前 田將監 _ 


前 田 式部 前 田 內藏. 助 前 田監物 伴 八 矢 多賀 


；、 ？;  -! 一  三 西 尾 隼ん 一  n  li  R 主 水 

« 池大 學 生 肩 勘 右 窗門 本 多 主、 V  r 品 川 左 E 

各 持 馬 之 事、 其 內生》 者 御 貸 馬 南部 靑： 畢 而今 枝 等 之 持- に、 高 桑 • 明 石 • 絹 川 有 田 二 

之 鞍 被 W 付 侯 由 之 事： 

五月 十八 日-、 町奉行 江 守 要人 酒 狂の 士の 取扱 を 誤りた る を 以て 役 漢を除 

かる 0 

「成瀨 « 書〕 

一 、 五月 十， へ 日 於 越後 屋敷、 at 用 番播磨 守 美 作 守 殿 立會、 at 癀目永 原 次 やぶき フ今村 織 人 

罷出被 仰 *r 

江 守 要ん 

御手 翁 籠、 當 二月 九日 夜 田 島 墜長藏 方， 口、  刀 之 者 酒 狂 之 林に 而人 込、 迷惑に および 候 段 及 

ms. 手先 oy 輕岸井 重 藏キ申 者、 縮 方 之 儀 申 渡 指 遣 侯 所、 御 異匾藪 沼 閑 四 郞弟金 六 郞キ申 

聞、 酒 狂 之： * に而 手に および 兼 候 故、 身柄 之 者に 候 得 共 致 方 も 無 之に 付、 箱に 而留候 由に 而 

致 同道 候 付、 連 候 上に 早速 面談 可 致 儀-にも 可 有 之 哉、 彼方よ.. も 面談 之 儀 申 聞 候へ 共、 ^ 

R 而は 品に 寄 表立 &り樣 之 儀 も 可 有 之 哉、 且 名前 申掠罷 ft 侯 哉 も P 一計、 旁 追 付 逢 可 申 キ申趣 を 
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二 一 八 

以延 し？^、 閑 四 郞> 口 申 遣、 罷越 候上爲 引合 渡 遣" 其 節 手 を 繩に而 之 KH^ ども、 此. ii^ は 1§ 

內分之 事に 候 間、 其 心得 有 之 様に と 申入 §S 候 旨 等、 委曲 先 而被巾 ii、  W00^^.  ^以 

及 面談 候と て 表 向に 相 成 候キ申 ffi は 有 之 問 敷， is。 且.. ： ^摘 之^ を 繩に而 SE:^, 依 を、 内 八 之収极 

卜 ナ申俄 は不相 聞。 いづれ にも 連 越 候 上 者、 早速 逢 候 而彌： 之 林に 候 4?、 其 様子い」： i:4 巾， 版。 

其 上 金 六 郞も及 面談 度.. ナ申聞 候 儀 を逢不 申、 始終 繩に 而留候 俊に 桁 KK.lr  ft 方不 行： i 不 S 

悟 之 至 被 E 心 召 候。 依 之 役儀 被 指 除、 指 扣被仰 付 候。 此段可 申 渡 it 被 仰 出。 

一、 右一 件に 付 町足輕 落着 公事 場 奉行 紙面 左 之 通。 

覺 

町 附足輕 岸 井 S  0 

右 之 者 先 逹而於 公事 場 相 礼 候 節 之 口 害 等、 御用 番 年寄 衆へ 相 吓攸 所、 飯沼佥 六郞： 之， # 

に而、 何分 取扱 方 無 之に 付、 不得止 事 繩に而 手 を留候 llE に 候へ 共、 佥六郞 中分 キは致 ffl 途候。 

併此上 御礼 は 不被仰 付、 重 藏儀假 令 口 寄 之 通 相違 無 之 共、 金 六 郎に繩 を懸攸 之^ は 無 之 候。 

名前 も 名乘、 身柄 之 儀 承 候 上 者、 取 极方可 有 之 候處、 繩を 以収极 之， 不：^ 之" 4f: に 候。 依 之 御 

扶持 被 召 放 候 旨、 御用 番 年寄 衆 覺番を 以被申 渡 候に 付、 今： y 於 公事 場 fs.:* へ 共 K 巾 is、 外出 

留置 候 儀 相宥返 候條、 可 有 御 心得 候、 以上。 


辰 五月 十八 日  公事 場 奉行 述印 

江 守 要 人 殿  . 

遠藤數 馬 殿 

一 、 御 異風 江 沼 閑 四 郞弟金 六郞儀 は、 同日 兄へ 御 預之旨 被 仰 渡 候 由。 

付 札、 御 異風 裁許お 

飯 沼 閑 四郞弟 飯 沼 金六郞 

右 金六郞 儀、 當 二月 九日 卯 辰 八幡 社內淨 瑠璃 有 之 聞 居候 處、 地 子 肝 煎 越 前，.^ • 次 郞左衞 門. 八 田 

屋彌左 衞門右 場所へ 罷越 居、 見知 合 之 者に 而も 無 之 候 得 共、 酒杯 進 候に 付 給 合 居候 處、 次郞 

左 衞門儀 は 先へ 罷歸、 彌左衞 門 は殘り 居、 暮頃致同臂」次郞左衞門宅へ立^<;?候^者、 ffis^ 出 候 

へど も斷 候處、 兩人共 口上 申 募り 及 過言、 次 郞左衞 門 手 向 候に 付 及 殺， ST 彌左衞 門 逃.^、 候に 

付、 可尋 ため 近邊町 番人 等へ 相尋 候內、 町 附足輕 鉢 之 者罷越 候に 付、 名前 相名乘 候へ ども 不 

法 之 趣 有 之、 彼是 仕內 大勢 罷越、 江 守 要人 方へ 强而連 越、 其 節 役人 鉢 之 者 繩に而 候に 付、 

御 A 双 議を相 願 候 趣 閑四郞 紙面 指 出 候。 依 之 金六郞 手前 再 往相尋 口上 害 差 出、 一 件 之 者北ハ は.^ 

々於 公事 場 相 a 候處、 金 六 郞申分 キは致 相違 候へ 共、 此上 御礼 は 不被仰 付 候。 金六郞 依" g 人 

及 過言、 次 郞左衞 門 手 向 及 殺害 候 儀 は、 左様に も 可 有 之 候へ ども、 彌左衞 門 行 衞"？ ^候 饰、 役 
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一 人 鉢 之 者繩に 而留候 儀、 # 念 申出 候 程 之 偶に 候 得ば、 其 節 心？， J も 可お 之 4ir 北 OSCK: 小 行： i:、 

一 其 上 八幡 社內淨 瑠璃 有 之 場所お 罷越、 不兑知 町ん 共夺 等 給 八 "候より W 起り^, に而、 4;^ 族 

は 畢竟 心 55： 方 不宜故 之； $ に 候。 依 之 兄 ffl 四郎 へ被预 g 候條、 此段：^被申波攸^*。 

付 紙、 御 異風 裁許お 

飯 沼 四郞 

右 閑 四郞第 金六郞 儀、 當 二月 九日 卯 辰 八幡 社內淨 瑶璃有 之 候に 付、 ii に 越、 不：： 几 知^人 北ハ 

卜 ナ酒等 給 合、 夫より 事 起り、 越 前 屋次郞 左 衞門を 及 殺 *_〕 候 债等有 之攸つ 御 家. E- 之 人， >M お 等 

之 儀、 毎度 被 仰 出 有 之 候 所、 右 様 之 場所お 罷越候 儀 は、 閑 四郞儀 <w 々敎： i 等 之 故に 攸條、 

以後 之 儀 厳重 相 心得 候 樣可申 渡 旨 被 仰 出 候條、 此段可 被 申渡攸 事。 

辰 五月 

五月 十九 日。 前 田齊泰 生母 榮操院 を 招請す。 

〔諸 用.？? s〕 

五月 十九 日 

一 、 今日 御 居間 書院 御 飾付 等 夫々 宜に 付、 九 時 御 縮 引受 候 様 仰 出、 则御川 部：^ .屮 立 4: 御 縮^ 

渡、 立 田 御杉戶 より 御 縮 付 候。 御料 Si" 物 等 四時 迄 夫々 相 迥 し 候.^ 此. ぱ 夕：： ぉ御嚷 子.；^ 之 や ：： に忖、 


御料 现も御 居間に 而出候 害に 成 候。 八 半時 頃 御 離 子相始 り、 其 節 御 縮 御用 之 間 前 御 杉 1^ に而 

御 縮に 成 候。 暮前 相濟、 重 而如元 御 縮 被 仰 付 候。 併 是は御 離子涛 候に 付、 御 招請 向 は 相濟候 

に 付、 御 縮 引受 茂 引取 候 事。 

一 、 御難 子 十 三番 • 狂言 四番有 之 事。 

一 、 御 次 廻り 一 統、 御 廣式御 步並已 上 一 統拜見 有 之 事。 

一 、 御 招請 相濟、 御 都合 能 相 濟恐悅 申 上 候 事。 

五月 廿 一 日。 德川 家齊、 慕醫 小島 安順 を 遣 はして 前田慶 寧の 病 を 診せ し 

む ベ きを 告ぐ。 

〔成 瀨覺 〕  . 

五月 廿ー 日 水 野 出 羽 守 殿お、 聞 番御呼 出、 於 內玄關 御 渡 之 御 窨 付寫。 

犬 千代 丸 儀 病氣之 Ij 曰 入御 聽、 御 心配 被 思 召 候。 尤追々 肥 立 之 趣に は 有 之 候 W 共、 召 を以小 

a 安順 可 被 差遣 候 間、 手 醫師共 無 腹 藏可及 相談 候。 安順 儀 是迄も 相 越 候 11 口に 候 得 共、 ^改 

被 造 候。 乍 併 藥用之 儀 は 安順に 相 限り 候 儀に 無 之、 手 醫師は 勿論、 其 他 之齊師 共に 而も 功 者 

成 者 共 相 招 令 診察、 何れに も 療治 無 油 斷可仕 旨 之 御 事に 候。 右小嶙 安順 老は、 火納 frll:^ 附 奥 

御 »師 也。 
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I, 官私隨 筆〕 

六月 朔日  - 

一 、 犬 千代 丸 様 先達 而 より 御風 ハ啾 之處、 其 後 御 快方に 被爲 入候處 、前 ：！！：ヒ". 十 ra::!: & 、に WW 

感之御 M 味に 而御 咳嗽 も 度々 御 發し被 遊、 御 食 不被召 上、 御 乳 も御少 く、  W 小水 御： 小利、 御 

疲れ 之 氣味も 被 爲見候 由、 前 月 廿日 立 飛脚 廿 七日に 到着 之 由。 然^^な：：！：廿三：！：之不時立に、 廿 

二日より 御 惣鉢御 快被爲 入、 御 乳 も 御 進み、 御咳嗽御間^；ぱに、 御 小水 御 通じ も S 敷 被爲成 W 

氣 先も宜 敷、 御手 遊 钚被遊 候 由。 此御 様子に 候へば 段々 御 快 可 被爲； £51::、 いづれ も 巾 上攸巾 

申來。 昨 曰 飛脚 到着 之 旨 今： HI 承 之、 江戶 より 藏人 殿方へ 來候紙 而も 披：： ル。 

但、 從 公方 樣小嶋 安順 老と歟 申 御 醫師被 遣 候 間、 御手 it 師と無 泥 示 八：： 御條 i^:^ 巾^」：：： 

水 野 出 羽 守 殿へ 聞 番御呼 立 被 仰 渡 候 由。 御 格別 之 御 様子 也。 

〔温 敬 公 御 日記〕 

五月 廿 九日 

一 、 犬 千代 丸： _ 艰滯 次第 快 有 之 旨、 當廿 三：：！ 不時 立 早 飛脚、 今 未 之 刻 到來。 

五月 廿ー 一日。 前の 茶屋 業者の 借用せ る 町 會所銀 を 一 一十 ケ 年賦に 返納 せん 

とする 出願 を M く  0 


〔兩 茶屋 町 一 件〕 

茶屋 町 • 石 坂 町 之 者 共、 町會所 過料 銀 等、 貳拾箇 年賦 無 利 足を以 上納 仕度 旨 等 窨付出 之 候 得 

共、 難 取 揚可相 返 候。 元來去 秋思 召被爲 在、 茶屋 町 被 指 止 候 付、 右 商 賣仕來 候 者 共 ht- 業 成立 

之た め、 格別 を 以御救 銀 も 被 仰 付、 以來之 儀 願 方 無 之 樣被仰 渡 も 有 之、 且 俄に 商 W 桁 止 候 事 

に 付、 株 商 賣之儀 願 之 通 承 屈、 上納 銀 取 立方 も 格別 令 用捨、 夫々 申 渡 置 候處、 于今願 方 不絕、 

難 S 之 由に て 上納 繰 延之儀 等重而 申出 候 儀 は、 去年 以來 前段 之 通 格別 之 御 取扱 等 有 之 候 依、 

未 會得致 兼 候 哉。 難 ft 之 儀 は右兩 茶屋 町 之 者に は 限 間 敷、 端々 之 者 共 钚贫窮 人 不少： ^に 候 « 

共、 上納 及 遲滯候 者 は 前々 申 渡 候 格 合 も 有 之 事に 候 得 者、 右 兩町之 者 共 も 外 町 之 者 北 〈一:1: 様 可 

申 渡 事に 候。 此等之 趣 入念 可 申 渡 候。 

右 之 通 居 町 肝 煎より 夫々 申 渡 候 檨可被 申 渡 候、 以上。 

天 保 三年 辰 五月 二十 二日  遠 藤數馬 

藤 田 吉左衞 門 殿 

六月 朔日。 百姓 • 町人の 着服に 就いて 監視 を嚴 にせし む。 

〔每月 帳 書拔〕 

六月 朔日 
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、 下々 着服 等 之俊每 被 仰 出 も 有 之、 其 節に は 廻^ 人 兄 谷 方？ S 敷：^ 其 內には 见咎 も不 

見 立に 目 光 一 致 様に 立 一:^ 候.^ 近 下々 に は 又々 見 立 候 装束いた し、 頭に 飾 候 品 も 御 制 禁之品 を 川：^ 者 もお 之 

様に 被 聞 召 候 付、 連々 見咎候 様に 心得 之、 町奉行 幷改 方へ 於 御 次 被 仰 候 ft 等 山门淸 太夫 巾 

聞 候 事。 

六月 四日. - 前 田齊泰 再び 人 持 組の 士の乘 馬を觀 る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

六月 四日 

一 、 今日 人 持 乘馬御 覽之儀 一 昨日 被 仰 出 置、 則 八 時 御供 揃に 而同刻 御 出、 ヒ時過 御 K 殿 被 遊 

候。 乘馬 相濟、 御馬 役へ 二の 鞍 被 仰 付 候 事。 

人 持 乘馬之 人々 左 之 通。 

黑毛同 中 山 半 之 助 大 音 帶 刀 

黑毛  小幡. K  B 

鹿 毛  多贺典 ii 

鴇 毛 同 高 桑 だ 郧兵衞 成 瀨主稅 

御 貸 馬  M  s-  i: ル 刀 


栗 毛 二 之 鞍 村 田 辰 五郎 前 田才記 

栗毛 同 櫻井甚 太夫 三 田 村 虎次郎 

黑毛  永 原 求 馬 

黑毛  津田兵 庫 

鹿 毛 同 佐 野 專三邵 富 田 織 la- 


黑鹿毛  奧 野 主馬 佐 

鹿 毛  靑木 新兵 衞 

无毛 1^ 窗藤猪 太邵 葛卷十 右衞門 

鹿 毛  横 山齋宮 

鹿 毛  奧村 又十郞 

〔御 家老 方 御用 等 諸事 留〕  . 


栗 毛 

鹿 毛 津田昇 持 馬 借用 

栗 毛 

UU 前 田 監物持 馬 借用 

ま 二の 鞍 保 田 幸 藏 

御 貸 馬  一 


佐々 木 兵 庫 

小 幡 九兵衞 

松 平數馬 

永 井舍人 

大野 木 彈 正 


六月 五日 

一 、 中 居 鐡炮張 鑄 候 筒 二百 目玉に 而、 筒 重 百 三十 貫目、 長 六尺 餘、 檢垣之 御 間に 而今 H 觅分、 

御 居間 書院 に 而御覽 被 遊 候 事。 

六月 入日。 前 田 齊泰石 川 郡 松 任に 行 歩 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

六月 八日  ， 

一 、 今日 鷹 野 之 振に 御行 步御出 被 遊、 四 半時 御 出、 香林坊 通り 野 町 松 門より 御 早乘被 遊、 松 

任 迄被爲 入、 同所に 御 休 被 遊、 御 屍り 鏑木之 城跡 御覧 被 遊 候。 御駕. 御馬に 而 御！：^ り 七 半時 過 

之 事。 
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六月 十日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔溫敬 公 記 史料〕  ， 

六月 十日。 臨學 校" 

六月 十 人 日。 藩の 財政 窮乏す る を 以て 省略 を 怠る ベ から. さる を告 ぐ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

六月 十八 日 

一 、 左 之 通 別席より 談有 之. - 

御 勝手 御 運 方 御 逼迫 至極に 付、 其已來 格外 御お 略 等、 種々御仕法を以漸々御収給有之，攸^lr 

江戶表 御物 入 指湊、 就中 今度 御 在 府中 も 御慶 事 等 打續、 不時御物入，；：K大之ffiに候^lr 御 公， 移 

等 誠 無 御據趣 ども 故、 色々御手繰を以先可也に御辨は^^之候55共、 地盤 之 御；.^ 方彌六 ケ吸扣 

成 候。 乍 併 誠 莫大 之 不時 御 入用 も 夫々 相辨 候に 付而 者、 自然 向々 に 而左迄 無 御 指 支御膨 Hf 报 

之 樣に存 込、 おの づ から 人氣相 ゆるみ、 且者 御慶 事 打續ー 統競 候調 子、 何となく 御 平生.！：： 

移、 萬 事 御 雀 略 之 八 議 不行屆 様に も 成 行 可 申 哉。 左 候 而は彌 增御指 支に 相 成、 不容： ^御 5； 勿 八 U 

へ も 可 至 候條、 地 • 他 國 とも 御 « 略 之 筋 少しも 相 ゆるみ 不申 様、 W 又 定. 不時 御 入 川 诚 を盡、 


成 限り 相 減 候檨厚 心懸可 遂盆議 候 事。 

辰 六月 

〔每日 帳 書拔〕 

六月 十八 日 

一 、 地. 他 國共御 哲略之 筋 少も相 ゆるみ 不 申檨、 尙 又定. 不時 御 入用 精 誠 を盡成 K 相 減 «、 厚 

心懸可 遂僉議 旨、 御 勝手 方より 觸出有 之。  、 

六月 廿 四日。 藩侯 在 府中 御 次 向の 費用 節減に 關 して 通牒す。 

〔諸事 要用 雜 記〕 

六月 廿 四日 

一 、 今度 御 勝手 方 之 儀 段々 被 仰 渡 之 趣、 別席より 申談有 之.^ 右に 付 御 表 向 之 儀 者、 段々 御 « 

略 も 有 之 候 へ 共、 御 在 府中 等 御 次 向 之 御 入用 過分に 付、 猶更 御用 部 堡中迄 段々 被 仰 波 有 之 由、 

左 之 通 御 渡 之 由に 而、 同人より 被 申 渡、 猶更御 S 略 之 筋 相 心得 候 様、 同席 御 W 略 方 坂 井. 小 谷 

お 申 談有之 由。 依 而猶ー 統可 申入 旨 申 答 候 由に 而、 則 坂 井 等より 演述有 之。 左 之 通。 

御 勝手 御；.^ 方 御 指 支に 付、 猶又御 省略 之 儀 一 統申渡 候 通に 候。 表，：！： 諸 場 .si 役所 之 依 者、 先 

而於御 符合 所 段々 詮議 之 上、 精 誠 御 入用 指 詰 有 之 上に 候 得 共、 ^^又打碎；^_??方も有之候。 元 
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來御 « 略 成 安き 儀 迄 相^ 候懷 者、 左 迄 六ケ敷 £^ も 無 之 候. - 一 通に 而は^ K: 略 報 も、 

其 仕 法詮識 方に より 出来 申 品 も 可 有 之、 左 « 之 所い かに も 入 < -心懸 誠を盡 くし：^ 樣.； 之 度 

候。 御 次 向 之 谈は、 其 向より 手指 申^出 來兼 候？ 化 *、 各 無油斷 淡 を 加へ： 小：^ 屮而 は： i::!: 兼 

可 申 候。 表 向而已 厳重に 御お 略遂 詮議 候 而も、 御次.^^等其釣八：：に，り不中時者、 以 f 心服 

に 可 相 成 哉に 候。 近年 江 戶表御 入用 段々 相 |?、 去年 以來大 坂幷此 表より 之 御 仕 送 高 過分 至 «、 

天明. 寬政之 時分 之 御圆り 高と 引 競候而 者、 顿而倍 4" 之 御 入^ 高に 候。 尤 右お 之不 

入用 も 相 籠り 居候 得 共、 御 平生 向 も 何とな う 御手 延に相 成 攸に而 者 無 之 a「、 M^^m^,NSU 

無 御據儀 者、 是迄之 御 振 御作 略 も 可 六 ケ 敷 哉に 候 » 北ハ、 御内輪之處^？林御調子高に相成：^极 

之 儀 茂 無 之 哉。 前段に も 申達 候 通、 御 次 向 之 儀 は、 各幷御 近お 改申八 n、 是迄之 御； g 格 を改攸 

而も 不指支 儀 者、 無 泥 詮議 有 之可然 候。 將又眞 龍院様 不時 御 入 州 銀、 去年 中 之 分 相.？ lii 候^、 

千 七 百 兩餘、 其 內五百 五十 兩は御 住居 向.^ 被 進 方、 不時 御 入 川に 相 成 候" « 而御定 八. -に 近き 

不時 御 入用 高に 候。 御 住居.^ 之 御 進物 御 入用 相 « き 候 而も、 千 二  兩計之 不時 金、 $S 作より 

御發駕 迄に も 七 百兩餘 不時 渡り 有 之 候。 御 住 e 向お 御 進物 ども、 餘り 御手 iw: に 相 成、 

住居 向に 而 御迷惑 被 成 候 儀 無 之 哉。 公邊 とても 御お 略 無 之 俄 者 ある 1^ 敷、 .^2ノ/1.^子高に成 

候而 は、 際限 も 無 之 儀に 候。 其 外 御 內輪向 御 進物 御 取 遣 之 儀 も、 隨分 御手 輕 に其驗 さへ 有 之 


候 得 者、 御意 味 合 は 相 立 申 事に 候。 當時 御手 繰 方 甚六 ケ敷、 就中 手形 通用 之 俄、 金 相場 幷正 

銀キ 手形 キ之 間、 過分 高直に 相 成、 一 統難浪 之 鉢。 右に 付 先達 而ょり 御 算用 場 奉行 等^ gl 之 

上、 色 々取扱 見 候 得 共、 一 日； 之 极に而 者 無 程 立 房り、 其 詮無 之。 就而者 何分 根元に 付 収极方 

之 仕 法 茂 無 之 哉と、 右 奉行 遂 詮議 候處、 いづれ 手形 消 込 申 外、 全 仕 法 は 有 之 問 敷 llni 等 申 聞。 

然處右 を 補 候 手段 は、 御 « 略を以 御 地盤 之 御 入用 を 相 減 不申而 は、 手箬も 出來不 申、 手形 通 

用 之 儀 は、 一 端 之處甚 御！： 用を辨 候へ 共、 畢竟 金 相場 等 高貴に 相 成 候 も、 手形 通^ ゆ ゑに 而、 

當 時之處 彼是 煩 敷 儀 も 不少候 得ば、 此 後人 氣 模様に より、 0^ 手形 通用 方 六ケ敷 筋に 成候而 

は、 不 容易、 混雜に 至り 可 申 候。 然時者 必至 キ被成 方 も 無 之 僮、 不輕御 場 八！！ に 可 至、 其 期に 臨、 

何程 御上 御 辛 勞被爲 在 候 而も 無詮御 儀。 何分 只今 之處 に而、 各 籾 一 和 を 以精誠 を盡、 御^ 略 

之 儀 取仕切 可被遂 詮議 候 事。 

六 月 

天明 八 年 江戶御 在府ー ケ年惣 御 入用 中 勘 圆り高 四千 四百 二十 K 目 計。 伍不時御入用者！^..^^ 

之。 御 借財 年賦 御 返 終 之 分 者、 圖り之 內に有 之 候。 

宽政六 年 右：！： 斷 四千 五； 白 二十 貫目 計。 但右 同斷。 佐 渡 守 « 御 出府 御 入用 は 立 込 有 之 候.^ 

文化 十四 年 之 頃 之 御 圖り高 五 千 貫目 計。 但 不時 は 園り 無 之、 御 借財 年賦 御返^ 等 之！： り、 内 
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外 之 爾+相 分り 不申 候。 

天 保 二 年 江戶御 入用 御！： 幷大 坂より 仕送り 高 凡 鬧り 八 千 六 w 八十れ； 目 計： W 不時 御 入 W 立 込 

有 之 候" . 

六月 廿 四日。 前 田齊泰 組頭の 乘 馬を觀 る。 

I： 諸 要用 雜記〕 

六月 廿 四日 

一 、 今日 御馬 場お 御 出、 人 持 等 乘馬御 覽被遊 候。 六 半時 之 御供 揃に 而、 五 時 前^ 出： K 近， お 

同 半時 過 御 歸殿之 事。 乘馬之 人々 左 之 通。 


0 毛 井上 要人 持 馬 
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原 權 太夫 


御 貸 瑪 南部 靑 庄田兵 庫 

黑鹿毛 gili 持 原 五郎左衛門 

栗 毛 A 歳 大野 織 人 持-あ 關 屋 新兵 衞 

鹿 毛 六 歳  前 田 万 之 助 

栗 毛 前 S 美 作 守 持 馬 長瀨善 左衞門 

^  \E 九 歳 山 崎 小 右衞門 .rr 大1?  5 ゆ 


黑 毛八歲 

鹿 毛 五 歳 

黑鹿 毛七歲 

鹿 毛 十五 歳 

御 貸 馬 黑鹿毛 

鹿 毛 四 歳 

黑鹿 毛五歲 


伊藤 主 H^:! 

松 平 久 にハ衞 

横 右門 

本 多 欣太郞 

# 田 權五郞 

堀 孫左衞 門 

岡 田太郞 右； き門 


御 貸 馬 栗毛 

黑 六 歳 

黑无 毛七歲 

黑 毛五歲 

六月 廿 九日 

〔溫敬 公 記 史料〕 


0 


坂 井 小 左衞門 

志 村 平之丞 

山 口 左 次 馬 

高 田 勘 右衞門 

S 田 齊泰學 校に 臨む。 


鹿 毛 四 歳 

黑鹿 毛十歲 

御 貸 馬 e 毛 

栗毛 十 歳 


宮崎藏 人 

有 賀 甚六 郞 

前 田淸八 

小 堀 八十 太夫 


0 


六月 廿 九日。 臨學 校。 

七月 一 一日。 前 田齊泰 の 子 釣次郎 江戸に 生まる 

〔官 私隨 筆〕 

一 

七月 六日 

當月 二日 曉姬 君檨御 安產、 御 男子 樣御 出生に 候。 此段被 仰 聞 候 旨 善 右衞門 演述。 且右之 御 様 

子 山城 守 殿 等より 申來候 付、 爲御 承知 申 進 候。 先 以恐悅 御 同意 御座 候。 依 之 追 付 登城 御 祝詞 

御 申 上、 且御廣 式へ も 御 出、 壽々 姬樣 初へ 御 申 上 可 被 成 候。 眞龍院 « 初へ は 今日 之 日 

當九 日出 町 飛脚 傳附、 以 紙面 御 祝詞 申 上 候 害に 御座 候 間、 夫々 御 申 上 可 被 成 候、 以上。 

七月 六日 
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二三 二 

〔續德 川 赏紀〕 

七月 二日、 溶姬 君平產 により、 高 家. 詰 衆. 奏者 番. 布 衣 以上 〇と もがら 祝し 仁て まつる" 

七月 一 一日。 前田慶 寧の 病 癒えた る を 以て 床 拂を行 ふ。 

〔官 私隨 筆〕 

七月 十日 

一 、 當ニ  H 犬 千代 丸樣御 «滯 段々 御 快方、 御床 拂被爲 在 候 段、 山城 守 殿 等より 中 來攸。 先以 

恐 悅御同 fi 御座 候。 依 之 相 公 様. 妻々 姬様初 榮操院 様へ 明 =1 御 祝詞 申 上 候。 江 院樣初 

おは、 明日 之 日付に 而 十四日 出以 紙面 申 上 候 由 等、 御用^ 紙而 到來。 

七月 五日"、 前 田齊泰 頭分の 乘 馬を觀 る。 . 

〔諸事 要用 雜記〕 

七月 五日 

一 、 今：！！ 六 半時 之 御供 揃に 而堂 形御爲 場へ 御 出、 咋 ni 被 仰 出頭 分乘 1£1 御 i;- 被 逝、 扣$ 太 ft 三 

郞左衞 門 持 馬 ニノ 鞍 佐 野 一郎お 被 仰 付、 黑毛 御馬 高 桑に 被 仰 付、 御 i:- 被 遊 相 $、 五 半時 

御 歸殿被 遊 候 事。 

七月 十 一 日。 前 田 齊泰の 子 釣次郎 出生に 付 七夜の 祝儀 を 行 ふ。 


〔見聞 袋 群 斗 記〕 

七月 十一 日、 御 七夜 御 祝 御名 釣次郞 殿と 被 進る。 |^幢|^ 。ヤー 同日 爲御 K 儀、 上使 老中 大久保 

加 賀守殿 を 以て 卷物十 • 一  種 一 荷 を 賜 ふ。 內府樣 より 御附 老中 松 平 伯 奢 守 殿 を 以て 卷物五 • 一 

種 一 荷、 大納言 樣 より 同人 を 以て 一 種、 御臺 様より 女 使 瀧 山 殿 を 以て 卷物三 • 一  種 一 荷、 御簾 

中 様より おやち 殿 を 以て 一 種. 五 百疋を 賜る。 此外 御內證 にて 品々 賜るな り。 公より 御 使 横 山 

山城 守 隆章を 以て 綿 十把丄 一種 一荷 進上し 給 ふ。 內府樣 へ 綿 十 把 二種 一荷、 御 斷、 

御簾 中 樣，^ 一  種 一 荷 同人 を 以て 進上。 此外 御內證 にて 品々 献ぜら る。 

〔諸事 留腹〕 

七月 十七： U 

一 、 姬君様 御 七夜 御 祝儀、 當十 一日 被 爲濟、 御 出生 檨 御名 鈞次郎 殿と 被稱候 由、 十二  = 不時 

立 早 飛脚 今日 到來。 依而御 祝詞 は 明日 出席 之 上、 服 相 改申上 害 之 事。 

〔續德 川 赏紀〕 

七月 十 一 日、 溶姬 君安產 七夜の 御 祝と して、 大久保 加 賀守御 使して、 姬 fS; に 綿 三十 把. 三種 一 

荷. 出生の かたへ 產衣ニ 襲 三種 一荷、 松 平加賀 守へ 二種 一荷、 松 平 犬 千代 丸. 眞龍院 殿へ 一 

種. 五百疋 をつ か はさる。 三 家の かたぐ、 同じく 致仕、 I:!: じく 北の方より »« をた てま つら 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 三年  二三 三 


二三 四 

るつ 

七月 十三 日" 御 次 向の 足輕 以下に その 支配 頭より 被 下方 を 出願す るを禁 

ず。  •  . 

〔諸事 要用 雜記〕 

七月 十三 日 

御 次 向 相 勤久々 足輕. 坊主. 小者に 至 迄、 是迄不 指定 御用 相 勤 候 得 者、 爲桁 aM.^ 茂 無 之 を も、 

其 支配 頭 等より 被 下方 相 願 候 得 者、 是迄は 時々 被 下方 有 之 候？ お 共、 常時御勝手，：^御ュ^=」ポ：3： 

之 御 時節、 御 次 內御将 略 之 儀、 是迄も 段々 被 仰 出 候 得 共、 御 表， M 之 御 W 略と 引 比： 者 未 行 

屆樣 子、 年寄 中等より 今般 段々 譯而被 申 上 候 趣 も 有 之に 付、 今 一 篇 f 败 S 御れ 略 被 仰 付 候， 附 

而は已 來右樣 被 下方 之 儀 は 被 指 止 候條、 可 被 得 其 意 候。 不時 御用 誠に 烈敷、 格別 仆折相 S 巾 

樣之儀 有 之 候 得ば、 不相 願と も 御舍議 も 可 有 之 候條、 以來願 方 共 心 W 有 之 様 夫々 可 被 申談攸 

0 

七  月 

七月 廿ー 一日。 石 川 郡 大野 村に 火災 あり。 


〔諸事 要用 雜記〕 

七月 廿ー 一 日 

一 、 今 曉七時 大野 村 出火、 過半 燒失之 事。 

〔御 家老 方 御用 諸事 留 帳〕 

七月 廿 二日 

一 、 今 曉八時 頃より 大野 火事、 六 時 頃 及 鎭火候 様子。 多分 燒失之 様子 也。 

七月 廿 八日 

一 、 大野 火事 家數之 儀、 昨日 披見 物 之內、 家數 三百 八十 餘軒 之處 三百 十餘 s 外納： も 數多燒 

失 之 旨、 御 郡 奉行より 達之內 也。 

〔每日 帳 書拔〕 

七月 廿 三日 

一 、 大野 村 出火、 三百 十八 軒 燒失之 事。 

七月 廿 三日。 前 田 齊泰瀧 之 間の 講書 を聽 聞す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

七月 廿 三日 
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一 、 今 H 瀧 之 間 講釋御 聽聞御 出 被 遊 候 事。 

七月 廿 七日。 金澤に 於いて 前 田 齊泰の 子 釣次郞 出生 七夜の 祝儀 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

七月： P 七日 

一 、 今日 御 七夜 之 御 祝 有 之。 八 半時 御 離子幷 狂言 相始り 候. -延之 助 殿に も 御.；^ 通^ 出 被 成 ：^.- 

且御囉 子、 御 次 S1 り 一 統. 御 表 御廣式 向. 御 住居 向 之 人々 拜觅. 之。 

人月朔 日。 銀 仲 預り銀 手形の 發行 高. 三分の 一 を 正金 銀と 交換し、 殘额を 

向 ふ 五ケ 年間 通用す ベ きを 命ず。 

〔觸留 之抄〕 

御領 國中 通用 之 銀 仲 手形、 來 未年 迄に 正銀キ 引替 之 御手 當を 以、 大坂ょり<.-鋭：ぶ」<-御引^^?叭 

之處、 いまだ 年限に も 不相至 事 ゆ ゑ、 銀 高 不相揃 候。 然處此 節 W 上 佥銀拂 底、 隨而^ 相 5; 勿 も 

高貴に 相 成、 融通 煩 敷 趣に 相 聞え 候。 依 之 右手 形先づ 三の 一 正金 銀に 引 t: 被 仰 付、 

ま， 候 札 は 消 合、 相殘候 札は增 印いた し、 未の 年 迄 通用 被 仰 付 候條、 手形 所持 之 もの は 常 十 

六日より、 隔日 每に御 算用 場お 指 出 引替 可 申 1^。 


但、 引替 割合 入 混 候條、 少銀之 分 は 人々 申談、 一 賞 五 百 目 以上に 引 集 可枏出 候。 則 割 方 左 

之 通り。 . 

札 一 貫 五 百 目指 出 候 もの は、 

內五百 目 正金 銀を以 引替。 

但、 一 雨に 付 六十 八 匁 之 極 相場 を以 引替。 尤 右より 金 相場 下 直に 成 候 は，、、.、 其 時 相 場を以 

見 計 引替 可 申 事。  . 

殘ー 貫目 

但此分 遂增印 可 相 渡 置、 尤 未の 年 迄に 者 追々 引替 之 事。 

一 、 增印札 通用 中、 都而 上納 は 札 を 以可致 上納に、 札 入用 之 もの は、 正 鈒御算 川 場. sis^ 出、 

引替 候儀不 支 候 事。  ， 

一 、 金 上納. 之 分 も、 當分ー 雨に 付 六十 八 匁 之！！ りに 而、 手形 を 以上 納可仕 ：$。 

一 、 小 割 札當分 通用 方 是迄之 通 可 相 心得、 尤 未の 年に 至り 候 は.、、 正 銀に；^ 替可申 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相泡 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

八月 朔日  長 又三郞 

〔年々 珍 敷； $留〕 
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一 、 七月 朔 日米 高 錢百目 札に 七 R 四. 五 百 文、 同廿九 H.KH 之 、は、 所な ど ！^目 札に 

五 F 、より 三 F 、文 迄 相 成、 札 不通 之 « に 見え、 依 之 正 銀に 三の 一 引 转、 殘る分 者 加 印 おり、 夫 

より 少々 錢 下り、 十月 頃 は八贯 五 百 文 計に 相 成、 ^！^色高^なり" 

八月 入日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔溫敬 公 記 史料〕  . 

八月 八日 臨學 校。 是日 近侍 請 曰。 今日 爲某 組講 日。 某組講 H 則 S 臨 未^ 之 也。 公 曰。 若 K 糾 

講日君 不臨之 言 一 出。 是不與 其 組勸學 也。 遂命駕 出 云。 

A 月 十日。 殺生 人 等の 石 川 • 河北 兩 郡の 田地 用水 川緣 を荒廢 せし むる こ 

と を 禁ず。 

〔御 觸留〕 

石 川/河北 兩御郡 田地 用水 川緣 お、 御 家中 幷 町方より 鮒 釣 等 殺生 人 多 入 込、 御田 地 路«、 屮に 

は堰所 相拂、 水 落 致 殺生 候 者 茂 有 之、 百姓 * 及 迷惑 候 旨、 御 ® 用 場 奉行 等 巾 候。 旣に 文政 

元年 厳重 相 觸候趣 茂 有 之 候處、 右 鉢 之 族甚以 等閑 成 俄に 候。 依 之 以來右 族 之 者 於 有 之 は、 御 

郡 奉行 手先 足輕相 廻、 嚴重爲 見咎、 品に 寄 名前 等 相 尋候之 俄 も 可お 之 候條、 先 fs- 而相觸 候： g 


無 違 失 急 度 相 心得 可 申 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 樣被申 渡、 尤家來 等お も 急 度 申 渡 候 様 可 被 申 波 

候、 以上。 

八月 十日  長 又三郞 

人 月 十四日。 銀 仲 預り銀 手形 消却に 關し 金銀の 比率 を改 む。 

〔觸 留〕 

今般 銀 仲 預り百 目 手形 三の 一 引替に 付、 金 渡り 之 分 は、 一 雨に 付 六十 八 匁 之 極に 而 引替 之 ffi、 

一 統申渡 置 候處、 重 而<$^| 之 上 六十 四 匁 之 極 を以、 金銀 入 合 引替 可 遣 候。 尤金 上納 之 分 茂、 

六十 四 匁 之 圖を以 上納 可 仕 候。 

一 、 引替 方 少銀之 分 者 申談、 一 貫 五 百 目 以上に 引 集 可 指 出 旨 申 渡 置 候 得 ども、 申 談方指 支 候 

分 は、 三百 目 以上より 引替に 可 指 出 候。 金銀 割合 之 儀 は、 御 算用 場 承 八：： 可 申 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配へ 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

八月 十四日  長 又三郞 

人 月 十九 日。 兩 替商預 りの 銀 手形 も 亦 三分の 一 を 正金 銀と 引 へ ん とす 

るの 豫定 なる を告 ぐ。 
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二 四 〇 

1： 本 多 政 和 55^〕 

八月 十九 in 

一 、 兩替預 り 手形、 元 來御述 方 之爲先 49 而被 仰忖候 品に 付、 iM^$$0,f-. 右手 

形 も 三の 一 以正 金銀 引替 被 仰 付 候 御手 圖 り 之 unl 等、 より 被 W 出 之，、 

〔御 觸留〕 

當町兩 替升屋 次右衞 門. 酒 尾 惣左衞 門 名前 之 銀预り 手形 之 分、 次.^ 衞 門-等，：：：： 分に：^ k 出 rAKni 

之 様に 相 心得 候 族 も 有 之 哉に 相 聞え 候。 元 來右预 り 手形 之 儀 は、 御上 御 勝手 御；. g 方の ため 先 

達 而被仰 付 置 候 之 品に 付、 今般 銀 仲預り 手形 三 之 一 引替 相 W 候 之 上、 賴右 兩替 手^ 之 分 も 

三 之 一 正金 銀を以 引替 可 被 仰 付 御園り に 候 之條、 一 統心 55; 遠お 之^ 敷 候。 ， 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中 傳逹、 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

八月 十九 日  長 又三郞 

太 田 小 又 助 殿 

A 月廿 一 日。 石 川 郡 土 清水の 塩硝藏 出火す。 

门 諸事 要用 菊 

八月 廿 一 日 


御旅屋.： i 粟 

ケ 


一 、 今日 土 淸水焰 游藏搗 藏之內 より 出火、 御 屋根 燒失之 由。 尤石 など 加り 候 之 儀 も 無 之 候 

へ 共、 嚴敷 響いた し、 無 程 右樣之 由。 天 氣打續 候 節 は 加 様 之 儀 有 之 由 之 事。 

A 月廿 四日。 前 田齊泰 堂 形 馬場に 於いて 頭分の 士の乘 馬 を觀る 


〇 


〔諸事 要用 難 


巳 

1  一一 一 a 


八月 廿 四日 

一 、 今日 八 時 之 御供 揃に 而堂形 御馬 場.^ 御 出、 頭分 乘馬御 覽可被 遊 旨 昨日 拙者お 被 仰 出。 右 

御 覽之儀 御用 部屋 中，^ 申談、 御 出 之 儀當處 同席へ 演述。 則 今 ni 八 時 頃 御 横目より 御 案内 申 上 

御 出 被 遊、 七 時 御 1:^ り 被 遊 候。 

人月廿 六日。 前 田 齊泰石 川 郡 粟ヶ崎に 行 步を行 ふ。 

八月 廿 六日 

一 、 今日 御行 步 五つ 七 分 御 出、 宮腰 口町 端 迄 御馬 上、 同所より 御 歩行 被 遊。 昨 = 伺 之 通左內 

御先 立、 折々 御 近習 頭 御 召 連 候 人々 と 代り合。 夫より 御船 小屋より 御船に 被爲 お、 獵師五 人 

投網、 御 引 舟 一 統 御船手 之 者 歌 唄、 御旅 尾，^ 被爲 入御 休、 御 膳 被 召 上、 袁而 御船に 被爲 刀〕、 

大川先 迄 御 通 船 被 遊、 洲 崎より 御上り、 七つ屋 橋より 御馬 上 被 遊 候 事。 
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一 、 延之助 殿 町 端 迄 御先お 被爲 入、 同所より 御 同道 被 遊 候： 

A 月。 羽咋郡 塵濱村 淸兵衞 先に 外國に 漂流した る を 以て 口お" を， 徴寸、 ) 

〔塵 村 淸兵衞 X タ ン へ 漂着の 次第 口 害〕 

.  能 州お 昨^ 塵 im 村 

淸 にハ 衞 

當：！ ^二十 七才 

私儀、 去る 寅 八月 備前岡 山の 船へ 被 雇、 江戶 廻 仕 候處、 海上 雜 風に， 逢、 ハ^へ s: 小 流 仕、 太 卯 

十二月 唐 船に 被 送 渡 候に 付、 今度 御 呼 返 被 下、 今日 御 召 出、 難船の 始末、 彼 地の 様子^ 細 

可 申 上様 被 仰 渡、 奉畏 左に 申 上 候。 

一 、 去 寅 七月 大坂 上り 船の 水 手に 被 雇、 在所 立出罷 登り、 太 坂へ 川 人 仕 候の 處、 備 前！ ：11 山 

多賀屋 金十郞 所持の 千 八 百 石 積 神 力 丸と 申 船、 致 川 入 作^ 仕 W  、其 節 右 船に 被 .：^、 いれに ffi 前 M 

山迄罷 越、 於 同所 御 米 千 七 百 石 計 並 御 家中 御 荷物 雜荷等 積受、 上乘 御^人 御船 方 宇^お 助 殿 • 

下役 片山 榮藏 殿. 沖 船頭 同 1： 邑久邯 しるめ 村 五左衞 門. 水 手 31： 村 彌ぉ衞 門 .M: 人 忤山松 .M 村 

彌古. 同人 彌巿. 同村 榮吉. 同村 名 兵 衞* 同村 千代 松 *：：1： 村 久吉. 同村 仁三郞 衬乙" .：1：^ 个 

嶋 ffi 村 名 不知 才次郞 • 同！； 郡 名 不知 福岛村 Si 八 州^ 名 不知，？ i 田 北山 村膨之 助.^ 州廣. ：2 木 


ェ， ffi 伊勢 次郞. 長 州 郡 名 不知 田 ノ首村 宗吉並 私共 船中 乘組 都合 十九 人、 寅 八月 十二  HI: 山 出 

帆、 沖 船頭 五左衛門 在所し るめ 浦に 十九 日 迄 澗懸り 仕、 廿： HI しるめ 浦 出帆 仕 候處、 播州 高 砂 

浦より 風 合 あしく 相 成、 同！； さくしう 浦に 三 日 澗懸り 仕、 廿 三日 同所 出帆、 廿六：！：由^^內へ 

澗懸 仕、 廿 八日 同所 出帆、 同日 同 園大嶋 沖へ 乘懸り 候 所、 迎汐に 相 成 候に 付、 大 « へ ffl 入 仕 

度 色々 と 仕 候へ 共 何分 沙荒 不宜、 無 是非 船頭 示談の 上、 沖の 方へ 船 抬出申 候。 然所廿 九：： = 夕 

七つ 時 頃より 氣色 替り大 北風に 相 成、 彼是 仕 候內、 次第に 沖の 方へ 船出、 同夜 丑の刻 頃 益 風 

强く相 成、 所詮 難事と 存上、 荷 打 捨度段 船頭へ 示談 仕 候處、 不相成 段 申 聞 候へ 共、 着々 船危 

相 成 候に 付、 上乘御 役人へ 相 願、 上荷 御 家中 御 荷物 共 並 御 米 四 五百石 計 打抢、 帆卷 下し 中 度 

奉存 候處、 風强 くした ひ 居、 中々 卷 下し 申 樣の儀 仕 兼 候に 付、 有 合 候品投 付、 帆 打破、 風 相 

通、 帆卷 下し 申 候。 右樣仕 候へ 共、 何分 風吹增 波高、 機の 上に 候 者 共の 腰 迄 も 波打 懸、 乘 

組 一 統 人心地 も 無 之、 夜 も 明 候へ 共、 少も 風靜不 申に 付、 又々 御 荷物 御 米 打捨、 船 脚輕く 仕、 

相 休 申度兩 三人 も 櫓より 下り 候處、 晦日 番ー 四時 頃に も 候 哉、 艫の 方甚敷 鳴り 中に 付、 打 驚き 

兄 受 候の 處、 楫打折 一 時に 六尺 計涂 入に 相 成、 船旣に 覆り 可 申 鉢に 付、. ^^四 挺. 大綱 二 筋 一 度 

に 打 込 候處、 漸船 居直り 候へ 共、 浪風少 も 減不申 候。 揖 なくなり 候 上 は、 帆柱 却て 邪魔に 相 

成 候に 付、 打 寄 斧 等 を 以切懸 り 候へ 共、 風波 甚敷 自由に 働得不 申、 彼是 仕 候 内、 ？？！ 物 も »々 
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二  ws: 

に 相 成、 水 手 共 夜前より 〇 騒に 疲 * 候へ 共、 其 Si にも 報 指 い w、 卜： 乘^ は 人より 御^ 物^ 

贷 被ド、 夫を以 二三 ケ所 込 候內、 切 口 出、 横様に 倒れ KGPiT 船い：^ • に：；！； 懸 りお. 二； rii^ 

計押濱 申に 付、 はづな 切拂候 處、 帆柱 流行 中：^.^ 依て IS 等収 iib 乘行、 八つ 時 迄にへ m 

汲 出 申 候。 翌 H も 同様 風波 烈敷、 荷 米 又々 打抢、 拟所を 絡 ひ US 流 仕 候，」 

一 、 九月 十一 =1、  W 北風 践敷吹 募、 相 殘荷等 追々 打： t"、 其 後 は：：：：々 少.： 行 巾：^。  減 Li 

甚敷 風に て 櫓の 上 も 登 兼 申 程の 事に て、 大波 船 を 打 越甚危 く、 暴 •&」 可 助 様子 も 無 之、 一 統打 

寄 必死と 仕、 何れも 決心 仕 申 候。 其 二三 日 前より、 其 林 白く 嘴畏き 小.：：： r 波風 G 巾 〈仝よ 

り 舞 下り、 船の 上に て 三 遍宛舞 候て 立 去 候 を 見 付、 何れも 怪しみ、 後一 統： ：3 仰化攸 守護神に 

て 可 有 之と、 此日 丁半の 神鬮を 持、 丁鬮 下り 候 は.、、 神 物、 卞鬮に 候へば $s の 小.：：？ と、 1: を以 

祌鬮を 引 候處、 丁の 闘 下り 候に 付 何れも 相悅、 彌々 守護神に 候 は.、、 今一 羽述^^マ攸^にと相頓 

候處、 翌日 二 羽 參り每 の ごとく 舞 下り 候に 付、 何も 格へ 卜： り 船へ とまり 候， 松 巾 K 處、 则析の 

上へ とまり 三 聲宛ー 嘴、 其 後 バタン^へ 漂着 仕 候 迄、 每 H 此ぉ來 り 申 候。 九 In!: 十六：：： 迄 風波 少 

も 止み 不申、 風に 任せ 流行 申 候。 

一 、 十七 日少 S: に 相 成、 當 rn 沖 船頭 五左衛門 在所し るめ 村祭禮 = に 付、 何も：^ 让 候^、  U 

暮頃 西の方に 黑雲 起、 暫時に 雷 大風す さま じく、 船中 騷 勁 仕、 ^^§:挺  一 .：^に打込、 一 T し 


置 候 二 丁 共 六 挺に 相 成、 小 間に 張 置 候 小帆卷 下し 候へ 共、 船 飛が ごとく 共 內には 坑 共 追々， 

に 被 打取、 難 申 計 無 御座 候。 去 共 翌日より に 相 成 候に 付、 取綣 流行 申 候。 廿 n 喷歟 又々 

大 しけに 相 成、 おも 楫. 外 鱸 も 打取 候に 付、 指 置 候 水 汲 溜 桶 取 入、 相 働 申 候。 其 節水 打 こぼ 

し、 且貯置 候 水 も 追々 飮遣 申て、 漸少に 相 成 候 を 日に そ り、 食事 仕 &候 へ 共、 早飮 切ら 

し 致 方盡果 候に 付、 櫓より 樋 仕懸雨 相， 待 候へ 共降不 申、 五日 計 も 相 立 候に、 漸雨降 出 候處、 防 方 

も 無之大 荒に て、 雨水 杯 取 入 申 様の ゆとり も 無 御座、 日 々斯様の 爲 鉢に て 風に 隨ひ 流行 申 候。 

一 、 十月 廿 三日 は 又々 大荒、 此 頃に 覺不申 波風に 相 成、 船 今度 は 引裂 可 申 « 子に て、 逆波 幾 

度 か 船 を 打 越、 艫へ 逃げ、 表へ 走り、 防ぎ 申 力 も 無 御座、 人々 當惑仕 泣 叫： il5 申 候。 初 帆 3- 候 

砌 より、 イソべ サマ と 相唱候 S 一 一  つ 船に 付 居候 鉢に 御座 候へ 共、 何も 心付不 申、 沖に て汐上 

げ候 時、 イソべ サマ と 心 付、 右 は 伊勢 大 神せ ：！ の 御 使 神と 申 候て、 江戶 渡海 仕 候 者 は 甚だ！；；： 仰 

仕、 難船 仕 候 節 は每も イソべ サマを 相賴、 無事 を 祈 申 俄に 御座 候。 イソべ サマ に 船 御 

守 乍 被 下、 波風 も强く 日々 大荒 仕、 且船邊 へ 近付 不被下 儀、 何れ 船 巾 不淨の 品稿受 e 中に て 

可 有 之と 段々 相 しらべ 候へ 北ハ、 左様の 物 も 無 御座 內、 長 持 六 指 右 は 御 { 豕屮御 荷物に て、 內に 

は 夜具 着物の 類 入 有 之 様子、 頃日 追々 取 出し、 宜分は 帆に 繕り 或は 繩に 仕、 又は^^の綱|5切 

れ 申に 付、 間に 入 杯 仕 用來候 故、 相 殘候分 今更 打捨 候て は 跡の 指 支に 相 成； 5^ 申、 乍 、外に 不 
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淨の 品と て は 何等 も 無 之 腺に 付、 持 〇內肅 々穿 ¥-tt、 ：小殘打明^しらべ：^^!^ 一 

具少々 有 之、 必此 品に て 可 有 之と 存、 取 出し 打捨申 K「) 都て 江戶 海に て はに T と 巾：？ ひ 巾 

儀に て、 右 馬具 有 之 故、 斯様に打總大荒等仕候，^^と北(節何れも存：^中』ぉ「、 其 後 は.' ソ べサ マ 

日 々船 邊に付 居、 高波に ffl 成 候へば 表と 鱸と を Hi ひ、 波 を 除け、 其 fi? 十 五 t^- にも 相 成 K、 

風波 も 無 之 時 は、 一 尺 四 五 寸の小 S に 相 成、 船端に 常に 付 iM 被 中：^。 其 內私ル 负ル ^は，、 

や 杯と 咄合候 所、 其 日 イソべ サマ 沖より 多く  0 负 共追迥 し來、 船 しい.，？ こくり 侧* ちん 

鯛. 鰹 其 外 兒驯不 申 小魚 共 追 迥 被 申 候 故、 捕 申」 候へ 共 釣針 レニし も 無 御. ぼ、 いかにも. > ；-く 

り 居候に 付、 帆 縫 上 候六寸 計の 針 人々 所持 仕 候 を 曲げ、 其 儘投込 候處、 未だ 负 i にも： r 小 巾 rS 

より 飛 付々々、 暫時の 間に 多く 捕 申 候。 何も 打- 料 § ^仕、 生の 儘 ft 巾：^。 其 後 =o 小 四 

つ 頃より 夕 七つ 頃 迄 船の 邊ぉ追 寄 候に 付、 少抨 候： Z は 打^ 此顷 の疲を 休め W 巾：^。 拙 上 候し 

いらの 頭 等 イソべ サマ へ 上 候へば、 、ひ 能く 受被申 候。 此 後金の 御幣 下り： rs,; イソべ サマ付 

被 居 申 候へ 共、 其 後 何方へ 參候哉 相 見不申 候。 

一 、 頃日 風 もな ぎ 波 も かぶり 申 程の * も 無 御座に 付、 ffi 引上げ 拟所を 紐 ひ W 攸處、 十 2-:^ 八 

九日 頃に 候 哉、 夕 七つ 顷 より 北風 大に吹 募 候に 付、 碇六丁 一  度に 打込攸 處、 忽 一 挺^ 3 れ、 

翌 n: 又 一挺 切れ 落 候。 其 儘に て 漂流、 始終 北風 强吹 中、 十一 月六：：：に扣成攸：^!^、  ..I 降出少 S: 


候に 付夜鈑 給、 櫓へ 上り 候 處山ー つ 見 付出し 申 候。 何れも 相悅、 寄 申 度 彼是 仕 候 內：： r も^れ 

申 候。 今宵 此 山へ 寄 候て 可 然哉否 哉の 神剛を 上げ 候の 處、 則 上陛仕 候て 宜敷 祌黼 下り 候に 付、 

靜を 下し 乘 移り 可 申と 仕 候處、 又附風 一時に 吹 下り 相 残候綻 四つ 共 何に 歟引懸 り 候處、 風强 

船 矢の 如く 舰候 故、 一時に 四つ 共 打 切 船舞步 行、 山近に相成候へ共^.1?付得不申內、 a- 山の 處 

自然と 澗の樣 に 相 成 候 所へ 來懸り 候に 付、 澗へ入 申 度 色々 仕 候內、 船 は 風 汐に迎 ひて 其 ®. 山 

を 一巡 仕、 元の 澗 形の 處へ 右の 方の 出嶋 より 來懸候 所、 岩 高に て ffl 入 兼、 風に 任 候へば £•  心に 

當 り打碎 かれ 可 申 鉢に 付 何も 打 驚、 一 心に 金毘羅 大權 現へ 奉 祈念 候の 處、 金色の 御«ド り 候 

様に 相 見え、 相 喜び 拜み 候處、 覺 えす 船 其 涧の樣 に 相 成 居候 所へ 入り &、 碗に 付 1:5 候 綱 二 筋 

自然と 左右へ 引 分れ、 辭を以 態 々繋留 候 様に 相 成、 岩から み 付 様子に て動不 中。 ：： ぶ 偏に佥 

羅大權 現の 御 利 生と 難 有存、 明朝 早々 山へ 上り 可 申と 存居、 夜 明候處 彼から み 付 W 候 碇の綱 

解、 船 ゆるぎ 出、 風に 逆 ひ 沙に迎 候て 上り 行 候に 付、 其 行に 隨ひ候 所、 汐の指 引 敷 所へ 出、 

大波 相 起、 二三 枚の 波に て 船中 九 尺計涂 入に 相 成、 色々 相 働 居 申內、 船 は 矢 張 風 へ 卜： り 行 

申 候。 翌日 山 も 相 見え 候へ 共 寄付 得不 申、 次 f5 に 沖の 方へ 船出 申 所 又 « 一  つ 相 兌え、 其方へ 

船 向 行 候に 付 相 喜 居候 處、 沙道甚 敷 所へ 行 合、 風と 汐と にて 船 彼 ft へ 打 付、 なに 裂碎け 散々 

に 相 成 候に 付、 十九 人 共 海中 へ 落 候內、 私共 十四 人 は 游付嶋 へ 上り 候 へ 共、 沖船^?なん衞^:> 
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水 主彌市 • 乙吉. 宗吉. 與四 松の 五 人 は 其 節 溺死 仕 申 候. - 

一 、 是迄は 食事 とても 日々 給不 申、 甞； 夜 働 居候 故、 眠 申 問 も 無 御- M、 適々 疲 臥：^ て も、 >，2& 

に 被 動 起、 數 曰 如此難 ffi にて 何れも 身體 疲果、 人家 を 相い &ね 山中へ 分 人：^ へ 化 (人 {| も 無 之、 

途方に 暮、 且人 々空腹に 相 成 候に 付、 私も始 より 用 仕 候 米 一 一 升 計 持： S 候 を 分 給 へ 巾 K へ „^、、 

老人 等 は 打倒 動不被 申、 其內 二人 三人 宛 離々 に 相 成、 私 ffi は備 前の 才次郞 .^teQ 勝 之 助と 三 

人 一 紫に 嶋の內 を尋巡 候處、 此嶋 人家 無 御座、 1 り 日本の 道ヒ里 計に て、 山屮 所々 1. 鹿 様の 足 

跡 並 意、 外に 見 馴不申 鳥 見受、 木 は 皆 小 木に て且見 馴不申 木の みに 御， M 候。 つ ほいと 申 や. と 

んぼ 草. 見知 草 共を以 食に 代、 此所 二三 日罷 在、 所々 人家 t.s- 步行申 候。 着-:. i 仕：^ は 十一 ：：：： じ U 

にて、 寒き 時節に 御座 候へ 共、 其 地 甚暖氣 にて 單物ー つに て さ 凌 兼 候 ft に 御 候。 船方に 

て 子の 一 つ 星と 相唱候 北極星、 此地 にて は 至て 低く 相 見え 申 候。 三 H 目苕 仕 候 *G 少し 小 

高き 所より 向 を 見 候處、 大 なる 嶋有 之、 其方より 牛の 如き 物游來 候に 付、 私共 三人 i^a や-腹に 

罷在候 事故、 打殺 食用 仕度 i 核の 方へ 廻り 下り 候處、 丸木 を 彫拔候 様の S 九 尺. 幅 四 尺 計の 船、 

約 子 様なる 櫂 共 磯 際に 有 之、 高より 見受候 牛と 相 見え 候 は、 此船 にて 可.；^ 之 様子に 付、 必人 

來候 にて 可 有 之と、 又々 山の 方へ 十四 五町 計 も尋入 候處、 打 懸小尾 有 之 異体の ヒ 人.； £ 八：：、 

私共 を 見 付 打 驚、 海賊 にても 可 有 之と 存候 哉、 館 取 出し 突懸： ^に 付、 言 申入 候へ ルー：：：；： 


し不 申に 付、 先竹鏺 取揚、 其 上に て 私共 手 を 合せ 候處、 彼 者 も 同 敷 手 を 合 申 候。 其 風 鉢惣身 色 

黑く長 高く 髮縮、 裸に て 木綿 樣の 物に て 下帶を 仕、， 芭蕉に て 組立 候 蓑 一 つ 着 仕 居 申 候。 彼 者 

共 何等の 用事 有之參 居候 哉と 仕形 を 以相尋 候 所、 魚 指 出し 此品 取に 參候趣 手 眞似を 以&問 候 

に 付、 漂流の 始末 を 手眞似 を以申 候處、 木 根 樣の物 二つ 三つ • つくね 芋吳申 候。 且其 返に 御座 

候 木の 實 もぎり 來吳 候へ 共、 此 間中 給 不申品 故、 其 由 相斷候 所、 其 人 皮 を 去り 給兒せ 候に 付、 

三人 共 食 申 候。 形 松笠の 末 ひらき 不申 様の 長き 物に て、 外 色 赤く、 皮 を 去 候へば 靑色 にて、 

熟姊の 如く 味 至て 甘く、 是迄見 受不申 物に て、 一 山 其 木 多く 葉 は 柳の 様 成 物に て 御 鹿 候。 酒 

も 給 候へ 共、 米 は 無 御座所 故、 砂糖 暴に て 製 候 物の 由、 味 甚だ あしく、 日本の： g と は 格別の 

違に 御座 候。 又 持 參仕候 鉢に てだいく 取 來り吳 給 申 候。 且又 殘十 一人の 者 山中に 疲臥 ：5 候 

間 連來候 様、 是 又手眞 似を以 申入 候處、 私共 も 參不申 候て は 其 者 共 見知 不申者 故、 参 申 間 敷 

とか 申 棘 仕、 形に て 申 聞 候へ 共 何分 私共 も 誠に 疲 居候 間、 彼者共呼來21<候^::^^;ーて相«候處、 

承知の 鉢に て 山奥の 方へ 尋行申 候。 何やらん 唱 言いた し 走行 候處、 早足に て Ig: の內六 人迚來 

申 候。 跡 五 人 も 連 來吳候 樣相賴 候處、 又 三人 連來、 私共 十二 人 打 か w、 名 兵衞. 仁 三郞： 响人ル 相 

見え 不申 候へ 共、 日暮に 及び 候 故、 先 其 儘に て 其 夜 は 其 所に 夜 を 明し 申 候。 夜， M に相见 え 

候嶋 にて 火 を 焚 候處、 此方 にても 火 を 焚 合致 相 圆候檨 子に 御座 候.^ 夜半 狼 * 出、 名 兵衞等 
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兩人を 案じ 一 夜 寢も不 仕、 火 を 增し夜 を 明し 申 候。 

一 、 翌朝 向の 嶋ょり 四 間に 六尺 計〇 船 三艘、 入數三 四十 入 針 乘糾、 私共 や」；^ に秦 h.:TS 子に 

て、 役人 鉢に 相 兄え 候 色 小 白き 男、 股引 を はき 糯粹 を 青し、 多勢を^^！：比硖^-：^に：^::、  m-^^ 

を賴 み、 名 兵衞. 仁 三 郞を尋 貰 候處、 十 人 宛に 別れ^ 入、 則：刚人：^ハ^^^來、 -.^ 殘揃屮 に 付、 死 

仕 候 者 共相尋 度存、 參候 人々 へ も 手 傳相賴 候處、 承知 仕； (々海中 m ぶ、 -ヒ --ル に.：^ 骸を 

引 上、 其 場に て 假葬仕 申 候。 同日 私共の 內先十 一 人述を 渡し、，：：：： 殘 三人 を 相 波 巾 K。 海上 一 

里 計 可 有 御座 奉存 候。 其 所 は 所の 者 申 聞候辭 の內、 私共 色々 相考 仕形 等に て 被. お K は、 W 名 

バ タ ンと申 長 三十 里. 幅 二三 里 計 有 之 様子。 此所村 名 サブ タ ンと申 候て、 初て gBt 仕 攸無入 * 

は バタン に 付 居 申 由に 御座 候。 此 サブタ ンと申 所 家數百 計 有 之、 i£s にて、 (水 都ての ま 

葺指懸 小屋に 御座 候。 男 は 前段 獵師 同様、 女は髮 長く 垂れ、 裸に て 一 幅の 木綿 様の 物 を 1： に 

纏 ひ 居 申 迄に 御座 候。 此所 にて 馬見受 候處、 耳 長く 形大に 御座 候。 . 〈个 野牛 .羊.^.ぃ. 丄 ：3： をな 

し、 米 は 一 向 無 御座 候。 私共 は 他の 品 は 給付 不申 事故、 芋 を申講 給 申 候。 其 品 三 通、 つくね 

芋. 里芋. 琉球 芋に 御座 候。 食事 仕 居候 內、 下に 55 候へば、 K に 犬. 猫 等 秦り食 行 申攸。 遞の者 

は 犬. 猫の 給 候 殘をも 無 縑給居 申 候。  、 

一 、 翌日に 相 成 候處、 可 送 遣 段 申 聞、 老人 等 四人殘 SS ；、 私共十人の者處の人に被|?^2.が*  一  a 


計參 候處、 急なる 山へ 連 上り、 サブ タン 人は唱 言いた し 駆 上り 候へ 共、 私共 等 は 木 根お 角に 

取 付漸登 候處、 少し 平ら 成處へ 出で、 ♦ 其處 にて 中飯 仕 候 様 申 聞、 _^于並蒸；§と*^^:乂、 せお-飯 

相 調罷越 候處、 至て 急 成 坂へ 行懸、 サブ タン 人より 唱 言いた し、 早く 下 候 様に と 申 林に 候へ 

共、 何分 私共 存不申 事故、 唱得不 申 趣 仕形に て 申 諭、 靜に 下り、 七つ 過 _£邊 へ 出. S. 候。 向に 白 

壁 作の 家 十 軒 計 相 見、 其內 サブ タン 御 役 頭の 御屋敷 有 之 由、 其 地より 少し 手前の. S. 所へ 着、 

暫此 所に 相 待候樣 サブ タ ン人申 聞、 相 見合 候內、 サブ タン に殘 居候 四 人 も サブ タ ン 人に 被 述 

罷越、 十四 人 共 相 揃 候に 付、 其 所の 者へ 引渡、 サブ タン 人 は 歸村仕 申 候。 此所迄 サブ タンよ 

り 大鉢三 里 計 も 可 有 御座と 被存 候。 家 建 矢 張 打懸小 にて、 家數 計 御座 候。 1： 名 及 村 名 

北 ハ承不 申 候。 此 所より 同夜 四時 頃 白壁の 在所 肝 煎 鉢の 所 迄 被 送 參り止 《5 仕 申 候。 翌 n 起 出で 

四つ 頃に も 相 成 候へ 共、 食物 も吳不 申に 付、 芋 を 乞 候へ 共、 御 役所より 御 指！： 無 之て は難爲 

給 鉢に 被 察、 相 待 候內、 女 一 人髮は 一 所に 束ね 下髮に 仕、 足の 踵 迄 M 候^に 仕、 錢炮 袖の 

切 有 之 物 を 着、 其 様 サブ タンの 女と 同様の 鉢に て、 芋 を持來 り^ 申 候。 i: く 相 立、 右の 頭 役 

名 イソ、 パナと 申 人相見え 候。 羅紗の 鐡炮 袖の 着物 を 前の 方 臍 切に 仕 立、 後の方 ^ 蹄パ 乙」 M、 胸 

の 間 牡丹 >A に 仕 候 を 着し、 羅紗のば つち を はき、 家來の 様の 者 十八 人、 各 鐡炮を «、 腹に 火 

藥を入 候 胴 藍 を提、 羅紗 鐡炮 袖の 着物 を 着し、 何れも 羅紗の W 子 を 冠り、 床几 様 Q 物に K 懸、 
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下役の 者より 名前 相尋 候に 付、 各名乘 候處、 .110 羽に て 紙に 卞バ 留 申！^、、 は- 乂巾！ ^ほ、^ 义卞 に 

御座 候。 夫より 御 役所へ 被 召 連、 人每に 芭蕉 Q 圓座 を設、 其 上に 座し 攸様被 巾 ii!^ に i:、  ^ 

候處、 豕四疋 牽來り 目前に て 刺殺し、 血 を 人々 へ 勸め申 候。 心. 忠 Ls- 被存： ^ヘル、 格別 馳走の 

鉢に 付少々 啜 申 候處、 又 野牛 を牽來 同様に 血 を 取 5!< 候へ 共、 給 候 11 災似仕 K 巾攸。 ：吶様 料 ii 

仕、 煮 又は 燒吳 候に 付、 少宛食 申 候。 然內牛 一 疋 牽參、 四足を1:り.匝丁を以眼巾へ^£込、 ^ 

廻 を 多勢に て 押 置、 血 を 取り 皮 を剝切 取、 を もお、； 灸り： Jj- 中 候。 都て か a を 殺 候， は此上 も 

なき 馳走と 相 見え 申 候。 一 鉢 此地產 業と 申 も 無 御座、 食$^に相川攸^^-のみに$;.」仪収懸り：：^巾 

. 鉢に 御座 候。 

一 、 此 所に 三日 計 逗留 仕 候處、 夫より サルト リメ ン ゴと申 所へ 被 送 申 候。 地に て は 山 坂 多 

く、 私共 は 足 疲候故 難參に 付、 船に て 送屆候 様子に 御座 候" 海上三B^計にて^-:•::仕K^lr 先 

達て 通じ 置 候 哉、 見物の 男女 群 奥 仕 居、 役人 叱 立漸返 候に 付 上 仕、 cgk 作 石 有 之， i:. ^の 

所 へ 入 置、 門 を 鎖 置 申 候。 是は 見物人 にても 參、 怪我 にても 爲致可 申 a と WIS に 仕^; g:^ と、 

番の 者の 仕形 等に て 被 察 候。 家 建 は サブ タン 同様 打懸 小， にて 家數五 W 計、 im. 逊 にて^ K サ 

ブタンの 通、 其 人 男女 共 口 赤く、 是は其 地に 有 之木赏 桃 程の 大 さの 物、 名ブ ッと巾 物. の 皮 を 

去り、 切 割り 石灰 を 付、 見 馴不申 木 葉に 包み、 口へ 入れ 嚼碎き 汁 ハ 吐出 申 候。 « 様に 化， おへ 


ば、 口中 透と 仕、 心地 宜 御座 候 故、 於 其 地 は 人參り 候へば、 初めに 必ブッ を 出し、 次に たば 

こ を 出 申 候。 ブッ給 候へば 口中が 赤く 相 成 申 儀に 御座 候。 たばこ は 何方 にても たばこと？？ 

申 候。 在留 中 私共に は 料 现人兩 人 宛 付 居、 豕. 牛 等獸の 肉調吳 候へ 共、 給得不 申に 付、 私共の 

爲には 堅 殺生 無 之 様相 斷、 魚 有 之 候 は.、、 食用 仕度 趣 申入 候處、 魚拂 底に て 平生 澤 出に は 無 之 

旨に て、 適々 貯置候 分 被 出 少宛吳 申 候。 是等 皆々 仕形 を以 申閜、 此方よりも 同様 仕形 を以答 

申 候。 同所に 於て 私共 馳走の 爲祭禮 の 樣の事 を 致し 爲見申 候。 其 日 役人 等 頭 立 候 分 は 羅紗の 

股引に 羅紗の 鐡炮 袖の 着物 腰 切の 物 を 着、 新 敷 下帶を \、 女 も 新き 卷を 仕、 佛像 様の 物 を 

持、 大勢 町中 を 狂 歩行 申 候。 

一 、 此所 にて 越年 仕、 翌赛則 正月 七日 サ< だ トリ メ ン ゴ 出帆 仕 候。 其 船 四 W 石 計 積、 ft 人 g: 人. 

船頭 一 人. 船方 三十 五 人 • 私共 十四 人乘 組、 都合 五十 四 人 御座 候。 同 卄ー rz 迄 海 k 乘巾 1^、  « 

々山々 相 見 候へ 共 名 承り 不申 候。 同廿 二日 大 川口へ 入 申 候處、 兩川緣§;§^^.に相構、 石火矢 a 

何程と なく 飾 置 申 候。 都て 異 1； の 船 瀾入仕 候へば、 爲 相！！ 石火矢 放し 申 格の 様子に て、 則サ 

〃トリ メンゴ の 船 入 候 刻 も、 双方より 石火矢 放し ffl 入 仕 申 候。 此所 呂宋と 巾！： の 山に 御 候。 

正月 廿 三日 役人 上陸 仕、 引合の 上 私共 も 上陸 仕、 城の « 成 所へ 入られ 候。 此 地大湊 にて 御座 

候て、 諸 1： の 商船 潤懸仕 居、 人家 數 S!: 軒 を 並べ、 賑々 敷 事に 御座 候。 土地 さ甚 物 一 つ 
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にて 堪兼申 程に 御座 候： 男女 北ハ膚 白く 眞綸色 0 眼に て、 男 は i さま w、 少延 K へば： s;w、 

頭巾 を 冠り、 羅紗 0 ばつち を はき &、 羅紗の 鐵炮 袖の 服 を 着 仕、 女 は 縮 iMK 髮を 五所 a:^ につ 

まみ 結 上、 玳 a? 杯の 擁を 指、 鐡炮袖 G- 服 を 着、 E, 紗 木綿 G# 様の 物 を^ ，お。 此 地に. C 廿：： ： 

逗留 候內、 所々 見物に 出 候處、 役人 連立、 遠方 杯へ 來候節 は 箱 様の 物に 人、 .iT  二  £に是 を 

爲曳、 指 引 仕 候 者 一 人 其 馬に 乘 e 申 候。 穴 r パ k に相成 候へば、 化へ 逸の 太 * に 立な、 V 仅入ル 指 

圆を以 食事 相 求 申 候。 家 建惣： 葺、 柱 は悉比  1:1 石に て、 .Hii: に 懸を^ ゑ、 二 陪乂は 三 K 怀 

を 捲、 硝子 障子 を 入、 其 結構 目に 餘り申 候。 町 幅 七 八 間より 小路 は 五 1^ 計、 *,,^： 奇ー g に M 

座 候。 町中 等 橋 有 之 候處、 悉く 石に て疊 上、 丈夫に 仕 立 有 之攸。 十 地せ： 吸、 ^物 も .邝 山.^ 之 

候。 藥 種類. 珊瑚 珠.羅 妙 • 毛氈 類. 其 外 白 タイ トク 米 .sg 油. 砂糖 •！ ^々にて 製し 攸燒 御- M 候。 

魚類 も 多く、 色々 珍 敷 細工 物 仕出し 申 鉢 御座 候。 在留 中せ：： 八 人 夜 十六 人 お n^s 

仕、f^I廿：^の問無.^:^相詰、夜中寢靜り候へば、 一 人 每に寢 姿 を 见受に 越 、ハサ. 仪：： T 极に 御^ 候。 

漂流 中數日 風雨に 吹 さらされ、 W 濕 を受、 且水 も惡敷 故敝、 f^0$. 才次郞 ^は siM 

は 左程 にても 無 御座 候へ 共、 不食 にて 難儀 仕 候に 付、 呂宋御 役所より S: 者 被ド、 ^ni^^ 

被 ffl 见迥脈 を 見、 何 角 被 申 候へ 共、 一 向に 相 分り 不申 候。 才次郞 の 療治 は の k 下 を 手拭に 

てし かと！^、 其 間へから し 粉の 如き 物 を 塗り § れ、 次に 其 所より，^ 夥敷収 巾 候。 如此 仕：^^ ヒ 


日計に て、 食 も 相 進み 全快 仕 申 候。 尤も 煎 藥もー 日に 小 猪口に 二 杯 宛 被 下 服用 仕 候。 浮肫の 

人に も 煎 藥被下 服用 仕 候。 醫師は 上に は 黒き 衣檨の 物、 下に は 更紗の 衣 様の 物 を 着、 帽子 は 

羅紗に て 長き 毛の 付 候 異風の 物 を 冠 居 申 候。  * 

一 、 百廿： Hr 目に、 明日 は 送 遣 可 申、 御 定を以 送 屑 候 時 は 先 七 年 計 も 可 相 懸^ 土へ 送出 候へば、 

一 一 三年に て 歸國仕 得 可 申 旨 申 聞 候に 付、 左 候 は ダ 唐土 へ 送出 吳候 «ffl 賴、 翌：： M 呂宋 出帆 仕 候。 

其 船 千 石 餘積申 船に て 赤色の 皮に て 外 廻 を 包、 水に 付 候 所を悉 銅に て 包、 帆柱 は 三 投に繼 八；： 

其 繼目每 に 棚 を はり、 二 棚 共 常に 上に 一 人 宛 乘居申 候。 海上 每：： W 七十 里 計、 ヒ：： ：：^: 舰参 候。 

海中 W 々も 嶋々 も相兑 候へ 共、 名 も 承不申 候。 七日 目 マ 力 ヲと申 所へ 着 仕、 其 段 案内 御座 候 

處、 役 人相見え 兑 合の 上に て 上陸 仕 候。 町 建に て 人家の 榇子大 ：^, 呂宋と M« に 御，： £ 候。 此所 

に は 唐人 多 集 居 申 候。 所の 者 は眞綸 目、 髮縮居 申 者 も 御座 候。 私共 着 仕 候 刻、 通辭の fis 人 

連 候へ 共、 何分 通じ 不 申に 付、 私共 漂流 仕 來候趣 具に 相 認め、 甚助 殿より 相 渡 候處、 ^ 人よ 

り も久々 難儀に 可 有 之、 最早 本國へ 近付 候 間、 相 喜 可 申 旨 出し 申 候.^ 私共カを^^、  ^人 3E 

猿 1^ も不 益と 歟申 鉢に て、 唐人 を 追 返 申 候。 此 所に 四十 日 逗留 仕、 共內 役人：： E 道 仕り 町见物 

に 度々 罷出申 候。 在留 中呂宋 の通晝 夜番 付、 寢总 を考へ 折々 ゆり 起し 候^も 御座 候" 食 川 は 

牛. 豕 魚 .菜. 蓮根 杯 何れも 豕の 油に て 揚吳申 候。 
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一 、 四十： ！： 目 夜此所 出船、 HQ 內は 船懸り 仕、 夜に 入 h 船 颯、 三 H 目に^ 七 力 ン ト ンと申 所 

へ 着 仕 候.^ 此間 夜の み 船舰候 傻相尋 候處、 他 關〇 入々 へは爲 M が 仁き 所の 由 申 問：^、、 カント 

ンの 川口に は 唐 船 多、 此所 大地に て 大湊と 相 见申 候つ〕 目上 仕、 カントンの 役所へ 述行 

申 候" 難船の 様子 書物 を 以相尋 候に 付、 甚助 殿より 始末 被 $1 上 候 様子に 御. M:^，、 此所 にても 

一 向 言語 通じ 不申、 仕形 を以 始終 應答仕 申 候。 废士 より は 日本 渡海^ 秋：. g.;^.;;? 之、 作 船 は；^ 

候 間 秋 船に 送 屈 可 申 旨 申 聞 候。 此地 人物 頭の 廻り を 剃、 異屮 丸く 髮を殘 し、 三つ 繰に 結 後の 

方へ 垂、 服 は鐡炮 袖の ながき 物 を 着 居、 女 は 紅粉. 白粉 を以而 を粧 K.E. も 々れ 之、 は剃不 

申齒も 染不申 候。 足の甲の 至て 小き を宜 事と 仕 候 様子、 依て 女子 生 立より 足に はめ 物 を 仕 

自然 太り 不申様 仕置 申 候。 年長 候ても 足 小く 歩行 不自由に 御座 候 故、 大家の 分 は 下，^ に 手 を 

被 引 歩行 仕 申 候。 下賤の 女 程 足 太に 御座 候。 都て 废土 一  統當 時の なら はしと 相：： ん 巾^、  .：ii 留 

七十 日の 間晝 夜番 人付 居、 夜中 寢 姿見に 罷越、 寢息を 考申所 呂宋. マ カヲの 通に 御. 攸.、 此所 

にて 初て 暦 を 見受申 候。 食事 は 呂宋. マ 力 ヲ. バタ ン共 三度 宛 給 申 候。 に K  = に 二度に て、 

朝 四つ. 夕 七 時 頃 食 仕 申 候。 米 は^ ィ トク 米に 御座 候。 此所にても：糸.牛等1义候へ：^^^  扣斷 

候 故、 其 後 は 鯉. 白魚. 見 馴不申 魚 共 並 蓮根. 藤. ゆう；、」. 豆腐 怀吳申 候。 油 揚は木 W 汕 にて 揚候 

分に 御座 候。 其內盆 頃と か 被. f:^ 候に 町中 一 統贿 子の 提灯. 琉 1? 灯夥 21:- 俊し、 甚眼々 吸 宴 


仕 候。 物 5 て 土地 繁花 にて、 川口へ 船 幾千 艘 ともなく 澗懸仕 居 申 候。 町 も 至て 廣く家 建 も 奇麗 

に 御座 候。 在留 中 同所に 御座 候 芝居 見物に 被 連 候 事 御座 候。 芝居 迄 カントン 御 役所より 二 里 

計 有 之 候へ 共、 未だ 町中に 御座 候。 芝居 見物 仕 候處、 日本 芝居の 仕形に て淨琉 If の 者 も 御座 

候。 三紘. 琴. 笛. 太鼓 等 鳴 物 多雞子 立、 怪しから ぬ 笑 敷 事 を 仕 候。 初 小 へ 何れも 入 候處、 役 

者. 見物 一 統 私共 を 打 詠、 芝居 も 不仕氣 の 毒に 御座 候。 且 見物 仕 候ても 言語 相 分不申 故、 继观 

仕り 暫有之 罷出申 候。 八月 十九 日に 相 成 申 旨に て、 蒲團. 鐡炮 袖の 綿 入 人々 へ 被 下着 用 仕 申 

候。 廿日 同所 川 船に て 二日 下り、 夫より 俣 川へ 上り 申 候。 船 ニ艘、 一 艘は 上役 人 一 人 • 下 役人 

一 人、 外 船頭. 水 手、 又 一 艘は 私共 十四 人並 船頭. 水 手 等 九人乘 組、 兩船共 尾 形船贿 子- 障子に 

て、 役人の 船に は 紫の 幕 を 張、 廣 東の 旗 を 立、 私共の 船に は 日本人の 乘居申 儀 相 認候旗 を 立、 

夜 は 日本の 通に て 油 引 不申丸 提灯 を燈 し、 一 一 日程 宛參 候て は 役人 上陸 仕、 錢 四五贯 文 宛 収來、 

所々 にて 小 遣に 仕 居 申 候。 川岸 所々 村立 御座 候。 

一 、 廣東を 出 候て より 十七 日 目に 上陸 仕、 羅紗に て圍候 輿に 乘せ、 重き は 四 人、 輕きは 二人 

にて 舁行、 山路 凡 八 里計參 り、 ツネ ャ マと 申 所に 止宿 仕 候。 翌日 又 川へ 出、 ツネ ャ. マの 船に 

乘、 所々 にて 廣 東の 役人 上陸 仕 候。 十四日 目に 上陸 仕、 一 日 陸路 步行 仕り、 城下へ 着 仕 候。 

此所 ジッコ ンと申 由に 御座 候。 私共 寺へ 連行 申 候。 寺 號承不 申 候へ 共、 » 宗の 寺に て、 SEH 
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本禪宗 〇 通に 御座 候つ 其 夜 は 精進 料现 にて 豆腐 • 芋 等爲給 申 候。 翌 = 此所 にて 川 船へ 乘 K 嗡、 

役人 船 一艘 相增 共 乘居申 船 を 挾み 行、 凡九日程川船にて下り候^lr コ ン サイと 中 城下へ « 

仕 候。 此所も 大地に 御座 候。 夫より 一 日 陸地 通行 仕、 又 川へ 出 申 候。 ^^より 川 船に 乘出、 

陸地 三日 步行仕 候 外、 六十 日 川 船に て、 都合 六十 三 H 目に サフと 申 所へ 着 仕 候.^  ^:JS- より サ 

フ迄ー 川の 由に 候へ 共、 川通參 候て は 却て 遲く成 申に 付、 折々 少宛 地 ©: 迎 K.E.E.ii:^「、 

路通 行中 宿驛に 休息 仕 候 節、 馳走 仕 申 候。 ジッコ ン • ツネ ャマ. コンサ ィ共 入物 廣來 G 通に 御 

座 候。 サフと 申 所 は 日本 渡海の 湊 にて、 通 辭も有 之 日本語 能 通じ 申 候. - ^ilsE 屮 始終 名 トク ケ 

ンと 申通辭 用達 仕 候。 着 仕 候 節 廣柬の 役人 • サフの 役人 引合 ひて 私 北 〈を 引 波、 サフの 役人よ 

り 無異變 受取 候 儀 書物 差 出、 廣朿の 役人 は 被 致 歸！： 申 候。 唐土の 內へ 112 流仕攸 様子に て、 先 

達より 薩 摩の 御 役人 上下 十人此 所へ 被參、 互に：^本の：^^-共咄八：：無：^^；を喜申候。 此地 人物-廣^ 

杯と 同様に 御座 候へ 共、 適々 袂有之 着物 を 着 仕 候 者 も 御座 候。 此 地の 錢は 丸形に て 大さ四 文 

錢 程の 穴な き 至て 薄き 物に 御座 候。 在留 中見受 候處、 日本の 小判 収极、 ー兩四^：-文計の由に 

御座 候。 錢は拂 底の 様子に て、 サフは 八步通 日本の 宽永通 に 御座 候。 土地^^-く九=-£^氷は 

り， 九月 頃の 様子 は 無 御座 候。 サフ にて 日本人の 事をゥ 、 ッと申 候 哉、 薩麼の 流入 をコ ク 、 

ッ、 私共 をシ ンクヽ ッと申 居睽。 廣束 にても 同様 ク ヽ ッと申 r„:^、。 在 中次 i:,:^ に^ に 忖、 


私共 不殘 蒲圃. 綿 入. 帽子 被 下着 用 仕 居 申 候。 

一 、 霜月 十四 五日の 頃 藤 摩の 人々 被 致 出帆、 其 節 私共 一 集に 渡り 度、 且薩州 人よりも：： 1: 船 仕 

度 旨 被 相 願 候 へ 共、 難 相 成 段 被 申 聞、 無據跡 へ 殘り申 候。 霜月 廿 五日 私共の 内 宇治 W 助 殿. ル 

山榮藏 殿. 名 兵衞. 仁 三郞. 勝 之 助. 伊勢 次郞. 斑 八グ七 人出 帆 被 申 付、 殘彌右 衞門. 彌 き. 文 苦. 

榮吉. 千代 松. 才次郞 • 私儀 は、 同月 廿 八日 サフ 出帆 被 申 付 候。 其 前 晚サフ の 御 奉行所 御前に 於 

て 御酒 被 下、 品々 饗應 御座 候 上に て、 菓子 種々 澤山被 下 頂戴 仕 申 候。. 初 甚助殿 等 七 人出 帆の 

節 も 一 集に 私共 預 御馳走 候へ 共、 改て 斯様 取扱 有 之、 出帆の 節 も通辭 より 申 遣 候 « 子 にて、 

大 蜜柑 一荷 私共へ 被 下 候。 サフの 船 凡 四百 石 積 計の 船に て、 赤 黑を以 彩色 御座 候。 船中 商人 

六十 人 計、 船方 六十 人 計、 私共 等 都合 百 三 四十 人 計の 乘 組に 御座 候。 都て 近の 海 は 泥水に 

御座 候 所、 出帆 後 次第に 色白き 海に 相 成 申 候處、 船頭 最早 朝鮮へ 近付 候 旨 申 聞、 今 四 五 H: の 

內に 日本へ 着 可 仕 旨 申 聞 候內、 日本 近と 相 見え 海 邊靑く 相 成 申に 付、 何れも 喜：： S 候處 俄に 風 

替り、 船方 色々 相 働 居候へ 共、 船 次第に 吹！ S し、 白 海 を 越えて 泥海の 處へ參 候に 付、 私共 共 

々色々 働 居候へ 共、 全 鉢 船 大成 迄にて、 日本 船と は 辨利無 之、 如何 可 相 成 哉と 網 ni5 候內、 

より 船 一 艘參 候に 付、 唐人より 言葉 を懸 候處、 何^^相答、 船 行 過 申 候" 船方の 者 杯每度 uz 本 波 

海 仕、 日本語 能 覺居申 候 故、 只今の 船と 申談候 様子、 船方の 者へ 相 ナ？： 候 所、 ホク チウの 船に 
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二 六 c 

て 難 風に 付サフ へ 付 申 由 申 聞、 も 風 工合 不宜 1^ 問、 私共 乘糾 K 船 も 一先 サフ へ £f り 申て 

は 不相成 旨 申 聞、 打 驚 候へ 北ハ 詮方 無 御 鹿、 依て 船屮 一統 船 神 を 念じ、 私：^ V 、にも 無雑 を：. 仕 

候"： S 申 聞 候に 付、 金毘羅 大權現 を 念じ e 申 候。 然る 內風替 り 近 手に 相 成 K に i:、 何れも 相悅 

帆 を 張 « 申 候。 爲此悅 鶴 及豕四 五十 料 §i 仕、 船 祌を祭 申 候。 追々 泥海 を 離、 朝 » 近に 扣 * 中 

候 S 子に て、 白水 海の 處へ 參、 朝鮮の 山 を 兒付申 候." 翌 十六 = 夜 五 « の 山 を は 4： 出し、 W れ 

も 勇 立 申 候。 相 圖と相 31- え、 船中 頻に^ を 打 出し、 止候後鶴五十羽計..^:乂十疋計料|;.仕、 船 神 

べ備申 候。 水 手の 內ー 人 裝束を 仕替、 船中に て 六尺 計の 棒 を报、 船； H を g: し 返 屮攸。 化 跡に 

て 般頭船 祌を拜 し、 備物 を不殘 海へ 打捨申 候。 同夜 は 船中に 火 を 焚、 提灯 を燈 し、 無お に：：！ 

本へ 着 仕 候 悅を仕 申 候。 十七 日夜 長 崎 浦へ 着 仕 候處、 十八 H 朝 通辭並 御^入 船へ 相 え、 

引合 候 上に て、 私共 相伴 上陛仕 候。 甚助殿 等 十 人 は 十五： n 夜着 岸 仕、 薩 州の 人々 は 三十 除：：：： 

私北ハょり相後れ着岸^！候。 私共の 船 はサフ にて 五番に 出帆 仕 候處、 若-: 三 * に 相 成、 船： g 等 

相 悅居申 候。， 上陸 仕 候て 長 崎 御 役所へ 御 召 連、 身 鉢 悉御改 候て、 揚 へ被爲 入^、 北 (後 ハ毋. ば 

御 引出し、 彼 地の 樣子 御尋に 御座 候。 揚屋に 罷 在候內 は、 每月 三度 宛 風呂 •w- 代 被 仰 付、 且 

日 ，^ 紙 代と して 九 文 宛 被 下、 明 六つ 時より 夕 七つ 時 迄揚尾 中 歩行 御免に 御 鹿 候。 將乂. ：£w 巾 

四 度せ： 1 參被仰 付 候。 


一 、 右 難船の 始末、 巡 II 中風 出の 様子、 見聞 仕 候 有形、 就 御 尋奉申 上 候。 ^所 並產 物の 名、 

サフ にて 通 辭相咄 承 礼 候處、 右 申 上 候 通の 旨 通 辭申聞 候。 都て ：" 本道の 圆を以 奉 申 上 候 段 申 

上 候處、 於異國 切支丹 等怪敷 宗門 杯 被 勸候樣 の 儀 無 之 哉と 御 a に 御座 候。 聊左 « の谈無 御 

座、 長 崎 御 役所に おいても 嚴重御 51^ にて、 踏 繪被仰 付、 則 何れも 彼 宗門 佛像踏 申 候。 S 宗旨 

一 向 宗羽咋 郡  一 ノ宫寺 家 村長 榮寺 旦那に 御座 候 旨 申 上 候處、 異！； へ 漂流 仕ながら 無難に 

仕 候 儘 は、 偏に 御上の 御 恩 澤に候 間、 忝 奉 存候樣 被 仰 渡、 誠 以難有 冥加 至極の 仕 合、 御仁 5g 

の 程 奉 恐 入 候 段 申 上 候處、 異國 漂流 仕 候 上 は、 向後 船 稼 御 指留、 且 陛 地たり とも 他. f へ 出 

候 儀 堅 不相成 段 被 仰 渡、 委細 奉畏 候。 段々 御難 題の 御 儀 可 奉 申 上様 も 無 御座 難. 5^ 仕 合奉存 候。 

天 保 三年 壬 辰 八月 - 

九月 朔日。 前 田 齊泰の 子 延之助 將に金 谷 御屋敷に 移らん とする を 以て 普 

請の 主任 を 命ず。 

门 諸.？ 7  ！ 月 翁 iitii  J 

九月 朔： H  . 

一 、 左 之 通 御用 番內膳 殿 被 仰 渡 候 事。 

坂 井 與右衞 門 
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二 六 二 

御手 前 優、 此度金 谷 御 尾 敷 延之助 御 住 R に 相 成、 當 月より 御 *： 請 被 仰： tl:!^ に 4:、 右^ W セ 

付 被 仰 付 候。 御 逼迫 之 御 時節に 候 間、 御 入用 精 誠： 逸， 御手 輕に被 仰：： お、 其 心？ 4： を以 

可 有^ 議 候つ 土 肥 權六郞 俊 も 右 御用 主 付 被仰忖 候條、 申 談可被 相 勤， 候お。 

九 月 

九月 五日。 幕府の 飼養す る 綿羊 を交附 せらる ベ きこと を告 ぐ。 

〔觸 留〕  ♦ 

綿羊 望 之 者 候 は，、、 可 被 下、 尤御 領分 Kii 姓 等に 而も、 51.: 之 候 ものお 之 候 は、、、 被ド攸 i^、 -ま之 も 

の有之候は^-、  a 鴨 綿羊 小屋.^ 御 家 來被指 出、 S 江 長 伯お 相談、 爲請取 候 様；？ 被 致 候。 

右 之 趣 水 野 出 羽 守 殿 被 仰 渡 候 間 申達 候。 公儀 御園？ S 之 綿羊 5^ 之 者お 之 候 は.、、 被 下 係に i:、 

別紙 寫之 通、 御 勘定 奉行 明 樂飛驊 守 殿 被 仰 渡 候條、 3^之者^^之候者、 可 巾^-おお.^ 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中 達、 組. 支配 不相： S 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

九月 五日  奧村內 K 

九月 六日。 前 田齊泰 河北 郡 津幡に 行 歩 を 行 ふ。 

厂 諸事 f^smr; ぎ 記 J 

九月 六日 


拙者 は 大野 


一 、 今日 拙者 儀 御 召 連に 付、 五 時過罷 出。 夫より 四時 御供 廻りに 而、 御用 部 尾 中 初 同道 御先 

ぉ罷 越、 大 樋に 而御 待合 申 上、 四つ 二 步御出 被 遊、 大樋町 端に 而 御馬 御留御 沓拂。 此節 御先 

乘之 人々 馬 御先 順 之 通 往還，^ 建 置、 其內 御先 乘 同役 も 御馬 繰 出、 何 茂 御先 之 人々 乘 上り、 夫 

々場宜 所々 御 早 乘被遊 候。 騎馬 之 人々 九 時 過 津幡ぉ 御着 被 遊、 御 休 被 遊、 八半時頃^！所御立 

被 遊、 御 歩行に 而被爲 入、 於 御 途中、 森 下 御 小 休 之 儀 被 仰 出、 御 近習 頭 加 藤、 配 K 役 森 • 入 

江、 御步 横目 幷 御供 押 御供 之內 より 御先.^ 遺 候 儀、 维 人より 伺 申談。 無 程 同所 御 休、 g: 有 之 

御 立、 重 而御步 行、 大樋 端より 御馬 上 被 遊、 不時 御 召 連 之 人々 同所に 而殘 り、 ^：亦六時前御提 

灯 入御 歸殿被 遊 候 事。 

丸 月 十六 日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 十六 日 

一 、 今日 兩學校 御 出 之 儀 昨日 被 仰 出、 八つ 過 御 出、 七つ 過 御 11^ り 被 遊 候 事。 

一 、 文 學校人 持. 子弟 會讀、 武學校 矢 野 久左衞 門 門弟 劍術、 夫より 射場.^ 被爲 入、 田 三 家 

的 五手充 相濟、 御 射手 何 茂 是又五 手 充御覽 被 遊、 相濟御 1:^ りに 候。 的 御 3;- 之 俄 昨 H 被 仰 出る 

由。 
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二 六 四 

九月 十七 日。 前 田齊泰 河北 郡 春 日 山に 行 歩 を 行 ふ。 

厂 諸 1%i  mt: ぎ? S  J 

九月 十七 日 

一 、 今日 御鷹 野 之 振に 而九 半時 御 出、 尾坂ロょり尾張町通^^日^：：！居ぉ御入、 M 所：！： 主 〈や；？ に 

而御 下馬 被 遊、 夫より 御 歩行。 惣 御供 同所に 相殘 り、 御上り 口お 相 SI る： s-i^ 入 之 分 一 刀に 

相 成、 御先き 例 之 通 三十 人 小頭 幷頭 御先 立、 御供 頭. 御用 部屋 等 不時 被お 述候 人々 御 下； iT よ 

り 御供、 舂日 社中より 山お 御上り、 庚申 塚 邊御步 行 被 遊、 鈴 お 御 か り ：！： 所に 御 i!: 収、 御 

幕 二 双 .緣 取. 御 マ £ 肌に 而御休 所に 相 成、 暫御休 被 遊 候 內雨降 出、 無 程 同所 御 立 被 遊、 じつ 三步 

御 歸殿被 遊 候 事。 

九月 廿 六日つ 前 田齊泰 郊外 千日 町 口に 放鷹 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕  ， 

九月： P 五日 

一 、 明日 御鷹 野 左 之 通 被 仰 出。 

奧之 口より 松 坂 通. 金 谷 御門. 石 浦 町 • 香 林 坊橋. 片町. 千：： EI 町 々端より、 ：：：^ 川々 綠 十手 通人 江 

村 額 等 御 通り、 間 明 村 四 郞兵衞 方に 而御小 休。 夬ょり^5-カ村倾.御供田村等御廻り、 千：！： 町々 


端より 右 同様 御 房り。 

右 之 通 石 野 等 を 以被仰 出 候 事。 

九月 廿 六日 

一 、 今日 御鷹 野 御 出 九つ 半 鎌、 御 待 受七時 過 之 事。 ■ 

一 、 右 御 房り 暮頃之 事。 

一、 御 餌 柄 御 举鷺ー つ 翁 上る。 同一 つ、 小鳥 五つ 指 上る 旨。 夫々 上り 候 1$。 

十月 朔日。 學 校に 於け る 年寄 中 聽講の 席次に 就いて 告 ぐ。 

〔官 私隨 筆〕 

十月 朔日 

一 、 左 之 覺書學 校 方より 被 出 之 候 由に 而、 御用 番被爲 見 之。 

各 初學校 へ 會 讀等聽 聞に 御 出 座 之 節、 是迄は 御前 御 出 之 時分 之；？， S 所に 而御聽 問お 之 候へ ど 

も、 間遠に 而辯解 之 様子 等 難 聞 取 候 付、 以來は 席々 へ 相 迥り御 見聞 有 之 候 は，、 可 然と 遂 示談 

相 伺候 所、 伺 之 通 被 仰 出 候。 併 後々 區々 に 相 成候而 は、 人々 了 筒 次 _ 〔力 之 様に 相见 え、 出 座 人 

々氣向 も 如何に 候 間、 一様に 相 成 候 様 有 之 度 候. - 依 而及御 演述候 間、 各籾御家老中等へも^^ 

々御 申 談有之 候 様 致 度 候 事。 
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十月 四日。 老 牛馬 を領 外に 賣 出す こと を 禁ず。 

厂^方^^觸〕 

御領！： 老 牛馬 之 儀、 他！； 等お 賣遣候 儀不相 成、 御 締方之 趣、 前々 より J$ ぼ Kfi 中 渡 

江 州 邊之博 勞坏キ 御領！； 之內博 勞共キ 申談、 牛馬 牽責造 候 儀.；； = 之 林 相^え、 商. S もいた 

し 候 者 は、 御 縮 方 之 儀嚴重 誓詞 茂 申 付 置 候處、 不 博に 相閒 沙汰 之 K に 候。 近年 皮拂 底に".^、 

役 皮 上納 茂 指 支 候 程 之 儀に 而、 不 容易 趣に 候 問、 以來右 «不 心 « 之， 無 之， 様、 <f1. ば ルへ 

可 申 渡 候。 若此上 少しに 而茂 心得 違 之 者 於 有 之 者、 殿 衆 咎可申 付 候條、 右 等 之 趣 « 化 ひな、 夫 

々嚴 重に 可 申談者 也。 

辰 十月 十四日  御邯 奉行 

. 能 美. 石 川. 河北 三 御 郡 村々 役人 

十月 A 日。 前 田齊泰 また 頭分の 乘 馬を觀 な。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十月 八日 

一 、 今日 八 時 御供 揃に 而堂形 御馬 場お 御 出、 頭分 乘馬御 可 被 遊 il:: 昨 H 被 仰 出、 則 今：：：： 八 時 


過 御 出御 覽被 遊、 七 時 過 御 歸殿被 遊 候 事。 

十月 一 一十 日。 前田齊 泰武學 校に 於いて 陪臣の 乘 馬を觀 る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十月： P 日 

•1 、 今 HI 學 校.^ 御 出、 陪臣 馬 役 馬術 御 覽之儀 昨日 被 仰 出、 則 九つ 八 分 過 御 出、 於 武學校 保 田 

仙 次 郎等 門 第 定日之 稽古 御覧 被 遊。 畢而 陪臣 馬 役 馬術 二 組に 而御覽 相 »、 御^ 八疋學 校.^ 御 

ひかせ、 右陪 K 之 內八人 乘馬被 仰 付。 畢而前 田 內藏助 持 馬 高 桑五郞 兵衞、 前田才 Si 持^ 竹 村 

九郞 太夫.^ 被 仰 付 御覧 被 遊、 相濟七 つ 三分 五 りん 御 歸殿被 遊 候 isT- 

十月 廿 六日。 前 田齊泰 郊外 大豆 田 口に 放鷹す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十月 廿 六日 

一 、 今日 九 時 過 御 出、 大豆 田 口より 御鷹 野暮 合 御 1^ り 被 遊 候。 御供 拙者 共。 御供所， Ms 比 R、 

御 橫目大 村、 御小將 入江. 杉 浦. 和 田 之 事。 

一 、 度々 御 放鷹 有 之 候へ 共、 折惡敷 由に 而御 餌抦無 之、 雉子 一 つ 御， 叫 物 之^。  - 

十月 廿 入日。 河原 山 關所足 輕鈴木 宅 左衞門 孝行 を 以て 賞 せらる。 
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U 母 日 拔〕 

十月 廿 日 

一 、 河 1S§ 山 御 關所附 足 輕鈴木 宅 左衞門 儀、 養父へ 孝心 等 之 様子 被 ii お 、，奇特 成 者に 付爲 诞 

美 五 俵 御 增米被 下 之。 

十月 廿 九日。 二 朱 金 を發行 通用せ しむる の 幕 令を傳 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

大目 付お 

此度 世上 通用 之； i め、 貳朱之 步判金 吹 立 被 仰 付 候 間、 右 步判金 八つ を以佥  一 ^之 K、 尤銀. 錢 

共 兩替、 小判 ニ步 判. 一 步判. 一 朱 判 同様 之 割合に 相 心^、 是迄之ニ朱銀に収交Miffi.?t^^:g川 

右 之 趣！： 々 お 茂可觸 知者 也。 

寸  月  , 

. 右 之 趣 可 被相觸 候。 

此度 世上 通用 之 仁め、 二 朱 之 步判金 吹 立 被 仰 付 候 俄に 付、 從 公儀 相 渡 候 御 4&付{ お  一、. g 相 越 之 

候條、 被？ 4： 其 意、 組. 支配 幷與カ 且又 家來 末々 迄 可 被 申 渡 候。 組 等之內 裁許お 之 其 支 .^ 


. ^茂 相 達 候 様 被 申 聞、 尤 同役 中 可 有 傳達候 事。 

右 之 趣 可 被 得 其 意 候、 以上。  •  - 

壬 辰 十月 廿 九日  奥 村 丹 後 守 

十月。 三 里 四方の 內 にて 天の 網 を 用 ひ 小鳥 を 捕 ふること を 禁ずる 前 令 を 

嚴 守せ しむ。 

. 〔坂 井舊 記〕 

三 里 四方 天 之 網 張 小鳥 捉候儀 御 停止 之 所、 御 家中 之 人々、 百姓 地相 對を以 所々 請 地 之 趣に 而 

圍垣等 港、 右 圍之內 に 而網張 候 儀 は不苦 様に 相 心得 候 人々 も 有 之 由、 ^:^以心55:述候。 三 四 

.  方 之 內に而 網 張 候 儀、 曁 春秋 張 切 キ唱候 網 を 以嶺々 越 張に いたし、 鶫等捉 候 依 多お 之 由。 右， 

等 之 儀 は 前々 御 停止に 候處、 猥成 鉢に 付、 文化 十三 年に も 御 家中 一 統申渡 有 之 通に 候。 然處 

近年 猶又增 長い 仁し 候に 付、 厳重 見 咎之儀 夫々 申 渡 候條、 此 3：11 御 家 巾 之而々 家來 末々 迄 心 

*  得 違 無 之 様、 一 統御 申 觸可被 成 候 事。 

辰 十月 

十 一 月 一 一日。 前 田齊泰 郊外 廣岡 口に 放鷹す。 
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十一月 二  u 

一 、 九つ 二 步五厘 過 御 出、 廣 M 村より 御 廳野御 出、 所々 御 於槪被 遊、 太 友 御供田 村に 而^ 小 

休つ 夫より 七つ 尾 口より 御上り 被 遊 候 •。 

一 、 御供 拙者、 御 横目 大村、 御小將 森. 山 森" 

一 、 御 W 物 無 之、 雉子 突 三人 罷出 居、 三つ 突 上候¥。 

一 、 若年 寄 中 御 用捨に 而今 日 御供 不被 召述、 御用 部" u^- 池 田 保ん 衞 門 也。 御上り 之 時分 御 川 無 

之 段申述 る。 

一 、 今日 延之助 殿御 同道に 付、 御供 廻り 前 御 出、 廣！： 村に 而御待 八：：、 夫より 御： ：！： 近 被 遊：^。 

御上り 之 時分 御用 部屋 を以、 御禮御 出に 不及 ilni 被 仰 進 候 事。 

十 一 月 丸 日。 幕府、 前田慶 寧が その 母に 對 する 唱方を 指令す。 

〔諸事 留牒〕 

十 一 月 十日 

一 、 犬 千代 丸 様より 姬君檨 御 唱方之 俊、 先達 御 伺 置 候處、 昨：！： 松 平 殿お^ S 御 呼 立、 .； ^之 通 

御 付 札に 而相渡 候 事。 


溶 姬君様 御 事、 犬 千代 丸より は 如何 可稱 哉、 且 公儀お 指 上 候 紙面 幷 口上に 而申上 候 節、 且又 

他所.^ 之 書面、 幷 使者 口上 等 は 如何 可稱 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

御名 內 

七月  ， .  不破 紋左衞 門 

付 札 

犬 千代 丸 直に 申 候 時 は、 公儀 幷 他所 共に 母堂 キ唱、 書面に も 同様 相認、 使者 口上 等 は溶姬 

様と 唱候様 可 仕 候。 

十 一 月 十三 日。 琉 球人來 着の 際 江戸 邸の 詰 人 等が 觀覽 の爲 外出し $5 ベ き 

こと を 告ぐ。 

〔於 江 府每日 窨立幷 日記 之內 書拔〕 

I 一  月 十三 日 

一 、 琉球 人來る 十六 日 來着之 由 申來候 旨、 聞 番申聞 候に 付、 左 之 通 申 渡。 

中 川 四 郞左衞 門.^ 

琉球人 見物 之 儀 51；: 之 者 は、 勝手次第 見物に 罷越可 申 候。 尤 作法 能、 目立 不申 « 相 心 申 候。 

歸國之 節 は 遠方 之： お 我に も 候 間、 夜中より 罷越候 儀 も 勝手次第に 候。 且又 諸 組 等より 一時に 人 
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多に 罷出 候而 は、 御近火等の御手當^*指支候間、 組 等 g:: 諸^ 所 之ん々、 御 近.^ i 寺 之 御手 當 

不指支 様 致 手配、 繰々 に 罷出候 様 可 申 渡 候，、 

右 之 趣 各より 嚼達可 有 之 候 事。 

十一月 

一 、 右 覺書寫 御 横目， 渡、 御門方之儀前々之通相心55:候«申渡候^^。 

一 、 左 之 通 一 統觸出 候 旨に 而御 横目 出 之。 

覺 

一 、 琉球人 見物に 罷出候 人々、 御作 事 方 御門 明け 六 時より 勝手次^ 罷出、 夜に 人 能 K 候 而も 

不及證 文 候 事。 

一 、 見物人 名窨、 前日 九 時 迄 之內、 御 横目 所. Si 御 抬出可 被 成 候。 且又 御糾. 御 支配 之 分 も、 御 

聞屆之 上、 是又御 指 出 可 被 成 候。 

一 、 又 者 之 分、 主人 承 屈、 別紙 案文 印 之 切手 致 持參、 御門.^ 割 場 方より 役人 iEl バ； gii: 扣： s、 

罷歸候 節 も 相 斷可申 候 事。 

但、 夜に 入 罷歸候 而も 不及證 文 候。 是又右 切手に 而、 ^5之小札不及持^t候*。 

一 、 琉球人 來着之 節 者、 曉七 時より 罷出、 歸國之 節 者曉八 時より 罷出候 俊、 勝手 次 に 候 事。 


十 一 月 十四日。 古金 銀 一 一 朱 判 及び 眞字 1 一歩 判の 引換と 新 鑄の 一 一 朱 金 通用 

期限に 關 する 幕 令を傳 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕  - 

大目 付.^ 

古金 銀贰朱 判. 眞字貳 步判共 引替 所 之 儀、 當辰 十月 迄 被 差 置 候 段 去 卯年 相觸 候處、 今以引 11 ^"殘 

り 有 之、 眞字贰 步判は 猶又來 巳 十月 迄 者 是迄之 通 被 差 置 候。 且又 西！：. 中國筋 は別而 古金 銀 引 

替殘り 有 之 趣 相 聞 候。 領分 場廣之 土地な ど、 おの づ から 引替 方 手後れ 候 場所 も 可 有 之 a に 

付、 領主々々 に 而彌遂 穿鑿、 最寄 引替 所お 差出爲 引替 候 樣可致 候。 

一 、 眞字ニ 步判之 儀、 頓而 通用 停止 可 被 仰 出 候 間、 此節精 誠 引替 可 申 儀。 古金 銀 二 朱 判 共 所 

持 之 もの は 早々 引替 所お 差 出、 來巳 十月 を 限り 急 度 引替 可 申 3ロ、 遠^ 末々 之 もの 迄 相 心 W 候 

樣、 國々 在々、 御料 は 御 代官、 私領は 領主. 地頭より 入念 可 被 申 付 候。 

右 之 趣 可 被相觸 候。 

十  月 

大目 付お 

此度 世上 通用 之 仁め 吹 立 被 仰 付 候 贰朱金 之 儀、 廿 四日より 可 致 通用 候。 尤 先達 而相觸 候 通、 
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小判 ニー 步判ニ 一朱銀. 一 朱 金銀 等 取 交、 無^別 収引 致 候條、 通 川， お 滞 中間 敷攸 i$。 

一 、 二 朱 金 兩替に 付 切賃之 儀、 ニ步 判. 一 步判丄 一 朱 鋭 • 一  朱金銀2«扣心？^:収^3;5.致候事，、 

右 之 趣 可 被相觸 候。 

十  月 

古金 銀 二 朱 判 .眞 字 二 步判共 引替 之 儀、 幷此年 吹 立 被 仰 付 候 二 朱 余 通 川 方に 5:、 從公， 扣 

御 ま I！ 付寫ー 結 二通 相 越 之 候條、 被 得 其 意、 組. 支配 幷與カ 且又 家來 末々 迄： 被屮 渡攸。 組 等 之 

內 裁許 有 之 面々 者、 其 支配へ も 相 達 候 様 被 申 聞、 尤； ：l:.t- 中 可 ^»f; ^候^。 

右 之 趣 可 被 得 其 意 候、 以上。 

壬 辰 十 一 月 十四日  奧村丹 後 守 

十 一 月 十五 日。 御留 場に 於いて 大鳥を 殺生す る 者の 逮铺を 盜賊改 奉行に 

命ず。 

〔若年 寄 方 御用 留〕  _ 

十 一 月 十五 日 

御留場 之內に 而大鳥 殺生 致 候 者 有 之 候 哉、 每度 網. 懸もち 捕 揚指出 候 問、 何とか 御 縮み 之 .cs 巾 

渡 有 之 様 御鷹 匠 小頭 申閜、 御 横目よりも 右 捕 揚物之 «相$ ^候つ 依 而^: j?^.?.^ 攸遞、 §^^0 


水 年 十二月 

十九 日の 條 

參照 


縮 方 之 儀 茂 申 渡 候へ 共、 暫は其 詮茂有 之 様に 而無程 立 1:^ り 候。 併： 小 申 而は彌 致^ 長 候に 付、 

今般 盜賊改 奉行お 申 渡、 厳重 見 咎方之 儀 申 渡 候 様 申 渡 候 は.、、 可 然キ遂 示談。 且此」 肱 一統 申 波 

候嶺々 越 張 之 儀 も、 春秋 は 大勢に 而、 御 W 指な ど 之 手に 公兼 從 由に 付、 是又 右へ 申 渡 case 

見 咎候は > 可然 キ、 右 兩様共 今日 長 瀨七左 衞門於 別席 申 渡、 御 縮 方 相 立 候 « 申 含 候。 

十 一 月 十五 日。 尾 張 侯 献納の 茶壺に 行 逢 ひたる 際の 作法に 就いて 議す。 

〔每 HIK 窨拔〕 

十 一 月 十五： U 

一 、 割 場 附足輕 小頭 樺 木 友 左衞門 等、 尾 張 様 御 茶壺に 行 逄候節 相 扣不申 等、 尾 張 « 御城附 

より 申來、 公 邊御問 八：： 之 所、 公儀 御 茶壺.^ 行 逄候節 之通キ 御附 札お 之。 文化 八 年 阿波 守 様よ 

り 品々 御 問 合 之ケ條 之御附 札に、 雜人等 下に 店 候キ申 所へ 相 當り可 申 候 $ 共、 尾 張 様 御茶 壶 

に 行 逢 候 節 之 俄 は 兼 而被仰 渡 も 無 之、 此度御 問 合。 依 而初而 御 承知 之 依 候 ii:、 右 等 之 趣を以 

品 能 御城 付へ 申 遣 候 様藏人 等へ 可 申 遣 哉 之 旨、 伺 之 通 被 仰 出、 其 段 申 遣 候。 « 又 打 返遂， $ 

候處、 御 問 合 之 御 付 札に は、 御三家 方 御茶 壶へ 家中 之 者 行 逢 候 節、 公 依 御茶 #: へ 行^ 候 節 之 

通 相 心 g:、 下揭 致し 下乘 には不 及、 11 今 一往 御 家中 之 人々 下々 に 至 迄、 公^ 御茶 に 行^ 

候節之，^^御問八1:可有御座哉と^候。 左 候 得ば 尾 張 « 御 茶壺 も 右に 從ひ相 分り 申 依に 候 i^、 御 
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羞圖 次第 何とか 尾 張 様 へ 重 而可申 遣 方 も 可せ 御座 哉と^ 布 ilni 等 窺、 窥之通 被 仰 出。 

十 一 月 十六 日。 本日 以降：. I 替商預 り 銀 手形 を 正金 銀と 交換す。 

〔觸 留〕 

當 地兩替 wt^ 次右衞 門. 洒屋宗 左 衞門預 り 鈒百目 手形 引替 方 之 ，£T  而 一 統申渡 isK 通に 

候處、 銀 仲預り 手形い まだ 全 引替 不相 S 候 55 共、 右兩替 手形 所持 之 者、 正へ. - 銀 ま Kisc.:;:: 之 

候 は，、、.、 當月 十六 日より、 偶 H 每御 算用 場.^ 指 出 引替 可 申 候。 割 八：： 幷佥 相« 等都而 銀； i: 预手 

形 同様に -。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相： g 様 可 被申談 候、 以上。 

■ 十一 月 十三 日  前 田^ 作 守 

十 一 月廿 三日。 前 田 齊泰の 子 釣 次 邵の色 直 を 行 ふ。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

十 一 月廿 三日、 釣次郞 殿御 色 直 御箸 初 御 祝。 同日 爲 御？， お 儀 女 使 を 以て 一 種 一 荷 を 賜 ふ， ； H.^ 

様 御 初め 一 種 宛 賜る。 此外 御內證 にて 品々 賜る。 公よりも 女 使 を 以て 將軍 { 水 初お » 綱 一 折 〈祀 

献ぜら る、。 此外 御內證 にて 品々 進上 せらる、 なり。 

〔官 私隨 筆〕 


閏十 一月 二日 

一 、 釣次郞 殿御 色 直. 御箸 初 御 祝儀、 前月廿 三日 御 首尾 能 被 爲濟候 段、 只今 藏人 等より 申來候 

付、 爲御 承知 申 進 候。 先 以恐悅 御 同意 御座 候。 依 之 追 付 御 登城、 相 公 様へ 御 祝詞 御 申 上 可 被 

成 候。 姬 君樣. 鈞次郞 殿へ は、 今日 之日附 紙面 を以當 四日 出 町 飛脚に 傳附、 御 祝詞 申 上 候 1^、 

失々 申 上 可 被 成 候と 之 趣、 御用 番 より 紙面 被 越 之。  . 

十 一 月。 道路の 高低 及び 溝 蓋の 損 所 等 は その 町に 於いて 修繕すべき こと 

を 命ず。 

〔諸事 要用 雜記〕 

付 札、 御 横目，^  , 

御 家中 之 人々 居 屋敷 迥り曁 町方 等往來 高低 石高 之 所有 之、 且橋々 溝 蓋 等 拟ぉ候 所 も 有 之 内、 

別而 小町 之 分拟所 多、 火事 等 之 時分 馬上 之 人々 指 a: 申：^ に 候條、 町並 申談、 右 «之^ 無 之 様 

ffl 心得 修覆可 申 付 候。 

右 之 趣 前々 より 申 渡 置 候處、 近年 に 相 成 候條、 念 度 相 心 不絕修 稷可巾 付 候。 

右 之 通 一 統可 被申談 候。  . 

十 一 - 
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二 七 八 

閏十 一 月朔 日、) 江戶 詰の 人々 より 遣 はした る 年頭 賀状に 對 する 返 畨に就 

い て告 ぐ。 

〔每日 帳 害拔〕 

関 十 一 月朔日 

一 、 文政 三年 格別 御お 略 等 之 儀 被 仰 出 候砌、 年寄 中. 支配；， g 分 等 年 禮動等 之^ 申 i^^ig^ に 

候つ 其 內に江 戶詰等 之 人々 より 年頭 等窗狀 ^越 候 而も、 親 額. 緣者 g ハ糾. 支： W 等 之 外 は 不及返 

窨等段 申 渡 候 得 共、 今以 W 狀差越 候 人々 も 有 之 候 問、 以來 は. S 狀不^ 越 « ^々可 申^ ft 御^ 

目へ 申 渡 候 事へ、 

閏十 一 月 三日。 兩學校 諸 師範に その 門弟の 身分の 異動に 關 する 屆出を 命 

ず。 

〔諸事 要用 雜記〕 

兩學校 諸 師範 人 門弟 之內名 替等學 校へ 相 a> 候 様、 師範 人.^ 申 渡？ バ 候處、 門" S 之. 2: 師範 尺 >ぃ$^ 

內不仕 者 茂 有 之 候 哉、 師範 人より 學校 へ 屈 沌.；^ 之、 調现方 IS 支 候 問、 ..」 來.！ ^祿人 糾特幷 名种. 

病死 之 節、 無 息 人名 替. 相 續. 病死. 養子に 罷越候 節、 人々 入 i: 致 W 中 攸帥範 入お 内、^ 帥 


範 人より 學校御 横目 所 > は 相 達 候樣、 且又陪臣も有祿.無息共右同様相達可申候^^^-。 

右 之 通 御 一 統ぉ 私共より 可 申談之 旨、 學校惣 御 奉行 播磨守 殿 被仰閜 候條、 御 承知 被 成、 御： 

役 • 御 同席 方御傳 達、 御 組. 支配 御 申 談可被 成 候。 且御組 等之內 裁許 有 之而々 は、 其 支配.^ も 

不相洩 相 達 候 樣是又 御 申 談可被 成 候、 以上。 

閏十 一 月 三日  遠 藤數馬 

間 十 一 月 六日。 金澤に 於いて 前 田齊泰 の 子 釣 次 郞の色 直の 祝儀 を 行 ふ。 

〔諸 « 要用 雜記〕 

閏十 一 月 六 日 

一 、 今日 鈞次郞 殿御 色 直 御上り 初 御 祝儀 御 能 有 之。 御前 田 村 • 石橋 被 遊 候。 且押立 攸御祝 御 

能に は、 御前 は 不被遊 害に 候へ 共、 今度 は 格別 不押立 儀に 付 被 遊 候^に 相 成る。 

閏十 一 月 七日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 要用 雜記〕 . 

開 十 一 月 七日 

一 、 今日 九 半時 之 御供 揃に 而、 八つ 三分 御 出、 兩學校 被 爲入稽 せ 御 ilD^ 被 遊、 七つ 一 分 御 S 殿 

被 遊 候 事。 御供 和 田 源左衞 門. 佐 藤 .庄 田 牛 之 助。 
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一八 〇 


HIJr」 


十 一 月は閏 

なるべし 


i  i 月廿ー 一日。 前 田齊泰 老臣 等に 阿蘭陀 鏡 • 管 絃時规 及び エレキテル 

を觀覽 せし む。 

〔溫敬 公 御 日記〕 

閏十 一 月廿ニ 日 

一 、 八 半時 頃より 山城 守 等 五 人 居間.^ 呼、 先年より 之 倾物爲 见、 且乂 阿羅 陀^ も爲： ：^、  ^ 

絃 時规且 H レキテ だ爲見 候。 將又 うどん 吸物. 酒 等 a 候 「： 

閏十 一 月廿ー 一日。 石 川 郡 松 任の 孝子 彌兵衞 に 賞 賜す。 

〔每日 帳 書拔〕 

閏十 一 月廿 二日 

一 、 石 川 郡 松 任 町 相河屋 彌兵衞 孝心 者に 付 鳥目 五 F 、文 被 下 候 儀 窺 之 通 被 仰 出. - 

〔溫敬 公 記 史料〕 

十一月 廿ニ 日。 褒旌松 任 孝子 彌兵 衞。 賜物。 

彌事 父母 孝。 幼不好 遊嬉。 » 作 烟草店 助 父 之窮。 及 長 以作功 芬爲業 養父母.^ 父 八十 八棍」 炊。 

彌 日夜 侍 病蓐。 旁 執 其 業。 父 一 日 求 泥 鮍羹。 彌卽 風雪 捕來 供焉。 其 不顧辛 以？ お a 父悅爲 

悅。 率 類是。 父 歿後 娶婦。 K 亦 柔順。 母性 厳 急。 以夫 謹 雍睦。 終 歳 不問 叱呵 之； $r  ^《：s ま 


夜 頻數如 厠。 彌每 輙起扶 之。 又 必檢地 爐火便 使 安寢" 夏 則以貧 不能 奉 蚊 疇。 夫^^交代踬蚊。 

護 母 達晨。 隣 里 憐其勞 苦。 相 謀 給 蚊 疇。 彌嘗患 眼。 或 曰。 不少息 肩病不 返。 彌謝 曰。 一 ：n 木 

闕母 一 日 養。 念 之 則不覺 眼疾 在 身。 鄕里相 傳稱其 孝 云。 

閏十 一 月。 驛馬 等を牽 くに 長 綱 を 用 ふること を 禁ず。 

〔御 觸留〕 

御 算用 場 奉行.^ 

驛馬等 金 澤を始 往來之 節、 長 綱に 而牽候 儀 不相成 趣 等、 先年より 毎度 申 渡 候處、 近年 «等 

閑に 相 聞え、 中には 往^ 人 之內. ^相 障 候 儀 も 有 之 棘、 先 以馬士 等 心 ijs 沙汰 之， 限に 候。 rtl 今 

急 度 定之通 相改、 元 綱 を 持 牽可申 候。 若 心得 違 之 者 共 於 有 之 は、 盜賊改 方 廻り 之者兑 «、 

綱 之 分 は 端綱 定之通 切 捨候様 申 渡 候條、 此段 夫々 可 申 渡 旨、 御 ffi 奉行 等.^ 可 被 申 波 候 i^。 

壬 辰閔十 一月 

十一 一月 七日。 當暮 通用の 銀 子缺乏 する を 以て 年寄 中に 當分 不用の もの を 

町會 所に 貸與 せん 、 ) と を交涉 す。 

一 〔，ぜ 私隨 筆〕 
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二八：： 

-丄 一月 七日 

左 之 迥狀來 る。 

此頃 世上 以之外 銀 支に 付、 相 成 儀に 候 は v^t;; 各 手前に 當 一: 亦 迄 之 人 川 除 之、 化除^E^:^..^入川に 

無 之 銀 子 有 之 候 は，、、 町 余 = 所へ 致 借用 度 旨 等 別紙 ま：： 立 候 通 澤田義 1: 中 ^候。 不容： ：：^ 鈑支之 林、 

右 申 聞 之 趣 無 據相聞 候 付、 何も 手前 々々精 誠遂， 少に 而も 相 辨.； ^心 に 御.！： 依 而.^ 

窨立指 遣 候條、 御 披見 之 上替る E、5 召 も 無 之、 指當 り來 * 迄 御 人 用 無 之 銀 子.；；： 之 候 は.、、、 町 ^ 

所へ 御 指 出御 座 候樣存 候、 以上。 

十二月 七日  成瀨 ts 部 

奥 村 丹 後 守 様 

村 井 又 兵 衞様 

小： 1： 々若 彌御指 出 之 儀に 候 はく、 御 指 出方 等 之 儀 は 御家來 より 執维共 迄 示 八：： お 之： E\ 次？ 存 ：^、 

以上。 

右 別紙 之 趣、 荒增は 十二月 朔日澤 田 義門申 聞 候 由。 頃 H 以之外 銀 支に 而、 當 五：：： 仲 n 共 取引 

方に 六. 七 百 贯目計 無之而 は、 御 家中 之 人々 仕 送 方に も 指 支、 且年 加 様に 桁 支 候 而は不 計 

混 雜之儀 出 來可致 も 難 計。 依 而銀仲 組合頭 共预り 手形 千 K 目 計 出 來之儀 願 出 候へ ども、 冲」 難 


立 聞 は 龍紋 

なる ベ し 


取揚、 御 算用 場 奉行 も 同存之 由。 御 算用 場に 而も 六. 七 百贯目 之出來 はか 〈\ 敷 答 も 無 之 由。 

通用 之 札 高 大抵 去々 年 之 札數と 同様 位 之處、 去々 年 之 米 直 段と は 當年は 石に 付 十二 三 匁 計 も 

高直 故、 御 家中 惣收納 拂米代 頓而千 貫目 餘御 家中へ 多く 入候圖 り。 加 様 之 趣に 而指支 候 ii^ 之 

旨。 依 而押詰 迄 之 所、 各 も 別に 當« 迄 之 入用 除 之、 其餘指當り入用無之銀子^^之候は..、、 來 

正 nl- 迄町會 所へ 借用 仕度、 借用 中 給 人拂米 切手 指 越 置 候 而も 宜有之 候。 御 算用 場 奉行 も此 ^ 

別 存無之 由 申 候 旨。 且今 七： y 義門右 之 催促 申 聞、 且右之 通 指 出 候 はく、 其 月より 返 « 迄 大抵 

八 九 朱 計 利 足 相 添 指 越 可 申 旨 申 聞 候 由 也。 

十一 一月 十四日。 御用 部屋の 人々 に 年內に 紋服 を 賜 ふ 冽 を 今年に 限り 廢す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十二月 十四日 

一 、 近年 御 勝手 方 御念 迫 之內、 又々 御 借財 多に 相 成、 御 次內被 下方 等 も 今一 |:| 御手 入も^ 之 

御 時節。 依 而恐入 候 儀に 候 得 共、 每歲々 幕に は 於 御前 御用 部 尾 之 人々 お 御 紋服 等 被 下攸へ 卍ハ、 

右 之 御 時節に 付 御 斷申上 度 旨 御用 部 尾 中 被 申 聞、 取 計 拙者 共より 申 上 乂候 « 中間に 付、 S 

申 上 » 御 考可被 遊 答に 申 上 5S 候處、 今日 比 良 氏被爲 召、 右 は 申 聞に 付 當年ー 作 被 指止攸 

問、 其 ^2 申入 置 候 様。 且右御 指 止に 忖、 御 在 合 之 立 聞 有之攸 問、 此節可 被： 卜 御 校 « に 候へ：^ ハ、 
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一八 四 


本年 十一月 

十 £ 日の 條 

參照 


是 亦相延 し、 月末に 反物に 而も 御 取 添、 御 eii: に 而被ド 候 m- お：： 之 山 御」 な 出屮 之 

事。 

十一 一月 十九 日. - 諸士の 道中に 於いて 幕府 及び 三 家の 茶壺に 出逢 ひたる 場 

合の 心得 を 令す。 

〔每日 K 書拔〕 

十二月 十九 日 

一 、 御 家中 之 人々 道中 筋に 而、 公儀 御茶 嵌幷 御三家 樣御獻 上 之 御茶 ふ W へ 行 、ゆ 一， お 節 心？， S 方 之^、 

今般 大御目 付 衆へ 御 問 合 有 之 候處、 公儀 御茶 嵌へ 行 逢 候 節、 下 Hi^T いたし 下 乘には 不^、  S 

籠 杯へ 乘 li 者 は 下り 片寄、 立 成に 扣罷 在、 御茶壶通過候而〉m行ぃ仁し：s^^^ 尤ぉ； 候^ 之 者 

は 下座 可 致 害に 候。 御三家 様 御茶 壶へ行 逢 候 節 も、 同 心得 候 « 御挨投 攸條、 卿 ま 巾 之 人 

々末々 迄 心得 違 無 之檨、 組. 支配 等不 相： g 樣ー 統 可申談 旨、 定番 頭へ 申 波 候 S -。 

十一 一月 廿 四日。 明年より 三 ケ年を 限り 藩侯の 御 國向御 次 入用 を 半減す ベ 

き 、 」 とを定 む。 

-纂〕  ， 


自. 他は自 

他國 なる ベ 


し 


十二月 廿 四日 左 之 通 御 勝手 方より 御 渡。 

御 勝手 向 御 逼迫 至極 之處、 近年 莫大 之 御物 入 指續、 御述方 必至 御 指 支に 付、 御 家中 增御借 知、 

町. 在 御用 銀、 幷自. 他 御 借財 御 仕 法被 仰 付、 曁銀 手形 出來、 右 等を以 過分 之 御物 入漸 御辨^ 

之 候處、 根元 年分 御 入筒キ 出方 キ御 符合 無 之、 過分 之 御 不足に 相 成 候 故、 右 御 不足 之 分 年々 

御調 達を以 相辨。 加 之 江 戶表等 不時 御 入用 多、 前段 之通當 時之處 者、 SF 御 借 知 等 御 入 简_ ^之 

候而 すら、 御 借財 段々 相增、 當時御 國 方幷三 都に 而、 凡 拾 is? 八 千 贯目計 之 御 借財 高に 相 成、 

a も此 儘に 而者、 近年 之內御 公務 を 初、 必至 御行 り、 最早 御馈キ 申 場 八：： に 可被爲 ：4f.::i^。 左 

候而者 大切 之 事に 候。 依 之 段々 御 詮議 之 上 猶又嚴 敷 御 « 略、 是迄之 仕 來等を 打 欠、 來 年より 

三 ケ年之 間自. 他 御 入用 等、 半減 を以 被辨、 先 づ差當 る 御 借財 等 之 泣 を 補 ひ、 隨而ぉ 年 K 巾 

に 追々 御 符合 之 御 詮議 被 仰 付 候 害に 候。 

一 、 近年 度々 御 « 略 御 符合 之 御 詮議 も 有 之 候 得 共、 御 足りに 相 成 候 之 減 方 も付不 巾、 蒸 

之 通 次第に 御行 詰りに 相 成 候 儀 被 聞 召、 今般 之 儀 者 格別に 被爲 m5 召 立、 先づ 御！：. において 

御，：^ 分 之 御 入用、 右 年限 中 は 半 高を以 御用 辨之 俄に 御 御 治 定^ 之 候。 江1:^^^之£^者、 « 

更來 « 御 參府之 上 御 詮議 可被爲 在、 且御廣 式 方々 tt 御 入用 も 右に 准 じ、 御；^^ 可 被 仰 付 被 

仰 出 候。 然上 は， S 以諾， ：！： 御 入用に 拘り候 品 者 勿論、 假令御 入 州に 饗さ： 小 申と も、 物お 乎 I： 
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に 相 成來候 ffi 者、 いかにも 易簡 に； 小 泥、 ャ减を以辨！^^打碎可^^^^:^: 今般 之 是迄キ 

違、 格別に 御お 略 之 品 も 可 有 之 候條、 諸 役人 何も 誠 K を以 遂^^、 御 ft 略 之 立、 御爲に 

相 成 候 様 綿密 可 相 心将候 事。  • 

. 辰 十二月 

右に 付表，；^ 觸廿 五日 出 之、 別に 記 之。  • 

〔御 家老 方 御用 等 諸事 留〕 

十一 一月 廿 四日 

一 、 當時御 借財 拾 萬 八 千 貫目 計。 年々 御 不足 七十 貫目 餘。 

一 、 御 次 御 入用、 每年 三. 四百 貫目 之 間、 來 年より 三 ケ年之 問、 御！：， M は卞 減に 而被 辨； じ：： 

也。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十一 一 月廿五 H 御用 部 a より 害 立 左 之 通。 

御 勝手 向 御難 之處、 近年 英大之 御物 入 桁湊、 彌^ 御 借財 相お 御手 総 も出來 兼、 時 御 融通 

方 指 支 候に 付、 此度御 次內御 « 略 之 儀、 段々 年寄 中より 申 上、 種々御5^.^被^^候得ル、 御内 

輪 向 之 儀 は、 是迄御 勤 向 を 初、 追々 輕に相 成 Es、 外 桁 當り被 成 方 も 無 之、 御 公界， M 之 


儀 は 容易に 被 加 御 差 略 候 儀 も 被 成 兼 候 得 共、 御 當節之 事故、 夫々 御； 之 筋 も 有 之 候。 依 之 

來 巳年より 三 箇年之 間 改而嚴 重 御 « 略 被 仰 付、 御 次 御 入用 是迄之 半 高 を以御 仕切に 相 成、 お 

事 御手 詰 之 事に 候 間、 御 入用に 預り候 事 は、 少分之 儀たり とも 精 誠を盡 し遂？ i5^ss、 御 不益之 

儀 無 之 樣可相 心 候。 御 仕切 銀 不足に 相 成 候へば、 御手 前 之 處彌被 成 方 も 無 之 候 問、 此段孰 

茂致會 得、 一 統御 爲に相 成候檨 心懸專 要に 候。 右 之 通に 付、 今般 御 仕 法 も 被 仰 付 候條、 御 次 

內之 人々 下 々にいた るまで、 御 « 略 之 儀 心 付 之 趣 は、 何れ 茂 無 泥 一. を 調、 封 じ 候 而名を ii 

し、 御 近習 頭 迄 可 差 出 候。 了簡 も 無 之 人々 者、 是又其 段 認候而 早速 夫々 可 相 候。 

一 、 御 近習 之 人々 を 初、 差 定候被 下方 御 指 止 之 <g ^議も 有 之 候 得 共、 左 候 而者雖 a に 付、 お 被 

下方 は 近年 之 振に 被 下 候。 依而 不時 被 下方 願 之 儀 は、 一 切 難 及 議候條 、兼 而其心 « 可 有 之 彼.^ 

一 、 # 借顦之 俄、 次第に 人 多に 相 成 候。 難潞之 儀無據 事に 候 得 共、 中に 者 身分 不相應 之 顧， S 

など 致し 候 人々 も 有 之 候。 是等は 畢竟 御上 御難 之 處に心 付 不申故 候條、 已來 過分 之颗ー ：2 之 

分 は 不遂？ jj-^ 候 間、 其 旨 承知 可 有 之 候。 

右 之 趣、 御 次 廻り 幷御杉 戶內之 人々 一 統 承知^ 之、 其 手先々 お 不相沌 申 渡 可お 之^。 

辰 十二月 

as* 耍用雜 記〕 
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御 勝手 御 逼迫 至極 之內、 不時 御物 人打續 候に 付、 是迄 段々 略 等 被 卯 i:K«:^:、 ーだ 來 M 収 

參 

箇キ御 入用 方不致 符合、 年々 不時 御 入用 等 過分 御 不足 相 ほ、 此 儘に 而は 近年 之 内御 公，；^ を 初 

必至. 4> 御 差 支 之處. ^可 被爲至 哉に 付、 今般 御八収 之 上 不被得 止ポ、 約 又 K 奴 御 ^ 略、 來年 より 

三 ケ年之 間 地. 他 御 入用 半減 を 以辨方 之 儀 諸 役人お 申 渡 候。 是迄侮 度 御 « 略 等 之 被 仰 湾も^ 

之 候へ 共不行 屈、 次第に 御行 詰り 之 儀 被 聞 召、 今般 は被爲 E 心お 立、 於 g:!:.^^,:^ 分 之 M 入 

用、 右 年限 中 は 半 高 を 以御辨 用 之 儀 御 As- 議御治 定有之 候。 江戶之 ffi は W 更來 * 御 i^rs 之 h 御 

<双：議 可 被爲在 候" 且御廣 式 方々 様 御 入用 も 右に 淮じ御 、？； f 可 被 仰 付 候。 御，：^ 分に 付 攸御入 川 

も、 是迄御 翁 略 有 之 上、 右 之 通 格段 御 減少 之 上 は、 御 家中 之 人々 は， ci>M_snIS へ 逸 節攸、 此後幾^5.. 

にも 御難 題 不相願 樣心懸 御 奉公 可 相 勤 儀 肝要に 候。 尤儉約に^^ょせ不筋之，^^は^之1^吸^ 

に 候。 此段可 申 渡 旨 被 仰 出 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相拽 樣可被 申 渡 候、 以上。 

十二月 廿 五日  奥 村： S  ii 

十一 一月。 金澤 附近の 百姓 城下に 出で 、亂 暴す。 

〔年々 珍 敷 事留〕 

一 、 當年 不作に 而、 年 幕 廿日 頃、 犀 川 河原 町 .大 橋邊、 百姓 多く 出 候 而少々 之 亂！： 之。 四 • 


五 人 召 捕 候 處相止 也。 

十二月。 御 鎭守銀 年賦 返上の 件に 關 して 告ぐ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

一 、 御 鎮守 銀 年賦 返上 之 儀に 付、 左 之趣奧 御納戶 奉行 木 村 多 膳より 指 越 候 事。 

御鎭守 御貸附 銀、 是迄利 足 立拾ケ 年賦、 當時殘 元 銀 等、 御 知行 は 辰 八月より 同 十月 迄 三 ヶ月 

分利 足 相 立、 御 切 米 は 辰 四月より 同 十月 迄 七 ヶ月 分利 足 相 立、 元利 打込來 巳年より 無 利足廿 

ケ 年賦 返上 被 仰 付。 是迄利 足 立 等廿ケ 年賦 之 分 は、 右 同様 元利 打込來 巳年より 無 利 足 三拾ケ 

年賦 返上 被 仰 付 候條、 別紙 之通證 文相 改、 早速 御 指 出 可 被 成 候 事。 

辰 十二 月 

是歳。 鴇 羽 一 枚に 付き 一 文 を 以て 買 上ぐ ベ きこと を告 ぐ。 

〔御用 儀 品々 留帳〕 

一 、 寶曆九 年 御城 御燒失 後、 御 矢 天井 御 矢 御用 被 仰 付、 諸 鳥 落 羽 拾 取 指 上 候様諾 OT.^ 被 仰 波、 

文化 五 年に 茂 羽等拂 底に 付落 羽 可 指 上旨 被 仰 渡 置 候 所、 新 川 ^ より 者 年々 少々. 苑 桁.！.： 候 « 

共、 其 外 御 郡々 より 指上不 申に 付、 御用 支に 相 成 候。 近年 羽 肉 付 之 儘 所々.^ 指 出 致 候 

鉢に 相 聞 候 間、 相 對賣買 之 儀 者不相 成、 金澤魚 問屋 方.^ 可 K 出様 仕度 ilnr 御 弓矢 奉行より 内 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 三年.  1 一八 九 


二 九 〇 

談有。 御 郡 奉行に 而は， 0 羽以來 大小 無差別、 一 羽に： & 目 一 文 宛 御波お 之^に K 仰 忖 候 は，、、 

爲拾取 指 上 可 申 旨 御 相談 有 之 「>  仍而天 保 三年 以來、 » 羽 一 枚に 付 鳥目 一 錢宛被 下 候 問、 «^ 

拾 取 候 は V- 村 役人 方.^ 指 出 可 申、 村 役人 手前に 而 CLI 目 取替 相 渡、 羽 之^ 者 引^、 村^ 人より 

御 郡 所お 指 出、 取替 置 候 錢御郡 所より 請 取 可 申 旨、 天 保 三年 御 邯所觸 忖." 

天 保 四 年 

正月 朔日。 前田齊 泰金澤 城に 年頭の 鱧を受 く。 

〔御 家老 方 御用 諸事 留帳〕 

正月 元日 

一 、 御 禮人揃 刻限 五つ 時に 付、 六 半 聞 候 而宅を 出候處 早め 也。 

一 、 御禮 先に 相濟候 上、 主 附將監 ね 月番より 各 御 焚 斗 頂戴 被 仰 付 候 被 仰出攸 Jt.m 述.； ^之。 

各 列座 ニノ 間に 而 頂戴、 御禮 筆頭 丹 州 殿より 被申述 候。 

一 、 右 相濟、 鶴 之 御 吸物 表 向 相 止 居候 得 共、 御內々 を以 £ハ 戴 被 仰 付、 御 R 兴ぶ t 永； gw じ郞 

出 申述、 追 付罷出 頂戴、 一 篇御 杯. 御 取肴餳 I 錄。 右御禮 一 列 御 膳 奉行 木 村 茂 ih: ハ衞ぉ 申述候 ：$。 

右相濟 退出、 九つ 半時 過 直に 御廣 式.^ 罷出、 年始御祝詞«々姬様御初方々^:^ぉ寺两庄11」ハ衞を 


以申上 候 事。 

一 、 今日 延之助 殿御 禮御長 袴に 而被仰 上、 御前 御 半 上下。 御太刀 等 披露 若年 寄 長掎、 引役幷 

御 焚 斗 三方 表 小 將も長 袴 之 事。 

正月 元日 

一 、 四つ ニ步御 表.^ 御 出御 禮被 爲受、 御 入 之 節 鶴 之 鹿 丁 御覽被 遊。 重 而九時 前 御 出 ニ港瘦 御 

禮被 爲受、 御 表 小將中 御禮も 被爲受 也。 

正月 一 一日。 謠 初の 儀 を 行 ふ。 

〔諸 * 要用 雜記〕 

正月 二日 

一 、 今日 御 謠初八 時 揃に 而七時 前相始 る。 年寄 中二 丄 二人目 之 時 七つ 打、 |:;^^前夬々相ー€、£?宅 

之 上 未 日 幕不申 候。 萬 端 御 都合 能 相濟候 事。  • 

〔宫 &隨 筆〕 

正月 二 

一 、 八 時鐘 聞參 り、 其 儘 出 宅。 
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一 、 各 申 談御間 之 様子 見 置 候 事。 

一 、 列 居 御 催促 有 之 候 由。 

一 、 七 時 前 御 出、 如 御作 法 害 首尾 能畢 る.^ 

但、 延之助 殿御 見物に 御 出 也。 御座 之 間 之 御 左 之 方 之 御 後" 之御澳 あけて 屏風に て^、 御 

敷居 之 外へ 御 越 也。 

正月 十四日。 銀 仲 佐 賀野屋 平兵衞 不正 の 行爲ぁ る を 以 て そ の 取調 主 付 を 

定む。  . 

〔御 親 翰 帳 之 窨拔〕 

天 保 四 年 正月 十四日 

一 、 銀 仲 佐 賀野屋 平兵衞 儀、 不屈 之 趣 有 之、 町奉行より 改 方へ 申 や r 改方 へな 拙 相礼攸 所、 

外に 懸り合 も 無 之、 平 兵衞ー 人 之 所爲に 候。 銀 仲 商 ffi 之 儀 は、 御 家中 之 者 等 之 銀 子に も 外 

へ 顯し不 申定之 所、 公事 場 等 之 愈識に 成候而 は、 銀 主 等 之 名前 相 知 候^^に 相 成、 融通 方 指 

障 等に 相 成 候。 懸り合 も 無 之 事に 候 間、 平 兵衞儀 町奉行へ 引受 仕 i^、 尤 平に ハ 衞不： 

之 者に 付、 御 刑法 之 儀 は 追而可 奉伺 之 旨 等、 御 次お 申 上 候 段、 以保 左衞 門 被 仰 出。 右 巾^ 之 

所 も 尤に被 思 召 候、 猶更遂 .^議 可 申 上旨に 付、 何も 示談 之 上 町 舉行紙 W 之 趣 艇之 S: 巾 上 


正月 十七 日。 前 田 齊泰、 老臣 等が 省略 實 行中 一 切の 賞 賜を廢 せんとす る 

禀議 を 却下す。 

〔御 親 翰 帳 之內拔 書〕 

正月 十七 曰 

一 、 四 半時 御 居間 鲁院ぉ 御 出に 付罷 出、 舊臘指 上 置 候、 當、 年より 三 ケ年厳 敷 御 « 略に 付、 御 

加 恩 等 可 被 仰 付 ffi 御 猶豫可 有 御座 哉 之 旨、 箇條蒈 を 以伺置 候 兩通被 渡 下。 儉^^之趣には候へ 

共、 三 筒 年 之 間 一向に 御 加 恩 等 不被仰 付と 申 儀 は、 於 御前 雖被仰 出 俄に 候。 速 之 ffi は- 

可 有 之 候へ 共、 可 被 賞 者 を 右 年限 御 猶豫被 成 默候儀 は、 思 召に 致 相違 候。 則 右に 付 御 親 翰 も 

被 成 下 候 間、 猶更盆 講可仕 旨 御お」： に 付、 被 仰 出 之 趣 御 尤に奉 * 候。 猶： 史 山城 守 等へ 可 巾^ ヒ：： 

及 御請、 S 去 之 事。  ，，， 

當 年より 三 筒 年 之 間嚴敷 « 略 中、 賞美 方 之 儀に 付 各 八 之 趣； g 晋之表 十 一 简條之 分 は、 お 年 

K 中 可 致 猶豫哉 之 趣 委曲 令 承知 候。 格別 之お 略 中に 候へば、 各詮？ ^之 趣 も 相^ 攸へ „ ^ハ、 

は！； 政 之 某に 而、 並び 不被 行而は 政事 は 可 難 立 候" 旣に右 年 K 中 とても、 は^"は织臾も可雑^5 

延 Ks、 然處赏 之 道 塞り 候 形に 相當 り、 人氣 屈候而 は、 却而^略之筋も御#.^間&と办候っ 如此 
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お 略 之 時節に 候へば、 可 賞 者 も遲速 之憐は 猶更時 之^ 满 可お 之^と 亦， お. - いづれ にも 撒 之 

通、 兼 而取極 置 候 儀 者 不可 然候 間、 其 路に而 時々 可 被 候 事： 

正月 十七 日。 定番 頭 以下の 供 廻 人員 を 減少す ベ きこと を告 ぐ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

供 廻 召 連 方 之 儀に 付、 御用 番播磨 守 殿 別紙 御波、 各« おは 拙者 共より； 5 ^中^」：：： g 仰 ^候に； iz:、 

別紙 寫之通 指 進 申 候。 且押立 候 節供 廻 連 方 之 儀 は、 其 時々 御 川 番へ御 aNS- 御 指 1： 請 巾： ^ 

之 外 年頭 茂 召 連 方 同様 之 旨、 右 御 同人 被 仰 聞 候 間、 御 承知 被 成、 御：： ^役. 御： ：！： 席 述： T 被 

成 候、 以上。 

正月 十七 日，  御用 番 a; 田 « 五郞 

US"  、一  IS  ttl 尸 

同 久 世守衞 

山ロ淸 太夫 樣 

定番 頭 以下 


二人 若 黨 

一 人 草履 取 . 


人繾持 

ノ 笠 W 


人 挾 箱 


右人 數之內 減少 召 連 候 儀、 且 雨天 之 節 長柄 爲持候 儀 勝手次第。 

新 番頭 以下 

一人 若黨 一人 繾持 一人 挾 箱 

一 人 草履 取 

右人 數之內 減少 召 連 候 儀、 且 雨天 之 節 長柄 爲持候 儀 勝手次第 候。 

但、 大身 之 人々 は 若 黨兩人 召 連、 笠 籠 爲持候 儀 も 勝手次第。 

一 、 平 士等之 儀 は 頭々 より 減少 之 儀 可 申 渡 候 事。 

右 之 趣 山 口 氏 等より 演述有 之 候 事。 

正月 一 一十 日。 石 川 • 河北 一 一郡に 蓮 田の 增加 する 事情に 就き 調査せ しむ。 

〔每日 帳 書拔〕 

正月 十六 rc 

一 、 大樋 口町 端 田地 之內 蓮. 慈姑 作り 候 儀 多 相 成 候 # 、此儀 如何に 候 哉。 且 百姓 地 之 内所々 請 

地い 仁し 候 儀 近年 多 有 之 鉢に 付、 此儀如何に候哉と御郡奉行へ遂.$^、^|候：^。 

〔諸 w 御用 留〕 

石 川/河北 兩郡 之內、 近年 蓮 田 植付 增 長いた し罷在 候！^、 先年 御 察 常 之 趣 もお 之 候 it:  $H 時 何 
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村々々 如何 之譯 合に 而蓮植 候 哉。 先年より 梳來候 村 者 切々 歩 數相定 K 候 之 4!^ も 可 有 之 哉。 % 

增 如何に 候 哉。 其 趣 否 可 申 聞 旨 今： nft 田 殿より 御談： 依： € 各 52.::^ 私より 可申懸 被 仰 渡 候. - 

御 ノ念之 趣譯而 御談候 問、 早速 御詮 之 趣 御 43 可 被 成 候。 右爲御 承知 如 此に御 候、 以上。 

巳 正月 廿日  两 川 源に ハ衞 

石 川 • 河北 惣 年寄 中樣. 年寄 並 中 様 

石 川. 河北 兩御郡 村々 之內、 蓮田幷 くわい 植付 墦長仕 候 鉢、 先年 御^ 謎 之 趣 も.；；：： 之。 就中^c^政 

六 年頃 御 詮議 之 趣 も 御座 候 段 御尋に 付、 村々 詮議 仕 候 所、 右笕政 年中 御^^ 之.^ Z 物 gi::^$H 不 

申。 近頃 蓮 田 等 相 增候ケ 所 も 有 之、 猶更 詮議 仕 候處、 近年 早 招 等 作り 付 候 «ル、 地.^ に應不 

申 取 劣 仕 候に 付、 右 蓮 等 植付 申 儀に 御座 候。 尤 西 姓 分 は作不 申、 金^ 町 近 之 村々 IS 报、 幷佥 

澤町續 ^者 町 御 支配.^ 御 引渡 以前より 請 作 稼 仕 候 者 共、 手馴申 作物 故 連极等 作.^ 巾， 依に 御座 

候 間、 此末右 蓮根 等 作 方 成 限 相 減候樣 詮議 可 仕 候 間、 先 是迄之 通 被 仰 付？ £ 下 攸 SR? 々相 顿巾 

候 間、 此段御 聞 屆置可 被 下 候 樣奉願 候。 右 御 尊に 付 御 達 申 上 候、 以上。 

巳 正月 廿 六日  廣瀨 又八郞 
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正月 廿 五日。 年寄 中席に 使用す る 料紙 筆墨 は 私物 を 以て 之に 宛てん とす 

る ， 」 と を 蒙す 0 

〔官 私隨 筆〕 

正月 廿 五日 

一 、 御用 番 より 左 之 妪 狀來 る。 

席 御用 之 料紙 • 筆 幾 之 儀、 先達 而御将 略 被 仰 出 候 時分、 各 申 合、 自分に相辨可申^と遂示^^ 

候 儀 も 有 之 候へ ども、 例 も 無 之 儀に 付 先 前々 之 通に 相 成 e 候。 然處 今般 » 又 御^ 略 就 被 

仰 付 候、 當 年より 三ケ 年中 は 席 御用 之 分 同席 中 八 人 申談、 自分に相辨：5.中哉と遂示^^|申候" 

m5 召 も 有 之 間 敷 哉 及 御 示談 申 候、 以上。 

正月 廿 五日  本 多 播磨守 

奧村丹 後 守樣 
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某月 原文 之 

. ^缺く 


前 田 初 丸 様 

村 井 又 兵衞様 

追 而思召 も 無 之 候へば、 一 往達 御聽候 上、 右 之 通に 可 致と 存候、 以上。 

正月。 小 松 城番の 定員 を 減じて 一 人と す. - 

〔御 親 翰 帳 之 * 拔〕 

小 松 御城 番之 事。 

天 保 四 年 正月 

一 、 右 御城 番兩人 充在番 之 所、 當 年より 三 ケ年之 間 格別 御^ 略に 付、 先例 も.；^ 之に 付 一 人 

之 儀 僉議之 趣 伺候 所、 其 通 キ被仰 出。 當 年より 當分前 田 姓 之 人 持 一 入 在番、 構 * 之， は.^ 例 

之 通に 候 事。 

一 、 右 之 通 一 人 詰に 相 成 候 所、 御 本丸 之內濕 地に 而、 長く 御城に 相お 候 而煩之 者 多- 纖， i^、  ^ 

議之上 一 人 詰之內 半年 詰に 而 交代 之 儀 相 伺、 其 通に 被 仰 付 候 儀、 天 保 四 年 ロガ 二十 九 n 出 江 

戶 表へ 相 伺候 之處、 其 通 キ被仰 出 候 事。 

一 、 右 御城 番 一 人 詰に 而 半年 替に成 候 所、 天 保 七年恭 交代 前 御城 S より、 一 入； にて は 御 縮 

方 不行屆 趣 相 達 候へ 共、 格外 御将 略に 而 一 人 詰に 相 成 居候 所、 如 以前 二人お に 被 仰 付候而 


は、 外々 之 ゆるぎに も 可 相 成 哉と 御 勝手 方 僉議之 趣 有 之、 やはり 一 人 詰に 可 被 仰 付 置と 江戶 

表へ 申 上 候 所、 御城 御 縮 方 之 儀に 付、 不 縮に は 難 被 成 置 思 召 之 旨 御意 之 趣申來 候へ 4r  K 而 

申 上 候 趣 有 之 候 所、 いづれ にも 如 前々 兩人 詰に 可 被 仰 付 段 被 仰 出 之 趣申來 候に 付、 二人：^. i に 

相 成 候 儀 七 年 三月 十九 日に 有 之 候 事。  ： 

一 一月 五日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 要用 雜記〕 

二月 五日 

一 、 今日 九 半時 之 御供 揃に 而兩學 校，^ 御 出。 八 時 過 御 出、 七つ 鎌 御 歸殿被 遊 候。 御供 大村之 

一 一月 十 一 日。 德川家 齊の前 田 齊泰に 贈れる 鶴 金澤に 着す。 

〔諸事 要用 雜記〕  . 

二月 十一 日  • 

一 、 今日 宿繼御 奉書 幷鶴 今日 到 來之事 。 五つ 七 分" 

一 、 御 拜領之 鶴 御 頂戴 相濟、 御臺所 奉行.^ 相 渡 候。 尤津 幡驛迄 到來之 注進に 而、 火々 巾 t ボ^ 

之 事。 
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一 一月 十五 日。 諸 士の行 狀に關 する 禁令 を 犯す もの ある を 以て 之を戒 む。 

〔本 多 政和覺 書〕 

正月 廿 六日 

一 、 無用 之 參會無 之 様 前々 被 仰 出 候 所、 近頃 者 能^者 相招諷 ね：：、 父 はお 打 相 招、 或は 茶 之、 M お 

杯に 而每度 參會仕 候 人々 有 之 鉢に 候。 組 • 支配 之 人々 は 頭 々より 時々 申 渡 等.；；：： 之 故、 却而ん お 

にも 無 御座 候 得 共、 人 持. 頭分 之 內右鉢 之 儀 有 之 様子。 且緣 組. 養子に 造攸節 余-銀^ K,:^ も 4= 

長 之 棘に 候 間、 何と 歟僉議 有 之 様 仕度 旨 御 liiTil 頭より 申 聞 候。 侮 被 仰 EE 等 も 御- g 候 W ル、 

右 之 族 不心得 之 儀に 御座 候 之 間、 心得 方之链 別紙 下 ま：： 之 通 一 統相觸 可 申 哉 之 ^、^仕 候に 付穴ト 

司 |..^_、 以上。 

正月 廿 六日  本 多 播磨守 

厂ぉ 1 一一 IB  J 

前々 より 無用 之 參會無 之 様 被 仰 出 有 之 所、 今以 無益 之參會 等いた し 候 人々 も.；^ 之 林、 不心 « 

之 至に 候。 以來右 様 之 儀 無 之 様 急 度 相 心得 可 申 S -。 

一 、 諸士娘 等爲致 嫁娶候 節、 又は 子^ 等 養子に 遣 候 時分 、搏料 杯.. ナ申 趣に 而 金銀 S 瓜 候 ffi に 付、 

前々 被 仰 出 も 有 之 所、 今 以心 得 違 之 人々 も 有 之 林、 不心 之 至に 候。 別 年より 御 


略 之 儀 被 仰 出、 一 統 承知 之 上、 御身 分 之 御 入用 すら 半 高 を 以御辨 之 御 時節に 候へば、 » 方 等 

に 至 迄猶更 心得 も 可 有 之 儀に 候條、 急 度 相 心得 可 申 事。 

右 之 通 被 仰 出 候條、 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相拽 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

二月 十五 日  前 田 美 作 守 

〔坂 井舊 記〕 

無用 之 參會等 之 儀に 付、 一統 申 渡 候 通に 候。 近頃 中に 者 能役者 相 招き 謠< ^"、又 者 共 A 打 相 招き、 

或は 茶 之 湯 钚に 而每日 參會之 人々 も 有 之 鉢に 相 聞え 候。 今般 品 を 顧し 被 仰 波 も 無 之 候 ど 

も、 右 等 之 儀 を始、 物， ^ 而 無益 之 參會者 有 之 間 敷 儀に 候。 此段諸 頭へ 被 申談、 糾. 支配.^ も分而 

申 聞 候 様 可 被 申談候 事。 

二月 

一月 十七 日。 前 田 齊泰金 谷 御屋敷の 普請 所 を 巡 見す。 

〔諸^&要用雜記〕 

二月 十七 H 

一 、 今：！： 八 時 之 御供 揃に 而、 金 谷 御 普請 所.^ 御 巡 見 可 被 遊 it 被 仰 出、 八 時 過 御 出、 M 卞時過 

御1^り被遊候^$。 
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三 〇 二 

二月 十 人 日" 前 田 齊泰の 子 利 義金 澤に 生まる。 

〔官 私隨 筆〕 

二月 十八 日 

一 、 二 御 丸 懷孕之 女中 今朝 安產、 御 男子 様 御 出生つ 依 之爲御 祝：？ Is 城、 御^ 式へ も 春 上。 今 

夜より 別行に 入、 廿日 朝 引目 式 首尾 能動 之。 委曲 別， 訊 あり。 

〔諸事 要用〕 

一 一月 十八 日 

一 、 左 之 通 石 野 氏 等 相 渡 候 事。 ■ 

懷 之 女中、 今朝 出產、 御 男子 様 御 誕生 被 成 候 事。 

一 一月 计 一 一日。 石 川 門外に 於け る警 固の 位置 を改 む。 

〔若年 寄 方 諸 狀留〕  - 

石川御門外松の下ぉ警固相立、 年寄中等登城之節御作法呼候得共、 今般^^^|之ト.：；：，2指止、 

紺屋 坂 之 上腰懸 御門 番人 番所に 罷在、 年寄 中等 番所 前 之 方 .si 罷越 候より 御作 法 呼攸^ に 申 渡 

候。 尤 番所に 而御 作法 呼 候 得 共、 紺屋 坂より 坂 下 之 方お 之 往來人 之链は 制不申 候&、 於 御城 

方 申 渡 候に 付爲御 承知 申 進 候、 以上。 


二月 廿 二日  前 田 美 作 守 

一 一月 廿 四日" 前 田 齊泰の 子利義 七夜の 祝儀 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

二月 廿 四日 

一 、 今日 御 出生 様、 御 七夜に 付、 一 統 のしめ. 上下、 平士等 服紗之 事。 

一 、 今日 御 鈴 前 三 間 四方 御 間 迄、 御 出生 樣御 出、 奧御 取次 初、 御 鈴 役に 而無之 御 近習 も 御 目 

見 仕 候 事。  • 

今般 御 出生 之 御 男子 樣、 御名 某； 五郞殿 被稱 候。 殿付に唱候«被仰出候^5-。 

二月、  - 

右覺 書、 高 田 被 相 渡 候。 且 御前 fo 罷出申 上 候 節 は、 様 付に 唱候様 同人 被 申談、 M 席 幷御侧 S1 

り 御 表小將 お、 席より 申 談有之 由 之 事。 

一 一月 廿 六日。 前 田 齊廣の 子 延之助 金 谷 御 居 宅に 移る。 

〔官 私隨 筆〕 

二月 廿 一 日 

一 、 金 谷 御 尾 敷 今般 御 補现に 付、 延之助 殿當廿 六日 御 引 移 被 成 候 段 被 仰 付 候 付、 MM 拙ぎ 共 
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,  三 〇 四 

より 延之助 殿まで 御 祝詞 申 上 候 害に 候。 且又 御 引 移 之 上 恐悅^ 御 機 效等 も、 都 而ニ御 丸 御 

廣式に而相»候s^に被仰出候由、 高 田 善 右 衞門申 聞 候。 依 之 拙者 共 も 二 御 丸 御^ 式へ 出 申 

上 候 害に 候.^ 此段爲 御 承知 申 進 候條、 初 丸 殿に も 御 紙 而を以 御 申 上 候 様に と存攸 ft、  M 川 S 

より 廻狀來 る。 

〔每日 帳 書拔〕 

一 一月 廿ー 一 日 

一 、 延之助 殿 金 谷 御 引 移 之 上、 金 谷 御 居 宅キ相 1? 候 段 被 仰 出 候 事。 

〔諸事 要用 雜記〕 

二月 廿 六日 - 

一 、 今日 九 半時 御供 揃に 而、 八 半時 過 延之助 殿 金 谷 御 居 宅お 御 引 移 被 遊 候が。 

〔本 多 政 和覺書 〕 

二月 廿 六日 

1、 l^^-sfl^b-^  iEt ドこ *^<imILK 此^ 未 御 出 無 之、 御供 廻り 之 由に 而御 道具 等 切手 御 門 內 

一 ^h-T^ ffiisii 番所 之 前に 有 之、 御乘物御色代へs-.?ホと致候^r  分 

罷出候 付 相 控候鉢 也。 御 廣式頭 二-三人 御 色 代 力-^ 乂/; 、予 2  ^  I 多 Ai^feJVJic,. & 

に 有 之、 余 出 之 上！. 賜 *^ 遙卸 『打！^ 由. 5。  -^sfa,^ 延之切蹈*^<^.^5?^..リ#省斤ム=,".?^ね納レ」 ん 

悅奉存 候 御 祝詞 申 上 候 旨 申達。 


〔官 私隨 筆〕 

二月 廿 六日 

一 、 今日 御廣 式へ 爲御 祝詞 出、 刻限 之 儀 簞笥番 へ 聞 合せ 候處、 御 引 移り 九 半時 御供 揃に 候へ 

ども、 八つ 半 前に も 可 相 成 哉と 申 事 之 旨。 但各返 出 早く 候へば、 一先 被 S 候 而被罷 出 候 由。 

自分へ は 八つ 半 過に 罷出 可然 哉と 御用 番被申 候 旨 申 越 候 付而、 其 頃可罷 出處、 今少早 かるべ 

， き 樣に被 存候之 故 七つ 打參 上、 以福 田彌平 太、 延之助 殿 迄へ 御 祝詞 申 上。 七つ 少前御 引 移 之 

由 也。 

一 一月 廿 六日。 町人 越 中屋藤 藏等醬 油糟 を 以て 燈油を 製造 發賣 せんこと を 

請 ふ 0  . 

〔諸 郡 御用 留〕 

乍 恐 申 上 候 

一 、 私共 儀 小間物 商 賣等仕 罷在申 候。 然所 私共 之 內越中 屋藤藏 儀 は、 去 秋まで 茶， fef 商 fl:; 仕罷 

在 候處、 商賣御 指留に 付、 無 商 賣に而 諸方 稼に 罷越、 漸 渡世 仕 來申 候處、 ぶ^^";;^!: 出生 之 

者當時 京都 丸太 町に 居住 仕 候 殿 村 市 三 郞.. ナ申 者に 心 易 相 成、 藤， 藏儀は 渡世 方 茂 無 御，！； 趣 相 

咄、 何 成と も 商 賣存付 度 旨 申 合 候處、 於 御 當地醬 汕糟を 以燈汕 に 製 申 儀 無 之 哉 之 it.s.ii 候に 
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三 〇 六 

忖、 何卒 習 請 申 度 段賴入 候處、 悉傳法 仕 „J5< 申に 付、 罷 歸奉顆 上、 右汕製中.ばほ；：^ルー^ ^^仕。 尤 

私共 儀 も 右 糟油絞 申 儀 は 兼而及 承知、 得 習 申 俊 も 御座 候に 付、 W 更得キ 膝 « より 茂 承、 誠に 

絞 立 申 候 處出來 方甚宜 敷、 光り も 種油に 衰不 申、 尤聊^^?::w杯無御•l-、 當時は 於 京都 * 扣川、 

種油 キは直 段 も 下 直 之 品に 相 成、 下々 夜仕事 杯 仕 候 砌は下 直 之 品 相 川、 wffi 川に 相 成 巾^に 

御座 候 間、 出 來方奉 願 上、 御 聞 屈 被 下 候ば g 更私共 示談 仕 製法 仕度 奉存候 「、 右將 汕之糟 は.^ 

物品に fe- 得ば、 汕絞り 取 候 而は展 物 之 障りに も 可 相 成 哉に 相 聞 候 得 共、 油 絞り 候 上 は、 塩ハ湫 

も拔、 猶更尿 物に は宜敷 儀に 御座 候 間、 指 障り 申 儀 も聊無 御座 候。 何卒お. 之 趣 御^: i 被 成ド 

候ば、 取懸 り出來 仕度、 尤御縮 方 之 儀 は 幾重 成 共 被 仰 渡 之 通 可奉投 il::、  先途而Kト：候之^r 

御 朱 窨を以 御 聞 屆難被 遊 旨 被 仰 渡、 奉 得 其 意 候 得 共、 元 來右將 汕糟微 油に 相 成 巾， おは 御不 

之 儀 も 可 有 御座 キ奉存 候 得ば、 私共 手前に おいて 出 來方靈 々試 申 候處、 舉竞御^益に^^可相 

成、 曁 私共 儀 も 急 度 渡世に も 相 成 申 儀に 御座 候 間、 何分 而奉願 上 候， 奉 恐人攸 化、 格別 

之 御 詮議 を 以被爲 聞 召 上、 此. 段 御 算用 場.^ 被爲仰 遣、 願 之 通 被 仰 下 候 は-、 難 有 可 奉 # 候、 

以上。 

天 保 四 年 二月 廿 六日  茶屋 町 越 中 m  0  0 

川 南 町 越 中 厘 吉右衞 門 


是 n! は大盡 

なり 


春 日 町 葛 葉屋现 右衞門 

同 町 談議所 屋吉郞 右衞門 

同 町 德 光展 傳兵衞 


町 御 奉行所 


一月 廿 七日。 前 田 齊廣の 子延之 助の 金澤 城に 登る 定日 を定 む。 

〔諸事 要用 雜記〕  . 

二月 廿 七日 

一 、 是已後 左 之 通 御 出 日 別席より 談有 之。 

每月延 之 助 殿御 出 日、 朔 日丄ハ 日. 十一 日. 十五 日. 廿 二日. 廿 六日。 

右朔 5^ は 御 K 斗 被 進 候 事。 右に 付 御 膳 奉行 御座 敷 方.^ 席より 申談、 配 膦 役お 奥 小將御 よ 

り 申談候 *。 

一月 晦日。 同姓の 中 本末 嫡庶 の關 係に 就いて 解 釋を定 む。 

〔永 井不； 陣 ま 10 

一 、 同 姓 本末 等之譯 文化 十 年 於 江 戶表大 御目附 井上 美 濃 守 殿 御 問 八 u.;;: 之、 比ハ-^：-^又火：：：附 

衆.：！^ 御 問 合 之， も 有 之、 段々御<鑑|之上天保四年ニ月晦：：1御_£:.1廻；1?.^左之^^5-波.- 
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三 〇 八 

御馬 廻 頭.^ 

同姓 之內 本末 等 之譯、 各 心得 キ外 頭. 支配人-丁！？ w、 心得 方區々 之 向 も 有 之 様に 扣^え 攸. H に 

而、 及 指 圖候様 致 度 旨 先達 而被申 聞 候。 依 之 被^ 出 候 に 以付札 巾 渡 候：^、 被 な、 外 

頭. 支配人お も 可 被申談 候。 嫡流. 庶流 之譯者 先祖 之 一 一 丄ニ男 被 召 出 候 得 者、 嫡子 之 〈永 筋 嫡流に 

而、 右二 丄ニ男 之 家筋 は 庶流に 而候。 ニニ 一一 男 家 之 二. 三男 被 召 出 候へば、 是乂 庶流に K。 其 外 

時宜に 寄 嫡流 を 立 候 も 可 有 之 候" 嫡庶を 唱候時 は 右 之 通に 候へ 共、 嫡庶も 本 末 * に 候； $。 

巳 二月 

同姓 之內 本家. 末 家. 嫡 家. 庶家之 差別 等、 私共 心得 罷在候 趣 左 之 通。 

本家 家 之 根本、 元祖 之 家相 續仕來 候 家筋 キ 心得 罷在 候。 

但、 本家 之 嫡子 は 次 之 三 家 等お 者 養子に 遣 申 間敷キ 心 ^5:罷^^ 候。 然：^ S 、嫡流 之 家 i§、 本家よ 

り 大身に 相 成 候 家.^ は、 示談に より 遣し 申 儀 も 可 有 御座、 末 家. 庶家 は S ひ，：^ ト：  一 ：2 に 相 成 

候 共 遣し 申 筋に は 有 間 敷。 乍 然：！ ^別 大身に 相 成、 組 柄 も 重く、 本家 は 却 而褒微 に 相 成： ^« 

者、 其 時宜に 寄、 示談 次第に 仕置 度泰存 候。 

付 札 

本家 之譯 本文 之 通に 候。 


但 本家 之 嫡子 は 次 之 三 家 等お 養子に 遣 申 間 敷 筋に 候。 乍 去 時宜に 寄、 本家 示談 之 上 願 之 筋 

も 有 之 候 は.、、，、 時々 可 被 申 聞 候 事。 

嫡家 本家 之 嫡子 新 知に 被 召 出 別家 相 建、 本家 は 次男 相 續仕候 節、 本家より 別家に 相 成候嫡 

流 之 家筋 を差而 嫡家キ 呼び、 嫡 家より 右 元祖 之 家筋 はや はり 本家と 心得 申 候。 

但、 本家に 子 無 之 候へば、 嫡流 之 家 之 一 子に 而も 遣し 可 申。 本家 之存 寄に 而、 次 ヌ等相 願 

申 儀 者 示談 次第に 心得 可 申 候。 且 本家 之 嫡男に 候へば 必其 家相 續可仕 身分に 候處、 新 知に 

被 召 出 別家に 被 仰 付 候 儀 者、 何歟 格別 之 m 心 召 被 爲在被 仰 付 候 哉雖計 俄に 御座 候 問、 嫡家之 

儀 は 代 を 繼居申 者 は 養子に 難 成 筋 心得 罷 在候。 

付 札 

本文 嫡子 新 知に 被 召 出 候 而も 末 家 キ唱、 二 男 相 續之家 者 家元 キ唱 候。 但 家元に 子 無 之 候へば 

右 嫡子 之 家筋より 一 子 又は 二 男 等に 而も 示談 次第 相 願 可 申 候。 代 を 職： S 申 者に 而 茂お ケ ii: 

敷 候。 

末 家 本家 之 知行 之內 次男 等.^ 致 配 知、 別家に 相 成 候 家筋 を、 本家より は 末 家と 呼、 末 { 氷よ 

り は 本家と 稱し、 右 嫡流 之 家筋 は 末 家よりも 嫡 家と 可 申 候" 

m> 本家に 子 無 之 候 得ば、 差 付 末 家より 相續可 仕に 付、 嫡子 は不及 申、 若 嫡子 幼少 等に 而 
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候へ 者、 元 來配知 之 故、 代 を 體罷在 候 者に 而も 本家 之 養子に 顆可申 候" 是も 本家 之 存^ 

に而、 次男 等 相 續申儀 示談 之 上不差 支儀キ 心得 罷 ft 候。 且又本家之^^；-に而、 末 家に 子 無 

之 節、 配 知 之 家 は 其 儘 建 置 申 度 unl 及 御 達、 他姓より 養子 相 願 申 例 も 御 .li 候 i^、 其 時宜に 寄 

右 之 通 相 心得 可 申 候。 

付 札  ♦ 

末 家 之 儀 本文 之 通に 候。 嫡子 別に 被 召 出 候 家筋 キ末家 之 儀 は、 相互に M 姓キ i? 可 申 候。 

但、 末 家より 養子 願 方 等 之 俄、 本文 之 通に 候。 配 知 之 家 其 儘 建 ば， ia^、 本末 熟^ 之 卜： 相 

願 可 申 候。 末 家 之 次男 等 相 願 申 儀 も 時宜に 寄 可 申 候 間、 其 時々 可 被 申 聞 候 「」 先 は 嫡子 を 相 

願 可 申 候 事。 

庶家 本家 之 次男 以下 新 知に 被 召 出、 別家に 相 成 候 家筋 を 本家より 庶家キ 呼び、 ^(水より は 

是も 本家 キ稱 し、 右 嫡流 之 家筋 も 嫡家キ 心得 申 候。 

0. 本家に 子 無 之 時、 一 子に 而も 遣 申 儀に 心得 罷在 候。 且又 本家 之， に 付、 ：Z 姓に. 7 無 之 

時 新 知 之 分 指 上、 本家 相 續仕候 例 も 御座 候 間、 此债も 示談 次 竹：^ 不指 支， キ奉 存攸。 

付 札 

本家 之 次男 以下 新 知に 被 召 出、 別家に 相 成 候 筋 も 末 家に 候。 嫡子 新 知に 被お 出攸 (水 筋い 六れ 末 


家と は、 相互 同姓 キ唱可 申 候。 

但 養子 願 方 之 儀 本文 之 通に 候。 

右 之內嫡 家より 末 家. 庶家を 差て 同姓 キ 呼び、 末 家. 庶家者 相互に 同姓に 而、 此外 は都而 同姓 

卜ナ 相し 得 申 候。 

付 札 

前 付 札 之 通都而 同姓 卜 ナ唱可 申 候。 

一 、 本家 之 次男 等に 不限、 弟 或は をぢ 杯に 而も、 都而其 家に 出生 之 一 族 を、 新 知 等に 被：：？ 出 

別家に 相 成 候 者 は、 庶流 +相 心得 可 申 候。  ， 

も ネ 

前 付 札 之 通 都而末 家に 候。 

一 、 嫡家以 } ^之 家より、 又 配 知 等に 而 別家に 相 成 候 者 は、 其 父 之 家筋 を 本家、 右 末 (水に 相 成 

候 家筋 を 末 家 或は 庶家キ 心^ 申 儀、 前條 同様に 御座 候。 右 元祖 之 家筋 は、 M 姓 一 牀之惣 本 (糸 

M.^ 申 ものに 付、 元祖 之 家筋お は、 同姓 何れよりに 而も 一 子 を 遣し 申^ 不ぉ 支儀キ 心 w^::^ 候。 

おが 

元祖 之 家筋お は、 同姓 いづれ よりに 而も、 一子 を 相 願 候 儀 不指支 候が。 
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一 、 他國に 兄弟 浪人に 而罷 在、 父 之 家 祿も無 之 者、 兄笫ー 集に 被 召 出、 夫々 W 知行 等 被 下 11 

候 者、 兄 之 家 を 本家 或は 嫡家 など 心得 居 申 者 も 御座 候 得 共、 是等は 右 名目に は當 り： 小 申 候。 

唯 兄 之 家に 而 一 通り 同姓 キ相 心得 罷在 候。 勿論 他！； たり 共 元祖より 相 給仕 來攸父 之 { 尿 筋お 

之、 其せ がれ を 被 召 出 候 者 は、 前 顯之譯 に 心 55： 申 候" 

鲁 

付 札  ， 

本文 之 通に 候。 他國 たりと も 元祖より 相 續仕來 候 父 之 家筋^ 之 共、 せがれ を 被お 出 候 者 之 優 

は、 本末 等 之 譯前條 付 札 之 通 候 事。 

一、 本家 一 旦及 退轉、 追 而其人 再び 被 召 出 候歟、 又せ がれ を 祖父 之爲 名跡 被お 出 候 時 は、 や 

はり 本家 之 意味 離れ 不申候 間、 本家 キ相 心得。 若 又 子孫 之內新 知に 被 召 出攸者 は、 本家に は 

立 申 間 敷、 一 通 同姓 キ 心得 罷在 候。 

付 札 

本文 之 通に 候 事。 

右 之 通 相 心得 罷在候 得 共、 組 中等より 內存 示談 等 之 節、 指當り 疑惑 仕 « も 御ま攸 ii:、 お 之^ 

に而 相違 仕 品 も 御座 候 は、、 /-、 御指圖 御座 候 様 仕度 奉存 候。 

一 、 嫡家之 儀 は 本家に 指續候 家柄に 御座 候 間、 同姓より 一 子に 而も 申 依、 例 は^: 小 中 候？ む 


共 指 支 申 間 敷 哉。 

嫡子 新 知に 被 召 出 候 家筋.^、 同姓 一 子 を 相 願 申 儀 は、 先 は 難 相 成 候。 併 時宜に も か；？ 可 申 候 問、 

願 之 筋 も 有 之 候 は、、、.、 時々 可 被 申 聞 候 事。 

一 、 他 國に有 之 同姓 は、 內存 等に 相 願 不申例 も 御座 候 間、 此链人々存^<;?次第に仕^申度キ奉 

存 ！^。 

付 札 

可爲 本文 之 通 候 事。 

一 、 義絕之 同姓 は內存 等に 相 将き願 不申例 も 御座 候 間、 此 ffi 人々^? 1- 次 i がに 仕^中 度^^ 

候。 

チも 

可爲 本文 之 通 候 事。 

右三 ケ條は 私共 心 罷在度 御座 候 間、 猶更 御差圆 御座 候 « 仕度 奉 存攸。 右 等 之 趣 御^ II 御座 

候 上 は、 . お 々相 成不申 様、 都而 頭. 支配人.^ 御 指 II 之 趣 を以、 私共より 夫々 申 淡^ 度舉 ^候 

* き 0 

加 賀 藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年  三 一 三 


〔永 并丕 K^*〕  . 

一 、 右 之 通 以付札 申 渡 候處、 重 而左之 通 申 聞 候 付、 5: 札いた し 八 C< 巳 六：！：： 十 一 リ 渡 之： 

同姓 之內 本家. 末 家 等 之譯、 私共 心得 罷在候 趣、 先 a! 而^ ま；： に認、 相^ 之^も 御^ 攸 は，、、 

御指圆 御座 候 様 仕度 旨 御 達 申 置 候處、 今般 夫々 御 付 札に、 猶又御 ぱを以 被 仰 渡：^ 趣、 

其 意 候。 右 御 覺書ニ ケ條目 四 ケ條目 御 付 札 之 趣に 而は、 嫡子に 而も 又 二 以下に 而も、 新 知 

に 被 召 出 候 分 は都而 無差別 末 家に 而、 御 覺書之 末に も 嫡庶も 本家 .末{ 水に 候：. ナ^ 之： ^» 者、 

配 知 之 差別な く 大綱 末家キ 心得、 嫡流. 庶流な ど/ -唱 候 债先は 無 之^に 心 巾 ゆ^ 

書に 時宜に 寄 嫡庶を 立 候 も 可 有 之.. ナ 御座 候 者、 如何様 之 節 嫡庶を 立 可 申 哉。 且乂 嫡流. 庶流 之 

譯は 先祖 之 二. 三男 被 召 出 候 得 者、 嫡子 之 家筋 嫡流に 而、 二 丄ニ男 之 (永 筋 庶流に 攸ト御 候。 

右 嫡子 之 家筋 は 本家 キ申 物に 而、 別に 嫡家キ 唱を立 申 仔細 は 有 問 敷 様に^ 存 候？，^:^、 何キ歟 

嫡流に 相 成譯も 御座 候 は， V -、 爲御聞 御座 候 様 仕度 奉存 候。 先達 而御 中 候ぬ it 之 本末 等 之， ゆ 

も、 私共 限に 極 置 申 儀に 而は無 御座、 先年靑木故儀兵衞ょり岡田故太郞.^=衞門^^相^：^^ 

分、 林 大學頭 殿.^ 承 合 貰 候 趣 別紙 之 通に 而、 能 筋合 相譯り n;^ 申 俄に 付、 右 之 趣に：：：，^ 迄 相 心？，^ 

罷在申 儀に 御座 候 得 共、 今般 御 付 札 等 之 趣に 以後 相 心 g: 可 申 候。 しかし 御 付 札 等 之 御文 而仅、 


通不仕 故、 私共 合 點參兼 候 ケ條、 猶更 一 往相伺 申 候 間、 委細御諭被仰閒候«仕度奉^^候^$。 

別 叙 

本家 末 家 嫡流 庶流 

右 之 分を當 所に 而 不分明に 付、 江 戶表之 様子 林 大學頭 殿お 聞 合 有 之 様、 岡 田 故 太 郞右衞 門.^ 

賴置候 所、 大學頭 殿 付 札 左 之 通。 

本家 家 之 根本、 元祖 之 家相 績致來 候 家筋 を 申 候。 

末 家 本家 之 二 男 以下 分 知 之 家筋 を 申 候。 

嫡流 本家 之 嫡子 別段に 被 召 出、 二 男 本家 相 續致候 節、 別家に 相 成 候 嫡子 之 { 象 筋 を 嫡流と 中 

庶流 本家 次男 以下 別段 被 召 出、 別家に 相 成 候 家筋 を 申 候。 末 家 は S 味 違 申 候。 

右 之 通 安永 之 頃 靑木故 儀兵衞 より 聞 番岡田 故 太 郞右衞 門.^ « 遣 聞 八" 之 .rasB 御，！！ 候而、 a 共：：： 疋 

迄 右 之逋相 心得 罷在候 事。 

三  月  御 迥 fg 

本文 時宜に 寄 嫡庶を 立 候 も 可 有 之キ申 儀 は、 只今 其 品 相 極り 候 儀に 而は無 之 故お 之 通に 候" 

何れ 本末 キは 難唱、 嫡庶之 名目に 無 之 而は難 叶 儀 も 可 致出來 哉に 候 問、 先f:^iー而及^ll候.ソ 惣 
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様 之 ケ條に 不相當 分 有 之 時 は、 其 節 可 被 申 聞 候。 且又 先祖 之ニ丄 一一 男 被；；：： 出 候 W ば、 嫡子 之 * 

筋 は 本家に 而、 別に 嫡 家と 唱を立 申 仔細 は 有 之 問 敷 様に 被 申 問 候： 右は尤 本家に 而攸得 者、 

嫡庶を 立 候 キ唱候 時 は、 右 嫡子 之 家筋 を 嫡流 キ唱、 二. 三男 之 (永 筋 を ゆ ^ 流.. ナ i? 候， に而、 本末 

之內にても嫡庶キ唱候而不苦家筋有之^$故、 申 渡 候 通に 候。 將又 M 姓 本末 之， ei、 先年 林 * 承 

合 候 趣 は、 拙者 共に も 承 © 候 得 共、 公儀 御 捉も右 之 通に 候 哉 離 計 候 付、 文化 年 屮御太 ni:* 

お 御 問 合 有 之 候處、 林 家 承 候 趣 キは致 相違 候 付、 猶更其 趣を以 m 而御問 八 "も 有 之 上、 is- 御 gr 

先達 而及 差圖候 通に 候條、 其 通 可 被 相 心得 候 事。 

別紙 小 紙、 ニケ條 目下げ 札 

本文 嫡子 新 知に 被 召 出 候 而も 末 家 ..ナ 唱、 二 男 相 續之家 は 家元 キ^ 候.^ 此 家元と 中 は、 やはり 

本家 キ相 心得 可 申 候 事。 

本文 嫡子 之 家より 二 男 相 續之家 は 家元 キ唱 候^ 北ハ、 其 外 末 家より 右二 sf- 相- S 之 家 を， i? 候 時 

は 本家に 候 事。 

三月 朔日。 先に 德川 家齊 より 贈られた る 鶴 を 披露す。 

〔官 私隨 筆〕 

二月 晦日 


引目 相 勤 は 

奧付 榮賀な 


一 、 先達 而御 拜領之 鶴、 明日 御內々 御 披に付 御 下 頂戴 之 儀、 明朝 可申述 候へ ども、 服 之 儀 も 

有 之に 付爲 心得 執筆 迄 申 聞 候 段、 木 村 茂 兵 衞申聞 候。 右 服 はの しめ 之 旨 簞笥番 山 田.. ヌ次郞 よ 

り以 紙面 申 越 候。 

三月 朔日  . 

一 、 如 例 登城、 今度 引目 相 勤 候 付 於 御前 卷物御 拜領。 且鶴之 御 吸物 御 下 被 下。 委„^ 引目 方 C 乂 

書に 記 之。 

三月 五日。 陪臣に して 講書 聽 聞の 爲學 校に 出席す る 者の 手續を 簡易に す。 

〔官 私隨 筆〕 

三月 五日 

一 、 陪臣 學校 講書 聽 聞に 罷出候 者 共、 是迄 は助敎 等へ 其 段 相 達、 助敎等ょり學校！？？へ相+：^；ー^ 

出 候 事に 成來 候へ ども、 左 候 而は不 辨之儀 も 有 之 故、 出 座 仕 者 も 無 之 哉に 付、 以來は «ii に 

罷 出度 者 共 は、 主人々々 へ 相 達、 主人より 名 書 を 以學校 頭へ 相 達 候 様 致.； i^it 申 問、 承：^ 候 付 

爲御 承知 申 上 候條、 御 組 人 持 中へ も 御 申 渡 可 被 成 旨、 內勝 殿より 糾 H 之 人々 迄 5- 名 之 n 狀 

來、 承知 之 3 曰 下書いた し 遣す。 

三月 十日。 領內川 除 又は 波 除 工事に 關 する 御 普請 會所 及び 定檢 地方の 管 
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轄を 改定す。 

〔每 rnlg 書拔〕 

三月 十 m 

一 、 御領！： 川 除 波 除 方 之 儀、 人家 圍等之 分 は 御 #:：： 請 所 手 八！：、 御 W 地 等 之 分 は 都 ..^(^i^ 地 

方手合に而出來之卞^-に相成^候處、 今般 命、？. "S 之 趣， 之、 以後 f 迷 所 川 除 等 之 分 は WW 定：^ 地な 

一 手 合、 犀 川 等 兩川之 分 は 御 普請 會所手 合に 而可被 仰 付 iki 夫々 申 波 候 *。 

三月 十四日。 前 田 齊泰金 澤を發 して 參覲 の途に 上る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

三月 十四日 

一 、 今日 御發駕 御供 揃 五 時、 四時 前 御供 M り 被 仰 出、 半時 &、 益 御機嫌 能御發 1 お 被 遊！^。  M 

玄關敷 付.^ 御 近習 頭に 而比 良、 奥 御 取次に 而 拙者 罷出 候。 其 外 何 茂 陪卜： 迄 御：： 5?*^ 仕 候^。 

一 、 夜前 御 奥 御 休に 而五時 前 御 出、 御揚. 御 櫛 相涛、 御上 下に 而御 入、 御 K 被？？： 上、 無 S 

出、 御用 之 間お 被爲 入、 將監殿 等被爲 召、 夫より 御旅 裝 束に 御 改。 此節 御供 揃. E-k、 御^ 妪 

り 被 仰 出、 御 居間 書院お 御 出、 眞龍院様御使者飯尾杏太夫被爲召御^^答.1^之。 « 而 年ぶ 巾. 

御 家老 • 若年 寄 • 前 田睡鹧 迄 五 切に 被爲召 御意 有 之。 御 入、 御 wii: 御上 段に 御^ m 、將 淸太 


夫. 保左衞 門被爲 召、 相 濟與右 衞門等 被爲召 無事にと 御意 有 之、 御請 申 上 退去。 夫より 適坦 

齋- 誠 山被爲 召 御意 有 之。 相濟御 奥お 御 入 被 遊、 四つ 時 過 御供 宜段御 鈴，^ 申 上る。 無 ffi 御 出、 

此節延 之 助 殿御 居間，^ 御 通 申 置、 御 出 之 上 菊 之 御 間お 御 通り、 御の し 配 » 役 上る。 御 返 去、 

御 居間 二 之 間に 暫御 着座、 御前 御 直々 御上 段に 御着 座、 御の し 配膳 役 上る。 直に 御凝 §1。 其 

節 延之助 殿御 同道。 萬 之 間 御 廊下に 眞龍院 様御附 使者. 姬君 様御附 使者 御， せ^ 有 之。 矢 天井 御廣 

緣に 御供 之 山城 守 御意 有 之。 御玄關 階下お 年寄 中 • 御 家老 御 s。 延之助 殿； ：！： 所に 而御 挨！^ 被 遊 

候。 益 御機嫌 能、 雨 降 候へ 共 暫之內 御馬 上 可 被 遊 旨に 而、 御馬 浦風に 被 爲召候 事。 

〔諸 寧 要用 雜記〕 

三月 十九 日 

一 、 今晚 泊り 驛 より 之 御用 狀到 來。 益 御機嫌 能 御旅 行、 十七 Higa: 御 幾^ 之處、 片：： 〈川 假舟 

橋 出水に 而损所 出來。 依而 魚津. ^御 立戾り 御 逗留 之 儀 被 仰 出 候處、 橋 出來、 夕 八 時 に被爲 

在 御 發駕、 泊り お 夜 四時 前 御着 被 遊 候 由申來 候。 且 小川 も 橋 切、 懸 K し. 之. E 之 事。 

一 、 右 泊お 御着 之處、 姬川 出水に 而十 八日 御 通行 難 成、 御 逗留 被 仰 出 候 段申來 る。 

问 二十日 

一 、 十八 立 之 御 飛脚，^ 傳付、 同席より 紙面に 而、 同日 夕 姬川川 明き、 御發 §1 被 仰出攸 K 屮 
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來候 事。 

同廿 四日 

一 、 當月 廿日 荒井驛 より 之 御 飛脚 之傳附 同席 連名 狀到來 ： 十九 H 姬川々 明きに 忖怕 si^s、 

山 之 下等 無 御滯御 通り 之 由 申 來り候 事。 

三月 十五 日。 大聖 寺 侯 前 田 利 之 參覲の 途金澤 に 宿す。 

〔官 私隨 筆〕. 

三月 十五 曰 

一 、 備 後守檨 昨日 大聖 寺 御 發途、 夜前 松 任 御 泊に 而今 日 金渾へ 御着に 付、 如 例 ==-^ 附 rA 攸處、 

御寺 御 參詣無 之 御 様子に 付、 四 半時 過 出 宅 御旅 { 伯へ 罷越、 山 本 太 郞；^ 衞 門 殿 等 内へ 掛御 = 度 

旨 取次 申達 候處、 大野 才 記 罷出候 付、 相 伺 御機嫌 御 様子 尋候 處、 御機嫌 能 被 成 御. M 候。 ゆ 昨 

日より 少々 御風 氣に 而、 御 咳-御 發し 御難 儀 被 成 候。 夫 故 今日 御寺 御秦 おも 無 御. M 候。 され ど 

もさし 仁る 御 事に 而も 無 御座 旨。 いづれ 追 付 可 申 上 由に 而、 重 而罷越 则申上 候處、 御お # 御 

伺 御 入念 之 儀 思 召悌。 尤御逢 可 被 成 候處、 少々 御風 ハ教 に而御 保養 被 成 御^ 候 北 (谈無 之 候。 

宜申述 候 樣被仰 付 候 由 演述に 付、 段々御懇之仰之趣^^仕合奉存候。 宜御申 上 攸様致 度 It 申述 


照 七十 條月文 
日 年 及廿政 
の 正び 八 四 
1 紫 月 天日 年 
參十 保の 六 


二月 廿 四日。 文政 四 年の 法 を 改めて 御 郡 奉行 專務と 改作 方專務 とに 分離 

せし む。 

〔郡 方 御 觸〕 

文政 四 年 御 郡 方 御 仕 法被 仰 付 候、 御 郡 奉行. 改作 奉行 打 込に 被 仰 付 候處、 動向 多端に 付、 改作 

方 御 法 何となく 混雜之 鉢に 茂被閜 召、 畢竟 微妙 院様御 草創 以來之 御 法 失 行 候 而者不 容= ^儀に 

付、 此度御 修補 被 仰 付、 役名 等都而 近年 之 通に 而、 御 郡 奉行 «務キ 改作 奉行 W 務.. t ^板 分け 相 

勤 候 様 被 仰 出 候。 依 而左之 通 被 仰 付 候。 且御仕法之節楝取之名目被仰出候得：^：；ハ、 今般 者 右 名 

目 不被仰 出 候。 

改作 方 W 務 

大 村 友 右衞門 

山 森 雄次郞 

吉田 にハ馬 

林 久 太夫 

中 村！： 三郞 

井上 井之助 
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高 田 幸 助 

稻葉 助五郞 

.：！：^ 田 權五郞 

石黑 錄八郞 

御 郡泰行 W 移 

內藤十 lli ハ衞 

^  , ^片 S 

高木. iii^T 

林 源多郞 

馬場 右近 

渡 濑 七 郎太夬 

駒 井 丹之丞 

只今 之 通當分 加入 

神 尾 主 殿 

右 之 通 被 仰 出 候條、 被 得 其 意、 大村友 右衞門 等. Si 可 被申談 候。 右に付出£^ケ所^戊扣減、 "人 


高 を以、 詰 方 之儀遂 詮議 可 被 申 聞 候 事。 

癸 巳 三月 十六 日  御 算用 場 

御 郡 奉行 中， 

右 之 通 今般 被 仰 出 候に 付、 改作 方. は 以前 之 於 役所 取 捌 候。 尤 御^所 者 是迄之 通に 候。 今般 如 

斯被仰 付 候 御 趣意 者、 御 郡 方 御 仕 法 後、 人 多 混 雄に 付 格別 之御詮 に而、 何分 改作 方 御 川 綿 

密遂 詮議、 御 法 違 亂に不 至 樣にキ 之 御 趣意に 而、 御 仕 法 等に 何も 相 替申儀 尤無之 候。 乍 去 暫 

兩役打 込 有 之 事故、 右 之 通 振 分り 候 上 者、 御 郡 所. 改作 所 者 以前 之 通 之 姿に 而、 r 耐^ 物 桁 出方 

等 可お 之 儀に 候。 乍 去 猶又其 品に 寄、 書取 一 通りに 而兩 役所 相辨申 品钚も 可.；^ 之 候 問、 北 〈品 

其 事に 應じ、 猶又易 简辨繩 相 成 候 様 可 相 心得 候。 勿論 下方 傾 敷 筋 杯 者、 追々^^ 之 上 抬« 候 

様 取 極 可 申 候。 

一 、 惣而 近年 其 元 中 初、 手 付等罷 出方 遅刻に 相 成、 隨而 御用 方 茂 手後れに 相 成 候つ 別而地 M 

之內に 者、 出席 方遲 刻に 相 成、 惣而相 後れ 申 鉢に 候。 是等者 自ら 其 品に より、 ド方之 爱に相 

成 申：^ ども 可.；^ 之 候條、 刻限 不遲罷 出、 惣而 御用 方 成 丈け わり 立 申 開 候 « 可 相 心^ 候。 此 

段 度 申 談可有 之 事。  . 

三月 二十四日  御 ffl 奉行 
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諸郡惣 年寄 中. 年寄 並 中 

三月 廿 七日。 前 田齊泰 江戸に 着す。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

三月 十四日 駕發 金澤。 廿 七日 抵 江戶。 扈從橫 山.^ 城 守. 靑山 將監. - 

〔諸事 要用 雜記〕 ■ 

四月 六日 

一 、 今曉 御用 狀到 來、 益 御機嫌 能廿 七日 御着 府被遊 候 段、 立 御 « 脚お 傳附 中來 候：^。 

三月 廿 入日。 德川家 齊使を 遣 はして 前田齊 泰の參 覲を勞 せ、 しむ。 

〔溫敬 公 記 史料〕  ， 

三月 廿 八日。 將軍遣 老中 松 平 周 防 守 來勞。 

三月。 他 國御使 人た る ベ き 諸 士に對 する 貸 渡 金額 を 改定す。 

〔御 觸留〕 

定番 頭.^ 

他！； 御 使 人お 御 貸 渡 金、 文政 三年 相 改候分 茂 有 之 候處、 今年より 三ケ年 格別 御 W 略 被 仰 出， S 


に 付、 右 年限 中 は 左 之 通 御 貸 渡 被 仰 付 候。 

人 持 五千石 以上  三百 五拾兩 

三千 石 以上  三 百 兩 

或 千 石 以上  贰百 三拾兩 

千 石 以上  百 六拾兩 

組 頭 知行 高 無 構  八拾兩 

物 頭 知行 高 無 構  六拾兩  - 

諸 番頭 知行 高 無 構 . 五 拾 五雨 

平 士 八 百 石 以上  五 拾 五雨 

平 士 八 百 石 以下  四 拾 五雨 

. 右 之 通 被 仰 付 候條、 旅行 中 行 粧等是 迄 之 仕 來を打 欠、 萬^^格別に遂^略：^^相動候； 此外义 政 

三. 申 波 候 t こ、 候 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 夫々 可 被 申談候 事。 

巳 三月  ， ， 

三月。 猪 を 捕獲した る ものに 對 する 賞 與を牛 減す。 
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〔河 合錄〕 

猪 狩 之 事  ， 

一 、 近年 猪 多 徘彻、 田畑^ 荒 候に 付、 狩 捕 候 55 者 一 疋に付 米 一 斗 (处爲 、被ド w.^^ 

之 尾 を 添 奉行所へ 可斷出 旨、 初而 極り 申 觸有之 は 安永 五 年 十一 ぉ^、、  4^3^ 出 候 S ^共、 ，：i: 後 は 

耳 一疋 分 宛 可 出 之 旨、 同 五 年 正月 二十 八 nl 申 渡 有 之。 

一 、 右 狩 捕 候 分耳兩 役所へ 出 候 得 共、 宽政六 年 正月 申 渡以來 者御邯 所へ 迄 耳 を 出、 改作 所へ 

は 耳 出に 不及 候、 案內 にも 不及 urn 申 渡。 同 八 年 三月 耳 は 改作 所へ 出に 不及 候へ 共、 何方に 何 

日に 捕 申 儀 は 可 及 案 內旨申 渡。 文政 四 年 御 仕 法 後、 亦 改作 所へ は 別に 不致 案： 2： 候^。 

一 、 狩 捕 候 得 者、 御 郡 奉行 • 改作 奉行 連名 之 » 付に 而、 御 褒^ 米 高調 及 Ejf: ^候へ 者、 « 印 切手 

を 以米相 渡る。 則御邯 奉行 取 之、 下方へ 相 渡す 也。 尤定 入に 相 成： s:^ 故、 御邯兴 カ仃. 改作^ 行 

より 番付 出し 次第 相 渡る 也。 

但、 本文 初發 は、 都而 一作々々 之 願に、 御 勝手 方 御 席より 御 入 有 之 候.！：、  ^m--  mwm^-.^ 

切手 相 渡り 候へ 共、 宽政 元年 兩役 所より 相 願、 以來定 入に 御 聞 之。 

一 、 右 改作 所に 初發 より 加り 居候 は、 根元 田畑に 指 Si: る を以、 狩 捕 候 御 褒^ も相顿 候，.^。 

仍而御 褒美 礙も鼠 奉行 連名 也。 仍而御 郡 所に 而、 時々 耳 を 以及斷 分、 付 も 仕出し K 分、 


改作 所へ 引 送りに 相 成 候に 付、 改作 奉行 連名 印章に 而、 御 郡 奉行より 場 達 致す 也。 併 其 御 ffi 

奉行 引越 候分钚 出府 不致 時、 改作 所より 場 達す。 

一 、 右 狩 捕 候 御 褒美 は、 四季 共 狩 捕 候へば 被下來 候へ 共、 寬政 三年より 每歲 十月より 翌 二月 

迄 捕 候 分 迄 被 下 候 事に 成 候へ ども、 狩 捕 方 怠り 申に 付、 同 六 年 最前 之 通 四季 共 被 下 候 tt、 能 

州奧 *ロ. 礪 波. 射 水 之分兩 役所より 相 願、 御 聞屆有 之。  リ 

一 、 猪 狩 捕 御 褒美 米 は 半減に 相 成、 一 疋に付 五 升 宛 被 下 候 is^ に、 天 保 四 年 三月 相 極り、 $E 時 

如 此に候 事。 

〔御用 儀 品々 留帳〕 

一 、 御領！： 村々 に 而狩捕 候 猪 御 褒美 米、 一 疋 一 斗 宛 被 下 候 所、 天 保 四 年より 半減に 被 仰 付、 

五 升 宛 可 被 下 旨、 同年 御 算用 場觸 付。 

四月 朔日。 前 田齊泰 柳營に 上りて 參覲の 鱧 を 行 ふ。 

〔官 私隨 筆〕 

四月 九日 

一 、 先月 廿 八日 上使 松 平 周 防 守 殿御 出 被 成、 御懇之 被爲蒙 上意、 且又 廿 九日 御 奉^に 依而、 

當朔 H 御 登城 御 禮被仰 上 候 旨 等、 當ニ H 發足町 飛脚 早 飛脚 を 以申來 候 由、 御用 * より 妪狀來 
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る 0 

〔觸 留〕 

去 朔日之 御札 致拜見 候。 先 而被仰 越 候 通、 中將様益御機嫌克前月ニ十七！！：御^^：ゅ、 ！！：  二十 

八日 上使 松 平 周 防 守 殿御 出 被 成、 御懇之 被爲蒙 上意、 且又 御 參勤之 御 禮可被 仰 上き、 M 二十 

九日 御 老中 方 御 連名 之 御 奉書 到來に 付、 則去朔 rn 御 登城 被 遊 候 處、 於御黑 .^TK 卿 禮被仰 k、 

御懇之 被爲蒙 上意、 重疊 目出度 御 儀、 恐悅 同意 奉存 候。 次に 各 御供 被 召 連 候處、 於 御. nIfczK 

御 目 見 被 仰 付、 御 威光 故 キ難有 思 召 候 旨、 御 尤之链 御座 候。 ^細 之 御 様子^ 以御 i..z 被 仰 下 候、 

恐惶 謹言。 

四月 十四日  長 又三郞 

中 川 八 郞右衞 門 

撗山 山城 守 殿 

橫山藏 人 殿  . 

四月 九日。 金澤に 地震 あり。 

〔每日 帳 害拔〕 

四月 九日 


堀 平 li=5 ほ 小 

松町秦 u= 

3^ だ 邵 4i: 衞 

場东行 


一 、 今晝九 半時 頃强 地震。 御用 番 出席 中に 付、 御廣 式へ 罷出裔 々姬様 始御機 雄 相 伺候 i$。 

文政 二 年 六月 十二 日强 地震に 付、 御廣 式へ 各 返 出より 出、 方々 様相 伺 御 機 維、 出： g 無 之 人 

々は以 紙面 相 伺候。 且 御在國 之節强 地震 有 之、 出席 切 御前 御機嫌 伺候 例 も 有 之。 御 川桥之 

儀 は 越後 屋敷へ 出席 中に 付、 返 出より 御廣 式へ 出。 今日 出席 無 之 人々 は 御 在！： 中 出 鹿 切 相 

窺 候 例 を以、 今日 各お は 分 而不申 遣 候 事。 

〔年々 珍 敷 事留〕 

一 、 四月 九日 晝九時 地震、 餘程强 く、 何れも 御屋敷お 御機嫌 爲伺罷 出る 也。 

四月 十一 一日。 能 美 郡 小 松に 火災 あり。 

〔諸事 留帳〕  ， 

當十 二日 害 一九 時 頃、 小 松 龍 助 町金屋 武右衞 門と 申 者 方より 出火 仕、 ffi 燒 (永 等 如 « 御. M 候。 火 

元 武右衞 門 呼 出、 出火 之 様子 吟味 仕 候處、 疑 敷 品 無 御座、 自火 之 鉢に 御， I- 候。 几 火： 之節燒 

死贰人 御座 候。 右 之 外人 馬 あやまち 無 御座 候。 尤御 年寄 衆. Si も 御 達 申に 付、 爲御 $A 內如此 御 

幽 へお、 以上。 

巳 四月 十六 曰  堀 平 ml 

原 五 郞左衞 門 様 

如 贺 藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年  三 二 九  . 
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〔穩樂 齋隨意 集〕 

天 保 四 年 四月 十一 一日 小 松 町 出火 燒失家 數左之 通 _ 


、一軒 火元 

、 百 四十 四 軒 

、 百 二十 二 軒 

、 百 二十 七 軒 

、六十 五軒 

、三 十 軒 

、 百 二十 七 軒 

、 七 軒 

、四十 軒 

、 1 1  f 

一  舉 

、八十 三 軒 

、 六 軒 

、 九 軒 


青 


八日 市町 

朿 町 

土 居 原 町 

本 鍛冶 町 

大文字 町 

同 町 

同 町 

寺 町 

同  町 

本 大工 町 


金！： 武右衞 門 

類 燒 家 

同 


同 

毁 


0 


類 燒 家 

毀 0 

類 燒 家 

毀 . 家 

類 燒 家 


1 、 1  vr 

一、 四十 六 軒 

一、 二 軒， 

一、 二  軒 

グ八百 十四 軒 

內 二十 軒 

外 一 ケ所 

百 九つ 

七 十 一 

一 0 

ニケ寺 

同 

六ケ 寺 

ニケ所 

グ 

加|=^藩史料 十四 編 


同  町 

八日 市 地方 

同  町 

地 子 町 


毀 


家 


毀 


類 燒 家 

同 


毁 


納 屋 

潰 納屋 

淨土宗 寺 

日 蓬 宗 寺 

一 向宗寺 

同宗 二 ケ寺門 »燒 失 

天 保 四 年 


三 三 


〔於 江 府每日 赛 立幷 日記 之 內書 拔〕 

五月 八日 

一 、 左 之 御屆下 聞 番出候 付、 以善右 衞門上 之 候處、 卽：：：以：：！：人被；^-下攸 

〔お a 

加州 小 松 城下 燒 失之覺 

一 、 八 百 二十 四 軒 

內 十 軒 

七 百 九十 四 軒 

二， I  f 

一 寸舉 


寺 

町 


百 九 

七十 一 

一 ケ所 

ニケ所 

二 ケ所 


毁 


土 


家 

家 


納 屋 

御 納屋 

寺 門 * 


出席 は橫山 

藏人 


一、 二人  燒死男 

右 前 月 十二 日 午の 刻 町家より 出火、 同夜 戌の 刻 及 鎭火候 燒失家 數等窨 面 之 通 御座 候、 以上。 

巳 五月  松 平 加賀守 

四月 十 A 日。 前 田 慶寧初 め て 登營し て 德 川家齊 に 謁す。 

〔諸事 留牒〕 

四月 十八 日 

一 、 今日 犬 千代 丸 様 御 登城に 付、 のしめ. 上下に 而六 半時 過 出席、 御廣 式，^ 罷越、 以.； ：H 田 依お 

衞門 御機嫌 相 伺、 重而 御供 迥り 之節罷 越、 例 之 通 御 色 代 鏡板.^ 罷出 候處、 益 御機嫌 克 五牛 時 

前 御 出 被 遊 候 事。 

犬 千代 丸樣御 登城 之 節 御供 人心 得 方 

犬 千代 丸 « 大奥.^ 御 登城 之 節、 御道害幷御供落所等左之通に候^^。 

一 、 御 本宅 御廣式 御門より 御 出、 南. 御門より 本鄕 通り、 同 二  丁目、 ^岐坂 牧野 備前守 殿 敷 

前、 水道 橋、 小川 町、 一橋 通り 榊 原 式部 大輔殿 尾 敷 脇、 一つ 橋 御 門 より Kl- 川口 御 門。 

一 、 御 道 案 內足輕 二人、 御 挾 箱、 御先 供御 步九 人、 御 翁、 御 長刀、 平 川 ：= 御門 外に 而殘： 
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三 三 四 


唐 油 は 桐油 


51、 御 挾 箱 は 御駕御 跡お 付、 上 梅林 坂下邊 に而 落、 扣罷^ 趣に 而 いれに 御玄 關迄舉 り、 御 ffl 

は 同所.^ 上げ、 棒 は 御駕籠 キ 一 集に、 御 腐 式 御 門 前 腰 懸に指 £ 可. S. 候。 

附り、 御 下り 以前 御 玄關に 而御挾 箱 請 取 候 は.、、 前 之 通り k 梅林 口^出し 扣 g^fr、 

御 下り 奉 見 請、 御先へ 一 行に 繰 出 じ、 平 川口 御門 外^ ケ 所お 相 建、 御行 列 之： g 可^ 心 ゥ 

、 御 傘 は 晴雨 共、 御前 御 同 «、 御 玄關前 迄爲御 持に 候。 ■ 

、 御 蓑 箱 • 御茶 辨當、 幷指 添御步 横目. 坊主、 平 川口 御門 外に 而殘 り： T 巾が。 

、 御^2^履取ニ人、 御 舁六 人、 御 玄關前 迄 御供 仕、 其餘平 川口 御 門 外に 而殘. 中 候。 

、 御供 人 一 統、 若 雨天 之 節 は、 唐 油 合羽 着、 笠着用之^;;-。 

、 騎馬 御供 之 頭分、 雨天 之 節 羅紗 合羽 着、 笠 相 用 可 申 候 ST 

、 御 翳 者 若 附天之 節 は、 御城 內 羅紗 合羽、 手 傘 相 川 可 申 候。 , 

但、 わらん じ. 足 中之內 用可然 候。 

、 御 藥箱は 御城 內入方 六ケ敷 由に 付、 平 川口 御門 外に 殘： E^s. 候 ^5^。 

但、 若 御用 有 之候砌 者、 其 節 之 時に より 可 申 候。 

、 御供 人 建 切 之 事。 

、 御供 人 燒飯相 用 候 節、 溜 所 キ申而 は 無 之 候へ ども、 終：：：： 之 ffi に 候 ii:、 御步 以上 之 分 は 其 


筋お 相 願 込、 御 廣式下 部屋 之 內に溜 所 出來之 害に 候。 - 

併 表 向 之 事に 而は無 之 由 之 儀に 候 間、 無 禮無之 檨可相 心得 候。 尤其餘 平 川口 御門 外 腰掛 之 

內ぉ入 申 害に 候 間、 不作法 無 之 樣可申 付 候。  . 

一、 御鎗. 御 蒸 刀. 御 養 箱. 御茶 辨當. 御 召 馬 等 も、 平 川口 御門 外 腰掛 之內， ^入 申 害に 候。 

一 、 若 夜に 入 候 得 者、 押 足輕迄 御城 內 出入 之 節、 手 提灯 相 用 候 儀 不抬支 候。 

一 、 御 提灯 御城 內入 方、， 數之儀 は、 別紙 御行 列 附に有 之 候 通に 候。 

以 上 

一 、 左 之 書面 從高田 善 右 衞門入 披見 事。 

犬 千代 丸榇於 大奥 御 目 見、 御懇之 上意 被 蒙、 御手 自 M 斗 S 御 頂戴、 御 脇 刺 等 品々 御^^、 御 

料 ii. 御 現 戴。 內府 «• 大納言 檨.^ も 御 目 見、 被 蔡御懇 之 上意、 御手 自御 のし 魔 御 S 藏、 御^^ 

物 被 成。 御臺檨 おも 御 目 見、 御 拜受被 成、 御簾 中 様よりも 御 拜受物 被 成、 方々 «ょ り も 被： 卜 

物 有 之。 御內 證に而 公方 檨. 內府 様. 大納言 様 • 御臺 様. 御簾 中 « より、 相 公 釣 次 

郞 殿.^ も 御 拜倾物 被 成 候。 此段爲 御 承知 申 遣 候、 以上。 

四月 十八 ：n 

「犬 千代 様 御用 留〕 

如 賀 藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年  ，1 三 三 五 
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今日 犬 千代 丸 様、 大奥. 御 登城、 御 目 兄 被 仰 上 之 旨、 表 方 >ni 申 進： ^通に^.！: .K: 姬 ほ MM 

様、 朝 五 時 之 御供 揃に 而、 姬君様 御 出 後 指 « 五 半時 前 御 出、 御 城 被 遊： ^0^s^0^ 

式.^ 罷出、 奉伺 御機嫌、 御 玄關， ^罷 出御 见立申 上、 益 御 機 « 能奉见 上。 出城 守， 依、 に 御供 

仕、 御 途中 何 之 御替も 不被爲 在。 御 合 輿 年寄 女中 佐 山 相 勤。 御玄關 S 附に而 御 下乘、 御廣式 

番之頭 衆 等 御 出迎。 右 番之頭 衆 御 案內に 而被爲 入、 四時 過 公方 « 初 御 H 兑、 御 能 被 仰 k、 

早々 御 拜領物 被 遊。 御 登城 中 御 寢も被 遊、 御 目 覺之上 も 益 御機嫌 御 fi、  別 御 

拜領物 も 被 遊、 段々 御 都合 能 被 爲濟、 暮六時 前 御 1^ 被 遊。 其 節 蔵人 等、 御. S 式 御 玄關. Si 御 待 

請に 罷出、 猶又 何も 相 伺 御機嫌 候處、 益 御 健に 被 爲在候 段、 神戶 淸右衞 門 巾 ^候。 W 公 様に 

は 五 時 過 御 出、 兩御 丸お 御 登城、 御禮御 首尾 能 被 仰 上、 御 下り 和 田お 御廣 式. 被爲 人、 ^见 

合 被 遊、 大奥 之 御 左右 被 聞 召 候 上、 御 老中 方御迥 勤。 八 時 御 S 殿。 右 御 様子 蔵人 等 被 wu、 被 

爲仰 聞。 姬君樣 に は 夜 四 半時 頃 御 良 被 遊 候。 先以段 々結構 成 御 様子、 恐悅 御： 1:」 なに 御- ぽ攸。 

山城 守 儀、 於 大奥、 從 公方 樣. 內府 様. 大納言 様、 紗 綾三 卷宛 St 倾被仰 付、 難 * 仕 八" 奉な 候。 

其 外 組頭 等お 拜領物 被 仰 付 候。 右 等 之 趣、 御附 方に 而爲御 承知 中 進 候。 別紙^？：立ぉ巡巾餘、 

以上。 

四月 十八 日  山城 守 等 三人 判 


內  膳樣  . 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

四月 十八 日、 犬 千代 丸樣. 姬君樣 御 同伴 大奥.^ 御 登城、 將軍 家お 初而御 目兑。 依て 公に も 御 登 

城、 御座 之 間にて 謁せられ、 御懇之 上意 有て 御手 自 K 斗跑を 賜る。 作 御太刀. 白銀 三十 枚. 綿 

二十 把 献ぜら る.^ 內府檨 • 大納言 檨ぉ作 御太刀. 白銀 三十 枚 宛、 御臺様 • 御簾 中 様お 縮緬 五卷宛 

進上 せらる。 此外 御內證 にて 品々 進上し 給 ふ。 大奥に て將軍 家より 犬 千代 丸 様 御名 代に て 公 

. ^賜る。 內 府檨. 大納言 樣. 御 臺樣. 御簾 中樣 より 御 同様 一 種 宛 賜る。 此外將 軍 家. 御 より 

御內證 にて 品々 賜る。 

〔恭敏 公 記 史料〕 

四月 十八 日始 同景德 夫人 參 大奥。 將軍有 懇命。 親 賜 K 斗。 又 賜 小刀 駿 河！： 義助 代金 十五 枚 

置物。 內 大臣 大納言 亦 同 賜 K 斗鲍。 又內 大臣 賜 織物 五卷。 大納言 输珍 五卷。 將軍 夫人 賜 緞子 

三卷 刀架。 大納言夫人有君未姬榮姬子三郞照姬等公子女比^！胎物。 公 献裝刀 <^_iT 代 縮緬 五卷于 

將軍。 太刀 金 馬 代 縮緬 三 卷于內 大臣 大納言。 縮緬 三卷ー 種子 各 夫人。 其 他 多數。 

四月 廿 五日。 銀 仲 預り銀 手形 及び 兩替 印紙の 引替 所 を 設け、 且つ 其 通 川 

年限 を延ぶ ベ きこと を告 ぐ。  • 
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〔郡 方 御觸〕  . 

近年 銀 手形 通用 被 仰 付 候處、 正金 銀拂 底に 而ー 統反 迷惑 候に 付、 此度御？^れ^之上、 御^！: 身 

元 相 應之者 共. S -、 爲札尻 出金 被 仰 付、 引替 所 被 建 候 問、 正金 入 川 之 者 は 右 引替 所-! 

手形 幷兩替 印紙 之 分 共 指 出 引替 可 申 候。 

伹、 引替 之 儀、 佳節 朔望 之外奇 日毎に、 四時より 九 時 迄 之內可 ffi 出攸 「〕 wt= 扣初め 候 

等 之 儀 者、 引替 所 承 合 可 申 候。 

一、 金 一 兩當分 六十 八 匁 極 直 段 被 仰 付 候。 外に 引替 所爲雜 川、 金 一 兩に付 五分.；^. 桁 出 候。 

一 、 銀 手形 入用 之 者 は、 引替 所お 正 銀持參 いたし 候 # 者、 前. S 之报 を以ま 手形 相 渡 i& に 候。 

但、 五分 之 雜用指 出に 不及 候。 

一 、 上納 幷御 家中 收納拂 米 代 を 初、 米 方 取引 者 都而銀 手形 を以収 S おいたし、 一 切 正金 銀収披 

致間鋪 候。 

一 、 引替 所 相 建 候 北ハ、 兩 替商賣 店に 而兩替 いたし 候 儀、 尤是迄 之 通 勝手 次 ir:^ に攸。 

一 、 小 割 札 之 儀 者、 當分 引替に 者不指 出、 是迄之 通 可 致 通用 候。 

一 、 當時 通用 之 銀 手形、 來る 未の 年 迄に 正 銀 引替 之 圖 に而、 則 其 趣 印 $:H 戊 加へ な 之 1， £ 

右手 形 引替 所 相 建 候に 付、 年限 も 違 申 儀、 其 上餘程 手驯候 問、 此. ぱ 新札に 調替、 右 年^ 之 印 


章 相 省き、 代りに 引替 所 之 印 を 加へ、 寄々 引替 申 害 候條、 當分右 新. 古手 形兩様 共、 打 込 可 致 

通用 候。  . . 

一 、 當時 金納 之 分、 六十 四 匁 之 相場 を以銀 上納 申 渡 置 候 得 共、 今般 手形 引替 所 相 建 候 上 者、 

同所 之 相場 同事、 六十 八 匁 之 圖を以 可 致 上納 候。 

一 、 右手 形 於 御 算用 場 三の 一 正金 銀 引替 之 分、 未 引替に 不相向 分 も 有 之 候 ども、 前 *s 之 W 

替所相 初 候 上 者、 御 算用 場 之 引替 所 者 指 止 可 申 候。 

一 、 先達 而銀 手形 出來之 節、 正 銀 同様に 取 极候様 申 渡 置 候 得 共、 近年 手形に 而正銀 相求攸 節、 

S 打 銀 を 相 立 取扱 候 鉢に 候。 今度 引替 所 相 建 候 上 者、 右 様 之 儀 有 之候而 者、 引替 方 仕 法に ^£ 

障 候條、 堅 打 鈒相立 申 間 敷 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相拽 様 可 被 申 波 候、 以上。 

四月 二十 五日  奧村內 K 

四月。 御 大工 及び 御 壁 塗の 子弟 等の 御作 事 所に 出づる 場合に 改めて 帶刀 

する こと を マ H す - 0 

〔故紙 雜秒〕 

天 保 四 年 御 大工 被 仰 渡 之寫。 
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御 大工 等、 往古 者 刀 不相成 候處、 段々 顕之趣 有 之、 .¥ 保 年中 刀 刺：^ « 申^、 彌 高ぶり 不申 

様に と 被 仰 出 之 趣 茂 申 渡 置 候。 然處宽 政 年中 御 大工せ がれ 北ハ、 之 細工 爲 練、 御作^ 所 

大工 小 尾へ 指 加、 仕手 大工 同事 被 仰 出 候 様 仕度 旨、 御 壁 塗せ がれ も 右に 淮じ願 之 趣^ 之、 承 

屈 置 候處、 右せ がれ 北ハ帶 刀に 而罷出 候 由に 付、 中古 御 大工 等 刀 顯之儀 ^之！；^ W に 共、 

せがれ 共 御作 事 所お 罷出候 節 刀 は 仕 間 敷 儀、 併 是迄刺 來候分 は 其 通に 候。 以來 せがれ 共 相 

願 御作 事 所へ 罷出候 節 者、 帶刀爲 指 止 可 申、 御 壁 塗せ がれ も 可 爲：！ 被 仰 出 之 趣、 (節 巾 

渡 置 候 通に 候。 右 之 通 無 息 之 子弟 帶刀者 不相成 候に 付、 近年 御大 工人 少 等に 而、 S3 所 M 川 等 

指 支 候 節、 子弟 御 雇 之 儀 承屆候 時分、 御 大工 代に 爲相勤 候 事故、 不致帶 刀 而者御 縮みに 相 成 

不申 旨に 而、 段々 各 申 聞 之 趣 有 之に 付、 御 雇 中 一作 帶刀之 儀 承：？。 文政.： J 年に 茂、 ：：： 疋 以後 S: 

大工. 御 壁 塗せ がれ 御 雇 之 節 者、 一 作 帶刀爲 致 度 旨 各 被 申 聞 候に 付、 御 ¥ 中 刀爲 致：^, 承：： i 

申 渡 置 候 通に 候。 左 候 得 者 最初 御 大工 等 も、 子弟 帶刀不 相 成 段 者 之が に 候。 然處. 去年 於 

學校ー 刀 I： めし 候 者、 御步並 子弟 同事に 罷出候 儀不相 當链に 付、 出 座 指留候 由に 候。 依而 刀 

不相成 儀 改而申 渡、 何 茂 迷惑 至極 仕。 然上 今般 御作 事 所 仕 法 もい 仁し 候 に 付、 親 M« 之収 

极に相 成 候 之 様 仕度 旨、 願 之 趣 被 申 聞 候 得 共、 去年 改而申 渡 改り候 儀に 而者無 之攸。 前々 

より 之 御 格 も 有 之、 親 同様 御 取扱 之 儀 は 難承屆 候。 乍 併 是迄各 心 55： 方不 行：^ に 付、 卿 太ェ等 


も 心得違い 仁し、 帶刀等 仕來候 鉢に 而、 段々 被 申 聞 之 趣 故、 今般 御作 事 所 仕 法 格別 之 趣 を以、 

景： 巾 刀幷學 校お 罷出候 儀、 是迄仕 來之通 爲致候 儀 承 置 候條、 可 被 得 其 意 候。 尤致？ ：9 刀 等 候と 

て、 御 取扱 格別 宜く相 成 候 譯に而 者 無 之 候 間、 尙更 心得 方 之 儀 御 大工 等.^ 可 被 申 渡 候。 前々 

被 仰 出 等 茂 有 之 所、 各 先役 以來 心得 方 不行屆 に 付加 様に 成來 候。 已後之 儀 可 被 相 心得 候。 此 

段 相 達 御 聽申渡 候 事。 

四  月  ， 

四月。 前 田 齊泰の 子 利義の 幟拜見 人の 心得 を 示す。 

〔御 觸留〕  • 

井 "五郎 殿御 幟 土橋 御門 內に相 建 候。 來月朔 日より 五日 迄、 御 家中 幷 町方 共 拜兄之 偽 可 被 巾 渡 

候。 尤 男子 は 十五 歳 以下に 候。 都 而拜見 人 甚右衞 門 坂 御門より 土橋 御門お 入、 手 15 垠之內 よ 

り 御堀 fS お 押迥、 如 元 土橋 御門.^ 出、 夫より 御せ ：！ 坂 御門 通り 西 町 口 御門.^ 出 巾 や：： 候。 

一 、 拜見人 供 之 者、 甚右衞 門 坂 御門 內.^ 草履 取 一 人 召 連 可 申 候。 

右 之 通 夫々 可 被 申 渡 候 事。 

右 天 保 四 年 四月 觸付。 

四月。 旱魃 あり。  . 
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〔年々 珍 敷： St 留〕 

一 、 四月より 五月 中句 旱魃 强く、 川 水 大切に 相 成、 番 水に 相 成る： W 姓 ども 川 i§ へ ilh、 水 

大切に 仕る。 此頃 入梅 也。 

五月 十日。 前 田齊泰 の子鈞 次， 郧 歿す" 

〔諸事 留〕 

五月 六日 

一 、 釣 次 郞殿昨 H より 御 癇症 御發、 咋晚 迄に 四 度 御と ぢ被 遊、 今朝 も 一 度 御と ぢ被遊 御 « 子 

に 付、 御廣 式.^ 罷出、 古 屋甚兵 衞を以 御機嫌 相 伺候 事。 . 

但、 右 御 様子 石 野雅樂 助. 相 ts^、 委曲 奉 承知 候 上、 罷 出御 機嫌 窺 候 *。 

七日 

一 、 鈎次郞 殿御 容子、 昨朝 之 後 御 癇症 御 治り 被 遊、 至極 御 S に被爲 ：^、  nc 今に 而^:^ M 御 

段、 石 野 申 聞 候 事。 

八 日 

一 、 鈞次郞 殿御 容子、 續而御 快、 夜前 少々 御寢ハ  1- に 有 之、 都 而御宜 由 之 i$。 

〔溫敬 公 御 在 府中 御 日記〕 


前^^十日の 

逝去と する 

ん， 正しと す 


五月 十日 

一 、 八 時 少し 前晝食 給に 掛る 時、 從鈴 只今 釣 次 郞儀及 大切 申 旨、 奥 取次まで 申出。 內 赏は此 

時 死去 也。 依 而膳ー 先づ 下げ、 存寄有 之に 付、 精進 之 儀に 申出、 則 伺替有 之、 無 程 精進 物に 

て 重 而膳給 候 事。 . 

五月 十三 日。 前 田 齊泰の 子 釣 次郎の 逝去 を發 表す。 

〔諸事 要用 雜記〕 .  、 . 

五月 十七 日 

一 、 釣 次 郞殿當 五日 御 癇症に 而御 閉塞、 其 後 も 切々 御 閉塞、 御開 も 被 爲在候 得 共、 十 頃 

又々 御前 症に 而、 十一 日 之 處御指 重 被 成 候 段、 十一 日立 御 飛脚. 附、 他より 之 紙^ 今 =1 

到來、 河 村 氏より 添書 を 以迥狀 有 之。 

〔諸事 留牒〕  ， 

五月 十 一 日 

一 、 鈞次郞 殿御 儀、 昨日 御 癇症 御 指 起、 直に 御と ぢ被 遊、 今朝 御 il 無 之に 付、 五 時 《 より 出 

席 御機嫌 相 伺候 處、 御 驚 風 之 御 症に 而、 御 醫師何 茂 御難 症 之 段 申 上 候 由 等、 せ 尾甚兵 衞巾間 

候 S -。 
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一 、 九 半時 過、 只今 釣次郞 殿御 指 引 被爲. 1£、 御大 切に 被爲 tis- 候 旨に 忖、 御^ 式 > 口 出、 W 機 

嫌 相 伺、 藤 井 方 亭，^ 御容子 も相尋 候處、 最早 手段 も 無 之 御 場合 被爲 到、 足 立 "：^ 秀只 八： 藥. 澗 

合い 仁し 居 申 候へ ども、 いまだ 指 上 も 不仕段 等 申 聞 候 事。 

五月 十二 日 

一 、 釣次郞 殿御 逝去 御 屆方之 儀、 今日 御 屈に 相 成候而 は、 公邊 指 支^ 之 候 ii:、 明 H 御斷之 

事に 相 成 候 樣御指 園に 付、 明日 九 時 過 御 指 重 御大 切 之 御 屈 有 之、 夕 七 時 過 御 逝ぶ 之 御 之 

候 害に 相 極 候 事。 

五月 十三 日 

一 、 今日 申の 中 刻 釣次郞 殿御 卒去 之 段、 以高田 善 右 衞門被 仰 出 候^。 右に 付 夫々 御 機 tf::!: 等 

有 之 候 事。  • 

五月 十四日 

一 、 釣次郞 殿御 法 號左之 通。 

妙圓 院殿淨 心宗智 童子 

七月 三日 

一 、 妙 圓院樣 御 忌日 十三 日に 候處、 思 召 有 之、 十二 日に 御 改被成 候 八- =： 以 石野雅 助 被 


仰 出 候 事。 


〔見聞 袋 群.^ 


ち. 

1  一一 一口 


十一 日ば 十 

日な リ 


五月 十三 日 釣次郞 殿申ノ 刻 御 卒去、 御 內赏は 十  一 B な. 

同廿 六日 御 葬式 下 谷廣德 寺お 御 移り、 同 寺境內 ぉ御收 り。 御 年 御 二つ。 御法號 妙圓院 殿^ 心 

宗智 童子 奉 申な り。 

五月 十七 日。 前 田 齊泰の 子 鈎次邵 危篤の 報 金澤に 達す。 

〔官 私隨 筆〕 

五月 十七 日 

一 、 鈞次郞 殿御 儀、 當 五日より 時氣 御中り 之 御 様子に 而、 折々 御 《 症 御發、 御 m 被 遊、 御 ffi 

風 之御氣 味に 被爲 在、 御 醫者丸 山 了悅. 池 田 玄章始 診 被 仰 付。 御 住 e 診 御 8： 帥餘； お.：. リ舰老 等、 

幷小 ft 安 顺ま等 も 診 之處、 御 同 案に 而、 御藥 千金 龍膽 幷掌 1 之丸藥 桁ト： 候處、 翌 六日 i バょ 

り 段々 御 快方に 被爲 在、 御 癎御發 も 無 御座、 御 乳 も 被 召 上 候處、 同 十： nft 頃より 御 W4"、 御 

塞り 之 御 « 味 度々 被爲 在、 御 出入 醫師雨 森宗眞 初、 衆 » 診 も 被 仰 付、 御藥 稀々 指 k 候 へ ども、 

御藥効 不被爲 在、 御 疲勞も 御 加り、 沈香 天 麻 湯 差 上 候へ ども、 ft 後 次お に御疲 lsi^s、 御 指 

宣り被 成 候 段、 山城 守 殿 等より 只今 申來 候. - 先 以急成 御 様子 奉 恐 入 候。 右に 付氾付 御廣式 
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御 出、 ffS 々姬 様. 延之助 殿. 某 五郎 殿. 榮操院 樣御容 林 御 伺； 被 成、 初 丸 殿に は以御 紙面 MM 可 

被 成 旨、 晝過 御用 番 より 迥 狀來。 

五月 十九 日。 前 田 齊泰の 子 釣次郎 残す る を 以て 金澤に 於いて 普請 殺生 鳴 

物 を 停止す。 

〔御 觸留〕 

一 、 釣 次 殿御 氣色御 滯被成 候處、 次第 御 指 重、 不被爲 叶 御 療養、 當 十三 H 申 之 巾 刻 御 卒ぶ被 

成 候 段申來 候。 依 之 普請 は 今日より 明後廿 一 日まで 三 H、一 ^殺生 • ^物 等 は 廿 三：：： 迄 (：a^ 可 

士  1^。 

一 、 右に 付 頭分 以上 之 面々、 明後廿 一 日爲伺 御機嫌 11 

右 之 趣 被 得 其 意 11 

五月 十九 日  本 多 播磨守 

五月 廿 七日。 前 田 利 家の 女 豪 姬のー 一 百 回忌 法會 を寶圓 寺に 執行す。 

〔官 私隨 筆〕 

• 五月廿 七日 


一 、 樹 正院檨 二百 回 御 忌、 當廿 三日 御 相 當之處 取延、 今日 一 朝 於 寶圓寺 前 田 ffi 之 助 方より 執 

行 有 之。  • 

五月.〕 米價 高直なる を 以て 藏宿 印紙 米所 持の 商人に 之を賣 出す べき こと 

を 命ず。 

〔御 觸留〕 

一 、 藏宿 印紙 米 は 當町用 米に 付、 利潤 を 得 候 仁め 商 米に 取 极候譯 に 而は無 之に 付、 先 一而 3^ 

商 茂 指 留置 候。 然 處米價 追々 高直に 而、 末々 輕 きもの 共 及. 困窮 候 鉢に 付、 取极方 稀々 <i^_g 中 

に 候。 隨而 商人 共 印紙 米 等 所持 之 者 共 は、 末々 之 難儀 を 推計、 利澗之 所存 無 之、 n 分々々 之 

飯米 手 當之外 は 二. 三 石たり 共 屑 人 有 之 次第 可賣出 候。 此^^は不申波とも、 人情に おいて 憐， お 

可 有 之 * に 候。 

一 、 印紙 米 之 儀、 <§ ^識之 趣 有 之 候條、 五斗 之 分 共當時 所持 之 者 は 加 印い 仁し：^ 相： g 候條、 $w 

月 中に 町 金： i 所. Ksii 出 加 印 請 可 申 候。 依而 來る朔 H より、 加印無之印紙には米相^收不巾^^、 蘇 

宿 共.^ 申 渡 置 候。 

右 之 趣 町中お 申 渡 候 事。  ♦ 

巳 五月 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年  三 四 七 


三 四 八 

別紙 之 通 町奉行 申 聞 候條御 家中 之 人々 藏宿 印紙 所持 罷在候 者. 1^ 之 候 は.、、 常 月 中に 町お 所  >っ つ；：： た 

出 加 印 請 可 申 候 事。 

右 之 趣 被 得 其 意 同役 中 傳達組 支配 不相拽 樣可被 申； 波 候、 以上。 

五. 月 十八 日  本 多 播磨守 

六月。 窮民 救濟の 爲 武士 町 • 本 町 等に 道路 修理の H を 起す ベ き こと を告 

ぐ 0 

〔御 觸留〕 

御橫 目お  . 

御 家中 之 人々 居 屋敷 廻幷 町方 等、 道惡 敷石 高之ケ 所有 之 候 付、 町並 申^、 近 修！； 之 ffi 近年 巾 

渡 置 候 付、 追々 出 來之ケ 所 も 有 之 候 得 共、 いまだ 出來無 之ケ所 も.；^ 之 林に 候。 然所 {:S 時 米 « 

高直、 其 上 稼 方 薄く、 輕き者 共甚難 s 之 鉢 相 聞え 候條、 武士 町 共 本 町 等、 此 節近修 巾 付 K 

者、 輕き者 共 稼 方 之 一 助に も 可 相 成 候條、 早速道修！^申付可然候。 

右 之 趣 一 統可被 申談候 事。 

六 月 

六月。 天候 不順に して 冷氣を 感ず。 


〔年々 珍 敷 事留〕 

一 、 六月 天 氣甚惡 く、  土用 中 雨 降、 至而 冷く、 七月 中 も 雨降り 續く。 諸！： 右 同斷之 由。 七月 

廿日 頃 之 由。 羽 州 鶴岡邊 洪水 之 由。 奥州 筋別而 不順 氣之 由。 

〔文化より 弘化 まで 日記〕 

天 保 四 年 六月、 當春以 來諸色 高直に 而、 此 節米 石に 付 九 拾 六 • 七 匁。 月末印紙百&^匁迄。 批 

米 升に 付百壹 文賣。 

六月。 小 松町災 後の 家屋 建築 を 入念にすべき： とを告 ぐ。 

〔御 國法御 制 禁被仰 渡 等 之 拔窨〕 

先達 而 河南 之 火炎、 古來無 大變、 殊に 急火に て 家 內雜具 等 取 片付 候 間 茂 無 之、 北 (上 過分 之 土 

藏、 幷諸商 賣物等 莫大 之燒 失に て、 ..ー 統致難 候 儀 は 申 迄 茂 無 之、 於 御 奉行所 茂 不便" 4f: 極に 

被 a 召 候。 依而 急難 爲御 救、 御 米 千 四百 石餘。 先達 而御貸 渡 被 下 候 W ども、 常 座の 御 救 而-し 

に而、 家 建之爲 にも 相 成不申 鉢に 付、 重 而增御 貸 米 御 願 被 下、 御 米 高 二 千 三 W 石 御 K 波 被 下 

候。 兩度之 御 米 過分の 御 儀、 御當 節中不 容易 儀に 候 得 ども、 右 « 太變 不一 通 後に 而、 稀々 折 

返 御 願 被 下 候處、 無 據御聞 請、 格別 之 御 僉議を 以て 御 聞 ffl 被 下 候 御 依 は、 御 顿稀成 御 依 

に而、 拙者 共に 於て 難 有 仕 合奉存 候。 ■ 就 夫 小 松 町 之 儀 者、 外 遠 所と 違 ひ、 御城 下 M 様に て、 

加贺藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年  三 四 九 


本文 は 幕 令 

なり 


三 ft〇 

他！： 之 見 人 茂 可 有 之、 以來家 建 等 見 苦 敷 相 成候而 者、 おの づから Si 商 *； 等 茂不 融通に 相 成 申 

哉と、 末々 之 處無覺 束 m 、- 召、 右 等 を 以て 格別 之 御 願 方 有 之 候條、 { 水 建. 之^ 成， 限り 致 人 念；^ 様 

有 之 度 候 事。 

癸已六 町 年寄 

七月 十日。 小判 及び 步判 金の 瑕 ある もの 、通用に 關 する 幕 令を傳 ふ。 

七月 十 日 

一 、 左 之 通 御觸逹 到來。 

大目 付.^ 

小判 金 之 儀、 瑕 之 患 無 之 仁め 厚め に 吹 直 被 仰 付 候 共、 此上 年を經 候に 隨ひ切 金お 瑕佥 等.；^ 

之 共、 切 瑕. へげ 瑕 無 構 可 致 通用 候。 輕目金 之 儀 は、 小判 は 四^ 迄 輕き分 通 川い 仁し、 ニ步 

判 • 一  步判も 右 分量 を 以輕き 分. 瑕 金と も 無 滯可致 通用 候。 

右 之 趣向々.^ 不相 洩檨、 御料 は 御 代官、 私慨は 領主. 地頭より 可觸 知者 也。 

五 月 

小判 金 通用 方 之 儀に 付、 從 公儀 相 渡 候 御 畲付寫 一 通 相 越 之 候條、 被 机. 支配 幷 與カ且 


判 押 人の 任 

命 は 天 保 a 

年 正 U: 廿三 

日の 條に見 
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又家來 末々 迄 可 被 申 渡 候。 組 等之內 裁許 有 之 面々 は、 其 支配へ も 相 達 候榇申 付、 尤 n: 役 中 可 

有 傳達候 事。 

癸 巳 七月 十日  奧村丹 後 守 

比 良 左內殿 

大野 織 人 殿 

七月。 領内 製產の 木綿に 判 押 人 を 定め 判 賃を徵 すべ きこと を告 ぐ。 

〔御 郡 典〕 

天 保 四 年 巳 七月 

覺 

一 、 鍋-布. 木綿 一 疋に付 五 丈 四 尺、 一 反 二 丈 七 尺、 前々 御 定之通 少しも 無 短 尺 織 出、 方 

之 改印 請 可 申 W -。 

一 、 當 年より 木綿 之 分 も 判 押 人相 立、 丈 尺 相改、 短 尺に 無 之 分 一 反 々々押 判、 判« 一  反に 付 

買 人より 五 厘 宛 取 立、 內ー 厘 役 料に 被 下、 四 厘 上納 之 事。 

ズ 

人 月 四日。 前 田 齊泰凶 歉に處 する 爲蓄穀 の 法 を 講ずべ きこと を 命ず。 

加 贺 藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年  三 五一 


三 五 二 

〔御 親 翰留〕  . 

當年 不順 氣故、 不作 之 1； 々も 有 之 様子 相 聞え、 領！： 中 之 儀 も甚 無心 許 候.、 其 上 金、 常な 川 米 

3^ 支、 町奉行 手前に 而無油 斷救方 等 も 申 付 候 由に 候へ 共、 細民 甚雖 ft 之 林 相 叫え 心 « 之 事に 

候。 就而 者、 ケ檨之 年 柄 打 續候而 者、 逼迫 中 救 方 之 手 當も行 屈 間 布キ、 一 人心 ffi 之が に 候" 

依之當 年より 收納米 等 之 內を以 、一一 丄ニ千 石 計 粗 納に爲 致 可 申 候。 1： 民 救 方 之 は 太 3 之， i3 

に 候 間、 勝手 方 之 者 共お も 申 合 候而、 いづれ にも 申出 候 通、 如何， ともいた し IH' 取； i ^候、、 此 

段 申 遣 候、 以上。 

八月 四日 

. 算用 場 奉行 中 

〔作 難に 付 取 治 方 諸事 留〕 

當年 不順 氣故、 不作 之國々 茂 有 之 様子 相 聞 候。 御 ffil; 巾 之， も 甚無御 心 許、 其.：.： 川 米 指 支、 

所々 奉行 手前に 而救方 等 も 申 付 候 由に 候 得 共、 細民 甚難 S 之 林 被 聞 召、 ケ tt 之 年 W 打- M 攸て 

は、 御 逼迫 中 御 救 方 も 被 爲行屆 間 敷、 一 入御 心痛 之 御 事に 候。 御^ K 御 救 方 之 依 は 火 3 之， 

に 候 間、 當 年より 御 收納米 等 之 內を以 五 丄ハ千 石 計 粒 納爲致 置 可 申 候。 此儀 如何 tt 共い 仁し 

取 計 可 申 旨 被 仰 出 候條、 被 得 其 意、 當 年より 諸 郡に 而粗  一 a: 俵 宛 相納候 様、 夫々 可 被 申 渡攸、 


以上。 


本文 は 幕 令 

なり 


癸 巳 八月  御 算用 場 

御 郡 奉行 中  . 

追而、 本文 之 趣に 而御 逼迫 中 格別 之 思 召 を以、 御救方御手當を被爲設候^^に候間、 於 下々 も 

夫 食手當 心得 方 等、 尤惣 年寄 等 油 斷も有 之 間 敷 儀に 候 得 共、 猶更 格別に 心 i5 可 被 申 波 俄 キ： 

候。 本文 之 御主 意 深く 被 汲取 可 被 申諭述 候、 以上。 

人月廿 四日。 一 朱 銀を發 行す る を 以て 一 朱 金 を 引換 ふ ベ き 慕 令を傳 ふ。 

〔諸事 耍用雜 記〕 

八月 廿 四日  • 

一 、 左 之 通御觸 達到來 に付寫 取、 廿 四日 越後 尾 敷.^ 指 出、 執筆 有！： 小 右衞門 受取 K 巾 ii 候。 

大目 付お 

一 朱 銀 吹 立 追々 出來に 付、 一 朱 金 相 止 候 間、 持 合 候 もの は 後藤 三 右衞門 役所 幷江 火 坂 

其 外在々 に而、 當時吹 直 金銀 引替 御用 勤 居候 者 共之內 お^ 出、 段々 引替 可 巾攸： 尤引 林 相： t 

候 迄 は、 是迄之 通 無 滯可致 通用 候。 

一 、 右 引替 金 之 儀、 小判 丄ー步 判 • 一  步判丄 一 朱 金 等 を 以：^ 替可遣 候。 燒ー 朱 金に 而も 、極印 相 

加 藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年  三 五三 


三 五 四  一 

分り 候 分 は 無代に 而 引替 可 遣 候條、 其 段 可 相 心得 候 事。 

右 之 趣 可 被相觸 候つ 

七  月 

入 月。 前 田齊泰 その 族 人の 序次 を 改定す。 

〔官 私隨 筆〕  • 

八月 十五 日 

一 、 眞龍院 樣奉初 御子 樣方等 御 內輪御 順 之 儀、 當春御 治 定有之 候處、 而御改 之 .5 に而、 江 

戶 より 申來來 狀幷 別紙、 御用 番 より 以鈴木 五兵 衞被爲 見 之。 左 之；、」 とし。 

御 內輪御 順 之 儀當春 御治定 之處、 重而御 詮議 之 趣 有 之、 左之通御改之^*。 

眞 龍 院様 

犬 千代 丸 様  - 

甚 五 AM 

和 田 倉 御前 樣 

池 之 端 御前 様 

壽 々 姬檨 


辰 は 天 保 三 

年 


延 之 助 殿 

榮 操 院樣  .ー 

御用 人 執筆 書 出 候 一 紙。 

表 向 御 順 辰年 御用 番又三 郞殿被 仰 聞 候 事。 

相 公 様 

犬 千代 丸樣  _ 

眞 龍 院様 

釣 次 郞殿 ，  I 

基 五郎 殿  .  一 

0 々 姬様 

延 之 助 殿 

人 月。 米 價大に 騰貴す。 

• 〔文化より 弘 化まで 日記〕  .  „ 

天 保 四 年 七月 下句より 米 高直に 付、 批屋米 二 升 宛より 賣不申 «、 町泰 行中より 申 之。 印 一 

紙 ぼ 十 了 二 匁。 

-n^, 裙十 i  ^^  ^；^   I 』 .  ：    i  ; 


三 IftM ハ 

當秋 穀等甚 高直、 批 1% 米 升 百 二 銅つ 

〔年々 珍 敷 ¥ 留〕 

. 一 、 八月 天氣大 鉢 能し。 當 H 中大 不順：： 飒 に而、 諾^ 不作 之 由。 此 節米い ひ 町資ー 升に 付 w 二 

文 也、 錢、 百 目に付 九 $n 八. 九 百 文 也" 印紙 米 石に 付 S: 十^ 計 之 山： i^i 色 .：5れ、 江 尸..^ 圾ー 

升 百 五 丄ハ十 文 之 由。 

九月 十五 日。 前 田 齊泰の 子 利 義の色 直の 祝儀 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 九日 

一 、 左 之 通 御用 部 尾より 談有 之。 

當十五日^^五郞殿御色直御箸初に付、 御 次 廻り 頭分の しめ. 上下、 其外服紗小袖，上下^！；：川之 

儀 今 H 談有 之、 御 次迥り 夫々 申談 る。 

〔官 私隨 筆〕  . . 

九月 十五 日 

一 、 今日 茶 五郎 殿御 色 直 御箸 初に 付、 各 返 出より K に御廣 式へ 被 能 出、 凡 ヒ，. =: 郞 殿へ 迄^ 祝詞 

被 申 上。 各服紗 上下。 


九月 十九 日。 石 川 郡 高 尾に 於て 加持 祈禱 する 僧勇弯 • 妙 圓院の 位牌 を 安 

置す る を 以て その 處分 を議 す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

九月 十九 日 

一 、 長 瀨七左 衞門罷 出、 五兵 衞以 執筆 申 聞 候 は、 立像 寺隱居 弟子 勇 穹と申 者、 石 川 ffi 高 尾 村 

に 去々 年より e 住 仕、 加持 等 仕 參詣人 夥敷有 之、 誠 奇特 之 由 申 ふらし 候內、 妙圆院 殿御 位牌 

を搏、 右佛 前へ 指 置、 一 入 群集 之 様に も 相 聞 候 付、 役人 指 遣 候處、 ^弯在 八！： 不申、 * 子 近 M 

と 申 者罷出 候に 付、 村 役人 方へ 一 端 引取 罷在 候內、 御邯 所より 穹村 方に 指 §^ 候 儀 不相成 

等 申 渡 有 之、 庵室 前 之 鳥居 を 取 毀 候 様子 相 聞え、 其 內剪寫 罷越候 付、 御 位牌 之债 卜？^ 攸遞、 出 

田 平 太夫 姊妹 之內、 當時江 戶御廣 式 年寄 女中 佐 山 氣分滯 候砌、 -平 太夫より « 之 趣 有 之、 則 祈 

禱仕 候處、 平癒 仕 候に 付 施物 有 之 候へ 共 受納 不仕。 其 因み. 之 故に 候^、 妙圆院 殿御 卒ぶ之 

後、 梅 輪 內御紋 付 御 g 斗 目 を 旗に H し 二流、 裏に 御 戒名 PIfl 之、 御お 物 之. S に 而御紋 付 を 打 

敷に 仕 立、 此も 裏に 御 戒名 記 有 之、 今一 品御召物佐出ょり^^-附之由に而、 右平 太夫より $s ガ 

三 Hs^ 越 「>  右 御 戒名 を 位牌へ 移し、 金 溜 御 ま 子之內 へ納、 佛 前に^ 移 候 JIM 屮間、 敢而^ よ 

り 手筋 を 以願込 候 儀に 而も 無 之 由" 乍 去 諸 參詣等 有之佛 前に、 御 位牌 を 指？ i 攸儀は 不敬 之 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年  三 五 七 


三 五八 


御供 は橫山 

藏人 


至に 付、 呼 出 相 尋候迄 寺社 奉行へ 指预、 御 位牌 等 者 立像 寺へ 引渡 爲 r- れ K。 右 之 趣 卿 屮：^ 

間、 御 指 圆被下 候 様 仕度。 山より 寄附 之 儀、 御 様子も^ 之哉雜 扣辨、 山 nis 太夫 等へ 此 K 

可 申達 哉と 申 聞 候に 付、 申 聞 之 趣 承 候。 山ロ淸太夫等へ申逵候儀は存^^；？無之、 此  一 ：£:^ 乂？ a 

而指圖 致 可 申旨以 執筆 申 渡。 右に 付 紙面 幷佐 山へ 之 受取 之寫、 n; 先年 輪 &y 之 S: 明 寺に へ. -龍院 

様 御 位牌 等を搏 候に 付 先例 書 合 三 品 出 之。 是は 様子 は 違 候？ 4:=^ ハ懸御 0 ！^」 ：： 申 閱、、 4^^ 例、 淨 

明 寺 は 幼少 故 指控申 渡、 右 御 位牌 は 搭候靜 遊と 申^ { 牛 揚尾 へ 入 候 lb 也。 

右勇穹 手前 相 亂申聞 候 様、 廿 二日 七左衞 門へ 申 渡、 執筆 信藏収 次、 卄五 un.s 紙 添 出る。 

如 在 も 無 之 鉢に 付、 以後 之 儀 申 渡 相宥候 様、 廿 六日 別席に 而 七た 衞 門へ 申 渡。 御 位牌 は 寺社 

奉行へ 申談、 不敬 無之樣 始末 致候樣 申談。 

九月 廿 七日。 前 田齊泰 夫人 江戸 城 西の 丸に 登る。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

九月 二十 七日。 夫人 氏 如 西 城。 

〔諸事 留牒〕  - 

九月 廿 七日 

一 、 今日 西 丸お 姬君様 御 登城、 御洪 いた し 候處、 從內 S 様纖紗 三卷、 御簾 中 様より 紗錢ニ s、 


木 文 は 幕 令 

なり 


大納言 檨 より、 紗 綾三 卷 頂戴、 以荒川 土 佐 守 殿 拜領仰 付、 御 禮横田 小 一 郞 殿お 申述。 夜 五 半 

時過歸 御、 御 住居.^ 罷越、 以小 一 郞殿 恐悅、 且於西 丸 拜領物 御禮、 曁 御機嫌 も 相 伺候 處、 以 

御 同人 白銀 二 枚 拜領被 仰 付、 右 御禮茂 申上倏 事。 

一 、 御前.^ も 御 登城 之 恐悅、 拜領物 等 御 禮申上 候處、 翌日 御意 有 之 候 事。 

十月 九日。 不作なる を 以て 酒造 を 三分の 一 に 減ずべき こと を告 ぐ。 

〔本 多 政和覺 書〕 

九月 廿 四日 

近年 諸 國違作 之國栖 多、 米穀 拂 底に 付、 酒造 高 之 儀 大目 付より 到 來之ま E 付 被 仰 下 候 付、 寫指 

遣 候條、 夫々 可 申 渡 旨 城 州 等 紙面。 

大目 付お 

近年 諸 li 違 作 之 W 柄 多く、 米穀 拂 底に 付、 酒造 人共當 巳年 之 儀 は、 銘々 造 來候米 高 之 三分 一 

減、 三分 二 酒造 可 致 候。 若 隱造等 致す に於而 者、 其 者 は 勿論、 其 所 之 役人 迄、 吟味 之 上 <. やば 

可 被 申 付 候條、 心得 違 無 之 樣可致 候。 

右 之 趣 御料. 私領. 寺社 領共 不洩樣 早々 可觸 知者 也。 

九  月 
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右 之 通 可 被相觸 候つ 

〔御 觸留〕 

當年 不順 氣 に而、 御領 1： 中 作 毛甚不 熟に 付、 此 4 に 而は來 年 新穀 迄 之 川^、 必" ヤノ ナ桁支 之 5? 

. ^も 可 至、 就 夫 酒造 米 當年三 之 一 造に 相 成 候 ば、 用 米 之 足りに 可 ffl 成， 付、 御^^ 中洒 

商 賣之者 共お、 例年 之 三 之 一 造に 申 渡 候條、 一 統其心 i5 に可罷 Si 候。 ，尤 入洒 いたし 候 ネ茂、 

可 有 其 心得 候、 以上。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相拽 « 可 被 申 渡 候、 以上。 

十月 九日  前 田 s< 作 守 

十月 十日。 米 • 雜穀等 食用 品 を 藩 外に 輸出す る こと を 禁ず 〔) 

〔觸 留〕 

當年 諸！： 作 鉢 不宜、 御 ffi 中 茂 違 作 之 鉢 相 聞え 候條、 町. 在 北 二 統應分 K、  ft 物 を 初 g お 卞：： 

略、 取 續方無 油 斷可相 心得 候。 右に 付 米. 雜穀. 塩. 味 if 雜汕を 初、 都而 ft 川に 相 成 ：=i々、 ^ 

分 他^ 出抬留 候條、 此段 末々 まで 可 被 申 渡 候。 尤右 品々 々等 縮 方 之， も、 被 巾 

度き 

一 、 他！； 米 買 入 之 儀、 能 州 奥！^ 之 外 は 時々 願 出、 承： S 候 得 共、 今. 來年は 御 I 叫 W 一  統、 勝手 次 


第 買 入 可 申 候。 尤買入 候 米 高、 前々 格 合 之 通、 其 時々 當 場.^ 可 被 相 達 候。 

右 之 趣、 年寄 中お 茂 相 達申談 候條、 被 得 其 意、 末々 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

巳 十月  御 算用 場 

別紙 之 通 御 算用 場 奉行より 所々 町奉行. 御 郡 奉行 等.^ 申 渡 候 旨に 而寫 お出 候に 付 指 越 之 候條、 

御 家中 人 等 一 統其 心得に 可罷在 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

十月 十 H  前 田 美 作 守 

十月 廿 三日 前 田 齊廣の 生母 貞琳院 十三 回忌 法會 を寶圓 寺に 執行す。 

厂 ニー,  y 耍ガ奢 llm」 

月 六日 

一 、 當月廿 三 H 成琳院 tt 御 十三 回忌に 付、 一 朝 於 寶圓寺 御法^ 御 執行 就 被 仰 付攸、 御 {豕 巾お 

殺生 御當 H  一  H 相 控可申 候。 且又 普請 • 鳴 物不及 遠慮 候。 乍然 御寺 近 返に 在 候 者 は、 御 法お 

御 執行 之內 自分に 恙扣可 申 候。 

右之趣被55:其.^^  役中傳 ST 組. 支配 不相： g 可 被 申 渡 候、 以上。 

十月 六 n  前 田^ 作 守 
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十月 廿 六日。 鳳 至 

〔御 家老 方 等 諸事 留」 

！ 一  月 十三 日 

覺 

惣家數 七 百 九 軒之內 

一 、 二十 九 軒 

一、 八十 一軒 

一、 十八 軒 

百 二十 八 軒 

外 

二十 九 

內 四つ 

十 八 

七 つ 


輪 島 海 窗に襲 はる 


鳳 至 郡 輪 島 河 井町 

流失 家 

同所 皆濱家 

同所 半 潰 家 


土. 藏 

流 失 

皆 潰 

半 漬 


一 一 十  納屋 流失 皆 潰 等 

一 、 十二 人  溺死 人 

內 五 人 男  . 

七 人 女  此分死 體有之 

一、 十一 人  溺死 之 鉢 

內 四 人 男 

七 人 女  此分死 體無之 

S 家 數五百 五軒 之內 同 郡 輪 島 鳳 至 町 

一、 百 一軒  流失 家 

一、 十八 軒  皆濱家 

一 、 二十 五軒  半瀆家 

ズ百 四十 四 軒 

外に 四十 四  土 藏 

內ニ 十二  流 失 

十 一  皆 漬 
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十 一 

四 十 

一、 • 十 一人 

內 二人 女 

九 人 男 

一、 五 人 

內 一 人 男 

四 人 女 

惣家數 百 三十 軒之內 

一 、 二十 四 軒 

一、 十一 軒 

>J  二十 五軒 

外に 五つ 

內 三 つ 


>1 


1 


納 流失 比.： I?m 等 

溺 死 人 


此分死 體有之 

溺死 之 鉢 

此分死 體無之 

同 ffi 輪 ft 海士 

流 失 家 

半 潰 家 

. 土 藏 

皆 潰 


二  0 

一、 一人 女 

惣家數 百 十五 軒 

一 、 五十 三 軒 

一、 十二  a: 

\ 六十 五軒 

外に 

一 軒 

九 つ 

七 つ 

一 、 四 人 女 

一 、 二人 女 

一、 一人 男 


半 


此分死 體有之 溺死 人 

同 3 輪 島 崎お 

流 失 家 

皆 潰 家 . 


同村 社家 中 村 出 雲 

流 失 家 

皆 濱土藏 

納屋 流失 皆 潰 等 

此分 しがい 有 之 溺死 人 

此分 しがい 無 之 溺死 之 鉢 

溺 死 人 

不博者 村 方. 指预有 之 者 也 


wmn  ャ—： ：，. 天 保 四 年 
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流失 家 等 

惣ご 二百 七十 二 軒  • 

外に 一軒  社 家 

溺死 人、 又 鉢 之 者 

惣^ 四十 七 人 

右 前 月 二十 六 HI 地震 後、 海汐 二百 間 程 引 去、 無 程 以之外 高波に 而、 川筋通田地等^£ょり七町 

計 打揚、 川筋 無 之 ケ所三 町 計 打揚、 近き 人家 等 暫時 引 去。 右 は 三度 計 も 打^、  初より 三度 

目 一番 高く、 波 之 高さ 五丄ハ 間に も 相 成、 打 かぶせ 候 由、 改方手 八 " 聞 八：： 之內 にも 有 之。 此分は 

御 郡 奉行 渡 瀨七郞 太夫より 月番 へ 相 達 候 分拔# 致 置 候 事。 

一 、 右 之 外 船 .網. 橋 餘程之 損 所、 御塩 藏之塩 九 百 俵 計 も 水 染に相 成 申 候。 能 州.；^ 餘^ 强き地 

震、 其 後 は 風 高 故に 哉、 波高に 而往來 差 支所 も 有 之 様子 也。 

〔御用 儀 品々 留 帳〕 

一 、 天 保 四 年 十月 二十 六日 夕 七つ 時、 地震 之 跡 津波 打 上げ、 輪 ft 兩 町. 輪 ft 崎村幷 所 海士、 

潰 家. 人 損 有 之、 左に 記。 

一 、 七十 二 軒  皆 潰 家 河 井町 


、 二十 九 軒 

、百 二 軒 

、二十 軒 

、 二十 二 軒 . 

、 五 軒 

、 七十 五軒 

グ 三百 二十 五軒 內 

外 八 人 

十五 人 


半 潰 家 

皆漬家 

半 潰 家 

皆 潰 家 

半 潰 家 

皆 潰 家 

二百 七 拾 一軒 

五 拾 四 軒 

溺死 人 

同 


同 所 

鳳 至 町 

同 所 

輪 島海士 

同 所 


皆 

半 


貴 

潰 


鳳 至 町 

河 井町 


一 人 

\ 四十 七 人 

右 之 通 津波 报家等 出來、 天 保 四 年 御 救 方 左に ai。 

三 百 輪嶋兩 町. 海 士幷輪 ft 崎 村.^ 御 救 米 

似、 此御救 米 被 下 切 也。 
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外場 本の 儘 


二百 五十一 石 右贷米 

但此御 貸 米 年賦 返上 也。 

〔輪 嶋幷近 浦^ 波 一 件〕 

輪 嶋幷近 浦 津波 聞 合 之覺 

一 、 十月 廿六 日朝より 南風に て 餘稈吹 募、 九つ時 顷 ひがし 風に 吹 » 屮 候、、 ；^:::: 八つの •， 刻 地 

震大 にして、 久しく 震動 仕 申 候。 然 ども 半時に は過不 申。 地 溪の後 風 止て、 海 く 一 ：2 うね 

り 波而已 にて 御座 候。 然處 七つ 時に 至り、 何となく 俄に 滿汐 大波の ごとく、  im かしら 或は (水 

居まで もうち 上、 夫より 汐 引出し 申處、 凡 五六 町ば かり も 引汐仕 申攸" 尤汐 G- 干 あが，.^、  im 

となり 候 所 は 三 町 計に て 御座 候。：^ 又 汐之引 行 候事甚 はやく、 川の 濑の ごとく  ^候て^ 巾 候。 

汐引詰候て後、 ゃ/^淀有樣に覺申候。 五上 ハ町 沖に て 波を疊 あげ、 其 高^山の 如くに 扣成. E. 候。 

それより 寄來事 是又甚 はやく 御座 候。 波 外場 問ぢ かくな り 候 波の 高さ 凡 計う ちあげ 候。 

波の 際限 所々 不同 有 之、 川 込 は 凡 十 町ば かりにて 御座 候。 常の 波 は gf より 折 候て しろく、  S 

波 は 下タ折 候て 平等に 白く 只 一枚に 寄來申 候。 如此大 なる 波 三枚ば かり 御^ 候。 しかれ ども 

漸々 に 引汐少 く、 波 又 劣 申 候。 自然 夕 1: 京まで も少々 宛 滿干有 之、 夜に 入 候ても 汐の狂 ひ 御座 

候。 极 波の いろは 薄く 濁て 相 見 申 候。 味の 儀 其節溺 K 入に 承り 候へば、 泥水を^^心^にて敢 


て 汐の味 無 之と 覺 候の よし 語 申 候。 近 浦 之 儀 津波の 模様 指て 異事も 無 御座、 最初 波の 寄來る 

如く 满汐有 之、 夫より 貳百間 計 も引汐 仕し かへ し、 後 波 寄 來申候 得 共 多分 は濱頭 迄に 納り申 

候。 然 共都而 不一 様、 所々 不同 御座 候。 津波 前後の 模様、 廿ニ  • 三 U 頃より 廿五： n 夜まで « 

候 不順 成溫 さに て、 海底の 鳴 候 事 も 御座 候。 津波の後は：：^候定まり申候。 

右 律 波の 様子 有 增如此 に 御座 候。 誠に 稀代の 大變 に而、 人々 周章 中に 御座 候 得ば、 委^ は 相 

知 不申候 事。 

〔春 藤鳳兮 閑時隨 筆〕 

過る 年 十月、 輪 S の 津波 後 四. 五日に して、 友 能 君と 同道して 知る ベ を兒舞 ふに、 輪，：：：^ 近き 海 

邊に、 誰と も 知れす 死た る 人々 に菰 なんど 着せて 有りし が、 いと 哀 むに 堪 へたり。 凝 .PS- 子 

の溃 たる も あまた 波に 打 寄せ、 む、 ざん の 事 也。 大船なん ど 七. 八 町 計の 出の 手に 打 上たり。 ^ 

寶の 始末に 死た る も あり。 又佛の 始末と て 立 反り、 波に 引かれた る 人 あり。 哀む べし。 S 波 

に 引かれた る 人々 のうちに、 一人 戶 板に 乘 りて、 大 川の 水 筋 を 橋の 上も乘 越して、 はるかの 

山 ii へう かび 上りぬ。 あやうき 命 を 助ら る。 

十月つ 飢民の 金澤に 出で 、食 を 乞 ふ 者 多し。 

〔年々 珍 敷 事留〕 
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一 、 十月 氣色常 鉢つ 此節 南部 様より 御 合力 米 爲御願 御 使者 來る、 - 此節加 能よ.^ 輕き者 共 乞 

食に 出る 事數多 也" 非人 御 小屋 顚之 者、 三 ケ！： より 出る 者 幾千 人キ. 1^ 之、 - 新に 小： 數 m 被 仰 

付、 六尺 四方に 六 • 七 人 或は 八 人 も e 候 由。 御 扶持米 も是 迄キは 一 入に 忖 減少 被 仰 忖、 粥に 

而被下 候 由。 此頃 武士. 町 共有 德 成人々 は、 救 米 或は 錢出、 又は 神明お 等 寺社に 而粥を 施す も 

あり。 諸方に 救 方 品々 有。 尤 御上よりも、 先達より 貧家お 御 救 方.；^ 之.^" 

十 一 月 九日。 前 田 治 條の廿 五 回忌 法會 を蠻圓 寺に 取 越 執行す.^ 

〔本 多 政和覺 書〕 

九月 廿ニ 日 

一 、 左 之 紙面 御 法事 方より 被 出。 

太 梁院様 二十 五 回 御 忌 11 流刑. 閉門. 遠慮 等 之 者 共 茂 御 宥免之 御沙汰： ^お 御， silH 被 仰 出！^ 

11チ Q  • 

右 例 之通廿 四日 觸出、 十月 五日 迄に 害 出 候樣申 渡。 

厂3fs事^i^女mc;,記J 

一 、 太 梁院樣 二十 五 回 御 忌 御 法事、 當 十一 月 九日.^ 御 取 越 於 寶圓寺 御 執行に 付、 御寺.^ 相 詰 

候 面々 六 半時 不遲相 揃、 奉行 人. 諸 役 懸幷御 番人 者 六 時 過 迄に 相 化 r 御 法が 相 濟攸迄 相お 可 


申 事。 

但、 御 牌 前 御 番人. 火 之 番人 は 格別 之 事。  . 

一 、 御寺お 相 詰 候 頭分 已上、 前々 長挎 着用に 候へ 共、 ts! 端 御将略 中に 付 不及畏 袴着 用 候 事。 

一 、 御寺.^ 相 詰 候 役 懸り之 人々 者 裏門より 可罷 出、 其 外 は 無用 之 事。 

以 上  - 

九  月 

〔諸事 要用 雜 gid 

太梁院樣ニ十五回御忌御法事御取越、來月九9於寶圓寺就御執行、御射手.御異風稽小：：幷^^糾 

弓 .鐵 炮^せ 之 儀、 七：； ：！ より 九： n 迄 相 止 可 申 事。 

一 、 鷹 野 其 外 諸 殺生 且又 鳴 物 之 儀、 七 U より 九日 迄 三日 遠盧之 事。 

一 、 普請. 作 W 之， 依、 七日より 九 日 迄 指 止 可 申 候 -。 

5:、 桁ュ候苦請等之儀は不及^；^盧候。 、 

右 之 通 被 得 共 其 意、 同役 中傳 isr 組. 支配 不相 f$ 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

十月 廿ニ  H  長 又三郞 

〔*2 私隨 筆〕  . 
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三 七 二 

一 月 四日 

一 、 當 九日 太 梁 院様廿 五 回 御 忌に 付、 又 七日 惣 =3^ 刀 四時 過 出宅罷 i::、 九： Z 一  朝 御 執 

行に 付 六 半時より 半 拷に而 詰 候 様に と 之 趣、 又三郞 殿より 被 申 越： 

十 一 月 九日 

一 、 提灯な しに 出 宅、 寶圓 寺へ 可罷 越と 存候 處、 供不揃 1: 遲刻、 六卞 途中に 而 ^救し) 存：^ 

程に 罷越。 

一 、 播磨 守. 美 作 守. 初 丸. 圃 書. 掃 部. 庄 兵衞. 勘 解 由 • 八 郞右衞 門. 外 Si 追々 被 出、 御 兴ト行 は 

又 三 郞尤被 出 居。  . 

一 、 和尙挨 機に 被 出、 座 見 も 出。 

一 、 御 法事 初り は 五つ 頃に 候 哉。 初 座 般若 心經大 悲神咒 也。 火悲神 咒^、 天 «院. 瑞龍寺 a 

滕興寺 代僧 淨蓮 寺諷經 あり。  . 

一 、 二度目 御 法事 四時 頃に も 候 哉 初る。 上 堂 也。 

一 、 三度 目 九つ 前に も 候 哉 初る。 心 經* 招 香. 法語. 遶行 也。 

一 、 御名 代 美 作 守 被 勤、 遶行ニ 段濟伺 公所より 返 被 申、 裝 束お 之、 伺公所之出リ へ被^#2^。 

御 法事 濟各例 之 通 御名 代 之 節 之 伺 公所 へ 罷越、 御 香 據宜旨 寺 ft 奉行より 作 州 相迮、 被 相 a。 


一 、 夫より 又 籾め 之 伺 公所へ 罷越、 出家 入 候 而後 返 座。 

一 、 御名 代濟ー 先 返 候 圖り之 由 最初 被 申 聞、 御 奉行 初 何も 返 座 之處、 寺社 奉行 等に 而は K に 

御代 香 有之圖 りに 心得 居候 由に 付、 各 又 伺 公所へ 參り 候處、 追々 御代 香 相 動。 

眞龍院 様 姬君樣 犬 千代 丸 様 基 五郎 殿 和 田 倉 御前 樣 池 之 端 御前 様 ま々 姬様 延之 

助 殿 榮 操院檨 

一 、 右濟御 施物 如 例。 

〔本 多 政和覺 書〕 

十一月 七日 

一 、 太 梁院様 二十 五 回忌 來 正月 之 處御取 越、 明 後 九日 御 執行 有 之に 付、 今 H より 三： M 遠む， r 

昨 ：！： 惣見 分に 付 四つ 打 出 宅、 寳圓 寺へ 表門 通り 參上。 外 追々 被 出、 丹 州 • 又 兵衞. 勘 解山不 

參、 內膳は 月番 助 被 勤 儀 故 不參。 服紗 小袖. 上下 也。 

〔明 忘錄〕 

！ 一  月 十三 日 

一 、 今：1:於公^£^-場御赦有之事。 

十 一 月 十三 日。 一 作 引 免 を 許した る 知行 所 を 有する 諸士に 藩より 惯米を 
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三 七 四 

支給す る 時期 等を告 ぐ。 

〔觸留 之抄〕 

當年 御領 國 一 統作 毛甚不 熟に 而、 一 作 引 免 就 被 仰 付 候 御 家中 知行 所 之 分、 W 免 一： ：1前.^ 之报を 

以御部 奉行より 諾給 人.^ 直に 申談候 害に 候。 依 之お 免に 常る 物 成 一 =2 御 ffi:5^ 被 下 や： に K へ ル、 

當時御 逼迫 至極 之內 誠に 莫大 之 御 引 方に 而、 當年ー 時に 御 渡 方 出 來不申 候 之條、 加州 * 之 分 

は來年 四月 堂 形藏米 等に 而相 渡、 能. 越 米 之 分は來 年に 至り 御 ffi 方 可 遂#_ ^候.^ 依之^^^人手 

前 心得 方 之 儀、 別紙 之 通 御 算用 場 奉行 申 聞 候 通に 候 *。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 « 可 被 申 渡 候、 以上。 

十 一 月 十三 日  長 又 三 郞 

當年作 難に 而村々 引 免 就 被 仰 付 候、 左 之 通 可 相 心得 候。 

一 、 加. 越. 能收納 米 相 拂置候 分 者、 引 免に 當る米 高 不足に 可 相 成處、 代り 米 今年 御： g 無 之に 

付、 代り 米 御 渡 有 之 迄 切手 買留 人手 前 爲相待 置、 追而御 渡お 之 候 は，.、 早速 1 れ主ぉ 可扣渡 $。 

但、 加州 米 之 分 は來年 四月 堂 形藏米 等に 而御渡 可 有 之、 能.越米之分は來年に1^-り可〈迩^ 

議事。 

一 、 右に i: 先達 而賣渡 置 候 切手 取次 中 買.^ 取怅 r 給 人.^! 指 出 ilH 申 波 候條、 出 次お 引 免 


に當る 定納. 口 米 引 去、 殘る 渡米 高 右 切手に 致 付 札 可 相 渡 事。 

但、 付 札 草案 左 之 通。 

本文 米 高 之內、 何十 何 石 何 斗 何 升 何 合 渡 方 不指支 事。 

一 、 一 ケ所拂 切手 何 通に も 相 成 居 申 分 は、 引 免に 當る 米高拂 米、 切手 之 表 石 數に應 じ 割 八 "無 

不同 様、 切手 一 通に 可 致 付 札 事。 

一 、 拂 切手 數 通に 相 成 居候 分、 右 之 通 割合に 無 不同 樣可致 付 札處、 若 是迄之 內は藏 おへ 相，： i:、 

米 相 渡 置 候 分 も 有 之 候 は，、、、 早速 其段藏 宿より 給 人.^ 可 及斷、 殘る 切手 之 方に 而引免 米不殘 

引 去、 渡米 高 相 極 可 致 付 札 事。  • 

一 、 地米. 遠 所 米 共 拂殘有 之 候 者、 拂置候 切手 之 分 並 殘米之 分 共 兩« に、 引 免に 常る 米 高 割 八" 

せ 引 去、 拂 切手に 可 致 付 札 事。 

但、 若 引 免 無之拂 切手 之 分 は、 引 免 無 之 段 是又可 致 付 札 -。 

一 、 當時米 不相拂 置、 是 以後 拂米之 分 者、 尤引免 之定納 •  口 米 高 引 去 可 相 調 儀に 付、 切手 付 札 

に 不及譯 に 候 得 共、 引 免 有 之 切手 迄 紛敷之 間、 是又可 致 付 札？ T 

本文 之 米 高 全 渡 方 不指支 事。 

何 之 誰 印 
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.  三 七 六 

一 、 御 借 知 米に 指 上 置、 引 方 等 指 引 紛敷分 は、 米 高等 御 算^ 場 役所 承 八 I： 可 申 事。 

一 、 皆 濟狀調 方 者、 別紙 草案 之 通に 候 事。 

一 、 引 免に 當る夫 銀 之 儀、 近年 百姓お 直々 被 返 下 候 事 も 苻之候 得 北ハ、 此度は 如 先规、 來« 夫 

銀 之 內に而 遂指引 候 様 百姓お 申 渡、 給 人手 前 御 償 無 之 事。 

但、 來年之 皆 濟狀に 其 趣 窨载可 申 事。 

右 之 通 相 心得 候 様、 御 家中 一 統.^ 被 仰 渡 候 之 様に キ奉存 候 事。 

十 一 月 

十 一 月 十九 日。 米穀 等の 食品 を 藩 外に 出すべからざる こと を吿 ぐ。 

〔作 難に 付 取 治 方 諸事 留〕 

當年諸 國作鉢 不宜、 御領 國中茂 同様 不作に 付、 町. 在 共 一 統應 分限、 ft 物 を 初 略いた 

し、 取 續方無 油 斷可相 心得。 右に 付 米穀 等都而 食用に 相 成 候 品々、 $w 分 他！： 出 桁 W 攸 it 等、 

先達 而御 算用 場 申 來候趣 有 之。 其 節 夫々 申 渡、 一 統 承知 ts; 罷在 儀に 候 得 共、 苦心？，5^3之者：；1 

之、 米穀 等密々 他^お 相 拽し候 儀 出 來候而 者 不輕儀 候條、 狼更 Km: 相 守、 心 «^ 不 致« 改而 

一 統可 申談置 候。 尤澗改 人 之 儀 は、 船々 積 入 之 品 出入と も 可 相 改役前 一  之， に 候 i^、 卿 縮 

方 厳重 可 相 心得 候。 如 此申渡 候 上に 茂、 tnn 不心得 之 者 有 之候而 は、 人々， i^G にも 不相 成， 


に 候 之條、 是等 之趣會 得いた し、 能々 可 申； i 置 者 也。 

巳 十一 月 十九 日  . 御 郡 奉行 

能 州 四 郡 村々 役人 • 澗改人 

〔御用 儀 品々 留帳〕 

一 天 保 四 年譜！： 共 不作に 而、 御領 國中も 不作に 而 米穀. 塩. 味 tf 醬油. 酒. 汕を 初、 惣而食 

用 之 品 一切 他^ 出 不相成 段、 天 保 四 年より 同 五 年 七月 迄 他^ 出御 指 §E 被 仰 付 候。 別而 他^ 川 

米 支に 而、 米價 格別 高直に 付、 御領 國 商人 共 利潤 を 目 懸、. 御領 1; より 米穀 等密々 他 g お、 化 a 

仕 候 儀 難 計、 御 勝手 方 御 席より 茂 譯而被 仰 渡 之 趣 も 有 之 候 間、 律留之 gs?s々ffl® 人 等、 出 

入津 調 现 方 仕 來候得 共、 尙更舟 懸り涧 所 等 津洩改 方 之條、 今般 山 S! 中お 被 仰 渡 候。 他 隣村 

之 儀 は 新田 裁許お 改方被 仰 渡 候 間、 山迥 中等 致 手 分、 ^^々相迥沌、法相改、 御^ wfg 々役人よ 

り： S 津米等 無 之 趣 ft 物 取 立、 一 ヶ月 切 出 役所.^ 可 指 出 旨。 新 S 裁許 之 俄、 他^ 隣村 相 り 候 

に 付、 御 预所入 交り 候 所 者、 彼 御領お も 相 廻り 可 申。 又 御 预所庄 尾 等 之 rs:、 御 私^.^ も 互に 

兄 S! り 申 害に 候 間、 拽津 相改、 尤他顿 之 村 方より 者： gSi 米 無 之 趣、 $： 物収立 候に 者お よび 不 

申 旨。 

一 、 奥 郡 之 儀、 他^ 入津 米 御免 之 御 郡に 候 得 北ハ、 口 郡. 越 中. 加州 筋 御 邯々、 灭保 同 年より 五 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年  三 七 七 


三 七 八 

年 迄 一作 他！； 入津 米 御 指 解に 候 間、 入津 米 勝手に 仕、 尤 致 人^^ 分.；；：： 之：^ は，、、 一 ケ：！ に 

前々 之 通 K 面 を以斷 および 可 申 旨" 

十 一 月。 廐 祈禱を 特許した る 越 中 守 山の 七 右衛門 以外の 猿牽 徘徊す る を 

以て 注意せ しむ。 

〔郡 方 御觸〕 

射 水 郡 守 山猿 牽七 右衞門 儀、 往古 由緒 有 之、 御領1;在々牛馬厩祈禱に相51攸之^！^ 近年 紛 吸 

猿 牽之者 共立 入、 守 山猿 牽七 右衞門 名前 を 謀り 歩 候 之 由に 而、 七 右 衞門俄 致 迷惑 攸」： ： 巾 立、 

見合 印鑑 等 之 儀 別紙 之 通 願 出 候 得 共、 見八1:印鑑之條者^^.-^^之趣も.；^之、 役所 しらべ 巾扣は 八：： 

置 候。 何れ 右赫七 右衛門 祈禱 場所.^ 入 込 候 儀 は、 不筋之 趣に 候條、 W 其」 〈な、 於.： i ！々 米 之み 

相 廻 候 之砌、 名前 得キ 相尋、 右 鉢 紛敷者 入 込不申 « 相 心 此，投.£:1^5:共等，^;もぉ々：^巾波ャ；； 

候。 尤右鉢 名前 を 謀り 入 込 候 者 有 之、 謀り 者 之 儀顯候 は、 V -、 召述 役所お 桁 出 候。 ：^々：： トク 

相 廻、 落着より 可 相 返 者 也。 

巳 十一月  御 郡 奉行 

諸 郡 村々 役人 

乍 恐 書付 を 以奉願 上 候。 


私儀 往古より 猿舞師 仕、 乍 恐 御先 代 檨守山 御 在 城 之 刻より、 爲 御用 御厩 御祈禱 正. 五. 九月 定 

日 相 勤、 且又 富 山 樣. 大聖 寺樣御 K 御用 茂 相 勤 申 候。 私 先祖 之 者 共 は、 守 山に 八 町 八 反 之 地面 

拜領 被爲仰 付、 御用 相 動 居 申 候。 其 後地 面 者 指 上、 爲 代り 御領！； 在方 牛馬 祈 禱仕候 « 被爲仰 

渡 候 段、 前々 より 申傳、 歷代相 勤 居 申 候處、 近年 何方 之 者に 候 哉、 私 名前 を 謀り 在方 を迥 り、 

其 跡. K?^ 相 猶 候 得 者、 祈 禱相涛 候鉢キ 申立、 甚難 至極 仕 候。 何卒 兑八 M 札 被 爲仰付 被ド候 « 

者、 其 見合 札を以 在方 祈禱に 廻り 候 得 者、 謀り 者 入込不 申、 於 在々 紛 敷链 も 無 御座 依 夺^. ：:^ 

候 間、 何卒 御 慈悲 之 上 を 以願之 通 見合 札 被 仰 付 被 下 候 は、 V -、 難有^^奉存候。 数 御 間： W 之 上、 

村々 お 茂 被 仰 渡 被 下 候 様 奉 願 上 候。 何卒 願 之 通 見合 札 被 爲仰付 被 下 候 « ^願 k 候、 以上。 

天 保 四 年 十月  射 水邯守 出猿牽 七 右衞門 

御 ffi 御 奉行所 

十 一 月。 米 榖缺乏 する を 以て 町人に 粥 を 食 ふべき こと を 令す。 

〔觸 留〕 

當年 御領^、 夏 以來雨 降續、 不順 氣に 而、 作 毛 甚不熟 至極に 付 食物 を 初 致 « 略、 収 -35 方 

無 汕斷可 相 心得 旨、 先達 而申渡 置 候。 然處 次第に 米 愤も高 爽成儀 近年 無 之お、 輕き者 共 は 別 

而 可爲雜 sffi 候。 右に 付、 來年 新穀 出來 迄、 何分 川 米 不指支 様、 夫々 遂^ ^候お 攸。 勿論 人 
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々心 5£ も 可 有 之 候 得 共、 町家 之 者 共 一 統粥等 を »、 収« 可 S. 候。 將义： 吶 S 三の  一 之， is、 先 

達 申 渡 置 候 通に 付、 是又 人々 心得 も 可 有 之 儀 候^ 北ハ、 ，3: 又 遂« 略、 川 方 之， お 之 問 敷： ^「" 

是等之 趣 可 被 申 渡 候 事" 

十 一 月 

〔官 私隨 筆〕 

！ 一  月 二十 五日 

一 、 當年 御領 阔 不順 氣 に而、 作 毛甚不 熟、 愤も高 食に 付、 町家 之 者 共 一 統粥 を： E^^ft 等、 別 

紙 之 通 申 渡 候。 か 様 之 趣 候 間、 御 家中 之 人々 も 心得 可 有 之！ S 候。 則 町 _<ト 行へ 中 渡 之 Jil 

相 渡 候 旨、 定番 頭へ 之覺 窨寫、 御用 番 より 被 越 之。 別紙町奉行所へ之^^^^は、 $00HU 

以來雨 降續、 不順 氣に而 作 毛 甚不熟 至極 云々。 

〔年々 珍 敷 事留〕 

一、 十一 月此頃 次第に 米價も 高直に 相 成、 輕き者 共 難 ^ 至極に 付、 來年 新穀 出來迄 何分 川 米 

不指支 樣遂僉 謹、 町家 之 者 共 一 統粥等 を 給 取續可 申。 將乂 ffi 造 三 之  一 S 可 申 之 御 « 一  統被仰 

出。 右樣 之御觸 度々 被 仰 出 有 之。 諸 阔夏以 來附降 « 不順 氣 に而、 作 毛 «不 熟：.^: 極に 付、 物 S 

成 事 也。 且此頃 能 州奧郡 杯、 山 土 を 製法し、 德を煎 磨 交ぜ 食物に 仕る 由。 右 額 之 M 子、 能 州 


.si り 候 人 取 來るを 見 候に、 中々 食物に 難 成 品 を 喰 由。 他！： は 別而、 御 ffil: 能 登. 越 中 は 所- 一 

より 此の ごとく 也。 御城 下 は 輕き者 共 喰 續兼候 者 も 多く 有 之 候 得 共、 御上 等より 御 救，！^ 之。 

且又 武士. 町 共 富貴 之 人々 野 町 神明 宮. 瓢簞 町崇 驊 寺に おいて、 每朝粥 一 人に 何程 キ定、 組 八 " 

頭 等 頭取 定， り 施行 有 之。 其 外 所々 に  一 二 朝 之 施行 あり。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

天 保 四 年 十一 月 十日 堂 形 御藏 米 石 百 十 匁。 印紙 百 十五 匁より 二十 目 迄。 批尾米 升に 百 八 文う 

り。 當年 不作に 付、 町方 一 統粥給 候 樣觸付 在る。 御 家中 一 統引免 被 仰 付、 下 K.^ 爲救^ 方よ 

り 粥 等差 出。 

十一 一月 七日。 鹿 島 郡 能 登 部下 村に て 百姓 騷擾 す。 

〔作 難に 付 取 治 方 諸事 留〕 

當月 七： n 夜 五つ 時 頃、 人數ニ  • 三 拾 人 計、 ばん どり. 竹 笠 着 仕 候 者、 .Ma-lg 能 登 部ド村 3;- 丸 村 

上 村に 而、 米 小 賣仕候 者 共 之 宅々 ぉ罷 越、 米 直 段 高 M に 而小前 之 人々 雖 ^ 仕 it に而、 仉 h 米 

相場 之 様子 聞 合 度 3 曰に 而、 中には 高聲に 申立 候 族 も 有 之、 少し iai- 休に 承りお よび 候に 付、 

小： 1： 更內聞 仕 候處、 前段 之 通に 御座 候。 尤 何方 之 者 共に 御座 候 哉 相 知不申 候。 且亦小 .M 米い ひ  1:- 

之懷も 內閒仕 候處、 當時右 村々 黑米 一 升 八十 四 文に 賣捌申 林に 御座 候： 爲桁«敷..ナ巾5^之依 
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に 而も 無 御座 候 得 共、 時節 W 之 儀 故 小 紙を以 御內迮 申 上 候、 以上。 

巳 十二月  武部村 彌左衞 門 

御 郡 御 奉行所 

十一 一月 十四日。 御 郡 方に 洩米を 行 ふの 疑 ある を 以て に 之を戒 む、. 

〔諾 郡 御用 留〕 

當年 無比 類 違 作 之 年 柄に 付、 先達 而 諸 品 徐留之 儀 厳 常： 申 渡 i£ 候 所、 屮には 心 や NA.^ 之、 

密々 波 米いた し 候 哉に 相 聞え、 不 容易 儀に 候。 若 右 鉢 * 米いた し 攸者相 Si において は、 la^s.: 

答申 付 候條、 猶更急 度 可 相 心得、 自然 洩米 取扱 候 者兑咎 において は、 爲 褒^:: 儿^ 米 之 rzzf. 分 

被 下 候條、 相互に 可 令 吟味、 右 之 趣 末々 不相沌 «< ^度 可 申 渡 候、 以上。 

十二月 十四日  內藤 十！^ ハ衞 

^場 右近 

諸郡惣 年寄 中. 年寄 並 中 

十一 一月 十五 日。 前 田齊泰 夫人 着帶の 祝儀 を 行 ふ。 

〔官 私隨 筆〕 

i  二月 廿 九日 


奧对內 膳 は 

L ず 年 か 


一 、 五 時 過 登城、 出仕 之 面々 各 謁し 候而、 其 席に 而 御用 番 進み出、 當十五日姬^：^^御着产出相 

濟候趣 被 申 聞。 退出より 各御廣 式へ 罷出、 以木村 傳右衞 門 御 祝詞 申 上 候。 江^へ も 今 便 申 上 

十 1 1 月 十八 日。 博奕 等の 諸 勝 貴 を 禁ずる 前 令を嚴 守せ しむ。 

〔觸 留〕 

かけ 諸 勝負 は 御 制禁に 候處、 心得 違 之 者 も 有 之、 且 正月 者 勝手 向 等に 而小兒 等 之 遊 is^ と 名 付、 

博变に 似， wj- 候 S 事 不苦儀 之 様に 存候族 も 有 之 體相聞 候に 付、 宽政元年^^細被仰渡^候通、 か 

けもの 仕滕 負を以 -M といたし 候 儀 者 御 停止 之 事 候條、 尙更無 違 失 急 度 可 申 渡 iliii 被 仰 出 候^。 

右 之 趣 被 得 其. ぜ r 同役 中 傳逹、 組 • 支配 不相泡 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

十二月 十八 日  奥村內 ii 

十一 一月 十 A 日. 能 登 口 郡の 物心 年寄 等當 年收納 米の 比 白濟 に付き 歎顾 せんこ 

と を 謀る。 

〔作 難に 付 取 治 方 諸 留〕 

飛 送り 啓上 仕 候。 装 ハ浙甚 敷 御座 候處、 御 揃 御 淸安被 成 御座 珍 首： 奉存 候。 時節 柯御収 治 方 御 心 

配 奉 察 候。 然者邑 知 糾當年 皆 清 御 注進 之 儀、 兼而御 相談 通 八 「十八 H 之 H 附に御 注進 i ゾ阒爲 登 
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申、 先 づ表向 迄 之 儀、 下 は 何等 之 譯も相 立不申 心痛 仕 申 候。 

一 、 御 見聞 之 通、 當邊 下々 專稼來 候 木綿 者、 不景 に而賣 買 無 之 故、 手間 追々 減少、 や^ 

は 江 州より 仕送り も 相 止 候 体に 而、 甚 H 落、 買 人 無 御座、 小 前 之 者  一 相. お" i 無 之、 < ^川 

之 品 は 一 鉢 高直に 而、 日用 必至と 指 支 候 鉢。 乞食 次 長、 施 人 は 相 減 致 方 無 之 it。 尤是迄 

村 切 介抱 も 致 來候得 共、 今程 介抱 之 方便 も 無 御座 旨に 而、 飢 におよ び 候 K 村^ん 巾より 奴 出、 

打 明 不申顯 候 得 共、 飢死に 相 成 候 者 も 有 之 鉢 相 見え、 不輕人 八叩不 容易 趣に 付、 ： 巴知糾 Sf 立 候 

者 三十 六 人 呼 出、 救 米爲指 出、 私よりも 加入 米 仕、 一 n= 一人 一 八 乂化村 方より 爲扣 «、  g:  く 助 

命 爲仕候 檨取計 申 候。 危急 之 品 故 不得止 事 右 之 仕 合に 御座 候。 尤押水 糾之依 も： 之 » に忖、 

每度歎 出 候 由 此節取 計 方 申談候 体に 御座 候。 

右 之 趣に 付 此段得 御意 度 如此に 御座 候、 以上。 

巳 十二月 十八 日  M 部 七お 衞門 

笠 師 宇 八郞様 

武部彌 左 衞門樣 

緩目 左門樣 

十一 一月 廿九 日。 山 本 孫 三 郞銀子 指 引の 件に 關し 雲田忠 太夫 を 殺害す。 


〔本 多 政和覺 書〕 

正 IT  二 日 は 一  正月 二日 

天 保 五 年 一 

太 ⑩ 一 太 田 小 又助以 執筆 申 聞 候 は、 坂井小左衞門組山本治太夫^^孫三郞儀、 藤 田 左 衞門家 來" 中 忠 

は t 馬 頭 一 

太夫 方お 銀 子 指 引 方 之 儀に 付 用事 有 之、 舊臘 二十 九日 夜罷 越、 夫より 鈒主 方お M 道罷 越候途 

中に 而、 孫 三郞， ^法外. 過言 等 申 聞、 其 上手 向 候 付 不得止 及 殺 候 段 及 H 候 付、 撿使 之债公 i$ 

場 へ 相 達 候。 晦 H 夜より 昨夜へ 懸、 檢使 無異儀 相濟申 候。 他 之 家來之 俄、 其 於 途中 之ポ 故、 

此段ロ 達 を 以御達 申 候 旨 申 聞。 

〔渡邊 兵 太夫 手記〕  . 

f ば左衞 山 木 孫 三郞俄 翅き 十二月 廿九 日夜 堀川 笠市邊 途中に 而、 藤 田 强正家 來巾小 將糾- 中ぶ 田忠太 

す  夫 キ申者 及 口論、 法外 之 致 方 有 之に 付忠 太夫 を 討果申 由。 撿使晦 H 夜より 元：：：： 夜半 相 終。 三 

日 孫三郞 年賀に 罷越、 右 荒 增申聞 候 也。 

〔ffi 敬 公 記 史料〕 

山 木 孫三郞 (坂 井 小 左 衞門組 山 木 治 太夫 弟) キ藤田 左 衞門隸 雲 田忠 太夫。 爲 金談：^ 行： 於途屮 

怒忠 暴言 失禮斬 之。 (^^係四年十ニ月ニ十九日。 儉使 本年 正月 三 = 了。) 

"む？ は大靈 十一 一月 晦日。 飢民 增 加した る を 以て 之 を收容 する 非人 小 嵐の 增 築を議 す" 
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〔諸事 留〕  . 

十二月 晦 

一 、 八つ 時 頃 非人 小屋 裁許 管 野 彌八郞 丄ー{ 呂源 次郞罷 越、 非人 小 尾 入 入 千 七 W 八十 入 計に 扣 

成、 入 方 指 支 候 旨 等 紙面 致 持參候 付、 假小尾 出來方 遂^^ 候 所、 二 永に サ 計 之 小 1^ 五 

筋 計、 其 內ニ筋 計 急に 出來、 跡 は 追々 致 出來候 は、、. -指支 申 間 敷。 屮勘御 人 川 銀 二. 三 ttnll;:^^ も 

可 相 懸哉， 之 旨 申 聞 候 付、 いづれ 早速 假 小屋 出 來可申 付、 巾 勘 御 入 川 銀、 今：：： 之 所  一 RE 裁 

許假證 文に 自分 裏窨致 印章 相 渡。 右を以 添書 所 主 付 方へ 罷越、 及 示談 候へば、 兩 特 之 内より 

當座御 借 入に 而相渡 候 事に 申 談置候 旨 等、 申 談遣候 事。 

十一 一月。 窮民の 飢死 する 者 多し。 

〔年々 珍 敷 事留〕 

一 、 十二月 空腹 之 者 共 寒氣に 被閉、 次第に 弱り 死す る 者 多し。 此 節米 町 賣ー 升に 付 5： 十七 ハ义、 

印紙 米 钚は百 三十 目 計に も 望 人 多く、 江戶. 大坂共 物騒 之 由。 京 邊小賣 米 一升 Joi 五十 文 計 之 

由。 右 直 段に 而も 買 兼る 日 有 之 由。 御領！： に 而も、 一 兩 H も 商 賣不爲 米 有 之. E 也。 

十一 一月" 諸 郡 本年の 輒貯藏 に 代 ふるに 米 を 以てせん こと を 請 ふ" 

〔作 難に 付 取 治 方 諸事 留〕 


本年 八月 四 

日の 條參照 


粗納 一 萬 俵 代 米 二 千 五百石 諸 郡 割符 

粒 八 百 六十 俵 代 米 

一 、 二百 十五 石  能 美 郡 

同 千 四百 俵 代 米 

一 、 三百 五十石  石 川 郡 

同 六 百 四十 俵 代 米 

一 、 百 六十 石  河北 郡 

同 千 九 百 八十 俵 代 米 

一 、 四百 九十 五 石  礪波郡 

同 千 三百 二十 俵 代 米 

口 邵 


奥 


i 藩 1  史，， 料， 第 十四， 鼷， 天 保 四 4:  _  ：  ！ 


同 七 百 五十二 俵 代 米 

一 、 百 八 拾 八 石 

M 千 三百 三十 二 依 代 米 
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同 千 七 百 十六 俵 代 米 

一 、 四百 二十 九 石  新 川 郡 

き 一 萬 俵 代 米 

ダニ 千 五百石 

右諾 御邯當 御收納 米より、 非^ 爲 御手 當年々 就 被 仰 付 候、 &納？ .iw^s:.^ バ上巾 候。 $s 年 之 所 

諸 郡 粒 所持 不仕候 間、 代 米に 而 御藏 納被仰 波、 來 « に 至り a 納立替 被 仰 付 被 下 候 様 仕. ば 兴ト存 

候、 以上。 

天 保 四 年 十二月  石 黑 源 丞 

S 、濑 义八郞 

w 川 源に ハ衞 

高 梳 由五郞 

小 村 爲次郞 

石 崎 査三郞 

南 に ハ左衞 門 

金 m 十次郞 


御 郡 御 奉行所 

是歳。 七 木 等の 伐採に 關 する 取締 を 組 主附の 取扱に 屬せ しむ。 • 

〔御用 儀 品々 留帳〕 

一 、 能 州 四 郡 村々 百姓 稼 山. 垣根 廻 七 木、 幷 畑畔. 宮 林. 墓 印 松 伐木 縮 之 偶 、文政 四 年 御 ffl 方 

御 仕 法 以來、 右 伐木 之 山 廻罷出 極印 打 渡 可 申 旨、 其 節 改而申 渡 ぉ候» 北ハ、 今般 <s^、sl 之 上、 享 

和 元年 山 方 御 仕 法 取 極 之 振 を以、 右 伐木 縮 方 組 主 付.^ 被 仰 付 候冏、 手附指 出、 伐木 極印 打 波 

可 申 候。 右 伐木 村 方 願 紙面 之 儀 者、 文政 四 年 仕 法 之 通り、 御^所 宛に 相 調、 糾中： 付. 出、 

伐木 極印 相 it 候 分、 年中 引 集、 年 切 右 紙面 出 役所お 可抬出 3 曰。 

一 、 村々 -貯用 林 之镇、 幷御帐 付 之 分、 都而 文政 四 年 仕 法 之 山 廻.^、 伐木 方 被 仰 付^ 攸ビ： ：。 

右 之 通 御 川 場お 相 S3 被 仰 渡 候 旨、 天 保 四 年 御 邵所觸 付。 

是歲。 藩の 租稅， 吹 入 凡べ て 左の 如し。 

〔天 保 四 年分 御 取筒幷 御物 成 調 Si 窗 上申 帳 之 is 

三 州 合 

草 高 

一 、 -rzl 三十 三 一 三千 九 百 三十 石 四 斗 二 勺 御 印 高幷新 ii 本 田 s: り、 P 卜 儿 
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三 九 c 


一 、 四千 八 百 八 石 七 斗 七 升  奉行 附八ケ 所、 新 二 ケ所共 

內 

十  一 m 八 千 四百 四十 石 三 斗 四 升 

千 六十 五 is? 八 斗 七 升 八 合 六 勺八才 

三 石 

四 石 五 升 七 合 

殘而 

百 二十 一 萬 九 千 二百 二十 五 石 八 斗 九 升 四 合 五 勺ニ才 村 高 

六十 四 萬 四千 三百 六十 九 石 三 斗 四 合  定納ロ 米 

內 

七十 一 萬 九 千 三十 三 石 一斗 一升 一 合 五 勺 天 保 四 年分へ お 人知 高 


撿 地：^ 高 新 北ハ 

屋敷 等 引 高、 5:奉行附之内：：^^.-敷^.:"2共 

能 州  一 /お K 捕 傾 

能 美 郡 御 预人參 畑 


此定納 口 米 

三十 八 萬 五 千 七十 石 二 斗 八 升 三 合 


內 


八 萬 七 千 八 百 八十 五 石 九 升 三 合 

內 

二 萬 千 五 百 八 石 八 斗 二 升 一 合 

三千 五 百 二十 五 石 四 斗 

此定納 口 米 

千 九 百 五十 七 石 一 斗 一 升 四 合 

內 

三百 七十 八 石 九 斗 六 升 四 合 

內 

三百 七十 一 石 五斗 三 升 三 合 

七 百 十九 石 六 斗 三 合 

此定納 口 米 

四百 二十 一石 一 斗 一升 

殘而 

草 高 
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作 難 御 用捨 免に 當る定 納ロ米 

御 惯米高 

寺社 領高 

作 難 御 用捨 免に 當る定 納ロ米 

御 值米高 

惣年. 等 御 扶持 高 

三 九 一 


三 九 二 


四十 九 萬 五 千 九 百 四十 七 石 七 斗 八 升ニ才 

、 二十 五 ts? 六 千 九 百 二十 石 八 斗 三 升 二 合 定納ロ 米 


內 

八 石 八 斗 七 升 一 合 

六 千 二百 七十 二 石 四 斗 一 升 六合 

十 石 三 斗 一 升 八 合 

七 百 二十 二 石 六 斗 八 升 二 合 

千 十三 石 四 升 九 合 

二 萬 三百 七十 六 石 八 斗 八 升 

惣高 一 萬 八 千 九 百 四十 九 石 三 斗 一 升 八 合 

一 萬 四千 八 百 二十 六 石 四 斗 六 升 九 合 


松 任 町稻荷 HH- 敷 等 地 子 米：；：； 

定銀納 定納ロ 米 引 ， 

右 同斷十 一 月 堂 形 tt.s を以 k 納之分 引 

一 作 依願 銀納 定納门 * 

御 川 地 銀 納定納 口米^ 

引 免に 當る定 納ロ米 引 


右 同 斷に付 » 人知お W 足 米 W 

但、 惣 高之內 四千 百 二十 二 石 八 斗 四 升 九 合、 村々 より 御藏 米 納米を 以； 足 *: 小： 

給 人知お 百姓 斗 過 之 分 御藏 米 切手 を 以相渡 候。 

三百 十三 石 五斗 四 升 六合  奉行 附ケ所 引 免に 當る定 納ロ米 引 

百 三 石  同所 銀 納に當 る 定納ロ 米 引 


五 萬 七 千 七 百 八 石 六 斗 一， 升 六合 

惣高 三十 六 石 四 斗 八 合 

二十 四 石 一 斗 四 升 一 合 


作 難 御 用捨 免に 當る定 納ロ米 引 


右 同 斷に付 寺社^. 引 足 米 引 

但、 惣 高之內 十二 石 二 斗 六 升 七 合、 村々 より 御藏 納米を 以可引 足 米 不足に 付、 寺 Jaffi.^ 

百姓 斗 過 米 之 分 御藏 米 切手 を 以相渡 候。 


残而 


、 十五 寓五千 五 百 四十 石 八 斗 四 升 三 合 本 田 御物 成 高 


一 、 二百 十七 石 七 升 四 合 . 

一 、 五 石 五斗  i 

高 

一 、 六 千 七 百 七十 石 三 斗 六合 一 

內  一 

四十 二 石 七 斗  3 

殘而 

高 六 千 七 百 二十 七 石 六 斗 六合 i 

加 K 藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年 •； 


高 岡 等 地 子 米 高 

新 川 郡 高原 野 之 內立林 役 米 

定免 新開 村 等 二百 三ケ所 

儉地引 高 


三 九 三 


三 九 四 

一 、 二 千 四百 十六 石 七 斗 七 升 一 合  定納ロ 米 

內 

千 三百 三十 六 石 一 斗 九 升 三 合  引 免に 當る 定納 n 米：^ 

四十 七 石 八 斗 七 升 二 合  作 難 御用 拾 免に 常る 定納 口 米 引 

殘而 

一 、 千 三十 二 石 七 斗 六合  御物 成 高 

高 二 萬 五 千 三百 八十 八 石 六 斗 八 升 五合、 內五百 五 石 一 斗 六 升 二八 M 不納 

一、 二 千 九 百 三十 六 石 七 斗 七 升 七 合  新開 11 免 村 六 百 十六 ケ 所定 納ロ米 

高 四千 八 百 八十 三 石 五斗 七 升 四 合、 內 四百 五十 七 石 一 斗 四 合 不納 

一 、 五 百 三十 二 石 八 升 二 合  新開 請 高 村 三百 三十 五ケ所 定納 n 米 

高 一 萬 七 百 三十 石 六 斗 一 升 五合、 內 四百 五十 七 石 一 斗 四 升 不納 

一、 八 百 四十 五 石 四 斗 一升 九 合  文化 十二 年 等 仕 法 新 村 八 fE 九十 ケ 所定 納 n 米 

本 高 三 萬 七 千 二百 八十 石 

一、 一 萬 二 千 百 十六 石 三 斗 一升  與カ明 知 定納ロ 米之內 御藏 返 米 幷作難 御 川 免 a 

.  ほ 官ロ米 引 去 申 高 


八 口 合 

一 、 十七 萬 三千 二百 二十 六 石 七 斗 一升 一 合 

內 

四百 三十 一 石 四 斗 九 升 一 合 

二 石 九 升 八 合 

殘而 

一 、 十七 离ニ千 七 百 九十 三 石 一 斗 二 升 二 合 

內 

五 千 七 百 三十 一 石 五斗 一 升 

一 、 三百 三十 六 貫 四百 七十 五 匁 九分 七厘 

一、 三百 七十 六 貫 二百 八十 六 匁 九分 二 厘 

一 、 三百 七 貫 七 百 二十 八 匁 一 分 七厘 

一、 三百 十七 貫 六 百 十六 匁 九分 五 厘 

一 、 三；白七十三^：-三百十五匁三厘 

一 、 十九 H 四 1« 九十 三 匁 六 分 六 厘 
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米 納に當 る 侍 代官 口 米 石に 付 二 升 宛^ 

同 銀 納に當 る 侍 代官 口 米 石に 付 一 升 宛 引 

御 收納米 高 

賓方 &納高 

春秋 夫 銀 取 立 高， 

惣銀 代、 但皆銀 納村引 免に 當る銀 引 之 分 W 

定 小物 成銀 高 

金 澤町等 散 小物 成 幷地子 銀 .isn 錢等 

散 小物 成鈒高 

與カ明 知^ 秋 夫 銀 役 銀 所.^ 上納 

三 九な 


ダ 


、 千 九十 三 石 七 升 六 石 

、 百 五十 束 

五ケ山 金納 

百 十五 枚 一 兩 一 匁 三分 九 厘 八 毛八絲 


一 、 二十 二 枚 二 兩七分 三 厘ニ絲 

^百 三十 七 枚 三 兩ニ匁 一 分 二 厘 九 毛 

內 

四 枚 一 兩七分 八 厘 三毛 ニ絲 

殘而 

百 三十 三枚 ニ兩 一 匁 三分 四 厘 五毛 八絲 

此代 


三 九 六 

今 石 動. 城 端. 氷 兑地子 米町藏 * を以 納 


惣村數 七十 ケ村、 此定納 高 二 千 六： 八十 五 石 九 

升 五八：： 之 代金、 石に 付 金： z  一  ^八 分 八： 六む 除 

之替、 此金 1： 匁 四 分 金  一 _g 之定、 h.^ 一  枚キ ffl 

立、 金 一 枚に 付 glw 六十 五 匁 之 極 

明 勝 二 年 手 上 金幷蠑 等^ 金 一れ 右：^ 斷 


流刑 人 小 尾々 敷幷引 免に 當る 引金 一：：；^ 


六十 一 贯九百 五十二 匁 二分 二 厘 

江 州 御領 分 

草 高 一 一 千 四百 三十 一 一 石 一 一 斗 六 升 一 一 合 

一 、 千 二百 四十 五 石 九 斗 二 升 九 合 

內 

七十 三 石 五斗 六 升 二 合 四 勺 

殘而 

千 百 七十 二 石 三 斗 六 升 六合 六 勺 

五十 一 石 六 升 七 勺 

千 二百 二十 三 石 四 斗 三 升 三 合 三 勺 

內 

三百 十 石 一 斗 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 四 年 、 


極 値段 金 一 枚に 付 四百 六十 五 匁 之 割 八：： を 以上 

納高 


今津. 弘川兩 村、 海 津之內 中 村 

町 共 三 ケ村分 定納ロ 米 高 

今津 御藏に 而定拂 高 


今 渾甚右 衞門幷 今津. 弘川兩 村お 御 贷米高 

三 九 七 


未ば 天 保 六 

年 


殘而 

九 fH 十三 石 三 斗 三 升 三 八：： 三； r 

一 、 八 百 十七 匁 四 分 四 厘 


三 九 八 

大 $t 御藏 入 高 

今、ま村等^秋夫級.中村町山へ；^等、.：：-都御士蘇ひ 

上納 高 


右 天 保 四 年分 加 越 能 幷江州 今 津村等 三ケ村 御物 成 高、 幷定. 散 小物 成銀 共 しらべ 上 之 巾^、 以 

上。 

未 四月  «  ig 監物 

原 五郎 左衞門 

有贺 甚六 郞 

石 野 宇^ 衞 

天 保 五 年 

正月 廿 三日。 能 登 口 郡の 木綿 判 押 役人 を 任命し その 勤 方 を 示す。 

〔御 郡 典〕 


天 保 四 年 七 

月參照 


羽 喰 郡 

今賓 村 

飯 山村 

羽 喰 村 


甚 藏 

惣右衞 門 

彌 兵 衞 


富 木地 頭 町村 源 之 丞 

鹿嶋郡 

田 鶴濱村  平 右衞門 

右 之 者 共、 木綿 判 押 役人 申 付候條 此段被 申 渡、 人 縮 可 被 申 付 候。 被 申 波 上、 勤 方 K 幷 木綿 

に 押 候 印判 可 相 渡 候 間、 當場產 物 方 役所.^、 來月 廿日 迄 之內ー ケ iwl 人 宛 可 被 指 出 候。 且木 

綿 取 极候者 共へ、 判 押 役人 申 付 候 間、 不相波 改を請 候 樣可被 申 渡 候。 


、 木綿 判 貸 一 反に 付 五 厘 宛 可 取 立 段、 先達 而 申達 置 候處、 詮議 之 趣 有 之、 一 反に 付 三 厘 i 


み 


取 立、 其內ー 厘 宛 判 押 人お 被 下 候 儀、 御 勝手 方 年寄 中等. も 相 達 候 上 取 極 候條、 此段 夫々 可 

申 渡 ri^o 

一 、 布 紹判押 人.^ も 改而勤 方 帳 可 相 渡 候條、 是又判 押 人 有之ケ 所より、 一 人. M 罷出候 5^:5^ 被 

中 度 お。 
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四 〇〇 

午 正月 廿 三日  御 izi 川 場 

御 郡 奉行 中 

追 而判押 人お 相 渡 候 勤 方 帳寫ー 撒、 幷に 木綿に 押 候 印鑑、 各爲 承知 ffl^y 之 K、 以上。 

〔御 郡 典〕 

御領！； 出來 之紹. 布 等、 丈 尺 不足 無 之 様 每度被 仰 波 も 有 之 候處、 々以 不正 之 族.；；：： 之 林に 爲相 

聞 候 間、 今般 嚴重改 方 之 儀、 且 木綿 は 是迄判 押 不申候 得 共、 調 I- 方不行 25 に忖、 以來は 木綿 

にも 判 押、 短 尺 相改、 判 貸 可 取 立 il:II、 御 勝手 方 年寄 中等 被 仰 渡 候に 付、 丈 尺 改方等 左 之 通 可 

相 心得 候。  . 

一 、 紹， 布 一 反 二 丈 七 尺 ニ寸之 儀、 公儀 御定に 候處、 近年 1^ に 相 成、 右 丈 尺に 不 ^ 油 分 出-お A 

有 之 # に 候。 右 品々 は 他！： おも 多 桁 遣 候 品に 候處、 御定丈 尺に 不 ffi 分 有 之候而 は、 ^91 御 外 

閜 にも 拘り候 儀に 而、 織 出 候 者 共始甚 不爲之 儀に 候。 是迄短 尺 之 品 織 出攸， 不$- 之： 41.: に 候 

條、 以來判 押 候 節 丈 尺 厳重 相 改可申 候。 

一 、 切れ 之 分 は 無 判に 而取极 可 申 候。 併 一 反に 近き 寸尺之 分 は、 切れ 取 极に而 は紛败 攸條、 

二 丈 四 尺五寸 より 以上 之 分 無 判に 而取极 候 者 及 見聞 候 は >  、二つ に 切 分け 相 波； 巾攸。 

一 、 無 判 之 反物、 都 而致賣 買 間 敷 候。 若 無 判 之 品 取 极院儀 見聞に 及：^ は，、、、 取 揚： T:::^ 斲攸。 


一 、 丈 尺 相改候 儀、 他！： 等お 多 遣 候 節、 且常々 賣買 にも 數多之 節、 不残相 改候而 は 商人 等 可 

及 迷惑 候 間、 判 押 候 節 惣高之 內閻取 を以、 百疋 より 六十 疋迄は 六疋、 五十 疋 より 三十 疋迄は 

三疋、 三十 疋 より 十五 疋迄は ニ疋、 夫 以下 は 一 疋宛相 改可申 候。 若 其 內短尺 之 分 有 之 候 は.、、.、 

您 高不殘 相改、 丈 尺 全 分 は 判 押 渡、 短 尺 之 分 は 切す ベ 相 渡 可 申 候。 

一 、 短 尺 之 分、 一 反に 少分之 不足に 而も 判押不 申、 切 之 取扱 之 ケ條通 可 相從申 候。 

一 、 幅 之 儀 は 御 定有之 候處、 是迄 他國に 而も 幅廣. 幅 狹兩樣 取极候 儀に 候 得ば、 以來不 殘御定 

尺に 相 成 候 は、、. -、 賣買 方に 指 障り 可 申 候 間、 通例 之 品 は 九寸五分 以上に 織 出 可 申 候。 夫より 

以下 は 幅 狭に 取 极可申 候。 其 餘幅廣 • 幅狹キ 申 品 は、 是迄之 振 八！： 之 通 可 相 心得 候。 

一 、 紹. 布 之 儀 は 前々 より 判 押 人 有 之、 出來 高調^、 判 貸 取立來 候。 尤丈尺 等 可 相 改處、 =M 

之 所 流 例 之 様に 相 成 居、 出 來高迄 相 調现候 鉢に. 候。 以來は 丈 尺 等 厳重 相 改候上 判 押 波、 御定 

之 判 賃可取 立 候。 

一 、 木綿 は 是迄判 押 之 儀 無 之 候 得 共、 今般 相 改候以 來判押 候 儀 申 渡 候條、 一 反に 付 判 senilis 

宛 取 立、 判 押 渡 可 申 候。 判 押 方 等 之 儀、 紹. 布 判 押入 之 外 別人に 申 波 候。 右 判 tt 一  反に 付 三： s 

之內、 一 厘 宛 判 押 人お 可 被 下 候條、 殘銀可 致 上納 候。 

一 、 木綿 判 貸、 賣買之 節 買 人より 可 取 立 候。 併 品に 寄賣 人より 可 取 立 分 も 可 有 之、 此俄 は紹. 
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布 判貨取 立方に 准 じ 可 申 候。 

一 、 紹. 布. 木綿 共、 一 ケ年惣 判 押 高 判 « 取 立 高、 幷被下 銀. 上納 銀北ハ 一 ケ年切 勘定 、侮 歲翌 

年 正月 中 產物方 役所 へ 可 指 出 候。 

一 、 木綿 判賃 は、 前年 十二月 朔 日より 其 年 十一 月 朔日迄 之 分 取 立、 每歲 十二！！^ 廿：： ：3、  ^物 

方 役所へ 可 致 上納 候。 

一 、 都 而判賃 之內被 下方 有 之 候 得 共、 前條之 通改方 繁.. 多に 相 成 俄に 候 間、 ま^も 懸り 中， に 

候條、 年々 判 押 高 相 調现候 上、 遂 詮議 增雜用 可 相 渡 候。 

一 、 嶋 木綿 之 儀 も、 白木 綿 同様 相 改判押 可 申 候。 

右 今般 改而申 渡 候條、 判 押 方 幷丈尺 改方等 厳重 可 相 心得 者 也。 

天 保 五 年 正月  御 算川場 

■ 紹 .布* 木綿 判 押 人 

正月。 米價 騰貴す。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

天 保 五 年 正月 中旬より 米 石に 付 百 十五 丄ハ 匁。 批屋米 升に 付 百 十三 銅 極 之處、 十.： J 銅 迄に 成 


〔珍事 留^〕 

一 、 當春 雪少々 降り、 去年より 諸 色 高直に 付、 諸事 人 « 不穏 成、 町賣米 一 升 西 十 文、 味噌 一 

升 百 五十 文、 豆腐  一 丁 二十 八 文、 大豆. 小豆" 一 升 百 十四 五 文、 酒 一 升 百 四十 文、 繊 一 升 八 文 S 只 

取る 也。 右に 付 諸事 高直 成 事。  . 

一 、 他！； 格別 之 米 直 段 故、 他 國ぉ密 賣拂者 有 之 由に 付、 度々 所々 ぉ米改 役人 出る 也。 

1 一月 朔日。 前 田 慶寧着 移の 儀 を 行 ふ。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

二月 朔。 行 犬 千代 丸 君 着 袴 式。 

〔諸 留〕 

一 、 四 半時 御前 御 都合 御宜に 付、 犬 千代 丸 様 御 表.^ 御 出 被 遊 候 様、 雅樂助 等より 御^ 式お 御 

案 內申上 候 由に 付、 追 付 犬 千代 丸 様 御 表お 御 出 之 旨、 御 附頭申 聞、 城 守 御 osii: 卞 t 院三之 ii: 

.si 罷出、 將監. ^も 申談、 同所.^ 罷出候 事。 . 

一 、 犬 千代 丸 « 御 のし 目. 御上 下 於御廣 式被爲 召、 先刻 相 公 « より 被 造 候 御 太 小 御 被 遊、 引 

出梳 通り 御 出、 御附頭 御先 立、 御 居間 赛院橫 御 溜り.^ 被爲入 候^。 

一 、 追 付 御 居間 霄院ぉ 御着 座、 御作 法 之 通、 犬 千代 丸 様に は 御 溜より 若 年少ば 方に 而將監 御先 
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立 仕、 御 居間 害 院三之 間 迄被爲 入、 山城 守 御太刀 目錄 持^ 上 之。 御 間 之 ：2：！ 砜^:::1巾^^に^£5み、 

御 間 之 外 御 左 之 方お ^^J、 犬 千代 丸 様 御 出、 御園 之 際 一 壘目屮 Si に 而御禮 被 仰 卜 

犬 千代 丸 様 御 祝 被 成、 御太刀 等 被 上 候 段 申 上、 犬 千代 丸 «f はに 御 閩 之 rS: 御 左 之 方.^ 御 若麼、 

御太刀 御 表 小 將せ尾 喜 一郎 引 之。 御の し 三方 M 山淼橫 太郞持 出、 ffl 公^.: i 卜： 之 K 處、 

御 變斗犬 千代 丸 様お 被 進、 御 S 戴、 今： H 者 天 « 相 もよ ろしく 目 出 ぼき 御」 なに i:、 

御 首尾 能 被 仰 上、 難 有 御 仕 合に 被 m 心 召 候 旨、 山城 守 御 取 八 I： 申 上。 犬 千^ 丸^に は^ 前 

之 通、 將監 御先 立 御 溜お 被爲 入。 

〔諸事 留牒〕 

二月 朔日 

一 、 六 半時 過 聞 番澤田 主馬 同道、 御 本丸お 罷出、 從犬 千代 丸 様 御 獻上之 御 太 p:.mTnII 錄、 御奏 

者番 阿部 伊豫 守 殿お 相 渡、 祷 着に 付 指 上 候 段申述 候處、 火久保加K守殿s^遂披9^^:-被仰^。 

相濟、 御 臺樣. 御簾 中樣， ^御獻 上物 御 留守居 年寄.^ 御 達。 夫より w 丸お 越、 ：2:」 肘 様. 大納 3 

様御獻 上物、 水 野 查岐守 殿.^ 相 達 候處、 水 野 越 前 守 殿可遂 披^ ほ 被 仰^、 退出 之お。 

一 、 公方 様より 今 H 御 祝儀に 付、 紗 綾三 卷拜領 被 仰 付 候に 付、 右 御 禮附丸 老中 «s。 

一 、 今日 御着 袴に 付、 年寄 中 を 初、 右 御用 之 人々 刻限 五 時に 候 i^、 山城 守 .n.^ ヾ 依の し：：：：. 布 


上下、 將監儀 も同禮 服に 而御 刻限より 出席 之 事。 

但、 御附幷 御廣式 向の し 目. 布 上下、 御附 之御步 並. 御廣式 御步並 は服紗 小袖. 上下、 御殿， M 

御步並 以下 都 而服紗 小袖. 布 上下 着用、 御 客 向お 携候 人々 のし 目 着用 之 事。 

一月 九日。 諸士の 先祖 由緖 一 類 附帳を 年寄 中席に 提出す ベ きこと を 命ず。 

〔諸事 要用 雜記〕 

二月 九日 

一 、 左 之 通 山 口 等より 演述之 事。 

定番 頭.^ 

年寄 中席， 5i、 御 家中 之 人々 先祖 由緖ー 類附帳 先達 而差出 置 候處、 年月 を經候 間、 此度 4" 減等 

相改、 當 四月 中 迄に 可 差 出 候。 帳面 口 張 等に 不及 候。 本 組 與カ且 御步等 之內御 知行 被 •  ト攸人 

々之 分 も、 最前 之 通 可 差 出 候。 當時御 咎被仰 付 候 人々 は、 代 判 人より 可？ &出 候。 僖宅之 分 は 

跡目 相 續被仰 付 候 上 早速 可 差 出 候。 將又已 後 跡目 被 仰 付 候 時々 無 違 失 可； 出 候 ：$。 

右 之 趣 組. 支配 有 之 面々 可 被 申談候 事。 

二  月 

一月 十日。 老臣 本 多播磨 守領內 困窮の 狀を在 江戸の 老臣に 告く。 
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〔本 多 政和覺 *〕 

一 、 此間御勝手方に而示^|、 此節此 表 之 様子 江 P へ は^ 敷 相 知 中 ^敷、 T^w^^mi. 

幷 非人 小屋 人 多 之 儀 荒 增申上 候而可 然と 之： e に 付、 其 段 昨 H 出 今： Hr 延申 上り 候 if: 也、、 

而此節 御 能 等 之 儀 申 上 候而可 然と 之 示談 有 之。 左 之 通 紙面 昨夜 余. n 筆、 封 じ候而 上. S 等いた 

し、 今朝 御 勝手 方 執筆 彌十郞 方お 遣 之。 然處御 勝手 御免に 付、 本文 之 紙 而は rM:K より 被 

害。 然 處內狀 文面 之內、 委曲 別紙に 申 進 候 杯と 之 文面 も 有 之 故、 調替可 造^に 而も 可.；；：： 之^、 

又は 內 勝より 被 遣可然 儀に 而も 可 有 之 哉と 之兆ヽ 今 u 何も 申 八 c 候處、 部 勝^ 方 御 川と 申に 

而も 無 之、 文面 之 內少々 不都合 之 趣 は 有 之 候 得ば、 其 段 は 執筆 彌. 十郞 等より 江！：； 執 迄、 御 

免 前に 調 置 候 品 之 旨 申 遣 候 得ば 相 分 候 儀に 候 間、 右 之 通 可然， 投被 申、 内 R より 彌十郞 へ^ 被 

申 付 候 由 也。 

御 倾！： 去年 作毛不 熟、 他 M は別而 凶作に 而、 米愤次 » に 高貴に 至、 其 以來輕 き 者 ども wffia 

いたし、 漸と取 續罷在 候 之處、 此 節に 至り 候 而は米 愤彌及 高贵候 故、 彌下々 之お 今：：： 収^粮 方 

甚六 ケ敷、 中には 及 餓死 候 鉢 之 者 も 有 之 旨に 付、 御救方等镇御|3?;川$^奉行初へ無油斷^§^^ 

罷在申 候。 其 表に 而は委 敷 様子 相 知 申 間 敷、 此節 何歟御 心得 等 も 無 之 而は不 叶お 故、 お： E 別 

紙 御用 狀に申 進 候 通に 御座 候。 加 様 之 趣に 候閒、 御上に も 御 心 も： 被爲れ 御， 依、 此節^ 能 


被 遊 候 儀 御 宜は有 之 間 敷 哉。 其 上 近頃 道 成 寺 を 被 仰 付 候 由 及 承 候 儀 も 御座 候。 一 通り 之 御 能 

すら 如何と 各は存 居候 處、 道 成 寺 钚者別 而被仰 付 間 敷 儀に 而可有 之と. 一:^ 候。 且 近頃 其 表に 立 

花 殊之外 流行に 而、 御前 初 被 遊 候御檨 子、 御 廣式向 等に は餘 りと 申 程 之 事 も 有 之 由、 此節 W 

風聞 承 及 申 候。 加樣之 儀御爲 にも 御 宜ケ間 敷と 奉存 候。 御 算用 場 奉行より 內々 心 付 申 聞 候 趣 

も 御座 候 。各樣 にも 猶又 御考、 思 召 も 無 之 候 は V 御 能 等 之 儀 程 能 被 仰 上 候 様 仕度と、 何も 遂 

示談 申 候。 吳々 も 其 表に 而は 御國之 儀、 左程 之 事に も 無 之 樣に御 心得 有 之 候而は 甚相途 之^ 

故、 委曲 申 進 候 趣に 候 間、 此處 得と 御 思慮 可 有 之 儀と 奉存 候。 御 翁 略 向 之 儀 も 御 汕斷は 有 之 

間 敷 候 得 共、 御手 繰 方 甚御危 迫 至極 之 上、 追々 御 救 方 等 不時 成 御 出方 も 打袁り 候 故、 此末 

御 入用 方へ 入 增候而 は 御 仕 送 も 指 岡 申 候 間、 幾重に も 被遂御 As- 議、 御 入用 方 格別 相 減 候 様に 

無 之 而は難 成と 存候。 此等之 趣に 付 追 而可申 進 儀 も 可 有 之 候。 右 之 趣 御 承知 被 £候« に 奉^ 

候、 以上。 

二月 十日  本 多 播磨守 判 

横 山山 城守樣 

一月 十 一 日。 加賀 藩の 抱 *| 江 戶本鄕 に 於いて 町鳶た 組と 鬪 諍す。 

〔成 瀨覺 書〕  . 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 五 年  四 〇 七  . 


四 〇 八  • 

天 保 五 年 二月 十四日 出、 坂 井 小左衞 門より 申 越 候 紙..^ 之內. - 

一 、 當 十一 日夕 御 抱鳶九 人、 本 鄕た組 之 町 鳶共キ 及 口論、 双方 挪 ベ：：、 お 之 にも 疵. 者 

有 之 哉。 御 抱 * 之 者 卯 之 助. 茂 八キ申 者兩人 深疵、 其 外 三人 淺疵、 殘り は無雜 に引収 巾^。 右 

深 疵兩人 之內、 茂 八者卽 死、 卯 之 助 翌朝 相果候 付、 三十 人頭に 而承轧 攸處、 1； 抱 熊 五郎 キ申 

者より^ 起り 候 儘に 候處、 右 本人 熊五郞 口論 之 場所より 何方お 罷越攸 ：！；^ 行衞扣 知；^ 巾、 i 

相 分 兼 申 候。 仍 而御步 横目 等罷 越、 町方 自身番お 引 上 候 死骸 晃分 被歸候 上、 翌 十二：！： 其 

月番お 御屆有 之。 猶更 本人 熊 五郞尋 出、 委曲 相：^ 候 上、 靈而御 可 被 成 it 御 g;- 巾、 町方 ：5H 使 

相 碑、 死骸 も 相 渡 申 事に 相 成 候 由。 依 而熊五 郞尋出 召 連 候 様、 改方足 輕 お 被 仰 渡 候。 則 十二 

日夜 召 連來、 割 場に おいて 承 a 候 得ば、 當 十一 日 相 生 lu^" 新 助 キ申者 方お、 火^ 有 之と て 町^ 

打 集、 新 助 方 を 打 毀し 懸候 故、 右 新 助 下人 熊 五郎 方へ 罷越申 聞 候 は、 早速 新 助 方へ^ 越、 収 

押吳候 様相 賴。 熊 五郎 儀 兼て 新 助キ心 易 仕 候 故、 町 * 之 內常五 郞キ申 者 も、 $5 に 新助キ 心お 

仕 候 故 申 合、 則 新 助 方へ 參候 得ば、 町鸢共 引取、 新 助 は 不在 合 候 付、 様子 下人に ffl^w 候處、 

四. 五 人た 組 町 鳶共罷 越、 熊 五郎.^ 打懸 り、 不 得已擲 合、 其內相^^にぃたし、 熊 五 郞〈$ へ g^s 

候處、 御 抱 貪 共 參樣子 承り 難 打捨、 町詹 頭取 之 者 方へ 罷越懸 八：： 可 申キ申 間、 九人述 に而町 i^? 

頭取 長吉 とやら 申 方へ 參り、 段々 懸合候 得 者、 いづれ 子方 4i 〈方へ 参り か 様 可 巾 近に 而出 


懸 候處、 五. 七 人充待 伏いた し 居、 打懸 り、 無 是非 擲合 候處、 た 組 町 * 人 多く 相 作 r 四 • 五十 

人 も «  口 杯を以 打懸、 双方 擲合候 得 共、 大勢に 而 難敵、 尤熊 五郎 は 引取、 其 身より i$ 起り 及騷 

動、 仲間 典お も 無 申譯、 御 屋鋪へ 奉對、 御難 題 千 萬 奉 恐 入、 忍 罷在申 候 得 北ハ、 仲 問 之 内卽死 

人 茂 御座 候 旨 承り 候 上 者、 忍罷在 候而者 不本意 之 儀、 御屋敷お 立 反り 委曲 訴可 申キ罷 越候途 

中、 南 御門 前に 而 役人お 出逢、 同道 仕 罷越段 申 聞 候に 付、 夫々 承 a 候 上、 右 始末 今 H 御 月番 

. ^重而 御 屑に 相 成 害に 候。. 何れ 御難 題 之 儀 仕出 申 候 鳶之者 手前 始終、 相 S 無 之 様 入念 穿 之 

上 御 屈 有 之 可然、 自然 間違 候 儀 有 之候而 者、 御 不都合と も 可 相 成キ、 聞番 中に も 心 付に およ 

び 候處、 油 斷も無 之、 此上は 分明 之 御 裁判 無 之 而者不 相 成。 鳶之者 共に. おいて 御礼 之 上、 叨 

白 之 御 裁判 不被 下候而 者、 一統 頭 を 並 死 可 申キ覺 悟 之 鉢に 相 聞 候。 左 も 可 有 之 儀。 いづれ 相 

手 之 者 共、 御 刑法に も 被 仰 付 候 所お 至り 不申而 者 不柑成 儀に 奉存 候。 打 八 = 之 場所 は本鄕 1： 丁 

目 石 福邊之 様子。 屋根より S を投 候音甚 敷、 誠に 騒動 之 様子に 御座 候。 右 申 分 通に 候 者 事 

速に 候 得 共、 自然 取 繕 有 之 候 而者亂 方 等閑に 相 聞え、 御 不都合 可 相 成 哉、 此所を 案じ 中 依に 

一月 一 一十 日。 鳳 至 郡 輪 島 町に 火災 あり。 

「珍 留窨〕  . 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 五 年  四 〇 九 


四 一 〇 


一、 二月 廿： n 能 州 輪 ST 町 內河合 町 頭 振 田邊尾 佐四郞 方より 出火、 仪九 時までに 

百 四 軒、 此外 借り家 山 方足輕 淸水甚 八郞、 住吉 せ！ 1、 H 蓮 宗妙相 寺、 ^十異 {1- 善 龍」 

圓龍 寺等燒 失。 松 木 尾の 九 郞兵衞 も 類火 之 -。 

一 、 重 藏{ 呂曁， S 宗蓮江 寺、 小 御代 官山瀨 圓右衞 門、 一 向 { ボ淨顿 寺. 正 寺、 此外而持五^：殘 

る 由 也"  . 

〔 諸 留〕 

三月 十八 日 


、 輪 a 火事 注進、 今日 御 郡より 出 候 付 左 


H 1 一 m 


4^ 


燒失 家、 惣家數 七 百 九 軒之內 

一 、 七 百 四 軒 


火元 人 鳳 至 郡 輪 ft 町 河 井町 頭 板 佐四郎 


外に 

百 十六 軒 

百 三 

一 一 百 五. ー. 


貸 

土 


家 


屋 


一 社  住吉 宮 

一 軒  山 廻足輕 淸水 甚八郞 

ーケ寺  一向 宗 善 龍 寺 

ーケ寺  同  長樂寺 

ーケ寺  同  圓 龍 寺 

一 ケ 寺  右 圓龍寺 下 寺  ， 

右 家 等、 前 月 廿日 慕 六 時 頃 出火 燒失仕 候 事。 

午 三月 十三 日  御 郡 奉行 

一 一月 廿 入日。 飢民の 急に 救助 を 要する もの 7 爲粥 を施與 すべ きこと を告 

く 

〔邯方 御觸〕 

去作不 熟、 隨 而米價 高貴に 而、 下々 難潞 におよ び 候に 付、 村々 極 困窮 之 者 北 ひ S 々御 救 方 相颇、 

a 御 助 小屋 入 茂 願 聞 候に 付、 御 當節之 儀ながら 格別 之 趣 を以相 願、 夫々 御 救 米 等 被 仰 付攸依 

に 候 得 共、 一 ml 右 兩様之 願 方に 相 a、 指 懸り申 者 共 出 來可申 哉に 付、 右 様 危<1 に 泣り. 之 節 

之た め、 譬ば五 丄ハケ 村 申合せ 粥 を 焚、 自然 指 迫り 候 者 共. 1^ 之 節 爲給候 手 常仕爲 ぉ候« にと、 
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御 年寄 中より 被 仰 渡 候つ 先以 御難 ft 之 御中より 結構に 御报方 等お 之 上、 ，ci: 乂 .2- き 御手 常 方 も 

可 被 仰 付 キ之御 趣 s、 誠に 以雖有 御 依、 一 統 難お 可奉存 候。 依而北 (所々 村， 逍 S: 之 f 迷 近 等 兌 

計、 場所 相 極 可 申 候。 右 粥 爲給候 者 は、 前段兩條願之外に何レ)か5^^=.!,-候ぉに：^^爲^、  $ 

乞食 等 行 倒に 茂 可 至 程 之 指 迫り 候 者 之 類に 爲給候 キ之御 趣」 に 候條、 此所 F^: キ^ 御仁 

政 之 冥加 を存 付、 下々 成 K 不奉懸 御難 题 様に 心 w、 人々 稼 方 格別に 致 人情：^ «、 糾^ 附者不 

及 申に、 村 役人より 下々 迄得キ 可 申逾候 「>  如斯之 上^ 一  不相 當収极 等.；^ 之、 1: 雑 多に 相 成 

候 族 有 之候而 は、 誠に 不輕 儀に 候條、 此末之 處<.| 度 可 相 心得 候。 依而於 に 粥 焚 攸ケ所 之 

儀、 早速 詮議 可 申 聞 候。 其 上に 而猶可 及 指 11 候。 米 • 塩 之， 依 は 夫々 御波； 之 候，、 薪 之， は ^ 

々爲 冥加 指 出 可 申 候。 猶 委曲 之 儀 は 口 達 を 以申渡 候 通に 候 S -。 

右 之 趣に 候條、 是迄 身元 相 應之者 共より 取 救攸者 共、 ^1:又志を盡し相救攸«:5^中閱攸。 右に 

付 心 付 候 品 茂 有 之 候 は.、、.、 早速 可 申 聞 候 事。 

午 二月 廿 八日  .  御 ffi 本 行 

諸郡惣 年寄. 年寄 並 中 

〔御用 儀 品々 留帳〕 

一 、 天 保 四 年 不作に 付、 翌五 年恭に 至り 御邵方 村々 困窮 人 御 救 米 相顿、 被 仰 付 候 分 もれ 之、 


御 助 小屋 入相 願、 御 小屋 入に 相 成 候 者 も 有 之 候 得 共、 一 5? 一  右兩様 願に 相洩、 飢 におよ び 候 者 

有 之 節、 手當 として 粥 を 焚 御 取 救 可 被 仰 付 旨、 御 席より 被 仰 渡 候 間、 粥 焚 場 遠近 五上 ハ ケ村キ 

歟見計 建 置、 御 救 米幷御 小屋 入 兩條願 之 外、 飢に指 追り 候 者に 爲給可 申 趣" おに 而、 假令 乞食 

等 行 倒に も 可 至 者見懸 候歟、 又 者 御 小屋 入 願 中に 指 迫り 候 者 見懸候 節、 爲» 可 申 儀に 候 問、 

粥 焚 場 致 詮議 可 申 旨、 天 保 五 年 二月 御 郡 所より 諸郡惣 年寄 迄 被 仰 渡 候に 付、 惣 年？； -致 ^攸 

者、 御 救 米幷御 小屋 入相 願 候 者 共 者、 實に 食用 盡果願 出 申 者 共に 而、 右 願 之 外 K ひ^ 仕 候 者、 

其 外 葛 根 等 を 掘、 山海 之 草根 を以 食用 相辨 居候 者 數多有 之 候に 付、 今般 粥 焚 場 被 仰 付 候 « 者、 

葛 根 等 掘 上、 右 粥 場お 指向 粥 を 乞 候 様に 相 成候而 者、 際 K 茂 無 之 場に 至り、 御 趣" 〈：- にも 致 和 

違。 仍而 今般 粥 場 被 仰 付 候 御 趣意 を爲吞 込、 一 村 切飢に 近き 者 共 相 撰、 又 其 上 五ケ 村 役人 

致 Ag^ 講、 一 村 每に肝 煎 宅に 而粥を 焚 相 施、 萬 一 乞食 之內 にも 行 倒 候 之 者に 者 粥 を 施、 幾^ss 

にも 飢に爲 及 不申様 手 を盡可 申。 若 其內難 a に 違 者 無 之 候 得 共、 粥を施し候^^之手前に而無 

之 者 は、 五ケ 村 役人 相談 之 上 指将可 申、 委細 組主附 承り 指 圆仕可 申。 {;1:更惣年^.;?.分役之者共、 

無 汕斷折 見 猶 り 可 申。 於 村 方 茂 身元 可也 之 者 共より 者、 成 K 救 方爲馳 八：： 可 申。 仍而御 米 之 

儀、 一 村に 付 平均 五斗 宛 之 御 鬧りを 以可被 仰 付。 尤無家 之 村 方 者 指 «、 一  村 之內も 輪 4 マ刚町 

位の ケ所 はニケ 村に 相 立、 御 ffil; 惣村數 三千 三百 八十 八ケ 村、 此粥米 千 六 百 九十 四 石キ相 成、 
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此御米 高之內 二百 石 者 代 銀 渡りに 候 間、 S: 等 雜榖を K 入 粥に 交 可 巾、 殘千叫 ほ 六十 四 石 は 御 

米に 而被仰 付 度 旨 相 願 候處、 顕之通 銀. 米 兩« に 被 仰 付 候。 且乂右 粥 米衬割 之^、 平均 一 衬五 

斗宛キ して 組 當り御 米 高 極 置、 家數 多き 村 方 者 一 石キ 歟、 {豕 數少き 村〃 お 三 斗 キ歟、 一 付 一 

軒 位 之 村 者 五 升 宛.. ナ歟、 又 困窮 村に 而家數 有 之 大村者 二. 三 石 キ歟、 糾. fr: 付 乎 前に-, §孜 衬划、 

追 而村當 り 御 米 高 書 上 可 申 段逹置 候つ 

一 、 右 粥 米 粥 を 焚 候に 付、 薪 之 分 者 村 方より 3^ 出 可 申 候。 a 之， 依 者 代 銀 御上より 可 被仰忖 

被 仰 渡 候 得 共、 塩 之 儀 も 村 方より 指 出、 代 銀 申請者 不仕 候。 

一 、 右 粥 焚 場お 指向、 米に 而 申請 度 旨 相 願 候 者 有 之 候 而も、 行 倒れ 候^ 之ぎ.！^ 可 被 仰 5:^ 趣 

意に 付、 米に 而者相 渡 申 間 敷 旨。 

一 、 粥 米之內 二百 石 代 銀に 而相 渡り 候 分、 銀 子に 而相渡 置、 种或者 ゆる ご 等 買 入、 粥に 交 可 

申 事。 

一 、 粥 を 爲給候 者 人別 害 出、 決算 之 儀 者 組 主 付 綿密 見 屈 可 申 者。 

一 、 村に 寄 家數ー 丄 一軒なら で 家 數無之 村 役人 も 右 之 內に而 、相 勤 候 村に 而 入 無 之ル、 ハ， 3 

食 鉢 之 者 行 倒 候 儀 も 可 有 之、 右手 當 p.h して 粥 米 相 渡 置 可 申、 隣村 寄 肝 煎 之 村 方 者、 右^ 入 >：^ 

御 米 渡 置 可 申 旨。 


是月 は大盡 

なり 


一 、 村 役人 之內 にも 粥 を 施し 可 申 者 は、 隣村 役人 議之上 粥 を 爲給可 申 旨。 

右 之 通 諸郡惣 年寄より 致 僉議、 御 郡 所お 書 上 候 所、 書 上 候 通り 被 仰 付。 

一月 晦日。 非人 小屋の 收容者 三千 四百 餘人 を算 す。 

〔諸事 留帳〕 


1 

、 千 九 百 二十 八 人 

、 千 八 百 九十 七 人 

、 七十 三人 

、 二百 六 人 

、 一 人 

グ 四千 百 五 人 

內 四百 七十 二人 

十三 人 

百 三十 七 人 


午 正月 晦日 書 上申 入 高 

午 二月 朔 日より 同 晦日まで 御 郡 方の 者 送り 入 人 

右同斷 町方 之 者 送り 入 人 

右同斷 町. 在 之 者 奉公 幷五 十日 雇 歸り入 人 

右 同 斷於御 小屋 出生 人 

午 二月 朔日 より 同 晦日 迄 町 • 在 之 者 奉公 幷 五十： Mw 出 人 

右同斷 欠落 人  . 

右同斷 死去 人 


殘而 三千 四百 八十 三人 • 午 二月 晦日 在 人 高 
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傳右衞 門 本 

のま V 


非人 小 裁許 四 人 


右 之 通 御座 候、 以上。 

午 二月 晦日 

〔尙志 軒 雜錄〕 

天 保 五 午年 二月 中頃、 御 小屋 入 之 者 二 千 人の 處、 下旬 三. 四千 人と 云り. - 又 御 小：^ -出來 次， や： r 

能 美 郡の 內 山中の 村 方より 七 百 人出る と 役所の^ なり" 非人 御 小 御門 は、 朝 六 時よ. 

六つ 時まで 通行 之 人 有て、 六つな りて は 何 ほど 願ても 賴 みても 門の 戶を 開す。 若 て も、 

小兒 門外に 有ても 其 夜 は 入る 事 を ゆるさす。 門內に 役所 有、 足輕^."夜ぉる" 

小屋の 前に 懸 たる 燈火 有て 通行 障り 無し。 

非人の 中に 小頭と いふ 者 有て、 小屋の 中の 人の 取り捌きに 预由。 小 の いづれ に 明、 ぬな 

ど 小頭の 裁許な り。 小屋 懸 りの 奉行 役人 四 人 計 有 由。 

亂醫者 も 有。 御 小屋 奉行 は 一 ヶ月 は金澤 町奉行、 一 ケ月は御sl5;川5?^cカt*i:ルと：：ムふ。 

大槻傳 右衛門 頃まで は、 男 は 五合 女 は 三 合 づっ被 下 候 を、 大槻が はから ひに て 三 八：： と 一八：： 八 

勺に 御 減少 有け りと 云。 天明 三年の 大凶 作に、 天明 四 年に は 其數は 知らね ども、 笠 舞 村い 外 

に 大樋ロ 邊に御 小屋 立た ると 言傳 ふ。 天 保 五 年 三月 は 笠 舞の 外に 御 小 C¥ 立、 繩 からげ にて 被 

成る、 由な り。 此 年時疫 流行 之處、 御 小屋.^ 時疫 入て、 s:^ 頃 は 一 日に 百 人餘も 死ぬ = 有と 評 


判せ り。 御 小屋の 非人 共-か げ出 たる 者 は遁れ たれ 共、 御 小屋に 在る 者 は 八. 九分 之 人 は 死に 

て、 殘り少 になる 由 也。 

二月。 諸郡惣 年寄に 命じて 本年の 耕作 を獎勵 せし む。 

〔眞館 藏窨〕 

當時御 勝手 向 御 指 迫 之內、 去年 格別 之 不作、 莫大 之 御 引 方 茂 有 之 候に 付、 下々 において 種々 

之 風評 茂 有 之 鉢に 候條、 郡々 惣 年寄 等 右 等 之處に 疑惑 無 之、 當出作 勢子 方 等 之债、 先 a- 而申 

渡 候 通 精 誠 を盡、 諸事 無 泥 可 相 勤 候。 此段申 渡 候 様 御 郡 奉行お 可 申談候 事。 

二  月 

一 一月。 米價 高直に して 洩 米の 疑 ある を 以て 之が 發 見者 は 出訴すべき こと 

を告 ぐ。 

〔御 郡 典〕 

他！： は別而 去年 凶作に 而、 過分 之 米價之 様子。 就 而は密 々浦 方幷 間道 等より 致 波 米 候 者.；^ 之 

鉢に 候。 依 之 見 咎方之 儀、 夫 々厳重 申 渡 置 候 得 共、 自然 拽米之 债及兑 聞 候 者お 之 候 はビ、 無 

泥 早速 可 申出 候。 左 候 は， V- 役人 指向 相亂、 彌拽 米に 候 得ば 不殘 取揚、 其 內半高 は 訴出候 者へ 
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相 渡、 半 高 は 其 所 方お 可 相 渡 候. -  . 

午 二月 

一 一月。 屎物を 一 切領 外に 出す ベ からざる こと を告 ぐ。 

〔郡 方 御觸〕 

一、 油糟 ^糟 干 鰯 焚 灰 醬 油糟 植 粉 糖 K 物 類 

右 品々 前々 より 他！： 出御 制禁之 品に 而、 相 f$ 候 儀 者 無 之 害に 候 得 共、 當 年：^ 物 拂底之 年 W に 

相 聞 候條、 猶更右 心得 違 無 之、 厳重 相 心得 候 様、 各 支配 所. 5^ 不相 ts«、  や：^; r 被 中波 攸、 以 

上。 

午 二月，  御 13- 川 « 

淺加 伊織 殿 

渡 瀨七郞 右衛門 殿 

伹、 大聖 寺 御領 行 屎物之 儀、 譯而 書記 無 之 候 得 共、 他！ ：！：^ 様 K 物 一 圆指泣 巾 問 敷 ij::、 能 尖 

郡惣 年寄.^ 口 達を以 申談、 已上。 

一 一月。 乞食 を その 村 限りに て 介抱し、 浪人 丄廯 僧 等 を 立 入らし めざるべ 

き ， J と を 令す。 


〔御用 儀 品々 留帳〕 

天 保 四 年 御領 國 一 統 不作に 付、 諸 勸進人 押 乞 之 族 有 之に 付、 村 切 致 介抱、 他村 等.^ 立 入不申 

樣 仕度 旨、 同 五 年 射 水 郡より 願 出 候に 付、 同年 御 郡 所より 御領！： 村々.^ 建 札 被 仰 付。 右 札 

左に 記。 

き  一 L 

灣ネ 

去年 非常 之 難 作に 而、 村每に 乞食 等 多 樣に相 聞.^ 候。 成 限 其 村々 に而 養育 取 极可致 候。 右 之 

外 浪人 • こも 僧 等 物 貰 之 者、 在々 お 堅く 立 入 間 敷 候。 若 押 乞いた し、 现不盡 之 儀 有 之 候 は.、、、 

召 捕手 寄 之 役所お 可 斷出者 也。 

午 二月  御 郡 奉行 

一月。 藤內 頭より 散 乞食 等の 取 捌に ■ する 從來の 例 を 上申す。 

〔異 部落 一 卷〕 

散 乞食 或 者 寺 庵 等 門下に、 病氣 等に 而臥罷 在 候 乞食 取 捌 等、 

藤內 頭より 害 出 候 一 卷 

覺 

一 、 都而 非人 乞食 之 御 縮 方 者、 往古 私共. 被 仰 渡、 私共より 非人 頭お 下 縮 申 渡、 非人？？ 共 御 
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縮 方 仕罷在 候處、 元祿四 年末 二月 當御 場より、 御當 地に 罷 ft 候 乞食 共 は <t 印.；；：： 之 礼： E^w 渡 

手 印本の 儘 ： 置 旨 被 仰 渡 候に 付、 木 札に 藤內 頭 名前 之燒印 仕、 ハ 乙 禽 名前 • 出生 歲 . (ポ ft 手 印 ！  々> ロ扣 

渡、 非人 頭 小屋.^ 入 置、 尤每朝 乞食に 罷出、 « 六 時 迄に 不殘罷 Js、 夜中 者 出不巾 K、、  00^ 

加 藤 十 左 衞門様 始而盜 賊御改 方 御 勤 被爲成 候に 付、 右 乞食 US- 方 一 件 等、 御 改方御 ft 所.^ 可 

申 上旨 被 仰 渡、 其 以來每 月 晦日に、 札 持 乞食 等 人数 * 減 相， IS ；、 御改方ぉ中ト：候^^。 

一 、 橋 下. 町家 軒下に 乞食 病死 仕 候砌、 私共より 非人 頭お 申 渡、 非人 §、 罷出、 共 所 之 ん巾 

死 體御見 分 之 上 引取、 向 寄 三昧 地.^ 埋置、 其 段 私共.^ 及 屈に 申 候。 

但、 癩病 之 乞食 死骸 者、 前々ょり廣岡村倾に罷在候«癩共ぉ&^^ヽ « 引収 中攸； $。 

一 、 病 氣相煩 候 散 乞食 者、 非人 頭.^ 引取 候 例 是迄無 御座 候。 右 者 病中 食^ 等 入 川 之 出方 無 M 

座 候 故歟、 前々 より 引 請不申 儀に 御座 候。 前々 K 乞食、 寺 之門ド 等に 相 «罷 れ、 fs 

呼 出御 渡 可 被 成 旨 御座 候 儀 も 有 之 候 得 共、 受取不申俄も^^之。 4^ 様 之 者 は 其、 病人.^、 何れ 出 

生 之者キ 御尋、 生 所 申 聞 候 得 者 其 生 所.^ 御返し、 其 御 支配より 非人 小：^. Si 御 入 被 遊！ Tis 子！： 

座 候。 右 非人 小屋 入 之镇、 御 聞 屈 博 明 迄、 右 寺 腐 等より 御 相 對に而 非 入： m 手前 引取、 S 

爲致置 吳候檨 被 御賴。 尤養料 御 渡 被 下 候 儀 候 得 者、 共 段 御 改方御 役所お 御 f^;> 中 上、 三 .四=： 之 

儀 者 引取 候 儀に 而も 可 有 御座 哉。 未 左 « 之 例 者 無 御座 候お 共、 心 W 方 御 1.^ 被 遊 候に 付人 ト巾上 


ffi、 札 持 乞食 之 病 者 は、 尤非 人頭お 引取、 惣札持 乞食 共&談 養育 仕 申 振に 御座 候。 

一 、 非人 頭 共 廻 先に 而、 敬 乞食 鉢 見 請 次第、 出生. 名前 等 相尋、 御 1; 何方 出生に 候 得 共、 當時 

宿 元 等 無 之 乞食.. ナ申聞 候 得 者、 札 持に 仕 候 得 共、 多分 何 村 之 者に 而袖 乞に 罷在候 杯 キ申聞 候 

故、 强而札 持に も 難 仕、 早速 居住 所.^ 罷歸候 樣申談 遣、 別而每 二十 五 H に 者、 改而相 しら 

ベ 候 所、 多分 前段 之 様 申 聞。 或 者 又 乞食 共お、 夜中 町方より 粥 等 之 施 方お 之、 夬を中 請 度た 

め 宿 持 之 類 も 散 乞食 キ申 成、 態キ 門下. 橋 下等に 每夜臥 居候 者 も 有 之 候。 右 等 之？！： に而、 S に 

敬 乞食 キ申儀 相 分り 兼 申 候に 付、 毎月 御改 方お、 敬 乞食 之 分 見 當不申 32、 非人 頭 より. 調 上 

申 儀に 御座 候 事。 

一 、 散 乞食 見合 次第 生 所 等 相尋、 若 他！： 出生 之 者に 候 得 者 如何 仕 候 哉と 御 尊 被 遊 候" お 他 1 

出生 之 乞食 罷在候 得 者、 御當 地に 入 込 候 儀 不相成 段 申入。 何れへ 罷越 候と 相ト ？^、 上 口.^ ill 一り 

度 申 聞 候 得 者、 大樋町 端.^ 送り出、 K 而立 入 候 儀 不相成 段、 嚴東申渡^^！候^に御！；候.^ 右 御 

尋に付 奉 申 上 候、 以上。 

天 保 五 年 午 二月 .  藤內頭 仁 藏 

三 右衞門 
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御公^^場御小頭所 

三月 十 一 日。 本日より 金 澤神護 寺に て 米 を 施行す。 

〔尙志 軒 雜錄〕 

天 保 四 癸 巳年 諸國 降りが ちに て 凶作な りと 雖、 ， 奥？？. 束！： 甚敷 凶作なる に、 S 後 より 越 

中 • 能 登の 國は作 少し 宜敷、 其より は 加州 は亦宜 敷、 加州 も 大聖 寺 侯の 御^ は  一 吸 、亦 越 

前！： 宜敷、 次第 近江國 の方宜 敷き 也。 其 故 九州の 五穀 を述 送して、 越後より 兩 M 午年 屮 

救 たれ 共、 奥羽兩 州に は飢 たる 人 多く 有たり と云傳 ふ。 加州 金 、澤 は 武{ 水 衆より 施行. い *.:;::、 

飢を救 はれたり。 神 護 寺 施行 米、 三月 十一 日丄 一日. 三日と 三日に 米 二十 石 施行 也。 一人に 白 

米 五合 づ\、 本 町 二 町. 門前町 一 町 • 地 子 町 十七 町 都 八：： 二十 町お、 一 町へ 札 二： n 枚づ 御波、 

四千 枚に て 米 二十 石 御 渡 也。 

三月 十三 日。 前 田 齊泰就 封の 暇を受 く。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

三月 十三 日。 將軍遣 老中 水 野 越 前 守 賜 休暇。 世子 遣 松 平伯脊 守。 將軍夬 人 谷川 能 登 守。 

贈物 如 例。 

三月 十五 日。 前田齊 泰登營 して 就 封の 辭 見す。 


予は 前田齊 

泰 


〔本 多 政和覺 書〕 

曰 

一 、 當月 十三 日 以上 使 御！；.^ 之 御 暇 被 仰 出、 御 禮も被 仰 上 候 御 様子 御番 到來。 各 御 家老 中 於 

席 一 列拜 戴。 右 之 趣 は當月 十三 日 上使 水 野 越 前 守 殿を以 、御！：，^ 之 御 暇 被 仰 出、 白銀. 御卷物 

御 拜領、 從內府 様 以松平 伯耆守 殿御 卷物御 拜領、 從御 臺樣長 谷川 能 登 守 殿 を 以御卷 物 御 祥受 

被 遊、 同 十五 日 右 爲御禮 御 登城 被 遊 候處、 於 御座 ノ間御 目 見、 御 懇之上 s、 御手 自御赞 斗 * 御 

戴、 御鷹 • 御馬 御 拜領。 橫山 山城 守. 前 田園 書 御前お 被 召 出、 其 上 御卷物 拜領、 疊雖有 

御 次第 被 忍 召 候 旨 等 也。 前 田 初 丸.^ も 可 申 聞 旨 御 端霄有 之。 

右 拜戴濟 而恐悅 之 旨 各 申 合、 初 丸.^ も 月番より 被 申 遣 拜戴被 申談、 若 老中へ は 於 座 月 兌 

被 申談。 

三月 十五 日。 前田齊 泰登營 して 阿蘭陀 人の 德川 家齊に 謁する を觀 る。 

〔溫敬 公 御 日記〕 

三月 十五 日 

一 、 今日 阿蘭陀 人 御 目 見 有 之に 付、 御大 廣 間お 出御に 付、 予部尾 前 通 御に 付而 は、 爲御 縮と 

御 役人 一 人 部屋 へ 入 被 居候 也。 
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四 二 四 

一 、 部， LSI 通 御 之 節 は、 手 を 付 頭 を 下げ、 謹 而罷布 候.^ 入御 之 節 も：：^ 斷^、 - 人 卿相 W レヽ 右 

御 役人 部屋より 被 出 候 也。 

一 、 今： n 阿蘭陀 人 登城に 付、 殿上 之 御 間へ 出 兄 物いた し 候。 尤献 卜： 物 も、 太お ii: 板^ 緣 にか 

，ざり 有 之、 是も 見物 也。 此儀 先代に も、 御： 物 有 之： 且は今 U 紀^ 殿に も！ 3- 物故、 予：^ 物 

いたし 候 事。 

三月 廿 三日。 前 田齊泰 の 子 利 順 江戸に 生まる。 

〔諸事 留牒〕 

三月 二十 三日. 

一 、 六 半時 過 姬君様 御 產御催 之 段、 靑山 四左衞 門より 申 越、 $e 服に 而 D}f 速 致 出^ 攸事。 

一 、 御 住居.^ 罷越、 西 新 太 郞殿取 込に 付、 四 郞左衞 門 を 以御催 之 御 機 « 相 伺候お。 

但、 六 時 過 之 御 催に 而、 引續御 男子 様 御 出生 被 遊 候 由 之 事。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

三月 廿 三日 姬君様 御 平產、 御 三男 檨御 誕生。 御 4. 目 御用 奥 村 丹 後 守な り。 

〔御 家老 方 等 諸事 留〕 

一 、 姬君 樣當廿 三日 夜 御 產氣御 催、 六 時 過 御 安產、 御 男子 «御 誕生、 御 丈夫 被 爲.； e、 御 所 


檨 共益 御機嫌 能 被 成 御座 候 旨、 同日 發足 不時 立 早 飛脚 只今 到着、 別紙 寫兩通 之 通 出城 守より 

申來 候に 付、 爲御 承知 相 迥し申 候。 先 御 恐悅御 同意 御座 候。 依 之 明後日 朔 n= 御廣 式.^ 御 出、 

方々 様に 御 祝詞 御 申 上 可 被 成 候。 相 公 様 幷眞龍 院檨始 おは、 今 S 之 H 附に而 來月四 H 出 町 飛 

脚お 傳附、 御 祝詞 申 上 候箬に 御座 候 間、 先々 御 申 上 可 被 成 候、 以上。 

三月 廿 九日  長 又三郞 

三月 廿人 日。 老臣 等 窮民 救 濟の法 を 議し銀 子 献納 を 請 ふ。 . 

〔本 多 政 和 覺誊〕 

三月 廿 八日 

一 、 去作不 熟米價 高貴に 付、 輕者及 難儀 候 付、 御 救 方 之 儀 先達 而已來 御 勝手 方に 而众^ 有 之、 

其 時々 何 茂 示談 有 之 所、 御 勝手 向 も 格別 閊候節 故、 御 算用 場 奉行に 而は、 何れ 所々 に 救攸ケ 

所 を こしら へ 候 様に 成候而 は、 御 入用 も 多 か、 り、 其 上 御 救 無 之と も 収總出 來中者 も 出て 來 

り 可 申 候 間、 去作不 熟ながら も 他！： に 引 競 候而は 結構 成 儀、 格別 餓死 申處 へ も： 辛： り 不中候 問、 

餓死に 至り 可 申 程 之 者 は 御 小屋 入 或は 御 救 米 等 願 次第 御 聞 屈に 而可 然。 其 上 若 願屮等 可及餓 

死 程 之爲、 二. 三千 石 許 村々 年寄 等へ 渡 置、 » 方 之手當 にいた し 候而可 然^に 巾 聞、 右 之 通 治 

定 也.^ 右 之 通に 而 一 統可 然と も不存 候 得 共、 御 算奉不 得之儀 押而申 渡候而 は、 却而北 〈筋 行 
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是 月ば 大盡 

なり 


れ不申 儀" 何れ 御 歸！： 之 上 は、 御 算奉御 指 替之方 可 然と 之.；： 寄 多分に 而、 此. ば は 先 其 分と 申 

事 也.^ 依 而は御 逼迫 中 之 儀、 年寄 中 御 日用 之 外 ^£ 當り 入用 無之鈒 子等 所持 之 人々 は、 右 御手 

當之 方.^ と 候而可 然と 之 示談に 而、 先々 江戶城 州へ も 被 申 遣、 御 家老 中. も 被 申談、 加判 無 

之 人々 は 先見 合 候而可 然と 之 事 也" 依而 自分 も 左 之通內 談紙而 直筆に 而、 今 H 於 奥 之 間 月番 

. ^達 之。 又 三 郞間抦 之 儀に 候 得 共、 全身分にか/-り候^&とも譯違候故、 指 il お 之 問 slt^ 被 

申 候 付 右 之 通 也。 內膳は 銀 二十 貫 被 上 候 事、 先達 紙面 出る。 又 三郞は 十五 赏、 作 州 は 五赏目 

被 上 候 事不支 由。 但是は 未 紙面 等不 出。 

去 作不熟 幷米價 高貴に 付、 下々 輕者共 御 救 方 之 儀 御 < 奴 議有之 御 様子 承知 仕 候。 依 之 乍 少分米 

千 俵 御 救 御手 當之 方へ 差 上申 度 御座 候。 苦 ケ間敷 哉 及 御 內談申 候、 以上。 

三月 廿 八日  本 多 播磨守 

長 又 三郞樣 

一月 晦日。 非人 小屋に 收容 せらる 、者 四千 百餘人 を算す • 

〔本 多 政和覺 書〕 

四月 五日 

一 、 非人 小屋 增減 


〇 


本年 二月 晦 

日の %と具 

數合 はす 


三千 九 百 六十 五 人 

千 三百 五十二 人 

二十 五 人 

五 人 

グ五千 三百 四十 七 人 

內八百 五十八 人 

四十 四 人 

三百 十四 人 

殘而 四千 百 三十 一 人 


二月 晦日 高 

御 郡 送り 

雇 歸り入 

町方 入り 


雇  出 

缺 落人 

死 者 

在 人 高 

四月 朔日。 前 田 利 順 出生せ し を 以て 七夜の 祝儀 を 行 ふ。 

〔諸事 留牒〕 

四月 朔日 

一 、 今日 御殿 揃 七 時、 のし 目. 上下に 而 出席。 上使 大久保 加賀守 殿御 出 宅 之 御 附人來 、御 住 e 

お 藏人罷 越、 昌平 橋御附 人に 而御 門前.，^ 罷出、 加賀守 殿御 上り 之 上 直に 御門 前に 罷在、 御！：^ 

り 之 節 平伏。 夫より 表 御 臺所御 勤に 付、 御樂屋 通り 罷越、 御 様子 見合、 組頭より 往來 指支不 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 五 年  四 二 七 


四 二八 

申 段 申 聞 候に 付 相迥、 於大霄 院拜 ffi 物 加贺守 殿 被 申述、 e,;- ま E 高木 內疲 殿御 波、 御収 八：： 之 $。 

一 、 右 相濟、 重而御 住居.^ 罷越、 內府様 等 上使 松 平 伯 著 守 殿御 越に 付、 央々 御作 法 之 通、 ^ 

相濟 直に 從 御前 姬君 様お 之 御 使 相 勤 候處、 拜 額 物 も 被 仰 付、 右御禮申上引取候^^_-。 

一 、 今日 御弘之 趣、 頭分 以上 へ 左 之 通 申 渡。 . 

今日 御 七夜 御 祝儀 御 首尾 能 御 S 被 成、 御 出生 様 御名 前 田龜丸 殿と 被稱、 殿 付に i? 可 申 候。 此 

* 段 何 茂お 可 申 聞 旨 被 仰 出 候。 

四月 十日。 河北 郡より 越 中 今 石 動に 輪 出す る 魚類の 取締 方に 關 して 告ぐ。 

.〔徙§^ 典〕 

今 石 動 喰 用 之 魚類 甚拂 底に 而、 御 家中 之 人々 通行 等 之 節 指 支 候に 付、 四.^ より 九 = ^迄、 河北 

郡 高 松邊幷 今濱邊 より 越 魚 之 儀 願書 付、 竹 田 掃 部 添 紙面 を 以指出 候に 付、 先 面；^?^ 方 之 ffi 

右.^ 申達 候處、 間道より 持 述候儀 は 難 相 成 候 間、 本道より 持述候 « 致.；^ ft、  竹 肝お 小 

紙 各 奥 窨を以 被 指 出、 且 本道より 持 述候節 は 見合 札 相 渡 候 様 致 度 被 申 聞 候に 付、 则#..^ 之 k、 

御 勝手 方 年寄 中お も 相 達 候 上、 四月より 九月 迄 六 ヶ月 之 間、 高 松. より 二 荷、 今 im. 逸より 二 

. 荷、 都合 一 ヶ月 分 四 荷 越 魚 之 儀 承 屈 候。 仍而 見合 札 四 枚 相 渡 候條、 津幡驛 肝 ハ. ^取 縮 方 被 

申 渡、 同 驛之者 共 之 內札相 渡し 置、 右 札 持 之 者 共 高松邊 等より 魚 買 集、 今 石 動.！ ^持； さ 攸之様 


御 讲は橫 山 

藏人 


可 被 申 渡 候。 尤 無札 之 者 越 魚 堅 取 极申間 敷、 右 越 魚 今 石 動 之 外お は 持 述不申 様 可 被 申 渡 候。 

右 六 ヶ月 之 外 は、 天 保 二 年 申達 置 候 通に 候。 勿論 魚類 金 澤表拂 底 之 節 は 指 遣 申 間 敷 候。 

一 、 河北 郡 等より 越 中 筋.^ 越 魚 不相成 儀に 候處、 近年 波 魚 有 之！^ 粗相 聞 候に 付、 今度 今 石 動 

之 者お 各 近 邊拽魚 改方申 渡 候條、 福 町村 .域 生 村、 其 餘今石 動 近 邊之村 方.^ 此段被 申 渡、 洩魚 

鲁 

買請不 申、 右 鉢 之 者 見 請 候 は、、、. 及 斷候樣 可 被 申 渡 候。 猶更越 魚 御 縮 方 之 儀 嚴重可 被 申 渡 候、 

以上。 

四月 十日  御 算用 場 

御 郡 奉行 中 

四月 十三 日。 前 田 齊泰江 戶を發 して 歸國 の途に 上る。 

〔諸， 事 留牒〕 

四月 十三 日  • 

一 、 山城 守 .圖 書被爲 召、 次に 藏人 被爲 召、 今日 天氣宜 無事 御供 仕候樣 御意に 付、 應而 御請 申 

上。 九 半時 御供 揃 被 仰 出、 無 程 御發、 山城 守 御 式臺敷 付ニ疊 目、 藏 人儀內 より 一 疊目敷 付、 

圖書儀 御 見 立より 直に 三疊 目.^ 罷出、 備後 守榇. 駿河守 檨其外 御 出入 衆 御 出。 夫より K に 御 式 

臺 より 罷 出御 供 仕、 家 來供之 者 山庄早 之助曁 草履 取 一 人 御式臺 前.^ 入 置、 刀. 鞭坊 生に 爲持御 
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式臺 脇の 口より 指 出、 御門 前 桐 外より 馬上. - 且兼而 六^ 目 御物 晃過水 出 候 而笠荐 W 之が に 

被 仰 出 置 候 得 ども、 御門 前より 勝手に 着用 可 仕 キ被仰 出、 九 半時 過 御 終 之 事。 

一 、 八 時 頃 御中 屋敷. 5^ 御 立 寄に 付、 御中 屋敷お 罷出、 以飯尾 古 太夫 御機嫌 相 伺候 處、 御の し 

顶戴被 仰 付、 御意 も 有 之。 御請 同人 を以申 上、 御の し 戴 之 御 禮も申 上 候處、 御つ くね 飯. 御 

にしめ 等 頂戴 被 仰 付、 以 同人 御禮申 上。 八 時 過 御 立 被 遊、 七 時 ill 田 川 御 越 被 遊、 ^に 而御小 

休、 六 半時 過大 宮驛 御着 被 遊、 五 時 御 詰に 罷出、 以 佐藤维 人、 今日 益 御機嫌 克御發 S 被 遊、 営 

驛御 止宿 被 遊 恐 悅奉存 候、 猶更 御機嫌 も 奉伺 候 段 申述。 且淡路 守 « 御 近 §^頭 秋 山志麼 介より 

. 來狀 入御 覽、 應而可 及 返書 奉 存候段 も 申 上 候 事。 ， 

〔橫 山氏覺 書〕 

四月 十三 日 

蕨 御 小 休 岡 田 嘉兵衞 大宮御 泊 山 崎 喜 左衞門 

一 、 今日 四 半時 不遲之 御供 揃に 而九 半時 御 發駕、 御中 尾 敷お 御 立 寄、 眞龍院 様 御 對颜、 無 

同所 御 立、 御 下屋敷.^ 御 立 寄 無 之、 右 之 通 御 休、 夜 六 半時 過大せ n 驛 御着 被 遊。 藏人债 一 先 旅 

宿.，^ 罷越、 五 時 前 御 夜 詰 罷出候 事。  ， 

四月 十四日 


上 尾 御 小 休 林八郞 右衛門 鴻巢 御中 休 小 池 山 太夫 • 

吹 上 御 小 休 勝 龍 寺 熊 谷 御 泊 竹 井 僖十郞 

一 、 今朝 六 半時 之 御供 揃に 而、 同 刻 過大 宫驛御 發駕、 右 之 通 御 休、 八 時 過 熊 谷鐸. ^御着、 御 

止宿 被 斿)！ P -。 

四月 十五 日 

御 小 休 飯 島 十 郞兵衞 本庄 御中 休 田 村 左惣次 

落 合 新 町 御 小 休 小 林 甚左衞 門 倉 ケ野御 泊 勅使 河原 八 左衞門 

一 、 今朝 五 時 之 御供 揃に 而、 同 刻 過 熊 谷驛御 發駕、 七 時 過 倉 ケ野驛 .si 御着、 御 止宿 被 遊 候 事。 

四月 十六 日 

高 崎 御 小 休 長 松 寺 安中 御中 休 須藤 內藏助 

松 井田 御 小 休 松 本 駒之丞 坂 本 御 泊 佐藏甚 左衞門 

一 、 今朝 五 時 之 御供 揃に 而、 同 刻 倉 ケ野驛 御 發駕被 遊、 右 之 通 御 休 等 有 之、 八 時 過 坂 本 驟.^ 

御着、 御 止宿 被 遊 候 事。 

四月 十七 日 

はね 石 御 小 休 小 池 小 左衞門 輕 井澤 御 小 休 佐 藤 市 左衞門 
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追分 御中 休 土 尾 市 左衞門 馬瀨ロ 御. f!J^ 長樂寺 

小 諸 御 泊 上田 宇 源 次 

一 、 今朝 五 時 之 御供 揃に 而、 同 刻 頃 坂 本 驛御發 窓、 右 之 所々 御 ：！^、 七 卞時前 小？ ii" 御着 被 遊 

候 事。 

四月 十八 日 

海 野 御 小 休 藤 田 傳左衞 門 上田 御中 休 柳！： 太 郞兵衞 

鼠 宿 御 小 休 室賀八 左衞門 下 戶倉御 小 休 お 本 東 郞左衞 門 

矢 代 御 泊 姊崎 源左衞 門 

一 、 今朝 六 半時 之 御供 揃に 而、 同 刻 頃 小 諸 御 發駕、 右 之 通 御 休、 七 時 過 矢代驟 お御^、 御 止 

宿 被 遊 候。 

四月 十九 日 

南 原 村 御 小 休 伊藤 豐五郞 丹 波 嶋御小 休 柳 S 现ー 

善 光寺 御中 休 藤 井 平五郞  あら 町 御 小 休 吉澤伴 右衞門 

牟禮御 小 休 高 野 九 左衞門  野 尻 御 泊 池 田淸八 

一 、 今朝 六 半時 之 御供 揃に 而、 同 刻 頃 矢 代 驛御發 s、 右 之 通 御 休 、天； W 相 も宜、 筑摩闬 川 


無 御滯御 越、 七 半時 野 尻驛. ^御 止宿 被 遊 候。 

四月 一 一十 日 

二 俣 御 小 休 宫本平 右衞門 關山 御中 休 霜 島 赤 左衞門 

荒 井 御 小 休 和 田 七 郞左衞 門 高 田 御 泊 加賀屋 與七郞 . 

一 、 今朝 五 時 之 御供 揃に 而、 同 刻 頃 野 尻驛御 發駕、 右 之 所々 御 休、 八 半時 前 高 田.^ 御 止 措 被 

四月 廿 一 日 

五智 御 小 休 小 林 孫 市 有 馬 川 御 小 休 國元近 右衛門 

名 立 御中 休 名 立 寺 遠 崎 御 小 休齋藤 九衞門 

能 生 御 泊 大嶋市 左衞門 

一 、 今朝 七 半時 不遲之 御供 揃に 而、 同 刻 頃 高 田 御 發駕、 右 之 所々 御 休 被 遊、 八 時 過 能 生 驛.^ 

御着 被 遊 候。 

一 、 有 馬 川 於 御 小 休 所 御 道中 奉行 申 聞 候 は、 昨夜 糸魚 川 出火、 七八步 通り 右宿內 橋より 上..^ 

致 燒失候 旨、 長 濱驛迄 及 注進 候。 御 泊 差 支 候に 付、 今晩 能 生驛. ^御 止宿 之 儀 伺 之通キ 被 仰 出 

候に 付、 有 馬川驛 より 御宿 割 御 小將、 御旅館 取次 之內 より 兩人 早乘 に而、 能 生驛. ^指 候 旨 
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申 聞 候 事。  、 

越後 糸魚 川 出火 キ見請 候に 付、 足 輕兩人 飛脚 申 渡、 出火 之 様子 致 見 分、 御 出 合 次第 迄 罷出委 

曲 御 達 可 申 上旨 申 付 候 間、 猶 口上に 而御聞 屆可被 下 候、 以上。 

四月 廿日  伊藤 甚左衞 門 

模山 藏人樣 

右 紙面 有 馬 川 御 發駕後 御 途中に 而相達 候に 付、 猶更右 飛脚 手前 相尋 候處、 家 數六百 五六 十 « 

計燒 失、 尤御 本陣 不殘 類燒仕 候に 付、 御 泊 は 差 支 候 旨。 外 委敷儀 は、 通り  一 ？：^ 兑？ g 之 所 而已に 

相 分 兼 候 得 共、 其 段 以雅樂 助 申 上。 右 紙面 も以 同人 上 之 候處、 同夜 能 生驛に 而以： ：！： 人 被 返 下。 

四月 廿ー 一 日 

鍛冶屋 敷 御 小 休 水 a 彌兵衞 靑海 御中 休 淸水十 右衞門 

歌 御 小 休 伊藤 七 右衞門 境 御 小 休 伊藤 甚左衞 門  . 

泊 御 泊 讓" 做 IS 新田 裁許 舟 見 村 久兵衞 

一 、 今朝 六 時 之 御供 揃に 而、 同 刻 頃 能 生驛御 發駕、 右 之 所々 御 休 被 遊、 七 半時 泊驟. St 御着 御 

止宿 被 遊 候。 

四月 廿 三日 


船 見 御 小 休 山 廻 長 右衞門 浦 山 御 小 休 御旅屋 守 榮助. 

三 B 市 御中 休 志 摩屋仁 右衞門 魚 津御小 休 大 梅寺屋 橘藏 

！ S 川 御 泊 山 廻 九 郞兵衞 

一 、 今朝 六 半時 之 御供 揃に 而、 同 刻 泊 御 發駕、 右 之 所々 御 休、 八 半時 頃 沿 川驛ぉ 御着 被 遊 候 

萄  . 

四月 廿 四日 

朿岩瀨 御 小 休 御旅屋 守 次 郞兵衞 下 村 御中 休 源七郞 

小 杉 御 小 休 長 左 衞 門 高 岡 御 泊 服 部 傳兵衞 

一 、 今 曉七時 之 御供 揃に 而、 同 刻 頃 滑 川 御 發駕、 右 之 所々 御 休、 九 半時 頃 高 岡 御着 御 止宿 被 

遊、 追 付 之 御供 揃に 而瑞龍 寺.^ 御 參詣被 遊、 八 半時 前 御 1:^ 被 遊 候。 

四月 廿 五日 

福 岡 御 小 休 長 安寺 今 石 動 御 小 休 櫂 代 屋六郞 右衛門 

倶利 伽羅 御 小 休 長樂寺 津幡 御中 休 御旅屋 守 少右衞 門 

淼下御 小 休 三 郞右衞 門 

一 、 今 曉八時 之 御供 揃に 而、 同 刻 頃 高 岡 御 發駕、 八 時 御着 被 遊。 藏人儀 御供より m に 御殿，^ 
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罷出、 奧键院 御 緣頰に おいて、 旅装 束 之 儘 坂 井 與右衞 門を以 御着 之 恐悅申 上、 御機嫌 も ffl 伺。 

且又 御用 茂 無 御座 候 は.、、 返 出仕 度 之 旨、 御 序に 相 伺 1^ 様 申達 候處、 追 付 水： 淸五郞 を以御 S 

有 之、 御用 茂 無 御座 旨 就 被 仰 出 候、 致 退出 候 事。 

四月 十四日。 盗賊の 嫌疑 ある 者の 家宅 を 捜索す る 件に 關し 通牒す。 

〔上田 舊記〕  . 

賊疑之 節 家 さがし 一 件 

鹿 嶋郡四 i 村 善 三 郞キ申 者、 賊疑之 趣 有 之、 御 呼 出御 a 被 成 候 ii、  ロ邯 小金 淼村 四郞ん "衞 門 

- より 種 a 盜出、 致 所持 罷在候 段申顯 候に 付、 入牢 御 申 付 置 候。 然處被 盜主四 郞左衞 門に 而者、 

善三郞 無心 許に 付、 小金 森 村 役人 申談家 さがし 候 旨 申出 候に 付、 四 郞左衞 門 等始夫 々« 方 御 

申 付 置。 是迄も 右 様 之 儀 有 之、 御 聞 a 之 上 咎方御 申 付 S 候 儀 も 有 之 候 得 共、 御 W 方に おいて 

何とか 申 渡 置 候 茂 有 之 候 哉、 賊調现 方に も 指 障、 御 縮 方 相 立 兼 候 間、 以來之 依 御 * 知 被 成. ば 

旨、 委曲 先達 而御 紙面 之 趣 致 承知。 右 者 仕 來に而 、於 役所に 申 波 置 候 有無 者 相 知 不巾候 « 共、 

一圓 家 さがし 爲致不 申 而者指 支 之 趣 も 有 之 候 間、 是迄之 通 爲致置 申 度。 乍 去 今 之， 者贼疑 

も相當 り、 村 役人 共 不行屈 趣に 候 間、 右 樣之分 者 致 人 縮 置、 其 段 相 達 候 様 可 申 渡 置 候。 依而 

以來其 品に 寄、 家 さがし 爲致申 儀に 御 承知 置 御座 候 樣致度 候、 以上。 


. 四月 十四日  菊 池 九 右衞門 

駒 井 丹之丞 

長 瀨七左 衞門檨 

諸 御 郡 村々 賊疑之 者 有 之 節、 家 さがしい たし 候 儀 は、 前々 何とか 就 被 仰 渡 候 儀 も 有 之 候 哉、 

諸 郡 承り 調理 可 申 上旨 被 仰 渡、 奉 得 其 意 候。 是迄被 仰 渡 キ申儀 者 無 之 候 得 共、 贼疑 S 者 見 分 

之 儀 有 之 候 得 者、 其 村 役人.^ 相 屈、 村 中 家 さがし 致 申 儀 古來流 例に 御座 候。 然處家 さがし 不 

相 成 事に 被 仰 渡候而 者、 心得 違 之 者 共 多 相 成、 都 而御縮 方 淀 不申候 哉 キ奉存 候。 別而 作物 之 

品 者、 時日 相 後 候 而者知 兼 候 儀に 付、 右檨之 品.^ 相 當り疑 敷 者 は、 卽刻家 さがし 致 申 链 も 御 

座 候。 右 諸 郡 共同 檨之 趣に 御座 候 間、 猶更御 詮議 被 成 下、 前々 仕 來之通 被 仰 付 a 被 下 候 « 仕 

度 奉存候 事。 

午 四月  諸  郡 

四月 一 一十 日。 先に 雲田忠 太夫 を 殺害した る 山 本 孫 三郎の 無罪た るべき を 

議す。  . 

〔本 多 政和覺 書〕 

四月 七日  . 
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天 保 四 年 十 

1 一月 廿 九日 

の 條參照 


口 書 筒條等 

皆 原本 LL 之 

. ^錄 せす 


坂 井 小左衞 

門に 山. 次 

太夫の 組頭 


.  四 三 八 

一 、 公事 場 奉行 青木 新兵 衞於 別席 申 聞 候 は、 山 本 次 太夫 第 孫 三郞、 藤 田 左 衞門 * 來 田忠太 

夫 を 及 殺 求 ：1 候に 付、 同人 妻より 願 之 趣に 付、 夫々 於 公 ssp 相 轧候處 、別紙 口 ま Z 之 通 之 ft に而、 

口 ft 出 之。 右に 付 山 本 次 太夫. 孫 三 郎等 手前 御尋無 御鹿而 は、 再 往礼方 指 岡 申：^ 問、 別紙 口.^；! 

共 御 披見 之 上、 次 太夫. 孫三郞 手前 之 儀 被遂御 議候 « 仕度 it 申 聞、 條 も 出 之： 此 趣に 而 

頭.^ 御尋、 口上 * 御 渡御 座 候 はく、 夫 を 以再往 相 礼 可 申 旨 等 申 聞、 紙 M も 出 之： 

次 太夫 等 手前 尋候覺 害 等、 十九 日 比 坂 井 小左衞 門へ 渡す。 二十  一 U 口 ま：： 等 出 之、 卄 九：：： 公 

事 場 奉行 有 賀ぉロ 書 等 渡す。 

四月 二十日 

一 、 坂 井 小左衞 門. 太 田 小 又 助 別席に 而、 山 本 次 太夫 等尋候 口上 $ 等 三 品 出 之。 此 趣に 而は兩 

人手 前 得と 相 分 居候。 其內忠 太夫より 借用 銀 之 儀、 儉使 所に 而は 二十 K 目と 申述候 共、 共 

節 之 申 述方荒 目に 而、 次 太夫 借用 之 分 は 十 貫目 計に 候 得 共、 右 孫三郞 より Ha! いたし、 前 田 

淸八 等へ 貸 遣 候 分 を 合 候 得ば 二十 貫と 成 候 事に 御座 候。 然處撿 使 前に 而は 一 通り 二十^と 巾 

述、 少 相違 仕 候。 且 孫三郞 印形 を 山 本 左 次 馬 名 下に 押 有 之 候 は、 左 次- 印章 失念 之 節、 何も 

承知 之 上 貸 遣候譯 に而、 此處少 行 屈不申 儀に 御座 候。 山 本 中 移と 左 次 H:T と 印章 M 様に 相 兄え 

候 は、 次 太夫. 孫 三郞共 如何 之 譯に候 哉 承知 不仕由 申 聞 候。 仅 近頃 中務 多病に 成 候 付、 勝手 方 


之 儀 も 都 而左次 馬 取 极候樣 子に 御座 候。 左様 之譯 に而、 同 印 を 用 哉と も 被 相 察 候。 且小又 助 

より 申 聞 候 は、 右 孫 三 郞等申 分に 而は、 能 相 分 候 様に 候 得 共、 元來 調達 一 件より 出 候 ii- 故、 

孫 三 郞等申 分 通りに は 有 之 間 敷 樣に誰 とても 被 察 申 事に 御座 候。 小 又 助 も 最初 其處 懸念 有 

之、 其砌 段々 得と 孫三郞 手前 承 候處、 赏 に無據 時宜、 法外 雜言等 無 餘儀及 切 害 候 旨に 御座 候。 

孫三郞 平日 至 而德實 之 人品に 而、 殺生 钚も不 仕、 申さば 虫 一 つも 殺 不申様 之 人品に 御座 候。 

左 候 得ば 右 及 切 害 候 は 誠に 無據 儀と 被 察 候。 此度忠 太夫 後家より 願書 一 件 も、 外より 內々 承 

候 處に而 は、 全 企 事 之 由に 御座 候。 尤斑非 明白 之 儀に 而、 孫 三 郎等 手前 御 咎等被 仰 付 候 俊 は 

左 も 可 有 之 候 得 共、 其 處不糙 して 輕御咎 方 共有 之候而 は、 彼 一 人に 不限、 諸士 一  統 泥み 可 相 

成 候 間、 今度 孫 三 郎等 手前 之 事 何分 御 寬宥之 御 取扱 御座 候 様 仕度 旨 等 段々 申 聞。 

四月 廿 四日。 前 田 齊廣の 子延之 助の 病 疱瘡と 決す。 

〔官 私隨 筆〕 

四月 廿 四日 

一 、 延之助 殿當廿 二日より 御發熟 之處、 今朝 御 醫者中 診 之 上 御 疱瘡 御 治定、 尤御順 症に 被爲 

在 候 旨 角 尾 孫 兵 衞申聞 候。 依 之 金 谷御廣 式へ 罷出、 御機嫌 相 伺候 檨 にと 御用 番 より 被 申 越： 

夕 七 時過罷 出、 以寺西 庄兵衞 御機嫌 相 伺 返 出。 
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. 但、 最初 御 熟 勢 は 餘程强 く 被 成 御座 候處、 今朝より 御 さめ 被 成、 御 W 部に 三十 計 御 見 点お 

之 旨。 御 食 も 相 應に御 參り被 成、 御 はなし 杯 も 有 之、 御 順 症 之 由。 此 様子に 候 は.. 、御数 御 

發 しも 有 之 間 敷 旨 也。 

四月 廿 四日。 郡 方に 疫疾 流行す る を 以て 醫師を 派遣す るの 當否 を議 せし 


む 


0 


〔本 多 政和覺 書〕 

四月 二十四日  . . 

一 、 三 州 御 郡 方 村々 疫病、 此節以 之 外 流行 之體に 付、 先年 御醫者 被 遣 候 儀 も 有 之 由に 申 聞 候。 

舊記等 調 现見候 得共不 見當。 明 和 中 歟御醫 者 被 遣 候 御 噂 有 之、 御算 奉.^ 遂詮 候 所、 却而迷 

惑 之 旨 等 申 聞、 人々 宅に 而藥を 調合 被 遣 候 事に 相 成 候 由 見え 候。 御 醫 者 被 遣 候 儀、 席 帳面に 

は 見得 不申候 得 共、 被 遣 候 儀 は 糙に有 之 由 丹 州 咄之趣 も 有 之。 何れ 先例 者 如何 ともあれ、 被 

遣 候 方 可 然と 各 示談 之 上、 今日 御 算用 場 奉行 堀 孫左衞 門へ 別席に 而逢、 此節御 ffi 方 疫病 W 致 

流行 候 由に 候。 往古 御 醫者被 遣 候 儀 も 有 之 體に候 間、 此度も 被 遣 可 然と 各遂 示談 候。 仉^ 和 

中歟、 右 被 遣 候 儀 詮議 有 之 候處、 却 而御郡 方 迷惑 之 體も有 之 由。 各 先役より 申 聞 有 之 « に见 

得 候。 夫 も 致 方に より 迷惑 不致檨 之 事 も 可 有 之 候 間、 得と 遂 詮議 被 申 聞 候 様 申 含。 


〔本 多 政和覺 書〕 

四月 廿 六日 

-ー 、 御 郡 奉行 吉田 兵馬. 淺加 伊織 罷出、 此間御 算用 場 奉行 迄 被 仰 渡 候、 御 郡 方 疫病 滯候者 多 候 

に 付、 御 醫者被 遣 候 儀 御 詮議 被 仰 聞 候。 右に 付 之 趣、 御 算用 場 奉行 被申談 候に 付罷出 候。 

別席に 而逢申 度旨以 執筆 申 聞 候 付、 逢 候處、 右 被 仰 渡 之 儀 私共に 而も 誠に 難 有奉存 候。 御內 

詮議 之 儀に 候 得 共、 私共 切に も 何とも 六箇敷 故、 御 郡 年寄 之 內へ內 々詮議 仕 候處、 迚も 人 

多 之 儀、 一々 診察 仕 候 事 も出來 ざる 儀に 候 間、 難 有 思 召 之 譯に候 間、 一統へ 右 m 心 召 之 趣爲申 

聞、 診察 致 もら ひ 度 村々 おは 御醫者 中被罷 越、 難 漉 等に 而御醫 者 被 罷越候 而も 泊り 被 申 候 俄 

等 六 箇敷村 は、 藥を 調合 被 渡 候と 歟、 或は 村々 等之醫 者に か り 藥代御 渡と 歟に成 候 様 仕度 

旨 申 聞 候 得 共、 左 候 而は御 趣意に も 違 事故、 猶又 私共 詮議 之 趣 は、 右 之 通 山 入 之 村々 等に 而 

は、 御 醫者之 居處も 無様 之 儀 も 可 有 之、 其 上 一 々診察と 申 は 六箇敷 儀に 候 間、 乃至 申さば 私 

ども 御 郡 廻 之 如く、 一郡に 二. 三人 程 被 仰 渡、 是も 村々 每に迥 り 候而は に 迥 り 盡申問 敷に 

付、 大體 之處を 廻り、 村に 依而 診察いた しもら ひ 度 村へ は罷 越、 左様 之 儀 も 六箇敷 村へ は、 

村 之 內之者 二. 三 里と 歟罷 出、 樣 子等 申達、 藥を合 相 渡 は、、、 可然。 金澤に 而藥を 八：： 渡 候より 

は、 大體其 邊之病 體も知 申 儀、 旁 加 樣之譯 に而可 然と 奉存 候。 且御醫 者 罷越候 儀に 候 は，、、 

加貿藩 史料 第 十四 編 天 保 五 年  四 四 一 


四 四 二 

何分 寺社 奉行より 格別に 申 渡 有 之、 申さば 行 步に罷 越 候 程 之^ 輕 に而、 診察 等 有 之： r 様 被 仰 

渡候樣 仕度。 無 左 而は村 方 迷惑 之 儀に 候 旨 等、 段々 口上に 而申 聞、 « 更可遂 申入： 

一 、 昨日 御 郡 奉行より 申 聞 候 趣に 付、 先 御醫者 手前 之儀遂 詮^ 可 然と、 何も 示談 之 上、 寺社 

奉行 品 川 左 門 呼 出、 別席に 而逢、 當時御 郡 方に 疫病 殊之外 流行に 付、 御 i: 者 可 被 造 依、 御邯 

奉行お 遂 詮議 候 處、 一 村々々 に 相 11 候 様に 有 之候而 は、 沖」 も 御 醫者數 人出 不申而 は 成 申 ii: 敷、 

其 上 日 合 も か り 候 儀 等に 付、 先 申さば 私 ども 御 郡 廻り 之 如き 道筋に 而相 廻り 候 は.、、、 先 一 

郡 三人 許 有 之 候 は， 、/> 可 然旨等 申 聞 候。 依 而御醫 者之內 一郡 三人 許 之 n りに 而、 三 州お 被 a 入 

高 可 有 之 哉、 猶更相 撰 可 被 申 聞。 夫に 付 罷越候 御 醫者治 定之上 は、 猶更心 3! 方 可 申入 候 共、 

先 申さば 至 而事輕 に 心得、 行 步罷越 候 同様に 而 無之而 は、 沖」 も 下々 に 於 而も 及 迷惑 候 に 1 候 

間、 先 加 様 之 かさ 高に 無 之 心得 之 人品に 而無之 而は成 間 敷 候 間、 此處 iJ: と 申 八：： 人 撰 可れ 之、 

左様 無之而 は、 格別 之 御仁 惠を以 被 仰 付 候 御 趣意 も 立 兼、 却而 下々 及 迷惑 候 間、 其處 W と遂 

詮議 候樣 申入。 

四月 廿 五日。 前田齊 泰金澤 城に 歸 着す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

四月 廿 五日 


昨夜 高 岡驛御 止宿、 今 曉八時 之 御供 揃に 而、 同 刻 同驛御 發駕被 遊、 所々 御 休。 大 a 御 付人に 

而、 表 御式臺 何 茂罷出 候。 五 時 益 御機嫌 能 御着 城 被 遊、 敷 付 御 左 之 方お 御 近習 頭 大野 織 人. 

配膳 役 荒木 津 太夫、 御 右 之 方へ 奥 御 取次 旅岛久 左 衞門罷 出。 御玄關 より 若年 寄 富 田 外 記 御先 

立、 鏡板，^ 御城 代 美 作 守 殿幷御 家老 等罷 出、 御意 有 之。 夫より 虎之 御 間 横 御 廊下. 田 坦齊等 

罷出、 其 外 前々 之 通。 蔦 之 御 間 御 廊下 御奧 書院 之 方より 四疊 お、 眞龍院 様御附 使者 大 « 忠太 

夫 • 御 奏者 河 村、 同ニ疊 目.^ 姬君樣 御 使者 神 田 一 平 • 御 奏者 有澤、 御 會釋有 之。 御， i 間 ま：： 院三 

之 間より 山ロ淸 太夫 御先 立、 御 居間，^ 被爲 入御 着座 之 上、 御の し 配膳 役 荒木 上る。 夫より 御 

留守に 罷在候 將監. 淸 太夫 • 保左衞 門被爲 召、 畢而同 御 近習 頭 與右衞 門 等 幷隱居 之 人々 二 切、 

御意 有 之。 夫より 御供 之 同席 雅樂 助. 善 右衞門 一 切、 五兵 衞等 一 切。 相 w、 御旅 装束 之 儘 御 奥 

. ^御 入、 無 程 御 出、 年寄 中等 御着 之 恐悅御 近習 頭 を 以申上 候 上に 而、 追 付 被 爲？： 被 仰 出、 

右 御 装束 之 儘 御 居間 書院.^ 御 出、 年寄 中等 四 切に 被爲 召、 相 濟御入 被 遊 候 事。 

〔諸事 留牒〕 

四月 二十 五日  . 

一 、 八 時 御供 揃に 而高岡 御 發駕、 森 下より 御馬 上、 八 時 御着 城。 御供に 而 直に 御殿.^ 罷出、 

以坂井 キ右衞 門 恐悅、 且 御機嫌 も 相 伺、 御用 も 無 御座 候 は 返 出仕 度 旨 申 上 候處、 以水 淸 
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五郎 御意、 且 御用 無 之 段 被 仰 出つ 

四月 廿 九日。 非人 小屋に 收容 せらる 、もの 三千 三百 餘人 を算す 

〔諸事 留 帳〕 

一 、 非人 小屋 在 人 高等 左 之 通。 

覺 

人  午 三月 晦日 在 人 高 

午 四月 朔 日より 同廿九 H 迄 御 頭 方 之 者 送り 入 人 

右同斷 町方 之 者 送り 入 人 

右同斷 町. 在 之 者 奉公 幷五 十日 雇 歸り入 人 

右 同 斷於御 小屋 出生 人 


〇 


， 四百 二十 三人 

， 九 人 

， 二百 九十 一人 

， 五 人 

ズ 四千 八 百 五十 九 人 

內六百 八十 一 人 

百 二十 六 人 

七 百 五十二 人 

殘而 三千 三百 人 ， 


午 四月 朔 日より 同廿 九日 迄 町. 在 之 者 奉公 幷 五十 H 展 出入 

右同斷 欠落 人 

右同斷 死去 人 

午 四月 廿 九日 在 人 高 


右 之 通 御座 候、 以上。 

午 四月 廿 九日  非人 小屋 裁許 六 人 判 

四月。 能 登 口 郡の 窮民 を 救助 せんこと を 出願す 


〇 


覺 

、 二 萬 二 千 三百 二十 軒 

此人數 ， 

十一 萬 四千 百 十八 人 

外 


八十 五 人 

一 人 

\ 十一 萬 四千 二百 七十 五 人 

內 

九 萬 千 四百 二十 二人 
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口 郡 惣家數 


座 頭 

瞽 女 

舞 々 


指 除 


五 年 
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一 一 萬 一 一千 八 百 五十 三人  極 困窮者 御 救 奉 願 候 

此御救 米 

千 七 百 十三 石 九 斗 七 升 五合 

但 一人 一日 一 合 五 勺 宛 ， 日數 五十 日 分 

右 羽 昨. 鹿 嶋兩御 郡 近年 打 續作体 不宜、 連々 難 & に陷、 小 前 之 者 共 葛 根 を 初れ す N 根 等是迄 掘盡 

日用 相 送 候處、 去年 之 不順 氣作 難に 而、 白 S 物 迄 も 無類 取 劣に 相 成 、意々 御 収极も 被ド攸 ハ、 

去 I* 御 收納透 米 過分 相 立、 手に 懸候程 之 品者賣 爲拂、 色々方便等を以漸^^,:1:之筋相立、 冬 越 

仕 候 族に 而、 高貴 至極 之 米穀 買續 候處、 何分 致 方 無 之、 巾に 者飢に 及び 候 爲脉之 者 茂 御. S 攸 

に 付、 去 暮已來 組 切に 可-也 之 者 共に 粥を爲 焚、 且 施米 等 も 仕、 村 役人 中 も甫々 相 働、 私： ハ手 

前に 而も 種 々取扱 を以、 此頃迄取續せ候族に御座候。乞食幷庞ー頗.轉女等^^々物^に步行候？，5 

共、 施 候 者 も 無 御座 及 飢候段 歎 出、 不便 至極に 奉存 候。 就夫先達而御^^^之卜：、 粥 米 被 仰 付 

候 得 共、 一 時に 爲給候 儀 も 難 相 成、 御 米 何分！^ 置、 行 倒 候 程 之 者せ 之 節、 詮^ 之 k 爲 給巾谈 

に談置 候。 依 而御當 節 重々 恐 入 奉り 候 得 共、 追々 御 助 小 尾 入 奉 願 候 者 指 除、 其 餘極闲 之き 

共 撰 立、 重々 詮議 仕 詰、 先 夏に 取 付 候 迄 之 凡日數 五十 H 分 相 圃、 前段 之 通 御 救 米 奉 願 h 攸 ii:、 

御 慈悲 之 上 格別 之 御 詮議 を 以被仰 付 候樣、 連名 小 紙 を 以奉願 上 候、 以上。 


午 四月 •  高 橋 由 五 郞等八 人  . 

. 御 郡 御 奉行所 

五月 一 一日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。  一 

〔諸事 要用 雜記〕  一 

五月 二日  一 

一 、 今日 九 半時 御供 揃に 而兩學 校.^ 御 出 被 仰 出、 八 時 過 御 出、 同 半時 御 屍り、 御供 水^ . 渡 

邊又 作. 庄田牛 之 助。 

五月 四日。 越 前 府中の 本 多內藏 助將に 領內を 通過 せんとす る を 以て その 

待遇に 關し 通牒す。 

〔國事 雜抄〕 

松 卒越前 守 殿 家來本 多內藏 助、 當春爲 御 目 見江戶 表.^ 罷越。 歸路之 節、 北- S 道 通り 通行に 付、 一 

御領 分 罷通候 旨に 而、 別紙 寫之 通り 御用 番 年寄 中 被 相 渡 候條、 被 得 其 意、 先 规之通 可 被 相 心 一 

得 候、 以上。 

五月 四日  御 算用 場 
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遠 所 奉行 連名 殿 

以 手紙 致 啓上 候。 暖 和に 相 成 候處、 彌御 安全 被 成 御 勤 珍重 奉 亦 候. - 然者越 前 守 {豕 來本 多内藏 

助、 當春爲 御 目 見 出府 仕、 歸路之 節 北陸 道 通行 仕 候に 付、 先 规之通 境 川御關 所^ 證に 而罷通 

候 間、 其 節 指 支 無 之 樣其御 向お 御 達 置 被 下 候 様 奉 願 候。 且又 右 之 節 御城 下道 筋 掃除 等 幷御馳 

走 被 仰 付 候に 付、 爲御 禮內藏 助より 御 町奉行 中 迄 使者 指 出 候 先 格に 御. ぼ 候 問、 是又 御 

被 下、 猶 延享. 寬政之 度 之 例 別紙に 認指 上申 候 間、 宜御取 計 可 被 下 候" 右爲 可お 御 や： 御- 1- 候、 

以上。  - 

三月 八日 

不陂文 左 衞門樣 

■  大道 寺 七 左衞門 

澤田 主馬 様 

山 田 藤^ 衞 

富 永 左 膳檨 

覺 • 

一 、 延享三 寅 五月 北陸 道 歸邑、 金澤表 通行 之 節、 人馬 掃除 等 御馳走 之爲 御禮、 廿： (節 之 御 町 奉 

行 稻垣與 三 右 衞門殿 迄、 先 格 之 通 使者 指 出 申 候。 

一 、 寬政 十二 申 五月 北陸 暂 J 歸邑 同斷之 節、 格別 之 御馳走 被 仰 付 候に 付、 先 格 之 通、 北 V 、節 之 御 


町奉行 迄 爲御禮 使者 可 指 出 段、 問屋 方 迄 懸合申 候處、 其 御 許 樣御舊 記燒失 故、 御 取扱 扳不相 

分 候 間、 先 規之通 使者 指 出 候 趣に 御 記錄 にも 御 記 可 被 成 候、 以後 之 形 合に 指 支 無 之 旨 御斷に 

而相濟 申 候。 

右 別紙 之寫 也。 

松 平 越 前 守樣御 家老 本 多 內藏助 上下 三百 七十 人、 當十 六日 境御關 所.^ 相 向、 駕籠 戶開乘 輿 之 

儘に 而、 從者者 下馬 下乘 かぶり 物 取、 作法 能 通行 相 » 申 候に 付、 此段御 屆申上 候、 以上。 

午 六月 十七 日  伊 藤 甚左衞 門 . 

長 又 三 郞檨 

五月 五日。 大聖 寺 侯 前 田 利 之 歸邑の 途金澤 に 宿す。 

〔官 私隨 筆〕 

五月 六日 

一 、 備後 守樣御 歸邑、 一 昨夜 高 岡 御 泊、 昨日 此 表へ 御着、 今日 御 登城 之 箬に候 間、 五 時 頃 登 

城 可 仕 旨 昨 WI 於 御城 御用 番 より 申談に 付、 五つ 打 出 宅 登城。 ,^mc き ll:^igfl;;^v ま 

〔官 私隨 筆〕 

右 等 御 様子に 付、 今の 備後守 様 御 登城 之 儀 御 斷被仰 進 候 也。 
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.1 延之助 病 

態の 事に 係 


る 


〔諸事 要用 雜記〕 

五月 六日 

一 、 備後 守樣御 登城、 何 茂 相 揃 五 時 過、 御先 詰 大野 才 記 债も參 り 候處、 御前 少々 御 勝れ 不被 

爲在、 御 對顏も 不被爲 成に 付、 御 登城 御 指 留被仰 進、 右 之 通 主 付 御 近習 頭よ，.^ 申 上 候 *。 

一 、 右 者 延之助 殿 昨日よ. り 御 差 引被爲 在、 不輕御 症に 付 右 御 對顔も 不被爲 成 候^。 

五月七日。 前 田 齊廣の 子 延之助 s« す。 

〔官 私隨 筆〕 

. 五月 六日 

一 、 延之助 殿御 疱瘡、 御 順 症に 而 昨日より 御 かせ 之 御 日 園り 之處、 一 昨日 頃より とかく だら 

くと 御寢被 成、 御お こし 申 候 而も はきと 御 目覺無 之、 御惣身 御 痩 被 成 候 様なる 御"： S 子に 而、 


御藥 など も 


b 


力 


ね 候 由。 御 食事 は 一 昨 tn 餘 りょく 御 寢被成 候 故、 ft 頃坦. M 伺候 而御 おこし 


申、 御 膳 上げ 候處 ニ椀餘 上り、 夫より 又御睡 り、 今日 迄 直に 御 睡り被 成 候" 夜前 スポイト 上 

候處御 通じ 有 之 候へ ども、 夫に 而も 御替 りなく 候 由。 御 藥菱赏 蓮義散 上 居候へ ども、 右 等 御 

様子に 付 昨夜 凉膈散 加 石膏、 御 兼用に 紫 雪 を 上 候へ ども、 御 藥法を 定め 候 計に 而御 咽へ 通り 

不申候 故 何 之 詮も無 之 由。 御 療養 は 石 黑玄丈 執ヒ、 其 外 御 醫者中 誰彼 伺候へ ども、 何も 八" 点 


之 參らぬ 御 症との みに 而、 何 を 目當に 御藥可 上様 も 無 之 鉢 之 旨。 

〔本 多 政 和 覺窨〕 

五月 六日 

一 、 延之助 殿御 痘中御 不例 被 爲在候 旨、 月番.^ 雅樂 助より 申 聞 候 付、 各 も 罷出承 候 様に と、 

月番 被 申 候に 付 罷出承 候。 右 雅樂助 申 聞 之 趣 は、 延之助 殿御 容子、 誠に 並々 無 之 程輕御 is 被 

爲在 候處、 一 昨日 江 間 篁 齋晝九 半時 頃に 候 哉 伺に 出 候處、 未 御休み 被 遊 候に 付、 女中 等お ひ 坪 

候處、 今朝より 御 目 覺申上 候 得 共、 一 向 御 目 覺不被 遊 旨に 付、 篁齊 等より 段々 申 上 候處、 御 

目覺被 遊、 御飯 三 椀 不足 被 召 上 候。 御 食 味 伺候 處、 被 爲替候 儀 も 無 之 旨 被 仰に 付、 餘り長 御 

休 御 膳も不 召上而 は、 不御宜 候 間、 隨 分御晝 成り 候 様 申 上 候處、 御 晝成被 遊、 御^5物三十枚 

計 御 覽被成 候に 付、 左様に 長 御覽は 不御宜 旨、 篁齋 等より 申 上、 御 書物 御 止め 被 遊 候と、 又 

候 眠り 被 遊。 昨朝 も 急に 御 目覺無 之、 段々 申 上 御 ft 成 被 成、 御飯 二 椀 計 被 召 上 候。 右 長 御 眠 

之條、 外に 被 爲替候 儀 も 無 之 候 得 共、 合 點不參 事故、 丸 山 了悅. 大場 探玄丄 一木 顺 孝. 森快安 と 

やら 伺候 處、 何故 存寄無 之 御 症 之 儀、 何共 被 名 付 難き 由 申 候。 了悅 は、 御^:3格別之^*に而も 

不被爲 在 候 得 共、 右 之 御 疲に而 可 有 之 旨 申 上、 先 其 分に 而御藥 指 上 候。 右 御飯 後 又 候 御 眠、 

夕方に 至り 候 而も 御 目覺無 之、 此時は 何度 申 上 候 而も 不御晝 成に 付、 外御醫 者 及 城州醫 者^ 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 五 年  四 五一 


四 五 二 

田隨 分齋. 初 丸醫者 田 元 準 伺 被 仰 付 候處、 何 茂 御 雑 症 之 iln: 申 上、 何 之 御 症と も 雑 名 i:、 此 

迄 か 様 之 症 は 見 不申由 申 聞 候 C 依而 段々 八 議之 上、 御 休 被 成 候 を 御 抱 申 上、 御藥指 卜； K:^、 

少々 御返し 被 遊 候 御 様子に 候 得 共、 御む せ 被 遊、 御難， さう に兑 上申 候。 阱御； 机 之 付：^« 之 

儀 は 無 之、 御 鼻より 香さん 之藥 等^ 上 候 得 共、 一 .1^ 御應無 之、 何共 恐 入 候 御 様子に 候。 八-朝 

も 丹 州 醫者片 山 君 平 • 町醫師 山 本文 玄齊 • 本 多 勘 解 由»師 高，：： ^ 太 K 等 伺候 へ 共、 替案無 之」：：： 等 

段々 と 申 聞。 

〔官 私隨 筆〕 

■ 五月七日 

一 、 延之助 殿御 疱瘡 之處御 養生 不被爲 叶、 續 まま l^f 頃 今 未 之 上刻 御 死ぶ 被 成：^ K 、山 ロ淸太 

夫 を 以被仰 出 候。 依 之 御機嫌 相 伺候 様に と 之 趣、 八 時 過 頃 御用 番 より 被 申 越 候 付： ぉ付罷 

出。 

一 、 普請 は 今日より 當 九日 迄 三日、 鳴 物 • 諸 殺生 等 は 當月廿 六 H 迄 御 忌 巾： Z 數遠盧 可 仕 。且 

又 頭分 以上 之 面々 爲伺 御機嫌、 明 八日 九 時 過 登城 之 儀 一 統 觸之寫 前 到來。 

〔官 私隨 筆〕 

五月 九日 


文政に 天 保 

なるべし 


十四^ 十三 

なるべし 


一 、 延之助 殿御 戒名 以添 紙面 被 申 越 候 如 左。 

賢 良 院殿文 雉延明 居士 神 位 

前 田延之 助行狀 

〔賢 良 公子 御 夜話〕 

賢 良院樣 常々 御意 被 遊 候 は、 聖賢と 稱 する 人 之 言語 文章 記錄に 載す る 所、 人の 规則 たる 事 は 

とかく 論す るに 及ばす。 只怪 むべき は、 高名の 人 著す 所の 書籍 怪談 尤 多く、 詐偽の說たる^$ 

明なる 事共 を 公然と 記し 置け り。 是 唐土の 人の 氣 風なる かと 每度 御意 有 之。 文政 四 年 格別 御 

« 略 之 被 仰 出 あれ 共、 賢 良 院樣御 側 廻り は、 元來御 質素 を 御 好 被 遊 候に 付、 御お 略 可 被 成 も 

無 之、 殊更 御 十四 歲之御 時 なれば、 此等之 趣 申 上る 人 もな き處 に、 其 刻より 御 表に て 御燭臺 

二 本 相 立 候 を、 每度 御自身に 一 つ は 御 消 被 遊 候。 御侧之 者と もし 候 得 共、 又 御 消 被 遊、 度々 

に 及で 御 燭臺ー つに 而御宜 き 段 御意 被 遊 候。 また 御 奧に而 は 御燭臺 必至と 御 止 被 遊、 御 と 

違 ひ 御 奧に而 は 細かき 御調 筆 等 も 不被遊 候 間、 御 S 臺に不 被 及 候 段 何 i$ にも や」 わらぬ 御」 _M ^有 

之。 御 心中に 而は、 專ら御 省略 之 御 趣意 を 御守り 被 遊、 御意に は 御 出し 不被遊 候^、 誠に 難 

有； 也と 何も 奉感 候。 御 八 • 九 歲之御 頃な りけん、 二 之 御 丸 御 居間 前 之せ まき 御. n 水 水に 而、 御 

なぐさみに 小さき 板 舟 二つ 御 持、 豆 人形 御乘御 流し 御 あそびの 內、 一 つの 板 舟 水の よどみに 
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か、 り、 已に 覆ん としけ る 時、 急に 御 走り、 其 ま S 右 舟 を 御 取 上 被 遊^。 其 時 又 一 つの te^ 

も. ti- よどみに か、 り 候に 付、 御 抱 守 安見 方 六.？ r ぎと り 上ん としければ、 御と.、、 め 被 遊、 方 六 

其 舟に は 人 は 乘らぬ ぞと御 怠 被 遊 候 由。 かりそめ Q 御遊 戯之內 なれ 北ハ、 入に かたどり たる 物 

の乘 たる 舟と、 人形の 乘ぬ 舟と を 御 辨別被 遊、 御自身御救ひ上被遊候^^、 並 t の 御 心々.^ 〔双に 

-而は 有 間 敷な りと 申 合 へ り。 

常々 御咄申 上る 刻、 御先 代 様 之 御 事に 及 候 得ば、 何となく 御座 を 御改被 遊、 御 恭敬 之 心 目立 

す御容 鉢に あら はれ 候 事。 . 

御咄 之內、 古今 之名將 奇策 智謀 之 事共 申 上 候 得 共、 每も 格別 御 感心 之 林に 兑 えさせられす。 

只 太 闇秀吉 公の 事の み 殊の外 御 感心に 而、 眞の 英雄と 申 は 太閣の 事な らんと、 每 h は 御な： 被 遊 

候 事。 

^に 御意 被 遊 1^、 は、 日本 程 調寶の 國は是 なからん。 信 濃. 上野な ど は 格別、 北 (他 太 * 山^に 便 

りょく、 鹽 あり、 薪 あり、 五穀 さへ 豊饒なる 時 は此上 もな き 便利の^ 七 也。 ^土 は 地方 炭火 

ぷ 江-ま、 魚鹽の 便り 通せす、 却而 不自由の！： 也。 是に依 而人皆 肉食せ. ざる あた はす" 然ば 

日本に 而 肉食せ ざる は、 風土 自然の 道 ならん か。 又 日本の 假名 程 調 W なる もの はなし。 い 

かまど 下 S 文盲の 者に 而も、 四十 七 字 をなら ひ覺れ ば、 tn 用の 事 は 云に 及ばす、. 大抵の ^？リ 酷 


も 假名に て讀る もの なれば、 學 文に も甚 便り 宜し。 唐土 は 假名 無れば、 ー字，^々音訓の審に 

通ぜ されば、 昔の事 も 通じが たし。 是も 日本の 唐土より 宜き 事な り。 

御 近 邊の者 若し 痛 所 等 有 之、 御遊 之 御 相手 迷惑に 奉 存候容 子な ど 早く 御 察し 被 遊、 何となく 

其 日 は 走り 廻りす る 御遊 は不被 遊、 御靜に 御物 語 等に 而、 其 者 返 出 後 御遊 每 茂の 通り 被 遊 候。 

痛 所な ど 有 之 者、 其 日の 御 相手いた し 迷惑に 奉存る 心中 御 察 被 爲在而 之 事と、 何も 難 有奉存 

事。  . 

平生 御 讀書を 御 好 被 遊、 御目覺 より 御 朝 御 膳、 及び 御 髮上候 間 迄 も 御 害 籍御目 を 放 たれす。 

處々 に 御 不審 紙を附 させられ、 不斷御 書拔被 遊、 品に より 御 側の者に も 被 仰 付 候。 又 珍 敷 鳥 

獸 など 御 覽に入 候 者 有 時 は、 必 御自身に 毛色 形ち 等 御寫被 遊、 本艸綱目の拾遺御編^^之御川心 

召と 奉 察 候。 凡 何 之 書と 云に 寄らす、 すらく と 一通り 御讀被 遊、 或は 半 程に て餘 のま：： 拔に 

御 移り 被 遊 事 も 有 之、 一 向 御意 を 御留被 遊御容 子と は 不奉見 候 得 共、 大抵 一 返 御 il:- 被 遊 候。 

書籍 は 大方 中に 御 覺被遊 候。 殊に 奉怪事 は、 御 書見 之 半 或は 御調 筆 又は 御咄之 間にても、 不 

圖御立 被 遊、 御 走り 廻りの 御遊に 相 成、 或は 御 庭へ 御 出、 御 なぐさみ など 有 之 候而、 又 本の 

通り 御 書見. 御調 筆 • 御 咄等を 最前 之 跡 御 次 被 遊 候に、 御 書見 • 御調 筆 は 御自身の 御 g;- 故御容 

子不 奉伺 候へ 共、 御 咄之儀 は 半分 御 聞 指、 或は 御意の 半な ど 引 續き御 咄被遊 候に、 御 侧之者 
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はしかと 何方 迄と 申事覺 束な しとい へ 共、 御自身に は歷々 と 御 被 遊 候 $御 平生 也" 林 物 

每に御 執着 之 儀 少も無 之、 甚御 サクキ 事前 條之通 也： 是御 工夫 之 趣に やと 奉 察 候 事。 一 

左 傳御讀 被 遊 候 刻、 初而見 ゆる 人物 は必す 善き 人 か 惡き人 かと 御ぶ I 被 遊 候" 或 時 初め 善き 人 

と 見 ゆる 人後に 惡事 あり、 初惡き 人後に 善事 ある を 御 不審に 而、 佥谷多 門に 御" 被 遊け るに、 

多 門 申 上 候 は、 是 皆ー藝 一能の 人物に 候 故、 心 術 は 取に 足らす" 此に依 而初は 君に 忠 ある 人 

も 終に 反き、 初め 不義の 行 ある 人 も 後 は 功名 を 立るな ど、 盡く心 志に 始終の 守り 無 之 故と 奉 

存候。 始終 を 通じて 誤りな き は、 則ち 聖賢と 賞す る 人の みに 候 はんと 申 上げる に、 如何 E  . 

けん 重而 何の 御意 も 不被遊 候 事。  一 

或 時 二 之 御 丸御廣 式より、 夜 更て御 歸館之 後、 種々 御咄之 時、 御懷 中より 小 菊と ぢの 小冊 一 

本 御 取 出し、 是見 よと 御意 被 遊し かば、 いづれ も 打より 拜兒 仕りし に、 山海 名品 鬧 gi とか M 

號 ありて、 猿と 猩々 と 己れ くが 住所の 品物 土產を 比べ 合、 論辨 する さま 甚而白 かりし。 輕 

見 終りて 山 口 常 三 郞に淨 書 被 仰 付ぬ。 後に きけば 御廣式 にて 御 なぐさみの 御 著述 被 遊し と 一 

ぞ。 淨書 出來 上りし 後、 重て 御廣 式.^ 御 持參被 遊、 其 後 御 e 宅の 御 表に はな かりき。 ， 

又 或 時 同じく 夜中 御歸 館 御 咄被遊 候 は、 重の 內 にも 國がニ ケ！； と ありし に、 S とれば いがと も 一 

にある 丹 波 栗、 又 屋根の 上に も 帆が 見 ゆる 也と あるに、 龍 の 上で， M 干の 沖の 松 Mid?. ほと 御 一 


つけ 被 遊し。 御意の やう は、 御自身に 御つ け 被 遊 候 様う けた ま はりぬ。 御 ほ 作の 事、 其 後た 

しかに もき かす。 

天 保 四 年の 大晦 S 泊り 御番 せし 時、 予三 十九 歳な りし かば、 御奧御 入の 間 休息して ありし 內、 

明れば 四十 歳になる 事な ど 人々 と はなし 合、 諺の 花て ふ 年 も 今夜に て 明れ は 登る 老の初 坂、 

と 口す さみ 笑 典し ける が、 ある 人此 腰折 を 御 耳に 入し かば、 御 笑 ありて、 折 ふし は 予が事 を. 

. ^坂々々 と 召れ 候而、 御き さくに おはしければ、 か、 る 御 戯言た び/.^ ありぬ。 

每日 御用の 御 硬 箱餘り 見苦しく 相 成 候に 付、 御 守の 人々 相談の 上 新に 御 出 來の事 奉 窺し か 

ば、 ともかくもの 御意な りし かば、 御 好みの 儀 も 無 御座 候 は.、、 と 伺 上 候へば、 御自身に 御繪 

ひき 被 遊、 御 引出 一 つ あるの みに て餘り 風流な き 御 好 ゆ ゑ、 塗 色 金具 にても 吟味して 奉 上る 

と 相 P せし に、 其 翌日 御意 被 遊 候て、 硬 箱 塗 は 古き 分の 通に てよ ろし、 金具 品々 御 覽に入 候 

様 被 仰 出 候に 付、 種々 取 寄 入御 覽候處 、甚粗 未なる 品 御え り 出し、 此分打 候 様に と 御-おゆ ァ. r 

無 是非 其 分に て 出 來奉上 候し に、 餘り御 質朴の 御 硬 箱 なれば、 御 近習の 子どもな ど 笑 ふ 者 も 

ありけ る。 

毎度 御 書 被 遊 候內、 殊に 鳥 を 被 遊 候。 百 鶴の 圖も御 出來、 烏 三十ば かり 種々 變態御 ゑが き 遊 

し 候 事 も あり。 或 時 は 花鳥の 圖甚 御世 話 被 遊、 彩色 もき れいに 出來 上り、 何も 拜見被 仰 付 $1 
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奉感。 拜見 すむ とその ま、 大 筆に てべ 仁く と あらぬ 御 ざれが き 被 遊、 是 はと： 驚き、 ffi しき 

事と 思 はぬ 人な し。 其 様子 御覽 ありて、 いつも 御き げんよ く、  * の 外 御 笑 ひ 被 遊れ ける ば 

々 なり 0 

謎 解 物、 刚 扇の 判じ物、 或は 智惠の 板な ど 御 好 被 遊、 はやく 御 さとり 被 遊 奇妙な り.、 それ 

ゆ ゑ 判じ物の 類と けかぬ る 品 あれば、 御覧に 入て 初て わかる 事 度々 なりし。 

御馬 術 御 稽古に、 明 石 數右衞 門と 言へ る 御馬 役 MM ニ罷 出しに、 此人洒 すきに て ある 上、 颜色 

甚赤 かりし かば、 或 時 姓名と：. に 能つ けたり。 彼 は 赤し 顔 右衛門な りと 御」 〈¥め りて、 太に 御 

笑 被 遊し。 

御 生 質 御 記臆拔 群に 勝 させられ、 常に 三才 圖會を 能く 御 覽被遊 候 ひしが、 太抵 何の i$ は 何 冊 

目 何 丁目 表裏に 有 之と 申 事 迄 覺被遊 候。 

御 著述 九 仙 山 志 一. 回 を 以て ー卷 とす。 合て 三十 六卷、 天 保 五 年 九月 二十 七日 淨 お：： 成る。 假裝 

して 十七 冊と 成。 御 草稿 合本 三 冊 共、 以御廣 式 頭 野 村 勘 兵衞奉 上す、 御 isl. 稿 中往々 御 條 

あり。 又 御 添削の 御 筆跡 最も 多き に 付 箱に 納む。 同月 下旬 關屋平 馬頭 並 御 近習 詰甫： て 御波の 

處、 其 節 表装 合本 七 冊に 相 成 御 箱 入 也。 表題 七 枚 御 渡、 窨名幷 秦楚齊 燕 趙韓魏 一 撤毎 符號相 

調 候 樣被仰 付。 表題 御 箱に 九 仙 山 志と 調、 御 箱 裏に は 賢良院 殿御 十三 歳 御 著述と 相 II 候 様 被 


仰 出、 同人 を 以て 奉 上。 最題號 表裏 共 御 好み、 見本 御 渡 也。 

九 仙 山 志 御 著述の 御主 意、 羅贯 中が 水 滸傳御 一覧の 後 度々 御意 被 遊 候 は、 水滸 傳奇窗 也と 雖 

も、 結局 甚だ 寂寞に して 看 者 をして 心情 悵然 たらしむ" 元 來假設 作意の 窨 にして、 終 は 却て 

眞 境に 迫る。 此に 至て 興趣 を 夫 ふこと 惜 むべ きこと なりと て、 是 より 九 仙 山 志の 御 結構 あり。 

此書 六々 の 數に始 り、 九々 の數に 終る。 六々 三十 六 人 は陰數 なり、 九々 八十 一 人 は 陽 救な り。 

合て 一 百 十七 人の 豪傑、 九 仙 山の 譎仙 下界に 下る の緣 故、 何 有 道 人 獨り是 を 知る。 是其 初め 

假說實 なき 根元 を 含み、 其 後 群 豪 海 內に橫 行し、 禀性の 厚薄 善惡に 依て 行跡 萬般 なれ ども、 

終に 合同 一致して 撥亂反 正の 大功 を 建て、 功 成 名 遂げて 再 ひ 九 仙 山に 歸會 し、 前 過 を 償 ひ 安 

民の 功 德を以 し、 倶に皆 登 天し 去る。 是其終 を 假設赏 なきに 結び、 終始 茫々 たり。 祖存 する 

處は 群雄 賢： 虫 明 駿勇怯 淸獨其 人各窮 厄達榮 得意 困 辱 千變萬 化、 善行 或は 禍を 免れす、 惡行或 

福 を 得る 世態 齷齪の 眞境玴 外の 斑 を 摸す 處、 賢 良 公子の 御主 意に して、 深慮 遠智 凡なら ざる 

處 にして、 此 害の 大意な り。 

賢 良 公子 御 易簀の 前々 日 御前に 召されて、 色々 御 話な ど 申 上る 內、 多 門々々 と 御， おありて、 

閹人と は 皆 陰 莖を斷 たる 者 かと 仰せに 付、 いかにも 御 京の 通りに 候 旨 御請 申 上、 程なく 御前 

を 返き ぬ。 其 後 忍め ぐらせば、 此御 言葉 獲 麟の絕 筆に ひとしく、 御 永訣 Q 一  句と なれり。 陽 
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根 は 男子の 元 根、 閱人は 幽閉の 義な り" 陽 元 を斷幽 ^|〇義 を 御」 お ある w、 突然 御 1^ 生に 不奉 

似、 御」 打-も 多 かるべき にか、 る こと を 仰せ ありし こと、 更に 不祥 識語 かと E 心 はれて、 いと-、 

腸 を斷っ ことにな りぬ。 

右 亡父 金 谷 多 門の 筆記す る處 にして、 亡父 は 賢 良 公子の 御 抱 守 を 勤 仕せ り 「〕 故に 此. Si を述 

作せ りと 雖 ども、 眞の艸 稿に して 猶ほ 稿を脫 せざる に 似たり" 可考。 


金 谷 孔彰經 


じ 

ニー 一口 


〇 


五月 九日。 疫病 流行す る を 以て 諸 郡に 醫師を 派遣す べき こと を告ぐ 

〔御用 儀 品々 留 帳〕 

一 、 天 保 四 年 不作 之 後、 翌年 御領 1； 一 統 疫病 流行、 困窮 人藥^ 方 行 2^ 申 間敷キ 之 御：^ に而、 

諸 邯ぉ御 醫者御 指向 施 藥可被 仰 付 旨、 御 席より 同 五 年 五月 御邵 奉行 迄 被 仰 波。 仍而御 行 

より 御 醫者被 指向 候 間、 郡々 宿 立 • 町立 等 之ケ 所に 而御臀 者 止 i5 爲仕、 泊所等，1:^^;-之村方.：：？尺 

指 出、 御藥 E ハ戴爲 仕 可 申。 病人 泊 所 等.^ 罷出兼 候歟、 或 者 村 中 病人 多 之 分 者、 共 様子 村 役人 

より 御醫者 方. 罷越 申述、 其 村 方お 御 醫者相 招き 可 申 旨。 

. 一 、 疫病に 不限、 何 病氣に 而も 療養 相 願 可 申 旨。 

一 、 今般 御 醫者御 指向 之 儀 者、 第一 困窮 人お 御 施 藥被仰 付 候 儀に 候 ども、 ，：^ 元宜敷 者に 而 
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も 療養 御 藥可被 仰 付、 尤 身元 宜敷 者に 候 は.、 丄樂禮 仕 候 儀 勝手次第。 藥禮仕 候 儀に 候 は，.、 御醫 

者 直に 指 遣 可 申 旨。 

一 、 藤 內等人 非 之 者 相 煩、 御 藥相願 候 は、、、、 其 病氣之 様子 村 役人より 御醫 者.^ 相 達、 御藥は 

申請 相 渡 可 申 候。 人 非 之 者 診察 相 願 候 儀 者 出 來不申 旨。 

一 、 今般 御藥 戴 仕 候 分、 藥數追 而書上 可 申 旨 被 仰 渡、 右 書 上 左に 記。 尤 身元 宜 者より 藥禮 

仕 候 分 者、 藥數鄭 上不申 事。 

右 諸 郡お 御 指向 御醫者 名前 左に 記。 


右三 州 御 郡 方 疫病 療養 御 醫者被 遣 候 旨、 御用 番前田 美 作 守 殿 被 申 聞、 御醫者 幾 足 之 依 者 各 承 

合 候 様 申 渡 候條、 爲御 承知 申達 候、 以上。  ， 
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河 藤 黑不 有 松 築 堀 池 魚賀 關 
合 田 川 破 潭田田 田 住來 
善道 元 文 良 常 耕 ^ 三 恭玄 乂厶 

庵 仙 良 中 ii 安雲 庵 同 莽贞 迪 


四 六 二 

五月 九日  前 田 式部  ， 

御 郡 奉行 中 

〔諸 ^!-留«〕 

五月 十六 日 

一 、 三 州 御 郡 方へ 疫病 多 流行に 付、 爲 療養 御 醫者被 下 候 儀 御 八 奴議之 上、 當月 上旬 御 治定、 谷 

被 遣 候 御 醫者郡 分 名 書 御 郡 奉行より 爲披 見出 之、 寺社 奉行 紙面 を以 左に 記。 

但追々 當病等 有 之 指 替り之 分 頭 窨に記 置 候 事。 


因 庵 代 小川 支澤ぜ がれ 小川 善德儀 

御 雇 御用に 而罷越 

耕 雲 代 白 崎 主 令弟 白 崎 主 正 儀同斷 

支 正 儀 御 郡 方 廻 行中 病 氣に而 都. 歸 

に 付 爲代河 合 善 庵罷越 


河 合 病 氣に付 代 小瀨貞 安， 


能类邵 

石 川 郡 

ぎ 北； s;^ 

口  邯 

奧  邵 

礪波郡 

•ft^  ス苦 


%  n  ^  , 中 村 文 安 

i  J 君 .  今 井昌軒 

一 、 右 御醫者 一 人お 中 勘 銀 一 貫 五 百 目 宛 御 貸 渡 罷越候 事。 且御 扶持 方 等 請取不 申、 右 中 勘 銀 

に 而追而 指 引いた し 候箬之 事。  _ 

〔明 忘錄〕 

五月 十 一 日 

一 、 今日 俄 呼 出に 付罷出 候處、 御用 番初 年寄 中 何れも 別席 列座に 而被申 聞 候 者、 今般 御邯方 

疫病 流行に 付 御 醫者之 內被遣 候 儀、 此間申 談候通 之處、 猶更何 茂 罷越候 もの 共 御 趣^^^ 不 

致而 者、 先々 却而 迷惑 之 筋 も 可 有 之、 鬼 角 下人 多 召 連候而 は、 何かと 御邵之 もの 共 難 a 之 俄 

も 有 之 鉢に 付、 誠に 人々 行 步に罷 越 様 之 心得に 而可罷 越。 觅角 公事 場 懸臀者 钚罷越 候 鉢に 相 

成候而 は、 御 趣意 相違に 候。 元來 御仁 惠を以 被 遣 候 儀に 候 得 共、 下々 民 百姓 難 e 之 偽 有 之 候 

而者 不本意 儀 候條、 此處キ 得 可 申 談被申 聞、 委曲 承知 仕、 先達 作 州 殿より 申談有 之、 一 昨日 

夫々 御 郡へ 指向 御醫師 心得 方 申 渡 候處、 致會 得、 小者と 申 者漸ー 人、 手籠 等 荷物 之 品 は {$繼 

に 而罷越 候圖。 尤 かさ 高 様 之 儀 無 之と 存候得 共、 御 申談之 儀に も 候 間、 今明日 之內 呼出舍 W 

方 可 申談と 申達 候。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

如 賀藩 史料 第 十四 編 天 保 £ 年  四 六 三 


四 六 四 

五月 十六 日 三 州邯部 疫病 大行. - 爲 療養 發 ir 能 s< 邯奧 ffi 各 一  <  石 川 河北 nr® 波 射 水 新川齐 

二人。 每 一 人货ー 贯五百 目。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

六月 十一 日。 嚮所遣 醫員罷 還。 公 命 老臣 召醫問 疫狀。 

五月 十 一 日。 非人 小屋に 收容 せらる 、 者の 保護 を 充分なら しむべ きを 命 

ず。 

〔每日 帳 書拔〕  • 

五月 十 一 日 

非人 小屋 人 高 しらべ 增減之 屈、 近例不 入御 覽候得 共、 去 秋 以來入 人 高 多、 例年 キ連候 入御 

覽可申 示談 之 上 入御 覽候 處、 死人 等 多 御 不便に 被 m5 召 候。 猶更無 汕斷遂 八 候 « 被 仰 出。 

〔每日帳^^拔〕 

五月 十一 一 日 

一 、 非人小屋裁許與カ、是迄仕來に而邂返小屋筋相迥候由に候得共、去年以來小：：^-入之者多、 

近頃 疫病に 而 死人 夥敷 由に 候 間、 當分は 日々 相 廻 候 様 可 申 渡。 向後 之 儀 も 間遠に 無 之 様迥り 

方 之 儀、 猶更 追々 遂 議可申 聞 旨、 御 算用 場 奉行へ 申 渡 候 事。 


同席 中 は 年 

寄 中 


五月 十五 日。 老臣 等 窮民 救 濟の爲 米 • 銀 を 献納すべき 

〔官 私隨 筆〕 


こと 


を 通牒す 


0 


曰 


一 、 左 之 趣 御用 番演 述。 

去年 違 作に 付米價 貴、 下々 及 困窮 候處、 御 勝手 御 逼迫 至極 御 取扱 方 も 不被爲 行 屈に 付、 何も 

示談 之 上、 同席 中. 御 家老 中等より 銘々 手繰 次第、 米. 銀 等 之內御 极方爲 御手 當差上 候 喾に候 

間、 御 志 次第 御 差 上 被 成候樣 にと 存候 事。  ， 

五月 十五 日。 非人 小屋に 死體を 求む る大犬 ある を 以て 之 を 銃殺す る こと 

を 命ず。 

〔每日 帳 書拔〕 

五月 十 一 日 

一 、 非人 小屋 死人 埋候 所へ、 大犬多 付 候に 付お どし 打 之 儀、 割 場附足 輕每夜 遣、 玉 込 無之爲 

打 拂候樣 可 申 渡 旨、 伺 之 通 被 仰 出。 § ，卒去 

爲打捕 候 儀に 而は無 之に 付、 大組御 持 方 足輕. ^申 渡 儀に 而も 有 之 間 敷 旨 也。 
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曰 


塗 箱に 土 箱 

なる ベ し 


一 、 前に 記 非人 小屋 大犬 連夜 夥敷 様子に 付、 此節之 儀に 候 得 共、 爲打捕 候 様 可 申 渡と 奉存旨 

窺、 窺 之 通 被 仰 出。 

〔故紙 雜鈔〕 

天 保 四 年諸國 飢饉な りし かど も、 御園 は 餘國に 比 ぶれば 荒 政の 御 取极方 被爲行 屈、 引 免 等 も 

被 仰 出、 何 茂 御！： 恩の 辱き を拜 せざる はなし。 翌年に 至り、 春 初 は 米 Ms; 町賣百 十七 銅 迄に 

上り、 米 至 而拂底 之 風聞に て、 何 茂 夏 取 續の米 不足 可致キ 案じ 居候 處、 後 次 i がに 米 下り、 

. 百 五 丄ハ銅 迄に も 相 成候而 下々 悅 居候。 其 內越中 • 能 州 之 者 多く 御 助 小 尾 へ 入 度 願、 迫々 御 小： S1 

も建廣 まり、 人數三 • 四千 も 有 之樣 子、 其 後 次第に 增申 由。 四月 顷迄は 極めて 人 高 多 相 成、 四 

月末より 疫病 流行、 御 助 小屋 別而 死人 多く 火葬いた し 候處、 每日 十四 • 五 人 も 有 之、^ 箱 を 二 

しらへ、 其內ぉ 死人 を 入、. 墓穴.^ 一  集に 埋込候 者 も、 每日 三十 人 計 も 有 之" 夫 ゆ. 0- 夜中 太狗 

出、 右 屍 を 掘 喰 ひ 候。 其 內には 地 犬 も 交り 候て、 幼少 之 者 を 喰 殺し 候 も 有 之。 御上に も不 

便 之 儀に 被 m5 召、 割 場 付 足 輕に被 仰 付、 玉 込 無 之鐡炮 にて 犬 共 爲御拂 被 成 候。 玉 込 無 之 依 者、 

其 砌賢良 院樣御 卒去に 付、 御 忌中 御 遠慮 中 故.. ナ申 候。 a 又 御 助 小 a -懸 りの 醫者？ 牙懲有 之、 能 

略 之 輩 被 指 除、 町奉行. 御 算用 場 奉行 見 分 有 之、 大切に 御 取扱 被 成 候。 


例 はいつ も 

なる ベ し 


五月 十七 日。 非人 小屋の 疫病 を 拂ふ爲 彌彦送 をして 祈禱 せしめん こと を 


議す 


0 


〔溫敬 公 御 日記〕 

五月 十七 日 

一 、 此節 非人 小屋.^ 以の外 疫病 人 多、 死人 も 有 之に 付、 何となく 人氣 くじけ、 陰 氣相成 申 候。 

依而右 小屋 へ 寶圓 寺. 天德 院之內 遣、 大 般若 經爲 繰、 且は 死人 うづめ 置申處 へ も 遣、 讀經 いた 

し 候 は、、、、 人氣も 直り、 自ら 疫病 も 薄らぎ 申 檨に相 成 可 然と、 算用 場 奉行 山 崎 賴母心 付 候よ 

しに 而、 月番へ 相 達 申 旨。 仍而 年寄 中 申 合 候處、 兩 寺之內 より 非人 小 尾.^ 遣 候镇、 餘り 如何 

之 儀に 付、 猶各申 合 候處、 此頃 は例ャ シ コ 送りと 申 者、 町 等 徘徊いた し 候へ 共、 當時は 遠 所 

等へ 行、 地迥 りに 不居申 旨。 依而右 ヤシ コ ォクリ 呼 寄 候而、 彼 邊へ遣 候 は、、、 可 然と 存候之 e。 

猶此段 伺候 由 申出 候 は、、、、 其 段 寺社 奉行へ 申 渡、 ヤシ コ 送り 呼 1:^ し可& 旨、 作 守より 以善 

右衛門 言上、 其 通 可然旨 命じ 遣す。 

〔每日 帳 害 拔〕  . 

五月 十八：；" 

一 、 非人 小屋 疫病 煩 之者夥 敷に 付、 .5 伏へ 申 渡 疫病神 除爲 致、 且 死人 も 多に 付 * 庵 之 內罷越 
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讀 |y 之 儀 可 申 渡と 伺、 伺 之 通 被 仰 出。 

〔明 忘錄〕 

五月 十八 日 

一 、 今 HI 瀨左衞 門 呼 出に 付、 俄 二 御 丸お 罷出 候處、 堀 之丞 を以、 山 伏 疫神除 相 sis に 相 成 

居候 處、 未 何等 も不 致、 頃日 專右病 i 讽 流行に 付、 早速 右 疫神除 相 勤 攸« 可 申 渡 取 相 渡攸。 

御 助 小屋 人々 至而 疫病 相滯 候に 付、 先 此方へ 相 廻 候 樣可申 渡 旨 也。 

一 、 右 御 助 小屋 病 亡 人 多、 葬 方 不行屆 に 付 何れ 歎罷 在、 人氣も 不穏。 依 之 葬 場所.^ 桁 

讀經爲 致 候 様に、 是亦遣 方等遂 詮議 可 申 渡 旨 也。 

日 一、 右 疫神祭 入用 幷弔方 入用 之 儀 も、 御上より 可 被 下 旨、 是亦遂；|$^.^§可申^1::被中波候^^-。 

右 疫神祭 之 儀 は、 頃日 御 凶事 鳴 物 等 控罷在 時節に 候 得 者、 如何と" な 遣 候 所、 f 迷 慮-中に 而も 

支不申 段、 覺之丞 より 申 越 候 事。 

五月 十九 日。 前 田 齊廣の 子延之 助の 葬儀 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

五月 十五 日 

御 横目.^ 


五月 十九 日 賢 良 院樣御 葬式に 付、 普請 之 儀 御 當日御 葬式 相 濟候迄 自分に^ 控可申 候。 

一 、 御中 陰 御 法事、 當廿 二日 一 朝 於 天 德院御 執行に 付、 御 法事 相 濟候迄 御寺 近 邊に罷 在 候 者 

普請 自分に 指 控可申 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 一 統可被 申 渡 候 事。 

五  月 

別紙 之 通 夫 々 可申談 旨、 御用 番美作 守 殿 被 仰 聞 候條、 御 同席 御傳 達、 御 支配 御 申 談可被 成 候、 

以上。  - 

五月 f 六日  御 横目 

御 表 小將御 番頭 衆 中 

五月 十九 日 

一 、 今朝 六 時 御供 揃に 而、 同 六 半時 過 賢 良 院様御 葬送 於 天 德院御 納被遊 候 事。 

〔御 家老 方 等 諸事 留帳〕 

五月 十九 日 

一 、 今日 賢 良 院様御 葬式、 御 跡 騎馬 相 勤 候 付、 御供 人 六つ 時 揃に 付 六 時 前 出 宅.^ 金 谷 御 宅 

. ^出、 六 半時 頃 御供 人相 揃 候 段 御 横目 津田判 太夫 罷出申 聞。 五つ 時 前 追 付 御 出棺 之 3:: 御 腐 式 
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御寺 は天德 

院 


頭 野 村 勘 兵衞申 聞、 御供 入 何も S1 り 候 上宜敷 時分 义案內 可 仕！ 1H 被 宜.^^!中閱、 Lh^Mn 

內 御堀 際 へ 罷出有 之.^ 追 付 御 出棺に 付 引離 御 後より 參、 金 谷 御 門 之 外则御 門 外に 從者迥 お 之。 

其處 に 而乘馬 御供 仕 候 事。 

一 、 五つ 半時 前 御寺.^ 御着 棺。 讀經等 相濟、 御廟お 被 入、 御 穴.！： iS: 收^ 之 卜：、 御 橫目太 1:^_武 

右 衞門御 見 分 宜段申 聞。 罷出見 分 仕 引取、 假御 柳の 外 上 敷 之 上に 最初より 控： S 候處. ^罷 glK 

處、 土 懸候上 又々 同人 宜申 聞。 罷出見 分 仕 引取 候 事。 

祖、 兩度共 寺社 奉行 篠： S 監 物附罷 越。 

、 九 時 前 相濟、 歸宅四 半時 前 之 事。 

、 御先 騎馬 志 村 平 之丞、 御 騎馬 野 村 勘 兵衞、 御 横目 癉 田 判 太夫。 

、 惣御縮 引離 御供 拙者 之 事。  ， 

、 御寺に 而 御廟 相濟候 上、 常 上下に 相 改披き 候 事。 

、 今日 之 服淺黃 上下 *染 帷子 之 事。 天 氣宜に 付 草履、 若 雨 降 候へば わらじ 之 S -。 

、 御寺より 御廟 迄 之 御供 半 股 だち 之 事。 

、 今日 御寺 詰 年寄 中 又三郞 御名 代 庄兵衞 之 事。 

但、 庄兵衞 儀 は 御廟.^ 難 着棺之 上、 御 火 尾 代りに 御棺据 上、 御代 香 相 勤？： -収之 $。 又三郞 


御 式臺敷 付に 御 見送 仕 候 上 引取 之 事。 

五月 廿 三日。 前 田 齊泰の 朦中を 問 ふ 閣老の 奉書 金澤に 達す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

五月 廿 三日 

一 、 今度 御 朦中爲 御尋、 御 老中 御 連名 之 御 奉書 今日 朝 之 內到來 、御上 下 被 爲召御 拜戴被 遊 候。 

右 は 宿 繼に而 無 之、 聞番. ^御 渡、 此方 足輕 飛脚 を以御 到來之 事。 

五月。 疫疾大 に 行 はる。 

〔珍事 留書〕 

一 、 三月 之 頃 次第に 遠 所より 乞食 多く 出る。 諸方 町 端 等 之輕き 者、 或は 後家 *孀* 老人 *幼 少者 

等、 家 を 捨貧人 小屋 入 願 之 者 多く、 幷頭振 • 百姓 之 分 も 同斷。 他 國は猶 以ケ様 之 族 は 云に およ 

ばす、 金銀 等 乍持飢 死る 程 之 所有 之 由。 

一 、 四月 頃より 山里. 濱等之 貧家 等に 疫病 大 はやり、 老若 死る 事數多 也。 死 絶る 家 も 有 之。 哀 

成 事共 也。 御城 下に も 疫病 流行に 而、 輕き者 等 死す る 者 澤山有 之。 諸！； 共 右樣之 之 由。 

一、 五月 之 頃 疫病 次第に 流行に 相 成、 町. 在 共 家並に 煩 伏、 家 內不殘 煩、 緣者 或は 近邊 之者參 

り 致 看病 也。 右 樣之族 數多有 之、 中には 皆 死す る も あり。 
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三 ケ所は 公 

事 場、 町會 

所 及び 川上 

牢 室 


一 、 此頃貧 人 小屋お 疫病 入り、 去年 以來 大人 數之 事故 難題 俊 成 S 無限。 报每日 三十 人 計 死す 

る 由。 右に 付 御 小 尾 懸り之 人 多く 被 仰 付、 三 ケ所懸 り 之 外に、 御 醫師之 子 j|S 迄 多く 療治 方 被 

仰 付 候 得 共、 去年 以來之 貧 服 故 中々 療養 相不 叶、 死人 止す。 笠 舞 村 之邊右 死骸 大成 穴 掘り、 

何十 人 も 一 集に 入埋 る。 赤 坂さん まい 等 a 夜 不明つ 此邊 臭：： S 甚故、 大犬 多く 出 •  化骸を 1 れ、 病 

人に も 當り申 候に 付、 足輕 共に 被 仰 付、 ft 夜から 鐡炮放 追 散す。 且如此 死人 多 故、 人々 之愁 

傷 之氣有 之、 人々 奇異 成 事 申 候に 付、 惣 死人 之爲、 從 御上專 光寺 等 へ 被 仰 付 供 之 候に 付、 

天 德院. 大乘寺 より 僧 貧 人 小屋お 參、 每日打 續候御 施餓鬼 等 有 之 也。 

一 、 疫病 除 之た め 山伏 中.^ やひ こ 送 被 仰 付、 貧 人 小 厘より 始り、 諸方へ 執行に g 呼 0 なり。 

一 、 遠 所在 方 等 疫病 猶以 多く 有 之に 付、 御 救と して 御 i: 師中. 所 廻り 疲治手 分 被 仰 付、 所 

々へ 御 醫師發 足 有 之 也。 

一 、 病人 御 救 之た め、 武士 町 末々 在々 所々.^ 從 御上 藥法附 之 觸被仰 出る。 仉此御 « は、 一：： 十 保 

八 年 丑年 飢馑之 後時疫 流行 候 所、 從 公儀 諸 國ぉ御 觸之藥 法寫之 由。 • 

一 、 時疫 又は 餓死 等に 而 兎角 死人 多 有 之、 從 御上 貧窮 之 者 共お 樣々 之 御 救 方 被 仰 付 候 3-。 

〔天 保より 弘 化まで 日記〕 

當 年疫大 流行、 死人 多。 ききん 翌年 食事 惡 敷に 付、 流行の 由 承る。 


五月 米 高直、 下民 難儀に 付 爲御救 一 統に付 十 銅 宛 御 引 足、 町會 所より 小 札 相 渡。 此時 升に 付 

百 十五 文賣。 六月 末より 少々 宛 下る。 

五月。 辰 巳 用水の 淸潔を 保持すべき 件を議 す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

覺 

一 、 辰 巳 上水 江 筋.^ 塵芥 捨申間 敷、 幷穢敷 品等 洗 流、 曁 洗足 等 堅 仕 間 敷 事。 

一 、 水 汲取 申 間 敷 事。 

但、 若 火事 之 節 は 格別 之 事。 

一 、 江 筋之內 石垣 落石 等 有 之 候 共、 堅 拾 取 申 間 敷 事。 

右 辰 巳 上水 は 御殿 水 之 儀に 候へば、 若 前 條等之 儀 有 之而は 第一 不敬 之 至、 其 上御不 益に 相 成 

候。 右 之 趣 先達 而も 一 統被仰 渡 有 之 候 得 共、 中には 心得 違 之 者 も 有 之 鉢に 候 間、 今般 改而水 

道 裁許 之 者.^ 申 渡、 右 檨之者 有 之に おいて は 急 度 見咎、 寄 時宜 前々 之 通 急 度爲相 a 申 筋 も 御 

座 候 間、 此段御 家中 末々 之者幷 寺社 門前町々 曁 近在 百姓 等 迄、 急 度 相 心得 候 様 夫々 被 仰 波 御 

座 候 i 仕度 奉存 ！^、、 以上。 

五月  横 山 義六郞 
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岡 崎 右近 

靑木多 門 

前 田 美 作 守 様 

五月。 藤內等 非人 小屋に 收容 せられた る 者の 死者 を 茶 毗に附 する の 命 を 

拒絶す。 

〔異 部落 一 卷〕 

非人 小 尾に 多 死人 有 之 由に 而、 以來 火葬に 可 申 付 旨、 藤內 頭. Si 申 渡お 之に 付、 御 ffi 所お 

. 出 候 紙面 寫を 以、 藤內 頭より 相 達候留 

非人 小屋に 罷在候 者 相果候 死骸、 藤 內共爲 役儀 葬り 候 « 可 申 渡 32： 被 爲仰波 候に 付、 御 所， M 

寄に 罷在 候藤內 共お 其 段 申 渡、 且又 藤內 頭より 申 渡 候 得ば、 葬り 候 由 申 K 候 者お 之哉キ 相 is^ 

候處、 左 之 通 御 願 申 上 候。  ， 

一 、 是 迄非认 小屋に 罷在候 者、 死骸 葬り 候 例 無 御座、 猶 又藤內 頭より ©. 渡 候 得ば 葬 候 様 之， 依、 

申 居候 者 一 人 も 無 御座 候。 右 葬不申 儀、 彼等 死骸 迄に 而者無 御座、 芝居 役者 並寶 女. 越 前^ 

歲. 皮細工 人. 舞々 三 太夫、 是等者 身分 筋目 者 如何に 御座 候 共、 下藝職 下り 之 者 故、 前々 より 

葬不申 儀に 御座 候。 


一 、 御 武士 様 並 御寺 方 御 奉公人、 町家 • 百姓家 之 御 死去 人 火葬 者、 前々 より 藤內共 葬、 尤 手間 

料 申請 候而 渡世 仕、 御 公事 場 等 諸 向 御用 を爲 役儀 相 勤罷在 候。 左 候 得ば 輕き者 乍 も、 葬 方 前 

々より 相 分り 有 之、. 役儀 も 夫々 相 勤 罷在候 得ば、 是迄不 仕儀 を 今般 新に 被爲仰 渡候而 者、 甚 

難儀 奉 迷惑 譯に 御座 候 間、 乍 恐 右 等 之 趣 被 爲聞召 上譯、 何分 在 來之通 被 爲仰付 被 下 候 様、 藤 

內共相 願、 私共 も 奉 願 上 候 間、 此段宜 御 願 上 可 被 下 候、 以上。 

午 四月  藤內頭 仁 藏 

三 右衛門 

增泉村 肝 煎 七 郞右衞 門 殿 

御 助 御 小屋 入 之 者、 去年 以來 疫病 相 煩 病死 人 多 有 之に 付、 今般 御 詮議 之 上 火葬に 仕、 K 錢も 

成 限り 相 減 可 申 旨、 先達 而被仰 渡 候處、 是迄 非人 小屋に 罷在候 者、 死骸 葬り 候 例 無 御座、 藤 

內 頭より 申 渡 候 得 共、 葬 候 様 之 儀 申 居候 者 一 人 も 無 御座。 右 葬 不申儀 者、 彼等 死 彼 迄に 而者 

無 御座、 芝居 役者 並賣 女. 越 前 萬歲. 皮細工 人. 舞々 三 太夫、 是等者 身分 筋目 者 如何 御座 候 „ ^ハ、 

下藝職 下り 之 者 故、 前々 より 葬り 不申旨 等、 委曲 小 紙 を 以申上 候處、 當朔 H 御お 出 被 仰波攸 

は、 元 來御助 小 尾， 入 人々 之 儀 者、 筋目 正 敷 百姓 • 町人. 極 困窮 之 者 等、 御仁 政 を 以御養 ひ、 

而 百姓に 御 取 立、 或は 御 小屋 出願 出 候 得 者 家相 求 候 者に 而、 御极方 非人 等 之 趣に 而無 之處、 
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右 等 之 類 キ存罷 在 候 儀 者 心得 違 之 趣 等 被 仰 渡、 支配 藤內 共.：：； 申 渡、 火葬 仕 候 様 被 仰 波,^ ト恐人 

候 n 依而 先達 而 5^ 上 候 小 紙 御，：^ 下げ 奉 願 上。 就夬右 火葬 之， 依 被 仰 渡、 可奉畏 儀に 可お 御. g 攸 

御公^^場を始、 諸 御 役所， M 御用 當時烈 敷、 藤內共 一 統 せ：，： 仪斯妪 り、 其 上 去年 以來ぉ 方 

疫病 流行 仕、 病死 人 多、 七 三昧 是又晝 夜 之 火葬、 手に 及び 兼 候 優に 御座 候 問、 何分 兴ト恐 入 候 

得 共、 此段御 賢慮 被 成 下、 御 助 小屋 入 之 者 火葬 之 儀、 宜御 詮議 被 成 下、 御 州 扮被仰 付 被下攸 

樣奉願 上 候、 以上。 

五 月  藤內頭 仁 藏 

三 右衞門 

御 郡 御 奉行所 

六月 四日。 藩の 貸 米に 對 して は 浦 口 錢を徵 すべ からざる こと を定 む。 

厂 ぼ 典〕 

都 而御貸 米幷御 救米キ 名目 有 之 分 は、 他 郡 等に 而相 渡り、 船 積 を 以取寄 候 節、 出 a:. 入 

に 而浦ロ 錢取立 及 迷惑に 候 間、 以來右 御 貸 米 之 分 ロ錢相 懸不申 « 被 致 度 ft 紙 而被指 出、 i 

之 上、 右 御 貸 米 之 分 浦 ロ錢等 用捨 之 儀承屆 候條、 各 支配 所 涧改人 等 .si 此段可 被 中波 候、 以上。 

六月 四日  御 算用 場 


御 郡 奉行 中 

右 之 通申來 候に 付、 寫相越 之 候條、 得 其 意、 此段 澗改人 等.^ 不相泡 樣可申 談置者 也。 

午 六月 廿日  御 郡 奉行 

加州 三 郡 幷能州 口 郡 村々 役人  ， 

尙 以遠 所 町奉行.^ も、 右 之 趣 御 算用 場より 申 談有之 害に 候條、 此段爲 念 申 渡 置 者 也。 

六月 七日。 小 割 銀の 通用 期限 を豫定 より 延ぶ べき こと を告 ぐ。 

〔觸 留〕 

當時 通用 之 小 割 銀 手形、 來 未年 迄に 正 銀 引替 之 害に 而、 則 手形に 其 趣 印 押 有 之 候 得 共、 百 

目 手形 通用 中 は、 小 窗之分 茂 通用 無 之 而者ー 統不辨 利 之 儀 も 有 之 候に 付、 當分是 迄 之 通 通 川 

被 仰 付 候。 依 之 右手 形來 年中に 相改、 右 年限 之 印相 省き、 引替 所 印 を 加へ 候 分 出來之 害に 候 

處、 當時 通用 之 分 中には、 甚手驯 上納 等 指 支 之 分 も 有 之 鉢に 相 聞.^ 候條、 右 之 分 は 手形 引替 

所に おいて、 當 七月 三日より 奇日每 新札 キ 引替 可 申 候。 尤追々 申 渡 候 迄 者、 新 古 兩様打 込 通 

用 可 致 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

六月 七日  長 又三郞 
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六月 十日) 藩の 財政 困難なる を 以て 借 上 銀 を 命ずる、 」 とを告 ぐ。 

〔：^|5 典〕 

天 保 五 年 午 六月 十日 被 仰 渡寫。 

御 勝手 向 御 逼迫 至極に 付、 近年 增御借 知、 曁町. 在 御用 銀 も 被 仰 付、 追々 格別 之 御« 略 を以御 

取續 之處、 去年 御領！： 非常 之 違 作に 而、 御 取 筒 過分 之 御 引 方に 相 成、 加 之 御 M 民 御 収救方 等 

莫大 之 御 儀に 而、 當年 御述方 如何 共 被 成 方 無 之、 最早 御 公務 も 相 欠 候^ 之 御 八：： に" や： り 候。 

依 之 拙者 共 僉議之 趣 相 達 御聽、 當ー 作 御 家中 半 納拂代 銀之內 を以、 別紙 割 八" 之 通 御 借 卜： 被 成 

候。 近年 增御借 知 も 被 仰 付 候 得 共、 指當り 外に 一 圓被成 方 も 無 之 故、 乍 御 心外 不被 55： 止 小 被 

仰 付 候箬に 候。 且又 去年 能. 越 引 免に 當る御 償 米 御 渡 可 被 成處、 右 之 族に 付 無 御 據常年 は 難 被 

及 御沙汰 候つ 右 之 通 可 申 渡 旨 被 仰 出 候條、 被 得 其 意、 組. 支配 不相 可 被 申 渡 候。 

自八刀 知 IB 石に 付 

一 、 百 十 匁 之 割  百 一 石より 百 五十石 餘迄 


同 


一、 百 二 十目 之 割  百 六十 石より 一 一 百 石餘迄 

同 

一 、 百 三十 目 之 割  二百 一 石より 二百 五十石 迄 

一 、 百 四十 目 之 割  一 一 百 六十 石より 一 一 百 九十 石 迄 


同 

同 


同 

1 

同 

同 


白 五十 目 之 孰  三百 石より 四百 四十 石餘迄 

百 六十 目 之 割  四百 五十石よ 力 九 百 九十 石餘迄 

百 七十 目 之 割  千 石より 二 千 九 百 五十石 

百 八十 目 之 割  三千 石より 四千 九 百 九十 石餘迄 

二百 目 之 割  一 萬 石 以上 

一 、 都 而百石 以下 之 人々 は 御 借 上 不被仰 付 候 事。 

一 、 御步並 以上 御 切 米. 御 扶持 方 之 人々 に 而も、 知行 百 石 以上に 相當り 候 分 は、 一 統制 八" 之 通 

御 借 上 之 事。 

一 、 隱居料 も 前段 割合 を 以御借 上 之 事。 

一 、 遠慮 等 被 仰 付 置 候 人々 も、 前段 割合 を 以御借 上 之 事。 

一 、 遠慮 等 被 仰 付 置 候 人々 も、 前段 割合 を 以御借 上 之 事。 

一 、 他！； 居住 之 人々 も 前段 割合 を 以御借 上 之 事。 

一 、 頭分 は 百 石 以上 之 人々 は、 役 料 百 石に 付 百 目 宛 割合 を 以御借 上 之 事。 

一 、 三 之 一 被 下 置 候 人々 は 御 借 上 不被仰 付 候 事。 

一 、 右 御 借 上、 當 七月 廿 八日 迄 之內御 算用 場.^ 上納 可 仕事。 
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但、 頭分 以上 は 直に 可 指 出、 平士 以下 は 頭 • 支配人 手前 へ 取 * 可 桁 出、 切手 等 之 分 は當十 一 

月廿 八日 迄に 可 指 出 事。 

以 k 

午 六月 

六月 十三 日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 要用 雜記〕 

六月 十三 日 

二  、 今日 九 半時 之 御供 揃に 而、 兩學 校へ 御 出 被 遊 候 事。 

六月 十四日。 更に 省略に 就いて 議せ しむ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

六月 十四日 

一 、. 左 之 通 一 昨日 別席より 談之候 事。 

御 勝手 御 述方御 差 支に 付、 近年 追々 御 « 略 も 被 仰 出、 去 * より 御 次 內御入 川 も 半 高 計に 而 1: 

合 候 御 仕 法 も 有 之 候。 然處 去年 御領 國 不作に 而、 過分 之 御 引 高に 相 成、 御手 繰 方 御^ 支 之處、 

夫食幷 窮民 御 救 方 も 過分 之 儀に 而、 彌增御 不足 相 嵩、 當年之御不足是迄之姿とは品^^处、 早 


是月 は小盡 

なリ 


被 成 方 も 無 之、 御 危急 之 御 場合に 至 候 儀に 候 得ば、 此 儘に 而は御 取 續は難 被 成、 何と 歟 今一 

篇 格別 之 御 仕 法 も 有 之 候 は.、、、 其 御 釣合に 因 而此末 之 取 极方も 可 有 之 旨、 年寄 中より 申 上 候- 

是 とても 御次內 格別 御 省略 も 有 之 儀に 候 得 共、 猶今 一 篇嚴重 御 省略 被 仰 付 候 段 被 仰 出 候條、 

被 得 其 意 御 詮議 有 之、 尤御次 廻 等お も 御 申 渡、 心 付 之 趣 等 申 聞 候 樣可被 申談候 事。. 

午 六月 

六月 晦日つ 非人 小屋に 收容 せらる 、者の 員數 を調查 す。 

〔諸事 留帳〕 

覺  .， 

一、 二 千 四百 七十 八 人 午 五月 晦日 書 上申 人 高  - 

一 、 三十 三人  午 六月 朔日 より 同廿 九日まで 御 郡 方 之 者 送り 入 人 

一、 五 人  右同斷 町方 之 者 送り 入 人 

一、 二百 二十 五 人  右同斷 町. 在 之 者 奉公 幷五 十日 雇り 入 人 

ダニ 千 七 百 四十 一 人 

內 

百 九十 一 人  午 六月 朔 日より 同 二十 九日まで 町. 在 之 者 奉公 幷五 十日 一展 出 人 
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二百 八十 六 人  右同斷 死去 人 

十七 人  、 右同斷 欠落 人 

殘而 

二 千 二百 四十 七 人  午 六月 二十 九日 在 人 高 

八月。 家中の 者 金銀 調達の 爲收納 米の 葳縮 をな す 件に 關 して 告ぐ。 

C 諸事 要用き sffi 

定番 頭.^  , 

御 家中 之 人々 之內、 金銀 調達 爲引 當收 納米藏 縮いた し、 其 年 を 限り 藏解可 致 3n: 近年 侮 度 申 波 

置 候處、 中には 翌年.^ 越 候 人々 も 有 之 鉢 相 聞、 心得 違 之 事に 候。 其 上 近く は卷 縮と 申 名目に 

而、 口 入 人共數 軒より 藏縮を 取 集め、 夫々 當り候 銀 高 致 調達、 夫々 配分いた し 付 申に 付、 全 

く 返 銀 不相揃 而は藏 解 不相渡 鉢に 候。 元來卷 縮と 申 名目 は 前々 は 無 之 様子に 候處、 次お に 致 

增長、 其 內には 不正 之 儀 も 有 之 由 等 聞え、 如何 之 事に 候。 右 等 は 第一 御 召 米 渡 方 年々：！々 に 

相成不 容易 儀、 且米商 方に も 指 障 候條、 年 內に不 差支樣 いたし 候 儀 は 勿論、.， 问後都 而卷縮 を 

以致 調達 候 儀 無 之 樣急度 相 心得 可 申 候。 尤 町方 之 者 共 已來卷 縮 取組 不致 S 厳重 可 申 波 ils、 町 

奉行 へ 申 渡院。 


右 之 趣 被 得 其 意、 組. 支配 等 幷家來 等 迄 不相拽 様 一 統可被 申談候 事。 

六月  長 又三郞 

石 野 雅樂助 殿 等 

七月 七日。 家中より 借 上 銀 を 行 ふ も 困窮 甚だしき 者 あらば 之 を 上申せ し 

む。 

C 諸萄 要用ぎ ぎ 

七月 七日  • 

_ 一 、 左 之 通內々 演述之 旨 池 田 保 左 衞門申 聞 候 事。 

當月朔 日內膳 殿御 別席に 而 私共お 被 仰 聞 候 は、 御 勝手 御 運 方 必至 御 差 支に 付、 今般 御 家中よ 

り 御 借 上 之 儀 被 仰 出 候 通に 候。 百 石 以下 小身 之 人々 に は、 別 而可爲 難&キ 格別 之 m-^ 召 を以御 

借 上 不被仰 付 候。 且又 百 石 以上 之 人々 之內 にも 格別 致 難&、 極 困 究之族 も 可お 之 哉。 i 灯に 指 

f. 若當月 上納 も 不致得 族 之 人々、 何 +歟申 聞 之 趣 も 有 之 候 は、.、、 頭 • 支配人 手前に おいて 

得 トナ遂 穿靈、 赏に指 迫り 候 程 之 者 有 之 儀 者、 上納 方先暫 延引 之 儀 承 屈 置、 委曲 追 而御內 々及 

御 達 可 申 候。 然上は 其 様子に 寄、 何 キ歟御 <§ ^議方 も 可 有 御座 哉 之 旨、 御內々 爲心 W 被 仰 間 候 (j 

乍 併 今般 之 御 借 上 被 仰 付 候 上に も、 猶又當 年中 莫大 之 御 不足 も 有 之、 御手 繰 必至 御^ 支に 候 
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條、 右 « 之 人々 多 相 成候而 は、 第一 御手 當 相違 仕 候 間、 右 等 之 趣 深，、 勘辨 仕、 情 滅人や i へ §^ 

議叮申 候。 尤 本文 之 趣 組. 支配. St 申談候 儀に 而は無 之 候。 是等之 趣 各 《 ね極內 々反 ® 演述 K 

様 被 仰 聞 候 事。 

ヒ月  池 田 保お 衞門 

」=- B  feN  \ 

、一 Ma  S  .li"  / 

多羅 愿 左 一 郞 

七月 廿 六日。 金 谷 御 居 宅 を 再び 金 谷 御屋敷と 稱 すべ きこと を告 ぐ。 

〔諸事 liplct^sBJ 

七月 廿 六日 

御 横目お 

金 谷 御 居 宅、 最前 之 通 御屋敷 キ唱可 申 旨 被 仰 出 候條、 此段^^;?々可被申談候事。 

右 之 通 披見 物 有 之 事。  . 

七月。 慕苻の 令に 基づき 造酒の 石高 を 一 昨年の， 三分の 一 とすべ きこと を 


今 以米價 高直に 付、 追 而被及 御沙汰に 候 迄、 去 巳年 以前 迄 造 來候米 高 三分 一 ^ 相 減、 三分 之 一 

酒造 之 儀 等、 今般 公邊御 書付 寫等、 別紙 之 通 年寄 中 被 相 渡 候。 尤 御領 1: 之 分 は、 去年 一 作 三 

分 一 造 被 仰 渡 置 候 之 儀に 候 得ば、 當 年より 尙亦 去年 同様 相 心得 候 而可然 儀に 候 得 共、 今般 之 

. 儀 は公邊 より 厚 御 趣意 を 以被仰 渡 之 儀に 候條、 當 年より 追 而被及 御沙汰に 候 迄、 去年 迄 之： „g 

造 高 三 之 一 造 之 儀、 無 違 失 相 心得 候 樣被申 渡、 人別 請 » 取 立 早速 可 被 指 出 候。 將又三 之 二に 

相 當り候 酒造 道具 之 分 は、 各 手 合 先 づ縮方 申 付、 酒造 石高 等 委曲 帳面に 仕 立、 當月卄 H 迄に 

當 場.^ 可 被 指 出、 當 場.^ 議之趣 有 之、 年寄 中お も 相 達、 追 而當場 役人 相 廻 縮 方 申 付 候條、 此 

段 も 可 被 申 渡 置 候、 以上。 

午 七月  御 算用 場 

內藤十 兵衞殿 

稻 葉 助 五郎 殿 

酒造 之 儀に 付 大目 付 須田大 隅 守 殿より 到 來之御 書付 寫 一通、 相 越 之 候條被 i§: 其，：； zr 前々 之 趣 

を以 夫々 可 被申觸 候、 以上。 

. 甲 午 六月 八日  奧村丹 後 守 
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成 瀨主稅 殿 等 

大目 付.^ 

近年 違 作 之國柄 多、 米穀 拂 底に 付、 諾！： le 造 之 儀、 去 巳年 造 米 高 三分 一 相 減、 三分 二 可 致： „e 

造 旨相觸 候處、 今 以米價 高直に 而、 下々 之 者及雠 a 候 相 聞 候 間、 追而及 沙汰 候 迄、 去 已 年 

以前 迄 來候米 高 三分 二相 減、 三分 一 可 致 酒造 候" 依而去 巳年 以前 迄 造 米 高. 減 石 之 高^ & に 

いたし、 御料 は 其 所 之 奉行. 御 代官、 御預 所. 私 領は傾 中： *地 頭より 早々 可 指 出 候。 品に？； - 不時 

に 改之者 指 遣 候 儀 も 可 有 之 候 間、 若 其 節 右 ま I- 付に 相違 之 儀 も 有 之 候 は、、、、 其 者 は 勿論、 北へ 所 

之 役人 迄 吟味 之 上 急 度 可 申 付 候條、 心得 違 無 之 様 可 致 候。 

右 之 趣 御料. 私領. 寺社 領共、 不相波 様 早々 可觸 知者 也。 

五  月 

七月。 米 價大に 下落す。 

〔天 保より 弘 化まで 日記〕 

六月 下旬より 米 次第 下落。 批屋米 升 八十 一 銅。 七月に 成 下 直。 

入 月 八日。 前 田 齊泰瀧 之 間に 於いて 林周輔 をして 書 を 講ぜし む。 

〔諸事 要用 雜記〕 


八月 八日  - 

一 、 今日 月並 講釋に 付、 五つ 六 分 五 りん 芙蓉 之 御 間お 御 出、 御 聽聞被 爲在候 事。 

伹、 講師 林 周輔。 

人 月 十 一 日。 領内に 於いて 武器 を 蔵 置す る 場所 を 調査す。 

〔御 家老 方 等 諸事 留帳〕 

八月 十 一 日 

御 武器 被 遣 置 候 箇條左 之 通。 

一 、 今 石 動 御旅屋 御 土藏入 

一 、 越 中 境 御旅屋 幷御 關所附 

一 、 魚津御 土藏入 

一 、 高 岡 御旅屋 跡 御 土藏入  ， 

一 、 東 猪 谷 御 關所附 

一 、 別 営 御 貸屋渡 

一 、 木^ 御 貸 屋並御 關所附 

一 、 河原 山 御 關所附 
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一 、 柬岩瀨 御 土藏入 

一 、 宇出津 御 土藏入 

一 、 七 尾. 輪 島 御 土藏入 

一 、 小 松 御城 附 

一 、 當所御 武具 奉行 取 捌 御 道具 

但、 火矢 • ホウ ク* 御鐡炮 • 御 弓矢 等、 右 等 之 品々 多分 帳面 扣 席に.； F 之 火 後 文化 御 

燒失 にも 調 Sii 調 出。 

入 月 十三 日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔御 家老 方 諸事 留帳〕 

八月 十三 日 

學校御 次第、 最初 武學 校へ 御 出、 柔術 御 覽 相 w、 文 學校御 出、 鶴见 ぉ學幷 あて 物 も 被 仰 

付、 算術 も 御覧、 相濟 又武學 校お 御 出、 柔術 • 棒術 御 覽被 遊、 御 1^ り 之 事。 

A 月廿 三日。 前 田 齊泰入 持 組の 土の 調馬 を覽 る" 

〔諸事 要用 雜記〕  • . 

八月 廿 三日  . - - 


一 、 今日 八 時 之 御供 揃に 而御 馬場 御 出 被 仰 出、 御 橫目中 御先へ 參り、 宜 時分 御 横目 足 輕を以 

御 案 內被申 上、 無 程 御 出、 人 持 中等 乘馬 御覽被 遊。 相濟、 持 馬之內 四つ 二 之 鞍 被 仰 付 御覧 被 

遊、 七 時 過 御 反り 被 遊 候 事。 

一 、 右 御 出 之 節 一 統常跨 着用、 配膳 役 一 統被召 連 候 事。 

入月廿 三日。 前 田 齊廣の 女壽々 姬の本 多播磨 守に 嫁した る 後 その 居所 を 

廣 坂御廣 式と 稱せ しむ。 . 

〔諸事 要用 雜記〕  . 

御橫 目.^ 

壽々 姬様御 引 移 之 上、 御座所 之 儀、 廣 坂御廣 式と 唱可申 旨 被 仰 出 候條、 夫々 可 被 申談候 事。 

別紙 之 通 夫々 可申談 旨、 御用 番又三 郞殿被 仰 聞 候條、 御 承知 被 成 御 同役 御 同席 御傳 達、 御 支 

配 御 申 談可被 成 候、 以上。  . 

八月 廿 三日  御 横目 

御 表 小將御 番頭 衆 中 

入月廿 七日。 前 田 齊泰石 川 郡 松 任に 行 步を行 ふ。 
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〔諸事 要用 雜記〕 

八月 廿 七日 

一 、 今日 四 半時 之 御供 揃に 而、 同 刻 過 御 出。 御鷹 野 之 振に 而野町 口より 松 任.！：： i 御行 歩 御 出 被 

遊.^ 野 町 松 門 迄 御用 部屋 等 御 召 連 之 人々 奉 出向. - 其邊 より 御 早乘被 遊、 松 任 町之內 御行 過、 

同所 端より 一 丁 三 町 程被爲 入、 夫より 御乘 1^ し、 御往來早乘に而笠舞^^-六郞右衞門方に而小沐 

被 遊。 夫より 同所 城跡 幷 若- ぽ御¥」 見、 御 歩行に 而御 反り、 野 町々 端より 御揭 上に 而御 £t 殿 被 

遊 候。 御 1^ り 慕 頃 之 事。 

入 月。 米縠大 に豐穰 す。 

〔珍事 留窨〕  . 

一 、 六月 當春 以來 最上 之順氣 に而、 此頃 暑甚强 く、 又 折々 雨降り、 田畑萬^能作之^!|-。 

一、 七月 當年 豊年 之 由に 而、 人氣 次第に 穩に 成、 町賣米 一升に 四. 五 文 宛 度々 下り、 除祸下 K 

に 成。 

一 、 八月 當秋 上作に 而、 稻 六尺 許り も 有 之 分、 中 石 川 郡 二つ E^- 村 邊に而 則 见. S. 也。 ケ様之 分 

所々 に 有 之 由。 或は 穗之 長さ 一 尺 餘り有 之 候 も 折々 有 之 由。 且又 諸^ 共に 同様 豊作 之 由。 

九月 朔日。 前 田 齊泰石 川 郡 粟ヶ崎に 行 歩 を 行 ふ。 


〔諸事 要用 雜記〕  一 

九月 朔日 

一 、 今日 九 時 御供 揃に 而 御鷹 野 御 出、 七つ屋 口より 御旅屋.^ 被爲 入、 大野. 宫腰 道より 御 1^ り 

被 遊 候。 暮合御 歸殿之 事。  一 

〔溫敬 公 記 史料〕  .  一 

九月 二日。 公 召 斑 財 主 司 曰。 余 昨 者 如 粟崎。 親 知 年 豊熟。 去年 以歲歉 之 故。 裁 減 諸 臣秩祿 。一 

以救 一 時 之 急。 故 今年 不能 全 償 之。 乃 償 其 半欲以 奸諸臣 之窮、 宜議以 聞。  . 

九月 朔日。 奧村丹 後 守 冗員 淘汰の 審議に 圏して 意見 を述 ぶ。  I 

〔官 私隨 筆〕 

九月 f 日  i 一 

一 、 左 之 紙面 遣 之。 伹加樣 之 類是迄 多く は 留置 不申 候へ ども、 是は少 々譯有 之、 遺 忘 之た め 一 

に ai 之。  ，  •，. 

當日 目出度、 昨日 は御賁 臨、 乍 暫時 拜面 忝奉存 候。 任 仰 使者 を も 進上 不仕 候。 愈 御淸^ 奉 IMi 

候。 猶御 自愛 可 被 成 候。 扭は其 節 御 內話之 冗官 を 被 減 候と 申 御 <s ^識之 i$、 御手 初めに 左 « 之 一 

儀 被 仰 出 候 而も 宜敷候 哉、 貴所 樣思 召に 而は 今少御 次第 も 可 有 之 哉と 之 儀に 付、 思 召 之 趣 御 
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尤、 乍 去 俄に 御 答 も 申 かね 候 旨 申 上 置 候" 夜前よりも 相考 候處、 冗官 を 被 減 候と 申^ は、 尤時 

節 相 應之御 儀ながら、 今 少本ト へ 付 候 而御志 を 被 立 候 様に 有 之 度 ポ歟と 奉な 候。 冗 字 はもと 散 

也と 註し 候而、 此散字は散木.散人など之散に而、無用之^£^を申すと開ぇ申候。 冗せ と 申^ を 

も 無事 備 員と 註し 有 之、 いづれ 無用 之官を 申す と 聞え 申 候。 無用 之 役人 はいつ にも 減ぜられ 

候 而可宜 事に 候へ ども、 たと へば 御 迥頭 • 御 小將頭 杯 申 様なる 役 前 は、 比，：： 川 之せ にて 冗官 

と は 申が たかるべき 歟 と奉存 候。 冗官に て は 無 之 候へ ども、 平時に さして 人 多く も 御 川 無 之 

もの を、 流 例 等に て 本員 之 通 被 仰 付 來り候 分 は、 冗官に も 準じ 可 申 *。 ん" 候へば 御"^、^ 次お 

御 減少 は尤 ある まじき 筋に 而は無 之。 其 時は尤 永代 御 定之通 之 數に可 被 仰 付た め、 今 1: く 被 

減 候に 而、 只今 被 減 候が 則 永代 迄 も御定 制之關 ざる 根と なり 可 申 わけに なり 不巾而 は 叶不中 

候。 左様 有 之 候 時 は も ある まじき 事に は 候 へ ども、 元來 政事と 申 もの は 根元と 枝絮 が.；； -之、 

« 元が たち 候へば 枝葉 はおの づ から 榮ぇ可 申 事に 御座 候。 其 根元と 申 而は上 之 御 一 心に と V- 

まり、 夫より して 政綱 之 上に 而は 賢者 を 擧られ 候と 赏罰之 正 敷 候との ふたつに お 之&、 ト：： 人 

其 論 決定に 御座 候。 此 ふたつ も 形 は少違 候へ ども、 極まる 所 は 善 を * て 不善 を 返く るの 二つ 

に 歸し可 申 候。 冗員 を 被 減 候に も、 先此 根元 之 所より 御 八 g^ss が參り 至り 候 様に 有 之 度^と 奉 

存候。 たと ひ 冗員 を 被 減 候 而も、 相殘る 役人 之內に 不善 人 多く E 候而 は、 何 之 E. 斐も なき 


に而 御座 候。 されば 冗官 を 減ぜられ 候 上に 而申候 時 は、 とかく 先よ きもの を 御用 ひ 有 之、 奸 

惡之 もの を 淘汰 被 成 候 事を甚 本と して、 其餘波を及？^^され候而冗員を減省せられず、所 へ も 至 

り 候 様に 有 之度歟 と： 存に は奉存 候。 惣 じて 天下 はた，、、 善と 惡 との 二つに て、 惡は勝 やすく 

候 故、 政事 之 勤め 之 品 も、 たと ひ 其 筋 あしからぬ 事 にても、 前後 輕重之 釣合がぬ け 候と、 はや 

其 所へ 奸惡之 徒 付 込 候而、 己が 志 を 達する 媒 とする 様に 成 申 候。 右 之 本 卜さへ ほ，、、 立 候 上 は、 

冗員 之 御 減 省に 不限、 何事 も 阿方より 自然と 左様に 成 行 候 はで 不叶 事に 成 可 申 候。 本が 立不 

申 時 は、 何事 も 皆 邪惡之 助けと 成 可 申。 たと へば 右 冗官 之 事に 付而申 候ても、 頭分 之债は 

御上 之 忍 召、 各 之 御 僉議に 而御取 極 可 有 御座、 夫に 準じ 下々 小役人 迄 も 餘る所 は 減ぜら るべ 

き 之 所、 右 之 根元 立不 申、 奸惡之 徒 多く 入 交り 居候 而は、 名目の みは 冗員 を 被 減 候と 申 もの 

に而、 其赏 は皆奸 徒之妨 になる もの を 追 拂候樣 なる 事に 成 行 申 儀、 必然 之 勢に 御座 候。 左様 

有 之候而 は、 御 勝手 御 宵 略 之爲に 被 爲行候 事 も、 其 御 爲に成 候 儀 は 至而雜 く、 奸惡之 徒 之 私 

德 のみ 多き 事に 成 行 可 申 候。 依 而は御 勝手 御 財 用 之 御 僉議を 被 成 候に も、 何 を 被 成 候に も、 

まづ 政事 は 政事 之 根元より 不被行 候 而は全 美 之 事に は 成 申 間 敷。 御 財 用 之 所の みに 御 目と ま 

り候而 は、 御 財 用 之 御 運び も 出 來申間 敷。 たと ひ 萬 一 御 運び は 一 旦 可也に 成 候 に 而も、 1： 

脈 を 縮む る 媒に而 可 有 御座 候。 右 之譯に 御座 候へば、 彌官員 を 被 減 事に 候 は V -、 其 はま づ 
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第二に 被 成、 夫 を 幸に 諸 役人 之善惡 をよ くく 御 見 わけ、 奸惡之 族 を 被 返、 良 善 を 御 W ひお 

之 候が 何より 之 御 « 略に 而可有 御座。 下々 之 者 は 又 其 支配人へ 能，^ 被 仰 fi、 各 善を捣 て： 化- -を 

抑へ 候 様に 成 候 は.、、、 白川侯之御政1*と跡も似たる^^に成可申候。 先頃 以來 之！： 校 様 を考！ a 

處、 只今 之處 誠に 千载之 一 時、 此機を 過され まじき 所歟 と奉存 候。 能々 御 熟談 兴 4 祈 候。 

一、 增御借 知 之 事 を 頭中怀 何も 異口同音に 申 上 候 付て 御 不審 之 趣。 夬は畢 • 党人々 才力に 稈. お 

之 候而、 餘之 手段 も 存付不 申 故、 まづ 左様 之 所へ 心 を 付 候 哉と 申 §S 候。 ^又考 攸處、 太^ 之 

所 は 右 之 通に 而、 其內 には惣 じて 極 難 ft 之 人々 之內に は、 增御借 知 杯 被 仰 付、 Si 借 銀. s 上钚 

を 却而希 居候 もの も 可 有 之 候。 左樣之 所より 少しく 舌 打 心 を 挾み 45 同いた し 候 もの も、 有が 

たきと も 申が たかるべく 候 哉。 いづれ 增御借 知 は、 武士. 商家へ かけて 之 釣 八：： むづ かし かるべ 

き 事 かと 33 存に は奉存 候。 右 等 さして 替る事 も 無 御座 候へ ども、 昨：：：：： 之談に 而も 中上殘 した 

る 様に 而物 たらす 御座 候 故、 聊亂毫 得 貴意 申 候。 吳々 無 御汕斷 様に と 奉な 候つ 考之常 否 は 

尤辨 がた く 御座 候 間、 此 所に 必を御 取 被 成 候 儀 は尤御 無用 可 被 成 下、 只 御考合 之た め 計に 申 

上 i。 

一 、 乍 序 申 上 候。 播州 殿へ 御逄之 節、 宜敷此 間 御 示談 之 儀 W 又考 候へ ども、 別に；：；： 付 候， も 

無 之 由 宜被仰 入 可 被 下 1^、 以上。 


九月 一 一日。 前 田 齊泰の 子 利 順の 色 逭を行 ふ。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

九月 二日、 於 江 戶表龜 丸 殿御 色 直. 御箸 御 祝 有り。 同日 爲嘉儀 女 使 を 以て 一 種 一 荷 を 賜 ふ。 內 

府檨御 初より 一 種 宛 賜る。 此外 御內證 にて 品々 賜る。 公よりも 女 使、 公方 様 御 初お 鮮鯛 一 折 

宛 献ぜら る。 此外 御內證 にて 品々 進上 せらる。 以女 使龜丸 殿お 爲嘉 儀卷物 五. 一 種、 內」 肘 公よ 

り 一種 一荷、 御臺 様より 卷物三 • 一  種、 大納言 様. 御簾 中 様 一 種 賜る 也。 同！！： 龜丸 殿より 御 使 

以 老臣 卷物 五. 一 種 一 荷被献 之、 內府 様. 御臺 様.^ 卷物 三. 一 種 一 荷充、 大納言 様. 御簾 中 sfe 

一 種 一 荷被献 之な り。 

〔官 私隨 筆〕 

九月 十 H: 

一 、 龜丸 殿御 色 直. 御箸 初 御 祝儀、 當 二日 御 首尾 能 相 濟候段 申來候 由、 御用 番 より 以紙而 被 申 

九月 三日. - 前 田 齊泰學 校に 臨む。 
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〔： 溫敬公 記 史料〕 

九月 三日" 臨學 校。 

九月 五日。 前 田 齊泰人 持 組の 士の乘 馬を觀 る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 五日 

一 、 今日 八 時 御供 揃に 而堂形 御馬 場お 御 出 被 遊、 松 平 £ホ 刀等廿 二人 乘 Hi:T 御 P 被 遊。 相 $、  « 

馬五疋 御馬 役お 被 仰 付 御 覽被遊 候 事。 

九月 六日。 前 田齊泰 郊外 千日 町 口に 放鷹す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 六日 

一 、 今 B 九 時 之 御供 揃に 而 御鷹 野 御 出 昨日 被 仰 出、 同 刻 過 御 出、 千日 町々 端より W 川 十手： a 

り 所々 御 廻り、 市 川 村 三 右衞門 方に 而御小 休。 夫よ、 り 所々 御 廻り、 御供田 道 通り、 千：：： 町よ 

り 御 反り 被 遊 候。 七 半時 過 之 事。 

九月 六日。 石 川 郡本吉 町に 火 5^ あり。 


〔每日 帳書拔 J  」 

九月 六日  に 

一 、 本吉町 出火、 千 百 四十 軒 計 燒失之 事。  .  . 

〔御 家老 方 諸事 留帳〕 

九月 七日  1 

一 、 昨 未の 上刻より 本吉浦 出火、 今曉 八つ 時 頃 及鎭火 由、 本吉 奉行 崎 田 達 之 助より 注進 有 之。 一 

〔珍事 留書〕  . 

一 、 九月 六日 本吉 出火、 二十 六軒殘 り、 外 皆類燒 なり。  一 

〔御 家老 方 等 諸事 留〕  I 

九月 七日  - 

一 、 本 吉浦千 百 七十 軒 餘之處 、千 百 四十 軒餘燒 失、 土藏百 五十 戶前計 も 燒損も 有 之 様子 之 。一 

九月 十 入日。 前 田齊泰 夫人 江 戶城西 丸に 登る。  一 

〔溫敬 公 記 史料〕  . 

九月 十八 日。 夫人 氏 如 西 城。  い 

九月 廿 一 日。 御鷹 場 及び 御留 場に 於け る 殺生 禁止 等の こと を告 ぐ。 
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〔諸事 耍用雜 記〕 

石 川/河北 兩御郡 御鷹 場.^、 近來 殺生 人 多 人 込 候 鉢に 而、 網懸 もち 等 中に 者 鐵炮怀 もお 之、 每 

度取揚 候。 御 家中 一 統、 御免 場たり とも 網懸 もち、 或は 八寸 以上 之 $ 桁、 且三里 四方 天 之 網 

張 儀 御 停止 之處、 心得 違 之 者 有 之 鉢に 候。 

一 、 御留 場之內 堀々. 侯 川. 不 湖に 而 投網 打 候 儀、 獵師 たりと も 御 停止に 候、 惣而本 川筋 之 分 

も、 每歲 九月 朔 日より 翌年 三月 晦日 迄 投網 打 候 儀、 御 家中 は 勿論 殺生 渡世 之 者も從 前々 御- Si: 

止に 候。 水戶 口より 大潟之 分 は 御免に 候 得 共、 是又 SI 緣 寄 鳥み とがめ 候 處に而 は 打 申^ 数 

旨。 且又 都而御 場之內 本道 之 外 は、 殺生 道具 钚携罷 通 儀 不相成 段 被 仰 出 置、 文化 元年に も 一 

統申渡 置 候 通に 候。 

一 、 每歲 九月 朔 日より 翌年 三月 晦日 迄、 {a 腰 口. 粟ヶ崎 筋、 金澤町 端より 上 は 厚川 迄 下 は淺野 

川 を 限り、 兩川幷 大野 川 共濱手 迄、. 曁古保 川. 金く らゐ 川. 安^川 北ハ、 都而^^殺生御^£:止に被 

仰 付 候。 ©師 之 分 は水戶 口より 大 潟迄大 川筋 御免被 成 候 旨、 是又 文化 元年 被 仰 出 一 統申波 置 

1^甬ーに！^,^<。 

一 、 上 口 往還 道より 山手 之 方 伏 見 川 を 限、 西 は 中 村 用水 を 限、 每歲 十月 朔 H より 翌年 二月 晦 

日 迄、 御 家中 之 面々 鷹幷 雉子 突 指 竿 御免、 且又 從松任 手 取 川 迄 道より 山手 .im 手 共、 每歲 十月 


朔 H より 翌年 三月 晦日 迄御留 場に 候處、 右 之 期 月 心得 違 之 者 も 有 之 鉢に 候つ 右 之 通に 候處、 

近來 心得 違 之 者 も 有 之 鉢に 付、 今度 召 捕 方 之 儀 改而御 郡 方 之 者.^ 申 渡、 曁藤內 共 も相迥 し、 

嚴重見 咎候檨 申 渡 置 候。 依 之 御 家中 之 面々 等、 家來 末々 迄 心得 違 無 之 様 厳重 可 申 渡 旨 被 仰 出 

候條、 一 統可有 御 申觸候 事。 

一 、 御 家中 之 人々 風俗 等 之 儀、 從金 龍院様 段々 被 仰 出 之 趣 有 之、 諸 殺生 等 も 一 旦被禁 候 得 共、 

殺生 之 儀 は 文政 七 年 從御當 代 様 被 仰 出、 當 務之餘 暇に 岩 乘之試 適 罷越候 儀は不 苦、 無 人 

々にも 稽古 之 怠りに 不相成 様 心得、 折々 罷越候 儀 は 不苦段 一 統申渡 置 候 通に 候處、 近年 次 

に增 長いた し、 其 時節に 至り 候 得 者 萬 事を拋 殺生 方に 而已 心を盡 し、 剩御 日柄に も 竊に出 川 

等お 罷越致 殺生、 其內御 停止 之 殺生 道具 を 取极、 或は 御鷹 場へ 紛込、 曁犀川 免 殺生 請负人 有 

之處 無札 之 殺生 人 多 入 込 候 儀 等 も 相閒、 且 士に不 似合 卑劣 之 振舞 も 有 之 鉢、 彼是 不心得 之 至 

に 候。 向後 本意 を不取 失、 是迄 段々 被 仰 出 之 趣 堅 相 守 可 申 候。 御鷹 場 等 之 ffi は 委曲 別紙 若年 

寄 紙面 寫之 通に 候。 陪 E 之 者 共.^ は 主人々々 より 急 度 可 申 付 候。 以後 心得 違 之 者 有 之に おい 

て は、 嚴重可 被 仰 付 候 事。 

右 之 趣 被 得 其 s、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 檨可被 申 渡 候、 以上。 

九月 廿 一日  奧村內 勝 
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佐 藤 人 殿 

九月 廿 六日。 老臣 本 多播磨 守、 前 田 齊廣の 女壽々 姬 に納釆 す。 

〔溫敬 公 日記〕 

九月 廿 二日。 仍舊例 賜 毒，^ 姬 知行 千 石 年金 百兩。 

〔官 私隨 筆〕 

九月 廿 四日 

一 、 明後廿 六日 壽々 姬 様へ 播磨 守より 御 結納 御 祝儀 物 献上に 付、 御殿お 役 入 六卞時 揃、 ^ に 

は 五 時 登城。 服 は 在 合 之餐斗 目. 半 上下 返 小紋 之 外 勝手次第 之 ll:n、 且又 御 祝詞 も 申上攸 之 旨 

御用 番 より 迥狀 到來。 

〔珍事 留番〕 

一 、 壽々 姬様本 多播磨 守お 御 入 輿 被 仰 付 候に 付、 播磨様 九月 廿六 n 御 結納 之 御 登城。 

九月 廿 入日。 前 田 齊泰卯 辰 山に 行 歩 を 行 ふ。 

〔諸事 耍用雜 記〕 

九月 廿 八日 

一 、 今日 若松 村より 御鷹 野 之 振に 而所々 出 通り、 春 日 山 迄 御行 步御出 被 遊 候。 庚申 塚，；^ に 御 


奥より、 御 出 之 時分 之 御 休 所假屋 出來、 御 休 被 遊 候。 九つ 一 分 御 出、 掛流六っ御戾之^5_-。 御 

供 拙者 罷 出る。 

九月。 城下に 豐 年祭 行 はる。 

〔珍事 留窨〕 

一 、 九月 中頃より 豊年 祭と 申 事 流行、 初 は 事輕に 氏子 中 申談、 不時に 日數 二：： n 氏神 之 社 祭り 

申 也。 

一、 去年 來遠所 等より 貧 人 小屋へ 入 申 者 ども、 此頃 追々 在所々々.^ 御返しに 付、 一人々々 錢 

被 下 候 由 之 事。 

一 、 豊年 祭 次第に 增 長いた し、 繁華 之 事に 相 成。 同廿 五日 頃より 安江 之 八幡 {呂. 白 髭 等 氏子 中 

申談、 家並に 行燈を 出し、 其 上に 小き 作物 排、 又は 一 町 申 談樱作 花 を S にさし、 提灯 釣 も 有 

り。 其 外に 查町々 々祇園 拍子 装束 等 見事 之 事共、 或は 俄. 芝居. 作 やま. 獅子. 作物 等 一 々筆に 

難 盡程之 事 也。 右 何も 耕作 之 事 を 執り、 早苗の 頃より 秋 迄 之 事 装束 等に 用る 也。 

一、 此節賣 米 一升 古米 は 六十 九 文、 新米 は 七十 二 文。 右 は 去年 不順：： 抓 之 米 故、 藏 入用 米に 相 

成 不申故 之 由。 錢 相場 九 貫 八. 九 百 文、 味噌 一 合に 付 十一 文、 豆腐  一 丁に 付卄贰 文、 大；： ：：！ 一  升 

に 付 上 之 分 九十 一 文より 七十 文、 小豆 一 升に 付 八十 文。 
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一 、 諾色等 下 直に 賣拂可 申 段、 町方. 御 觸每度 有 之 由。 

〔< 乂巳 救荒 錄〕 

當年は 昨年に 比すべく も あらす、 天： IS 順 * にして 萬 作 生 熟し、 追々 新穀 出來 C 節に 至て は 米 

價 次第に 下 魔し、 石愤 大抵 六十 四 • 五 匁に は不 過、 店 方 小 賣米は 一 升に 付 六十 ヒ* 八 文まで 下 

りし かば、 諸 品の 直 段 も 日に 低下し、 世人 初て 蘇生の 心地して 人： 飒も 平和に なり、 互にお 年 

を賀 する 事に はなり ぬ。 因て 人々 身の 無恙を 喜ぶ の餘 り、 每歲 * 秋 は 生ぶ すなを まつる の. fn 

例 なれば、 幸に 今將秋 祭の 折 なれば、 各々 產営 祭祀に 兼て豐 祭 をい となみし なり。 ^ffis 

前後 三日の 定期 なれ ども、 別に 兩 三日 を まつり、 町々 より m 心 ひくの 俄 i^lH 種々 の 作り物 を 

趣向し、 或は 築樓 子供 を どり、 或は 樓船を 戯作し、 樓上 には子 供 芝 S 或は 紙 M« 等 いづれ も 

一様の 装束 を 着し、 日々 金 澤中を 互に 引渡り、 夜 は 三味線 太鼓 座敷 を どり、 或は 家戶 平等に 

神燈を さ、 げ、 人笑脤 ひの ために 色々 の 圖を畫 きたる 萬燈 あたかも 白 の 如し。 或は 廿： ハ 沙汰 

を 不聞所 は、 定式の 神會 までにて 爲濟 たる も、 此 等の 沙汰 を 聞て は堪 へぬ 若者、 何 か 遊戯 を 

思 ふ 折 なれば、 天に も 登る 心地し、 市中 俄に さわぎ 立、 町內を かけ 妪 り 米錢 を^め 神 中： を 促 

し、 又々 豊祭 をい となみ、 我人に おとら じと 金 錢を费 じ、 町々 喪 夜 を 分た す Si 職人 を かたら 

ふ 事に て、 次第に 仕組 も 面白くな りて は、 上様 を 始め 奉り 御 大老 様へ も 召 寄せられ、 何れも 


其 を どり 狂言 等貴覽 にあ づかる 程 なれば、 小身の 御 藩 土 は 勿論に て、 町々 在々 に 至る まで 見 

物に 出る 事に て、 市中 Q 群集 大方なら す。 老人 子供 はふみ 仆 され、 或は 泣 或は 笑 ひ、 又は 人 

に醉て 俄に 氣色 を變 じ、 路傍に 寄て 吐きつ 叩きつ 介抱す る も あり。 又は 群集に 紛れ 子 を 見失 

• ひ、 狂氣の 如くな りて 尋るも ありて、 誠に 仕組 狂言より 自然 生の 物 狂まで、 前代未聞の 遊戯 

其賑 ひたと ふるに 物な し。 

十月 入日。 大坂 鎰屋善 兵衞を 藩の 產物 問屋に 指定した る こと を告 ぐ。 

〔御 郡 典〕 

御領 國に 而出來 之諸產 物、 大坂 梶木 町 鎰屋善 兵衞ー 軒 問屋 相 建、 於 右 店 爲賣捌 候 儀、 御 勝手 

方 年寄 中等.^ 相 達、 大坂町 御 奉行お 御 屈 方相涛 候條、 大 坂.^ 荷物 指 出度 者 は、 主 附當町 一 丸 

甚六お 及斷、 荷物に 指 札 刺、 荷 印 一 手に いたし、 同人 添 紙面 を以右 善兵衞 方.^ 持 屈 可 申 候。 

且亦 善兵衞 方.^ 荷物 持 屆候迄 之 手繰 銀 借用 致 度 者 は、 右主附 甚六 承 合 候 得ば 相 辨申喾 に 候。 

右 之 趣 被 得 其 意 可 被 申 渡 候、 以上。  ， 

十月 八日  御 算用 場 

御 郡 奉行 中 

十月 十九 日。 諸 土の 百姓 地 を 請 地と する こと を 禁ず。 
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「， 諸事 要用 雜記〕 

御 家中 之 人々、 御 郡 地 之內を 百姓 相 對を以 請 地いた し 候 儀、 近年 次第に IP:1K、 中には 手. 2- に 

圍を 付、 建物 等 を 構、 榮耀之 儀 も 有 之 鉢 相 聞え、 不可 然 儀に 候つ 向後 御 邯 地 を 地に いたし 

候 儀可爲 無用 候 事。  ， 

右 之 通 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 様 可 被申談 候、 以上。 

十月 十九 日  長 又三郞 

佐 藤 隼 人檨 

十月 廿 四日。 金 澤の宫 腰屋久 右衛門 及び 石 川郡宮 腰の 錢屋 五兵 衞ー 一ん に 

船櫂數 調理 役 を 命じた る こと を告 ぐ。 

〔御 ffi 典〕 

當 町 ，K 腰 尾 久右衞 門 

.  営 腰 錢屋 五兵 衞 

右 之 者 共、 御 ffill 中 船々 櫂數 調理 役 申 渡 候に 付、 渡海 船幷獵 船出 來返轉 之 儀、 綿密に 収.？ li;- 

置、 每歲 十月 迄 帳面に 仕 立、 右 兩人之 內ぉ可 被 指 出 候。 久右衞 門 等之內 廻り ケ所 は、 於 妪 先 

に 右調现 帳 取 立 候箬に 候條、 諸 浦 船 肝 煎 幷浦方 肝 煎お 可 被 申 渡 候。 且亦 加州 本 十；！： 新 0- 又次幷 


越 中吉久 新屋喜 六、 右兩人 下役 申 渡 置 候 間、 指 懸り諸 浦.，^ 相 廻 候 船 權數調 现候儀 も 可 有 之 候 

間、 此段も 兼而爲 承知 申達。 將亦諳 浦より 每歲指 出 候調 斑 帳、 向 寄に 付 右下 役 兩人之 內ぉ指 

出 候 儀 は 勝手次第に 候。 

一 、 加. 越. 能 潟 舟 幷川舟 出 來返轉 之 儀 も、 每歲 十月 中 迄に 指 出 候 様、 溝緣 村々 幷川舟 相 用 候 

村々 肝 煎 等お、 右 同様 可 被 申 渡. - 

一 、 渡海 船 勝手に 他國に 而仕替 候歟、 又は 賣拂候 節、 元 船 極印 削り取 退轉等 案內之 節、 其 支 

配々々 肝 煎.^ 迄 指 出 可 申。 右 極印 削取不 指出內 は、 返轉 不承 屆候 條、 此段船 持 共へ 可 被 申 波 

候。 右 船 肝 煎 迄 取 立 候 分、 久右衞 門 等.^ 相 達 候 様、 是又可 被 申 渡 候。 尤於諸 浦 等 紛敷船 等 於 

有 之 は、 詮議 之 上品に 寄 急 度 咎申付 候。 此段も 可 被 申 渡 置 候、 以上" 

十月 廿 四日  御 算用 場 

淺加 伊織 殿 

菊 池 九 右 衞門殿 

追而 本文 爲調 Si 方、 宫腰屋 久右衞 門下 役 召 連、 追 付 出立、 加州. 能 州沛々 相 SI り 候條、 本文 之 

趣 を 以都而 不指支 樣可被 申 渡 候。 尤相迥 り 候 節 は、 自分 止宿 之 害に 候條、 此段も 可 被 申 渡 置 

候。 且 急速 先々 相迥、 從 落着 可 被 相 返 候、 以上。 
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十月。 荒歲手 當の爲 一 一 萬 石の 蓄米を 諸 郡に 命ず。 

〔御用 儀 品々 留 帳〕 

一 、 荒歲爲 御手 當 a 納等、 可成 だけ 御 蓄被仰 付 度 御 も 有 之 候 所、 去年 度^ 火 之御拟 毛、 

曁當 恭來も 追々 御 救 米 等不少 故、 御 運 方 彌增御 指 支に 付、 何分 右手 當被成 方 無 之、 乍 然思召 

茂 有 之、 去年 以來乍 少分除 米 も 被 仰 付 候 得 共、 中々 以不 被爲行 然所 今年 順； ^ 無 額 之 年 W 

に 付、 作物 一 鉢 取 入宜敷 鉢。 因兹 御領！： 百姓 共 一 統 より 二 萵石、 別 K 爲納 K:^ 巾 候。 尤前 

被 仰 付 置 候 除 米 之 儀 茂、 追々 御 加入 有 之 度 御 趣意に 候。 勿論 改作 御 法 もお 之 ffi に 候 w= ^ハ、 g 

逼迫 中者是 以後 も 作 鉢 之 模様に 寄、 臨時 御.^ 議も可 有 之 候條、 下々 信服、 不惡様 申 示 爲相收 

可 申 候。 

右 之 趣 御 部 奉行.^ 可 被 申 渡 事。 

甲 午 十月 

右 御 書 立、 天 保 五 年 御 席より 御 算用 場，^ 相 渡り、 御 算用 場お 相 渡り、 御 算用 場より 邯 奉行. Si 

御波、 御 郡 奉行より 諸郡惣 年寄. ^御波、 前年 作 拟に付 過分 至極 之 御：；：； 方、 此末 不作.；^ 之攸而 

者、 困窮 人 御 救 方 之 御手 當無 之、 作 損 之 儀 者 定免之 改作 御 法 有 之、 御 逼迫に 而も 御 収极方 可 

被 仰 付 候 得 共、 困窮 人 御 取扱 之た め、 今般御蓄米被仰付候御趣^：^に候。 文政 五 年別 除 返上 米 


御 取 立 被 仰 付、 其 節 も 作 損 方 御 取扱に 者 被 仰 付 間 敷 旨 被 仰 渡 置 候 得 共、 無 程 作 損 方 之 方.^、 

右 別 除 返上 御 取 立米 御 引取、 御 貯用御 立 置に も 相成不 申、 今般 之 御 蓄米も 右 別 除 返上 同様に 

相 成候而 者、 所詮 も 無 之 段、 御 郡 奉行より 御 算用 場 奉行.^ 御 懸合有 之 候處、 右 様作损 方.^ 御 

引取 被 成 候 譯に而 者 全 無 之 旨、 譯而被 仰 渡、 何分 二 萬 石 取 立 可 申 旨 被 仰 渡、 諸郡惣 年寄 相談 

之 上、 右二 萬 石 諸 部 草 高に 平均 割に 仕 取 立 可 申。 米 高 二 萬 石之內 三千 石 者、 代 銀に 而 翌年 * 

取 立 上納 可 仕、 一 萬 七 千 石 者 當暮取 立、 御收納 藏.^ 納置可 申 旨 相 達 候 所、 御邵 所より 御 算用 

場 御 引合 之 上 御 聞 屈、 尤右御 蓄米本 勘 常 入に 者 相 成 不申候 間、 藏所附 迄 御 郡 所お * 出、 本 勘 

目 錄指出 候に 者 不及旨 被 仰 渡 候。 右 御 郡々 割當 左に 記。 

一 、 二 萬 石  天 保 五 年 御 蓄米納 取 立 分 

內ー萬 七 千 石 同年 米納 

同 六 年 四月 銀 上納 


三千 石 

右之內 

二 千 八 百 十 石 

千 二百 九十 石 

三千 九 百 五十石 
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石 川 

河 北 

礪 波 

天 保 五 年 


千 七 百 三十 石 

二 千 六 百 三十 石 

二 千 六 百 六十 石 
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身 


ま 
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三千 四百 二十 石 新 川  千 五 百 十 石  奧 邯 

一 、 惣 年寄. 年寄 並 役人に も、 今般 御 蓄米之 內を以 指 上 候 i^: 北 (、下々 心服 も {且 败攸 1^ 、何分 W 

進 指 上 可 申、 且又 新田 裁許 • 山 廻り 之 儀 も、 志次，ャ：^指上候^2可仕11:1、 御 W 所より 被 仰 波。 仍而 

一 ffi 當り米 高 之內、 惣 年寄. 年寄 並. 新田 裁許. 山迥 人々 * 當り米 引 去、 殘，^ 米 高 一 邯^:5?に致 

割符 収立。 仍而 年寄. 新田 裁許 • 山 迥幷惣 草 高 割當り 引合 而、 二お 石 之 御 取 立米 高 也" 

十 一 月 三日。 與カ 安武 半 之丞、 日 置 知 左 衞門を 殺害す。 

〔九 里 夕 庵 等覺害 〕 

天 保 五 年 十一 月 三日 小 立 野 寳圓寺 向 小路 與カ 町之內 に而、 盜 K 改方御 川 相 動攸： 1:^; 知ん 衞 i: 

永原權 太夫 與カ祿 二 ^  、  fej 上ケ. ^.\s-4?:^ 午 目.^ Iya.k.„^.::l...N 一 條原主 水 與カ祿 百 ^18^4?.^ ゾ に 

百 石、 五十 歲餘。 ス. _v  プ佗 ffl; 表； 1;^ ネ ftl^? 一一 北.：^. N 丞 八十 石、 三十 歳 餘？. ^一 乂！ ffil^ ゲ W プ^ブ 

之 通。 

日 置 知 左 衞門藤 龍に 乘、 §1% 二 g 小者 嘉藏召 連、 役所.^ 出 候 途中、 同町 阿部 三 之 助 門"-1> 口 行 

懸り 候處、 Is お。 ょリ 半之丞 向より 來り、 合羽 を脫 草履 を はき、 日 榇と聲 を 懸攸。 ffli 旭 

內 より 答 候處、 半 之丞に 候、 此間之 鎌 憤と 言 も 不果、 刀 を 拔窓籠 を 突 候處、 跡 棒 籠界與 三 

松 S 籠 之 戶を引 候處、 右 刀に 被 遮明不 申。 其 內戶明 候に 付、 半 之丞を 後ろより 抱 SE:^: 處、 ^ 


之丞袖 下.^ 手懸り 候に 付、 其 儘 引 倒さん といたし 候處、 知 左 衞門無 透、 逃し 候 而者不 相 成、 

賴 むと 聲 を懸、 脇 刺 を 以切込 候。 半 之 丞乍被 抱 切 合 候處、 半 之丞受 太刀に 相 成 危く見 候內、 半 

之丞 後ろ を拂 候處、 與三松 足に 疵付、 難 堪に付 振 放し、 建 杖 を 以取支 居候 內、 半 之丞； g を 打 

候 之處、 右 杖 打 折、 いたし 方 無 之 逃 去 候。 半 之 丞知左 衞門は 疊懸切 込 節、 暫切合 候內、 知 左 

衞門籾 太刀 之 深手に 疲れ 候 哉、 横に 倒れ 候處、 頭.^ 切 込 咽 を 指 通し 居候 內、 知左衞 門 せがれ 

昌太郞 t 針 駆 付、 刀 を 拔向ひ 候處、 半之丞 申入 度 趣意 有 之 候 間、 知 左衞門 宅お 可 罷越段 申 聞 

候處、 昌太郎 承知に 而兩人 共 知 左 衞門居 宅 門內. ^入、 彼是いた し e 候內、 近隣 _ せ 野 彌八郞 

人せ がれ 三 太郞. 田 中 善 五 郞. 同人 弟 多 仲 駆 付、 双方 取 押、 兩人共 知 左 衞門宅 入 申 候。 然處早 

川 淺之丞 • 小川 平 太郞. 齊藤判 太夫 • 辻 治兵衞 • 同 政 太郞. 長屋 勘 左衞門 生 山 横 之 r^v««« 左 

衞門. 山 本 勘 兵衞. 淺賀 文右衞 門. 毛 利 左 次 馬 等 追々 駆 付、 段 々様子 相 i& 候處、 半之丞 途中に 而 

知 左 衞門を 打果候 旨に 付、 其 段菅野 彌八郞 等より 寺 ft 奉行.^ 相 達す。 付 左 之 通。 

私共 儀、 近邊 嘩と申 候に 付、 早速 門前.^ 罷出 候處、 日 置 知 左 衞門方 之 由 申 候に 付、 早速 知 

左衞門 方お 罷越 候處、 安武 半 之 丞* 日 置 知左衞 門せ がれ 昌太郞 拔合罷 在 申 候 故、 先 引分け tt 子 

承 候處、 半 之 丞儀知 左 衞門を 打 果候旨 申 聞 候。 依 而縮方 相 心得、 双方 一 類お 申 造 申 候。 右爲、 

御 斷如此 御座 候、 以上。 
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午 十 一 月 三日  野 彌八郞 

同 三 太 郞 

田 中 善五郞 

同 多 仲 

前 田 萬 之 助 殿 - 

前 田 式 部 殿 

品 川 左 門 殿 

. 〔九 里 夕 庵等螢 書〕 

私儀、 今日 母方 をお 日 置 知 左 衞門於 途中 相 * 候に 付、 御 寸之趣 奉 得 其 候.^ 私 無お に 付、 知 

左衞門 惣領娘 貰" jK 候 様 申 越 候へ 共、 娘 年若に 而、 遠 所 留守 等 不安心 故 難 K 旨 及斷。 其， 後 W 往 

申 越 候 は、 年若に 而 留守 不安心に 候 は.、、、 知 左衞門 方へ 致 同 K 候而 成北ハ K ぃチ、 候 « 巾 越。 元來 

をお 申 聞 候. 儀 を 再 往及斷 候 儀 難 仕、 其 上 私家 兼而 居住 相 望不 申に 付、 賣拂同 仕.：^ it 及 答、 

私家 六 組御步 安田 甚右衞 門 儀 相 望 候に 付、 彼方へ 賣拂、 五ケ 年 同 e いたし 度 iliii 知ん 衞 門お 中 

入 候處、 承知 之 旨 申 越 候に 付、 緣談之 儀內約 仕、 當 七月 十六 • 七日に も 候 哉、 同：^ 之 趣 fc: 付 を 

以御達 申 候。 然處同 十九 日頃 冷 飯を爲 給、 或は 知 左衞門 as あび 仕 候 跡.^ 入 可 申な ど、 申聞攸 


に 付、 井澤 屋久兵 衞と申 者 を以、 右 等 之 趣に 而は 同居 仕 兼 心配 仕 候 段 申入 候處、 娘 召 連 他へ 

罷越可 申 旨 申 聞 候に 付、 左 候而は 先達 而 申入 候 通、 遠 所 留守 等 指 支 候 旨 及 答 候處、 間 仕切に 

而別暮 に 可 仕 旨 申 聞 候に 付、 則 別 幕に 仕罷在 候處、 知 左衞門 隣家 鈴 木 辰 右 衞門方 相 求不申 哉、 

承知に 候 は.、、 鈴 木 家 爲賣可 申 旨 申 聞 候へ 共、 銀 子 無 御座 候に 付 難 罷越旨 及 答 候。 然所 辰右衞 

門家此 度賣拂 候に 付、 家 求 可 罷越旨 申 聞 候 へ 共、 右 之 通 銀 子 指 支 候に 付 難 相 求 旨 申入 候 へ ば、 

娘 致 內約置 候 故 同居 致させ 置 候へ 共、 娘 內約破 斷に仕 候 間 退き 可 申 旨 申 聞。 左程 迄 之 事に 候 

は V 返き 可 申、 併 五ケ 年 同居 承知いた し 置、 只今に 至り 左 檨之儀 申 聞 候 は、 何等 之 俄に 候 哉 

と 申入 候處、 同居 爲致置 候而は 失墜 も相懸 り、 勝手 難 S におよ び 候 間、 內 約まで も 致 破斷可 

申 候。 依而 退き 可 申 旨 申 聞 候へ 共、 退き 所 無 之當惑 至極 仕 候。 元來知 左衞門 儀、 今更 勝手 難 

漉と 申 儀 も、 於 私 は難辨 御座 候。 然所私 返 所 無 御座 候 儀 を、 無 §J なる 事 を 申 聞 候と 被.；：^ 候へ 

共、 知 左 衞門辯 才を以 井澤 屋久 兵衞. ^申 付、 色々 と 申 聞、 私 無智 不 辯に 而 いたし 方 も 無 之、 

無 是非 退 候 事に 仕、 當時 養いと こ 水 野 左 門 方 大坂詰 中に 候へ 者、 同居 之 趣 をば 承知 仕 候 故 御 

達 申 上 候處、 左 門 方 御步頭 衆內談 聞屆之 上に 無之而 は、 御 達 方 相 成 不申旨 代 判 申 聞、 返き 

方 無 之に 付、 以前 召 仕 候 家來之 方に 忍罷 在、 寢食仕 兼 鬱憤 難 忍に 付、 不得止 iEJ 可 打 * と^ 込、 

今朝 中 西 惣右衞 門. 阿部 三 之 助 屋敷 境に 而、 右 知左衞 門.^ 行 逢 候に 付、 逢 度 段 申入、^ 籠之戶 
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引 候に 付、 私 合羽 帽子 取 除、 先達 面より 之 鬱愤之 俊 申述、 可 致 勝お ilH 申入 候處、 心 と 答 

脇 指拔放 候に 付、 私 刀拔放 候處、 駕籠 舁 駕籠 之戶建 候に 付、 1:^ 之 外より 兩度突 込 K 處、 籠 

人足 後ろより 抱 \、 後ろ，^ 引留 候に 付、 少し 引れ 行 候處、 籠より 罷 出打懸 K に付受 3E、 抱 

ズ 居候 人足 相拂 候へば 手 を 放 候處、 又 打 懸候を 受留、 人足 建 杖 を 以取さ へ 候に 付、 切拂攸 

へば 立 返 申候處 お、 知 左 衞門又 候打懸 候に 付、 受流路 込 打 留打果 申 候。 然 所.：； i 知ん "衞門 せが 

れ昌 太郞、 拔身を 持罷越 候に 付 立 向、 其方 父 打 留候間 仇 打 可 致、 併 知 左衞門 娘： iris、  U.^B 

同 樣に暮 居候に 付、 此人 にも 孝道 爲相立 申 度 候 間、 昌太郞 宅. Si 可罷 越、 其上兩 人に 而仇 打：？ 

致、 左 候へば 兩人共 孝道 相 立 可 申、 みん 之 匁 は 介錯と 心得 可 申 3S 申入 候處、 承知に：. iE::^:.!^ 

引取 候に 付、 跡より 門 內.^ 罷越、 みん 呼 出 仇 打 可 致 旨 申 付 居候 處ぉ、 _ お 野 彌八郎 g^g^ 越. 収ぉ 

さへ 候に 付、 無 是非 引 分れ 申 候。 駕籠 與三松 儀 疵付候 様子 御 tg: 、はき と^は 無御旌 候へ 共、 

取 さ へ 候 節 私 刀 障 候 哉と 奉存、 何共 御上 御難 題 を 相 懸奉恐 入 候。 此上は 御 下知 次^; 心 

得 候。 此外可 申 上品 無 御座 候、 以上。 

午 十一 月 三日  安武 半之丞 判 

前 田 萬 之 助 等 三人 殿 

〔九 鼠 夕 庵 等 覺誊〕 


私 父 左 衞門儀 を ひ 條原主 水與カ 安武 半 之丞と 及^ 傷相果 候に 付、 其 節 之 樣子私 手前 御 尋被成 

候。 知 左 衞門儀 今朝 役所に 付、 步行 難儀 仕 駕籠に 而罷出 候處、 無 間 も家來 小者 罷歸、 举之丞 

知左衞 門と 及 匁 傷 候 段 相 達 候に 付、 追 取 刀に 而罷 出、 横町 堀 安太 夫 門前 迄罷越 候處、 右 半 之 

丞血 刀提、 私 を 目懸罷 越に 付、 其 儘 私 も拔付 候處、 半 之丞聲 を懸、 暫相待 吳候様 申 聞、 何れ 

私 方 迄 可罷越 旨に 付、 任 其 意 門內迄 同道 罷越、 趣意 承り 罷在 候處、 近隣 菅野彌 八郞幷 せがれ 

三 太郞、 曁田中 善 五郎. 同人 弟 多 仲 罷越引 分 候に 付、 達 本意 不申。 右 申 上 候處、 知 左 衞門半 之 

丞と兩 人 不和 順 之 趣 無 之 哉と 被 仰 聞。 元 來私妹 儀 半之丞 儀と 緣談內 約 仕 候に 付、 同人 俄 私 方 

, ^同居 仕 居候 處、 右に 付 同氏と 半之丞 住居 方 之 儀に 付、 少し宛 了簡 相違 之 儀 も 有 之 « 子 に而、 

近頃 半 之 丞儀御 步水野 左 門 方お 同居いた し、 右內約 も斷申 候。 右に 付 彼是 雙方 心底 不快 之 儀 

も 有 之 由に 御座 候 e 併 就 其 儀 申 分 箇間敷 儀 は 及 承不申 候。 此外可 申 上品 無 御座 候、 以上。 

日 置 知左衞 門せ がれ 

午 十 一 月 三日  日 置 昌太郞 

前 田 萬 之 助 殿 

前 田 式 部 殿 

品 川 左 門 殿 
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十 一 月 四日" 是日 以後 壽々 姬將に 本 多播磨 守に 入 輿 せんとす る を 以て 道 

具 を 運搬す。 

〔諸事 要用 雜 記〕 

御撗 目お 

毒々 姬様御 道具 被 遣 候 節、 辻々 警固相 建、 往來 爲指留 候に 付、 若 指 懸り候 w 事 等 申立 道筋お 

罷 出度 杯 申 聞 候 者 有 之 候 而も、 行列 中 は 差 扣候樣 警回之 者よ 可申談 候條、 下々 心 55： 途無之 

樣可相 心得 候。 差 急 御用 有 之 罷通候 人々、 脇道 往來指 支 候 分 は、 其 段 警固之 者お 相斷、 片々 

作法 能 可罷通 候。 

右 之 通 夫々 可 被 申談候 事。 

別紙 兩通之 趣 夫々 可申談 旨、 內膳殿 被 仰 聞 候條、 御 承知 被 成、 御 同役 御傳 達、 御 支配 御申談 

可 被 成 候、 以上。 

十月 廿 八日  .，  御橫目 

御 表 小將御 番頭 衆 中 

〔官 私隨 筆〕 

十一月 二日 


一 、 明 後 四日 毒々 姬様初 立 御 道具 被 遣 候 付、 御殿 揃 刻限 五 時 過、 各 は 五 半時 登城、 御 道具 被 

. 遣 候 節 三 御 丸へ 罷出致 踡踞、 相濟、 相 公 初 方々 様へ 御 祝詞 可 申 上 候。 服 は 在 合 之の しめ. 半 

上下 返 小紋 之 外 勝手次第 相 用 候 害に 候 由 等、 御用 番 より 廻狀來 る。  . 

〔珍事 留窨〕 

一 、 壽々 姬檨本 多 播磨守 様.^ 御 入 輿 被 仰 付 候に 付 云々。 十一 月 四日 丄ハ： =!• 十三： ET 御 道具 被爲 

持。 右往 來筋警 固. 町 屋店飾 等、 御 姬様御 通 之 節 同様 之 格式 也。 

十一 月 四日。 家中の 者 請 地 地 子 銀 を 期 月に 上納すべき こと を告 ぐ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十一月 四日 

定番 頭お . 

御 家中 之 人々 請 地 地 子 銀、 御 定之通 每歲可 致 上納 處、 難 a 等 を 申立、 期 月 上納 相滯候 人々 も 

有 之、 時々 御 普請 奉行より 頭. 支配人 等お 及 催促 候 得 共、 速に 上納 無 之、 勘定 方 雖相立 等 御 

• 普請 奉行 申 聞 候に 付、 向後 無 間違 可 致 上納 旨 等 文政 三年 申 渡 置 候處、 近年 又々 卜： 納延^ 之 人 

々も 有 之 由 相 聞 候。 先以 不心得 之 儀に 候。 以來期 月 無 遲滯可 致 上納 候。 若 其 上に も 相 滯攸者 

は、 人別に 相 達 候 様 御 普請 奉行.^ 申 渡 置 候條、 心得 違 無 之 様 急 度 可 相 心得 候。 
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右 之 趣 被 得 其 意、 組. 支配 不相洩 様 一 統可 被申談 候、 以上。 

午 十一月 

十 一 月 十三 日。 金澤新 町より 火 を 失す。 

〔每 日： 拔〕 

十 一 月 十三 日 

一 、 新 町 米 尾與三 右衛門 方より 出火、 及 大火、 奉 害 火涫申 渡。 

〔諸事 要用 雜記〕  . 

一、 十一 月 十三 日 曉天七 時 過、 新 町 米屋 與三 右衛門 店 借より 出火、 無 稗 一 侨 丁 通り へ 出、 新 

町 橋 爪迄兩 侧共燒 失、 六 半時 頃 及飽火 候。 拙者 俊 一 寸 御殿お 出、 近火 之 ffi に 付 無， 杵致返 

事。  . 

十 一 月 十九 日。 壽々 姬、 老臣 本 多播磨 守に 入 奥す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

サ 一 月 十九 日 

一 、 壽々 姬樣 今日 御 引 移に 付、 爲 御輿 迎播磨 守 殿 登城。 五っ九步御：：5問^^院>ロ御出、 M 人 御 

用番 誘引 罷出、 御意 有 之、 御の し 三方 御 表 小 將持出 指 上、 御手 自御 のし 被 下、 . ^禮。 甫 rmsa 


倍 高 は 嵩高 


付 御 入 輿 之 儀 御意 有 之、 無 程 御 入 之 事。 

一 、 壽々 姬樣益 御機嫌 能、 九 時 前 御 發輿被 遊 候。 御作 法 付 通り、 爲御見送り年^^^中初三の御 

丸お 罷出、 年寄 中 は 菱御櫓 下 御堀 端、 御 表 頭分 は 橋 爪 之 方 後ろに して 罷出、 御 近習 頭 者 三 之 

御 丸 下揭に 並居、 御輿 御 通り 之 時分 蹲踞 之 事。 

一 、 今： H 朝より 風雨 荒 候 事。 

一 、 御 發輿候 後年 寄 中等 恐悅申 上、 無 程 御 居間窨 院.^ 御 出御 意 有 之 候 事。 

一 、 重而 御供 相披候 上、 御供 之 美 作 守 殿. 藏人殿 被爲召 候。 此時 御用 番 誘引、 御供 大俄之 御 

意 有 之。 畢而內 匠 殿 • 又三郞 殿 被 爲召候 事。 

〔珍 留 »〕 

一、 十一 月 十九 H 御 婚禮御 送と して 前 田 美 作 守檨. 御 家老 橫山藏 人 « 御供。 右に 准 じ 御行 列 

等 都 而倍高 成 事 どもな り。  . 

〔珍？ J 留 喪〕 

一、 十一 月廿 四日 毒々 姬様. 播磨守 樣初而 之 御 登城。 播磨守 様 御 家老 役、 同 H 皆 子 餅 御 獻上之 

御 使者 被 仰 付 候 事。 

十一 月。 非人 小屋に 收容 せらる 、窮民 大に 減少す。 
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K 一  八 

〔溫敬 公 記 史料〕 

十一 月。 至是月 悲田院 窮民 減 千 七 百 除 人， > 

十一 一月 六日。 先に 日 置 知 左 衞門を 殺害した る與カ 安武 半 之丞 及び その他 

關係 者處分 せらる。 

〔九 里 夕 庵等覺 害〕  . 

公事 場 奉行. Si 

條： S 主 水與カ 

.  安武 卞 之 丞 

右 半 之 丞儀、 永原權 太夫 與カ日 置 知左衞 門打果 候に 付、 先 玉井赖 母. Si 被预？ £ 候。 知ん 衞門， 依 

半之丞 母方 を ぢ之續 に 候處、 半之丞 より 仕 懸及匁 傷 打果候 段、 大罪 之 者に 付、 御礼 之 趣 も.；； - 

之、 牢 揚屋へ 被 入 置 候條、 明 十六 日賴 母より 引受、 右 之 趣 被 申 波、 ，：^ 揚： ：^: ズ可被 入 1. ぃ攸 S -。 

午 十一月 

半 之 丞知左 衞門を 打朵候 趣、 半 之 丞ロ窨 之 趣と a 籠 與三松 申 分 之 趣 相」 に 付 礼.；^ 之、 及-お 

決 候處、 半 之 丞申分 難 相 立、 重々 不屈 之 譯に而 禁牢被 仰 付 候 由。 且 昌太郞 手前 も 御礼お 之、 

左 之 通 申 渡。 


. 日 置 故知 左衞 門せ がれ 

日 置 昌太郞 

同人 娘 

み  ん 

右 昌太郞 父 知 左衞門 儀、 安武 半 之 丞に被 打 果候節 之 首尾 申 分 之 趣、 . 士道. 孝道 共 取 失 族不博 

至極 候條、 先 一 類.^ 御 項 被 成 旨 被 仰 出。 且又 みん 儀 は 是迄之 通 愼方申 渡。 

右 之 通 之處、 半 之丞知 左衞門 妻と 兼而 密通いた し 居候 由 世上 雜說 高く、 其 趣 達 高聽候 哉、 半 

之丞 以前 召 仕 候 下女 於 公事 場 尋有之 由 之處、 右 女 は 存知 不申、 半之丞 以前 召 仕 候 妾 右 様之譯 

合 咄合候 儀 有 之 由 申 聞に 付、 右 妾 呼 立尋有 之處、 密通 之 鉢 見 受候事 有 之 由 申 聞に 付、 知左衞 

門 妻 手前 a 有 之 候 得 共、 右 様 之 儀 可 有 檨無之 旨 申 聞 難 決に 付、 及 對決候 へ 共 雙 方 申 分 難 決 由。 

依而知 左衞門 妻、 里 連 福 寺お 御 預に相 成 由。 知 左 衞門家 來嘉藏 主人 之 大事 を 見 拾 候 故歟禁 -K.。 

駕籠 3k 又 八 は 奧村丹 後 守 殿 家 來足輕 之せ がれ 之 由に 而、 主人 預に相 成 候 由。 然處 十二月 六日 

半之丞 梟首 被 仰 付、 左 之 通。 

梟 首  安武 半之丞 

此 もの を ぢへ對 し、 邪心 を 以無筋 儀 を 鬱憤に 存、 可 打 果と存 詰、 途中に 待 伏、 籠に 乘擺越 
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候 處.^ 拔刀を 突 込、 夫より 切む すび 打果畢 「、 大罪 露 顯之上 如 斯申付 もの 也" 

十二月 六日 

半 之 丞寄親 篠原主 水.^ 公事 場より 之 紙面 寫"  • 

御 自分 與カ 安武 半之丞 

右 半之丞 儀、 前月三日母方をぢ永原權太夫與カ日置知左衞門へ遺恨^^之旨に而、 途中 致 待 伏 

及 殺害 候 一 件、 於 公事 場 御 a 被 仰 付 候處、 遺恨 趣意 可 及 匁 傷 程 之 儀に も 無 之、 却而卞 之丞不 

所存 之 儀 有 之 候處、 を ぢを及 殺害、 剩其節 之 始末 方 等 彼是 不分明 之， もお 之、 甫々 不： 極 

大罪 之 者に 付 梟首 被 仰 付 候。 

右 半之丞 手前 於 公事 場 御 a 之 趣、 委細 及 言上 候處、 落着 如 此被仰 出 候に 付、 今： n 首 を 爲^、 

下 口.，^ 梟首 申 付 候條、 此段 一類.^ 可 有 御 申 渡 候。 尤 半之丞 所持 之 品^ 所 G 申 付、 K 而ニ箭 M 

様に 記、 白紙 もとお 込 指 出 候 様、 一 類.^ 可. 1^ 御 申 渡 候。 家幷居 屋敷 之 依 は、 御^ SS<i: 所 御 格 

之 通 可 有 御 心得 候、 以上。 

午 十二月 六日  成 瀨主稅 等 四 人 

. 條原主 水 殿 

右 之 通に 候處、 無 程 知 左 衞門末 之 娘へ 御 貪 着 無 之 旨 被 仰 渡. - 同月 廿 六：； n 曰 n! 太郞 ffi は；； ば s、 當 


時 雪中に 付 被 遣 候迄牢 揚屋お 被 入 置 候 旨。 知 左 衞門雍 は 永く 蓮 福 寺.^ 御預、 姊娘は 御 貪 着 無 

之、 其 外 何も 御免 之 由 也。 知 左衞門 家財 は、 一 類 依 賴兩人 娘お 被 下 候。 a 籠 與三松 御褒詞 

有 之、 鳥目 十 贯文被 下 候 段、 於 公事 場 申 渡 有 之。 然所 翌日 町 食 所より 呼 立 有 之、 @： 義者之 由 

褒詞有 之、 米 七 俵 被 下 候 由 也。 初手 負 候 節、 知 左衞門 一 類より 米. 鳥目 遣 候 由。 其 外に も米錢 

送り 候 人々 も 有 之 由 也。 追而知 左衞門 娘兩人 は、 知 左 衞門寄 親方.^ 引取 養育 有 之 由 也。 

〔：^ ず 菊お〕 

土 取 場 撞木 町 山 尾 與兵衞 せがれ 

米 七 俵  與三松 

右 與三松 儀、 前 月 三日 永原權 太夫 與カ日 置 知左衞 門に 被 雇、 駕籠： * 罷越候 於 途中、 安武 半 之 

丞儀右 知 左 衞門を 打果候 刻、 與三松 働 方 委曲 公事 場より 相 達御聽 候處、 爲御 褒美 鳥目 十贯文 

萍領被 仰 付 候 儀、 於 此方 共に 忝 儀に 候。 右樣 公事 場 御 褒美 有 之 儀、 誠に 奇特 之 至 令感入 候。 

依 之 右 之 通 遣 之 候條、 彌御國 恩 難 有 奉存、 諸事 大切に 相 心得 可 申 候。 

午 十二月  中 川 平 膳 

澤田義 門 

十二月 人 日。 小幡豹 三、 成瀨掃 部の 門に 張 文 を 行 ふ。 
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五 ニニ 


余 は 本多播 

磨 守 


〔本 多播磨 守覺〕 

十二月 八 a 

一 、 今朝 掃 部門に 張 文 有 之、 自分 之 儀と 者 被な 候 5 & 北ハ、 宛所 無 之 故 相 Is- 候 it に 而被出 之： 右 

作 州 等 三人 奥 之 間に 而致破 封、 了 S 候 所、 御馬 迥小幡 忠右衞 門せ がれ 豹 三と 申 者、 御 勝手 之 

儀 心 附之趣 有 之 候 得 共、 御 奉公 不申上 者に 候 得 者、 御 達 申 候 手段 無 之 故、 明朝 推专御 中 ぼ 

旨 判 形 之 紙面、 掃 部 宛所 あり。 右 樣之例 有 之 候 哉、 調！^候得共不觅當。 笕政 中歟、 故城 州 幼 

少之 節、 家來 田村久 右衛門と 歟申 者、 家事 之 儀に 付 故城 州. Si 申達 候 趣 有 之 攸處、 心 之 趣 

. に 付 指 扣被申 付。 其 後 故城 州 後見 中、 河 州，^ 申達 咎被申 付 候處、 御 横目 何 K 被^ 訴攸 有 

之。 其 節 は 右 家 來不縮 無 之 様に、 月番より 被 申 渡 候 儀 等、 舊 記に 相 兌え 攸。 此 度の は 元來心 

付 達 度 キ存候 處者宜 候へ 共、 致 方 不宜。 依而不縮無之«にと申程には及問敷と^&-,^-巾八：：攸 

上、 佘. 坂 井 小 左衞門 別席に 而逢、 右 之 趣 申入。 依而先 外出 指 留候様 頭.^ 可 申 波、 心 付 之 依 は 

跡より 相尋 申に 而可有 之。 訴狀幷 頭へ 申 渡 候覺番 下物 上 之 候處、 卽： w 伺 之 通キ被 仰出攸 由、 

同人 演述に 付、 頭 志 村 平 之丞呼 出、 覺窨渡 之。 

志 村 平 之 丞.^ 

小幡 忠右衞 門せ がれ 豹 三 


本年 七月の 

糸-照 


右 豹 三 儀、 成瀨掃 部門.^ 致 張 文 候。 心 付 之 趣 申出 度 儀に 候 は、、、、 其 筋，^ 致 様 も 可 有 之處、 御 

法 を 犯 候 段、 心得 違 之 儀 候條、 先 外出 指 留相愼 罷在候 樣可申 渡 候。 心 付 之 趣 は、 追而相 S 寸申 

に 而可有 之 候 事。 

十二月 十日、 志 村 平 之 丞.^ 

小幡 忠右衞 門せ がれ 豹 三  、 

右 豹 三 儀、 御 勝手 御難 ffi に 付、 心 付 罷在儀 趣 相認指 出、 相 達御聽 候處、 最初 致 張 文 候 儀 は、 

心得 違に 候 得 共、 御！； 恩 を存付 申出 候 儀、 奇特に 被 m>5 召 候 旨 被 仰 出 候條、 此段被 申 聞、 外出 

指 解 可 被 申 候 事。 

右 申 渡之赛 立、 卽 n: 以雅樂 助 被 返 下、 伺 之 通 可 申 渡 旨 被 仰 出、 平 之 丞呼出 申 渡。 

十一 一月 十日。 本年の 造酒 石高 を 三分の 一 一とすべき 慕 令を傳 ふ。 

厂 お！^ 典〕 

諸！： 酒造 三分 之 二 造 之 儀に 付、 從 公儀 相 渡 候 御 窨付寫 一 結 二通 相 達 之 候條、 被 得^、 夫々 可 

被 申 渡 候。 且當赛 申 渡 置 候 三分 二に 當る 酒造 道具 縮 方 被 申 付 候內、 各 於 手 合 指 解、 三分 一 之 

道具 縮 方 嚴重可 被 申 付 置 候、 以上。 

午 十二月 十二：！ I  御 算用 場 
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； 二 四 

淺加伊 織 殿 

菊 池 九 右 衞門殿  . 

諸！： 酒造 之 儀に 付、 大御目 付 土 屋肥後 守 殿より 到來之 御. S 付寫 一通 相 越 之 攸條、 被？ 北 ひに r 

前々 之 趣を以 夫々 可 被申觸 候、 以上。 

甲 午 十二月 十日  奥 村 丹 後 守 

條 ls§ 監物殿  • 

有 賀 甚 六 郞殿 

石黑宇 兵衞殿 

大目 付，^ 

諸！： 酒造 之 儀 三分 二 減 石 可 致 旨、 當 五月 中相觸 候處、 當年は 諸^ 豊熟 之 趣 相間攸 ii:、  ^^而及 

沙汰 候 迄 は、 去 巳年 以前 迄 造 來米高 之 三分 一 相 減、 三分 二 可 致 酒造 候。 尤去 巳年 以前 迄造來 

米 高幷減 石高 共 $E 付に いたし、 御料 は 其 所々 奉行. 御 代官、 御 预所* 私^ は ^中：. 地 一 H より 早々 

可 桁 出 旨 相 觸置候 間、 其 節 指 出 置 候 書付に 而、 右數 委曲 相 譯り可 申链に 付、 此度は 別段. S 付 

指 出 候に 不及候 得 共、 其 外 之 儀 は 是迄之 通 相 心得、 減 石 之 摘 彌殺重 相 守 可 申 候。 ti; 過 造 等い 


たす において は、 其 者 は 勿論、 其 所 之 役人 迄 吟味 之 上、 急 度 可 申 付 候條、 心得 違 無 之 « 可 致 

き 

右 之 趣 御料 • 私領. 寺社 領共、 不 相洩樣 早々 可觸 知者 也。 

午 十一月  ， 

右 之 通 可 被相觸 候。 

十一 一月 十九 日。 本年 を 以て 增借 知の 年限 盡 きたる も 尙當分 之 を繼續 すべ 

きこと を i}n ぐ 0 

〔每 日 帳 * 拔〕 

十二月 十九 日  ， 

一 、 御 借 知增方 五ケ 年中 改而被 仰 付 置、 當 年に 而 年限 相 滿候得 共、 御 勝手 御 窮迫" 4i.: 極 之 上 凶 

作に 付而、 當分都 而是迄 之 通、 御 借 知 御 借 米 被 仰 付 候 旨 等、 頭分 以上 御殿へ 招 申 渡。 

〔御 郡 典〕 

御 家中 御 借 知 等 之 儀、 去る 寅年より 五ケ 年中 改而增 方 被 仰 付 置 候處、 當年 迄に 年 K 相 »候» 

共、 御 勝手 御 逼迫 至極 之 上、 去年 凶作 莫大 之 御 引 高に 相 成、 彌以 御述方 御六ケ 敷、 依 之不被 

得 止 事、 當分都 而是迄 之 割合 之 通 御 借 知 米 被 仰 付 候。 御 家中 之 人々 においても 可爲難 ft 儀、 
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五 二 六 

深く 御 心痛 被 爲在候 得 共、 前文 之 ごとく 誠に 無 御據次 J おに 候條、 是迄等 之 趣 致 <^g: 候 様 可 申 

聞 旨 被 仰 出 候.^ 

右 之 趣 被 得 其せ r 組. 支配.^ 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上. - 

十二月  本 多 播磨守 

十一 一月 廿 四日。 御 郡 方に 於け る 宗門 改の手 續を改 む。 

〔官 私隨 筆〕 

十二月 廿 四日 

御 郡 奉行.^ 

每年 宗門 改御步 横目 三 州 相 廻、 惣 年寄 等 判 形見 屈來 候へ ども、 以來各 支^ 之 分 は都而 各に 而 

判 形見 屈、 改 K 等 可 被 差 出 候 事。 

午 十二月 

御 横目，^ 

每年 宗門 改御步 横目 三 州 相 廻、 惣 年寄 等 判 形見 屈來 候へ ども、 以來御 郡 奉行 支配 之 分 は、 右 

奉行に て 見 屆候様 申 渡 候。 遠 所 町方 等 曁御預 所 村々 宗門 改之饿 は、 是迄之 通御步 横目 相 i! 兑 

屈 1^ 害に 候條、 被 得 其 意 可 被 申 渡 候 事。 


十二月 廿 六日。 來 年頭より 諸郡惣 年寄 等に 通り 懸 りの 目 見 を 許し、 且つ 

年寄 並の 苗字 を稱し 得べき こと を告 ぐ。  一 

〔司 農 典〕 

御郡惣 年寄 幷 年寄 並 之 者、 來 年頭より 御 通り 懸御目 見 被 仰 付 候 節、 御 禮錢代 百疋宛 献上 爲致ー 

可 申 候。  - 

右 之 通、 今日 御用 番播磨 守 殿 被 仰 渡 候 事。 

I 

丄 

午 十二月 廿 六日  御 郡 奉行 

諸郡惣 年寄 中. 年寄 並 中 

〔毎日 K 書拔〕  ， 

十二月 廿六 日  • 

■  i 

一 、 御 年寄 並 之 者 共、 以來^^字爲名乘可申、 且 御邵惣 年寄 幷 年寄 並 之 者、 來 年頭 御 通 懸りー 

御 目 兑之節 御 禮錢代 百 疋充爲 上 可 申 旨 等 申 渡。 

十一 一月 廿人 日。 藩の 財政 窮乏す る を 以て 諸 士の役 料 知に 借 上 を 命ず。 一 
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五 二八 

〔本 多 政和覺 害〕 

十二月 廿 六日 

一 、 左 之 覺書御 勝手 方より 被 出、 申 渡 日限 之 儀 者 跡より 可 被 申 聞 旨 執筆 を 以被申 聞、、 4^ 卄八 

曰 申 渡 0 

御 勝手 御 蓮 方 之 儀、 其以來 種々 御盆 議被仰 付 候へ 共、 根元 御 取 筒に 不致符 八：：、 年々 過分 之 御 

不足 相 立 候に 付、 次第に 御 窮迫 至極に 相 成 候.^ 如 斯に而 畢竟 被 成 方 も 無 之に 付、 今" 肱 W 乂格 

別 御 将略等 を以、 此 末御述 方之處 格別に 御 僉議被 仰 付 候" 依 之 頭分 等 役 W 知 之 ffi は 御 格 もお 

之 候 得 共、 不被得 止 事 別紙 割合 窨之通 御 借 上、 手 替足輕 等 茂 御 減少 被 仰 付攸。 御 家中 一 統御 

借 知 等 之 儀、 來 年よりも 是迄之 通 被 仰 付 候 上、 役 料 知 迄 も 御 借 上 之， is、 何茂難&之^^:深く御 

察 入、 御 心痛 被 爲在候 得 共、 誠に 無御據 次第に 候條、 何 茂 會？， ^いたし、 心服 を 以御川 立 可 中 

候。 此段可 申 渡 旨 被 仰 出 候。 右 之 趣 可 被 得 其 意 候、 以上。 

十二月  本多播 1? 守 

役 料 知 御 借 上 之 割 

千 石 以上 役 料 高 百 石に 付 七十 石 宛 

八 百 石 以上  同  五十石 宛 


本文 以外の 

想 年寄に 對 

する 賞 賜 等 

は 略す. 


十五 石 宛 

七 石 宛 


六 百 五十石 以上 同  三十 五 石 宛 

四百 五十石 以上 同 

二百 十 石 石 以上 同 

二百 石 以下 之 人々 同  .rpvl 夕 

一 、 頭分. 平 士. 坊主頭 迄 茂、 都 而役料 知 之 分 は 右 割合 を 以御借 上 之 事。 

一 、 御 射手. 御 異風 弓手 料 等 も 右 割合 を 以御借 上 之 事。 

一、 頭分 手 替足輕 • 小者、 幷御郡 奉行 等 被 下足 輕、 都 而五人 之 分 者 二人 御 減少、 三人 以下 は 一 

人 宛 御 減少 被 仰 付 候。 自然 手 替等揃 不申而 難 相 成 時 者、 臨時 御 渡 可 有 之 事。 

一 、 右 役 料 知 御 借 上 之 分、 都 而銀納 に 被 仰 付、 來 年より 五ケ 年 御 借 上、 手 替足輕 等 茂 右 年限 

中 は 減少 被 仰 付 候 事。 

但、 銀 納方之 儀 は 追 而可申 渡 候 事。  . ，， 

十 一 一月 廿人 日。 諸郡惣 年寄 • 年寄 並 等蓄 米に 盡カ せし を 以て 賞 せらる 

〔郡 方 御觸〕 

御上 下 一 具. 白銀 三枚 宛  礪 波郡惣 年寄 石 崎 彥三郞 

能 美郡惣 年寄 北 村 與右衞 門 
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五三 o 

石 川郡惣 年寄 水內六 左衞門 

右 今般 御 蓄米之 御 趣意 會得 方宜 敷、 一 統. 申 談方行 屈、 * 分々々 より 茂 致 上米 候 由 御聽、 

奇特 之 事に 候。 依 之 格別 之 趣 を 以被下 之 候.^ 尙更 事 勢子 方等彌 心懸、 此末 Sfl 御 川 立 候 

之 樣可相 心得 候。 此段可 申 聞 旨 被 仰 出 候。 

十 二 月 

今日 於 御 次、 石 崎 彥三郞 等 結構 被 仰 出 を以、 拜傾物 被 仰 付 候に 付、 別紙 兩通之 通分 而被仰 出 

候條、 急 度 被 得 其 意、 聊 心得 違 不致被 可 相 心得 候。 依而御 本紙 相 渡 候條、 寫取可 相 返 候、 以 

上。 

午 十二月 廿 八日  御 郡 奉行 

諸郡惣 年寄 中 • 年寄 並 中 

此度拜 領被仰 付 候 御上 下幷染 物、 御用之節之外者着用不相成儀勿論之^^^^-候條、 此段惣 年？； E 共 

等 可 被 申 渡 候 事。 

午 十二月 

當年御 郡 方 御 蓄米之 儀 被 仰 出 候處、 惣 年寄 共 等 孰 茂 御 1： 恩 を 存付致 出 情 候に 付、 今般 御紋之 

御 品 茂 拜領被 仰 付、 且又 年頭 御 目 見 之 節 献上 物 等 之 儀、 各 依願 御 聞： W お 之 者、 出 格 之御収 


极に候 得 者、 一 入 孰 茂 職分 相勵、 猶亦 百姓 成立 方 等 W 要 相 心得 可 申 候。 fl 然茂 今度 右 取扱に 

乘じ、 身分 を 忘れ 僭上 之 儀 等 有 之候而 者、 御 趣意に 茂 違 申 儀 候條、 衣食住 等 之 僅 を 初、 都而 

文政 二 年 被 仰 出 之 通、 少茂無 違 失 相 守、 奢侈 不心得 之 族 無 之 様、 厳重 可 申 渡 旨 被 仰 出 候條、 

右 被 得 其せ r 右 之 趣 得 キ可被 申 諭 候 事。 

午 十二月  ， 

十一 一月。 諸郡惣 年寄 以下の 轉 役した る 場合に 於いて は その 役 料 を 日 割と 

すべ きこと を定 む。 

〔司^ 典〕 

御 仕 法 以來諸 郡 物 ^ 年寄 • 年寄 並 • 新田 裁許 • 山 迥轉役 等 有 之 節、 役 料 月 割、 鍬 役 米 H 割 を 以相波 

候 得 = ^ハ、 今度 < 观議之 上役 料 之 分 も 日 割 を以、 以來可 相 渡 候 條可得 其. M 候、 以上。 

午 十二月  御 郡 奉行 

諸 郡 惣年寄 • 年寄 並 中等 

天 保 六 年 

正月 朔日。 前田齊 泰金澤 城に 年頭の 鱧を受 く。 
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五三 二 

〔諸 W 要用 雜記〕 

正月 元日 

一 、 益 御機嫌 能 被爲遊 御超歲 候。 六 半時 過 御 目 g;- 被 遊、 御 櫛 中 御 瞎被爲 召 上、 * 而於卿 卜： 段 

大福 等 御 祝 方 御 祝 被 遊 候。 

一 、 四つ 三步御 表.^ 御 出、 御 小 番院. ^御着 座、 諾大夬 之 面々 御禮、 若年？；？ 迄 相 is、 夫より 御 

大廣間 御 下段 御着 座、 人 持. 頭分 一 統御 禮被 爲受、 相 « 被 爲入候 節、 鹤之 庖丁 御料 s-gs 松本是 

太夫 相 勤、 御覽被 遊、 無 程 御 入 被 遊 候 事。 

.1 、 九 時 前 重而御 表.^ 御 出、 最初 相 W 不申人 持. 頭分 • 御 大小 將 より 坊中： §、 迄 一 統御 禮。 御 入 

之 節 御 居間 » 院三之 間に 而、 犬 千代 丸 « 御侧小 將幷御 近習 之 人々 御禮。 s、 舟 之 に而御 

表小將 御禮。 相 » 御 入 被 遊 候 事。 

〔御 家老 方諾 * 留 帳〕 

正月 元日 

一 、 六 半時 過 登城、 四つ 時 過 各 御 小害院 において 御 禮申上 候。 當 時人 持 幷 頭分 一 統禮に 付、 

御 小 書院 相 濟大廣 間お 御 出御 禮被爲 請。 御 後より 參、 矢 天井 之 問 後に して 据： 候 *。 

右 之 節 御 唐紙 將監. 庄兵 衞、 御先 立 外 記 之 事。 


一 、 重而御 出、 大廣 間にお いて 御大 小 將等御 禮被爲 請。 右 御 出 之 節 山城 守 使者、 矢 天井 之 問 

において 御 通懸り 御禮之 事。 . 

一 、 月番より 席に 罷越候 様 申來、 主 附將監 御 次に 付 拙者 罷出 候處、 御 奥 斗 戴 被 仰 付 候 3 り； S 

述。 餘程 在て 御 斗 頂戴、 ニノ 間に 而若 年寄 之 外向 合せに 而 頂戴。 御 禮御臺 所 奉行 荒木 平 左 

衞門を 以申上 候。 

. 一 、 鶴 之 御 吸物 御 下、 御內々 に而 近年 頂戴 被 仰 付、 ニノ 間に 而各 列座、 御膳奉行永：^^5之助 

申述。 追 付 頂戴、 御 吸物 鶴 二 切 • つき 牛蒡. 薄 輪 大根. 蓴菜、 御 吸物 ー篇、 御 引盃、 御 取 * 松 _ 某 

錫。 右 御 禮御膳 奉行 永 井 平 吉を以 申 上 候 事。 

一 、 八つ 時 前 返 出、 直に 御廣 式，^ 罷出、 年寄 中 一 集に 相 成、 村 田 定之助 を 以申上 候 事。 

正月 一 一日。 謠 初の 儀 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕  . 

正月 二日 

一 、 七 時 御 表 御 出、 追 付 御 謠初御 规式相 初り、 年寄 中等 御盃 頂戴。 相 i£、 御 流 頂戴 被 仰 付 

候。 御 肴 役 f 作 I。 相濟、 七つ 七 分 過 御 入 被 遊 候 事。 

正月 十九 日。 具足の 鏡餅 直 を 行 ふ。 
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五三 四 

〔諸事 要用 雜記〕 

正月 十九 日 

一 、 今 m 御 燈餅幷 御 * 鏡 _頂 戴 有 之。 御 禮御臺 奉行 幷御毫 所 奉行お 申述。 

王 月 一 一十 日。 本年より 更に 借 知 を 命ずべき を 以て 儉約 を勵 行せ しむ。 

〔典 制 彙纂〕 

御 勝手 向 御 逼迫 至極に 付、 御 家中 之 人々 茂 可爲雖 儀に 候 得 共、 今年よりも $s 分 御 借 知 等 被 

仰 付、 頭分 等 役 料 迄 も 御 借 上 之 義被仰 出、 一 統申 渡。 右 様 被 仰 付 候， i^、 御. t において 御 心外 

至極 之 御 儀に 候 得 共、 被 成 方 も 無 之に 付 被 仰 出 候 儀に 候。 ケ様之 御 時節に 候 IT  W 更御 { 水 巾 

之 人々 幕 方 等質 素 相 心得、 一 端 節 儉を以 取 續可申 儀 肝要に 候條、 風俗 等 之， ハ 母. ば 被 仰波攸 

，通、 心得 違 無 之 樣急度 相 心得 可 申 候。 

右 之 通 可 申 渡 旨 被 仰 出 候條、 被 得 其 意 I - 

正月 廿日  前 田 关作守 

正月 一 一十 日。 江戶詰 中に 於け る 諸士儉 約の 心得 を 諭す。 

〔典 制 彙纂〕 

江 戶表御 式臺を 初、 御 表 向 都 而綿衣 等危服 着用 可 致 11H 等、 前々 被 仰 出？ S 候。 當時別 而^ 吸御 


省略 中 之 儀に 候 間、 當 御在府 より 以後、 當分都 而綿衣 W に 着用 可 致 候。 上使 等 押 立 候 御 客 之 

節 は、 輕き絹 類 相 用、 御 一 門 檨方等 御 出 之 節、 前日 爲御知 之 分 も、 常 御 見廻 懸り之 振に 候 得 

者、 綿 衣 等 着用 可 致 候。 御 內輪相 勤 候 人々 者、 猶以可 爲麁服 候 事。 

但、 何 el- 歟御 含に 而御設 有 之、 御 客 之 節 者 其 時々 着服 之 儀、 御 客 方より 可申談 候。 

一 、 江 戶詰中 於 御 貸 長屋 無益 之 參會致 間 敷 候。 都而 小屋 暮方之 儀 質素に 相 心 §:、 入ざる 事 

杯に 長 じ、 费ケ間 敷 儀 勿論 有 之 聞 敷 候 事。 

一 、 錢別 幷土產 物堅 可爲 無用 候。 詰 中金澤 より 食物 類 相 送 候 儀 等、 近頃 別而致 4" 長 鉢に 候。 

右 樣取遣 之 儀 相互に 堅 指 止 可 申 事。 

一 、 足 輕已下 之 者 共 も、 尤 小屋 暮杯、 分限 不相應 之 族 無 之 樣可相 心得 候。 御門 外たり とも 綿 

服 之 外 は不相 成、 尤夏之 服 も 右に 可 準 候。 刀. 脇指裕 も、 金銀 相 用 候 儀 者 堅 不相成 候 -。 

附、 御 家中 家來. 若 黨* 小者 之內 にも、 衣類 等 不相應 之 者 も 有 之 様子に 候。 已來其 主人より 

嚴重可 申 渡 候。 

右 等 之 儀に 付而 者、 前々 より 被 仰 出 候 趣、 御 參勤之 時分 申 渡 候 得 ども、 追々 嚴敷被 仰 出 候 趣 

申 渡 候 故、 享和 三年 以來分 而不申 渡 候。 然所 文政 七 年從金 龍院檨 着服 等 之 儀 被 仰 出、 江戶表 

詰 人 服 之 儀 も、 殿中 之 外 者 都 而綿衣 相 用 候 儀可爲 勝手次第、， 其 品々 之 儀 者 人々 之 心得 も 可お 
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五三 六 

之 事に 候 旨 等 申 渡 候處、 中に 者 會得違 も 有 之 哉、 過不及 候 鉢 も 相 聞え 候に 付、 a;r^ 輪に 而も 

麁服 着用 之 儀、 被 仰 出 置 候 通 相 心得 可 申 候。 江 戶表始 御 公 界^ 之 儀 者、 紹等 着用 之， c^、  ^1^ 

被 仰 出 以前 通 可 相 心得 旨、 同前暮 從御當 代 様 被 仰 出、 一 統申渡 候 故、 不斗致 心 W 途、 

者 綿 衣 着用 致 間 敷 事 之 様に 相 心得 候 哉、 近年 麁服相 用 候 儀 者 無 之 林に 候。 其 外 無^ 之 參<|:： 等 

之 儀 も、 每 々厳重 被 仰 出 申 渡 置 候 所、 是又 心得 違 之 人々 有 之 体に 候。 今 之， 依、 ぉ之條 令？ 赕 

重 可 申 渡 旨 被 仰 出 候條、 無 違 失 相 守 可 申 候。 近頃 別 而嚴敷 御お 略 等 被 仰 付 候 W4^、 御 勝手 御 

蓮 方 御 急迫 至極に 付、 江 戶表之 儀 猶又此 上 御 八 、議之 品 も 可 有 之 御 時節に 候 間、 一 統御：，： 之 

, 御 様子 奉 恐察 候。 猶以 無用 之 费を相 «、 精誠遂 勘辨、 聊も 御難 題に 不 ffl 成 ffi、 ぼ扣心 W 可 

申 儀可爲 肝要 候 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 組. 支配 之 人々 へ も 嚴重可 被 申 渡 候 事。 

定番 頭.^ 

別紙 之 通當春 御參勤 御供 之 人々.^ 申 渡 候。 御外邊 すら 危服 着用 之 儀に 候へば、 於 此表は W 以 

右に 準遂 省略、 麁品を 相 用、 不益費 無 之 樣嚴重 相 心得、 尤錢別 並 贈物 等， M 後. 堅 桁.^:!^ 巾 候。 

且又 以來 江戶 交代 等に 而罷越 候 人々 も、 兼而相 心得 罷在、 無 違 失 相 守 可 申 候。 

右 之 趣 被 其 意、 組. ま 配 等不相 洩檨ー 統可被 申談候 事。 


正月 二十日 

正月 廿ー 一日。 前 田 齊泰の 子 利 順の 病泡瘡 と治定 す。 

〔宵 私隨 筆〕 

正月 廿 八日 

一 、 龜 丸殿當 十七 日夕より 少々 御 熱 氣被爲 在、 翌十 八日 御 同様 之 御 脈狀も 一 等 御 進み、 御而 

部亦疹 御發、 十九 日御惣 身御發 物被爲 見、 同 廿日 御 熟 氣餘程 御 解、 御 脈狀も 御平^に 而、 御 

發物は 御 紅 沿、 御 血色 も 御 s、 廿 一 日 御同容 之處、 廿 二日 之 所に 而御 疱瘡 御 治定、 御 被 

成 御座 候 段、 山城 守 殿 等より 廿 二日 不時 立 町 飛脚 早 飛脚 歩に 傳附、 只今 申來候 付、 相 公 様へ 

恐 悅申上 候 間、 自分に は以 紙面 申 上候樣 にと 之 趣。 且又 龜丸 殿へ 明日 出以 紙面 御 容鉢相 窺、 

姬君 様へ 以紙而 恐 悅申上 候 替之旨 も 被 申 越 之、 及 返書。 

〔諸事 要用 雜 記〕 

正月 廿 八日 

.  一 、 * 丸 殿御 痘御 治定之 段、 廿ニ 日立 早 飛脚 今日 到着。 隨分御 順 症 之 由に 候^。 

正月 廿 七日。 東 本願 寺の 遷佛 式に 身分 不相應 の 喜捨 を爲し 又は 窃に 參詣 

する こと を 林 if す。  • 
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五 一 二八 

〔郡 方 御觸〕  ， 

來 本願 寺 先達 而燒失 之處、 ws^ 成就に 付、 來る 三月 遷佛之 鉢に 付、 門 徒 共 種々 致？； -進、 00 

1： 中 一 向宗之 寺 庵 追々 上京に 付、 新に 法衣 等出來 申立、 且家々 奉加 相 勸攸針 札 i^l お i 死 

こ ォ"， g 者、 先達 而 御門 主より、 1： 々門 末 S 門徒 共お 之敎 化に も、 寄進 者. R 分に かな ひ 候 報； 

之 程、 委細に 被 示 置 候 趣 ども 有 之處、 身分 不相應 致 寄進 候而 は、 去々 年 之 作 難に 而 過分 之 御 

« 米 茂 被 仰 付、 御上 御難 之稈茂 不存付 事に 相當 り、 御門 主より 之敎 化に も不相 叶， に攸。 

若 身分 不相應 致 寄進、 旦那 寺より 之勸 化に も 多 割符 候 様之條 相 知 候に おいて は、 殿.^;^ 巾ト 

右 遷佛に 付 末々 迄拔々 致 上京 候 者 多候而 者、 出作总 にも 可 相 成 候條、 無 油斷制 方；^ お 之 依に 

候。 且又 御邵 方より 上京いた し 候 者 有 之 節、 屈 方 如何いた し 候 哉。 中に 者 K 那 寺へ 對し^ 念 

有 之、 上京 之 序に 者 本山 向.^ 惡敷申 成、 後住钚 障に 相 成 候 様 之 儀 茂 有 之 鉢 相 開 攸條、 卜-京 之 

隨屈不 相 洩様申 渡 置、 屈 之 時分 其 様子に 寄、 成 丈 不承 屈 様 有 之可然 候。 

一 、 寺廉 官位：： 升 進 之 節、 門徒.^ 勸化之 儀 者、 寺社 奉行より 御 郡 奉行お 詮^ 之 上、 巡 极ィ之 

に 相 成 S 候處、 門徒 共 申談、 表 向 は 目立 不申樣 仕 成 置、 內證 に而致 寄進 候 族 も 有 之 # に矿 

是等之 ffi 相 知れ 候に おいて 者、 急 度 可 申 付 候條、 心得 方 厳重 可 申 渡 候。 


右 之 趣 御 郡 奉行より 年寄 共 等.^ 得キ申 渡、 御門 主より 之 敎化を 守、 人々 赏意相 立 候 様 可申談 

H 御邵 奉行へ 可 被 談候。 尤 寺社 奉行.^ 茂、 寺 庵 心得 方 改而申 渡 置 候 事。 

正  月 

寺社 奉行お 

當年束 本願 寺 堂塔 再建 成就に 而、 來る 三月 遷佛有 之 鉢に 候。 右に付門徒共身分不相應之^^；？進 

等いた し 候 鉢 相 聞 候 付、 別紙 寫之 通り 御 郡 奉行より 夫々 申渡喾 候。 依 之 一派 之 寺 « も 心 iJ: 方 

厳重に 可 被 申 渡 置 候。 依 別紙 寫相渡 候 事。 

別紙 兩通之 趣 被 得 其 意、 配下 之 寺 庵 心得 方 夫々 嚴重可 被 申 渡 候、 以上 

正月 廿 七日  前 田 式部 

正月。 能 登 口 郡の 十 村 等 難破船の 取 捌に 關 する 慣習 を 上申す。 

〔御 郡 典〕 

御領！； 浦 方 之船幷 他！： 船、 沖合 難船いた し、 御領！： 諸 浦お 諷寄候 節 之 取 捌 方、 ^細 可 申 上 an 

被 仰 渡、 奉 得 其^ 候。 右 樣之船 致 満入候 節、 船頭より 難船 之 趣 役人. St 及 M 候 W ば、 北 S 、役人 

早々 罷出、 夫々 見 請、 旅人 介抱 仕、 荷物 等 縮 方 申 渡 置、 御用 取次 所.^ 及斷 候に 付、 早速 手附 

指出爲 Esr 沛 役人より 紙面 取 立 御 達 申 上 候。 都而 船頭 .fg 役人 相 同じ、 難船 之 « 子將亦 W 荷 
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五 四 〇 

等 一 々見 請、 濡拟等 有 之 再 積 難 成 品々、 揚爲致 縮 方 仕， H3、 尤舟 1S> 口 は  一 物 等 不爲致 

様 申 渡、 曁 介抱 等 之 儀 能々 申 付 候" 右陛揚 荷物、 入札 拂キ 歟騮 賣キ歟 船； S 頒出攸 W ば、 S 

村々 ぉ觸 出、 商人 大勢 罷越、 手附浦 役人 等 立 合 爲賣拂 申仕來 に而、 尤沛 化迥 之 節 は、 役人 

より 指 出 候 浦 手形に 請 拂諸桁 引 委細に * 記、 組主附 奥. _t を 加へ、 船頭お 相 波 に 御-!; 攸.^ 

若 難船 之 儀に 付 故障 有 之 斷出候 節 は、 御 達 申 上、 組主附 ^仕、 入糾攸 ^ お 之、 且 SS 荷 之 

內紛敷 品 御座 候 得ば、 御 指 圖を請 取 捌 申 仕來に 御座 候。 舟 〈似 之條、 別 御 縮 方 被 仰 波 之 品 も 

無 御座 候 得 共、 船頭 等馴 合、 積 荷物 預り物 等 紛敷儀 一 切不 仕様、 組 主 附幷村 ft 人 等より 兼而 

御 縮 方 申 渡 候 振 合に 御座 候。 右 商船 取 捌 方 仕來之 趣、 就 御 ¥ に 御 Si! 申 上 候、 以上。 

未 正月  岡 部 七 左衞門 

三 輪 宇八郞 

喜 多 一 三郞 

.  上 A- 藤 右衞門 

北 村 淸右衞 門 


高 橋 平兵衞 

御 郡 御 奉行所 

正月。 御 算用 場 奉行 出納に 關 する 豫算を 提出す。 

〔横 山氏藏 文書〕 

天 保 六 年 正月 御 算用 場より 指 出、 同年 八月 御 借財 御 仕 法 御 符合 之 取 しらべ 等、 江戶 表へ 相 伺 

候 紙面に 相 添 候分拔 出、 後年 見易き ために ft 拔候 事。 . 

御 平生 御 出納 凡圖 り。 但、 追々 御 仕切 銀に 相 成 候 ケ所も 記 候 事。 

一、 二十 三 萬 三千 八 百 十九 石餘 御 收納高 

但、 十ク年 平均 を以ー ケ年當 り  . 

一 、 二 萬 九 千 二百 三十 六石餘  諸 返上 米 等 

日 一、 同斷 

一 、 千 十九 石餘  江 州 今 津等御 收納高 

但、 同斷 

一 、 三百 三十 一 石餘  古米 繰々  ■ 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 六 年  五 四 一  . 


^  ^ 1 


日：、 同斷 

グニ 十六 萬 四千 四百 五 石 


n 


：、 十ケ 年を以 平均 一 ケ年當 

、 二百 七十 八石餘 

祖、 同斷 

、 二 千 九 百 十九 石餘 

但、 同斷 

、 六 萬， 百 四十 七石餘 

但、 同斷 

、 千 五 百 十九 石餘 

但、 同斷 

、 二 千 五 百 九十 六石餘 

但、 同斷 


御 膳 米 一 


御 臺所米 


御 藏 返 


定 不時 下行 


御 知行 割 御 扶持 高 


過 上 塩 代 米 


一 、 二 萬 九 千 六 百 七十 ニ石餘 

但、 同斷 

一 、 百 五十石 餘 

但、 同斷 

一、 五百石 

但、 增減無 之 

一 、 十四 石餘 

伋、 同斷 

一、 七石餘 

担、 十ケ 年を以 平均 一 ケ年 

一 、 四十 九石餘 

せ、 同斷 

一 、 二百 五十 三石餘 

ffi、 同斷 

一、 三千 石 
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塩 手 米 

素 #f 朱 

勝 興 寺 御 合力 

白山 地 不足 渡り 

猪 狩 御 褒美 

追 詰 米藏敷 

n 1、 

從 siE^f 用 

五 四 三 


五 ra:.-. 


但、 當時此 石高に 相 成 候 

、 二百 五十 五 石 

但、 增减無 之 

、五百石 

伹、 卯年より 未年 迄 

、 七十 五 石 

但、 增減無 之 

、 百 三十 石 

但、 同斷 

、 八十 七石餘 

但、 去 巳年 石高 

、 二 千 五十 七石餘 

但、 十ケ 年を以 平均 一 ケ年當 

、 五 千 九 百 二十 石餘 

a、 司斷 


り 


塩 Is- 村 等 御 仕 入 


諸邯堤 入用 


舟 倉 江 さら へ 入用 


室 山野 除 米 


同所 用水 入用 


貧 村 御 救 米 


變地御 償 米 


、 七 百 四石餘  非人 小屋 

坦、. 同斷 

、 二 千 九 百 八十 五百餘 

但、 同斷 

、 八 百 六十 六石餘 

但、 同斷 

、 二百 七 七十 石 

但、 增減無 之 

、 千 百 五石餘 

但、 十ケ 年を以 平均 一 ケ年當 

、七 百 石 

但、 當時增 減 無 之 亥年 迄 

、一 萬 石 

但、 當時ニ 千 五百石に 候へ 共 右 石に 相 立 申 候 

、四 萬 石  作 難 御 貸 米 
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百姓 斗 過 米 


新變地 取扱 


河北 郡 除 米 


火事 家 御 貸 米 


粟ヶ崎 村 藤 右衛門. 德 兵衞. ^被 下 米. 


非常 御手 當 a 正 米 


五 四 五 


內 一 萬 五千石 

^十六 萬 六 千 八 百 八十 石 

一 、 二 萬 八 千 八十 二 石 計 

但、 十ケ 年を以 平均 一 ケ年當 

二 口 合 十九 萬 四千 九 百 六十 二 石 

殘而六 萬 九 千 四百 四十 三 石 

內 一 萬 八 千 四百 廿七石 計 

入 之 部 

一 、 二 千 五 百 五十 貫 八 百 目 計 

一 、 四千 百 四十 五 貫 四百 目餘 

但、 十ケ 年を以 平均 一 ケ年當 

一 、 二 千 四百 二十 九 貫目 餘 

但、 同斷 

三 口 合 九 千 百 二十 五贯 二百 目 


り 


り 


五 四 六 

引替 所.，^ 相 渡、 水 作 難に 而 不足 有 之 候 55： ば、 町 ft 御用 

鈒を以 相 辨可申 事 

現 米 延拂米  • 


御 廻 米 + 

蓮 賃等大 坂 等 御 扶持 江 戶御迥 米 

五 萬 千 十六 石 代、 石に 付 五十 目圖 

諸方 御 土藏上 


hy 


御 算用 場 上 


hy 


お 之 立， h: 

、 三千 三百 四十 八 貫 五 百目餘  小 拂所渡 

但、 十ケ 年を以 平均 一 ケ年當 


り 


、 五 千 八 百 六十 貫 四百 目餘  江 戶惣御 入用 中 勘 

但、 主ケ 年を以 平均、 一 ケ年當 り 町方 御 借財 七 千 三百 八十 九兩、 計 代 四百 六十 五 贯五百 目 

引 去り 殘り高  . 

、 七 百 貫目  京大 坂小拂 

但、 此分此 表に 而相知 兼 候 付 凡圖り 

、 三百 二十 八 貫目  御作 事定 不時 銀 共 

但、 當時定 銀 二百 七十 八 貫と 相 成、 不時 銀 五十 贯 目と 相 立 申 候 

、 五十 貫目  長 楝山銀 代 

但、 當時此 銀 高に 付 相 立 申 候 

、 百 八十 贯目  御 次 御用 

但、 同斷 

、 二十 貫目  町 會所償 渡り 
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R 四 八 

但、 同斷 

一 、 百 二十 五 R 百目餘  出 銀 渡り 

但、 十ケ 年を以 平均 一 ケ年. 當り  一 

一、 百 八十 ー贯 二百 目  御用 地 地 子 米 代 等  一 

但、 此分 近年より 御 算用 場 直 渡りに 相 成、 其已 前之處 <1 に 相 知兼攸 付、 ニケ年 平均 を以 一一 

ケ年當 り 

一 、 二十 ニ贯五 百目餘  毒々 姬 様.^ 被 進 御 知行 千 石 代 石 五十 目！！、 但夫 銀：^ ハ、 

但時 相場 之 

一 、 六 贯八百 目  右 同斷、 被 進 金 百兩代 

\ 一  萬 八 百 一 一十一 一 贯五百 目 

付 札、 本文 二 口 之 御 入用、 當 時に 而は、 御 不足 四百 二十 I ひ 目內之 御现八 = に 相 成攸。 只今 此， 

所に 而 相お 指 引 立候而 は、 先達 而 入御 覽 候分キ 致 相違、 其 上 御 次 御 入 川 を始、 =w迄之波^«^ 

を 以惣御 不足 取 圖有之 候 付、 追而 別段 御 符合 之 御 H り 方 仕 立 候 節、 本文 二  n 之 御 人 川 相お， 

可 申 候。 

招 引して 千 六 百 九十 七贯 三百 目 御 不足  一 


諸方 上り 當時增 高 

御 算用 場 上り 右同斷 


右 之 外 六 百 S 目  江戶 不時 御 入用 

ニニ 百赏目  御園 不時 御 入用 

三 ログ 二 千 五 百 九十 七贯 三百 目 

此方に 

-白 五十 四 贯六百 目 

四百 七十 一 贯目 

グ六百 二十 五 贯六百 目 

指 引 \  ■ 

千 九 百 七十 一 贯七百 目  惣御 不足 高 

此分惣 御 入用 之 內を以 御埋合 

正月。 從來御 納戸 銀 を 以て 下賜した る 給 銀の 

を議 す。 

覺 

一 、 十 R 百 四十 目  <3 船 渡 守 

如复藩 史料 第 十四 編 天 保 六 年 


部 を 御 郡 打 銀に 移す の 件 


五 四 九 


五 五 〇 


厶御鳥 見 一 

御藏 番 一 

新 川口 留 番人 

御塩 懸相見 人 一 

御塩 升 取 人 一 


一 、 一 一貫 八 百 目 

一 、 一 1^、 九 百 二十 目 

一、 四百 目 

一 、 一 S 一  百 目 

一 、 一 贯百 六十 目 

} ^十七 贯六百 二十 目 

三角 印 之 外 

, . ^四贯 六 百 八十 目 

右 御 鳥 見 等 御給 銀、 是迄御 納戶銀 を以御 渡御 座 候 得 共、 今度 御^? f 之 趣 有 之、 ^邯村.^^& 

儀 可 相 成 丈 御 省 被 下 度 旨。 就而者 前段 御給 銀 之 內諸郡 打 銀を以 加入 御 渡 被 成 度 11::、 御 tM: 御；^ • 

議之趣 被 仰 渡、 奉 得 其 意 申 候。 元 來諸郡 打 銀、 諸 御 郡々々 渡り 方 不足 仕 候 得 „s、 打 銀 相 5^ 候 

而は 下々 迷惑 仕儀に 付、 前々 被 仰 渡 之 趣 有 之、 尤近來 御 邵方取 立 物 多、 sffi 迷惑 仕^^ 巾， 依 

に 御座 候。 乍 併 御 當節之 儀、 曁御郡 之 內煩敷 儀 御 S き 可 被 下 « に 御座 候 は，、.、 ssffi 打 銀波り 

之 品 之 內御邵 打 銀 を 以相辨 じ、 其見替 を以、 前段 御 納戶銀 を 以御渡 之內四 R 六 百 八十 目 之 分 

は、 先 當分諾 部 打 銀 を以御 渡御 座 候 而も 可然 哉に 奉存 候。 御 鳥 見 幷船渡 守 御給 銀 之 内 は、 是 


迄 之 通 御 納戶銀 を 以御渡 被 下候樣 仕度 奉存 候。 尙 更追而 私共 內 詮議 之 趣、 別紙 を 以御達 可 申 

上 候 間、 御 詮議 被 下候樣 仕度 奉 願 候、 以上。 

未 正月  諸郡惣 年寄 連名 

御 郡 御 奉行所 

一 一月 三日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 要用 雜 記〕 

二月 三日 

一 、 今日 兩學 校.^ 九 半時 之 御供 揃に 而、 八 半時 前 御 出、 七つ 二分 御 屍 被 遊 候 事。 

一 一月 三日。 郡 方の 者 等他國 他領より 金銀 を 借用す る こと を 禁ず。 

〔郡 方 御觸〕 

御 郡 方 之 者 共、 他！；. 他領. 御 代官 所より 金銀 等 貸借いた し 候 儀、 前々 御 停止、 尤 借金いた し 

候 者 有 之に おいて 者、 追 出 申 付 候 旨 申 渡 置 候處、 中に 者 御 郡之內 心得 違 之 もの ども 有 之、 寶 

曆 年中 以來新 川 郡 等 村々 之內、 飛 州 金 借 請 候 者 有 之、 返濟方 相滯掛 合に 相 成 候 儀。 借 請 候 者 

ども、 其 時々 急 度 手 當之上 返 濟方申 渡、 若 向後 借 請 申 もの 於 有 之 者、 先 格 之 通 追 出 申 付 候 旨 

等、 其 時々 先役 共より 申 渡 置 候。 然處 今度 新 川 郡 犬 嶋村彥 右衛門 等 飛 州 金 借用、 返 W 方 之 儀 
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五 五 二 

申 渡 候 樣致度 旨、 同 州 御 代官 大井帶 刀 殿 手代 齋藤勝 平等より 申來、 彼是 餘^ 年 數茂扣 立、 

双方 共 及 違亂候 棘に 付、 今度 返 S 方 下 W 之 趣に 申 渡 候 問、 以來御 TO 之者キ s:^ 借 取 糾不致 様、 

失々 衝渡有 之 候 様、 右 勝 平等お 申 遣、 別而御 代官 所 之 者 共より 借用 金 ffl 滯攸分 者、 公訴 之沙 

汰を以 願 31 候 趣に 付、 品に より 不 容易 儀 も 可 致 出來、 左様 之 儀 於 有 之 は、 借用いた し：^ もの 

は 勿論、 其 所 一統 之 難題 キ相成 候 哉 も 難 計 儀に 候。 右 等 之 趣 者 いづれ も 承知 可能 fr, 依キ存 

候 得 共、 心得違い たし 候 もの 共 も 有 之に 付、 今度 改而ー 統申渡 mi 候" 以來. # 心 之 者.；； = 

之、 先々 役 筋より 懸合之 儀 致 出來、 左様 之 節 假令下 濟を以 先々 金主 手前 相 _€攸 とも、 本人 者 

不及 申、 請 人 又 者 取 持いた し 候 者 ども 迄 茂、 無 用捨 嚴重遂 穿 驚、 夫々 手當之 上、 本人 之 依 者 

先 格 之 通 追 出しに 可 申 付 候條、 御 郡 方 之 者 ども 一 統心 5sa 不致 様、 殿 袁可相 心 W 候^。 

右 之 趣 得 其 意、 御邵方 町. 在役 人 共.^、 其 許 中より 夫々 不相愧 様 可申談 候。 且分役 之 人々 お 

茂、 向 寄より 可 及演述 候、 以上。 

未 二月 三日  內藤 十兵衞 

林 源多郞 

新 川 郡 之 外 諸郡惣 年寄. 年寄 並 中 

一 一月 六日。 前 田 齊泰の 子 利 順の 疱瘡 癒え 酒 湯 を 浴す。 


〔官私 隨筆〕 

二月 十三 Hr  , 

一 、 龜丸 殿御. 泡瘡 段々 御 順 症に 被爲 在、 去 六 御酒 ai 被爲 引、 御 湯 後 何 之 御替も 不被爲 在、 

益 御機嫌 能 被 成 御座 候 段、 山城 守 殿 等より 申 來候由 等、 御用 番 より 以廻狀 申來。 

一月 十四日。 前 田 齊泰， 齊廣の 女壽々 姬を本 多播磨 守の 邸に 訪ふ。 

〔諸 i$ 要用 雜記〕 

一 一 月朔 H 

當月 十四 H 連 池 御 庭より 廣 坂御廣 式お 御 立 寄 可 被 遊 旨 被 仰 出 候。 御 庭 縮 之 振に 而、 都 而播磨 

守 家 來之分 は 不指出 害に 候。 榮操院 様 御 初 も 被 爲入候 間、 尙又ニ 御 丸 御 廣式頭 K 松 平織 人 等 

も 夫々 示 合、 遂<§- 議可被 相 伺候 $J。 

一 一 月 十四 H 

一 、 今 H 四 半時 御 出、 連 池通廣 坂御廣 式，^ 御 立 寄、 夜八半時過御1^り被遊候^$。 

〔大鋸 文窗〕 

天 保 六 年 未 二月 十四 H 播磨 守殿廣 坂御廣 式.^ 宰相 « 御 立 寄、 榮操院 «• ^五郞 tt キ御 三方 « 

御 入、 相 公 樣御亭 御 入 之 上 飾付 御 道具 再三 御覽、 幷 飾付 道具 目錄御 i:- 被 遊 候而之 御」」 ：；^ に は、 
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r 


五 五 四 


相 組 は 人 持 

組な リ 


播磨守 者 大家 故 取合 珍 敷 道具 被 遊 御覽、 近 來御目 正月 被 遊 候 段 被 遊 御」 お 候 事。 御 歸城御 M  = 

五更 前 之 由。 

翌十 五日 播磨守 殿御 登城 之 上、 御用 部屋 を 以被仰 出 候に 者、 播 1? 守 色 々道具 収 八"、 幷種 t 馳 

走に 而及 深更、 御喜 悅 至極に 被 思 召 候 段、 御用 部 尾 を 以被仰 出 候。 此段播 1? 守 様より K 坂 御 

廣式懸 り 御 役人 等 へ 十六 日 御 披露 有 之 候 由。 

二月 十六 日。 人 持 組頭、 その 組 中に 藩の 寺 方 普請 入用 銀 を 献納 せんこと 

を勸告 す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

二月 十六 日  一 

一 、 御 勝手 向 次第に 御 窮迫 至極に 付、 去年 以來 {1： 又 格別 厳 雷： 之 御 « 略 等 を以、 此末 御；.^ 方 之 

儀 御 詮議 被 仰 付 候。 就 夫 此度頭 中等 役 料 御 借 上、 手 替足輕 を 茂 御 減少 被 仰 付 候。 各に老大，：^?^ 

之處、 右 等 之 釣合 も 有 之 候 間、 可 相 成 は 何卒 御領 國 御寺 方 御 普請 御 入 川 之內、 當 年より 五^ 

年 許 茂 御手 傳被申 上 候 様 致 度 候條、 先內々 申 試候樣 にと 御 勝手 方より 申談に 付、 此段及 御.； S 

述 候條、 相 組 中 御申談 候而、 手繰 可 相 成 御 面々 者、 鈒高之 多少に よらす 成 丈 御手 » 御中 上 候 

樣 にと 存院。 一 統難 a 之 時節、 面々 手前 茂 指 悶可申 候へば、 强而 過分に 被 桁 上、 以後 御 奉公 


等 之 指 障に 相 成 候而者 趣意 違 可 申 候 間、 精 誠被遂 節儉、 取 續方不 指 支 程 之 所 を以、 成 限り 御 

用 立 被 申 候 様 致 度 事に 候。 此趣 面々 得キ御 心得 候而、 何程 被 指 上 候 段 夫々 直に 可 被 ま aw 候 事。 

一 一月 十七 日。 江戸 詰の 者の 不時 拜借願 を 許さ , る ベ きを 告ぐ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

二月 十七 日 

今般 格別 御将 略に 付、 江戶 表に おいても 嚴重 御盆 議有之 箬之旨 等 表 向 申 渡 有 之 通に 候、 ケ« 

之 御 時節柄に 付、 御次內 においても、 指定り 候 被 下方 も 御 減少 被 仰 付 候稈之 儀に 候へば、 不 

時 拜借願 等 彼 地に おいても 一 切 難 及僉議 候條、 人々 其心将 を以、 着服.小^^-^:;^:等*ら節儉ぃ 

たし、 願 方 申出 間 敷 候。 

右 之 通 一 統御 申 渡 可 有 之 事。 

右 石 野 等より 申談候 事。 

一 一月 十九 日。 小 松 御城 番前田 織 江足輕 をして 鐡炮を 以て 捕 烏せ しめ、 爲 

に 逼塞 を 命ぜら る。 

〔本 多 政 和 覺窨〕 
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本年 閏 七月 

廿 八日の 條 

參照 


二月 十九 日 

一 、 小 松 御城 番前田 織 江 役儀 被 指 除 逼塞 被 仰 付、 中に 付 出府 之 被申談 ，候？^、 罷出 K に忖、 

今夜 於 內膳宅 又 兵 衞立合 被 申談。 右 は 小松邊 舟に 而足輕 等に 鐵炮爲 打，：：：？ 収攸 趣に 付 而 也、】 ^ 

へ 出 被 仰 付 候 上、 品 不輕に 付不心 if 之 趣 有 之 旨 を以 如斯。 御城 付 足輕等 夫々 卿 抉 持 被；； n 放。 

一月 廿ー 一日。 越 中 守 山の 猿曳 七右衞 門に 鑑札 を與 へ たる こと を 吿ぐ。 

射 水 邵守山 町 猿曳七 右衞門 儀、 由緒 有 之、 御^^ ft 々牛^ 厩 祈禱に 相迥り 攸處、 近年紛^^| 

曳立 入、 右 七 右衞門 名前 謀り 有 之、 祈 禱致步 き 候 由に 而、 七右衞 門， 及 迷惑 候 ilH 歎 出 候に 付、 

於 在々 猿曳相 11 候 節、 名前 等 得キ聞 礼、 右 鉢 謀り 者に 候 は..、、 役所へ 召 述， 能出攸 様、 

而を以 去々 年 十一 月諾 ffil 統申渡 置 候處、 今 以右様 謀り 者 有 之、 祈 禱に步 き 候 ffi.^ 之. E に而、 

七 右衞門 重而相 歎、 見合 印 札 等 之 儀 願 出 候 趣 有 之に 付、 稱亦 今. ぽ^ 之 上、 ぉ爲： ：=KU、 

所より 燒印之 木 札 七右衞 門.^ 相 渡、 在々 お 祈 禱に相 S1 候 節 致 持 參候様 申 渡 候。 依 之 右 印 礼お 

別紙 一 枚爲 見合 キ相越 之 候條、 得 其 意、 村々 に寫収 置、 以後 猿^ 相 迥 攸節、 右兑八 M を 以札扣 

改、 祈禱爲 致、 紛敷者 立 入 不申榇 取調 现相 心得、 牛- 揭 所持 之 者 共.^ 夫 々 不相沌 « 可 申 波 候。 

若此段 右見 合 札不致 所持 猿牽、 祈 禱に相 廻 候 族 も 有 之 候 は，、、 遂穿 i -、 彌^ り 者 之， &相 顯れ攸 


は、、、 召 連、 御 郡々 向 寄 役所. 可 斷出者 也。 

未 二月 廿 二日  御 郡 奉行 

諸 郡 村々 役人 

一月 廿 四日。 前 田 齊泰の 子 利 義の髮 置の 祝儀 を 行 ふ。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

二月 廿四 U 某： 五郞 殿御 髮置御 祝、 御白 髮土肥 權六郞 指 上な り。 

一月。 算用 聞 役 等に 命じ 諸 色の 直 段 を調查 しその 下落 を 計らし む。 

〔郡 方 御觸〕 

近年 諸 色 高直に 相 成、 中には 米 直 段 等に 茂 不拘品 迄 も、 無 謂 直 段 引 上、 高利 を 貪り 候 者 茂^ 

之 鉢、 不屈 至極に 候。 米穀 高直に 付、 諸 色 之 內直段 引 上り 候 品 茂 可 有 之、 都而 米穀 愤准じ 可 

申 道 に 候 得 共、 諸 色 之 直 段 一 旦引上 候 得 者、 容易に 不致 直下、 甚 不正 之 に 候。 所 々{$ 立 等 

に 申 付 置 候 算用 聞 役 之 者 共、 諸 色 吟味 方 等 尊 用 之 品に 候處、 近年 等閑 至極に 相 成 候 之 棘。 夫 

故 商人 共 於 手前 茂 猥に相 成、 不埒 之 至 候。 今般 御用 番 年寄 衆より、 譯而被 仰 波 之 趣 茂 有 之に 

付、 追々 遂詮議 可 申 渡 品 茂 可 有 之。 併 諸 色 直 段 而已致 将略候 而も、 品物 出來方 劣り 候 而者其 

詮茂無 之 候。 乃至 S 腐 一 箱に 候 は.、、、 箱寸尺 相改、 大豆 等 何程 を以 豆腐 一 箱 致 出來、 调色何 
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程 引、 何程に 可 賣出キ 申 儀、 綿密に ま：： 記 可 相 SJi! 候， - 洒 M 段 之 何 キ申， i^、 於， t:! 所 承： i::^,:^ 

茂 有 之 候 得 共、 全左樣 にも 無 之 候條、 每歲： ゆ 造 込 之 時分、 前 IS に 准 じ可資 出、 右 等に 茂不 限、 

都而 商人 共 取扱 候 品、 何 品に 不寄直 段 之 儀 綿密に 収 しらべ 可 出 候。 

一 、 批賣米 之 儀、 每月 役所お 書 出 候 向 茂 有 之 候 得 共、 批尾共 於 手前窗 出 置 候爽段 之お 候 

钚卜ナ 申立、 別搗之 名目 を 以增直 段 を 懸賣捌 候 儀 も 有 之 鉢に 候. - 所 之 儀 は 旅 入 來 茂.；； = 之に 

付、 上白 米 等 置 候 之 儀 は 可 有 之 候 得 者、 兼 而取極 置 候 直 段 之 米賣切 候杯キ 申立 攸 偽者.；；：： 

敷 害。 不埒 之 至に 候條、 白米 數品 取扱 不申、 兼 而取極 f5 候爽 K 通賣 波、 尤米 5^ 方 升目 等少 

も 不正 之 族 無 之 様 厳重 申 渡、 若 不正 之 者 有 之 候 は、.、 無用 抢 可及斷 候。 "ti 等 之 趣 S 一所々 g; 用 

聞 共 無 油斷相 心得 罷在、 表 向 * 付 を 以斷出 兼 候 儀 も 有 之 候 は.、、、 役所お 罷 出^々 可 申 聞攸。 

一 、 批賣米之儀、今般詮議之上米直段批屋店先きに張紙を爲出可申候" 何月何：：！ょり何^^：キ、 

直 段 高下 度每に 張替、 其 段 役所.^ 可 害 出 候。 

附、 黑米直 段に 何程 相增 白米 直 極 候 趣、 前々 より 定も有 之處、 所々 不一 様 鉢。 是等 者，々： n 

其處 算用 聞 等 役人 共 等閑 故 キ相聞 候。 ^！：更申談、 定之通 途失無 之 様相 心 w、 時々 米 ^ 高下 

度每 能々 致 吟味 候 上、 賣直段 等 委曲 役所お 可 害 出 候. - 

一 、 批屋共 米 買 入 指 支 候 節 者、 其 段 可及斷 候。 在々 百姓 共 賣出候 品々、 相場 を はづし 高利 を 


、 取 不申檨 嚴重可 申 渡 候。 宿 立 之 所々 商人 共 手前、 諸 色 直 段 致 将略候 而も、 百姓 共より 賣出候 

品々 茂 多く 有 之、 根元 之 直 段 を 指 詰 不申而 者、 諸 色 引下 方 等 吟味 不行屈 候。 是等之 趣 能々 致 

會得、 御 郡 百姓 共 等.^ も 得 キ可申 渡 候。 

一 、 油 直 段 之 儀、 殊之外 高直に 候。 加州 向 者 御 算用 場に おいて、 時々 詮議 之 上 直 段 取 茂 有 

之 候 得 ども、 近 來打續 菜種 直 段 引 立 候 故、 油 直段甚 高直に 相 成 候。 右 者 菜種 買 \ 置 候 者 も 可 

有 之 哉、 尙更無 油 斷遂穿 靈、 若 右 樣之儀 有 之 候 は、、、 無 泥 可及斷 候。 能 州 之 向 之 儀 者 以來茱 種 

何程に 賣渡 候キ申 儀、 且油直 段 茂 時々 相 しらべ 可 書 出 候。 

一 、 諸 職人 作 料 曁搾人 日用 賃迄茂 引 上 候 鉢。 右 者 去々 年 不作に 而、 米 直 段 等 格別 高 商に 付、 

右に 准 じ 自然 キ引上 候 哉に も 相 聞 候 得 共、 當時米 直 段 茂 格別 引下 候 故、 諸 色 K 段 引下 方遂吟 

味 候に 付而 は、 諸 職人 • 日 用 賃迄も 引下げ 不申而 者 穿 S 方 不行屈 候條、 是等之 所 も 綿密に 相し 

, らべ可 申 聞 候。 尤諸 職人 作 料 等以來 何程 キ取極 置、 若 作 料 等 引 上不申 而不叶 子細 もお 之 候 は 

.i 其 時々 書付 を 以可申 聞、 詮議 之 上 可 及指圖 候。 

一 、 酒造 幷 酢. 醤油 商 賣人共 取扱 候 » 之 儀、 近年 直 段 も 引 上、 酒屋 等 於 手前 迷惑 之！^、 且老升 

目 不全 樽 も 有 之 鉢。 旁 今般 詮議 之 上、 役所 燒印爲 押入 候條、 以來其 所々 役人 共、 役所より 右 

燒印請 取、 每歲 酒屋 等 手前.^ 買 入候樓 綿密 相改、 升目 相違 無 之 分 は 燒印押 渡 可 申 候。 升目 不 
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足 之 分 者 無 用捨 指 K -、 升目 餘計入 候 分 も 不相當 候條、 五 勺 計 過分 は 其 儘 印 押 渡 可 申、 夫よ 

り餘計 入り 候 は，、、 是亦 指^ 爲結直 可 申 候，」 此段洒 尾 等お 可 申 渡、 然上 升目 不足 之 淋取报 K 者 

有 之 候 は..、、 無用 拾 可及斷 候。 此 K 一  統ぉ申 渡： =3、 其 所 之 ft 人 共 於^ 前 綿密： 5^ 扣改 候。 

右近 年 諸 色 高直、， 一 統致難 俄 候に 付、 詮議 方 申 渡 候 之條、 $ 其^、 町 • ^^入 共 を始、 下 ふ 一 

統不相 拽樣申 渡、 無 油斷遂 吟味、 役人 共 手前に 而決兼 候 品 者、 役所お.^ 斷可 指 n 候。 且前 

段 申 渡 候 諸 色、 直 段 Ri; 下方 取 しらべ 之 儀、 早速 取懸り K 而可 出 候 1$。 

未 二 月 

三月 十 一 日。 金澤橫 安江 町より 火 を 失す。 • 

〔日用 雜記〕 

一 、 三月 十一 曉七時 w 末寺 前 青木 八 郞左衞 門 殿より 失火、 兩 末寺 額燒、 溝 ロ賴^ 殿. 水： S 

一 zzl. 荒木 津 太夫 殿. 杉 江 空お 衞門 殿. 長瀨七 左衞門 殿： 水 井舍人 殿. 前 田 源 五ん. 衞 門 殿 .k 木 

金 左衞門 殿. 山ロ淸 太夫 殿. 大橋九 左衞門 殿. 小 t 水 守 之 助 殿. 山 崎 雅五郞 殿 •、# 根 虎三 郞« 等グ 

三十 四 軒、 伴 源 左 衞門殿 長 尾 門計燒 失。 伴 八 矢 殿 家中 四 軒、 前田將 S 殿 家中 二 軒、 寺 w 藏入 

殿 家中 四 *:、  ^十 軒燒 失。 束 末寺 .西 末寺. 照圓寺 .两 勝 寺. 光敎 寺. 乘敬寺 • 上 .>:: 寺ん： 小 林 寺 .w 

源寺.|5^、)光寺.超雲寺\十ー 軒燒 失。 町家 七 百 九十 七 S: 燒失。 邯地百 十三 5： 燒失。 内 乙 丸 村 二 


十四 軒燒 失。 都合 九 百 四十 四 軒 燒失之 由に 御座 候。 

〔渡邊 氏 文書〕 

. 天 保 六 乙 未年 三月 十一 日曉 七つ 時より 晝 九つ時まで、 横 安江 町 青木 八 郞左衞 門出 火、 武家 寺 


庵町 家 軒 數附。 

靑木 白 崎 

杉 江 永 井 

深 尾 小 泉 

水 越 荒木 

グ 

東 末寺 西 末寺 

慮 光寺 光敎寺 

横 安江 町 三十 三 軒 

中嶋町 百 十八 軒 


機 尾 

山 崎 

村 澤 

山 口 


田 

上 木 

大久保 


長 瀨 

野 田 

匕 匕い 

伴 


溝 口 

中 村 

大 橋 

長 星 


廣誓寺 門 


ほ 


軒 


柬 末寺 町 四十 九 軒 西 御坊 町 

堀川 笠 市町 三百 七十 五 # 塩 尾 町 

熊 坂 橋々 番 一 軒 極樂 橋々 番 


水 原 

比 良 

永 井 

辻 ， 


西 源 寺 上窗寺 西滕寺 照圓寺 超 雲 寺 


百， 七 S: 

七十 七 軒 一 
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五六 二 

1 ^七 百 八十 八 軒 

寺 西 家中 三 軒 今枝與 カー 軒 

淺野 町釜屋 一軒  中 嶋村八 軒  乙 丸 村 三十 八 軒 

非人 家 七十 七 軒 

二 口 \ 八 百 九十 三 軒 

惣高九 百 三十 九 軒 

〔珍事 留書〕  + 

.ー 、 三月 十一 日 曉天彥 三町朿 末寺 向 青木 八 郞左衞 門 方より 出火いた し、 後出 崎 朝之丞 方へ 火 

う つ り、 夫より 朿 末寺 山門 へ 移り、 本堂 等燒 失。 夫より 極 樂橋邊 末寺， M 彥三町 入口 へ 火 移り、 

居 屋敷 所々 燒失。 照 圓寺幷 屋敷、 西 末寺 寺內 御坊 不殘、 西 末寺 本堂 等燒 失。 西 御坊 町より 塑 

屋町. 堀川 笠 市. 古 W さし 町. 惠 光寺 前. 岩根 永 井舍人 殿等燒 失。 夫より 堀川 揚場 • 川 向 巾 S 乞 

食 町. 淺野町 吹 屋邊數 軒、 寺 西 藏人殿 家中 三 四 軒、 此邊 にて 止る つ 淺野 川下 乙 丸 村 不殘燒 る。 

右 は 飛火と も 云、 又 別 火 共 云 也。 

一 、 右 火事 は風烈 敷、、 柬 末寺 • 西 末寺 此邊大 鉢 一 同に 燒失。 中 堀川 邊燒失 之 時分 淺野町 ふきや 

の邊燒 失。 武士 町 寺 等 都合 九 百 五十 軒 許 燒之內 由。 燒出曉 七つ 時 頃、 晝 九つ 半時 前 焼 止る 


也。 

〔每日 帳 書拔〕 

三月 十  一 U 

一 、 今 曉七時 前 横 安江 町 靑木八 郞左衞 門 方より 出火、 及 大火、 兩 末寺 等 も 類燒、 奉 * 火 消 申 

渡。 晝九時 過敏 火。 

但、 怪我人 有 之、 其內 死去 之 者 も 一 人 有 之。 

三月 十四日。 前 田 齊泰金 澤を發 して 參覲 の途に 就く。 

〔官 私隨 筆〕 

三月 十四 =1 

一 、 今 n 御 發麓五 時 御供 揃、 御殿 揃 刻限 六 半時に 付、 五 時 前 上下に 而出宅 登城。 五つ 三 之 丸 

に而承 之。 

一 、 御 S 間 键院へ 被 召 候 由に 付罷 越、 御附 使者 被 召 候 御 様子 也。 其 次播磨 守. 土 佐 守. 又三郞 

一 切、 其 次 丹 後 守. 又兵衞 一 切罷出 候處、 今日は 天氣 相も宜 御喜 悅之旨 御 ま。 應之及 御 候 

處、 丹 後 守 俄 氣滯快 押 而罷出 一 段 之 儀 思 召 之、 猶又遂 保養 候 様に と 御. 忍。 御懇之 御. お 之 趣 難 

有 仕 合 奉 存旨申 上 候處、 各 無事と 御意、 又 御請 申 上 返 去。 其次內 匠被罷 出、 其 次 御 家老 申述 
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也。 

一 、 四 半時 過 御 發駕如 例、 御玄 關へ罷 出、 無事と 御意。 益 御旅 行 可 被 遊 恐 悅之至 奉存 SH 申ヒ 

ノ  A 

〔溫敬 公 記 史料〕 

三月 十四日。 駕發 金澤。 二十 六日 到于 江戶" 扈從老 ほ 奧村內 B。 

三月 十 入日。 人 持 組の 土の 風俗に 關 して 訓諭す。 

〔官 私隨 筆〕  . 

三月 十四日 

一 、 御用 番と 又三郞 殿と 演述候 は、 前 月 又三郞 御前へ 被 召 候 節、 人 持 中 之 依 苦き 人々 近 考 

會等 卑劣 成 趣 共 も 有 之 鉢 被 聞 召 候。 大音帶 刀. 松 平 監物钚 右 等 之 様子 被 聞お 候。 北 (外に も 》 可 

有 之 候 間、 致穿靈 心得 之 儀 申 談可宜 旨 御意に 付、 各 示談 之處、 共 人々 迄へ 申 談候而 はふと W 

候 もの 等 有 之 候而は 如何 敷 候 間、 1 統に 可申談 哉と 被 申 上 置、 1 統申談 候 も 被 致？ ぃ攸 

依而は 筆頭 を 呼 立申談 候歟、 又は 二. 三人 充追々 呼 立 申談可 然と 被 申 八" 候 問、 北ハ心？化^^1^ 

被 申 聞。  . 

〔官 私隨 筆〕 


三月 十八 日 

一 、 左之內 妪 狀被越 之。 

人 持 風俗 之 儀に 付 御 之 趣 等、 此間御 咄申候 通 之譯に 付、 別紙 寫之通 組頭 切內々 可 申 渡 哉 之 

旨御發 ffi 前 相 伺候 處、 伺 之 通 被 仰 出 候。 右 別紙 寫 一 通 充指進 候 間、 御 組 へ 御 談被成 候 様 * 候。 

申 談方之 儀 は、 重 而申合 候 儀 有 之 候 は.、、 可 申 進 候 間、 左様 御 承知 可 被 成 候、 以上。 

三月 十八 日  本 多 播磨守 

奥 村 丹 後 守 様 

村 井 又 兵 衞樣 

猶々 又 兵 衞殿は 內膳殿 組へ 被仰談 候檨存 候、 以上。 

諸士 風俗 之 儀、 從前々 被 仰 出 之 趣、 就中 近 者 金 龍院樣 御代 中段々 被 仰 出、 御世 話被爲 在、 其 

後 も 毎度 被 仰 出 有 之 趣 承知 之 通に 候。 各 儀 者 重き 組 柄に 被 差 置、 諸士 之目當 にも 相 成攸， お 之 

身分に 候へば、 別 而被仰 出 之 趣 聊無違 失 可 被 相 心 iss、 近頃 何となく 心 is^ 相 弛、 若き 而々 

杯 事心懸 薄く、 中には 何事 も 自己 之 意に 任せ、 心 易而々 杯 被 打 寄 候 而も 相互に 志 を 被相勵 

候 链は無 之、 却而 無益 之 雜談に 長 じ、 或は 餘り閻 氣過候 族 も 有 之 鉢。 且又 茶 を 被 好 候而々 

は、 茶器 杯 持 寄 互に 被翫之 儀、 中には 程 も 過 候 林 略 相 聞 候。 將又 衣服 之條 も、 金 龍 院様被 仰 
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出 候 砌とは 相 弛 候 鉢 も 有 之 候. - 毎度 被 仰 出 も 有 之處、 心得 遠 之 •  依に 候： 此度 拙者 共 迄 御内 令 

御 噂 之 趣 も 有 之 候條、 向後 右 様 之 族 無 之 様 急 度 相 心得 可 被 申 候 

三月 廿 六日。 前 田齊泰 江戸に 着す。 

〔諸 i$ 耍用雜 記〕  ■ . 

三月 廿 六日 

一 、 今 H 御着 府に付 御殿 揃 刻限 朝 五 時 之 旨、 御橫目津田判太夫ょり申越攸^*。 

一 、 追々 御 付人 來り、 御中 尾 敷 御 立 之 御 付人に 而夫々 御 道筋 等排、 追 付 奥 之 口.^^ 出， M。 共 

內 追分 口 御 付人 も來り 候。 九つ 三 步五厘 益 御機嫌 能 御着 府被 遊、 奥 之 口 御 式 毫板端 御 右お 拙 

者、 御 左お 配膳 役、 階上 御 左 御 近習 頭曁 配膳 役 幷御表 小將奉 出向 候。 且御 近習 S? は ffik に而御 

右.^ 出 候 害に 候 得 共、 御 出向 有 之に 付 右 之 通。 犬 千代 丸 様 階上お 御 出， M、 御 兄 懸 被遊攸 而^ 

板 中程 御 右.^ 御 出向、 御 附頭ー 人. 御 抱 守 一 人 之 外に 階上に 罷 ft 候。 御 挨機之 上 御 M 近に 而、 

御 近習 頭 席 前 御 廊下 御 近習 詰 所 前 邊に而 御 殘り被 遊、 御前に は 席 之 前 御 通、 御 liMiite: 院四之 

間. St 淡 路守樣 御 使者 f^. 奏者. 組頭 輕く御 會釋、 夫より 同 三 之 間.^ 姬君 様御附 使^ 横 S 小 一 

郞 殿御 會釋有 之。 御 稽古 所 通り、 御 居間 上 之 間に 御着 座 被 遊 候。 且又 御 入 之 節、 具 ffiK 様 御 

附 使者 奥 之 口 階上 中程 御 右 之 方.^ 罷出。 奏者多賀之^^。 


〔御 家老 等 諸事 覺〕 

四月 四 B 

一 、 相 公樣御 途中 益 御機嫌 能、 前月廿 六日 午 之 中 刻 過 御着 府之 段、 內 膳より 申來。 

三月 廿 九日。 德 川家齊 使者 を 遣 はして 前 田齊泰 の 參覲 を勞 せし む。 

〔諸事 要用 雜 記〕 

三月 廿 九日 

一 、 今日 上使 有 之 旨 御 當番御 目 付より 申來、 無 程 御城 下り 等 追々 參り、 御 出向^ 之、 松 平 

防 守 殿御 出、 夫々 御 都合 能 被 爲濟候 事。 

四月 朔日。 前田齊 泰登營 して 參覲の 鱧 を 行 ふ。 

门 諸事 要用 雜き 

三月 晦日 

一 、 今夕 七 時 頃 御 奉書 到來、 明日 御 登城 之 儀 申來。 

明 朔日御 參勤之 御 禮被仰 上 候に 付、 六 時 不遲之 御供 揃に 而兩御 丸 御 登城、 御 下り 兩御 老中 方 

御 勤 可 被 遊 旨 被 仰 出。 

四月 朔日 
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一 、 今朝 御 登城 御 出、 掛流 六つ 六 分 韻 i 顿 は：， T:s、 御待受 四時 過、 九つ 三分 御れ t 殿 被 遊 候 

一 、 八つ 七 分 五 厘 御 居間 害院. ^御 出、 內膳 .圖 害被爲 召、 御 参 勤 之 御 禮被仰 上！^ 趣 御" 〈：r  S 

參府之 人々 御 日 見 被 仰 付 候 事" 

〔官 私隨 筆〕 

四月 九日 

一 、 前月廿 九日 上使 松 平 周 防 守 殿御 出 被 成、 御懇之 上意。 且又 御 參勤之 御 禮可被 仰 上 s、  M 

. 晦日 御 奉書 到來。 當朔日 御 登城 被 遊 於 御座 之 間 御 禮被仰 上、 被爲蒙 御懇之 上意、 御手 n 御 £ み 

, 斗跑御 頂戴 之 旨 等 申來候 由、 御用 番 より 廻狀來 る。 

四月 十八 日。 前 田 齊泰、 齊廣 夫人 等 を 招請す。 

〔諸事 耍用雜 記〕 

四月 十八 日 

一 、 今日 眞龍 院樣. 姬 君樣. 犬 千代 丸樣. 池 之 端 御前 樣. 龜丸様 御 招請、 夬々 御 都合 能被爲 

四時 過 御 縮り 渡、 夫より 御 祝 方 等相迥 り、 八 半時 頃御嗨 子相始 り、 夜 六 半時 過 相涛、 方々，^^ 

御 戻り、 眞龍院 様 夜 八 時 前 御 房り 被 遊 候 事。 

和 田 倉 御前 樣は就 御 病中 御斷之 事。 


匹月廿 五日。 今枝內 記の 家臣 互に 殺傷す。 . 

〔珍事 留 *〕 

一 、 四月 廿五 日夜 五つ 時 頃 之由+ 申、 今 枝內記 殿 家 來足輕 中 松 小兵 衞. 村 上 與三右 衞門キ 申 

者 eif 有 之。 則 内 記 殿 裏門 前に 而、 與三 右衞門 片腕 を 小兵 衞打 落し、 夫より 打留、 門內に 入、 

與三右 衞門を 打 果し候 段高聲 に斷、 番所 前に 有 之 手水 鉢に 立 寄、 左 之 手に 杓 を 持ながら 

仕果申 候。 且與三 右 衞門意 觜を持 出 候 哉 腕 切 落 候 所に « 紫 有 之、 小兵 衞 にも 鳶觜疵 卜，. 之 由。 

儉使相 »、 兩人共 死骸 親類お 御 渡 之 由。  - 

四月 廿 七日。 大聖 寺 侯 前 田 利 之 參覲の 途金澤 に 宿す。 

. 〔官 私隨 筆〕 

四月 廿 七日 

一 、 備後守 様 昨日 大聖 寺 御 發途、 今日 此 表へ 御着 御 止宿に 付、 御旅 {is へ可罷 出處、 脚 痛に 付 

以紙 面相 伺候。 

四月 廿 九日。 金澤中 堀川 町に 火災 あり。 

〔珍 sj?- 留 *〕 
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四月 廿 九：！！ 夜、 中 堀川 末 三月 十一 日 燒け殘 分 二十 許燒 失： 此&、 所々 に 火 沙汰お 之、 且附火 

之 由 之 事。 

五月 十六 日。 無 役 等の 人 持に 寺社 方 普請 入用 方の 手傳を 命ず。 

〔官 私隨 筆〕 

五月 十六 日 

， 一 、 御 勝手 向 御 窮迫に 付、 無 役 等 之 人 持へ 御領 國 寺社 方 御^ 請 御 入 川之內 御手 W 被 仰 忖 候 

儀、 先達 而及御 示談 候 通に 付、 委曲 江戶 表へ 相 窺 候 之處、 <s ^議之 通 可 被 仰 付 it 被 仰 出 攸條、 

左様 御 承知 被 成、 別紙 之 趣を以 夫々 御 申 渡 可 被 成 旨、 美 作 守 殿より 以紙而 被 申 越。 

別紙 如 左。 


岡 嶋帶刀 

橫濱波 江 

, 御 勝手 向 御 窮迫 至極に 付、 御領！； 寺社 御 修復 御 入用 之內、 當 年より 五ケ 年中 各へ 御手 傳被仰 

付 候。 銀 高 之 儀 は、 先達 而內々 相尋候 節に 申 聞 候 通、 御作 事 所へ 可 有銀納 候。 

五月 十 人 日。 江戸に 往來 する もの 越後 山の 下 を 通過す る. に 海路 を 取る こ 

と を 禁ず。 

〔典 制 彙纂〕  • 

五月 十八 ro 

左 之 趣 今度 一 統ぉ觸 有 之。 

付 札、 御 横目.^ 

江 戶詰人 等 往來之 節、 是迄 越後 山 之 下竊に 海上 船に 而 通行 之 人々 も 有 之 鉢に 候。 元來^ 路通 

行 之 所に 候 得 者、 右 様 船に 乘候儀 者 難 相 成 事に 候 所、 不博之 至に 候。 向後 堅 乘船致 問^ 趣、 

一 統.^ 夫々 可 被 申談候 事。 

未 五月 
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五月 十九 日。 本年 類燒 の諸士 以下に 一期 を 限り 借 知 を 免除す。 

〔每： UK 譬拔〕 

五月 十九 日 

一、 當 三月 十一 日 火災 之 節 居 宅 燒失之 人々、 其 年 一作 御 借 知 御 川 松 之 段、 ；如分 之 人々 は都而 

直に 申 渡、 平 士等之 分 は 頭. 支配人へ 申 渡、 與カは 寄 親へ 申 波、 夫々 一：： ffl 波。 

五月 廿 一 日。 天文 學者西 村太冲 残す。 

〔E! 月雜, き 

」 、 西 村 太冲老 其以來 相滯、 五月 廿ー 日晝 四時 頃抬 重、. 廿ニ  Hr 御 禮申上 候つ 病死披-^^廿四=： 

朝 葬式 也。 病死 之 上線 香 五 把 遣 候。 卄七 H 中陰 法 ST 爲 香奠 金 一 朱相送攸^^.。 

〔面 村 太冲墓 碼銘〕 

得 一 館 TO 村 先生 赐銘幷 序 

先生 越 中 礪波郡 城 端 人 也。 其 先 五社 某 隸北條 氏 於 鎌 倉。 高 時 之 滅來遞 於 越 之 谷 村。 子孫 W 

居焉。 年祀曠 £ 巡。 譜系 亡絕。 靡 知 其 詳矣。 世々 爲 家。 襲 稱九郞 に： ハ衞。 先生 其 支族 也。 父譚 某。 

稱長 兵衞。 始徙城 端 以賈爲 業。 先生 年 十六 七。 慨然 ほ 奮 曰。 人 之 在世。 严？ 通 於 一 藝。 何 g 乎 

其 身之不 立。 乃 欲 通 天文 勝 象 之學。 於是 S 夜學々 潜心 焉。 或 li 曰。 天文 之學縱 化 (精妙。 恐 


不易 售。 宜 以醫爲 業。 傍 治 天學。 先生 以爲 然。 乃 之 京都 學醫。 時 西 村 遠 里 有名 於 天文 學。 遂 

入 其 門。 用カ數 年。 能通授 時。 貞享ニ 歷盡受 其傳。 天明 七 年 遠 里 §8 無 後。 門人： gEi^K 等 背 謀。 

請 先生 承 其 後。 先生 因 胃 西 村 氏。 旣而 先生 於授 時。 .fi 享之展 有 不滿其 意 者。 更欲大 有所鬧 

明。 聞 浪華 麻 田 剛立精 測量 推步之 術。 乞 入門。 剛立 不聽。 待以 客禮。 1 月 六 次 相 見 而已、 e 

歲餘。 先生 以母疾 歸鄕。 臨 發復乞 之。 剛立仍 不肯。 先生 曰。 幸而母 疾«當 復來。 願 許焉。 抵 

鄕 母疾旣 接矣。 卽日 上途。 直往 乞謁。 剛立感 其 誠 切。 遂執師 、弟 之禮。 數年之 後悉傳 奥秘。 剛 

立 之 門。 其 傳歳赏 消長 法 者 四 人。 而 先生 其 一 也。 先生 家 素 富 貲產。 至 是盡破 其產。 W 川 力 « 

術。 至歷代 天文： 水 之 W 及 西洋 新奇 之說。 流贯 殆遍。 先生 諱 篤行。 字審 之。 稱 太冲。 資性 直 

率朴 素、 不 i$ 修飾。 事 母 至孝。 邑人往 々有 爲之化 者。 寬政十 一 年 正月 有 命。 赴府城 於明偷 堂。 

講 天學。 先生 上 言 曰。 天 學大率 有 ニ途。 命现 也。 形氣 也。 探 幽眇之 ST 通 陰陽 之 象。 知風附 

霜 露 之 所以 然。 是謂命 iJ 學。 觀 七曜 衆 象 星之述 行。 察 晦朔弦 望 交 蝕。 定： *^。 紀天 時。 脩 於 測 

量 推步之 術。 是謂形 氣學。 微 Hil 所傳 者形氣 之學。 無 所用 講說。 乃 賜金 還 之。 十二 年 乞 移お 於 

京師。 不允。 於 是每歳 例 賜 黄金 五雨。 文化 八 年 公 府賞其 至孝。 賜 黄金 若干。 文政 四 年 七月 爲 

醫員 格。 賜： n 懷 十五 口。 掌 天文 勝 象 之 事。 先生 每歲測 五 z 加 越之氣 節。 造 略^ 献之。 公 府或與 

之 同志。 屬 京師 之 門人。 有 呈之土 御門 閣下。 遂傳經 御覽。 且 特命 列 門籍。 人以 爲榮。 先生 以 
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明 和 四 年生。 以天保 六 年 五月 廿 一 日卒。 享年 六十 九。 配 蓑 谷 氏。 生 四 男 一 女。 畏稱十 一 郞. - 

在 京師 承？ ：9 里 之 後。 先 死。 次稱長 兵衞。 嗣城 端 蓑 谷 家。 次 K 早 死。 次 政 行 稱：^ 左衞 門。 襲 先 

生後 爲醫員 格。 女 適 大音氏 ぼ-お 本 某。 先生 之 門傳所 li 歲 K 消娃法 者。 茶室^^^ 小 時椒ニ 

人 也。 頃 者 時雍等 來謂佘 曰。 先生 浩博 精微 之學。 固 顯於當 時。 然而 未お 著 之 於來世 者、」 余 

甚 懼焉。 請銘 之。 余 於 天文 暦 象 之學尤 淺陋。 莫足以 知 先生。 雖然竊 蕃時滩 等 之 志。 f  S 

曰。 

放 勳授時 義和是 命 重 華受終 以 *： 七 政 粤知 » 象 帝王 所 敬 施 及 後代 述作 愈密 

， 顯微隱 見 莫逃我 術 孰 謂 天 高 如 示諸斯 孰 謂 天 遠 践于望 之 S 行 ffik 知 之 * 人 

人 之 云 亡 典型 猶存 有此徒^§ 來 世永遵 

天 保 十三 歳次 壬 寅 秋 九月 

儒 員 明 倫助敎 大 ft 桃 年 撰 

長 井寬鄕 子毅氏 0 

五月 廿 七日。 前 田齊泰 夫人 江戸 城 西 丸に 登る。 

门 諸事 耍月菊 ぎ 

曰 . 


一 、 姬君樣 今日 西 丸.^ 御 登城 遊 候 事。  . 

五月。 火災に 關し 流言 を 放つ 者 を 捕縛す。 

〔珍事 留書〕 

五月 五日 河原 町 竹屋 より 出火 有 之 多 燒失仕 由、 五 丄ハ日 前方より 執 沙汰いた し、 河 15§町邊 道 

具 等 認め、 火 之 用心 厳重に 仕、 夜中 迄 不寝番 家々 に 立 置 由 也。 右 之 流言 申出 候 者 有 之、 被 召 

捕 候 由 也。 

五月。 東 西本願寺 別院 再建の 場合に 於い て その 規模 を 縮少す べき こと を 

命ず。 

〔御 親 翰帳拔 書〕 

五 月 

一 、 兩 末寺 市中に 有 之 故、 若 火災 之 節 類 燒之儀 氣遣數 忍 召 候 間、 此度 再建 有 之 候 は > いかに 

も 建物 低く いたし、 山門 之 儀 は 建立 見合 可 申 旨 被 仰 出 之 趣江戶 表より 申來。 

五月。 町方の 風俗に 就いて 示 諭す。 

〔御 觸留〕 
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町方 風俗 0 儀 前々 被 仰 出 も 在 之 候 所、 次^に 奢侈 遊惰に 相 流、 近年 は 分 KG- 者 も 離散 G 林扣 

聞 候。 文政 三年 御 家中の 人々 風俗 等の 儀 被 仰 出 候 節、 町方 Q 俊 は 武士と は途 候， に KiE、  0 

敷 風俗に て 無 之 候 得ば、 着服 等の 儀、 御 定の外 は 如何 共 分 K に應 じ可爲 勝手 次 S ？」： ： 被 仰 波 K 

候處、 當時 にて は 各 其^ 元 分限 を踰 え、 惡敷 風俗 次第に 致 I？ 長、 家作 幷女北 ハ衣額 等^^ «耀 

に 相 成、 或は 嫁娶 等の 節 身元 を 取 失、 過分 之 裕等相 用、 其 外 振舞 等 Q 節 料 现 に 至り 候 迄 忘却 

, 候 趣 共有 之、 且又 商賣 方に おいても、 すぎ わ ひに 金を不 顧、 姦利 而已相 貪、 不正の 族 も.； £ 之 

林 相 聞、 不心得の 至に 候條、 以後の 儀 急 度 被 申 渡、 自然 此上致 心得 連、 不愼の 者 在 之 候 は..、、 

嚴重咎 等 可 被 申 付 事。 

未 五月 

別紙 寫之 通、 前 月 御用 番長 又三郞 殿御 渡、 猶又御 別席に て 段々 被 仰 渡の 趣 共 在 之、 ：卞」 て 可 申 

渡 筋 も 候へ 共、 先 本文 御 覺書寫 相 渡 候條、 無 違 失 相 心得 候 様、 町方 一 統騣東 可 申 波 候。 

右 之 趣 夫々 可 被 申 渡 候、 以上。 

天 保 六 年 未 六月 廿日  澤田義 門 

吉田丹 次郞殿 

六月 一 一日つ 他國 者に して 賊を 動きて 捕 へ られ たると き は その 本籍に 照會 


したる 後 入墨 を 施さし む。 

〔小 松舊 記〕 

付 札、 御 算用 場 奉行お 

他國者 御領 內ぉ入 込 致賊、 召 捕 候 上 は 入墨 可 申 付 旨 被 仰 出、 其 段寬政 三年 申 渡 置 候 通に 候。 

右 致 賊候者 住所 糙成者 は、 御 代官 所 等曁其 御領 主.^ 御 屈 有 之、 無 構 者 之 段 申 來候上 入 幾 可 申 

付 儀に 候條、 以來可 有 其 心得 候。 右 之 趣 御 郡 奉行 中等お も 可 被 申談候 事。 

乙 未 六月 

別紙 之 通 可申談 旨、 御用 番左京 殿 被 仰 渡 候に 付、 寫相達 之 候 條可被 得 其 意 候、 以上。 

六月 二日  御 算用 場 

有賀淸 右衛門 殿 等 

六月 十二 日 前 田 重敎の 五十 回忌 法 會を江 戶廣德 寺に 執行し、 齊泰 之に 

匕 曰 ブ 0 

厂 諸事 要用? ^sij 

六月 十 一 日 
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五 七 八 

一、 明 十二  H 於廣德 寺泰雲 院様 五十 回 御 忌 御茶 湯 御 執行に 付、 五 時 之 御供 揃に 而御 案內次 i9 

御 參詣、 御 讀經御 聽聞可 被 遊 旨 被 仰 出 候。 

同 十一 一 日 

一 、 今日 五 時 御供 揃に 付、 三つ 鐘 時分 罷出、 無 程 御 小 將中も 被罷出 候に 付、 御 香 等 相 渡、 追 

付 山 森 氏 同道、 御小將 三人 共 一 集に 廣德 寺.^ 罷越、 夫々 御 間 圃等見 分.^ 其 頃 御秦詣 被 遊 御^ 

支 無 之 段、 內膳 殿より 御 案內申 上り 候 由。 御 拜順書 等 御 小將中 役僧お 被 波、 共 節 客殿に 而御 

拜相 »、 直に 御 序拜等 御霊屋お 被 爲入候 趣 御 都合 申 含 置 候。 無 程 駿河守 « 御 参詣、 出 寸 様 

に は 御前 御 參詣後 無 程 御 參詣被 遊 候。 柬 御門 御 付人に 而、 拙者 北 ハ等何 茂 御 出， M 巾、 三つ 梳 

御 付人に 而內膳 殿被罷 出、 五つ 一 步御 出、 廣德 寺.^ 被爲 入、 敷 付 圖之通 奉 出 ，2、 御 左側 之^ 

御先 立、 和尙幷 役僧に 御 會釋有 之、 直に 書院 御 通 被 遊。 御座 之 間緣频 入口 杉戶之 外に 而脇 

指 取、 無 程 御茶 湯 相 始可申 段內膳 殿より 被 申 上、 御 取次 山 森。 夫より 客殿 脇 御聽^ 所お 被爲 

入御 着座 之 上、 御簾 上 候 樣被仰 出 候に 付、 其 段 御大 小 將.^ 申談、 兩 人に 而御 着座 前 一 問 外よ 

り 內.^ 卷 上る。 1:§內 になる。 讀經相 初り 御 聽聞被 遊。 其內 * 院.^ 被爲 入、 御手 水 御 川 有 之。 

其 節 御簾 卷上候 儘に 致し 置 候。 讀經 相濟、 客殿.^ 餓り有 之 御 位牌 內陣ぉ 御 遷座 有 之。 續て暫 

讀經有 之。 相濟、 其 節 內膳殿 客殿 後 廊下 迄 被參、 御 燒香宜 段 被 申 上、 拙者 御収 次。 御聽 ii 所 


において 御淸め 御手 水 御 表 小將差 上、 御簾 際 御 腰 屏風 拙者 疊み 片寄、 山 森 氏 は 外より 御簾 外 

へ 被 相 廻 御先 立、 直に 御拜 に被爲 入。 御拜 中に 御 左 之 方へ 廻り 居る。 尤御刀 持も迥 る。 御 小 

將 一 人 は 御、 湯 桶 取 除、 御 溜りに 殘り、 其餘御 近習 一 人. 御 小 將兩人 御供。 御拜 相讲、 直に 御霊 

屋.^ 被爲 入、 御 序拜等 相濟。 御霊屋 前に 屛風圍 有 之、 利 倉 善 佐罷出 居、 御！：^ り 之 節 御 <!:; 釋御 

意 有 之。 夫より 御 出入 衆 御 溜お 被爲 入御 逢、 其 節 上 之 口山 森 氏 的る。 前 田 又 杏 殿御 一 人 也。 

夫より 御兩樣 1111 御 溜お 被爲 入、 御對 顔。 夫より 書院お 御 通、 追 付內膳 殿方 丈 同道、 御座 

之 間近く 被參、 方丈 御 逢 可 有 御座 哉 被 相 伺、 其 段 申 上、 追 付 內膳殿 誘引 被罷 出。 其 節 御 刀 持 

等幷伺 公之 御 近習 頭 脇 刺さす。 御大 儀 之 段 御 挨機有 之。 內膳 殿御 取合、 御滯 なく 被爲 W 候 趣 

も 方丈 直々 被 申 上、 返 去。 夫より 御供 宜哉 相尋、 宜其段 申 上、 直に 御 引上げ 御 1!^ 被 遊 候。 階 

下に 而內 膳.^ 御意、 其 外方 丈 初 御 會釋有 之 候 事。 四つ 三步過 御！：^ り 也。 

六月 十一 一日。 前 田 重敎の 五十 回忌 法 會を金 澤寶圓 寺に 執行す。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

六月 十二 日。 修泰雲 公 五十 年忌 法會 于寶圓 寺。  > 

是日 大赦。  一 

六月 廿 一 日。 前 田 齊廣の 女壽々 姬金澤 に 逝去す。 
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〔官 私隨 筆〕 

六月 朔日 

一 、 毒々 姬様 御滯に 付、 各 明日 廣坂 御廣 式へ 罷出相 伺 御機嫌 攸之條 、各 様に も 御 伺； 被 成：^。 

若 御當病 等に 而御出 難 被 成 候 は、、. -、 以御紙 而御伺 可 被 成 皆、 御用 番 より 以紙而 被 申 越。 

〔官 私隨 筆〕 

六月 十八 日 

一 、 靡々 姬様當 七日より 御 脚 «K 之 御 様子に 而、 御 通じ 方不 御宜、 召 上り 方 も 御少く 攸處、 

夜前より 次第に 御 街 逆 之 御 様子に 而、 御 煩悶 被 成、 御惣 鉢 不御穩 &、 御醫者 中中 聞 «R、  M 

田！^ 之 丞申聞 候。 依 之 今： U 各廣 坂御廣 式へ 罷出 御機嫌 相 伺候 條、 可罷出 it 御 川 ^ より 以紙而 

被 申 越 候 付、 以紙 面相 伺候。 

〔官 私隨 筆〕 . 

六月 廿 二日 

一 、 扉々 姬様 御：： 艰色御 療養 被不爲 叶、 今 巳 之 中 刻 御 卒去 之 段 播磨守 殿 等より 被 申 越 攸付巾 進 

候。 先 以奉絕 言語 儀に 御座 候。 右に 付御廣 式へ 罷出、 甚五郞 殿. 榮操院 様 御 機 膽相魏 候 i^、 御 

自分 様に は 御 出 難 被 成 候 は.、、、 以御 紙面 御 窺 可 被 成 皆 等、 御用 番 より 以紙而 被 申 越 候。 


扛戶 へな り 一 


一 、 右に 付 普請 は 今日より 明後廿 四日 迄 三日、 鳴 物 等 は當廿 八日 迄、 諸 殺生 は來月 十一 = 迄 

御 忌中： HE 數 遠慮 可 仕 旨。 且又 頭分 以上 之 面々、 明廿 三日 爲伺 御機嫌 御用 番 宅へ 可 有參出 unl 等、 

一 統觸 之寫來 る。 

〔官 私隨 筆〕 

六月 廿三 d 

一 、 毒々 姬様 御法號 別紙 寫之通 之 旨に 而、 竹 田 彥六郞 出 候 付、 爲御 承知 申 進 候 llni 御用 番 より 

迥狀來 る。 

永 觴院殿 翼 安文 琴 大禪定 尼 

〔諸事 要用〕  . 

六月 二十 H 

一 、 今 H 當 十四： n 出 早 飛脚 到來。 壽々 姬様御 脚 氣に而 御 滯之由 申來候 SJ。 

J  IT 1 ヽ u- 

•N 月寸. Kt  . 

一 、 » 々姬様 十四日 出に 御 容子早 飛脚 を 以申來 候 後、 十七 • 八日 之 頃 又々 御 差 W 被爲 在、 十 

九 H 之處 に而、 平 承 丸 も 被 爲召上 候處、 八 勺と 二 勺 御水 潟 も 被爲在 候處、 其 後 御陽脫 御疲努 

被 爲在候 由。 不輕御 症 之 御 便 有 之 候 事。 
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五八 二 

六月 廿 七日 

一 、 妻々 姬 《 御 ハ^ 滯之處 御^ 引被爲 在、 廿ー 日 1* 六 時より 加 藤氏、 ^^夜九時ょり佐藤氏相れ1 

候處、 次馆 に御疲 勞被爲 見、 御 急變雛 斗、 廿ニ 日朝 六 時 御^ 重り、 御 火 切に 被 爲及攸 R、  M 

u 立 早 飛脚. 傳附 申來候 事。 

旦ォ H に は 御 惣鉢御 穩之由 之處、 廿ー ロ御銜 心、 同 U 夕 七キ時 過、 』赏 は 被 爲&御 火 W 候 由 之 

〔見聞 袋 群 斗 記〕  ] 

六 HP 上旬より 壽々 姬樣御 病 M 之處、 同月 廿 二日 巳の 刻 御 卒去。 七月 五 H 御 葬式 太乘 

移り、 同 寺 境內. Si 御納 り、 御 年 十七。 御法號 永籐院 殿と 申な り。 

六 弓。 先り 火災に 金澤兩 本願 寺 別院 燒失 したる を 以て &姓 等の 過大の 寄 

進 を爲す こと を戒 む。 

〔部 方 御觸〕  * 

兩 本願 寺 末寺 先達 而 火災 之 節 致類燒 候處、 門徒 共 種々 致 寄進 候 鉢に 候 得^、 ， せ分不 ffl 應之 W 

進 者 致 間 鋪.. =^。 追而 W 建 茂 可 有 之、 左様 之 時節に 至り 候而 茂、 過分 之^ 進い 仁し 候 之.... お.^ 

之 者、 K 重 可 申 付 候條、 心得 違 無 之 様 兼 而可申 付 候。 尤此節 出 作 之 時節に 候 間、 总に不 相 成 


樣急度 可 申 渡 候。 

一 、 右 末寺 類 燒に付 再建 之 儀、 東方 本山 御門 主に 茂、 近年 世柄 も 惡敷故 御 厭 ひ 之 $ に 候。 ケ 

樣之 譯に而 者、 門徒 共 身分 を 打 忘、 不相應 之 寄進 钚 いたし 候而 者、 御門 主 之 御 趣意に 茂 違 候 

儀に 候條、 是等之 儀得キ 相 心得 可 申 儀に 候。 勿論 西方 門徒 共に も、 右 同様 可 相 心得 候。 

右 之 趣 御 郡 奉行より 年寄 共.^ 得キ申 渡、 御門 主より 之 敎化を 守、 寄進 方 身分 不過様 可 申 諭旨、 

御 郡 奉行.^ 可 被申談 候。 

右 之 趣 遠 所 町奉行 幷 寺社 奉行.^、 寺 庵 心得 方 改而可 被 申談候 事。 

六 月 

六 月 。 諸 郡 引 免復舊 の 詮議 を 今年に 限り 行 はざる べき こと を告ぐ 。 

〔諸 郡 御用 留〕 

當年諸 郡 引 免 年期 明に 付、 立歸方 夫々 遂 僉議、 且又 御 當節之 儀に 付 新開 增免等 彼是 加 可 

申 手配 も 有 之 候 得 共、 去 暮御蓄 米 御領 國 一 統贰萬 石 相收、 曁右之 方.^ 爲 冥加 別段 銀米抬 上、 

其 上 御 當用之 方お も 冥加 銀 諸 郡 共 指 上、 末々 迄 御 國恩を 不忘志 神妙 之 至。 引 免 立歸方 等は改 

作 方 地盤に 付 候 儀に 候 得 共、 此上 今年 遂 詮議 候 而は 一 統可及 迷惑 儀に 付、 格別 之 趣 を 以右立 

歸方等 當年ー 作 御 用捨、 來 年可遂 詮議 候條、 此段諸 郡.^ 申 渡 候 様、 御 郡 奉行 改作 W 務之 人々 
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. ^可 被 申談候 事。 

六 月 

七月 朔日。 家作 を 簡易と すべき 前 令の 恪守を 命ず。 

〔官 私隨 筆〕 

七月 朔日 

一 、 家作 之 籠 每度被 仰 出 も 有 之處、 近來 心得 方 相 ゆるみ 候 鉢に 而、 中には 分限 不， 相應之 家作 

いたし 候 者 も 有 之 鉢、 心得 違 之 至に 候。 是 以後 新宅 は 勿論、 修復 等 も手輕 にいた し、 前々 御 

.定 之 通 違 失 無 之 檨急度 相 心得 可 申 候。 此段可 申 渡 旨 被 出 候 由、 定番 頭へ 申 渡 候 lb 御 川^より 

來る。 

七月 廿 六日。 前 田 齊泰の 子 利 行金 澤に 生まる。 

〔官 私隨 筆〕 

七月 廿 六日 

一 、 甚五郞 殿御 產婦 方今 日出 產、 御 男子 樣御 誕生 被 成 候 段 被 仰 出 候 趣、 中 村 五兵 衞演述 に 付 

爲御 承知 申 進 候 旨。 且又 明日 各御廣 式へ 罷 出御 祝詞 申 上 候 由。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 
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门 要 月き m 


七月 廿 六日 於 二，， 御 丸御廣 式、 巳の 刻 御 男子 御 誕生。 慕 目 御用 奧村內 膳な り。 

〔諸事 要用 雜記〕 

関 七月 三日 

一 、 今朝 御 飛脚 到着、 二 之 御 丸御廣 式に おいて 御 男子 様 御 出生 有 之 由 申來候 事。 

於 二 御 丸御廣 式、 前月廿 六日 御 男子 様 御 誕生 被 成 候に 付、 明 四日 御 次 廻り 上下 着用 之 事。 

閏 七月 

ニー  11a」 

一 、 左 之通爲 承知 別席より 演述之 事。 

前 月廿六 rn  二 御 丸御廣 式に おいて、 御 男子 樣御 誕生 被 成 候 事。 

嚳 

壬 七月 四日 

一 、 右 御 出生に 付、 慕 目 御用 丹 州 殿御 斷之 由に 而、 於 此表內 膳 殿.^ 被 仰 付、 昨夕より 於御樂 

屋被相 動、 今夕 相 »、 其 段以御 近習 頭 內膳殿 言上。 御意 可 申 述旨申 上、 左 之 通有 澤氏 被申述 

蟇 目 式 首尾 能 相 «、 御喜 悅被 遊、 大儀に 思 召 候 御意。 

七月 廿 六日。 實從 兄弟 を 末期 養子と する 件に 關 して 告ぐ。 
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〔1: 事 雜抄〕 

先達 而赏 いとこ 年 增之者 は、 末期 養子 等 相 願 候 俊 は 不相成 趣、 被 仰 渡 候に 付、 M 年 之 者 は 如 

何 可 有 御座 哉 之 旨 御 達 申 置 候處、 同年 之 者 は 末期 養子 等 不指支 段、 御用^ 被 仰 間：^ 條、 爲御 

承知 致廻狀 候、 已上。 

七月 廿 六日  高 田 勘 右衞門 

同役 中 

七月。 領内に 存 する 鐵炮の 取締 方法 を議 す。  • 

. 〔郡 方 御觸〕 

御領！； 鐡炮縮 方 之 儀、 年 古き 儀に 而、 いっとな く 縮 方 相 弛み 居 申 御 邵 茂御瘦 候に 付、 以後 之 

取 縮 方、 夬々 遂 詮議 御 達 可 申 上旨、 先達 而被仰 渡 之 趣 奉 得 其" 竹 r 因 玆三州 W 々之 様子 K 々扣 

調现 候處、 是迄區 々に 相 成 居候に 付、 今般 詮議 之 上、 以後 縮 方 之 依 左 之 通 相 極 申. ば 奉 存攸。 

一 、 能 美 郡 山 方 幷片山 入 村々、 曁能州 四 郡 村々 之 儀 者、 先年より 威 打 之 儀 時々 相願不 申、 村 

々領切 追 拂來申 候。 右 郡々 之 儀 は 鳥 殺生 御免 之 場所 故、 如 此成來 り 申， キ奉亦 候。 尤能 

之 儀 は、 先年より 獵 師鐡炮 所持 仕 候 者 共 之 儀、 向後 猪. 鹿 .狼. 鳥 額鐵炮 に 而打捕 申 俄、 獵師 

渡世に 仕儀に 候 條不苦 旨 被 仰 渡 候 段、 元 祿八年 九月 加州 御 W 奉行 長瀨 Si 兵 衞 等より 申 波 K 候 


舊記有 之。 能 州 方に も 猪. 鹿. 狼 多 出、 田畑 を 荒し 人馬お も 懸り候 節 者、 不及相 窺 玉 入 鐵炮に 

而爲打 可 申 旨。 且玉 入鐡炮 免許 之 儀に 候 間、 常 威鐡炮 向後 不及願 31: 等、 公儀 御觸之 趣、 w 永 

六 年 被 仰 渡 之 儀、 能 州 四 郡お 申 渡 置 候舊記 有 之。 曁 安永 年中 下 も 方 依願、 獵師等 鐵炮御 渡 之 

分 茂 御座 候に 付、 前々 威 打 之 儀 相 願 不申儀 キ奉存 候。 乍 併 今般 被 仰 渡 之 趣 茂 御座 候 事故、 以 

來時々 御 唐 申 上、 御 聞 屆を請 可申キ 詮議 仕 候 得 ども、 元來右 郡々 之 儀 者、 餘程里 數も有 之、 

能 州 杯 は 往返 七 • 八日 茂 相 懸り 申處も 御座 候に 付、 時々 願 出御 聞 屈 を 請 候： に 相 成候而 者、 猿 

钚 は五丄 ハ十疋 或は 百 疋計も 一 群に 相 成 徘徊いた し、 尤曰中 山 畑お 出 作物 暫時に 咬 荒し 候に 

付、 遠路 往返 之 隙 取 候而者 所詮 茂 無 之、 百姓 共甚及 迷惑 申 儀に 御座 候。 依 而以來 者 組 主附年 

寄 於 手前、 時々 聞 屈 威打爲 仕、 尤手附 役 之 者幷村 役人 共 指 出、 縮 方 嚴重爲 相 心お、 打 仕舞 候 

得 者 組主附 手前お 鐡炮爲 取 置 可 申.. ナ 奉存 候。 且又 狩人 之 儀 は 渡世 之 筋に 御座 候 間、 出入 村々 

に 而獸類 又 者 雉子. 山鳥. 鳩 之 類 等、 都而 作物に 相 障り 候鳥 類 打 捕 申 儀、 是迄 之通不 3^ 支 tt 仕 

度奉存 -。 

一 、 石 川 • 河北 兩御郡 山 入 村々 威 打 之 俊 は、 前々 譯而御 達不申 上、 里方 村々 者 多分 御 場 之^ 

故、 時々 御 達 申 上、 御 聞 屑 を 請 申 渡 來候得 ども、 以來者 山 方. 里方 共 時々 御 達 申 上、 御 聞 M を 

請 可 申 渡 キ奉存 候。 尤威打 仕 候 節 は、 手 附役之 者幷村 役人 共抬 出、 御 縮 方 賤實可 申 渡 キ奉存 
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候。 打 仕舞 候 得 者、 組主附 手前へ 鐵炮取 揚置候 様 可 申 渡.. 奉存 候。 

但、 山 入 村々 において、 狩人 共 獸類等 打 捕 申 依 等、 前 條2« 不指支 様 仕 K 奉 存攸。 

一 、 礪波 都. 射 水 郡. 新 川邵、 右三 御 郡 之 分 者、 威打都而是迄時々御^^-申ト：、 御 聞 W を？ i 申 波 

候 儀に 候 間、 以來茂 彌無違 失爲相 心得、 尤威打 仕 候 節 は、 手附村 役人 指 出、 縮方„=^^5:爲扣心 

得、 打 仕舞 候 得 者 組主附 手前お 鐵炮取 揚置申 儀、 在來之 通， W 又 無 相 連 相 心得 攸 様；^ 申 渡キ泰 

-f^ 候。 

伍、 右！！々 山 入 村々 に而、 狩人 共獸類 等前條 同様 仕度 奉存 候。 . 

二  、 狩人 之 外鐵炮 所持 之 者、 不殘 鐡炮取 揚候而 者、 狩人 無 之 村々 者 指 支 之 筋 も 可お 御 •  ぼ、 所 

に 寄 遠方より 狩人 相 雇候而 者、 何歟 面倒 之 筋 茂 可 有 御座 キ 奉お 候.^ 依而 御：^ 代 ffi より s:^ 之 

鐡炮、 幷 先年 奉 願 御 渡 之 分 者、 狩人に 而無 之と も 其 儘 指 置、 共 外 無 謂 c 分に 持傳 候- M 炮は夫 

々取 揚、 御鐵炮 奉行.^ 相 達 可 申 I. ナ奉存 候。 猶更當 時 村々 に 所持 仕 K 候 鐵炮、 入念 相 謂 させ、 

右 之 通 相改申 度奉存 候。 

但、 狩人 之 外 威 之た め 先年 御 渡 之 鐡炮、 村々 百姓 共 所持 仕 K 候 分 茂お 之、 又 者 村 役人 手前 

に預り 居候 分 も 有 之 鉢に 候。 此かは 夫々 引揚、 改而組主附年^.1?手前ぉ指预、 證文取 立、 狩 

人.^ 相 渡り 居候 分 茂是又 相改、 證文取 立、 御鐵炮 奉行.^ 出 K 可 申 キ奉布 候。 


一 、 右 之 通 相 改候上 者、 鐡炮 持主 致 病死 候歟、 又 者 故障 有 之 節、 狩人 所持 之 分 者、 其 組主附 

年寄 手前.^ 取揚 置、 追而 枠、 親 同様 狩人 仕度 旨 願 出 候 者、 私共 添 * を以鐡 炮改御 奉行お 相 達、 

受差圖 可 申 キ奉存 候。 

但、 右 狩人 等 所持 之 鐡炮、 猥に 他家 .£1 替爲仕 申 間鋪。 併何+ 歟無據 子細 有 之、 他家.^ 譲 

替不申 而不叶 儀 有 之に お いて は、 其 譯書附 取 立、 鐡炮改 御 奉行お 相 達、 可 受^! i キ 奉.！：^ 候。 

一、 鐡炮修 覆 仕 候歟、 又 者 新 敷 筒に 仕 替候刻 者、 私共 於 手前 承 屈、 兼 而相渡 S 候 寸尺等 之 通、 

無 相違 様 爲調替 可 申 キ奉存 候。 

一 、 鐵炮賣 買 或 者 質 物に 入 候 儀、 堅 不相成 様 可 申 渡 キ奉存 候。 右 先達 而被仰 渡 之 趣に 付、 私 

共 詮議 之 趣 御 達 申 上 候。 猶又御 詮議 之 上、 御差圆 御座 候 様 仕度 奉存 候。 尤 御鐡炮 奉行 .£^、 

夫々 被 仰 渡 樣 仕度 奉 存 ！}^、 以上。 

未 七月  山 口 新 左衞門 

.  馬場 右近 

長 又 三 郞様 

七月。 製鹽の 公定 減損 率 を 示す。 

〔御 邯典〕 
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今度 御鹽方 役人 能 州於迥 先、 御 slii 稿 渡 方 立 余 = 致 兌 分 候處、 拼出入足北ハ《平^^之収投に^^、 

其 節 相 示し 置 候 昏に候 得 共、 元 來鹽は 水物に て、 ま 扱に. 3<;-內赏 相 減攸， 促 は、 何れも 相 心 « ，能 

在 候 害。 無 左 而も 御 荷物に 相 成 品、 fe 末に 致 取 极候依 は 沙汰 之 K に 候。 御 51® 於：^ 所、 S 升 

目 之 表 海上 一 升 之 用捨 欠 を 以請取 候處、 近年 內 a 少、 下々 之 者 難 俄 之 林 ffiii 候。 依 之： で」々 可 

遂詮議 候 得 共、 猶更危 末 之 取 极等不 致 様 被 申 渡、 小 代お. 村 役人 共 勢子 方 心 

被 申 渡 候。 且亦當 年お 鹽御 al® 之內、 欠 立 候 分 も 有 之 候處、 欠減定 之， は 左 之 通に-お 條、 K 

渡 方 小 代官 等.^ 夫々 被 申 渡、 御 廻 鹽之節 欠 立 候 村々、 其 時々 小 代，； PC 等より に 常 場" も 相 si- 

候 樣可被 申 渡 渡 候、 以上。 

七  月 . -  御 算用 場 

御 郡 奉行 中 

御 S 升迥 用捨 欠定 

文化 九 年より 三 升 欠、 同 十四 年 一升 增欠四 升に 候處、 又 候 天 保 二 年 一升 * 欠 減 用扮。 常時 如 

斯。 

一、 五 升  燒揚候 月。 但御預 所 三 升 

右 同年より 四 升 欠、 同 十四 年 一 升 增欠五 升に 候處、 又 候 天 保 二 年 一升 4" 欠 減 用捨 、常時 如斯。 


一、 六 升  右 翌月より 三 ヶ月 之 間。 但御預 所 は 四 升 

右 同年より 五 升 欠、 同 十四 年 一 升 增欠減 用捨。 當時 如斯。 

一、 六 升  右 五ケ 月より 其 年中。 但御預 所 は 五 升 

右 同年より 七 升 欠、 同 十四 年 一 升 增欠減 用捨。 當時 如斯。 

一、 八 升  翌年.^ 越。 但御預 所 は 七 升 

右 同年より 一 斗 欠、 同 十四 年 一 升 增欠減 用捨。 當時 如斯。 

一、 一斗 一升  古々 鹽。 但御預 所 は 一 斗 

右之甬 一に！^ 事。 

未 七月 

右 之 通 御 算用 場より 申來 候に 付、 奧 郡.^ 申 渡 候。 口 郡 之 儀 も 同様に 付、 申 渡 候 之條、 夫々 K 

重 相 心得 可 申 候、 以上。 

未 七月  山 口 新 左衞門 

馬場 右近 

口  郡 

惣 年寄 中. 年寄 並 中 
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吟味 人中. 相 見 人中 

閏 七月 四日。 非常 救濟 用の 圍籾を 本年より 額す ベ きこと を告 ぐ。 

〔御 郡 典〕 

御 算用 場 奉行お 

非常 之 年 柄 御救爲 御手 當、 御 收納米 之 內正米 二 千 五百石 之！！ に而、 年々 御^ a 被 仰 忖：^ ^ハ、 

重 而御詮 gi 之 趣 有 之、 當 年より 七 千 五百石 相增、 都合 正 米  一 石 御^ a 年々 御 貯川被 仰 付 候 

條、 被 得 其 s、 御 部 奉行お 可 被 申談候 事。 

未聞 七月 

非常 之年抦 御救爲 御手 當、 御 收納米 之 內正米 二 千 五百石 之 圖に而 、年々 御^ S 被 仰付攸 »^、 

重 而御ま 議之趣 有 之、 當 年より 七 千 五百石 相增、 都合 正 米  一 一 3 石 御 Hia 年々 御 貯川被 仰 付 候 

段、 別紙 寫之通 御 勝手 方 年寄 中 被 申 聞 候條、 被 得 其 意、 納方之 儀 夫々 可 被 申 渡 候、 以上つ 

未閏 七月 四日  御 算川場 

御 郡 奉行 中 

閿 七月 六日。 前 田 齊泰の 子 利 行の 七夜の 祝儀 を 行 ふ。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 


閏 七月 六日 御 七夜 御 祝儀、 御名 豊之丞 殿と 土 肥 權太郞 より 指 上る。 

〔官 私隨 筆〕 

閏 七月 六日 

一 、 今般 御 出生 之 御 男子 様、 御名 豊之丞 殿と 被稱、 殿 付に 唱可申 候。 右 之 趣 何も 可 申 聞 旨 被 

仰 出 置 候 由、 今 H 中 村 五兵 衞演 述。 且又 今日 御 七夜 御 祝に 付、 兩樣之 御 祝詞 相 公 様へ 今 nr 日 

付 紙面 を以申 上、 豊之丞 殿 へ 御 七夜 御 祝詞 申 上 御機嫌 も 相 伺、 甚五郞 殿. 榮操院 様 へ も 御 七夜 

之 御 祝詞 申 上 候 由 等、 御用 番 より 以 紙面 申 來、 以 紙面 申 上 候。 

〔於 江 戶每日 窨立幷 日記 之內 書拔〕 

閏 七月 廿日 

一 、 今般 御 男子 様 御 誕生、 御名 豊之丞 殿 キ御定 り 之 儀 等 被 仰 出 候 付、 頭. 支配お 申談方 覺窖、 

先例 之 趣 を以ー 昨日 下物 相認、 入御 覽候 上、 御 横目.^ 申 渡 候處、 組頭 を 初心 付 候 は、 御^^腹 

に而御 嫡子 御 出生に 候 者、 若 子 様 キ被仰 渡 候 得 共、 御 妾腹に 而御ニ 男 様より は 若 子様キ 御調 

者 無 之、 右 御調 之 儀 者不宜 哉キ、 御 横目 申 聞 候に 付、 御先 例 御 次男 様 御 出生 之 節、 若 子 様卜サ 

御調 被 仰 渡 候 御先 例 共有 之 候 得 共、 御 横目より 申 聞 之 趣 も 相 聞え 居候 付、 御 男子 様キ 調替、 

重 而御橫 目.^ 相 渡、 其 段 以善右 衞門申 上 置 候 事。 
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閏 七月 十八 日。 羽 咋郡西 性 寺 等に 同 郡 火 打 谷 村より 產 する 吳須の 取扱 主 

附 たらしむ る こと を 許す。 

〔吳須 土 堀 出方 等 一 件〕 

羽 喰 郡 小山 村 西 性 寺 

鹿嶋郡 井田 村 明傳寺 

右 西 性 寺 等、 羽 喰 郡 火 打 谷村領 より 出 候 須取极 方主附 申』 肱 皆 等 願 之 趣、 各添^.ぱを以被桁出 

候。 仍而遂 詮議 候 所、 廣く用 立 候 吳須に 而は無 之 体に 候 得 共、 追々 掘 出 候 は，.、 得 キ 子も扣 

知 可 申 候 間、 先爲 試、 右 兩寺願 之 通 吳須取 极方主 付 之 儀 承 屈 候。 尤 只今 之 內は不 及 役立に 茂 

候條、 追々 掘 試み、 宜英須 出 候 は.、、 其 段 可及屆 候。 右に 付 御 算用 場より 申 波 品 茂 可 有 之 候。 

此段可 被 申 渡 候、 以上。 

閏 七月 十八 日  長 又三郞 

前 田 萬 之 助 殿 

〔„.^<須土堀出方等 一 件〕 

能 州 羽 喰 郡 火 打 谷村領 より 吳須出 候に 付、 取 极方主 附等之 儀、 拙 寺 共.^ 被 爲仰付 被 下 候 «、 

先達 而奉願 上 候處、 今般 御 詮議 之 上、 廣く用 立 候 吳須に 而者無 之 林 之 由に 而、 不及 役立、 先 


爲^ 出 寺 共 取扱 方 之 儀、 御用 番長 又三郞 殿より 被爲仰 渡、 難 有 奉 得 其 意 候。 然上者 掘 31 し、 

宜敷吳 須出候 節 は 早速 御 達 可 奉 申 上 候。 依而 御請 上 之 申 候、 以上。 

天 呆六年 関 七月 廿 九日  羽喷郡 小山 村 西 t 寺 

鹿嶋郡 井田 村 明 傳 寺 

寺 tt 御 奉行所 

閏 七月 廿 三日。 德川 家齊、 前 田 齊泰に 雲雀 を 贈る。 

〔諸事 要用 雄 si〕 

関 七月 廿 二日 

一 、 明廿 三日 雲雀 拜領之 上使 御沙汰 之 旨、 御 客 方より 申來。 

明廿 三：：：！ 上使 之 御沙汰に 付、 御殿 揃 刻限 五 半時 キ 可申談 旨、 內膳殿 被 仰 聞 候 旨、 御 横目 所披 

見物 之 事。 

関 七月 廿三 H  . 

一 、 今 m 九つ 七 分 過、 彌 上使 之 旨 御 小人 目付參 る。 

一 、 御城 下 御 付人 八つ 一 分 五 りん 御 表お 御 出、 例 之 通 御 出向に 而、 夫々 御 例 之 通 相 終 候 y。 

御 返 出 八 半 鎌 之 事。  • 
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一 、 御 時刻 移り 候に 忖御 登城 は 不被遊 由 被 仰 出、 七 時 御 出、 御 老中 方 御 廻 勤 被 遊：^ 市， 御 反 

り懸流 六つ 鎌。 

閏 七月 廿 入日。 越 中 守 山の 猿曳七 右衞門 の 鑑札 を S 收 した る 、 ) と を 告ぐ。 

〔御 郡 典〕  ， 

射 水 郡 守 山 町 猿 曳七右 衞門儀 由緒 有 之、 御領^ 在々 牛 爲祈禱 に fflu り 候處、 近年 紛 敷^^ お 立 

入、 右 七 右衞門 名前 を 謀り、 在々 祈禱 いたし 步き候 由に 而、 七 右 衞門依 及 迷惑 候 ilH 狄 出に 付、 

當春 詮議 之 上、 猿曳爲 見合 役所より 燒印之 木 札 七右衞 門お 相 波、 ft 々お 祈 禱に相 迥 り 候 節 致 

持 參候樣 申 渡 置、 其節爲 見合 右 印札寫 を以、 右 等 之 趣 一 統. Si 觸波 S 候。 然處 七右衞 £ 依、 右 

燒印札 相 渡候而 より、 以前 キは事 も 違 候 様に 相 心得 候 哉、 村々 に而 祈禱、 過分に 申 乞 候， 依.；^ 

之 鉢に 而、 迷惑 之 趣 斷出候 向々 も 有 之。 七 右衞門 心得 違 之 趣に 付、 此度 之 上、 右 印札収 

揚、 以後 之 儀 厳重 申 渡 置 候條、 得 其 意、 此段夬 々申 渡、 七 右衞門 依藤 祈禱に fflss り 候 は ； 、 0 

々之 通に 相 心得 候 様、 村 方 之 者 共.^ 可 申 渡 候。 且又 近年 七 右衞門 名前 謀り、 紛吸猿 5^ 祈 S に 

步 き臉： ほ、 此儀は 去々 年 十一 月 申 渡 置 候 通 相 心得、 名前 等 聞 調 ST 紛敷 者に 候 は.、、 指 t:K、 

其 段 可 及斷者 也。 

未閏 七月 廿 八日  笠 間 又六郞 


木 年 五月の 

條參照 


諸 郡 村々 役人 

間 七月。 町方の 風俗に 關 する 心得 方 を 諭し、 二日 讀を勵 行せ しむ。 

〔金澤 町中 法度 書 等〕 

當 六月 廿 八日 御 ii.^ 御 呼 立に て、 罷出 候處、 町方 風俗 方 等 之 儀に 付、 御用 番又 三郞 殿御 別席 

にて 段々 被 仰 渡 之 趣 共 も 有 之、 御 覺書寫 其 節 相 渡 候 通に 候。 ，猶 又 町中 心得 方 之 债申渡 候。 是 

迄 風俗 等 之 儀、 毎度 被 仰 渡 も 有 之、 其 裁許々々 よりも 心得 方 時々 申 渡、 何 茂 承知 之 通に 候處、 

一 旦被仰 渡 候 刻 者、 着服 等 も 急 度 相 心得 申 鉢に 令 見聞 候へ 共、 暫程經 候 得 者 又 候 立 1^、 中に 

は 屹度 志 を 相 立 被 仰 渡 通り 可 相 守と 心得 候 者 も、 端々 弛み 來候世 風に ひかれ、 其が 爲に志 を 

相 遂得不 申 者 も 可 有 之 候。 町家 は^ 家に て 之 尊卑 貧 福、 各 其 分限 を 踰ぇ不 申 « 有 之 度處、 其 

分 を 不相守 僭上に 相 成、 譬ば小 商人 之家內 等、 平常 之 着服 危 品に 候 共、 振舞 等に 罷越族 末 之 

家內 着服 有 之 向お は、 知 音 之 もの 等より 品宜き 衣服 を 借り 受、 或报 銀を以 借りと のへ、 外 

見 を I 防り 不罷越 者 不相成 儀 之 樣に相 心得、 家作に 付而 者、 小手 前 之 商人 等 も 分限者 之 家 S を 

羡み、 家 室 を 飾り、 或 を 茶 形 等 之 小 間 をし つら ひ、 嫁娶 等に 付 而者裕 方幷料 1. 等に 至 迄甚致 

增長、 分限 を こえ、 美味 或は 麁 肴に 而も 種々 不 指出而 は、 末 之 人々.^ 對し 無禮危 末に も 可 相 

當哉キ 之 泥み に而、 いら. ざる 馳走 を盡 し、 音信 杯 も 世 風に ひかれ、 年々 過分に 相 成り、 中に 
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者 又 不心得に 而、 己が 分限に も 心 付す、 馳走 多くいた し 申 者 も 可お 之、 =:疋等者$::^!-情に而_」 

くむべき 風俗、 殊に 费用 至極 之 事に 而、 今日 之 商賣方 まう け 不相應 之 家内 ^し 方 ゆ ゑ、 人 川 

にお はれ、 終に 家に も はなれ 申處. Si 至る 筋に 候。 右に 准 じ 分限 宜 きもの も 同 の^に 而、 只 

々分 を し 申 幕し 方 者 ある まじき 儀に 候。 每度被 仰 波 もお 之^、 何れも く 令 勘辨、 ^川 を 

将き、 ぃかにも商賣方相勵みまぅけ相應之}:^^し方肝耍に候。 とかく 斯申渡 候 趣」 せ 収述、 - W 

家作 を指扣 へ、 或 者遊參 見物 等に も不相 越、 町家 之脤ひ をう しな ひ、 俄に窮：^のみに！^^：し、 

町中 ひそみ 申 形に 移候而 者、 商賣 方に も 相 響、 不穩 儀に 而、 聊不 相好， 依に 候。 家作 等 も榮耀 

を « き、 fi 土藏 普請 等 無 據分者 隨分可 致 候。 只 分限 を 取 失 ひ不申 様に と 迄 申 * に 候。 前々 被 

仰 出 置 候 御法度 之 品々、 町中 二日 讀 にも 有 之 通り、 無 違 失 可 相 心得 候。 各 其 分を収 失、 ^ffi 

方 等 跡々 より 被 仰 渡 通り 相 守り 不申而 者、 畢竟 身元 及 零落 候儀殘 念なる 仕 八 n に而、 子孫 相 鎖 

方も是 がた めに 無 覺束相 成 儀、 氣之毒 之 至に 候。 跡々 より 被 仰 出 候 趣 は 勿論、 今般 改" € 被 仰 

渡 候 御 趣せ r 猶又御 定害之 內脇窨 を 以申渡 候 趣 共、 以來 相 心得、 少しも 遠 失 無 之 « 心根 

を 相 改可申 候。 尤 裁許々々 之 者 は 申 迄 も 無 之、 此 趣致會 得、 下々 念 頃に 可 致敎へ i 候。 ハサ：^ 被 

仰 出 も 有 之處、 忽に 弛み 申 儀 不心得 之 至に 候。 ケ 様に 申 渡 候 上に 不心 W 之 者 於 有 之 者、 ，紘 重 

之 沙汰に およぶべく 候 間、 兼 而此旨 相 心得 可 罷在候 寧。 


天 保 六年閏 七月  中 川 平 膳 

澤田義 門 

〔町中 一 一 日 讀御定 窨拾七 箇條〕 

一 、 賣人 は定其 商賣、 職人 は 其職專 にすべき 事。 

此御 箇條、 町人 誠に 平生 忘 間 敷 第一 に 候 所、 近年 段々 奢侈に 相 成、 渡世に 怠り、 * 代 滅亡 之 

根元に 候條、 以來は 暮方急 度 相改、 « 略 を 守、 大棘 世間 勤 合 等 茂 欠き、 家業 入 情に 相勵、 尤 

商賣 方に お い て姦利 而已相 貪、 不正 之 族 一 切 無 之、 正路に 相 心得、 身代 成立 候 儀 « 要に 候 事。 

一 、 町人 之 衣類、 男女と も .銷. 紬. 木綿. 布、 其 分限に 應じ可 着用 事。 

此御 箇條に 候處、 近年 次第 致增 長、 上品 を 相 用、 身元 相 應之者 は、 窭. 娘怀は 表 は爲指 品に 無 

之 而も、 高 料 之 染模樣 等いた し、 又は 不 目立 様に 仕な し 上品 を 用 ひ、 或は 下女 等に 至まで 天 

鵞絨緒 之 塗 下駄 等 はき 候 事、 皆以 奢侈 之 至りに 候。 向後 急 度 可相改 候。 

一 、 品々 毛織 • 天鵞絨 珍 等 之卷物 類、 紗綾 *總. 縮緬. 明 石 縮、 幷女 小袖 壹 反に 付 百 三十 目、 

同 帷子 四十 三 匁より 高直 成 表商賣 一 圓御 停止。 右 毛織 其外卷 物、 武具 • 馬具 之 用に 立 申 切に 

て賣候 儀、 幷女之 帶は不 苦 事。 

女 C め 之 儀、 御先 代樣箇 様に 御 觸置之 儀に 候 へ ども、 右 毛織. 天鵞絨 等都而 上品 之 品、 常時 若 川 
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堅く 不相成 事。 

一 、 町中 振舞、 一 汁 • 三 菜 香 物 共、 酒 可 爲«篇 事.^ 鶴. 白鳥. 他 1: 肴、 木 具 出 候 儀、 幷 もり 交 菜、 

後段 無用 之 事。  • 

附、 他！： 客人 幷御 家中 歷々 振舞 候ても、 右 定之通 可 相 守 之。 重 菜 子 怀出候 儀不苦 事。 往古 は 

御 家中 高 知歷々 相 招、 或は 御用 儀 等に 付 他！； 富た る 者に 急 度 振舞 候：^ つ 近年 御 家中 歴々 相 招 

候 儀 無 之、 他 1： 者 罷越候 而急度 可 振舞 儀 は、 役人 可 受指圖 候。 其 外 前條之 通。 

一 、 葬禮. 佛事之 儀 不可 過 其 分限 事。 

連日 之 法事 一 圓不相 成。 曁寺中 疊替. 音物 等、 都而 奢た る 致 方向 後 可 止 候" 若 夜食 を 贈 候と 

も、 可 爲ー汁 一 菜 候 事。 

一 、 葬 禮之儀 桶に 致、 成程 かろく 仕、 一 門 之 外 は 一 人 も 罷越間 敷 事。 

右 之 通に 候 得 共、 組合 之 者 參詣は 指 支 間 敷、 併 大勢 名聞 之參詣 堅く 可爲 無用 事。 

一 、 家作 諸事 相守儉 約、 成程 かろく 可 致 事。 

附り、 なげし 作り. 杉戶付 書院、 くし 形 • 彫 もの. 組 もの 無用、 床 緣* さんか まち 瘦候， is、 幷店 

, 紙 張 付 令 停止。 但 上使 宿 一 丄 一軒 は 格別 之 事。 . 

本 通 筋 を 初、 前 建 等 相 應に作 事 可 致處、 其 儀は淺 間にいた し、 內分は 圓形之 小 問 等 榮耀之 普 


請 堅 無用 之 事。 

一.、 古家 を 買 候と も、 家 振舞 惣て 無用 之 事。 

家賣買 組合 納得、 今 以急度 振舞 候 向 茂 有 之 鉢に 候。 若 納得 時刻 後れ 候ば、 至而 かろく かさ 飯 

可 差 出、 其 外 無用 可爲 事。 

一 、 嫁娶. 新宅. 前 髮を取 候 祝儀、 幷 二日 寄 合 之 刻、 振舞 一 圓 無用 之 事。 

一 、 嫁娶之 刻、 萬 事 成程 かろく 可 致 事。 附り、 刀 • 脇 刺 等 遣し 候 儀 無用 之 事。 

嫁 娶等裕 方 近年 甚致增 長 候 鉢。 以後 は 急 度 相改、 何れも 事 輕く可 致、 尤數日 祝に 相 ft 候 儀 等 

堅 無用 之 事。 

一 、 正月 餅 面々 祝 許 かろく 可 仕事。 . 

近年 鏡餅に 不限、 音信. 贈答 甚敷相 成 候。 不 遣して 難 叶 向 は、 至而 かろく 可 相 心 is*。 

一 、 年頭 • 五節句 等 之 祝儀 • 音物 贈答 無用。 . 

佳節 幷 雛祭り. のぼり 等に 事寄せ 奢 候 儀 有 之 鉢。 甚 不心得に 候。 急 度 可 差 止 事。 

一 、 雛 之 儀、 八寸 以上 は 不取极 害。 彌其 通りに 可 心得 事。 

一 、 町屋 二階より、 不依 S 夜 水杯 捨候 儀、 或は 津を吐 申 儀、 堅く 御 停止に 候 間、 旅人 幷 子供. 

下々 迄 得と 可申附 事。 
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一 、 .^:a!- 有 之 由よ， ま はり 候 は，.、、 たと ひ 風下 之 者たり とも 早速 懸り附 $9 可 申 火 太き に 成 

り ty< は.、、.、 風下 之 者 共 は 面々 之 根.^ 水 を 打、 火の粉 を 防、 火 本. Si 罷出間 敷 候， ^  ^火し めり 

候 は M、 水 を 持 火 本お 罷出可 申 事。 

一 、 男女 出合 宿 堅 御 停止、 幷 かこ ひ 女 預り申 問 敷 事。 

一 、 音信 • 贈答 之 儀、 前段に も 有 之 候 得 共、. 苦 凶 共 無據可 遣 候 は.、、、 至而 かろく 可 相 心 « 

事。 

右二 日讀 近年 懈怠 之 鉢 承り 請 候。 前々 より 被 仰 出 候 御法度 等 之條々 に 候 得ば、 何も^ 承知、 

晝 夜. 忘 まじき 害に 候。 猶又享 和 三年 村 杏右衞 門. 井上 猿 之 助 十七 筒條脇 4? を以 申渡攸 分、 今 

般令^ 略 相 渡 候條、 二日 讀之 節彌以 此箇條 無懈、 裁許々々 より 念 頃に 申 諭、 ね =ij: いたさせ 可 

申 -。 今般 被 仰 渡 も 有 之 儀に 付、 如 斯改而 申 渡 候條、 二日 讀之 俄無总 可 申 談^。 

天 保 六年閏 七月  中 川 平 勝 

澤田義 門 

月 十 一 日。 代官 手附の 者の 納租を 取扱 ふこと を 止め" 新田 裁許 • 山 廻 

をして 之に 當 らしむ。 

I  〔每日 帳 蒈拔〕  ： _  _ 


八月 十 一 日 

一 、 御邵 代官 納方 種々 不正 之 趣 有 之、 手附共 風俗 不宜等 沙汰 之 限に 付、 向後 納方手 付 差 除、 

當分諸郡共新田裁許.山廻に爲相納可申旨、御算用場奉行 へ 申渡候由、御勝手方ょり演述之^^。 

〔司 S 典〕 

付 札、 御 算用 場お 

御 郡 代官 納方 種々 不正 之 趣 有 之、 前々 御 算用 場より 嚴重示 方 も 有 之！ t に 候 得 共、 習俗 相改 兼、 

猶亦舊 冬 申 渡 候 通に 候處、 手附共 一 鉢 風俗 不宜、 不正 之 筋 次第 致 長、 諸 郡 百姓 共憂不 少林 

沙汰 之 限に 候。 依 之に 夫々 不正 之 趣 可 及 穿鑿に 喾に候 得 共、 舊染之 惡習故 格別 之； j^gg を以不 

及 其 沙汰に 候。 向後 納方 手附指 除、 當分諸 郡 北ハ. 新田 裁許. 山 廻り.^ 爲相納 可 申 候。 若 亦 人少に 

而納方 手 張 候 は、、、、 當時之 不役之 年寄 列幷 新田 裁許 等 子 第之內 をも抬 加、 納方不 指 支 « 可 相 

心得 候。 且亦納 手 附指除 候に 付、 納方 而已之 手附、 人 撰を以 一組 兩 人に 相 極、 或は 大糾 等兩 

人に 而指支 候 向、 品に 寄 手 附加人 可 申 付 候。 

一 、 新田 裁許. 山 迥り納 方 相 勤 候 者 共不及 申に 儀に 候 得 共、 聊 こぼし 米等不 致、 w 姓 憂 無 之 様 

念 度 可 相 心得 候。 勿論 米 性 等 精誠遂 吟味 爲納可 申 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 夫々 申 渡 候 樣御郡 奉行.^ 可 被申談 候。 尤右 奉行に おいても、 亦 無 汕斷相 
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橫濱波 江 

知行千^^-十 

石 


心 候 様、 是又可 被申談 候つ 右 之 外 御代 官等 納方之 链は追 而可申 波 候 事。 

乙 未 八月 

八月 十 一 日。 人 特組橫 濱波江 知行 を 召 放さる。 

〔官 私隨 筆〕 

八月 十 一 日 

一 、 御用 番 より 左 之 紙面 等來 る。 

別紙 覺書ー 通5^進候條可被得其^;^候。 御宅へ 播磨 守爲立 今-八 時より 被 罷越候 様中談 候。 御 ffi 

目 も 兩人罷 出 候箬に 御座 候、 以上。 

八月 十一 日  横 山山 城 守 

奧村丹 後 守 様 

丹 後 守 殿 へ 

橫资波 江 

右 波 江 儀、 當 六月 六日 行 步に罷 出、 松 任に 相 休、 夫より 水嶋夏 之水见 分 仕度 ほ 申 間 候へ 北ハ、 

夜分に も 可 相 成に 付 相 止 候 様、 家 來小將 後藤 1- 藏.^ 申 者より 6gi 而 申入 攸處 K« り、 足？ 人 

召連罷 越、 夫より 不罷歸 に 付 所々 相尋 候處、 江 沼 ^ 那谷 邊に而 出合、 迎之者 供いた し、 ：z 九 


直 記 は 波 江 

の 弟 


日夜 分罷歸 候に 付、 波 江へ 様子 相尋 候へ 共、 應答方 都合 不仕區 々に 申 聞、 始終 相分不 申、 都 

而病氣 之 鉢に 付、 緣者共 示談 之 上 縮 方 厳重 仕置 候 間、 當分 外出 爲相 控、 急 度爲遂 保養 度 3:11。 

且家來 手前 相 尋申聞 候 趣 ども、 一 類 澤田義 門 等 紙面 指 出 候 付、 如何 可 有 御 申 渡 哉 之 御 添 紙 

面 を 以被出 之 候。 右 之 趣 相 逹御聽 候處、 重き 身分に 而 右之爲 鉢、 別 而不博 至極 之 俄に 被 忍 召 

候。 依 之 知行 被 召 放、 一 門 共 へ 被 指 預候段 被 仰 出 候條、 此段 一 門 共 へ 可 有 御 申 波 候 isj。 

乙 未 八月 十 一 日 

〔官 私隨 筆〕 

八月 十五 日 

故 右門 知行 之內 

一 、 五 百 五十石  .  横濱直 記 

横 濱波江 儀不博 至極 之 儀 有 之に 付、 知行 被 召 放、 跡 式 不被及 御 貪 着 候。 乍 然波江 祖父 心齊债 

は、 泰雲院 様. 太 梁 院檨. 金 龍 院樣. 觀樹 院樣御 近習 御用 數十年 相 動 候 者に 付、 格別 之 忍 召を以 

直 Si 儀 被 召 出、 如 斯相續 被 仰 付、 仙 石 帶刀等 並 被 仰 付。 

入 月 十 A 日。 馬 士の不 なる 行爲 を戒飭 す。 

〔御邵 典〕 
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驛. 在馬牽 方 不屈 至極 之 有 之、 前々 每度申 渡 候 趣 もお 之 候 共、 一 之^に 扣成、 無 S: 相 

弛み、 中には 不作法 至極 之 士 共有 之、 fi 綱に 牽 或は 槃松 K 申 儀 等せ 之、 來之^ 共 等別而 

致 難 俊 申, 除け 等 キ聲を 懸候者 有 之 候^ば、 心 将方 不宜^ 士 共 は 過言 等 申 i^b ^, 依も^ 之 

赫相 聞え、 甚以不屈至極之；^^に候。 仍 而猶更 今度 右 之 通 申 渡 候條、 « 廿； 股 常： 可 申 波： み 候。 

向後 心得 違 之 揭士共 於 有 之 者、 品に 寄 咎可申 付 候。 勿論 手先 足輕 相迥、 见谷方 等 巾 波 攸條、 

此段も 可 申 渡 置 候。  . 

右 之 通夬々 得 其 意、 不相洩 様 可 申 渡 候 事。  , 

未 八月 十八 日  .  內藤 十に ハ衞 

岡 田 喜 兵 衞 

諸 郡 宿驛幷 村々 役人 

入月廿 九日。 大聖 寺 侯 前 田 利 之、 その 世嗣利 極と 共に 本鄕 邸の 馬場に 臨 

む 0 

〔諸事 耍月雜 記〕 

八月 廿 八日  ノ 

一 、 明廿 九： n 備後 守檨. 駿河守 様 御馬 場.^ 御 出 之 由、 高 田 被 申 聞 候。 久々， ハ ^々1^,^、 御 isi- 


子等 被 進 候 害 之 由 之 事。  . 

同廿 九日 

一 、 今 H 備後守 樣には 爲御拜 見、 駿河守 様 御 同道 御馬 場.^ 御 出 之 儀、 大野 才 記より 申來 る。 

一 、 八 時 過 追 付 御 出 可 被 遊處、 御用 有 之 御 取懸り 之處、 只今 御 出 被 成 候 段 御馬 場より 御案內 

有 之。 御 取懸り 御用 有 之に 付暫御 出御 遲成候 由、 高 田 氏 を 以被仰 出に 付、 則 拙者 御 ST 場.^ 參 

り， 備後 守檨初 御侧. ^出、 其 段 申 上る。 緩々 御 仕 廻 被 遊 候 様 御 挨拶 有 之、 其 段 申 上る。 

一 、 備後守 樣御境 二 枚 開.^、 三十 人 方より 御 付人 出 置、 坂 下 二 枚 開へ 案內、 同所より 三十 人 

小頭 御先 立。 夬 より 內御 近習 頭. 御 刀 取役兩 人、 御 表小將 同道 御 出向 申、 御馬 見所.^ 御 誘引 

申、 御馬 見所 後 P 之 方御緣 より 御上り、 上 之 間.^ 御 通り 御着 座、 御 たばこ 盆 • 御茶 御 相伴 之 御 小 

將之內 より 上る。 無 程 御前 御 出、 二 之 間 通り 上 之 間.^ 御 出、 御 兩檨之 上.^ に 御着 座、 御對 顔。 

追 付 御馬 牽 上げ 被爲召 候。 相 ま、 駿河 守樣爲 御牽之 御馬 可 被爲召 旨に 而、 御 近習 頭 へ 申談 る。 

追付牽 上げ 被爲召 候。 右 前 御 肩 衣 は づし被 遊 候。 御乘馬 相濟、 重而 御前 兩疋 被爲 召、 相 «、 

御馬 役お 左 之 通 被 仰 付。 其內 御菓子 • 御 吸物 • 御酒 • 御重肴 指 上、 尤 御前へ も 上る。 相 »、 御 

煎茶 差 上、 御供 等 宜段申 上る。 其 時 御 挨拶に 而、 御前 御床 下 モ之御 * 問 之 御 入。 御兩 様に は 

御 草 緩 取 御先 立、 御馬 見所 御正 面 階 壇 下.^ 相 廻、 夬 より 御馬 場 通り 御 り 被 成 候 isT 
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. ^被 召、 仰 之 趣 は、 御 病中 御不辨 に而御 口上 難 被 仰述、 依而御 口上 之 趣 御せ 取 被 成 候 i^、 此段 

宜可申 上旨 被 仰、 御 書取 被 渡 下 候に 付、 及 御請。 最前 之 御問大 害院ぉ 返き 候 上、 御 師木村 

束！^ 等 相 招 御容鉢 相尋候 之處、 別紙 之 通 申 聞 候。 畢而返 出仕、 旅. S へ 罷歸。 翌ニ  Hii;:: 後 彼 表 

發足 仕、 今 四 H 夕此 表お 歸着仕 候。 淡 路守樣 御 容棘見 上 候處、 御 額 色 甚不御 {且、 私 俊 去々 年 

江戶 表に おいて 御 目 通 仕 候 節杯キ 者、 御 惣鉢御 格別に 御 衰；： ：！ 被爲れ 候。 御 目 通  >  に罷 出； s:^ 

內、 氣候之 儀 等 仰 之 趣 茂 御座 候處、 少々 御變 ロ被爲 在、 御言 語 御 不自由 之 御 様子に 御座 候。 

則 御 口上 害 幷御容 棘 書 上 之 申 候。 

但當朔 日 登城 仕 候 節、 於 御大 書院、 御 K 斗 三方. 御茶 • たばこ 盆 出、 御 目 通お 被お、 K 而右御 間 

. ^復座 仕 候 上、 二 汁 五 茱之御 料理. 御酒. 御 吸物. 御 肴. 御 口 取. 御 濃 茶. 御 後 子. 御-ま 茶 被 下、 

給 事 御手 廻 組 三人 被 仕、 御料 现之中 御 家老 幷 御馳走 方 組頭 度々 爲換機 罷出申 候。 ：：1：= 夕 旅. 3 

へ 御 小 將吉川 安右衛門 を以、 今般 御 使 相 勤 大儀に 被 思 召 候 之 旨 仰 之 趣 を以、 縮緬 五 卷；： ^^被 

仰 付。 且淡路 守 様 御領 內罷通 候 節、 町 端お 御 郡 奉行 等罷 出、 町奉行 增山音 摩债町 端より 旅 {5 

迄先乘 仕、 旅 宿 玄關， Si 御手 廻 組 {a  口 可也、 奧村 定右衞 門出 迎、 誘引 も 仕 候。 ^城 仕攸 節、 

旅 宿より 御城 下乘所 迄、 右 音 摩先乘 仕、 同所より 御先 手先 立 仕、 御 玄關前 御 白洲お 御 家老 初 

諸 役人 罷出申 候。 今般 爲御 名代 被 遣 候に 付、 右 之 御 取扱 之 御 様子に 而、 途中 所々 お 罷出攸 御 


十月 は 九月 

の 誤 


役人、 曁御 白洲.^ 罷出候 御 家老 初、 御 番人 御馬 廻 等 何 茂變斗 目. 上下 着用 仕、 平伏 仕 候。 前後 

惣而右 之 通に 御座 候。 於 旅 宿 も 三時 御 料理 一 汁 三 菜、 御酒. 御 吸物 等 被 下、 紛事 御手 迥組 三人 

被 仕 候。 御馳走 方 組頭 茂 度々 見迥申 候。 御手 廻 組 三人に は 代り合、 晝夜共 相 詰 罷在申 候。 且 

又 二日 朝 發足可 仕處、 同日 晝茂 御料 Si 被 下 候に 付、 相 見合、 晝後發 足 仕 候、 以上。 

九月 四日  御 使靑山 將監判 

〔穩樂 齋隨意 集〕 ， 

一 、 諸侯 方 於 御！； 御 隱居之 節、 御！； 許 御 目 付 被 遣、 判 元 を 被 見 屈、 病 體爲見 分 御 臀者被 造 候 

得 共、 富 山 侯 は 御 家より 御 願に 付、 其 儀 無 之、 金 龍 公之 節 之 通に て 相濟。 依 之 十月 朔： n は.； M 

山お 靑山將 監殿被 遣 之。 

九月 人 日。 前 田 齊泰、 德川家 治の 五十 回忌 法會に 上野 寬永 寺に 豫參 す。 

〔諸事 耍用雜 記〕 

九月 六日 

俊 明院様 五十 回 御 忌 御 法事に 付、 明 後 八日 曉八時 之 御供 揃に 而、 常照院 ぉ被爲 入、 御衣 冠 被 

爲召、 夫より 上野 御 豫參可 被 遊 旨 被 仰 出 之、 主 付より 夫々 申 候 事。 

九月 八 曰 
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六 ニー 

一 、 今曉 御供 追々 相 揃、 八 時 御供 迥， り 被 仰 出、 無 程 八つ 一 歩 五り. C 御 出、 ^照 院> 口 被 は 人、 

御 臉被爲 召 上、 御 官服被 遊 候而、 六 時 過 御 提灯に 而 御供所お 被爲 入： 紀州 様. お 州 様 御斷に 

而、 水 戶樣迄 御 豫參被 遊。 兼 而水戶 様. Si 御 心 添 之 被 仰 込お 之、 於 御. お：^ 御^ 禮等有 之 由" 

夫より 御成 之 節 御 進 返 等 有 之、 還 御 後 御 自拜有 之。 常 照 院ぉ御 立 寄、 御 K 被 爲バ" 上、 1.^ 州 様 

御成 後 御 自拜に 御 參詣之 由に 而、 暫御 見合 等 も 有 之 由に 而、 ^^:八^時過御£|殿被遊攸^^ 

一 、 御成 之 時分 御 進 返 等 之 事、 粗 拜聽等 仕 候 處に而 者、 御供所へ 被爲 入御 待 之內、 公方 «御 

手水 廻り 御 案內、 常照院 より 申 上、 御废 門之內 向て 左 之 方に 御着 座、 勒额 被 爲入攸 時分 

御 出向、 御 唐門 之 外御假 廊下 西 之 方 •。 て 左切拔 口外に 御 草， 肱に 而御 出向、 御成 之 節 御 平伏、 御 

行 過 之 御 跡へ 御 付.、 唐門 內.， ^御 入、 初め 之處に 御扣、 御三家 様 方 御 階 御上り 之處 に而、 御前 

に は 御 階 向に 右 之 方より 御上り、 御假 尾に 御着 座、 讀經相 s、 御三家 様 御 階 御 下り 之處 に而、 

御前に も 御 下り、 唐門 之內 初め 之 御着 座處. ^御 出、 御三家 様 御 自禅相 s、  K に 御 返、 御 H 主 

御先 行、 公方 様 御廟.^ 被 爲入通 御 之 節 御 平伏、 御廟より K に 還 御、 其 節 御 平伏、 上ャ， ^お 之 ft。 

ゃぱ 之。 上意 -」 は 御 萍聽は 無 之 由に 候 得 共、 御 g§ ぶ ゃ乂. ps§  1 先 御供 听. 被爲 入、 御名 代 等 相 

tiSi 院 など 見. H 候 由。 御前-」 も 上様 御 進退 有 之と 御 覺之由 也  ^^^If  If  t 

濟、 御自拜 に被爲 入、 夫ょり常照院へ御反り被遊候^^。 

一 、 右 常照院 より 御供所 迄、 御輿 被 爲召候 事。 


一 、 御先 官に而 は、 還 御 之 節、 御 唐門 之 外 初め 之切拔 口へ 御 出御 送り 被 遊 候 由。 御當宫 に而 

は 御 送り は 御 唐門 內也。 

一 、 御冠 服 も 此度は 御當宫 に 而御位 者御替 りなく 御 指貫、 此品は 藤 之 御 分、 又は 鳥 だすき、 

是は御 若年 之 御 服 之 由。 京 家に 而は鳥 だすき は 御廿五 迄、 關 束に 而者御 三十 三、 御前 御年增 

も 有 之、 御 二十 七に 被 爲成候 得 共、 右 關朿定 に 而は御 支な しとて、 此旨鳥 だすき 被 爲召候 由 

也。 御太刀、 衞府御 當官に 而は螺 でん 請？^ な 入 之 銀御裕 御太刀 也。 夫々 此度新 出來之 $T 

一 、 今日 之 御 豫參、 萬 事 御 都合 能、 天 氣合も 無類 也。 宽政四 年 已來打 絶無 之 候。 御當 代に 而 

も、 文政 十一 • 同 十二に も 付 仰 出 候 得 共 御 斷被成 候處、 此度 御成 も 有 之、 全き 御豫參 被爲： 於 候 

九月 十八 日。 前 田齊泰 の 子 利 順 宫參を 江 戶富士 社に 行 ふ。 

〔；^  FT^ 耍 月 菊 1C〕 

九月 十三 日 

一 、 今 高 田 善 左 衞門御 使者 を以、 近々 御ゥ" 參に 付龜丸 殿.^ 御 錄ニ筋 干 鯛 代 包の し. 

御揭 一 疋 I ま魏、 今朝 被 進 之 候 事。 . 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 
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九月 十八：：：！、 龜丸 殿.；： S 士 社お 御 參、 御告例之通り^中：：：^-敷ぉ御立^^;?"  老女 

衆 奉 文 を 以て、 鮮鯛ー 折 を 賜 ふ.^ 內府様 御 初より M 品 賜るな り。 依之^^丸殿ょりも以女使被 

献卷物 三. 鮮鯛 一 折、 御臺 様.^ 卷物 二. 鮮鰥 一 折、 其 外 內府様 御 初 御 三方お 鮮鲷 一 折 充被献 之 

なり。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 十八 H 

一 、 今 龜丸 殿富士 社.^ 御 參詣被 遊 候。 曇天に 候 得 北 ハ^ 降不 申、 好き 御 都 八 "之 事。 

一，、 右 御 含に 而今 日 御 離 子 被 仰 出、 慕 頃 相 始り候 事。 

九月 二十日。 越 中境關 所に 保存す る 書類の 年 號を上 中す。 

〔國事 雜抄〕 

御關所 御用 留帳等 有 高年 號 

一 、 宽文之 頃より 御用 留帳 

一 、 寶唇之 頃より 往來人 帳 

一、 同斷  . 過 窨 

右 之 通に 御座 候。 此外 古き 留 « 等、 先年 御 士藏担 じ 候節报 じ、 共 後 も 長く 御 道 几 〔等 打 込 相 成 


居候に 付、 鼠 喰 等 も殊之 外いた み 申 候。 和 田 淸三郞 殿御 在役 中より、 往來帳 等 入御 覽候 相 - 

成、 其 後 は 御 關所往 來人帳 等 之 帳面 も 中 折に 御座 候 得 共、 先年 は 多分 薄墨 紙 或は ちり紙 等に i 

て S 有 之、 夫 故 別て 損じ 可 申 哉と 奉存 候。 其 內御入 紙面、 其 外に 古き 來狀 等、 少し 相殘申 候。】 

右 御尋に 付如斯 御座 候、 以上。  .： 

未 九月 二十日  川口 彌三 左衞門  一 

東 方 權左衞 門 

柴野甚 助 

茨木 主 殿樣 

九月 廿ー 一日。 前 小 松 町奉行 富 田 九內. 堀 平 馬 不捋を 以て 減 知 逼塞 を 命ぜ 一 

ら る。  一 

.  一 

〔諸事 要用 雜記〕  一 

%  一 

九月 廿 二日  - 

一 、 御先 弓 頭 富 田 九 內小松 町奉行 相 勤 候內、 同所 之 御 かね 明き 候 由に 而、 元 二十 貫目と やら j 

に 利 足 過分に 相 成、 元利 當時 七十 貫目 餘之由 沙汰 有 之 候。 右 元 銀 は 一 類馳八 I： 出 候 得 共、 利 足 一 

出 道 無 之、 御 達に 成 候 由。 役所 之 銀を拜 借と 申 名目に 而もな き 哉、 御 達申而 借用 仕譯は 無 之 
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故 之 事 之 由。 不正 至極 也" 堀 も 同様 之 由。 

私 組 富 田 九內、 先役 小 松 町奉行 相 勤候內 不埒 之 趣 有 之 候 K 被爲聞 召、 依 之 御 役 依 被 指 除、 m 

外.^ 被 指 加、 自分 知 五百石 之內 二百 石 御 減少、 逼塞 被 仰 付 候，、 此段可 申 波 il= 被 仰 出 之 趣、 私 

宅. 相 5.," 可 申」 ，又. 處、 脚 痛 致 難儀 候に 付 彼 宅お 罷越申 渡 候處、 奉畏 迷惑-辛： 極奉存 候^ 申 聞 候" 

右 之 節 御 横目 細 井 辨次郞 指 引 仕 候、 以上。 

乙 未 九月 廿 二日  横 山山 城 守 

本 多 播磨守 殿 

前 田 美 作 守 殿 

長 又 ニニ 郞殿 

堀 平 馬 

右 私 組 平 馬 儀、 小 松 町奉行 相 勤罷在 候處、 不心得 之 趣 有 之に 付、 役儀 被析 除、 桁 扣被仰 付 や 3 

候。 然處右 在役 中 不博之 趣 有 之 段 被 聞 召 候。 依 之 知行 高 五百石 之內 二百 石 御 減少、 逼塞 被 仰 

付 候 段 被 仰 出 候 旨、 御 覺害を 以被仰 渡 之 趣、 同役 御用 番山 口お 次 馬 立 會申渡 候處、 奉设 迷惑 

至極 奉 存候旨 申 聞 候に 付、 御請 私 手前へ 取 置 申 候、 以上。 

未 九 np 廿 二日  神 田 吉左衞 門 


前 田 美 作 守 殿. 

九月 廿 九日。 前 田治條 夫人 十七 回忌 法 會を下 谷廣德 寺に 執行す。 

九月 廿 八日 

一 、 明廿 九日 法 梁院様 十七 回 御 忌 御 法事に 付、 九 時 之 御供 揃に 而、 御 法事 奉行よ. り 御 案內次 

第、 廣德 寺.^ 御 參詣可 被 遊 旨 被 仰 出 候。 

九月 廿 九日 

一 、 九 半時 過 法 華 頓寫相 » 候段內 膳 殿より 御 案内、 八つ 二分 過 御 法事 ま 寄に 付、 御參？ i 御お 

支な き 由 重而御 案內に 付、 追 付 御供 廻り 被 仰 出、 同 二分 五 りん 過 御 出、 廣徳 寺.^ 御 參詣被 遊、 

七つ 鎌 御 歸殿被 遊 候 事。 

十月 十五 日。 幕府、 富 山 侯 前 田 利 幹の 隱居 は加賀 侯の 代願に て 可なる こ 

とを告 ぐ。 

〔諸； 耍用雜 記〕 

—月 十五 日 
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御先 手に 幕 

府 のな リ 

富 山 侯 前 田 

利 幹 は是月 

十九 日 致仕 

. ^許さる 


備後 守は大 

聖寺侯 前 田 

利 之 


1 、 八 半時 前 御 表お 御 出、 於 御 小き 院溜 御先 手吉 松^ 左衞門 殿御 逢、 無 S: 御 人 被 遊， お *。 

一 、 右 は 淡 路守樣 御病氣 之處、 御 參府も 被 成 兼、 追々 御 頸に 而是迄 御！； 被 成 御座 候 W 共、 M 

早當夏 中に 而御願 之 程 も 相 W 候に 付、 先達 而 此方 様より 當秋中 迄 御 顿に相 成、 其內に 段々 御 

內虚御 願 有 之、 於 御在所 御隱 居、 出 雲 守 様.^ 御 家督 之 儀、 此方 様より 御 引取 御 頼 之， iag:- 々相 

調、 御在所. Si 御 目 付 幷御醫 師も不 被 遣、 萬 事 此方 様お 御 任 之， に 御 顿相涛 候。 御 常 家に 而者 

御！； 御 隱居之 御 例 も 有 之、 御 末 家 之 儀、 御 在 府には 御 家老お 山 .si 被 造、 御 判 元 も 御 见：； i: 可 被 

成 旨、 夫々 御 指 圆相濟 候に 付、 右 御 願 害 今日 吉松皮 左衞門 殿を以 御用 番ぉ御 進 isK^ 之 候。 依 

而淡路 守 様よりも 何等 之 御 願 も 無 之、 全く 御 本家 御 引受に 相 成 候。 一通 御 law* 御 〔水 S: は 淡 

路守様 御 家に 而は御 直 御 願、 備後 守樣御 家に 而は御 本家 御 引取 之 懷 もせ 之 由。 依而 此方 «ょ 

り 御 願 之 上、 富 山 様よりも 御 願書 御 指 出 被 成 度 趣 も 有 之 候に 付、 其 段 御 川 游ぉ御 伺れ 之攸 55 

共、 淡路守 様より 御 願に は不 及、 此方 様 迄に 而宜由 御 差圖有 之. 事。 

十月 十 人 日。 羽咋郡 小山 西 性 寺の 製す る 陶器 を 藩 外に 販賣 する を 禁ず。 

〔每日 帳 書拔〕 

十月 十  <； 日 

一 、 羽咋邵 小山 村 西 性 寺 等 火 打 谷より 掘 出 候 吳須、 內職 手燒之 品に 相 用 候處、 はび き 方 等 も 


出 雲 守 は 前 

田 利 保 


駿 河 守は大 

聖寺 侯世嗣 

前 田 利 極 


宜 敷に 付、， 爲 冥加 銀 二 枚 差 上 度 旨 相 願 候 由、 寺社 奉行 紙面 出 候 得 共、 僧徒 之 身分 他 M へ^ 遣 

し 致 商 賣候儀 は 不相當 儀に 付、 難 承 屆段申 渡 紙面 相 返。 

十月 十九 日。 富 山 侯 前 田 利 保、 家督 相續を 命ぜられ たる こと を 前 田齊泰 

に 謝す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

一 、 御用 之 儀 有 之 候條、 明 十九 日 四時 御 登城、 淡 路守樣 御名 代 御 一 類 之內、 幷出雲 守 様 御 

, 道、 御 登城 被 成 候 樣御奉 嘗到來 之 事。 

伹、 御 疝邪氣 之 由に 而、 御名 代 者 駿河守 様お 御 赖被遊 候 事。 

一 、 右 之 趣 出 雲 守 様.^ 被 仰 進 候 上、 御 同所 様 御 出、 御 承知 之 御 口上 被 仰 上、 御， 仙. 邪へ  1- に而對 

顔 は 不被遊 旨 被 仰 進 候。 

十月 十九 日 

一 、 今日 御 願 之 通 淡路守 様御隱 居、 出 雲 守 様 御 家督 被 仰 出 候 段、 御城.^ 相 候 聞番不 破紋左 

衞 門より 富 永 左 膳 迄 申 越 候 事。 

一 、 右 御名 代 御 勤 之 駿河守 樣御出 被 成、 內 膳を以 御名 代 御 動 之 由 被 仰 上 候 由。 畢而御 近習； g 
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御^ 邪氣. 1 

前 田齊泰 


御 取次に 而、 右 御 祝 俊 被 仰 上、 御 對顔は 無 之 候き。 

一 、 出 6iK 寸様御 出、 今 U 御 家 齊御相 續難有 m5 召 il= 御 n 上、 御 近習 頭御収 次、 邪 《に付 御 

對顔 は不被 遊、 目 出 Km 心 召 候 旨 御 應答被 仰 出 候^.' 

十月 廿 六日。 前 田 齊泰水 戶侯德 川 齊昭の 小 梅 邸に 放鷹す。 

〔諸事 要用 雜記〕 


一 、 當朔 御 登城 之 節、 於 殿中 水 戶«.$^ 御 逢 之處、 近々 あなた 小 梅 之 御：^ 御屮 I 被 成： 

御 E 約 御座 候 由。 先達 而會津 様、 御 借用に 而被爲 入 候 も 有 之 由御+ れ談。 仍而机 聞 侨に而 ii; 

合しら ベ も 有 之、 會津様 は 兩度御 出、 一度 は 御 借用に 而被爲 入、 一度 は <i=e: 様被爲 入：^ 攸^ 

. ^水戶 様 御 出 被 成、 夫より 御 膳 等 も あなたより 被 進 候 由。 此方 之 御 校 « 如何 相 成 候ゃ扣 分り 

不申 候。 多分 水 戶様も 被 爲入候 御 様子 之 由、 重 而聞番 承り 八：： 之 由に 候" 太抵右 <l::g;ffi 之御报 

に而 者、 御先 詰 も 御用 人に 御 留守 e 外に 御小將 六人參 り、 あなたより 御用 人 等 も 罷出候 由に 

候。 是等尤 御料 斑 爲御持 被 下 候 由に 候。 水 P 様.^ も御提 « 等 被 造 候 由。 水 1:^ 様へ 被 爲入攸 節 

は、 御先 詰 も 三人 程 參り候 由に 候。 此度之 御 模様 如何 相 成 候 哉 不相分 候 W 共、 水 p« も被爲 

入院 御 様子 之 由聞番 承り 合 候に 付、 左 候 へ ば 同 勤 一 人. 配 脾尸 役 一 人. 御 装束 方 一 人充 位に 而可 


宜旨、 高 田 氏 被 申 聞 候。 野 間 装束に 而可有 之、 配膳 役. 御 装束 方.^ 心得 申 談置候 事。 

十月 廿 六日 . 

一 、 今朝 七つ ニ步御 出、 水 戶様御 下屋敷お 御 常 服に 而被爲 入。 御 同所 御 長 尾 之內御 二階 上 之 

方、 御 坐 之 間に 相 成 居。 其 處に而 あなた 御用 人 等被爲 召、 御 家老 は 御供に 而參り 候に 付、 其 

節は不 出、 高 田 誘引、 山 崎 伺 公。 都而此 都合 は 聞 番不破 示 合 之 由。 御 辨當被 召 上、 御 野 間 御 

装束に 御改、 六 時 過 水 戶樣御 出 被 遊 候、 御 出 宜旨山 方 運 阿彌申 聞に 付、 同所 御 式 臺に而 御 草 

鞋被爲 召、 高 田 • 山 崎 *不 破. 森. 前 田 御茶 尾 入口 二 枚 開 迄 御供 仕、 引取。 右 御長玲 "之內 、御先 

詰 を 初 御供 人 溜 席 分 有 之、 其 處に相 詰 候 由。 御先 立山 方 運 阿 彌等仕 候 由。 水 戶« 御 M 道に 而 

御 廳被遊 候。 御 双方 共 御 i 有 之。 於 御茶屋 御會席 御料 Si 被 進、 外 御 葉 子等 も 被 進 候 由。 終 = 

能 御 都合に 而、 御 謠迄も 御 二人 様と も 被 遊 候 位 之 御 模様 之 由に 而、 水戶 様に 者 七^ 時 過 御！^ 

り 被 遊、 夫より 御 夜食 被 進。 其 節 御 家老 等罷出 居。 且高田 等 水戶様 御^り 後 御 庭 S: 见被仰 付 

候 由。 夜 六 半時 過 御 歸殿被 遊 候 事。 

一 、 御先 詰より 御供 人.^、 御酒 等 被 下 候 由に 候。 

一 、 今 H 水戶 様お 御 出に 付、 御 待受七 半時と 被 仰 出 候 事。 
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り 


、 水戶 様お 御 提重等 被 進 候 由- 

左 之 通 被 進 候 事。 


印 n-  toga 

御提重 

御 畑 物 

別段 御大 鷹 

右 御前.^ 被 進 候 _ 

. 御 小銜立 

白  魚 


一 一 つ 臺ー 

御 葉 子 入 一 

一 籠 

一 据 I 


箱 


獻ー桶 

0 


別段 御 拳 之 鴨 

右姬君 様お 被 進 候。 

M  二つ 一 籠 

右 犬 千代 丸 様お 被 進。 

一 、 御！：^ り 之 上、 右 品々 到來居 _ 


其 外 御 家老 初へ も 被 下 候 由、 - 都而 別席 取 捌に 攸。 あなに よ 


入御 覽候。 姬君榇 之 御 分 御 住 e お 廻し 候。 且又 今 H 之 御び、 


柄 水 戶檨幷 此方 樣之御 拳 不殘合 十一 、 御 獲 柄 竿 之 儘、 小石 川.^ 御 歸殿之 上、 直に 述阿彌 より 

富 永 左 膳 迄 爲持來 り 候 事。 

一 、 被 進 候 御 品、 御 提重入 等 御 取 分 候而/ "菜 鴨へ も 被 進 候 由に 候。 且又 小 梅 村 御 尾 敷 守より、 

大根. くわい 獻上致 候 事。 

一 、 寬政八 年 尾 張 様 外 山 之 御屋敷お 被 爲入候 節、 御 房り 之 上、 御 近習 之 者 を 以御禮 被 仰 進、 

翌日 聞 番被遣 候 由、 聞番 方に 相 見え、 先例 相 しらべ 候 樣高田 被 申 聞、 則 相 しらべ 候へ 共見當 

り不申 候。 別席 八 之 上、 今日 御 反り 後、 左 之 通 御 口上 を以御 近習 頭お 被 仰 付 候 旨、 昨 nz 高 

田 被申談 候。 御上 屋敷 へ 可 相 勤 害に 候 へ 共、 山 方 運 阿彌御 取次 之 儀、 夜に 入御 使 ffl 勤 候 儀 も、 

末樣御 面倒 之 儀 も 可 有 之と、 聞番不 破より 山 方へ 示 合 之 上、 小 梅 之 於御展 敷、 小石 川へ 相 動 

候 趣に 取 計 出來之 儀に 示 合 候に 付、 則 御先 詰 之 山 小 氏、 於 小 梅 被 相 勤 候 事。 

御 口上手 扣左之 通。 

兼 而蒙仰 候に 付、 今日 者 小 梅 御屋敷お 罷出 候處、 御料 Si 等 種々 御馳走 共、 殊に 御庭內 御；！^ 道 

被 成 下、 其 上品々 拜受 仕、 段々 御 懇之御 儀、 厚 忝 仕 合奉存 候。 先御禮 近習 之 者 を以、 此段申 

上 候。  . 

十月 廿 六日  御名 使者 山 崎 小右衞 
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右 御 取次 山 方 運 阿 彌を以 申 上、 御 應答之 趣 M 人 申 聞、 彼 於 敷 達 御聽： 

〔溫敬 公 御 日記〕 

,1 月廿 六日 

一 、 今 曉七時 供 揃に て、 七つ 打 供 爲廻出 宅、 水 戶殿小 梅 尾 敷へ 參上、 夜 五 時 前 歸宅之 事。 

一 、 今日 總 M 栖。 

水戶殿  拳 眞鴨五 つ 小鴨 一つ 

予  寧 同斷  同斷  - 

. 彼方 鷹匠 高久彥 太夫 翁 眞鴨 一 つ 

一 、 今日 夕 • 夜 共水戶 殿より 會席 出る。 其 外 供人 先 詰 之 者、 且 供人 下々 まで も 希 等 出 候 S -。 

拜受之 品々。 

今日 餌 柄不殘 大 魔 ー据 くるみ 印籠 二つ 

彼 屋敷 出 來之畑 物 等 品々 一 籠 

住居へ 內々。 

小つ い 立 一 脚 鯉 二  彼の 尾 敷に て 捕揚候 白魚 一 籠 

水 戶殿举 之眞鳧 一 つ 


犬 千代 丸.^  ♦ 

上屋敷に て 出生 之 兎 3- ぶ牝. 牡 

右 之 通。 且餌柄 之 分 は 上屋敷，^ まで 爲 持に 相 成、 水戶 殿上 屋敷より 此 屋敷まで 來る。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

十月 廿 六日 水 戶齊昭 公 御 下屋敷 小 梅 村 御 邸 御 招に 付 御 s^、 御鷹 場 有 之。 何歟御 用談 も 有 之、 

終日 御 出な り。 

〔溫敬 公 御 日記〕 

十 一 月 五日 

一 、 水 戶殿小 梅 屋敷. 上いた し 候 積る 爲挨 機、 今日 聞番 使者に て 左 之 通 進物。 

水戶 殿.^ 

側 棚秀平 細工 紋絹 五 端 干溺 I 一千 入 一 籠 • 

御 守 殿.^ 

干菓子 糸卷 一 箱 

御簾 中 

硯箱堀 越 細工 交 肴 一 籠 • 
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鶴 千代 麿 殿.^  . 

鴛 * 一  番 

以上 

御 守 殿.^ は水戶 殿より 御 傳可被 下 旨、 口上に 申 述る害 也。 

十 一 月 一 百。 前田齊 泰平 尾 邸に 放鷹す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十 一 月 朔日 

1 、 明 二日 五 時 不遲之 御供 揃に 而、 御 下屋敷へ 御 出 可 被 遊 旨 被 仰 出、 夫々 申談候 事。 

一 、 此度從 水 戶檨被 進 候 御鷹、 明日 御供 被 仰 付 候。 御先.^ 罷越候 に、 据人 金子 又右衞 i:.^ 

申談候 事。 

一 、 明日 御鷹 野 御 趣意に 而被爲 入 候 付、 御先 詰此 御屋敷より 野 間 装束に 而御 出前 罷出、 M に 

平 尾お 罷越 候箬に 候。 且 右に 付、 御行 步に御 出 之 節と も 違 候 事、 御先 Si 人 高 も 今一 l^lffl 減 可 

然 哉に 高 田 氏 等 示 合、 委曲 拙者 相 伺候 處、 其 通 被 仰 出 候に 付、 減 方 等 示談 之 上夬々 e. 淡 候。 

且御膳 所 は 人 高 減じ 候而、 輕く相 建 候 事に 先達 而御出 之 節 詮議 相 極 候に 付、 明 H も 寒天 之 儀 

卸 辨當に 而も 如问に 付、 先日 之 通と 申談 候。 則 相 建 候 害に 候 事。 


御鷹 野 之 振 に 而御 下屋敷.^ 被 爲入候 節 御先 詰 等 減 方。 


、 御 近習 頭 

、 奧御 取次 

、 配膳 役 

、 御 近習 番 

、 御 膳 所 向 

、 御 居間 方 溜 


是迄之 通 一 人。 

兩 人之處 一 人になる。 

不時 共 三人 之處 二人になる。 

近年 之 通 二人。 

近く 詮議 之 通。 

不時 共 六 人參り 候處、 當り之 御先 詰 迄 三人になる。 


、 御 步撗目 一 人。 

、 御步 横目 足輕 一 人 充參り 候處、 御步 横目 は 相 減、 御 横目 足輕 迄になる。 

、 御茶 堂、 是迄之 通 一 人。 

、 物 書 平 坊主 共 三人 參り 候處、 平 之內ー 人相 減、 二人になる。 

、 奧之ロ 空地 小 遣 三人 參り 候處、 兩 方より 一 人宛參 り、 一 人 減す。 

、 御 醫者御 出前 伺に 而不被 召 連。  - 

、 御先 詰 之 人々、 頭分 初 御上 屋敷より 野 間 装束に 而參 り、 從者 若黨ー 人、 

連 候 事。 
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但、 持 馬 之 人々 爲牽候 儀 は 格別 之 事。 

一 、 右に 付 平士等 右に 准 じ 減少 召 連 可 申 候。 尤 御货瑪 等 受取 不申 候" 

右 之 通 夫々 示談 之 上 相 極、 從者召連方之儀無.？5度配瞎役等へ申談候^!.。 

一 、 御 膳 所 認之御 重 菓子、 先日 之 通 御用 意 無 之、 且御 住居 幷，. ^鴨より 召 上り 御 葉 子 被 進 候^、 

先日 御 出 之 節 申 合 候 儀 も 有 之 候 得 共、 明日 者 御應御 趣意に 而、 其 上 H 短、 召 上り 之 御 W も 無 

之 候 間、 御 斷に相 成可然 哉と 伺 被 仰 出、 其 段 老女.^ 申入、 不被進 俊に 相 成 候。 仍而 お上り 候 

物 は 夕 膳 迄に 候 事。 

日 一、 右 御鷹に 而 なく、 御行 歩に 御 出 之 節 は 被 進 可然。 是等有 之候而 は、 御 IS 問 方 溜よりも 

少餘計 參り居 不申而 は 御用 支に 候 事。 

拙者 共 御先 詰、 明日 之處ー 人 參り候 害に 而、 大村氏 被 出 候箬之 事。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十一 nr 二日 

一 、 今朝 懸流 四つ 二分 il 航^ 御 出 被 遊、 晝 頃より 雨に 成、 夕 御 勝 後 御 鹿 御 出 も不被 © 成、 早 

く 御 房り 之 儀 御 下屋敷より 申來。 御 待受七 半時に 付、 夫々 御 居間 小頭 等 申 遣、 七つ 二分 御 一 M 

被 遊 候 事。 


一 ， 御鷹 御 翁 無 之、 網に 而 夜前 幷 今朝 打 候 由に 而、 眞鴨 五つ. 小鴨 御 獲 柄 有 之 候 事。 

十 一 月 入日。 金澤鶴 來屋左 平等の 外 伊勢 曆を 摘寫 して 出 板す る こと を禁 

ず。 

〔諸 郡 御用 留〕 

當町鶴 來屋左 平等 三人、 伊勢 曆之內 拔嘗月 頭 ぷノ唱 候略曆 書拔、 前々 より 賣弘 め來 候處、 外々 

より 近來 右に 似寄 候 紛敷略 曆賣弘 申に 付、 右左 平等 三人 月 頭 賣弘株 商 賣相願 候に 付、 御 勝手 

方 年寄 中等お も 相 達、 承屆 候條、 以來 紛鋪暦 取扱 不申檨 夫々 可 被 申 渡 候、 以上。. 

未 十一月  御 算用 場 

御 郡 奉行 中 

右 之 通申來 候に 付、 寫相 越え 候條、 得 其 意、 夫々 不相拽 樣可相 渡 候、 以上。 

十一月 八日  內藤 十兵衞 

馬場 右近 

諸郡惣 年寄 中 • 年寄 並 中 

〔御用 儀 品々 留帳〕 

一 、 金 澤町鶴 來屋左 平等 三人、 是迄 伊勢 暦 之 內拔出 候 月 頭書、 致 出 板 賣弘來 候に 付、 天 保 六 
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年 願に 寄 株 商 賣御聞 屈 之 旨、 御 席より 被 仰 渡 候 段、 天 保 六 年 御 用場觸 ±:。 

！ 一  月 十四日。 領内に 於け る 鐵炮の 取 繊に關 し 令す。 

〔郡 方 御 觸：： 一 

御領 國鐡炮 縮 方 之 儀、 年 古き 儀に 而 いっとな く 縮 方 相 弛み 居候 御 ffi 茂 有 之。 因玆三 州邯々 之 

様子 先達 而相 しらべ、 以後 縮 方 之 儀 取 極 別紙 之 通 及 御 達 候處、 拙者共^^.^之通御間：：5、 

札 を 以被仰 渡 候に 付、 寫相越 之 候條、 可 得 其 意 候。 依 之 以來縮 方嚴赏 相 心 w« 様、 一 統不相 

拽 夫々 可 申 渡 候。 

一 、 能 美 郡 山 方 幷片山 入 村々、 曁能州 四 郡 村々 之 儀、 猪. 鹿 等 作物^ 荒、 おどし 打 致 度 節 者、 

其 村々 より 時々 組主附 年寄 迄 願 出させ、 右 年寄 於 手前 聞 屈、 村 役人 幷手附 役 之^ 桁 出、 縮 方 

厳重 爲相 心得、 打 仕舞 候 者 組主附 手前お 鐡 炮取揚 置、 右 打 仕 迥候趣 役所へ 可 及 W 候。 

一 、 石 川/河北 兩郡山 方. 里方 共 村々 より、 時々 拙者 共.^ 願 出 聞 屈 を 請、 威打爲 仕、 尤手附 村 

役人 指 出、 縮 方 厳重 可 相 心得、 打 仕舞 候 は... - 組主附 手前お 鐡 炮取揚 置、 右 打 仕舞 攸 段； 及斷 

矣。 

一 、 礪波. 射 水. 新 川 右三 郡 之 分 者、 おどし 打 爲仕候 節 聞 屈 を 請 申 儀 等、 都 而在來 之 通 彌以無 

違 失 可 相 心得 院。 


一 、 狩人 幷 狩人 之 外に 而茂 鐡炮 所持 之 者、 拜領之 鐡炮或 者 御 預け 之 分、 曁 先年 奉 願 御 渡 之譯、 

且 持主 之 名前、 鐡炮寸 尺. 玉 目 等、 失々 巨細 帳に 仕 立、 同檨之 分三册 宛、 來月 十六 日 迄に 可 指 

出 候。 將又是 迄 無 謂 自分に 持 傳候鐡 炮は取 揚候條 、夫々 相 しらべ、 當月 中に 役所，^ 可 指 出 候。 

尤此分 も寸尺 • 玉 目 • 持主 名前 等、. 書付 調 可 指 出 候。 

但、 右 之 通 組主附 手前お 鐡炮指 預け 候條、 面々 拜領之 分、 或 者 御 預之分 茂 有 之 候 は，、、、 其 

分 茂 書 加、 追 而預り 證文可 差 出 候。 且又 狩人お 相 渡 居候 分 も、 持主 證文取 立、 村 役人 曁主 

附加奧 書 可 差 出 候。 

一 、 鐡炮相 損 修覆仕 候歟、 又 者 新 筒に 仕 替候節 者 、書付 を以願 出、 尤 入用 銀 茂 取 立 可 指 出 候。 

右 之 通 無 違 失 可 相 心得 候。 先達 而被仰 渡 之 趣 茂 有 之に 付、 今般 如 此申渡 候條、 此餘御 縮 方 相 

弛み 不申 樣、 嚴重可 相 心得 候、 以上。 

未 十 一 月 十四日  內藤 十兵衞 

馬場 右近 

諸郡惣 年寄. 年寄 並 中 

十一月 廿 五日。 通用の 小 割 札 古 札 引替の 期限に 關 して 告ぐ。 

〔觸 留〕 
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當時 通用 之 小 割 札 古 札 之 分、 當月中 引替 所. Si 指 出、 新札 キ 引替 可 申 旨、 先 isl- 而申渡 候 得 ど 

も、 未 引替 殘多有 之 棘に 相 聞 候 間、 右 小 割札來 三月 中 迄、 新. 古 打 込 可 致 通用 候，】 四月 朔：： ： よ 

り 通用 差留 候條、 三月 中不殘 引替 可 申 候。 百 目 札 之 儀 者、 尤當月 中 引替 可 申 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 樣可被 申 渡 候、 以上。 

十 一 月廿 五日  本多播 u 守 

十 一 月。 能 登 口 郡に 產 する 1： 宁鉑買 入 方に 資銀を 貸與し 且つ その 製品 を 精 

良なら しむ ベ きを； i^n ぐ。 

〔御 郡 典〕 

羽 喰. 鹿嶋兩 御 郡 村々 苧始稼 方 之 儀 は、 往古より 押 立候產 業に 候處、 近年 不贵 ハ 飒に相 成、 江 州 

表 前 銀 仕 送 方 折々 指留、 年 柄に 寄 銷師之 人々 等 及 迷惑 候 鉢。 依 之 紬方仕 法相 立 候 は..、、 產業 

之爲 筋に も 可 相 成 趣に 付、 頃日 鉑方御 仕 法 御 詮議 最中 之處、 江 州より 仕 送 銀 も 3^ 止、 時 ®is 

拍ロ過 之 人々 難 之 鉢に 付、 是迄鉑 中 買 仕來之 人々 等お 當分銀 子 相 渡し、 其 許 中手 形 を 以中 

買より 銀 子爲引 請、 小 買 人 撰み 之 上 貸附有 之、 爲買入 候 間、 給師之 人々 給仕 立方、 無数 .短 

尺 等 不正 之 給 取极不 申樣、 於 村々 吟味 有 之、 今度 銀 子 相 渡 人 縮 有 之 者 之 外、 脇寶不 仕 tt 村 5^ 

縮 方 有 之、 一 圓洩銷 無 之樣相 心得 可 被 申 候。 根元 如 此不景 « に 相 成 候 ffi は、 W 中 S 只幷小 § 只^ 


師に至 迄、 不正 之 短 尺. 無数 粕取极 候 故、 能州殆 々名目 相衰、 畢竟 產業之 者 共 憂に 相 成 候 

間、 以 來相改 人々 吟味 仕、 三尺 八 寸に八 百 筋に 相 仕 立 候樣、 綿密 詮議 可 有 之 候。 猶更 追々 御 仕 

法 方 御 詮議 之 趣 被 仰 渡 候 は. V -、 萬端遂 詮議、 夫々 可 申談、 御 仕 法 全き 場に 至り 候 は. 7>、  一  ^ 

安堵 仕 相 稼 申 儀に 而可有 之 候 間、 此段被 申 談候樣 致 度、 此 紙面 先々 急々 相 廻、 承知 之 趣 致 判 

形 可 被 相 返 候、 以上。 


未 十 


月 


岡 部 七 左衞門 

三 輪. 宇 八 郞 

北 村 甚左衞 門 

眞 館 彌左衞 門 

北 村您助 

高 橋 平兵衞 

河 合 瀨兵衞 


邑知組 東庄組 西庄組 


肝 煎. 組合頭 中 


崎 山 組 山 三 引 組 熊 木組 

十 一 一月 十 一 日。 德 川家齊 夫人 歳暮の 祝儀 を 前 田齊泰 等に 贈る 
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六 三 四 

〔諸事 要用 雜記〕 

十二月 十 一 日 

一 、 今日 從御臺 樣歲暮 之 御 使 久留孫 太夫 殿御 越、 九 半時 頃 御 表お 御 出、 夫々 例 之 通 相 S 候 $。 

一 、 眞龍 院ぉ從 公方 様 上使、 從御臺 樣御使 兼 太 田與次 右衛門 殿御 越、 御^子 等 出、 相 »、 宜 

旨古屋 甚兵衞 より 御 案 內申上 候而、 八つ 三步過 引出 橋より 御 出、 御 逄被遊 候^。 引出 梳： M: 御 

廊下 迄 御供 致 候 事。 

士 万せ 百。 前 田齊泰 稽古 能 を 舞 ふ" 

〔諸事 要用 雜記〕 

十二月 廿 二日 

一 、 御 装束な しに 而御 稽古 仕 廻 御 能 被 仰 出、 則 九 半時 揃に 而、 祝言 共 六番有 之、 不殘 御前 被 

遊 候。 右 御 相手 御手 役者 迄、 一役 二人 程 充指出 候 事。 

冬。 氣候大 に 順 を 失 ふ。 

〔救荒 新 策〕 . 

天 保 六 未年の 冬、 雪 降らす して 寒 候 已に盡 き、 立春の 後に 至て 大雪 俄に 積り、 軒に ひとしく、 

積雪 久しく 春 を 厥て、 大小 麥三朔 を 雪下に 經 たり。 遂に 申年 不 熟の 兆 を 致せり。 


〇 


是歳。 領内に 十三 ケ 所の 備荒 倉 を 築造せ しむ 

〔改作 方 年中行事〕 

一 、 天 保 五 年 御 蓄米被 仰 付 候に 付而、 荒 年 之 御 蓄之儀 故、 諸 郡と も 一 組に 一 ケ所宛 備荒 倉 可 

被 仰 付處、 御 當節ー 時に 難 被 仰 付に 付、 先 要用 之 處被仰 付、 追々 御 建 增可被 爲成御 趣意 之處、 

下方より 冥加と して 材木 等 指 上、 幷右御 入用 銀 加入 相 願 候に 付、 御 達 申 上 御 聞 屈 有 之、 天 保 

六 年 十三 ケ所 出來、 備荒 倉キ 名目 被 仰 渡 候 事。 

右 十三 ケ所之 分 左 之 通 

礪波郡 福 田 組 六 家  同 郡 能 美 組 池 尻 

但、 此ニケ 所 地 子 米 藏宿給 銀 計 下より 相 勤る。 

新 川 郡 三日 市 

伹、 此地子 米 藏宿給 銀 所 方より 永代 可 相 勤 旨。 仍 願承屆 る。 


同 


ム： H 


泊 町 

邵小松 

iK » ^君 津 幡 

奧 郡 宇出津 
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石 川 郡 松 任 

口 郡大町 


天 保 六 年 


六 三 五 


六 三. 一 ハ 

a、 以上 七ケ所 御藏 園內に 付、 前段 藏番 に不 及。 

射 水 郡 下 村  射 水 *^  ^ 杉 

水 君 力 あ 

日 一、 以下 三 ケ所地 子 米 藏番計 下より 相 勤る。 

ダ 十三 ケ所 改作 所 手 合 之 御藏 也。 

一 、 屋根 葺替等 普請 手 入 之 儀、 改作 所より 可 申 付 願 出 候 得 者、 願^^定役へ相渡 す 也。 承 A 

分 者 其 旨 裏書 等に 而相 渡す。 

一 、 入用 銀 は 最初 願 候 節、 圖り方 仕出し 指 出す に 付、 承 屆候得 者、 苦 請 出來之 上、 鈒高 講^ 

切手 出 之、 例 之 通に 而相 渡す 也。 

一 、 別ケ所 之右藏 番人 立替、 役所へ 願 出 候 得 者、 承 屈べ く分定 役へ 相 渡、 裏 甞等爲 ^出， ぎ.^。 

番人 誓詞、 定役 相談所 廻り 之 刻見屆 之。 

天 保 七 年 

正弓朔 日。 前田齊 泰登營 して 年賀の 鱧 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 


正月 元日 

一 、 今曉益 御機嫌 能、 八 半時 御 目覺被 遊、 御 膳 被 召 上、 夫より 大福 等 御 祝 方 御 例 之 通有 之、 

六 時 前 相濟。 指 引 御 奧小將 御 番頭 大村之 事。 

一 、 御 直 垂被爲 召、 掛流玉 時 御 登城 被 遊、 は？ ぶ g 频④？ sugllgl い 程 御待受 四時 過 之 事。 

一 、 御城 下り 御 付人 四つ 八步 五厘來 り、 I む §1^2 ，雜。 由 そろく 御 出向 申 合、 御用 部 尾 初 御 式 

臺ぉ參 り 候處、 昌平 橋 御 付人 來る。 是に而 年寄 衆 被罷出 候に 付、 敷 付 端 御 左.^ 大村 |£| 將、 

御 右. ^奥 御 取次 大野、 配膳 役 兩人御 左右お 奉 出向、 鏡板お 內膳. 藏人罷 出。 無 程 三 丁目 御 付人、 

其 內被爲 入、 大 御門より 表 御 式臺御 入、 御禮御 首尾 能 被 仰 上 候旨內 膳お 御意。 藏人 御先 立に 

而被爲 入、 階上 御 右 之 方へ 御用 部屋 初 f 近習 頭. 配膳 役 幷御表 小將、 且又 御 膳 奉行. 御納戶 奉行 

罷出、 御 間之內 御供 其 外 諸 頭. 取次 御 小 將等御 式 臺に列 居、 御 白洲.^ 有澤罷 出、 御 勝手 座敷 等 

右筆 等幷御 出入 之 町人 御 通 懸御目 見、 新 御 廊下より 御先 立 御用 部屋、 御 居間お 被爲 入。 lljaw 

正月 廿 三日。 前 田齊泰 夫人 江戸 城 西 丸に 登る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

正月 廿 二日 

一 、 今日 姬君樣 西 丸，^ 御 登城 被 遊 候 事。 
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六 三 八 

正月 廿 七日。 兩替 手形 を 銀 仲 手形と 交換す ベ き 期限 を 告示す。 

〔觸留 〕 

當町兩 替升屋 次右衞 門. 酒屋 宗左衞 門 預り百 目 手形、 以來指 止 候に 付、 銀 仲 手形 キ 引替 可 相 

渡 候條、 所持 之 人々 當 三月 中 引替 所へ 指 出 可 申 候。 

一 、 小 割 手形 古 札 之 分、 四月 朔 日より 通用 指 留候段 等、 先達 而申渡 置 候 通に 候。 右.|^:札引替 

殘り有 之 候 者、 同月 廿 九日 迄に 引替 所へ 指 出、 全 引替 可 申 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相拽 檨可被 申 渡 候、 以上。 

正月 廿 七日  .  長 又三郞 

正月。 田地の 施肥 を豐 かにすべき 方法 を 講ぜし む。 

〔司 農 典〕 

作 之 豊凶 者、 氣 候に 寄 申 儀に は 候 得 共、 屎物手 入 方に 寄 地味 惣棘 出來 劣に 相 成 攸依。 行 W 攸 

得 者、 假令無 是非 氣候 不順 氣に 而も、 出來 劣り も 左而已 にも 有 之 間 敷 i^。 仍而 K 物い かに も 

可 致 手厚に 候處、 近年 一 鉢 高貴に 付 行 屈 兼 候 鉢に も 相 聞 得 候 間、 猶更 ：^. 物 成 K り爲 行： i 攸様、 

御 勝手 方 御 席より 被 仰 談之趣 も 有 之 候 間、 惣而干 鱗 等 直 安に 買 入 方 も 可 有 之 哉。 礪波 ffi より 

去 暮松前 鯡等買 入 方 仕 法 之 趣 申 聞 も 有 之、 猶亦於 役所に 此節詮 之 趣 もお 之 候 iS: 共、 御 ^ に 


尙可然 百姓 之 爲に相 成 候 仕 法 等、 心 付 之 趣 も 候 は、、、 可 申 聞、 幾重に も可遂 詮議 候 事。 

正 月  改作 方 御 郡 奉行 

諸  君 

一 一月 六日。 德川 家齊、 前 田 齊泰に 鶴 を 贈る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

二月 六日 

一 、 今日 御 使 番松平 金 之丞殿 を以、 御鷹 之 鶴 御 拜領被 遊、 萬 端 首尾 能 被爲濟 候。 御城 下り 御 

付人、 九つ 七 分 五り ん過參 る。 夫より 御 表，^ 御 出 被 遊 候。 御 退出 之 上 御 入 之 節、 御 勝手 座敷 

幷 坊主 衆 溜、 且御兩 家 樣御對 顔 被 遊 候 事。 。つ 一 

一 、 今日 上使 後 御 登城、 幷 井伊 殿、 且御 老中 方 御 廻 勤 之 儀、 御大 小將御 番頭より 伺。 上使 相 

濟 彼是 御 刻限 も 移 可 申 候 間、 御 登城 は 不被遊 御 圖り之 由、 御用 部屋 被 申 聞。 依 而八半 打て、 

夫より そろ./..^ 御供 廻り 被 仰 出 候 事。 

一 、 御 廻 勤 御 出 八つ 七 分 五 りん、 御 戻り 暮合之 事。 

一 、 御 拜領之 鶴 御 居間に 而御覽 相濟、 可 相 渡 旨 被 仰 出、 御料 现 頭へ 相 渡 候處、 前々 之 通 毛 塩 

に 可 仕 旨 申 聞、 其 通 +申談 候 事。 
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六 四 〇 

一 一月 十六 日。 藩の 財政 は 自今 收入 のみ を 以て 支出に 當っ べき 方法 を 講ぜ 

しむ。 

〔每日 帳 害拔〕 

二月 十六 日 

一 、 御 勝手 向 追々 御 逼迫、 當時 過分 之 御 借財、 御手 繰 も 難 出來に 付、 不被得 止 事 御 借 财，： ^へ 

は 定數之 別 除 米 相 立、 向後 御 借財 不相 嵩、 御 勝手 御 取 直 之 道 可 相 立 « 、夫々 御 仕 法被 仰忖 1  お。 

然上は 都 而御入 箇而已 に而御 取調 现無之 而は不 相 成 候 間、 是等之 趣 一 統深存 込、 今 一 篇御入 

用 減 方 之 儀 精 誠 を 盡可有 < 奴議旨 等、 於 御 勝手 方 申 渡 有 之。 

〔典 制 彙纂〕 

御 勝手 向 御 運 方 連々 御 逼迫に 付、 追々 御 省略 之 儀 申 渡 置 候 通に 候。 是迄 種々 御 仕 法 を以、 其 

時に 一 旦者御 凌 有 之 候 得 共、 年々 過分 之 御 不足 御調 達を以 御収續 之處、 去 巳年 w 作 以來御 借 

財 彌增に 相當、 御入箇 悉皆 跡 引に 相 成、 御 公務 を 初年 分 之 御拂方 者、 都而 御調 gi- に 而御辨 川 

之 族 故、 年々 利 足 渡 過分に 相 成、 第一 御 地盤 之 御 出入 御 符合 無 之 故、 如何程 御 入用 減 方付攸 

而茂、 御 勝手 御 取 直 之 筋 一圓 不相 見得、 追々 御 政事 向 も 不被爲 行 屈 而者不 容易 儀。 依之^s.> 

遂 詮議、 去 午年より 嚴重御 雀 略 之 儀 申談、 御 符合 之 詮議に 取懸り 候處、 一 統出 情に？；？ 追々 減 


方 致 出來、 中に 者 格別 御 入用 相 減 候 向々 も 有 之 候 得 共、 末 永久 全 御 出納 之 御 符合 者不相 調、 

乍 然當時 過分 之 御 借財 御手 繰 も 難 出來に 付、 不得止 事 御 借財 向お は 定數之 別 除 米 相 立、 向後 

御 借財 不相 嵩、 御 勝手 御 取 直 之 通 可 相 立 候檨、 今般 江戶. 大坂 • 御國向 共 夫々 御 仕 法被 仰 付 候。 

然上 者此後 不時 御 入用 有 之 候 共、 御調 達者 難 被 仰 付、 都 而御入 箇而已 に而御 取調 现無 之而は 

不相成 候 間、 是等之 趣 一 統彌存 込、 是迄減 方 付 候 品々 跡 房り 不致樣 相 心得 候 儀 者 勿論、 今 一 

篇 打返遂 詮議、 御 入用 減 方 も 有 之 儀、 是非 御 勝手 御 取 直 無 之 而者不 相 成 儀に 候條、 猶更ー 統 

力 を 合、 誠 實を以 可 致 出 情 儀 肝要 之 事に 候。 

1 、 是迄之 御 運 方 は、 時々 御調 達 を以繰 合、 無 御 指 支 樣に取 計 來候得 共、 右 之 通 以來者 御 入 

箇而已 を 以御辨 合 候圖に 付、 月に 寄 御 次 向 を 初 諸 渡り 方 繰 延樣之 儀 も 可 有 之 候。 將又 非常 之 

御手 《_ 田 御圖り 通 未 相 調 儀 間、 近年 之內 何と 歟 過分 之 御 入用 出 來に候 者、 先 定式 御 入用 方 を 被 

打 欠、 御 凌 被 成 候より 無 他事 御手 繰 方に 候 間、 此等之 趣 心得 可 有 之 候 事。 

申 二 月 

二月 十 入日。 前 田齊泰 の 子 利順髮 置の 儀 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

二月 十八 日 
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六 四 二 

一 、 今日 龜丸 殿御 髮置 御規 式、 御 首尾 能 被爲濟 候。 右 御白 髮上 御用、 兼 而被仰 付 候 まり、 大 

村 肴 次 郞相勤 候 事。 

一 、 右 御 祝儀と して、 大奥より 女 使を以 夫々 御拜 ffi 物 有。 右 爲御禮 八 時 過、 昨 H 被. 卬 出さ 

御 廻 勤 被 遊、 八つ 八步御 屍り 被 遊 候 事。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

二月 十八 日龜丸 殿御 髮置御 祝、 同日 將軍 家より 爲嘉 儀、 女 使 を 以て 綿 二十 把. 一種 一荷^る 

なり。 內府樣 より 一種 一荷、 御臺檨 より 卷物 三. 一 種、 大納言 様 • 御簾 中 様より 一  折充 y 

之な り。 同日 龜丸 殿より 御使以 老臣、 總紗五 卷. 一 種 一 荷被獻 なり。 內府 様. 御 辜： 様お 卷物 三. 

一 種 一 荷充、 大納言 樣. 御簾 中 様お 一 種 一 荷 充被獻 之な り。 

一 一月 廿 三日。 卯 辰 茶屋 町 跡の 風紀に 就いて 議す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

二月 廿 三日 

一 前 田 主馬 別席に 而申聞 候 は、 卯 辰 芝居 之 儀に 付 先逹而 より 段々 被 仰 聞 候 趣：，.， 之、 右方 ま 

當時隨 分 替儀も 無 之 得 共、 茶屋 町 跡 大きに 訝敷樣 子、 十に 八 • 九分 は 御 家中 子， g  、中にはお 祿 

も 有之樣 子に 候。 名前 調理 させ 候へ 共、 俳名 等 を 付 罷在候 故、 何方 之 者と 申， おも 難 知，」 坐 


候。 右 之 通に 而は甚 不博之 儀、 畢竟 大破 之 處ぉ至 候而は 不宜候 間、 何と 歟御僉 議之筋 も 有 之 

間 敷 候 哉 C 主馬 心附候 處に而 は、 町奉行 幷 私へ 御 席より 被 仰 渡、 毎夜 足 輕を迥 し、 殊々 敷 申 

觸し調 斑、 及 遊興 候 者 有 之 候 は.、、 裏口より 逃し 候と 歟申 恰好に 成 候 は、.、、 御 家中 之 人々 痛み 

に茂不 成、 彼是 可然 哉と 奉存 候。 其 上 罷越候 者、 急 度 調 斑 方 も 有 之 儀と 存候。 猶更御 勘考 候 

御差圖 御座 候樣 仕度 旨 申 聞 候 事。 

一月 廿 三日。 鳳 至 郡 輪 島 町に 火災 あり。 

〔每日 K 書拔〕 

二月 二十 三日 

一 、 當月 十日 輪嶋河 井町 出火、 五 百 二十 軒餘燒 失。 

一. 月。 諸 郡より 收納 米皆濟 賞美に 關 する 從來の 慣例 を 上申す。 

〔上田 舊記〕 

年 內御收 納皆涛 仕 候爲御 賞美、 正月 十六 日 於 御 算用 場、 御 目 錄を以 御 銀 等 頂戴 被 仰 付 候 儀、 

文政 四 年 御 仕 法 以前 は、 無 組 御 扶持 人 之 者 裁許 組 御 郡 一 番皆濟 仕 候 得 者、 身當銀 三枚 之 外に、 

一 番皆涛 之 御 賞美 銀 三枚. 紬ニ反 被 下 候。 文化 七 年 內嶋村 故 源 作 元 組 裁許 仕 居、 御 ffi 一番 比，"^ 

仕 候處、 右 之 通 被 仰 付 候。 御 仕 法 後に 而は惣 年寄 主 附組ー 番皆濟 仕 候 得ば、 銀 三枚 *紬 二 反 被 
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仰 付、 身 當り之 分 は 不被仰 付 候。 二 組 主 附罷在 候 者、 兼 組 一番 比お^ 仕 候？ お 者、 . ^常り キ兩方 

とも 被 仰 付 候。 笠 間 七 右衛門. 南 兵 左 衞門兩 人お、  < お 垣 組當分 主附 被仰忖 候而、 天 保 三年 

垣 組 一番 皆濟仕 候處、 兩人共 身 當り銀 二 枚 宛、 外に 右 倉お-組 ー游比  之 御赏、 兩 人.^ 銀 二 枚. 

袖 二 &付 候。 尤此年 一 統減方 被 仰 付、 銀 二 枚 宛に 相 成 申 候。 笠 野 組 之 儀、 W 川 源 兵衞. 渡 

邊兵右 衞門兩 人.^ 當分主 附被仰 付 置、 去年 御 郡 一 番皆 《 仕 候而、 則當 * 右兩 人.^ 銀 三枚. 轴 

二  f-s.^ 仰 付、 外に 身 當り銀 三枚 宛 被 仰 付 候。 且又 惣 年寄 之 儀 者、 主 附組無 御座 候 而も、 每 《 

身當銀 三枚 宛 被 仰 付 儀に 御座 候處、 渡邊兵 右衛門 依 河北^ 惣年々 W に而、 石 川邯に 中- ボ.^ ダ 

付 置 候 所、 每春御 目 錄は石 川 郡.^ 御 害 加 頂戴 被 仰 付 候。 河北 郡に 而 はみ 當り之 分 顶 戴 不被仰 

付 良。 尤 同人 儀、 石 川 郡に 而は 一 番皆濟 仕 候 儀 は 無 御座 候。 右是迄 之處ま n 上申 候、 以上。 

申  二  nr-  きが 

一月。 收納米 上納に 關 する 規定 を 更改す。 

〔司 農 典〕 

今般 御收 納米納 方相改 候に 付 仕 法書覺 

一 、 今般 御 米 納方手 附御指 除、 新田 裁許 等 就 被 仰 付 候に、 御 米入拂 方に 而手附 都 而爲携 中 m 

,^。 併 納入 本 役 方 御 a: に 而手張 候 節 は、 書 算方等 曁下調 斑の 者に、 爲致手 傳候依 者 格別 之 d 


一 、 御 米納方 割符 之 儀、 御藏に 納米 高、 組主附 より 惣 年寄お 爲書 出、 物心 年寄 手前に 於、 納方 

之 人々 の 不同 無 之 樣可致 割符 事。 

一 、 御藏 下敷 之 儀、 是迄之 通 都 而斗下 百姓より 爲致 入念 可 申、 其 節 納入 致 見 分 可 申 事。 

一 、 是迄 代官 宿 相 勤 候 者 指 除、 新田 裁許 等 手前に 而、 人 撰を以 止宿 所 相 極、 尤 以來納 方御拂 

方 之 節、 宿 之 者 一 切 御 米 爲携申 間 敷 候。 所に 寄家數 無之ケ 處怀、 近 村 止宿 相 極、 惣而是 迄 之 

惡習押 移り 不申 樣、 厳重 可 相 心得 事。 

一 、 御藏 納之節 升 取 人、 是迄村 方に 寄 餘人を 相 願、 村 方 一 統之分 米 爲相斗 申 儀 も 有 之 由。 以 

來其 身々々 爲相斗 可 申、 一 人に 而不殘 相 斗 申 儀 者 堅 不相成 儀。 尤中 入札 之 儀 者、 是迄 之龜表 

に 何 村誰キ 調、 裏に 納入 名前 調、 嚴 重に 入 可 申 事。 

附り、 懸番 日に 御 郡 奉行 幷簞 笥番 折々 見廻 候 間、 兼而其 心得 有 之、 厳重 可 相 心得 事。 

一 、 御藏 納之 節、 手傳 人足 之 名目 を以、 是迄多 入 込、 百姓 共 手前 失 费相懸 り 候 由 相 聞 候。 以 

來 新田 裁許 等 手前に 而、 人柄 相 撰、 たてり 一 人 宛 相 雇 可 申 事。 

附り、 米 積 之 儀 者 斗り 下 百姓 之 內爲積 可 申 事。 

一 、 御藏 納之 節、 石數餘 計に せり 立 相納候 而も、 自然 キ俵 持等麁 相に 相 成 候條、 時宜 見 計 石 

數相 極、 入念 相 納可申 事。 
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一 、 御 米俵 持 之 儀、 繩. 俵 等 御領！： 中 一 様に可有之所、中に者其邯其村に^.;?、_*:危抹之怖方等 

有 之 候。 是等者 百姓 之 心得 方 等閑、 且は村 役人 等 之 申 談方不 行； 儀に 候。 御 收納米 之， 依お、 

何分に も 大切に 相 心得、 幾重に も 誠 赏を盡 し、 入念に 長た る 者より 可 申： i 依に 候" 旣に新 川 

郡 之內に 者、 俵搭. 繩. 俵 等 宜敷ケ 處も有 之、 是等村 肝 煎 之 申 諭 方 行 H 候 故 之 儀キ相 聞え、 兼 

見本 繩. 俵等搏 置、 小 前 之 百姓 共に も 夫々 申逾、 一圓 危略無 之 様 爲相心 5£ 可 申 候。 斯申波 候 

上、 當年 御收納 米繩. 俵 等 搏方不 宜候得 者、 村 肝 煎 越度に 可 申 付 候條、 其 心 i5 可 有 之^。 

一、 御藏 一 ケ 所に 納人兩 三人 宛 組合 致 置、 不正 之 儀 等 有 之 候 は.、、、 相互に 可 及斷。 外 御藏 

納入より 斷出候 儀 有 之 候 は，、. -、 其 御藏 納入 一 統可爲 越度 候。 勿論御藏に^^;?、 少々 相納 K ケ所 

に 而も、 御宿 方 之 儀に 候 間、 一人に 而相納 候 儀 者 堅く 不相成 事。 

一 、 皆濟 押切帳 等、 幷皆 濟狀之 儀、 組主附 手前に 而爲相 調、 御 部 奉行 印章 請 納入お 相 波：^ 申 

一 、 春秋 夫 銀 取 立 之 儀、 組 主 附ぉ取 立、 御 郡 奉行 名前に 而 諸方 御 土蔵.^ 致ト： 納、 右 御 奉行 請 

取 切手、 村 方より 納入お 相 渡、 皆 濟狀爲 請 可 申 事。 

一 、 每歲 十二月 本 勘 書 入 方 之 儀、 いかにも 入念 相 調理、 ft 略 無 之 様 厳重に 可爲心 55:。 且亦通 

縮 之 儀、 手附 名前に 而惣 年寄 加 奧書候 得 共、 以來 新田 裁許 等 名前に いたし、 及 奥お に不申 s.。 


二  、 五月 升 廻 以前 者、 是迄之 通納人 御藏 戶 前に 下 封いた し、 上 封者惣 年寄 等 致 置 可 申 事。 

一 、 升 廻 後者 納入 下封附 置、 上 封 之 儀 者、 御 郡 奉行 幷 箪笥 番之 內附可 事。 

一 、 升 廻 後 御 米 御拂之 節、 封 切 相 見 人 之 儀、 其 藏に納 口 無 之、 新田 裁許 等 罷出可 申 *。 

一 、 出船 等 番繰帳 之 儀 者、 御 算用 場 入 目 六 寫を以 申 渡 候 は.、. -、 納入 一 御藏 切鬮 取いた し、 順 

番取 極、 其 節 出 役 御 郡 奉行 幷簞笥 番之內 書 出 可 申。 其 上に 而右出 役人 名前 を以、 一 手 合 引 集、 

出船 幷 川上 御 奉行 等お 帳面に 認送遣 候 間、 調 筆 之 儀 者 納入 或 者 手 附ぉ可 申 付 候 事。 

一 、 出船 幷 五月 升 廻 曁斗立 等 之 節、 欠 相 立 候 得 者、 役儀 取 放 候條、 升目 等 之 儀 者 いかにも 大 

切に 可 相 心得 事。 

一 、 雨 漏 米 色 附俵等 有 之 節 者、 欠 米 同様に 取 捌 候 事。 

一 、 大鼠 喰. 大 くつろぎ 俵 等 有 之 節 者、 其 時宜に 寄、 詮議 之 上 可 申 渡 事。 

一 、 出船 ケ所及 川下. 潟 下. 馬下ケ 所.^ 者、 新田 裁許 等 納入 一 兩人 宛、 其 御用 中 詰 切 可 申。 都 

而御米 請 拂に拘 り 候 儀 は、 手 附を以 相辨候 儀、 堅 相 成 不申候 事。 

一 、 川下. 潟 下 積 廻 米 有 之 刻、 上乘之 儀、 納入 可 致上乘 儀に 候 事。 

附り、 新田 裁許 等外 御用に 而難罷 出 儀 も 有 之 候 は、、 /-、 名代 指 出 候 共、 手 附上乘 爲致候 儀 者 

相 成不申 事。 
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一 、 寄 積 幷卷封 之 儀、 新穀 納方 等に 而指支 候 之 節、 納入より 願 出 可 申、 人足 之^ 是迄之 通、 

遠 所 日用 裁許 手 合に 而爲 致、 御 入用 之 儀 も 右 日用 裁許 於 手前に、 小拂銀 受取 相 渡 候 

一 、 每歲 二月 二十日 頃 迄に、 御 詰 米 帳 是迄之 振 を 以書出 可 申 事。 

一 、 目 拂米是 迄 之 振 を 以書出 可 申 事。 

一 、 五月 升 廻 之 節、 御 役人 迥 先.^ 納ロ有 之 人々 召 出 可 申。 其 節 指 出 候 諸 翁 物 等、 都 而是迄 之 

振 を 以書出 可 申 事。 

一 、 御藏 納之 節、 斗 下 百姓 共、 船 手 寄 宜敷ケ 所 舟に 述、 波 渡 場より 御藏 元 迄持述 之砌、 所 方 

之 人足 共 罷出無 鉢に 持 運、 賃錢を 貪 申 處も有 之、 百姓 共 迷惑が り 申 由。 以來 右！^ 族 有 之 候 は 

.i 無 泥 可斷出 事。 

一 、 是迄升 廻 以前 者、 惣 年寄 等 御 拂有之 刻 致 出 役、 跡 封 附置申 格に 候處、 中に^<?心得^;之趣 

も 有之檨 子。 以來御 條目之 通 急 度 可 相 心得、 皆 濟留封 之 上、 翌年 泰维 笥番 相51 り、 本 a 相 調 

理、 若 諸 返上 米たり とも 不足 有 之 候 得 者、 急 度 嚴重相 a 可 申 害に 候條、 其 心 ij: 可 有 之 事。 

一 、 御米改 役人 相 廻り 候 節、 納ロ有 之 人々、 其藏 前.^ 罷出可 申。 其節指出候^^：：物は、 都而判 

形いた し 可 指 出 置、 追而右 御用 相濟. 候 上、 拙者 共 紙面 キ 引替 申 害に 候 事。 

右 今般 詮議 之 上、 夫々 申 渡 候條、 嚴重相 心得 可 申 候。 納入 者不及 申に、 斗 下 村々.^ も 可 申 渡 


！^、 以上。 

天 保 七 年 二月  廣 瀨平丞 

中 村 岡三郞 

中 村 都 

井上 井之助 

石 黑 鋒八郞 

矢 部 順 平 

諸郡惣 年寄 中 • 年寄 並 中 

一月。 羽 咋郡西 性 寺 等樂燒 以外 の 製陶 を 禁止 せられた る を 以て 請 書 を 呈 

，◦ 

〔吳須 土 掘 出方 等 一件〕. 

拙 寺 共 之 儀 者、 貧 寺 小 庵に 御座 候 故、 爲內 職燒物 仕、 寺 相 續方之 助力に 仕度 之 旨、 先 fS! 而奉 

願 上 候 之處、 樂燒之 儀 者 勝手に 賣捌可 申、 土 燒物之 儀 は 外に 御 指 障に 相 成 候 間、 御 指 留之段 

被 W 渡 置 候處、 今般 土 燒物之 鉢 之 燒物仕 候 樣御聞 請 御座 候に 付、 土燒物堅不仕候«^2=.:而殿重 

被 仰 渡、 奉 得 其 意 候。 此 儀に 付 追 而願之 筋 御座 候 間、 宜檨奉 願 候。 右 御請 上 之 申 候、 以上。 
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天 保 七 年 二月  羽 喰 郡 小山 村 西 性 寺 

鹿嶋郡 井田 村 明傳寺 

寺社 御 奉行所 

三月 六日. - 前 田齊泰 夫 人慶 寧と 共 に 江戸 城 大奥に 登 る 。 

〔諸事 要雜 記〕 

三月 六日 

一 、 今日 犬 千代 丸 様 大奥.^ 御 登城、 至極 御 都合 御宜、 追々御目見等之御^2子、 御城お 出 W 

候 老女より 申來 り、 時々 申 上り 候 事。 

但、 五 半時 過 御上り、 夜 五つ 前 御 下り 被 遊 候 事。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

三月 六日、 犬 千代 丸 様. 姬君樣 御 同伴に て 大奥へ 御 登城。 S 倾ヒ度 依て 公より 鮮鲫 一 折 献ぜら 

る。 御臺 様お も 御同樣 なり。 此外 御內證 にて 品々 進上し 給 ふ。 內府 様. 御 初. は 都而進 卜： 物 

に不 及と 御 指 圖に付 進上 無 之。 公方 樣. 御臺樣 より 御內證 にて 品々 賜物 有 之な り。 

〔恭敏 公 記 史料〕 

三月 六日。 伴 母德川 氏謁將 軍。 於 內寢献 魚 及 物。 將軍親 賜 長簸。 亦 賜 魚 及 物。 是 H 將：. 4 賜 我 


扈從 番頭 以下 十七 人 銀 各 二 錠。 

三月 九日。 藩の 財政 を 整理す ベ きに 付き 家中に 節約 を勸 む。 

〔每日 帳 書拔〕 

三月 九日 

一 、 御 勝手 御 逼迫、 今度 江戶. 大坂. 御國共 御 借財 御 仕 法被 仰 付、 以後御入筒而已を以御^^川 

之 害に 付、 去年 迄 御 省略 被 仰 付 候 品々 勿論 是迄之 通に 而、 尙又此 末 御 将略方 之 儀 諸 役人へ 申 

渡 候 筋 も 有 之 候條、 御 家中 之 人々 心得 方 之 儀 も、 先達 而申談 置 候 通 萬事遂 節儉、 御難 題不相 

願樣相 心得 候 儀 肝要 之 旨、 於 御 勝手 方 申 渡 有 之。 

〔典 制 彙纂〕 

御 勝手 向 御 逼迫に 付、 去 巳年より 三 ケ年嚴 敷 御 省略 被 仰 付 候 儀、 先達 而申渡 置 候 通に 候處、 

去年に 而 年限 相 濟候。 然處是 迄 每度申 聞 候 通、 御 地盤 御 出入 御 符合 無 之、 剩去 巳年 凶作 以來、 

御 借財 彌增相 嵩、 御取箇 悉皆 跡 引に 相 成、 如何程 御 入用 相 成候而 茂、 御 勝手 御 取 直 之 筋 一圓 

不相 見、 追々 御 政事 向 も不被 爲行屆 而者不 容易 儀に 付、 今度 江戶. 大坂. 御！：，： i: 共 御 借 财御仕 

法被 仰 付、 以後 御 入 箇而已 を 以御辨 用 之 害に 付、 御 省略 方 之 儀 諸 役人.^ 申 渡 候 筋 も 有 之 攸條、 

御 家中 之 人々 心得 方 之 儀 も、 先達 而申談 置 候 通 萬事遂 節儉、 御難 題 不相願 « 相 心 iJ: 候 儀 肝要 
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之 事に 候.^ 右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳達 —— 

三月 十六 日  美 作 守 

三月 十三 日。 前 田齊泰 就 封の 暇を受 く。 

〔諸事 要用 雜記〕 

三月 十三 日  、 

一 、 御 本丸より 松 平和 泉 守 殿、 西 丸より 脇 坂 中 務大輔 殿御 越 之 御 小人 目付來 り、 御 次迥り 卜： 

下着 用 申談。 

一 、 御 本丸 上使 御城 下り 九つ 四步、 夫より 追々 御 付人 來る。 御 例 之 通大御 門 迄 御 出。 於 御 小 

書院 御 料理 可 出處、 御 斷に付 御 葉 子 出、 御前 御 相伴、 御 重 引幷御 S 茶 御持參 被遊攸 事。 

一 、 西 丸 上使 九つ 九 步御勤 仕 廻 信 濃 守 様より 之 御 付人 來、 夫より 御 出向 等 夫々 御 例 之 通、 御 

料理 も 出、 御 事 有 之、 相濟御 退出。  ， 

一 、 御臺 様より 之 御 使 長 谷川 能 登 守 殿、 初め 御 住居に 御 扣被成 御座 候に 付、 w 丸 上使 御 退出 

之上內 通り 御 客 方より 爲知、 御前に は 一 先 御 入、 無 程 御 出 之處、 御 住居 御 立 之 御 付人に 而御 

出向 被 遊、 夫々 御作 法 通 相濟、 八つ 八 步御入 之 事。 

三月 十五 日。 前田齊 泰登營 して 就 封の 辭 見す。 


〔溫敬 公 史料〕 

三月 十五 日。 登城 謝 之。 横 山山 城 守 奧村內 膳謁將 軍。 

〔諸事 要用 雜記〕 

三月 十五 日 

一 、 今朝 御 登城 五つ 鎌、 御 下り 九つ 二分 之 事。 

三月 廿 三日。 前 田 齊泰江 戶を發 して 就 封の 途に 上る。 

〔諸事 要用 雜記〕 

三月 廿 三日 

一 、 今日 益 御機嫌 能 御 發駕被 遊 候。 拙者 儀 今日 御 見 立に 付、 夜前 泊り より 歸無 程罷 出、 御發 

駕後發 足 之 事。 

〔官 私隨 筆〕 

四月 朔日 

一 、 相 公樣益 御機嫌 能、 前月廿 三日 午 上刻 御 發駕被 遊 候 旨、 山城 守 殿より 以中 飛脚 申來候 由、 

御用 番廻 狀來 る。  ，  . 

三月 廿人 日。 孝子 佐々 屋建 太郎賞 せらる。 
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〔大鋸 文書〕 

眞長寺 門前 佐々 尾武助 嫡子 十五 歲 建太郞 

右 建太郞 儀、 今般 武助之 代 牢願出 候に 付 召 出 相 礼 候處、 一 々赏 情を以 分明 之 折節、 父母 は 世 

に 二つな きものに 而、 此上 もな き 大切なる ものと 相 心得 候 由 泣 □ 申 聞 候 林、 聊飾 もな き 者に 

而、 實情 至極に 而立 合 候 役人 共 迄 令 感涙 候 儀。 赏 孝子に 紛れ 無く 候に 付 年少； - 衆に 相^、 不及 

代 牢出牢 申 付、 猶更 建太郞 平日 之 様子 廣く& 合 候處、 K に 孝行 之：^ 逐一 々相 間、 威人 之 "4^: に 

候。 依之爲 褒美 召 出、 肝 煎 手傳申 付、 名 を 孝子 郞キ 爲相改 候條、 彌無 懈怠 孝 志 を遂、 犬 

切に 可 相 心得 候 事。 

申 三月 廿 八日  渾田義 門 

中 川 平 K 

吉田丹 次郞殿 

右に 付 瀨波屋 之 狂歌に  ， 

條教の 中にはえ たる 齊 はかの も ふそ ふに おとら、 ざり けり 

-月。 tQS に 衣食住 を 質素に すべき こと を 命ず。 

〔郡 方 御觸〕 


百姓 共 衣食住 御 縮 方 之 儀 は、 前々 被 仰 渡 茂 有 之、 拙者 共 春秋 御 郡 廻 之 時分 嚴重申 渡 置 候 得 共、 

近年 甚 僭上に 至り 候 鉢 承 及 候。 就中 衣類 之 儀 者、 目に 觸候得 者、 自然.. ナ御俾 止 之 品 相 求 致 着 

用、 いっとな く 心得 違 之 者 も 有 之 由。 就 夫吳服 商人 在々 お 立 入 申に 付、 女子供 钚見請 候お 者 

不計 身分 不相應 之 品 茂 買 調 申 樣に相 成、 畢竟 身代 持 損 及 難儀 候 者 共 茂 間々 可 有 之 候。 當時格 

外 御 翁 略 茂 被 仰 渡 候 時節に 候 得 者、 於 御 郡 方に は別而 人々 手前 質素に 可相暮 害に 候處、 前段 

之 族に 而御縮 方 難 相 立 儀は甚 不埒 之 至に 候。 以來 百姓 共 等 衣食住 等 奢侈 之 儀 無 之 様嚴重 可 申 

渡。 若 身分 不相應 之 衣類 致 者 用 候歟、 又 者 居 宅 之 作 事 钚榮耀 之 品 有 之に おいて 者、 見 咎及斷 

候 之 様 手先 役人 共.^ 申 渡 候。 且又 吳服 商人 共 御 郡 在々 お 堅く 立 入不申 様、 {i? 立 等六ケ 所に 罷 

在 候 右 商賣人 共.^ 嚴重可 申 渡 候。 若此 上に 茂 村に 立 入、 吳服物 賣弘め 候 儀 於 有 之 者、 迥り藤 

內共見 付 次第、 往還 筋 送り出 候 樣申渡 候 間、 村々 役人 共に お いても、 右 等 之 趣 <1 度 相 心 »、 

常々 無 油斷申 渡、 御 縮 方 行 屆候様 可 相 心得。 萬 一 心得 違 之 者 も 有 之、 露 顯之上 者、 村 役人 共 

可爲 越度 候條、 此旨 能々 相 心得、 末々 孀住之 もの 迄 も 入念 申 渡、 村役人共引請之請^？可せん出 

者 也。 

申 三月  御 郡 奉行 

諸 郡 村々 役人 
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-ニ 弓。 虚無僧 及び 一 艮人を 村々 に 立 入らし めざる ベ きこと をき す。 

〔能 州 郡方舊 記〕 

虚無僧 幷 浪人 者、 近年 村々 を 致 徘徊、 押 乞 等いた し 候に 付、 縮 方 之 趣 村 役人 等より 申入 候お 

共 聞入不 申、 中には 同道 人 之 內病氣 之 鉢に 仕 成、 逗留 之 儀 押而申 聞、 入多に旅^5を乞、 取极 

方 麁末杯 申立、 又は 亭主 留守中 女子供へ 對し、 草鞋 錢 ねだり 候 棘 相 聞え 候。 元來疏 無^ 之 依 

は 往還 筋 之 外 わきみち.^ 立 入、 勸 進いた し 候 儀 は 不相成 はす。 浪人 ものな ど 村々. SHi 入 押ハ乙 

等 不法 申 懸候儀 は 有 之 間 敷 儀。 右 等 之 鉢 者 畢竟 役人 共迥方 等等 閑 故と 相 聞え 候に 《、 今般 改 

而嚴重 廻 方 申 渡、 右 鉢 之 者已來 村々 へ 不立入 様、 不法 申 懸候者 有 之 候 は.、、、 召 捕 可 指 出 申 

渡 候條、 村々 役人 共 此旨可 相 心得 者 也。 

天 保 七 年 三月  御 ^ 奉行 

四月 七日。 前田齊 泰金澤 城に 着す。 

〔官 私隨 筆〕 

四月 七日 

一.、 相公樣 前月廿 三日 江戶御 發駕、 昨 六日 御着 城 之 答 之處、 去 三日 姬川 出水に て、 一 日 糸 化 ^ 

川に 御 逗留、 今 七日 益 御機嫌 克 御着 城。 


八 半時 は 夜 

中な リ 


〔諸事 要用 雜 記〕  , • 

四月 七日 

一 、 今 曉八時 之 御供 揃に 而高 岡驛御 發駕被 遊、 八 半時 益 御機嫌 能 御着 城 被 遊 候。 御 居間.^ 御 

着座 之 上、 配膳 役 御の し 指 上る。 相濟、 將 監被爲 召、 御着 恐悅。 夫より 同席 何茂隱 之 人々 

罷出、 恐悅申 上、 御意 有 之、 御 直に 御請 申 上る。 

四月 十一 一日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 要用 雜記〕 

四月 十二 日 

一 、 今日 九 半時 之 御供 揃に 而、 兩學 校.^ 御 出 可 被 遊 旨 比 良 を 以被仰 出、 九つ 七 分 五 りん 御 出。 

於武學 校吉田 權卒方 不時 的 御覽、 夫より 萩原 勘 太夫 方 組 打 御覽。 其 內文學 校 宜段御 案內ぉ 之、 

夫より 講書?^、 講師 大島希 軒 御 聽聞被 遊 候 事。 

四月 十四日。 收納米 を皆濟 したる 惣 年寄 及び 年寄 並に 對 する 賞 賜の 規程 

を 告ぐ。 

〔司 農 典〕 
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皆濟御 賞美 被 下方 

一 、 御領 國 一 番致 皆濟候 は.、、、 銀 五 枚. 紬ニ端 被 下、 御 郡 一 番皆 » に 者、 銀 三枚 .轴 二 端 被 下、 

其餘 十二月 二十日 迄に 致 皆 濟候分 者、 銀 三枚 宛 被 下 候 御 格 也。 

但、 小 組 之 分 御領 國 一番 皆 涛には 金 ニ兩. 紬ニ反 被 下、 御 郡 一番 皆^に 者 銀 三枚 迄 被ド、 

十二月 二 十日 迄に 致 皆 濟候得 者 銀 一 一 枚 被 下 候。 

一 、 無組惣 年寄 者 組 無 之に 付、 爲 勢子 方キ銀 三枚 宛 被 下。 

但、 組 持に 成 候 得 者、 右 勢子 方 被 下方 無 之。 

j  、 當分兼 帶組有 之、 兩組持 候 者、 自組者 右 御 格 之 通 被 下、 兼 1:* 組に 被 下 者 無 之。 

但、 兼帶組 一 番皆濟 いたし 候 得 者、 不時に 一 番皆濟 當り被 下 候に 付、 自組キ 二 首： 之 被 下方 

に 相 成 候。 北 村 爲次郞 分 者 自組無 之 事故、 若 山 組に 而被 下、 勢子 方 者 不被下 候 事。 

一 、 惣 年寄 惣主附 之 組 者 不被下 候 事。 

但、 一 番皆濟 いたし 候 節 者、 不時に 一 番皆濟 當り被 下 候 事。 

諸郡皆»爲御賞美キ被下方之儀、先達而各樣ょり先例等御書上に候處、重而御詮^§之趣有之、 

御所 村 先 長 次 郎等、 當分 裁許 組 御領 國 一 番皆濟 幷身當 り 共 被 下 候 例 有 之、 ft 上 候處、 « 亦 於 


御 役所に 前々 舊記 御調 现有 之、 右 者 非 例 之 趣に 而、 以來は 御 別紙 御 覺書之 通 被 下 候 御 格に 候 

間、 此段ー 統.^ 可 申 渡 置 旨、 御用 番石 黑鎮 八郞樣 より 被 仰 渡 候 間、 左様 御 心得 夫々 御寫 取、 

從 落着 御 返 可 被 成 候、 以上。 

申 四月 十四日  水 內 六 左衞門 

諸郡惣 年寄 中樣. 年寄 並中檨 

四月 十五 日。 前 田齊泰 放鷹 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜記〕  . 

四月 十五 日 

一 、 今日 御鷹 野 御 出 九つ 一 分、 御 待 受七時 過、 御！^ り 暮合之 事。 

一 、 今日 御 獲物 大鷂 一 つ 小鸛 十三. 水鷄 一、 內 十一 御 拳 之 事。 

四月 廿 一 一日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

C 諸 14- 要 月 S き  . 

四月 廿ー 一 日 

一 、 今 曰 九 半時 御供 揃に 而兩學 校 御 出 被 仰 出、 九つ 八 分 五 りん 御 出、 八 率 鎌 御贝り 之 事" 

四月 廿 三日。 前 田 齊泰、 瀧 之 間に 講書 を聽 聞す。 . 
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四月 廿 三日  • 

一 、 今朝 瀧 之 間 講書に 付、 御 出 可 被 遊 旨 當朝被 仰 出、 則 御 出御 聽聞 之琳。 

四月 廿 六日。 能 登 一 宫寺 家に 於いて 取拔賴 母子 を資弘 めた る を 以て 御 郡 

方の 者の 之 を 買 取る ベから ざる こと を告 ぐ。 

〔諸 郡 御用 留〕 

能 州  一 {呂 寺 家 神宮 寺 方に おいて、 頃日 取拔赖 母子 キ 名附、 ，；：s 突 樣之， 相 企、 . ^札 in 弘も K:^ 

» 承 及 候。 右 札 相 求 候 儀 堅く 不相成 候條、 心得 違不致 様、 一 統不相 沌可申 渡 候。 尤.； ：m 突 之^ 

は 前々 より 御 止 之 品に 而、 每度申 渡 一 統 承知いた し 罷在候 儀に 候 得 共、 若心^^^迎ぃたし、 右 

札 相 求 候 者 於 承 及 者、 急 度 咎可申 付 候條、 得 其 意、 是等之 趣 夫々 嚴黨可 申 渡 者 也。 

申 四月 廿 六日  御 郡 奉行 

加州 三 郡幷能 州奧. 口村々 役人 

四月 廿 A 日。 衡器 取締に 關 する 幕府の 令を傳 ふ。 

君 #」 


諸种之 儀、 古來 より 守隨 彥太郞 役人 相廻改 候處、 近年 は 私事 之 様に 心得 候 哉、 諸 秤 數多致 所 

持 候 者 も、 抨少々 出し 見せ、 不宜 秤は隱 置、 或 秤 は不致 所持 旨 を 申、 改不請 者 も 有 之 様相 聞 

え 候。 前 以相觸 候 通、 守隨 方より 役人 相 廻改候 節、 諸 秤不隱 置、 不殘 出し 改受候 « 可 致 候。 

尤紛敷 秤 は 取 上 候 害に 候。 此旨急 度 可 相 守 者 也。 

右 之 通 束 海道. 東海道. 北陸 道幷丹 後. 丹 波. 但馬 都合 三十 三ケ 國、 御料 は 御 代官、 私 倾は地 

より 可 被相觸 候。  - 

右 之 通 先年 相觸 候處、 可 取上种 も守隨 方.^ 不相渡 場所 有 之。 1^ に秤賣 買いた し、 絡 等 も 手前 

に 取替、 懸目 不同 之种遣 候 者 も 有 之 趣 相 聞、 不屆に 候。 前々 相觸候 通、 守隨方 役人 相 迥改候 

節、 諸 秤 不殘改 を 請、 西 三十 三 ケ！； 之秤柬 三十 三 ケ！： に而 通用 無 之、 取 上に 相 成 候 筋 之种は 

守隨 方お 可 相 渡、 諸 秤 新 古に 不限 守隨之 外に 而賣買 致 間 敷、 手前に 而衡幷 鈍 絡 等 取替 申 問 敷 

候。 若 諸 w 隱 置改不 請、 に賣 買いた し、 或は 手前に 而衡幷 iS 緒 等 取替 候 者 有 之 候 は，、、 <.| 

度 咎可申 付 候。 

右 之 通 先達 而相觸 候 向々 尙亦可 被相觸 候。 

三  月 

右 之 通 可 被相觸 候。 
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六 六 二 

諸 种改之 儀に 付、 從 公儀 相 渡 候 御 書付 寫 一 通 相 越 之 候條、 被 其 意、 組. 支配 幷與 カ且亦 〈氷來 

末々 迄 可 被 申 渡 候" 組 等之內 裁許 有 之 面々 は、 其 支配お も 相 達 候 様 被 申 聞、 尤 Mft 中 可.^ W 

達！ 事。 

右 之 趣 可 被 得 其 意 候、 以上。 

丙 申 四月 廿 八日  奧村丹 後 守 

淺加 伊織 殿  ， 

馬場 右兵衞 殿 

五月 朔日。 前 田 齊泰、 石 川 郡 御 河 端 筋に 放鷹す。 

〔大锯 文書〕  - 

今日 淺賀 伊織 御 次 御用 之 旨 申來、 罷越 候處、 御用 部屋 高 田 善 右 衞門申 聞 候 者、 昨朔 = 御前 火 

河 端 筋 御鷹 野に 御 出 之處、 前々 より 御 出御 座候而 茂、 無 構 農業 S 候 被 仰 出 攸處、 御见 S 

遊 候 得 者、 御 通 中 耕作 指 止 蹲踞 仕 候 棘。 此儀者 御主 意に も 違 候 間、 決 而已來 無 構 いたし 

候 様、 入念 可 申 渡 旨 被 仰 出 候。  . 

一 、 七つ屋 邊 より 大援之 間 迄 之 內キ歟 御 覺被遊 候。 農 人馬に 而田 をす き罷在 候 鉢に 而、 馬 も 

旁に 有 之 候。 然處右 農 人 小 兒を抱 申 蹲踞 仕 候に 付、 田 をす き 候に は 小兒携 杯いた し 攸而は 決 


而 不自由 なるべくに、 是者 母親な き 者に 茂 候 哉.. ナ被爲 思 召、 御 不便に 恐 召、 御 忍 難 被 遊被爲 

在 候。 右 農 人 者 何 村 誰キ申 者に 候 哉、 小兒 眠り 居候 鉢、 何分 名前 被 聞 召 度 段 被 仰 出 候 間、 穿 

鑿 仕 申 上 候 檨善右 衞門申 聞 候。 併 あらたて 尋候 者、 必恐入 名 をつ、 み 可 申 哉に も 被存候 間、 

此 處含罷 在、 可 然可尋 出 候。 若 御 咎被遊 候キ相 心得、 - 在 #不 申出 而者甚 致 相違 候 旨、 譯而善 

右衛門 申 聞 候 事。 

申 五月 二日  - 

諸 江村 百姓 太 左衞門 

同人 枠五歲 長  松 

右 御 尋之上 右 之 者に 而、 妻 は 當歳子 を 抱 外へ 罷越 候に 付、 右 長 松 召 連れ 農業いた し e 候 所、 

御 出に 付 長 松 恐れ 父へ すがり 居候 段 申 聞、 其 段 御 達に 相 成 候 事。 

五月 入日。 大聖 寺 侯 前 田 利 之 歸邑の 途金澤 城に 登る。 

〔本 多 政 和 覺窨〕 

五月 八日 

一 、 備 後守檨 御旅 舘御出 之 見 番來り 候に 付、 各 御 式 臺ぉ罷 出る。 giplsf  ;sl^"^l、#o 家老 

四時 過 御 登城、 各 罷在候 處に而 御 會釋有 之。 御 奏者 番 伊藤 主馬 階上へ 罷出有 之、 御先 立す。 
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御大 小 將岡田 長 次 郞御刀 持 之。 直に 芙容之 間 御 溜、 各 御 跡より 春り 瀧 之 問に 罷.； £。 御前.： i 之 

御 口上 御 家老 八郞 右衛門 罷出 承り、 其 次 高 田 善 右 衞門罷 出、 畢而余 等 御 逢 被 成 Kibe, 藤主瑪 

申 聞 候に 付、 佘 三郞. 內膳罷 出る。 先 御 敷居 之 外に 而御 禮、、 近う と 仰に 付 、内 >:Mr り 

入 候處、 相 公樣御 勇健に 被爲 在、 恐 悅に思 召 候。 各 無 御- S 珍重 召 候 旨 仰に 付、 益 御機嫌 能 

被 遊 御旅 行、 恐悅 に奉存 候。 蒙 御 懇之仰 忝 仕 合 奉存候 旨、 余 申 上 返 去。 其 次 内" に 被 出、 其 次 

御 家老. 若年 寄 被 出。 御 對顏可 被 遊 旨 八 郞右衞 門 重 而罷出 被 申 上、 右主瑪 御先 立に 而御 K 間. S 

院へ御 通。 畢而如 元 芙蓉 之 御 間へ 被爲人 候に 付、 各 御 式臺. 罷出、 謂尤 鶴， は S ほい」 列 

主馬 御先 立に 而御戾 り、 如 最初 各 罷在候 處に而 御 會釋、 御 式臺前 敷石 之所餘 S: 御 出 過に 付、 

各 竹 之 間 御 勝手 座敷 通り 席へ 罷越。 但此時 御立歸 りに 而、 芙 * 之 間へ 御 溜、 御 „s® 之 御禮被 

仰 上 候に 付而 也。 但御 式臺廣 間に 大小 將 番頭. 同 御 横目. 大小 將伺 公、 赏儉之 に は 御 w:;^ 小 

頭. 御 異風、 竹 之 間 御 廊下に 御 使番、 矢 天井 之 御 間に 御 射手 小頭 • 御 射手 伺 公也。 芙蓉 之 ii: 御 

溜 之 上、 御 多 葉 粉 盆. 御茶 出る。 表 小 將御紛 仕、 指 引 加 藤 三 郞左衞 門。 芙_界之間ょり御：^11:^|： 

院.^ 之 御 刀 持 は、 表 小將勤 之。 御 下城 相濟、 無 程 四 半時 也。 

五月 十日。 石 川 • 河北 兩 郡の 松 山に て 落葉 を搔 くもの は 一 ヶ月 六 次 以外 

に 於.； てす る こと を 禁ず。 


〔坂 井 直 政〕 

石 川 • 河北 兩郡松 山お、 足輕. 小者 等 松 之 落葉 かきに 罷越候 儀、 前々 每月朔 五 H. 卜  一 H. 十 

五日 •  二十 一日 •  二十 五日 六 资日之 外 不相成 段、 先年 一統 相觸置 候處、 近年 猥りに 相 成、 御 縮 

方に 指 障 候 旨 等、 別紙 寫之通 御 郡 奉行 申 聞候ゥ 以來右 日限 之 外 登山 不致 様、 家來 末々 迄 

洩樣可 被 申 渡 候。 此段 同席 幷 同役 中傳達 直、 組. 支配 之 人 2 被 I、 組 等之內 裁許 直面 

々は、 其 支配お 茂 相 逹候樣 可 有 御 申 渡 候、 以ト<。 

五月 十日  • 御 算用 場 

プ田バ 又 殿 

五月 十七 日。 犀 川に 洪水 あり。 

〔本 多 政和覺 書〕  ， 

五月 十七 日 

一 、 今日 犀 川 出水に 付 出 役 仕 候處、 橋 之 千鳥 上の 千鳥. 下の 千鳥と 之 問 迄 水 *、 今少, ほ， およ 

，、、橋 往來も 差 止 可 申 害 之處、 次第に 減水、 水壹尺 許 も 減、 下の 千鳥 之 下 を 通り 候 一  A,,^,,' 

故 引 上 候 旨。 且淺野 川は定 水より 少々 相增、 下の 假橋往 來指留 候&、 御 横目 大,^ -武左 衞門ヒ 

半時 過 罷出申 聞 候 事。 
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是月 は大盡 

なリ 


日附は 誤な 

るべ し 
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日 一、 水 は 次第に 減水 仕 候。 法 島 村 田地へ 切 込、 二十 間 許 水 付に 成：^ に 忖、 fee 太 を以収 防：^ 

旨、 重而 安宅 榮之 助以 執筆 申 聞 (； 

五月 晦日。 金澤 城外 堂 形 米倉 所屬の 役所 燒 失す。 

一 

〔御城 方 御 親 翰 御 加筆 物寫〕  一 

今曉 お 1  ハ判嚇 堂 形 役所 燒 失に 付、 播磨守 見 分 仕 候處、 右 役所 五 間 四方 計 有 之、 多分 燒失、 前 之： 

方少々 相殘 り、 諸 帳面 等 も 不殘燒 亡 仕 候。 昨日 者奇 日に 付 役所 相立不 申、 番人 も 能 候へ 北ハ、 一 

g 小屋 は 餘程隔 り 候 儀、 火 之 元 氣遣敷 儀 は 無 御座 旨 等、 右 奉行 申 聞 候。 御作^ 奉行 も 罷出： 5、 

夫々 取 仕 抹爲致 可 申 旨 申 聞 候。 尤 御藏 者 御 別條無 御座 候。 外に 替儀も 無 之に 付、 い H に^ 出仕 

候 趣、 原 宅 右衛門 を 以加藤 三 郞左衞 門に 申 含 申 上 候 事。  ^ 

〔珍事 留書〕 

五月 廿 一 日曉 七つ 半時 前、 堂 形 御藏 少々 燒失有 之。 右に 付 御藏 懸り之 者 北 ハ段々 御^^ 有 之處、 - 

明 知 方 代官 足 輕« 田 何某.. サ申 者、 御藏 米 私欲いた し、 防 之た め 附火之 由白狀 いたす。 此者所 一 

々に 銀に 付 取組 有 之、 檨々 不筋之 趣 有 之、 寺 庵 方に も 多く か、 はり 有 之。  一 

五月。 郡 方に 出づる 藩の 餌 指の 取締に 就いて 告 

厂御 君.^ こ 


く 


〇 


付 札、 御 郡 奉行.^ 

御 餌 指 共 御 郡 方.^ 殺生に 罷越候 節、 人足 多 召 仕、 同所に 數日致 逗留、 餌 米 等 も 多 受取、 且作 

物 踏 荒し 候 儀 等 有 之、 彼是 村 方 及 迷惑 候 段 相 聞 候に 付、 今般 御 餌 指 共.^ 心得 違 方 之 儀 厳 K 申 

振れ は g 渡 候。 元來 人足 仕方 等 之 儀、 安永 九 年 ニ覓 政 四 年に も 申 渡 置 候 通に 候。 以來定 に 相 振れ 候 儀 有 

之 候 は V -、 御 W 指 共 名前 承り、 無 泥 及 屈に 候 樣可被 申 渡 候。 勿論 於 村々 に、 前々 より 定之外 

食物 等 令 馳走、 或は 相 對を以 人 多に 心得 違 無 之 様、 急 度 可 被 申 渡 候 事。 

申 五月 

五月。 金子と 銀 子との 交換 比例 を 改定す。 

〔郡 方 御 觸〕 

付 札、 御 算用 場 奉行お 

引替 所 金 相場、 當時 六十 八 匁に 候處、 春 來江戶 .大 坂 共 金 相場 引下げ 不都合に 相 成 候に 付、 今 

日より 右 相場 相改、 金 一 雨に 付 六十 四 匁に 而 引替 可 申。 外雜用 五分 取 立 候 儀 は 可 爲是迄 之 通 

旨、 引替 奉行. St 申 渡 候。 依而金 上納 之 分 茂、 右 同様 六十 四 匁之圖 を以、 上納 方 不指支 樣可被 

相 心得 候 事。 

丙 申 五月、 
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本年 二月の 

條參照 


六月 三日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 要用 雜記〕 

六月 三日 

一 、 今日 兩學校 御 出 被 仰 出、 八つ 鎌 下 御 出、 同 六 半時 過 御 1:^ り 被 遊 候 事。 

六月 七日。 羽 咋郡西 性 寺 等の 製 出す る 槍 附樂燒 の」， S (捌 を 許す。 

〔吳須 土 掘 出方 等 一 件〕 

乍 恐 書 附を以 奉 願 上 候 

1、 拙 寺 共 儀 者 貧 寺 小 庵に 付、 代々 燒 物手懸 居候 而內 職に 仕、 寺務 相 續之引 足に 仕. 瓜 it/ 

達 而奉願 上 候處、 御 聞 屆被爲 成 下、 出來 之樂燒 勝手に 賣捌可 申 様 被爲仰 波、 ^^ト？む北ひ〈ぃ：雑.；^仕 

合に 奉存 候。 然處土 燒之儀 者 御 指留之 趣、 再 往被爲 御 申 渡 奉畏、 御請^5奉指上^候。 ^に 付 

今般 爲御 見本 奉 指 上 候 燒物之 儀 者、 先達 而御 許容 被 爲有候 火 打 谷 村より 之 ：1  乂： め 及 製法に、 色 

合 試 申 候處、 吳須 精味宜 敷に 付、 樂 土に 而 下地 燒\、 右 吳須に 而骨ま E 柴等都 而樂藥 を 以出來 

仕燒 物に 御座 候 得 者、 外々 に 仕 候土燒 ..ナ 者 違、 何れ 樂法 を以樂 竈に 而出來 申 ft 八：： に 御. ぼ 候 ii:、 

燒 グ錦繪 鉢之燒 物、 在來之 通り 賣捌可 申 様 御 閒屈被 爲下候 様 奉 願 上 候。 此外手 馴申燒 物茂存 

不申候 得 者、 此分 御指留 御座 候而 者、 必至 方 無 御座、 S ^常り 及 難 申， 評 公に 御 ま 候 11、 


何卒 此段 格別 之 御僉議 を以、 願 之 通 被 爲聞屆 上 被 下 候 は、.、、 難 有 忝 仕 合奉存 候。 前 霄奉申 上 

候 通、 日用 乏敷拙 僧 共に 御座 候 得ば、 右手 燒不仕 候 而者致 方 茂 無 御座 候。 且又 元 入 等 相賴申 

候 銀 主 方お、 返辨之 手段 も 無 御座 候 間、 爲內職 願 之 通り 御 聞 屆被爲 下 候 様 奉 願 上 候、 以上。 

天 保 七 年 申 四月  羽 喰 郡 小山 村 西 性 寺 

鹿嶋郡 井田 村 明 傳寺 

寺社 御 奉行所 

此願天 保 七 丙 申 六月 七日、 吳須を 以樂燒 之 品賣捌 方、 西 性 寺 等 願 之 通 御 聞 屈 之 段、 出 田 新 左 

衞門を 以西 川 七 郞左衞 門.^ 御談、 卽刻同 寺 呼 出 被 仰 渡 候 事。 

六月 十四日。 前 田 齊泰、 奧村丹 後 守に 月番 加判 を 命ぜん との 意 を 告げし 

む。 

〔官 私隨 筆〕 

六月 十四日 

今 H 四時 過罷 出、 以竹田 掃 部 御機嫌 伺候。 

m> 先： HI 御前へ 被 爲召候 節、 指 か り 候 付 不申上 候" 私 脚 痛爾々 不仕候 付、 もし 被爲刀 U 候 

儀 钚有之 時、 ふと 俄に 返 座 仕度 儀 も 可 有 之、 此段御 申 上 候 而可宜 候 は、、、、 可 然御心 ij: 御 申 
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上 候 様に 仕度 旨 申入 候。 

一 、 被 爲召候 旨 加 藤 三 郞左衞 門 申 聞に 付、 罷越、 御用 之 問 へ罷 出、 御意 之 儀 等 有 之。 畢而當 

時 御上に も 御 年若、 年寄 共 も 若年に 候。 丹 後 守 は 老練 之 儀、 學問も有之功者之^^に攸11:、 近 

日加 判 月番 之 儀 可 被 仰 渡と 被 E 心 召 候。 依而先 御內」 せ-被 仰 聞 候 由 御" おに 付、 三尺 計 返. Mi -、 先 

以 無存懸 御意 之 趣 難 有 仕 合奉存 候。 私儀 は 不都束 成 生 質に 而何歟 行 W 不申、 iK«su 

奉 背、 其 節 如何様に も 可 被 仰 付 候處、 御 寬宥之 御 取 捌に 被 仰 付、 其 後 御 目 通へ 罷出攸 依 等 も 

早速 御免被 遊、 至御當 代候而 重き 御 役儀 を も 被 仰 付、 誠に 身分に 取 » 疊 難お 仕 八い 奉. * ，化 然 

處從 來不辯 舌に 罷在、 且脚痛 難儀 仕、 近頃 出仕 等 を さへ 懈々. -仕候 族に 御. M 候處、 先 H 以來段 

,1>御懇こ.^^^^.;:5、 しばく 被 罷出候 樣に被 仰 付 候 さへ 身に 餘り難 有 奉.；^ 攸處、 乂攸加^i^之.^ 

意之 趣、 其 上 過分 之 御意 共 誠に 奉 恐 入、 何と 御請 も 申 上 得不申 候。 乍 去 右 御 様子 共 も 御 m 候 

間、 此儀は 何分に も 御 用捨 被 成 下様に と 申 上 候處、 御先 代 様 御手 前 之 依 は、 於 御 牌 前 被 仰^ 

を も 可 被 仰 上 候 之 間、 無 泥 御請 可 申 上旨 御意に 付、 重々 奉 恐 入御 儀、 難 有事 は 可 申 上様 も 無 

御^!^。  fe- 去 私に おいて 何分 御請 は 申 上 兼 候 間、 何卒 今 一 遍御考 被 成 下 候 様 仕度 旨 申 上 候處、 

此儀は 今更 被 思 召 付 候 御 事に 而も 無 之 候 間、 とかく 御請 申 上 候 様に と 御意に 付、 W 往之 御」 マ.^ 

之 趣 をい なみ 奉り 侯 段 奉 恐 入 候 間、 猶又返 候 上 相考、 御請 奉 申 上に て 可お 御」 mit 申 上。 且竹 


田 掃 部 等 內を以 申 上 候 而も 苦 間 敷 哉 乍 恐 奉伺 旨 申 上 候處、 其 通 相 心得 候 趣 御意に 付 退去。 

一 、 八 時 前に も 候 哉 被 召 候 旨に 付、 御用 之 間へ 罷出 候處、 先刻 被 仰 聞 候 趣 兼々 より 召被爲 

在 候 御 事に 候 間、 御請 可 申 上旨 御意に 付、 先刻 返 候 上 打 返 思慮 仕 候へ ども、 何分に も 御請 可 

申 上 筋と は不 奉存、 元來行 屆不申 儀に 候へば、 御 目 金に 背き 奉り 可 申 段 深く 奉 恐 入 候 問、 何 

分に も 御 用捨 被 成下樣 にと 之 趣 申 上 候處、 又々 强而 御請 申 上候樣 にと 御意に 付、 再往 御意 之 

上 又 候 御 辭退申 上 候 儀 深く 奉 恐 入 候へ ども、 加判 等 之 儀 は 何卒 御 用捨 奉 願 候。 加判 同事に 相 

心得、 示談 等 仕 候 儀 は 何分に も 可 奉 畏旨申 上 候處、 左 候 は、、、 猶又御 考可被 遊 旨 御意。 

一 、 右 以後 播磨守 被 召、 段々 御意 有 之 由に 而、 播州より 可 申 談候趣 共有 之。 依 而猶又 之 

趣申述 候處、 播州. 作 州 御前 へ 被 罷出被 申 上 候 趣 有 之 様子 也。 

〔官 私隨 筆〕 

六月 十四日 

一 、 返 出 之 上 播州 方へ 左 之 通 申 遣 候處、 承知、 各へ も 可 被 申入 旨 返書 あり。 

土用 中 御 揃 御 淸康被 成 御 達、 . I 于時 今日 之 御內意 誠にく 奉 恐 入 儀、 難 有 仕 合 冥加 至極と 

かく 言葉 も 無 御座 候。 夫に 付再往 再々 往御辭 返 申 上 候段甚 如何 敷、 是又 深く 恐 入 候へ ども、 

無 據譯合 ども 御 承知 之 通に 御座 候。 元 來脚痛 等に 付而、 當 時相 勤 罷在候 御 役儀 を さへ 御斷申 
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六 七 二 

上 I に翥 候處、 誠」 S 無き、 是 計り-」 f 冥加 轰.- 御座 i、 まして S 來之趣 

^ 有之2、 段 i 御 s、 ともと や 可 申. S も 無 秦、 御 眷被下 候。 當時？ S 

多 之 御 時節 を 可 奉 察と 之 Is も 承知 仕 候 へ ( 薦 へ 幹 當仕候 S 無 まも 何 之 御 

？無 之、 只 徒に 御上 之 御 羅を奉 汚 候と 申 ものに 而甚 大切 成 俊。 此所を f 中が 仓 . - 

ぶし § 申 程 之 所 を も、 却而 なす 事 不能 様に 可罷 成 段、 不 及申靠 候。 其 上 近年 多病に， 能 

成、 且不響 は 御存知 之？ 而、 懈怠 勝に 可 If 奉 恐 人 儀。 尤押 立な S も 

申き」 御餐 へ- 气 御請 申 上 5 申 筋 S 御 靈も被 下 候而、 ？何 sf  S ま I 

申 上 候。 とや 不 辯に 而、 先刻い まだ If 不申 様に 御座 候 付而、 si わざと 以 

^面 申 上 候 事 も 如何と 奉存候 付、 貴所 様 迄 以內狀 申 上 候。 宜御収 計 之，.^ 深く 兴 小..^ 候 お， 一 

- .1 7  奥-村 丹 後 守 

六月 十四日 夕 

播 磨守樣 几 右 

六月 十四日。 婚姻 又は 養子 緣 組の 際 金銀 を 授受す る を 禁ずつ 

〔郡 方 御觸〕 

御 家中 之な 風纖之 儀、 從金霞 I 々被 仰 出 之 趣 有 之、 5 從 I 代 if  か 

然處 中に 者 母 或 者 娘 等 致 出走 候 儀、 近頃 別 而多有 之 候。 是等者 常々 家 內取縮 不行职 故， -候 


將又 男子 無 之 者 養子いた し 候 節、 持 參金有 之樣成 風聞 茂 有 之。 左様 之 儀 者 有 間 敷 儀 之 段、 先 

年從 公儀 被 仰 渡 之 趣 有 之。 其 節 申 渡 置 候 通に 而、 於 御 家 も 諸士娘 等爲致 嫁娶候 節、 又 者 子^ 

養子に 遣 候 時分、 捲 料 坏キ申 趣に 而 金銀 遣 候 儀に 付、 前々 被 仰 出 茂 有 之、 近く も 一 統申渡 置 

候處、 今 以竊に 取 遣いた し 候 者 茂 有 之 鉢、 不心得 之 至に 候。 向後 右 等 之 趣 無 之 樣可相 心得 候。 

自然 此後 心得 違 之 者 於 有 之 者、 嚴重可 被 仰 付 候 事。 

右 之 通 被 仰 出 候條、 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

-ハ月 十四日  奧村內 膳 

渡 瀨七郞 太夫 殿 

駒 井 丹 之丞殿 

御 家中 之 人々 家 內縮方 等 之 儀に 付、 今般 一 統觸置 候 趣 承知 之 通に 候。 當時御 家中 之 人々 勝 乎 

難 漉に 付、 不宜 風俗 茂 有 之 鉢 被 聞 召 候。 就 而者御 救 茂 被 仰 付 度 旨、 拙者 共 迄 御」 之 趣 茂お 之 

候。 併 當時之 御 勝手 振 故、 其 儀 茂 難 被爲成 候。 諸士 風俗 之 儀 者、 金 龍院樣 段々 御世 話 被 遊、 

嚴重被 仰 渡 候 趣 有 之、 尙又從 御 當代樣 茂 被 仰 出 之 趣 有 之、 時々 申 渡 置 候 通に 候。 然處 又々 相 

弛み、 當時 種々. 惡敷 風俗 茂 有 之 候。 諸士 子弟 文武 之心懸 次第 薄く、 諸 稽古 所 出 座 茂 少き鉢 

に 候。 先達 分 而申渡 候 趣 茂 有 之 候處、 右 樣之族 不心得 之 至に 候。 乍 然每度 相 觸候儀 も 如何に 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 七 年  六 七三 


六 七 四 

付、 今般 一 統 風俗 之 儀、 委曲 者 不申渡 候" 家 內縮方 之儀幷 持参金 之 儀 者、 近く I？ 長 之 林に 忖、 

其 事 を 指 而被仰 渡 儀に 候 之條、 何分 風俗 之 儀に 付、 是迄被 仰 出 候 儀 等 此後不 相 弛 様、 糾. 支配 

. ^常々 被 申 諭、 被 仰 出 之 御 趣意 相 通 候 様、 無 油 斷可致 指 引 候。 且又 茶 時流 行、 右に 付 中 

に 者 分限 不相應 榮耀之 儀 茂 有 之 鉢 相 聞 候。 不心得 之 儀に 候。 是等之 趣 分 而申談 候條被 iKi ハ^、 

諸 頭 等.^ も 各より 夫々 可 有 演述候 事。  い 

六月 廿 二日。 前 田 齊泰、 奧村丹 後 守が 月番 加判 を 受諾、 し 得ざる の 意を容 

れ、 日々 年寄 中席に 出勤 を 命ず。 

〔官 私隨 筆〕  . 

六月 廿ー 一 日 

一 、 御用 之 間へ 被 召罷出 候處、 先日 月番 加判 可 被 仰 付 旨御內 被 仰 出 候處、 段々 申 上 候 趣 被 

聞 召 候 付、 此上强 而被仰 渡 候 儀 も 被 遊 兼 候 付、 其 段 は 御 見合 被 遊 候。 依 而は御 示 淡 被 遊 度 a: 

儀 も 有 之 候 間、 以來 日々 罷出、 年寄 中席 御用 之 儀 も 可 及 示談 候。 乍 大儀 明日より：！！々 罷出可 

申 旨 御意に 付、 段々 御意 之 趣 委曲 奉畏、 先以 御用に も 相 立不申 候處、 無 亦 掛，； a 離 有 仕 八：： 奉存 

候。 且又 加判 月番 之 儀 は 內意奉 申 上 候 趣 被 聞 召屆、 難 有 仕 合奉存 候。 日々 罷出及 示談 候 儀 も 

恐 入 申 候へ ども、 此上御 斷申上 候 段 も 如何 敷 奉存候 付、 御請 奉 申 上 候。 其 上 K 々御懇 之 趣、 


難 有 仕 合 奉 存旨申 上 候處、 早速 御請 申 上 御喜 悅被思 召 候 旨 御意に 付、 難 有 仕 合奉存 候、 被 知 

召 候 通 近く 病身に 罷成、 懈怠 勝に 可 有 御座 哉と 奉 恐 入 候 旨 申 上 返 去。 

〔官 私隨 筆〕 

七月 六日 

一 、 今日 御用 相涛候 而も 返 出 見合 有之樣 にと 播磨守 等へ 市三郞 より 演述。 自分 は 返 出 可 仕と 

いたし 候處、 自分 も 見合 候樣 にと 將監 演述 也" 

一 、 八华時 頃御寢 所へ 被爲 召、 追 付 同所 御 緣頰へ 御 出、， 近頃 能 州大谷 村に 而 出生 之 白 燕 二、 

外に 常 之 燕 一有 之拜 見、 公方 様より 御 拜領之 御 燈籠ニ □ 有 之、 夫 を も拜見 候。 其 後 たばこ 

盆. 御 干 菜 子. 御茶 被 下、 且御額 其 外 御手 鑑數 本拜 見、 御懇之 御意 有 之。 七 時 返 座、 御 wi^ 二 

之 間に 而以巿 三 郞御禮 申 上 候。 

六月。 領内に 向 五ケ 年間 用 銀の 上納 を 命ず。 

〔郡 方 御觸〕  - 

一 、 四千 五 百 貫目  天 保 七 年 御領 國 御用 銀惣高 

伹 五ケ 年に 御 取 立 之 事 

內 
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二 千 七 百 八十 貫目 

此內 

千 五 百 六十 六 貫 百 六十 九 匁 七 分 四 厘 

殘而 

千 二百 十三 贯八百 三十 目 


此割  一 

五 百 貫目 .ー 

五十 貫目 " 

百 五 貫 八 百 目 一 

五十 貫 三十 目 一 

\  一 

九 百  <; 十 貫目 一 

六十 貫目  j 

六十 五貫目 i 

五十 貫目  ^ 


川 

奧  郡 

^  ス 君 

松 任 

金 澤 

本 吉 

小 松 安宅 

魚  津 


去 未年 諸 邯 より 御 當川之 方" 指 上 銀 高 


今般 御用 銀 高 


四百 四十 贯目 

五十八 貫目 

十 贯 目 


六十 貫目 

五十一 一貫 目 

八十 貫目 

五十 五貫目 


匕 

波 


宮  腰 

今 石 動 三ケ所 

所  口 


八 貫目  遠 所 寺社  二百 七十 贯目 高  岡 

申 六月 

御 郡 奉行.^ 

御 勝手 向 連々 御難 漉 之 上、 不時 御物 入 打續、 其 時々 御調 達 等を以 相防來 候處、 追々 御 借財 相 

嵩、 加 之 去る 巳年 違 作 御 报失之 以後 茂、 彌增 御； 連 方 必至 キ御差 支、 御手 返 も 難 致 出來に 付、 

一 昨年より 尙更 厳重 御 将略被 仰 付 候 得 ども、 中々 右 減 方 を 以御埋 合 可 致 出 來« 茂 無 之、 此傻 

に 而は不 年 必定 御行 詰り 之 處.^ 被爲 至、 御 公務 茂 御 差 支、 且御 1： 民 御 撫育 之 m 心 召 も 相 立 兼 候 

に 付、 不得止 事 今般 御 借財 御返辨 方、 地 • 他 共 格別 御 仕 法被 仰 付、 以來御 地盤 御 入用 者 御収筒 

を以御 取續之 害に 付、 此末四 • 五 年 之處御 蓮方甚 御大 事 之 場合に 候。 依 之 拙者 共 重々 詮議 之 

趣 相 達 御聽、 近年 町 • 在 御用 銀 被 仰 付 間 茂 無 之、 可爲 迷惑 候 得 ども、 重 而三州 町. 在.^ 御用 銀 

被 仰 付 候條、 一 ケ年千 貫目 宛、 當 年より 五ケ 年 全 御用 立 候 様 有 之 度 候。 打 續如此 被 仰 付 候 依、 

御 忍 難 被爲成 儀に 候 得 共、 此度之 儀 者 當座御 辨用之 筋と も 品 違、 此末御 勝手 御収 之 爲に被 

仰 付 御 趣意に 候條、 此所 何も 厚存 込、 分限 相 應急度 御用 立 候 様、 支配々々 において 得.. サ可被 

申 諭 候。 御用 銀 割合 之 儀 者、 御 算用 場 可 被 承 合 候 事。 
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六 七 八 

丙 申 三月 

今般 町. 在 共 御用 銀 被 仰 付 候處、 三 州 之 內能美 郡 •  口 郡 之 儀 は 御 當用方 冥加 銀 上 候 者 共 多に 

付、 今般 御用 銀 者 不申渡 候。 依而 別紙 御 書 立 寫兩通 相 越 之 候條、 御.！^立之御趣^、 御^ 鋭；^ 

申 付 程 之 者 共.^ 夫々 可申談 候、 以上。 

申 六月 二十日  淺カ A 織 

笠 間 又六郞 

能 美 郡 ロ郡惣 年寄 中 

年寄 並 中 

御 郡 奉行.^ 

今般 叮. 在 御用 銀 被 仰 付 候 儀、 別紙 を 以申渡 通に 候。 御 郡 方 之 儀 者、 去年 御 當用方 加 鋭 指 上 

g 者 ども 有 之、 志 神妙 之 儀に 付、 過分 指 上 候 もの ども は 可 被 指 w、 其 他 冥加 銀 指上攸 もの 共 

も、 割合 方 之 儀 各 手前に おいて 得 キ可有 詮議 候 事。 

丙 申 三月 

六月。 降雨 久しき に S りて 晴れず。 

〔珍事 留甞〕 


一 、 六月 不順 氣に而 雨 降續、 次第に 米 高直に 相 成、 世上 何と 無 物騒 成 中に も、 犀 川 河 上 新 町 一 

笠舞屋 何某 キ申 者、 深山 之 池へ 鐡 もの 打 込 候 故 數日雨 降 續等キ 風聞 有 之。 右 笠 舞 屋米買 ダ居ー 

申 由に 而、 當月 六日 夜 何 所 之 者に 候 哉 大勢 參り、 暫時に 笠 舞 や を こ はし 申 候。 追而 役人 數十. 

人出 候へ 共、 何れも 行 衞知不 申 事。 右 笠 舞 や も 詮議 之 上、 不筋も 無 之 哉 御免 之 事。  ： 

一 、 暑中 雨 降續、 都 而之畑 物 等不宜 由。 當月廿 四. 五日 大乘 寺に おいて 照 乞 之 御 祈 禱被仰 付 一 

有 之 由。 

一 、 米 買 グ候者 有 之 哉 之 御 詮議 厳重 之 事。  一 

〔丙 申 救荒 錄〕  ，. 

兹に天 保 七 丙 申の 歲 初夏の 頃より、 又々 天 常 令の 氣を失 ひ、 陰 雨 日々 不見日 とてもな き 程の. 

不順に て、 盛夏 土用の 中と いふ 共 冷涼の 氣 にたえ す、 他 適の 外 は 給. 綿 入 を 着す る 許 なれば、 

諸人 唯 事なら すと 恐れ をな すも理 りと こそ。 此間府 より 大乘寺 或は 大野 湊の神 ？s 又は 能 州 石 一 

動 山 等の 諸 寺 諸 山に 御 令 命 ありて、 天 氣順霽 の 御 祈り あれ ども 露 しるしな く、 終に 天下の 凶 一 

■  一 

作と はなり ぬ。 然るに 巳の 歲 よりも 猶甚 しく、 依 之 御 封內の 農民へ 御 貸 米 下されたり。 此分ー 

凡 十九 萬 七 千 六 百 石と 承る。 

七月 七日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 
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〔溫敬 公 記 史料〕 

七月 七日。 臨學 校" 

七月 十 一 日。 是の日 以後 窮民 等 石 川郡宫 腰錢屋 五兵 衞の 家に 集り 救助 を 

求む。 

〔本 多 政 和 覺窨〕 

七月 二十日 

一 、 宮腰 町奉行 神 尾 主殿以 執筆 申 聞 候 は、 支配 所 宮腰錢 尾 五兵 衞と申 者 * 元 a 者に 付、 此方 

へ當 十一 日 • 十 二日 • 十三 日 同所 罷在候 輕き者 共 三百 人計罷 越、 多分 女 之 林に 而、 五兵， 一  人 

に而 能事 致 候儀不 相當、 米 高直に 而輕き 者 共 食事 指 支 候 間、 米 施 候 様 致 度 旨 申 聞、 巾に は少 

々助力 致 吳候怀 キ申聞 相 集 候に 付、 役人 共 指 出 段々 申 諭 候處、 何 茂 引返き 申 候。 其 後 何之扣 

替儀も 無 之 候へ 共、 若 風評 之 儀 及 御 聞 候而者 如何に 付、 此&無 度 申 上 § ^候 it 申閒攸 3:: 等、 

執筆 申 聞。 

但、 錢屋 五兵 衞 手前 色々 惡敷 風評 有 之、 其 様子 段々 相 a 候處、 疑 敷 俊 も 無 之 An: 等 申 聞 候 由 

-N 菊 


/ 


七月 十一. 一日。 昨今 兩日前 田 齊廣の 十三 回忌 法 會を天 德院に 執行す。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕  . 

七月 十一 日 • 十 二日 兩日御 法 會を於 天 德院御 執行、 金 龍 院様御 十三 回忌な り。 兩 in とも 御參 

詣。 同日 御赦等 御先 例 之 通りな り。 

厂諸事？^女用ぎ^^し 

七月 十二 日 

一 、 今日 就 御 法事、 天 德院御 案 內之上 九つ 鎌 御 出、 御 屍り 八つ 一 分。 

但於 御寺 御 燒飯被 召 上 候 事。 

七月 廿 四日。 早稻 を^ 取り その 不 熟の 狀を訴 ふる を 禁ず。 

〔諸 郡 御用 留〕 

諸 邯共當 年 之 氣候抦 に 寄、 不熟之 趣 申立 候內、 別而石 川/河北 郡な ど 早 稻稔惡 敷 HH 申觸 候。 甚 

敷 は 組 主 付 等.^ 見 立 之 儀 申出 候 鉢、 粗相 聞え 候。 早 物に 見 立 キ申儀 は、 改作 方 御 法に 無 之 儀 

者、 百姓 分に は 急 度 承知 可罷在 儀。 加 之 右 之通赏 入不宜 とて、 いまだ 赤らみ 不申早 稻等を 

取、 組 主 付， Si 致 持 參候者 も 有 之。 中には 大に 心得 違 之 もの は、 給 人々々 お 茂如此 とて 爲見候 

族 も 候 之 鉢、 誠に 不埒 之 至 沙汰 之 限り 候。 然內給 人 等.^ は 事々 敷 歎 之 趣 申 聞、 其 中には 端々 
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指衹： iE: に 而は可 有 之 得 ども、 早 稻等賣 出し 候 族 も 相 聞え 候" 諸 上納 等：^ 當に、 指 紙 を 以^ 拂 

候 儀 は 可 有 之 候 得 ども、 右：^難^^之趣給人等ぉ申觸し候には不似八"^。 旁 以賣出 候， M 茂 品に 

寄可遂 穿鑿 候。 是迄不 熟 之 年 抦有之 儀 は 申 迄 茂 無 之 候 得 共、 右 様 赤らみ 不申稻 を 持 歩行 候 様 

之 儀 は 聊無之 儀。 偏に 人 氣惡敷 押 移り 候 故 之儀キ 不屈 之 事に 候。 此上 前文 之 族 於 及 承 者、 無 

用捨 急度遂 吟味 曲事に 可 申 付 候。 

右 之 趣 急速 一 統不相 洩樣嚴 重に 可 申 渡 候、 以上。 

七月 廿 四日  廣 瀨平丞 

中 村 部 

矢 部 順 平 

石 黑左門 


〇 


諸郡惣 年寄 年寄 並 中 

七月 廿 四日。 町人 等の 宫樣方 貸 附銀を 周旋す る を 禁ず- 

〔每日 帳 書拔〕 

七月 廿 四日 

一 、 宮様 方 御 貸 附鈒、 町人 共 等 致 口 入 貸 渡 候に おいて は、 曲 可 申 付 aw 前々 申 渡 


是月 は大盡 

なり 


中には 心得 違 之 者 も 有 之 鉢 候。 以來 浪人 者幷 町人 共 等 取 持いた し 候 者 於 有 之 は、 急 度 被 仰 付 

候 旨 等 町奉行へ 申 渡。 御 家中 之 人々 之 儀 も 定番 頭へ 申 渡 候 事。 

七月 廿 六日。 富 山 侯 前 田 利 幹 卒去の 報 金澤に 達す。 

厂；&  ^tt- ffl^  1^し 

七月 廿 六日 

一 、 淡路守 樣御滯 之處、 御 差 引 も 被 爲在候 由 追々 御 便 有 之。 今日 御 小 將湯原 平 馬 指^ 御 使に 

て、 爲御 見廻 御 葉 子等 被 進 候。 其內 御大 切 之 由 申來、 今夕 發足之 由に て 御 使 由 比 勘 兵衞. ^御 

使 被 仰 渡、 途中 早 打 之 心得 之 儀 被 仰 渡 發足之 事。 

一 、 今晩 八 半時 頃 高山 様より 御 使者 御 小 將堀田 萬 兵衞罷 越、 暮頃御 卒去 之 段 申來候 $e -。 

七月 晦日。 石 川 郡 本 吉に打 毀し を 行 ふ。 

〔續 漸得雜 記〕 

天 保 七 年 申 八月 

本 吉町紺 尾 三 郞兵衞 方 等へ 大勢 飛 入 仕 候 一 件に 付、 私共 早速 出 役 可 仕 旨 被 仰 渡 候に 付、 则石 

川 郡 平 加 村 迄 出 役 仕り 承 合 候處、 一昨 晦日 同夜 五 半時 之 頃、 本 吉領字 高 a と 申 松林へ 大勢 集 

、 最初 a 町 批尾新 村 尾 仕 右衛門 方お 亂入、 店に 有 之 白米 八 斗 程、 俵 米 三 石 切 解き 往來 へま 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 七 年  六 八 三 


ID 


六 八 四 

き 散し、 通り 少々 打 毀ち、 夫より 正妻 寺 釣鐘 七つ 計つ き 鳴らし、 右を相！lキ：I3^ぇ片町糾：；H-三 

郞兵衞 方お 亂入、 前 通り 餘稈 打毁、 奧間幷 諸道 具 等 多 疵忖、 夫より 鮒：： 又 助 方 > 口 亂入少 々打 

毁、 又々 明翫屋 傳右衞 方お 飛 入、 是又少 々打 毀、 何方 歟 引取 申 由に 御 鹿 候。 

一 、 右人 數 二百 人 計に て、 三 手に 相 成、 前後 相扣、 一 手 は 亂入仕 候 由に て、 右 之 者 ども 相 言 

葉に 百 八 文 キ申懸 候 得ば、 は. そうかいな キ 答申 候 由。 右 答 不仕者 は、 割 竹に 而 打擲に および 

申 由に 御座 候。 

一 、 疵 付人 も 有 之 由に 付 承 合 申 候處、 紺屋 又 助キ申 者、 額少々 打 疵を請 申 候 由に 御-: ii: 候。 

一 、 各 寄 合 候 人數、 多 は湊渡 舟に 指向 候 由に 御座 候 得 ども、 大勢 之 人 故： 波 舟に 難 爲乘キ 巾 入 

候處、 何 茂 川 を罷越 由。 左 候へば 多分 能 突 郡 村々 之內、 又は 小 松 町 之 者に 而も； 有 之キ申 事 

に 御室 1^。 

一 、 昨朔 日夜 四時 頃、 小 松 八日 市町 和 C 水屋. 山上 尾 • 北 市 尾、 右三 軒餘程 打毁攸 段、 笠 問 村 藤 

より 及 屈 候。 人數 はや はり 二百 人 計 キ申事 御座 候。 右三人 名前 相 知不申 候。 

右 之 趣 先 御 注進 申 上 候。 且又 本 吉町之 儀、 昨日 改方 之與カ 中兩人 幷足輕 小； H 共 三十 人 計、 外 

に藤內 五十人 計、 何 茂 本吉町 止宿 仕、 夫々 縮 方 有 之 候に 付、 夜前 之 所 は 相 替俄無 御座、 W 承 

合 御 達 奉 申 上 候、 以上。 


八月 二日  羽 野 源 助 

加 藤 平作 

御 郡 御 奉行所 

七月。 米價 漸く 貴す。 

〔官 私隨 筆〕 

七月 廿 四日 

一 、 頃日 米價 高貴、 先日 以來小 賣之直 段 百 文 之內、 町奉行より 引 足 申 付、 九十 八 文に 爲賣候 

處、 其 後 百 二 文に 成、 又 百 五 文に 成、 其 後 今日 之 所 百 八 文に 成 候 由 承 候。 

一 、 近頃 は町會 所より、 貧窮 之 者 迄へ 引 足 申 付 候 由。 九十 八 文に 爲買候 由 也。 

〔珍事 留書〕 

一 、 七月 雨天 勝、 餘程之 不作 P ナ申 由。 町 賣米百 八 文、 諸 色 高直な り。 右に 付 御上より、 輕き 

者 どもへ 御 救 方 様々 被 仰 付 候。 役人 相 しらべ 難 S 之 者へ 札 相 渡、 右 札 持參之 者へ 一 人 三文 {§ 

御上より 御 足し、 錢 組合頭に て 相 渡 申 候。 且又 武士 等より 米 等 救 方樣々 有 之 候 事。 

八月 朔 0。 能 美 郡 小 松 町に 打 毀し 行 はる。 

〔邵方 御觸〕 
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昨朔 日夜 五つ 時 過、 何 づ方之 者に 候 哉、 三. 四十 人 計、 小 松 八：：：：：^ 町. I： 水 ^に ハ衞方 > 口 ，能§1、 0 

諸道 具打毁 ち、 追々 人數 相增、 別紙 之 人々 方打毁 ち、 同夜 九つ時 IS 北 市，. ij- 永 助 方 打 S ち、 今 

曉 七つ 時 頃 引取 申 由。 尤何づ 方.^ 引取 候 哉 相 知不申 由" 白山 下 御公^ w 谷 之 者 共 キ申収 沙汰 

に 卸 座 候。 北 市屋永 助钚方 は、 家 內に有 之 候 道具 幷土藏 に 有 之 候 道具 被 出、 外お 持 出 打 毀ち、 

夜具 は 引裂、 签之底 を拔、 藥 種商賣 仕候處 外.^ 蒔 散し 有 之 旨、 只今 承り 候に 付、 御內 S3 申 上 

1^、 以上。 

申 八月 二日  北 村 與右衞 門 

.  御 改作 方 御 郡 御 奉行所 

昨朔 日夜 五つ 時 過より、 左 之 名前 之 人々 家 諸道 具 打 毀ち 候 由。 

小 松 八日 市町 .c^ 屋^ 兵衞 

伹、 御 場 印 買 置、 御藏 米批屋 ぉ散賣 仕、 自宅に も 批商賣 仕 候。 

同町  山 上屋 喜 兵 衞 

但、 右 同斷。 

同所 材木 町  山上 彌兵衞 

HT 批商賣 仕 候。 


同所 西 町  山 上屋 源 右衞門 

n 一、 右 同斷。 

小 松 泥 町  北市屋 永 助 

但、 町 年寄。 

〔續 漸得雜 記〕 

一 、 近年 米續而 高直 候處、 當年 格別 凶作、 次第 直 段 相 募り 候に 付、 當朔 日夜 山手 村 方 W 姓 共 

目お I- り、 御公頜地枝衬小.^欠£寺ょり堯^^ヒ寺まで こ 三 H7 三 曰 市町 泉屋. 同町 山 喜、 梯北 丁お. PI 々人 0ト こ 

ネせン り 原 村/子 申 事。 1^^3转ょり暖チ，¥转まて ，^三単 市屋孫三郎、 親は町年寄也。 ネ 申：^ タ ー 

三 sfl^s 編 岸 沖是町 til 屋松彌 文 丘 if な 人 U へ 手懸申 候。 誠に 前代未聞 之 騒動に 御座 候。 人 數高は 五 丄ハ百 

人 計、 撰 人之樣 子に 而 町方.^ 打 入、 町方 相 廻り、 打 毁申家 を少々 充手懸 置、 四 H 市町 五間堂 

屋前 集り、 酒 を 出させ 何 茂吞申 由。 夫より 三日 市町 泉 屋ぉ懸 り 申 候。 家 諸道 具 等 迄 盡く打 

こ はし、 批屋の 事故 大豆. 小豆. 米 等 數十俵 こも を 打破、 往來へ 蒔 散し 申 候。 泉 eH- に は 宜品共 

は藏ぉ 入、 口に 炭 を 積、 戶 前に 角 物. 牧木を 夥敷積 置 候 故、 藏には 格別 手 懸不申 由。 夫より 山 

喜 を 打毁、 是も 壁钚打 落、 天井. 敷居 • 板 敷 等 迄 も 打 毀、 柱钚ー 本 も 不殘鐡 にて 半分 程 切 込お 

之 由。 夫より 梯北市 屋.^ 取懸 り、 是も右 同様にて 藥種杯 往來へ 打 散し、 諸道 具 等 も 往來へ 《 

出し、 盡く打 こ はし、 夫より 藏ぉ入 込、 酒 桶 其 外 着類. 皿 鉢 之 類、 鐡に而 箱 共に 打 こ はし 申 
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ナ, 尸， 

由.^ 金銀 之 類 はた、 きまき、 或は 後ろの 川ね 投込杯 仕 候 由： 北 市： f 前は藥 種之薰 りに て、 Si 

樂 世界 之佛方 喧嘩 之 心 持。 藏之前 杯 は 皿 鉢. 着類 打 散し 候 有様、 苦 野 初 瀨之花 紅葉 を 打 散し 候 

樣に被 思. „ お、 事 この 事に 御座 候。 後ろ 之 川. Si 打 込 候 道具に て、，：. ぉ六* 七 間 計 丘に 成 申よ し" 此度 

の 百姓 共の 働 之 様子、 誠に 言語に 絕し申 致 方。 殘り四 • 五 百 人 者、 大瀨 村より 山城 梳 逸に 三. 

四 ケ所分 屯 仕 居候 は，. -、 若 町方.^ 入 込 者 之內ー 人に 而も 被 召 捕 候 者 御， ぼ 候 はく、 不殘 打込収 

返し 可申樣 子に 手配 之 由に 承り 申 候。 何 茂 出立 は 一 尺 四. 五寸 計の 野 刀に、 八. 九 寸計之 首 か 

き 之 様 成 小脇 ざし を 帶し申 由。 鐵炮三 挺. 繾十筋 計持參 仕、 鐡炮は 三 町 C^L^- を 手 懸申節 一 

放 打 申 候。 公領 橋に て 一 放 打 申よ し。 町筋 通り 候 節 かけやに て 都 をた、 き、 若き 者 ども 梯北 

市 屋をこ はし 候 間、 手傳 いたし 候樣觸 通り 申 候。 右 百姓 共 之內七 • 八 人 六尺 有 除之另 之. 2:、 一 

人前 髮 にて 十八 • 九 歳 男 居 申 候。 此前髮 萬 事 指 引 仕 候よ し。 何 茂不劣 大兵ながら、 內ー 人 勝れ 

て 大兵に て、 六尺 計 之 棒 を 持 居 申、 如何 成 こ はれ 不申品 にても、 此男 棒に てた、 き 候 55： ぎ、 

^ぢん に 打く だき 申 候。 五斗 俵钚を 片手に. 投 出し 候 事、 小 兒之手 まりを 极ひ 候よりも 輕げに 

見え 申 由。 鯨波 聲を 揚、 諸道 具 を 打 こ はし 候 音夥敷 事に て、 何 茂 肝 を 冷し 申 候.^ 

右 天 保 七 年 八月、 小 松 在住 之 知 音より 爲 知之寫 也。 

人 月 四日。 禁を 犯して 米 榖を藩 外に 輸出す る 者の 監視 を嚴 にせし む。 


〔郡 方 御觸〕 

御 算用 場.^ 

此 節米 價 高貴、 他國 者猶以 高直 之樣 子に 付、 密々 他 國ぉ積 出 候 樣之儀 有 之 間 敷 哉 も 難 計 候。 

自然 左様 之 者 有 之 候 者、 嚴重可 被 仰 付 候條、 改而津 々浦々 嚴敷申 渡、 綱改役.^茂^1:更心得方 

申 付 候檨、 御 郡 奉行. 遠 所 町奉行お 夫々 急速 可 被 申談候 事。 

八  月 

右 之 通 御 勝手 方 年寄 衆 被 仰 候 旨に 而、 御 算用 場より 就 到來、 寫相越 之 候條、 得 其せ r 夫々 不 

相 洩檨嚴 重 申 渡、 澗改 人心 得 方 之 儀 も、 譯而嚴 重 申 渡、 急速 先々 相 廻、 落着より 可 相 返 候、 

以上。  • 

申 八月 四日  岡 田 喜兵衞 

村 田 半 助 

加州 三郡惣 年寄 中 • 年寄 並 中 

入 月 四日。 食用の 米穀 缺乏 する を 以て 之が 供給の 方法 を 講ずべき こ， こ を 

命ず。 

〔郡 方 御觸〕  . 
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の 意な リ 
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古米 無數之 鉢に 而、 直 段引揚 候に 付、 町會 所に おいて 取調 现有 之、 米 切手 銀 仲 等. 入に 相 

成 居候 分、 町會 所お 引揚、 所々 用 米 支候ケ 所. Si 相 渡 候 様、 御用 番年^ 中お 申 聞 之せ、 

相 觸置候 通に 候つ 就 夫 此節之 儀に 候 間、 町. 在之內 身元 相應之 者たり とも、 ft 川 之 外 WHf 幷米 

粒 等 多 貯置候 儀 者 有 之 間 敷 害に 候條、 右 族 有 之 候 は、. 、早々 賣出、 所 方 用 米 之 足りに 相 成お：^ 

可 被 申 渡 候。 用 米 指 支 候 段 申出、 追 而其ケ 所 之 者 米 等 貯置候 趣 相 知 候 は.、、、 所持 人 之 ffi* な 

度 可 申 付、 其 所 之 役人 等 不行屆 儀に 候條、 於 各に 茂 入念 被 相 調 §r 汕斷無 之 様 夫々 可 被 申 波 

候、 以上。 

肇 

八月 四日  御 算用 場 

岡 田 喜 兵 衞殿 

村 田 半 助 殿 

入 月 五日。 前 田 齊泰、 諸般の 政務に 勵 精し、 特に 本年の 米價 高貴なる を 

以て 救濟を 怠る ベ からざる、 と を 諭す。 

〔御 親 翰 拜寫〕  ， 

從相公 樣天保 七 丙 申年 八月 五日 播磨守 • 美 作 守 • 掃 部. 八 郞右衞 門 御前.^ 被爲 召、 被 波 下 候 御 親 

翰寫 之、 今日 出席 無 之 面々.^ は 申 談拜見 爲致可 申、 丹 後 守お 當時 御用. 示談 之 ffiKS; 渡 苦 候 


間、 拜見爲 致 存寄之 儀 可 申 上旨 被 仰 出 候 事。 

幼少より 家督 蒙 仰、 政事 向 之 儀 覺悟も 無 之處、 從來 分國中 靜謐、 偏に 何 茂 輔佐 宜敷 故と 令大 

慶候 事。 

一 、 右 之 通に 候 得 共、 連々 勝手 難 ffi に 付、 家中 を 初 下々 迄 も 救 方不行 屈、 隨而 風俗 不宜、 下 

々及 難儀 候 者 共 多 鉢 承り、 深 心痛 之 事に 候。 仍而は 不徳ながら、 只今より 可成 限り 政 * 向 致 

世話、 國中何 茂 其 程々 を 得 候而、 安樂に 罷在 候樣有 之度存 候處、 中々 一 存に可 及 事に 而無之 

候 間、 何も 力 を 合 候而、 國家之 世話 被 致 候 檨有之 度 候 事。 

一 、 右 之 I に 候處、 近來 勝手 向 殊更 逼迫に 付、 政事 向別 而不行 屈 令心勞 候。 然處是 まで 何 茂 

世話 有 之 地盤 運 方 等、 大槪形 も 付 候 程に 相 成り 喜悅之 事に 候。 

一 、 右 之 通に 候處、 借 銀 仕 法 方 之 儀、 何 茂 詮議 之趣存 寄と 相違 之 品 有 之、 無據 趣に 付 何 茂 了 

簡 通に 黎り不 申、 此儀 は可爲 心外と 氣 毒に 存候。 乍 然此末 打捨不 申、 何分に も 深 被 致 世話、 

勝手 取 返 之處. り 申 檨猶更 願存候 事。 

一 、 勝手 述方等 之 儀、 前々 之檨子 承り 候處、 只今 程 手詰り 相 成 候 事 は 無 之 鉢。 然ば政^^,:^も 

只今 程 不行屑 儀 は 有 之 間 敷と 存候。 先祖 以來 之國 家、 當 代に 至り 如是 之場公 に 及び 候 儀、 K 

に不德 故と 申 譯も無 之、 此處を 相 考へ候 得ば、 晝夜 不安 存候。 此所を 深く 被 察、 厚く 世話お 
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之樣致 度存候 事。 

一 、 右に 付て は、 尤 勝手 財 用 之 所の み 僉議有 之候而 は、 政 sii- 之 根本 相立不 申、 全き にて は 

無 之 故、 又 々立！：^ り 候 樣之儀 も 可 有 之 候 間、 惣様政 ii- 之 上に 付 一 S 端へ 渡り、 夫々 申 付 方 精 誠 

被 遂<§ -議可 被 申 越、 別 存有之 人々 人別に 無 泥 可 被 申 聞 事。 

一 、 右 之 i こ ri^ 、所、 指 當り當 年度 初より 氣候 不順に て、 米價 高貴に 相 成、 下々 及 難儀 攸：^ 候。 

此 通に 而者此 末 取扱 方 大切に 可 有 之 候. - 加 様の 年 柄、 政事 向. 救 方 等 少も遲 ，1- 難 致 依 に！^ 條、 

無 油斷相 心得 可 被 申 事。 ， 

天 保 七 年 八月 五日 

右 孰 茂 祥見之 上、 心 付 之 趣 は 追 而可奉 窺キ、 先當座之御請連名に而指上候^^.。 

入 月 七日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 要用 雜記〕 

月.： g 曰  ... 

一 、 今日 九 半時 之 御供 揃に 而兩學 校.^ 御 出、 夫より 直に 御馬 場ね 御 出 可 被 遊 3：： 被 仰 出、 則 八 

時 過 御 出。 御戾り 同 半時 之 事。 

人 月 十三 日。 大風 雨 あり。 


〔見聞 袋 群 斗 記〕 

八月 十三 日 大風 雨、 能 美 郡 出火。 同 十四日 越 中小 矢 川 洪水、 鳧嶋之 米 露 及び 民家 七 百 餘其災 

にか、 るな り。 

A 月 十五 日。 米 榖缺乏 する を 以て 一 切の 食用 品を領 外に 輸出す る を 禁ず。 

〔御 郡 典〕 ， 

當時用 米 指 支、 一 統 難儀 之 時節に 候條、 町. 在共應 分限、 食物 を始 萬； 致お 略、 取續方 無.^ 斷 

可 相 心得。 右に 付都而 食用に 相 成分、 何 品に 不寄當 分他圃 出指留 候條、 此段 末々 迄 可 被 申 波 

候。 仍而津 々浦々 等 縮 方 之 儀、 嚴重可 被 申 渡 候。 

右 之 通 年寄 中.^ も 相 逹申談 候條、 被 得 其 意、 末々 迄 不相拽 様 急速 可 被 申 渡 候、 以 h。 

八月 十五 日  御 算用 場 

永 原 虎一郎 殿 

村 田 半 助 殿  - 

人月廿 一 日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 耍用雜 記〕 

八月 廿 一 日 
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一 、 今日 學 校へ 御 出 八 時 鎌、 御 1^ り 七つ 七 分 之 $。 

入月廿 四日。 諸郡惣 年寄 をして 各 その 擔當の 組に 就いて 力 を 致さし め产づ 

も 他に 附和雷同 する こと 勿ら しむ。 

〔司 農 典〕 

御郡惣 年寄 等 之 儀 者、 第一 農事 勢子 方、 御 收納取 圖り之 儀、 W 要 之 動， M に 候 5^ 者、 ， ポ 5- も 無 

怠 相勵、 聊以 他を不 顧、 銘々 請 持 候 御 部に 赏意を 以取极 可 申 俄、 今更 ゆ 迄 も 無 之攸。 然處近 

年 之 姿、 假令者 一 郡 之 作 方 惡敷候 得 者、 其 模様 他 都. も 相 移り、 時々；！：： 細 之 注進 迄 も 一 統：^ 

様 之 申立 有 之、 其 赏否難 計 候 得 共、 於 外聞に 難辨 次第 も 有 之 候。 併 下方 心服 之た め、 時勢に 

因 而無據 右 様 之 取 計 も 致 出 來候歟 キ存候 得 共、 是以不相當^^に候。 勿論 作物 .f ん不. 熟 之 ffi 者、 

車ら 級 候に 隨ひ可 申 儀。 左 すれ 者 一 鉢 之 事に 而、 人事 之 可及^に 而も 有 之 i ^敷攸 F,5^、 地^ 

厚薄 等 其 所々 地元に 應じ、 廣大之 御 郡々 數多之 村々 に 候 得 者、 是非  一 « に 可お 之 近 に ナも雖 

申 候。 左 候 得 者 其 向々 惣 年寄 等 右 之 差別、 無 殘候處 押 極、 都 而他糾 之 校 様に： 小拘、 御 納所 比.= 

濟方等 之 儀 實意を 以相勵 可 申。 當年氣 候 茂 不順 之 儀に 候 得 者、 所々 作物 不：： ^も 可お 之、 常時 

御 逼迫 之 折抦、 彌以精 赏を盡 し 粉 骨 碎身相 働 不申而 は、 惣 年寄 等是迄 段々 結構 御 取 立 被仰忖 

置 候 詮茂難 相 立 候に 付、 拙者 內存之 趣 申達 候 間、 重々 無油斷 心得 罷在候 様、 譯而被 巾 波 KIH' 


然存候 事。 

八  月 

諸郡惣 年寄 等 心得 方 之 儀に 付、 別紙 御 算用 場 奉行 中 被 相 渡、 尙更 拙者 共よりも、 心得 方 惣：^ 

厚 可 申 談旨被 申 聞 候 間、 申 迄 も 無 之 候 得 共、 各 精勤 を 勵み可 申 候。 別紙 寫取、 早速 先々 演述 

可 有 候、 以上。 

申 八月 二十四日  中 村 都 

井上 井之助 

諸郡惣 年寄 中. 年寄 並 中 

入 月。 米價 高直なる を 以て 窮民に 補償 を與 ふ。 

〔官 私隨 筆〕 

八月 五日 

一 、 頃日 米價 高貴に 付、 前 月 十九 日 自分 御前 へ 罷出候 節、 御意 之 趣 有 之。 御用 番 へ 申達、 其以 

來御 算用 場 奉行 • 町奉行 等へ 段々 僉議有 之、 町方に 而藏宿 印紙 增印申 付、 Si 給 人 切手に も， ％ 

印 出來。 其 上 銀 仲 共 手前より 御 郡 方 之 札に 依而質 入に いたし 置 候 切手 相 しらべ 候處、 三お 石 

餘有之 由。 依而其 切手 共 取揚、 相拂候 趣に 舍議 治定。 其 由 前 月 晦日 申 渡 有 之。 依而小 H 米 K 
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段、 當月朔 日より 三文 下げ 百 五 文に 申 付" 夫ょり五日每に三文充引下げ候^^に申_^|じ、 批 1:3- 

に 張 紙 を も 爲出候 由。 然處 昨日 歟又ニ 文 下げ 百 三文に 成 候 由 承 之。 

〔珍事 留書〕 

一 、 八月 米 高直に 付、 世上 物騷 敷、 町賣米 何日より 何日 迄と 五日め 五日め に K 文 宛 下、 九十 

七 文に 相 成、 又 百 十四 文。 札 米 九十 四 文、 右 札 米 は 御上より 御 足しに 付 下 直 也。 Kn 十四 文よ 

り 又 百 五 文 迄 下り、 札 米 は 九十 四 文 也。 右 直 段 替度每 に 米 厘々々 に 下げ札お 之 也" 

〔御 家老 等留〕 

八月 二十 六日 

一 、 次第に 米 無數、 買 人 多く 遠 所より 出 候に 付、 昨日より 九十 七 銅 迄に 下る を、 W 十四 銅に 

引 上。 是に而 遠 所より は 高貴に 相 成に 付、 買 入 人少相 成候圖 り。 依而 至極 之 M 窮者は 二十 銅 

償、 中分 十 銅 之 償に 仕 圖り之 由、 町奉行 せん 儀。 批屋は 《お々 御城 下 一 日 二 石 計 用 米、 此© 

四百 石 計に も 相 成 由。 町 會所償 銀 等 一 日に 五貫目 計に 相 成 候 旨。 

入 月。 氣候 寒冷に して 降 霰 を 見る。 

〔珍事 留書〕 

一 、 此頃 大きに 寒く、 丸 雪少々 降り 申 候。 八月 廿日 之 頃、 上下とも出手之方里々に餘^^^丸雪 


降 申 候 由。  . 

人 月。 綿 作 を 一 作 卸しと する 從來の 慣習 を 改めし む。 

〔都 方 御觸〕 

中興 は 中古 加州 筋 中興 綿 作 引合 宜に 付、 作 方 相增候 鉢。 然る 處請作 之 者 共お、 親 作より 綿 作に 限り 一 作 

下しに 致し、 翌年 卸し 方 引揚候 由。 右 者 一作 綿 作り 候 得 者、 地面 乾き、 來作取 入 決 而宜敷 故、 

一作々々 に 而引揚 候 鉢。 然共綿 作氣候 柄に 寄、 取手 茂宜敷 故、 不得止 請 作 致 候 鉢に 相 間え 

候。 右 者 高 持 之 者 共いた し方甚 不宜、 小 前 之 者 成立 得不申 哉に 候條、 以後 綿 作 一 作 卸 之链は 

差 止、 翌年 取手 茂宜 候に おいて 者、 外 卸し 作 之 通 作り 尻 指 替申間 敷 候。 此段ー 統不 相： g 様 可 

申 渡 候、 以上。 

申 八月  改作 方 御 郡 奉行 

加州 三邵惣 年寄 中. 年寄 並 中 

九月 三日。 前 田 齊泰、 陸 原 大次邵 をして 書 を 講ぜし む。 

〔諸 車 要用 雜記〕 

九月 六日 

隆^ 大次郞 

. . ^^0,0  ，保. I  ,  ,  ,  .  :.:   ：  r;   六 九 七 ：  I  , … 


六 九 八 

右 於 御前 講釋被 仰 付 候 事.^ 

一 、 御前 講是迄 御上 段に 御 著 座、 於 二 之 間 申 上 候 得 共、 於 學校講 御聽 聞と も譯遠 候， is、 御 

上段に 御着 座 は 不相當 由、 御用 部 尾 中心 付 之 趣 も 有 之。 尤之链 に付^ = ^申 上：^ 處、 北 (m 心お に 

付 二 之 間 御 緣頰. ^罷 出、 御前に は 御 下段に 御着 座 之 儀に 相 成、 則當三 = より 此通 b に改 

九月 三日。 前 田齊泰 自己の 行狀に 反省す ベ き點 なき か を 諮問す。 

〔覺 書〕 

九月 三日 

一 、 坂 井 小 左衞門 別席に 而申聞 候 者、 今朝 御前.^ 被 召罷出 候處、 顷 = 所々 川 米".； - 岡、 ド々 之 

者 及 難儀 候 鉢 被 聞 召、 御 心痛 被 遊 候。 右に 付て は、 御前 御身 分 御 慎 被 遊 候 品 も 無 之 哉 之^、 昨 

日奧 取次へ も 御 尋被遊 候。 小左衞 門に も 心 付 候 品 も 有 之 候 は、、、.^ 上 候 tt 御」 〈：^ お 之 候。 常時 御 

行 狀等聊 心 付 申 上 候 品 心 付 無 之 候。 是迄も 加樣之 御意 一 向 不爲在 候處、 今度 加 « に 被 仰 出 之 

儀、 誠に 恐悅 至極なる 儀に 御座 候。 加 程に 御 志 被 爲在候 儀に 候へば、 何と 歟申 上方 も 有 之 候 

得ば 宜候得 共、 不才 之 儀 心 付 不申候 間、 各 樣御心 付 之 儀 も 有 之 候 者 被 仰攸様 仕. 瓜。 左 候 は..、 

其 趣 可 申 上旨 等 段々 申 聞。 右 丹 州 等 三人 一緒に 承 候 *。 段々 被 仰 出 候 趣 誠に 難せ 依に 候。 


相 考心付 之 儀 有 之 候 は、.、、 追而可 申達 旨 申入 候 事。 衞 

九月 六日。 石 川 郡宫腰 室屋三 郞兵衞 米穀 を 買占め 密に 輸出す る を 以て 斬 

せらる Q 

〔珍事 留書〕  " 

一 、 宫 腰に 而錢屋 五兵衛. 室 屋三郞 兵 衞方隱 居 等 申 合、 米 等 野菜に 至 迄 多く 買 グ律出 之 由 風 

聞。 依 而右之 者 共 被 召 捕、 御 詮議 有 之候處 相違 無 之 由。 併錢屋 五兵 衞等申 開宜、 御免被 仰 付 

候。 室屋三 郞兵衞 一存に 而買 \ 津 出仕 段白狀 之 由。 其譯を 聞に、 右三 郞兵衞 養父 隱 之發端 

に而、 錢屋 五兵 衞申談 、加 樣之致 方出來 故、 室 屋隱居 之 罪 難遁に 付、 養子 三 郞兵衞 一 .一:^ 之 致 方 

と 白狀仕 罪に 依 而、， 九月 六日 宮 腰の 濱 において 討 首 被 仰 付 候。 此日天 氣宜、 近鄕 より 兄 物に 

出 人中々 夥。 其 場所 は宮 腰. 大野 領境宮 腰 之 濱に而 、二十 間 四面 杭 打繩張 廻し、 其內 に^! 1 い 

仁し、 此 所に 而 暫く 爲休、 夫より 引出 候而 罪名 讀渡有 之 由。 其 場へ 詰 役人、 公： e 場 横目 脇 田 

三左衞 門、 外に 與カ兩 人、 其 外 公事 場 足 輕幷警 固 足輕等 多く 相 詰 申 候 由。 且 罪人 御講之 上、 

早速 引 居 ゑ、 左右 手 を 一 人 宛 後へ 扣、 前へ 一 人 居り 首 を 引延 候處 へ、 右 繩張^ 阅之內 より 斬 

手 走り出、 首 を 討 落し 申 由。 首. 手 を 持 候 者とう ない 之 者 之 由。 斬 手 如何い 仁し 候 哉 斬 ffl じ、 

兩 三度に および 候 由。 且又 宮 腰の 町奉行 先に 相 詰、 右 場 公事 場橫 目へ 相 渡 引返 候 之 由。 公^5=^ 
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場より 宮腰迄 之 道中、 公事 場 與カ兩 人警固 之足輕 多， お 添罷越 候^。 今日 勝 仁る 天：： れ に而、 3- 

物 人 群集 をな し 押 合 候而、 間近き 者 も 見え 兼 候 由 之 事。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

天 保 七 年 十月 六日 宮腰 町人 室屋三 郞右衞 門、 當 夏より 米等隱 置、 密に 他！： > 口 致 廻船。 依而 M 

所濱に 獅子 垣爲 結、 其 內に而 生 胴 被 仰 付。 

九月 六日。 麥 作の 反別 を 成るべく 增 加せ しむべき こと を 令す。 . 

〔司 農 典〕 

當年稱 に 付、 麥蒔込 方 之 儀、 於 村々 に 成 限り 餘計 作付、 尤 組主附 中等に も 汕斷も 無 之， is、  ^ 

而申 渡に も不及 儀に 候 得 共、 麥種 不足 之 村々 も 可 有 之、 左様 之 所 は 何分 組 主 附等之 人々 扣 -PI 

精 誠 穿 K、 厚く 致 世話、 いかにも 作增候 之檨、 幾重に も 相 心得 可 申 候、 以上。 

申 九月 六日  井上 井之助  . 

駒 井 丹之丞  ♦ 

諸郡惣 年寄 中. 年寄 並 中 

九月 十 一 日。 德 川家齊 將に將 軍職 を 家 慶に讓 らんと する こと を 告げたり 

との 報 金澤に 達す。 


駿 河 守は大 

聖寺 侯世嗣 

前 田 利 極 


〔覺 書〕 

九月 十 一日 

一 、 當月 四日 出 江戶町 飛脚、 早 飛脚 步 五日に 相延、 御用 所 御用に 而今 日 着、 城 州 等 紙而來 る。 

右 卽刻追 札に 而以善 右衞門 入御 覽、 寫 御用 所お 渡。 

今 四日 惣 出仕 等 之 儀、 大目 付 衆より 御 書付 到來、 御 在 國之御 方 は 御名 代 可 被 指 出 旨に 付、 駿 

河 守 様 御名 代 御 賴之趣 申 上、 卽 四日 爲 御名 代 御 登城 被 成 候。 被 仰 渡 候 趣、 御城より W に 御 出 

圖書 へ 被 仰 聞 趣 等、 右に 付 早 飛脚に 申 進 候 旨 紙面 添物數 品。 

先達 而御內 意 被 仰 出 候 通、 內府様 御 歲茂被 重 候 付而、 御 政務 被 遊 御讓、 御 本丸お 來 酉年 四月 

可 被爲移 候。 公方 様 被 遊御隱 居、 西 丸.^ 可 被 成 御 移 候。 右 之 趣 京都.^ も 被 仰 遣、 將軍 宣下 之 

儀 も 御 願 被 仰 遣 候。 不相替 內府樣 へ 御 奉公 可 仕 候。 此段可 申 聞 旨 御せ^ 候。 右 之 趣 於 溜 之 間、 

井伊 掃 部 頭 殿. 酒 井 雅樂頭 殿. 酒 井 左 衞門尉 殿. 松 平 隱岐守 殿. 兩御丸 御 老中 方 幷脇坂 巾 務犬輔 

殿御 列座、 御用 番松 平和 泉 守 殿御 演述之 旨 也。 

九月 十二 日。 年寄 中等、 前 田 齊泰に 當分演 能を廢 すべき こと を 上申す。 

九月 十二 日 
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一 、 當年 不作に 而、 所々 用 米 も 指 支 候 棘" 此節 御能怀 は御不 W 八：： に忖、 1： 不被遊 方 御.； Pi かる 

べき 由 年寄 中 被 申 聞 候 由、 御用 部屋 中 被 申 聞。 頃日 御沙汰 も 可お 之 時分に 候へ 北ハ、 未 何 之 御 

様 も 無 之、 嘸 何等 之 被 仰 出 も 無 之と 相 見 候 由 相 答 候 「) 右年^！；？巾ょり被巾聞攸は、 先 而年 

寄 中より 被 申 上 相 始り候 事故、 只今 被 申 上 候 事 之 由に 候" 依而其 趣 委曲 申 上 候^。 

九月 十二 日。 救窮 用の 米穀 足らざる を 以て その 方法 を議 す。 

〔御 家老 等留〕 

九月 十二 日 

一 、 昨夜 別 廻 五 時前內 膳より 來、 五 時過靑 山へ 遣 之" 此 節用 米 支に 付 町奉行より 達 紙而 也. - 

日 一、 町奉行 手に 而救高 前 月 二十 九日までに 五 千 六 百 石餘、 今 買 置 候 米  一 四千 石 計。 ^  = 

等三ケ 所.^ 例年 新穀 入 一日 百石餘 宛、 八月 中には 三千 四 五百石 も 有 之、 當年は ^  = 町..^^ 

ば.^ 入 米 無 之、 野 町 口まで 漸ー 日 六 • 七 石、 當 二日より 日に 寄ニ丄 二十 石 も 出る。 ヒ 月-: 5 より 

救 之 人家 五 千 四百 軒餘、 人 數ー萬 七 千 人 計、 償 之 銀 高 前 月 二十 九日までに 大略 二 W 五十 赏目 

計、 此末銀 高大 數圖千 貫目 計。 當月中 之 飯米 は 有 之 候 得 共、 來 月より 之 分 は 手當無 之。 右に 

付 米. 銀 之 儀 指 支に 付、 急速せ ん議之 事相 達 候 也。 

右に 付 當時惡 癖に 而、 百姓 共 質 米に 致 置 候 鉢に 付、 來月之 所 右 等 之 米 入 交、 一 = 二百 石 宛 入 


米 致 候 樣申渡 か、 又は 堂 形 御藏 幷石動 等 之 步入米 御 渡歟、 兩様 之內。 又 銀 之 儀 は 引替 所！？ 銀 

手形 出 來と歟 之 せん 議を相 達 候 也。 

九月 十九 日。 年寄 等、 成瀨掃 部が 寺島藏 人と 謀る 所 ある を 以て 其處 分に 

關し 上申す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

九月 十九 日 

一 、 丹 後 守 .播 磨 守. 美 作 守、 御 透に 被 爲在候 は v> 御前，^ 罷出申 上 度 儀 御座 候 間、 被 召 候 様 仕 

度 旨、 以 執筆 善右衞 門へ 申達 置 候處、 九 半時 過 被 召 候 旨、 茂 兵 衞申聞 候に 付、 御用 之 御 間へ 

罷出、 左 之 伺 紙面 上 之。 右 委曲 口上に 而申 上、 荒增は 書面 之 通に 御座 候 旨 申 上。 

御 政事 向 之 儀に 付、 段々 思 召 之 趣 先日 被 仰 出 候に 付、 追々 心 付 等 之 品 可 奉伺 害に 御座 候。 就 

夫 私共 を 初、 諸 役人 一 致に 心 を 合 和 熟 不仕而 は、 何様 之 事 も不被 行儀と 奉存 候。 且寺 嶋藏人 

儀、 當時役 御免に て罷在 候へ 共、 彼是 御 役人 等之內 と出會 仕、 何歟 取組 候 鉢 もお 之に 付、 

一 此者 手前 何と 歟不被 仰付而 は、 萬 事僉議 にも 難 取懸旨 等、 先 H 奉 申 上 候 通に 御座 候。 然： 

成 瀨掃部 儀、 其以 來右藏 人と 心 易 仕、 彼 仁 信用 之 鉢に 付、 御內々 被 仰 出 候 趣お 之、 表，：^ は 奉 

畏候段 等 申 上旨、 御意に 而奉拜 聽候之 通に 御座 候へ 共、 其 後 承り 候へば、 先藏人 信仰 仕 ^候 
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鉢に 相 聞え、 其 上 近頃 迄 は 御 勝手 方 等 出 情 仕 相 勤罷在 候處、 當夏御 歸！： 之 is よりお^ 了简を 

扣罷 在、 右に 付而は 種々 と 存寄も 有 之 様子に 相 聞 候。 私共.$^,識之泥に相成申候" 且右 了简を 

扣候儀 等に 付、 相 尋候趣 も 御座 候處、 始末 申 聞 方 不都合 之 傻も有 之。 此 儘に 被 成？ れ候而 は、 

不御爲 奉存候 間、 御 家老 役幷 年寄 共 加判. 御 勝手 方 共、 御免 可 被 仰 付 候 哉。 很是迄 役儀 等 情に 

入相 勤 候 之 儀に 御座 候 間、 御免被 仰 付 候 節、 役 條等出 情 相 勤 候 段 は 御大- S 被 m 心お 候^: 申 聞 

哉。 左 候 は M 左 之 通 可 申 渡 候 哉。 

美 作 守 殿.^ 

成 瀨婦部 

右 掃 部 儀 思 召 之 趣 有 之、 御 家老 役幷 年寄 中席 御用 之 加判、 曁御 勝手 方 御 瓜 共 御免被 成攸。 是 

迄 役 向 心懸相 勤、 別而 近年 御 勝手 方 御用 之 筋 致 精勤、 御 大慶 被 召 候。 此段可 申 聞 旨 被 仰 出 

候條、 . 可 有 御 申 渡 候 事。 

右 之 通 私共 何 茂 僉議仕 候。 掃 部 儀 才力 も 有 之、 急 度 御用に 相 立 可 申 人品に 御 鹿 候に 付、 何と 

歟申諭 爲相勤 申 度と 奉 存候得 共、 段々 奉 申 上 候 通り 不得止 事 次第に 付、 右 之 趣 奉伺 候。 S 更 

被 加 御 思慮、 思 召 之 趣 被 仰 出候樣 仕度 奉存 候。 猶 委曲 は 口 達 を 以可奉 申 上 候、 以上。 

九月 十九 日  播磨守 等 四 人 


右 掃 部 儀、 生 質 正直なる 人品に 而、 去々 年 御 勝手 方 被 仰 付 候 節より、 格別 出 情 相 勤、 御 勝手 

向 之 儀 も 略 御 符合 之 形に も 相 成 候 儀 者、 掃 部 之 功に 御座 候。 當春迄 は 萬 事 示談 合 等 も 能 調、 

打明け 示談 仕 候 處に而 は、 外に 底意 も 無 之、 平和に 相 見え 申 候處、 御 歸國之 上 又兵衞 再勤 被 

仰 付 候 節より、 俄に 樣子替 り、 萬 事 存寄を 差扣候 鉢に 相 見え、 又 兵衞之 事を甚 憤り 罷在候 # 

に 相 聞え 申 候。 又兵衞 儀、 元 來掃部 了簡 を 押へ 候 所存 は 聊も無 之 儀 之處、 右 之 通 掃 部 心得 之 

儀 は、 全 鉢 掃 部 生 質 我より 長 候 人 をば 好み 不申鉢 有 之 故、 左樣 にも 有 之 由。 其 後 又 兵 衞は病 

死 仕 候へ 共、 丹 後 守 儀 無 程 日々 出席 之 儀 を も 被 仰 出 候 故、 右に 付彌 指扣、 存寄を も 一 向に 不 

申出 鉢に 相 聞え 候。 右 之 通 正直なる 人品に 而、 平和に 申 合 候 節 は 替儀も 無 之 候 へ 共、 右 之通怪 

しからぬ 存寄有 之 儀 は、 何歟 存念 も 有 之 故と 奉存 候。 縱外 は隨分 正直に 御座 候 而も、 右 様 之 

心底 有 之 人、 席 中に 罷在候 儀 は 不可 然、 又 私共 も 相 泥 候 儀に 御座 候。 且寺嶋 藏人之 は今以 

信仰 仕、 益友 之 心得 罷在候 由に 候へば、 御前.^ 申 上 候 儀 は 相違 を 申 上 候と 申 物。 右 之 通藏人 

信仰 仕 居候 儀に 候 者、 此後 追々 藏人 手前，^ 議仕候 節 者、 決 而別存 も 可 有 之。 夫而已 ならす、 

如 形藏人 信仰 仕 居候 事に 候へ 者、 藏 人手 前僉議 之模樣 彼方へ 相 泄申間 敷 共 難 申、 何 歟<?-^ 之 

差 障に 相 成 申 候 間、 何れ 掃 部 御免 無 御座 候而 者、 諸 役人 和 熟と 申 儀 も 無 之、 私共 等 席 之 中に 

一 物 有 之 候而、 如何 樣之儀 も 難出來 儀に 御座 候 間、 這處 第一 に 申 上 候 趣 御座 候 旨 申 上。 又 掃 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 七 年  七 〇 五 


七 〇 六 

部へ 先達 而 より 折々 懸合候 儀 も 御座 候處、 其 以前と は 様子 替り、 何 を 申 人 候 而も 逃れ K え： 計 

に而、 熟談と 申 は 難出來 故、 這 上 私共より 申！ i 候 儀 は 六 ケ敷御 li 候 S 等 段々 申 上" 丹 州. 作 

州よりも 段々 存寄之 趣 共 被 申 上、 當時御 表 向に も、 掃 部 之^ 心服 不宜向 も 有 之 趣 被 申 上。 且 

去々 年より 當春迄 之處、 掃 部 向 之 外に は不 心服 之 人品 も 有 之 様子に 候へ 共、 掃 部，：^ は不及 申、 

其 外に も隨分 心服 仕、 御 省略 向 等張 込 候 人 も 有 之 候 へ 共、 御 仕 法 之， &當 J:^ 相變、 又又に ハ衞. 丹 

後 守 等 之 御沙汰 も 有 之、 掃 部 は存寄 を扣候 故、 當時 之處諸 役人 心底  一 .2 定り不 巾、 人々 張 込 

相 勤 候 儀 者 無之樣 子に 相 見え 申 候。 如 斯に而 は 5:1 も不被 行事に 候 間、 何と 歟 Si 役 入 心 定も仕 

様に 無 之 而は難 相 成。 且掃部 了簡 を 扣候儀 相 尋候趣 御座 候處、 當夏頃 は 見込 相違 仕 候 儀. 1^ 之 

故、 當分 了簡 不 申出 旨 等 申 聞。 是は 又兵衞 再勤 被 仰 付 候 儀 を 抬申聞 候^ 歟 と奉存 攸。 近 に 

而は 右見 込 相違 之 段 は、 其 後 奉 達 御 內聽置 候 間、 其處に 懸念 は 無 之 候へ 共、 御 仕 法 之 俄： g 初 

As- 議 通と 相違 仕、 尤御仕 法 迄 之 儀に 候へ 者、 彼是な く 候へ 共、 全鉢^：カ^込通相途仕攸故、 か 

樣之 鉢に 而者 何も 不被 行儀と 申 聞。 又 美 作 守 杯へ 申 聞候處 は、 又 夫と も 替り候 様に 相 聞 候。 

去年 頃 迄 之 景氣と は 別段 之 儀に 御座 候 旨 等 申 上 候處、 掃 部 手前 之 儀 は 猶御考 之 上 可 被 仰出& 

御意に 付、 昨日 水 原 淸五郞 等 手前 之 儀、 御 親 翰 返上 之、 幸藏 事と 這 上 は 何 茂 別存無 御座 候 問、 

兩 人共當 二十 二日 可 被 仰 渡 候 哉。 幸藏 儀、 是迄者 御. 近習 頭へ 加り 相 勤 候 様に と 之 趣に 而、 御 


近習 御用と 申 譯に而 は 無 之 候 問、 此度轉 役 之 節 は 御 近習 御用と 可 被 仰 渡 哉。 其 趣に 被 仰 渡 方 

相 調 申 候。 猶更 &5 召 次第 可 被 仰 渡 旨 申 上、 被 仰 渡 之 覺書上 之。 且有 澤幸藏 儀に 付 心 付 候と 巾 

者、 外 之 俄に 而も 無 之、 幸藏は 他家より 養子に 罷越 居候 處、 養家 妹、 先達 而永麟 K 殿御^ 式 

へ 上り 居候 千 崎と 申 者 下宿 之 上 は、 何歟 不正 樣之 風聞 も 御座 候。 尤糙成 儀に 御座 候 は.、、、 

度 Ai- 議方も 有 之 候 へ 共、 世評 一 通 之 儀に 候 へ 者、 轉役钚被仰付候而も差岡申間敷様に奉^^候。 

去 共 申 合 居候 趣 は、 一 往申上 置 候 旨 申 上、 5^ 去 之 事。 

左の 通 御 加筆 廿 r 日に 被 渡 下。 

委：^ 令 承知 候。 各 <i^Jf 之 通、 部债役 «幷 各 席 用 加判. 勝手 方 共 免許 可 被 申 付 候條、 左様 被 

相 心得、 此伺之 通り 可 被 申 渡 候。 

九月 廿ー 一日。 家老 成 瀨掃部 その 職 を 免ぜら る。 

〔榮^ 雜 si〕 

九月 二十 二日 

御 (水 老役幷 御 勝手 方 共 御免 除  成 瀨婦部 

九月 廿 六日。 前 田 齊泰、 石 川郡宫 腰に 放鷹す。 
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九月 廿六 日 

一 、 今日 御 K 野 御 出 九つ 一 分、 七つ a? 口より 被爲 入、 所々 御 廻り、 i:,: 腰 口町 端より 御上り 被 

遊 候。 天氣 快晴 之 事。 夜 六つ 三分 御 1^ 被 遊 候 事。 

一 、 今日 野 問 御供 拙者 罷出 候。 御用 部：： ie 竹 田 氏 之 s5-。 

一 、 御 獲物 朝之內 投網に 而雁ー つ. 靑 a 二つ。 夫より 御 11 り之內 かもめ  一 .4? 一  つれ 之^ 「」 

九月。 前 田齊泰 領内の 凶作 を 幕府に 屆 出づ。 

〔御 家老 等留〕 

拙者 領分 作 鉢、 當春來 雨 降績、 暑 氣至而 薄、 一 体 作物 不熟 至極 之 上、 別 而稱虫 付 等 多く、 加 

之 川々 度々 洪水に て、 地 許 過分 及损 毛、 人家 流失、 み 所 も 無 之 稗 之 向 も 有 之 候。 然内八 =^ 

中旬 一圓に は 無 之 候へ ども、 北風 以之 外强、 海 邊筋等 立 毛 悉相痛 K 入不 申。 全体 前 K 之： 枞候 

栖に 候處、 例より は 冷 氣も甚 相 進、 所に 寄不 節、 七月 下旬 雪氣冇 之、 山 方 田地 者 比.：： 無； 1:«之 

場所 不少。 且又 頃日に 至り 候而 は、 烈風 度々 有 之、 里方に も 所に 寄、 高 出より 氷吹ド し、 數 

百ケ 村立 毛彌 3? 之 及 根毛 候。 右 之 趣に 付、 何程の 収 劣に 可 及 哉、 拟毛高 之 债は收 納之上 御：^ 

可 申 候 得 北ハ、 非常 之 凶作に 付、 先 此段御 屈 申 上 候、 以上。 

申 九月  松 平 加贺守 


九月。 f 收の季 多雨なる を 以て 新穀の 乾燥 方法 を 示す。 

〔司 農 典〕 

秋 入 之 節 降 勝に 而米干 兼 候に 付、 內 I 名 付、 はさ 掛之上 致 疆、 或 SSSI 歟、 

あま 等 之 雨露 之 憂 無 之 所に 而致 世話、 干 立 候 得 者、 隨分米 性 も 宜干揚 り 候 由に 1。 當年怀 米 

拂 底に 而、 諸方 新穀 待 居候 得 共、 何分 雨天に 而干 兼、 米 出來不 申年 柄、 何分 右 蒙、 こし、 一 

時 も 早く 米 出 來之儀 肝要 之 事に 候。 此段 村々.^ 申 渡、 少々 に 而も 干 立 早速 出 來之儀 可 さ..^, 1  お、 

以上。 

九 ■• 月  改作 方 御 都 奉行 

諸郡惣 年寄. 年寄 並 中 

九月。 町 • 在に 命じ 當分 造酒に 着手す る こと 勿ら しむ。 

〔郡 方 御觸〕 

卷目之 上、 御 算用 場 奉行お  • 

當 年米價 格別 高直、 所々 用 米 茂指秦 鉢、 尤人々 心得 も 可 有 之 儀に 候 得 ども 、町. 在 之 もの.，、 

一 統粥を 給べ、 食用 之 儀 萬 事大 切に 相 心得 可 申 候。 

一 、 酒造 秦、 羣者 I 二相 減、 三分 一 酒造 可 I、  si 仰 渡、 其 段串靈 I ども、 
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御領！： 之 儀 者 前條之 譯抦に 候條、 當年 新穀 全 出 來迄先 相 見合 可 申：^， 

一 、 穀類に 而 造り 候 下品 之 物、 輕き者 食用に 相 成 候 品物 は 格別、 干 子. 蒸 子等 榮耀之 品 

一 切 取 极致間 敷 候。 都而 穀物 猥に相 費不申 様赛ー に 可 相 心得 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 心得 違 無 之 様 急 度 可 申 渡 旨、 所々 町奉行 等 幷御郡 奉行 等お 可 被申談 候 

九  月 

〔珍事 留窨〕 

一 、 酒造 候 儀 先達 而 より 御 指 止 之 事。 

一.、 酒 一升 二百 八十 文 計 之 事。 併 右 酒 七 尾 等 遠 所より 入 酒 之 由。 此頃平 賓は不 及 申、 通に 而 

も 酒 不足 之 由に 而賣不 申。 酒屋 一 統此頃 無 商賣之 事。 

一 、 町 賣米ー 升 百 二十 一 文 也。  • 

一 、 大豆 中分 之 所 一 升 百 二十 三 四 文 之 事。  . 

一 、 小豆 一 升 百 四十 文 之 事。 

一、 味噌 一 升 百 八十 文 之 事。 

一 、 蒸 葉 子 之 類. 干葉 子 碎候儀 御 指 止 之 事。 且 煎餅 は少々 持 賣候儀 不指支 段 御 申 波お 之攸由 


一 、 油 一升に 付 五 百 十 文 之 事。 

一、 綿 一 貫に 付 綿 目 十六 貫賣候 事。  - 

一 、 麻 苧至而 之 分 百 目に付 二百 文 之 事。 

一、 紙至而 高直、 下 中 折 一帖に 付 三十 二三 文。 右に 准 じ 候 紙 直 段 之 事。 

一 、 とうふ  一 丁に 付 三十 文、 同 油揚ー 丁 六 文。 右に 准 じ 諸 色 格別 高直。 

一 、 御上より 樣々 御 救 方 被 仰 付 候へ ども 乞食 多く 出來、 御上より 被 仰 出 有 之、 御 家中よりも 

救 米 等 多 出 候 事。 

十月 六日。 前 田齊泰 その 食膳 を 節減す。  - 

〔官 私隨 筆〕 

月 五日 

一 、 御用 之 間へ 被 召、 御 膳 米 御 減少 被 仰 付 候 事 御意 有。 其 儀 播州 等へ 密に 物語いた し 候處、 

翌日 定番 頭 等へ 對談之 節 其 由內々 はなし 候と 申入。 依 而其趣 以小左 衞門申 上 置 候 也。 

〔諸事 要用 雜 記〕 

一 、 當年 凶作、 此節 所々 用 米 も 指 支 候：^。 右 等 之 年 柄 之 思 召 も 候 哉、 御 愈議之 上、 當分御 膳 

米 內之御 減少 被 仰 出 候。 其後當 月末に 小頭 被爲 召、 御 膳 米 御 減少 も 被 仰 出 候に 付、 是迄之 通 
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に 仕上 候に 不及段 被 仰 出 候 事。 

一 、 當時 朝. 夕 一汁一菜、 御 夜食 は 一 汁 外 煮物に 御 一 菜と 相 成 居候 處、 思 召 被 爲在候 哉、 常 分 

朝. 夜 御 一 菜、 夕 は 是迄之 通と 被 仰 出 候" 是迄 とても 御麁 菜に 被爲在 候處、 右 之 通 被 仰 出、 御 

用 部屋 初 奉 恐 入、 奉 願 元 成に もと 申 上 度 候へ 共、 被 爲思召 付、 御身 分 之 御 愼に被 仰 出 候 哉 之 

御樣 子に 付、 其 儀 も 仕 兼 候 由。 仍而 寒天に も 向 候 事、 御 一 菜と 申て は 御 汁 無 之 時 も 御-ぼ 候が、 

其 儀も甚 如何 敷奉存 候。 仍而御 一菜 之 節 は 御 汁 迄に 被 仰 付、 且御 1< ^物に 而も、 御 汁に 代り 候 

程 之 御 品 は、 御煑物 迄に 而宜、 猶更取 計 指 上 候 樣申談 ベく 段 申 上、 其 段 御 K 奉行. 中談候 

.3- 

一、 右 之 趣 御 奥へ も 通じ 可然 由に 而、 則 委曲 小 野 崎へ 申 含 候。 右 御 一菜に 相 成 候に 付而 は、 

御 奥より 被 進 候 御 料理 も 可然取 計、 是 迄と は 相 增候樣 之 儀 は 御 趣意に 遠 可 申 由、 と 申入 J 叮 

候 事。 

十月 六日。 前 田 齊泰、 改作 奉行 等に 救窮の 方法 を 誤るな からしむ る こと 

を 諭さし む。 

〔本 多 政和覺 書〕  .. 

十月 八日 


一 、 御 郡 奉行 廣瀨平 之 丞等郡 方 見 分 之樣子 追々 言上 有 之、 御 心痛 被 思 召 候。 右に 付 去 巳年 凶 

作 之 節、 御 取 救 過分 之 處茂有 之 棘 被 聞 召、 尤御取 救 過 候 儀 は 其 分に 候へ 共、 又 中には 不行屆 

處茂可 有 之 候。 何れ 郡 方 改作 之 人々 詮議 委 からす 樣に被 思 召 候 間、 此節 入念 申 渡 候 様 等 之 i^.、 

月番 被 召 此間被 仰 出 候に 付、 今日 改作 專務之 人々 呼 立、 一 統 二の 間 相 同じ 右 之 趣 申 聞、 郡 方 

之 人々 へ も 跡々 申談。 

十月 十一 一日。 前 田 齊泰の 子 利 順の 病 麻疹と 決定す。 

〔官 私隨 筆〕 

i 月 二十日 

一 、 龜 丸殿當 九日より 御 熟 有 之 候處、 十二 日より 御 麻疹に 御 治定、 御 順 症 之 旨 申來候 由に 而、 - 

御用 番 より 今 曉廻狀 到來。 今日 出席 之上以 五兵 衞恐悅 申 上 候處、 御喜 悅之 旨以 同人 被 仰 出。 

十月 十一 一日。 凶年なる を 以て 收納 取扱 及び 窮民 救 濟に關 する 心得 を 諭す。 

〔御 邯典〕 

當年 不順 氣に而 作 鉢 不宜、 中には 厚 難 之 村々 も 有 之 由。 其 上 當作之 儀、 一 村 之 tc にも 格別 屮 

乙 有 之：^。 左 すれば 撰 方 も 不同 可 相 成 害。 別 而ケ樣 之 年 柄に 候 得ば、 他 之 釣合に 不相 泥、 少に 

而も 有餘之 村々 綿密に 遂 穿鏊、 御 收納方 成限爲 相勵、 御取箇 物-様 之 持 合 を以、 何分 都 八：： 致 候 
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樣心 懸尤之 事に 候。 且亦 村々 困窮 人 共 取續之 儀、 聊無 油斷相 心得、 手早く 立 廻、 不^ 凯娥介 

抱 方 等 急 度 可 致 指 引 候。 何れに も ケ様之 時節、 彌以ー 統 精力 を 盡し、 從來 * 元 也 之 者 幾重 

不货は 不承 にも 爲致 不肖、 小 前 之 者 稼 穑に不 相 離 様、 精 赏を以 深切に 取扱 候 は，、、.、 下々 入：； 状に も 相觸巾 

間 敷。 元より 村々 作柄 等 厚薄に 應じ 取扱 之 不同 は 可 有 之 筋キ、 致 心服 候 之 度 偽に 攸條、 

是等之 趣 深 令 勘辨、 何れも 厚 心懸遂 詮議 候 儀 肝要 之 W に 候。 右 之 趣 諸 郡 組々 主附. ^も 夫々 可 

及演述 1^ 事。 

申 十月 

右 十月 十一 一 日有賀 甚六 郞樣御 家老 御 同席、 御 算用 場 御 奉行. 御邵御 奉行. 御 改作 方 御 奉行 御 立 

會、 諸郡惣 寄 御 呼 立、 夫々 御 演述、 別紙 御 書取 御 渡、 末々 取 极方靈 々被 仰 波 候 *。 

十月 十六 日 

惣 年寄より 右 之 趣 廻狀之 事。 

月 十三 日。 石 川 郡本吉 及び 能 美 郡 小 松の 驟擾 を鎭撫 したる 改方 與カ以 

卜に 賞 賜す。 

〔每日 帳 書拔〕  . 

十月 十三 日  / 


V 


一 、 七月 晦日 夜 本 吉町騷 立 候 付、 八月 朔日右 御 縮 方 御用 改方與 カ吉田 市十郞 .齋§ 次馬へ 

申 渡 候處、 卽刻發 足 彼 地へ 罷越 候。 然處 同夜 小 松 町 凝立 候 付、 翌 二日 右 御 縮 方 御用 市 十郞へ 

申 渡 差遣、 左 次 馬 は本吉 町に 居留、 兩人共 御用 向出 情 相 勤 候 付、 與 力へ 銀 二 枚 計、 足輕 小頭 

へ 銀 五 匁 計、 足輕へ 金百疋 計、 加 人へ 銀 三 匁 計 充可被 下 成 之 旨、 伺 之 通 被 仰 出。 

十月 十五 日。 前 田齊泰 郊外 千日 町に 放鷹 を 行 ふ。 

〔諸事 要用 雜 記〕  ， 

,— 月 十五 日 

一 、 今日 九つ 三分 御 出、 千日 町 町 端より 御鷹 野、 所々 御 廻り、 示 野 渡船 御 渡り 被 遊、 大豆 田 

口より 御上り、 六 鎌 下 御 11^ り 被 遊 候 事。 

十月 十九 日。 此の 夜 降雪 あり。 

〔珍事 留帳〕 

一 、 十月 十九 曰 夜 雪 六 寸餘り 降 候 也。 

一 、 同廿 五日 丄ハ 日に 雪 一 尺 五 寸計降 也。 

一 、 米 町責ー 升 百 二十 三文。 

一、 綿 代 一 貫に 付 十二 貫 五分 賣候 也。 
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一 、 諸 園 共 不作に 付、 何に 不依 1  は 物 は 萬事拂 底に 而 高直 也。 

十月 廿ー 一日。 前田慶 寧の 病 麻疹と 決定す。 

〔御 家老 等留〕 

, -月廿 九日  、 

一 、 犬 千代 丸檨 廿日より 御 熱 氣被爲 在、 廿 二日 御 麻疹に 御 治定、 町 飛脚 日！ 1 り 早 飛 W 今 = 

到來、 御容 子等 主 附助萬 之 助より 來。 右に 付 相 公 檨.^ 恐悅申 上、 拙者 出席 不 中..」. - に：；；^ 讯；^ 

申 上 候。 下物 執筆より 指 越、 御用 番 お出す。 

〔本 多 政 和 覺窨〕 

十月 廿 九日 

一 、 犬 千代 丸樣御 麻疹 之處、 御 順 症に 被 成 御座 候 旨、 御附 方へ 申來候 紙面 披 兄に 被 出。 右に 

付 丹 州 初 若年 寄 中 迄 松 之 間 二 之 間 列座、 御 近習 頭 佐 藤 维人を 以恐悅 申 上 候處、 常 一而、，^.^ ん， 邳 

喜 悅被思 召 候 旨 御意 有 之。 

十月 廿 三日。 前 田 齊泰の 子 利 順の 麻疹 癒え、 酉 湯 を 浴す。 

〔官 私隨 筆〕  ， 

f 一  月 二日 


一 ， 龜丸 殿御 麻疹 御 順 症 御 肥立ち、 前月廿 三日 御酒 湯 被 召 候 旨に 付、 以茂兵 衞恐悅 申 上 候處、 

以 同人 御喜 悅之旨 被 仰 出。 

十月。 綿の 價 騰貴した る を 以て その 相場 を 公定す。 

〔御 郡 典〕 

卷目之 上、 御 算用 場 奉行.^ 

綿 直 段 引 上、 小 前 之 者 共 機 渡世 致 難儀 候 鉢に 付、 去年 出 來之分 一 駄に付 二十 五雨に 致 商賣候 

害に 候條、 御 郡 方 綿商賣 いたし 候 者 共、 右 直 段 を 以賣渡 候 樣可申 渡 旨、 御 郡 奉行 等へ 可 被 申 

談候 事。 

申 十月 

！. 月。 本年に 限り 圍极の 量 を 減ずべき こと を告 ぐ。 

〔郡 方 御觸〕 

付 札、 御 算用 場 奉行お 

非常 之年栖 御救爲 御手 當、 御收納 米之內 より 正 米 二 千 五百石 之圖 を以、 天 保 四 年より 御^ 粗 

被 仰 付 候 所、 重 而御兪 議之趣 有 之、 昨年より 七 千 五百石 相增、 都合 正 米  一 ^石 御 阅&、 年々 

御 用 被 仰 付 候へ 共、 今年 不順 氣に而 御領 國 不作 之 所、 右 之 通 一 萬 石 粗 納被仰 付候而 者、 一 
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統可爲 難 & に 付、 格別 之 趣 を 以當ー 作 天 保 四 年 被 仰 付 候 通、 正 米 二 千 五 W: 石 被 仰 付、 明年よ 

り 年々 一 萬 石 充被仰 付 候條、 被 得 其. ぜ r 御 郡 奉行へ 可 被 申談候 事。 

丙 申 十-月 

十 一 月朔 日。 是日 以後 寺島藏 人の 處 分に ■ して議 す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

十 一 月朔日  - 

1 、 御 透に 被 爲在候 は.、、、 播磨 守. 又三郞 御前.^ 罷出申 度 候 問、 被？；：！ 候 様 仕 .：^」：：、 以執 

三郞 等へ 申達 置 候 所、 今日 者 御用 多に 被爲在 候、 不差急 儀 候 は，.、、 明 r" にも 可 被お 哉 之 it 被 

仰 出 候に 付、 差急不 申に 而者無 之 候へ 共、 御用 多に 被 爲在候 は  >、 叨：： ：： に 而も^ 岡 •.fs.it 巾 

達 置 候處、 九 時 過 被 召 候 旨に 付、 又三郞 同道 御用 之 間へ 罷出、 寺 a. 藏人 手前 之 俄、 先 Si! 而被 

仰 出 候 趣に 付、 其 後手 筋々々 を 以閒合 候處、 品 を 差 取組 * 等 相 顯候儀 は 無 之 候へ =^ハ 、藤に て 御 

役人 等と 取組、 種々 と 御 政事 之 害に 成 候 儀 は 相違 無 之 鉢。 尤御 役人 等 每度參 命」 仕 候 tt 子 御- li 

候。 其 外 下 々より 賄 胳取受 候 儀 も 有 之 様子。 但是は 枝葉 之 事に 而、 本文 は 御 役人 等と 収糾： ^ffi 

等に 御座 候。 右に 付 被 仰 付 方 之 儀、 一通り 之御咎 にて は 相 涛申間 敷、 又其詮 茂お 之 と 奉 

存候 間、 嚴重過 候 檨には 候 得 共、 五ケ山 之內へ 蟄居 可 被 仰 付 候 哉。 松 J ヰお « 御代に は、 這 額 


多 御座 候而伺 書に 調 上 候。 葛 卷權佐 は 能 州 之 內村方 へ 被 遣、 堀 主馬 は 嶋之內 へ fis 被 仰 付 候。 

右 は 常 之遠嶋 流刑と は 品 違 申 候。 藏 人事 如 形 人物に 候へ 者、 金澤 より 通路 有 之 處は宜 ケ問敷 

候 間、 右 之 通 盆議仕 候。 尤御 取扱 方、 常 之 流刑 人と は 夫々 格別に 被 仰 付 可 然と 奉.；：^ 候。 依而 

御 扶持 方 も 十五 人 扶持 之 趣に 調 申 候。 右 之 通 顯れ候 者 大惡も 無 之、 人物 姦成處 を 以被仰 付 候 

儀に 候 得 者、 家 斷絕仕 候 儀 はいか、、、 に 奉存候 間、 養子 主馬 祖父 知行 四百 五十石 之內三 fni 石 計 

可 被 下 哉と 調 置 申 候。 先年 戶田與 一 郎等 召 返 候 時 等、 大：^ 三の 一 計 被 仰 付 候へ 共、 藏 人事 は 

格別に 品宜、 右 之 通 被 仰 付 候 は V- 可 然と 申 合 候。 委曲 御 伺 書に 調 置 候 旨 申 上、 伺 窗上之 候處、 

御 考被遊 可 被 仰 出 旨 御意に 付、 意趣 表 向 伺候 節 は、 御 家老 中へ 茂 示談 仕 可 奉伺 害 御座 候 « 共、 

御 家老 之 內庄兵 衞* 八郞右 衞門钚 は、 成瀨掃 部と 心 易 様子に 候 間、 前廉 より 若々 相 拽候而 者 如 

何に 奉存候 間、 一 往奉 得御內 意、 被 仰 出 候 は、、、 申 聞、 其 上表 向 伺 書 差 上 候 心得に 罷在 候。 依 

而這伺 書 は 前 月 調 候 儘に 而、 月 付け 茂 違 ひ 日付 も 無 之 候へ 共、 口上 計に 而者 いか、.、 に 奉存候 

に 付、 入御 覽申候 ilH 申 上。 且大學 秦誓之 條に有 之、 人物 钚其 品惡 事と 申 儀 は 無 之 候へ 共、 人 

のき ある を惡 み、 紊聖 なる を 不通と 申處 にて 放流 仕 候 儀に 御座 候。 藏人は 其處へ 相當候 人物 

と 丹 後 守 申罷在 候。 右 之 章 仁人 流 之と 有 之、 仁人と 申が 眼目 之處 に而、 至極 之 仁人に 而無之 

而は、 右 之 通 大惡有 之 人に て 無 之 故、 其 儘に 仕置 候へ 共、 右 様 之 人物に 而政 ¥之* に 成、 下 
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々成立 得 不申處 有 之 故、 仁人 は 放流 之 仕 候と 申 意味に 御， MI^ 杯と、 是又申 八：： 罷在 候， も 御座 

候 旨 等 申 上、 返 去 之 事。 

〔本 多 政和覺 書〕 

十一 月 二日 

一 、 八 半時 前 余. 又 三 郞被召 候 旨に 付、 御用 之 間へ 罷出 之處、 昨 H 相 伺候 寺 « 藏入 $m、OR:I 不被 

爲在 候。 配所 之 儀、 金澤 より 通路 有之ケ 所 は 宜ケ間 敷 候 間、 五ケ山へ 可 被 造 哉と 之 伺候 へ „ ^ハ、 

能 州崎 之 內へ被 遣 候と も、 御 縮 所 之 儀に 候へ 者 通路 は 有 之 問 敷と 被 召 候。 M 流刑ながら、 

五ケ山 者嚴 重なる 樣に相 聞え 候。 藏人者 外 流刑 人と は 格別 結構に 可 被 仰 付と 之 趣に 候へ 者、 

同 敷 は 嶋之內 へ 被 遣 候 方可然 候、 いか.、、 に 候 哉 之 旨 御意に 付、 先 iS> も 其 儀 申 八！： 不 中に 而者無 

御座 候へ 典、 嶋之儀 は 御 縮 所 之 儀に は 御座 候へ 共、 先年より 密々 通路 仕 候 者 無 之に 而も 無 御 

座 候。 尤表向 者 通路 無 御座 候 趣に 候へ 共、 右 之 通に 御座 候 間、 五ケ山へ 被 S お 候 # 者、 其處 e 

重に 而可然 哉 M> 申 合 候 故、 加 様 奉伺 候へ 共、 被 仰 出 之 上 は 今 一 往申合 可 申 上 lln: 申 上 候處、 伺 

紙面 文中、 蔭に 而 取組 御 政事 之 害に 成 候に 付、 御 咎等之 儀 僉議仕 候 様 被 仰 出 候と 有 之。 "だは 

加 様に 被 仰 出 候 事 者 無 之 候。 播磨 守歟、 先達 而藏 人手 前 之 事 段々 申 上 候 故に 候 はば、 御 答 等 

之 隨僉， 議仕候 樣被仰 出！^ 事に 候 間、 重 而伺害 差 上 候 節、 調 直 差 上 候 様 御^に 付、 尤其心 iJ: に 


罷在 候へ 共、 調 方 荒 目に 而相分 兼 申 候と 奉存候 間、 重 而調直 差 上 可 申 旨 申 上。 畢而 先年 金 龍 

院樣 段々 被 仰 出 之 趣、 帳面 入御 覽候 樣、 先刻 丹 州 召 被 仰 出 候に 付、 右 帳面 又 三 郞持參 被 入御 

覽候 所、 御 覽相濟 、其 節 一 緖被仰出候山本中務.大田小又助、當時心得方ぃか>有之哉と御」^- 

に 付、 小 又 助 は 折々 藏 人と 出會仕 候樣 子に 候へ 共、 糙か檨 と 申 儀 も 承不申 候。 中務は 近頃 藏 

人と 申 分 仕、 其 後 通路 不 仕樣 子 承 申 候 旨 等 申 上 返 去 之 事。 

〔本 多 政和覺 書〕  - 

！ 一  月 三日 

一 、 昨日 被 仰 出 候 寺嶋之 事、 能 州へ 被 遣 候と も、 縮 方 之儀嚴 重に 有 之 候へ 者 無 彼是 儀。 何れ 

一 通りから ざる 人物に 候 間、 五ケ山へ 被 遣 候と も、 彼 仁 存生 中 は 急 度 心得 無 之 而は不 相 成 依。 

五ケ山へ 被 遣 候と て、 油 斷仕候 而者必 其 害 可 有 之 儀。 何れ 被 仰 出 之 上 を强而 五ケ 出へ と 申 上 

候に も 及 間 敷と、 丹 州 等 申 合、 右 無 存寄旨 等 月番 御前，^ 被 申 上 候 事。 

〔本 多 政和覺 書〕 

！ 一  月 四日 

一 、 昨日 寺嶋ー 件、 今朝 御 家老 中.^ 及 示談 候 所、 同意 之 旨 被 申、 其內御 扶持 高 之處、 十五 人 

扶持 は 結構 過 可 申 哉 キ八郞 右衛門 被 申 候に 付、 猶 しらべ 候處、 葛 卷權佐 者 八 百 五十石に て 十 
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来 症 は 来 性 


人 扶持、 多 賀阜人 一 千 石に て 二十 人 扶持、 關屋雲 八郞者 四百 石に て 二十-. - 扶持に て、 さして 

知行 之 高下に も拘り 無之樣 にも 見え 候 故、 猶又申 合、 右 中 川 心 付 候 趣 を も 申 上、 此上は m 心 召 

次第 被 仰 出 候 樣申上 可 然と 之 事に 付、 余 • 月番 御前. 罷 出度 之 旨、 將監を 以申上 候處、 八 時 前 

被 召 候に 付、 御用 之 間へ 罷出、 御 家老 中 存寄無 之に 付、 本文 伺候 旨 申 上、 伺 害 差 上、 御 抉 持 

高 之 儀に 付 八 郞右衞 門 申 聞 等 之 趣 を も 申 上 候處、 以御 朱書 可 被 渡 下 it 御 £ に 付、 及 御 JfS 退去 

之 事。 

一 、 右 伺 紙面 夫々 伺 之 通、 御 扶持 高 は 十五 人 扶持 被 下 候 旨、 御 加筆 物 月番. 以御 近お 被 渡 

ho 

十一月 二日。 本年 凶作なる を 以て 租 米の 檢 查を寬 にす ベ きこと を 命ず。 

〔司 農 典〕  - 

當年諸 郡 不一 方 作 難に 付、 納米米 症 撰 方 之 儀、 諸 郡より 願 出 候に 付、 別紙 之 通 改作 方 御^ 奉 

行 申 聞 候に 付、 寫相達 候條、 被 得 其 意、 夫々 可 被 申 渡 候、 以上。 

十一月 二日  御 算用 場 

御 郡 奉行 中 

當年諸 邯 共 不一 形作， 難 之 所、 御藏 幷町藏 共 納米米 症 撰方甚 敷、 一 統及 迷惑に 候 趣、 si® 共 » 


出 候に 付、 重々 遂 詮議 候 上 御 達 申 候。 元 來當年 不順 氣に而 虫 附病等 多、 惣別 柔弱に 生 立、 米 

性甚 不宜、 夫々 仕 立 候 處厨米 多、 精米に 可 相 成分 拂底 至極。 併 御 收納米 之 儀 はいかに も 米 症 

撰 立可納 儀に 候 得 共、 右不 熟に 付 平年より は 米 性 可 相 劣 候處、 諸 代官 幷町藏 撰方甚 敷、 數度 

仕立爲 直、 省き 米 多いた し持歸 候に 付、 一 統致 迷惑 候。 中に も 町 藏には 格別 嚴敷相 撰 候，： 1: も 

有 之 棘に 御座 候。 當年步 入 方 格別 進み 兼、 所々 用 米 等 も 指 支、 於 役所に 重々 遂 詮議 罷^ 候處、 

右 樣撰方 甚敷相 成候而 は、 厚 難 之 村々 等 必至 キ及 難儀 申 候。 尤御收 納米等 之 儀 危抹無 之 趣 は 

重々 申 渡 置 候 儀に 候 得ば、 於 村々 に 精 誠 仕 候 米 可成 丈 爲相納 申 度。 右 様お 米 等 多 相 成候而 は、 

彌御收 納方指 支 可 申 候 間、 諸 代官 幷所々 町 藏.^ 、 右 之 趣 相 心得 納可申 旨、 急速 被 仰 渡御 座 候 

樣 仕度 存候。 則 諸 郡より 指 出 候 * 付等繼 立、 夫々 御 達 之 申 候、 以上。 

I 月 二十 二日  中 村 節 

石 黑左門 

御 算用 場 

十 一 月 四日" 前田慶 寧の 麻疹 癒え 酒 湯 を 浴す。  ， 

〔官 私隨 筆〕  ， 

十 一 月 十三 日 
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一 、 犬 千代 丸 様 御 麻疹 御 順 症に 御 肥 立 被 遊、 當 四日 御酒 場 被 爲引候 由、 江戶 より 申 來、、 各 上 

下に 改 列座、 以牽 次郞御 祝詞 申 上 候 所、 御喜 悅之旨 以間入 被 仰 出。 

十 一 月 四日。 河北 郡俱利 伽羅 權現社 及び 石 川 郡 白山 木宫坊 4- 災に權 る。 

〔續 漸得雜 記〕 

天 保 七 年 申 十一 月 四日 曉天、 倶利 伽羅 茶屋より 出火、 多分 類燒。 長樂 寺お 坊者殘 り、 山門 • 

社堂不 殘類燒 之よ し。 同 白山 下 御坊 出火、 其 飛火 白山 社 前 杉. に 移、 拜殿 M 根. 移り 可 申處、 

早速 伐倒し、 宫の 屋根 ま はり 燒失は 無 之。 上下 靈社之 火災 珍^ キ申 に 候。 

十」 月 四日。 寺 島 葳入能 登 島に 配流 を 命ぜら る。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

• 寺 to  0 人 

御手 前 儀、 心得 方 不可 然儀有 之 候に 付、 先年より 每度御 咎等被 仰 付、 就屮佥 ffi 院様 御代、 文 

政 二 年 御 咎被仰 付 候 節、 段々 被 仰 渡 之 趣 も 有 之 候處、 今以其 身に 不預儀 を、 陰に て 取 糾之族 

共 相 聞、 御 政事の 害に 相 成 候。 假令志 は 御 爲キ相 成 候 儀に 候 共、 致方不 iRi 故 比 山 以御不 f と 

成 儀に 候。 全 鉢 御先 代 樣被仰 出 之 趣 を 忘却 仕 候 段 不屈 千 离に被 思 召 候。 依 之 能 州 ft 之內 CAW 

被 仰 付、 御 知行 被 召 放、 於 配所 十五 人 扶持 被 下。 配所へ 發足迄 は、 人 持 御 预被成 候 事。 


御屋敷 は 長 

氏 


十一月 四！ n 

〔珍事 留書〕 

一 、 御馬 廻 頭當時 御免 頭分 知行 高 四百 五十石 居 屋敷 味噌 藏 町に 而寺嶋 藏人キ 申 人、 是迄 度々 

御 尤被仰 付 候處、 其 心得 も 無 之 哉、 御 政務 萬 端に 障 候 儀 有 之 由に 而、 能 州嶋の 地へ fie 被 仰 

付、 彼 地に おいて 十五 人 御 扶持 被 下 置 候。 當分本 多圖書 殿.^ 御預之 事。 

右 被 仰 渡御 屋敷に 而有 之。 當月 御用 番也。 御 詰 合播磨 守檨. 奧村內 膳榇、 大小 將 横目 兩人、 御 

徒 横目 兩人之 事。 右當日 四日 也。 御屋敷 諸 場 相 立、 給 人 一 統. 足輕 一 統御 觸附 有之罷 出。 餘糾 

は 役柄に より 罷出。 且幕 六つ 時頃藏 人被罷 越、 上段 之 御 間へ 被 通 候。 被 仰 渡 丸 盡御間 也。 被 

仰 渡 之 上 夫々 御 法 之 通に 相 成。. 上段 之 御 間 へ 座 付 也。 同 御 間 指向 ひ、 御上 御徒 一 人 代り 代 

りに 相 詰、 御緣 側へ 御 組方兩 人. 平 給 人 一 人 代る く 相 詰る。 上段 之 御 間. 櫻 之 御 間 境 御^ 紙 

建 切り、 樱之御 間.^ 惣給 人相 詰る。 繾之御 間へ 足輕 多く 相 詰る。 是者 捕手 之爲 なり。 都而御 

問 等 御館 廻り 警固嚴 重なり。 翌日 朝 五つ 時 過、 本 多圖書 殿より 役人 指 添 迎に來 る。 上段 之 御 

問に 而裝束 着替、 髮も結 直し、 流人 御作 法 通りに 相 成る。 右 装束 園窗 殿より 持參 也。 髮結も 

圖窨 殿御 家來 也。 夫々 用意 相涛候 上、 御上 御 横目 圖窨殿 役人.^ 引渡 申 候。 且 七十 疊 敷御緣 よ 

り 砂 庭へ 假壇橋 か、 り、 此所 に而菊 籠に 乘せ、 夫よりから 門 を 出、 表 御門より 通 候 S -。 
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右藏 人、 當時之 御 政務に 彼是 批判いた し、 他 役に 取組、 何 か -g: に 相 成ん 之 由。 

〔寺 島應養 流謫の 記〕 

天 保 七 丙 申 十一 月 四日 早 起 如每、 登 樓筆を 採て 靑綠 山水 を « く。 干 時 小敬齋 より、 奇絕之 

窨書 有り、 來りて 見よ との 窖翰來 る。 予之 好處、 且久 敷不接 面晤、 依而欲行。短：^=uhに至る、 一 

飯 を 食し 則 行。 主人 互に 平安 を賀 し、 後出す 處の窨 は、 稈正齋 がま：； 雙幅 也。 奇なる 哉此. S 幅、 

予が舊 友 富 田源內 IIS^M 伯が 珍藏 する 處の 物にして、 且而 見る 處の物 也。 共 他^人の * 書 あ 

り。 程 子の 幅、 富 田痴龍 翁之傳 si、 曁岡野 友輔が Si あり、 則 幅に 添。 wsi 中に •： ム。 に：： 山 本源 

右衞 門の 所藏の 物にして、 葛 卷權佐 昌興議 所の 壁 間に 掛、 愛 a する 所の もの 也と。 11^ 偽雖不 

可 知、 誊體 古雅、 誠に 可 尊 可 敬。 雅談終 昌興之 事に および、 こ、 ろに mr 昌典辛：誠忠^^の！^ 

たる こと 賞歎數 刻に して、 尙 情を殘 して 出、 原 黄 幅.^ 立より 此頃睐 ffl 之 情 を演、 心.：^ 敷 家に 

歸。 然處門 內に人 有り、 從 何方と 尋 ぬるに、 長 又 三郎使 也。 怪 み入而 紙面 を 見る に、 御 川.^ 之 

追 付 長家.^ 可 出 キ之誊 面 也。 依而 妻子 家臣 を 集め、 何れに も是 自分 家 之 凶 W 至る 處也。 何れ 

も 其 心得に 而可罷 在. キ 申入。 長家.^ 行處、 門內釣 提灯 其備 不一 方。 廣 間へ 通。 高 張 g£ 

也。 暫 して 御 横目 g 磉 Igl^g 誘引、 帶刀を 取 候樣申 聞。 從夫 又三郞 前.^ 出る gj^§。 御^ 立 を 

以、 能 州，！ 1? 地.^ 蟄居 被 仰 付、 御 知行 被 召 放、 十五 人 扶持 被 下。 配所 出 來迄人 持 御 预 と 也。 懷 


中 下げ 物、 御徒 橫目兩 人 可 請 取 之 旨 申 聞、 相 渡す。 曉 天に 至 而食多 一一 g 。警衛 之 士多、 いづれ 

も 無 刀、 予が前 を 過る 者 中座 之 敬を不 失。 翌五 日本 多 圖書政 守.^ 御預と 成。 長家に 有內、 い 

づれ. ^御 預と云 事を不 聞。 五 時 過 本 多 家 之 家臣 罷越、 衣服 を脫替 させ、 本 結を拂 ひ、 紙に 而 

結へ る。 衣服、 H リナ シ、 紐 付、 帶 なし。 長家 を 出る 時、 警衛の 士數多 手 を 付いて 伺 向す。 

故に 進而及 挨拶、 式臺横 間之內 より 乘 物に 乘出。 途中の 衞士 都合 五十 三人。 四つ 時 過 本 多 家 

お 著、 乘 物の 儘 間の 內.^ かきいれ、 あやしの 囚屋 にいる。 圖書 挨拶、 可 相愼之 旨。 從 此方 も 

及挨 機、 衞士 追々 出で て 挨拶す。 途中 之 警衞之 士左之 通。 

德田太 左衞門 ， 上野 半 左衞門 上 坂 豊 太夫 川 崎 左 平 太 

杉 本 松 之 助 


濱 口 鎌 之 助 岸 川 喜 左衞門 

村 本 善 藏 

右 之 外足輕 十三 人、 都合 五十 三人 

日夜 之衞士 

澤崎七 左衞門 馬 淵 孫兵衞 

川 崎 左 平 太 藤 江 八 百 七 

懸役 家老 
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幸 坂 平 馬 


高 木 豫六郞 

村 谷 忠左衞 門 


上 坂 豊 太夫 

小島 友 右衛門 


內 田 喜太郞 

櫻 井 德三郞 


a 田 鎌 之 助 

"源 八 
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今 村 安右衛門 上野 半 左衞門 德田太 左衞門 小 山 忠 太夫 伊 藤 林 太夫 

上 野 藤兵衞 長 谷川 平 右 1 門 

此外徒 組 髮結役 岸 川 喜左衞 門. 村 本 善 藏等四 人。 

可 隣 妻子 舊恩 之臣 等、 假 初に 別 出て、 豈 計ん 生涯の 離別と なる 事 を。 只 茫然 不辨 之 是非。 

曾 聞、 丈夫 非 無淚、 敢て 離別 之 間に 不濺 と。 歎息 數行、 於此無 語。 

風雪 烈敷、 いと 物 冷 じき 夜半に、 妻子 • 舊 恩 之 ぼ 等 流浪 之， 化と 成、 何れへ 立 S しに や と^ふ 

こ ろの 切なる、 あはれ とも 又い ふべ 力ら す。 

文政 二 年 詠 ぜしを 思 ひ 出ぬ。 

君が ため 民の ためとて 碎く 身の 爲 としなら ぬ 世 を やなげ かん 

君 を 思 ひ、 國 を 思 ふこ、 ろ、 月 花 風雨 霜雪、 片時 茂 わする、 こと あた はす。 今年 荒歲此 社稷 

を 如何。 嗚呼 生 民 何 之 罪 か ある。 悲嘆 無 止 時。  • 

金 龍 公 御前へ 罷出 たる 時、 大地 縫 殿 左 衞門を 以予. ^御意 あり。 世 之 ことわざに、 千疋 の彝缺 

i 狡の 中に、 一 疋眞 猿と 申 事 あり。 千疋 之鼻缺 たる 故に、 一 疋の眞 猿 を 不具な りと して、 終に 

殺と 申譬 あり、 可 心得との 御意 を 蒙りた る 事 あり。 此 御意 子. 孫に 聞かせん 爲、 今爱に 記。 

此沏 主馬 病 ありて 久世 家に あり。 不能 對面之 遣 恨、 何れの 日か盡 む。 


警 衞之士 口々 に 予に吿 る。 追 付 名跡 可 被 仰 付歟の 世評、 頻に 流言す と 也。 然所同 十一 日主揭 

より 主人 政 守，^ 使者 iJ2 を 以て、 今日 被 召 出 之 段 普 爲聽申 越、 此段藏 人.^ 被 仰 付 可 被 下。 

且 安否 茂問吿 越。 使者 を以藏 人.^ 爲申聞 度、 不指 支哉キ 御用 番ぉ窺 候 所、 不指支 也。 此後 

被 召 出 候 御 禮申上 候 儀 も、 使者 を以申 越。 君命 之 委曲、 系圖 帳に 記 を 以而、 爱に不 記" 

高山 深海 之 君恩、 何れの 日 か 報い 奉らん。 予享和 元年 被 召 出、 四百 四十 石 頂戴し、 耳順 之 初 

度に いたる、 およそ 三十 六 年、 秩祿凡 一 萬 六 千 二百 石 を 給 ふ。 黄金に 直して «絲 ず" 刊！^ 組^ 凡 三 

百 五十 貫と 成。 此賜之 御 奉公 何 を致來 や。 嗚呼 君恩 之 重き、 群 此意を 思 ふべ し。 

時烈寒 肌に 透る。 主人 政 守 慈愛 を以、 篗 火鉢 を 被惠。 囚之內 初 而寒を 凌ぐ。 政 守の 慈愛に 報 

いんと て 詠る。 

埋 火の 深き 情に しら 雪の 降と もしら で 過に ける かな 

主人 政 守の 能 節儉を 守る、 下 著. 肌 著 も 悉く 綿 衣 也。 肩 衣. 袴。 予 囚と爲 り、 日 三度 見廻り 之 

砌別之 衣を不 見。 閣門隨 而綿衣 之 旨、 稱 すべ きの 甚也。 

海士 がた く鹽 木の 中に こり もせで た.，、 に 樱の朽 や はてなん 

と 詠し を 忍 出で、 また、  . 

もし ほた く 小 S の 海 士の鹽 木に も 朽し樱 は 世に なに かせん 
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範 良と あろ 

は範 古なる 

べし 


娘應 姜.， ^遣 さんと て か き 置 ぬ 。 

君が ため 民の ためとて 碎く 身の 骨 こそ 父が かたみと ぞ 知れ  . 

十二月 二十日 夜 夢に、 と ある 社に 詣で、 神拜 まんと 入し を、 .>:: 守と おぼしき 入の 歌よ まざれ 

ば 入 まじと 制せ しか は. 

. 民草 を 惠 むの 外に 事ぞ なき 神の 心に なにた がふべ き 

と吟 じ、 神前に 額 づきたり と 見て 覺ぬ。 

〔横 山 政 和 覺窨〕  > 

一 、 寺 島は藏 人と 稱す。 御小將 横目より 俄に 拔擢 せられて、 御- 廻 頭と 成と 云。 天 保 中に f;a 

島の 刑に 處 せらる。 朱 子學者 也。 此 門人 頗 多し。 樞 要の 地に ある 人に 其 派より 出た る は、 成 

瀨 掃部當 職. 篠原監 物 精  一 • 前 田 式部 矩正等 皆 其 學術を 遵奉す。 山 崎 穏资範 良 も 比.：：！ 其 派 也。 

賴母元 善 は 寺 島の 甥 也。 尤之を 尊信す。 成 瀨は晴 雪と 號し、 返 隱後迂 齋と稱 す。 文字 を Si り 

詩 を 作る。 此人々 山 崎 を 除く 外 皆 事務家な り。 

十 一 月 七日。 前 田齊泰 夫人の 病 麻疹と 決定す。. 

、 〔官 私隨 筆〕 

十 一 月 十六 日 


一 、 姬 君様當 七日 御 麻疹 御 治定、 御 順 症 之 事 今朝 申來。 以淸五 郞恐悅 申 上 候處、 以 同人 御喜 

悅之旨 被 仰 出。 

十 一 月 十 一 日〕 本年 不作なる を 以て 食物 を 節し 窮民 を 救助す ベ きこと を 

す。 

さほ 一 

〔觸留 之抄〕 

昨年 御領 國作棘 不十分 上、 當 年順氣 惡く不 熟に 而、 此 * に 候 得 者來年 新穀 出 來迄之 用 米取續 

方無覺 束、 他！； も 同様 之 由に 候へ 者、 入津 米 も 有 之 間 敷、 先以不 容易 時節、 隨而米 愤も高 *、 

下々 可爲 困窮 候。 尤 在方 之 儀 者 常々 粥. 雜炊等 可 致 食用 候 得 共、 加 檨之折 別而無 汕斷相 心得、 

町方 之 者 も 粥 之 儀 者 勿論、 猶又此 節より 雜炊等 を 給、 米穀 成 限 食延候 « 可 仕、 其 餘穀額 之 

品、 漫に费 不申樣 可心懸 候。 且右 # 之年栖 候へば、 身元 宜者は 勿論、 今日 可也 取總候 者たり 

とも、 餘分有 之 者 は、 少々 に 而も 成 限 困窮者 等へ 可 致 助力 候。 尤御教 方 等 可 被 仰 付 候 F 化ル、 

如 形 御 勝手 御 逼迫に 而、 思 召 通に 者不被 行屆候 間、 猶更右 之 趣 厚相 心得、. 御^中 餓李之 者 無 

之 様 可見繼 候。 依 而者是 以後、 萬 一 途中 行 倒 罷在候 者 等 有 之 を 見 請 候 は.，、、 不依 誰々 致 介抱、 

其 者 之 支配人 等へ 申達、 救 遣 候 様に 心 懸可申 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 心得 違 無 之 樣可被 申 渡 候。 尤志 奇特 之 者 共 は、 取 しらべ 交 名 等 可 被 ま I 出 候 
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昨年 御領！： 作 鉢 不十分 上、 當年 順«惡 くに 付、 用 米 取 « 方 無 束、 依 之 別紙.：？ I 之 通り 町 # 行 

等へ 申 渡 候條、 御 家中 之 人々 も 其 趣 相 心 5J:、 自今粥等之內存^^；-次^^：^相用、 米穀 ％ 延攸 « 可 心 

懸候。 儉約等 之 儀 常々 とても、 尤 手前 を而巳 見込 候 儀 者 有 之 問 敷^に 攸»化 ハ、 八， 年 之， 別 

而米價 高貴 等に 付而、 下々 困窮に 迫り 候 者 を 取 救 可 申 儘 赛耍に 候 間、 侍 中 一 統心を 八：：、 たと 

ひ 自分 之 手前に お" いて は、 费之 か、 り 候 品たり とも、 下々 之た めに 可扣成 一;^ 者、 其 通り 取 計、 

困窮 仕 候 者 之 可成 立 筋 を 心 懸可申 候。 是等 之處、 ケ樣之 時節 御 奉公 之 一事 たるべく 候 之 ii:、 

何 茂 油 斷有之 間 敷 候。 

一 、 右 之 通り 之 年 柄に 候 所、 御 家中 之 人々 等 之內、 高 構 鳥 等 致 所持、 こぬか 等^ 攸， i^.;^ 之牀。 

不都合 之 儀に 候 間、 當分飼 鳥 等 仕 候 儀可爲 無用 候 事。 

但、 鷄* 犬 等 者 心得 も 可 有 之 候 事。 

一 、 雜 穀類 品々 費 候 儀 有 之：^ に 候 間、 精 誠 相 心得、 之 飼料たり とも、 平年 M« に 扣川候 « 

に 而者有 之 間 敷 候條、 人々 手前に て 得 卜す 吟味 可 仕 候。 

一 、 一 分 之 儀 者 猶更精 誠遂儉 約、 無用 之 费無之 様相 心得 可 申 候。 但 手前 之儀儉 約いた し 候と 


て、 家 來钚相 減 候 儀 等 者 尤有之 間 敷 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組 • 支配 不相洩 樣可被 申 渡 候、 以上。 

十 一 月 十 一日  長 又三郞 

〔本 多 政和覺 書〕 

十一月 十一 日 

一 、 當年々 柄に 付 町. 在 之 者 猶又無 油斷、 頃日より 雜炊等 を 用、 穀類 费不申 様 心懸、 困窮者 へ 

助力 致 候 儀 厚相 心得 可 申 旨 等、 町奉行 へ も 申 渡、 御 家中 へ も存寄 次第 粥. 雜炊等 之內相 用、 其 

外 鳥 構 等 無用 之 儀 等 申 渡 有 之。 右二 通 組へ も 可 申 渡 旨に 而、 添 紙面に 而 又三郞 より 來る。 

十 一 月 十 一 日。 寺島葳 人の 養子 主馬に 祖父の 名跡 を 襲が しむ。 

〔本 多 政 和 覺赛〕 

十一月 十一 日 

一 、 左 之 通 各 列座 內膳 席に て 被 申 渡、 御橫 目高 畠 右衞門 誘引。 

a 父 右門 へ 被 下 置 候 知行 四百 五十石 之內  寺嶋故 右門 跡相續 

一 、 三百 石  寺 嶋主馬 

右 主馬 養父 藏人儀 不屈 千 萬 之 儀 有 之、 御 知行 被 召 放、 能 州 之內へ 被 仰 付 候。 然共御 
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七三 四 

家久敷 家筋 之 儀、 且 前段 ffi 召 之 趣 も 有 之に 付、 主馬 俊 祖父 右 衞門爲 名跡 被 刀" 出、 如 此被下 

之、 組 外へ 被 加 之。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

十一月 十一 日、 寺 島藏人 養子 主馬 被 召 出、 御 知行 三百 石 祖父 之爲 名跡 被 下。 

〔每日 K 書拔〕 

十一月 十一 0 

一 、 寺嶋 主馬 儀 祖父 之 跡 相續、 結構 就 被 仰 付 候、 養父 藏人 方へ 爲知申 度、 御. m り 人 本 多お * 

方迄以 使者、 無 急 度 普 爲聽申 遣 度 旨 內談之 趣 申 聞 候 付、 的 例 は 無 之 候^ 無據& に^/  M 

之 S は 各 別に 承 雁 置 候。 尤 以後 時々 之 用 は 不相成 段 も 申 聞 S 候 S -。 

十 一 月 十一 一日。 凶作に 付 諸 郡 引 免 代り 用捨 米 及び 變地償 米の 額を定 む。 

〔本 多 政和覺 書〕  . 

十 一 月 十一 一 日 

一 、 當年御 引 高 候 儀、 先達 而ょり 段々 詮議 有 之、 十九万七千石餘御用捨米.？.^^^ ,仍趣 ノ- 1 

御 勝手 方に 而申 渡。 

日 一 御 貸 米に 被 仰 付 候へば、 過分 之 米 數故米 出方 六ケ 敷、 巳年 之 如き 引 免に 被 仰 付 候へ 者、 1> 


處は宜 候 得 共、 當年は 作 難に も 村 柄に 寄 皆 不納 之 所 茂 有 之 故、 左 樣之所 如何 知。 行 之 人々 は、 

當 年中に 是非 御 償 無 之 而は難 相 成。 然處右 銀 等 之 出 道 六ケ敷 故、 先達 而御 算用 場より 役人、 

遠 所 切手 之內 三十 五 石 計 御 借 上、 跡 六十 五 石 之 御 算用 場書替 切手 相 渡 候 仕 法 申 聞 候 得 共、 重 

議之 上、 右遠 所 切手 不殘御 召 上、 其 內に而 引 免 代り 御 用捨 米 之 事に 取极、 右 切手 を 追々 

御拂 にいた し、 其 代 銀 を 以右御 召 上 候 方へ 渡 候 事に 食議相 極、 今日 其 趣 も 申 渡。 

右 切手 御 召 米 之 事 十六 日觸 出。 

〔1^ 方 狭觸〕 

就 作 難 一 作 引 免 代當御 收納御 用捨 米 高 

一 、 一 萬 三千 九 百 石  能 美 郡 

一 、 二 萬 八 千 四百 石  石 川 郡， 

一 、 一 萬 千 六 百 石  河北 郡 

一 、 二 萬 二 千 百 石  口  . 郡 

一 、 一 萬 八 千 石  奥 郡 

一 、 四 萬 九 千 石  礪波郡 

外 千 二百 石  五ケ山 等  t 
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， ニー 3? 四千 石 

， 二 萬 九 千 四百 石 

\ 十九 萬 七 千 六 百 石 

、 千 二百 八十 石 

、 六 百 十五 石 

、 三百 九十 四 石 

、 七 百 五十石 

、 三百 九十 石 

、 九十 四 石 

、 百 十四 石 ■ 

、 百 九十 五 石 

、 八十 七 石 

、 千 三百 三十 一 石 

、 六 百 十八 石 

、 千 七 石 . 


ォ君 

亲" お 

能 美 郡 新 變地御 償 米 

石 川 郡 古 變地御 ffi 米 

同 郡 新 變地御 償 米 • 

河北 郡 古 變地御 ffi 米 

同 部 新 變地御 償 米 

口 郡 古 變地御 償 米 

同 郡 新 變地御 償 米 

奥 郡 古 變地御 償 米 

同 郡 新 變地御 ffi 米 

礪波邵 古 變地御 償 米 

同 郡 新 變地御 償 米 

射 水 郡 古 變地御 償 米 


一 、 千 三十 一 石  同 郡 新 變地御 償 米 

一、 千 四百 二十 四 石  新 川 郡 古 變地御 償 米 ， 一 

一 、 千 五 百 十二 石  同 郡 新 變地御 償 米 

ズ 一 萬 八 百 四十 二 石 

申 十一月 

〔諸 郡 御用 留〕 

其 許 中致歸 村、 今般 御 用捨 米 申 渡 候 節、 此中被 仰 渡に 依而、 配 當方之 儀 委曲 申 談置候 通に 候。 

此度作 難に 付、 格別 御 用捨 米 茂 被 仰 付 候 儀。 乍 去 一 村お 相 當候而 は、 行屆申間敷に而可^^之 

候 得 共、 御領 國に而 は 莫大 之 御 損 毛、 誠に 御當節 過分 之 御 引 方に 相 成 候 儀に 候 間、 村々 配當 

之 儀 是迄仕 來茂可 有 之 候 得 共、 此年柄 之 儀に 候 間、 其 村々 和 熟 を以、 身元 宜敷者 共 互に 堪忍 

いたし 合、 配 當可致 儀に 候 間、 高 持 之 者 共.^ 厚 申談候 間、 何分 綿密 之 詮議 有 之、 心服 を 以収治 

之 儀 專要之 事に 候。 且又 困窮 人お 致 助力 見 繼方等 之 儀、 今般 段々 別紙 深 御仁 を 以御觸 渡 之 

趣、 先達 而申渡 置 候 得 共、 今度 其 許 歸村配 當方申 渡 之 刻、 別紙 御主 意 猶又懇 に 村々 役人 共 等 

, ^申 示し、 末々 不相洩 可 爲致會 得 候。 非常 之 年 柄に 付、 於 御上 も甚御 心痛 被爲 在、 御 救 方 等 

も 夫々 相 應被仰 付 度 御 趣意に 候 得 共、 御 勝手 向 以之外 御 指 支、 思 召 通に は 不被爲 行 w、 御^ 
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民 之 儀 は 一 鉢に 被 思 召 候、 譯而 凶作 之 折 柄 はいかに も 御 救 被 仰 付 候 儀に 候 ^共、 何分 前-段 之 

通に 而、 御 年 も 送り 兼 候 御 時節 之 儀に 候 間、 少に 而も 余分 有 之 者 は、 何れも 深 奉 恐. お 六 S 

介抱 之 儀 幾重に も 致 世話、 非常 之 取扱 可 致。 尤 先達 而以來 種々 仕 法 等 を 以助八 U 之 趣、 夫々 委 

曲 承り、 何も 志 之 程 奇特 千 萬に 付、 夫々 及 御 達 置 候 得 共、 猶又加 様 之 折 一統 格別 助力 有 之 1  お 

而、 於 卸 上 如何 計 神妙 可 被 思 召 事に 候。 是等 之仕抹 一通 害 面 而已に 而申談 候 依に 而は行 W 申 

間 敷、 別而山 入邊^ 愚 眛之者 共.^ は 得キ致 合點候 様、 念に 入 能々 可 爲申聞 候。 _ お々 一 心^ 遠 

之 族 於 有 之 は、 申 譯も無 之 奉 恐 入 次第に 候。 何分 其 許 中 村 肝 煎 等 取 入、 sns-^^世話可^^之 

喉、 以上。 

申 十一月 廿 一日  中 村 節 

. 武 田 九 郞兵衞 

馬 場 右近 

諸郡悠 年寄 中. 年寄 並 中 

十 一 月 十六 日。 百姓に 引 免 代り 用捨 米 を 命じた る を 以て 給 人の 收納 不足 

高 を 御 召 米と すべ き、 - とを告 ぐ。 


〔觸留 之抄〕 

當年 氣候惡 敷、 御領 國中 作鉢不 熟に 而、 村 之 厚薄 者 有 之 候 得 共、 一 鉢 格別 之 取 劣りに 相 成 候 

付、 詮議 之 上 百姓 手前 は 引 免 代り 御 用捨 米に 被 仰 付 候。 右に 付 米穀 甚拂 底に 而、 所 之 用 米 手 

當方幷 窮民 御 救 方 等、 不 容易 年 ffi に 付、 重々 詮議 之 趣 有 之、 右 百姓 手前 御 用捨 米に 相當る 分、 

御 家中 收納米 不足に 相 成 候 得 共、 拂 切手 之 表 不足 之 儘、 丸 收納米 高 能. 越 之 分、 當 十月 中 之 平 

均 直 段に 而御召 米に 被 仰 付 候條、 當拂殘 米 有 之 人々 者、 每茂 之通拂 切手 相 調、 當月晦 u 切 K 

出 中 買.，^ 相 渡、 夫より 御 算用 場お 可 指 出 候。 代 銀 之 儀 者 中 勘 銀 早速 右 中 買 方，^ 可 相 渡、 本 勘 

銀 之 儀 者 追而取 しらべ 之 上 可 相 渡 候。 

一 、 加州 米 之 分 者 飯米に 可 相 成分に 付、 御 召 米に は 不被仰 付 候。 不足 米 來赛に 至り 堂 形藏等 

に 而御償 渡 可 有 之 候條、 飯米 殘り中 買.^ 相 拂置候 分 者、 切手 買留 人手 前 爲相待 置、 追而 御波 

有 之 候 は， 7-、 早速 買主.，^ 可 相 渡 候 事。 

但、 本文 拂 切手 取次 中 買，^ 取 集、 給 人お 可 指 出 旨 申 渡 置 候條、 指 出 次第 御 用捨 米 高 引 去、 

殘る 渡米 高 右 切手に 致 付 札 可 相 渡 候。 勿論 飯米 之 方，^ も、 引 免 代り 御用 拾 米 高 割 公せ 引.^、 

可 申 候 付、 札 草案 左 之 通。  ， 

本文 米 高 之內、 何十 何 石 何 斗 何 升 渡 方 不指支 事。 
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何の 誰 印 

一 、 皆濟 K 之 儀、 前段 之 御 用捨 米 高、 改作 方 御 邯 奉行より 諾 給 人ね 可 及案內 候條、 蘇 预狀 

之者キ 見合、 收納 米に 引合 ひ 候 は.、. -、 別紙 草案 之 通 il 可 相 渡 候。 

一 、 加州 米に 而 飯米 指 支、 能. 越 米 例年 引 米 有 之 人々 は、 例年 引 米 高 之內、 當 まで 何 

米いた し、 残り 何程 引 米 致 度 旨、 早速 御 算用 場お 可 相 達 候。 

一 、 御 役 料 知 來泰に 至り 可 相拂分 者、 是又其 節 右 同様 之 趣 を 以御召 上 之 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相拽 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

十 一 月 十六 日  長 又三郞 

十 一 月 十八 日。 前 田齊泰 夫人の 麻疹 癒え 酒 湯 を 浴す。 

〔官 私隨 筆〕 

十二月 六日 

一 、 姬君樣 御 麻疹 御 順 症に 御 肥 立、. 前 月 十八 日 御酒 湯 被 爲引候 由、 此 間申來 候へ 共、 御 * は 

廿 三日 有 之箬之 由に 付、 御 次へ 示談 之 上、 重 而之御 便 之 上 可 然と、 御 祝詞 申 上攸， &は 八：： お 之 

處、 昨日 前月廿 四日 出 到着 御 祝 之 儀 申來。 に 5| 齔 *2 據， 依 而今 日 上下に 改各 列座、 以出森 

權太郞 御 祝詞 申 上 候 所、 御喜 悅之 旨以 同人 被 仰 出。 


十 一 月廿 七日。 小 松の 儒 湯 淺寬米 粃の食 法を頒 つ。 

〔富 田氏覺 書〕 

米 粃の食 法 

こぬか は 毒なる ものに て、 之 を 食へば 臈胃を 傷め、 肌膚 靑 腫れ、 甚敷は 終 こ， 死-一 If る 也。 ^ 

盡 類の すやき 物を碎 きて、 こぬかと 共に 鍋に て熬れ ば、 毒氣 去る 也。 其 を 篩に て、 si?^ の碎 

きたる を 振り、 穀類 を 少し 加へ て、 團 子或炒 粉に すべし。 雜 炊に まぜて 可也。 

粟 皮を炒 粉に 製ら へる 法 

ぬか を 水に 浸せば、 祸 色の 氣 出る 也。 其 色の 盡 るまで、 數回も 水を換 へて、 後熬 乾かして、 

一 斗に 大 S 又は 米. 麥の いりた る を 二 合計 加へ て、 石 磨に て碾 也。 ぬか 一 斗 は 七. 八 八：： と 成 

也。  . 

米 g& にて 剛子を 製ら へる 法 

藁 を 一分 許に 刻み、 磨に て 末にし、 水に ひたして、 揭 色の 惡氣を 去り、 米粉 杯 を 加へ て M 子 

にす る 也。 藁の 末 一 斗に、 稻.麥 の 粉なら ば 五丄ハ 合、 粟. 暴なら ば 一 升なる ベ し。 

右の 三 件 は、 よく 知りた る 人 も あれ ど、 又 曾て 聞た る ことな さ 人 も猶多 かれば、 今 版行して 

. 其傳を 普く せんと 欲せり。 常人 は 故 俗に 安ん すと 古人 も 言 たれば、 好 善の 君子 冀くは 之 を こ 
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しらへ て 貧者に 常食 させ、 幸に 可 食と 謂 は.、、 製法 を 授けた まへ かしと 云爾。 

天 保 七 丙 申 十一月 二十 七日  小 松 湯 淺寬木 堂 

十一月 廿人 日" 本年 造酒の 禁を 解. き、 藩より 賣 渡す 米 額 を 限り 之 を釀す 

を 得しむ。 - 

〔御 郡 典〕 

當年 作鉢不 熟に 付、 酒造 指 留置 候ぎ、 指 解 之 儀 別紙 之 通 御川番 年々 1- 中 被 申 聞 候に 付、 お ffl^ 

之 院谈、 酒造 人 共.^ 夫々 可 被 申 渡 候。 右に 付 兼而當 場より 渡^ 候 « 印 物 造 米 高 之 三 之 一 、 來 

月 十日 切 可 被 書 出 候。 右に 付而百 五十 五 匁 圖を以 御 米 可 相 渡 候條、 波り 米 之 外隱造 等不致 « 

齩重可 被 申 渡 候。 尤御米 受取 方 等 之 儀、 當場承 合 候 樣是亦 可 被 申 波 候。 

一 、 I!!- 造 道 具 之 儀、 當年 渡米に 應じ候 外、 不用 之 道具 は 各 於 手前 綿密 縮 方 可 有 之 候。 此 I 隱 

造 等いた し 候 儀 有 之 候 は，、、、 急 度 可 遂僉議 候。 右 縮 方 之儀尙 亦被遂 詮議、 委曲 可 被 巾 M 候。 

且 急速 先々 被 相 廻、 從 落着 可 被 相 返 候、 以上。 

十一 月廿 八日  御 算用 場 

馬場 右 近 殿 

渡 瀨七郞 太夫 殿 


是月 に大盡 

なリ 


卷目之 上、 御 算用 場 奉行. 

當年作 #不 熟に 付、 酒造 之 儀 夫々 指 留置 候 得 共、 願 之 趣 有 之に 付、 酒造 之 儀 加 越 能 三 州.^ 御 

有 米 之 內ニ萬 五 千 五百石 相 渡し、 右 石高 指 解 之 儀承屆 候條、 酒造 人.^ 相 渡 石高 割合 方、 夫々 

支配人.^ 可 被 申談候 事。 

十一月 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

十月 凶作に 而諸色 高直。 此節 批屋米 一升 代 百 二十 三文、 小豆 一升 代 百 五十 文、 味噌 一升 代 百 

八十 文、 綿 銀 一 匁に 付 十二 匁 五分 賣。 右， に 付 酒造 御 差留、 此節 何方 茂 賣切無 之。 


當秋 酒造 御 差留に 付、 何方 茂 酒 差 支、 越後 等より 取 寄、 一升に 付 五 百 文 


言 


十二月 廿日 後より、 追々 金澤 新酒 出來、 一 升に 付 三 匁 七 分。 但 三の 一 造。 

十 一 月 晦日。 頭分 以上 及び 役懸 りの 平士に -封 書 を 以て 政事に 

を 上申せ しむ。 

〔御 家老 等留〕 

十 1 月晦 HI 

一 、 此間左 之 趣 人 持 以下お 被 申 渡。 
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惣而御 政事 向 之 儀、 觅角不 被 行 屆品茂 有 之、 或 者 御 家中 士風 等、 a 御！： 民御撫 方 杯 之 K に 

付 而も、 御 處置方 品々 可 有 之 儀。 將亦指 當り當 年 は 作体不 熟に 而、 來秋迄 下々 取 給 方 之 依、 

被 成 方に 寄り 飢民 等 も 可 致出來 哉に 候" 右に 付而 は、 衆議 之 上 廣く被 聞お 度 之 it 被 仰 出 候 之 

趣 有 之 候條、 頭分 以上 幷平士 役 懸り之 人々、 人別に 封 じ 物 を以、 .f^ 付 之 趣 無 腹蔵 可 中 上 候。 

右 封 物 は來月 十五 日 迄に 御 次. St 持參、 竹 田 市 三 郎等 を 以可申 上 候。 勿論 人々 役 筋 之， に付而 

、： bjz: 候 品 有 之 fe< は.、、、 其 儀 も 可 申 上 候。 將又 格別 之. 1^ 寄に 而も 無 之、 御 M に 申 上 候， 饭 如何と 

存候 品等 は、 御用 番迄 紙面 を 以可申 聞 候 事。 

十一月  ， 

I 一  月。 米 賢 高直なる を 以て 下賤の 食用と なる 物 以外の 菓子 製造 を 林" ず 

〔御 郡 典〕 

卷目之 上、 御 算用 場 奉行.^ 

當年米 格別 之 高直、 所々 用 米 指 支 候 鉢に 付、 穀類に 而造り 候 下品 之 物、 輕き物 食 川に ffl 成 候 

品物 は 格別、 干 菜 子等 榮耀之 品 一 切 取扱 致 間 敷 旨 等、 先達 而申渡 置 候處、 今 以宜敷 品密々 収 

极萝、 * 相 聞 候に 付、 右 樣之品 取 极候儀 堅く 指留、 煎餅 類 其 外赏に 下賤 之 者 共 食用に *i 候 品 之 

分 ま 取扱、. 其 他 は可爲 無用 段、； 虽 町奉行お 申 渡 候條、 遠 所 町方 等 も 同様 相 心得、 品物 之， 依 は 


尙更當 町奉行 承 合 候樣、 所々 町奉行 等 幷御郡 奉行お 重 而可被 申談候 事。 

十一月 

十 一 月。 諸郡惣 年寄 以下 金澤に 在る 者の 料理屋 等に て集會 する を戒 む。 

〔諸 郡 御用 留〕 

今年 不 容易 作 難 等に 付、 先頃 以來 諸郡惣 年寄 幷並役 等 追々 出府 有 之、 頃日 は 多分 歸鄕も 有 之 

候 得 共、 先日 已來御 用談 寄 合 等に 付而 は、 料理屋 等お たより 寄 合 候 樣之儀 も 有 之 由、 風. 評 相 

聞え 候。 當年柄 之 儀 各 心得 も 可 之 有事、 必左樣 之 儀 は 有 之 間 敷 キ存候 得 共、 自然 不苦 様に 心 

得 候 人々 も 有之而 者、 外聞 赏儀難 相濟候 間、 猶更 心得 違 無 之樣、 別而 年若 之 人々 ft 近 御^之 

人々 等、 急 度 可 有 之 心得 候、 已上。 

申 十一月  改作 方 御 郡 奉行 

諸郡惣 年寄. 年寄 並 中. 新田 裁許 • 山 廻 中 

十 一 月。 石 川 郡 粟崎 村 藤 右衞門 及び 河北 郡 向粟崎 村 德兵衞 に 扶持米 を與 

へ 御 郡 方 年寄 列の 待遇と す。 . 

「御 親 翰： i ぬき 書〕 ， 
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御 用捨とば 

用 銀の 事に 


天 保 七 年 十 一 月 

一 、 石 川 郡 粟崎 村 藤 右衛門. 河北 邵 向粟崎 村 德兵衞 儀、 前々 御調 達 銀 等 過分 御用 立、 無比 額 者 

共、 且兩人 共 船 手 稼 を以、 他！： 之 金銀 取 入 候 商 方に 而、 身元^^相成候へば稼方もぉとり、 a 

然キ 入金 銀 も 無 數に相 成申譯 に而、 何分 聞 置、 可成 丈 御 用捨 も 有 之 度 僅 候へ 北ハ、 御用. 銀 等 制 

符方、 外々 目 當に仕 候 者 共 故、 其 儀 も 相成不 申。 依 之 何とか 御 取扱 を相顿 度， に 候へ：^ ハ、 御 

當節之 事故 其 儀 も 相 願 かね 候 間、 格別 之 趣 を以御 扶持 方 被 下、 御 郡 方 年寄 列に 被 仰 付 被ド候 

樣、 御 郡 奉行 書付 御 算用 場 奉行 添 窨を以 指 出。 依 之 先 藤 右 衞門等 時分 之 例 等 を以、 へ 奴^ 之 趣 

相 伺候 處、 藤 右衛門.^ 御 扶持 五十石、 德 兵衞. ^十 人 扶持 被 下、 御 部 方 年寄 列 • 御 銀 方 御 W 被 仰 

付！^ 事。 

十一 一月 A 日。 前 田 齊泰の 子 純六郎 江戸に 生まる。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

十二月 八日、 於 江！：； 御 本宅、 卯 之 上刻 御 男子 御 誕生。 蟇 目 御用 伊勢 求 Htl なり。 同 十四 = 御 七 

夜 御 祝、 御名 純 六郞と 田邊左 兵衞指 上る。 

〔官 私隨 筆〕 

！  二月 十八 日 


御 親 翰 は 八 

= ^五日に^ 

せられた る 

もの.^ いふ 


一 、 當 八日 於 江 戶表御 男子 樣御 出生 之 旨 申來。 各 上下に 改御 祝詞 申 上 候。 

〔官 私隨 筆〕  - 

十一 一 月廿ヒ 日 

一 、 今度 於 江 戶表御 出生 之 御 男子 様、 御名 純六郞 殿と 御定被 成、 殿 付に 唱候樣 にと 被 仰 出 之 

趣、 御用 番演 述。 御用 番迄恐 悅之旨 申述、 引 請 其 由 被 申 上。 先例 之 由 也。 

一月 十四日。 年寄 奧村內 膳 等 先に 前 田齊泰 の與 へ たる 諭告に 對 して 答 


f 我す 

11 二  3  * 


〇 


〔御 親 翰 帳之內 窨拔〕 

一 、 御 透 次第 播磨 守. 又 三郞. 內膳 御前.^ 罷 出度 旨、 以善右 衞門申 上、 九 半時 過 以喜市 郞被召 

候に 付罷 出、 先達 而御 政事 向 之 儀に 付 以御親 翰 被 仰 出 候 御請 左 之 通 相 調 上 之、 返ぶ 之^。 

御 政 * 向 之 儀に 付 段々 思 召 之 趣、 以御親 翰 被 仰 出 候 御箇條 共、 道 Si: 當然之 儀に 而、 何も 御尤 

に奉存 候。 夫に 付 猶又申 合、 被 仰 出 之 趣に 本 づき、 私 共存 寄 之 儀 共 奉 申 上 候。 

一 、 御 勝手 向 連々 御難 a に 付、 御 家中 を 初 下々 迄 御 救 方 不被爲 行 屈、 隨而 風俗 不^、 下々 及 

難儀 候 者 共 多に 付、 從今御 政事 向 御世 話 被 遊、 御國中 何も 其 程々 を 得候而 安樂に 罷在候 様 被 

遊. ば 旨、 段々 m 心 召 通 難 有 御仁 心に 御座 候。 然處 如何程 S 召 被 爲在候 共、 諸 役人 右 思？？ 通り 信 
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寅に 相 心得 相 勤 申に 無 御座 而者、 一 統御 仁澤を 蒙り 奉り 候 ポ片難 成 儀に 御. M 候。 左 候へば 御 政 

事 之 根元 を、 諸 役人 其 器に 當り、 御 奉公 精 動 仕 候 様 可 有 御 鹿 奉存 候。 右^. 戊 入 を 扣撰精 a 仕 

候 様に 仕 候 儀 は、 私共 之 勤に 可 有 御座 候。 然者 第一 私共に 於て 右 m 心 召 通り 體， 5§ 仕、 si?,^ 人 之 

善 惡邪正 分明に 見 分 黜陟仕 候 儀 肝要と 奉存 候。 今更 申 上 候に 及 不申候 w 共、 私 „ ^ハ不 $： に而左 

樣之處 中々 及不申 儀に 御座 候 間、 身分 之 儀 は g 更相 勉、 御 政 之 上 之 ffi も 精 誠 相 心 w、  «々 

思 召 通り 行 屈 候 様 仕度 心底に 御座 候。 乍 恐 御前よりも、 私共汕斷之^g時々御勵し被成ドK,极 

仕度 奉存 候。 

一 、 風俗 之 儀、 是迄每 度 被 仰 出 之 趣 も 御座 候 得 共、 觅角 化し 兼 申 候。 此處は 御 政^ a:fl 行： S 

不申而 は、 如何程 被 仰 出 等 御座 候 共、 風俗 立直り 申 儀 御座 有 間 敷と 奉^ 候。 常時 之 t ^^品々 

可 有 御座 候へ 共、 大要 を 申 時 者、 人心 輕薄不 實に相 成り、 利欲に 而已 走り、 廉恥之 心無 之と 

申 處に可 有 御座 候。 是迄御 政事 之 上に も 不信 不實儀 御座 候 故、 右に 付而は 下々 者 彌不. せに 相 

成 候 儀と 奉存 候。 已後御 政令 之 上、 何分 名實 相違 不 仕樣、 重々 吟味 不仕而 は 相 成： 小 巾， 依と 奉 

存候。 且又 御 政事 之品數 端 に 御座 候 得 者、 品々 に 付 宜を得 不申而 者 雜相成 儀と 奉存 候。 將又 

御 治 國之儀 は、 政事と 御 敎と兩 様相 對不仕 而は行 屑不申 * に 御座 候 得 者、 御 政 $ 之 俄 を 御.^ 

議 御座 候 時 者、 御 敎之道 も 相 立 不申而 は、 全 儀と は 難 申 様に 奉. 14: 候。 太， t やお 様 御代、 m+ 校 御 


創業 御座 候 得 共、 未 御 仕 法 も 全 相 立不申 儀に 御座 候 間、 今 一 片御學 政 之 御盆 議無 御座 而者相 

成 申 間 敷と 奉存 候。 學校之 御 政 茂 行 屈、 人才 御 仕 立 之 道 も 行 はれ、 學 生之內 より 追々 御 役人 

にも 御撰擧 之處. ^至 候へば、 風俗 者彌 盛に 可 相 成 筋と 奉存 候。 

一 、 御 家中 を 初、 下々 難 漉 之 者 共 御 救 方 之 儀、 御貯も 過分に 御座 候 得ば、 如何 樣共被 成 方 可 

有 御座 哉に 候 得 共、 當時 左様 之 御 時節に 而も 無 御座 候。 但 古今 共、 1; 用 富 饒仕候 時節 者、 容 

易に 御座 有 間 敷 候。 左 候へば 時に 臨、 上より は 格別 散財 無 之 共、 色々 取扱に 而下を 救 可 申 俄 

と奉存 候。 上より 御 散財 御座 候而已 に而、 御 家中 初 之 御 救 被 爲行屈 候に 而も 御座 有 問 敷 候。 

左 候 得 者當時 とても、 取扱 方に 依 下々 迄 も 御仁 澤之 行渡り 候 被 成 方 可 御座 有と 奉存 候。 御 家 

中 町. 在 同様と 申內、 御 家中 之 難 S 者別而 借財 多に 相 成、 行詰り 候 儀 第一 之 様に 相 兄え 申 候 

間、 此處之 御 處置方 無 御座 而は相 成 申 間 敷と 奉存 候。 町. 在 之 儀 は、 業を勵候^^は，述して、 

只々 利 分 を 重と 仕、 相互に 助 合 候 儀 無 之 故、 富者 益 富み、 貧者 は益窮 する 體に 相见 え、 其 外 

色々 煩 敷 儀 共 多、 小役人 人物 之 不宜者 も 有之樣 子に 而、 是が爲 め 細民 之 難 俄に 及び 候 事共 も 

有 之 由に 御座 候。 右 等 之處、 其 支配人 共 急 度 As-S 不仕而 は 相 成不申 儀に 御座 候。 將又 何：？ 5- も 

年 經候得 者、 種々 と 其 弊 も出來 申內、 御 郡 方 之 事 は 改作 之 御 法 も被爲 在、 近頃 御 修補 之 儀 も 

御座 候 得 共、 猶又不 行 屈 品 も 有 之 儀に 御座 候 間、 追々 御 » 酌 無 御座 而は不 相 成 哉と 奉存 
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一 、 御 勝手 取极之 事、 御 財 用 方 而已へ § ^講仕 候而 は、 御 政事 之 根本 相立不 申、 全 依に 而は無 御 

座 旨 等、 段々 被 仰 出 候 通 異論 無 御座 候。 前に 相 調 置 候 通、 風俗 御 救 方 之 優 も、 ぉー 者 一 統財 

用 之 融通 付 不申而 は、 日々 之 儀 相 成不申 候。 此處を 以て 申 候 得 者、 上 之 財 用より は、 三 州 之 

財 用 足り 申 様に 仕 i$ 肝要と 奉存 候。 左 候と て、 御 勝手 向 之 儀 等閑に 仕， に 而は無 御- m 候、、 ぶ 

々年 已來 段々 僉議 仕、 略 御 符合 之處. ^も 至 候 儀に 候 得 者、 今更 違 亂仕候 而は不 s«s 依に 御- M 候 

間、 追々 全 御 符合 之處 詮議 可 仕と 奉存 候。 無 左 候而者 如何 稗 御仁 惑 を 被 施 候 m 心 召 御. m 攸 而も、 

a 召 樣に者 不被行 屈 儀と 奉存 候。 伍 上 之 御 勝手 を 手堅 仕 候 儀、 專ら相 心得 候 時 は、 不計下 之 

難儀 をも不 顧、 ひたすら 御 德分之 有 之 様に 取 計候處 おも 至 候。 左 候 得ば 下， >不 心服に^ 成、 

却而御 勝手 御 取 K 之 道 も 相 立 申 間 敷 候 間、 先 三 州 人民 財 用 之 足り 候 様に 仕度 $ に 御. ぼ 候，〕 左 

候へば 下より 感化 仕、 自らに 御 勝手 御 取 直し 之處 おも 可 至 儀と 奉存 候。 右 等 之 處火舉 にも 重 

々擧被 置 候 通 御座 候。 然者御 財 用 之 儀 者、 本 を 主と し 末 を 取 失ひ不 申樣、 ffl 心 不申而 者 相 

濟不申 儀と 奉存 候。 去々 年 已來之 議方、 尤此 趣意に 而 御座 候へ 共、 御 勝手 御符 八：： 之 處を主 

と 仕 候より して、 不計 品に 寄 本末 轉倒仕 候 儀 も 有 之 哉と、 不行屈 仕 合奉存 候。 

右 之 通 何 茂 申 合、 御 勝手 向 之 御箇條 別存無 御座 候に 付、 人別に は不申 上、 御 政 御處 Is:^^ 


卒去ば 十日 

發喪は 十五 


曰 


有 御座 品 之 儀 者、 追々 可 奉伺と 奉存 候。 右 之 趣 丹 後 守 了簡 も 相 尋候處 、異存 無 御座 旨申閜 候、 

以上。 

十二月 十四日  內膳等 五 人 

十二月 十五 日。 大聖 寺 侯 前 田 利 之 卒去の 報 金澤に 達す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

I  二月 十四日  . 

一 、 備後守 様 御 病 氣不輕 御 症に 而、 爲御 見廻 御大 小 將御使 園 田 一 兵衞、 一 昨 十二 日罷 越、 今 

朝 罷歸候 事。 

〔本 多 政和覺 書〕 


曰 


一 、 備後守 様 御 卒去 之 段 早 打 御 使用人 東 野 千助罷 越に 付、 先 遠慮 之 儀 町奉行 等お 中波 候。 右 

に 付 明： H 相 公 様 御機嫌 相 伺 之 旨 等、 月番より 之迥狀 十五 日 之日附 に而、 曉八 半時 過 丹 州より 

來る。 令 下書 作 州へ 遣。 

一、 出席 之 上 松 之 間 二 之 間に 而、 丹 州 初 若 老中 迄 一列、 古尾 喜 一郎 相 招、 備後守 « 御卒 ぶに 

付 御機嫌 奉伺 旨、 丹 州に 申述 候處、 重而 同人 罷出、 何 之 御 指 障 も 不被爲 ft 段 御^之 趣 相述。 
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一 、 右 御 卒去に 付、 普請 等 十五 日より 三日 遠慮 之儀觸 月番 被 渡、 宅へ 遣、 早速 組へ 觸る" 

十一 一月 廿 六日。 御供 人の 携行す る 具足 認 方の 制を定 む。 

〔每日 帳 書狀〕 

—丄 一 月廿 六日 

一 、 御 将略中 御供 人 繾數等 減少 之 儀、 文政 十一 年 申 渡 候 節、 具足 も 組頭 以下 荷 具足 概、 ギ士 

は 荷物 認キ申 渡 置 候處、 不辨利 之 筋 等 有 之 様子に 付、 是以 ベせ 當分 組頭 以下 雙 3 に 而も 荷に 而 

も 勝手次第、 平 士は荷 具足 櫃幷 荷物 認可 爲 勝手次第 旨 申 渡 候 由、 御 道中 方より 演述 之ポ。 

,丄 一月. - 近習の 士 その 家族に 泡瘡に 罹る 者 ある 時 は 登城 を 遠慮せ、 しむ。 

〔諸事 耍用雜 記〕  . 

十二月 

此表 御子 樣方御 疱瘡 等 未 被爲濟 候に 付、 御 近習 之 人 疱瘡 病人 有 之 節、 三番 懸候迄 は 御殿へ 

罷出候 儀 遠慮 可 仕 候。 

一 、 麻疹 • 水痘 有 之 候 は.、、、 湯 三度 相濟， 候 迄、 御子 様 方 御 目 通お 罷出候 儀 ffl 扣可巾 候。 

但、 麻疹. 水痘 病人 有 之、 御 目 通 指扣候 人々、 自然 御 人 少に而 指 支 候 向 は、 別 火 同 « にいた 

し 罷出候 義は御 指 支 無 之 旨、 被 仰 出 候 段 口 達に 而申聞 有 之 候 事。 


十一 一月。 飢餓の 爲死 する 者 多し。 

〔珍事 留書〕 

一 、 十二月、 此頃は 町方. 在方 共 難 S 者、 貧 人 御 助 小屋 願 之 者 莫大に 付、 大棘小 尾 願 御 指 35 に 

而、 町. 在と も 其 居所に おいて 御 救 被 下 置 候 事。 且又 町. 在と も 飢に疲 死す る 者 多 有 之、 誠以 

哀 至極 成 死人 道中に も 折々 有 之。 眼前に 氣毒成 鉢 多く 有 之 也。 

一 、 萬 事 高直 成 故 諸 商 賣無之 由。 

一 、 當大 とし 諸方 不指引 至極 也 由。 

一 、 世の中 ふけいき なり。 人皆來 年の 豊作 を 待の み。 申年 目出度 を はりぬ。 

天 保 人 年 

正月 朔日。 前田齊 泰金澤 城に 年頭の 賀を受 く。 

〔諸事 耍 5;;% 記 J 

正月 元日 

一 、 四つ 六步御 表お 御 出、 於 御 小 書院 諸 大夫幷 年寄 中. 御 家老. 若年 寄 御禮相 «、 於 御大 廣 1^ 

入 持. 頭分 一 統御 禮。 被 爲入候 節 御 居間 書院 四 之 間に 御着 座、 鶴 之 庖丁 御 被 遊、 相 » 四つ 九 
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步御入 被 遊 候 事。 

〔御 家老 等留〕 

正月 元日 

一 、 五つ 時 各 登城、 六 半時 迄 出。 

一 、 四 半時 過 御 禮人宜 段 申 上、 各 御 小 書院.^ 出御 禮申上 候。 相涛、 大廣 問.！：^ 御 出、 人 «.頭 分 

一 統御 禮被爲 請、 御 入。 

一 、 重而九 半時 頃 宜段申 上、 御大 廣 間に 御 出、 御大 小將 等被爲 請、 ffl 濟。 

一.、 御叛斗 頂戴 被 仰 候 段、 月番より 主 附將監 に 演述有 之。 

一 、 近 例 之 通 御作 法 書に 而、 鶴 之 御 吸物 御 下 不被下 事に 相 成 居候 得 北ハ、 御內々 に 而被下 候に 

付、 御 膳 奉行 松 平織 人 項 戴 被 仰 付 候 旨、 ニノ 間 列座に 而申 聞、 各 御 焚 斗. 御 吸物 • 御 収翁 するめ 

頂戴、 八つ 時 過 相濟返 出。 

一 、 直に 御廣 式.^ 罷出、 山 森 九 兵 衞を以 方々 檨に 年始 御 祝詞 申 上 候 事。 

正月 十三 日。 窮民 救 濟の爲 諸 士の銀 子 献納 を 請 ひし を 許す。 

〔御用 留抄〕 

私共 舊臘銀 子少々 宛 指 上、 飢民 御 救 方 之 內ね御 指 加 御座 候 様 奉 願、 則 御 御 聽御麼 候處、 志 


奇特に 被 思 召 候 間 爲差上 可 申 旨 被 仰 出 候 段 被 仰 渡、 難 有 仕 合奉存 候。 依而 御請 上 之 申 候、 以 

上 ◦ 

正月 十三 日  河 內山橘 三郞等 四十 三人  * 

津田平 左 衞門樣 

凶作に 付 窮民 救 銀 同 組 一 統 示談 之 上、 銀 五 夂宛差 出 候に 付 右 之 通 也。 同 組之內 二.^ 五分^ 出 

者 も 育之。 

正月 十 A 日。 公子 女の 名に 牴觸 する 者の 改名 方に 就いて 告ぐ。 

〔御 郡 典〕 

御子 様 方 御名 文字、 一 字に 而も 同字 同 唱有之 候 得ば、 多分 改名 可 仕 儘 之 様 心符候 鉢に 候 W 共、 

御先 代檨 より 被 仰 出 置 候 儀 も 有 之、 今般 詮議 之 趣 相 伺候 處、 御上 は 御 構 無 之 候 間、 以 來相改 

に不及 候。 併 御名. + 全く 同檨之 名、 或は 文字 違 候 而も 唱方紛 敷 分 等 は、 改名 仕 可然候 •。 

別紙 御用 番播磨 守 殿御 渡、 頭. 支配人.^ 無 急 度 可 申 談旨被 仰 聞、 則 御 渡 之 覺誊寫 一 通 桁 進 候 

條、 御 承知 被 成、 御 同役. 御 同席 御傳 達、 御 組 等之內 裁許 有 之 面々.^ も、 御 申 談可被 成 候。 御 

順 達 落着より 御 返 可 被 成 候、 以上。 

正月 十八 日  池 田 保お 衞門 
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九 里 步様 

正月 廿 七日。 前 田 齊泰、 老臣 等に 窮民 救助 取 續方を 儘ら-さるべ きこと 等 

を議 せし む。 

〔本 多 政 和 覺窨〕 

正月 廿 七日 

一 、 窮民 此末爲 取 續方之 儀、 猶更無 油斷樣 舍識之 S -。 

但、 郡 方 所々 に 寄、 身元 相 應之者 共より 困窮 人 介抱 方 仕 法いた し 爲取賴 候，！： も.：^ 之、 ： お々 

-達聽 に 奇特 之 事に 候。 右 仕 法 杯 無 之 ケ所之 儀 は、 一 入 入念に.^^ いたし 候 様 可 被 巾 渡：^ 

事。  一 

一 、 町. 在.^ 申 渡 置 候 用 銀、 當年 上納 分 令 用捨、 下方に 而 困窮者 を 爲取救 方^ 之：^。 

一 、 人 持之內 手前々々 にて 救 方いた し 候 者 有 之樣子 粗相 聞え 候 間、 組； S より 內分 相， 可 被 巾 

聞 候。 頭分 幷平士 も同樣 頭.. 支配人より 內分 相尋、 申 聞 候 様 被 申 渡 可 然哉之 事。 

一 、 諸事 « 略 方 相 緩ぎ 不申 様、 猶更此 節 申 渡 方 有 之 可 然哉之 事。 

一 、 諸 士之內 風儀 不正 者 有 之 儀 は、 先づ 勝手 難 ffi より 起り 候 様に 相閜ぇ 候。 當時 何とか 収极 

遣 度 事に 候條、 <s3g 方 可：^ 申 聞 事。 


一 、 惣而定 書 之 儀 は 多分 往古 之 儘に 候へ 共、 當 時に 而は 相違 之 ケ條も 多く 可 有 之 哉と 存候。 

重々 穿 S 之 上 相改候 は、、. - 可然、 猶更可 被 及 <ss;g に 候 之 事。 

一 、 郡 方 は 出 役人 多き 儀 は 下々 之た め不宜 様、 郡 奉行 共 心得 候 様子、 右 者费を M 候 而已之 事 

に 候 哉^ 議之 事。 

一 、 小百姓 共 借財 多 故 成立 兼 候 由 相 聞え 候。 成立 之た め 借財 指 引 方 延引 之僉 之 事。 

一 、 盜賊改 方 手先 足 輕幷町 附足輕 共、 惡習 にて 種々 姦曲を 相 働き、 下々 迷惑 不少： ^に 相 聞え 

候、 収縮 方 儉議之 事。 

一月 朔日。 前 田 齊泰の 子 利義着 袴の 儀 を 行 ふ。 

厂?^ 事 耍 ml; \1 

二月 朔 W! 

一 、 今日 甚五郞 殿御 着 袴 御 祝 有 之、 御 鈴 通 御 出、 御 居間 御 下段に 而 御禮、 御太刀 •ter 代、 御用 

部 尾 伺 公、 引 役 配膳 役。 夫より 御の し 三方 配膳 役 御前.^ 上 之。 甚五郞 殿御 禮後、 御 左 之 方 御 

上段 御 sel 疊 目へ 御着 座、 御の し 被 進、 相 濟御入 被 遊 候。 右 御 出 之 節、 御 奥 取次 御先 立 仕 

右 御 都合 能 夫々 相濟候 事。 
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當時學 校に 

てに 助敎以 

上 缺 ける 

なり 


1 月 三日。 老臣 等學校 助敎を 召して 學政 修補に 關 する 意見 を徵 す。 

〔渡邊 兵 太夫 手記〕 

一、 天 保 八丁 酉 二月 三日 學校方 御 席. Si 助敎 一統 御 呼 立、 播磨守 殿. 內膳 殿御 列座、 御 學政之 

儀 遂僉議 御 達 可 申 旨 被 仰 聞、 左 之 通 御 書取 御 渡。 

學校御 草創 以來御 仕 法 全備 無 之、 御 敎導方 人材 御 仕 立 之道不 行： S 被 忍 召。 依 之 今般 被 仰 出 之 

趣 有 之 候條、 御 修補 之 儀 各 存寄之 程 申 合 可 被 申 聞 候。 是迄 師長 被 仰 付 候 人々、 な 分 御 収极方 

も 不行屆 鉢に 候。 此儀は 御 詮議 之 品 も 有 之 候條、 當時之 姿に 不相 泥、 御 學政方 之 ffi^.^ 遂；^ 

議可被 申 聞 候。 且又 武學校 之 儀 も 當時之 處不行 屈 哉に 候。 此儀も S 山 或 = 本に 而も i^l; 之 様 

子等 相考、 存寄之 趣 候 はく 可 被 申 聞 候 事。 

二月 三日 

此 節助敎 中 西 多四郞 大嶋淸 太 渡邊兵 太夫 

下 村 宗兵衞 新 井周藏 陸 原 大次郎 

木 下 仁 平 

大嶋希 軒 も 御 呼 立 之所當 病に 付不罷 出。 依而御 書取 之 趣 多四郞 等より 可 致演述 3:1： 被 仰 ii、 

其 段 傳達之 由。 


二月 入日。 米 縠等を 藩 外に 密輸出し たる もの を 訴出づ る もの 、賞 賜に 隨！ 

して 令す。 

〔郡 方 御觸〕 

他國. 他領.^ 致 洩米候 儀 見 谷、 斷出候 者お 當 一 作 代 銀 半 高 可 相 渡 旨、 去 八月 一 統相觸 置 候 得： 

共、 猶又 設議之 上、 米幷 食用 之 品 は當ー 作 半 高、 是迄之 通 見 咎人.^ 相 渡、 殘り半 高所 方.^ 根 

渡 候條、 被 得 其 意、 夫々 不指支 樣可被 申 渡 候、 以上。  一 

二月 八日  御 算用 場  ： 

岡 田 喜 兵 衞殿  i 

馬場 右近 殿  一 

一 一月 十日。 今年 以後 上納す ベ き 町 • 在の 用 銀 を 用捨し 特に 窮民 救助の 爲 i 

に 力 を 致すべき を 命ず。 

〔本 多 政和覺 書〕  一 

二月 十日  ^ 

一 、 去年より 五ケ 年中 三 州 町. 在.^ 被 仰 付 候 御用 銀、 當 年より 末四ケ 年分 御 用捨 被 仰 付 候 3::、 
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今日 於 御 勝手 方 夫々 被 申 渡。 

但、 去年 凶作に 付 下々 困窮 之 者 共、 其 以来 町 *在 身元 宜者 より 救 方 致 候處、 御^ 銀 被 仰 付 

置 候て は 十分に 救 得 申 間 敷、 御上に も 這 御 時節 御 救 方 も不被 行： li: に 付、 右 御 川 鋭 御用 扮被 

仰 付、 下々 救 方 之 儀、 所々 において 身元 宜 者に 相 任 爲救候 は..、 可 然と 之^に 而右之 通. - 

〔|5ズ#觸」 

御 勝手 連々 御難 & 之 上、 去る 巳年 違 作 御 損失 之 段、 彌增御 招 支に 付、 御 借 财御返 辨方御 仕 法 

を も 被 仰 付、 依而者 打續候 儀に 而御忍 難 被 成 候 得 共、 此末御 勝手 御収 し 之 爲不被 W 止 小、 去 

年より 五ケ 年 之 間 三 州 町. 在.^ 御用 銀 被 仰 付 候處、 去年より 割合 之 通 夫々 上、 奇特 之 御ゼ： in 

悅に被 思 召 候。 然處 去年 作 棘 又々 以 之外惡 敷、 大分 之 御 用捨 米 を 以被仰 付 候 依、 一統 承知た 

るべ く 候。 夫に 付而は 窮民 御 救 方 等 も 別 而不被 行 屈 候處、 町 .ft ともに 相勵救 八：： 攸故、 先 只今 

迄 取續來 候而、 一統 之 儀 御 感被思 召 候。 此末尙 又 互に 助 合 爲取續 候 儀、 御用 銀 を も 被 仰付攸 

者 行 屈 兼 申に 而可有 之 候。 か 様 之 折 柄 別 而御述 方 必至 ふ 御 指 支 候 得 „ ^ハ、 下々 難，： S 之 林 被 ii 刀"、 

御 心痛 被 成 候に 付、 此 末四ケ 年に 可 指 上 御用 銀 全 御 用捨 被 成 候 間、 此上 « 精 誠に 扣心 w、  W 

窮之者 を 爲取續 可 申 旨 被 仰 出 候條、 御 趣意 通り 能々 被 申 諭、 身元 相 應之者 共 等に 打 任、 比 (所 

々において 心 カを盡 し相勵 可成 丈 助 合、 貧窮 之 者 飢餓に 迫り、 產 業に 離： 小 申 様 S 々厚 可 致 世 


話 旨、 念 頃に 可 被 申 渡 候 事。 

1-  ©  二月  , 

一 一月 十五 日。 石 川 郡 鶴來に 火災 あり。 

〔丙 申 救荒 錄〕 

誠に 此 時節の 放火 は 可 恐 事 なれば、 諸人 恐れ をな す も 斑り にぞ。 然るに 當 酉の 二月 十五 日 鶴 

來百 八十 軒餘燒 失せり。 又いた むべき 事なら す や、 是も 放火な らんと 沙汰せ しなれ ども、 さ 

に は あら、 ざり し 由な り。 此鶴來 は 山 民 交易の 地に て、 富る もの も 多く ありし とい ふ、 依之貯 

米 等 も 多く 燒 亡した ると 聞け り。 此 節に は尤を しき 事な り。 

二月 十六 日。 前 田 齊泰、 望遠鏡 • 顯微鏡 を 製した る 松 田 東 英に賞 賜す。 

〔成 瀨正敦 日記〕  . 

二月 十六 日 

一 、 寺西藏 人手 醫師松 田 東英、 細工に いたし 候 望遠鏡. 顯微 鏡、 遠藤數 馬より 入御 s:r 御留に 

相 成 候 付、 朿英に 白銀 七 枚. 染物ニ 反 御內々 を 以被下 候 付、 近日 數 馬，^ 相 渡 候. 答。 

一 一月 十七 日。 前 田 齊泰將 に參覲 せんとす る を 以て 留守中 政務の 心得 を老 
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臣 等に 諭す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

一 一 月 十七 日 

一 、 佘等 御用 之 間へ 被 召 候 旨に 付、 作 州 等 四 人罷出 候處、 左 之 御 親 翰 之 趣 荒 4= 御」 〈：^ に 而被渡 

下。 

領國 中春來 もさして 餓死に 及び 候 者 有 之 程 之 聞 も 無 之 候 へ 共、 猶此末 麥作之 様子に もより、 

新穀 出 來迄之 取 續方甚 懸念に 存候。 追 付發途 にも 相 成 候 間、 留守中 猶更 重々 相 心 W られ、 へ 5- 

議可被 致 候。 且又 家中 之 儀 も 難 S 之 上、 諸 色 高貴 之 鉢に 候へば、 何 廉指支 可 申 候條、 成立 方 

無手 拔遂僉 議可被 申 候。 曁您樣 政事 向 之 儀に 付、 先達 而 申出？ g 候 筋 も、 無 油斷被 致^^ 攸« 

にと 存候、 惣而是 迄 時勢 等に 而不 行屆品 も、 加樣之 時節 は 被 行 易き 様に 存候 條、 此時 を失不 

申 樣各被 相勵、 取仕切 僉議有 之可然 候。 今年 は 格別 之 年 柄 故、 旁此段 わけて 申 間お き 候條、 

精 誠 被 相 心得 可 被 申 候 事。 

一 一月 十七 日。 改作 奉行 • 郡 奉行 を 領內に 派遣し 荒 政 を 行 はしむ。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕  - 

二月 十七 日 改作 奉行 .郡 奉行、 加 賀の小 松、 能 登の 田 鶴濱. 宇 出 a:、 越 中の 杉 木 新 町. 小 杉ん；；： 


瀨丄 二日 市七ケ 所に やり、 救荒の 政 を 布し む。 御 郡 奉行へ 被 仰 出に は、 歲 凶荒 を 以て 分遣す。 

人民の 死生に 任じ、 心 力 を盡し 飢餓せ しむる 勿れ。 凡そ 事の 大小と なく、 便宜に 隨ひ 裁決し 

俺滯 ある 勿れ。 救荒の 政遲 緩して 事に 及ば さらしむ 勿れ。 仁 恩 をして 遠近 厚薄の 異同 あらし 

むる 勿れ。 所 部 を 巡視して 民の 窮苦を 問 ふに 懈る 勿れ、 吏 民を督 察して 黜陟 賞罰 を 誤る 勿れ。 

盜賊を 滋蔓し 人心 を動搖 せし むる 勿れ、 委積 ある 者 を； fi し IS を閉 るの 奸 あらしむ る 勿れ。 流 

民 を 封 內に納 る、 勿れ。 流民の 餓者を 救恤し 道路に 斃れ しむる 勿れ。 百 生 をして 鄕 土に 安ん 

ぜ しめ、 流民と ならしむ る 勿れ。 國 用の 給せ、 ざるに 至る を 顧慮し、 賑恤 に吝に 委任の ず： きに 

負く 勿れと、 悉く 御親敎 有るな， 


- り 
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石 川 河北 兩郡根 役所 

內藤 十兵衞 

ム S.?1S^^ 刁ぉ 

武 田 九 郞兵衞 

口 郡 田鶴濱 

岡 田 喜 兵 衞 

天 保 八 年 


馬場 右近 


渡 瀨 七， 邓 太夫 


機尾 甚七郞 
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奧郡 字出津 

條 原文 次 郞  渡 邊新藏 

礪波郡 杉 木 新 町 

山 口 常三郞  永 虎一郎 

射 水 郡 小 杉 新 町 

崎 田 達 之 助  荻 原 勘 太夫 

新 川 郡 東岩瀨 

山 口 新 左衞門  廣瀨 順九郞 

去年 不作に 付 米穀 乏敷、 御領 國 一 統及 難儀、 當年秋 成 迄 之取續 方、 御 郡 奉行 等何歟 格別 収捌 

之 筋 も 可 有 之處、 御 郡 支配人々 當時之 姿に 而は行 屈 兼 可 申に 付、 詮？ ig 之 趣お 之、 年 W に 付 $w 

分別 紙 書 立 之 通、 一 郡 兩人主 附出役 被 仰 付 候。 是迄之 所 は 事 立 候 品、 根 役所に 而収捌 有 之 様 

子に 候 得 共、 當分事 立 候 品たり とも 主附々 々に 而取計 可 申 趣。 御用 番 又は 御 算用 可 fflis 

品 之 儀 は、 是迄之 通 相 心得 候 様 可 被 申談候 事。 

丁酉 二月 ， 

一 一月 十 入日。 前 田齊泰 の 子 利義の 麻疹 輕快 する を 以て 酒 湯に 浴す。 


〔諸事 要用 雜記〕 

二月 十八 日 

一 、 甚五郞 殿御 麻疹 之 處御順 快、 今日 御酒 湯 之 事。 

一 一月 十九 日。 大 坂に 於いて 大塩平 A 郞の亂 に 際し 加賀 藩邸の 人數を 出動 

せし む。 

〔大坂 表 放火 一 件〕 

二月 十九 日 大坂表 放火 一件 日 

昨 十九 日朝 五つ 半時 頃より、 天 滿與カ 組 屋敷より 出火 之 由に 付、 火元 見 指遣險 所、 一 i 之 出 

火に 而は無 御座、 子細 茂 相 知れ 不申候 へ 共、 町 御 奉行 跡 部 山城 守 殿 組 與カ大 塩 平 八 郞キ申 者、 

當時隱 居 之 由 重立、 自分 家內ー 統を致 打捨、 屋敷 燒拂、 平 八 郞を初 五 丄ハ人 白^束に 而、 人々 

拔身之 翁 を携、 天照大神 まナ記 候 幅 八. 九 尺 計 之 大旗を 押 立、 河內邊 百姓 大凡 五 百 人 計 大筒 火 

矢 を以致 放火 候 由 風 說仕候 段 申 聞 候。 放火に 而燒失 之ケ所 は、 東西 與カ組 尾 敷. 御お 天滿天 

神社 を 初、 束 天 滿之鄕 不殘致 放火、 夫より 天神 橋 を 切 落、 船 場 之鄕. ^渡り、 北 a 中 橋 筋より 

南 は 安出 町 迄 船 場 之 鄕三步 計 致 放火、 上 町 者 東 町 御 奉行 役所 邊 より 西 町 御 奉行 御 役所 邊迄 上 

町 之 鄕四步 餘致燒 失、 今 廿日 晝 八つ 時 頃火鎮 り、 未 赏正之 所 相 知れ 不申 候へ ども、 格別 變 * 
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に 付 風說等 承り 候 儀 迄 申 上 候。 右に 付 同日 七つ 時 頃 松 平 f 迩江守 殿 留守 Kft より 別紙 之 通中來 

り 候。 御步 横目 伊藤 左 源 太 等 申談、 御城 代 幷兩御 奉行へ 相， M 御 指！； 請 可 申 様 申談、 卽刻御 人 

數指遣 候 所、 本町橋爪に而西町御奉行堀伊賀守殿に御出^^^^申候所、 何れお 被 相， M 候 哉 御 ^候 

付、 御 廻文に 而人數 指 出 候 段 申 上 候 所、 伊賀 守 殿御 直、 御城 代 之 儀 は 拙者より 御 iS> 申 Kii:、 

早速 瓦 町 之 口.^ 相 向 消 留有之 候 様、 尤潰家 之 儀可爲 勝手 次 御 申談候 付、 K«g ^越 手懸け、 

家 二. 三 軒 計 濱し相 働 消留、 御人數 引揚、 御 尾 敷 邊無覺 束、 御 敷 迄 退 候 所、 火勢： お々 强風吹 

替り、 裏町より 火 廻り、 引 揚候處 又 候 右 ケ所燒 失 仕 候 段、 伊藤 左 源 太 等 申 聞 候。 且額燒 之 人 

々御館 入與カ 牧野 平左衞 門. 服 部 彌右衞 田 軍 平 • 由 比 is! 之 助. 西田靑 太夫 •；§ 池 蕃右衞 ！：• 

同 他 次郞. 同庄 兵衞. 米屋 鐡五 郞曁 同人 手代 宇助 • 淸兵衞 燒失仕 候。 右に 付爲见 51 兵粮 等 可 被 

下 候へ ども、 右 檨之變 事故 風評 取々 に而、 諸家 蔵屋敷 初 大坂， 市中 家內収 仕抹而 I し、 0.^s 

も 御上 火 之 儀、 御 道具 等 取 仕 抹申付 候 儀 故、 先 當座之 取 計 を以、 洒翁迄 善右衞 i: 初 M 燒之者 

共 七 人.^ 爲 見廻 相 送 申 候。 且又 右 徒 黨者共 兩人討 取、 大筒 も 取 揚候段 2 夕 七つ 時 其 町中 觸波 

有 之、 追々 被 召 捕 候 由 承 申 候。 右風說 M.^ 承り 候 儀に 付此 段御逵 申 上 候。 右に 付 入用 等 之， 者 

追々 御 達 申 候、 以上。 

二月 二十日  高 田 彌右衞 門 


御 算用 場 

御步 横目 伊藤 左 源 太 

御 算用 者 近 藤 新 左衞門 

同  芝 山 負 之 進 

留 書足輕 一 人 

,  濱 役足輕 二 人 

高 田 彌右衞 門 手 替足輕 一 人 

仲仕 小頭 等 四十 人 

右 指 出 候 人 數如此 御座 候、 以上。 

二月 十九 日 

高 田 彌右衞 門より 御 達 離 巧 

當 十九 日大坂 表變 事、 徒 黨之人 有 之 放火 之檨有 之、 及 鎭火旨 等 御 達 申 上 候處、 又 候：：！： 廿 n 夕 

方 上 町 鄕燒出 候 付、 東 町 御 奉行 跡 部 山城 守 殿より 使者 を以、 御 人數御 加勢 幷 飛道具 等 爲持御 

指 出 候樣、 野々 村 治平 を 以御賴 に 御座 候。 依 而御步 横目 菅野 小左衞 門、 第 笥番近 藤 新ん 衞門、 

買 上方 芝 山き； 之 進、 留書 足輕兩 人、 濱 役足輕 三人、 仲仕 小頭 等 三人、 K 聞兩 人、 仲仕 三十 人 
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召 連れ、 幕 六つ 半時 出 役 申 渡 候。 跡 部 殿御 役所へ 相 詰 候 所、 御城 > 口 御 出 被 成、 與 力より 御 指 

圖可有 之 旨、 用人 野々 村 治平 申 聞 候" 御門 前に 相 扣罷在 候 所、 山城 守殿從 御城 御 下り、 御門 

前に 而御 直々 小 左衞門 等.^ 御 會釋有 之 候。 早速 御 加勢 誠 以忝存 候，、 此段 ナぉ 之。 は 聞 之 通 

り 火 及 鎭火候 得 共、 徒 黨人之 者 ども 何キ歟 仕懸候 鉢に 付、 御 人数 等 御賴申 候。 g: 門前 可 

有 之 旨 被 仰、 右 御 人 數を以 相 堅 罷在候 所、 夜 も 明 候に 付 引取 可 申哉キ 小お 衞門御 申 kK« 

共、 今暫 御用 有 之 候 間 御 間 之內罷 上り 候 樣與カ 中 申 聞に 付、 御 賄 被 下、 一 統 兵粮 給 候 nn: 申 答 

候 之 所、 左樣候 は..、 御 勝手に 御 引 揚被成 候 段 申 聞 候。 外 之 御人數 も！ ！：« に 五つ 時 過^ 収、 御 

屋敷 御門 內 被 入 候 所、 跡より 淺田 新兵 衞を以 徒黨人 又々 仕 懸候鉢 追々 及 注進 候 間、 乍 御 苦 

勞御押 返 被 成 候 樣御賴 申 上 度 旨、 山城 守 殿 被 申 聞 候。 是 より 諸家 様.^ 罷越候 新兵 衞中聞 候。 

其 儘 小 左 衞門等 引返 申 候。 跡 部 殿方 樣子 相尋候 所、 山城 守 殿 等 甲 胃を帶 し、 其 上に 火が 裝束 

被 成、 鐵炮に は 玉 込、 尤 火繩、 鎗. 長刀 等拔 身、 諸家 御 方 御 人數も 弓. 鐡炮等 具足 ^爲持 お 之 

候 之 鉢、 御門 外に は 御城 代 御 堅めに 御座 候。 

二月 廿 一日  高 田 彌右衞 門 

本 多 播磨守 殿 等 

一 一月 一 一十 日。 諸 郡に 夫 食の 爲貸米 を 行 ふ。 


〔尙志 軒 雜錄拔 書〕 

一 、 天 保 八 年 酉 二月 廿日 諸 郡へ 夫 食 御 貸 米 被 仰 付 候 事。 


一 、 二 千 二百 五十石  三百 七十 八 貫目 御 銀  能 美 郡 

一、 三千 百 五十石  千 百 二 貫 五 百 目 御 銀  石 川 郡 

一、 二 千 三百 五十石  二百 六十 二 貫 五 百 目 御 銀  河北 郡 

一、 三千 四百 石  七 百 八十 貫目 御 銀 渡  口 郡 

一、 二 千 九 百 石  二百 四十 七 貫 五 百 目 御 銀  奧 郡 

一 、 五 千 八 百 五十石，" ij^g 八 百 九十 二 貫 五 百 目 同  礪波郡 

一 、 三千 九 百 石  六 百 貫目 御 銀  射 水 郡 

一、 五 千 二百 石  五 百 二十 五貫目 御 銀  新 川 郡 

右二 口 之 內七百 五十石 は 去年 取扱 米 之 分 


米 ダニ 萬 九 千 石、 銀 \ 四千 七 百 八十 八 貫目、 但御 印紙な り。 

一 一月 一 一十 日。 村 方の 窮民 を 保護して 城下に 出で しむるな かる べき こと 等 

を 諭す。 
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無 泥の 次脫 

字 あるべ し 


御 郡 村々 困窮 人 取 救 方 之 儀 は、 去冬以 來厚遂 詮議、 御 救 米 等 被 仰 付、 且於 村々 も * 元 相應之 

者 共より、 種々 取 救 置 候 儀に 候。 其 上 先頃 以來其 許 中 廻 村 介抱 方 等 も 申談有 之、 村々 役人 北ハ 

より 御請 書 も 取 立 置 有 之 候 之處、 村に 依り 必至 キ指 迫り 候 者 も 有 之 鉢 相 聞 候。 剩頃 U 御城 下 

. ^御 郡 方 之 貧民 罷出、 御 助 小屋. Si 倒れ 込、 或は 町家 軒下 等に 打 臥 罷在候 者共不 少林、 甚不相 

當 儀に 候。 是等之 儀 村々 役人 介抱 方 等 勢子 不行 屈、 等閑 故 之 儀 キ相聞 候。 若 村 役人 之內心 » 

違いた し、 御 救 米 割符 方 不正 之 儀 も 無 之 哉。 自然 右 様 之 族 有 之候而 は、 沙汰 之 K 不輕 偶に 候。 

去 秋以來 度々 被 仰 渡 之 趣 も 有 之、 其 時々 其 元 中.^ 入念 申 渡 置 候 通に 而、 於 拙者 共 も 申 It も 無 

之 儀、 第一 其 元 中 も 申 諭し 方 不行屆 儀に 候。 是等之 所得 キ心を 附穿懲 有 之、 其 様子 無 泥 可お 

之 候。 且非 人頭 共.^ 申 渡、 右 御城 下お 罷出 居候 貧民 共 住所 等爲 聞亂、 手附ぉ 引渡、 共 村々 ぉ爲 

送 屈 候條、 得 其 意、 尙更其 村々 切に 而、 いかにも 介抱 方 親切に 取扱、 以來 御城 下等お 罷出不 

申檨、 縮 方 無 油 斷可相 心得 候。 將又他 國之者 多 御 郡 方お 入 込 居候 鉢 粗相 聞え、 右 « 之 俄お 之 

候而 は、 村々 困窮 之 者 共 取 极方之 指 障りに も 可 相 成に 付、 御領 內.^ 入 込 候 他！： 者 は、 御關外 

, ^送出 候樣、 御用 番 より 被 仰 渡 も 有 之 候條、 他 國者キ 承り 候 は.、、、 廻 り 藤 內ぉ及 案內、 送出 

候 様 可申談 候。 猶更 藤內頭 共お も 夫々 申 渡 候條、 可 被 得 其 fi 候。 右 等 之 趣 村々 役人 共.^ 不相 

洩様、 如 问にも 入念 可 申 渡 1^、 以上。 


酉 二 月 廿日 


此問は 二月 

四日 


武 田 九 郞兵衞 

渡 瀨 七郞 太夫 


諸郡惣 年寄 中. 年寄 並 中 

一 一月 廿 三日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

二月 二十 三日。 臨學 校。 

二月 廿 四日。 前 田 齊泰、 御 目 見 以上の 諸 士に藩 政の 得失に 關 する 封 事 を 

上る y きこと を 命ず。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

二月 二十 七日 

一 、 左 之 覺書此 間 御用 番 より 竹 田 氏へ 御 渡、 二十 九日 御 近習 頭 古 屋喜市 郞へ申 談置候 SSf -。 

惣而御 政 向 之 儀 不被行 屈 品 共 可 有 之、 或は 御 家中 士風 等曁 御園 民 御 撫育 方钚之 俄に 付而 

も、 御 處置方 品々 可 有 之、 將又 差當り 去年 作鉢不 熟に 而、 當秋迄 下々 取 續方之 儀、 被 成 方に 

寄り 飢民 等 も 可 致出來 哉に 付、 衆議 を 廣く被 聞 召 度 旨、 先達 被 仰 出 之 趣 有 之、 頭分 以上 平士 

役 懸り之 人々.^ 夫々 申談 候。 猶又 今般 役儀 不相 勤平士 および 諸 小頭 等、 都 而御目 見 以上 之 人 
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本文 は 頭分 

以上の 士に 

對 する もの 

なるべし 


々、 人別に 封 物 を 以存付 之 趣 無 腹 藏可申 上 候。 最早 御 發駕に 御 間 も 無 之 候 間、 右 封 物 は來三 

月 中 迄に、 平士 以上 は 御 次へ 持參、 成 瀨主稅 相 達 可 上 之 候。 諸 小頭 以下 は 其 頭 • 支配人，^ 封 

物 之 儘 相 達、 頭 等より 主稅. ^相 達 可 上 之 候。 江戶 御供 人 等 都而在 江戶之 人々 は、 於 彼 地 竹 田 

市三郞 等內. ^相 達 可 申 上 候。 御 直に 申 上 候 儀 如何 キ# 候 品等 は、 同様 御用 番まで 可 申 聞 候。」 

一月 廿 六日。 前 田齊泰 先に 政事に 關し 進言した る 諸士を 嘉賞す。 

〔成 瀨正敦 日記〕  . 

二月 二十 六日 

一 、 別紙 御用 番被相 渡、 御 次 向 去年 申 談置候 人々.^ 可 申 談旨被 仰 聞 候 付、 御 近 I" 頭 多 贺へ申 

炎。 

言  . 

御 政事 向 等 之 儀、 先達 而御尋 有 之 候 所、 心 付 之 趣 申 聞 候 人々 茂 有 之、 御喜 悅被 召 候。 此段 

可 申 聞 旨 被 仰 出 候。 以後 も 猶又心 付 之 儀 無 泥 可 申 上 候。 此段茂 可 申 渡 ilH 被 仰 出 候 事。 

一 一  月 

一月 廿 七日。 前 田 齊泰金 澤を發 して 參覲 の途に 上る C 

〔本 多 政和覺 書〕 


二月 廿 七日 


一 、 今日 御 發駕五 時 御供 揃、 諸 役人 揃 六 半時に 付、 服紗 上下に 而五時 過 出る。 醜 威 W 請 P に 

月番 初 何 茂 出 被 居、 遲參之 段 相 達。 

一 、 四時 過 御 居間 書院.^ 被 召 候 間、 廻り 候樣 にと 之 事に 付、 廊下 迄罷越 居候 處、 無 程 御 出、 

1 お 皮お、 但是迄 右 之 次に 被 出 候へ 共、 當時 御用 向 相談 ai-lo 番 ゆ、 fe-f  • ん三^  ,  3 き BiEUU-ry< 

チ少 ^feMa も 有 之、 日々 出席 之 事故 相 伺、 當 春より 如斯。 5 而摺建 y 作 ヌ三 •  tE- 賠罷 rd# 

處、 今日は 發途 天氣相 も宜と 御意。 御意 之 通 今日は 天氣相 も宜、 益 御機嫌 能 被 遊御發 想恐悅 

奉存候 旨、 佘申上 候處、 留守中 政事 向 無 油斷と 御意。 播磨 守. 美 作 守 城 方 之 儀 も 無 油斷と 御^ 

に 付、 御意 之 趣 奉 畏候旨 申 上 候處、 何 茂 無事と 御意。 御 懇之蒙 御意 難 有 仕 合 奉 存候旨 申 上；^ J 

去。 畢而內 匠 • 勤 負 一 切、 御 家老. 若年 寄 中. 睡鷗ー 切 罷出候 事。 

一 、 御供 廻り 被 仰 出 有 之 節 申 聞 有 之 候樣、 坊主 を以御 横目，^ 申入 置 候處、 被 仰 出 候 llli: 御 横目 

より 案內有 之に 付、 御 式 臺へ罷 出る で imfl 就 々先 階上に 罷在、 御供 宜旨申 上 候 由 御 横 

目 申 聞 候 上、 そろく 階下.^ 下る。 ^ggl^Mf 四 半時 過御發 驚、 各 罷出候 處に而 御 膝 被 爲附、 

無事と 御意。 益 御機嫌 能 被 遊 御 發駕恐 悅奉存 候 旨、 丹 州 被 申 上、 1!^ は I、 請 蒙 御お 難 有 仕 八：： 奉 

存候旨 申 上。 

〔溫敬 公 Si 史料〕 

二月 二十 七日、 駕發 金澤。 三月 十日 抵于 江戶。 扈從 山崎庄 兵衞。 
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一 一月 廿 七日。 老臣 等の 執筆の 任に 在る 者の 濫に外 問と 交際す ベ からざる 

こと を戒 む。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

二月 二十 七日 

左 之 覺書又 三 郞殿被 相 渡、 定番 頭より 寄々 申 談候樣 申 渡 候。 御 次 之 儀 は 付 八：： も 無 之 や n に 候へ 

共、 右 之 趣 申 渡 置 候而宜 向へ は 申 談可置 旨 被 仰 聞 候 事。 

拙者 共 席 相 勤 候 執筆、 曁御 家老 中手 先 相 勤 候 執筆 共 之 儀 は、 常：被仰出も^^之、 親戚 等 之 外 は 

容易に 付合 等 も 不相成 儀に 候處、 近年 漫相成 候 付、 今般 以後 之 儀 に 申 渡 候。 ^^^入中等 

之內 にも、 御用 內談钚 と 有 之 候而、 咄合 等に 呼 候 人々 も 有 之 鉢に 候。 右に 付 政 六 年 被 仰 出 

之 趣、 一 統申談 置 候 通に 候 間、 向後 急 度 心得 有 之 候 様、 各より 寄々 可有傳 gi- 候。 尤^ 物 等 之 

儀 も 無用 之 段、 不及申 儀 候 事。 

〔御 家老 方 等〕 

四月 四日 

一 、 今度 執筆.^ 申 渡 候 趣 左 之 通。 

一 、 其方 中 重き 御用 被 仰 付 置 候 儀に 候 得 者、 他人 は不及 申、 親戚に 而も，：^ 近き 入々 之 外 はむ 


、ざと 出合 申 間 敷。 曁御 家老 中 • 若 年寄 中 之 外 は、 呼 候 而も 相 斷罷越 申 間 敷。 將又 音物 等 之條も 

御 家老 中. 若年 寄 中 並 身近き 親戚 之 外 は、 受用有 間 敷 候。 誓詞 之 御ケ條 にも 有 之 候 處漸々 相 

緩、 付合 之 向 等 多 相 成 候： t に而、 何 ぞに差 障 不可 然 儀に 候。 且又 其方 中 之 心得より 起 候 様に 

而も 有 之 間 敷、 古 役 之 人々 等より 成來候 故、 深 心 付 も 無 之 哉と 存候。 先以 重き 御用 被 仰 付 置、 

誓詞に も 有 之 儀に 候處、 ケ樣之 次第 は 甚不宜 儀に 候。 以後 は ひしと 相 止、 誓詞 御前 ま： E 通 無 違 

失 相 守 可 申 候。 尤諸 役人 中等お も 被 申談置 候。 何とか 申 事 有 之 候と も、 無 泥 相 斷可申 候。 將 

又 無 據趣有 之 付合 申 度 節 等 は、 前 簾 拙者 共.^ 內々 申 聞、 承 屆有之 上付 合 可 申、 諸 役人 中 御用 

內談 杯と 有 之 候 而も、 以後 は 罷越候 儀 等 無用に 候。 右 之 趣 相 達 御 聽申談 候 問、 急 度 相 心^ 可 

,n?  二 lA;o 

時 導  • 

酉 三 月 

一 一月。 米 價大に 騰貴す。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

天 保 八 年 正月 四日より 批屋米 一 升 代 百 二十 八 銅。 

二月 批屋ー 升 百 七十 二 文、 酒 一 升 代 三百 五十一 文。 

一 一月。 食用に 代 ふる 摺糠 • 粉糠の 取 集 高 届出の 件を告 ぐ。 
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去年 非常 之 凶作に 付、 食用 方 貧富に 不拘可 致雜食 旨、 度々 申 渡 置 候內、 先日 譯而 申談候 は、 

草 茅 曁摺糠 之 儀、 於 組々 夫々 取調 斑 可 申 旨、 一 統ぉ申 談置候 通に 候。 尤各無 汕斷、 是等 之， 

は 詮議 可 有 之 儀に 候 得 共、 猶亦 下々 迄 厚く 心得 不申而 は 難 相 成 時節に 候" 仍而右 招 糖糾々 に 

而取集 高 共、 時々 拙者 共.^ 可 相 達 候。 將又 粉糠 之 儀 も 右 同様 之 儀に 候 問、 折 才 S を以 取^ 

可 申、 此儀も 其員數 時々 可 申 聞、 右 斷之上 可 申 談儀も 可 有 之 候。 右 之 趣 一 統 不相沌 様、 綿密 

詮議 有 之 樣可相 心得 候、 以上。  ， 

酉 二月  岡 田 喜 兵 衞 

矢 部顺平 

諸 郡 物 ^ 年寄 中. 年寄 並 中  ^ 

三月 A 日。 藩の 財政 整理の 爲御 勝手 方に 於いて 更に 計畫 する の 必要 ある 

こと を ぐ 〇 ■ 

〔成 瀨正敦 日記〕 

三月 八日 

一 、 今日 御 勝手 方へ 御用 有 之 候 間、 四つ 時 過 越後 屋敷お 可罷出 il:II、 昨 H 小 紙 到來に 付、 則 


出 候。 左 之 覺書御 勝手 方 於 列座、 主 附播磨 守 殿御 渡 之 事。 

御 勝手 向 御 運 方 連々 御 逼迫に 付、 地. 他國御 借財 御 仕 法被 仰 付、 猶又御 宵 略 之 儀 可 有 詮議 旨 

等、 去 春 夫々 申 渡 置 候 通に 候。 然處 去年 御領 國作 #以 之外不 熟、 過分 之 御 用捨 米 被 仰 付、 且 

米價も 高貴に 付 窮民 御 取 救 等、 彼是 莫大 之 御 入用、 地盤 御難 之 上 打 續候而 之 御物 入に 付、 

彌以御 逼迫 至極に 被 及 候。 御 借財 御 仕 法被 仰 付 候 上 は、 御調 達 も 難 被 仰 付 儀 故、 不年 非^ 凶 

作 等 有 之 節 は、 定成御 入用 方 を 被 打 欠、 御 凌 被 成 候より 外 無 之 旨、 去 春 申 渡 置 候 通に 候 得ば、 

何 トナ歟 格別 之 御 取扱 無 之 而は難 叶 儀 故、 重而 詮議 之 品 も 可 有 之 候。 夫に 付 御お 略 之 儀 も、 近 

年 段々 相 極り 候 通、 彌堅不 相弛樣 心得 候 儀 は 勿論、 此上去 春 申 渡 置 候 趣 を以、 猶又無 汕斷遂 

詮議、 且又 年 柄に 付 一 作 御 « 略 之 品 も 可 有 之 候 間、 精誠遂 詮議、 心 付 之 儀 は 無 泥 可 被 申 聞 候。 

將又 御調 達 之 儀 前文 之 通に 候 得 共、 格別 之 御 指 支に 付而 は、 當分御 辨之爲 め 取 計 之 筋 も 可 有 

之 候 間、 此段も 可 有 承知 候 事。 

丁酉 三月 

三月 十日。 前 田齊泰 江戸に 着す。  • 

〔成 瀨正敦 日記〕 

三月 十八 日 
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攀 

一 、 四つ 時 過 左 之 紙面、 當十 日立 足輕早 飛脚 今日 到着、 傳封之 由に 而割 場より^ 越： 

一 筆致 啓上 候。 相公樣 長途 之 御旅 行 無 御恙、 御 日圖之 通、 今 H 益 御機嫌 能 御着 府被 遊、 恐悅 

之 至 御 同然 奉存 候。 將又彌 御 堅固 被 成 御 達、 珍重 存 候.^ 隨而 私共 無異， 御供 致 到着 候。 右 得 

御意 度如斯 御座 候、 恐惶 謹言。 . 

三月 十日 

三月 十日。 御 家中 主人 持の 外 長屋 を 借りて 住居す る 者の 難 逾は貸 主に 於 

いて 救助すべき こと を 諭す。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

三月 十日 

一 、 左 之 通觸物 到來、 御用 番へ當 座 之 受取 遣す。 

別紙 之 通 定番 頭.^ 申 渡 候 付、 相 越 之 候條、 被 得 其 意、 御 近習 頭 中お も 可 被 申^ 候、 以上。 

三月 十日，  奧村內 膳 

成瀨主 稅殿 

定番 頭お 

去年 以來 米價 高貴に 付、 輕き者 共 一 統及 難儀 候 鉢。 然處 町方 等 之 者 は、 其 支配人 等より 救 方 


可 有 之 候 得 共、 御 家中 主人 持 之 外、 長屋 借 罷在候 者 之內難 S 之 者 共 は、 其 貸 主より 救 方 無 之 

而は 不相濟 儀に 候。 去年 救 方 之 儀に 付、 段々 申 渡 置 候 趣 も 有 之、 人々 油 斷も有 之 間 敷 候 得 北ハ、 

長屋 借り 之 者 共 之 儀 は、 貸 主より 救 遣し 不申而 は、 何方よりも 取 救不申 儀に 候 間、 猶更 入念に 

相 心得、 取 救 可 申 候。 尤 町方より 人別 送り 不申者 は、 町方 之 支配に 候條、 其 段 も 可 有 承知 候。 

右 之 趣 夫々 可 被 申談候 事。 

三  月 

三月 十三 日。 德 川家齊 使者 を 遣 はして 前田齊 泰の參 覲を勞 せし む。 

〔見聞 袋 群 斗 gi〕 

三月 十三 日。 上使 老中 松 平和 泉 守 殿 を 以て 御勞有 之、 御 登城 等 御先 格 之 通な り。 

三月 十五 日。 前田齊 泰登營 して 參覲の 鳢を行 ふ。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

三月 二十 三日  . 

一 、 ロ月ロ 日出 候、 御 奉 窨到來 之 恐 悅狀、 裏 翁に 而 到來。 

一 筆 啓上 候。 然ば去 十三 日 以上 使 御懇之 被爲蒙 上」 竹 r 昨 十四日 依 御 奉番、 今 十五 rn 御 « 城、 

御參勤 之 御禮御 首尾 克被仰 上、 恐悅御 同然 之 至奉存 候。 右 之 趣 得 御 > ば 鹿如斯 御座 候、 si 
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言。 

三月 十五 日  •  坂  井 等 

成瀨 主稅樣 

〔溫敬 公 記 史料〕  . 

三月 十五 日。 登城 謁將軍 於 御座 之 間 謝 之。 横 山 出城 守. 山 崎庄兵 衞謁將 軍。 

〔績德 川 赏紀〕 

三月 十五 日、 月次の 賀 例の ごとし。 松 平加賀 守參覲 す。  - 

三月 十六 日。 金澤 公儀 町より 火 を 失す。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

三月 十六 日 

一 、 今曉 八つ 半時 過、 公儀 町筋 出火、 潰 家 共 都合 百軒餘 類燒、 朝 六 半時 過载 火。 右に 付 大火 

之 儀、 御廣 式へ 伺 御機嫌 可 罷出哉 存 候へ 共、 痔疾 不出 來、 其 上 格別 御 近火に 而も 無 之故不 

罷出候 事。 

〔御 家老 方 等〕 . 

一 、 三月 十六 日曉八 半時 頃帶刀 町油屋 庄兵衞 家より 出火、 軒数 左 之 通 屈。 


八十 八 軒 

外 六 軒濱家 四 軒半漬 

一 っ町內 番小屋 

三月 廿ー 一日。 財力 ある 者 は他國 より 米穀 を 買 入れ 其の 額 を 屆出づ べき こ 

と を 命ず。 

〔御 部 典〕 

他！： 米 等 買 入 方 等 之 儀に 付、 別紙 寫之通 可 申 渡 哉 之 旨、 御 勝手 方 年寄 中.^ 相 達 候處、 一 統.^ 

可 申 渡 旨 御 申 聞 候條、 被 得 其 意、 夫々 不 相波樣 急速 可 被 申 渡 候、 以上。  ， 

三月 廿 二日  御 算用 場 

岡 田 喜 兵 衞殿 

槻尾甚 七 郞殿 

去年 非常 之 凶作に 而、 御領 國用 米取續 方無覺 束に 付、 他！； 米 買 入 之儀遂 詮議 置 候 得 共、 いま 

だ 買 人 之 員 數不相 知 分 も 有 之、 自然 此末無 數に候 得ば、 取續方 手薄に 付、 ，3: 亦 買 入 之 依可遂 

諍- 满之 處、 一 統 承知 之 通 御 勝手 向 御 逼迫 至極 之 上、 去年 來之御 根毛、 且御救 方 等 英大之 に 

付、 御述方 必至 キ指 支、 右 買 入 方ね 指當り 金子 相 渡 候 儀 指 支 候。 仍而各 支配 所 船 持 等 和 應之 
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貯有之 者、 格別 之 御 時節 を存 付、 米 幷に雜 穀等何 成 共 食用に 相 成 候 品々、 不依 多少に 人々 力 

限り 他！： より 買 入 候 様 取 极可有 之、 買留 次第 當 場.， 可 致案內 候。 且亦 御倾^ 之 者 之內、 去年 

來於他 1： に 米 幷雜穀 等 買 留置 候 者 有 之 儀、 粗相 知 居 申 分 も 有 之 候。 右 様 nsEls; 候 分 は、 都而 

御領 國最寄 之 浦々.^ 引 寄 可 申 候。 是等之 趣爲致 出精 候 榇可被 相 心得 候 事。 

三  月 

三月 廿 六日。 麥收穫 の 期將に 近づきた る を 以て その 取締 方法 を惣， 牛 寄に 

上申せ しむ。 

〔， 司 農 典〕 

諸 郡 共 頃日 麥作追 々穂に 出 候に 付、 右 番之儀 於 村々 に 油 斷は有 之 間 敷 候 得：^, ハ、 小！：乂^^^-不相 

拽様可 有 詮議 候。 麥作出 來之上 者 いかにも 致 勘辨、 秋 成 迄 之 取 續方喰 延し候 様 可.；^ 指^。 且 

是迄 誠に 雜食而 已給候 者 共、 一 時に 致 食用 候而 者、 却 而腹氣 にも 不可 然 a キ被存 攸條、 =: 疋等 

之 處も念 頃に 可 相 心得 候。 尤賣 出方 之 儀 も、 於 組主附 中に 取 縮 方 も 可 有 之 儀：. ナ存 候。 邯々 収 

极之樣 子 承 置 度 候條、 早々 可 申 越 候、 以上。 ， 

酉 三月 廿 六日  ♦ 改作 方 御 郡 奉行 

諸郡惣 年寄. 年寄 並 中 


三月 廿人 日。 京都 本願 寺より 門徒の 百姓 を徵發 せんとす る 風聞 ある を以 

て さに 應 ずる ことな かるべ きを 命ず。 

〔司 農 典〕 

今度 大坂 表に 而大塩 平 八 郞及騷 動に 候 一 件に 付、 京都 於 本願 寺に 右 防 方 用意 之爲、 人足 門徒 

之 者 可 罷出旨 諸！； お 觸候趣 相 聞 得 候。 尤其許 中 油 斷も無 之 儀に 候 得 共、 一圓 罷越候 儀 難 相 成 

候。 其 上 耕作 ま 之 時節に 候 間、 嚴重 心得 方 可 申 付 置、 若 密に罷 越 候 者 於 有 之に 者不輕 儀に 候 

條、 <1| 度 曲事に 可 申 付 候 間、 能々 相 心得 早速 可 申 渡 候、 以上。 

三月 二十 八日  改作 方 御 郡 奉行 

諸郡惣 年寄. 年寄 並 中 

三月。 米作の 督 勵を嚴 重に すべき を 令す。 

當出作 勢子 方之條 者、 每度申 渡 置 isT 尤各油 斷者有 之 間 敷 儀に 候 得 共、 ほ然 手後れ 候 而^ 不 

容易 趣に 候條、 組々 主 附繁々 致 廻 村、 勢子 方 少しも 無 汕斷可 相 心 « 候。 一  も 手 後に 相 成 候 

村 方 於 有 之に 者、 組 主 附可爲 越度 候 之 間、 此 llm 急 度 相 心 5J:、 請 可 指 出 候、 以上。 
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酉 三月  改作 方御邯 奉行 

ロ郡惣 年寄. 年寄 並 中 

四月 三日。 前田齊 泰登營 して 德川 家慶の 相續を 祝す。 

〔續德 川 赏紀〕 

四月 三日。 昨日 御 引 移の 御 祝と して 群臣 總 出仕 あり。 紀伊 大納言. 尾 張中納 言. 水戶 宰相に は 

御座所に て 御對面 あり、 御手 づ から 賓斗跑 をお くらせられ、 次に 松 平加贺 守. 松 平 三 河 守 

平 越 前 守. 松 平 右近 將監. 松 平上總 介. 松 平 左 兵 衞督. 松 平淡 路 守. 松 平 兵 部 大輔. 松： 牛攝^ 守. 

松 平 左 京大 夫. 松 平大學 頭. 松 平播磨 守. 溜 詰 之 人々. 松 率 近 江 守、 同じく 見えた てまつ り、 そ 

の 他のと もがら はみ な大廣 間にして 奏者 番に 謁す。 

四月 十 一 日。 將軍 宣下の 際 前田齊 泰束帶 にて 登營 する を 以て 轅舁の 着用 

する 入德を 金澤に 於いて 製せ しむ。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

四月 十 一 日 , 

一 、 將軍 宣下 之 節、 御 束 帶に而 御 登城に 付、 御轅舁 着用 之 八 德出來 之 儀、 御！： 表 之 方 下 M に 


付 出 來可申 渡。 夫に 付是迄 之八德 御合紋 花菱に 付、 三十 人頭 等へ 相尋候 所、 三十 人 方 御合紋 

は惣而 角之內 三の 字に 候。 御 部屋に 而は 御手 廻 小頭 代 は 三つ 花菱、 御手 廻 之 者 は 一 ッ 花菱 之 

旨。 寬政 十一 年 二月 二十四日 上野 御 豫參之 節 松 本 恒右衞 門 御 装束 方 御用に 而罷 出、 太 梁 院« 

御 轅异八 德は千 種 色、 紋所 角之內 三の 字、 五所 紋、 革 紐 茶色、 觀樹院 様 御轅异 は、 空色に 紋 

所 花菱 三ッ 付、 茶 革 紐 付 候 段 見受、 則 其 節 之手留 にも 記 有 之 旨 申 聞 候。 今般 新 出 來被仰 付 候 

八德 は、 千 種 色、 紋所 角之內 三の 字、 五所 紋に而 相 渡 候 儀に 相 伺候 間、 三十 人頭 被 申 渡、 仕 

立方 申談、 出 來之上 夫々 可 指 越 旨 申來。 . 

四月 十三 日。 諸 郡 百姓に とらせ 圍子を 食用に 供す ベ きこと を告 ぐ。 

〔御 郡方舊 記〕 

とらせ 圈子仕 立 樣之事 

とらせの 根 を 掘、 毛 を 削りお とし、 藁灰の あくに 能々 ゆで あげて、 かち s にて うち 碎き、 布 

の 袋に 入て、 川 水なら ば尙更 よろしく、 一  日 も 一 夜 も 水に さらし 候 を 干 あげ、 挽 H にて 挽き、 

M 子に 致し、 少々 燒き候 得ば かたまりて よし。 右 とらせの 類 一 升に、 a の 粉に 穀 額の 粉 三 合 

程 も 相 交、 此 頃の もち 草 等少々 まぜ 候 得ば、 尙更喰 ひよく 御座 候 事。 

酉 四月 
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とらせ 團子 製法 之 儀に 付、 御 別紙 御 渡、 早速 組 切 村々 へ 申 渡、 専 食用に 爲致可 申 校 被 仰 渡 候 

に 付、 相 迥之申 候 間、 早々 御 順達從 落着 年寄 溜へ 御 返 可 被 成 候、 以上。 

酉 四月 十三 日  御 出張 番 a-s 所 

組々 主附宛 

四月 廿 五日。 前 將軍德 川 家 齊返隱 せし を 以て 物 を 前 田齊泰 に 贈る。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

五月七日 

一-、 前 月 二十 九日 出 町 飛脚 拔出早 飛脚 步に而 指 出、 川 支に 而 二日 逗留、 今 さ： 前 到來。 

當 二十 五日 御隱居 之爲御 祝儀、 從 大御所 樣 上使 永 井 肥 前 守 殿 を以、 御 腰 物幷御 翁御拜 I 则 「) 犬 

千代 丸樣. 龜丸 殿.^ 茂、 右 御 同人 を 以御腰 物 幷御肴 御 拜領被 成 候。 右 御 普 爲聽、 榮操院 様お 御 

近習 頭 を 以被仰 進 候。 御 口上書 入御 覽指進 申 候。 御 日抦宜 時分、 御 使 御 申 談可被 成 候。 且龜 

丸 殿 當時御 勤 方 御 指 略 被 成 候へ 共、 御 格別 之 御 拜領物 之 儀に 付、 御 同所 様より 御^ 爲聽、 方 

々樣 より 御 歡も有 之 箬に候 間、 此段爲 御 承知 申 進 候、 以上。 

四月 二十 九日  井.. 5Hs 

成  瀨樣 


〔見聞 袋 群 斗 記〕 

四月 廿 五日、 大御所 樣御隱 居爲御 祝、 公お 御 刀 大和 則 >t 代金 五十 枚、 上使 大岡主 膳 正 を以賜 

る。 大 千代 丸樣， ^御 刀 若 狹冬廣 代金 二十 枚、 龜丸 殿，^ 御 刀 豐後重 行 代金 十五 枚、 上使 を以偶 

るな り。 公 御 初より 御 祝儀 品々 献上 有るな り。 御 能 御 拜見も あり。 其節見事なる折詰御^£^子 

献上 有 之。 御料 s; も 御 頂戴。 

四月。 米縠 を貯藏 する 者に 賣却 を勸 め、 又 之を隱 匿す る 者 を告發 せし む。 

〔御 郡 典〕 

御 算用 場 奉行お  . 

去年 作鉢不 直、 御 用捨 米 等 を も 被 仰 付 候 得 共、 百姓 共 手前 未だ 行 足 不申者 も 多 有 之« 子に 而、 

作 德米賣 出方 も 少分之 林に 相 聞 候。 如 此之年 術に 候 得ば、 人，^ 手前 後： n 之 指 支 を存、 又は 所 

方 用 米 之 心 當に相 殘し置 候 者 も 可 有 之 儀、 其 段 は尤之 事に 候。 然る 處金澤 を始、 遠 所 町方 等 

用 米 不足に 相 成 可 申 向々 も 有 之 鉢、 此段不 容易 儀に 候。 此末 百姓 共 手前々々 之 食用に 可 相 成 

分 之 外、 少に 而も 餘分有 之 者 は、 五月 中に 必賣出 可 申 候。 手前に- &無之 者 は、 外より S 只受候 

而成共 賣出可 申 候。 御領^ は 一 棘 之 事に 候 得 共、 御上お 之 御 奉公に 候 間、 無 汕斷相 心 可 申 

候" 若 亦 六月 以後 貯罷在 候 者、 隱し候 而賣出 不申段 及 見聞に 候 は  >、 不依 誰々 に 可 申出 候" 
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御 穿 整 之 上爲賣 出、 代 銀 は 申出 候 者へ 半 高 被 下、 殘半高 は 所 方へ 可 被 下 候 #。 

一 、 所 方 用 米 手 當之爲 め、 自分 作 德之內 貯置候 者 も 有 之 候 は..、、 其 高 出 可 申 候" 其 所 之 様 

子 次第 心得 方 可 申 渡 候。 

一 、 餘計 所持 之 者 を 承 出、 其 段 申立 候內、 自然 其 處之用 米に 可 相 成分 有 之、 賣 出方 指 支 候 分 

は、 代 鈒は難 被 下。 依而 申出 候爲御 褒美 ふ、 別に 銀 子等 可 被 下 候 間、 無泥可申出候^^ 

右 之 趣 被 得 其 意、 夫，^ 申 渡 候樣、 御 部 奉行.^ 可 被 申 談候事 。 

酉. 四月 

四月。 江戸に 出 稼せ る 者 送還 せらる。  . 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

四月、 諸 國飢條 に 付、 稼と して 江戶 表.^ 諸 1： より 罷越 候處、 米穀 何方 茂 差 支 候に 付、 0^k 

に而 國々. ^御 送。 此御國 にも 三百 人 計 御返し。 

五月 八日。 御 歩 並 以上の 諸 土に 七月 以後の 飯米 を 借 上ぐ ベ きこと を 令す" 

〔觸 留〕  • 

去年 御領！； 非常 之 凶作に 付、 段々 詮議 被 仰 付、 今日に 至る 迄 土民 共 格別 之 難 偽に 不及 様、 0 

々御 取扱 之 儀 承知 之 通に 候。 然處去 作 皆 不納 等 之. 1^ 々有 之、 米穀 出来高 過分に 不足いた し、 


大坂御 廻米幷 末々 津出等 を も 指 止、 猶他國 米 買 入 等 之 儀 申 渡、 何も 何分に も 取 續候様 種々 遂 

詮議 候 得 共、 此 節に 至り 次第に 御 米 無 數に相 成、 他國 米も纔 ならで 難 調、 追々 御領^ 中 用 米. 

夫 食 等 渡 方 も 指 支、 末々 飢餓に も 至り 可 申 儀 難 計 候。 御 家中 之 儀 者 格別 之 儀に 付、 御 © 米 も 

追々 被 渡 下 喾に候 得 共、 右樣之 時節に 至り、 侍 中たり とも 平常 之 心得に 可罷在 儀に 而者無 之、 

御上 之 御仁 惠を 以是 迄に 至り 候 儀に 候 得 者、 御 家中 人々 も 心 カを盡 し、 土民 一 同に 困窮 を：^ 

にす る 心得に 可 罷在儀 本意に 候。 自然 此末 困窮に 迫り 不穩儀 も 出 來候而 は、 御 留守 之 俄別而 

一 統可奉 恐 入 儀。 於 拙者 共 殊更 心痛 此 事に 候。 依 之 御 家中 一 統先 今. 來月 飯米 之 外、 七 ガ朔日 

以後 之 分、 當分御 借 上申 渡 候 問、 此節之 儀 御用 立 可 申 候。 御 返 辨方之 儀 者、 來月 下句より^ 

々 に 相 渡 候 様 申 渡 候。 右に 付 町. 在 等 之 儀 も 嚴重申 渡 候 趣 可 有 之 候 事。 

右 之 趣 被 得 其^、 組. 支配 不相拽 樣可被 申 渡 候 事。 

@ 五月 八日  本 多 播磨守 

御 家中 之 人々、 七月 朔日 以後 之 飯米 御 借 上 之 儀、 別紙 申 渡 候 通に 候。 右 者 御步並 以上 所持 之 

分 御 借 上に 候條、 指 出 等 之 儀 者、 御 算用 場より 直に 可 申談候 害に 候 事。 

五月 八日 

〔每 rnK* 拔〕 
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五月 八日 

一 、 御領 國 非常 之 凶作、 種々 御 取扱 等 有 之 候。 自然 此末 困窮に 迫り 不穩偶 も 出 來候而 は、 御 

留守 之 儀別而 一 統可奉 恐 入 儀に 付、 御 家中 一 統先 今. 來月 飯米 之 外 七月 朔 ni 以後 之 分 分 御 

借 上 之 儀 等、 頭分 以上 御用 番 又は 筆頭 之 面々 越後 屋敷へ 相 招 御用 番申渡 「、 年^?13中等列鹿、 且 

御橫 目差 引 も 無 之。  - 

五月 十六 日。 前 田 齊泰諸 士の半 知 借 上を實 行す ベ き 決意 を告 ぐ。 

〔御 親 翰留〕 

去年 違 作、 且舊 冬以來 窮民 取 救 方 等 多 之 引 高に 而、 勝手 方 埋合之 手段 無 之」！ II。 仍而 (豕中 知行 

半分 借 上 を 以辨申 外 無 之 由、 年寄 共始 勝手 方 之 者 共 何 茂、 此 度舍？ ^通り 不申忖 時 は 外に 手 <s 

は 一 圓無之 旨 一 決に て、 各 茂 異存 無 之 旨。 當時 家中 も 難 S 至極 之 様子に 候 所、 右淋中 付攸， 

誠 難 忍 事に 候。 殊更 先代よりも 無 之 儀 を 申 付、 何れも 可爲 迷惑と 深く 痛 入 * に 候 得 共、 無 =: 疋 

非 申 付る と 申 ものに 候。 尤諸 上納 は 當年ー 作 令 用捨 可 申 候。 お 略 方 之 條も此 上 厳 意 可 中 付 

に 候。 乍 去 近年 追々 申 付 候 上 之 事、 迚も 行 屆間敷 哉に 存候。 勿論 手元 之 儀 も 成 限 « 略い 仁し 

候 心得に 者 候へ ども、 各 心 付 之 趣 有 之 候 者、 尤無泥 可 被 申 聞 候。 何れと も 心得 可 申 候。 只々 

取 治 方に 差 障 も 有 之 間 敷 哉と、 心許なく 存候。 各 油 斷も無 之 儀に 候 へ 共、 我等 始終 辨兼攸 故、 


是月 は大盡 

なリ 


其方 中 存寄承 置 度 候。 播 磨守始 勝手 方 之 面々 心配 察 入、 大儀 之 事に 存候。 猶更各 心 付 之 趣 も 

候 は.、 /-、 播磨守 等お 入念 被 申. 遣、 宜敷被 取 計 候 樣可被 申 遣 候 事。 

右 酉 五月 十六 日 山城 守 被 爲召御 渡 被 遊 候處、 金澤に 遣、 六月 八日 返上 之 由。 

五月 晦日。 百姓の 米穀 を貯藏 する もの あらば 急に 之を賣 出す ベ きこと を 

命ず。 

〔司 農 典〕 

諸 郡 共 村々 百姓 手前に 有 之 候 作德米 等、 當月中 不賣出 隱置候 者 有 之 候 得 者、 右 米 爲賣出 可 申 

候。 若 隱し置 候 分 有 之、 見出し 候 者 有 之 候 得 者、 右 之 者へ 代 銀 半 高 御 渡 之 旨 先達 而被仰 渡、 

則 申 渡 置 候 通に 候。 依而來 月に 至り、 若 役人 指 出御 調 方 有 之 哉 も 難 計 候。 併 此末ー 統 雑食 

等いた し 食出 米 も 有 之、 賣拂度 者 も 可 有 之に 付、 右 御調 斑 方 も 有 之 儀に 候 は..、、 今 jg: 御 «豫 

之 儀 有 之 様、 御 算用 場.^ 相 達 置 候 間、 無 泥 喰 出 米 可賣出 候。 元 來用米 無數之 儀に 付、 右 之 如 

く 御 詮議 も 有 之 儀に 候 得 者、 少々 に 而も 餘分有 之 者 は 早速 可賣出 候、 以上。 

酉 五月 晦日  改作 方 御 郡 奉行 

、諸 郡惣 年寄 • 年寄 並 中  ， 
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じ 0" ぅぽは 

令 法な リ 


五月。 行 倒 人 を 非人 小屋に 收容 する 手 續を改 む。 

〔觸 留〕 

去年 非常 之 凶作に 付、 飢人 多く、 所々 行 倒 罷在候 者 有 之 鉢に 付、 當 一 作、 行倒罷 ft 候 者、 先非 

人 小屋 に 而御救 申 渡 候 趣、 當泰及 御 達 申 候 通 に 候。 然所追 々 * に も，：^ 候 故、 次^ に 行 倒 人 多、 

於 所 方 勞り候 由に 候 得 共、 其 ま に は 難 差 置、 仕 抹方甚 迷惑 之 筋 も 可 有 之 候 間、 以後 御家屮 

ゆ 町方 等、 銘々 屋敷 廻りに 行 倒 候 者 有 之 節 は、 御 家中 者不及 申、 町家たり とも 直に 非人.^ 尾 

役所.^ 斷出候 者、 同所より 請 取 人 早速 差 出、 引取 御 救 申 渡、 追 而其段 頭. 支配人より 裁許 與カ 

お 申達 候而 可然キ 奉存 候。 右 引 送 候 者 取 救 方 等 之 儀 は、 . ^議仕 裁許 與 力.^ 可 申波攸 处從 

詮議 有 之、 御 聞 屑 之 上 は此段 早速 諸 向.^ 被 仰 渡 候 樣にキ 奉存候 事。 

月  御 算用 場 

五月。 窮民に 食料と して 令 法を與 ふ。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

五月、 輕き 者.^ 爲御救 じ やう ぼ 被 下。 

六月 九日。 幕苻に 提出す ベ き 藩 領の繪 圖出來 方に 關 して 議す。 


〔成 瀨正敦 日記〕 

六月 九日 

一 、 當 五日 井上 井之助 拙宅へ 參出申 聞 候 は、 今般 公儀へ 御 書 上 之 三 州 御綺圖 加州 之 分 下 給、 

漸當月 中 出來、 相 伺 可 申+存 候。 夫に 付 先年 公 邊へ御 指 出御 座 候、 富 田權佐 著述 之 三 州 志、 

幷 金子 吉次 著述 之 白山 志 一 返 披見、 御 不都合 等 之 品 も 無 之 哉、 考合指 上 度 候 得 共、 右 ま I 物容 

易に 披見 成 兼 候 間、 夫々 御 取 立、 一 返 披見 可 被 仰 付 哉、 心 付 候 事故 申 聞 候。 且其外 御 直 封 之 

御 品等に も、 御 見 しらべ 可 有 御座 御 品 も 可 有 御座 哉。 此儀は 猶更於 御前 御 詮議 被 仰 付 候 様 仕 

度、 御 序に 申 上 置 候 由 等 申 聞に 付、 相考候 所、 元 來三州 志 等 私 之記錄 に而、 御文 庫 等 之 御 Si 

錄を以 考等被 仰 付 候 品に 而も 無 之 儀。 左 候 得ば 御 不都合 之 品等 有 之 候.. ナ而、 御 支 もお 之 ii: 

敷 儀 キ存候 付、 今日 井之助 御 呼 立、 心 付 之 趣 は 御 序に 可 申 上 置 候^ 共、 右 之 譯キ遂 詮議 候 問、 

先 下 繪圖等 出來、 被 指 上 候 樣にキ 申 談置候 事。 

六月 十 一 日。 一 一 百 石 以上の 士は 本年の 半 知 を 減じ、 以下 も 亦 割合 を 以て 

減ずべき こと を <5P す 0 

〔成 瀨正敦 日記〕  . 

六月 十 一 日 
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一 、 今日 五つ 半時 過 登城 可 仕 旨、 昨日 御用 番 より 御 姐 文に 付、 則罷 出、 松 之 ii: 二 之 口 御 近 

習 頭 • 同隱居 共 一 列に 被 呼 立、 今般 二百 石 以上 之 面々 半 知當ー 作 御 借 上、 二  w 石 以下 幷御切 米 

之 分 は、 以 割合 御 借 上 之 旨 等 御 書 立、 年寄 中等 御 列座に 而、 御 川番內 R 殿御 波に 付、 Kn 

分より、 被 仰 渡 之 趣 奉 得 其 意 候 旨 申 述返候 事。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

六月 廿 九日 

一 、 當十 一 日、 御 家中 一 作 半 知 御 借 上等 之 儀、 御用 番內 勝 殿 被 相 渡 候 SIJS 等、 左 之 通り。 

御 勝手 向 連々 御難 S 至極 之 上、 去 巳年 違 作 御 报失之 後、 彌 御 指 支に 付、 御 借財 御 返 辨方等 

種々 御 仕 法被 仰 付、 漸御取 續被成 候。 然處 去年 又 候 凶作、 御 用捨 米 を も 被 仰 付。 就 夫 而は三 

州 窮民 御 救 方 等、 彼是 御 入用 打 重り、 御調 達 も 被 仰 付 候へ 共、 其 上に 茂 御 不足 相 立、 被 成 方 

無 之 候。 依 之 拙者 共 重々 議之趣 相 達 御聽、 不 容易 儀に 候へ 共、 當年ー 作、 御 家中 知行 之 内 

半 知 御 借 上、 其內 二百 石 以下 之 人々、 幷御切 米 等 之 分 は、 別紙 割合 « 之 通 御 借 上 被 仰 付 攸« 

仕度 旨 申 上 候 所、 御 家中 も 難 之 折 柄、 又 候 過分 之 御 借 上 被 仰 付 候 儀、 誠に 御 忍雖被 遊、 殊 

更御 先代より 茂 無 之 儀 を 被 仰 付、 何れも 可爲 迷惑 ふ 深く 御 心痛 被 召 候 得 共、 幾^^-にも外手 

^無 之 旨に i:、 被 爲任其 意 候 段 被 仰 出 候條、 いか 樣 にも 御 奉公 取 績可相 勤 候。 右に 付而 は、 


御 借 渡に 御 

貸 波 


家 來钚も 減少 致 省略 可 取 續儀候 得 共、 時節柄 浪人 多 相 成候而 は、 下々 可 及 困窮 候 間、 家來は 

成 限 減少 不致 様相 心得 可 申 候。 

一 、 小 祿に而 家 內多之 人々 杯、 右 之 通 御 借 上に 相 成候而 は、 必至 キ指支 候 者 も 可 有 之 候 間、 

左樣之 人々 は 頭 • 支配人 手前に 而得キ 相 a 可 被 申 聞 候。 何 キ歟御 取扱 可 有 之 候。 

一 、 右 之 通 被 仰 付 候に 付而 は、 役 出 銀 を 初、 諸 上納/返 上方 等 之 儀 は、 追 而可申 波 候。 

一 、 當半 納賣捌 方、 八月 朔日迄 相 延可申 候。 

但、 右に 付 指 當り手 支 之 分 は、 願 出 候 者、 御 借 上 之 殘知高 百 石に 付、 五十 目充之 11 御 借 波 

可 有 之 候。 尤 八月 中 一 時 返上 可 仕 候。 

一 、 諸 借財 等 指 引 方 之 儀 は、 追 而可申 渡 候。  ： 

伹、 小 前 之 買掛等 は、 半 納賣捌 以後、 成 限 品 能 取 計 可 申 候。 

右 之 趣 被 得 其 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

六  月  奧村內 K 

覺 

知： t 高 

一、 二 百 石 內百 石に 付  四十 八 石 御 借，^ 

一 、 百 九十 石 同  四十 六 石 御 借 上 
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一 、 百 八十 石 同 

一 、 百 七十 石 同 

一 、 百 六十 石 同 

一 、 百 五十石 同 

一 、 百 四十 石 同 

一 、 百 三十 石 同 

一 、 百 二十 石 同 

一、 百 十 石 同 

一、 百 石 同 

一、 九十 石 同 

一、 八十 石 同 

一、 七十 石 同 

一、 六十 石 同 

一、 五十石 同 

一 、 御 切 米. 御 扶持 方、 


七 九 六 

四十 四 石 御 借 h 

四十 二 石 御 借 上 

四十 石 御 借 h 

三十 八 石 御 借 上 

三十 六 石 御 借 上 

三十 四 石 御 借 上 

三十 二 石 御 借 上 

三十 石 御 借 上 

i  二十 八 石 御 借 上 

二十 五 石 御 借 上 

二十 二 石 御 借 上 

十九 石 御 借 上 ， 

十六 石 御 借 上 

十三 石 御 借 上 

右 知行 之 割合にて 御 借 上 之 事。 


一 、 足 輕は御 切 米之內 一 割 御 借 上 之 事。 

一 、 役 料 は 別紙 割合 窨之通 御 借 上 之 事。 

一 、 手替 足輕. 小者 は 不殘御 借 上 之 事。 

但、 平士被 下足 輕御借 上、 代り役 金 可 被 下 候 事。 

一 、 隱居料 も 一 統 割合 之 通 御 借 上 之 事。 

一 、 遠慮 等 被 仰 付 置 候 人々 も 一 統 割合 之 通 御 借 上 之 事。  . 

一 、 他^ 居住 之 人々 も 一 統 割合 之 通 御 借 上 之 事。 

一、 三 ノー  被 下 置 候 人々 は 御 借 知 不被仰 付、 本 知 被 下 候 上 一 統之通 御 借 上 被 仰 付 候^。 

一 、 亂心之 鉢に て 御 知行 等 被 召 放、 御 扶持 被 下 置 候 分、 御 借 上 不被仰 付 候 *。 

一 、 坊主. 小者 は 御 借 上 無 之 候 事。  ， 

一 、 加州 知 之 分 は 人々 飯米に 可 致 儀に 付、 加州 知に 當る半 高 は 遠 所 米之內 にて 御 借 卜： 之 

一 、 他 1： 御 4： 力 扶持 等 被 下 置 候 人々 者、 是迄之 通 御 借 上 之 $。 

六  月 

頭分 等 役 料 之 內御借 上 割 合 書 
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、 自分 知 二百 石 以下 

、 同 

、 同 

、 同 

、 同 

、 同 


二百 十 石より 三百 石まで 

三百 十 石より 四百 石まで 

四百 十 石より 五百石. まで 

五 百 十 石より 六 百 石まで 

六 百 十 石より 七 百 九十 石まで 

、 八 百 石 以上 

、 二百 石 以下 平 土 


七 九 八 

役 料 百 石に 付 三十 八 石 御 借 上 

同 百 石に 付 四十 四 石 御借ト 

同 百 石に 付 五十石 御 借 上 

同 百 石に 付 五十六 石 御 借 上 

同 百 石に 付 六十 二 石 御 借 上 

同 百 石に 付 六十 八 石 御 借 上 

同 百 石に 付 七十 四 石 御 借 上 

同 百 石に 付 三十 二 石 御 借 上 

同 百 石に 付 三十 八 石 御 借 上 ： 


、 同 二百 十 石 以上 平 土 

、 御 射手. 御 異風 弓 料 等 も、 右 同樣之 割合にて 御 借 上 之； *。  . 

、 御步 横目 等 役 料幷御 細工 者 兼 藝料等 は 一 割 充御借 上 之 事。 

、 役 料 銀 も 右 割合 を 以御借 上 之 事。 

六  月 

六月 十一 一日。 銀 仲 預り銀 手形の 通用に 關し 流言す る こと を 戒む。 


CnH  ^Jl 1、， 

秭君 J, 


此度御 家中 半 知 御 借 上に 付、 諸 指 引 方 等 は 追而御 詮議 可 有 之 段 被 仰 渡 候。 ケ«之折柄@然奸 

曲之者有.^^、 銀 仲預り 手形 故障 有 之 杯.. ナ申 觸候キ も、 左 樣之儀 は 曾 而無之 事に 候 間、 是迄之 

通 聊無泥 融通いた し 可 申 候。 若 亦 右 樣之儀 申 觸候者 有 之 候 は、、、、 早々 可訴出 旨、 速 夫々 可 

被 申 渡 候、 以上。 

六月 十二 日  御 算用 場 

岡 田 喜 兵 衞殿 

. 槻尾甚 七郞殿 

〔御 1^ 典〕 . 

此節 御城 下金 錢 高く 賣 買いた し 候。 一 旦之 事に 而頓而 下り 可 申 候 間、 御 郡に 而は 右に 迷ひ不 

申、 是迄之 通 可 致賣買 候。 且亦 別紙 申 渡 候 類 之 者 御 郡 中お 廻り、 彼是 下々 を だまし、 妨げ を 

成：^ 鉢 之 者 あらば、 廻り 藤內 見附 次第 召 捕 可 申 候。 此段も 夫々 急 度 可 申 波 候、 以上。 

酉 七月 十八 日  橫尾 甚七郎 

ロ邯惣 年寄. 年寄 並 中 

此節銀 仲 手形 やがてつ ぶれ 候 杯 キ申觸 し、 金銀 杯 多く 買 入 候 者 御 11 徘徊いた し 候 由に 候條、 

內々 承 合、 右 様 之 者 あらば 誰々 によらす 早々 可 申出。 金澤 又は 出 役所、 向.^、；？次^^於中出には、 
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路用 相 渡し、 別に 褒美 可 遣 候條、 此段速 可 申 渡 候。 

六月。 用 米 不足す る を 以て 當 作の 麥 一 萬 石 を 諸 郡に 割當し 上納せ しむ。 

〔司 農 典〕 

付 札、 改作 方 御 郡 奉行お 

此節 御藏 米 等 追々 拂 底に 相 成、 新穀 迄 之 用 米 取 續之， 称 無 《 束に 付、 他 S 麥御賈 入 之^に 候 

共、 着岸 迄 之 處手支 候 而者不 容易 儀に 候。 仍而 村々 出來麥 之內ー ^石、 當 新穀  一 ^石.. ナ^ 手 

引替 申 付！^ 條、 諸 都 割符 方 之 儀 者、 各 手前に おいて 詮議 有 之、 高 割 等 を 以<1 速 御 « 納之， 促 可 

皮 申 渡 候..。 若 代 銀に 而望之 分 は、 爲中 勘キ石 八十 目 園 を 以可被 相 渡 候。 

右 之 趣 夫々 被 申 渡、 當月 六日より 追々 御藏 納 いたし 候 様 可 被 取 計 候 事。 、 

酉 六月 

六月。 貧民に 大豆 を 給し、 又大に 工事 を 起す。  . 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

六月、 御 救と して 農民お 大豆 被 下。 越後 新 潟 等より 御 取 寄。 

金澤等 所々 御坊 • 山伏 等に 而富突 相 初む。 追而御 停止。 


下民 御 救と して 江 堀 掘 上 被 仰 付、 一 日に 婆々 媽共等 迄 二 千人充 出。 此御 入用 銀 百 貫目 餘。 

七月 六日。 町 • 在 及び 家中の 借財 辨濟 方法 及び 質 物の 請 出し 方 等 を 令す。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

七月 六日 

一 、 當 六日 町方 等 へ 被 仰 渡 方 等、 左 之 通り。 

去年 御領 國中稀 成 不作に 付、 御 救 方 等 過分に 被 仰 付、 御 勝手 向別 而 ひしと 御 指 支、 此末々 御 

手當無 之に 付、 此度御 家中 一 統半知 御 借 上 有 之 候。 町 • 在 之 儀從來 多分 難 fi 之 上、 加 « 之 年 

柄、 且は半 知 御 借 上に 付 而も、 何廉 指つ まり、 輕 きもの 別而 難儀 候 間、 町方 一 統 借財 都 而無 

利 足に いたし、 相 對を以 年賦に 取 極 可 申 候。 

但、 是迄指 遣 候 利 足 銀 之 分 は、 元 銀に 當て遂 指 引、 殘元銀 年賦に 相 定可申 候。 寺 庵. 社家 等 

之 分 右 同事 たるべく 候。 御 家中 之 儀は來 年に 至、 右 之 趣 を 以致返 辨候様 申 渡 候。 

f 、 御 郡 方 之 儀、 百姓 共 相互に 爲助 力無 利 足に 而貸置 候 分、 曁 * 物 幷稼之 品 爲仕入 前 K 之 分、 

年賦 を 以相對 に 而可遂 指 引 候。 町方 等より 致 借物 候 分 は、 如 御 定都而 可 爲無指 引 候。 

一 、 借財 之 儀、 右 之 通 被 仰 付 候 付、 質 物 之 儀 は 無 利 足 十分 一 之 元 入 を以、 來年 七月 中 迄に 請 

出 可 申 候。 但是 以後 布. 木綿 之 外 は 質に 置 候 儀 仕 間 敷 候。 
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八 〇 二 

一 、 御 家中 給人收 納米藏 縮、 向後 指 止 候 樣申渡 候" 依 而無據 節 は、 頭. 支配人 奧 お-， 之 文を以 

借用 之 害に 候 事。  ， 

右 之 趣 被 得 其 意、 町中 可 被 申 渡 候 事。 

丙 七月  、 

町. 在 等 借財 返 辨方之 儀に 付、 別紙 寫之通 町奉行.^ 申 渡 候。 御 家中 之 人々 は、 當年卞 知 御 借 上 

之 儀 候條、 來 年に 至 別紙 之 趣 を 以返辨 可 有 之 候。 且又 收納 米藏 縮、 ，M 後 指.： M 可 申 候。 依而無 

據節 は、 頭. 支配人.^ 相 達、 奧書 印章 之證 文を以 借用 可 有 之 候。 

一 、 質 物 之 儀、 別紙に 有 之 通に 候 間、 可 有 其 心得 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

七月 六日  長 又三郞 

〔成 瀨正敦 日記〕 

AJ 月 T:^ 日 

一 、 今日 四時 過、 御 勝手 方 御 席へ 御用 有 之 旨、 昨日 例 之 小 紙 到來に 付、 刖罷出 候 所、 御 勝手 

方 出席、 左 之 覺窨內 膳 殿 被 相 渡、 御 次內諸 役所.^ も 夫々 可 申 談旨被 仰 聞 候 事。 

一、 今般 一 統 借財 返 辨方等 之 儀、 御用 番 より 申 渡 候 通に 臉。 依而 役所 附銀子 之 內« 附^ 之 分、 


是迄之 通 取 立 候而は 不都合に 候條、 貸 附銀有 之 候 は v,、 取 立方 之 儀、 尙更遂 僉議可 被 申 聞 候 

酉 七月 

七月 人 日。 前 田 齊泰、 家中の 半 知 を 借 上ぐ る を 以て その 生 ® 榮操院 こ 節 

約 を 主と すべ きを 告ぐ。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

丄月 1::^ 日- 

一 、 今度 御 家中 半 知 御 借 上 被 仰 付、 榮操院 様.^ 申 上方 別紙 之 通 被 仰 出 候 問、 指 進 之 申 候。 

尾 孫^ 衞呼立 可申談 旨。 

從來御 勝手 御 逼迫 至極 之 所、 . 巳年 之 違 作に 而 過分 之 御 引 高、 其已來 別而御 g:! 方 御 支に 付、 

各 別 之 御 W 略 茂 被 仰 出 候 得 共、 莫大 之 御 借財 高 御手 繰 相 成 兼、 此 儘に 而は彌 御 議定 難 ffl 立&、 

御 勝手 方より 段々 申 上り、 重々 御 詮議 之 上 不被得 巳、 去年 三 都 御 借財 格別 之 御 仕 法被 仰 付 虎。 

然處 昨年 御 〔淑^ 中古 來稀成 凶作に 而、 御用 拾 米 等 被 仰 付、 過分 之 御 引 高、 其上竊 御，^ 方、 

是亦不 容易 儀。 去秋以 來今以 日々 之 御 出方、 塞 莫大 至極 之 儀、 如何 共 被 成 方 無 之。 しかし 新 

穀出來 迄 之處、 幾 S とも 御 収极不 被 仰 付 而は不 相 成 「) 當 春以來 他^ 米 御 買 入 等 を以、 窮 K 御 
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方 等 被 仰 付、 最早 御 勝手 方御埋 合方 之 御手 段 無 之。 彼是 申 儀に 而は無 御 鹿 候 得 共、 此上は 

御 家中 半 知 御 借 上 被 仰 付 候より 外 無 御座 候 旨、 年寄 中： is^ 議之趣 御聽 候。 半 知 御 借 上 被 仰 仏 

候而 は、 一 統可爲 迷惑 キ深御 心痛 被爲 在、 且從 御先 代 様 無 御座 儀 を 被 仰 付 候 係 は、 誡以御 心 

外 之 御 儀 被 思 召 候 得 共、 前文 之 次第 是非な く、 今度 半 知 御 借 上 被 仰 付 候。 就而は ffl 公 様 御手 

元 之 儀、 尙更 格別 御 差 略 被 仰 付 候 害 候。 仍而 榮操院 様お 委細 申 上、 各に も s.nlffl 含， 罷^、  0 

蔡無油 斷心付 候 樣可申 談旨被 仰 出 候 事。 

六 月 

七月 十日。 老臣 等、 前 田 齊泰が 半 知 借 上に 就いて 藩 內動榣 すべき を 以て 

歸藩を 出願す べき やとの 諮問に 應ふ。 

〔本 多 政和覺 書〕 

七月 十日 

一 、 今般 御 家中 半 知 被 仰 付 候に 付、 下々 騷立可 申、 外 々様に は 右 様 之 節 御 暇 御 願 御歸^ 之 

も 有 之 候 間、 御 歸調被 遊 候 而可然 哉、 城 州 被 召 被 仰 出 候に 付、 御 被 遊 候 》 ば 御 格別 之谈 

に 候へ 共、 御 國之樣 子に も 寄 可 申 旨 等、 段々 御請 被 申 上 候 所、 猶更金 澤へ尋 近 候 《 御な 〔打 之 

趣 等、 前月廿 九日 早 飛脚に 申來。 右 飛脚 一昨日 着に 付、 各 示談 之 上、 御歸^ 被爲成 候へば 御 


取 治 方 は 御 格別 之 御 儀。 乍 去 御 參勤者 大切 之 御 儀、 御 暇 御 願 容易 有 間 敷 哉。 下 々様子， 差て 相 

替儀も 無 之 候 へ ば、 御 歸國被 遊 候 様に と 申 上 候 程に は 無 之。 併 取 極 申 上 候 儀に 而は無 之 候 問、 

這 上 は 思 召 次第 御 治定に 仕度 趣 等、 昨日 出 今日へ 延、 早 飛脚に 而 月番より 被 申 遣。 

七月 十 一 日。 百姓の 持 高 質 入 を 禁ずる 法令の 恪守を 命ず。 

〔每日 帳 窨拔〕 

ヒ月十 一 日 

一 、 質 入 高 之 儀 は不相 成譯に 付、 名目 を 替密々 持 高 質に 入 候 者 も 有 之 鉢、 不博之 至 候條、 於 

改作 方夬々 相：^、 名目 は 替り候 共 質 入 高 之 姿に 相 成 居 高 方、 格に 相違 之 分 は、 御 法 通； r 収揚 

候。 併 今般 諸 借財 等 仕 法 方 被 仰 渡 候 儀 候 間、 今度 は 右 等 之 分 有 之 候 は  >  一 先取 揚、 S 而高主 

へ 可 相 渡 候。 尤以來 之 儀 は 御 法 通 嚴重縮 方 可 有 之 旨、 御 算用 場 奉行へ 申 渡 候 事。 

七月 十一 一日。 藩の 財政 逼迫す る を 以て 諸 向 入用の 節減 手段 を 講ずべ きこ 

と を 令す ◦ 

〔成 瀨正敦 日記〕 

七月 十四日 
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一 、 一 昨日 內膳殿 被 相 渡 候 覺書左 之 通り。 

御 勝手 向 御 逼迫 至極 之 上、 ま 年 非常 之 凶作に 付、 窮民 御 救 方 等 彼是 奠大之 御 入 ffl 打 m 飞-、 リ 取 

早 此末御 蓮 方 之 手段 無 之に 付、 不得止 事、 今般 御 家 沖 知行 之 內半知 御 借 上 被 仰 付 候 趣^ 一 

統申渡 候 通に 候。 就 夫 諸 向 御 入用 之 儀、 近年 度々 御 《 略、 當時 多分 手 詰に 相 成 候 鉢に-. = 此 

上 格別 御 省略 之 儀容 易に 出 來申間 敷 候へ ども、 非常 凶作 之 年 柄 等 有 之 節、 定成御 入 ffl 方 を 打 

欠 御 凌 被 成 候より 外 無 之 旨、 先達 而申渡 置 候 趣 も 有 之。 今般 御 家中 過分 至極 之 御 借 知^も あ 

仰 付 候 程 之 御 時節に 候 得ば、 謝 向 御 入用 方 自然 不釣 公之 儀お 之 候 而は雖 相 成 候^、 此.. -,^ も 

得 トナ相 心得、 猶更精 誠 遂.^ 議可被 申 聞 候 事。 

酉 七月 

七月 十六 日。 羽 昨 郡の 寺院に 富 突 札 を 賣 出す も の ある を 以て 姓の 之 を 

買 入る ， こと を 禁ず 0 

富來 組. 土 田 組 於 寺々 等に、 富 突 鉢 相 初め、 札 賣出候 鉢 粗 及 承 候。 右兩 W にも 不》、 所々 

之 由。 右 札 何方に 有 之と も、 御 郡 方 之 者 堅く 買 受候儀 不相成 候。. 苦心 得 遠 之 者 有 之、 貢^ 攸 

儀 於ぎ 之に は、 不依 誰々 に 無 構 召 捕 役所.^ 可 指 出、 遂 吟味 急 度 可 申 付 候條、 ？付其 ム、 Jp, 


前 之 者 共 迄 も 夫々 不相洩 樣嚴重 可 申 渡 置 候。 尤此 書面 先々.^ 急々 相 廻、 落着より 可 相 返宾、 

以上。 

酉 七月 十六 日  岡 田 喜 兵 衞 

ロ郡惣 年寄. 年寄 並 中 

七月 十七 日。 百姓の 切 高した る もの は 漸次 之 を 回復せ しめ、 又 享和ニ 年 

以降 町人 の 取 高した る も の は 之 を 沒收す ベ きを 命ず。 

〔毎日 帳 書拔〕 

七月 十七 日 

一 、 諸 郡 共 近年 村々 次第に 難 S 深、 他村へ 之 切 高 多、 中には 本 村 之 者 多分 小作に， A 成 「お 候寸 

方 も 有 之 鉢。 左 候 而は御 救 等 被 仰 付 候 而も、 可成 立 期 も 無 之 儀に 候條、 先達 而. お 高、 たし 1;^、 

節 取 請 候 高 禮米代 銀 切 人より 爲指 出、 切 高 追々 本 村へ 爲 引取、 村 方 難 立直 候 « 改作な こ ほ 

幾重に も 遂盆議 可 申 候。 享和ニ 年 高 方 仕 法 後町 人へ 切 高いた し 有 之 分 は、 尤格之 通 取 揚可申 

旨 御 算用 場 奉行 へ 申 渡。 

七月 十 A 日。 百姓に 他の 救恤 に依賴 する こ-となく 獨 立して 生計 を 維持す 
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ベ きこと を 諭す。 

〔三 州 治 農錄〕  - 

一 、 七月 十八 日 左 之 書取 御 算用 場より 渡る。 

去年お^ 之 凶作に て、 末々 の 者 食事 乏しく 難儀に 及び 候に 付、 段々 厚き 御 詮議に て、 御 救 方 

重々 仰 付ら れ、 御 悲 により 今日 迄 取續候 儀に 候。 然る 處末々 の 者 中に 者、 御上の 御 恩に も 

たれ か、 り、 手 をつ かねて 御 救 方 をのみ 希 ひ、 又は 所 方 身元の 者 等より 取 极候依 を、 其 答の 

事の やうに t 入」、 自分の 稼 を もて 取 續可申 事 を わすれ、 手ぶ りに て 人賴を もて H を 送り 申く 

せ 付 候 風俗に 移 候て は、 たと ひ 豊作たり 共 町 • 在 共 次第にお とろへ、 御上の 御た め± つ..^ - のた 

めかろ からざる 儀に 候條、 いづれ もす ぎ は ひに せい を 出し、 身の はたらき を もて 御用 を觀め 

家， 2； ども 養 ひ 申 候檨相 はげみ 可 申 候。 もし 心得 違 ひの 者 これ あらば、 きっと 可 s-:^ 者 也。 

酉 七月 

七月 十八 日。 御 郡方惣 年寄 以下の 役儀 を 有する 者に 令し 勸 農の 法 を 怠る 

こと 勿ら しむ。 

〔一 ヒ 州 治 農錄〕 ^ II  .  ：  t  i 


一 ， 七月 十八 日 左 之 書取 御用 場より 渡る。 

去年 御領 國 非常 之 凶作に 付、 御 用捨 米 且御救 方 等 種々 御 取扱 共 莫大 之 儀、 末々 に 至 迄 可 致 承 

知事に 候。 尤 非常 御手 當之儀 は豫而 可被爲 設置 事に 候 得 共、 近年 打續き 不時 成 御 入用 共 打 重 

り 候 故、 其 儀 不被爲 行 屈、 猶又 去る 巳年 之 不作、 引續 凶作 之 難事に 而、 御 勝手 向 御 方い か 

> 共 被 成 方 無 之、 甚 御行 迫に 被爲 至、 奉 恐 入 次第に 候。 就 而は此 末 諸 郡 かじけ 百姓 等収 立方 

之 手段 も 無 之 族に 候。 併 御領 國之儀 は、 改作 之 御 法 を以御 仕置 被 仰 付 候 事故、 是迄 通例 之 作 

難 等 は、 時々 御 償 方 等 を以御 取扱に 付、 下々 格別 指 迫り 申 程 之 儀 は 無 之 候に 付、 却而恩 ま-を 

深く 不存 付、 夫より して 分限 を 取 失 ひ、 風俗 奢侈 潸 上に 移り、 安逸 を 事と いたし、 遊惰に 流 

れ、 志不 博なる 事に 候。 尤 中には 心得 方 等 宜き者 も 有 之 候 得 共、 其 根元 は惣 年寄 を 初年？；？ 並 

之 者、 曁 役儀 有 之 者 共 之 心得 方 不行屆 故に 候。 當時之鉢に而はぃか程御恩成^^被施候而も、 

下々 耕作 之 補 ひに 可 相 成と は不 被存、 段々 衰へ申 所へ 至 可 申 哉に 候。 依而向後惣年^^；？心底を 

相改、 是迄之 仕 來仕癖 を 離れ、 先 以其身 之 行狀を 相嗜、 少も 奢侈 僭上 之 族 無 之、 <i 度 分^ を 

相 守、 衣食住 を 籾 諸事 質朴 謙譲 之 風 を 心懸可 申、 第一 は 百姓 共 農業に 不怠 «、 日夜 心 を 用 ひ 

致 勢子、 荒 起より 皆 濟之儀 を 毛頭 油斷不 仕、 全く 御收納 仕候樣 常々 可 申 付、 年寄 共 等に 而も 

御 收納方 入念に 相 心得、 米 症 吟味、 俵裤 等まで 綿密に 相 心得、 皆 W 方 改作 之 御 法に 不相觸 « 
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相互に 勵合、 厚 心 懸可申 候" 且 凶年 は 何時 共 難 申^に 候 間、 平生 之 憂 をが 忘、 等に 

相 成 候 品々 を 成 限薛植 いたさせ、 少も 無益 之 品に 地元 をつ いやし 不中 様、 爲心懸 可 中，：^ 肝： 娈 

之 事に 候。 農事 聊無 怠慢 相 勵み候 得ば、 かじけたるも^<;?々カ付申所 へ 至り可申道！^ に候^: 

ば、 急 度 粉 骨 碎身致 勢子 敎渝可 致 事に 候。 右 之 趣 を以、 百姓 手前 介抱 方^ 申攸。 ゆ 除 

り 手 ゆるく 候而 は、 夫より 怠り を 生じ 申 墓と 可 相 成 候 間、 是等之 w 酌 深く 心 を 川 ひ 収极！ 中 

候。 將又長 百姓 等身 元 相 應之者 手 弱 成 同 苗 共 を 見繼、 深く かじけ 不申様 常々 申： *、 手お 成^ 

は 長 百姓 等 之 助力に あまへ 怠り 不申 様、 銘々 農業に * を 拋申様 能々 可致敎 7.1。 長：， C 姓幷 かじ 

け 百姓 共、 右敎 諭に 屍り、 貪 利 無慈悲 之 心得、 且恩 を； 小 m 心 放蕩 之 族 於お 之 は、 m 々加 異兑、 

其 上に も 不嗜 者 は 速に 各 迄 可 申出。 *拔 又 年寄 共 村々 迥り方 之镇、 等閑 之 者 も 有 之 棘、 孔糾収 

扱 方手附 任せに 致し、 又 宅々 村 役人 罷越候 節、 御用 方手附 取次 を以 承り 候 者 もお 之 候 Itffl 聞 

え、 先 以役前 等 之 心得 不博 至極 沙汰 之 限に 候。 人別に 可 相 a 儀に 候へ 共、 其 段 は ii- 令^ 捨候 

條、 以 來は是 迄仕來 等に 不拘、 度々 致 廻 村、 農事 之 精 不精 を 吟味 致 勢子、 肝 等お 人別 等 之 

儀 を 初、 萬 事 無油斷 取調 理爲 致、 世話 少も 無手 拔樣可 申 付。 尤 御用 方手附 任せに 不致、 収次 

等 も不申 付、 自分に 取 捌、 深切に 應對 仕、 彼是 可 致敎諭 候。 右 年寄 共 村 迥り之 節、 村々^^雜 

用 過分に 相 掛申候 段 相 聞 候。 右 等 之 儀 迄 も 心 を 付 可 申 儀に 候處、 其 儀 無 之、 下々 之雖 依を不 


思 儀、 役 前 之 肝要 を 令 忘却 候 族 不博之 事に 候 間、 以後 之 心得 方 急 度 申 聞 可 被 置 候。 物 1^ 而 W 姓 

共 農事 精 不精、 且 風俗 心得 方 之善惡 は、 年寄 共 之 身 持 心得 取扱に 有 之 寧に 候條、 度 心懸 m 

勤 候樣、 惣 年寄 初役 儀 有 之 者 共へ 嚴 重に 可 被 申 渡 候。 此上右 之 趣 共 不心懸 之 者 於 有 之 は、 急 

度 可 申 付 候。 右 之 通 之 儀に 候 間、 向後 年寄 共 等 人品 撰 方、 格別 僉議 心得 可 有 之 儀キ存 候^。 

丁酉 七月 

七月 十 人 日。 銀 手形と 錢 との 交換 比例 を 公定す。 

〔觸 留〕 

錢拂底 L ナ申 立、 相場 引 立、 不 融通 之 鉢 相 聞，^ 候。 依 之 銀 手形 百 目 者 十 貫、 又 五， 十目 以下 小 割 

札 も 右に 準じ 取引いた し、 小指 者 指 止 可 申 事。 

一 、 右 之 通 申 渡 候 上 は、 諸 物 錢を以 賣買之 品、 銀 手形 を 以相向 候 者 有 之 候 而も、 無 滯可相 渡 

候。 自然 銀 手形 を錢之 位より 落し 取 請 候歟、 又は 右手 形に 而錢相 求 候 節、 高く K 候 者 ^ 之 候 

は-，， 早速 買主より 最 寄.^ 可 申出 事。 

一 、 右 銀 手形 やがて 馈 候钚キ 申 觸候者 有 之 棘に 付、 人々 疑惑 を 生じ、 不用 之金錢 をも賈 入 候 

姿に 相 成、 其 虛に乘 じ 種々 之 奸計 を以、 高利 を 得 候 者 有 之 * に 候。 右手 形 聊相泥 筋 無 之處、 

彼是 申立 處儀不 之 至に 候條、 右 樣申觸 候 者 有 之 候 は、.、、 役人 之 外たり とも 誰々 に不 依、 承 
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次第 早々 其最寄 へ 可 申出 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 

七月 十八 日  長 又三郞 

七月 廿 一 日。 重ねて 御 郡 方の 質 物 請 出方に 就いて 告ぐ。 

〔加賀 藩 農政 史考〕 

今般 御改 法被 仰 渡、 質 物 之 儀 は、 無 利 足 十分 一 之 元 入 を以、 來年 七月 中に 諮 出、 尤 以後 布 • 

木綿の 外 質に 取 候 儀 不相成 旨 等、 委曲 先達て 組々 主 附共迄 申 渡？ 試 候。 然る 處今以 s= ^物 桁出不 

申 候 由 粗々 承 及、 如何 之 譯に候 哉、 其方 共より 如何 申談候 哉。 念 速 十分 一之 元 入 を 以爲出 可 

申 i。 若 質屋 共より 彼是 申出 候 者 有 之 候 は、、、、 早速 其 段 可及斷 に、  <:1.H 御咎被 仰.^， 仍^  ^ 

に.^ 質屋 共へ 不相洩 様 厳重 申 渡、 且先々 刻附 を以此 書面 相 送、 落着より 可 相 返 者 也。 

• 酉 七 or 廿 一日  君 奉 I ィ 

諸 郡 質屋 有 之 村々 役人 一 同 へ 

七. n,h 二日。 村々 肝 煎の 撰 定を愼 み、 その 功績 ある 者 は 之 を 上申すべき 

を 命ず。 


〔眞舘 文書〕 

今般 諸 郡 共 高 方 を 初 諸 借財 等、 都而 村々 成立 之 儀 格別 被 仰 付、 委曲 夫々 申談候 通りに 候。 就 

而者往 々之 處、 又 候 難 漉に 落 入、 御 貸 物 等 有 之 候 而も、 借財 之 方.^ 打 込 候 様に 相 成候而 は、 

今度 斯被仰 付 候 御主 意貫不 申、 誠に 恐 入 儀に 候 間、 此所厚 其 許 中 相 心得 可 申。 就 夫 村々 肝 煎 

曁 組合頭 之 儀 は、 其 一 村々々 を 致 支配、 萬 端 之 儀 甚を致 詮議 候 役人 之 儀、 誠に 大切 之 勤， 1: に 

候。 肝 煎 之 儀、 多分 村 方 一 統 納得 之 上 K 出 候 得 者 承 屆候格 合に 候 得 共、 右 納得に 付 而は是 迄 

長 百姓 之 儀に 候 得 者、 權 威を以 印形 取 揃 申 者 も 有 之、 又 者 種々 奸計 を 以取揃 候 條も有 之 鉢に 

相 聞 候。 是等 沙汰 之 限に 候。 已來之 儀、 若 右 樣之鉢 於 有 之 者、 急 度 可 申付攸 問、 村方納 W 印 

形 之 上、 其 許 中 迄 願 出 候 得 者、 其 人品 是迄之 様子 其 上に も內聞 等いた し、 いかにも 盡精. せ 御 

用 立 申 候 者 を 爲願出 可 申 候。 申 迄 も 無 之 候 得 共、 當 時相 勤 候 肝 前 一等 之內 不心得 之 者^ 之候而 

は、 所詮 今般 之 御主 意 行 屑 兼 候 間、 無 泥 指 除 可 申。 此等之 儀 先達 も 申 渡 候^^、  ^^々各於手 

前 いかにも 親切に 遂 詮議 可 申。 尤寄肝 煎. 兼 帶肝煎 等 當分申 付 者たり 共、 〔，£ キ可致 吟味。 且ぶ 

年 來年抦 に 付、 曁是迄 之 取扱 等 萬 事 行 屈、 外 村々 目當 にも 相 成 者 も 可 有 之 候 間、 左^ 之 者 ど 

も は夬々 可 申出 候。 

右 之 趣 譯而申 波 候、 以上。 
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本文 は足輕 

の 事に 係る 


. 酉 七月 廿 二日  .  改作 力 泣お T:=Ht 

諸郡惣 年寄 中. 年寄 並 中 

七月 廿 三日。 足 輕の遠 所に 出張す る 者の 旅费を M 額す。 

〔江戶 諸 用金 澤用 向〕  、 

七月 廿 三日 

一 、 當年 格別 米 高直に 付、 一 日 一 匁 宛 之 余 荷 銀 請 取 遠 所.^ 罷越 候處、 一 =^£35 之 分 ！• 分 七厘 

. 宛 入增、 歩行 之 節 は 二分 七厘、 割 場幷御 席.^ 諸 役所より 御 達 有 之 候 W 北ハ、 御 聞 W 無 之、、 w.^ 

.1 作 御 詮議 之 上、 春より 七月 迄 之 分 一人お 一日 一 分 宛 御 引 足 i 被 F、 出 役 之 人々 は 一 分 七 

厘、 一 日當 七厘 自分 足 之 事。 付 而は遠 所 御用 煎 飯 持參之 振に 相 心 W 候 様 被 仰 渡。 御 歩^ 以上 

は 道程 一 里に 付 七 分 五 厘 宛 之 前々 御定銀 • 黒米 一 升 宛 之 御定に 付、 格別 之 偽 無 之攸。 仍而 一 分 

御 引 足 一 作 被 下。 併 御當家 二百 六十 年 之 間 振 合 無 之 例、 初に 付 置 候 事。 

七月 廿 四日。 浦々 に 於いて 他 國の產 物 を 購入す るに 錢を 以て 支拂ふ こと 

を嚴禁 す。 

〔眞 舘藏 書〕 


諸 郡 於 浦々 他 國賣買 之 品、 此節錢 を 以買入 候 鉢 相 聞、 不埒 之 至に 候。 元來 他！： より 買 入 候 品 

者、 都而 正金 を 以買入 可 申處、 右 錢を以 買 入 候而者 彌錢拂 底に 相 成、 一 統可爲 難儀 儀に 候 之 

條、 都而 正金 を 以可遂 指 引。 斯申渡 候 上に も、 若密々 錢を以 品物 買 入 之 族 於 相 聞 者、 厳重 可 

申 付 候條、 指 押 置 可及屆 候。 

酉 七月 廿 四日  御 郡. 奉行 

諸 郡 年寄 中 • 年寄 並 中  .  ， 

七月 廿 入日。 前 田齊泰 老臣 等に 家中 諸士の 撫育 を 怠る ベから ざる こと を 

令した る 書 金澤に 達す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

七月 廿 八日 

1 、 左 之 御 親 翰、 中 村 五兵 衞等添 紙面に 而、 十九 日出に 來る。 今日 各拜 見。 

本文 之 趣 共、 家老 共へ も 可 被 申 聞、 將又丹 後 守.^ も 可 被 致演述 候、 以上。 

家中 半 知 借 上 之 儀、 外に 示談 も 無 之に 付、 無 是非 任 其 意に 候 段、 先達 而申達 候。 右に 付 _€収 

极方之 儀、 追々 僉識も 有 之、 借財 返 辨方等 之 儀、 當 六日 被 申 渡 候 由、 令 承知 候。 此砌 下々 生 

業乏 敷、 及 難儀 候 者 共 多 可 有 之 哉と 無心 許 事に 候。 去年 以來 困窮 之 者 共 多き 時節、 若 又 上 之 
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：ミ . よ、 4:1^ はこ t£< 之 間、 ：^所^く心3^:.|^之 此末困 

申 ォ，， 仍而、 殊更 a 難儀に 候 様に 有 之候而 は 難 ま 3,^.- 之." ^ri 

It  III  l^^uu^^^ 

fn 少も油 I 而は、 士民 成立 得不 申、 i^^K 

而、 精 誠 t し 世話 有之樣 にと 存候。 $0101  ^nu^u 

:ぇ， 七ま^^^ぉ1^申達候。 々も泔 ^無 之、.. -に とす や 

度 候 得 共、 被 申 越 候 趣に 付 不及芬 儀^ レ 1 L 

暑氣 之砌、 各 無事 珍重 候。 猶萬事 可 有氣遣 候、 以上。 


七月 十九 日 

本 多 播磨守 殿 

前 田 美 作 守 殿 

長 又 三 s^i- 

奧村內 膳 殿 


奧村內 膳 殿  ,  0 

七月 廿八 曰。 銀 仲 I 形に 小 割 五分 札 を發行 通用せ， しむべき と を告ぐ 


〔每日 帳 書拔〕 

七月 廿 八日 


一 、 此 度爲辨 利、 通用 銀預り 手形 高之內 を以、 小 割 五分 札 出 來申渡 候 旨 等、 夫々 相觸 候^。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

八月 朔日 

一 、 御 勝手 方 執筆 室 田 喜 左衞門 を以、 左 之通諾 向へ 被 申 渡 候 旨に 而寫被 相 渡、 御次內 金銀 取 

极候 向へ、 前々 之 振に 可 申 談旨被 仰 聞 候 事。  < 

此 度爲辨 斑、 當時 通用 之銀預 手形 高 之內、 以小割 五分 札 出來、 百 目 札 等 を以於 引替 所 切替 相 

渡 候 付、 上納 を 初無滯 通用 之 儀 一 統.^ 申 渡 候條、 被 得 其 意、 上納 方 不差支 « 可 被 相 心得 候。 

右手 形見 合 は、 御 算用 場より 直に 相 達 害に 候 事。 

J  @ 七月 

七月 廿 入日。 立 刈入の 季 近づきた る を 以て 盗難に 注意せ しむ。 

〔眞館 藏書〕 

御 郡々 村々 百姓 等 畑 物 作物、 頃日 出來候 處盜取 候に 付、 御 斷申上 候 人 も 在 之、 御 承知 被 下 候 

通 御座 候而、 輕き者 共 難儀 迷惑 仕 候。 然處此 節 追々 早稻赏 入に 相 成 候處、 秘切取 參候様 之 依 

も 有 之。 右 様 不屈 之 處此末 i? 長 仕候而 者、 畢竟 御收納 方へ 拘、 不輕儀 奉存 候に 付、 番方之 

儀 厳重 申 付 置 候 得 共、 甚だ 無心 許奉存 候。 仍而 廻藤內 共お 被 仰 渡、 村々 夜分 繁々 相 廻、 贼召 
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捕 差 出 候 樣被仰 渡 可 被 下 候。 夜分 田畑 之 中に 罷在候 者 は、 胡亂成 者に 而も 召 捕 抬出候 様 被 仰 

渡、 右 鉢 之 者 は 厳重 御 规被仰 付、 尤盗取 候 儀 申顯候 は、 v>、 厳重 御手 當被仰 付 可 被 下 候。 今年 

術に 付尙更 心得 違 之 者 も 可 有 之 候 間、 無 用捨 村 方に 而 不屈 之 者 見聞 次： お 捕 指出攸 様践 ts^ 可 

申 渡 キ奉存 候。 御 縮 方 之 儀、 兼 而被仰 渡御 座 候 得 共、 改而他 御 支配 所 末々 迄 も 厳 S 被 仰 波 被 

下候樣 仕度 奉存 候。 右 小 紙 を 以御達 奉 申 上 候 間、 宜敷御 <s ^議被 下 候 様 奉 願 上 候、 以上。 

酉 七月  諸 郡^ 年寄 

御 郡 御 奉行所  、 

御 改作 方 御 郡 御 奉行所 

〔司 農 典〕 

諸 郡 共 當立毛 追々 刈入 之 時節に 相 成 候處、 當 年別 而賊鉢 之 族 儘 有 之 旨 粗 承り 候に 付、 娇方之 

儀藤內 共お 申 渡、 晝夜爲 相 廻、 紛敷者 は不依 誰々 に 見咎、 尤他 支配 之 者たり とも、 無 泥；？ 捕 

候 樣嚴重 申 渡 置 候條、 得 其 意、 猶更 村々 番方 末々 迄 行 屆候之 様、 厳重 可 申 渡 候。 此末 立韦等 

被 盜取候 檨之儀 有 之候而 者、 畢竟 勤番 方 等閑に 相 聞 得、 不 容易 儀に 候 間、 小 前 之 者 北ハ 相互に 

令 吟味、 萬 一 紛敷者 有 之 候 は、、. -押 置、 早速 可 及斷に 候。 

右 之 趣 村々 末々 迄 不相洩 樣急度 可 申 渡 者 也。 


酉 七月 廿 八日  御 郡 奉行 

七月。 窮民に 麥を 給す。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕  . 

七月、 窮民に 爲御 救麥被 下。 

七月。 酒造 商賣 人の 店 前に 於て 飲酒し 及び 不法の 行爲 ある を 禁ず。 

〔雜事 日記〕  、 

當町 酒造 商 賣人共 方.^、 御 家中 家來 末々 初 下々 之 者 罷越呑 酒 仕、 或は 少分之 债錢を 出し、 不 

相 應之酒 可 指 越 杯 申入 候 儀 等 有 之、 甚及 迷惑 候に 付、 文化 十一 年に も 委曲 御 達 申 上、 御 家中 

一 統.^ も 被 仰 渡 有 之 候處、 近年 又 候 猥に相 成、 御 家中 小者 幷御郡 方に 罷在候 役 小者 類、 町方 

に而者 小者. 浪人 者賣 場.^ 立入吞 酒いた し、 其 上價錢 全不指 出、 櫸酒等 指 越 候 様 申 聞 候 者 も 御 

座 候而、 不法 之 族 有 之。 種々 申 諭 候 得 共不致 承引、 彼是 申內 手代 北 ハ等風 キ縫之 申 違に 而もせ 

之 候 得 者、 其 儀 を 申立 及 口論 候而、 申 分 も不聞 入、 理不盡 に 過言 申 聞 杯 キ而及 打擲 候 儀 等 有 

之、 商 妨に相 成 及 迷惑 候 旨 等、 當 春以來 酒造 共より 願 出 申 候。 元來 酒造 商實人 店に おいて 吞 

酒 等 不致格 合に 而、 前々 店に 定書爲 張 置 候處、 兎角 猥に相 成、 酒造 共 難儀 仕、 御 縮 方に 茂 指 

申 俄に 御座 候 間、 御 家中 一 統御 觸渡、 主人々々 より 厳重 申 渡 有 之 候 様 仕度。 其 上に 茂以來 
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不法 之 者 有 之 候 得 者、 手先 足輕共 指向 爲召 捕、 其樣子に寄公^場.！^引渡可申..寸^_ト；：^:候、^ 尤町 

中曁 酒造 共.^ 者、 猶 又又 私共より 心得 方 之 儀 霰 重 可 申 渡 置 M.^ 奉存 候、 以上。 

七月  中 川 平 膳 

半田 左 

長 又 三 郞樣 

七月。 牛 知 昔 上に 付き 主家 を 追 はれ 職 を 失 ひたる 者の 救助 を 講ぜし む。 

〔三 州 治 農錄〕  、 

今般 御 家中 半 知 御 借 上、 町 • 在 指 引 方 等 之 儀 就 被 仰 出 候 者、 都 而召仕 候 者之內 暇逍、 無 是非 夫 

々出 所 之 在所.^ 立 戻り 候 而も 便り 方 無 之、 流浪 同様 之 姿に 相 成、 產業之 手 1  ベ も 無 之、 おの づ 

から 路頭に 立 候 者 出 來之程 無覺束 候。 左候而 者、 去年 以來 格別に 御 救 等 被 仰 付 候 御 趣」 なにも 

違 候條、 各 於 手前 無 油 斷被相 調 ST 稼方相應に取續方等之儀遂詮^^可被収极候。 此 K:^ 巾^ 

旨、 御用 番又三 郞殿被 申 聞 候條、 被 得 其 意、 右 鉢 之 者 有 之 候 は.、、 IS 世話お 之、 ^更. 収极方 等 

可 被 申 聞、 年寄 中お 可 相 達 候 事。 

七月  .  御 算用 場 

人 月 一 一日。 竹澤御 庭の 泉水に 鮎 藥を設 くべ きこと を 命ぜら る。 


本文 は 江戸 

よりの 命な 


V, 


〔成 瀨正敦 日記〕  S 

八月 二日 

一 、 竹澤御 泉水へ 每之通 鮎 築 爲懸、 御 獲 栖 は御廣 式.^ 指 上 候 様 被 仰 出 候。 時節 後 可 申 候 問、 

手早に 出 來候樣 御 申 渡 可 被 成 候。 指 急 候處、 今日 年寄 中席 御用に 而早便 被 申 渡 候 故、 分^ 早 

便 は 不申渡 旨。 

人 月 三日。 百姓の 直接 諸 給 人に 收納 延期 を 請 ふ 等の こと を 禁じ、 規 1:. えの 

步 入に 隨 ひて 納入せ しむ。 

〔改作 方 御 仕 法留〕  ， 

御邵 方之內 百姓 共、 諸 給 人.^ 延米相 願 候 者 も 有 之、 且給人 渡り 切手 指 引 方.^ 収請候 偽 茂 儘お 

之 鉢。 元來 紛人キ 百姓 キ直對 之 儀 は 難 相 成 儀に 候。 以來右 之 族 心得 違 無 之 様 御 家 巾お 御觸渡 

有 之 候條、 可 得 其 意、 向後 右 等 之 儀に 付 何 歟歎聞 候 之 趣 有 之 候 共、 一 圓不 取揚候 問、 不 ffla 

様 可 申 渡。 將亦皆 濟狀請 取に 諸 給 人.^ 罷越候 節、 中には 無 謂 右 狀渡方 及 遲滯候 向 茂. 之、 引 

合方 茂 延引に 相 成 候に 付、 已 後一 統 速に 可 渡樣、 是又御 觸渡有 之 害に 候。 何分 比 IZIW 手 後 無 之 

様 キ之御 詮議に 而、 御 觸出有 之 程 之 儀。 然所 百姓 共、 此末等^之族^^之候而は不輕事に候。 

近年 中には 步入 半紙 帳 格 之 通 可 指 出、 幾重に も 出 情爲相 進、 いかにも 预り狀 等速に 取 請、 皆 
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ま狀 申請 方 遲延無 之 樣主附 中に おいて 粉 骨 を 盡し可 申、 惣而 改作 之 御 法 逮亂不 仕樣、 先 《來 

4i?-&si に 、條、 夫々 可 得 其 意 候、 已上。 

酉 八月 三日  iji^ お 所 

改作 所 

諸 郡 S 年寄 • 年寄 並 中等 • 

八月 四日。 前 田 齊泰の 考案に よる 竹澤御 庭の 泉水 成る を告 ぐ。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

九月 朔日 

一 、 竹澤 御屋敷 御 好 之 御 泉水 之 儀、 御 尋之趣 申 進 候 所、 八月 四 H 出 來之由 三十 入 一 姐 巾 ra- お &、 

同日 裏書 御 返書 御 申 越 候。 則出來 いたし、 三十 人頭 致 見 分 候 段、 同 九 日 出 を以ー 通り 御 申 越 

候 得 共、 御 好 通り 出來 いたし 候 哉、 委細 不被仰 越 候 付、 不得申 上 候。 猶更 出來攸 « 子 御兑分 

被 成、 御 泉水 緣土留 之處、 其 外 水 懸り淺 深 之 様、 惣 恰好 被 繪圖御 取 立、 委曲 御 申 越 可 被 成 候。 

尤書圖 之 儀 は、 至而 麁鎗圖 に而宜 御座 候、 以上。 

九月 四日 

一 、 竹澤御 泉水 之 儀 繪圖被 取 立 之 儀、 義兵 衞 方へ 一 昨日 申 遣、 三十 人頭へ 申談 ms、 且今 日出 


席 懸に見 分 之 儀 申 遣 置。 則 今日 一 足早め に 致 出席、 竹澤 御屋敷へ 罷出、 j^M;^ ，御痕 水堀替 

出 來之所 致 見 分 候 所、 則 先達 而之御 好 通に 致出來 居候 事。 

入 月 五日。 御 郡 奉行 を收納 米の 代官たら しむる 制 を 廢し御 郡 年寄 等の 取 

扱に 復す。 

〔改作 方 御 仕 法留〕 

別紙 寫之通 御用 番 年寄 中 被 申 聞 候條、 被 得 其 意、 縮 方 等 之 儀 得 ..ナ 詮議 有 之、 仕 法 取 極 可 被 申 

聞 候、 以上。 

八月 五日  御 算用 場 

兩役御 郡 奉行 中 

御 算用 場 奉行.^  . 

諸 郡 御收納 米、 侍 代官 之 外 前々 より 十 村 等に 鈉方被 仰 付 置 候處、 文政 四 年 御 郡 方 御 仕 法 之砌、 

無口 米に 而御郡 奉行 代官に 被 仰 付、 手 附に爲 納候得 共、 不正 之 者 有 之、 煩 敷 儀 共有 之に 付、 

去々 年より 右 納手附 指 除、 先 づ當分 新田 裁許 等お 納方申 渡 候 得 共、 御 收納方 等 色々 相 混じ、 

其內 心得 違 之 者 も出來 いたし 候に 付、 今般 御 郡 奉行 代官 之 儀 者 御 指 止、 古法 之 姿 を以、 御 w 

年寄 共.^ 納方被 仰 付、 前々 被 下 候 口 米 之 半口 米 被 下 候。 殘 半口 米 は 是迄之 通 御 郡 奉行 役所 調 
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用 长こ可 致 候.^ 依 之に 以來御 收納方 等 之 儀得キ 遂^ fs、 仕 法 取 極 可 申 聞 候。 且 常時 之 御 邵 方 

手 附者指 止 可 申 候。 

右 之 通 御 郡 奉行お 可 被 申談候 事。 

丁酉 八月 

.^月十日。 半 知 借 上に 付き 役 出 銀の 提出 方に 關し告 ぐ。 

〔每日 帳窨 拔〕 

八月 4 '日 

一 、 半 被 仰 付 Ij^ 付、 役 出 銀 は 半 知 高に 當分 上納、 右 之 外 諸 上納 等 一 作 御用^ W 成：^  年 

より 之 儀 は 追 而可申 渡 旨 申 渡。 

^^月十九日。 本年の 酒造 高 は 昨年の 如く 例年の 三分の 一 を 過ぐ ろ ことな 

か る ベ きを 命ず。 

〔三 州 治 農錄〕 

當年 御領 國中 酒造 高 之 儀に 付、 別紙 寫之通 御用 番 年寄 中 被 申 聞 候條、 被 得 其 意、 夫々 可 被 巾 

渡 候。 且是迄 酒造 高 之 外 決 而過造 被 致 間 敷 儀に 候 所、 中には 心得 違 過 造 等いた し 候 者 在 之 林 

粗 s:s^、 沙汰 之 S に f 保。 當年之 儀 去年 酒造 高 外 一圓 過 造 等不致 «、 念 度 可遂八 奴^ ほ 別" 投被申 


聞 候 筋 も 候條、 各 於 手前 嚴重 詮議 有 之、 猶更縮 方 之 儀 可 被 申 聞 候。 品に 寄、 指 懸り當 場 役人 

相 廻 儀 も 可 有 之 候條、 此段兼 而可被 申 渡 候、 以上。 

八月 十九 日  御 算用 場 

岡 田 等 兩人殿 

當年 御領 國中 酒造 高 之 儀、 例年 之三ノ 一 、去年 酒造 高 之 通 酒造 可 致 候。 尤右之外^?造不致«、 

縮 方 K 重 可 遂僉議 候。 

右 之 趣 被 得 其 意、 心得 違 無 之 樣急度 可 申 渡 旨、 所々 町奉行 等 並 御 郡 奉行 等.^ 可 被 申談候 ie。 

八 月  • 

A 月廿 四日。 馬 士等畏 綱 を 以て 馬 を牽き 及び 喰 は へ 煙管 を爲す こと を禁 

ず 

〔御 W 典〕 

牛馬 口 附綱之 儀、 御 定も有 之 候處、 甚猥に 相 成、 長 綱を以 不作法 之 牽方致 候 者 多、 SSI 道 脇 

に 植付 有 之 候 大豆 等に 指 障、 不輕 儀に 候條、 御定之 通綱爲 相改、 尤 不作法 之 牽方不 致 候 様、 

駿 * 馬士 等.^ 可 申 渡 置 候。 斯申渡 候 上、 心得 達 之 者 於 有 之に は、 村 役人 は不及 申に、 誰々 に 

不寄 <fjT| 度 晃咎可 申 候。 若 こだわり 候 者 有 之 候 は..、 押 置、 無 泥 可 及斷に 候。 且亦 追々 稍 等 刈入 
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之 時節に 付、 村 中等く はへ ぎせ る 一 切 仕 間 敷. - 若 右 たばこ 火 杯に 而 出火^ 之攸而 は、 伺れ も 

可 及 難儀に 候條、 相互に 令 吟味、 左様 之 族 無 之 様 可 相 心得 候。 尤右 « 心 遠 之 者 於 有 之に は、 

見 咎召捕 候樣、 手先 役人 共 も 申 渡 置 候 間、 聊 心得 違 無 之 «、 村，^ 一  統不相 液 «、  „.^^^可申 

渡 置 者 也。 

酉 八月 廿 四日  .  ^君 奉行 

口 郡 村々 役人 

九月 二日。 前 田 齊泰將 軍 宣下の 式に 列す る 爲束帶 して 登營 す。 

〔成 瀨正敦 日記〕  . 

九月 十 一 日 

一 、 去 二日 將軍 宣下 • 御 轉 任. 御 兼任に 付、 御前 御 束帶御 轅被爲 召、 曉七時 之 御供 揃に 而御登 

城、 御 目 見 御着 座 首尾 能 被 爲濟、 夕 七 半時 過 御 歸殿被 遊 候。 此段爲 御 承知 中 進 候。 右 御祝^ 

. に 付、 姬 君樣. ^恐 悅申上 候 間、 御 祝詞 御 呈害御 指 出 被 成 候様存 候。 追而姬 榮 «K« よ 

り 之 御 勤 事 は、 相 司直に 角 尾 彌兵衞 まで 申 越 候。 此段 も爲御 心得 申 進 候、 以上。 

內府樣 左大臣 御轉 任、 大納言 樣右 大將御 兼任 之 旨 も申來 る。 

九月 四日。 百姓の 借 銀辨濟 方法に 關 する 細則 を 示す" 


〔司 農 典〕 

御き 方 百姓 相互に 致 助力、 無 利 足に 而貸置 候 分、 年賦 相 對に而 可 遂指引 候。 町方 等より 借物 

いたし 候 分 者、 如 御 定都而 可 爲無指 引 旨、 先達 而申渡 置 候 通に 候。 右に 付 御 郡 方に 而 町立 卜ナ 

申ケ 所、 大小 數ケ 所有 之、 其ケ所 端に 町並に 他村 之 者 共 家 建いた し 居、 一 ケ所之 様に 相 成！^ 

候 所 も 可 有 之、 其 差別 難 相 立 候 間、 左 樣之分 者都而 町立 之內. ^結 込 可 申 候。 且於御 部 方都而 

利息 貸 +申者 無 之 答に 候 得 共、 萬 一 是迄 之仕來 に而、 自然 心得違い たし 利 足 立に 而借贷 致 置 

候 分 有 之 候 は、 V -、 尤可爲 見 消 候。 此段 夫々 不相 a 樣可申 渡 候、 以上。 

九月 四 曰  御  君 

改作 所 

諸 郡 年寄. 年寄 並. 0-  •  , 

〔御改 方に 付 御觸之 趣寫〕 

一 、 惣 年寄. 年寄 並 奥 書物 昨今 之 分 者、 無 利 足に 而令 返濟、 村々 御收納 不足 是又 昨今 之 分、 無 

利 足に 而指引 可 致 事。 

但、 兩様共 天 保 六 年 以前 之 分 は 都而見 消、 役人 奧書之 分 昨今 之 分たり 共 都 而见消 之 事。 

一 、 町人より 借物いた し 候 分、 如 御 定之都 而無差 引 たるべく 候 事。 
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一 、 百姓 相互に 無 利 足に 而貸置 候 分、 年賦 相 對に而 指 引可遂 

但、 御 郡に 而利 足貸キ 申 事 無 之笞。 萬 一 是迄之 仕 來に而 C 然 心得 違、 致 利 足 立 w§s いたし 

候 分 は 可 爲見消 事。 

一 、 尿 物 之 儀 は 耕作 要用 之 品に 而、 煤 物 仕 入と して 仕 入、 手前 是迄借 延に相 成， i 分 は、 都而 

無 利 足に 而 五十 ケ 年賦、 當 年分 者 無 利 足 指 引 可 遂^。 

一 、 諸 品 買懸り 物、 當 春より 之^ 料 者、 夫々 爲相拂 可 申、 前 々之 分 者 可 爲無桁 引； $。 

酉 九月 

九月 入日。 非人 小屋に 收容 せられた る 窮民 を 成る ベ く 出 所せ しむべ き： 

とを告 ぐ。 

〔三 州 治 農錄〕  ， 

非人 小屋 御 救 人 共 之 內出人 之 儀、 先達 而各 手前 詮議 候處、 被 下 銀に 不及出 人に 可 W 成分、 战 

許 與カ於 手前 相 撰、 村 名 等 相 調 指 出 候へば、 村 役人 指向、 彌出 人に 可 相 成分 は、 村 方お 召述、 

罷歸候 様 可 申 渡 旨。 且倒込 人指留 方申談 候へ 共、 此儀は 難 相 成 段 被 申 聞 候に 付、 ^曲年^^2中 

お 丧相達 候處、 詮議 之 通 可 申 談旨被 申 聞 候條、 裁許 與 力より 出 人相 撰 申達 候 者、 精 誠 出 人 有 

之 様 村 役人 共に 兼 而可被 申 渡 候。 倒 込 人 之 儀 も、 可 相 成 丈 無 之 様、 是乂可 被 巾 渡 攸、 以 


上。 

九月 八日  御 算用 場 

御 郡 奉行 中 

九月 十 一 日。 領内に 大風 あり。 

〔本 多 政和覺 書〕 

九月 十三 日 

一、 當 十一 日 之 大風 雨に 而、 石 川 郡 之 內稻吹 折れ 等 痛 候處有 之、 山 畑 は 大きに 痛 候 由。 且安 

原 演之獵 船 辰 卷に而 吹 上、 八 田 之 濱に而 落く だけ 候 旨。 潰 家 又 根 返り 木 等 有 之 由 年寄 Sll 付、 

改作 奉行より 昨夕 出。 今日 射 水 之 郡 奉行より、 彼方 海邊等 六十 年來之 大風、 稻秘首 吹ち ぎれ、 

はさ 吹 散し、 高波 等 も 有 之、 濱家等 も 有 之 由 注進 書付 今日 出 之。 石 野 右近よりも 別席に w、 

氷兑 御藏 吹 まくり 清 家 も 有 之 由。 獵網餘 程 流れ 候 旨 等。 今 石 動 も 清 家 有 之 由。 ^:,"腰奉行ょり 

も 御舟 小 尾 損 所有 之。 吉久 御藏 御 普請 出 役 之 大脇六 郞左衞 門も罷 S り、 岸" 根 吹 まくり 等 之； $ -。 

右 夫々 達 有 之 候 事。 

九月 十三 日。 石 川 郡 笠 舞の 孝子 勘 右 衞門を 褒賞す。 

〔溫敬 公 記 史料〕 
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九月 十三 日。 褒旌石 川 郡 笠 舞 村 孝子 勘右衞 門。 賜物。 

九月 十四日。 野 町 神明 社内に 於いて 芝居 を 興行す る こと を 許さる。 

〔本 多 政和覺 書〕 

九月 十二 日 

一 、 町奉行 中 川 平 膳.^ 別席に 而逢、 頃日 町方 之 様子 相，， ゆ 候 節、 此問米 ffi も 下り、 贷附銀 仕 法 

も 申 渡 候 故人 氣も 不惡 候。 加 樣之處 に 候 間、 兩橋 普請 を 當冬被 仰 付 候 は  >  別：. g 可然、 巡兑上 

使 も 近より、 何れ 來年は 御 普請 無 之と は 難 計 候 間、 右 之 通 被 ォ お 様 仕」 よ。 

但丹 州.^、 自分に 平 膳 別席 之 節、 神明 社 內に而 頃日 芝居 爲 仕度、 御^岡 もお 之 間 fi:^ 之 ほ 

等 申 聞 候 由 之 事。 

右 芝居 之 儀 不差悶 旨、 十四日 平 膳お 申 人。 

九月 十九 日。 前田齊 泰登營 して 將軍 宣下の 祝賀 能 を陪觀 す。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

九月 二十 八日 

一 、 昨 十九 日 今度 之爲御 祝儀 御 能 被 仰 付 候 間、 御 見物 被 成候檨 上意 之 旨、 去 十六 日 御 老中^ 

連名 之 御 奉書 到來、 則 昨曉七 半時 之 御供 揃に 而、 六 時 過 御 登城 被 遊、 《 六 時, -ぉ郎 被.^ あ。 


御城 之 御檨子 別紙 之 通。 

今日 御 登城 被 遊 候 所、 御 能 御 見物 上覧 之 御 間 出御、 御 能 始り御 目 見、 御懇之 被爲蒙 上意、 御 

見物 之內御 老中 を 以上 意 有 之、 御中 入之內 御料 斑 御 頂戴、 御 能相濟 最前 之 通 御 目 党、 於御黑 

書院 大御所 樣ぉ茂 御 目 見 被 仰 上、 物、 -而 御三家 樣御 同様 之 御 取扱に 而、 御 格別 之 儀、 難 有 被 E.^ 

召 候 事。  . 

九月 十九 日 

九月 廿 一 日。 德川 家慶將 軍に 任ぜられし を 以て 祝儀の 爲物を 前 田齊泰 に 

贈る。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

十月 一 一 日 

一 、 前 月 二十 一 日附之 紙面に、 今般 將軍 宣下 被爲濟 候爲御 祝儀 今日 從 公方 « 上使 を 以御 

m、 右大將 様. 御臺 様より 茂 上使 等 を 以御拜 領物被 成 候。 依而 榮操院 様へ 御 普 爲聽被 仰 進 候 

付、 御 口上書 入御 覽差進 之 候條、 御 日 抦宜敷 時分、 御 使 之 儀 御 近習 頭.^ 可申談 旨。 且 本文 之 

趣に 付、 御前 迄 恐 悅之呈 書 可 指 出 旨申來 る。 

〔續德 川 實紀〕  . 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 八 年  八 三 一 


八 三 二 

廿ー a 將軍 宣下. 御轉 任. 御 兼任 濟 ませられし によって、 紀 伊太 納言 .尾 張太納 言.尾；^ 前大納 

言. 德川鶴 千代. 松 平加賀 守. 松 平 三 河守. 松 平 越 前 守. 松 平上總 介. 松 平淡 路 守. 松 平 太 « 太 

輔. 松 平 兵 部 大輔. 松 平 右 京大 夫. 酒 井雅樂 頭. 松 平 肥 前 守. 松 平 因幡 守. 松 一 ^安藝 守. 松 平大隅 

守 • 松 平 阿波 守. 松 平 大和 守. 松 平 右近 將監. 松 平 左 兵衞齊 • 松 平溪山 • 松 平 越後 入道 *洒 井. 侏 山. 

松 平 桂 翁の もとに、 兩 御所より 御 使して、 時 服. 卷物 その他お くらせ 物 あり。 

九月 廿 三日。 前 田 齊泰、 借財 返 辨の新 令に 對し 人心 動搖 する を 以て 之が 

對策を 町奉行に 命ず。 

〔御 親 翰留〕 

從來 勝手 向 逼迫 至極 之 所、 昨年 已來 莫大 之 引 方に て 埋合之 手段 無 之、 今般 家中 半 知 借 上、 且 

難 者爲 成立 諸 借財 指 引 方 仕 法 も 可 申 渡 旨、 年寄 共 < 观議之 趣 段々 申 越、 兩條 共不容 に 候 

得 共、 此外 手段 無 之 旨に 付、 無 是非 半 知 借 上 之 儀 申 付 候。 借財 指 引 方 之 偽者、 成立 申 

渡 候 仕 法に 候 得 者、 不 心服 も 有 之 間 敷 所、 會得方 も 不行屆 哉 不穏。 第一 府內金 錢甚拂 底、 下 

々生業 乏深令 困窮 段 追々 達 聽心懸 り 成 事に 候。 人氣 により 金錢も 潜み 候：^ にも 相 聞え 候。 年 

寄 共よりも 無 油 斷遂僉 議可申 候 得 共、 其方 共 盡精赏 念 頃に 申 諭、 人氣相 和し、 市中 靜讃之 様 

可 取 計 候。 金錢拂 底、 旅人 通行 之 指 支に 相 成 候 鉢 も 無 之 哉、 是等之 所 も 心 付 可 申 候。 ^中 人 


氣取治 方 は、 專 其方 共 取 計 方に 有 之 事に 候。 やもめ 杯 織之貯 を町會 所へ 指 出 置、 少々 之 足 物 

を 請 其 日 を 送り 候 族 之 者 迄 も、 無 利 足 三十 ケ 年賦 キ申 渡、 深く 及 迷惑 候 鉢 相 聞 候。 其方 共汕 

斷有之 間 敷 候 得 共、 法 は 平等に 申 渡 候 儀 勿論 之 事に 候 得 者、 右 鉢 之 者 共 之 儀 は、 公之 憐愍 を 

もて 聊 非道 之 沙汰 無 之 樣厚致 世話、 靜謐之 取 計 肝要 之 事に 候、 以上。 

九月 二十 三日 

町奉行 中 

九月 廿 五日。 諸士の 家政 を 整理し 及び 役 向の 人 撰と i 罰を愼 むべき こと 

を 組頭に 令す。  • 

〔成 瀨正敦 日記〕 

九月 二十 五日 、 

一 、 此間調 替に指 出 置 候 三組 頭へ 被 微渡之 覺書寫 、調替 今日 被 相 渡、 御 近習 頭屮へ 申^ 方 は、 

追 而指圆 有 之 迄 相 見合 可 置 旨 被 仰 聞。 覺書右 之 通り。 

. 今般 御 家中 半 知 御 借 上に 付、 上納 等 御 用捨 之 儀 も 被 仰 出、 且諸 借財 返 辨方等 之 «、 先违而 申 

渡 候 通に 候。 元來 近年 一 統難 ffi に 指 迫り、 甚敷 もの は 勤 仕 等に も 指 支 候 族 も 有 之 候 鉢。 尤而 

々之 不心得より 如此之 所へ も 至 候 儀に は 候 得 共、 一 つ は 又 時勢に 依而、 無 據及雜 候 もの も 
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多く 有 之 事に 候。 夫 故 只今 迄 之 形に 而、 借財 之 艱苦 を 一統に 遁れ候 所に は、 容 S に lf.:、 にく 

可 有 之 事に 候。 然所 今度 右 之 通 被 仰 付 候 段、 御上 御 財 用 方 御 不足 故に 而、 於 御 家中 も いづれ 

も 可爲難 ii 儀に 候 得 共、 心得 方宜候 は、、、 以後 之 収續方 却 而相成 易き 趣 も 可 有 之， 候。 近年，, -卜- 

一 統 奢侈 之 風に 流れ 來り候 故、 ますく 费用打 嵩み、 難 ffi 深く 相 成、 心なら や 職分 之 》 を も 

怠り 候 所.^ 至り 候 段、 無 本意 次第に 候。 此所 において 何 茂 勝手 び 之 道 も 相 立、 而々 之 a を 

勵み、 治亂 共に 御 奉公 等 存分に 出 情いた し 度 段、 誰々 も 別」 〈な は 有 之 問 敷 候。 然ば 八-化 S 様 こ 

被 仰 付 候 御 時節、 諸 土中 一統 志 を 急 度 相 立、 從來之 仕 癖 を 離れ 候而、 行々 財 川 方 之 お^なく、 

ハム 私に 付而 本分 之 勤 を^ 不申檨 之 所.^ 至り 不申 而不叶 に 候 問、 此所各 拒々.^ 乂  ひ" チ 、丑 .ぃ乂 

配 之 人々 御敎養 方、 萬 端 行 屆候樣 差 引 可 有 之 候。 

一 、 奢侈 之 儀 は 種々 之 品 共有 之、 一 端に は 止り 不申 ^ に 候 間、 一 々申達 候 儀 も雖相 成、 衣^. 

飮食 • 家居 之 上より、 外邊之 付合. 音信 • 贈答 之 品 迄、 皆 分限に 超 M いたし，..^、 * こ.. ケ、？ め こ 

心 を 被 付、 儉 約を以 取續、 御 奉公 等 情に 入 候樣、 能々 可 被申逾 候。 

一 御 家中 -町. 在と もに、 以前 は 借財いた し 候 儀 を 相 欺、 聊之 借財 を も ひこ， f -、  ^I.J 

に 候處、 近年 は 調達 方 自由に 相 成 候 付而、 借財いた し 候 儀 を献； 小 申。 夫 故漸々 以彌 不義 も 

致 出 3 何 か 不宜儀 共 も 有 之 候 間、 各に も 其 心得 有 之、 組 中 儉約を 守り、 向後 容 に 借；^ 被，： 之 


様に 可 被 申 諭 候。 但只 今迄 之 仕 癖 有 之 事故、 是以 俄に は 改り兼 可 申 候 間、 重々 示談 候 而可然 

一 、 儉 約と 申 候 も、 全 棘 本分 之 勤 を闕不 申、 文武 之學 事を勵 み、 御 奉公 情に 入、 臨時 之 御用 

を も 無滯相 勤、 親戚. 朋友 等 之 交 をも陳 略に いたす 間 敷 爲に候 間、 此 心得 方 を不致 忘失、 諸事 

相勵候 様に 重々 可 被申談 候。 

一 、 右 等に 付而 は、 御 政 s< 之 大要と 申 候 は、 御 人 撰と 御 賞罰に 可 有 之 候。 平 士役掛 之 人々 は、 

追々 又 重き 役儀 を も 被 仰 付 に 候へば、 初役 之 人 撰別而 大切に 被 相 心 i5、 重々 入念に 可 被 撰 

出 候。 組 之 人品 被见分 候に は、 とかく 平生 親 敷 付合 不被申 候而は 徹底いた しがた く 可 有 之 候。 

是迄尤 心得 も 有 之 鉢に 候 得 共、 向後 猶又 示談 有 之、 今一 遍親切に^1話有之可然候^^.。 

一 、 組 中 勤 切. 年功 等 有 之 もの、 及び 惣而 心得 方宜敷 人々 等 之 儀、 時々 被 申 卜： 候而、 或は 役 依 

又は 御 加 恩 等 被 仰 付 候 儀 も每々 有 之 事に 候。 就 夫， 人 は 皆 得手 不得手 之. 1^ 之 ものに 而、 能 兼 

« り 候 もの は 先 は 無 之 事に 候 間、 其 人々 之 得手 之 筋 を 能 被 相 勘、 其 筋 之 役儀に 撰 出お 之 段 勿 

論に 候。 其 人 之 得 役 を 被 仰 付 候 上 は、 其 役儀 久敷相 動 候 様に 無 之；^ は、 役 筋 之 御 奉公 不 入に 依 

に 候 問、 役 筋に おいて 勤 功 有 之 もの は、 先は役儀は其儘に而御褒：^<之御沙汰可^之候っ 凡 又 

右 之 通 之. it に 候 間、 久敷相 勤 年功 有 之 ものに 候と も、 不 働に 而各別 御用に 相 立不申 « 之 人々、 
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結構に 轉役杯 之 儀 は 當り不 申 候 間、 向後 人品 を不 論して、 只 其. に 轉ほ之 能 を Kffl 顯：^ 

儀 は 有 之 間 敷 事。 

一 、 組 中 動 功 等に より 御 褒美 之 儀、 又は 轉役之 事 は、 每々 被 ffl^^ 得 共、 心得 方不， i ん々 退 

役 又は 御 咎等之 儀 を 被 願 出 候 儀 は、 先 は 稀に 有 之 使。 此段 心？， J 方少 相^ 之 様に 被 候。 

之 儀 を 被 申出 候に 泥 は 無 之 事に 候 間、 返 役 又は 御 咎被仰 付可然 人々 之 俊 は、 後 聊無泥 可 被 

申 聞 fe<。 

右 之 趣 可 被 得 其 意 候。 觅角 支配 有 之 人々、 少も汕 斷候而 は、. 士巾 成立 得： 小 巾、 入； 狄も， 亂^ 

仕^^に候間、 深く 被 相 心得、 如何にも 士氣 を勵、 正路に 趣き 候 様に 可 被 引 立 候。 ムに 人-^ 

拙者 共 迄 被 仰 出 之 趣 茂 有 之に 付、 譯而此 段 申談候 事。 

九  月 

九月。 新 縠を濫 に 消耗す る こと を 戒め 且つ 食用に 供 せらる y 植，^ り晚. S 

を獎勵 す。 

〔司 €J ^典〕 

去年 非 $s 凶作に 而 一 統及 難儀に、 當年顺 氣に而 新穀 出來之 所、 例年 キ者 格別 早く 食 川いた し、 

且來年 者 閏月 も 有 之、 旁以 食用 之 所 一 統可致 心得 儀に 付、 別紙之通御&-=?ぉょり巾^^ぺな之、 


則 寫相渡 之 候條、 得 其 意、 夫々 小百姓に 至 迄 も、 不相洩 樣得キ 申 諭 置 候。 麥作之 儀 者、 近年 

無 油 斷作增 候 鉢に 候 得 共、 猶更精 誠を盡 し、 山 畑 等 者不申 及に、 土地 相 應之處 者 成 K り爲蒔 

廣可申 候。 尤麥作 而已に 不拘、 都而 食用 之 品聊に 而も 薛梳等 可 致 候。 右 之 趣不致 忘失 之 «、 

爲相 心得 重 念 可 申 諭 候。 且山入 村々 之 儀 者、 葛 根 • じ やう ぼ 其 外 草根 等、 食用に 相 成 候 品爲収 

入 可 申、 兎 ^？: 平年に 相 成 候而者 不作 之 難儀 を 忘れ、 右 等 之 品 貯候儀 不致儀 者 人情に 候 問、 何 

キ歟仕 法 を以成 共、 ^方 爲致度 事に 候。 尙ー 統 詮議 之 趣 承 度 候、 以上。 

九 月  改作 方 御 郡 奉行 

諸郎惣 年寄 • 年寄 並 中 

去年 非 $e 之 W 作に 而末々 食用 乏敷及 難儀に 候 儀、 何れも 承知 之 通に 候處、 當年之 顺：： ： 秋に 而秋 

成 宜敷ー 統安猪之^^^-に候。 乍 併 人々 手前 少々 之 も 去年 之 * に 付 食 盡し候 上 之 俄、 殊" 巫 年 

者 例年 キ者 格別 新穀 も 早く 致 食用、 來年作 鉢 之 熟 不熟も 難 計、 其 上 閥 月 も. 1^ 之 俄 旁 以心 »:ES^ 

之 依 肝要に 候。 尤右 等に 付 穀類 を 買し め 候 様 之 儀 者 有 之 間 敷 候 得 共、 食^ 之 品 は 不^ 米穀に 

人々 成^ 大切に いたし、 |g に 费し不 申 様。 麥作 も猶更 せり 込 爲植候 様 末々，^ ナ中 中^。 

丸 月。 米穀 を 用 ひて 菓子 を 製造す る ことの 禁を 解除す。 • 

〔三 州 治？^ 錄〕 
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去年 非常 之 凶作に 而 米穀 拂 底に 忖、 輕き者 食用に 相 成 品物 は 格別、 干 子. 蒸 Je^ 子 i ザ収极 ，お 

儀 指 留置 候へ 共、 最早 新穀 出來之 時節に 至 候に 付 指 解 1^ 條、 干葉 子等 取扱：^, 依 可 爲膨手 次お 

右 之 趣 被 得 其 fi、 夫々 申 渡 候樣、 所々 町奉行 幷御都 奉行 等お 可 被 申 談攸： 且又 近來 品々 榮耀 

之 菓子 類 も 有 之 候條、 左様 之 品 以後 取极 不申樣 可遂詮 sgs も 夫々 被中談 is ！.。 

九 . 月 

今度 千 菜 子等 取极候 儀、 可爲 勝手次第 候。 併 近来 品々 榮耀之 ^子 額 もお 之 候條、 左様 之 品々 

以後 取 极不申 樣可遂 詮議 旨 申 渡 候處、 榮耀の 菜 子と 申 儀 は、 其品収 S 候谈致 * 攸 K、  $^ 

奉行 申 聞 候。 依 而是迄 取 极來候 品 者、 當分商 方 指 解 候。 以來新 «之$ ^子 漫 に 製攸， 依 不扣成 様 

に 申 渡、 {1: 更 取締 方 遂詮， 議候 様、 所々 町奉行 幷 に御邯 奉行 等.^ 可 申談候 *。 

十二月 廿 六日 

十月 一 一日" 前 田齊泰 施政に 園し 老臣に 諭示した る 書 金澤に 達す。 

〔本 多 政 和 覺窨〕 

I 月 二 日 

一 、 左 之 御 親 翰、 前 月廿四 H 城 州 被 召 被 渡 下 候 由に 而、 城 州より 添 紙面に 而 到來、 八- H 何 茂 


拜戴。 

去 冬 以來、 窮民 追々 飢 にも 可 至 鉢 之處、 重 々取扱 方 有 之、 且各 を始救 方.^ 加入 も 有 之、 先々 

領國中 無異儀 新穀 出來之 時節に 取 付 申 儀、 彼是 心配 故キ令 大慶 候。 尤汕斷 有 之 間 敷 候 得 共、 

猶更町 • 在靜謐 之樣取 計、 旁 遂僉議 候檨、 播磨守 等へ 可 被 申 遣 候。 將又 去年 來致救 方 候 町. 在 

之 者 共へ 者、 此頃假 にと 歟 褒賞 之 沙汰に および 可然 哉と 存候。 尙僉 有 之 « 可 被 申 造 候。 

一 、 金 澤表人 氣不穩 鉢 相 聞、 且金 錢甚拂 底、 下々 及 困窮 候 之 様子、 追々 相 聞、 心懸り 成^に 

候。 猶更 取扱 方 重々 儉議有 之 度 候。 今度 金澤表 ^議之 趣、 紙面 令 披見 候。 市中 人 « 者、 町 奉 

行 所极方 第一 之 儀に 候へば、 ：iS:r つ 町奉行 申 聞 通.. 寸申儀 も 尤に存 候。 併 一 日： 極 相場 を 申 渡 候と 

て、 强而押 通 候 事に 而も 有 之 間 敷、 時々 見 計 も 可 有 之、 觅 角人氣 に预り 候 儀キ相 聞え 候。 何 

れ 各に も辛勞 察し 入 候。 

一 、 諸士儀 は、 か 様 之 折 栖 下々 へ對 し、 不筋之 取 极無之 様、 義« を 勵し、 筋 能 収計候 之 « 可 

心得 儀、 是等之 趣 も 一 統.^ 申出し 可然 哉と 存候。 猶更 得キ被 相考、 心 付 之 i^^^ に 被 巾^ 候 

様いた したく 存候 事。 

十月 十日。 犀 川 及び 淺野 川の 橋梁 を改 架し 工匠 をして 職 を 得しむ。 

〔每： UK 窗拔〕  ， 
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一 、 兩川橋 相报、 不遠內 懸替不 被 仰 付 而は不 相 成" 然處年 柄に 付、 今年 大工 職 之 者 方 も 

無 之 困窮 之 鉢に 付、 御 救 旁 右 兩橋懸 替申付 候 旨 等 申 渡。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

當年 御家 中半 知 等に 而、 諸職 人蓄 難に 付、 爲御救 I 梳 .1 川 S. 小 isr 

十月 十五 日。 銀仲預 手形 裁許 升屋次 右衞鬥 • 酒井宗 左衞鬥 その 職 を 止め 


らる 〇 


ョ 已， 

^  E 言， 


升 尾 次 右衞門 

洒 Eg 宗左衞 門 


內 勝 


天 保 九 年 二 

月の 條參照 


〔成 瀨正敦 日記〕 

月 十九 日 

一 、 銀 手形 裁許 桥尾次 右衛門。 酒屋 宗左衞 門 儀、 様子 有 之 咎申付 有 之 候に 付 、常時 通用 銀 手形 

に 兩人之 者 名 印 有 之 候 得 共、 追々 出來之 新札に は 右 印相 将候 問、 無滯 通用 可 致 ijll 一  統被仰 波 

候。 覺 * 寫、 木 村 彌十郞 を以御 勝手 方より 被 指 越、 御 近習 頭 等へ 可 申談旨 也。 依 而木村 T.^ 兵 

衞幷 奥御納 in^ 木 村 多 膳 へ も 申 談置候 事。 

十月 廿 四日。 銀 札と 錢との 公定相場 を 解除す。 

〔觸 留〕 

錢拂 底と 申立、 相場 引立不 融通 之體に 付、 銀 手形 百 目 者十贯 文、 五十 目 以下 小 制札 茂 右に 准 

じ 取引いた し 候樣、 當 七月 申 渡 置 候 得 共、 右 極 相場 指 解 候 段、 町奉行.^ 申 波 候條、 一 統北 〈心 

得 可^ 之 候。 

右 之 趣 被 得 其 fi、 同役 中傳 達、 但 支配 不相洩 樣可被 申 渡 候、 以ト5 

十月 廿 四日  奧村內 R 

十月。 米 價大に 下落す。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 
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米穀 甚拂底 之 所、 當年作方景：：.^宜敷に付、 諸方に 隱 せお 米 十 ^E? 石 計 所 々より 出。 

九月 十日より 批屋米 一 升に 付 百 文責。 

十月 米 一 升 代 八十 九 文になる。 

十月。 奧 御納戶 方に 於いて 藩侯 等の 衣服 料 節減の 方法に 關 して 議す。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

十 一 月 % ^日 

一 、 今度 各 別 御 召 料 等 御 « 略 被 仰 出 候 付、 奥 御 納戶御 仕切 銀 高 之內五 西 贯目 減少 之 ffi 等、 ^ 

議之趣 別紙 之 通 竹 下 源兵衞 より 申 聞、 則 申 上、 紙面 之 通 心得 候 様 申 渡 候 問、 爲 承知 別紙 指 進 

之 申 候、 以上。 

今般 御 書 立 を 以被仰 出 之 趣、 誠 以奉恐 入、 夫々 精密 遂.^ 議申 儀に 御座 候 得 共、 是迄： お 

略 方 被 仰 渡 候 度に 穿鑿 仕、 成 限り 御 « 略 之 品 茂 出來之 上、 猶又 午年 嚴敷御 « 略 被 仰： g 攸付、 

精誠遂 詮議、 都 而御買 上物 等、 定直段 等 引下げ 方 之 儀 迄 茂 巨細 詮議 仕、 無油斷 御れ 略 之筋扣 

立 候 樣心懸 取 計 申 儀に 御座 候。 當時御 仕切 銀 高 之 儀 は、 文政 十一 年より 五 丄ハケ 年 之 問、 御，；；：： 

服. 御 指 料 御 修覆等 之 御 入用 高 相 翁き、 御 召 料 之 分 迄 年中 上り 方. 御 入用 方、 御 在！；. 御 

打 込 平均に 而、 一 ケ年當 り 銀 之 內三之 一 餘り御 減少 之鈒高 を以、 先 一 兩年之 所、 常時 之 御 仕 


切 渡り 鈒 高に 而御辨 用 之 事に 相 極り、 萬 一 御 不足に 相 成 候 得ば、 臨時 御 足 銀 請 取 申 儀に 御 

達 申 置 候 儀に 御座 候付而 は、 色々 於 役所 手繰 等 も 仕、 右 御 仕切 銀 高より 相 誇不申 様、 御 買 上 

物 等 種々 遂 詮議 御 述方取 計 申 儀 勿論、 御 召 料 上り 方 員數茂 追々 御 減 方 被 仰 付、 是迄 可也 御 仕 

切 高に 而御辨 用 之 儀に 御座 候 間、 今般 之 被 仰 出 半 高に 而御辨 用 之 儀 は、 迚茂被 爲成間 敷哉キ 

奉存 候。 尤 今一 篇御危 服 之 儀 被 仰 出 候 事故、 此後御 入用 方 茂 必相減 可 申 候 得 共、 御 召 料 之 御 

品に 寄、 出來之 時節 御 用 之 分 御 買 上に 仕置 候 得ば、 格別 御 益 之 筋 も 不少儀 御座 候 故、 巾々 

半 高に 被 仰 付候而 は、 却而 品に 寄 甚御不 益 之 筋 出 來可申 哉 キ奉存 候。 併 今般 御手 元 之 依、 如 

何様に も 御 差 詰 御 将略被 仰 付 度 御 趣意に 付、 何分 御 入用 方 等 詮議 仕、 相 減 申 様 仕度 御座 候 得 

共、 前段に 相 認 候 通 之 御 仕 法に 而、 指 當り減 方 出 來不申 候 得 共、 先年より 一 ケ年當 り 御 仕 2^ 

S 高 二十 五贯目 之內、 五ケ 一. 五貫目 御 減少、 御 在 府 • 御 在 1: 共ニケ 年 打 込、 四十 贯目之 銀 高 

に 而繰合 御 辨用之 儀に 被 仰 付、 自然 御 召 料 上り 方 多、 御 入用 茂 御 不足 仕 候ば、 其 時に 香 曲 御 

達 申 候而、 臨時 御 不足 高 請 取 候 事に 仕 候ば 可 宜哉卜 ナ奉存 候。 尤右 五ケ 一 御 減少 之 俄に 御，！； 候 

得ば、 自ら御貯用之品茂御手^tに相成申儀御座候間、 御 召 料 之 御 品に 寄 御- 用不 仕、 御 川 之 

節 出來指 上申 儀 茂 可 有 御座 哉 キ奉存 候。 五ケ 一 御 減少 之 儀、 桁當り 何々 御 W 略 仕 候".^ 減 攸.. 六 

申 譯は聊 無 御座 候 得 北ハ、 後々 御 召 料 上り 方 格別に 御 減 可 被 仰付キ 奉^、 先 加 « 被 仰 付攸" € 
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茂、 御 辨合茂 出來可 申哉キ 詮議 之 趣 御 一 申 候 _*。 

酉 十月  奧御納 尸 

,1 月。 百姓の 互に 稻 縮り を 厳に、 し租納 を完か らしむ ベ きを 告ぐ。 

〔司 農 典〕 

諸 郡 村々 惣 百姓-小作 之 者 作 高 稻縮之 儀 者、 村役人及五人組之者？ォ^-^^2-に無之而ぉ"ゃ^成。 

且肝煎 • 組合頭 之 縮 方 者、 其 村 於惣； 白 姓 共に 夫々 可 致！ §:。 若 無心 元 儀お 之 候 はく、 糾 4^ 附又 

は 廻 口 物、^^ 寄 等 之內ぉ 可申斷 儀に 候 之處、 甚だ 縮 方 等閑に 相 成， i 候：^ に 相 閒. ：-、 近年^^. ^へ 

御 收納明 之 者 多、 不埒 之 趣に 候。 於 組主附 にも、 右 縮 方 之 俊 者 村^ 入 售ぉ每 皮 可 中 渡， ^ 

竟 組主附 にも 村々 取极： 小 親切 儀 キ # 候。 右 縮 方 之 儀 村^ 人 於 手前に、 當， や 御收納 無心 元 frs: 

者 は、 先致稻 縮、 御 收納不 指 支 様 詮議 之 上、 稻爲刈 取 可 申。 人栖 に. 縮 致 兼攸者 は、 糾に附 

お 相 屈、 役人 手前に 而稻 刈揚、 御 收納爲 相 清、 其餘作人.^可相渡，0^:に無之.，1*、 御 收納縮 方 

不全 儀に 而、 尤右之 詮議 は 御 收納分 而已之 儀に 而、 餘 指引爲 めに は 不相成 攸っ、 此所 力、 

役人.^ 可 申 渡、 物. ^ 而村々 取 极之儀 者、 先達 而御 算用 場より 申 渡お 之、 北 〈節 中 淡れ 候 W ル、、 0 

更 前段 之 趣 申 渡 候條、 村々 役人 等. ^厳重 申 渡、 人別 御 收納縮 方、 不縮無 之 ttts- 々可 中波 攸、 

以上。 


酉 十月  崎 田 達 之 助 

河き 內 匠 

諸郡惣 年寄. 年寄 並 中 

十 一 月 四日。 村々 奉公人の 年季 は 契約の 如く 勤務す ベ きこと を告 ぐ。 

〔司 ，農 典〕  • 

村々 奉公人 共、 年季 を以取 極、 給 銀 等 相 渡 置 候 者、 定之 年月 相滿 不申而 者、 暇 ffl 願 候 « 不相 

成 候處、 今般 諸 借財 向 等 御 仕 法被 仰 渡 方に 依而、 彼是 心得 違 之 者 も 有 之 棘に 相 聞 is: 候條、 都 

而 奉公人 共 可 爲是迄 之 通、 勿論 給 銀 等增餘 分に 相 渡 置 候 分 者、 其 割 を 以可爲 致 奉公 候。 此段 

申 渡、 縮 方 厳重 可 相 心得、 若 奉公人 共之內 心得 違 之 者 有 之 候 は..、、 其 段 可 及斷、  ば； T 巾 付 

候。 尤 主人々々 心得 方 等 之 樣子可 申 聞 候、 以上。 

H 十 一 月 四日  井ト： 井之助 

本 橋 一之進 

.  惣 年寄. 年寄 並 中 

十 一 月 人 日。 去年 以來 米錢を 窮民に 施與 したる 者に 賞詞 を與 ふ。 

〔三 州 治ま 錄〕 
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近年 米價 高貴 之 所、 去年 又 候 不作に 而、 彌增高 K に 相 成、 末々 &m 窮： ^者れ 之に 忖、 

を以相 候 者 共有 之 段、 何れも 奇特 成 志 之 者 共に 候" 此段右 惠攸者 共..： i 可 申 開：^" 

右之趣遠所町奉行幷御^奉行等.2^も可被申談候^^。 

困窮 人 共お 取 救 候 者 共 之 儀に 付、 別紙 寫之通 御用 番 年寄 中 被 申 聞 候條、 被 得 其」 去年 來救 

方いた し 候 者 共.^ 可 被 申 渡 候、 以上。 

I 一月 八日  御 用 場 

內 藤より 關澤迄 十三 人 殿 • 

追而 本文 致 救 方 候 者 之內、 格別 抽 奇特 之 者 有 之、 別段 御 稱美等 被 相 願 度.^ も 候 者、 共 段 常 場 

迄 可 被 申 聞 候。 且先々 被 相 廻 落着より 可 被 相 返 候、 已上。 

十 一 月 十四日。 能 美 郡 安宅新 村の 百姓 助三邵 孝行 を 以て 賞 賜 せらる。 

〔觸 留〕  . 

能 美 郡 安宅新 村 百姓 助 三 郞 

一 、 鳥目 五 貫 文 

右 助三郞 儀、 母に 孝心の 様子 被 聞 召、 奇特 成 者に 付、 爲御褒 養 如 此被下 之。 

右の通り 被 申 渡 候 事。  ■ 


本年 七月 十 

七 ：= の條參 


酉 十 1 月 

天 保 八 年 酉 十一 月 十三 日、 手先より 依 御 紙面、 翌 十四日 若 杉 御 郡 奉行所お 被 召 出、 其方 镇母 

に 孝心の 趣 有 之、 奇特の 至りに 被 爲忍召 候。 依 之 鳥目 五 貫 文爲御 褒美 被 下 之 候條、 謹 而御受 

可 申 上 事 也。 

御 郡 奉行 

享和ー 一年 以降 叮 人の 取 高した る もの を沒 する 件に 關し 


〇 


十 一 月 十六 日 

重ねて 告ぐ。 

〔每日 帳 窗拔〕 

十 一 月 十六 日 

一 、 享和ニ 年 高 方 仕 法 後町 人へ 切 高いた し 有 之 分 は、 尤格之 通 取 揚候様 改作 方へ 申 渡 候。 依 

，之 町人 共 中には 格別 及 迷惑 候 者 も 可 有 之 哉。 左 候へば 彼是 無據 趣を以 申立 候 者 も 可お 之 候 W 

共、 元來 町人に 而高を 持 罷在候 儀 は 不相成 事 候 間、 此 儀に 付何廉 申立 候 而も 一 圓雖 承：： S3:n 等、 

is- 五郎左衛門 等へ 申 渡 候 事。 

「御 觸留〕  • 

忖札、 町奉行. 5^  • 
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諸 K 共 村々 次第に 雜； S 深く、 他村.^ 之 切 高 多く、 村の 者 小作に ffl 成 WI^ 衬方も 4£ 之、 御 救 

等 被 仰 付 候ても、 可成 立 期 も 無 之に 付、 切 高 追 々本 村へ 爲 引取 方 之 俊 申渡攸 趣.；^ 之、、 就.^ な" 

和 二 年 高 方 仕 法 後、 町人.^ 切 高 致し 在 之 分 は、 尤格之 通 収揚攸 様、 改作方 へ先^^！て申渡候^- 

依而町人共中には格別及迷惑候者も可在之候得共、  元來 町人に て 高 を持罷 候 儀 は 不相成 事 

候 間、 此 儀に 付何廉 申立 候と も、 一 圓難承 2« 候 之條、 各々 にも 改作 方 御 行と 心 を 八：：、 右 

等の 分 は不相 洩爲持 出、 外產 業に 在 付 候 様 可 被 取 計 候。 御！： 民 は 一 林 之， is、 高 持 町ん ル； 及 

迷惑 候 得 共、 改作 方 御 仕 法 致違亂 候て は不相 成に 付、 不得 止， 今般 右 之 通 被 仰 忖^に： S 條、 

御 仕 法 全く 相 立 候 様 被 相 心得、 自然 身元 取亂 及濱、 • 外 產業之 手段 無 之 様の 者. 之 候 は、、、、 左 

様の 者 は 分限に 應じ御 救 方 可 有 之 候條、 遂詮 可 被 申 聞 候。 後々 右 不筋 G 趣 無 之、 分^ 之 

稼 を 以取續 候檨、 不斷 世話 可 有 之 候 事。 

天 保 八 年 酉 十一 月 廿日  長 又 三 郞 

〔每日 帳 書拔〕 

.i 一 一月 廿四 H 

一 、 享和ニ 年 高 方 仕 法 後 取 高等 不殘 取揚之 儀、 先達 而申渡 候 付、 當年作 徳米も 改作 方へ： 収 

立 害 候 得 共、 ；ss 田 可爲難 s に 付、 當年は 高 持 人へ 全 相 渡 可 申、 尤來 年より は 綿密に： 収立、 一 


廉之仕 法相 立候樣 改作 方へ 可申談 旨、 御算 奉へ 申 渡 候 事。 

十 一 月廿 四日。 従来の 製法 以外に 係る 新奇の 菓子 類 販賣を 禁ず。 

- 〔每日 帳 書拔〕 

1 一 月 二十四日 

一 、 榮耀之 葉 子 類、 以後 取扱 不申樣 可 遂愈議 旨、 町奉行 等へ 申 渡 候處、 榮耀之 菜 子と 申 儀 其 

品 取 極 候 儀 致 兼 候 段 申 聞 候 付、 是迄取 极來候 品 は、 當分商 方 指 解 候。 以來 新奇 之 棄子 漫に製 

候 儀 不相成 様 申 渡、 猶更取 縮 方 可 遂愈議 旨 町奉行 等へ 申 渡 候 事。 

〔御 郡 典〕 

卷目、 御 算用 場 奉行.^ 

今度 干 菜 子等 取扱 候 儀可爲 勝手次第、 併近來 品々 榮耀之 菜 子 類 も 有 之 候條、 左 « 之 品 可遂詮 

議旨申 渡 候處、 榮耀之 菜 子キ申 儀、 其 品 取 極 候 儀 致 兼 候 之 段、 金澤 町奉行 申 聞 候。 依 之に 是 

迄 取扱 來候品 は 當分商 方 指 解 候。 以來 新規 葉 子漫に 製し 候 儀不相 成樣申 渡、 ^更 収縮 方遂 

議 候樣、 所々 町奉行 幷御郡 奉行 等お 可 被 申談候 事。 

酉 十二月 

十 一 月廿 四ョ。 羽 咋郡福 浦の 孝女き いに 賞 賜す。 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 八 年  八 四 九 
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〔毎日 帳 書 拔〕. 

十 一 月廿 四日 

一 、 羽 t.- 郡 福！^ 村 故 喜 之 助 娘き い 孝心 之 様子 被 聞お、 奇特 之 至に 付 一 生 一 人 抉 55 被 下。 

十 一 月。 來年 以降 五ケ 年に 1 る 藩の 借財 整理 法 を計畫 す" 

〔御 借財 方御圖 帳〕 

天 保 八 年 十 一 月 調 sr 來九 年より 五ケ 年の 間 圖り方 

一 、 十二 一 五 千 八 百 十三 石餘 

右 御 家中 知行 高 之 內三ノ 一  御 借 上、 小身 之 分 幷御役 料， 割合 有 之、 不足に 相成攸 付、 北，、 分 は 

御 切米幷 大身 之 人々 手 替足輕 お 割 掛可申 事。 

右 之 通 五ケ 年 御 借 上 之 事。 

但、 五ケ 年分 合 六十 二 萬 九 千 六十 五石餘 

右一 ケ 年分 拂方左 之 通  . 

一 、 二 萬 石  作 難 御手 當米. ^除 米 

但、 來 年より 於 改作 方 新開 增 減等 之 僉議方 有 之に 付、 多少に 不寄御 入 筒 * にて 可 相 成. H 

分都而 凶年 御手 當之 事。  . 


、 一 萬 五千石 

、 二 萬 五千石 

、 二 萬 石 

、 四千 石 、 

、 三千 二百 石 

、 七 千 石 

、 三百 五十石 

\ 九 四千 五 百 五十石 

殘而三 a: 千 二百 六十 三 石 

代 千 八 百 七十 五贯七 百 八十 目 

外 二 千 七十 九贯目 

九 百 十二  E 五 百 目 


引替 所 

大坂御 年賦 


江 戶同斷 

地迥御 借財 

大坂御 S1 米；.^ 貨 

御 用捨 米 方幷藤 右衛門 等 

藤右衞 門. 德兵衞 お 被 下 米 


り 


石 六十 目圖. 

當 酉年 殘米代 

來年 御拂米 九- 3： 九 千 二百 五十石 之 出目 


三ロズ 

四千 九 百 四十 七贯 二百 八十 目 

此分 を以御 家中 借財 iiiS 上 御 取极之 御手 當。 
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八 五 二 

千 贯 目  新 御調 逢 

但、 此分巡 見 上使 御 入用 を 初、 品々 不時 御手 當。 

亥 年 

一 、 十二 iai 五 千 八 百 十三 石餘  御 借 上米 

此 拂 

九 萬 四千 五 百 五十石  戌 ノ年之 通 

殘而三 一 千 二百 六十 三 石 

代 千 五 百 六十 三贯百 五十 目  石 五十 目圆 り 

寅年 迄 五ケ 年 之 間者 

右同斷 

右 殘米三 萬 千 二百 六十 三 石 を 四ケ年 合せ  • . 

十二 萬 五 千 五十二 石 

代 六 千 二百 五十二 贯六百 目  石 五十 目圖り 

右 之 分四ケ 年中 除 置、 寅年に 至、 引替 所 銀 手形に 而も、 江戶. 大坂御 借 财打切 等 之 御 *^、，ぉ：^ 

然。 ^！：其取极之委曲、 卯年より 御 借 上 之 高、 寅年に 至 As^^ 之 *。 


又 重而御 家中 十五 石 御 借 上 之 食 議に相 成 候 節、 左 之 通り 年寄 中等 半 知 差 上 候！ 1 り。 

年寄 中 自分 知 

ru  f  ^  ^  -  ruf  ^  」 
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一 、 八 萬 六 千 九 百 七十 九石餘 

御 家老 中等 

一 、 一 萬 三千 六 百 七十 五石餘 

御 算用 場 奉行 幷御 勝手 

一 、 三千 百 八十 石 

ダ十 三千 八 百 五十 四 石 

此現米 

四 萬 六 千 四百 十 一 石餘 

外 三 萬 九 千 三百 八十 石餘 


ダ八 五 千 七 百 九十 一 石 


十 


內 

二 萬 五千石 

一 一 萬 石 
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^ 知 高 


同 斷 


同 斷 


年寄 中等 半 知 外 之 御 借 上、 去々 年 迄 之 通 御 借 上 之 II 


り 


年 


大坂御 廻 米に 而彼地 御借财 方，^ 渡り 

江戶御 借財 方 へ 御返濟 

八 五三 


八 五 四 

三千 二百 石  大坂行 運 貸 米 

三千 石  木 谷 藤 右衛門 等、 去年 松 田 治右衞 門 よ， り 御調 si- 之 分 

五千石 計  御用 拾 米 方 切手 K 之 方.，！ K?E 年より 年賦 渡り 之 岡り 

^六 萬 五千石 計 

殘 ニー S? 七 百 九十 一石 

年寄 中等 半 知 指 上 中 者、 如此 出目に 相 成 申 候。 

十 一 月。 奉公口に 離れ 流浪 難 する 者の 救 濟に關 して 通牒す。 

厂從^ #」 

御 算用 場 奉行， Si  , 

當季 武家. 町家 共 召 仕 候 者 之內、 致 減少 候 者 も 有 之、 輕者 流浪 仕攸者 も： E.^ 之 iir 町 より 

出 候 者 は、 其 支配々々 お 立歸、 り 候 は-.、、 支配人 譯而致 世話、 自分 之 稼 方 を以渡 W いたし 候，； S 

申 渡、 成 限り 產 業に 爲在付 候 様 有 之 候 は.、、、 路頭に 相 立 候 も 有 之 問 敷 候。 ，= 然 常時 便り 所 も 

無 之、 病 者 等に 而稼方 も不得 致、 必至 キ及難 a に 候 様 之 類 は、 得キ聞 礼、 に 無 據分は 頻出 

候 は.、、、 品に 寄 御 救 方 之 儀 御 詮議 も 可 有 之 候。 且 今度 奉公口 減少に 不拘、 難 a 者 之， も. h^M 

樣可被 相 心得 事。 


右 之 趣 被 得 其 意、 遠 所 町奉行 幷御郡 奉行 等.^ も 可 被申談 事。 _ 

十一月 

十 一 月。 產物方 役 附を廢 し、 物價方 役所 を 建つ。 

〔御 親 翰 帳之內 書拔〕 

十一月 

一 、 近年 新に 株 立 運上 等 被 指 止 候 付、 彼是 取 捌 共 も 有 之、 且は 近年 諸 色 直 段 高直に 相 成 候處、 

別而 去年 以來之 年 柄に 付、 彌以 高貴に 相 成、 諸人 及 難儀 候 棘に 付、 御 算用 場內に 物愤方 役所 

相 建、 右 等 之 御 僉議被 仰 付 候 は.、、 可 然と 遂 示談、 鈴 木 淸之丞 等 右 御用 被 仰 付、 是迄之 產物方 

役所 は 御 指 止に 而可有 御座 旨 江戶へ 伺、 伺 之 通 被 仰 出。 

十 一 月。 東 本願 寺 別院の 再建 を 許す。 

〔御 觸留 帳〕 

寺社 奉行，^ 

束 末寺 再建 方 之 儀 承 屆置候 通に 付、 今般 別紙 寫之 通り 町方 等 夫々 申 渡 候條、 此段 末寺 IS: 坊へ 

爲 承知 被 申 波、 1 末派 之 寺 庵 へ 心得 方 等 之 儀 も 可 被 申 渡 置 候 事。 

I 一  月 
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八 五六 

柬 末寺 類 燒後、 未 再建 無 之 候 得 共、 年 柄に 而輕き 者 困窮 候 付、 爲稼： 冉建 方に 収懸. lyJlM 承： 1：?=3 

候。 依 之 門徒 共 寄進いた し 候と も、 時節 抦過當 之 儀 無 之、 身分 相 應に相 心？ む 可 申 候。 勿 

木 等 寄進いた し 候 者 有 之 共、 夜に 入り 持；. ^候 儀可爲 無用 候。 前々 W 建 等に が 寄、 迩所 等紛敷 

者 致 徘徊いた し、 米 錢等取 集 候 儀 相 聞 候 儀 も 有 之 候條、 此度之 依 若 紛敷# 之 者 もお 之 候 は，、、 

得キ承 礼、 其 所に 留置 可及斷 候。 

十一 一月 九日。 市 儒 上田 作 之丞の 門下た る 者の 素行に 就き 探索せ、 しむ。 

〔御 親 翰留〕  . 

高 山 喜 一 郞 

關 澤 六 左衞門  . 


五 力 衞 門 


富 田 K 六 

右 之 者 共 之 外に 茂、 上田 作之丞 とか 申 者 之 門人 之 由に 而、 每度行 步裝束 品 能き 衣類 を 着し、 

一 樣之笠 を 用 ひ、 寺院 之 座敷 坏へ打 寄、 酌 女 怀を呼 寄 及 酒宴 候 鉢： 喜 一 郎儀難^之^：^^を呼、 

囀 子 をいた し、 又は 難 之 肓人を 呼 寄、 三味線 を ひかせ 杯いた し 及遊與 K 林。 五 左衞 F-.gr- 六 


など は從來 勝手 令 難 渡 所、 不相應 之 救 方いた し、 却 而內輪 向曁指 引合 等 は、 無味 至極 之极有 

之 鉢に 候。 

玉 川 二 源 太 ， 

小 塚與平 

人 見 昌之進 

山 岸 三 十 郞 

久徳 加兵衞 

右 等 も 作之丞 門人 之樣 子、 變 たる 爲鉢も 無 之 哉、 夫々 委曲 爲聞 1 可 申 越 候、 以上。 

十二月 九日 

大小 將橫目 中 

十一 一月 十日。 親 作た る もの は 小作の 租米を 引 去りた る 後に あら ざれば 用 

米を徵 する こと 能 は ざら しむ。 

〔改作 方 御 仕 法留〕 

諸 郡 共 御 收納方 之 儀、 百姓 共に おいて 大切 至極 之 儀に 而、 卸 作 仕 候 者 は、 先 而 御高に 相當 

り 候 御 收納米 入濟、 全 皆 濟相仕 廻 候 上作 德米 引取 可 申 所、 其 儀 に 相 成、 當時は 右 卸 作 之 川 
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八 五八 

米 を 先き に 引取 申 形ち にも 相 成 候 林。 右に 付 御 收納明 之 者 致^ 候 所、 多分 收納 明ながら、 

親 作.^ 之 斗 米 は 全相濟 居、 甚以 沙汰 之 限りに 候。 組 主 付 等に おいても： 小 行 W 故に 候： t 火 銀 • 

打 銀之爲 めに、 作 德米賣 拂申儀 は 可 有 之 候へ 共、 以來は 卸 作 仕 候 もの、 其 高に 相當候 御， て納 

全 入 濟不相 濟內、 用 米 引取 候 儀 は 不相成 候條、 此段急 度 可 申 渡 候。 卸 作 斗 米 之 依 は、 親 作 S 

圖之ケ 所， Si 相 斗 申 儀に は 候へ 共、 中には 心得 iii^ 之 者 は、 一 方 之 小作 斗 米 は 人.：： お， てお 米 こ^て、 

又 一 方 之 小作 斗 米 又は 自分 手作り 之 分 は、 作德 米に 相 當居申 者 も 有 之 候。 此， 依 は 甚不？ E れ"^ 

に 候條、 以來 は都而 小作 斗 米、 御 收納米 キ作德 米キ振 分け 爲相斗 可 申。 如斯 中波 候 卜： に..^ 茂、 

自然 親 作 之 者 致 心得 違、 御收 納入 濟前用 米 請 取 候 者 等 有 之に おいて は、 相 礼 攸卜：,^ やば 平常な 

茂 申 付、 品に 寄 持 高 を も 取 上 可 申 候條、 不相波 早速 可 申 渡 候、 以 ト-。 

十二月 十日  改作 方御郎 奉行 

諸郡惣 年寄. 年寄 並 中 

追而 本文 之 趣 は、 都 而高持 居候 親 作 人.，^ 申 渡 候 儀に 而、 小作.^ 申 渡 候 筋に 而者無 之 候。 尤申 

迄 も 無 之 儀に 候 得 共、 自然 此末 小作 共圖 に乘、 用 米 相滯等 不埒 之 趣 於 有 之 は、 尤般 « 谷 方 茂 

可 申 付、 此段爲 念 申 渡 候、 以上。 

十 一 一月 十日。 自今 寺社 及び 町人に 百姓の 山林 を賣 却す ベ からざる 等の こ 


と を 令す。 

〔司 農 典〕 

今般 高 方 御 仕 法被 仰 渡 候に 付、 山地 等 も 御高に 附候品 故、 追々 及 裁判に 候。 然處村 方より 寺 

tt.^ 致 賣山置 候 分 者、 町人 同 樣取揚 にも 可 相 成 儀に 候 得 共、 寺 ft 之 儀 者 拜領山 も 有 之 儀に 候 

間、 寺社.^ 賣切 山に 致 置 候 分、 今般 詮議 之 上 其 儘 指 置 申 候。 併 年季 等に 而卸之 出 之 分 者収揚 

申 候。 町人 之 分 は賣切 山たり とも、 夫々 取揚申 候。 依而此 以後 寺社 幷 町人，^、 山地 林 實波候 

儀 者 勿論、 卸し 付 候 儀 も 一 圓不相 成、 且 寺社より 是迄之 買 山、 村々 お 切 山 • 卸し 付 等 之 俄 者 可 

爲 勝手次第 候。 此段 今度 村々 お 申 渡 候 間、 寺社 御 奉行 幷諸町 御 奉行 等お 被 仰 渡御 候 様 仕度 

候、 以上。 

酉 十二月 十 a  矢 部 順 平 

辰巳淸 太夫 

御 算用 場 

別紙 寺社 幷 町人. Si 賣出 • 卸し 山 等、 以來不 相 成 趣に 付、 御 算用 場.^ 夫々 fflal 候に 付、 寫相 之 

候條、 村々 不相洩 様 分 而可申 渡 置 候、 以上。 、  . 

g 十二月 十日  矢 部 « 平 
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辰巳淸 太夫 

諸邵您 年寄. 年寄 並 中  ，  • 

十一 一月 十一 一日。 御 郡 奉行に 令し 領内の 雜榖 • 薪炭の 價格を 調査せ しむ。 

厂；^  ^^=^0 

今般 物價方 役所 相 建 候に 付、 御領 1： 中 百姓 共より K に 賣出候 雜穀額 幷炭薪 等、 年々 出來 

之 儀、 各 手前 得 キ示合 之 上、 直 段可遂 詮議 候條、 被 得 其 fi、  ^更 入念 可 被遂？ ^^候、 以上. - 

酉 十二月 十二 日  御 算用 場 

,  兩役御 郡 奉行 中 

十一 一月 十一 一日。 近來 新に 諸 商 賣の株 立 運上 を 許した る もの を 停止し、 自 

由に 營業 する こと を 得しむ。 

〔御 觸留〕 

卷目、 御 算用 場 奉行 へ  .  • 

近年 新に 株 立 運上 相 願、 承 屈 置 候 諸 商賣、 今 詮議 之 上 右 様 新規 株 立 諸 上、 幷に S ハ加 銀不殘 

被 指 止 候。 以後 上納 不及、 諸 產物銘 々相 働、 御領！： 中 勝手次第に 賣買可 致 候。 北ハ內 品に^、 


株 立 指 上 候而指 支の 筋 も 在 之 向々 は、 追て 可遂 詮議 候。 

但し、 他國の 品々 は是 迄の 通り 運上 銀 可 指 出 候。 

右 之 趣 町. 在の 者 共 へ 不相洩 様 可 被 申 渡 候 事。 

十二月  前 田 美 作 守 

別紙 之 通 御用 番美作 守 殿 被 申 渡、 寫相達 之 候條、 得 其 意、 支配 所 之 者 共 へ 不相拽 可 有 御 申 波 

候。 且又 他！； 出の 品 運上 銀、 是 迄の 通り 取 立 候 分 上納 方 等 之 儀 者、 當場 物價方 役所.^ 可 被 承 

合 候、 以上。 

, . 十二月 十二 日  御 算用 場 

十一 一月 廿 三日。 質屋 を 從來の 如く 株 立と し 役 銀 を 上納すべき こと を 命ず。 

〔三 州 治 農錄〕 

御 邵中質 尾 役 銀 新 役立 之 儀に 候へ 共、 株 立 指 止 候 而者御 縮 方に 差 障 候に 付、 是迄之 通 株 立に 

申 付？ 3 候條、 役 銀 只今 迄 之 通 致 上納 候 樣可被 申 渡 候。 當 年分 役 銀 上納 方之债 者、 別紙 之 通に 

候 間 可 被 得 其 意 候、 以上。 

十二 月 .  御 算用 場 

諸 邯御郡 奉行 中 

如賀藩 史料 第 十四 ji 天 保 八 年  I 八 £  I  ■ 
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八 六 二 

當年 S 造 三ノ 一  造 候 様 申 渡 候に 付、 ft 銀 も 一 作 高三ノ 一  収立 候，」 質：：^\^^銀之.；2も、 常ハ 

仕 法被 仰 渡 候に 付、 一 作 十分 一 取 立 候條、 此段可 被 申 渡 候。 右 兩«^^八 例年 之 通扣讲 候， M も 

有 之 候 は、，、、 來赛に 至り 可 相 返 候條、 其段物愤方役所ぉ及斷攸^!^、 夫々 可 申 渡：^、 、は 卜-。 

I 二月 廿 三日  ，  御 川 . 

諸 ffi 御邯 奉行 中 

十一 一月 廿 五日。 巡 見 上使 その 出發の 時期 を 定めた る こと を ぐ。 

〔本 多 政 和覺窨 〕 

正 凡 十二：：" 

一 、 木 下 內記殿 等 御 紙面 之 趣に 而、 去 二十 五：： = 內 Si 殿御 宅へ 間侨 定助玉 井 4" 人 越：^ 1:^1 ^ 

記 殿 等 御 列座に 而、 巡 兄 出立 時節 之 儀、 三月 中旬 致 發足候 様 候。 其 節 御 m 分に-.^ 之御収 

极、 成 丈 御手 輕被 成候樣 にと 存候旨 等 御 申 聞、 覺書御 渡。 畢而 用人 罷出、 巡见， ^に而 被 州ト竹 

候 趣、 心得に 認候旨 之 書付。 且 別段 途中 等へ 御 使者 等 堅 及 御斷之 it 等^ 述. S も 候 由に 而、 <^ 

人， Si 御 使 書 等 以善右 衞門被 渡 下。 右に 付 神 田 杏左衞 門. 奧村 五郎 左衞 門链、 表， M に 付 中波 攸. E 

內記殿 被 仰 渡 候 趣、 且 天明 之 振に 相 心得 候 様 可 申 渡 旨、 伺 之 通 被 仰 出 候 ilzIQ 

十一 一月 廿 七日。 切 高の 格 合 を 改め 品々 帳 を 整理すべき こと を 命ず。 


正月 十二  HI 

は 天 保 九 年 

木 下內記 は 

巡 見 上使の 

一 人 

聞番定 助ば 

に 聞 番の铺 

助に しズ常 

に その 穀務 


〔改作 方 御 仕 法留〕 

百姓 年貢 相滯、 無 據致切 高 候 儀、 其 許 中 精 誠 詮議 方、 曁切高 格 合 之 儀、 享和 年中 遂詮 謹、 E 

ffifo 申 渡 置 候處、 當時は 御 郡々々 仕 來區々 相 成 居、 加州 向 切 高 格 An 別而致 違亂、 巾に は 品々 

帳 も 不全 向 茂 有 之 候。 仍之以 來切高 諸 郡 一 様に、 享和 年中 申 渡 置 候 格 合、 猶乂八 「般遂 修飾 改 

而申渡 候條、 可 得 其 意、 品々 极來 春に 至り、 今度 高 方 之 儀 夫々 申 渡 候 趣 を以、 siffi 共悉 比.：： 相 

改、 印章 を 請 可 申 候。 依 而者是 迄 之 品，^ 帳 は、 一 切此 以後 不取用 候 問、 其 趣 今度 改而 致し 候 

品々： a 之 表に 可 * 出 置 候。 寺社 • 町人 • 百姓 之 分 は、 品 々帳 之 內に別 立に 致し、 帳 冊 之 初に 可 

調 置 候。 且當 七月 迄に 他村.^ 切 出 置 候懸作 高、 先達 而被仰 渡 通り、 追々 元 村.^ 収 1:^。 七月 

以後 之 切 高 之 分 は、 格 之 通 取 1;^ 候 儀不相 成。 此末切 高 之 儀、 尤成 K,91:s 村 之 中ね^』" 2:^ 爲致 

候。 自然 其 村 取 人 無 之、 是非 他村 懸 作に 不致而 難 相 成分 は、 迥りロ 之 儀 は不及 申、 打 返遂穿 

歷可申 候。 國違 .邵 違 等、 都 而手遠 之 懸作高 以來不 相 成 候。 且 切高證 文、 去 之 分ー糾 

統、 口 張 糾主付 印いた し、 正月 十六 H 迄に 無 間違 改作 所.^ 相 達、 拙者共兑^之印^:^;?^, 綿密 

に 相 心 5^ 可 申 候。 主 付 代り合 候 刻 夫々 申 送り 方 等、 無 違 失嚴靈 可 相 心得 候、 已上。 

@ 十二月 廿 七日  同役 名 

譜邯 物、 寄. 年寄 並 中 
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八 六 四 

天 保 九 年  , 

正月 十 一 日 () 領 外の 酒 を賣る ことの 禁を 解く。 

广；^君 ま V」 

是迄遠 所 酒、 於當 町に 賣捌候 儀、 於町會 所に 指 留來候 旨に 候 得 共 今般^^ 之 卜：、 指 構不中 

之 様、 當 町奉行.^ 申 渡 候條、 此段 酒造 人 共.^ 可 被 申 渡 候、 以上。 

戌 正月 十 一日  御 算用 場 

二 ーほ お ^ 君 ^  ST わ ^  ， 

正月 十七 日。 去 秋 田 畠に 手 上 高 • 手 上 免 を 行 ふべ きこと を 諭、 したる を以 

て その 調査 を 徹底す ベ きこと を 令す。 

〔郡 方 御觸〕 

天 保 九 年 正月 十七 日 御 算用 場 奉行 中 同役 一 統ぉ被 仰 渡。  . 

諸 郡 地元 之 詮議 方 者、 農事 根元 改作 御 法 第一 之 儀に 付、 前々 詮 Jf 有 之 候處、 近來右 i 方 等 

閑に 相 成 居候に 付、 去 秋 嚴重被 仰 渡、 則 其 節 夫々 申 渡、 一 統 承知 之 $ に 候 得 者、 申 迄 も 無 之 

候 得 共、 以來 常々 無 油 斷可相 心， 得 儀に 候。 元來 改作 御 法 御 収極之 節、 定 免に 被 仰 共、 


作 損 有 之 節 は 御 償 被 仰 付 候 儀に 而、 下.^にぉぃては難有御法に候。 就而者 非常 之 年 柄 御贷米 

等 之 御手 當無之 而は不 叶 所、 其 砌には 御手 當も有 之 哉、 當 時に 而御取 極 も 不相知 候。 尤年々 

少之 御手 當者被 設置 候 得 共、 引 足不申 儀に 付、 是迄 凶年に 者 定式 御 入用 御園り 之 內ょり 打 欠 

御 貸 米 等 被 仰 付、 別而 近年 打續 過分 之 御 償 高に 付、 中々 以 不被爲 行屆、 種々 六ケ敷 御手 繰 を 

以御取 极被仰 付 候 儀 故、 此末之 御手 當御 手薄に 候。 依 之 右 非常 爲手 當、 今般 都而 地元 之 

方 被 仰 付 候 儀に 付、 以來諸 郡 共 手 上 高. 手 上 免 於 有 之 は、 右 御物 成年々 御手 當に御 除 §5;、 外 御 

入用に 者 如何様 之 儀 有 之と も 一 圓御取 用 無 之、 且引免 立 歸り曁 新開 增 免に 當 御物 成 も 別 除 米 

に 被 成 置、 都而 下々 之 御手 當に被 仰 付 候。 然時は 右 御 詮議 方 全 下々 御 取 极之爲 に 候條、 此所 

篤 トナ可 奉會得 候。 何にも 右 樣不被 仰付而 は、 改作 御 法 之 御 趣意 茂 立 兼 候 儀に 候條、 何も 此 .：|^ 

地元 之 詮^ 被 仰 付 攸御趣 奉贫 得、 下々 に 至 迄 心得 違 無 之 様 可 申 諭、 誠以御 W 家へ 之 御 奉公 

に 候條、 粉 骨 を 盡し可 致 出 情 候。 勿論 懈怠 之 輩 は 急 度 可 申 付 候 ポ。 

戌 正月 . 

二月 四日。 前 田 齊泰の 子 利 順 着 棒の 儀 を 行 ふ。 

〔兑聞 袋 群 斗 記〕 

二月 四日 龜丸 殿御 着 拷御祝 有 之、 爲御 嘉儀兩 御所 様より 女 使 を 以て 一 種 一 荷 宛 賜る.^ 右大將 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 九 年  八 六 五 


樣-兩 御御臺 様よりも 一 種 宛 賜る" 此外 御內證 にて 兩 御所 様. 兩御臺 様より 品々 賜る、、 公より 

も 女 使 を 以て、 兩 御所 樣. 兩御臺 樣.， ^鮮鯛 一 折. 宛 献ぜら る。 

爲嘉 儀龜丸 殿.^ も、 以女使 綿 二十 把. 一 種 一 荷 を 賜 ふなり。 大御所 様より 斷. - 右大將 様より 

一 種 一 荷、 兩 御臺樣 より 卷物三 • 一  種充賜 之な り。 龜丸 殿より 御 使以老 兩 御所 « "被 献、 S 

物 五 二種 一 荷充、 右 大將樣 御臺樣 ね 卷物 三. 一 種 充被献 之" 

一 一月 四日。 巡 見 上使 將に來 らんと する を 以て 家屋 道路 等 修理 等の 心得 を 

令す。 ， 

〔巡 見 上使 御 觸寫〕 

上使 御 道筋 心得 之 事。 

一 、 家 修理、 幷往來 道惡敷 所々、 地 盛 可 致 出來候 事。 

但、 地 盛 之 霞 は 人々 了簡 切に いたし 候而 者、 高低 も 致 出來、 却 而步方 惡敷候 1^ 於 町 所 

遂 詮議、 追 而可申 渡 候 事。 

一 、 小路々々 喰 違 垣、 前々 町內 より 致 出 來候ケ 所 者、 此度も 其 通に 相 心得 可 申 候。 共 外^ 端 - 

に 至り、 角 家， >  腰 等 見 苦 箇所 者、 兩角申 談可致 出來候 事。 

但、 石 浦 町 之 內堂形 前 見通 之 小路 は、 寬政 元年 之觸合 を以、 町 令-所より 致 出來攸 事。 


一 、 前 通り 中塗 壁 之 所お 塗 白 土 懸可申 事。 

但、 町 端に 至り 候而者 格別 之 事。 

一 、 家 堺袖壁 之 間 木杯 見得 候 所、 壁に 而茂 板に 而茂不 見 苦 打 可 申 事。 

一 、 小屋 根 下より 突出 候 看板 懸等取 拂可申 事。 

一 、 w 下人 除 垣 取 拂可申 事。 

一 、 上使 御 通 之 節、 むし こ不 殘はづ し、 屏風 立 可 申 候。 但しむ しこ はづし 申候而 者、 函等も 

無 之 指 支 之 分 は、 見 苦 簾 者 打替、 內に都 等お ろし 置 可 申 心得 可 有 之 候。 

仍、 商 賣人店 餅り 幷敷 砂、 御 通 筋 亭主 心得 方 等 之 儀、 追々 可 申 渡 候 SJ。 

一 、 S: 下 溝 耳 石 並宜敷 直し、 地 盛 可 致 事。 

一 、 銀座. 稗 座 ひし 垣、 外より 見通 候樣 仕置 可 申 事。 

仉、 銀座 は寶暦 十一 年の 觸を 以、 菱 垣之內 障子 建 置 可 申、 蠟趨座者菱垣取拂可申^?.。 

右 今般 巡 見 上使 御 通りに 付、 御 道筋 之 者 共、 右 箇條書 之 通 相 心得、 都而 不敬 之 品不殘 収拂！ 

申 事。 

右 之 通 裁許 肝お：，^ 可 被 申 渡 候、 以上。 

戌 二月 四日  佐 藤 丈五郞  , 
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TV 1、 TV 

y ブ / 

、 吉田丹 次 郞殿 

月。 升屋次 右衞門 • 酒屋 宗左衞 門 等 非行 ある を 以て 遠 所^ 住 を 命ぜら る 

〔大锯 文書〕 

町奉行. • 

金澤 町人 水 野 W  « 

升 尾 次 右衛門 

酒 尾 宗左衞 門 

->:! 腰 ni^ 久右衞 門 

右 甚藏等 三人 かね 方 御用 相 勤罷在 候處、 去 秋 金銀 W 替 所.^ 餘人之 名前 を 借、 金銀 引^に^ 出 

候に 付、 咎申付 B 候。 此上可 及 穿鑿 害に 候 得 共、 其 段 は 八 豫、 咎 方^?? 候。 全 林 常々 a 利、 

僭上に 而 心得 方 不 a 者 共に 付、 所に 居住 替申付 候。 ケ所 之， 促 者： S 而； S ^中 渡 候。 以來 御城 ド 

. ^立 入 申 間 敷 候。 尤甚藏 等 三人お 被 下 置 候 御 扶持 方取揚 候。 

升 尾 手代 太 助 

酒屋 手代 淸 兵 衞 

右 太 助 等隨、 遠 所に 居住 替申付 候。 以來 御城 下.^ 立 入 申 間 敷 候。 


右 之 趣 被 得 其 意、 夫々 可 被 申 渡 候 事。 

戌 二 月 

能 州 鳳 至郡劎 地.^ 

越 中 射 水邵伏 木お 

同 新 川 郡 上」 巾お 

能 州 鹿 崎 出. Si 


能 州 鳳 至郡鹈 川.^ 


水 野 甚藏： K 腰 尾 久右衞 門 

酒 宗左衞 門 

升屋次 右衞門 

升 尾 次 右衞門 手代 太 助 

酒 尾 宗左衞 門 手代 淸兵衞 


右 共藏等 i_ お 所お K 住 替之儀 申 渡 置 候 通に 付、 右ケ 所お 指 遣候條 夫々 可 被 申 渡 候^。 

二月 

二月。 百姓の 田地 を廢 して 家屋 を 建て 及び 高 を 所有す る もの 、商業 を營 

むこと を 禁ず。 

〔郡 方 御觸〕 

付 礼、 御 用 場.^ 

田地 等 ss、 股に 家逮 いたし 候 链は不 相 成 候處、 近來狼に相成候鉢不^&之^に候。 依 而右林 之 

者 家 建 取拂、 本 村，^ 引 収らせ 可 申 候.。 町 續之俊 者、 別而 "白 姓 風俗に も 指- Si: り 候條、 若 難 引収者 
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八 七 〇 

は 人別 方 者 町奉行お 引 送、 地 子 米 取 立 可 申 候。 尤 高持罷 ft 候 者 共、 --別 引 送 候ト： 者 高 切 出 可 

申 候。 町 續離候 者、 是迄 閜屆請 居候 者 之 儀 は 格別に 候。 尤以來 ^に 無 之 « 可 相 心 Sj! 候。 

一 、 高 持 百姓 キ して 商 賣 いたし 候 儀 は 不相成 候處、 近來 狼に 相 成、 w 姓 共 商いた し 候， 多な 

之、 不埒 之 至に 候 條、. 改而嚴 重 申 渡、 夫々 爲指止 可 申 候" しかし ケ處に 寄、 商 K: 小 致 候而者 

必至 寸指支 候 向 者、 得キ 詮議 之 上 可 相 達、 其 上に 而可及 指！！ 候。 

一 、 鍛冶 職 等 村 御 印に 有 之 稼 之 品、 且又 奥 物 或は 煎茶. 草鞋 等 農業 之妨に 相成不 巾、^ 方^ 資 

之 障 不相成 品 之 儀 は、 見 斗少々 爲賣候 儀 は 格別に 候。 右 之 趣 被 得 其^、 股 S 申 渡 攸«、 御邯 

奉行お 可 被申談 候。 若此後 心得 違 之 者 有 之、 他 支配 之 者 兌 聞に および 攸者、 2： 十 速 及斷候 様、 

所々 町奉行 等へ 申 渡 候條、 此段も 御 郡 奉行，^ 可 被 申 聞 候 事。 . 

戌 二月 

二月。 石 川 郡 荒屋の 孝子 彌三右 衞門賞 賜 せらる。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

二月。 是月褒 旌石川 都 荒屋邑 孝子 彌三 右衛門。 賜物。 

三月 朔日。 前 田慶寧 初めて 諱を利 住と 稱す。 

〔犬 千代 丸 様 御用 留〕 


本年 二月の 

條急照 


昨 三 日 御 廣式御 書院 に お い て、 拙者 共 犬 千代 丸 様 御前お 被 召、 當朔 日 相 公 様より 御 赏名被 進、 

且御判 も 被 進 候 間、 拜見被 仰 付 候 段 御意に 付、 則 奉拜見 候。 御 實名は 利 住 様 キ被稱 候に 付、 

此段爲 御 承知 申 進 候。 先 以恐悅 御 同意に 御座 候。 右 御實名 御先 例 も 御用 番.^ 相 達 有 之 候 問、 

右 振 を 以御達 有 之候樣 にキ存 候、 以上。 

三月 四日  出城 守 

庄兵衞 

圖書様  ， 

二月 四日。 銀仲預 手形 裁許 人 を變更 せし を 以て 新手 形を發 行すべき こと 

を告 ぐ。 

〔觸 留〕 

當時 通用 之 銀仲預 手形 裁許、 當町 析屋次 右衛門. 酒 尾 宗左衞 門お 申 付 K 候處、 兩人共^:?^5ぉ5 

住 替申渡 候に 付、 今般 當町木 尾 孫 太 郞. 千 代尾久 平お 右手 形 裁許 申 付 候。 依 而是迄 通 川 之 銀 仲 


预 手形、 拼 次 右 衞門等 名前 有 之 分、 追々 引替 申 害に 候條、 夫 迄 之 內は當 時 之 手形 Si 上納 等 

無 滯可致 通用 候。 尤 引替 日限 之 儀 者 追 而可申 渡 候 事。 

右 之 趣 被？， J: 其 意、 同役 中傳達 、 組. 支配 不相洩 様 可 被 申 渡 候、 以上。 
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八 七 二 

三月 四日  前 田 美 作 守 

三月 十 一 日。 前 田 齊泰、 江 戶城西 丸 昨日 燒 失せし を 以て 老中に 廻 勤す。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

三月 十日 曉七時 過ぎ、 江 戶西丸 城； SIf? 御臺 所より 出火、 御殿 ^ 不殘 炎上、 ゎづか 二 時 許 

に回祿 となる。 十一 日朝 五 時雨 降る。 公爲 御機嫌 伺 御 出 _か1、 御 老中 御 勤め.；^ り，」 ^^^之 通 

御供 人 雨具 不用 笠な しゅ.^、 外向 之 者 感服 之 由な り。 

三月 十三 日。 前 田 齊泰就 封の 暇を受 く。  • 

〔溫敬 公 記 史料〕 

三月 十三 日。 將軍遣 老中 太 田備後 守。 來賜 休暇。 前 將軍及 世子 遣 松 平 伯脊守 .«田 備巾守 .大 

夫人 及 夫人 遣 山 田 卯 太 郞內藤 遠 江 守。 來貽 物。 

三月 十五 日。 前田齊 泰登營 して 就 封の 辭 見す。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

三月 二十 三日 

榮操院 様.^  . 


當 十三： HI 以上 使 太 田 備後守 殿、 御國 許お 之 御 暇 被 仰 出、 白銀 御 卷物御 拜領。 大御所 様よりも 

上使 松 平 伯 耆守殿 を 以御卷 物 御 拜領、 右大將 様よりも 上使 堀 田 備中守 殿 を以御 同 様 御 liii: 領。 

將又 大御臺 様よ、 り 御 使 山 田 卯太郞 殿、 御臺 様よりも 內藤遠 江 守 殿 を 以御卷 物 御 iS: 受被 成。 M 

十四日 依 御 老中 方 御 連名 之 御 奉書、 翌十 五日 御 登城、 御座 之 間にお いて 御 暇 之 御 禮被仰 上、 

御懇之 被爲蒙 上意、 御手 自御 K 斗 ft 御 頂戴、 御鷹 • 御馬 御 拜倾。 且 山城 守.^ 兵衞御 目： 0 

領 物 被 仰 付、 重 疊難有 御 仕 八 n 思 召 候。 右 御 普 爲聽被 仰 進 候 段、 御 口上 宜申述 候。 

御 使 

三  月  御 近習 頭 

二月 十六 日。 幕府、 前 田 齊泰に 江 戶城西 丸 造營の 助役 を 命ず。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

四月 十三 H 

前 月 十五 ：！：、 御 老屮方 御 連名 之 依 御 奉書、 同 十六 日 御 登城 被 遊 候 所、 御 老中 方 御 列， ぼ、 W 丸 

御 並 猛 S に 付 御座所 向幷 大奥 向 共 御手 傳被仰 付 候 皆、 松 平和 C 水 守 殿 被 仰 渡、 お m.^ お 候 It 拙.^ 共 

迄 被 仰 出 候 *。 

右之趣頭分以上.！：^;^;2々可被申聞候事。 
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八 七 四 

四  月 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

三月 十六 日、 西 丸 御 普請 御座所 向曁 大奥 向と も 御手 傳之 台へ 叩 あり。 前：：： 依 御兴ト it^^ 城 之 

御白 書院 御緣頗 執政の 面々 列座、 御 月番 松 平和 泉 守 乘寬上 を演述 せらる。 御 家 之 御ト： 納-ぉ 

,^卜£153ー0«ヒ|3£4|有>ふり。 高 一 萬石に千^^百兩宛之割合なリ。尾州家.祀州家.溜詰等：^様にム：命だリ。 

<^i»3tBl ニー，，. V ，ョ llnw: す り 當 春よ リ此 金高 上納 せら わ、 同年 十 一 月 二十 六 H 迄に 皆 上納し 給 ふ C 

〔異 事隨聞 書〕 

天 保 九 年 三月 十日 西 之 御 丸 御 燒失諸 IS 御金 上り 方 之^ 

五 拾 五 萬 五千石 

凡 金 八 萬 三千 二百 五十 兩  紀  州 殿 

六 拾 萬 九 干 五百石 

同 九 萬 七 千 九 百 六十 四兩  尾  州 殿 

同 十五 萬 三千 七 百 五十 兩  加  賀殿 

參拾五 萬 石 

同 四 萬 五千兩  井伊 掃 部 頭 殿 

參拾參 萬 石 

同 三 萬 四千 五百兩  松 平備後 守 殿 

同 所 

同 一 萬 六 千 五百兩  松 平 越 中 守 殿 

拾 壹萬石 

同 二 萬貳千 五百兩  酒 井雅樂 頭 様 

拾 四 七 千 石 

同 二 萬 二 千 五百兩  酒 井左衞 門尉樣  ， 


拾 s 萬 石 

同 .  松 平隱岐 守 様 

同 斷  小 笠 原 大膳大 夫 様 

.J1 コ、 rL, ご ：  三 拾 試 萬 三千 九 百 武拾石 

同 四 萬 八 千 五 百 九十 ニ兩  藤 堂 和 C 水 守樣 

•  拾 萬 石 

同壹萬 五千兩  松 平下總 守 様 

グ 五十八 萬 三千 百 五十六 兩 

一月 廿 二日。 前 田 齊泰江 戶を發 して 就 封の 途に 上る。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

三月 二十 九日 

一 、 和 御 泊より 之 御 使 有 之、 江戶表 二十 二日 彌御發 麓 之 旨 等 申來。 

三月 廿 六日。 巡 見 上使 通過の 際の 心得 を金澤 市中に 諭す 

〔觸 留〕 

上使 衆、 當月 中旬 江！：； 表御發 足、 越前路 より 御 Ml;.^ 御 越 之莕に 候條、 佥澤御 到 若 之 節 

見物に 不罷 出様、 組. 支配. 家 來末々 迄 可 被 申 渡 候。 若 用事 等 有 之、 御 通り 之 道筋へ 泰り懸 り 

候 は，、、、 不作法 無 之 様 堅く 可 被 申 付 候。 尤火之 元 之 儀嚴意 可 被 申 渡 候。 
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、 上使 衆 金澤町 道筋 

忙 、一  ほ； W 

野  町 

石 浦 町 


C 水 野 .f7 


玉.！^ 寺 前 


袋 


卯 辰 町 

出 之 上 町 


上. 堤 町 

尾 張 町 

金 尾 町 

プぉ W 

長屋 等修 ii 候 儀、 


、 


堤 


高 道 


至 而兌苦 敷 所 は少々 加修 巾 候- 


南  町 

博勞町 

森 下町 

泰日^ 

右 道筋 横町 侍 中 居 尾 敷、 見通し 程 W 

外 11 り 窓 等 有 之 所 は、 窓甚掛 掃除 可 申 付 候。 

一 、 若 御 协內御 通 拔に候 得 者、 尻垂 坂より 公事 場 前へ、 寺 两 藏人 *渾 田 乙三郞 前よ 作 守. 

乙三郞 屋敷 間 を 御 通り、 尾 張 町お 御 出 之 害に 候條、 尾 敷 前 除 等 之 儀 其 心得 可 有 之 候。 

一 、 上使 衆 御 通り 之 節、 談議所 村倾等 山、 春 日町邊 より Si 近き 所へ、 若無川之者共致^!^.^、 

御 通 之 節 不敬に 相 成 候而者 如何 敷 候 間、 罷越申 間 敷 候。 且又 才 川.^ 野 川 梳御通 之 節、 川綠等 

武士 家 不敬 無 之 様相 心得 可 申 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 同役 中傳 達、 組. 支配 不相拽 榇可被 申 渡 候、 以上。 


三 月廿 六日  前 田 美 作 守 

三月 廿 九日。 幕府、 前 田齊廣 夫人の 湯治の 爲歸國 すべき 請 を 許す。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

四月 八日 

一 、 眞龍院 様爲御 湯治 御 1： 元へ 被 爲入候 儀、 先達 而御內 意 御用 御賴松 平和 t 水 守 殿.^ 御 出 置 

之 所、 前 月 二十 H 聞 番御內 用 主 付 本 保 平 太夫 御 呼 立、 表 向 御願窗 御 抬出之 様 御挨機 有 之に 

付、 御 指 出 置 之 所、 去る 二十 九日 和 泉 守 殿.^ 平 太夫 御 呼 立、 御 願 之 通 御 付 札に 而御 渡に 付、 

早 便に 而今 日本 保 平 太夫より 申 上 候 事。 

四月 三日。 河北 郡 沖 村に 火災 あり。 

〔本 多 政 和覺窗 〕 

一 、 出火 之 様子 之處、 大火 之 鉢、 其 上 烈風に 付 糙ケ所 は 知 候へ 共、 堤 町 返 共 沙汰.：^ 之に 付、 

九つ時 前 出 E:.! 登城、 追 付 之 助 被 出。 

一 、 御 横目 5i 田 判 太夫 以 執筆 申 聞 候 は、 出火に 付 出馬 仕處、 や 途に而 在 火 之 鉢 承 候に 付^ 城 

仕 候。 ケ所は 七つ より 川 向 半 丁 許 有 之 沖 村と 申處 出火 之： i 御 鹿 候 旨、 半途 迄 差 出 候 御 横目 

加賀 藩. 料 第 十四 編 天 保 九 年  八 七 七 


八 七 八 

足 輕申聞 候 旨 申 聞" 重而 同人 申 聞 候 者. - 町端迄罷越候御橫目足輕罷^^り、 右 村 三十 許お 之 

內 二十 軒許燒 失、 最早 下火に 相 成 候 &申聞 候 由、 九卞時 申 聞。 

四月 六日。 前田齊 泰金澤 城に 着す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

四月 六日 

一 、 八 時^ 太 通 付人 來候 旨に 付、 丹 州. 內匠 • 又 三郞. 內 膳. 靱負 同道 橋 爪へ 罷出、 先梳之 此方 

に 見合 罷在、 様子 見 計 橋 爪へ 罷出。 八 半時 前 御着 城、 御^1止り御^:^有之御«子にも進出 今 

日 は 天氣相 も宜、 益 御機嫌 能 被 遊 御着 城、 恐 悅奉存 候 旨 申 上。 丹 州 も： ：！：« 被 申 上、 然處. S 申 

上 候內、 何歟 御意 有 之 御 様子に 付 平伏。 相涛 ニノ 丸へ 罷越、 作 州 は 御城 方 主 付に 御 式 《 へ 被 

出、 御 家老 中. 若 老中. 睡鷗も 同斷。 

四月 七日。 百姓に 東 西本願寺の 勸 化に 應じ 又は 領 外の 寺院に * 詣 する こ 

とな かるべき を 口ぐ。 

〔郡 方 御觸〕 

一 向宗東 西本願寺 御門 主、 當年 關柬御 下向に 付、 兩派之 寺 庵 上京 之 由。 夫に 付 門徒 之 者 北 ハ.^ 


冥加 錢等指 出 候 檨相勸 申 旨に 候。 前々 申 渡 候 通り、 堅く 勸化指 出 候 儀 不相成 候。 且又 w 本願 

寺 御門 主 越 前吉崎 御坊.^ 御 越 之 鉢に 付、 末々 兩派寺 庵より 門徒 共お、 參詣之 儀 もす め 候 由 

風聞に 候。 尤他國 之 儀、 參詣不 相 成 儀 は 勿論に 候。 去年 御 郡 方 御 仕 法 有 之、 當 年別 而 €1^5^ 方 

大切 之 儀、 自然 心得 違 之 者 も 有 之、 參詣 いたし、 曁勸 進に 入 候 儀 等 不相成 趣、 厳重 可 申 渡 候。 

若 下々 之 者、 密々 右 之 趣 共有 之、 相顯 において は 曲事に 可 申 付 候 間、 村々 人別 不相： s« 嚴袁 

可 申 渡 候、 以上。 

四月 七日  . 改作 方 御 郡 奉行 

諸都惣 年寄. 年寄 並. 新田 裁許 中等 

四月 十一 日。 前 田 齊泰、 居間 書院に 於いて 老臣 をして 政事 を議 せし むる 

定 日を定 む。 

〔御 家老 方 等〕  . 

四月 十 一 日  ， 

一 、 御&間 赛院御 日 書 今日 被 仰 出 有 之、 左 之 通。 

二  H  六 日  十 日  十四日  十八 日 

廿ニ  廿 六日 晦日  • 
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八 八 〇 

右 は 以来 御 政事 向 得キ於 御前 御詮 被 仰 付に 付、 年寄 中. 御 家老 中 人 交、 ^川 五人^ 

右へ 出詮 仕 害 之き" 且罷出 候 節 は、 最初 御 近習 頭 伺 公.；^ 之、 御 川 番等相 1： 之 hql; 収^に 

被 仰 出。 • 

但、 御 出御 刻限 四時より 九 時 迄； N 事。 

四月 十一 日。 一昨年の 荒 政に 盡カ せし 諸 士賞賜 せらる。 

〔御 家老 方 等〕 

四月 十 一 日 

一 、 一 昨年 飢饉 以來 骨折 相 勵候當 時 御免 之御算 奉、 且當 時相 勤 e 候 者、 幷.； ^之 15 相 動 攸町奉 

行、 此 分は當 時相 勤 候 者 は 近來替 候に 付不被 下。 右 之 人々、 人 持 は 御 羽 a 一  つ. 紗 綾二 卷、 糾 

頭 等 御 羽織 一 つ • 白銀 十枚拜 領、 御用 番 座に 而御目 六 を 相 渡。 澤田故 義門右 之&、 折に 付 常時 

之 枠に 被 下 候 事。 

四月 十四日。 巡 見 上使 近 江 今 津領に 着す" 

〔本 多播 磨守覺 書〕 

四月 二十 八日  ， 

一 、 江 州 御 知行 听巡見 上使 御用 罷越候 土方 勘 太郞、 今日 罷歸 席.^ 罷出、 當 十四 =• 十五 H 上使 


首尾 能 御 通行 相濟。 廿 四日 彼 地發足 今日 歸着仕 候 旨 申 聞.^ 

四月 十七 日。 石 川 郡 末 村の 孝子 吉兵衞 に 貪 賜す。 

〔溫敬 公 記 史料〕 

四月 十七 日。 褒旌石 川 郡 末 村 孝子 吉兵 衞。 賜物。 

四月 十九 日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 要用 雜記〕 

四月 十九 日 

ーヽ 九つ 九分 學 校へ 御 出、 武學 校へ 初め 被爲 入、 南 保 虎之助. 同 茂三郞 門弟 劍術御 被 遊。 其 

內惣出 座 名 嘗御覽 可 被 遊 旨 被 仰 出、 有賀へ 申談、 且出座 之 內顺に 不拘當 時 出 廣致、 習：^ も n 

濟候 人々 之內、 先 二 組 程 御 覽可被 遊 旨 被 仰 出、 其 段 申談、 其 分 相 濟御澳 建 之。 惣出座 は； A 余 

有 之 由に 候。 夫より 文學 校へ 被爲 入、 上 中等 生徒 g|  、會讀 書生 孟子 會讀ニ 席 有 之、 論語 之， 

釋之席 は 出 座 無 之、 御 聽聞被 遊。 其內 馬術 稽古 宜段申 上り、 武學 校へ 被爲 入、 近 藤 幸 左衞リ 

方 馬術 稽せ 御覽被 遊。 ■ 充、 是に而 出座不 殘涛。 無 程 御 li り、 八つ 八 分 御 © 殿 遊 候.^。 

四月 十九 日。 陸 原大次 通に 御 次 講釋を 命ず。 
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〔成 瀨正敦 日記： 一 

四月 十九 日 

一 、 御 次講釋 渡邊兵 太夫 罷出候 得 共、 以來 陸^ 大次郎 に 被 仰 忖 候 事に 遂^ 講 相^、 共通， 寸被 

仰出候付、今日兵太夫.$^は直に以紙面申談、大次郞へは寺社奉行中迄以紙而被申渡候様巾^^"、 

坂 井 奉。 

但、 兵 太夫 儀 尤是迄 御前 講も相 勤罷在 候。 此儀は 尤是迄 之 通に 候へ 北ハ、 當 並 都 講被仰 

付 候 付而之 詮議 也。 大次郞 儀是迄 御前 講被仰 付 置 候 へ 共、 是迄御 次 講釋に は 罷出不 申に 付、 

右 之 通 申談候 事。 

四月 廿 二日。 前 田 齊泰、 士風を 改め 農工 商 をして 各 その 業を勵 ましむ ベ 

きこと を告 ぐ。 

〔御 親 翰留〕 

如何 之 仁政 も、 士風 正しから ざれ は 其澤三 民に 及びが たき ゆ ゑに、 從 先代 侮」 被 仰 出-候 へ 

兎角 改り兼 候 様に 相 聞え 候。 畢竟 舊染之 習俗 脫し兼 候 故キ在 候。 去 秋 頭 • 支配人お 共 方 中より 

委曲 書取 を以被 申談、 則 其 刻 令 披見、 行 屆候八 si 方と 存候。 我等 未熟に 候 得£ ハ、 幾 共 致 W 

話 、先代 被 仰 出 置 趣 を以、 士風 一 變之所 へ も 爲至度 事に 候 へ 共、 一 統難 之 上 過分 之 借 知 を も 


申 付 置、 何 廉串泥 事に 候。 乍然 き？、 四民 惰 S 風彌 I 而は、 魔 之 毒： £ も彌行 

屈 兼 可 申 M> 心痛 之 至に 候。 仍而は 我等 何分に も 相勵可 申、 於 各に も 精 誠を不 被盡而 は、 所， 

被 行が たき 事に 候條、 各 油 斷無之 儀に 候へ 共、 正直 を甚 とし、 國政之 儀 喪 夜 心に 掛、 柳 も S 

油斷、 組 中指 引 方 を 初、 家中 仕置 等 一統 之 法則と 相 成 候 心得 可爲 肝要。 尤 我等 之 行 屈 不中偽 

は、 聊無泥 被 申 聞 候 様 致 度。 此末 年月 を經候 共、 此度 申出 候 趣意 不致 贯通而 は、 ：.^ 移が たく 候 

條、 各 得 キ被相 心得、 下々 まで 爲得安 穩候之 様に 取 計 方 可 爲肝耍 事に 候。 此 段申逍 候、 以 し，。 

四月 二十 二 日 

年 寄 中 

厂ぁ親 翰留〕 

諸士 風俗 之 俊に 付而 は、 先代より 每度被 仰 出、 其 時々 暫 は相愼 様に も 候 ゆ ゆ、 に.. や，. こ r 

無 SI 様子。 就中 金龍院 殿、 士風御 引 直 被 成 £ 召に 而深 御世 話 被 成、 格別, -御敎 f 

被 成 候 所、 其 刻 は 志 氣も可 相立體 にも 相 聞 候よ し 之處、 不幸に して 早 御 逝，：，、 被 成、 我等 幼年 

未熟ながら 不得 止： 政 を 聞 申 と 相 成、 是 迄衝國 中無異 事、 且 公務 之 無 指 支 過 來候儀 は、 ト- 

く 先 公代々 之 御 遺徳に 候。 何も 普代舊 功之 者 共 之^に 候 得 者、 聊危略 之 心得も^ 之^ 及 候へ 

ども、 盡院 仰 出 震 趣、 自然 も 忘失いた し、 士風次 墓 敗に 至り .sa 
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惰弱 之 風俗 彌增候 而^、 取 治 方 も益不 行； W 様に 相 成、 我等^ 奉公 之 筋 も不 相 立、 Rst^>wi 對 

し 無 申譯、 誠に 不安^に 候。 只々 士風衰 候に 從ひ廉 恥 之 心，. t、 中には 士之 本分 を も 取 失 候 場 

へ も 至るべき 体、 なげか はしき 事に 候。 士 風ー變 いたし、 追 ェ商 まで も 風^ 引 rt、 ふ 仁 

分 之 業 を勵、 安穩 にあら しめたく 候。 今度 年寄 中お 茂存寄 申出 候、 何も 油 斷.； ^之 へ 共、 

儉 約を以 勝手 取續、 ^！：忠節を達し候心掛尤に候。 是等之 趣 組. 支配へ も不相 沌爲申 ii、 何も 

文武 之 心懸、 且 一 家 之 仕置 等 も 身を以 先立 申 心得 可 爲肝耍 候。 年若 之 人々 は別而 文武 を勵可 

申 候。 

右 之 趣 人 持. 諸 頭 へ 可 被 申 聞 候、 以上。 

四月 二十 二日 

年 寄 中 

右人 持. 諸 頭お 於 年寄 中席 夫々 拜戴被 申談、 追 而拜寫 被 相 渡 候。 

四月 廿 五日。 米穀 以外の 食用 品の 出 津の禁 を 解除し 運上 を納れ しむ。 

〔郡 方 御觸〕 

去 申年 非常 之 凶作に 而用米 差 支、 一 統 難儀 之 時節に 付、 都而食 州に 相 成 候 分、 何品不 火？、 

分 他！ > 他領お 抬遣間 敷 旨、 一 昨年 中 觸置候 得 共、 當 年より 右 申年 以前 之 通、 穀 之 外 h^.^ 


指 解 候。 併 他 闕. 他領.^ 指 出 候 品々 者、 當 年より 都而 運上 銀 取 立 候 儀 等、 先達 而申渡 置 候 通に 

候。 右 之 趣 年寄 中お も 相 達申談 候條、 被 得 其 意、 夫々 可 被申談 候、 以上。 

四月 廿 五日  御 算用 場 

永 原 虎一郎 殿 

山 口 常 三 郞殿 

四月 廿 七日。 江戸 城 西 丸 造營の 助役 を 命ぜられ たる を 以て 家中に 半.，； 

上の 必要 ある こと を， す。 

M: 月廿七 H 

一 、 御 勝手 方 御用に 付 丹 州. 余. 又 三郞. 八 郞右衞 門 八 時 前 御前へ 罷出、 右 之 節成频 中- %ぉ 十三 

人も罷 出直。 今般 御手 傳着仰 候に 付 、今. 來年御 家中 £ 御 借 上 無 之 而は御 I 調不 巾に 

右 之 通 被 仰 付 候 様、 御 算用 場 奉行 八 双 之 帳册等 又三郞 より 被 h 之、 段々 命、^ 之 趣^ H ヒ。 

打 給 御 (豕中 卞 知に 被 仰 付 候に 付而 は、 御 次 向. 御廣式 等 格別 御 W 略 之 儀 無 之 而は難 ffl 成 ウ^き 

ゆ、 お 资素 に.^ 爲在 御 次 向 等 も 格別 目立 候： は 無 之 候^ 共、 £n 一 上 g 御 4.1-,.5^ 方 御 格 =- 

之 儀 御座 候 様 仕度 趣、 丹 州. 八 郞右衞 門よりも 被 申 上、 主稅 等へ も 段々 御^^ 之 趣 中 入. に ル乞ー 

加^ 藩 史料 第 十四 編 天 保 九 年  . .： 


八 八 六 

と は 格別 事 替り候 被 仰 付 方 有 之 時 は、 其 品より は 先 御 次 向 を 初 風 引 直 方お 一 に 可お 之、 

夫 も 重立 候 人々 齩敷御 示 無 之 而は難 相 成 趣 等、 余より 小左衞 門へ 申入： 色々 申 八、 * 而 何も 

退去。 

四月 廿 九日。 鳳 至 郡 院內村 の 與之助 至孝 を 以 て 賞 せ ら る 。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

四月 二十 九日 

一 、 御 預所鳳 至 郡 院內村 百姓 三四郞 せがれ 與之 助キ申 者、 當年 四十 八歲罷 成、 幼年より 父母 

お 孝 之 者 之 所、 母 は 先年 致 病死、 當時 家內六 人に 而相 S 申 候 所、 七十 五 歳に 罷成攸 父 三四郞 

に 孝道 を相盡 候に 付、 御 賞美 願、 鳥目 五 貫 文 被 下 候 由。 

51、 御預 所に は 是迄例 無 之 候 得 共、 御預所 御： 収极御 私 ffiM 様に ffl 成 W 故、 右 之 通 被 下： g 

由。 

四月 廿丸 日。 御廣式 女中に 麁服を 着用すべき こと を 命ず。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

四月 二十 九日 - 

一 、 左 之 通 今日 被 仰 出、 御 廣式頭 呼 立、 渡邊多 1>!1 罷出 候に 付申談 す。 


一 昨 B は 再 

昨 B なる ベ 


藤 三 郎ん： 

衞 門 に 側 用 


御廣式 女中 着服 之 儀、 今般 格別 之 思 召 被 爲在候 間、 已後 佳節 等 禮服之 外、 都 而紬. 木綿 之 類 着 

用 可 仕 候。 此段可 申 渡 旨 被 仰 出 候條、 夫々 致會 得、 被 仰 出 之 趣 無 違 失 檨可被 申談候 事。 

四  月 

閏 四月 二日 

一 、 御 廣式向 着服 之 儀、 一 昨日 被 仰 出 候 趣に 候へ 共、 當時紬 • 木綿 所持 之 者 も 無 之 儀、 一 *M、， 

相 改候儀 は 指 支 候 鉢に 被 聞 召 候 間、 當分は 絹 八 丈 も 入 交 着用 可 仕 旨、 今日 渡 邊多か n 呼 立 善 右 

衞門 申談。 尤已來 新に 着服 調 候 節 は 1 紬. 木綿 之 外 は 不相成 旨 も申談 置。 

四月 廿 九日。 藩侯 放鷹の 際 百姓の その 業 を 止む る ことな かる ベ きを 諭す。 

〔近敦 日記〕 

四月 廿 九日 

一 、 左 之 通 被 仰 出、 御 郡 奉行. 御鷹 匠 小頭へ 申 渡 候 付、 爲 承知 寫加 藤より 被 指 出 候； s_-。 

御鷹 野 等 御 出先、 無 構 致 « 業 候樣、 兼 而被仰 出 置 候 得 共、 中には „M 業 指 止 相 扣候者 もお 之 1  お 

間、 跡々 被 仰 出 置 候 通、 無 泥 可 致 農 梁 候 事。  * 

一 、 御 道筋 見 苦 敷 儀 は、 御 貪 着 不被遊 候 間、 御 出に 付 別段 掃除 等に 不及候 事。 

右 之 趣 改而可 申 渡 旨 被 仰 出 候 事。 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 九 年  八 八 七 


ザ 


是 月に 大盡 

なり 


戌 四月 

右 御 郡 奉行へ 申 渡 候 由。 

四月 晦日。 廉物延 賣の仕 拂を滯 る ことな かるべ きを 令す。 

〔司 農 典〕  . 

尿 物 延賣代 銀、 不指 引に 相 成候而 者、 仕 入 人 共 泥に 相 成、 一 統 * 物 仕込 之 桁^に 相成攸 ^ に 

候 間、 以來者 延賣之 分 者 村 役人 通帳に 而相 渡、. 代 銀 之 儀 者 限月錢 S 取 立 可 ffl 渡 候。 若相帶 K 

者 有 之、 斷出候 得 者、 於 役所 遂 詮議 可 相 渡 候條、 聊無泥 賣渡可 申 候。 勿論 直 段： IK..!^ よかお， お 

得 共、 右に 乘じ猥 に 高利 を 取 申 儀 者不相 成、 成 限リ直 安に 可賣渡 候。 當年， 米： ^ゆ」 氏 之 ffi こお 

之 間、 右 之 趣 急速 申 渡、 尙更 末々 迄迄屎 仕込 不指支 様 可 致 勢子 候、 以上。 

戌 四月 晦日  矢 部 順 平 

河 合 內 匠 

諸郡惣 年寄 • 年寄 並 中等 

閨 四月 一 一日。 今 明年 諸 土の 半 知 を 借 上ぐべき こと を 令す。 

関 四月 二日 


御 勝手 向 連々 御難 漉 至極 之 上、 打續 凶作に 而 多分 之 御 引 高に 相 成、 加 之 窮民 御 救 方 等 彼是 御 

入用 打 重り、 御調 達 も 被 仰 付 候 得 ども、 其 上に も 御 不足 相 立、 被 成 方 無 之に 付、 去年 御 家中 

知行 之 內半知 御 借 上等 被 仰 付、 御用 辨に相 成 候。 然處 今般 西 御 丸 御 普請 御手 傳被爲 蒙 仰、 多 

く 之 御 上納 高 故、 兼而之 御圖り 方甚致 相違 候。 依 之 乍 御 心外、 重 而今 年. 來年御 家中 知行 之內 

半 知 御 借 上、 其內 二百 石 以下 之 人々、 幷御切 米. 御 扶持 方 .隱© 料 等、 都而 去年 割合 之 通 御 借 

上 被 仰 付 候。 打續 過分 之 御 借 上に 相 成 候 得 共、 今般之儀者重き御公役之^^故、 不被得止^^被 

仰 付 候。 役 料 等 之 儀 は 別紙 覺書之 通に 候。 

右 之 趣 被 得 其总、 組. 支配 不相拽 樣可被 申 渡 候、 以上。 

閏 四月  奧村內 膳 

一 、 役 料 等 之 儀 者、 都 而半知 御 借 上 之 殘り高 を以、 去々 年 迄 御 借ト： 之 割 八 Z に 御 借 上 之 ：5^。 

一 、 頭分 手 替足輕 等、 幷平士 被 下足 輕も、 去々 年 迄 之 逋御借 上 之 事。 

一 、 足輕者 去年 之 通 御 切 米之內 一 割 御 借 上、 坊主.小者は御借上無之^^。  - 

一 、 三 都 町人 御 扶持 方 等、 幷 御手 役者 御給 金 等 之內、 二割 御 借 上 之^。 

一 、 御 家中 ft 出 銀 之 儀 は、 去年 申 渡 置 候 趣に 相 心得、 其 外 去年 七月 迄 之 諸 上納 等、 幷ヒ ガ以 
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後 役 向 入用に 付 拜借鈒 上納 者、 今. 来年 都而御 用捨 被仰忖 候。 卞ー 七月 後な 分 之^に 付 iij: 借 銀 

は、 當 七月 半 高 上納、 殘半高 は 来る 子年 七月 一 時 上納 之 事。 

一 、 御 家中 借財、 去年 七月 迄 之 分 迄 辨方之 儀、 去年 申 渡 候 趣 もお 之 i5 共、 .^知^借卜巾に 

指 引 方 相 見合 可 申 候。 去年 七月 以後 之 借財、 夫々 可 遂指引 害に 候 得 ども、 常 • 而ャ知 御 借 上に 

付 難 遂^ 引 人々 も 有 之 候 は、、、、 其 分 者 頭に 爲書 出、 當月 十二 日 切 御 算用 場.^ 相 a- 可 申 候" 御 

取扱 之 筋 可 有 之 候 事。 

一 、 小 祿に而 家 內多之 人々 杯、 必至 キ指支 候 族 は、 頭. 支配人 手前に 而精 誠遂へ 収^:^ や：： 之^。 

閏 四月 

去年 御 家中 半 知 御 借 上、 今年 閏月 も 有 之 別 而可爲 難 處、 少分之 調 Si> も 雑出來 林に 付、 御 借 

上 之 殘高百 石に 付 五十 目 宛 御 貸 渡 候條、 相 望 候 人々 は 可 願 出 候。 尤常 七月 巾納？ K 拂候 L、 一 

時 返上 可 致 候。 御 切 米 之 分 は、 十一月 一 時 返上 可 致 候 事。 

一 、 去年 頭分 役 料 も 夫々 割合 を 以御借 上 被 仰 付 候處、 役 向に 付 失 多 之 人々 怀：^ 爲雖 流に 

付、 今般 御 僉議之 上、 馬 持 以上 之 人々 は 御 借 上 高 之 內四ケ 一 被返ド 、夫 以下 は 牛 高 被 返 ド攸。 

平 士役料 等 も 右 同様 被 返 下 候 事。 

一 、 頭分 手 替足輕 等、 幷平士 被 下足 輕之儀 は、 御 借 上 置 之 *。 


閨 四月  - 

閏 四月 六日。 大聖 寺 侯 前 田 利 極 歸邑の 途金澤 城に 登る。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

閑 四月 五日 

一 、 駿河 守様此 表へ 御着に 付、 明日 御 登城 被 遊 候 様、 御 近習 頭 木 村を以 御旅， M へ 被 仰 進 候。 

右収捌 御用 所 也。 

関 四月 六日 

一 、 四つ 時 、手 害 宜に付 御 登城 御 指 支 無 御座 旨、 主 付 木 村 等より 阿方 御 家 來迄御 * 内申 ト：、 

四 ッ 半時 過 駿河守 様 御 登城、 都而 御作 法 書 之 通。  ， 

^四月 月 六日  、 

一 、 今 = 駿河守 様 御 登城に 付 一 統 同 席罷 出る。 

一 、 四つ 三分 過 御旅 御 立 之 御 付人 來り、 追 付 御 登城 被 成、 夫々 御作 法 通 於 御 W 問^ 院御對 

0、 之 上、 御 持参 之 御太刀 御 奏者 番 披露、 引 III。 夫より 御料 出城 守 御 相 作に. 而出、 御盃ぉ 

有 之。 其 內御刀 被 進、 御 { ぶ 老中 川 八 郞右衞 門 持參、 相 讲御入 被 遊。 夫より 御 奥へ 御 通り 被 成 
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候 様、 善 右 衞門を 以被仰 進、 同人 御先 立に 而、 御ぉ間ニ之ii:^^御==^物所"l御綠«ょりh之御 

鈴より 御 入 被 成攸。 御前に は 御 通 之 時分 折上ケ 天井 之 御 に被爲 入、 御 出 之 節 御 出，： i:、 夫よ 

り御奧 へ 御 誘お 被 遊 候" 拙者 右 御 鈴 手前 御 》 風 園 之 邊に御 刀 配 gft より 受取、 女中 へ 波し 候，」 

於 御 奥 御 ie- 子等 出 候 御 様子に 而、 八つ 一 分 御 返 出 被 成 候。 其 節 御 奥へ 御供. 中 k、 御 出 之 

節 初 之 通 御 誘引、 御 鈴 外より 善 右衛門 御先 立に 而御 居間 甞院 へ 御 i 俊， IT 煮而 御前 御 出御 颜、 

御 挨楼之 上 御 反り 被 成 候。 御 居間 書院 御 廊下 松に 之 御 杉 戶際迄 御 送り 被 成 候。 

一 、 無 程 御 立 反り、 段々 御 挨機御 口上 被 仰 置、 御 返 出 被 成 候 5*。  ， 

闺 四月 六日。 前 田 齊泰借 知 を 行 ふ を 以て 各自 益儉 約を勵 むべ きこと を 諭 

す ◦ 

〔御 親 翰 帳之內 書拔〕 

勝手 向 逼迫 至極 之處、 今般 西 丸 御 普請 手 傳蒙仰 候に 付、 無據^s^而過分に借知巾付、 別"，^.^ 爲 

難儀と 察存 候。 乍 去 是非 もな き 儀に 候條、 彌儉約 を 以銘々 勝手 取續候 心得、 無汕斷 乂；^ 

被 申 聞 候 事。 

閏 四月 六日  ， 

〔御用 留〕  - 


戊戌 五月 廿ー H 頭 衆 宅，^ 呼 立、 一 統.^ 被 申 談候御 * 立寫。 

各 心得 方 之 儀に 付、 此度以 御 親 翰 被 仰 出 候。 御 趣意 無 違 失 相 心得 可 被 申 候。 御 一之 俄、 近來 

別而 不時 御物 入 等 有 之 上、 不作 茂 打續、 御用 度 殊之外 御 指 支 之 段、 何も 承知 之 通に 候處、 今 

度 西 御 丸 御 普請 御手 傳をも 被 蒙 仰、 重々 之 御物 入 故、 此末 御述方 甚六 ケ敷、 意 而半知 御 借 上 

之 儀 を も 被 仰 出 候。 尤御儉 約 之 儀 等、 種々 御 詮議 も 有 之 事に 候 得 共、 ケ« 之 御 時節、 各 を 初 

土中、 -別而 諸事 心得 方 肝要に 候。 一統 難 ffi と は 申 候 得 共、 世 風に ひかれ 候而 m 心 はす * 侈に 移 

り、 遊惰 之 方へ 流れ 行 候 も 不少。 其 內志有 之 人々 も、 他 之 習俗に 拘り 候而、 己れ と 改候债 難 成 

族 も 有 之 体。 或は 又 儉約之 筋 を 心得 違、 吝嗇 之 仕形に 相 成、 又は 貨殖 を 事と し、 商 賣之利 を 

爭候様 成お に 相 成 候に 付、 彼是 以 本分 之 勤 は、 おの づ から 等閑に 成 行 候 $ に 候。 此御 時節に 

候 得 者、 別 而他を 見合 候に も不 及、 人々 志 を 度 相 立、 奢侈 之 根 舞^ ly" 之 仕形 を 桁. i -、 節儉 

之 筋 を 勤め、 淳朴 之 古風に 立 返り 候 様に 心懸、 文武 を勵、 御 奉公 向大 に 相 動、 親族 • 朋友 之 

交 を も 厚く 仕、 子"：§之成立をも無油斷世話可仕儀、^3.^耍たるべ く 候。 止 風 Si 朴に相 成 候 W お、， 

下 三 民 もお のづ から 其 風に 習 ひ、 各生樂 を相勵 み、 公私に 付而 無益 之费 も：；^ 1 々相.： 可 巾 候 

得 者、 御 1： 家 生财之 道に 取 候 而も、 各 を初士 中共に 此處极 本之務 たるべく 候。 打 給卞 知御惜 

上 之 僅に 候 得 者、 一 統可爲 難 s 儀に 候 得 共、 文武 之 心懸成 K 無 油斷相 心得 可 被 申 候。 此 何 
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茂 能々 相 心得、 組 • 支配 之 人々. 茂 可 被申談 候" 右 等に i: 而者、 ^乂其 品々 を舉可 申^^に 

候 得 共、 一 旦 具に 申 渡 候 而も、 後 來迄之 守り 無之而 者、 御 趣意に も途 候^ 故、 先 一 々は".^申*？^ 

候。 御先 代 以來被 仰 出 候 趣 等 を以、 能々 相 心 iS: 可 被 申 候。 W 追々 申 談攸依 共 も 可^ 之 候 小。 

戌閏 四月  . 

メ- 

閏 四月 入日。 江戸に 於いて 御 貸 小屋に 在る 者の 心得 を告 ぐ。 

〔江 戶每： H 書 立 書拔〕  _z に 

閏 四月 八日  • 

一 、 御 家中 家來 末々 之 者 心得 違 之 者 も 有 之 体に 付、 左 之 通 一 統和觸 可 申 哉 之 e 

候に は 其 通と 申 渡 候 事。 >  、 ,  I 

御 貸 小 尾 前 通 塵芥 狼に 持 出 取 散 候 儀に 付、 是迄申 候 通に 候處、 今以収 散、 其 

間 敷 候 得 共、 右 等 之 場所，^ 灰 を 捨候族 も 有 之、 第一 火 之 元：： お 遣 敷 fflffl え 候。 且又 御.^ が：^ ぺ 1 

往來 筋お、 畑 物 杯 作り 置 候 處も有 之 体に 相^ 候。 且御 家中 家來 末々 之 者 夜 巾 ず 效往來 ~ 

其 上 無 提灯に 而 かむ り物坏 いたし，、 或は 此節照 笠 § 致 往來候 者 も 有 之。 蠻 主人 立. 一:^ 八" 不申 

節、 御 貸 小屋.^ 家 來共人 集いた し、 不作法 之 鉢 も 相 聞え、 右 等 之 族 f 圓_ ^之 問敷 儀に 候。 右 

人 薬 等いた し！：^ ケ處. ^、 御 横目 足輕 見聞 次第、 主人々々.^ も不及 斷路込 相 礼 依 も； =.有 之攸 


> 

/1  . 


、 ,t  .  H 


に 火； w は^ 之 


間、 以來齩 重 可 相 心得 事。  . 

右 之 趣 文政 九 年 も 申 渡 置 候處、 、中には 違 失 之 者 も 有 之 鉢に 付、 改申渡 候條、 貧相 心 

得、 且 火事 沙汰 之 節 御 貸 小屋々 根お 揋に上 候 族 も 有 之 体に 候 間、 心得 違 無 之 様、 家來 末々 迄. 

も嚴 重に 相 心得 可 申 事。 

戌閨 四月  ... 

閏 四月 九日。 能 登の 幕府 御 預領巡 見の 吏 金澤に 着す。 

〔諸^5^要用雜記〕  ■ 

iES 月 力 日  、  . *  4 

一 、 御料 巡 见之御 役人 中 今： n 當地 到着、 尾張町に御旅宿有之候由之^^。  . 

一 、 今 H 御料 御 S 見 之 御 役人 御 勘定 方 御 役人 之 由 左 之 通。  ， ザ 

, 本 目 兵 左 衞門殿 

巾 川 作 左衞門  .40 

阿久， ぼ 彌平次 

一 、 巡 見 御 役人、 今：" 金潭御 到着、 三人 共 尾 張 町 鶴 來尾等 御 止 〈5。 御 通行 之 節 者、 町方 扣^ 

在 候 迄。 店內等 少し 之 见物人 等 は、 其 儘 指 置 候 由 之 ：5>5-。 
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日 一、 夜前 小 松 白 之 由に 而、 七 半時 頃 金澤御 通行、 其より 能 州 御 预所> 口 S: 戰ぁ 之ぬ。 

右に 付御預 地方 御用 德：^ 六 郎左衞 門 上下 十六ん、 仲間 狩 谷 兵 吾 上下 四 入、 永 井.^, 左衞 i:h, 三 

人、 足輕 三人、 今日 發足之 由。 

右 金澤御 到着に 付、 御 使者 矢 部 順 平罷越 候處、 尤罷 通り 候 様 申 聞、 色々 咄八 n 等.；^ 之、 太き に 

丁寧 之 由。 御預地 奉行 石 野 右近 殿に も、 右 旅 宿へ 被 相 動 候 由 之 事。  . 

閏 四月 十 一 日。 幕府の 巡 見 上使 金澤に 着す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

関 四月 九日 

一 、 巡 見 上使 明 後 十一 日 御 當地御 止宿 之 由、 町々 横 小路 喰途 W 一 垣 出來、 町家 兄せ 商 責 物 -.^=： 几 

苦餓候 由。 先達 而 より 往來筋 不見苦 様、 所々 一 軒 も 不殘新 木 を 以修覆 有 之、 路次も おに 成 

き、。 御宿 者 堤 町 金 浦 尾. 茶屋、 石 浦 町に 而石！ i 尾 之 由に 候。 御城 內も若 御巡见 可お 之 * と、 御 

掃除 等 有 之 候。 右 御用 懸り 御馬 廻 頭 神 田 吉左衞 門 • 御 小 將頭奥 村 五 郞左衞 門に 攸。 出^ 之 御 W 

奉行 等、 各 立派に 錯袋入 傘等爲 持、 皆々 當 六日に 御領 境 迄に 迎發 足お 之 候。 御 gf 帥- 介川舉 

方. 小瀨 まハ安 も參り 候。 誠に 御 丁寧 成 御 仕向 之 ものに 候。 明 nl 鶴 來御 止. M より 佥澤 へ 御 越 之 由 

に 候。 頃日 町々 見物に 各 女 童 出 候 鉢に 而、 通 筋 甚賑は ひ 候" 御上 不時 御物 入 莫大、 _ ^ト 恐. お 攸 


一 、 上使 衆 は、 當 十日 鶴來 御着。 同 十一 日 九 半時 金澤 御着。 

御使番 木下內 記 殿 宿 金浦屋 五 郞右衞 門 

御 小將組 石 尾 織 部 殿 宿 茶屋 六 右衞門 

御 書院 番 寛 新 太郞殿 宿 石 浦 屋文朔 

一 、 着 日 年寄 衆 を 籾 玉 泉 寺 前.：^ 御 出向 之 事。 

一 、 御前 御見舞 可 被 遊處、 御疝邪 御難 儀 被 成 候 付、 御名 代 播磨守 被罷越 候； $。 

一 、 上使 衆 着 之 節、 御 使者 中 川八郞 右衛門 殿被罷 越、 翌日 も 被 罷越候 由。 

一 、 上使 衆 着 之 刻より 御 發足後 迄 は 上使 宿 前 一 人 も 通行 不相 成、 兩方木 戶打申 事。 

一 、 金 澤中晝 夜 自身番と て、 一 町々々 程に 晝夜屛 風 相 立、 役人 之內番 いたし、 夜中 は 

相燈 居候 事。 

e: 四月 十 一 日 

一 、 巡 上使 衆 三方と も 御着 被 成 候 段、 御 案內有 之、 九 半時 過 之が。 

木 下 內記殿 

石 尾 織 部 殿 
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筧 新 三 郞殿 

右 御 三方ね、 御名 代 播磨守 殿 被 仰 付、 三 御所 樣御伺 御機嫌 之 由。 御」 仙 邪 に 付 御 W 勤 は： 小 被 

成 由 御 口上、 且御 自分 之 御 口上 も 有 之 由。 御 直答 之 由、 播磨守 言上。  j 

一 、 上使 衆 無御滯 御着 被 成、 爲御迎 玉 泉 寺 前へ 山城 守. 播磨 守. 美 作 守. 又 三郞. 八郞れ 衞^, 能 

出、 直に 御宿へ 罷 出られ 候 由。 今日 御 使 等 之 御 挨桫被 仰 聞 候 由。 尤何茂 S 城 可 仕處、 &晚 i 

に 付不罷 出、 御用 番內膳 殿迄罷 出られ 言上 之 事。 

一 、 上使 衆 御着 之 上、 御 家老 御 使者 本 多 11 書 殿 被 仰 付 候 事。 

一 、 上使 宿 堤 町 金 浦屋に 付、 香 林 坊高之 木 戶閉有 之 候。 刻限に 寄、 不明 門 等 之 建 通り も往來 

指 支 候 事。 

一 、 年寄 中 今日は 自分 參 上等、 各 先步五 人、 駕脇六 人、 對箱. 袋 入 傘 等 立派 之 行列に， 化. - 

旦、 各 十 間 町 千代 屋久 平方 宿に て、 どなた も 御 一 集に 御 勤 之 由 之 事 

一 、 上使 窗曰五 時 御 出立、 御城 中 御 I は 無 之 御擎之 由、 御 I 巨 並 町 S よりも 言上 

有 之 候。 

一 、 金澤中 町家 自身番 之 由 之 事。 

〔巡 no- 上使 之 節 玉 泉 寺 前.^ 出向 等 之留〕  - 


間 四月 十 一 日 

一 、 御用 番並圖 書 之 外、 年寄、 中. 御 家老 中 五 半時 過 追々 玉 C 水 寺お 罷越候 -。 

一 、 中 宿.^ 各 相 揃 候 上、 八 時 過 町奉行 兩人罷 出 申 候 者、 只今 上使 招より 私共 罷越不 桁 支^ 案 

內申越 候に 付、 兩人 とも 追 付 罷越可 申 候。 私共 罷歸候 上、 各 榇御越 被 成 候 « にと 办候 3:: 申 聞、 

追付罷 越。 七 時 頃兩人 重而中 へ罷 越、 取次 敷 付.^ 出 候 付 致 中座、 階上 疊之 上.^ k り、 御 使 

者 相 勤 候 趣申述 候處、 可 相 達 旨 申 聞。 重而 同人 罷出、 追 付 可 懸御目 旨 申 聞、 誘：^ 別 問.^ 罷 通り 

御 逢に 付、 御 口上 之 趣申述 候處、 今般 爲 m 見 御領！： 御當 所. へ 只今 致 到着 候。 從 太守 様 爲御挨 

@： 御 使者 被 下、 被 入御 念 候 儀 添 仕 合奉存 候。 御 答 之 趣宜申 上旨 御 申 聞。 返 候 節 次 之 間 迄 被 送、 

御 丁寧 之 皆 及挨 機、 取次 敷 付まで 送り 居候 所に 而、 中座いた し 返 出。 夫より 石 尾 殿へ 罷越候 

處、 大抵 右 同様。 夫より 寛 殿お 罷越 候處、 是又右 同様。 相す み 香林坊 木戶爲 g^、  M 所 制札 前 

より 前 田 織 江 前 出、 直に 御殿お 罷出、 右 御 使 相 勤、 御 答 之 趣 口上に 而、 以御近 §：：5？ 巾 h 候 

持 參之御 口上書 _ 左 之 通 

彌御堅 M 當所御 到着 之 旨 承り、 珍重 存候。 右 之 趣爲可 申入、 以 使者 申 S; 一 候" 

一 、 圆書 儀、 木 下殿 御 使 相 勤 相 » 候 程之處 に而、 播磨守 儀 木 下殿 罷越、 敷 付に 収次 ig;^ 挨 
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，"タ 可 致處、 早く 先立 仕 候 付、 階上に 而加貲 守 使者 相 勤 申 候 口上 可 申 述哉之 ft 申 人 K^、  00 

候 様 申 聞、 誘引に 而罷 越、 內記殿 次 之 間 迄 被 出，：^、 卜 一之 間.^ 入、 御 口 h 申述 候龜、 被 入御 念 

候 儀 忝 奉 存候趣 被 申 聞、 畢而 自分 之 挨機等 申述、 返 候 節 次 之 間 迄 被れ 込、 取次 之 者 敷 付まで 罷 

出。 最籾內 記 どの 直に 被 逢 候 付、 御 口上手 扣者返 處に而 取次お 波 之。 且御逢 被 成お 奉 ^候^も 

申述" 其 次 石 尾 殿. 罷越、 敷 付.^ 取以 取次 罷出 候に 付、 御 使者 之 ilH 申述、 使者 之 間. Kg 候 J 

口上 之^ 可申述 哉と 申入 候處、 相 逹可申 皆 申 聞。 重而 役人 村 田 友 之 助罷出 ^uf  y£nl 

聞 候 付、 御 口上 申述、 手扣渡 之、 同人 誘 W に而 通る。 織 部 殿 次 之 1^ 迄 被 出， 2、  h 之 入 

機 仕、 御 答 之趣內 記 殿 同様。 其 外 自分 挨拶 申 述返候 節、 次 之 1^ 迄 被 送、 取次 は S 付まで？ a る。 

其 次^ 殿お 罷越、 取次 等 織 部 殿 同様、 取次 罷 出御 通 候 様 申 聞、 誘^に 而罷 通る。 》 太 郞殿ニ 

之 間 迄 被 出向、 御 口上 之 趣 御 使者 播磨守 相 動 候 趣 も 申述、 御 答 方 等 同斷。 14^ 而^に 二 御 丸-^ 

罷出、 御 答 之 趣 口上に 而牽次 郞を以 申 上 候 事。 

播磨守 持 參之御 口上書 左 之 通り 

於 江 戶表三 御所 樣益 御機嫌 能 被 御座、 恐悅之 至奉存 候。 尤 御旅 {5 まで 參出相 伺 御お 牀 可 申&肛 

疝邪 氣罷在 不能 其 儀 候。 右 之 趣爲可 申入、 以 使者 申達 候。 

閏 四月 十二 日。 幕府の 巡 見 上使 金澤 より 出發 す" 


〔諸事 耍用雜 記〕 

闺 四月 十二 日 

一 、 今朝 上使 衆御發 足に 付、 爲 御見舞 御 家老 御 使 八 郎右衞 門 殿 被 相 勤 事。 

一 、 四時 前 御 三方と も 御 出足 被 成 候。 至極 御 首尾 能 由 之審。 

〔巡 見 上使 之 節 玉 ^:水寺前.^出向等 之留〕 

問 四月 十二 日 

一 、 播磨守 儀、 八 郞右衞 門 木 下殿 旅 宿 相 勤 相濟候 程に て、 中 措より 出木ァ 殿.^ 罷越、 S 付に 

而 取次お 本 多 播磨守 參上仕 候 旨 申入、 使者 之 間お 誘引に 而 通り、 爲 御見舞 總代參 k 仕 候 趣 申 

述。 袁而 取次 誘引 罷 通り、 內， S 殿御 逢 也。 昨日 之 通り 返 候 節、 次 之 問まで 被 送、 収次茂 昨 = 

之 通り 敷 付まで 送る。 夫より 石 尾 殿お 罷越、 是は 取次 階下に 罷. ；^、 使者 之 間，^ 通り、 本多播 

磨 守 參上仕 候 趣 等 別人お 申述、 同人 誘引に 而被逄 候 節 等 內記殿 之 通り。 夫より 竹-殿.^^ 越 候 

處、 取次 階下に 罷在、 誘引に 而 使者 之 間 通り、 ロ上別人.^申述.^此時御使八郞右衞門とー 

^に 相 成る。 右 別人 誘引に て、 八 郞右衞 門 一 緒に 通り、 御 逢 之 節 等 大抵 內記殿 之 通り。 右 相 

f 一  先 づ歸宅 之 上例 刻 出席 之 事。 

閏 四月 十九 日。 前 田 齊泰、 江戶 邸御廣 式の 費用 を 節約すべき： と を 命ぜ 
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しむ。 

1: 成 瀨正敦 日記〕 

閏 四月 十九 日  • 

一 、 左 之 通 被 仰 出 候 付、 今 便 永 原 貢 等 迄以添 紙面 申 遣。 

御 勝手 御 逼迫 之內、 近年 御領！： 打續違 作に 付、 去年 之 所 御 用途 必至 キ御指 支、 最早 御手 K 茂 

無 之、 御 家中 半 知 御 借 上 被 仰 付 候 族 候。 然處 今般 西 御 丸 御 普請 御手 傳被 《 仰、 多く 之 御 k 納 

金に 付、 御調 達 茂 被 仰 付 候 得 共 中々 不 行屆、 又々 今. 來年御 家中 一 統乍知 御 借 卜-被 仰 付-お。 

右に 付 御 1： 方 御お 略 之 儀 は 不及申 儀 候。 於 其 御 地、 姬君様 被 仰 出 を以、 御 住 格別 御 W 略 

之 御 様子、 御 尤之御 儀 候。 御 本宅 御 廣式向 之 儀、 勿論 油 斷も有 之 ii: 敷 候 共、 是迄之 御仕來 

に 不拘、 萬 端 格別 御 翁 略 被 仰 付 度 候。 且又 御子 様 方 御 召 服な どの 儀 も、 成 K 御廉服 被お 攸« 

相 心得 可 申 候。 御 住居 向 すら 右 樣之御 容子候 間、 »更 無汕斷 遂^?; •?、 今般 之 ば 御 w 略 之 

筋 相 立 候 様相 心得 可 申 候。 尤 年寄 女中.^ 御 趣意 之 趣得キ 申談、 示 合 綿密 可遂 分、^ 候。 此段可 

申 談旨被 仰 出 候 事。 

. 閏 四月 

閏 四月 一 一十 日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。  . 


〔諸事 要用 雜記〕 

閏 四月 一 一十 日 

一 、 今日 兩學 校へ 御 出 可 被 遊 旨 昨日 被 仰 出、 九つ 七 分 御 出、 八つ 七 分 過 御 り 被 遊 候。 

但、 兩學校 共 朝 之 分 繰 下げ 御 覽被遊 候。 武は八 島 龍 助. 保 田 庄兵衞 等 馬術、 文 は 會讀讀 師* 

生徒 會讀ニ 席 之 事。 

閏 四月 廿 三日。 前 田 齊泰乘 馬に より 石 川 郡 白山 比哮 神社に 詣づ。 

〔諸 率 要用 雜記〕  ， 

閏 四月 廿三 m 

一 、 今日 御鷹 野 之 振に 而 昨日 被 仰 出 候 通 御行 步御出 被 遊、 泉 野 六 斗林邊 より 御 早乘被 遊、 額 

谷に て 御 小 休 被 遊、 重而御 早乘に 而鶴來 へ被爲 入、 御 休 被 遊。 其內 御供 人 も 追々 來 候に 付、 

夫より 御 歩行に て 白山 邊御巡 見、 右 富へ も 御 參詣、 御手 水 御小將 上、 萍 殿に 緣収 御作お より 

取 上 候 分鶴來 御先 詰 之 御 近習 頭より 相渡爲 敷、 御手 水 御 湯 桶 は 三十 人 方へ 渡 置。 夫より 八幡 

御藪邊 御覽、 古城跡へ も被爲 入。 夫より 金 劍{呂 御 巡 見、 夫より 御 休 所 米屋 次 郞左衞 i: 洒膝幷 

車 御覽被 遊。 重 而御休 所へ 被爲 入、 御 膳 被 召 上、 餘程御 間 有 之 御 1:^. り、 又々 御 早乘被 遊、 額 

谷 御 休。 夫より 御步 行、 町 端より 御馬に 而御 居間 先より 御 屍り、 幕七^^£過之事。 
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一 、 鶴來 御宿に て獻上 之う ぐひ幷 鮎. 御酒、 榮橾院 様へ 被 進： 被 仰 出、 御先 詰 之^ 澤ょ. o， 

札 を 以角尾 孫 兵 衞へ指 遣つ 返書 は 御 途中に 相 成 候に 忖席" 爲上候 $ に 申；； g 逍攸由 之 事。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

関 四月 二十 三日 

一 、 昨 H 六ッ 半時 過 御 出、 地 黄： M 町中 S¥ へ被爲 入。 § お * 夫に 付 何れも 町 端より. 御供 之 入々 

馬上 仕、 御馬 沓も 被爲 遊、 額 谷 迄 御 早乘に 付、 御先へ 善右衞 門. 三 郞右衞 門 |幅： 板. 御 跡へ ヒ 

稅* 小 左 衞門. 维 人. 肴 次 郞* 伴 太夫. 牛 之 助. 又 作お T 上に 而 御供 仕 候。 額 谷 村六郞 にハ衞 方に 而御 

小 休。 夫より 鶴 來迄御 早乘、 御宿 米屋 治 郞左衞 門 方へ 被爲 入。 ig: 御 休、 御歩行に而门出御^^ー 

詣、 八幡 御 藪. 古城跡. 金劍^ 御 巡 見、 米屋 方 水 1^.洒 藏御覽 被 遊、 乂治郞 左 衞 門 方へ 被爲 人、 

御晝 休。 夫より 六 郎兵衞 方 迄 御 早乘、 御 休、 町 S 迄御步 行、 尤町端 迄 御供 何れも 仕 候。 f 

り 御馬 上に 而、 七ッ 半時 過 御 歸殿被 遊 候 事。 

閏 四月 廿 入日。 江戶 邸の 御廣式 女中に 麁服 着用 を 命ず。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

閏 四月 二十 八日 

一 、 今 便 江 戶表永 等へ 左 之 通 申 遣す。 


御廣式 女中 着服 之 儀 今般 ，i 無 違 失 樣可被 申談候 事。 

四  月 

右 之 通 被 仰 出 候。 尤 夏向 之 儀 も 右に 准 じ、 禮服之 外 は 成 限り 危服 着用いた し 可 申 候 S -。 

右 之 通に 候 得 共、 只今 指 懸相改 候 而は指 支 之 趣 有 之、 人々 迷惑 仕 候！： も 有 之 旨に 付、 紹. 八 丈 

杯 は當分 着用 御免被 成 候。 追々 今般 被 仰 出 候 通 相 改候樣 被 仰 出 候。 且 liij: 領 物之银 は、 縮緬 之 

外 は 着用 可 仕 旨 も 被 仰 出 申談候 事。 

御 勝手 御 逼迫 至極 之 上、 格別 御物 入相 湊候 而、 御手 繰 も 御 指 支に 付、 又 候 今. 來年御 家中 ャ知 

御 借 上 被 仰 付 候 事故、 今般 格別 思 召被爲 在、 二 御 丸 御廣式 女中 着服 之镇、 別紙 之 通 被 仰 出、 

夫々 申談 候。 江 戶表之 儀 は 當時御 住居.^ 對し候 儀 も、 中には 可 有 之 哉に 候 iJ: 共、 右 等に 不拘、 

成 Kfe 服 相 用 可 申、 見 苦 敷 儀 は 不被及 御 貪 着 候。 此段可 申 渡 unl 被 仰 出 候條、 年寄 女中.^ 被 申 

談、 御 趣意 之 趣 得 キ致會 得、 夫々 申 渡 候 様 可 被 申談候 事。 

四月 

閏四 月 。 前 田慶寧 に附屬 する 年 寄 女中 岸 尾 の 擧措 に 就いて 議す。 

〔控 帳〕  . 

犬 千代 丸 様 追々 御成 長 被 遊 候に 隨ひ、 何事に 不寄御 見聞 被 遊 候^ 次第に 御 心に 茂 被 Gss、 旁 
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以思召 茂 段々 キ可被 爲出來 候 得 者、 御 侧向ー 統 心得 方 茂 日々 に大 之， キ^ »^ 御成 立 

方 之 儀 者、 御 分に 付 事々 之 是非 を 奉 申 上 候より 茂、 唯 御 幼年より 御 平生 御见^ 御 問 驯 被 遊 

候 事 者、 いっとな く 自然に 御 移り 被 遊 候 ものに 御座 候 得 者、 此所 心得 方， ci: 以之 六.^ 候。 其 

上 萬 事 を 仕上げ 候に 者、 大勢 之 力に 茂 兎角 行 屈 兼、 事 を 敗り 候に 者 一 人 之 手に 茂 除り ある も 

のに 御座 候 得 者、 殊に 御 侧向之 者 御 仕向 申 上方 は不及 申、 都 而御： 聞に^ 觸候處 も 綿密に 相 

愼可申 儀キ存 候。 然 處御附 年寄 女中 岸 尾 儀 心得 方 不宜、 元より 御 幼少 樣御侧 ，2 之 優に 候 5S^、 

一 事に 付 急 度 目立 候 儀 も 無 御座 候 得 共、 日頃 細事 之 上に おいて 兎角 異存 を 相 立、 和 熟 を以示 

合 候 樣之儀 者 一 圓無 之、 或 者 一 時 之 御所 作 等 何れ 共 可 然程 之 事 迄、 *々&我"^-を.&張り、 除 

人 卜す 並居 齟齬 之 申 上方 钚も有 之。 且御咄 申 上 候に 茂、 雜談等 善 惡之辨 も 無 之 妄に巾 上。 ケ様 

之 事共に 茂不 限、. 都而御 仕向 申 上方 不宜 候。 斯 心得 方 不宜儀 心 付 候 卜 ：*、  §-«心«ガ之^^：^ 

而 心付け 會得有 之樣可 申入 害 キ茂存 見 申 候 得 共、 元 來生質 偏 固に 而、 其 上 年來： 砜隨に 立來攸 

氣習も 有 之 候 哉、 中々 私共 之 心 附け等 を 以可改 生 質キは 被存不 申。 却而 何；$ も 隔^ ケ 間吸 相 

成、 御爲に 不宜キ 奉存、 默し罷 在 候譯に 御座 候。 且氣向 惣棘之 所、 假八リ 如 男子 剛に 御-ぼ 候：.^ 

も、 物 之 筋合 素直に 聞 分け 申 所 御座 候 得 者 宜候得 共、 左様 之！： に は 不參。 亦 聞 分け 之處 左程 

に 無 之 共、 女らしく 物 柔に而 隨分キ 人に も 從ひ申 了簡 御座 候へば 宜 候へ 共、 是又ー ，M に 左様 


之 所 無：， 树座 候。 依 之而御 仕向 申 上方 茂、 女らしく 物 柔に事 こまやか 成！ 4^ 更に 無 御座、 言葉 荒 

に而、 男子 之 様に 筋合 を 詳に申 上 候 事 も 無 御座 候 故歟、 每茂御 納得 方 も 不御宜 « に 奉伺 候。 

且又 御 側 向に おいて、 御 守 女中 等.^ 申 談方幷 指 引 方 等 も 鉢 荒く、 言葉 遣 も 卑劣に 而、 織 之が 

も 居 長 高に 申立、 役 櫂 を 以仕成 候 樣之儀 多。 ケ樣之 事共 御 平生 御 見閜に 奉觸、 曁 tESI 示 八：： 方 

も 和熟不 致候而 者、 前 條之趣 甚御爲 不御宜 儀に 奉存 候。 依 而奉恐 入 儀に 御座 候 得 共、 彼 之 者 

御 附に被 仰 付 置候而 者、 何分 御成 立方 之 御 不爲に 相 成、 大切之儀^^奉存候に付、 此段御 e;) 申 

候。 尙更御 引 請 御座 候而可 然様 被 仰 達、 何 キ歟被 仰 付 方 茂 御座 候樣 仕度 奉存 候、 以上。 

戌 閥 四月  同役 連名 判 

閏 四月。 領外 及び 領内に 販出 する 產 物の ロ錢取 立方 を 改定す。 

〔！^部舊記〕 

御領！： 諸產物 他^ 出 之 分爲縮 方、 其 所に おいて 改役之 者 相 立、 口 錢収立 候條、 口 錢高被 相 極 

候 様、 先 违而 申達 置 候 得 共、 重而 詮議 之 上、 左 之 通 相 極 候 條可被 得 其 候。  • 

一、 他！： 出 之 品に は、 附 出之ケ 所に おいて 改人共 時々 見 屈、 ロ錢耻 立、 口 錢讲之 指 紙： E^ffl 渡 

候。 右 紙 方 は湖改 役、 隆 持 之 分 上 口 は 今 江、 下 口 は 泊り に 而改候 卜：、 相通候；^^^！：に候：^^。 

一 、 右 指 紙 無 之、 口 錢不相 W 分 は、 他！： 於 出 ロケ 所に 指 留候箬 に 候。 左 候而は 荷主 等 可 及 迷 
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惑 候 間、 不相洩 様 夫々 可 被 申 渡 候。 且改. 仗 未だ 申 渡 無 之ケ所 は、 早速 申 名に：：！ E^igie 出：^、、 

一 、 右 ロ錢ー ヶ月 切、 支配 頭 手前.^ 取 化 r 品物 員 數 # 仆： (相 添、 物 ^ 方 役所 >w 可 出 候：^。 

一.、 口 錢収立 高 之 儀 は、 都而 荷物 収銀百 目に付 查匁之 割 八！： を 以て、 荷物 出 高應、 取 立 扣 ft 

疾事。 

但、 笠 • 紹等是 迄 極 e 候 分 在來之 通りに 候 「) 

一 、 御領！： 之 內相迥 り 候 品に も、 以來他1:.出；：1:^^^ロ錢収立、 5^ 紙 相 添： 申^。 

但、 先 逹而此 度不及 ロ錢、 指 紙 は 相 添 候榇申 談^ 候 得 共、 紛 敷に 付 本文 之 通 相 » 候、、 

一 、 右 品 積 出 之 節、 、澗改 役より 入津 所 之^ 改役 お、 ロ錢^ 之 指 紙 相添逍 し： 屮^。 

一 、 右 入津 ロ錢之 儀、 是迄 自他 之 差別な く 取 立 候 得 北ハ、 前文 地 ii^ 紙^ 之 分、 f^N 錢 以後 不 

及 取 立 候。 

右 之 通 相 極 候條夫 可 被 申 渡 候、 以上。 

閏 四月  御 算用 場 

內藤十 兵衞殿  • 

廣瀨顺 九郞殿  - 

高 田 幸 助 殴 


〔四月。 竹澤 並びに 蓮 池 御 庭の 支配 を 御 次に 屬せ しむ。 

〔近敦 日記〕  ， 

一 、 竹 澤幷蓮 池 御 庭 御 仕 法替に 付、 今日 左 之 通 夫々 申 渡。 

竹 渾並連 池 御 庭 之 儀、 是迄御 露地 方 手 合 相 成 居候 處、 眞龍院 様 御！；.^ 被 爲入候 付、 m 心：； n 被爲 

在 候 間、 當分御 次，^ 御 引 揚被仰 付 候 旨 被 仰 出 候條、 得 其 意、 尤御 鎮守 御用 之债、 幷御鋭 守 逸 

御 掃除 等 之 儀 は、 只今 迄 之 通 可 被 相 心得 候 事。 ， 

戌 ^ 四月  . 

右三 十 人頭 柳 惣兵衞 呼 立 相 渡す。 

遠 藤 七 郞右衞 門 

竹 渾幷連 池 御 庭 方、 當分御 次.^ 御 引揚に 付、 右 主 付 被 仰 付 候。 江 戶表御 下 敷 御 庭之报 を以、 

御 掃除 方 等 夫々 可 申談、 尤心付 之 儀 追々 可 申 聞 候 事。 • 

闺 四月 

右 七 郎右衞 門 呼 立、 直に 相 渡。 且寺社 奉行. も爲 承知 申達す。 

閏 四月。 諸 郡の 垣根 及び 畦 畔 に 於け る蔭樹 伐採 を 命ず。 

〔司 農 典〕  . 
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諸 邯共垣 ffi 幷畔等 之 諸 木 生 茂り、 田帛 蔭に 相 成、 作物 之 指 g: りに 相 成 候ケ所 多お 之 林に ：^-、 

右 蔭 伐 之 儀 者、 先年より 嚴重申 渡 置 候 之 所 不屈 至極に 候。 仍而其 許 屮致见 分、 <i 速 爲伐取 可 

申、 若 彼是 申立 候 之 族 有 之 候 は..、.、 可 及斷に 候。 尤 拙者 共 於 出^ 先々 も、 分 次 il:^;H^ 爲伐取 

候 間、 夫々 嚴重可 申 渡 候" 

戌 閥 四月  駒 井 丹之丞 

上 月^. £^.1<衞^ 

諸邵您 年寄 • 年寄 並 中 

閏 四月。 改作 所 に 於 い て 山 方 難 の 巨 姓 を 人力 不足の 耕作地 に 移さん こ 

とを議 す。 

〔改作 方 御 仕 法留〕 

諸 邯山方 村々、 近年 別而難 S 村 多、 其 根元 を 相考候 所、 何れ 山 方に 而は 田地 ふ 中 は 少く、 多 

く 山 稼を以 渡世 仕 候 儀に 御座 候處、 次第に 人数 相增、 以前 キは 何れ 之 村に も 家 數等相 4=:^ 中 

鉢に 御座 候。 里方 村々 キても 同様に は 御座 候 得 共、 平 里に 而は 多分 耕作 稼 之， 依 故、 人 多に 相 

成 候 而も、 作 配 之 田畑 步數は 減 候 共、 手 入 世話 方に 寄 作物 之 取 揚も餘 分お 之 物に 付、 ^0rr 

は 家 數等相 i 曰 候 村々 とても、 格別 稼 之 支に は不成 様に 被考申 候。 出方 は 前 條之通 W 畑少 く、 


山 稼の み 之 儀 故、 木 林 キ申物 は、 假 令ば 當年伐 候へば、 五 年 • 十 年 キ年を 重 不申而 は 稼 山に 相 

成 不申儀 故、 人 多 稼 多に 相 成 候 得 者、 右山 伐 稼 之 廻り 早く、 稼に 相 成 候 程に 成 候 迄 待 $ 不 申 

伐 申 様に 相 成、 左 候へば 伐木 之 員 數も少 く、 次第々々 に 稼 劣りに 相 成、 難 S に 陷り中 儀キ奉 

存候。 尤 前段 之 趣 は、 一 圓右之 通 共 難 申 儀に 御座 候 へ 共、 其 合 は 右 之 通に 御座 候。 何れ 山 方 

難 a 村々 は、 人 多に 相 成り、 稼 劣り 之 所 根元 キ奉存 候。 右に 付 一 作 御 取 极乂御 仕 法 等 被 仰 付 

候 而も、 根元 地元に 不應人 數餘計 居候 而者 成立 申 道 無 御座、 御 仕 入 等 被 仰 付 候 而も 其 利 目 

も 無 之、 且御仕 入 茂 年々 に 相 成 候へ 者、 御 仕 入に 寄懸 り、 却而不 稼に 相 成 一 向 不爲、 旣に能 

美 郡 塩 1^ 村 等 は、 數十年 御 仕 入 米 御 渡に 御座 候 得 共、 未に 成立 申 心得 無 之 様に 被考申 候。 依 

而は得 キ？^ 識仕、 右檨人 多に 相 成 稼 不足 之 村々 は、 頭 振 等 無 稼 同様 之 者 は、 新 il 等 人 不足 之 

所お 入 百姓に 被 仰 付、 稼に 爲有付 申 度。 尤御仕 入 も 入 申 儀に 候 得 共、 左 候へば 新開 所 E 後方 

茂 行： S 申 儀。 又 右人 多 之 村々 も、 人 高 減 候へば 稼 も 其 村 切に 餘分 出來、 此 所に 而御仕 入 又は 

御 仕 立 等 被 仰 付 候へば、 其舍茂 相 立 可 申。 其 上 右 樣人多 之 所 は、 外 御 邵 等 人 不足 之 所へ 桁^ 

申 儀に 相 成 候へば、 於 人情 古鄕， 忘、 先 は 居 村 を 離 申 儀 は不好 儀に 付、 一 統稼之 進み、 勢 f 

にも 相 成 申 道^に 御座 候。 私共 i つ. n 存付居 申 候 新 川 郡 之 儀 は、 惣 而地廣 に相见 え、 其 h 新 il 

所 も 多、 未開 發方 不全 向 茂 有 之、 其 他 野 毛 地 も 多く、 且變 地立歸 勢子 場 之 所々 もお 之、 
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人 不足 御^ キ奉存 候 間、 追々 遂 詮議、 諸 郡 之內ん 多 之 村々 より 人 作ん 申忖、 耕^ 方 勢子 仕" 1  え 

奉存 候。 前段 之通不 容易 仕業に 候へ 共、 人 多 人 不足 之 所詮 識方行 W 候 得ば、 地元 之^^ n 然 

卜ナ行 rs、 其 上雖& 村々 茂 是又自 が 一 キ 成立 申 場合へ 至り 可 申キ奉 ^候。 根元 地 一 X 之 免祁之 

高下、 此所 追々 引 K し、 相 應に相 なれ 候へば、 作 雜等之 節？ S お 方 致し 安く、 隨". ^御 似 等 も n 

然キ相 減 申 道 I- に 御座 候つ 且 小百姓 幷請作 之 者、 近年 不勢 之 者 多、 御牧 納^ 之^ 不 少、、 S 

儀 取 直し 不申而 者 不相成 候 間、 右 樣不情 不埒 者 は 厳重 詮議 之 上、 古格 之 通 一 統 爲懲、 一 け は 

:m 出 百姓に 申 付 候 者 も 可 有 御座。 併 左 候而者 路頭に 相 立 申 儀に 候 間、 お， S 追 出 巾 や 候 者 は 新 

開 所 等 人 不足 之 所へ 里子に 入相 稼せ、 心 鉢 も 相 改候者 は 追々 成立 之^ » 可 仕 候" 前 K 之 化 抹、 

改作方に而は根元之^^議目當+仕候所キ奉存候^。 

戌 関 四月  改作お 

五月 1 一日。 前 田 齊泰の 生母 榮操院 白山 比曄 神社に 詣づ。 

〔寺肚 方 御用 番留〕 

閏 四月 廿 七日 

1 、 角 尾 孫兵衞 等より、 來月 二日 雨天に 候 得ば、 六 a 榮操院 様 鶴 來邊ぉ 御行 歩、 as お 御 

參詣、 四十 萬 善性 寺へ も 御 立 寄 可 被 遊 被 仰 出 候。 依而 明日 孫 兵 衞等爲 見 分 罷越候 i^、 夫々 "や 


指 支 樣可申 渡 旨 申來。 

五月 二日 

一 、 榮橾院 様 今朝 六 時 前 御 出、 白山 御 參詣被 遊、 夜 五 時 過 御 反り 被 遊 候 事。 

五月七日。 前 ffl 齊泰乘 馬 を 試む。 

〔諸事 要用 雜記〕 

五月七日 

一 、 今日 御馬 場へ 八 半時 過 御 出 被 遊。 三 疋御乘 馬 被 遊。 相濟、 將 監等幷 同席 一 統 嫡子 乘. i 一、 

追々 三人 充 三組に 御覽被 遊。 相濟、 善 右衛門. 小 左 衞門持 馬 幷前田 主馬 持 馬、 五郞兵 衞. 九郞 

太夫. 十 之 助 キ乘馬 被 仰 付、 御覽被 遊。 相濟、 七 半時 過 御 反り 被 遊 候 W -。 

五月 十三 日。 近籐忠 之丞、 山 本 孫 三郞を 討ちて 父の 仇 を 報ず。 

〔極 內密 物扣〕 

天 保 九 年 戌 五月 十三 H 

一 、 御- 組 山 本 次 太夫 弟 孫 三郞、 高 岡 町に 而 ー嘩之 鉢に 付言 上 左 之 通。 

今朝 五つ 時 過、 高 岡 町 小 堀 牛 右衛門 門前に， Sif 有 之 由 取沙汰 仕 候處、 追々 御 横目. 足輕共 も罷 

越、 御馬 廻 組 山 本 次 太夫 弟 孫 三 郞之樣 にも 風聞 之 旨 申 聞 候に 付、 早速 私：^: V 、彼の 場.^ 罷出、 未 
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追 掛者役 等 茂不罷 越、 牛 右衛門 儀 茂 今朝 白山. St 秦詣 合不申 1^-?,^: ル、 ：：！： 入 { 水來 幷近邊 之 者 

先 申談、 笠 圍等爲 致 有 之 故、 一 通 死骸！ nl- 分 仕 候處、 大小 を帶候 者、 右 を 下に 仕、 首 は 無 御 

刀 者 側に 拔捨、 あか 付 e 申 候" 脇 刺 も 半分 計拔有 之、 尤 ffl 手 之 者 も：： ^ 不申、 首 茂艇之 故、 «• 史 

右次 太夫 頭 石 MK 于 兵衞. 相 頭 大田小 又 助.^ 得 キ相尋 候處、 今朝 私.^ た 小罷述 以前、 次 太夫 死 K 兑 

分 仕 候處、 着服 曁 大小 ffi 方 等、 ^孫 三郞に 相違 無 之 段 申 聞 候 由に 御座 候" 左 K へば 何お 軟^ 

打取 13 去候キ 被存、 都 而喧嚷 共 難 名 付 候へ 共、 先 喧嘩 之 鉢に 兄 請 候 趣、 則 今朝 nfa! を 以奉言 

上 候 通りに 御座 候。 猶更見 屈方喧 ff 之 取 捌に 可 仕 哉キ、 御用 番又三 郞>ロ も 相". せ 攸處、 其 趣に 

而見屆 候 樣申聞 候に 付、 判 太夫 儀 直樣罷 越、 次 太夫 口 害曁牛 右衞門 家來见 付 攸も哼 出 相"？^ 候 

處、 別紙 口 書 寫之通 相違 無 御座 候に 付、 右 宇 兵衞等 申談、 重而 死骸 私共 见 ：^中 攸處、 前 條之 

通 右 を 下に、 左 之 肩先 三寸 計 深さ ニ寸計 之疵ー ケ所、 M 腕に 二 寸之疵 一 ケ所、 M 腕に ニ寸計 

一 ケ所、 右 之 手首に 四寸 計、 同 腕に 六 寸計ー ケ所、 深手 負 居 申 候。 孫三郞 儀も拔 人：： K 林に 候 

得 共、 刀に 血 付 候 迄に 而、 受込疵 等 は 無 之、 同町 伊藤 主お 【尾 敷 土 * 際に 鍵 先 .耳„ ^ハそ ざ^し 候 

林に 而有 之、 外相 替儀も 無 御座。 右見 分已 前、 追 懸者役 近 藤 新左衞 門：； M 永 左 臉、 足 輕？？ 

連 追々 罷越 候に 付、 御 縮 方 之 儀 前々 之 通 申談、 御步 横目. 橫目 足輕茂 同様 御 縮 方 申 波、 牛右衞 

門 儀 茂晝過 白山より 罷歸 候に 付、 前 條之趣 夫々 相 尋申處 相違 無 御座。 右 死 ffi 见分之 節 5^ 藤 主 


馬 も 立會候 檨申談 候。 

一 、 堀川 知 》1 覺 寺境內 墓所に 首 供 有 之 由 風聞 仕 候に 付、 若 右 孫三郞 首に 而も 可お 之 哉 致 兄 分攸 

様、 御用 番又三 郞申渡 候 由に 而、 山 本 次 太夬幷 同人 頭 石黑宇 兵衞. 大田小 又 助罷越 遂见分 候處、 

孫三郞 首に 相違 無 之 11 曰 次 太夫 申 聞 候 段、 宇兵衞 等より 相 達 候 間、 私共 罷越致 見 分 候 « 又三郞 

申 聞 候に 付、 彼方，^ 罷越 候處、 寺社 御 奉行 篠：^ 織 部. 品 川 左 門罷越 K、 縮 方 夫々 申 渡 有 之" 且 

織 部 等へ 申談、 住持 祥出 相尋 候處、 右 織 部 等へ 相 達 候 口 書 之 通 相違 不仕 候に 付、 相：^ じ 右 首 

遂： nl- 分 候處、 左 之 * 先より 耳お 懸 そぎ 落疵、 幷 面部 數ケ所 深疵有 之、 側に 木綿 二 幅 計 小 絞 印 

し 無 之 風呂敷 一 つ 有 之、 外相 替儀無 御座。 全 棘 夫々 見 分 仕、 疑 敷 儀 も 無 御座 候に 付、 死 « 勝 

手 次 ® に 取仕抹 之 儀、 右 宇兵衞 等.^ 申談、 死骸 引取 候 上 は、 惣様 警固爲 W 収候 « 夫 々申談 候。 

# 一 、 孫 三 郞儀當 年 三十 六 歳に 罷成候 由、 宇 兵 衞申聞 候。 

一 、 細 井 齊次郞 儀 晝御番 故、 右 場へ 罷出不 申、 羽田 三 作 儀 氣滯役 引罷在 申 候。 

一 、 窨附寫 等 都合 三 通 上 之 申 候。  . , 

右 奉 達 御聽 候、 以上。 

五月 十三 日  津田判 

森 田 判 
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〔諸 要 B:;  ¥1  一一 B  J 

五 HI- 十三 日 

一 、 今朝 五 時 頃 高！： 町 被 切 倒 人 有 之、 堀川 知 一： お 所に 生首 備有 之に 付、 御^ 押 様子 承り、 

夫々 見 分 之 所 相違 無 之。 段々 承り 八：： 候 所、 右 被 切 倒 候 者 は御揭 廻 組 山 本 次 太 失お 孫三郞 にて 

可 有 之 哉。 右智覺 寺へ 首 持 參之者 は、 足 輕近藤 忠之丞 にて 可 有 之 哉^^ に而、 4^ 御供 W 巾 ii 

候 段 御 横目より 言上 有 之。 

一 、 右 追々 言上 有 之。 右 孫三郎 は、 先年藤田平兵衞家來分蜘田忠太夫銀^^にて不法之巾分、 

不得 止事忠 太夫 を 右 孫三郞 及殺辔 候。 其 節忠之 一は 御 部 舉-住 御供 押 相 勤： S 攸所、 化 後，：^ 分 之 

儀に 付 御供 押 被 指 除、 當時割 場へ 出 居候 由。 御先 手 M 田 五郎 右 衞門糾 之 由に 候。 «之敵^^念 

之 遺恨、 近頃 大に ねら ひ 居候 由 之 所、 今朝 孫 三郞學 校へ 罷出 候途屮 にて 右 之 次 に 及、 ^H.v. 

風呂敷に 包、 親 之 墓所へ 持 參致候 由に 候。 本望 を遂右 墓所に 而 c:*、 又は 夫々 頭お も 相 御 

裁判 相 願 候 得ば 十分 之 所、 右智覺 寺より 直に 淺野川 を 涉效ぶ 候 鉢に 候。 火 枷條^.^ サ近之 社 

に * 付 候 單物片 袖. 同 袴 脫捨有 之 由。 右 忠之丞 之 分に て 可 有 之、 早速 改 方よりも バ" 拙に 指 出， 候 

由 言上 有 之 候。 高 岡 町 小 堀 牛右衞 門前 之 由に 候。 其 場 之 始末 如何と も 相手 去 候^ 故 不相分 


候 得 共、 孫 三 郞も拔 合 候 棘に 而、 刀に i% も 付 居候 由。 依而先 喧嘩 之 御 取扱に 相 成、 夜 五 半時 

過 相 涛候由 之 事。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

五月 十五 日 

一 、 一 昨 十三 日朝 五つ 時 頃、 高 岡 町 小 堀 牛右衞 門前に、 身柄 鉢 之 人 切 合 候 上、 被 切 殺 候 鉢に 

而、 首 無 之 死骸 倒 居候 付、 同町 之 人々 等 駆 合 候 所、 其 內石黑 宇 兵 衞組出 本 治 太夫 も駆參 り、 

頭 宇 兵衞も 役引屮 gl ，中ながら 罷出。 右 は 治 太夫 弟 孫三郞 死骸 # に而、 相手 は 相 知不申 候へ 

共、 いづれ， S 嘩之鉢 之 由に 而、 御 使番御 横目 も 追々 罷出、 見 分 之 趣 言上 等お 之。 宇 兵 衞 相§- 

太 田 小 又 助 も 罷出及 言上。 然る 所 右 死骸 之 首 は、 堀川 赞 « 寺 地內藤 田左衞 門 家來 田 故忠太 

夫 墓前に 有 之 由。 且改 方よりも 及 言上 候 は、 右 孫三郞 相手 は 雲 田故忠 太夫 赏子割 場 附足輕 近 

藤 忠之丞 之 鉢に 風評 有 之。 右 は 先年 忠 太夫 を 孫三郞 手に 懸 候せ-趣 之由。 依而 i:^ 寺 返 M 說 

しらべ 候 所、 忠之丞 儀 右 首 を 風呂敷に 包、 墓所へ 持参り 相手 向、 夫より 川 を 渡り、 淺野町 口 

より 大樋村 に 而袴等 拔捨、 長 井谷 之 方へ 逃 去 候 由 風說有 之に 付、 夫々 手配 申 付、 富 出御 ^ 

迄 も罷越 相^ 候 様 申談。 若 飛 州 筋 等 他 g へ 罷出候 由に 候 は、.、、 罷歸受 持 手 八：： 役人 巾 

渡 遣 候 旨、 前 田 源 五左衛門 罷出及 言上 候 事。 - 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 九 年  九 一七 


九 一 八 

一 、 右 之 通 相手 は 相 知れ 不申候 得 共、 何れ， g 嘩之淋 に忖、 御橫 目：！^  w 之^ 卿 より 被 申 渡、 

則 遂見分 候 所、 孫 三 郞手疵 後 P 疵之 鉢に、 小 SS より 懸 片耳 そげ、 W へ 深く 打： ：3 攸疵 ぽけ 

IJ?- 一  ケ所、 其外兩 手に も 二 丄ニケ 所疵有 之。 耳 は 伊藤 主馬 土  * 際へ «w 候 由： 孫 三 郞刀は t 

拔合打 合 候 鉢に 而、 死骸より 三尺 計 際に 有 之、 脇 指 も 少し 拔懸攸 鉢 之 由。 首 有 之 攸知«寺 ひ 

も、 御 撗目治 太夫 頭幷治 太夫 召連罷 越、 是亦遂 見 分 候 所、 頭上に 一 ケ所 深疵ぉ 之、 其 除 何と 

か 言 趣 有 之 付 候 哉、 面！^ にも 數ケ 所疵有 之、 餐 より 懸、 片耳お 之、 死骸 之 疵と符 八：： いたし、 

孫三郞 首に 相違 無 之に 付、 頭.^ 引渡 候 旨 等、 十四：！： 御用 番へ御 横目 相 isi! 候 it 等 申 h る。 

0. 孫 三 郞儀治 太夫 養 伯父 之 續に當 時相 成 居候 由 之 事。 

〔近 藤 忠之丞 仇 討 一 件〕 

劍術 師範 垣 本 佐 五右衛門 覺書 

天 保 七 年 秋 八月、 江戶 浪人 安藤 久 作と 名 乘り、 面 會致度 取次の 者へ 申 聞 候に 付、 應對 致し：^ 

處、 劍術 稽古 入門の 由 申 聞、 承知の 上 稽古に 取掛 らんと する 時、 先づ形 仕の， & 後に 致し、 勝 

負 致 度 段 申 聞 候に 付、 支度の 上 取掛り K 處、 比 合口 左に 誌す。 

一 、 我 片手に て 脇 上段に 構へ、 彼靑 眼に 構へ 飛込 眞甲を 討つ。 乘境 にて 我がな を； g 換り « に 

右足 を 踏 込、 彼の 眞甲を 討つ。 夫より 互に 靑 眼に 構へ、 彼より 右 小手 を 取らん とする。 乘. 投 


il: 賢 はポ本 

fe- な 右衞門 

賢英 


にて 高の 方へ 引 上る 處、 小手 下より 袂 を切拂 ふ。 其 時不隙 彼が 眞甲を 討つ。 夫より 同じく 彼 

我靑 眼に 構る 處、 我活 刀に と乘 込み、 横 鉢より 肩 口へ 打 込む 處、 彼 被 打ながら にして 飛込 組 

付 候處、 我 左手に て 彼が 右手 を 取り、 右手に て 彼が 咽 を 取り、 直に 彼 は 右手の 下へ 首 を 入れ、 

溜り 中央の 柱 根へ 仰向けに 拋 付る 處、 辟易して 相濟 む。 夫より 溜へ 引取り 種々 物語り 相 S り 

申 候 事。 

一 、 重而罷 越、 度々 致 稽古、 仕合數 度に 及ぶ と雖 も、 一 々其 仕口 を不 記。 其內門^？幾人も相 

手 どり 初め、 予の 門弟に 雖不 及、 終に 其 人に 乘 越え 上達 致し 候。 或 時 彼 殘り、 竊に 一 大事 

を 明し、 赏は近 藤 忠之丞 と 申 候に 付、 此に 依り 予出格 稽古 致させ 候內 免許 を與 ふ。 ^？^^する 

內 三年 相 過 申 候。 其 間に 學校歸 り を、 仙 石 町に て 人 無き 番小 尾へ 入り 待 伏 候 得 共、 連れ 多く 

して 乍 殘念望 を 不達。 又 小姓 町 神 田 一 平方へ 罷越候 節、 ロロより 爲知 候に 付 尻垂坂 下に 待 伏 

罷在候 得 共、 劍先 辻の 方へ 二人 連に て 行き、 道 を 違へ 打拽申 候。 其 後天 保 九 年 五月 十三：" 早 

朝、 佐 賢 稽古 所に 參り拜 神の 處、 自然に 扉 開き、 共に 不審に 存候。 §1.: 成就の 喜瑞 か。 夫より 

高 岡 町 は 小 堀 牛 右衛門 前にて 本望 遂候 節、 佐 賢 山 本 相 角小幡 門前に 忍び、 孫 三 郞の後 を 伺 ひ、 

宗叔 町より 堀端 通り 長 殿 前へ 掛 りし 處、 孫 三郞立 止り 佐 賢の 笠の 內を 見込む。 其 時 佐 資孫三 

郞を 越え 先へ 出で、 長 殿御 成 御門 邊 まで 行 候處、 孫 三 郞有賀 前へ 止り 候に 付、 引返し 後 を 伺 
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木 源 は 鈴 木 

信 左 衞門永 

固なる，；) 如 


し 


ひ、 高 岡 町 德井屛 重 門 之邊へ 行きし 處、 又々 笠の 內を 見込み、 無言に て y"^ は？， 拔 5： 候に； 5:、 

佐 賢 危忽被 成 間 敷と 二度 聲掛 候處、 何の 返答 もな く、 拔身を 提げな が 兩股立 を 取り 進み 候處、 

今 枝 殿の 方より 木 源 餌 指 鉢に て 指： &を 持ち、 孫 三郞を 見て 引 込 候 # を 孫三郞 乍： 次^に 進行 

き、 最早 小 堀 門前 六 七 間 計り 進處、 木 源相圖 之： * にて、 忠之丞ニ尺六寸0拔，：^^を引提げ、 た， 

枝 方より 罷 出で、 互に 無言に て 進 寄り、 小 堀 長 尾 腰に て 片手に て兩斷 流し、 孫 三郞^ 手 冠り 

上段に て 忠之丞 の 眞甲打 込む 處を、 忠之丞 身 を 振換り 様に 片手に て 孫三郞 右の 臂剁ざ 落し、 

夫より 互に 靑 眼に 取 結び、 細かに 數本打 合す 內、 忠之丞 右 之 腕 肱の 51- を 三寸 許り 切られ 候に 

付、 佐 賢 片手に て 水田 住 國重ー 尺八 寸の刀 を 引 提げ、 えいとう の 聲を發 し、 片手に て 孫 三 

,郞 の 二の 腕 かけて 切 込 候處、 彼の 録を 切り、 大指を 切 落し、 追績 け、 忠之丞 た み S ねて 切 

込む 處を 孫三郞 頭上に 刀 を斜に 諸手に て 上げ、 請 太刀に 相 成 候內、 右の 廢 口へ 四寸 計り 3.:^ 

下りに 切 込まれ 候處、 太刀 を 落し、 其 儘 左手に て 脇 の 抦に手 を 掛け、 五六 寸許拔 »攸傻 に 

匸、 W 口よりの 出血 如 瀧、 七. 八 尺の 間隔て たる 伊藤 J リ ヘリ /  ^l-;;;- サこ到 e  ノ g 、お. 3 クー ノ匸, ：u つ こ 

て の土辦 へ走ぜ 懸リ？ 。其 時 佐 賢 も 血， ^かぶりし。、 ほ C ブ 〈 1 びけ，. - 仏.^ し 皮 AiM カー ヅ まして や Z  f 

りと 去 ひ 直に 去らん とする 時、 佐 賢 首 を 取れと 一 一 丄ニ聲 掛けし 處、 横 へ 振 向き 五 丄ハ刀 打 込み、 

推 切り 首 を 取り、 風呂敷に 包み、 手拭に て 腕を卷 き、 前 ffl. 殿 門前へ 去る。 佐 賢 刀 を 孫 三郞拷 

にて ぬぐ ひ 鞘へ 收め、 夫より 孫 三郞の 身形り を 直し、 袴 を SE へ 引下げ、 今 枝より 立 去り 歸 


す。 忠之丞 は 夫より 藪の 內通り 圖書橋 高へ 掛る 處、 孫 三 郞兄次 太夫 並せ がれ 拔 身の 齡を 持ち、 

忠之丞 を 見掛けながら 突 褂り不 得、 見脫 し候處 臆病の 棘に 見え 申 候。 忠之丞 夫より 菊 池橫簸 

の內 通り、 生 柄の 小路. 表具屋 小路 通り、 末寺 前より 堀川 端 智覺寺 父の 墓へ ijim を 僮へ、 夫より 

垣 を 越え 淺野川 を 渡り、 田圃 通り 大樋 宮へ參 り、 叔父 竹 屋六兵 衞兼而 手配 之 通り、 指替 大小 

.幷 に 着 替を菰 に 認め 待 受け、 此に而 衣服 等 改め、 二 又 越に て飛驟 通り 江戶へ 行き、 先師 井上 

傳兵衞 方に 便り 被 抱罷在 候。 

右 瀨尾餘 一 の 聞 書と いふ。 

五月 十 A 日。 金銀 を 用 ひたる 器具 は 今年 限り 賣買 すべ から-さる 幕 令を傳 

ヽ 0 

ふ 

〔御用 留〕 

大目 付.^ 

猫幷 かん ざし. きせる、 又は たばこ 入 • 紙 入 かなもの、 其 外 無益の 翫之 品に 金銀 用 候 之 

H 前々 相 觸候趣 も 有 之 候處、 近 來猥に 金銀 具 相 用、 幷賣 買いた し 候 者 もお 之 由 相閒、 如何 

之 事に 候。 以來 百姓 • 町人 右 鉢 之 品に 金銀 用 候 儀 決 而不相 成、 主人 或 者 出入， 尾 敷 等よ *りぉ»、 

又 者持傳 などに 候と も、 金銀 器 類 一 切 持 申 間 敷 候。 右に 付而 者、 武家 要用 之 品 は 是迄之 通、 
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丹 後 守 榮< 

の 筆， ven -」 係 


る 


其 外 も 武家より 跳 候 分 者 格別、 都而 金銀 具 相 用 iL か 品內證 に而裕 置、 賓賈 致す ii: 敷：^。  P 、今迄 

商人 共 仕 入 候 分 は、 當 年限り 賣 買いた し、 來亥パ ヰよ、 り可爲 止 候。  • 

関 四月 

右 之 通 可 被相觸 候.^  . 

櫛幷 かん ざし 等 無益 之 翫之ロ i に 金銀 用 之 儀、 御 停止 之 旨 等 之 儀に 付、 從公， 相； g 攸御 付寫 

一 通 相 越 之 候條、 被 得 其 組. 支配 幷與カ 且又 家來 末々 迄 も 可 被 申 渡 候。 糾 等之內 裁許れ 之 

面々 支配.！^ 茂 相 達 候 様 被 申 聞、 尤 同役 中 可 有 傳達候 事。 

右 之 趣 可 得 其 意 候、 以上。 

戊戌 五月 十八 日  ♦ 奥 村 丹 後 守 

橫山 山城 守 

五月 廿ー 一日。 前田齊 泰，、 奧村丹 後 守に 學制修 稀の 事務 を總载 すべき こしし 

を 命ず。  • 

〔官 私隨 筆〕 

五月 十四日  . 

一 、 御用 之 間へ 被 召 候 付罷出 候處、 此度學 校 御 仕 法 向 御 修補 被 仰 付 候 付而、 右 御用 主 付 可 被 


仰 付と 被 思 召 候。 先達 內存被 聞 召 候 趣 も 有 之に 付、 先御內 fi 被 仰 聞 候 由 御 に 付、 先 以赏 き 

御用 可 被 仰 付御內 被 仰 渡 難 有 仕 合奉存 候。 乍 去 私 身分 之 儀 は、 先 播磨守 迄內々 申 tsais 候 

通に 而、 被 知 召 候 通 無調法 之 儀、 御 目 利 を 以被仰 付 候 詮も無 御座 而は奉 恐 入 候。 其 上と かく 

虛 名高に 御座 候而、 萬 事 楝取相 勤 候 様に 去々 年 以來も 申なら し 候 鉢。 か 様 之 所へ 又々 右 様 之 

御用 儀 被 仰 付候而 は、 彌役權 歸し申 候 而御爲 不可 然様に 奉 存候趣 段々 申 上 候處、 申 上 候 所 は 

左様に 候へ ども、 結句 右 之 通 被 仰 付 候 方 可 宜樣被 思 召 候 間、 押而 御請 可 申 上、 * 分に 付而之 

儀 は 先達 而 御意 被 遊 候 通に 而、 金 龍 院様御 牌 前 宜被仰 上 候 間、 御請 可 仕 旨 等 御 £ に 付、 

奉 恐 入 儀、 其 所に おいてと かく 申 上 将不申 候へ ども、 又 不束に も卽 座に 御請 難 中ト： 奉存候 

間、 猶又 相考候 上申 上 度 旨 申 上 候處、 其 儀 は 如何様 共と 御意に 付、 返 座 之 卜： 播州へ 內々 及 

爲聽。 

〔官 私隨 筆〕 

鲁 

五月 二十日 

一 、 御用 之， 間へ 被 召罷出 候處、 學校 御用 被 仰 付 候 儀に 付、 此間播 磨 守 迄 申達 候 趣 被 聞お、 # 

寄 之 通 尤に被 思 召 候。 乍 然播磨 守 等に おいても、 丹 後 守 加り 候 様 仕度 it 申 上 候^に 候へば、 

丹 後 守 御請 不申 上候而 は、 播磨守 等 迄に 而相勤 得 可 申 事 も却而 « がた き 様 之 儀 も 可 有 之 候 
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間、 iH- 分に も 御請 申 上 候 様に と 之 趣 段々 御意 有 之に 付、 K 々わけて 御" 二 之 趣 委= ^^承知^ S 

入 難 有 仕 合 奉；：^ ■ 候 「) 之 趣 被 聞 召 候 上、 寧 を わけ 又々 御^之 俊に 御. M 候へば、 此上 强而御 

斷申上 候 段 は 深く 奉 恐 入 候 i^、 此上は 御」 〈=^ 次^ 御請 奉 申 k に而 可.；^ 御麼 ilH 申 上 候處、 御 lilH^ 

申 上旨 申 上、 御喜 悅被思 召候昏 御意。 而 御請 申 上、 返 去 之ト： 播州へ 內ノ.-* 爲聽巾 人：^。 

〔官 私隨 筆〕 

五月 廿 二日 

一 、 追 付 御 出， 丹 後 守 儀 御用 番 誘引 罷出、 御 三 之 之內巾 之疊に 而御禮 仕、 御 敷， i 

を 入 六尺 計 進出 候處、 近う と 御； ilT 三尺 進出 候處、 御手前儀學校方用^^主化ゅ忖^「、 播 1； 守 

等 申 談可被 相 勤 候と 御意に 付、 奉畏 候。 重き 御用 被 仰 付 難お 仕 公 奉. 申丄 ^^^.r^.^^M 

被 申 上、 返 去.^ 其 次播磨 守. 內膳被 召、 畢而 御用 H に 付 各 罷出如 例。 

五月 廿ー 一日。 浪人 • 百姓 • 町人 等の 所有す る鐵 炮を錄 上すべき こと を 命ず， L 

〔御 郡 典〕 

御領， 鐡炮御 改之儀 は、 贞享 年中 從 公儀 被 仰 渡 之 趣 有 之、 鐵炮 所持 之 浪人 幷： 〔姓. 町人 等 手前に 

有 之 分、 綿密 * 出、 且右 持主 故障 或は 讓替等 之 時々、 其 委細 斷^ 之、 御 縮 方 厳 に 相 成 W 攸 

處、 近年 甚？. K 二相 成 候に 付、 今般 丹 後 守 殿 等 被 仰 渡 之 趣 有 之、 夫々 取調 5：； 候條、 御家人 子、 め 等 


之 外、 厄介 或は 主人 持 等に 而無 之、 長 尾 借 等之內 若鐡炮 所持 之 者 罷在候 は、、、、 委曲 來月 廿日 

迄之內、御^:1分幷御組.御支配分、別紙草案之通有無共、 ニノ御丸私共役所、奇=四っ時ょり九 

つ 半 過 迄 之內、 御 書 出 可 被 成 候。 此段御 承知 被 成、 御 同役. 御 同席 御 傳迮、 御糾. 御 支配 御 ゆ 

談、 且亦御 組 等之內 裁許 有 之 面々 は、 其 支配 も 不相洩 様相 達、 其 向々 支配人より a に ま H 出 候 

之 様、 御 申 談可被 成 候。 先々 御 順 達、 落着より 五郎右衛門 方 迄 御 返 可 被 成 候、 以上。 

五月 廿 二日  .  岡 田 五郎右衛門 

兒 嶋 忠左衞 門 

. 槻尾甚 七郞様  ， - 

追而御 支配 百姓 等 所持 之 委曲、 是又別 撒 之 通 御 書 出 可 被 成 候、 以上。 

御 方 之 儀、 天 保 六 年各榇 より 御用 番御 年寄 中等.^ 御 達 之 趣 有 之、 其 以後 鐡炮 持主 名前 等 « 

面に 認、 御 家老 衆お 追々 御 達 有 之處、 右 帳面 丹 後 守 殿 等 御手 前.，^ 御 取 立、 今. ば 私共.^ 御波、 

猶更 取調 现、 此末御 縮 方 相 弛み 不申 様遂 詮議 可 申 旨 被 仰 渡 候。 就而は 前段 御 家老 衆.^ 御 f ゆ) 以 

後、 鐵炮 所持 之 者 死去、 或は 讓替、 又は 狩人 願 等 之 增減も 無 之 哉、 今一 篇可 被遂？ 候。) 且 

又 今度 御 郡 方 復元 之 御 仕 法に 付、 役名 等 替り申 品 も 有 之， 鉢。 旁以 草案 之 通、 改而 晋-; s、 

別紙 n=K 之 通 御 指 出 可 有 之 候。 尤御指 出 之 上 は、 猶更御縮方殿4^御中渡、 所持 人お 故 S 等^ 
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1 1 ゾ. 

之 節 は、 聊不洩 様 私共.^ 御 屈 可.；^ 之 候、 以上。 

五月 廿 二日  岡 田 五 郞右衞 門 

兒 a- 忠左衞 門 

槻尾甚 七 郞殿 

五月 廿 四日。 諸 士の遣 書 を 簡易に 認む べき こと を告ぐ 「- 

〔諸事 要用 雜記〕 

五月 廿 四日 

諸士等 遺書、 前々 は 調 方 簡易に 候 所、 近年 は 次第に 細密に 相 成、 長 篇に相 成 候。 元來 gai^: 之 

儀 は、 存生 中 之 御禮曁 せがれ 等へ 名跡 願 之 趣 さへ 調 候 得ば 宜 儀に 候條、 以來は 成；^. ゆ ：3^ に扣 

調 可 申 候。 猶人々 存寄 次第 たるべく 候。 見 苦 敷 儀 等 は 御 貪 着 無 之 i$。 

右 御用 番御 渡、 左 之 通 御 口 達 有 之 候 事。  - 

遺書 之 儀 は、 御 禮之趣 故 自筆に 相 調 可 申 所、 畢竟 長 篇故か 代筆 之 人ケも お 之.^ え 末期に _伞： り 

調替、 彼是 混 雜も有 之 鉢。 旁 如 斯申談 候 旨、 御用 番又三 郞殿被 仰 渡 候 ほ 高 田 氏演述 之ポ。 

五月 廿人 日。 領國の 產物を その 地の 役人に 依賴 して 購入す る こと を 禁ず。 

〔郡 方 御觸〕 


御領 國之 諸產 物、 賣人之 手 を 離、 其 所々 奉行 • 支配人 幷下々 役人 共お も 賴込相 求 候 人々 有 之 # 

相 聞え 候。 右 樣之儀 役 筋に おいて 致 取 持候而 者、 下方 煩 茂 有 之 鉢、 不可 然 儀に 候條、 向後 右 

樣之取 持 致 間 敷 候。 此段 下々 役人 共.^ も、 急 度 可 申 渡 置 候 事。 

右 之 趣、 所々 町奉行. 御 郡 奉行 等お 可 被 申 渡 候 事。 

五  月 

御領！： 諸產 物、 賣入之 手 を 離 取 持 致 間 敷 旨 等 之 儀に 付、 別紙 之 通 御用 番 年寄 中 被 申 聞 候に 付、 

寫相達 之 候條、 被 得 其 意、 下々 役人 共 も 不相洩 檨可被 申 渡 候、 以上。 

五月 廿 八日  御 算用 場 

五月。 火災の 際 手 鎌を携 ふること を 禁ず。 

〔御 邵 典〕 

付 札、 御 奉行.^ 

火事 之 節、 於 途中 幷 火事 所に、 手 鎌 を 以人を 拂候儀 怀有之 # に 付、 以後 手 鎌 持 參之儀 可爲無 

用 &1、 文政 四 年 定火消 役 等お 申 渡 候。 右 御 倾！： 一  統之 事に 候處、 其 節 譯而不 申 渡 候に 付、 今 

般申波 候條、 手 鎌 持 候 者 有 之 候 は.、、 以來爲 指 止 可 被 申 事。 

五  月 
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五月" 石 川 郡 鶴 來石浦 屋茂助 調達 金の 加入 を辭 したる を 以て W に 儉約を 

命 ぜ らる。 

〔大鋸 文 害〕 

一 、 鶴來石 ffi 尾 茂 助、 今般 御調 達 金 四 兩被仰 付 候 所、 難 ft に忖， お 上 * 候」：：： 中 開。 依 而此， 御 

聞屆、 左 之 通 ケ條窨 を 以被仰 渡 ilnT 

覺 

一 、 袴. 羽織 着用 無用 之 事。 

一 、 本 結に 而髮結 申 間 敷、 藁 等に て 結 可 申 事 

一 、 傘. 下駄 等 相用不 申、 晴附共 草鞋 相 用 可 申 $。 

但し、 雨天 之 節 者ばん とり 相 用 ひ 可 申 事。 

右 之通當 戌年より 子年 迄 三 ケ年之 間 急 度 相 守可遂 節儉、 尤家內 一 統、 ； 之， 依 候" に (他 之 & 

細 之 儀 は 譯而不 申 渡 候條、 萬 事 右 准 じ^ 略 可 致 候。 万一 心得違於^^之者、 無 是非 ^ts.: 可中忖 

者 也。  . 

天 保 九 年 戌五另  御 郡 奉行- 

鶴來村 役人 中 


六月 一 百。 前 田 齊泰の 子 純 六郎の 逝去 を 公表す。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

六月 二日 純六郞 殿御 卒去。 御 內實は 五月 晦日。 御 年 御 三つ。 同 九日 御 葬式、 下 谷廣德 寺.^ 御 

移、 同 寺境內 ぉ御收 り、 御法號 恭信院 殿と 申な り。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

六月 九日 

一 、 純六郞 殿御 儀、 前 月 中頃より 折々 御 吐乳 被 遊、 御 蟲通之 氣味も 折々 有 之 由。 御 便 每に御 

容鉢申 上り、 爲指御 様子に 而も 無 之 候 所、 今 便 永 原 貢 等より 來狀に 御 容鉢書 等 到來。 二十 八 

夜より 御 吐乳 も 數度有 之、 二十 九日 漫癎之 御 症に 被爲 在、 次第 御 疲勞、 衆醫等 御^^ 色々 

御藥用 御座 候へ 共、 朔 日朝 之 御 様子に 而は御 急 變も難 計 旨、 御 醫師中 申 聞 候 旨 等 申 上。 且朔 

日夕より 猶 御疲勞 相增、 次第 被 爲及御 指 重り、 御大 切 候 旨 申 上、 御 家老 中等お も 其 趣 i ^候 

等 言上。 同夜 不時 立 早 飛脚 步申渡 候 旨 等 申來候 事。 

一、 晝 九つ時 頃、 當 二日 不時 立 早 飛脚 到來、 純 六 郞殿當 二日 未の 中 刻 卒去 之 旨、 夫々 申來 る。 

夫々 申 上 候 事。 

〔諸事 要用 雜記〕 
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六月 十二 日 

一 、 純六郞 殿御 法 號江戶 表より 申來。 

恭信 院殿敏 惠紹寬 童子 

一 、 左 之 通 高 田 氏申談 事。 

恭信 院樣御 忌日 六月 二日 之 所、 思 召に 而 向後 五月 晦日、 小の 月廿九 H 御 振替 之 儀 被 仰 出 候 

In チ 0 

き 

六月 四日。 氣候順 を 失する を 以て この 日 以後 祈 禱を行 はしむ。 

〔諸事 要用 雜記〕 

六月 四日 

一 、 不順 之氣 候に 付、 左之ケ 所に 而今 日より 追々 御 祈 禱被仰 付 候 由に 候。 

白  山  倶 利加羅 石 動 山 

稻荷眞 長 寺  一  宮  立山 ニケ寺  ， 

一 、 年寄 中 右 御 祈禱中 今日より 齋之 事。 

一 、 思 召 被爲在 候に 付、 明日. 明後日 朝夕 御 淸め被 遊 候 段 被 仰 出 候 段、 御用， 邦 EH- 中 演述有 之 


但、 御 奥.^ 御 料理 もの s ため 申入 置 候。 御 膳 奉行お は尤 御用 部屋より 談有 之。 

六月 五日 

一 、 今日より 三日 於 白山 御 祈禱有 之、 御名 代 前 田 兵 部 被 仰 付 候 事。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

五月 廿 九日より 土用 入 之處、 不順 至極に て 寒く、 綿 衣 着用、 手 あぶり 入用 之 位。 翌 

六月 土用 入より 餘 り不氣 候に 付、 諸 寺社に て 御 祈禱。 

六月 廿 三日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔諸事 要用 雜記〕 

六月 廿 三日 

一、 今日 兩學 校へ 御 出 被 遊 候。  • 

伹、 文讀師 會讀ニ 席. 古 易斷. 算學、 武澤田 貢 居 合。 

六月。 前 田齊泰 百姓の 風俗に 關 る 心得 を 諭す つ 

〔郡 方 御觸〕  . 

今般 風俗 等 心得 方 之 儀 被 仰 出 等 之 趣 有 之、 依之爲 心得 申 渡 候。 

御 治世 久しく、 何事 も 自由なる ま、 に、 おの づ から 世 風に ひかれ、 一統お ごり、 
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長 じ、 可 茂 身分に 應ぜぬ 霞せ しめ、 父母に つかへ 擎をは ご こと 茂 行と..、 かや . 

ミぁ S: もっかへ 申もの も 有 之、 sn$l  i0fii 

を 失ます、 職 稼 墓に 致し 候ば、 おの.. つから I 之 费も相 止、 ？茂 取つ..、 き、 I もす 

i:、 實 f もて；， が ひに 助 食 やうに 相 成 S. 候。 殊更 年 ss、  1-^0-1 

て 手き 致し 8 に 候 間、 別に 分限 相き、 iciiim 

M^s. き々 くらし 方 聊も身 を 不失様 心懸可 申、 其 身の 心得 所. 行 を もて、 家内の 者 を 初- 1 

i 共 一統 之 手本に なり、 いづれ を あ？,  rm  l-f 

I. 一  統油斷 も 有 之 間 敷 候 得 共、 尙更違 失な く 急 度 相 心得 可 申 事。 


六 月 


右 霧音以被仰渡 之 趣、 看 其 S. 候。 此末被 仰 858、  isi  f 

請 上 之 申 候、 B 上。 

天 保 九 年 七月  I 寄より t 列 迄 ， 

六月。 百姓の 田 高 を 多く 所有す る もの 、心得 を 諭す - 

〔司 農 典〕  r?、，、l.J よ、 ド人 

耕作 方 之 儀 は、 百姓 根元 秦に 候得 ば、 観 持 候 者に 而も、 sal^ 


I 


共 等 勢子 方 も 不行屈 儀に 候處、 次第 僭上に 相 成、 少々 高 數持候 得ば 卸し 作 勝に いたし、 適 致 

手 作 候 而も 下人 任せに 致 置 候 様に 相 成、 百姓 之 本義 を 取 失 ひ 不埒 之 至り、 竹 5 一  分身 上之爲 

を不亦 儀。 殊に 長 百姓 等、 前 條之逋 自身 鍬 を 持 手懸申 様相 成 候 得ば、 小 fir 姓 等 稼 之 勢子 i. サも 

相 成、 兎角 不 稼に 而は難 a 取 直す 道 も 無 之 儀に 候條、 以來此 段 急 度 相 心得、 持 高 之 多少に 不 

拘、 其 身 鍬 持 可 致 耕作、 又 稼 有 之 村々 は、 稼 を も 同様に 相 心得 可 申。 以後 若 不精 之 者お 之 候 

者、 拙者 共 廻 先に 於 厳重 致 穿鏊、 其 様子に 寄 高等 を 取 揚申儀 も 可.；^ 之 候條、 相 心得 可 

申 候。 且 下人 等 も 耕作 幷稼方 等 不精 之 者 有 之 候 は、、、 可及斷 に、 嚴^5^遂詮議可申候。 奉公人 縮 

方 之 儀 も、 前に 申 渡 置 候 通、 厳重 縮 方 相 立 可 申 候。  - 

一 、 先 tgl 而申渡 置 候 通、 高番代 は不及 申に、 高 世話人 等 相 立 申 僅 一 圆不相 成、 ^^卸しにぃた 

し 可 申 候。 是亦廻 先に 而相 a 可 申 候。 

一 、 小作 心得 違 之 者 有 之 候 は-.、、 前段 之 通 SS 先お 可 及斷に 候。 

一 、 去年 申 渡 置 候 通、 以來 秋に 至り 御收 納入 濟不 仕、 作德米 引取 申 儀 一 圓不相 成、 且小 ほ， 姓 

等御收 納入 濟無覺 束存候 者、 役人 手前に 而 先づ稻 縮いた し 置、 御 收納手 $5糙 に 見 W 申 k 稻爲 

刈 可 申、 彌無覺 束 者、 其 段 組 主附被 相屆、 役人 手前.^ 稻刈 揚御收 納入 涛 いたし、 其 餘は作 人 

可 相 渡 候。 
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一 、 近年 卸し 方甚 lg に 相 成、 親 作 共 一 方 之 小作 は、 卸忖米 は不殘 御藏 又は 町藏. 分 持 高に 

當る 御收納 全く 入、 一方 之 小作. Si 卸 付 米は不 殘作德 米に 當て、 或は 小作へ 卸し 米は不 殘御收 

納に相 立、 手 作 之分不 殘作德 米に 當て 引取、 用 米 を 步に取 申 割 八：： にいた し 卸し 2S!^ 者 多^ 之 

候。 右に 付 御 收納米 米 證不宜 分 も 入 交り、 是等 は甚以 不屈 至極に 候。 以来 は 小作 一 入々 A 、之 

手前より、 御 收納米 何程 作德米 何程 ふ 振 分け 可爲相 計。 右 振 分け 様 は、 卸し 付 米 之 ：2:^ ^へ.^ 代 

に 當る免 相 を 以振分 可 申。 猶 別紙 乃至 書に 調 置 候。 尤御收 納米は 先に 扣納、 御收 納入 W 攸上 

作 德米爲 相 斗 可 申 候。 此趣親 作 • 小作.^ 得キ申 渡、 双方 請 取 立 可 指 出 候。 

一 、 親 作 共 下田 を 上田 之 合 盛に 當て 小作.^ 卸し 付、 其 身 は 上田 を 手 作に 致 W 候 者.；；：： 之；^。 ：： 疋 

等 は 卸し 揚に 相當り 不屈 至極に 候。 依而迥 先に 而相尋 候 儀 も 可.；^ 之 候條、 此段可 中波 K 攸。 

一 、 田地 割 永く 不致而 者 地味 善惡 出來、 且切高 多 村 は 地元 割合 不： ：！： に 相 成 候に 付、 二十 年 相 

立 候 は.、、 田地 割 可 願出キ 先年 申 渡 置 候處、 いまだ 田地 割 不願出 村々 は 早速 顯出、 常 秋 刈 跡 

より 可 致割替 候。 若 彼是 指 構 等 有 之、 不願出 族 於 有 之に は、 村 役人 越度に 可 申 付 攸條、 .此 段 

可 申 聞 候。 且 田地 割いた し 候 村 方 も、 垣內 分り 居候 ケ所 は、 垣內々 々にて 田地 割いた し攸族 

も 有 之、 不埒 之 至に 候。 尤右 樣垣內 分り 居候 處は、 垣內々 々打 込 致 田地 割 可 申 候。 

右 之 趣、 夫々 得 村々 末々 迄 行 屆候樣 申 渡、 其 許 中に おいても 每.； ^迥 村、 肝 煎 等より 巾 波 方 


之樣 子等 承、 綿密 詮議 可 有 之 候、 以上。 

戌 六月  安田新 兵衞 

崎 田 達 之 助 

諸郡惣 年寄. 年寄 並. 新田 裁許 • 山迥中  ， 

七月 一 一日.、) 前 田 齊泰の 子 利 順 名 を喬松 丸と 改む。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕  . 

七月 二日 龜丸 殿御 名 喬松丸 殿と 御改被 進るな り。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

尸 月 siw- 曰 

龜丸様 御名 替之儀 被 仰 付、 前 月 十一 日に 御用 人，^ 御 使 等 之 儀 申 談置候 所、 前 月 二十 二  H 御 使 

相 勤 候 旨 等、 二十四日 出 今日 夫々 申來候 事。 

今般 龜丸 殿御 名 喬松丸 殿 キ御改 被 成 候 樣被仰 進 候。 此段榮 橾院様 御 初.^ 可 申 t3s 被 仰 出 候。 

八  月 

右 寄 取、 御 廣式頭 兼 松 呼 立 相 渡す。 

龜丸 殿御 事、 今般 於 大奥 御 男子 樣御 誕生、 御名 松平龜 五郎 様キ 被稱、 御 同 唱に付 <S 松 丸殿キ 
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御 改被成 候 様 被 仰 進 候。 此段被 仰 聞 候 事。 

八  月 

右 御用 番美作 守 へ 主稅相 達す。 

七月 六日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔官 私隨 筆〕 

七月 六日 

一 、 今日 稽古 御覧 之 儀に 付、 自分 儀 は 御用 儀 取 込 候 付、 今 S 御お 問 餐 院に而 御 川：^、 腿出攸 

順に 候へ ども 美 作 守被罷 出。 

, 一 、 九 時過學 校へ 罷越。 

御覽之 次第 

學校 御玄關 より 直に 武學 校へ 被爲 入、 稽古 夫々 不指支 段 御 達 申 上、 御 * 明 次 g 定番 御 1:,.- 迥武 

藤 空 兵 衞方山 岸 流 居 合 相始、 相濟 師範 人等爲 引取。 山 崎 新五郞 儀御番 引に 付 5^ 引 人 指 出、 劍 

術 相始、 相濟 夫々 に爲 引取。 原 田 又 六 郎等 指 出、 術 相始、 相濟 杏田 撒 平方 弓術 桁 支不申 K 

御 達 申 上、 御 襖 建 射場へ 被爲 入、 的 御覧 被 遊、 其內 ねこ だ爲 敷。 萩： S 勘 太夫 俊.；： 所に 付 

指 引 人 指 出、 組 打 不指支 段 御 達 申 上、 重而 御座 之 間へ 被爲 入、 御澳明 次 i つ： H ^稽" 相 ★、  K に 


又 三 郞家來 大坪流 荒木 掛田中 久藏方 等乘馬 御覽被 遊、 相濟 候上學 校より 御 r^. り 被 遊 候 事。 

一 、 八 時 過被爲 入、 夫 々御 次第 書 之 通相濟 也。 

但、 差 定り候 外 御 好に 而被仰 付 候 人々 も 有 之、 御 歸殿は 七 半時 頃 歟之事 G 

七月 六日。 篠原監 物の 家来 安田 與吉の 子孫 作 人 を 害して 已も 殺さる。 

〔諸事 要用 雜記〕 

七月 六 H 

一 、 左 之 通り 御 横目より 言上 之 事。 

昨夜 條^ 監 物家來 安田 與吉 せがれ 孫 作.. 寸申 者、 前 田 兵 部 家 來淺野 川上 鈴 見橋邊 W 人家 屮之 rS: 

に 住 罷在候 羽田 權 太夫 キ申者 方へ 忍 入、 同人 枠 少之進 を 殺害に および、 少之進 妹 ふさへ も 

手疵爲 負、 直樣 同家 中 隣家 赤 尾 宗兵衞 方へ 忍 入、 右 宗兵衞 へ 手 疵を爲 負 候に 付、 宗 兵 衞儀右 

孫 作 を ：！： 人 門前に 而討留 候 旨 承り 候 段、 町 廻り 御 横目 足 輕申聞 候 段 羽田 三 作 言上。 

右 者 先達 而孫作 赤 尾 宗兵衞 方へ 養子に 參り 居、 其 節 羽田 權 太夫 娘 を 妻 公 候 由。 其 後 不行跡に 

付赏 家へ 孫 作 相 返、 依 而嫁も 里方へ 返 候 由。 何 か 遺 意 も 有 之 哉 右之爲 鉢に 候 事。 

七月 十三 日。 蔭樹 伐採の 際 濫に七 木に 觸る 、 こと を 禁ず。 

〔御 W 典〕 
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今般 改作 所；？ 5^_sf 之 上、 御田 地ョ 蔭に 相 成 候ケ. 所、 蔭 伐 之 ffi 申 渡 K 所、 此節 追々 伐 水いた し 候 

由。 然處 中には 御 縮 方 等閑に 相 心得、 村 方 役人 共 迄 見 分 之 上、 其 筋.^ 無斷 伐木いた し 候 林に 

候。 七 木 御 縮 方 之 儀 は、 前々 より 厳重 申 渡 置 候 通、 垣根 廻りたり とも 夫々 見 分 を受根 伐、 0 

印不打 渡置而 は、 御 縮 方 相洩候 之條、 綿密に 相 心得、 之 儀 無 之 様 可 相 心得。 n 然無： S 印 之 

伐木 等 取扱 致 候 様 之 儀 有 之 候 は、、、、 兼 而申渡 置 候 通、 廻 先山 廻 役人 申 渡 Ji、 兑$ ^御 格に： F 

申 付 候 之條、 得 其 意、 嚴重可 相 心得 者 也。 

戌 七月 十三 日  御 郡 奉行 

羽 喰. 鹿 嶋兩御 郡 村々 役人  ， 

七月 十八 日。 川上 芝居の 興行 を 禁止し、 次いで その 建物 を 毀ちて 東 木 願 

寺 末寺に 寄進す。 

〔川上 芝居 一件〕 

一 、 川上 芝居 御 詮議 之 趣 有 之、. 指 止 候 様、 御用 番內膳 殿 被 仰 聞、 其 段 M 心中 並に 小 5? へ巾談 

する。 

天 保 九 年 六月 八日 • 

〔川上 芝居 一件〕  - 


町奉行.^ 

末々 輕き者 共、 稼 方 薄 難 & 之 鉢に 付、 芝居 狂言 • 物 眞似樣 之 額、 町奉行 切 承 屈可然 旨、 先年 及 

旨圖、 其 以來犀 川 川上に 小屋 も 出来 有 之 候 得 共、 今般 及 指 止 可 申 旨 被 仰 出 候條、 被 得 其 *T 

可 被 申 渡 事。 

戌 七月  . 

朱書  11 

右 昨 十七 日 御 席へ 御 呼 立に 付、 十八 日 登城 致 候處、 別紙 之 通御覺 書、 御用 番御助 又 三- -fe 

御 渡に 付、 添書 を以 同日 同心 中へ 申談。 留 御用 帳に 载之。 

〔御 家老 方 等〕 

八月 廿 七日  . 

一 、 近頃 芝居小屋 取 毀、 末寺 大工 小屋に 寄進 致 候 事に 町奉行 申 渡 由。 

〔文化より 弘 化まで 日記〕 

文政 ニ年擊 川の 上に 而定 芝居 被 仰 付 候處、 此度不 相 成 事に 被 仰 渡、 右 芝居 小 -取拂 十七^ 四 

十 間 計、 此木品 不殘東 末寺へ 被 遣。 但町會 所より。 右に 付 町方 所々 より、 作り物 等兩 末寺.^ 

品々 寄進。 
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〔綿 津尾政 右衞門 自記〕 

一 、 川 かみし ばゐ御 さしとめ にっき、 こやのぎ は、 おまつ じさい こ  <ち うにて、 大芝： は ひ 

がし まつじへ くだされ、 みぎの、 ざいもく、 一  向し うの もの どもへ 御 申 わ；，！ しにて、 まひ H な 

む あみだぶつの ひやう しにて、 うんそう いたし 候。 まことにに ざ，/^ しき ことにて；^。 小し 

ばゐ こや は、 まち やに 相な り 候。 

七月 十八 日。 前 田 齊廣夫 人 S 歸國 以後に 於け る 駒 込 邸の 管理に 就いて 定 

む。 

〔於 江府 每日誊 立幷日 gi 之內 書 拔 〕 

七月 十八 日  . 

眞龍院 様 御！： 表.^ 御發輿 後、 御中 US 敷 御殿 暨御庭 向 共、 同所 詰 御 横目.^ 引渡 之 依 伺 被 仰出攸 

間、 永 原 貢 等より 引 請 可 申 旨 被 仰 渡 候 付、 御 發輿後 右 貢 等 示 合 引受 可 申 候。 且乂御 之- & 

者、 當時小 左 衞門詰 合 候 間、 同人 示談 可 仕 キ奉存 候。 

一 、 右 御 向 等 引 請 候 上 者、 都 而同處 詰 私共 幷假 横目 収 可 申 候。 

一 、 眞龍院 様 御發輿 後、 御殿 向 之 儀 は、 非常 御 立 返 等 御用 之 俄 も 難 計御瘦 候に 付、 御 ffi 物 等 

格別 大 ffi じ不 仕様 相 心得、 不叶御 修複之 儀 御作 事 奉行 中お 可 申談、 数 又 心 付 候， i^^、  ：；^..^ 御 


達 可 申 も 可 有 御座 候。 

一 、 眞龍院 様 御 住居 以前 之 通、 右 御殿 風 入定 日 相 極、 每月 六日 之 朝 五 半時より 八 時 迄、 御 問 

々々爲 明、 割 場より 足輕 二人. 小者 二人 受取、 御作 事處 より 楝梁查 人. 日用 一 人爲 出、 S 

等 申 付、 私共 見廻り、 爲御 縮御步 横目. 御 横目 足 輕爲相 詰 可 申 候。 右 掃除 御用 之 品々 御作 事 所 

より 受取 可申キ 奉存 候。 

一 、 御 庭之內 御亭. 御物 見 等、 是又御 同所 様 御 住居 已前之 通、 割 場より 每日 小者 贰人充 受取、 

草 取. 掃除 等 爲致可 申 候。  ， 

一 、 御殿 向幷中 御門 之內 空地に て、 御 同所 檨御 住居 以前 之 通、 割 場より 毎日 小者 二人 充 受取、 

草 取 掃除 等 爲致可 申 候。 

一 、 右 御殿 向 風入曁 空地 掃除 等 之 儀、 已前之 通 留書御 横目 足 輕ぉ申 渡、 都而指 引爲相 a 可 申 

侯。 

右 御中 尾 敷 御殿 向 等 御 引渡に 付、 眞龍 院樣御 住居 以前 之 振 を以、 右 之 通 相 心^ 可 申 哉キ奉 

存候、 以上。 

戌 七月  高 岡 右門 

前田圖 窨樣 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 九 年  九 四 一 


九 四 二 

山 崎 庄兵衞 様 

右 紙面 之 通 相 心得 候 様、 御 横目お 申 渡 候 事。 

七月 廿 一 日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔官 私隨 筆〕 

七月 廿 一 日 

一 、 今日 於 學校出 情人 等 稽古 御覽之 儀、 一 昨日 被 仰 出、 夬々 申 談？？ I。 今 日ほ 分 は 九 時 承 

出、 學 校へ 罷越。 年寄 中等 伺 公之 人々 山城 守. 美 作 守. 內 匠. 大學 I 外 記、 九 半時 被 越。 

一 、 八 時 過 御 出御 次第 書 之 通 夫々 濟、 御 次第 書 等 別に あり。 

一 、 御 反り 七 時 前 也。 


ん 

兵 衞 

兵 衞 


0 


百 歳 者 LL 錢 

v^si はる-、 

とこの 年.^ 

^とする 如 


七月 廿ー 一日。 百 歳 以上の 高齢者に 金品 を 下賜す 

〔國事 雜抄〕 

一 、 鳥目 七 貫 文 宛  石 川 郡 二つ 屋村 百姓 iij 右衞門 祖母 さ 

同 郡 間 明 村 百姓 彌三郞 祖父  六 

河北 郡 四 王 寺 村 百姓 九 郎兵衞 祖母 よ 

 .  石 川 郡， 別. 所 村 百姓  ,  ■.  ,^ 


右さん 等、 百 歳 以上に および 稀 成 高年 之 者 共に 付、 如 此被下 之。 子孫 彌 孝行 を 加へ 可 申 候 _ 

此段 其身幷 子孫 共.^ 可 被 申 渡 候 事。 

右 御 算用 場 奉行.^ 被 仰 渡。 

一、 前同斷  堀川 川 除 町 越 中屋與 右衞門 後家 た  よ 

才川 川上 新 町 越中屋 嫁し け 母  ま  き 

堀川 淵 上 町 能 登 仁 右衞門 養母 む . め 

木 新 保 竹 町 高瀨屋 淸次郞 養母 そ よ 

右た よ 等百歲 以上に およ び 候 者 共 に 付 被 下 之 。  ■ 

右 町奉行.^ 被 仰 渡。 

, 能 州 鳳至邵 年寄 並 


一 、 染物ニ 反 

御內々 に而 白銀 二 枚. 鳩 杖 

右 百 歲餘に 相 成 候に 付 被 下 之 

右 御 部 奉行へ 被 仰 渡。 

天 保 九 年 七月 廿 二日 

L 成 瀨正敦 日記〕 
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八月 三日 

一 、 能 州 馬場 村 伊藤 八 左衞門 儀、 當年百 歲と罷 成 候に 付、 拜領物 染物三 杖 一 本 被 ド^。 

表 方に 而被申 渡、 右 鴻枝出 來方御 次に 而申渡 候 様 先 H 被 申 聞、 御細ェ所へ中^^：？れ候所、 昨 U 

出來 出す。 白 竹に 而其人 之 乳ぎ り、 上に 桑に 而鳩之 形 付る： 杉さん ふた 箱 入、 木綿 袋、 さな 

だ 紐、 上に 鳩 杖と 調。 右 御覽に 入、 今日 御用 番方 執筆 呼 立 引渡 遣す。 

〔金澤 長 壽錄〕  . 

金澤 町奉行.^ 

一 、 叮 方の 內百歳 以上に 及び 候 者 は、 各より 時々 安否 を尋、 少々 宛 とらせ もの もィ之 W 然" 化 

向 寄に 立 寄 安否 を尋、 保養 方 之 儀 を も 可 被 申 付 候 事。 

戌 七月 廿ニ 日 

〔天 保 日記〕 

御 算用 場 奉行.^ 

一 、 御 郡 方 等 之 內百歳 以上に 及 候 もの は 奉行 人 等 時々 安否 を i ゆ、 少々 宛 とらせ もの もい 仁し 

可 然艮。 巡 見 等 之 節 者 立 寄 安否 を尋、 保養 方 之 儀 を も 申 付 候 様、 御 郡 奉行 等 可 被 申 渡 候 #。 


是月 大盡 

なり 


御 郡 方 等 之內、 御 扶持 被 下 置 候 者 之家內 は、 及 九十 歲候而 者、 御 扶持 方 不被下 仕 來に候 得 共、 

向後 御 扶持 方 被 下 置 候 者 之 家內に 而も 可 被 下 候條、 致 吟味、 及 九十 歲候 もの 有 之 候 は，、、 .窖 出 

可 申 事  - 

七  月 

七月 晦日。 御 郡方惣 年寄 等に 對し勸 農に 關 する 去年の 令を勵 行すべき こ 

と を 命ず。 

〔近 敦 日記〕 

七月 晦日 

一 、 諸郡總 年寄 共へ 被 仰 出 之 趣 申 渡 方治定 いたし、 年寄 中より 此間當 席に 而 結り 出 候 通に 

而可 a 旨、 昨日 又 三 郞殿被 相 返 候に 付、 今 曰 可 申 談と遂 愈議候 付、 昨 H 御 算用 場 奉行 前 田 主 

馬 幸罷出 居候 付、 今日 四つ 時 過、 諸郡總 年寄 共 御 次へ 御用 有 之 候 間、 當時 出府いた しお 候 分 

不殘、 改作 奉行 誘引に 而罷出 候 樣被申 渡 候 樣申談 置 候 事。 

一 、 四つ 時 頃 左 之 人々 罷出候 11 曰、 改作 奉行より 及 屑 候 事。  - 

能 美郡總 年寄 石黑源 之丞. 太 田 淸左衞 門. 牧野 宗右衞 門 

石 川邵總 年寄 廣瀨又 八郞. 田邊次 郞吉. 瀨尾吉 郞兵衞 
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河北 郡總 年寄 

ロ郡總 年寄 

奧郡總 年寄 

射 水郡總 年寄 

礪波 w 總 年寄 

新 川郡總 年寄 


渡邊兵 右衛門. 林 孫 右衛門. 伊藤 源 次 

三輪 宇 八郎. 眞館彌 左衞門 

眞淸田 三 右衞門 

折 橋 善 兵衞. 寺 林瀨ー 郞 

得能覺 兵衞. 荒木 平 助. 安藤 次 左衞門 

金山 十 次郞. 伊東 次 郞左衞 門 • 室 田 宗兵衞 

右 波 之 間御緣 側に 屛風圍 出來、 一 集に 列 居爲致 置、 兩侧に 改作 方御邯 奉行 安田新に ハ衞 • 駒 井 丹 

之 承 一 • 矢 部 順 平 名 越 彥右衞 門罷出 居、 上 之 口より 主稅罷 出、 左に Si  J 吒攸 c:^ まい 之 趣 申 渡 候。 右 

人々 爲引 候而、 左 之 者 共 一 集に 出し 是又 同様 申 渡 候 事。 

石 川 郡 年寄 並 朽木八 郞右衞 門 

河北 郡 年寄 並 西 田 藤 左衞門 

ロ邵 年寄 並 當摩太 間  - 

礪波郡 年寄 並 石 崎 市 右衞門 

右 四 人 之 儀 は 年寄 並に 候 得 共、 總 年寄へ 指 加へ、 同様に 御用 相 勤 候 之 il2、  it 而 改作^ 行 等よ 

申 閜之趣 有 之 候に 付 右 之 通 同 樣に申 渡 候 事。 


り 


一 、 右總 年寄 等，^ 申 渡し 被 仰 出 之 趣寫、 安田新 兵衞 等お 相 渡、 今日 右 之 通 被 仰 出 候 間、 W 更 

各よりも 御 趣意 通 得と 相 心得 候 様、 指 引 有 之 樣被仰 出 候 旨申談 候。 且 今：： ：！ 當病 等に 而不罷 出 

總年寄 共 等お は、 今日 罷出候 者より 演述 いたし 候 樣可被 申 談旨も 申 渡 候 事" 

一 、 今 HI 當病 等に 而不罷 出 者 共 左 之 通り。 

ロ邵總 年寄 石 崎 妻ニ郞 

奥^ 總年 寄 北村爲 次郞. 筒井 內記. 狩 野恒方 

年寄 並に 而總 年寄 被 指 加。 伊藤 八郞 

地元 之 儀 者、 改作 之 根元に 而、 惣 年寄 共役 筋 本業に 候處、 心 方 等 至極、 隨而严 K 作 勢子 方 

茂不行 ：^、 高 方 仕 法 茂 違亂に 付、 去年 來御仕 法被 仰 出、 改作 奉行より 追々 申 渡 候^: i^;.;;:: 之 候 

處、 惣 年寄 共 等 之內、 心 懸宜萬 端 骨折 相 勤 候 者 も 有 之 鉢に 候 得 共、 中には 會得 方茂不 行：？ 哉、 

今 以心 得 方 も 不宜、 右 仕 法 茂 一 且之事 之 樣に存 者 も 有 之 哉。 且 身元 宜者共 は： 小便 利 之 筋 も 有 

之 鉢に 而、 舊染之 弊風 改兼候 様子 被 聞 召 候。 是等は 專役筋 之 本分に 赏 S を不盡 故と m 心お 候。 

,问後<^ ^相 心 去年 已來被 仰 渡 候 御 仕 法 御 趣意 全 行 屈 候 様 心褂、 村 方 収极等 «乂 無汕斷 5. 

相 心？ お 候。 此段可 申 聞 旨 被 仰 出 候 事。 

七  月 
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七月。 御 郡方惣 年寄 等の 遊惰 奢侈 を戒 むつ 

〔改作 方 御 仕 法留〕 

御 算用 場 奉行お 

御郡惣 年寄 共 等 次第 遊惰に 流れ、 澄 上 奢侈に 押 移、 11 村 之 節な ど^ 甫に而 村 方 雑. 依不少 #。 

且家抦 或 申込 杯に 而役付 候 儀キ相 心得、 手筋 を 求 侍 中に 立 入、 又は- 械 門お 立 入 候" 町 入 共 等 

おも 因 之 賄賂 を 取扱 申 様 之 族 も 有 之 # 相 聞え、 全 鉢 自己 之 欲得 を W にいた し、 沙汰 之 K に：^ 「」 

今般 S 年寄 共 心得 方 之 儀に 付、 於 御 次 被 仰 渡 之 趣 も 有 之 候條、  ば 心 方 相改候 «、 

重 可 申 渡 旨、 御 郡 奉行.^ 可 被 申談候 事。 

戌 七月 

七月。 非人 小屋に 死者 多き を 以て 恤 養せ しむ。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

七月、 非人 小屋 死す る 者 多き を 聞 召 恤養を 加へ しむ。 

八月 一 一日。 前田齊 泰學 校に 臨む。 

〔官 私隨 筆〕 

八月 二日 


一 、 今日 學 校へ 九 半時 御供 揃に 而御出 之處、 主 付播磨 守氣滯 快、 今 rii 出席 はお 之 候へ ども、 

いまだ 十分に 無 之 故、 丹 後 守へ 賴に付 如 例 九時學 校へ 罷越。 

一 、 出 情人 等 御覽御 次第 等す ベて 先日 之 通 也。 年寄 中等 山城 守. 內 匠. 又 三郞. 圖書 • 將監 • 外 

已 4.乂  ciE ぉー o 

一 、 御 取次 は惣 而主稅 也。 

一 、 御歸殿 七つ 過、 丹 後 守 は 七 半 歸り候 也。 

人 月 四日。 前 田齊廣 夫人 江 戶を發 し 就 國の途 に 就く。 

〔江戶 諸 用金 澤用 向〕 

八月 四日 

一 、 眞龍院 様 五 時 之 御供 揃に 而九時 前 御 發輿被 遊、 御供 人 御 家老 中 川 八 郞右衞 門 殿、 御 川 部 

屋坂井 小 左衞門 殿、 御 附頭衆 一 一 人、 御 横目 瀨川久 右衛門 殿/河 野 四 郞右衞 門 殿、 同廿ニ  ：= 金 「ゆ 

お 御着 被 遊 候 事。 

〔成 瀨正敦 日記〕  • 

八月 十三 日  • 

一 、 眞龍院 様 益 御機嫌 克、 當 四日 九つ時 過 江 戶表御 發輿被 遊、 七ッ 半時 過藏御 泊へ 御 若 之 ビ：： ： 
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等、 坂 井 氏 .鈑 尾より 申 上る つ 且江戶 御 廣式頭 等よりも 申 上 候 事。 

A 月士 一日。 百姓の 租 納皆濟 以前に 新 縠を質 入， こする こと を 禁ず。 

〔君 方^ 觸〕 

是 迄皆濟 以前 新米 致 質 入に 候 儀 有 之 鉢、 不埒 之 至に 候： ，N 後者 年之內 新米 致 K 人 候^、 堅不 

相 成 候。 若 心得 違 之 者 有 之、 右 棘 之 儀 有 之 候 得 者 可取揚 ill!:、 御用 番年^ 中お も 相 1^、 改作 方 

御 郡 奉行，^ 申談候 間、 右 之 趣 各 支配 所 質屋 共.^ 嚴重可 被 申 波 候、 以上。 

八月 十二 日  御 川 

八月 十七 日。 租 米の 上納 を 一 一番 皆濟 する 十 衬組も 亦 一 番皆濟 同樣に ft 賜 

すべ きこと を &ぐ。 

〔司 農 典〕 

御領 國ー 番 皆濟、 多分 能 美 郡 山上 組幷 河北 郡金津 組に 而、 右 兩糾者 侍.：： E 所 等に 而、 村 数も少 

く、 皆 濟取結 仕 安く 儀。 外 組 はいか 程 出精 候 共 難 越 進 儀に 付、 以來進 方 之爲、 右 糾之外 二 

番皆濟 之 分、 一 番皆濟 同様に 取扱 申 度 旨、 今度 御 算用 場.^ 委曲 相 達 置 候處、 御用 番 年寄 中 

も 相 達、 御 聞 屆被成 候 段、 同 場より 申談に 候條、 得 其 意、 猶更 無汕斷 比. 取 結 方； 致 出精 攸、 


御 出 は 前 田 

齊泰 


以上。  . 

戌 八月 十七 日  安田新 兵 衞 

松 田 左兵衞 

諸郡惣 年寄 中 • 年寄 並 中 

尙以 本文 之 趣、 兩組之 儀 も、 勿論， 一 番皆濟 に 候 得ば、 可爲其 取扱 候條、 爲念此 段 申 渡 K 候、 

以上。  - 

人 月 一 一十 日。 瀧 之 間の 月次 經書 講釋は 自今 學校 助敎 をして 之に 當 らしむ。 

〔每日 帳 書拔〕 

八月 二十. 日  . 

一 、 瀧 之 間 月次 經書 講釋、 是迄御 儒者へ 被 仰 付 候 得 共、 以來は 於 學校助 敎本役 相 勤 候 者へ 可 

被 仰 付 旨 申 渡。 

人 月廿ー 一日。 前 田齊廣 夫人 金澤に 着し 金 谷 御屋敷に 入る" 

〔諸事 要用 雜記〕 

八 HT 廿 一 日 

一 、 眞龍院 様 今日 津幡 御着に 付、 五 時 御供 揃に 而、 同 三分 五 厘 御 出 被 遊、 津幡御 小 休 所へ 四 
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半時 頃 御着、 御 膳 被 召 上、 眞龍院 様 九 半時 頃津幡 御着 被 遊、 無 程 右 御旅 宿へ 御 出御 對颜被 遊、 

追 付 御 反り、 無 程 御供 揃に 而懸流 六つ 鎌 下 御 歸殿被 遊 事。 

〔官 私隨 筆〕 

八月 廿 二日 

一 、 眞龍院 様 此度御 湯治 御 願 御 國へ被 爲入候 付、 當四 H 江戶御 發與、 御 道 巾 御 tull 之 通 八 r 廿 

一 一 日 金 谷 御殿 へ 御着 之 害に 付、 今日 例刻 上下 着用に 而ニ御 丸 へ 罷出。 

但、 昨日 御 泊 津幡へ 相 公 樣被爲 入 候 也。 

一 、 森 下 御 立 之 附人九 半 前來候 付、 松 坂 通り 金 谷へ 罷越。 

.1 、 大橋 之附人 八つ 過 來り候 上、 暫有之 御 白洲へ 罷出、 夫より 堤 町 之 附人來 る。 

一 、 被 爲入候 節 平伏 仕、 御輿 脇より 奧村丹 後 守 等罷出 居候 旨 申 上 候 迄に 而、 御ぬ： 釋等無 之. - 

一 、 被 爲入候 上 階上 御 幕下り、 重而 しぼり 上 候 上 溜りへ 罷越。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

八月 二十 二日 

一 、 森 下 御 立 之 御案內 に而、 金 谷御廣 式.^ 御前 可 被 爲入旨 被 仰 出 置 候 得 共、 其 儀に 無 御拘、 

九 ッ 餘程前 御供 廻に 御 出 被 遊 候 事。  ■ 


行人 前 越 の 八 誤稱松 
な 入 田の 條 月な しの 
リ 固齊山 參廿リ た 御 
の 廣文照 四 本る 殿 
紀夭は 日 年 はと 


偕 子に 前 田 

齊泰 夫人 


宰相に 前 田 

齊泰 


一、 八ッ 三分 益 御機嫌 克 御着 輿 被 遊 候 事。 

〔見聞 袋 群 斗 記〕 

眞龍院 様 御 1: 許 温泉 御 湯治 御 願、 八月 四日 江戶 表御發 輿、 同 二十 二日 金澤. ^御着、 金 谷 御殿 

に 御 住居。 其 後 右 御殿 松 之 御殿と 唱申旨 被 仰 出な り。 

〔越の 山 文〕 

とし 頃 越 路の湯 あみむ 事 をお もへ ど、 公け の 御 淀と やらむ も あれば、 とみに も ゆるされ まじ 

と、 空しく 月日 を 送り はべる に、 宰相の 卿 もみ づ からの 心 をく みて、 何 くれと 公に ねぎ 申さ 

せた まひけ るに、 天 保 九つ のとし 彌生 末つ かたに や、 漸く 暫の御 暇 を 給 ひぬ との 仰 事 下りぬ。 

いと も かしこく 畏， 0 侍りて、 嬉し さいふば かり も あらね ど、 さすがに 年月 なれし あづまの 空 

立 離れ 行かん も 心 ぼ そく、 かつう は 偕 子の 君の したしみ ふかく、 いといた./.^ しゃかに 物し 

給 ひぬ るに、 今 さら 別れ 侍らむ も ほいな く、 又む まご 達の 生 末 も 見 まほし きに、 ！S 子. 淸子 

のいた うした ひと、.、 めた まふ もい なみがたき 物から、 とやかく  m-^ へど、 梓の 弓の うらなく も 

とし 月 籠め しねぎ 事 なれば、 心强 くも 引き は 返さ じと つれな くい ひ 放ちな どしつる に、 いつ 

しか 春 過 夏 もた け、 秋來る かぜの そよ 吹より、 此方 かなたと 行む かひ 名殘思 ふまに、 いと は 

や 葉月 四日と いふに なりぬ。 け ふや 東の わかれと をし まれて、 とみに 仁ち 出べ くも あらす 休 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 九 年  九 五三 


九 五 四 

らひぁ へ りつ 宰相の 卿 を はじめと して、 方々 よりう ち/.^; 立ら る  >  おもと 入怀 もつ どひて、 

いと 細やかなる 賑はひ うれし さに、 いと..、 名 殘もそ ひて、 いひ 出べ き 言の 薬 も あらねば。 

越路 にもい そぐ とすれ ど朿 なるこな たかなた の名殘 つきせ ぬ 

今日し も 秋の {仝 暗 わたり、 風 しづかな るに、 午の 鞭の 頃 鴨の ig をた も 出る" 宰相 Q 卿を始 

めと して、 、表立 見た てらる、 使の 人 あまた 勇々 敷、 又 所々 おも ひ/.^ にと し 月 G 名殘 をした 

ひ 來て兒 送る 人 夥しく、 かつう は 旅 だち の粧 ひみる ともがら^ につと へり。 

袖 は へ て 旅 だつ け ふの 賑は ひも この 情と ぞ おも ふうれ しさ 

いと 心強く は 立 出 ぬれ ど、 かへ りみ がちに て。 

. 住 なれし 東の そら を 跡に 見て たちわ かれ 行 そで ぞ露 けき 

平 尾の 別 莊晝の やすら ひなり。 爰 にも 宰相の 卿 を 初め 見送らる、 おもと 人な どもつ どひ、 心 

々 に 見お くる 人と り/,^ 脤 はふ。 餉 なと たうべ て郊 園に とそ、 のかされ 出 ぬれ ど、 何 くれと 

跡の なごりの み 思 はれて、 たぐ ひなき 眺めに も 心の 移る と はな けれど。 

花 もみお なれし 詠 を 思 ひ 出の なごり ぞ とまる 宿の 庭 もせ 

池の なみ 松の木 立 も しづかなる その、 ながめ は 如何 わすれん 

こゝ より 旅の よそ ほひ もこと そぎて 立 出む とす。  一 


二十 二日、 今日な むこと に 隈なく 筌も晴 わたれば、 いと > こ、 ろ もい さみて、 卯の なかば 連 

しと 立 出る。 行々 見 わたす 景色む ベ もこと なり。 こ 、 を撗濱 • 北 南中 條. 太 田 村 •  一  一  m 市な どい 

ふよし。 松の 並木 陰 深く、 むかひに 森の 木 だち. 砂山 • うみ 面え もい はれす。 千 町 田の 稻の jg 

浪に露 を 結び、 朝日に かくやく もまた 一 際の 眺めな り。 

けさ は猶こ 、 ろに か、 る 雲 もな く 稻の穗 末の かげつ 、.、 くらし 

森つ > き 野 山の みどり 海原 もな がめ へだてぬ け ふの 道の 邊 

松す ぎの 木の まながら にみ 渡せば 沖に かす そふ あまの 釣ぶ ね  . 

森 下に 晝の 休ら ひしつ。 此 宿へ も 宰相の 卿 を 初めと して 方々 より 使 をた ぶ。 ふるきお もと 人 

しても 今 曰の 歡び を賀 し、 くだもの などた まひて 待む かへ させた まひ 侍りぬ。 さきつ 年まで 

いと 近う 馴 親しみに しおとな 人 なれば、 年頃の 隔を語 ふに も、 袖の みぬれ て 名殘盡 せね ど、 早 

とく 出た ちぬべ しと そ、 のか さる ま、。 

はたと せの 隔は 夢の 廻り あ ひて か はす 言葉 も 現と やお も ふ 

爱 より 旅 衣よ そ ひつ、 行程に、 左右 松樹 森々 たる 陰より 海上 はるかに みえ わたり、 田 而の秘 

末 秋風に 靡くな どい と ゆたかな り。 大 樋に しばし 休ら ひたち 出る に、 此 ほとり よりいと V- し 
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く 家 Din はいふ もさら なり、 ir:- 邊くま ん 、まで、 □ となく 老^: S をつ どへ； &迎へ 物み むと て 

〈りつ 

家々 に 袖 をつ どひて 諸人の け ふ 待え つ  > どよ むかし こさ 

淺野川 を 打 わたるに、 か は 上に は 名高き 山々 嶺々 雲に 餐ぇ、 影 は 水に ひたして すさまじく、 

下 は 海 波に つ ； きて 眺望た ぐ ひなし。 

橋 柱 か、 るち ぎりに 袖 は へ てわたり や 初めん 波ぞ靜 けき 

高き 山 ふかき 千尋の 見渡しに かけて ぞ おも ふ 都路の そら 

y  くな むお も ひつ --， け 行 ほどに 城內に 入ぬ。 かねてより 聞し にも まさりて おもだた しくお も 

はる、。 未の きざみ にゃあらん 金 谷なる 館に 着 侍りぬ。 宰相の 卿 を はじめ 待む かへ 給 ふ" 對 

面しつ 何 くれと 語り あ ふに、 うれし さいふば かり も あらねば 土器と りて。 

歡 喜の 影 さし そ へ て 百 千度め ぐる も盡 ぬけ ふの さか づき 

此方 かなた もうけな どした る 家居 庭の た、 すま ゐ、 いと 珍ら かに 興 ある さま なれば。 

瀧津 なみ 落て 流れの すゑ 淸く 千よ もす むべ き 宿の いけ 水 

入月廿 三日。 親 作の 收 得する 用 米 を 減額す る 件に 關 して 告ぐ。 

〔河 合錄〕 


用 米 切 之 儀は不 致樣、 先年 申 渡 候 儀 有 之 候に 付、 相對 にて 見延 米と 申 名目に て、 用 拾 致し 候 

者 も 有 之 体に 候へ ども、 根本 かね 合 無 之、 懸 りくに 切 申 儀 ゆ ゑ、 子 作 も 色々 とね だり 申 儀 

も 有 之 体。 元 來御貸 米 等 有 之 節、 用 米 切り 不申儀 は、 不相當 の 儀に 候 間、 以來は 乃至 御 米 

之 高、 御 收納に 壹割之 御 用捨に 相當候 は、、、、 作德 にも 壹 割の 征 にて 致 用捨、 都 而御貸 米之征 

を以、 用 米之內 切り 申 儀に 取 極 申 渡 候 間、 親 作 • 子 作 心得 違不 致檨、 嚴重可 申 渡 候。 併御贷 

米 等 無 之 年に 而も、 子 作 致 難儀、 用 米 切 遣 候 儀 は、 親 作. 子 作 之 間柄に 可 有 之處、 不取違 様 可 

申 渡 候。 以來若 心得 違 之 者 有 之、 御 貸 米 有 之 年 用米不 切者、 又は 無 謂ね だり 申 子 作 有 之 候 は 

.i 嚴重可 相 a 候 間、 無 泥 可及斷 候、 以上。 

戌 八月 廿 三日 

入月廿 四日。 前 田齊廣 夫人の 住する 金 谷 御屋敷 を 金 谷 御殿と 稱せ しむ。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

八月 二十四日 . 

一 、 眞龍院 様 金 谷 御屋敷 御 住居 之 上 は、 金 谷 御殿 キ 相唱！ i 様 可 被 仰 出 哉。 江戶 表に おいて fi 

光 院樣御 住居 御 普請 被 仰 付、 梅 之 御殿 キ相唱 候 樣被仰 出、 追而右 御殿に 法 梁 院様も 御 住居 被 

成、 梅 之 御殿 キ唱申 候 間、 左 之 趣 奉伺 候。 
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與龍院 様 金 谷 御 住！^ に 付、 是 以後 < ^^御 被 仰 出、 此 K 一  統.^ 巾 ii^JU;^ 仰 出 候。 

八  月 

右 伺 之 通 被 仰 出 候 付、 御^ 番：^ 、作 守 へ 相 御城 代 >ロ も 演述. ^之^ 被 仰 出， お」：：： も 巾 frwh:^$。 

A 月。 前 田 齊泰、 獄中 死^ 多き を 以て 居所 を 修繕し な 事の 改ぉを 命ず。 

〔晃聞 袋 群 斗 記〕 

八月 獄中に 在る 者 死人 多き と 聞 召、 固圍 を^ 理し、 飮 食の 惡 しき 物を與 るな かれと 八リ. ^り。 

九月 朔日。 前 田 齊泰、 齊廣 夫人 を 招請す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

九月 朔日 

一 、 今：： n 眞龍院 様彌御 招請に 付、 六 時 過 御 目覺、 御櫛等相濟次^,ル御縮引^-候^に付、 拙.^ 共 

幷御 招請 方 主 付 早く 罷出候 害。 依 而六時 途中に 而罷出 候。 

一 、 六 半時 前 御 縮 夫々 宜に 付、 御用 部屋 中等 例 之 通 相 同事 御 縮 W 渡 候。 

一 、 五 半時 前 眞龍院 樣御出 被 遊、 御 居間へ 御 通 之 上、 御 雜煮等 夫々 御 祝 方 相迥 り、 ffls^ 時 

過 御 能 相 始り候 事。 

一 、 右 御 能 相 始り候 前 四時 御 縮 解、 其 頃 御 表 宜段申 上り、 同 刻 御 小 镲院 へ 御 出 被 遊、 河 s-^ 


郞右衞 門 役儀 之 御禮被 爲受、 相擠、 御大 廣間. ^御 出、 當日 出仕 之 面々 一 統御 目 見、 相 濟御入 

被 遊 候 事。 .  . 

一 、 右 御 入 之 上 無 程 御 能 相始り 候。 

一 、 御中 入に 重 而立 田 之 御 杉 戶迄御 縮に 成、 無 程 二 汁 五 菜 御料 §r 御前 幷方々 « 御 相 作に 而 

被 上 候 事。 

但、 初め 御 盃事は 御前 迄にて、 方々 樣御盃 事 は 無 之 事。 

一 、 右 御料 ii 相濟、 重 而御縮 菊 之 御 間切に 成、 追 付 御 能相始 り、 夜 四時 過相濟 候が。 

一 、 御 能 相 濟，、 御 縮 解、 其 節 御 奥へ 御 入 被 遊、 夫より 御 夜食 榮操院 様より 被 上、 御前に も 被 

上 候。 眞龍院 様 御！：^ り、 夜 八 時 過 御 歸殿被 遊 候 事。 

御 能 御 番組 左 之 通。 

寢 覺甚 .flN  八 瘍忠藏 ，  御 

弱 法師 權進 融遊曲 御  祝言 養老 甚 吉 

末廣 木六駄 靱変 

以上  . - 

九月 人 日。 先に 幕府より 贈られた る 綿羊 を 越 中 屋紋次 郞に與 へ て 飼育せ 
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しむ。 

〔成 瀨正软 HSK 

九月 八日  ， 

一 、 公儀より 御 拜領之 綿羊、 是迄御 御 鳥 部 g に 御 飼 置 候處、 先 a- 而 より.^^ 之 趣 相 伺、 町 

越 中 尾 紋次郞 水 野に おいて 地面 御波、 右 綿羊 相 渡 飼 立 被 仰 付 候 付、 右 小 M に 川" な 方.^々 致 

出來候 旨、 一 昨々 日町會 所より 及 屈 候 付、 今日 綿羊 牡 五 疋* 牝三疋 都 公 八疋、 •  ぁ路 方より K 次 

郞 へ 相 渡 候 様 夫 々 申 談置候 事。 

九月 十一 一日。 大聖 寺 侯 前 田 利 極 卒す。  - 

九月 十 一 日 

一 、 駿 河守樣 御所 勞之御 様子に 付、 萬 一 不輕御 症に て はと 御 案 被 遊。 依而丸 山了悅 被^、 

今夕 暮頃發 足 之 事。 

一 、 其 後 あなた 樣 より 申來候 由に て、 藤 井 方 亭も參 り 候 事。 

九月 十三 日  • 

一 、 今日 七 時 頃 驗河守 様 御內御 使者 御 近習 頭參 り、 御用 部屋に 逢 候而、 御內赏昨^^後御指重 


被 遊 候 由 申 置、 罷歸候 由 之 事。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

九月 十三 日  ， 

0 

一 、 丸 山了悅 儀、 今朝 五 ッ時過 大聖 寺 表より 罷歸、 駿河守 樣御容 鉢 委曲 於 御前 申 上 候 11::。 御 

所 勞に付 御 醫者被 進、 難 有 思 召 候。 猶御 使者に 而禮被 仰 上 候 得 共、 先 此段被 仰 上 候 ilnl、 御 近 

習 頭 を 以被仰 出 候 旨 了悅申 上。 委曲 申 上 置 候。 御 容鉢は 段々 御 危篤に 被 爲至候 旨 申 聞 候 *。 

〔成 瀨正敦 日記〕  ， 

九月 十四日 

一 、 藤 井 方亭儀 今朝 罷歸、 一 昨日 九ッ 時過此 表出 立 仕、 昨日 曉八ッ 時 大聖 寺 表へ 參着 仕、 御 

館へ 罷出候 所、 實夕 御大 切に 被 及 候 間、 伺 は 不被仰 付 旨に 而、 御用 無 之 旨に 而、 a 九 ッ時頃 

彼地發 足、 今朝 罷歸候 旨 委曲 申 聞 候 付、 奥 取次 を 以申上 候 所、 御用 無 之 旨 被 仰 出 候 付、 其 段 

方亭ぉ 申談相 返す。 

九月 十四日。 前 田 齊泰、 奧村故 河内 守の 編纂に 係る 釉裏雜 記を徵 す。 

〔本 多 政和覺 書〕  • 

九月 十四日 
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奥 村 故河內 守、 贞享 頃より 寬政之 末 迄 御 親 翰 帳. S 拔仕 1  お 者、 袖 一 嬰 と 名 付 御 お。 常時 は 

御 堯失後 古き 御 親 翰 も少々 ならで 無 之、 多分 は 右雜記 を 引 しらべ 中 趣に 而、 川 立攸品 御^ 

候 0 先年より 右 名目 不申上 置 故、 書 拔等指 上 候 節 も、 古き 帳面 之 內に有 之 杯と 調 上 中：^ 得 =s 

は 之甬 一世 話 仕 等 之 儀に 付 申 上 候。 以後 は 右 之 內.； ^之 儀 は 題 號を申 上、 4^ 雑 も  一 二 ^{B? ゆ^ 

も 可 被 遊 哉。 丹 後 守よりも、 雜記之 儀 御 序に 御 聽に達 候 は..、 難 有 由 申 聞 候 趣 も 御^ 候 ^ 等 中 

上 ；、 其 通 相 心得、 一 兩冊 入御 覽候様 御意。 

九月 廿 六日。 錢 相場 騰貴し たる を 以て 給金の 渡 方に 就いて 馬 廻 頭より 申 

請す。 

〔本 多 政和覺 書〕 

九月 二十 六日 

一 、 錢陌場 次第 引揚 り、 當時七 貫 七 • 八 百 文相 成 候 由。 來月は 御 家中 給金 渡り 之 時節 之^、 

下々 甚 難儀 仕 趣に 付、 御 算用 場より 錢御拂 に 被 仰 付 候歟、 無 左者錢 手形と 交而御 家中へ 御波 

し 歟不被 仰 付 候 而者相 成 間 敷 哉 之 » 等、 御馬 廻 頭 一 統盆講 之 趣、 屮川平 K より 城 州へ 別席に 

而相達 候 旨 演述、 覺書も 被 出 之。 

九月 廿 九日。 救 小屋の 增 設計 畫を定 む。 


〔本 多 政和覺 書〕 

九月 廿 九日 

一 、 救 小屋、 芝居 小 尾 跡幷田 井新 町 小 家 買 上 一 ケ所、 淺野町 一 ケ所申 付 候 旨 申 聞。 右田 井新 

町 は 通り を圍 候に 付 繪圖も 出 之。 右 之 外 救 小屋へ 入 候 者 之 外 困窮者 之爲、 金 澤七ケ 所に 而粥 

身元 之 者お 申 付 爲賣候 趣 申 渡 候 旨 申 聞。 右 粥 一 日 分 十八 文に 而、 小 前 之 者 之 爲甚辨 成 仕 法 

之 趣之樣 子に 付、 十八 文 之 內償を 渡 可 申 哉 之 趣 も 申 聞 候 事。 

〔文化より 弘 化まで 用 記〕 

十月、 覺源寺 前 芝居小屋 跡. 田 井新 町. 淺野 町中 島三ケ 所に 困窮 人 御 救 小 尾 被 仰 付、 S 心 m 

人 右 W 務、 御用 裁許 主附 定番 御步坪 田作 兵衞、 御 算用 者 園 部 宅 次 郞被仰 付。 

九月。 年寄 中より 諸士の 風俗に 關 する 心得の 細目 を 頭 役に 告ぐ。 

〔典 制 彙纂〕 

御 家中 風俗 等 之 儀に 付、 先達 而被仰 出 之 趣 有 之、 右に 付 各 心 附之趣 被 相 達 候 品 共、 猶又遂 

議、 別紙 覺書之 通 申達 候。 此趣は 組 • 支配.^ 申談候 儀に 而者無 之、 頭々 心 5^ に 申 聞 候 間、 篤と 

相 心得、 頭々 より 時々 無 怠慢 様 可 被 申 聞 候。 是迄金 龍院様 御代 以來、 種々 被 仰 出 之 趣お 之 候 

處、 其 砌は相 守 候樣相 見え 候 得 共、 無 程 緩み 來り候 品々 茂 多く、 等 成 儀に 候。 とかく 是迄 
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も 被 仰 出 候 筋 ども、 一 旦 のみに て 永久に 守り遂 無 之、 W 趣な-通り ffl 立 f 中：^" 八丄. ^は 共 

所 御 格別に 被 召 入、 一 日； 之 * に 相 成不申 « に夺之 御 趣」 ^Mr 各に も 被 _ ^承知 攸 通に 候： t 先 

年より 之 被 仰 出 通、 聊無^ 失 相 守 可 申 段 は 不及申 1^ 得 北ハ、 餘り窮 に而 者、 却 而後 を $3 得".^ 

申 儀に 候 間、 守り 得 可 申 稈之所 を 厳重に 申 波、 等 成 心 55： 之 者 共 は、 頭. 支配 入手 前にお いて 

綿密に 致 穿 整、 重々 申 諭 候 上、 不致 承引 者 は 可 及 言上 候。 別紙 之 趣 弛み 過攸 « にも 相 開え 候 

得 共、 ケ 様に 有 之 候 は..、 守り 易き 筋 キ存候 間、 此趣 を以相 心得、 無 途失相 守 候 被 巾^ 候。 

是等之 儀 <1 度觸 出し 候 而も、 只 形の みに 相 成 候而は 如何に 付、 共 依 無 之如此 巾ゃバ 候， に K.^ 

猶 口上に 申達 候 通 候 間、 被 得 其 意、 諸 頭 中 一 統.^ も 各より 寄々 可 被 申談候 S -。 

戌 九月 

參會之 事 

段々 被 仰 出 置 候 通、 彌 無益 之 參會無 之 様相 心得 可 申、 席ト： 馳走 振、 奢侈 之 姿 今 以不 相. i=: 攸牀 

に 相 聞 候。 成 限 質素に 相 心得、 實意を失ひ不申様可有之^:^。 

但、 押 立 候 祝 事 等 之 節、 親類 緣者之 外 者 不相招 様、 文政 三年 被 仰 渡 K 候 得 共、 帥 {ぞ 辛： 而心 

易 朋友 杯 者 格別 之 事に 候 間、 相 招 候 而茂苦 ケ間敷 候。 鬼角長じ不申«可相心得攸^5.。 

茶 會之事 


無益 之 茶 具 杯に 耍脚を 費し、 或は 會席 等榮耀 を專キ 仕儀、 甚無謂 事に 候。 を 尊び 本意 を 取 

失 不申様 可 相 心得 候。 御 役人 を 初 勤 仕 之 妨に相 成、 年若 之 人々 等 文武 を 4:1 り 候 而者不 相 成 候 

間、 猶更 心得 も 可 有 之 事。 

琴 • 三味線 之 事  ， 

盲人 之 外 目 明 之 女 三味線 爲彈候 儀、 今以有 之鉢甚 心得 違 之 事に 候。 右目 明 之 女 徘«: 小 致 様？ 牙 

鑿 方 之 儀、 町奉行お 申 渡 候 趣 有 之 候。 士 中，^ も 心得 方 尙又急 度 可 被申談 候。 將又祝 之 節、 0 

人 琴 等：：；： 之 內爲彈 候 儀不苦 旨、 先年 被 仰 渡 置 候。 日 之 內而已 と 有 之候而 者、 却而 守り 難き 依 

に 可 有 之、 少 夜に 入 候 而も 苦 間 敷 哉 之 事。 

殺生 之 事 

文政 年中  一 H; 堅く 被禁、 其 後 御 解 被 遊、 相 長 じ 不申樣 被 仰 出 置 候 御主 意、 ^更急 度 相 心お 可 

申 候。 役懸り 之 人々 钚 は別而 心得 も 可 有 之 事に 候。 且又 三 里 四方 之 內天之 綱 張 候 儀 等、 御^^1； 

止 之 品、 觅角相 止 不申體 に 候。 身柄 之 人 々杯に 者 有 之 間 敷 事に 候 得 共、 «更 心得 可^ 之：^。 

着服 之 事 

女 向 杯 次第 宜品を 用 候 棘、 心得 違 之 事に 候。 是迄每 度 被 仰 出 候 通、 華美に 長 じ 不申様 親. 夫 等 

より 度 可申談 候。 猶又 衣服 之 儀に 付而 者、 追 而可申 渡 趣 も 有 之 候 151。 
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緣組 養子 之 事 

» 方 事 輕之儀 毎度 被 仰 渡 置 候處、 其 後 時々 頭 之 指 11 通に も不行 W 林、 或 内 やに 而 5£ 料 杯 申請 

候 體も相 聞え 候。 甚 心得 違 之 ieii- に 候" 尙更急 度 相 心得 候 様、 頭々 時々 深 a- 可 申^， K、、 

家作 之 事 

格別 不相應 之 家作 等 仕 者 有 之 候 は.、 />、 頭 見 分 之 上 爲取毀 可 申 候。 時々 頭々.^ 及 示談 候. 刻、 述 

々被 仰 渡 候 通 無 違 失 可 申談候 事。 ， 

音信 贈答 之 事 

大體 文政 年中 申 談候通 相 心得 可然 候。 乍然平 士之內 にも、 * 上 之 火 小 も 有之攸 ii:、  «^^:能：5. 

申， 談候。 餘り 窮屈に 成 居候 而は、 守り 難き 儀 も 可 有 之 哉に 候 間、 可 有 共 心 « 候^。 

附、 親類 緣者等 餞別 土 產物之 儀 等、 堅不 仕様 是迄被 仰 出 置 候 得 共、 今 以不相 止 鉢 相^ «、 

心得 違 之 事に 候。 併 身近き 親類 等 輕少之 品 も 難 贈と 有 之候而 は、 却而情 に當 り： 小. S. 依 も 

可 有 之 候 間、 至而 近き 親類 等、 日用 之 粗品 杯 心 計少々 贈り 候 儀 は 可爲其 分、 尤耍 川なら ざ 

る 品等 殊更に 相 贈 候 儀 は、 堅 有 之 間 敷、 是等 之處相 心得 懇に可 被 申談候 事。 

九月。 村々 廻 方 藤 內に稻 を 支給し 又は 役 田 を 分か つ の 慣習 を 禁ず。 

〔司 農 典〕 


御 郡 方に 居住 罷在 候藤內 共，^、 村々 廻 方 等 申 付 置 候 者 共、 時節 之 作物 は不及 申に、 秋に 至り 

稻 刈入 之 時節、 村々 軒別に 稻相勸 候に 付、 生稻 杯に 而ー 軒より 何 把 キ歟指 遣し、 其 中 不得抬 

遣 者 之 分 者、 村 役人 手前.^ 取 受け、 一 村に 而者何 拾 束キ取 集、 前々 より 嘉例 之 様に 相 成 候。 

且亦 村に 寄 役 田 杯ぶ >  名附、 田地に 而指遣 置 候 向 も 有 之 林 相 聞 得 候。 元來 田地 之 分 者不及 申に、 

稻之儀 も 夫々 縮 方 有 之 候 所、 右樣 田地に 而相 渡、 稻钚も 取 散 候 儀 者、 不博之 致 方 沙汰 之 限に 

候。 以來少 分たり とも、 右 樣之儀 者 一圓 不相成 候條、 此段 村々 役人 共不及 申に、 小百姓 等 及 

藤內 共.^ も 嚴重可 申 渡 候。 如 此申渡 候 上 右 鉢 之 儀 於 有 之に 者、 急 度 相 a 可 申 付 候條、 此儀も 

夫々 不相洩 様 可 申 渡 候、 以上。  ， 

戌 九月  ， 駒 井 丹之丞 

諸郡惣 年寄 中等 

九月。 數 人の 親 作 を 有する 場合に 於いて 小作た る もの 、用 米算 勘の 法 を 

定む。 

〔上田 舊記〕 

百姓 中 卸 作 之內、 假令者 子 作 手前に 親 作 三人 罷在、 此內ー 人 之 親 作 之 分、 御田 地 不納 Ms 之 
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立 毛に 相 成 「ir 今 兩人之 親 作 之 分 者、 用 米収 請 申^ 之 立 毛に 相 成 w、 "-チ H」 之 所^ 作 何 入御 座 

候 而も、 此內誰 分 之 上作 或 者 不納 同様 之 作 鉢に 不拘、 何方より 分 之 御田 地出來 * に 不拘、 

子 作 之 者 御 年貢 全 入 濟仕來 申 候 得 共、 今度 被 仰波攸 趣に 而者、 親 作 W 卿收納 • 川お 之 报分 K 仰 

渡 候 所に 而者、 御田 地 之 立 毛出來 之善惡 者、 自然 キ親 作々々 之幸キ 不幸 キに有 之， 候 間 

田^ 切 拟惠に 可 相 成キ相 心得 可 申 哉キ、 村々 之內 より 申 聞 候。 此儀子 作 一 入手^に 親 A,^ ノ 

有 之 民 北.、、 作 揚候上 者 親 作 手前へ、 子 作 一 人手 前に 作揚 米に 而、 - 平均 爲致可 申 哉 否 奉伺 候 間、 

御 指 圖可被 下 候。 猶更假 令 書 相 添 小 紙を以 奉伺 候、 以上。 

戌 九月  、  得 能 ^ 衞 

善 木 平 助 

•  安藤 次 左衞門 

石 崎 市 右衛門 

御 改作 方 御 郡 御 奉行所 

本文 親 作 幾人より 請 居候 共、 都 而子作 一 人手 前 作 田 平均 を以 算用 可 致 事。 

戌 九月  改作 方 御 郡 奉行 

コ又 r  . 

恨 /1 


一 、 一 石 五斗  親 作 在所 何 右衛門 

但此分 上作に て皆濟 

一、 二 石  親 作 何 村より 懸作 何兵衞 

但此分 不納 

一 、 一 石 五斗 .  親 作 何 村より 懸作 何 右衞門 

仉此內 七 斗 不納、 八 斗 出來米 

請 米 合 五 石  子 作 何 兵 衞惣請 米 

內ニ石 三 斗 在米、 二 石 七 斗 不足 米 

m 是迄者 ケ程之 分、 親 作 三人 平均に 而米取 請、 分散 配 當仕申 候 事。 

九月。 困窮の 爲 離散 流 一 很 する 者 を 本籍に 召還して 生業に 復せ しむべき こ 

と を 命ず。 

厂 ^こ  • 

卷目、 御 算^ 場 奉行， St 

諸 郡. 諸 町 困窮 人 之內、 產業取 失、 他 支配 等，^ 離散 致 乞食 居候 者、 早々 支配 所.^ 引取、 取极可 

申 候。 且亦當 時 非人 小屋 入 之 者 も 老人. 幼少 • 病人 之 外， は 引取、 是亦於 支配 所に 取极、 追々 生 
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爲 ft 付 候 様、 厚 可 致 世話 候" 今度 * 當 町に、 窮ん収 报方仕 法 もお 之， ぉ條、 f 

共 右 取 极方仕 法 取 極、 早速 御 用 場.^ 可 相 達 候^。 

右 之 趣 遠 所 町奉行. 御 郡 奉行.^ i 可 被申談 候、 以上.^ 

九  月 

〔御 ffi 典〕 

諸 郡 困窮 人 取 极方等 之 儀、 先頃 申 談置候 通に 候。 然處調 1- 方、 说雜之 趣 もお 之 攸條、 村々 

之 小百姓、 幷請 作いた し 耕作 方 携候頭 振 ども 家 內御救 方 之 儀 は、 改作 方に 而取. 湖.. -., J.^..^- レ 

突。 T 立. 宿 立. 浦 方 其 外都而 耕作 方に 不预者 共 之 儀 は、 御 都 專務に 取 可 被 中^ 攸、. 以上。 

- 十一月 廿 四日  御 算用 場 

兩役御 郡 奉行 中 

十月 三日。 當 年の 作 鉢 佳良なら ざる を 以て 收納 米の 檢査 方法に 菊いて 禀 

請す。 

〔河 合錄〕 

諸 郡と も 當年作 鉢 不宜、 少 出來、 殊に 甲乙 甚敷、 併 御 收納米 裕方等 之 儀 は 厳 m- 申 波？ れ攸 へど 

も、 前段 之 通 少出來 に而、 米 無数に 付、 次 米 も 入 交 不申而 は納米 不足 仕向 も 御座 候 問、 就 代 


ベ r は 四日に 

し乂此 Hwji 

喪乜 しな リ 


官村 術に より 納方 心得 有 之 様御談 御座 候 様 仕度、 平年 同様 之 撰 方に 相 成 候 而は納 方 支 申 

候。 乍 去 右に 拘り、 納方不 穿鑿に 相 成 候 而は相 成 不申候 間、 代官々々 手前に 而、 何分 赏へ付 

精 誠 之 撰 方 有 之 様 致 度、 此段 急速 被 仰 談候樣 仕度 候、 已上。 


戌 十月 三日 


稻 葉 助 五郎 

堀 餘太郞 


御 算用 場 

十月 四日。 大聖 寺 侯 前 田 利 極の 喪を發 す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十二月 三日 

一 、 駿河守 樣前月 十二 日 御 病 氣御指 重り 之 所、 追々江戶表之御手續も有.^,-由に而、 表 向御發 

無 之 所、 公儀 向へ 今日 御大 切、 四日 御 卒去 之 儀に 御屆之 御手 害に 成 候 由。 仍 而今 晚御 使者 可 

參害。 明：" 御 使 番御使 可 有 之 害 之 御 様子 之 事。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

十月 五日 

, 一 、 駿河守 様 今 巳 之 刻 御 卒去 之 段、 御 家老より 早 打 御 使 を 以及御 注進 候 unT 夜前 九 ッ時過 御 
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夜番，^ 被 申 上 候 旨. - 右に 付 昨 四：：： より 三 ：n 鳴 物 等 f;a^ 之 谈申渡 候」：： も .s-kK 山、 出崎屮 ig。 

一 、 駿河守 様 御法號 大聖 寺 表より 申來、 今：：：！ 御用 番 より 御 3:- に 人 候 事。 

恭正院 殿仁應 道和大 E 士 

-I 月 四日。 前 田 齊泰、 大小 將橫 目に 善行 ある 者 を 上申す ベ きこと を齿 ぐ。 

〔御 親 翰留〕 

先達 而存寄 之 趣 譯而申 渡 置 候へ 共、 其 後 とても 封 物 を 以申聞 候 品-小 多、 舉. 党 其方 共 手先 之 者 

まで も、 惡事を 承 出 候 儀 を 專らと 心掛候 鉢に 相 聞え 候。 善 は彌以 聞え * 候 ものに. 候 得お、 

殊更 心 懸承出 可 申 聞 候。 惡を懲 し 候 も 善に 道 引 候 得ば、 善行 者 承 出 候链無 汕斷： ^心 掛攸" 善 

行と 申 も 多 端 之 事に 候條、 荒增を 別紙に 記 候。 將又 誰々 によらす 心 且不愼 等 之 行.^ 之、 

異見 を 加へ 可 然と 心得 候 品 見聞 候 者、 以來者 人 持. 組頭 を始、 都而其 頭. 支. 配 人お^ に？^ 及 内 

達 候。 申 迄 も 無 之 候 得 共、 政事 之 得失 を始、 我等 曁 年寄 中 之 嘴まで も 承 請 攸趣無 泥.^ 巾 ^候。 

鬼 角 其方 共 身 構 をいた し 居候 而者、 奉公 之 筋 立 兼 候條、 此後急 度 相 心 此方 耳 H 之^ を： 

相 達心掛 肝要 之 事に 候、 以上。 

i 月 四日 

大小 將橫目 中 


一 、 常々 孝行 成 者。 

一 、 子弟 を 能 致 敎育候 者。 

一 、 夫婦 之 間 正 敷、 下々 を 能 召 仕、 家と、 の ひ 候 者。 

一 、 兄弟の 間よ き 者。 

一 、 忠節 成 行 ある 者。 

一 、 役儀 等 能 相 勤 候 者。 

一 、 慈惠 深き 者。 

一 、 正直 成 者。 

一 、 賴母 しき 志 有 之 者。 

一 、 武邊藝 能 格別 心懸宜 者。 

一 、 行儀 能き 者。 

一 、 義 Si を # に 心得 候， 者。 

十月 十日。 作脉 不良なる を 以て 手 造酒 等の 爲濫に 米穀 を 費す を 禁ず。 

Lt^lE 典〕 

當夏中 不順：； 说 に而、 作 #不 宜付而 は、 米穀 等 1^ に 费し候 儀 有 之候而 は、 來 年に 至り 給- 賴方如 
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何 可お 之 哉つ 依而於 村々 に 手 造酒 等いた し 候 儀、 整く 令 止 攸條、 此 Kc^w 申 渡 可^ 之：^、 

以上。  ， 

戌 十月 十日  槻尾 甚七郞 

ロ郡惣 年寄，. 年寄 並 中 

十月 十 臼。 百姓の 鍬 手米徵 集の 件に 關し 令す。 

〔岡 部舊 記〕 

諸 郡 共 鍬 手 米 之 儀、 近年 詮議 方 等閑に 相 成 候 鉢に て、 鍬 手 高 相 減 申 由。 且又 他村 懸作 5： 姓 之 

儀、 其懸作 村.^ 一  人前 之 鍬 役 可 致 之 所、 諸 邵區々 に 相 成、 取 立 不申向 も 有 之 iln: に 候 間、 以來 

懸作 百姓 も 綿密 遂 詮議、 調理 可 申 候、 以上。 

戌 十月 十日  稻葉助 五郎 

松 田 左兵衞 

諸郡惣 年寄 中. 年寄 並 中 

十月 十三 日。 前 田 齊泰學 校に 臨む。 

〔溫敬 公 記 史料〕  、 

十月 十三 日。 臨學 校。 


十四日 は廿 

日なる ベ 

し 


十月 十 人 日。 慕府、 前 田 齊泰の 參覲期 を 明年 六月と すべき こと を 命ず。 


〔成 瀨正敦 日記〕  . 

十 一 月 二十四日 

一 、 御 參勤御 時節 御 伺 之 御 使者 伊藤 庄三郞 被 指 出、 前 月 十八 日 御用 番松 平和 泉 守 殿お 庄三郞 

御 呼 立に 而御 奉書 御 渡に 付、 右 寫兩通 江戶表 庄兵衞 等より 早 飛脚 を以 到來、 御用 番 より 入御 

覽。 御 參勤御 時節 御 用捨 被 遊、 來 六月 中 御 參動被 仰 出 候 御 老中 方 御 連名 御 奉書、 且井 併^ 部 

頭 殿より 之 御 奉書 キ兩通 寫到來 之 事。 

f し 


〔見聞 袋 群 斗 

十  一 十四日、 來年御 參府之 御 時節 先達 而御伺 置 候處、 來る 六月 中參府 有る ベ しと 台 命 あ 

此儀 C=S 春 御手 傳之 台^ わる 

ゆる i 御 用捨に て 如斯 なリ。 


たらしむ 


〇 


十月 十九 日。 作 鉢 佳良なら ざる を 以て 造酒 高 を 三分の 

〔累年 雜記〕 

當夏中 不順 氣に而 作 鉢 不宜、 近年 打續 不作に 付、 凶年 之 御手 當 不全。. 然所 今年 稀 成 公 邊御普 

請 御手 傳 方に 付、 來泰之 所 無 據出津 米 も 有 之 害。 依 之 當年茂 酒造 昨年 之 通 三 之 一 造 承：^ 候條、 

當時隱 造 等 無 之 候 哉、 猶更嚴 重 取 しらべ 有 之、 其 上に 而右之 造 高 可 指 解 候。 以來 is 造 北 ハ過洒 
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は 勿論、 右 之 外 手 造酒 等 無 之 候 哉、 堅八リ 停止 候。 若 心得： 之 者 有 之：^^、  ^^^s§ 

其 外に 都而 米穀 を极に 费候而 は、 來夏中 之 用 米 も 難 計、 不容 儀に 候條、 末々 迄 5 ャ 扣 心？， 

候 様 可 申 渡 候 事。 

右 之 趣 被 得 其 意、 心得 違 無 之 樣急度 可 申 渡 之 旨、 早々 町奉行 等幷 御^人ぶ i: 等.！^ 被 中^:^ 處、 

右 之 寫之通 被 仰 渡 候 旨 御 算用 場より 申談に 付、 相 越 候 條可得 其」 〈：- 候、、 聊 心得 不；？ 致 様 <.1.；^ 

可申談 候。 酒造 高 之 儀 は、 去年 之 通 三 之 一 造 高 指 解 候 間 、酒造 商賣人 共お， ゆ 而縮方 川. >、 

少 分たり とも 過 作 等 心得 違 不致樣 入念に 可申談 候、 以上。 

戌 十月 十九： n  內藤 十兵衞 

,  廣瀨 順九郞 

石 川/河北 郡惣 年寄. 年寄 並 中 

十月 廿 六日。 大聖 寺 侯 世 嗣前田 利 平 江戸に 赴かん として 金澤を 通過す。 

〔成 瀨正敦 日記〕 

十月 二十 六日 

a 七郞 樣江戶 表.^ 御 出府に 付、 昨 二十 五日 大聖 寺 表 御 發途、 夜前松任御止^^、 今 = 御城 下 御 

通 石 動 御 泊。 右 之 通 御城 下 御 休 無 御座 候 付、 昨日 松 任 御旅 泊.^ 御供 御 家老 迄、 御 家老 人 ト札を 


以御 見廻 被 仰 進 候 儀、 御用 人より 伺、 其 通 昨日 被 仰 出 置 候 事。 

十月 廿 七日。 前 田 齊泰石 川 郡宮腰 口に 放鷹す。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十月 廿 七日 

一 、 今日 御鷹 野 御供に 付、 四時 過罷 出る。 九 時 前 御供 廻りに 付、 御先へ 出候而 七つ 尾 口 へ參 

り、 夫より 御供、 暮合 前宮腰 口より 罷歸候 事。 

一 、 惣 年寄 瀨尾吉 郞右衞 門 等 兩人罷 出 居。 此度 高年 之 者 書 出 有 之 者、 此 筋に 居 不申哉 之旨尋 

候 所、 御 1:^ り 往還 脇 二つ 屋 村に 百 九 歲之女 居候 由に 付、 高 田 氏 示談 之 上 御先へ 右 年寄より 手 

付 遣、 當時煩 にても 無 之 候 は、、、 村 端迄拜 みに 出し 置 候 樣申付 遣、 往還 脇 少御迥 り 道に て、 其 

內 右一 一 つ 屋村端 へ 少左衞 門 祖母 之 由に て、 介抱 致し 罷出 居、 御 立 留御覽 被 遊 候。 御 通過 之 上、 

隨分痛 はり 候 様 拙者 迄 御 噂 も 有 之 候 間、 爲申聞 置 候樣惣 年寄 申入 候 所、 いかう 難 有が り 候 事。 

一 、 御 獲抦御 出前 御 脇 鷹に 而 鳴 二つ. 小 tt 一 、 御 出 之 上 御 举に而 小 貧 一 御 < お、 御 ゑ がら 有 之 

度 事。 

十月 廿九 日。 御橫 目足輕 金子 八 太夫 御 算用 場 御 土蔵 を 破らん として 果さ 

ず。 
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〔諸事 耍用雜 記〕 

I 月廿 九： U  、 

一 、 今曉御 算用 場 御 土藏、 ：：Hf 根 まくり 破り 候 音に 而、 御潘入 承に 付 夫々 相 固め：^ 所、 ^後 a; 

堀へ 飛 入^ 去 候 鉢。 御堀 向に 着類 も 脫捨有 之、 刀 は 御：： Hf 根に 有 之、 脇 桁 は 人- 1^;: に而ド へ拔^ 

に 而投候 由。 

右 之 趣 御 横目より 問 合 之 趣 言上 有 之 事。 

十 一 月 三 HT  . 

一 、 御橫 目足輕 金子 八 太夫 朔 日に 召 捕 吟味 有 之 所、 此間御 算用 場 御 土 藏破候 者 之 由。 豫而似 

せ 銀 札 も 碎候者 之 由 也。 依 而禁牢 致 候 由 之 事。 

〔本 多 政和覺 書〕 

I 一  月 二日 

一 、 前 田 源 五左衛門 別席に 而申聞 候 者、 前月廿 九日 曉御 算用 場 御 土 藏へ入 候贼、 昨：！： 召 捕 相 

札 候處、 御 横目 足輕 金子 八 太夫と 申 者に 而、 廿八 日夜 宅 を 出 候 節、 手 習 之 終夜に 外に 秦り、 

良り 遲り可 申 趣 家內之 者お 申入 罷出候 由。 右 之 者 平生 內 職に 傘 を 仕 候 者 故、 竹 宅に. tj£ 八：： 候 由、 

さん は 豫而掖 候 哉、 右 竹 を 堂 形お 持 行、 右 之 所に 而 梯子に 相 立、 两 町 古田 孝 之，^ -横 feg^ 越、 


瘦笠 を脫、 夫より 两町ロ 御門 之 横 土 群に 右 梯子 を 立懸、 御 算用 場 御 圍内 御 土藏之 内 低き 御 土 

藏之 尾根 上り、 屋根板 を 捲り、 こうまい を 脇 指に 而切拂 候處、 番人 之 鉢に 而晃 廻 り 候 様子 

に 付、 夫より 高き 御土藏 お上り、 是又 屋根板 を 捲り、 こうまい を 切拂、 土 をう がち、 天井 之 

板 は 鋸 を以四 尺に 二 尺 許 引 切 候と 覺候。 然處 大勢 提灯 をと もし 出 候 様子に 付、 又 低き 御土藏 

へ 下り、 夫より 土 * を 越 可 申と 仕 候處、 » 之內. ^飛 下り 候に 付、 大勢 追 付 候 故 逃 出 候處、 0 

夜 之 事故 御堀 之 內へ落 候に 付、 向 岸迄罷 越、 衣類 濡 候に 付 脫捨、 藤 右衞門 丸の 内より 土 * を 

越、 前段 簑笠脫 置 候 處，^ 罷越、 夫 を 着 仕 宅お 罷歸 候處、 翌日 衣類 之途候 を家內 之者咎 候に 

付、 寺 町 之 內に而 溝. 落 候に 付、 赏 家お 罷越 着物 借 着用 仕 候 趣に 申入 置。 其 後 宅 を 出、 外に 

隱れ罷 在 候 處被召 捕 候 由 申。 改 方に 而 a 候 前便 用に 罷 越度 旨 申 聞、 其 節 懷屮改 候處ニ W 目許 

銀 手形 有 之、 右 同人 搏候贋 手形 之 趣 申 顯れ、 右 之 外 當赛犀 川下に 流れ^ 候 一 贯 fill 目許 之鈒札 

之儀尋 候處、 同人 所爲之 由申顯 候。 外に 三百 目許 腾 手形に 而吳服 物 求 候 趣 等 申顯、 昨夜より 

禁牢申 付 置 候。 先 此段御 達 申 候 旨 等 段々 申 聞 候 事。 

月。 薩摩芊 の ロ錢を 除くべき こと を告 ぐ。 

薩摩^ 之 儀、 以前 は 他 闕產而 巳に 候 故、 口 錢立之 品に 候 得 共、 近年 御^!: 中 追々 出來、 當時 
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は 多分 御國奄 之链. - 殊に 米 價高贵 之 時節、 小 前 之 者 共 食用 之 品に 忖、 旁^^^,^之ト、 ：： だ 以後 口 

錢立 指お、 他！： 入 之 分 は 口 錢取立 候に 付、 是又不 及ロ錢 に： E 條、 可 得 其 > お 者 也： 

戌 十お  .  御 川 場 

十月。 能 登 口 郡の 細民の 稼と して 松 前に 輸出す る 筵の 製織 を 命ず" 

厂：^ 15 典〕  . 

口 郡 村々 小 前者 爲 稼キ、 詮 之 上、 松 前.^ 賣捌可 申 筵爲織 立、 夫々 被 申 波、 何分 永賴 いたし 

候 之 様 精 誠 取調 可 被 申 渡 候。 右 筵 船迥等 之 儀、 所门 町人 四十 物：^ -與 四に ハ衞. 玄妙 M 京： に ハ衞. ゆ 

人 當分申 渡 候 間、 出來之 筵、 向々 より 右兩 人手 前お 賣渡、 代 銀 受取 候 様 可 被 中波：^ お。 

但、 指 當り爲 御 仕 入キ、 先 銀 十 貫目、 追々物惯方ょり相渡可申^$。 

一 、 右 村々 取調 现方 役人 之 儀 は、 肝煎等之內人撰を以可被申渡^?。 ， 

右 之 通 可 被 得 其 意 候、 以上。 

戌 十月  御 算用 場 

. 槻尾甚 七郞殿 

L#l^ 典」 

口 郡 村々 小 前 之 者 日用 取續爲 稼キ、 松 前行 目 形： hg; 織 立方 被 仰 渡、 右 仕 法 方 御用 私共に 就 被 仰 


渡 候に、 別 箭仕法 書 等 御 達 申 上 候處、 則 仕 法 幅 通 可 相 心得 旨 等、 御附札 を以御 返に 付、 寫仕 

相 迥申候 間、 御 承知 之 上、 夫々 村 方お 御申談 御座 候 様 致 度奉存 候。 且右 取調 方 下役 之 人々、 

前段 仕 法 方 等に 申 談儀有 之 節、. 私共より 直に 呼 立 申 度 候 間、 此段御 承知 置 御座 候 様 仕度、 先 

々急速 御 順 達、 落着より 御 返 可 被 成 候、 以上。 

戌 十二月 廿 四日  北 村 平九郞 

三 輪 喜 八 郞 

三輪. 眞館. 當摩 • 北 村 • 高橋充 

天 保 九 年 十一 月 

松 前行 目 形 筵 仕 法 K  . 

口  部 

御 付 札、 本文 仕 法 書等遂 披見 候條、 此趣を 以可申 渡 候 事。 

戌 十二月 廿 四日  ， 

一 、 村々 筵 織 立 勢子 方 之 儀、 肝 煎 • 組合頭 等 之內、 筵取調^^下役キ申名目に而、 七 • 八ケ 村に 

一 人、 或は：： 迄 織 習 多 織 出 候 村々 は  一 •  ニケ 村に 一 人 宛 相 立、 廻 口 定置、 時々 爲 兒迥、 第一 M 

窮入小 前 之 人々 ぉ爲織 立候樣 勢子 を 加へ、 織 立方 吟味 仕、 一 出 來數等 爲相調 Si 申 度 奉.；：^ 候。 
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尤 私共 儀 も 折々 相 廻 勢子 可 仕事。 

一 、 御 仕 入 筵 織 立 候 村々、 一 村 切 私共 名前 印章 之： ffig 仕、 お 送 irai^ へ 渡 5S、 織 出 候 S 數幷 |g 

人名 前 問 尾 方に 爲相記 置、 問 尾よ、 り 織 出 候 人々. si, 、時， >  請 取 札 爲相渡 可 申。 右 受取 札を以 i ^へ 

村 肝 煎 及 下役 之 者束數 帳面に 記 置、 筵 代 銀 上納 前、 私共等^？；？八！：勘定可仕ま。 

一 、 御 仕 入 銀 御 貸付 方 は、 取調 现 役. 其 村 肝 煎 等 連名に 而、 誰々 お 爲織立 度 il::、 私 北 (名.：^ 之 _ 如 

窨爲指 出、 私共 奥 書 仕 御 逹可申 上 候。 右 銀 子 組 主附. ^御 渡、 組主附 より 其 村 肝れ 一,!^ 相 渡、 B 

更勢 子方 申入、 銀 子 御 渡に 付 何 村お 貸付 候 旨、 組主附 より 私共 方.^ 巾越攸 Si -。 

附り、 御 貸付 等 之 趣、 下役 之 者へ は 私共より 申 渡 度 奉存候 i$。 

一 、 御 仕 入 筵 代 銀、 幷ー 束に 付 三文 宛 之 役用錢 等、 四月 朔 H より 三 = 迄 之內、 九月 朔：： ：： より 

三 tn 迄 之內、 兩 度に 私共 指 引 切手 相 添、 御 郡 所々 問屋より 直 上納 爲致可 申、 尤 私共よりも； I：； 

細 指 引 書 仕、 別に 御 達 申 上 候 事。 

一 、 御 仕 入 銀 御 利 足 は、 御 仕 入 銀 高に 當り候 程 筵 問屋へ 相 渡 候 上 は、 ra,.^ より ト： 納ガ迄 之 利 

足 上納 爲致可 申。 問屋へ 筵 相 揃 相 渡 不申內 は、 織 人 問 尾 方お 利 足 指 引 爲致可 申。 都而ー 村 W 

之 御 仕 入 銀 御 利 足 は、 問屋 引受に 而 元利 共爲致 上納 可 申^。 

一 、 筵 之內. ^中 入札 之 儀、 取調 方 下役 名前、 幷 淀： 織 人名 前 相 調、 兼而織 人お 右 札 何 5£ も 相 


渡 置、 筵 織 出 候 節 中 入 爲致申 度 奉存候 事。 

附り、 此札捲 調 筆 等 は、 右下 役に 爲仕立 可 申 事。 

一 、 春 中 御 仕 入 之 筵 は、 四月 中限 追々 問屋.^ 爲相渡 可 申 事。 

一 、 夏 中 御 仕 入 之 筵 は、 八月 中限 追々 問屋へ 爲相渡 可 申 事。 

一 、 秋 中 御 仕 入 之 筵 は、 翌年 正月 中限 追々 問屋へ 爲相渡 可 申 事。  ノ 

一 、 御 仕 入 筵 之 外、 村々 常々 賣出候 分 可 有 之、 村々 向 寄 之 浦 方に、 所 口町 四十 物尾與 四兵衞 

等より 下問 屋爲立 置、 爲相運 申 度。 尤 右下 問屋 之 儀 も、 私共より 縮 方 指 引 等 致 申 度 奉.？^ 候 S -。 

一 、 筵外賣 外 買 致し 候 者 有 之候而 は、 御 縮 波に 相 成、 御 仕 法被 仰 付 候 甲斐 も 無 御座、 筵 織 立 

方 自然 キ猥に 相 成、 奸曲之 手 立 等 仕、 畢竟 永久 取 續不申 儀 M> 奉存候 問、 右 様 拽筵収 极候者 有 

之 候 はく、 取 調理 方 下役 曁所 口町 問屋 等 見 咎取揚 可 申。 尤右取揚候筵見咎人.^被下之候^$。 

一 、 筵 取調 斑 方 下役、 村々 爲織習 方 等、 都 而筵ー 件に 付 私共 召 仕 申 度 奉存候 事。 

一 、 所 口 運送 問屋 手前 も、 不正 之 儀 無 之 候樣、 私共より 折々 穿鑿 仕度 奉存候 事。 

右 口 郡 村々 小 前 之 者、 日用 取 續爲稼 織 立方 被 仰 渡 候 松 前行 目 形 筵 仕 法、 有 增之處 私共^^ 仕、 

御 窺 申 上 候 間, 猶更御 詮議 被 成 下、 御 指 圖被仰 付 被 下 度、 津 出方 之 儀 は；.^ 送 問 尾 手前 も 得トナ 

承轧、 追々 御 窺 可 申 上 候、 以上。 
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戌 十一月  北. 4:4 力. W 

• 三 輪 軎八郞 

御 郡 御 奉行所 

十 一 月 九日。 金澤城 御用の 間に 養 民 堂の 額を揭 ぐ" 

〔成 瀨正敦 日記〕 

！ 一  月 九日 

一 、 松 雲 院様御 時分 御用 之 間 御 額に 被 仰 付 候 哉、 養 民 堂 之 三 字 黄 悅山之 SHS 紙に 調 候 分、 

南 御土藏 奉行 手 合 御 預に相 成 居 分、 今度 御 額に 被 仰 付、 今日 御用 之 問 御 入：：： 之 內に被 爲懸攸 

十 一 月 十 一 日。 足 輕石田 甚之丞 孝行 を 以て 赏 せらる。 

〔毎日 帳 書拔〕  . 

十 一 月 十 一 日 

一 、 前 田 主馬 元 組 足 輕石田 甚丞、 老母へ 稀 成 孝心に 付、 一 作 米 三 俵 可 被 下 哉之& 伺、 伺 之 M 

被 仰 出。 

十 一 月 十一 一日。 町方に 浪人 鉢の 者 徘徊し 合力 を强 請す る を 以て 取締 を 命 


〔每日 帳 書拔〕  ， 

十 一 月 十二 日 

一 、 近年 町方に 浪人 鉢 之 者 多 徘徊、 商店へ 立 懸り押 買、 或は 町家 之 中 戶內へ 立 入、 强而 合力 

を 求 候 儀 等 有 之に 付、 右 樣之者 於 有 之 は 捕 置 可 及 屑 旨、 町奉行より 嚴重申 渡 候。 御 家中 末々 

奉公人 之內、 自然 心得 違 之 者 も 有 之、 右 所行に 似寄 候 者 有 之 候 は-.、、 同様取計可申^！^攸條、 

兼而 主人々々 より 嚴重可 申 渡 旨、 一統 御 横目より 爲 申談。 

十 一 月 十九 日。 金澤 城に 準備す る 武具 及び 步* 足 輕の數 を調查 す。 

〔御 家老 方 等〕 

十 一 月 十九 日 

御 武器 心覺 文化 十四 年 之 調理 數 

一 、 百 三十 八領  侍 具足 

一 、 五 百 九十 一 倾  御步 朱塗 具足 御 道中 物 等 

內 贰 拾九領  下地 三 具足 物 

一 、 六 百 四十 九領  足輕薄 金具 同 革具 足 等 
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し， V 


內 六十 四領  小頭 分 

當時之 御步並 等人數 


、 百 五十二 人き 


十 


十 


、 三十 四 人 # 


、 五十 四 人 計 

、 百 七十 六 人 計 


、 七十 四 人 


あ 


ズ 四百 九十 人 計 

外 百 六十 八 人 計 

足 輕人數 

、 百 九十 九 人 

、 百 二十 一 人 

、 百 十九 人 

、 四百 三十 八 人 

、 しヽ. 

プサ ナノ 


六 組 御步、 但 小頭 共 

御鷹 匠 御步並 御鷹 役 等 小頭 共 

御 算用 者 等 同小 頭 共 

. 御 細工 者 小頭 共 

定番 御步幷 小頭 共 

大組 足輕共 

御 持 弓足輕 三組 小頭 等 

御 持 筒足輕 三組 小頭 等 

御先 手足 輕廿 一 組 小頭 等 

聞 番足輕 四 組 小頭 等 


一 、 百 七十 六 人  割 場 御 弓 足 輕八組 

一 、 千 四十 一 人  同御鐡 炮足輕 四十 八 組 

一 、 五十人  御 鐡炮藏 附足輕 小頭 等 

>J 一千 二百 十 人 計  - 

十 一 月廿 五日。 前 田 齊泰の 明年 參覲期 を 繰 上ぐべき こと を議 す。 

〔覺 窨〕 

十 一 月廿 五日  . 

一 、 小 左衛門 別席に 而申聞 候 は、 今般 御 參勤御 時節 御 用捨 之 儀、 昨： n 被 仰 出 候 通、 右に 付 御 

手傳被 « 仰 候に 付 而は、 諸家 共 右 樣之御 振 故、 姬君様 右 之 處殊之 外 御 案 被 遊、 先 f:?- 而 より 横 

田 小 一 郞殿等 へ も 被 仰 出、 御 聞 合 も 有 之 候 へ 共、 御 樣子不 相 知內、 當 十日 右 之 御 様子 相 知れ、 

小一 郞 殿より 被 申 上 候處、 殊之外 御迷惑 之 御 様子。 右に 付 何と 歟取計 様 も 無 之 哉と 被 仰 出。 

小一 郞殿奧 御 右筆 向 被 聞 合 候處、 近頃 細 川 越 中 守 殿に 御 例 有 之、 *1 御 痛 之 趣 を以御 定例 之 通 

御 參勤有 之 候。 右に 付 田邊九 左衞門 等より 委曲 申 越 候 趣、 別紙 之 通 御座 候。 然處昨 H 小左衞 

門 被 召、 九 左衞門 等より. 何 ぞ申越 候 趣 も 無 之 哉と 之 御尋有 之、 右 之 趣 申 上 候處、 御 本宅 老女 

佐 山より 委曲 言上 之 趣 も 有 之。 右 御 參勤御 時節 後れ 候 儀、 姬君様 殊之外 御 心痛 之 御 « 子 に而、 
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佐 山へ 御 直に 被 仰 入 候 趣 も 有 之。 第一 は 御 待悴被 遊、 其 上 犬 千代 丸 様 次 成 被 遊、 御 ほ 

被 遊 候處、 右 之 通に 而御待 兼 可 被 遊、 且は 六月 中は大 ：！^ 之 時節、 M 迸 屮之處 も 御 * 被 遊 候に 

付、 如 御 定例 御 參勤被 遊 候 様 被 成 度と 之 事。 此度從 公儀 被 仰 出 候 優に 候 へ 共、 SBM.<W 

成 候 儀、 被對兩 御所 様 御 懸念 之 御 筋 は 無 之 御 首尾 合 等 之處、 少しも 泥 候 依 無 之 趣 等 を も 被 仰 

出 候 旨 等 申 上 候。 右に 付 小 左衞門 了简を 茂、 御 尊に 付相考 御請 可 申 上 ilH 申 上 候。 小ん- 衞 iZ 了 

簡に而 は、 今般 從 公儀 被 仰 出 候 儀、 其 上少に 而も 御 在！： 被爲在 候へば 可然 ffi に：^ へ „^、  ^も 

六月 中 御旅 行 難 被 遊 趣に 付、 暑 御 痛 之 趣を以 四月 中、 五月々 初 御參府 之 に 御 願 出.；； = 之可然 

哉。 六月に 至り 御 發蘭難 被 遊 時 は、 御 病氣之 趣に 付 御發加 ぼ？ 御 延引 御 W 可お 之、 ^様 攸而は 御 

住居 向 之 御 都合 も 有 之 事故、 右 之 通 相 成可然 哉。 主 稅等も 同存に 御座 候。 御内々 御 示談 

御座 候 而被仰 聞候樣 仕度 旨 等、 段々 申 聞、 九 左衞門 紙面 兩通出 之。 

十 一 月廿 五日。 先に 領國の 繪圖を 調製せ る 郡 奉行 以下に^ 賜す。 

〔毎日 K 書拔〕  . 

I 一  月廿 五日 

一 、 天 保 五年從 公儀 被 仰 渡 候、 御領 國御繪 圖 しらべ 方 御用 相 勤 候 御 ^ 奉行 稻葉助 五郞. 名 越 

彥右衞 門幷御 算用 者 瀧 川 新 平等 へ 被 下物 之 儀 窺 被 仰 出 候 事。 


染物ニ 端 助五郞 綿 二 把 彥右衞 門 

白銀 三枚 新 平 等 其 外 段々 有 之。  、 

十 一 月。 頭 • 支配人に 諸 土の 人品 ォ德 に關 する 調査 上申 を 命ず。 

〔御 親 翰 帳之內 窨拔〕 

十一 月 

一 、 御馬 廻 頭 等へ 左 之 通 申 渡。 

組. 支配 之 人々、 人品 之 様子 才德之 長短 は 人々 異同 も 有 之 事に 候 間、 人 毎に 何 役 被 仰 付可然 

人物と 申链、 頭. 支配人 見込 之 様子、 且 文武 格別 入 情 之 者、 又は 無情 之 者 杯 も 承り 次第 其 様子 

書記、 幼少. 病氣 又は 不心懸 等に 而、 御 取 用 難 被 成人々 も、 其 様子 委曲に 相 調、 來 三月 中 迄に 

頭々 人別に 拙者 共へ 相 達 可 被 申 候。 是以後も年々三月中同様調可被指出候^!«。. 

十 一 月。 田地 割の 定書を 制す。 

〔河 合錄〕 

天 保 九 年 田地 割 定窨申 渡 

一 、 打 立 竿 六尺 三寸の 御 定に候 得 共、 是迄村 方に 而用來 候 竿 相 用 候 儀 不苦候 之 間、 定 帳に 竿 

尺 何 尺と 申 儀 調 置 可 申 事。 

加賀藩 史料 第 十四 編 天 保 九 年  九 八 九 


九九 o 

一 、 田地 割替之 儀、 二十 ケ年 滿； 小 申 共、 村 中 納？， j! 之.. -顯出 K は..、、 ^,s^.^. 

一 、 地 割算 者 之 優、 是迄村 どし、 近 村 之 素人 を 相. 展、 地 割 等 致し 候，： i: もお 之： 一:^,-  H.A 等は不 W 

之 至りに 付、 以來繩 張 霄詞 人相 雇、 右定之 通り、 地元： 小 顺無之 «、  8U^#^^^. 

^、 所々 田地 割 多、 繩張人 指 岡 候ば、 惣 年寄 等 手前に 而誓詞 兄 W，3S 候 者、 者に 相 •：^.H^ 巾 

事。 

一 、 畝 田或惣 田杯唱 へ、 地 割 之 節 竿 除 等 致し 匿 地元 も 有 之 様子に 忖、 n 然キ 歩當 b 少く、 以 

來は右 様 之 地元 不殘惣 高に 打 込、 其 上納 得 之 上 右 畝 田 等 改而卸 付 之， は 勝 半 次 J= ？。 地划収 

懸り 以前 組 主 付 地 割 人 召 連 傾 廻 致し、 領境村 役人 呼 出 境 筋 紛無之 様、 地. 境 曲折 杭爲 打、 お々 

地 割に 取 懸り可 申 事。 

一 、 右 組 主付領 廻り 之 節、 隣村と 申 合 地元 隱置、 後日 誰々 に不寄 a 出 候に 於而 お、 北 (地- 儿兑 

出 候 者 之 高に 可 申 付 候。 若 外 詮議 之 筋に 而相顯 候に 於而は 取揚、 手 上 高に 申 付、 双方 村 役人 

等 厳重に 可 申 付 事。 

一 、 引田 之 儀、 是迄 色々 煩 敷 致 引田 候 村々 も 有 之 体。 以來居 尾 敷 之 外、 W 代 田 御お 之 通り 百 

石に 六 反 之 割 を以、 持 高に 應じ 引地 可 致。 其餘 引田 不和 成、 不殘關 田に 打 出し 可 中 候。 且又 

鬮當り 田 之內、 百姓 同士 替田之 儀 勝手次第 之 事。  . 


一 、 地 割 人より 相 渡 候 田 札並步 帳、 聊紛敷 無 之樣致 所持、 切 高 致し 候 節 は、 高證 文と 一 集に 

可 致 取 遣 候。 且又 田 札 無 之 御 郡 は、 步 K 迄 切 分け 相 渡 可 申 事。 

一 、 右 ケ條之 外、 蔭 引 等 村定之 品々、 萬步 帳に 夫々 一 打に 調 可 申。 且又 田畑 上中下 千 石高 當 

り， 步數 何程 宛と 申 儀、 是亦書 分け、 其 外 畦. 野 毛 地 共、 割當り 步數. 合 盛 米 書の せ、 草案 之 

通り 繩張 人名 前 相 記 置、 組 主 付 並 廻り 口 見 屆名印 致し、 村 方へ 相 渡 可 申 事。 

一 、 萬步 帳寫、 地 割 人より 組 主 付へ 爲指出 可 申。 古き 萬 步帳村 方に 指 置候而 は、 縮方不 行： S 

候 間、 組 主 付へ 取 立、 仕抹 致し 置 可 申 事。 

一 、 先達 而申渡 置 候 通り、 年 久敷不 致 田地 割 村々、 此節 急速 取 懸り可 申 事。 

徂、 村 方 之 得手 申立、 不願出 候 は •、/>、 組 主 付より 其 段 可及斷 事。 

一 、 地 割 相濟候 上、 鬧田合 盛 之 儀、 村 中 一 統 得と 遂 示談、 不正 無 之 様 取 極、 Si 卸 可 致 候 事。 

一 、 額 之內、 場所に 寄、 無 據江道 立 替可申 ケ所も 有 之 候 は..、、 組 主 付 見 分 之 上、 夫々 相 極 可 

申 事。 

一 、 畔木等 之 儀 は、 伐 取 候 様 先達 而 より 嚴重申 渡 置 候へ ども、 中には 伐殘、 格別：！！ 蔭に 成 候 

分 は、 地 割 取懸り 以前、 村 中 一 統示 合、 其 上猶更 夫々 伐 拂可申 事。 

附、 蔭 引に は 植木 一 圓不相 成。 若 心得 違 之 者 致 植木 置 候 は、，、、 何時に 而も 見 付 次 力、 こぎ 
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取 可 申 事。 

一 、 惡水之 俄 は、 田地 養に 相 成 候 儀に 候 間、 以後 新に 致 (水 作 候 者 は、 £i 之內 まばらに 相 成 K 

様 心得 可 申" 併 ig に 田地 を溃致 家作 候 链は不 相 成、 舉 地 も 成 K 歩 數相減 地 取 可 致^、」 

一 、 竿 先 麻 木 指 之 儀 は、 同茁 一 致 示談 之 上、 正直 之 者 相 撰、 桁 止 可 申。 が 正 M 者 は、 時々 取 

替可 申。 尤闘親 順番 相 立、 毎日 一 人 宛 見 迥 り 可 申 -。 

一 、 鬮組之 儀 は 闘 親 相談 之 上 相 極 可 申 事。 

右 是迄諸 郡 共 田地 割 色々 不正 之 割 方 等 も 有 之、 中には 打 立 之 節、 竿 目 不正 歩 數拔打 等 致し 候 

向 も 有 之 鉢。 奸曲之 致し方 不屈 至極に 付、 今般 本文 之 通り 申 渡 候條、 以後破^a^に相心w、 定 

書 幷萬步 帳 組 主 付 手前へ 取 立 仕 抹可致 置。 品に 寄 可 致 披見 儀 もお 之 候 ii:、 其 心 55 可お 之。 新 

申 渡 候 後 萬 一 不正 之 聞 得 於 有 之 者、 村 役人 等 は不及 申、 組 主 付 迄 も 念 度 申 付 候條、 得 其^、 

夫々 可 申 渡 候、 已上。 

戌 十一月  安田新 兵衞 

松 田 左 兵 衞 

猶以 承知 之驗判 形に 而可相 返 候、 以上。 

諸郡惣 年寄 • 年寄 並. 新田 裁許 中 


十一 一月 十三 日。 大聖 寺 侯 前 田 利 平の 家督 相續を 命ぜられ たる 報 金 澤に達 一 

〔成 瀨正敦 日記〕  一 

十二月 十四日  一 

一 、 a 七 郞樣當 月 五日 御 家督 御 相 續被成 候 旨、 御 直 書 を 以御普 爲聽、 夜前 御 飛脚 到來之 由。 一 

一 、 钰七 郞檨. ^之 御 返書 出來、 御 奏者 番本多 主 水 相 渡。 

一 

一 、 左 之 伺 通 被 仰 出 候 付、 重 便 小 森 源左衞 門へ 申 遣す 箬。  • 

一、 鮮鯛 二 折 木 具  a 七郞檨  一 

御 目 六  •  一 

1 、 ©  S 1 .^E  壽 1^ 院樣  一 

- # 一  折^  負 壽 院 檨 

御 目 六  一 

一 、 御悅迄  峻 光院樣 

右 七郞様 今月 五日 御 相續に 付、 表 向 御 祝儀 被 進物 之義、 御用 人より 伺 可 申 候 得 共、 御内，？^ 

よりも 右 之 通、 年寄 女中 奉 文 を以、 壽正 院樣ぉ 御傳御 祝と して 可 被 進 哉。 去年 二月 故 駿河守 

樣御相 續之節 之 振を以 奉伺 候。  ： 
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.  九九 四 

十二月 十七 日 

一 、 a 七 郞樣御 相 續に付 御禮御 呈番、 御 老中 方へ 御 連名、 两丸御 附：！ 1： 斷、 右 大將様 御 老中、 

井伊 殿、 都合 四 通 出來" 

十一 一月 一 一十 日。 御 細工 奉行 淺井源 右衞門 その 家作 を 美に する を 以て 役儀 

を 除かる。 

〔諸事 要用 雜記〕 

十二月 廿 一 日 

. 一 、 昨日 左 之 通 被 仰 付 候 由 之 事。 

.  御 細工 奉行 

淺 井 源右衞 門 

右 源 右衛門 儀、 家作 奧向內 作 事 方 等 甚榮耀 之 鉢 被 聞 召 候。 家作 等 之 债 に付而 者、 近年 追々 被 

仰 出 之 趣 も 有 之 候 所、 頭 役 も 相勤罷 在、 別而 不心得 之 儀 被 m 心 召 候。 依 之 役儀 被 桁 除 候。 榮耀 

之 ケ所相 改可申 候。 

右 之 通 可 申 渡 旨、 月番 美 作 守 演述仕 候に 付、 源 右衛門 私宅へ 呼 寄 申 渡 候 所、 泰畏 迷惑 至極 之 

旨 申 聞 候。 


是月 は大盡 

なり 


〇 


十二月 廿日  富 田 外 記 

十一 一月 晦日。 宫 腰の 足 輕堀內 兵 次 孝行 を 以て 賞 せらる 

〔每日 K 書拔〕 

十一 一月 晦日 

一 、 宮腰 御船手 足 輕掘內 兵 次、 母へ 孝心 之 様子 被 聞 召、 米 三 俵 被 下 _ 
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正 


天 保 元年 庚 寅  皇紀 二 四 九 ◦ 

月 〇朔日前田齊泰在江戶なる.^以て金澤城に於ぃズ出 

仕の 諸士 年寄 中に 謁す。 (C 

〇卞 一日 幕府、 前 田齊泰 がその 夫人の 分娩し. る 後 

歸國 せんとの 請.^ 許す。 (一) 

〇卞八日皇女降誕すろ.^3-_.<、前田齊泰舉祝の爲の使 

者.^ 命す。 0 一) 

〇廿 七日 前 田齊泰 夫人 水痘に 權る。 (一一) 

〇 廿 九日 大聖 寺 侯 前 田 利 之よ リ銀子 助成.^ 申込みた 

る l: 付さ議 す。 (一一 一) 

〇 從來年 1 1 舊令 恪 守す ベ しとの 觸 出.^ 爲し 、 

1 回に 吹むべき こと 疋む。 8 

^ 〇 八日 本鄕 邸に 天滿 宮な勸 請して 鎭守 とす。 (六) 

〇 十一 日德川 家齊、 前田齊 泰に鹉 贈る。 〈七) 

〇 十一 日 金 銀貨の 公定相場， や 廢{、 銀 子 上納に 金子 

.^J^ すろ， 、と.， 禁す 0  (ち 

〇 十八 日 前 K 齊泰夭 人 着 帶の視 儀. ふ。 へ 八) 

〇 組頭に 令し 配下の 加 恩に 關し 出願 催促す る、、 と 勿 

、；^ しむ 0  S 

附錄年  表 


〇實 子 廢嫡し 得べき 年齢の 制限.^ 定む。 (九) 

三 月 〇 六日 前 田 利 常の 生母 壽福院 の 二百： illj.^ 法會, ^金澤 

經王 寺に 營む。 (10) 

〇 十 一 日 更に 向 ふ 五ケ 年 問 增借知 > ^命す。 (ー0) 

〇 廿 八日 頜內 町. 在に 對し用 銀の 上納，^ 命す。 (Is) 

〇 前 田 齊泰歸 國の際 供奉す る 者の 心得.^ ij" ぐ。 (一ち 

閏 三月 〇 十一 日 家中の 人々 祝镞に 際し 盲人なら ざる 婦女，^ 

雇ひー上ーー缺.^奏^^しむる.^禁す。 0-0 

〇 十一 日華 悪の 衣服.^ 纏 ふ 婦女 見告 むべ さ こと 

改 方に 命す。 (一八) 

〇 言上 紙面 等の 調 方.^ 簡易に すべさ、、 と V„J* 命す。 0 

四 月 〇四日金澤の僧觀了異法>^勸むる.^以て捕^^.^議 

す。 (一九) 

〇 七日 野.^ *^警 むべ さ 幕府の 令.^^ 內に傳 ふ。 0 一 0) 

〇 十七 日加 賀の惣 年寄、 冥加 米. 用 銀の 上納 方に 就 

さ 能 登の 惣 年寄に 協議す。 0 一一) 

〇 鳳 至 郡長 順 寺の 門徒 等 法 義相績 に關マ る 

頭に 提出す。 0 一！ 一一) 

i 月 〇 四日 前 田 慶寧江 戶本鄉 邸に. まる。 (二 五) 

九九 七 


〇 四日 是日 以降 木鄉 邸に^,, far, 、定府 の士の 家族 等 

Li 觀覽マ る-、 と, ど 許す。 (一一 六) 

〇 七日 虱 俗に 閼 して 文政 十 一 年の 令 恪守 マべ さ-、 

と V, ど告ぐ C  (二- 0 

〇 十一 日 前田慶 寧の 幼名.^ 犬 千代 丸と 稱す C  OS) 

〇 十五 日 前田齊 泰登營 して 曩に德 川家齊 等の 祝儀.^ 

贈れる 謝す C  (一一 二) 

〇 十六 日 大聖 寺 侯 前 田 利 之 就 封の 途金澤 に 宿す。 (一一 一 

ID 

〇 十 九日 藩侯の 不在 中二 之 丸 御殿に て 一 般に 頼屆書 

類.^ 受附け ざろ 前 令 守る ベ き-、 と^ 告ぐ C  (ーーー3) 

0 廿 八日 前 田 齊泰就 封の 暇.^ 受く。 (一一 一 五) 

六 月 〇朔 日 前田齊 泰登營 して 就 封の 辭 見す。 (一一 一 五) 

〇 朔日前 田慶 寧の 生誕.^ 祝し 城下に 盆 正月.^ 行 ふ。 

(き 

〇 三日 老臣 等、 扛戶 に往來 する 際 馳走 人.^ 出す 諸 藩に 

對し藩侯ょリ禮狀^^送る件^^議す。 0 一九) 

〇 十九 日 金澤に 於いて 前 田 齊泰江 戶出發 の 期，^ 延べ 

たる、、 と..^ 通牒す C  (10 

七 月 〇 三日 金子，.^ 銀 子と 共に 通用す る、、 と 許し、 次い 

で 之 止む。 § 

〇 十 二日 昨今 兩日前 田 齊廣の 七回忌 法 會>.5^ 天 德院に 

蝥む。 (S 二) 


九九 八 

oil- へ 日 前田齊 江戸な 51K しヾ扰 封の 途にヒ る 0  S 

ID 

〇 晦日， 俗人の 法話 爲マ爲 集合 V- る、、. こハょ Iflf や、」 S 

八 月 〇 十一：！：：. 肘 田齊^ 金澤城 LL 着す C  (SC 

〇 十八 H 前 田齊泰 夙.！. 校に 臨む。 § 

〇 せ 三日 猪. 鹿. 大犬 俳徊の^ 衬に 13 炮 藥の 支給.^ 

命す。 (S さ 

of  その 女 前田麼 寧に 婚約 ぜん 、、と 求 

む。 § 

九 月 ㊀朔：：：： 前 田 齊泰、 德 川家齊 ょリ拜 0. したる 物 > ^老臣 

等に 頃つ 。 (15 

〇 三日 大 坂よ： r 江戸に 送附寸 る 仕 送 銀 は，：： 今 金子 >^ 

以てすべ き、、 と.^ 告 ぐ。 CS) 

〇 六日 前 田齊泰 郊外 千：：： 町 n に 放 マ。 (1-1) 

〇卞 五日 前 田慶寧 色直しの 祝 の 爲德川 宋^ 等に 物 

献 す。 (五一) 

〇 十五 日德 川家齊 等、 前田慶寧の色直.^祝して物.^ 

贈る。 (五 五) 

〇 廿ー B 前 田齊泰 夫人、 産後 初めてれ 戶 城の^ 式に 

登る。 (五 五) 

〇 廿 二日 見合 ：s^v ^有せす して 揮 川に ^1撈> ^^む-、 と 

禁 す.。 § 


〇廿 五日 前 田 齊泰、 その子 慶 寧の 誕生 ve^!^ して 能 

張 行す。 (五 七) 

〇 廿 六日 賃 馬.^ 使用す ろ ものに 錢, ^以て 支拂 ふべき 

、、と 命す。 (五八) 

十 月 〇 二日 竹 澤 御殿.^ 毁ち たる 古材の 利用 LL 就いて 議 マ。 

(き 

〇 五日 與カ にして 人 持 以上の 家來給 人との 間に 婚姻 

し 又に 養子.^ 行 はんとす る ものに 諭す。 (五 九) 

〇 八日 前 田 齊泰瀧 之 間の 講書 聽 聞す C  (六 0) 

〇 十四日 三 條西實 勳の 使者 來リて 合力. ^求む。 (六 0) 

十 一 月 〇 六日 頜 外の 者の 漆播 として 入國 する. ^禁す 0  (六 一 0 

〇 十 一 日 年寄 中 以下の 夜間 不明 門.^ 通行す る、、 と.^ 

, 許す。 (六 二) 

. 〇廿 三日 前 田齊泰 夫人 江戶 城西ノ 丸に 登る。 (六 一一 一) 

〇 廿 三日 前 田 齊泰、 瀧 之 間に 於いて 下 村 宗兵衞 に 書 

V ^講ぜし む。 (六 一一 一) 

十二  H? 〇 朔日寺 方 常用 銀の 利子 低下す ベ き- 、と 告ぐ C 

2) 

〇 三日 金 澤の 町民 多 數十間 町 干 代屋久 平の 家に 就き 

救恤. ^求む。 (六 S) 

〇 だ 日 越 中 地 生 八幡 社の 神 祭に 付き 勸 化の 件 議 

す。 § 

〇 六日 前 田 齊泰、 先に金澤分間縉圖成る.^以て遠藤 
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數馬 等-」 賞詞.^ 傳 へ しむ。 20 

〇 七日 幕府より 前田齊 泰に與 へたる 寒氣 見舞の 泰書 

金澤 Li 着す。 Q& 

〇 八日 金 澤城瀧 之 間に 於け る 月並 講釋に 新 井 周藏？ ffi 

子^^講す。 (六 九) 

〇八日三州地理志稿成る.<^以て前田齊泰に"\1^す。 (六 

九) 

〇 十日 金 澤へ刀 間獪劇 製作，^ 助けた る 人々 の 赏與に 就 

い て議 す。 Q0) 

〇 十 一 日 德川 家齊の 前 田齊泰 Li 贈れる 金 澤に着 

す。 (セ 一) 

〇 十 一 日 金子 銀 子と 共に 通用す る、、 と. ^許す。 (七 

コー) 

〇 十六 日 幕府の 閣 老加賀 藩の 聞番. ^召し ズ 改元の 行 

はれた る、、 と.^ 告ぐ 0  (七 一一 一) 

〇 十六 日 前 田齊廣 夫人の 爲 に 別殿， 5^ 營造 する.^ 以て 

主任の 役人.^ 命す。 (七 S) 

〇 十九 日 百姓 鉢の 者多數 千代 屋久 平等の 家に 就いて 

救恤 求む。 (七 5 

〇廿 二日 前 田 齊泰能 演す C  so 

〇廿 四日 叙爵の 者の 着服の 制.^ 吹む C  (^) 

〇 廿 五日？ 13 酒石數 例年の 三分の 二と すべさ 幕 令.，， ど 

傳ふ。 50 

九九 九 


〇 廿 七日 坟 元の 報 金澤に 達す。 (七 九) 

〇廿 八日 加 M 藩、 幕府- * リ御 文庫 金 一 萬兩の 借用 

許さる。 § 

〇 廿 九日 城內 稷 懸 Li 於 い、 供 待す る 者の 作法に 就 さ 

令す。 (八 H0 

〇 晦日 藩の 非人 小屋 に 收容 せらろ 、 ^の 人數. ^上申 

す。 (八 五) 

〇 郡 方の もの. 11 して 金澤に 移る が爲 轉籍， ^請 ふ- の 

及び難 者の 助 小屋 入に 容易に 之.^ 許可せ ざるべ さ 

. . ^-吿 ぐ。 (八 七) 

天 保 二 年 辛 卯  皇紀 一一 a 九 一 

正 月 〇 朔日前 田齊 泰金澤 城に 於いて 年頭の 賀な受 く。 (八 

. 八)  , 

〇 二日 例に ょリ謠 初の 儀.^ 行 ふ C  § 

〇 三日 前 田 齊泰、 寶圓寺 及び 天德院 に參詣 す。 (九 一) 

〇 十七 日 前 田. 陵 寧の 廳司政 通， 齊女完 君と 婚 すべ さ.、 

と 決定す。 (九 一) 

〇十七日江戶邸に於ける御抱蒿之^^<?五人不品行v^u 

て 解 傭 せらる C  (九 一一) 

〇 十九 日 具足の 鏡餅 直し 仃 ふ。 (九 S) 

〇 二十 H 江戶 邸に 於け る 疱瘡 • 麻疹 等の 者の 遠慮に 

就いて 金 澤の士 に吿ぐ C  (九 S) 

〇 廿 三日 金 澤淺野 川下なる 隱坊町 火.^ 失す C  (九 五) 


一 05〇 

〇 廿 四日 德 N 秀忠 二百： E 忌 法. iti., ど如來 寺に 執： 仃マ C 

(き 

〇 廿 六日 御算 W 揚舉！ t 堀 孫 左 衞門. 山 崎頓母 及び 御 

^手 御用 千 羽 太夫 財政 蝥 ™f に 功 わる.^ 以て 知： 仃.^ 

加增 せらる C  (九ち 

〇 廿 八日 玉 藥舉 行. 藥合舉行等，^> 鹽 15^ 拂の 際 その 

斤量.. すべさ-、 と 議す C  (九 八) 

二 月 〇 十一 日本 年中に 停止 すべさ 銀仲預 手形の 通 出 期限 

更に 五ケ 年間 延期せ しむ C  (100) 

〇 十七 日 能 登 惣持寺 開山， お 執行の 際 集 米す る 僧侶の 

爲道途 の 夫 馬, 5/ 支障な からしむ ベ さ- 、と v^sf 請す C 

(101) 

〇 十八 日 河北 郡よ リ越中 今 石 動に id 捌 さはべ さ 魚の 

種類. ^規定す C  OS 

〇廿 二日 家中 諸 士の居 屋敷 所 付 及び 園 問數の 屆 出 

命す C  (一  Qg) 

〇廿 四日 前田齊 泰^ 校に 臨む C  08 

〇 頜 內に產 する 木綿の 丈 尺 檢し村 役人の 捺印 vi- 施 

すべき、、 と， 命 f-o  aos) 

三 月 〇 二日 前 田齊泰 能， ゃ演す C  (10C 

〇 七日 前 田齊廣 の 女 邠姬の 祥月命日.^ 1^ む C  (10 六) 

〇 九日 前 田齊廣 夫人の 居所 螫 造に 就き 山 口 淸太 夫に 

その 主任 加入ん.^ 命す。 (10 七) 


〇 十日 前 田齊泰 老臣 中に 銀 子.^ 貸附 すべき、、 とん、 告 

げしむ。 (ー0 八) 

〇 十 一 日 藤內の 火災に 町 夫が 消防に 從は ざる 件に 就 

さ 調査す。 (110) 

〇 十三 日 前 田 齊泰金 澤，^ 發 して 一お 覲の途 に 上る C  0 

二) 

〇 一 一十 日三ケ 年ん. - 限リ颌 外の 者に 漆.^ 搔 く、、， 許 

t  (i) 

〇 廿 三日 大聖 寺 侯 前 田 利 之 歸邑の 途金澤 に 着す。 0 

1 六) 

〇廿 七日 前 田齊泰 江戸に 着す。 (二 六) 

〇廿 八日 德川 家齊 使.^ ど 遣 は？ て 前 田 齊泰の 參覲, ^勞 

す。 (二お 

四 月 〇 朔日前 田齊泰 登營し ズ參觐 の禮. ^行 ふ C  (二 九) 

〇 七日 幕府、 前田慶 寧の 魔 政 通 養女 完 君と 婚約ん- 

請 ひたる、、 と.^ 許す C  (三 ◦) 

〇 十二 日 富 山城 災 Li 福る C  (三 0) 

〇 十三 B 前田慶 寧の 爲江戶 邸に 幟 立つ る.^ 以て 

府の 男女に 觀 ん」 許可す る、、 と， 化 令す C  (三 一一 一) 

〇 十四日 金 澤淺野 川下 隱坊 町等災 LL 罹る C  oils) 

〇 十 七日 富 山城.^ 災の報 江戸に 達す C  (一一 一 五) 

〇 十七 日 土淸水 si:^ 藏 盗賊の 入す る 所と なる C  0 

二 五) 
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〇 十八 日 藩の 財政 逼迫す る.，^.以て諸向經§1^の節诚.^ 

講ぜし む。 (一一 一七) 

〇 十八 日 岡屋彌 兵衞 その 女の 代牢 請 ひたる 孝心 LL 

よ リ假に 出牢. ^許さる 0  (三 七) 

〇 廿 二日 前 田 齊泰、 齊廣 夫人， 化 招請す。 (11 一八) 

〇 廿 五日 前 田 齊廣の 女 姬 逝去 V-C  (三 八) 

〇廿九日德川家齊使.^遣はして前田齊泰の膝中^^慰 

問ぜ しむ C  S3 

五 月 〇 十日-白 姓 町人の 葬儀 墓聛 等の 费用 縮 すべさ 幕 

令， = ^博 ふ C  0 一二 一) 

〇 廿 二日 芝居 役者の 圍 外に 出で- 兩 ； '屋 町に" 4- る-、 と 

, せ 許す。 (一ー1  一二) 

六 月 〇 二日 前 田 S 寧の 爲本鄕 邸内に 幟. ^建つ C  (一 璧) 

〇 二十日 前 田 齊廣の 女寬姬 逝去す。 (一 憂) 

〇 二十日 〔佰々 の 人馬 貫 錢.^ 從來の 如く 四割增 liK 乂く 

• べき、、 と， ^許す。 (1! 一一 七) 

〇廿三日德川家齊使^|^".^遣はして前^齊泰の喙中.^ 

問ば しむ。 (一 一一 一八) 

〇廿 四日 非人 小屋に：^ 容 せられ ズ 九十 歳に 逢した る 

者に 增 米.^ 給す。 (一一え) 

〇 富 山 藩の 災 後に 處 する が爲石 野稚樂 助な 江戸よ.： T 

派す。 (一  一一 K) 

七 月 0 二日 前 田 齊泰、 茶屋 町 禁止 ぜんとす る 意 兌な 老 

1 〇〇 一 


臣に吿 ぐ c  (111 一九) 

〇 四日 金 澤高簸 町に. ^わり o  (1S0) 

〇 十八 日 前 田齊廣 夫人の 入國に 就いて 議 す 0  (Isl) 

〇 二十日 守 隱彦太 部の 名代 金澤 に來リ 衡器の 檢査 

開始す C  (ml 一)  . 

〇 廿 一 日 前 ffl 慶 寧の 側小將 たるべき 者 墓る 0(11) 

八 月 〇 九日 德川 家齊、 前 田 齊泰に |:lf 省.^ 贈る C  (Iss) 

〇 十五 日 前 田齊泰 能ズど 催す C  (5S) 

〇 十 八日 金澤に 於け る 茶屋 町 廢 止し 且つ 出合 宿. 屮 

禁 すべき、、 と.^ 吿 ぐ。 OSS) 

〇廿 一 日 金 澤町泰 行 雨；？^、 屋町廢 止に 就 さその 教濟方 

法.^ 禀議す C  (io 

. 〇廿 八日 兩 茶屋 町 廢 したろ.^ 以て 詧 業者 > ^教濟 す 

る 爲銀子 四 拾 貫目. „ ^與 ふ。 (ISO 

〇 晦日 前 田 治偷 夫人の 第 十三 回 d 心 法會. =K 江 戶廣德 寺 

Li 行 ふ。 

九 月 〇 四日 前 田齊 泰平 尾 邸に 赴く C  (i) 

〇 六日 前 田 齊泰夭 人 江戸 城 西 丸に 上ス -C  (SS) 

〇 六日 金澤に 於いて 阿： 松綠之 助に 相撲 興行，^ 許寸 

〇 十一 日 前 田 齊泰、 慶 寧の 將に宫 參.^ 行ばん とする 

以て 馬 及び 鐽.. ^贈る。 (一 五き 

〇 十二  cn 前 田 齊泰能 催す C  OS 


1〇〇 二 

〇十三日前田齊廣の女：0?^©<^澤.^3^し--、江戶に赴く0 

(き 

〇 十五 日 野 田 山なる 藩侯の 墓地 附近に て箕 狩^な V- 

〇十五日金澤に於けろ茶屋町>:.^^^したる.^::ヾその 

木戸.^ 撤す C  (一 五八」 

〇十六日兩茶3^;町.^膳せられたる>^以乂抱女の虑分 

に 就き 上申す。 (一 五な 

〇廿 1 一 日 前田慶 寧宮參 . ^江 戶富士 社に 行 ふ C  0 六 一 ) 

〇 金 澤城奥 御 納戶御 土蔵の 金子 賊の爲 に 奪 はる C  C 

六 ほ) 

十 ほ 〇四日前田齊廣の女^5?;姫江戶に着す0  (一六五；> 

〇 四日 金澤の 途上に て 女.^ 傷つく るお わろ.^ a て逮 

捕せ しむ 0  (一 六 六) 

〇 五日 江-尸 邸に 藩侯 一 門の 來れ る^ 給 事 人の 用 ふる 

上下.^ 龍紋 裏付と 定 む。 OS 

〇 六 m 前 HHI: 泰能 VJ^ 演 す。 0 七 0) 

〇 二十日 前に 茶屋 町に 在リ たる.^ の新特 業に 對 する 

租稅は 今年 限リ之 > ^免除 すべさ こと >^吿 ぐ C  (一 七 0) 

〇 廿 六日 前 田 齊泰、 盛 岡；^ 南部 利 滴.？^ 訪ふ C  (一 さ) 

〇 廿 九日 木鄉 邸に 大祌 樂.^ 觀ろ。 (一七ニ) 

十 一 月 〇 四日 前 田齊泰 及び 齊廣夭 人 等 駒 込 邸に 赴く。 (一 七！ e 

〇 十四日 勇 姬入奥 以後の 經 1：!：! に 就いて 議す C  (一七！ e 


〇 十五 日 古金 銀 • 1 1 朱 判 .眞 字ニ步 判の 引替に 關 する 

幕 令.^ 傳ふ C  (一 七 五) 

〇 十六 日諸士 に 努めて 文武 學校に 出席す ベ き，， と.^ 

諭す。 (一七 七) 

十二月 〇 朔日前 田齊泰 參議に 任ぜら る 0  (一 八 一) 

〇 朔日前 田齊泰 參議に 任ぜられ たる 以て 廣德 寺の 

廟に 之.^ 泰告 ipJ しむ。 (1-8 

〇 二日 前 田 齊泰. ^呼ぶ に 相 公と 稱乜 しむ。 (Ks) 

〇 十日 前田齊 泰參議 Li 任ぜられた る も 緩怠の 擧 動な 

かるべき こと.^ 諸士 に告 ぐ。 (Ks) 

〇 十 日 前 田齊 泰參議 に 任ぜられた る 報 金澤に 達す。 

i) 

〇 十四日 與カ堀 伊太 部 先に 石 坂 新地-」 避 興し. f 道.^ 

失ふ*^以て流刑..^命ゼらる0  (一八 六) 

〇 十 五日 前田齊 泰登營 して 參議 陞任 謝す。 (一八ち 

, 〇 十五 日 金澤に 於いて 諸 土に 前 田 齊泰の 參議陸 任.^ 

吿 ぐ。 (一八 八) 

〇 十六 日 前田齊 泰登營 して 家臣」 人.^ 叙爵せ しむべ 

き 命. ^受 く。 (一八 九) 

〇 十七 日 前 田 齊泰、 上野 東^宮 等に 參詣 しその 任 

謝す。 (一九 0) 

〇 十八 日 今 明 兩日前 田 齊泰の 陞任 貧して 盆 正月 

行 ふ。 (一九 0) 
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〇廿 四日 前 田 齊泰、 參 覲往來 の際携 ふる 三 品 及び 供 

. 人の 武器 數 1^ 省略 以前の 舊に復 y しむ。 (一九 0) 

〇廿 六日 賭 突 類似の 勝負.^ 行 ふこと.^ 戒む。 (一九 一) 

〇 前 田齊泰 陛任ゼ しか 以て 大敉. ^行 ふ。 (一九 C 

天 保 三年 壬 辰  皇紀 二 四 九 二 

正 月 〇 朔日 前田齊 泰登營 して 年頭，^ 祝す C  (一 九 二) 

• 〇 十二 日 前 田 齊泰下 谷廣德 寺に 參詣す C  (一 九 二) 

〇 廿 二日 大聖 寺 侯 世 嗣前田 利 極、 前 田 齊廣の 女： 51^ 姬 

に 結納. 5* 贈る。 (一九 一 e 

二 月 〇 朔日前 田 齊廣の 女 勇姬、 大聖 寺 侯 世 嗣前田 利 極に 

婚す C  08 

〇 四日 前 田 慶寧髮 置の 儀.^ 行 ふ C  OS 

〇 五日 德川 家齊、 前 田 齊泰に 放 魔に ょリて 獲た る 鶴 

. ^贈る。 (一九 六) 

〇 六日 前 田齊廣 夫人 當分駒 込 邸に お 住する、、 と.^ 幕 

府に屆 出づ。 (一九ち 

〇 九日 御 異風 飯 沼 閑 四 郎の弟 金六郎 町人.^ 殺お す C 

(一九 七) 

〇 十九 日 前 田 齊泰當 春 定例の 通リ就 封の 暇，^ 賜 はる 

べきの 報 金澤に 達す。 (一九 八) 

〇 廿 一 日 前 田齊泰 初めて 德川 家齊直 判の 內ぉ 受 

く。 (一九 九) 

〇 廿 三日 金 澤上堤 町よ リ出. ^す C  03 

一 〇〇 三 


四 


O 廿五 H 前 田麼寧 の 養 方法に 闢し、 御附 頭に 告 

ぐ C  0101) 

〇廿 五日 前田齊 泰、， 異姬 の始禮 終れる VJ- 幕府に 謝. マ C 

(二  0  一 e 

0 廿 八日 前 田 齊廣夭 人本鄉 邸よ. リ駒込 邸に 移る C  (一一 

〇 遠 所 町方 及び 御 郡 方に 於いて 私-」 錢札 1 か發行 マる 

<  、と.^ 禁止す C  (110 一一 一) 

月 〇 朔 日頃 日 行に る、 放火に 就いて 設議す C  (1  一 §) 

〇 六日 前 田齊泰 夫人 着帶の 5i 儀 V^J;: ふ C  olsD 

• 〇 六日 常春 藩侯の 歸國に 供奉す る 者に 貸 銀ん 行 ふ C 

(ニ0五) 

. 〇 十 一 日金澤 Li 降 霰め リ C  98 

〇 十五 日 前 田 齊泰登 管して 就 封の 辭 見す。 (ニ0 七) 

月 〇 朔日前 田 齊泰、 慶 寧の 敎養 方法-」 就いて 御附 頭に 

告ぐ C  (110 七) 

〇 二日 前 田齊泰 江戸.^ 發 して 就 封の ^  .U 上 る 00  一  0 八) 

〇 四日 御 算用 場-. 不 行金 相場 高貴 なる.^ 以て 輸出 米 >^ 

增 額して 金貨.^ 誘致 せんこと. 窶 申す C  98 

〇 十五 日 前 田齊泰 金澤城 に 着す。 05 九) 

〇 十八 日 小川 群 吾郎 鳳 至 郡輪嶋 に.^ 矢筒ん， ^運搬の 爲 

發 足す。 (三 0) 

〇 廿 二日 前 田 齊泰學 校-」 臨む C  0 一二) 


1 〇〇 四 

0 廿 三日 前田齊 お^ 之 間に 於いて 陸屎 大次郎 して 

害な 講ビ しむ C  0 一二」 

〇廿 九 B 金 ft 下 堤 町よ.： r 出.^ V-C ヘニー  一) 

五 月 〇 二日 前 田齊泰 石 川 郡 粟ヶ^に 行步， はふ C  r 三 二； > 

〇 パ日 大聖 寺 侯，： S 田 利 之：^ 色の 途< ^澤 城に 登る C  0^ 

Is) 

C 十二 日 前 田齊泰 校に 臨む C  (三 五) 

〇 十二 日 前 田 重 故の 側审， 靑操 院^ Iqc  §c 

〇 十四日 前 田 齊泰人 持 組の 士の 乗^..^ 觀る c  0 二 e 

〇十八日町，，^仃江守耍人酒犴の士の取扱，^誤リたる 

*^3て役儀.^除かる0  (三 さ 

〇ャ 九日 前 田齊泰 母 榮操院 > ^招？ §e 

〇廿 一 日德川 家齊、 幕 嫛小嶋 安順 V, ど 遣 はして 前田麼 

寧の 病ん-診 V- しむべ さ.^ 告ぐ C  0 一二 一) 

〇廿 二日 前の 茶屋 業者の 借用 ゼる 町會所 銀.^  二十 ケ 

年賦に 返納 せんとす る 出願 > ^卻 く。  0 一二 一一) 

六 月 〇朔 日 百姓 *町 人の 着服に 就い ヾ 監視.^^ に ゼ しむ。 

(二き 

oil 日 前 田齊泰 1$ び 人 持 組の 士の 乘 -irw.^ 觀る。 (ニニ 

〇 八日 前 田 齊泰石 川 郡 松 任に 行 歩 > ^行 ふ。 (ニニ 5 

. 0 十日 前 田 齊泰學 校に 臨む C  (ーーニ六) 

〇十八日藩の財政窮乏すろ.=^:^て省略VHO^ろ？ から 


ざろ.^ 告 ぐ。 (ニニ K) 

〇廿 四日 藩侯 在 府中 御 次 向の 費用 節 诚に關 して 通牒 

す。 0 三 七) 

〇 廿 sla 前 田齊泰 組頭の 乘馬， 化觀 る。 (ーーーーー0) . 

〇 廿 九日 前 田 齊泰學 校に 臨む。 (一一 一一 一一) 

七 月 〇 二日 前 田 齊泰の 子 釣次郞 江戸に 生まる 0  ( 一一 一一 一一) 

〇 二日 前田慶 寧の 病 癒えた る 以て 床拂 仃ふ C  (二 

き 一) 

〇 五日 前 田齊泰 頭分の 乘馬. ^觀 る。 0 一き 一) 

〇 十 一 日 前 田 齊泰の 子 釣次邵 出生に-付 七夜の 儀 

行 ふ。 (ニコー 一一) 

〇 十 三日 御 次 向の 足輕 以下に その 支配 頭より 被 下方 

. ^出願す る Y ^禁や C  (ニー 一一 四) 

〇 廿 二日 石 川 郡 大野 村に.^ 災ぁリ C  (一一 一一 一  s) 

.〇廿 三日 前 田 齊泰瀧 之 間の 講 寄.^ 聽 聞す。 (一 臺) 

〇廿 七日 金澤に 於い ズ前田 齊泰の 子 釣 次 郡 出生 七夜 

の 祝儀.^ 行 ふ。 0 一美) 

八 月 〇朔8 銀 忡預リ 銀 手形の 發行高 三分の  一.^ 正金 銀と 

交換し、 殘額^ 向 ふ 五ケ 年間 通用す ぺ き.^ 命す。 (一一 

き 

〇 八日 前 田 齊泰學 校に 臨む。 (透 八) 

〇 十日 殺生 人 等の 石 川. 河北 兩 郡の 田地 用水 川緣 K ど 

1% 廢ぺ しむる、、 と.^ 禁す C  §5 

附錄年  表 


〇 十四日 銀 仲 預リ銀 手形 消却 Li 關し 金銀の 比率，^ 改 

む。 (ニー  1 冗) 

〇 十 九日 兩朁商 預リの 銀 手形，.； 3 亦 三分の  一 正金 銀 

と 引 曰 へんと する の豫定 なる 吿ぐ C  (一 一一 1 一九) 

〇 廿 一 日 石 川 郡 土 清水の 鹽碓 藏 出 4- す。 0 一 Ho) 

〇 廿 四 日 前 田齊泰 堂 形 馬場に 於いて 頭分の 士の乘 馬 

. ^觀 る。 oml) 

〇廿六日前田齊泰石川郡粟ケ崎に行歩.^行ふ0311) 

〇羽咋郡塵濱衬淸兵衞先に外國に漂流したる.^以て 

口 書 徵す C  01115 

九 月 〇 朔日前 田 齊泰の 子 延之助 將に金 谷 御屋敷に 移らん 

とする.^ 以て 普請の 主任. 3, 命す。 (二； ハー) 

〇 五日 幕府の 飼養す る 綿羊.^ 交附 せらる ベ さ，、 と.^ 

告ぐ 0  (1 一六 二) 

〇 六日 前 田齊泰 河北 郡 津幡に 行 歩.^ 行 ふ。 0 一六 二) 

〇 卞 六日 前 田 齊泰學 校に 臨む。 (15 一一) 

〇 十七 B 前 田齊泰 M 北 郡 春 日 山に 行 步> ^行 ふ C01 六 S) 

〇 廿六曰 前 田齊泰 郊外 千 曰 町 n_」 放 驚， ヤ行 ふ 00§) 

十 月 〇 朔日學 校に 於け る 年寄 中 gif! の 席次に 就いて 吿 

ぐ。 0 一六 五) 

〇 四日 老牛 _i ブ化 ^外に 賣 出す、、 と > ^禁す C  §0 

〇AB 前 田 齊泰 また 頭分の 乘. 觀 る。 98 

〇 二十日 前 田齊泰 武， 校 Li 於いて 陪臣の 乘 itr ど觀 

一 〇〇 五 


る。 0 一一 ハ七) 

0 廿 六日 前 田齊泰 郊外 大豆 田 口に 放 驚す。 01六ち 

〇廿八日河原山關所足輕铃木宅左衞門孝行，^以_/賞 

せらる C  (ニー ハセ) 

0廿九0:1ニ朱金，.？-5^行通用乜しむるの幕令，-^傳ふ。 

i) 

〇 三 里 四方の 內 にて 天の 網.^ 用び 小鳥ん、 捕 ふる-、 と 

禁 する 前 令 嚴 守せ しむ。 9S 

十 一 月 〇 二日 前 田齊泰 郊外 廣岡 口に 放 魔す。 (ニーハ 九) 

〇 九日 幕府、 前田慶寧，^.その母に對する唱方1^指令 

す 。 (一一 七 0) 

〇 十三 日琉 球人來 着の 際 江戸 邸の 詰 人 等が 觀覽 の爲 

. 外出し 得べ さ： と.^ 告ぐ C  0 一七 一) 

〇 十四日 古金 銀 二 朱 1^ 及び 眞字ニ 歩 判の 引換と 新 鑄 

のニ朱金通用期限に關する幕令^^傳ふ。 0ー七！ーー) 

〇 十 五日 御留 場に 於いて 大鳥， 化 殺生す る 者の 逮捕 >^ 

盜賊吹 奉行に 命で。 9 & 

〇 十五 日 尾 侯 献納の 茶壺に 行 逢 ひたる 際の 作法に 

就いて 議す。 (一一 七 ：€- 

〇 十六 日本 日 以降" 兩替商 預リ銀 手形.^ 正金 銀と 交換 

す C  (二 七 io 

〇 廿 三日 田 齊泰の 子 釣 次 一郎の 色 直.^ 行 ふ。 

0 道路 の 高低 及び？ S 蓋の 損 所 等 は そ の 町に 於い て修 


一 〇〇 六 

纔 すべさ-, と^ 命で C  ニーお 

閏ニ 月 0 朔日 江戶： ui のん々 よ リ^ はし.^ る 年頭 K 狀に對 マ 

る 返 害-」 就：， ズ告ぐ C  OS 

〇 三日 兩 m+ 校^^^に その 門弟の 身分の 異動に 關す 

る屆出 命す C  0 ーセ 八) 

〇 六日 金澤に 於：， て 前 田 齊泰の 子 £5 次 郎の色 直の 

俵，^ 行 ふ。 01^) 

〇 七 B 前 田齊泰 校に 臨む C  9S 

〇廿 一 一 日 前 田齊泰 老臣 等に 阿^陀锐.^^.=紋時規及び 

ェ レキ テル 觀覽ぜ しむ C  (一一 さ) 

〇 廿 二日 石 川 郡 松 任の 孝子 彌兵衞 Luu^ す C つ 一八 S 

〇 驗馬等 くに 县綱， や 用 ふる、、 と.^ f^f-c つ 一八 一) 

十二月 〇 七 日常 暮 通用の 銀子缺 する >^ 以て 年寄 中 に常 分 

不用の-,.^ の >^ 町會所 に K 與ぜん 、、と 父^す 00 一八 一 ) 

〇 十四 B 御用 部屋の 人々 に 年內に 紋服ん < 賜 ふ 例，^ 今 

年に 限 リ^す。 2 八 一一 一) 

〇 十九 日 諸士の 道中に 於：， て 幕府 及び 三 家の 茶， おに 

出逢 ひたる 場合の 心得. ^令す。 9B 

0 廿 四日 明年よ リ三ケ 年. ^限り 藩侯の 御國^ 御 次 入 

用.^ 半诚 すべさ こと.^ 定む C  0 一八 S) 

〇 金澤 附近の 百姓 城下に 出で、 胤 暴す。 (二八 八) 

〇 御 鎮守 銀 年賦 返上の 件に 關 して 告ぐ。 0 一八 九) 

是 歳 〇 鴇 羽 一枚に 付き 一文，^ 以、 買 上ぐ ベ さ、、 と.^ 


正 


ぐ。 (二八 九)  . 

天 保 四 年 癸 巳  皇紀 二 四 九 三 

月 〇 朔日 前田齊 泰金澤 城に 年頭の 禮.^ 受く。 (一一 九 0) 

〇 二日 謠 初の 儀 vK 仃ふ。 (一一 九 一) 

〇 十四日 銀忡佐 賀野屋 平兵衞 不正の 行爲 ある.^ 以て 

その 取調 主 付.^ 定む C  (1 一九 10 

〇 十七 日 前 田 齊泰、 老臣 等が 省略 實 行中 一 切の 賞 賜 

. ^廢 ぜんとす る 禀議.^ 却下す。 0 一九 一 一一) 

〇 十 七日 定番 頭 以下の 供 廻 人 負.^ 減少すべき、、 と，^ 

告ぐ e  0 一九 S) 

〇 二十日 石 川. 河北 二 郡に 蓮 田の 增加 する 事情に 就 

さ 調杳ぜ しむ。 (二^) 

〇 廿 五日 年寄 中席に 使用す る 料紙 筆墨に 私物.^ 以て 

之に 宛てん とする、、 と 議す C  0 一九 七) 

0 小 松 城 番の定 負.^ 诚 じて 一 人と や。 0 一九- 0 

月 〇 五 0! 前 田 齊泰學 校 に 臨む。 0 一九 九) 

〇 十一 日 德川家 齊の前 田 齊泰に 贈れる 鵪金澤 に 着 

す。 (元九) 

〇 十五 日 諸 士の行 狀に關 する 禁令.^ 犯す もの ある.^ 

以て 之.^ 戒む。 01100) 

〇十七日前田齊泰金谷御屋敷の普請所V5^巡見す。 01 

01) 

〇 十八 日 前 田 齊泰の 子 利 義金 澤に 生まる C  (一一き 一) 


〇廿 二日 石 川 門外に 於け る警 固の 位置. „ ^改む c ひ 一 Q 一一) 

〇 廿 四日 前 田 齊泰の 子利義 七夜の 祝儀. H 仃ふ OO10111) 

〇 廿 六日 前 田 齊廣の 子 延之助 金 谷 御 2$ 宅に 移る C  (コー 

0111) 

〇廿 六日 町人 越 中 屋藤藏 等 油糟.^ 以て 燈油 製造 

發賫 せんこと.^ 請 ふ。 Oslo 

〇廿 七日 前 田 齊廣の 子延之 助の 金澤 城に 登る 定 日.^ 

定む。 015 七) 

〇 晦日 問 姓の 中 本末 嫡庶 の關 係に 就いて 解 釋.^ 定 

む。 0 一 0 七) 

三 月 〇 朔日 先に 德川家 齊ょリ 贈られた る 鶴.；^ 披ヤ； I す C  S 

I 六) 

〇五日陪臣にして講4^聽聞の爲^校に出席する^^の 

手續 簡易に す。 (一一 一一ち 

〇 十日 頜內川 除 又は 波 除 工事 LL 關 する 御 ま 2  會所及 

び定檢 地方の 管轄 V ^改定す。 (一 1ー一 七) 

0 十四日 前 田 齊泰金 澤> ^發 して 參觐 の途に 上る C  01 

一八) 

〇 十五 日 大聖 寺 侯 前 田 利 之 一親の 途金澤 に 宿す。 01 

1  一 0) 

〇 廿 四日 文政 四 年の 法ん 吹めて 御 郡.^ 行 專務と 改作 

方 専務と-し 分離 ゼ しむ。 (き 二) 

〇廿 七日 前 田齊泰 江戶に 着す C  S0 

一 〇〇 七 


〇廿 八 B 德川 家齊使 V, パ-遣 はして 前 田 齊泰の 參覲ん A 

ぜ しむ C  (一一 一二 ほ； > 

〇 他 國御便 人た るべき 諸 士に對 す る貨渡 金額な. 定 

す C 舊) 

〇 者ん-捕獲した る のに 對 する 賞 與な 半诚す o( き 一 五) 

四 月 〇 朔 m 前 田 齊泰柳 營に上 リズ. t 親の 禮 仃ふ Co 一二 さ 

〇 九日 金澤に 地震 ぁリ C  (一一 一二 八) 

〇 十二 日 能 獒郡小 松に 4- 災ゎリ C  (き 一九) 

〇 十八 日 前 田慶寧 初 めて 登營 して 德 川家齊 に 謁す C 

0 一  1) 

〇廿五日銀仲預リ銀手形及び兩替印紙の引替所.<^設 

け、 R つ 其 通用 年限，^ 延 ぶべき、、 と 吿ぐ C  (1 七) 

. 〇 御 大工 及び 御 壁 塗の 子弟 等の 御作 事 所に 出 づる揚 

合 LL 攻めて 帶刀 する、、 と.^ 許す。 (畫 九) 

〇 前 田齊泰 の 子利義 の幟殍 見 人の 心得.^ 示す ools 一) 

五 月 〇 十日 前 K 齊泰の 子 釣 次 郎投す 0  (It 一) 

〇 十三 日 前 田齊泰 の 孑 钩次郎 の 逝去.^ 發 表す 00 一一  sle 

〇 十七 日 前 田 齊泰の 子 韵次郞 危篤の 報 金澤に 逢す 0  • 

. 靈) 

〇十九日前田齊泰の子釣次郞投する.-^3-て金澤に於 

いて 簪請 殺生 嗚物. yfe: 止す。 0 一一 so 

〇廿 七日 前 田 利 家の 女 豪姬の 二百 回忌 法會. 寶圆寺 


に轨 行す C  (lie 

〇 米 憤 高； a なろ.^  p< て藏 {IS 印^ 米 IT 持の 商人-」 之な 

寰出 すべさ-、 と 命 や C  (11 ほさ 

六 月 〇 窮民 救 濟の爲 武士 町. 本 町 等 LL 道 は理の ェ.， ど g 

すべ さ-、 ivw せぐ 0  (一一 一 SK) 

〇 天候 不順 ズ 冷氣. ^成-ざ C  (§o 

〇 小 松 町 5^ 後の 宋 IS  入念に V ベ さ、、 iv?- 告 

ぐ 0  i) 

七 〇 十 8 小判 及び 歩 判 金の わるもの、 通 川に 關 する 

幕 令.^ 傳ふ。 (11ー五0) 

〇 頜內製 産の 木綿に 判 押ん.^ 定め 判貨， ど徴す ベ さ、、 

と v^- 告 ぐ。 (10 

八 月 〇 四日 前 田 齊泰. W 歉に處 する 爲蓄穀 の 法 > ^講す べき 

-、 と V ^命す 0  (10 

〇 廿 四日 一 朱銀>=^後行する„^3-_\ 1 朱 金 引換 ふべ 

き 幕 令 傳ふ 0  0 暮ー) 

〇 前 田齊泰 その 族 人の 席次.^ 改定す 0  Q8 

〇 米 價大に 騰貴す 0  (一一 一 五 五) 

九 H: 〇 十五 日 前 田 齊泰の 子 利^の 色 直の 祝 t^.„Kt ふ 0  01 

S 

〇 十九 日 石 川 郡 高 尾 に 於て 加持 祈" 1 すろ 贈お 章、 妙 

、 M 院の 位牌，， や 安置す る.^ 以て その 分.^ 議す o( 爱さ 

〇 廿 七日 前 田齊泰 夫人 江戸 城 西の 丸に 登る C  CISC 


十 月 〇 九 31 不作なる. „^ 以て 酒造.^ 三分の 一に 诚 すべき，、 

と. 吿ぐ C  0 一一 五 九) 

〇 十日 米. 雜穀等 食用 品，^ 藩 外に 輸出す る こと 禁 

す。 0 一六 0) 

〇廿 三日 前 田 齊廣の 生母 貞琳院 十三 回忌 法 會.^ 寶圆 

寺に 執行す。 (き ハー)， 

〇廿 六日 鳳 至 郡 蝓島海 嘯に 襲 はる C  (一一き 一) 

〇 飢民の 金澤 LL 出で、 食 乙 ふ 者 多し C  (きハ 九) 

十一月 〇 九日 前 田 治 脩の 廿五 回忌 法 會.^ 寳^ 寺に 取 越 執行 

す。 (一一 W0) 

〇 十三 日 一 作 引 免..^ 許した る 知行 所.^ 有する 諸士 に 

藩より 償 米 支給す る 時期 等，.^ 告ぐ C  (1 一一 一) 

〇 十九 日 米穀 等の 食品. 藩 外に 出す ベ からざる こと 

. ^吿 ぐ。 0 一七 K) 

〇 廐 祈醻. ^特許した る 越 中 守 山の 七 右衞門 以外の 猿 

牽 徘徊す る v^u て 注意せ しむ。 Oil 七 八) 

〇 米穀 缺乏マ る. „ ^以て 町人 に 粥 ..Ha; ふべき、、 と . ^令 

す 。 0 一七 九) 

十二月 〇 七日 鹿 島 郡 能 登 部下 村に て 百姓 騒擾す C  OKI) 

〇 十四日 御 郡 方に 洩米. ^行 ふの 疑め る. て嚴 Li 之 

^戒 む。 0 一八 二) 

〇 十五 日 前 田齊泰 夫人 着帶の 祝儀，^ 行 ふ。 0 一八 二) 

〇 十八 日 博 突 等の 諸 勝 貢.^ 禁 する 前 令.^ 嚴守乜 し 


む。 OKlll) 

〇 十 八日 能 登 口 郡の 惣 年寄 等當 年收納 米の^ 濟 に 付 

き 歎願 ぜん、、 と 謀る C  OK 一一 D 

〇廿 九日 山 本 孫 三 邵銀子 指 引の 件に 關し 雲田忠 太夫 

. ^殺害す C  (一一 一八 四) 

〇晦日飢民，加したる>^3-て之，^收容する非人小屋 

の增 築， 化議 す。 030 

〇 窮民の 飢死 する 者 多 01 八 六) 

〇諸郡本年の粗貯藏に代ふるに米„^:?てぜん、、と.^ 

請 ふ e  0 一八 六) 

是 歳 〇 七 木 等の 伐採に 關 する 取締.^ 組 主附の 取扱に 屬ぜ 

しむ。 (一一 一八 九) 

〇 藩の 租稅收 入 凡べ て 左の 如 t。 (一一 一八 九) 

天 保 五 年 甲 午  白 紀ニ四 九 四 

正 月 〇 廿 三日 能 登 口 郡の 木綿 判 押 役人.^ 任命し その 勤 方 

. ^示す。 (一一 一九 八) 

〇 米價 騰貴す。 (so 二) 

二 月 〇朔 日 前 田 慶寧着 祷の儀 > や 行 ふ。 (S0111) 

〇 九日 諸士の 先祖 由緒 一 類 附！^ 年^ 中席に 提出す 

べき、、 と.，^ 命す。 so 五) 

〇 十日 老臣 本多播 磨 守铽內 困窮の 狀> ^在 江戸の 老臣 

に告ぐ C  (sg) 

〇 十一 日加 賀 藩の 抱 蒿江戶 木鄉に 於いて 町 ％| た 組と 


附錄年 


表 


〇〇 九 


鬪 諍す c  (so 七) 

〇 二十日 鳳 至 郡 輪 島 町 Li 入 災ゎリ c  (SOC 

〇廿 八日 肌 民の 急に 救助 ズど 要する もの 、 爲 粥.^ 施與 

すべき、、 と,^ 吿ぐ C  (四 二) 

0 晦日 非人 小屋の 收容者 三千 四百 餘人 算す。 (SS) 

〇 諸郡惣 年寄 Li 命じて 本年の 耕作 獎 勦せ しむ C  Q 

|七) 

〇 米 債 高直 LL しズ洩 米の 疑 ある 以 V 之， ぃ發 見者に 

出訴すべき こと 告ぐ 0  (S1 七) 

〇屎 物.^ 一  切領 外に 出すべからざる、、 と 告ぐ C  (S 

一八) 

〇 乞食.^ その 村 限りに て 介抱し、 浪人. 薦僧 等.^ 立 

, 入らし めざるべき ことん 命す 0  (S1 八) 

〇 藤內 頭より 散 乞食 等の 取 捌に 關 する 從來の 例.^ 上 

申す。 (111 九) 

月 〇 十 一日 本日よ リ金澤 神 護 寺 LL て 来.^ 施行す c(In 三) 

〇 十三 日 前 田 齊泰就 封の 暇.^ 受く C  (s 一三) 

〇 十 五日 前田齊 泰登營 して 就 封の 辭 見す。 (s ニニ) 

〇 十五 日 前田齊 泰登營 して 阿蘭陀 人の 德 川家齊 に謁 

する.^ 觀る C  05) 

〇廿 三日 前 田 齊泰の 子 利 順 江戶に 生まる。 (slls) 

〇 廿 八日 老臣 等 窮民 救 濟の法 議し 銀 子 献納.^ 請 

ふ。 (S 二 五) 
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0 晦日 非人 小屋に 收 容ゼら る、 A 四千 百餘人 

す。 (翼) 

四 月 0朔日前田利頓出咴.ぜし，^;^て七夜の祝儀*^-:仃ふ0 

i) 

〇 十 H 河北 郡よ： T 越 中 今石勳 LL 镝出 すろ 魚！^ の 取 蹄 

方に 關 して 告ぐ C  SIK) 

〇 十三 日 前 田齊泰 江戶. ^资 L ズ歸國 の に 上ろ C  0J 

二 九) 

〇 十四日 盗賊の 嫌疑 わる. の 家宅 捜索す ろ 件に 關 

し 通牒す 0  98 

〇 二十日 先 _」 雲田忠 太夫.^ 殺害した る 山 本 孫 三郞の 

無罪た るべ さ 1^ 議 マ。 (1 七) 

〇廿 四日 前 田 齊廣の 子延之 助の 病疱痠 と决す eg5 

〇廿 四日 郡 方に 疫疾 流行す ろ.^ 以乂^ 師.^ 派^す る 

の當否 議ぜ しむ。 (130) 

〇廿 五日 前 田 泰金澤 城 LL 歸 着す C  io 

〇廿 九日 非人 小屋に 收容 せらる 、 もの 三千 三 He 餘人 

^算 す。 ass) 

〇 能 登 口 郡の 窮民.^ 救助 ぜん、、 と > ^出願す C  as 五) 

五 月 〇 二日 前 田 齊泰學 校に 臨む C  (Is 七) 

0 四日 越 前 府中の 本多內 藏助將 に！^ 內 V ^通過せ ん と 

する*^以てその待遇に關し通牒す" §^ 

〇五日大聖寺侯前田利之歸邑の^^佥澤に宿す.<2はル) 


〇 七日 前 田 齊廣の 子延之 助^す。 (ISO) 

〇前^ 延之助 行狀。 (s 五一 一一) 

〇 九日 疫病 流行す る vK? て 諸 郡に 醫師. ^派遣すべき 

、、と 告ぐ C  (sg) 

〇 十一 日 非人 小屋に 收容 せらる、 者の 保護 >ゃ 充分な 

らしむ ベ さ,^ 命す C  Q 六 g) 

〇 十五 日 老臣 等 窮 民 救 濟の爲 来 . 銀.^ 献納す ベ き 、 一 

と 1^ 通牒す。 (I 六 五) 

〇 十五 日 非人 小屋に 死體. ^求む る大犬 ある.^ 以て 之 

. ^錢殺 する こと.^ 命す。 (II 六 五) 

〇 十七 日 非人 小屋の 疫病ん」 拂ふ 爲彌彦 送.^ して 祈禱 

ぜ しめん： と.^ 議す。 93 

〇 十九 日 前 田 齊廣の 子延之 助の 葬儀.^ 行 ふ。 (四 六 八) 

〇 廿三 B 前田齊 泰の朦 中.；^ 問 ふ 閣老の 泰書金 澤に達 

す。 (eM) 

〇 疫病 大に行 はる。 (S さ) 

. 〇 辰 巳 用水の 清潔 > ^保持す ベ き 件.^ 議す C  io 

〇 藤內等 非人 小屋に 收容 せられた る 者の 死者 荼吡 

Li 附マ るの 命. ^拒絶す。 (S 七 s) 

六 月 〇 四日 藩の 貨米 Li 對しズ は 浦 口 錢，^ 徵 すべから ざる 

、、と 定む。 (E 七 K) 

0 七日 小 割 銀の 通用 期限.^ 豫定 より 延 ぶべ き、、 と 

ぐ。 (s 七 七) 

附錄年  表 


〇 十日 藩の 財政 困難なる 以て 借 上 銀.^ 命す る 、 、と 

. ^告 ぐ。 (UK) 

〇 十三 B 前 田 齊泰學 校に 臨む。 (IKO) 

〇 十四日 更に 省略に 就いて 鶴せ しむ C  s 八 0) 

〇 晦日 非人 小 直 に收容 せらる、 ^|^の！11;數.^ま查す0 

(s 八 1) 

〇 家中の 者 金銀 調達の 爲收納 米の 藏縮. ^なす 件 に 關 

して 告ぐ 0  (s 八 二) 

七 月 〇 七日 家中よ リ借上 銀，^:, 仃ふも 困窮 甚だしき^ めら 

ば 之.^ 上申せ しむ。 (S 八 一一 一) 

〇 廿 六日 金 谷 御 居 宅 再び 金 谷 御屋敷と 稱 すべ さ、 ， 

と，^ 告ぐ。 (IKS) 

〇 幕府の 令に 基づき 造酒の 石高.^ 一  昨年の 三分の 一 

と すべき，、 と 告ぐ 0  (SKS) 

〇 米 價大に 下落す。 (S 八 六) 

八 月 〇 八日 前 田 齊泰瀧 之 間 に 於いて 林 周 輔.^ してお.^ 講 

-ぜ しむ 0  (s 八 六) 

〇 十一 日頜內 に 於いて 武器„^藏置する場所.^調查 

す。 (S 八 七) 

〇 十三 日 前 田 齊泰學 校に 臨む C  (S 八 八) 

〇 廿 三日 前 田 齊泰人 持 組の 士の調 Hit.^g!- る。 (S 八 八) 

〇廿 三日 前 田齊廣 の女壽 々 姬の 本多播 磨， ザに 嫁した 

る 後 その 居所. ^廣 坂御廣 式と 稱ゼ しむ C  S 八 九) 

一 〇 一 一 


〇廿 七日 前 田 齊泰石 H 部 松 任 Li 行 步な行 ふ c  S 八 さ 

〇 米穀 大 に豐镇 S 九 0」 

ん 月 〇 朔日前 田 齊泰石 川 郡 粟ケ峰 LL 行步. ^行 ふ C  s 九 0」 

〇朔 日奧衬 丹 後 守 冗員 淘汰の 謇議に 關しズ 意見 ズど述 

ぶ。 (S 九 一) 

. 〇 二日 前 田齊泰 の 子 利 順の 色 直な 行 ふ。 98 

〇 三日 前 田 齊泰學 校に 臨む C  (s 九き 

〇 五日 前 田齊泰 人 持 組の 士の乘 馬，^ 觀る。 Q 九 六) 

〇 六日 前 田齊泰 郊外 千 H 町 口に 放鸞す C  (SAC 

〇 六日 石 川 郡本吉 町に.^ 災 あり。 (s なハ) 

〇 十八 日 前 田齊泰 夫人 江戸 城 西 丸に 登る。 s 九 七) 

〇廿 一 日 御 魔 場 及び 御留 場に 於け る 殺生 禁止 等の、、 

. と v^ll 口ぐ 0  s 九 七) 

〇 廿 六日 老臣 本 多播磨 守、 前 田 齊廣の 女壽々 姬に納 

釆す。 (ISO) 

〇 廿 八日 前 田 齊泰卯 辰 山 LL 行 歩.^ 行 ふ C  (五 00) 

〇 城下に 豐 年祭 行 はる C  0S1) 

十 月 〇 八日 大坂 鎰屋善 兵衞， ^藩の 產物 問屋に 指定し.；^ る 

ン と，^ 告ぐ C  OS! 一一) 

〇 十 九日 諸士の 百姓 地，^ 請 地と する： と.^ 禁す。 (五 

8 

〇 廿 四日 金 澤の宫 暧屋久 右衞門 及び 石 川 郡宫暖 の^ 

屋 五兵 衞 二人に 船櫂數調理役.^ 命じ ；，：る 、 、と..^告 


1〇 一 二 

〇％ 歳 手 當の爲 二 萬 石の 蓄米 >„vf*T あ^に 命す c  2S 

十一月 〇 三日 與カ 安武 半 之丞、 HiK 知左銜 門.^ お， マ C 

〇 四 ：》是 B 以 後{認 々 姬 將 に 水 ^^fp 守 L: 入奧 せ ん と 

,0 四日 家中のお 地 地 一れ i^.^ 期 《 ^に ヒ納 V- ベ さ-、 と 

〇 十三：：： 金澤新 町より^.^ 失す C 

〇 十九 日壽々 姬、 老臣 本 多撟磨 守に 入 奥す C  (4n:c 

〇 非人 小屋に 收容 せらる V II？ 民大 に诚少 マ C  £1 さ 

十二月 〇 六日 先 に 日 匿 知左衞 門.^ 殺害した ろ與カ 安武 半 之 

丞 及び その他 關係 處分 ゼらろ 0  (五一 八) 

〇 八日 小幡豹 三、 成瀨掃 部の 門 LL 張 文.！^ 行 ふ Co- 二 ご 

〇 十日 本年の 造酒 石高,^ 三分の 二と マべ .^幕令.^；^ 

. ふ。 (五一 一一 1 一) 

〇 十九 日本 年. ^以て 增借 知の 年限 盛 さたる も尙 《； H 分 

之 櫞續 すべき、、 と 1 ^せぐ。 (き 一 5 

〇 廿四 U 御 郡 方に 於け る 宗門 改 の 手槻 改む 0(1,,  二 C 

〇 廿六 B 來 年頭より 郡惣 年寄 等に 通リ g| リの Hrc- 

. ^許し、 且つ 年寄^の 苗字.^ 稱し 得べ さ、、 と > ^告ぐ 0 

(霧 

〇 廿 八日 藩の 財政 え マる. ^以 て？ *e  士の役 料 知に 借 


上. >^ 命す。 (五二七) 

〇廿八日諸郡惣年寄.年寄並等蓄米に盡カぜし.^以 

て 賞 せらる C  (さ 一九) 

〇 諸郡惣 年寄 以下の 轉 役した る 場合に 於いて は その 

役 料な 日 割と すべき、、 と 定む C  (き 一) 

天 保 六 年 乙 未  皇 二 四 九 五 • 

正 月 〇 朔日 前田齊 泰金澤 城に 年頭の 禮.^ 受く。 (11) 

〇 二日 謠 初の 儀 vKt ふ。 080 

〇 十九 日 具足の 鏡餅 直，^ 行 ふ。 (五 愛) 

〇 二十！ n 本年より 更に 借 知.^ 命す ベ き,^ 以て 儉約 

勵行ゼ しむ。 (五一 Is) 

〇 二十日 江戶詰 中に 於け る 諸士偷 約の 心得 諭す。 

(i) 

〇 廿 二日 前 田 齊泰の 子 利 順の 病 疱瘡と 治定す cofi  一  W) 

〇 廿 七日 東 本願 寺の 遷佛 式に 身分 不相應 の 喜捨,^ 爲 

し 又は 窃 LL 參詣 する こと 禁 す。 (1 七) 

〇 能 登 口 郡の 年寄 等 難破船の 取 捌に 關す る 憤 習.^ 

上申す e  (五一 一一 九) 

〇 御 算用 場舉行 出納に 關す る豫算 提出す。 SG 

〇 從來御 納戶銀 VMSf て 下賜した る 給 銀の 一 部.^ 御 郡 

打銀に移すの件^^議す。 OS 九) 

二 月 〇 三日 前 田 齊泰學 校に 臨む 0  (11) 

〇 三日 郡 方の 者 等他國 他領よ リ 金銀，^ 借用す る、、 と 

附錄年  表 


. ^禁す C  (量 一) 

0 六日 前 田 齊泰の 子 利 順の 疱瘡 癒え 酒 湯 > ^浴す。 (五 

〇 十四日 前 田 齊泰、 齊廣の 女壽々 姬.^ 本 多播磨 守の 

邸に 訪ふ。 (瑩ーーー) 

〇 十六 日 人 持 組頭、 その 組 中に 藩の 寺 方 普請 入用 銀 

, ^献納 ぜん-、 と.^ 勧告す。 (§) 

〇 十七 日 江戸 詰の 者の 不時 拜借 願.^ 許さ. >  るべ さ，^ 

告ぐ C  (五 五 五) 

〇十九日小松御城番前田織江足輕.^して鐵炮.^3-ズ 

捕 鳥せ しめ、 爲に 逼塞.^ 命ぜら る C  (量 五) 

〇廿1 一 日 越 中 守 山の 猿曳 七右衞 門に 鑑札 與 へたる 

こと 告ぐ C  (量 六) 

〇 廿 四日 前 田 齊泰の 子 利 義の髮 匿の 祝儀.^ 行 ふ C  (五 

1) 

〇算用聞役等に命じ諸色の直段..^观杳：しその下荡.^ 

計ら L む C  (五 1) 

三 月 〇 十一 H 金澤橫 安江 町よ リ火 失す C  0- さ) 

〇 十四日 前田齊 泰金澤 v!^ 發 して 參 覲の途 に 就く。  (m 

8 

0 十八 日 人 持 組の 士の 風俗に 關し 一、 訓 論す。 o*KS) 

〇廿 六日 前 田齊泰 江戸に 着す C  §0 

〇 廿 九日 德 川家齊 使者.^ 遣 はし 乂前 田齊泰 の； J-s-,^ 

1 〇 ニニ 


勞ぜ しむ c  (五一 ハさ 

四 月 〇朔 日 前 田齊泰 登營 して 条- 親の 禮 vKt: ふ C  (五六 さ 

〇 十八 日 前 田 齊泰、 齊廣. ^へ 人 等 招請す C 

〇 廿 五日 今枝內 記の 家臣 互に 殺傷す C  0- ーハ 九) 

〇廿 七日 大聖 寺 侯 前 田利ク hi^zg- の^ 金澤に 宿す 0  2 

〇 廿 九日 金澤中 堀川 町：.： 火災 わり。 S3 

五 月 〇 十六 日 無 役 等の 人 持に 寺社 方 普請 入用 方の 手 傳.^ 

命す。 (五 七 0) 

〇 十八 日 江戸に 往來 する の 越後 山の 下.^ 通過する 

に 海路.^ 取る、、 と.^ 禁す。 ic 

〇 十九 日本 年類燒 の諸士 以下に 一 期. ^限り 借 知 K ど 免 

. 除す。 (五 七 一一) 

〇廿 一 日 天文 學ぉ西 衬太沖 す。 (五 七 二) 

〇廿 七日 前 田 齊泰夭 人 江 戶城西 丸に 登る。 (五 七 ID 

〇 火災に 關し 流言.^ 放つ 者 捕縛す。 (1 五) 

〇 東 西本願寺 別院 再建の 場合 LL 於 い て その 規模 豳 

小ノ すべき，, と.^ 命す。 七 5 

〇 町方の 風俗に 就いて 示識 す。 (1:0 

六 月 〇 二日 他國者 にして 賊，， ^働きて 捕 へられた ると き ば 

その 本籍に 照會 したる 後 入墨 施さし む C  (五お ハ) 

〇 十二 日 前 田 重敎の 五十 W 忌 法會， 江戸 廣德 寺に 執 

行し、 齊泰 之に 詣づ。 Ofi 七 七) 


一 〇 一四 

〇 十 二日： ¥ 田 重敎の "ci 十 H せ 法 4:^ 金洚寅 H 寺に 《^ 

ー仃 す C  (1 な 

〇 廿ー H 前 田齊^ の 女赛々 姬<|5 澤-」 逝去 V-C 

〇先の4-災-」金澤.站本顿寺^:院燒失したる^^以ズ}5:： 

姓 等 過大の 寄進^ 爲 す-、 とん， 成む C 

〇 諸 郡 引免復 i^:; の：^」 議>, ど 今年 限.： T 行 はざる ベ さ-、 と 

告ぐ。 (五八！ 一一) 

七 月 〇 朔：！ 3 家作 >^簡 局と すべさ 前 令の 恪 守，^ 命す 02<a」 

〇廿 六日 前田齊 の： 十 利： は 金澤 に.^. まる C  ^§ 

〇廿 六日 赏從 兄弟 > ^末期 養..^ とする 件に 脚し、 告ぐ C 

i) 

〇頟內に存する鐡炮の取締方法，^.歲す0  (五八 六) 

〇 製驟の 公定 诚視 率.^ 示す C  ^§ 

閏 七月 〇 四日 非常 救濟 用の 園^.^ 木 年よ リ增額 すべさ： と 

.5* 告ぐ 0  (五 九 二) 

〇 六日 前 田齊泰 の 子 利； 仃の 七夜の 祝！^.^ 行 ふ。 0?1 九 二) 

〇 十八 日羽咋 郡- 四 性 寺 等に 同 郡 4- 打 谷 村よ リ產す る 

吳須の 取扱 主 附；： ら L むろ、、 と，^ 許す。 0；; 九 

〇廿 三日 德川 家齊、 前 田 齊泰に 虞^,^ 贈る 0 

〇廿 八日 越 中 守 山の 猿曳 七右衞 門の 鑑札，^  、ほ 收，」 た 

る、、 と.^ 告ぐ 0  ( 五 九 六) 

〇 町方の！ ^俗に 關 する 心得.^. Mi し、 二日 51,^ 勸：： ：： 

せし む。 (五 九 七)  . 


月 〇 十一 日 代官 手附の 者の 納租. „ ^取扱 ふ、、 と，^ 止め、 

新田 裁許 • 山 廻.^ して 之に 當 らしむ。 (六 0ニ) 

〇 十 一 日 人 持 組 橫濱波 江 知行.^ 召 放さ ス-。 (六 OS) 

〇 十八 日 馬士の 不埒なる 行 爲.^ 戒飭す C  (六 0 五) 

〇 廿 九日 大聖 寺 侯 前 田 利 之、 その 世嗣利 極と 共 Li 本 

鄉 邸の 馬場に 臨む C  QSO 

月 〇 朔日水 戶德川 齊昭、 前田齊 泰と營 中に 會し 听藏の 

蘭 書 見ん、、 と.^ 求む C  (六 0-0 

〇 朔日富 山 侯 前 田 利榦隱 居.^ 請 ふ.^ 以て、 前 田齊泰 

家老 靑山 將監 vJ- 遣 はし 其の 病狀. ^視察せ しむ C (六 0 九) 

〇 八日 前 田 齊泰、 德川家 治の 五十 回忌 法會に 上野 寬 

永 寺に 豫參す C  (六 二) 

〇 十八 日 前 田 齊泰の 子 利 順 宫參. ^江 戶富士 社に 行 ふ。 

i) 

〇 二十日 越 中境關 所に 保存す る 書類の 年 號.. ^上申 

す。 (六 Is) 

〇 廿 二日 前 小 松 町奉行 富田九內.堀平馬不埒*^以.て 

知 逼塞 V ^命ぜら る。 (六 lo. 

〇 廿 九日 前 田治衛 夫人 十七 回忌 法會. ^下 谷 廣德寺 LL 

執行す。 (六 一 さ 

月 〇 十五 日 幕府、 富 山 侯 前 田 利 幹の 隱居 は加貿 侯の 代 

潁 にて 可なる、、 と，^ 告ぐ。 (六 一七) 

〇 十八 日 羽咋郡 小山 西 性 寺の 製す る 陶器.^ 藩 外に 販 


賫 する.^ 禁す。 (六 一 八) 

〇 十 九日 富 山 侯 前 田 利 保、 家督 相續. ^命ぜられ たる 

、、と 前 田 齊泰に 謝す C  (六 一九) 

〇 廿 六日 前 田齊泰 水戶侯 德川 齊昭の 小 梅 邸に 放 

す。 (六 二 0) 

十一月 〇 二 日 前田齊 泰平 尾 邸に 放 魔す。 (六 lie 

〇 八日 金澤鶴 來屋左 平等の 外 伊勢 曆な摘 寫しズ 出 板 

する、、 と 禁す C  (六 一一 九) 

〇 十四日 領内に 於け る 鐵炮の 取締に 關し 令す o( さ 一 0) 

〇 廿 五日 通用の 小 割 札 古 札 引替の 期限に 關 して 告 

ぐ。 (六 一一 一一) 

〇 能 登 口 郡に 產 する 苧舶買 入 方に 資 銀.^ 贷與し 且つ 

その 製品.^ 蜻 良なら し-; 3 ベ さ 1^ 吿ぐ 0  (六き 一) 

十二月 〇 十一 日德 川家齊 夫人 歳暮の 視 儀.^ 前 田齊泰 等に^ 

る 0  3 一一 11) 

〇 廿 二日 前 田齊泰 稽古 能.^ 舞 ふ 0 

〇 冬 氣候大 に 順 失 ふ。 (六 一一 Is) 

是 歳 〇 頜內 に 十三 ケ 所の 備 i ま Bs^siss ゼ しむ C  Gi) 

天 保 七 年 丙 申  皇紀 二 四 九 六 

正 月 〇 朔日 前田齊 泰登營 して 年賀の 贈，^ 行 ふ 0  (so 

〇 廿 三日 前 田齊泰 夫人 江戸 城 西 丸に 登る。 (さ 一 七) 

〇廿 七日 兩替 手形，^ 銀 仲 手形と 交換すべき 期^.^ 告 

示す。 (さ 一八) 


O 田地の 施肥 ズど豐 か に マべ .V, 方法 講ビ しむ C (六 1ー一 八) 

二 月 〇 六日 德川 家齊、 前 田 齊泰に 鶴 7 ど 贈ろ C  (さ 一九) 

〇 十六 日 藩の 財政 は 自今 收入 のみ て 支出に 當っ 

ベ さ 方法. „ ^講ぜし む C  (六 H0) 

〇 十 八日 前 田 齊泰の 子 利順髮 置の 镲> ^行 ふ。 (六 S1) 

〇廿 三日 卯 辰 茶屋 町 跡の 風紀に 就いて 議す C  se 

〇廿 三日 鳳 至 郡 輪 島 町に- < 災ぁリ C  (六 ほ 一一 一) 

〇 諸 郡よ リ收納 来皆濟 賞美に 閼 する 從來の 憤 例 上 

申す 0  (六 璧) 

〇 收納米 上納に 關 する 規定 Y ^更改す。 (六 ss) 

〇 羽 咋郡西 性 寺 等樂燒 以外の 製陶.^ 禁止 せられた る 

以て 請 害 呈 す。 (六 S 九) 

三 月 〇 六日 前 田齊泰 夭人慶 寧と 共に 江戸 城 大奥に 登る 0 

(六五0) 

〇九日藩の財政.£^|理すべきに付き家中に節約.^勸 

む。 (六五一) 

〇 十三 日 前 田 齊泰就 封の 暇 1^ 受く  C  (六 五 二) 

〇 十五 日 前田齊 泰登營 して 就 封の 辭見 す。 (六 五 二) 

〇廿 三日 前 田齊泰 江戸.^ 發 して 就 封の 途に 上る C  (六 

1) 

〇廿 八日 孝子 佐々 屋建 太郞賞 せらる。 (六 t) 

〇 百姓に 衣食住.^! K 素に すべき、、 と. „ ^命す C 

〇 虚無僧 及び 一 、浪人.^ 村々 に 立 入らし めざるべき、、 と 


四 H-  0 七日 前田齊 泰金澤 城に 着す C  PB 

〇 十二  B 前 田 齊：； 《f ゆ 校に 臨む C 

〇 十四 = 收：^ 米 >^ 转濟し た ろ 惣^ 寄な び 年寄 並 に 對 

する の規 92ん 丄 口ぐ C  (パ K さ 

〇 十五 日 前 田 齊泰放 魔.^ 行 ふ。 (ぺ五九) 

〇廿ニ日前田齊^^风1-校に臨む0  QB 

〇 廿 三日 前 田 齊泰、 瀧 之 に^ 聞す C 

〇 廿六 n 能 登 一 宮寺 家に 於い ズ取 拔賴 母子. ^袞 弘め 

たるな 以て 御 郡 方の 者の 之 買 取る ベ から ざろ- 、と 

^吿ぐ C  (六 六 0) 

〇廿 八日 衡器 取締に 關す る 幕. M の 令.^ ふ C  r 六 さ) 

五 月 〇朔《1 前 田 齊泰、 石 川 郡 御 河 端 筋に 放 す。 (六 六 二) 

〇 八 H 大聖 寺 侯 前 田 利之歸 邑の途 金澤城 に 登ろ C  (六 

六 一 1ー) 

〇 十日 石 川. 河北- 兩 郡の 松 山に て 落 菜.^ 描く-.. -のは 

一 ヶ月 六 次 以外に 於いてす る、、 と.^ 禁 す。 ^§ 

〇 十七 日 庫 川に 洪水 ぁリ。 S3 

. 〇 晦日 金澤 城外 堂 形 米倉 所 31 の 役所 燒 失す。 (六 さ 0 

〇 郡 方 LL 出づ る 藩の 郎 指の 取締に 就 に て告ぐ CC 六 六 六) 

〇 金子と 銀 子との 交換 比例 改定す C  §^ 

六 月 〇 三日 前 田齊泰 Si 校に 臨む C  or 六 八) 

〇 七日 羽 咋郡四 性 寺 等の 製 出す ろ檢附 樂燒の « 捌 >^ 


許す。 QK<) 

〇 十四：： w 前 w 齊泰、 奧衬丹 後 守に =: 番加列 命ぜん 

との 意.^ 告げし む。 (六 六 九) 

〇 十四日 婚姻 乂は 養子 緣 組の 際 金銀.^ 授受す る.^ 禁 

す。 (六き 

〇 廿 二日 前 田 齊泰、 奧村丹 後 守，、 か 月番 加判.^ 受諾し 

得ざる の 总.^ 容れ、 n 々年寄 中席に 出勤，^ 命す。 (六 

〇_0 內 に 向 だケ 年？ 1 用^の 上納 >^ 命す。 Q 七 ：€> 

〇 降雨 久しき に 瓦： r て 晴れす。 (六 七 八) 

七 〇 七日 前 w 齊泰 校-」 臨む。 (六 七。 

〇 十一 0:5:^の日以後窮民等石川邶^«腰錢展五兵衞の 

家に 集り 救助，^ 求む。 GKO) 

〇 十二  H 昨今 兩 H 前 ra 齊廣の 十三 li! 忌 法 食.^. 天德院 

に 執行す。 (六 八 一) 

〇 廿 四日 早稻 V ^お取り その 不 熟の 狀 >^訴 ふる.^ 禁す。 

〇 廿 四日 町人 等の 宫樣方 貨附 銀，^ 周旋す. C ヌど禁 す C 

i) 

〇 廿 六日 富 山 侯 前 田 利 幹 卒去の 報 金澤に 達す。 (六 八 一一 一) 

〇 晦 3;;; 川 郡 本：：；： に 打 し.^ 行 ふ。 (バ八 一一 一) 

〇 米價 漸く 騰貴す 0  (六 八 五) 

八 nr; 〇 朔日能 美 郡 小 松 町 LL 打 毀し 行 はる。 (六 八 五) 

附錄年  表 


〇 四日 禁 犯して 米穀.^ 藩 外に 輸出す る の監 成.^ 

嚴にぜ しむ o( 六 八 八) 

〇 四ロ贫 用の 米穀 缺 する て 之が 供給の 方法 >^ 

講 すべさ こと. ^命す。 (六 八 九) 

〇 五日 前 田 齊泰、 緒般の 政務に 勵 精し、 特に 本年の 

来價 高貴 な る 以て 救濟 vHcl る.. へからざる-、 と.^ 諭 

す。 (六 九 0) 

〇 七日 前 田 齊泰學 校に 臨む。 (六 九 一一) 

〇 十三 日 大風 闹 も.： Tc  (六 九 二) 

〇 十 .f;- 日 米穀 缺艺す るん」 以て 一 切の 食 川 品， か： g 外に 

輸出す る，^ 禁す。 (六 九 一 11) 

〇 廿  一 H 前田齊 泰^ 校 a 臨む C 8^ 

〇 廿四 H 諸 郡惣 年寄， して 各 その 擔 常の 組に 就いて 

力.^ 致さし め^も 他 li 附和 雷！ E する、、 と 勿ら しむ。 

〇 米惯 高直なる > ^以て 窮民に 補^,^ m ハふ C  (六 九 五) 

〇 氣候 寒お LL して 降 殿. ^凡る。 (六 や ハ) 

〇 綿 作.^ 一  作卸しとする從來の似^^：：^^吹めしむ。 (六 

九 月 〇 三：！： 前 田 齊^、 降 涼大次 郎ん、 して He を 講ぜし む。 

〇 三 日 前 W 齊泰 己の 行狀 *」 す ベ さ點 なさ か.^ 

IS 問す。 (六 九 八) 

〇 六：：： 石 川 郡 1>0 腰 s?i 兵衞 来^ん、 n 卜いめ 密 に^ 

1 〇一 七 


出す る > ^以て 斬 せらる。 (六 九九) 

0 六 H*^ 作の 反別.^ 成ろ ベく  $p 加せ しむべ さ，， と，^ 

令す C  (七 00) 

〇 十一 日德川 家齊將 に將軍 ii, や 家 俊に； ぼら ス とする 

、、と.^ 告げたり との 報 佥澤に 逢す C  SS 

〇 十二：！： 年寄 中等、 前 田 齊泰に 常 分演 能，^ 廢 すべさ 

、、と > ^上申す C  SC 

〇 十二  H 救窮 川の 来穀 足ら ざろ，^ 以て その 方法.^ 議 

す。 (七 05 

〇 十九 日 年寄 等、 成瀨掃部，.^,>寺島藏人と^„^る所ぁる 

. ^以て 其處 分に 關し上 中す C  (七 0ー1ー) 

〇 廿 二日 家老 成 瀨掃部 その 職. ^免ぜら る。 (七 21) 

〇 廿 六日 前 田 齊泰、 石 川 郡宮腰 Li 放 廳 す。 (七 0 七) 

- 〇 前 田齊泰 領内の. S 作.^ 幕府に 屆出づ 0  (七 00 

〇秋收の季多雨なろ.：^以て新殼の乾燥方法.^示す0 

(七0九) 

〇町. 在 に 命じお 分 造酒に 着手す る - 、 と 勿ら しむ o( 七 

0 九) 

十 月 〇 六日 前 田齊泰 その 食 勝，^ 節诚す 0  ( 七 11) 

〇 六日 前 ffl 齊泰、 攻作 奉行 等に 救窮の 方法，^ 誤るな 

からしむ ろ、、 と，^ 諭さし む C  (七三) 

〇 十二 日 前 田 齊泰の 子 利 鵰の病 麻疹と 決定す o( さ 一 e 

〇 十二 日. なる.^ 以て 败納 取扱 及び 窮民 救 濟に關 


1 〇1 八 

する 心 s^>^ 論す 0  (さ„  一)  ^ 

〇十11ー：》石川郡本+;;及び能？：1^邯小松の5«掩ハ..稱^^し 

たる.£^方與カ以ド-」0:1賜す。 、さは」 

〇 十 だ Bisw^i^ 、郊外 千：：！ 町に wi«4*〔t ふ C  §^ 

〇 十九 日 此の 夜 降雪..？： rc  (まき 

〇廿 二  nigm 疫〕 やの 病 麻疹と 决定す 0  S..C 

〇 廿 三日 前 W 齊泰の 子 利 船の 麻疹 癒. た；.^ ぬな f ゆす 0 

(き 

〇 綿の 似騰 531 したる > ^以て その 相場.^ 公定す o( ちセ) 

〇 本年に 限 リ图^ の SM> ^诚 すべさ、 、と > ^告ぐ o( ささ 

十 一 月 〇 朔日 S-^H-W 後 寺 島 人の 處 分に 關. （乂 す C (さ 八) 

〇ニ=« 本年. W 作なる.^ 以て 和 米の 檢 せ；.^^. しすべ さ 

、、と，^ 命す 0  (き 二) 

〇 四日 前 田麼， の 麻疹 癒え 酒？ 5?,^^ す 0  (；^ ニー e 

〇 四 = 河北^ 俱利 伽^ 挑 現 社 及び 石 川 郡，：：： 山水. >： ！坊 

舍災に 福る C  (お 一 SD 

〇四：11寺.：13藏人能§1れに配流*^命.ゼらる0  (七 二 S) 

〇 七 n 前 W 齊泰 夫人の 病 麻疹と 决定す 0 

〇 十一 H 本年 不作なる.^ 以て 食物.^ 節 f ん 救助 

すべき，、 とん， 論す。 (ま 一一) 

〇 十一 n: 寺島藏 人の 養子 主. i| に視 父の 名跡.^^ がし 

む。 ie 

〇 十二  H.W 作に 付^ 邶引 代り 川^ 來 及び^ 地^ 米 


の 額.^ 定む c  (さ 1 一四) 

〇 十六：：： 百姓に 引 免 代り 用捨 米.^ 命じた る，^ 以て 給 

人の 收納 不足 高 V ^御"：： 米と す？ さ こと.^ 告ぐ o( お 11 八) 

〇 十八： 》 前 田齊泰 夫人の 麻疹 癒え 酒 湯.^ 浴す c( 七 no) 

〇 廿 七日 小 松の 懦港 fat^ 米 粃の食 法 > ^^つ。 (七 5) 

〇 廿八 B 本年 造酒の 禁.^ 解き、 藩より 賣滩す 米 額.^ 

限： T 之，^ 醒す^ 得しむ。 03 二) 

〇晦 H 頭分 以 上 及び 役懸 りの 平 士に封 害.^ 以て 政事 

に關 する^ :1^> ^上 中せ しむ 0  (七 S 一二) 

〇 米惯 高直なる. 5* 以て 下^の 食用と なる 物 以外の 菜 

子 製造，^ 禁す。 (七 ss) 

〇 諮 郡您年 KH 以下 金澤に 在る 者の 料理屋 等に ズ集會 

する V ^成む。 OS 五) 

〇 石 川 郡 粟崎 村 藤 右衞門 及び 河北 郡 向粟崎 村德 4 ハ衞 

に 扶持米.^ 與へ御 郡 方 年 KH 列の 待遇と す C  (七 S 五) 

十二  〇 八日 前 田 齊泰の 子 純 六 郎江戶 に 生まる C  QS 

〇 十四 B 年 KH 奥 村 內膳等 先 に 前田齊 泰の與 へ.^ る 諭 

告 LL 對 して 答議す C  QS 

〇 十五 日 大聖 寺 侯 前 田 利 之 卒去の 報金澤 に 達す。 Of 

5 

〇廿 六日 御供 人の 携行す る 具足 認 方の 制，^ 定む。 G- 

S 

〇 近習の 士 その 家族に 瘡に權 るぶ ある 時 は 登城.^ 
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遠慮せ しむ。 (七： き) 

〇釩娥の爲死する^*^多し。 se 

天 保 八 年 丁 @  a 紀ニ四 九 七 

正 月 〇 朔 HI 前田齊 泰金澤 城に 年頭の 賀.^ 受 く。  se 

〇 十三 日窮 救 濟の爲 諸 士の銀 子 献納.^ 請 ひし.^ 許 

す。 Q.S 

〇 十八 B 公子 女の 名に 牴觸 する^の 吹 名 方に 就いて 

告ぐ C  S3 

〇廿 七日 前 田 齊泰、 老臣 等に Si 民 救助 取 ，1 方 > ^解ら 

ざるべ さ： と 等 議せ しむ C  so 

二 月 〇 朔日前 田 齊泰の 子 利 義着祷 の 儀.^ 行 ふ。 OS ち 

〇 三 H 老臣 等學校 助教.^ 召して ml. 政 修補に 關 する^ 

見 徵す。 QS 

〇 八日 米穀 等.^ 藩 外に 密輸出し たる もの.^!^" 出づる 

もの、 赏 賜に 關 して 令す。 (七 五 九) 

〇 十日 今年 以後 上納す ベ ，v 、町. 在の s^., お 用捨し 特 

に 窮民 救助の 爲 に 力.^ 致 すべさ.^ 命す。 (*s 九) 

〇 十 五日 石 川 郡 鹩來に 火災 も WC  (七 パー) 

〇 十六 H 前 田 齊泰、 望遠 鋭. 顯微 鋭.^ 製 たろ 松 W 

束 英に赏 賜す。 (七 一二) 

〇 十七 H 前 田 齊泰將 に參^  ん とする > ^以て 留守中 

政 移の 心 s^,^ 老臣 等に 諭す C  (七 パー) 

〇 十七 日 坎作舉 行. 郡 奉行 > ^領內 に mm し 范政 仃 

一 〇 一九 


. はしむ o  050 

〇 十八 = 前 田齊^ の 子 利義の 麻疹 輕 快す ろ，^ 以 て 0 

湯に f めす。 (七パ S) 

〇 十九 B 大 坂に 於いて 大 i.^ 平 八 邵の亂 に 際し. g!:!: 邸 

の 人數， ^出 動ぜし む。 (七 s) 

〇 二十日 SF" 郡に 夫 食の 爲贷 米.^ 行 ふ。 (七パ 八) 

〇ニ十日衬方の窮民，^保護して城下に出でしむろな 

かるべ さ-、 と 等.^ 諭す C  QK 九) 

〇廿 三日 前 田 齊泰學 校に 臨む。 (七 七 0 

〇 廿 四日 前 田 齊泰、 御 目 見 以上の 諸士 に 藩 政の 得失 

に關 する 封 事.^ 上るべき-、 と.^ 命す。 (七 七 一) 

〇廿 六日 前 田齊泰 先に 政事に 關し進 一ぎ したる 諸 士.^ 

. 嘉賞す C  G- お 一) 

〇廿 七日 前 田齊泰 金澤. ^^して 參 覲の途 に 上る。 (七 

き 

〇廿七日老臣等の執筆の任に在る^i^の濫LL外iiと交 

際すべからざる、、 と 戒 む。 Q8 

〇 米 惯大に 騰貴す。 (七 七 五)  . 

〇 食用に 代 ふる IS 糖. 粉 糖の 取 築 高屆 出の 件 吿ぐ C 

(き 

月 〇 八日 藩の 財政 整理の 爲御 勝手 方に 於いて 更に 計靈 

する の 必要 もる、、 と.^ ^iz ぐ。 (七 七 K) 

〇 十日 前 田齊泰 江戸に 着す。 (七 七ち 


一 〇ニ〇 

〇 十 H 御家屮 主ん 持の 外お 屋 な 借： r て tii  W マる lie の 

雜 t!w は 主.」 於いて 救助す ベ x^-zi^fc  £.0 

〇 十三 H  il^ 川 .：！^ 齊 .ic  ^ 逍 はして 前 おの At 奴 ^ 

勞せ しむ。 (七 七 九) 

〇十五：！：：时田齊泰登營して<^^;§"の^^>^:ひふ。 0^0 

〇 十六 ：！： 佥澤公 町より ^失す C 

〇廿 二  n: 时カ もる 5^ は 他罎ょ リ来穀 5：:； 入れ 其の^ 

> ^屈 出 づ ベ さ、、 と， = ^命 マ C  (七 八 一) 

〇廿六：1:麥收.1!の期將に近づきたる>^以.\その取締 

法.^ 惣^. Kslih 巾せ しむ C  (七 八 二) 

〇廿八；：：京都本願寺ょリ門^^の打姓.^徴^ぜんとす 

ろ 風^ わる 以て 之に 應 すろ-、 とな か るべ さ，^ 命 

す。 (七 八 一一 一) 

〇 米作の 督勵. ^嚴, W-LL すべさ. ^令 マ。 (七 八る 

四 月 〇 三：！： 前 5 齊泰 登蝥 して 德川 家、  1! の 扣^ > ^祝す 0  (七 

〇 十  一 H 將軍 寅ー 下の 際 前田齊 泰束帶 にて ひ •Jgs マろ.^ 

以て 較 IS の； 用す る 八 德.^ 金澤 に 於いて 製せ しむ。 

(S) 

〇 十三： nss 郡 百姓に とら ぜ圈 干.^ な 川に 佻す-ベ さ-、 

と.^ ぐ。 (七<!0 

〇廿五^:前將軍德川家齊^5;-隱せし.^以て物ん前£^^： 

泰に附 る。 (七 八 六) 


〇米穀.^^貯藏する^^^に賫却.^勸め、 又 之.^ 隱匿 する 

化 C 發せ しむ。 Q 八 七) 

〇 江 戶に出 稼せ る^ 送還 せらる。 G- 八 八) 

五 月 〇 八日 御 歩 並 以上の 諸士 に 七月 以後の 飯米. 借 上ぐ 

べき-、 と > ^令す。 (七 八 八) 

〇 十 六日 前 田 齊泰諸 土の 半 知 借 上.^ K 行す？ き 決意 

. ^吿 ぐ。 (七 九 Q) 

〇晦：！1 百姓の 来 i-v^ 貯藏 する もの あらば 急に 之.^ 賫 

出すべき，、 と * ^命す。 (七 九 一) 

〇 行 倒 人.^ 非人 小屋に 收容 する 手 續，^ 改む。 (七九ー 一) 

〇 窮民に 食料と して 令 法.^ 與ふ。 (七 九 二) 

六 月 〇 九日 幕府 に 提出 すべさ 藩 領の絡 圖出來 方に 關 して 

議す C  (七 九 二) 

〇 十一 日 二百 石 以上の 士は 本年の 半 知、.^ 诚じ、 以下 

亦， 割合.^ 以て 诚 すべ き、 、と..^ 令す C  九 一一 一) 

〇 十二 日銀 仲 預リ銀 手形の 通用に 關し 流言す る こと 

^戒 む。 (.？<) 

〇 用 米 不足す る 以て 常 作の 麥 一 萬石，^-諸郡に割《ぉ 

し 上納せ しむ o( 八 00) 

〇 貧民 Li 大豆.^ 給し、 又大に 工事 VJ^Sij す。 (さ 0) 

七 刀 〇 六日 町 • 在 及び 家中の 借^ 辨濟 方法 及ぴ赏 物の 請 

出し. 等な 令す。 (八 01) 

〇 八日 前 m 齊^、 家 4 の 半 知.^ 借 上ぐ ろ v^. 以て その 
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生母 榮換院 に 節約.^ 主と すべさ.；^ 吿ぐ C  (八 §) 

〇 十日 老臣 等、 前 田 齊泰が 半 知 借 上に 就いて 藩內動 

搖 すべ き. „ ^以て 歸 藩.^ 出願 すべさ やとの 諮 間 に應ふ C 

(八 OS) 

〇 十 一 日 百姓の 持 高 質 入 > ^禁 する 法令-の 恪守. ^命す C 

(八 0 五) 

〇 十二 日 藩の 財政 逼迫す る 以て 諸 向 入 川の 節诚手 

段 講 すべさ、、 と.^ 令す。 (八 §) 

〇 十六 日羽咋 郡の 寺院に 富 突 札.^ 賫^ す もの わか. 

以て 百姓の 之.^ 賈 入る 、 - 、と.^ 禁す。 (八 0 六) 

〇 十七 日 百姓の 切 高した る の は 漸次 之，^; 1: 復 せし 

め、 又 一： 一 和 二 年 以降 町人の 取 高した る もの は 之，^?. 2 

败 すべさ.^ 命す。 (八 so 

〇 十八 日 W 姓に 他の 救恤 に依賴 する、 、となく |g 立し. 

て 生計.^ 維持すべき-、 と，^ 論す。 (八 0 七) 

〇 十 八日 御 郡方惣 年寄 以下の 役儀.^ 有する.^ に 令し 

勸 農の 法. ^怠る- 、と 勿ら しむ C  (八 0 八) 

〇 十八 日跟 手形 と^との 交換 比例. ^公定す。 (八 二) 

〇 廿ー 日 重れて 御 郡 方の 物 fS? 出.^ に 就いて iK: ぐ C 

(八 三) 

〇 廿 二日 衬々 肝 煎の 撰 定ん」 み、 その 功 綾 ある. は 

之，^ 上申 すべさ.^ 命す C  (八 三) 

〇廿 三 HE 足 輕の遠 所に 出張す る.！^ の 旅 ^^額す. - 

一 〇 二 一 


〇 ニー 


(八 IE) 

〇 廿四： n 浦々 に 於：， ズ 他！！ の 産物. 碟 入す る LL^V^ 

以て 支拂 ふ-、 と VJ- 嚴禁す C  (八 IE) 

〇 廿 八日 前田齊 ^老臣 等に 家中 諸士の 撫育. H:^ るべ 

から ざろ： と，^ 令した ろ Af: 金澤に 逢す C 

〇 廿 八日 銀 忡預 手形に 小 割 五分 札.^ 發行通 W せし む 

ベ き、、 と 吿ぐ C  (八ー六) 

〇廿八！：：1立毛^入の季近づさたる，^^以て盜難に注怠 

せし；. 3。 (八 一七) 

〇 窮民に 麥> ^給す C  (八 一九) 

〇 酒造 商賣人 の 店 前に 於て 飮酒 L 及び 不法の 行爲ゎ 

る.^ 禁す。 (八 一九) 

. 〇 半 知 借 上に 付 主家.^ 追 はれ 職..^ 失 ひ；.： る^の 救助 

講ぜし む。 (八 110) 

八 月 〇 二日 竹澤御 庭の 泉水に 鮎 築.. 5^ 設 くべ さ、、 と V ^命ぜ 

らる C  、(公一 0) 

〇 三日 •：！：； 姓の 直接 諸 給 人に 收納 延期.^ 請 ふ 等の、、 と 

^禁じ、 規定の 歩 入に 隨ひ ^納入せ しむ。 (八 三) 

〇 四： n 前 ffl 齊泰の 考案に よる 竹澤御 庭の 泉水 成る.^ 

吿ぐ 0  (八 ニニ) 

〇u- 日 御 郡 奉行.^ 收納 米の 代 一!« たらしむ る 制.^ 廢し 

御 郡 年 等の 取扱に 復す。 (八 ニー 一一) 

〇 十； n 牛 知 借 上に 付き 役 出^の 提出 方に 關し吿 ぐ。 


〇 十九： oj^ 年の 洒造高 は 昨 iij- の 如，、 例^の 三分の 1 

過ぐ ろ-、 とな かるべき を 命 や C  (八 一 ほし 

〇廿 四： nil 士等 县 綱 を以ズ を &き 及び^ は へ タ" 

を爲 す： とを禁 f»o  SS 

九 月 〇 二日 前 田！： 泰將 軍宜 下の 式に 列す る^お I. がして 

蝥す C  (八 一一 パ) 

〇 四日 百姓の 借^ 辨^ 法に ^マる 細^ をポマ C 

ニー 0 

〇 八日 非人 小展 に收容 せられた る is^ 民 や 成 ろ ベく 出 

所ぜ しむべき こと を吿ぐ C  (八 二- 0 

〇 十  一 m 铽內に 大風 わ： rc  (八 二 九) 

〇 十 三日 石 川 郡 笠！^ の 孝子 勘 右 AM 門 を褒 《ci す。 ( A 九) 

〇 十四 H 野 町 神明 社 內に於 い て 芝 35 を 行す ろ- 、と 

を 許さる。 (八 一一 一 0) 

〇 十九 日 前 田齊？ ^登 蒈しズ ^軍 宣： トの规 能 をは觀 

す。 (八コ 一 0) 

〇廿 一 日德川 家！^ 將 軍に 任 ビ られ. （- やひ C 规 t ^のお 

物 を 前 S 齊泰に 贈る C  (八 一 111) 

〇 廿 三日 前 田 齊泰、 借財 返 辨の新 令に 對し 人心 顿.^ 

する を以ズ 之が 對^ を 町 i^tLi 命す C  (八き 一) 

〇廿 五日， 士の 家政 を 整理 t 及び 役^の 人报と 

を惊 むべき-、 と を 組 >g に 令す。 (八 ■) 


〇 新穀 を濫 に 消耗す る、、 と を 戒め 且つ 食用に 供 せら 

る 、 植物の 栽培 を奨勵 す。 (八 n 一六) 

〇 米穀 を 用 ひて 菓子 を 製造す る I との 禁を 解除す。 

十 月 〇 二日 新田 齊泰 施政 に 關し 老臣 に 諭示した る 書金澤 

に 達す。 (八 一一 一八) 

〇 十日 犀 川 及び 淺野 川の 橋梁 を改 架し 工匠 をし ズ職 

を 得しむ C  (金 九) 

〇 十五 日銀 仲預 手形 裁許 升屋次 右衛門. 酒 井 宗左衞 

門 その 職 を 止めら る C  (八 so) 

〇 廿四 日銀 札と 錢 との 公定相場 を 解除す C  30 

〇 米價大 Li 下落す。 (八 SI) 

〇 奥 御納戶 方に 於いて 藩侯 等の 衣服 料 節减の 方法に 

關 して 議す。 (八 II 二) 

〇 百姓の 互に 稻縮 リを嚴 にし 租納 を完 からしむべき 

を吿ぐ C  (八 ss) 

十一月 〇 四日 衬々 奉公人の 年季 は 契約の 如く 勤務すべき、、 

と を吿ぐ C  S3 

〇 八日 去年 以來 米錢を 窮民に 施與 したる 者に 賞詞 を 

與ふ。 (八 S 五) 

〇 十四日 能 美 郡 安宅新 村の 百姓 助三郎 孝行 を 以て 賞 

賜 せらる。 §0 

〇 十六 日 享保ニ 年 以降 町人の 取 高した る もの を沒收 
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する 件に 關し 重れて 吿 ぐ。 (八 sc> 

〇 廿 四日 從來の 製法 以外に 係る 新奇の 菓子 販褎を 

禁ず。 (八 II 九) 

〇 廿 四日 羽 昨 郡 福 浦の 孝女き いに 賞 賜す。 (八 so 

〇 來年 以降 五ケ 年に 亙る 藩の 借財 整理 法 を 計 叢す。 

(八§ 

〇 奉公口に 離れ 流浪 難^す る 者の 救 濟に關 し 通牒す G 

i) 

〇 産物 方 役所 を 魔し 物價方 役所 を 建つ。 (八 t) 

, 〇 東 本顋寺 別院の 再建 を 許す C  (八 五 五) 

十二月 〇 九日 市 儒 上田 作 之丞の 門下た る 者の 素行に 就き 探 

索せ しむ。 (A 五六) 

〇 十日 親 作た る もの は 小作の 租米を 引 去りた る 後に 

あら ざれば 用 米 を 徵 マる- 、と 能に ざら しむ。 (八-五 七) 

〇 十日 自今 寺社 及び 町人に 百姓の 山林 を 費 却す ベ か 

ら ざろ 等の、、 と を 令す。 (八 五八) 

〇 十二 日 御 郡 奉行に 令し 頜內の 雜穀. 薪炭の 惯格 を 

調宣ぜ しむ。 (八 六 0) 

〇 十二 日近來 新に 諸 商 賫の株 立， 運上 を 許した る もの 

を 停止し、 自由に 營業 する を 得しむ C  (八 六 0) 

〇 廿三 日 莨屋を 從來の 如く 株. N とし 役 銀 を ヒ納す ベ 

き、、 と を 命す C  (八 六 一) 

〇廿 五日 巡 見 上使 その 出 の. 時期 を 定めた る-、 と を 

1〇 二三 


正 


吿ぐ c  (八 六 lU 

〇 廿 七日 切 高の 格 合 を.^ め ng々 If を 整理すべき： と 

を 命す e  (八 六 一一) 

天 保 九 年 戊戌  白！. -紀ニ 四 九 八 

月 〇 十一 日頟 外の 酒 を賣 る、、 との 禁を 解く C  (八 六 s 

〇 十七 日 去 秋 田 畠に 手 上 高. 手 上 免 を 行 ふ、、 と を 諭 

したる を 以て その 調査 を 徹底すべき： と を 令す C  (八 

3 

月 〇 四日 前 田 齊泰の 子 利 順 着 待の 儀 を 行 ふ C  (八 六 五) 

〇 四日 巡 見 上使 將に來 らんと する を 以て 家屋 道路 等 

修理の 心得 を 令す。 (八 六 六) 

〇 升 屋次右 衞門. 酒屋 宗左衞 門 等 非行 ある を 以て 遠 

. 所 居住 を 命ぜら る。 (八 六 八) 

〇 百姓の 田地 を廢 して 家屋 を 建て 及び 高 を 所有す る 

もの 、 商業 を營 むを禁 す。 (八 六 九) 

〇 石 川 郡 t 妩屋の 孝子 彌三右 衞門賞 賜 せらる C  (八 七 0) 

月 〇朔 日 前 田慶寧 初めて 諱を利 住と 稱す。 (八 七 Q) 

〇四日銀仲預手形裁許人を變更^^しを以ズ新手形を 

發 行すべき、、 と を吿ぐ C  (八 七 一) 

〇 十一 日 前 田 齊泰、 江戸 城 西 丸 昨日 燒 失せし を 以て 

老中に 廻 勤す。 (八 七 一一) 

〇 十 三日 前 田 齊泰就 封の 暇 を受く C  (八 七 一一) 

〇 十 五日 前田齊 泰登螫 して 就 封の 辭 見す。 (八 七 二) 


1 〇 二 四 

〇 十六 日 幕府、 前 田 齊泰に 江 戶城四 丸造资 0 助役 を 

命す C  (八お e 

〇 廿 二日 前 田齊泰 江戸 を^して 就 封の 途に 上る C  (八 

〇 廿 六日 巡 見 上使 通過の 際の 心得 を < ^？: ^市中に 論す C 

(八 七： e 

〇 廿 九日 幕府、 前 田 齊廣火 人の 港 治の 爲歸 1： すべき 

請 を 許す。 (八 七ち 

四 =^ 〇 三日 河北 郡沖衬 に.^ あ (八 七^ 

〇 六日 前田齊 泰金澤 城に 着す C  s^c 

〇 七日 百姓に 東 四 本願 寺の 勸 化に 應じ乂 は 領 外の 寺 

院 に參詣 する-、 とな かるべき を吿 ぐ。 (八 七 C 

〇 十一 曰 前 田 齊泰、 ：Ii^ 間ボ： 院に 於いて 老臣 をして 政 

事を議 y しむろ 定： n を定 む。 (八 七 九) 

〇 十 一日 一 昨年の^ 政に 盡 カゼし 諸士 《は 赐 せらる。 

(八八0) 

〇 十四日 巡 見 上使 近 江 今 逮領に 着す。 (八 八 0) 

〇 十七 日 石 川 郡 末 村の 孝子 吉兵 衞に赏 賜す。 (八 八 一) 

〇 十九 日 前 田齊泰 6- 校に 臨む。 (八 八 一) 

〇 十九 日 陸 原 大次， 郎に御 次 講釋を 命す。 (八 八 一) 

〇廿 二日 前 田 齊泰、 士風を 改め 農工 商 をし 各 その 

業に 勵ま しむべ き- 、と を吿ぐ 0  (八- 0U 

〇廿 五日 米穀 以外の 食用 品の 出 津の禁 を 解除， 上 


を納れ しむ。 (八 八 S) 

〇 廿 七日 江 戶城西 丸 造營の 助^ を 命ぜられ たろ を以 

て 家中に 半 知 借 上の 必要め る を 議す。 (八 八 五) 

〇廿 九日 鳳 至 郡 院内 村の 與之助 至孝 を 以て 賞 せら 

る。 (八 八 六) 

〇 廿 九日 御廣式 女中に 麁服を 着用す ベ き、、 と を 命 

す。 (八 八 一 0 

〇 廿 九日 藩侯 放鷹の 際 百姓の その 業 を 止む る、、 とな 

かろべき を 諭す。 (八 八 七) 

〇 晦日 屎物 延賣の 仕 拂を滯 る、、 と なかるべき を 令 

す。 (八 八 八) 

閏 四月 〇 二日 今 明年 諸 士の半 知 を 借 上ぐべき-、 と を 令す 0 

C 八 八 八) 

〇 六日 大聖 寺 侯 前 田 利 栎歸邑 の 途金澤 城に 登る。 (八 

九 1) 

〇 六日 前 田 齊泰借 知 を 行 ふ を 以て 各自 益儉約 を勵む 

べき-、 と を 諭す C  (A 九 一一) 

〇 八日 江戸に 於 い て 御 貸 小屋に 在る 者の 心得 を吿 

ぐ。 (八 九 H) 

〇 九日 能 登の 幕府 御 預領巡 見の 使 金澤に 達す ◦( 八ん 五) 

〇 十一 日 幕府の 巡 見 上使 金澤に 着す C  (八 九 六) 

〇 十 二日 幕府の 巡 見 上使 金 澤ょリ 出發す C  (九 00) 

〇 十 九日 前 田 齊泰、 江戸 邸御廣 式の 費用 を 節約す ベ 
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きこと を 命ぜし む 0  ( 九 01) 

〇 二十日 前 田 齊泰學 校に 臨む 0  (さ 二) 

〇 廿 三日 前 田 齊泰乘 馬に ょリ 石川邵 白山 比 昨 神社に 

詣づ。 (九 0 一 e 

〇廿 八日 江戶 邸の 御廣式 女中に 簏服着 用 を 命す 0  (九 

OS) 

〇 前田慶 寧に 附麂 する 年寄 女中 岸 尾の 擧 措に 就いて 

議す。 (九 0五) 

〇頜外及び银內に搬出する產物のロ^取立^^^-改定 

す 。 (九 0 七) 

〇 竹澤 びに 蓮 他 御 庭の 支配 を 御 次に 鹧せ しむ。 (九 

0 九) 

〇 諸 郡の 垣根 及び 畦畔に 於け ろ 樹 伐採 を 命す C  (九 

〇 改作 所に 於いて 山 方 難^の 百姓 を 人力 不足の 耕作 

地に 移さん、、 と を議す C  (九 一 0) 

五 月 〇ニ日前田齊泰の生母榮操院白山比，昨神社に^!?"づ" 

(九三) 

〇 七日 前 田 齊泰乘 馬 を 試む。 (九 1111) 

〇 十三 日 近藤忠 之丞、 山 本 孫 三郎を 討ちて 父の 仇 を 

報す C  (九 一三) 

〇 十八 曰 金銀 を 用 ひたる 器具 は 今年 限.； r 資買 すべ か 

ら ざる 幕 令 を傳ふ 0  ( 九 三) - 

一 〇 二 五 


o 廿 二日 前 田 齊泰、 奧吋丹 後 守に 學制 修補の 事 移 を 

總 裁すべき-、 と を 命す C  (九 ニニ) 

〇廿 二日 浪人. 百姓. 町人 等の 所有す る鐵炮 を錄 上す 

べき-、 と を 命す C  ？ 6 

0 廿 四日 諸 士の遣 を 簡易に 認 むべき： と を吿ぐ C 

(九き 

〇 ^國の 産物 を その 地の 役人に 依賴 して 購入す る、、 

と を禁す C  (九 二 六) 

〇 火災の 際 手 鎌を携 ふろ： と を禁す C  (九 二ち 

〇 石 川 郡 鶴 來石浦 屋茂助 調達 金の 加入 を辭 したる を 

以て 特に 儉約を 命ぜら る。 (九 二八) 

六 月 〇 二日 前 田 齊泰の 子 純 六郎の 逝去 を 公表す C  (九 1 一九) 

, 〇 四日 氣候順 を 失する を 以て、、 の 日 以後 祈禱を 行ば 

しむ。 (九 一一 一 0) 

〇廿 三日 前 田 齊泰學 校に 臨む。 (な 11) 

〇 前 田齊泰 百姓の 風俗に 關 する 心得 を 龜す。 (九 一一 一一) 

. 〇 百姓の 田 高 を 多く 所有 マる もの ゝ 心得 を 諭す。 (九 

11111) 

七 月 〇 二日 前 田 齊泰の 子 利 順 名 を喬松 丸と 吹む C  (九 一一 一 五) 

〇 六日 前 田 齊泰學 校に 臨む。 (九き 0 

〇 六日 篠原監 物の 家來 安田 與吉の 子孫 作 人 を 害して 

己 も 殺さる 0  (九 三 七) 

〇 蔭樹 伐採の 際 濫に七 木に 斶る 、 を禁 す。 (九 一一 一七) 


1 C  二 六 

〇十八日川上芝ぉの興^;:ゃ禁.i^t、 次 い で そ C 逮物 

を 毀ちて 東 本^ 寺 末寺に 進す C 

〇 十八 日 前 E 齊廣 夫人の^^ 後に 於け ろ 駒 込 邸の 管 

理に 就い 、定む C  se 

〇 廿 一 日 前 E 齊泰學 校に 臨む C  se 

0 廿 二日 百 歳 以上の 高齡. に < ^品 を 下^す C 

〇 晦日 御邵方 想 年 等に 對し 勧農に 翻す る 去年， いノ 令 

を 動 行す ベ き -  > と を 命す C  S3 

〇御郡方惣年^<!5等の^惜奢$^を戒む。 C 九 so 

〇非人小展に死^|5:多きを以て恤養ざしむ0  r 九 S 八) 

八 月 〇 二日 前 田 齊泰學 校に 臨む 0  ( 九 S 八) 

〇四日前^齊廣夫人江戶を#し歸圃の^^に就く。 、九 

S 

〇 十 二日 W 姓の 秕納 皆濟 以前に 新穀 を^ 入と すろ-、 

とを禁 マ。 (九 五 0) 

〇 十七 rn 租 来の 上納 を 二番 皆濟 する 十 衬組も 亦  一 ^ 

皆濟同 樣に赏 賜すべき-、 と を吿 ぐ。 (九 五 0) 

〇 一 ー十日瀧之間のぉ次經^^:講1|は自今6校助敎をし 

て 之に 當 らしむ。 (九 五 一) 

〇廿 二日 前田齊 夫人 金澤に 着し 金 谷御展 敷に 入 ス-。 

(き 

〇廿 三日 親 作の 收？ 订 する 用 米を诚 額す る 件に 關し乂 

. 吿ぐ。 (九 五六) 


〇サ 四日 前 田齊廣 夫人の 住する 金 谷 御屋敷 を 金 谷 御 

殿と 稱ゼ しむ。 (九 五 七) 

〇 前 田 齊泰、 獄中 死者 多き を 以て 居所 を 修繕し 食事 

の 改善 を 命す。 (九 五八) 

九 月 〇朔 日 前 田 齊泰、 齊廣 夫人 を 招請す。 (九 五八) 

〇 八日 先に 幕府より 贈られた る 綿羊 を 越中屋 紋次郞 

, に與 へて 飼育せ しむ。 (九 五 九.) 

〇 十二 日 大聖 寺 侯 前 田 利 極 卒す。 (九 六 0) 

〇 十四日 前 田 齊泰、 奧村 故河內 守の 編纂に 係ろ 軸 裏 

雜記 を徵 す。 (九 六 一) 

〇 廿 六日 錢 相場 騰貴した ろ を 以て 給金の 渡 方に 就い 

て 馬 廻 頭より 申請す。 (九 六 二) 

〇 廿 九日 救 小屋の 增 設計 晝を定 む。 (九 六 二) 

〇 年寄 中よ リ諸士 の 風俗に 關す る 心得の 細目 を 頭 役 

に告 ぐ。 (§11) 

〇 衬 々廻 方 藤 內に稻 を 支給し 又は 役 田 を 分かつ の慣 

習を禁 す。 (九 六 0 

〇 數 人の 親 作 を 有する 場合に 於いて 小作た る 者の 用 

来箄 勘の 法を定 む。 (九 六 七) 

〇 困 Is- の爲 離散 流 I 很 する 者 を 本籍に 召還して 生業に 

復 ぜ しむべ き - 、と を 命す。 (九 六 九) 

十 月 〇 三日 常 年の 作 鉢 佳良なら ざる を 以て 收納 来の 檢査 

方法に 就いて 禀請す。 (九 七 0) 
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〇 四日 大聖 寺 侯 前 田 利 極の 喪を發 す。 (九 七 一) 

〇 四日 前 ffl 齊泰、 大小 將橫 m に 善行 ある 者 を 上申す 

べき、、 と を告ぐ 0  ( 九 七 二) 

〇 十日 作 鉢 不良なる を 以て 手 造酒 等の 爲濫に 来穀を 

費す を禁 す。 so 

〇 十日 百姓の 鍬 手米徵 集の 件に 關し 令す。 (九 七 S) 

〇 十三 日 前 田 齊泰學 校に 臨む。 (九 七 S) 

. 〇 十八 日 幕府、 前 ffl 齊泰の 參觐期 を 明年 六月と すべ 

きこと を 命す 0  (九 七： c> 

〇 十九 日作脉 佳良なら ざる を 以て 造酒 高 を 三分の 一 

^らしむ 0  (九 

〇廿 六日 大聖 寺 侯 世嗣前 W 利 平 江戸に 赴かん として 

金澤を 通過す。 (九 七 六) 

〇 廿 七日 前 田 齊泰石 川郡宮 腰 口に 放廳 す。 (九 七 七) 

〇廿 九日 御 橫目足 輕金千 八 太夫 御 算用 場 御 土藏を 破 

らんと して 栗 さす C  (九 七 七) 

〇 薩摩芋の ロ錢を 除くべき こと を告ぐ C  (九 七 九) 

〇 能 登 口 郡の， 1 民の 稼と して 松 前に 輸出す ろ 筵の？ A 

織 を 命す C  (九 八 0) 

十 一 月 〇 九日 金澤城 御用の 間に 養 民 堂の 額 を-描ぐ C  (九 八 S) 

〇 十 一 日足 輕石田 甚之丞 孝行 を 以て 赏 せらる C (九 <s) 

〇 十二 日 町方に 浪人 脉 の 者 徘徊し 合力 を强 請す ろ を 

以て 取 綠 を 命す C 

ー〇 二 七 


ヨ 二八 

0 十九 日金澤 城に 準備す ろ 武具 及び 歩. 足 輕の數 を 

調査す C  (九八五) 

〇廿五日前田齊泰の明年參覲期を5|^上ぐべきことを 

議す C  (九 八ち 

〇廿 五日 先に 頜國 の緣圖 を調蝥 せる 郡 奉行 以下に 赏 

賜す C  (九 八 八) 

〇 頭. 支配人に 諸士の 人品 才 德に關 すろ 調査 上申 を 

命す。 (九 八 九) 

〇 田地 割の 定書を 制す C  (九 八 九) 

十二月 〇 十三 日 大聖 寺 侯 前 田 利 平の 家督 相嬪を 命ぜられた 

る 報 金澤に 達す。 (九九 一一 一) 

〇 二十日 御 細工 奉行 淺井源 右衛門 その 家作 を 美に す 

る を 以て 役儀 を 除かる。 (九九 S) 

. 〇 晦日宫 腰の 足 輕堀內 兵 次 孝行 を 以て 賞 せらる 0  (九 

き  . 

就 業 

li^ 爵前 田家 囑託 日 置 謙 


***** 氺 氺ネ 

* 不許 * 

れ 複製れ 

氺 氺 氺氺ネ * 氺氺 
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昭和 十六 年 八月 二十 五日 發行 
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東京 市 m 黑區駒 場 町 八 百 六十 一 番地 

著作者  侯爵 前 田家 編輯 

東京 市 淀橋區 東大 久保町 二 了 目 

三 1Q 十七 番地 

發 行者  石 黑文吉 

石 金 澤市高 岡 町 九十 番< ？ノニ 

印刷者  高 橋覺吉 

石 川 金 澤 市 高 岡 町 九十 番地 ノニ 

印刷所  明治 印刷 株式 會社 
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